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（11 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

子育 業 し

の の広

の 子 し

広 知 な 子

の 本学

育 あ 子育

学 教育の

目 し し

育 目 す学 子

学 し の広 の

大 広

学 の 学 な

本研究 本学

の教学 の中 の

の 子育 教育 の

し 授

業 の 加 目し 加の の

学 の の

教育 し す の

あ  
部 pp.1 4,pp.9 10  
青山雅哉 子 中田章子 

 

 

人間－10



 

教  育  研  究  業  績  書 

令和 2年 3  31     

 大 西  雅 博        

研   究      野 研 究   の      

・ （ ）・マ チン  

 

マ チン ン ン ル 

 

教  育    の          す       

 年              

 教育 の  
 

・ し のステ マ チン の
Vol.2 ステ お

 
 

22 年 4
 
23 年 3

 
 

大学 学部 学 の 講
師 し 特 研究 （1 4 年  72
人) お ステ マ チン 研
究す 年度の のマ チン

高 年度 ル
ンの ン ステ マ チ

ン す な しかし の
マ チン あ 一

の授業 の
ルの

ロ し ステ かな
32 ( ) 32 ( )

show し 年の 人
本 の ン か

ステ マ チン な  
 

・ し のステ マ チン の
Vol.3 ン ン の 和  

 
 

23 年 4
24

年 3  
 

大学 学部 学 の 講
師 し 特 研究 （1 年  32 人)

お ステ マ チン 研究
す 本年度 ステ の一 テ
マ 2 年 の の
な のステ ン 360 度
か ン

す しかしステ の
の な

な の中
の ン の の

あ 木 史 の
 

 
・ し のステ マ チン の

Vol.4 マンスの  
 

24 年 4
 
25 年 3

 
 

大学 学部 学 の 講
師 し 特 研究 （1 年  32 人)

お ステ マ チン 研究
す 本年度 ン ン ル マ
チン マンスの ン

し ン の研究
ャ の

の ン
マンス し

の ル ン 学 ン
し す

し な
由 す  

人間－11



  ステ マ チン な
マンス な の

な な Show す
 

 
 
 
・ （ カ ン） 

 
26 年 4

29
年 3  

 
学 大学 お マ チン ン 部

の 講師 し
（ カ ン） の授業

ン ン ル 中 の し
の オ ン ャン ス
し  

 
 し 教 書 教  

 
・ ン Vol.1 4  
 
 
 
 
・ ン in NUA  
 
・ ル ン ンス NUA オ ルマ チ

ン  
ンテ  
 

 
・ ロ NUA オ ルマ チン ンテ

 
 
 
 
・ NUA オ ルマ チン

ンテ  
 
 
 
・ ャ NUA オ ルマ チン ン
テ  

 
 

  
 

大学 学部 学 の 講
師 し 特 研究（1 4年  21人）
お の ン Vol.1
4  

 
ンのオ ル  

 
大学 ン ン ル ル

・ ・ ン 11 ステ マ
チン の オ ルの ル
ン  

 
大学 ン ン ル ル

・ ・ ン 12 ステ マ
チン の オ ルの ル
ン  

 
大学 ン ン ル ル

・ ・ ン 13 ステ マ
チン の オ ルの ル
ン  

 
大学 ン ン ル ル

・ ・ ン 14 ステ マ
チン の オ ルの ル
ン  

 

 教育 の す 大学 の  
 
・ 大学 お 授業  
 
 
 
 
 
 
 
・ 学 大学 お 授業  

 
 

22 年 4
 

29年
3  
 
 
 
 

30 年 4
 

 
 

3 年間の ス 学 の
4年目 授業

学 スの す
な し の 年

大学 ン ン ル ル ・ ・
ンの お オ ン ス

テ 任 な  
 
人間教育学部教授 任  

ル 人間教育学 ル の授
業 マ チン ン 部

 
 

人間－12



 の す の特記   
 

 
・ マ チン 講 講師 
 
 
 
 
 
 
・ 栄 ン  
 
 
・ 育 研 （ 部）講師 
 
 
 
・ 育 研 （美 部）講師 
 
 
 
 
 
 
・ 中学  
 
 
 
・ 学 研 講師 
 
 
 

 
 
 

19年  
24年 

 
 
 
 
 

22年 
4 4  
 

23年 
1 21  
 
 

23年 
8 20  
 
 
 
 
 

23年 
11 4  
 
 

24年 
11 7  
 

 
 
 

19年 9 年 1
のマ チン 講 中

学 ・高 学 中 2 か 3
講の な 本 か

ン の
 

 
栄 お 子 の の

ン ス す  
 

の 育 50 間
の な

講  
 

美 の 育 40 し
の の講

育 加
し の

の講  
 
 

中学
お 大西 ン

 
 

学 の 教
講 しな
の ・ の ンスの

し な
講  

 

 の   なし 

職   の  績   す    

 年           

  
 

・中学 教 一 （ ） 

 

・高 学 教 （ ） 

 
 

和 57年 
3 31  
 

和 57年 
3 31  

 
 

中一 4678 （ 知 教育 ） 
 
 

高 5413 （ 知 教育 ） 
 
 

 特  
 
 

 
 
 

 
なし 
 

   

人間－13



 の す 特記

 

 

（ ） 

 

 ・ 栄 ン  

 

 

 

 

 

 

 

 ・ 中学  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

績  

 

・ 太 大学マ チン

部  

 

・ 太 大学マ チン

部  

 

・ 太 大学マ チン

部  

 

 

・ 原高 学 マ チン 講師 

 

 

 

・ 原高 学 マ チン 講師 

 

 

 

・ 原高 学 マ チン 講師 

 

 

・ 原高 学 マ チン 講師 

 

 

 

・ 松山中 高 学 講師 

 

 

 

・松山 田中学 マ チン 講師 

 

 

 

 

 

 

22年4 4  

 

 

 

 

 

 

 

23年11 4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22年 

12 19  

 

23年 

12 18  

 

23年 

2 26  

 

 

23年 

2 26  

 

 

24年 

2 19  

 

 

23年 

8 21  

 

24年 

8 26  

 

 

24年 

11 1  

 

 

24年 

11 18  

 

 

 

 

 

大西 ン の す の

の 職 学 の か

の の し し

あ 子 の

の 2 ン

ン し 中学 一 40

一 間の ン  

 

中学

大西 ン す 年度

島中学 か 学 な 任

し 島中学 の

の の 大 の

し 本

ル な の

の か し

 

 

 

 

本マ チン ・ ン ン  

38 大 の部 6  

 

本マ チン ・ ン ン  

39 大 の部 5  

 

本マ チン ・ ン ン  

ステ マ チン 大 お  

特  

 

本マ チン ・ ン ン  

ステ マ チン 大 優 お  

優  

 

本マ チン ・ ン ン  

ステ マ チン 大 お  

優  

 

本マ チン ・ ン ン  

2 マ チン 大  

 

本マ チン ・ ン ン  

3 マ チン 大 お  

金  

 

本 ・  

60 本 ン ル お  

 

 

本 ・  

25 本マ チン ンテス お  

人間－14



 

 

・ 高 学 マ チン 講師 

 

 

 

・ 太 大学マ チン

部  

 

・ 学 中学 講師 

 

 

 

・大 中学 マ チン 講師 

 

 

 

・ 太 大学マ チン

部  

 

 

・大 中学 マ チン 講師 

 

 

 

・ 学 大学マ チン ン 部  

 

 

 

・大 中学 マ チン 講師 

 

 

 

・ 学 大学マ チン ン 部  

 

 

 

・ 学 大学マ チン ン 部  

 

 

 

・大 中学 マ チン 講師 

 

 

 

・ 学 大学マ チン ン 部  

 

 

 

・ 学 大学マ チン ン 部  

 

 

 

・ 学 大学マ チン ン 部  

 

 

 

24年 

11 18  

 

 

24年 

12 16  

 

25年 

2 11  

 

 

25年 

11 24  

 

 

25年 

12 14  

 

 

26年 

11 23  

 

 

27年 

2 14  

 

 

27年 

11 22  

 

 

28年 

2 21  

 

 

28年 

12 18  

 

 

29年 

11 19  

 

 

29年 

12 17  

 

 

30年 

12 16  

 

 

令和元年 

12 15  

 

 

本 ・  

25 本マ チン ンテス お  

 

 

本マ チン ・ ン ン  

40 大 お 大 の部金  

 

西 ・  

40 西 ン ン ル ンテス お  

金  

 

本 ・  

26 本マ チン ンテス お  

金  

 

本マ チン ・ ン ン  

41 大 お 大 の部金  

 

 

本 ・  

27 本マ チン ンテス お  

金  

 

本マ チン ・ ン ン  

14 マ チン ステ 大 優  

 

 

本 ・  

28 本マ チン ンテス お  

金  

 

本マ チン ・ ン ン  

15 マ チン ステ 大 講 特 

 

 

本マ チン ・ ン ン  

44 大 お 大 の部  

 

 

本 ・  

30 本マ チン ンテス お  

金  

 

本マ チン ・ ン ン  

45 大 お 大 の部  

 

 

本マ チン ・ ン ン  

46 大 お 大 の部  

 

 

本マ チン ・ ン ン  

47 大 お 大 の部  

 

人間－15



 の  
 
・ 知  
 知 マ チン ンテス 特

 
 
・ 知  
 知 ン 特

 
 
・  
 マ チン 講 講師 
 
・ 知  
 マ チン 講 講師 
 
・ 知  
 知 マ チン ンテス 特

 
 
・島根  
 マ チン 講 講師 
 
・ 知  
 知 マ チン ンテス 特

 
 
・  
 マ チン 講 講師 
 
・  
 マ チン 講 講師 
 
・ 知  
 マ チン 講 講師 
 
・ 知  
 知 マ チン ンテス 特

 
 
・  
 マ チン 講 講師 
 
・ 知  
 知 マ チン ンテス 特

 
 
・  
 マ チン 講 講師 
 
・ 本マ チン ン 西 部 
 D講 講師 
 
・  
 マ チン 講 講師 
 
・ 知  
 マ チン 講 講師 
 

 
 

24年 
9 17  
 
 

25年 
2 9  
 
 

25年 
8 10  
 

25年 
8 18  
 

25年 
9 16  
 
 

25年 
10 20  
 

26年 
9 20  
 
 

26年 
9 28  
 

26年 
11 8  
 

27年 
8 19  
 

27年 
9 21  
 
 

28年 
8 29  
 

28年 
19  

 
 

28年 
24  

 
29年 

3 5  
 

29年 
8 24 25  
 

29年 
8 27  
 

 
 
本 ル お 知 マ チン 
ンテス の特  
の DVD ス す  

 
本 ル お 知 ン 

の特 の 
DVD 講 す  
 

のマ チン 講
お 講師  
 

知 のマ チン 講
お 講師  
 
本 ル お 知 マ チン 
ンテス の特  
の DVD ス す  

 
島根 のマ チン 講  
お 講師  
 
本 ル お 知 マ チン 
ンテス の特  
の DVD ス す  

 
之江 育 お
のマ チン 講 の講師  

 
大学 お  

のマ チン 講 の講師  
 

知 のマ チン 講
お 講師  
 
本 ル お 知 マ チン 
ンテス の特  
の DVD ス す  

 
之江 育 お
のマ チン 講 の講師  

 
本 ル お 知 マ チン 
ンテス の特  
の DVD ス す  

 
西 育 お
のマ チン 講 の講師  

 
育 お マ チン  

西 部 D講 の講師  
 

之江 育 お
のマ チン 講 の講師  
 
西 育 お マ チン 講 
の講師  

 

人間－16



・ 知  
 知 マ チン ンテス 特

 
 
・ 本マ チン ン 西 部 
 D講 講師 
 
・ 30年度 高 学 育大

東 のマ チン ステ
す  

 
・ 知  
 マ チン 講 講師 
 
・  
 マ チン 講 講師 
 
・ 知  
 知 マ チン ンテス 特

 
 
・  
 マ チン 講 講師 
 
・ 知  
 マ チン 講 講師 
 
・ 知  
 知 マ チン ンテス 特

 
 
・ 高 学  
 高 学 の講  
 

大 の  
 
・マ チン in高 の  
 
 
・マ チン in高 の  
 
 
・  
 マ チン ンテス  
 
 
・  
 マ チン ンテス  
 
・  
 ン ン ル ンテス  
  
 
・  
 マ チン ンテス  
 
・  
 ン ン ル ンテス  
  

29年 
9 18  
 
 

29年 
11 4  
 

30年 
7 30  
 
 

30年 
8 19  
 

30年 
9 1  
 

30年 
9 24  
 
 
令和元年 
7 13  
 
令和元年 
8 18  
 
令和元年 
9 22,22  
 
 
令和元年 
11 16  
 
 
 

22年 
9 4  
 

23年 
9 3  
 

22年 
10 9 10  
 
 

23年 
10 8 9  
 

23年 
12 23  
 
 

24年 
9 8  
 

24年 
12 23  
 

本 ル お 知 マ チン 
ンテス の特  
の DVD ス す  

 
学 大学 育 お マ チン  
西 部 D講 の講師  

 
ン 高 
のマ チン ステ お  

ンステ の  
 
西 育 お マ チン 講 
の講師  

 
之江 育 お

のマ チン 講 の講師  
 
本 ル お 知 マ チン 
ンテス の特  
の DVD ス す  

 
松 育 お
のマ チン 講 の講師  
 
西 育 お マ チン 講 
の講師  

 
井 育 お 知 マ チン 
ンテス の特  
の DVD ス す  

 
育 お 高 マ

チン ン 部 の講  
 
 
 
高 育 お 高 青松ロ  

マ チン in高 の  
 

高 育 お 高 青松ロ  
マ チン in高 の  

 
ン ン ン ン お  

マ チン ンテス の  
 

 
島 お マ チン  

ンテス の  
 

・ ン お ン 
ン ル ンテス 大 の  

 
 

育 お マ チン 
ンテス の  

 
・ ン お ン 

ン ル ンテス 大 の  
 

人間－17



・ 高 学  
ン ン ル ン  

 
・  
 マ チン ンテス  
 
・ 高 学  

ン ン ル ン  
 
・ 岡  
 岡 マ チン ンテス  
 
・  
 マ チン ンテス  
 
・ 高 学  

ン ン ル ン  
 
・ 岡  
 岡 マ チン ンテス  
 
・ 高 学  

ン ン ル ン  
 
・ 岡  
 岡 マ チン ンテス  
 
・  
 マ チン ンテス  
 
・ 高 学  

ン ン ル ン  
 
・  
 マ チン ンテス  
 
・ 高 学  

ン ン ル ン  
・  
 マ チン ンテス  
 
・ 高 学  

ン ン ル ン  
 
・ 本マ チン ン 部 
 マ チン ン 大  
 
・ 高 学  

ン ン ル ン  
 

25年 
1 14  
 

25年 
9 22  
 

26年 
1 12  
 

26年 
6 15  
 

26年 
9 15  
 

27年 
1 12  
 

27年 
6 14  
 
] 27年 
1 10  
 

28年 
6 12  
 

28年 
9 10  
 

28年 
1 8  
 

29年 
9 9  
 

30年 
1 7 

30年 
10 8  
 

31年 
1 13  
 
令和元年 
11 4  
 
令和 2年 
1 12  
 

ル ス ル お ン ン  
ル ン の 講  
 

ン ン ン ン お  
マ チン ンテス の  

 
ル ス ル お ン ン  

ル ン の 講  
 
ン ス 岡 お 岡 マ チン  
ンテス の  

 
ン ン ン ン お  

マ チン ンテス の  
 

の お ン ン  
ル ン の 講  
 
ン ス 岡 お 岡 マ チン  
ンテス の  

 
の お ン ン  

ル ン の 講  
 
ン ス 岡 お 岡 マ チン  
ンテス の  

 
ン ン ン ン お  

マ チン ンテス の  
 

の お ン ン  
ル ン の 講  
 

ン ン ン ン お  
マ チン ンテス の  

 
の お ン ン  

ル ン の 講  
西 育 お マ チン ン 
テス の  
 

の お ン ン  
ル ン の 講  
 
井 育 お マ チン ン  
大 の  

 
の お ン ン  

ル ン の 講  
 

研  究  業  績        す       

書 学 の
 

・
の  

の
年  

学 の
 

       

（ 書） 

1 な の

部  

 

 

 

 

26年10

21  

 

教育PRO 

 

 

の の部 のあ

す  

人間－18



書 学 の
 

・
の  

の
年  

学 の
 

       

（学 ） 

1 本 お マ

チン の

 

 

2 し

 

 

 

3 し マ チン

 

 

 

4 マ チン お

本 の

 

 

5 ス ル ン

お

の一  

 

6 の な

（

）の

 

 

7 
の

の一  

 

8 し

か 教育 

 

9 教 お

 

 

 

（研究 ） 

1 部 の

す 研究 

 

 

2  お

の の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25年 3

 

 

 

26年

12 1  

 

 

27年

12 1  

 

 

28年 3

19  

 

 

28年

12 1  

 

 

31年 3

10  

 

 

 

31年 3

 

 

 

令和元年 

9  

 

令和 2年 

3  

 

 

 

 

29年 3

10  

 

 

令和元年 

9  

 

 

太 大学研究紀

2012 年度 vol.2 
( 7 ) 
 

人間教育学研究 2

 

 

 

人間教育学研究 3

 

 

 

学 大学紀

 

 

 

人間教育学研究 4

 

 

 

学 大学紀

10  

 

 

 

学 大学オン

ン ャ ル

2  

 

学 大学紀

11  

 

学 大学紀

12  

 

 

 

 

学 大学紀

6  

 

 

学 大学オン

ン ャ ル人間

教育  

 

本 のマ チン の

し す  

 

 

教育 お の

間 す

す  

 

本 お マ チン の

し し す の

す  

 

の 教育 お

な し

す  

 

木 ・金 ・ の 間

お な

す  

 

あ し

の授業 し す

す  

 

 

の授業 お ・

の し し の 高

の す  

 

教育の

の す  

 

本 し な

のあ す  

 

 

 

 

中学 お 部 大学 の

高 の

し の 研究す  

 

間 な

す  

 

人間－19



書 学 の
 

・
の  

の
年  

学 の
 

       

（ ）     

1. 原高

学  

 

 
 

24年  
 

原高 学

部 
 

元 テ マ マ チン  

カ ン の  

本マ チン ・ ン ン  

3 マ チン 大 

お 金  
 

（オ ルマ チ

ン ンテ ） 
    

1. 原高

学 部 

 

 

 

 

22年8  

 

原高 学

部 

 

元 テ マ マ チン  

・ 21 オ ル 

のステ マ チン ンテ  

本マ チン ・ ン ン  

ステ マ チン 大 優  

お  

 

2. 原高

学 部 

 

 

 

23年4  

 

原高 学

部 

 

元 テ マ マ チン  

・ 28 オ ル 

のマ チン ンテ 本マ チ 

ン ・ ン ン 2 

マ チン 大  

 

3. 原高

学 部 

 

 

 

 

24年4  

 

原高 学

部 

 

の テ マ マ チ 

ン ・ 25 オ  

ルのマ チン ンテ 本マ 

チン ・ ン ン  

3 マ チン 大 お  

金  

 

4. 松山 田中

学 部 

 

 

 

 

24年6  

 

松山 田中学

部 

 

 

カン テ テ マ  

マ チン ・ 37  

オ ルのマ チン ンテ  

本 ・  

25 本マ チン ンテス  

お  

 

5. 高

学 部 

 

 

 

24年7  

 

高 学

部 

 

カ テ マ マ チン  

・ 45 オ ルのマ 

チン ンテ  

の 大  

す 本 ・  

25 本マ チン ンテス  

お  

 

6. 大 中学

部 

 

 

 

25年 29

年 

 

大 中学

部 

 

ャ テ マ マ チン ・

 

本 ・  

本マ チン ンテス 4  

し 優 な 績  

 

人間－20



書 学 の
 

・
の  

の
年  

学 の
 

       

7. 30年度

高 学

育大 東

 

 30年7  
高 学

ン  

30年度 高 学 育大  

東 の ン お  

マ チン ンテ し ステ の 

 

 

 
 

人間－21



 

教  育  研  究  業  績  書 

令和 2 年 3  31     

                                           金山 憲正           

研   究      野 研 究   の       

教育  

お す 研究 

学 の す 研究 

す 研究  

教  育    の          す       

        年              

 教育 の    

マルチ お
し の な のあ

の授業の  

19年 4  
   

26年 3  

大学 学 の 教 し
VIDEO PowerPoint の しの し
マルチ し しの す

の研 お の授業
本 な学 の

の しの
の の し の の

な 教 の 度
授業

し し 授業 す の教師の
の 教 ン

の ン し
な  

（ 大学 学 の し の 績） 

ICT し
か の 本 の 学

の の教 す
 

26年 4  
   

 

学 大学人間教育学部人間教育学 1 年次 の
学 120 し ・ 学教育の教 研究の

育 す の の講
お ICT し 特
の な す

し な
の の ICT し 講

ル あ の
の お な ICT の 夫し

な  
（ 学 大学 の の ） 

テ ン の 学
し 学 の な ロ チ

の授業のあ し
 

 

27年 4  
   

 

学 大学人間教育学部人間教育学 年次 の
学 120 し 子

し の授業 の
学 す

の の授業
し 授業の し の特

学 か の
記載す ル の

し 授業の し
教 の授業 し

し の 授業の す
善 学 間 し な  

（ 学 大学 の ） 

 し 教 書 教    

の の  
                 【 】  

26年 4
 

 

学 大学人間教育学部人間教育学 お  
1 年次 120 し の 2 年次
110 し の授業

学
の の あ

か し の し の ン
な あ の あ  

特 授業 お の
中か テ  

ン の  

人間－22



  

  
し の

 

し の授業  
                 【 】 

26年 4
 

 

学 大学人間教育学部人間教育学 お   
1年次 120 し の の授業  

 
夫 善す ン な  

元間の 教  
の  

し し し の あ  
授業の し 知 ・  
な し し し 知 ・  

な か な の 学 の 
か  

学 授業 善 かす  
                 【 】 

27年 4  

 

 

学 大学人間教育学部人間教育学 お  
年次 120 し の授 

業 一 の の あ の 
学 す の  

す 大 な の の学  
か お な か の  

あ 授業 の  
目の な す  
の す  

し 授業の  
 

な 授業  
                 【 】 

27年 4  

 

 

学 大学人間教育学部人間教育学 お  
年次 120 し の授 

業 の学 の ン  
お の 由 す  

か 授業 の し 授業  
授業 し
す し 授業

学 の な 学 テ
の の 授業 お
し 授業 し ン

高 の の 夫な
目し な  

・ ・ 育 す 授業 
                 【 】 

27年 4

 

 

 

学 大学人間教育学部人間教育学 お  
年次 120 し の授 

業 ・ ・ 育 す  
授業の の な 学  
目し な 授業 のあ  

の あ 授業 の  
学  

し の の し 授業  
な し  

な か し 授業の 
の し 本教  

す 学 な 
の か 授業 し す  

な  

. ・ ・ 育 す 授業の 

 

（ ） 

  

学 大学人間教育学部  

27年 4

 

 

学 大学人間教育学部人間教育学 お  

年次 120 し の授 

業 ・ ・ 育 す 授業 

の な授業 のあ  

の あ な の し  

授業 の の  

の  

載 か 

し す 特 教 

育 中の学  

人間－23



 教育 の す 大学 の    

大学学  
     

23年 3
14  

大学 学 し の 学
の授業 授業ス ルの し ・ 本の
学 育 す の し 教育

度 学 チ テ チン
のあ な

の 職教育 の 学
お 子 の学 し か

の教育 か 高
人 お  

学 大学 の学  25年 8  12 年間の 学 6 年間の 大学 学
し の学 の 績

大 教育 任 大 学 教育
研究 部部 11年間 大 教育大学教
育学部 講師 し 教育の し

績 し 高 教
育 す し 高

 

学 大学人間教育学部 年度 学
授業  

29年 2  1 年次 120 の学 の の の講
す 授業 ン ICT し

講 の し 明 か すか
92% の授業 す
94% 満 の の あ 94
な 90% の 学 高 満

度 授業
 

学 大学人間教育学部 年度 学
授業  

29年 7  年次 す の の講
し 学 の授業 ン の  

し し
テ ン 講

し の授業 す 講 高か
94 明 か すか 95 の授
業 す 94%

満 の の あ 93 な 90%
の な お あ 授業

 
 

 の す の特記    

大学 学 し の 績 
 
 ・西 本 学 学 の研究大 の  
  し  
       （ 23年 5  加 1100 ） 
 
 
 
 
 

19年 4  
   

25年 3  
 
 
 

大学 学 し 学
教 の の 任 し 教
研 お 教師 の学 か
の学 の 目 し 授業 の

授業 の な 学
し テ ス し 講 し ル

スカ ン 教 の の
ャン スの し

学 お な
し  

大学 講  お 講師 
 育 学 教育  
 （  加 120 ） 
 
 
 

22年 8
28  
 
 
 
 
 

の学 の す 子  
し 学  

し 介し 本の 教育 目 す  
学 の の  

講 し の中 ・ 本 な知 ・ 
の ・ の育 の  

の し  

教育研究 ・ 34 講師 
学 お の  

（ の 教 400 ） 
 
 
 
 

22 年 12
25  

 
 
 
 
 
 

教育 本 学 教育 の 正 学
の の 講

の中 ・ ・ の育 目
し 学 の 授業

す な し の
元 の 夫 育 の

のあ な
加  

人間－24



大学 教 講 の講師 
    学 1 年 3  
  （ 教 ） 

22年 4
 

25年 3  

ャン ス あ 大学 の教
し 学 の子

育 の のあ
し

し な の の
す な

し 研
し 教育の の

加 か  

. 大学 講  講師 
 育 な な な  
（  加 120 ） 
 

 

22年 9  
10  

な の一 の 育
の 学 の な授業

か 教 書の  
講 し の か

学 お 学 学 の の学
あ の の
介し  

西 本 学 23年度研  講師 
教育か の の  

( 大学 学 加 1100 ） 

23年 5
23  

お 講 し 学
目 す学 の育 す 教 の
の授業か し の授業 す

あ し の授業
教師の 教 研究 あ

教育
し   

学 大学人間教育学部人間教育学 の 
講  

26年 4  
   

 

の の授業 な の 本
な な知 す

の 知 学
授業 の の教 研究の か

ICTの な  
授業 特 学  

す の教 す 育 す  
講 あ  

ル の授業 学 の
の育 加 ル教育 し 学
の 度 テ ス の
し  

テ ン の
学 し 学 の

な ロ チ の授業のあ し 
授業 な 学 の 本

授業 し ・ のあ
の し  

 の    

学 大学人間教育学部人間教育学 の学
す お ・ 学  

26年 4  
 

 

学 大学人間教育学部人間教育学 の学
し ル な な学
し な 学の の

の
学の  

大 学 の 教育 の
研究 年間 し の  

26年 4  
 

28年 3  

研究 の の し
のあ の 学年の 授業 の  

 

八尾 学 の 教育 の 
 研究 年間 し の  

27年 4  
 

29年 3  

研究 の の し
のあ の 学年の 授業 の  

 

学 学 の 教育 の
 

27年 9
 
 

 

学 学 知 目し
研究 し し 授業の の

の 夫 の かし な
し 教育 の し  

人間－25



職   の  績   す    

 年           

    

） 学 教 一  和 46年 4  和 46 一 （大 教育 ） 

）中学 教 一 （ 学） 和 46年 4  和 46中一 （大 教育 ） 

）高 学 教 （ 学） 和 46年 4  和 46高 （大 教育 ） 

） 書教   和 46年 1  和 46年 12 1  （ 部 ） 

   

 特    

     な    し   

 の す の特記     

） 大学 学  
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

19年 4  
 

25年 3  

大学 学 の の学
教 の

の 任 あ 教 研 の
研究・教 の し 大

し  
 な の 高学年 の教 任 の

3学年か 6学年 の チ
テ チン の の 教
の 教 の教 の研 研究
の な あ  
 特 教 教育か し の授
業 の 学

・ の ・ 均
10 ン  
 教職 年 満の教 し  
研 学 のあ  
の のあ の の 学

ル の な な
し な の研  

 の    

） 学 大学   26年 4  
 

28年 3  

し 業
し本学の す の 善  

特 ・ 年 の 学 の
授業 ン 業 お の

・ ・ の 部業 の 部
す し の

マ の マ の
・ す の ロ

・ す
の ロ 授業 の の
知 の記 の PDF

の一 の 業
し 一人 ・ し
130講 ン 3000

な か ・ す 
間 業 の 間

本学の の
 

教 の授業 し 高
の 授業 業 学部の授業
し 学部間 お の し  
あ 授業 善 FD講 業

善・ の し  

） 学 大学 教職 ン  26年 4  
 

29年 3
 

2年次 な 介 す
の ・ 年度か

教育 2年次
の の の あ

の  
教 学 の す

教師 の
な ・

 

人間－26



） 学 大学   28年 4
 
 

 

本学 の AO ・ ・一 ・
大学 ン の す
業 正 為の の
 

学か の
し の し 業 の 善
し 大学 ン

し の の
 

） 学 大学 学  29年 4
 
 

 

 本学 学 し 教職 の業
・ し学 し

特 教育 ・ 学
・広 ・ ・教

し 学 し の任
 

 学部の の の広
のあ 加 目 の

な
 

 

 
 
 
 

人間－27



研  究  業  績        す       

書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

（ 書）     

育

授業 ン&

 

 

 

 

22年 4

 

 

明治 書 

 

・中・高学年 の の

育 授業 す

な  

   （ ） 

金本  

一 子 吉田博 岩

マ 金山憲正 松岡 典

岸田 美 森 子 中井美 子 森本

明 野 吉 村 治 口   

 

本人 部 学年 学年 大

（P42 P45）の の授業 育

の  

中学年 3学年 学

年 （P84 P87）の

高学年 学年 の

（P108 P111）の の

授業 育 の  

大

し か

の の か

の の

す

し し か な

す

和 1 大 な

の加 の の

の し し

し

育

の の の 学 し  

の し

の ICT 明

し す

し  

学  

(教師 書研究 ) 

 

 

 

23年 4

 

 

本 教  

 

学年 し

の な の 学 明 か

す し 学

の ICTの な の 教育

お な す  

    

本 教 部 

山正 中原忠 金山憲正 松

一 間 子 

本人 部 （P2 P12）  

かな学 の 目 し の学

の章 の学 の 本 な

し ル の教授

・ 本  な知 ・ の  

・ の育

し かな学

の学 の章 章 学

の の学 の の育

学 の な 学 の

し 学 育 の の

 

人間－28



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

    し の

な 学

学年の の

の し の 知

し の の し

し  

.教育 50 

す・

育  

 

 

 

24年 8

 

 

金子書  

 

 教師 子 の し 育

の ・ ・ 育・ な

学 の 間な の教 の 教 ・

研究の な す 大

な 教師 の

 

   

田 一 

田 一 加 明 松田智子 善野八

千子 金山憲正 健史 久田

本 野田健 中田正 田

一 中村 瀧明知惠子 田  

本人 部 子 の

授業の （P47 P57）  

知 の かな の し

・ な の 育 し す

の大 な な学 子 の

な の

あ ル 知

の目 の目 の 夫

加 し な

す の

な し 介し

の 育 の

加

育 な す

の ン

介し  

. の 

の  

 

 

 25年 1

 

 し 学

学 教育 学 の

の の

す

し あ か 明 か し

manipulation の す

マ し

す な の な

Model-makingの の

な教 介

し  

     

.教育 54

教 の学  

の  

か 

 

 

 

26年 

8  

 

金子書  

 

し 学 知

な かな学 育 な

の す

教 の学 の な のか

し の のあ し  

  

田 一 

田 一 加 明 松田智子 善野八

千子 金山憲正 金 夫 阿部 高 本明

美 大 健 あすか  

本人 部 の授業 か 

す （P47 P57）  

人間－29



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

    介 す の

し し

の す し

す し

す し

な 学 な

ル の EIS な

記 の

あ の お の

の

か 記

の あ の

し あ  

.人間教育 し

教職  

6章 教 の  

9章 教育 の  

 

 26 年

12  

 

 

大学教育  す す 教育 の中 次

の し

子 育 の ・

野か な の

す 教師の あ な

人間教育 し

 

  

中田正  

中田正 田 次 松田智子 中

田 子 金山憲正 瀧明知恵子 井 治

太田雄久  

本人 部 学 教 の （P110

P120）  

育 目 し 学

教育目 教師

し かな な な 教

の の

し の

し  

本人 部 教育 の  

（P235 P253）  

教育 教師 し 教 の

な な

し 教育 の

の教師 し のあ し

教職 の な学

な 教育 の 加

の講 す の な

の の

 

. 教育 57 

PISA 学 育  

 

 

27年 

2  

 

金子書  

 

年の な の の し

あ 子 し

次 す す

育 か 原 な 大学

教 の授業 の か  

な し  

  

田 一 

田 一 田 治 裕 西 正

田 治 岩田一

部久美子 子 金山憲正 雄一

松田智子 高木悠哉 井 子 

本人 部 育

（P95 P105）  

人間－30



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

    育

し 中 の教

か し 子 学

授業 し

な 知 ・ の

の し

のか 授業

す あ の の授業 し

の し の 4 の なス

テ 本 し お の

の育

な の

 

 

. 教育 59 

な学  

 

テ ン  

の一 の ン  

 

な学  

教育の  

 

 

29年 

2  

 

金子書  

 

な学 な あ

教育 教師

の大 な の あ

学

し か の な

し の 授業 し

のか な か か

な し  

  

田 一 

田 一 裕 田 治

一夫 金山憲正 井 之 夫

博 善野八千子 田 満

中村 森広美 オチャンテ村井 井

子 

本人 部 学

学 の （P47 P57）  

な学 の か

な な

知 な な の

の な の

か す

な 目 し

な学 し

の 教

研究の の な

し  

 

. 教育 60 

学 の  

 

 テ ン

の目 す の 

 

お  

学  

 

 

29年 

8  

 

金子書  

 

学 の 則

学

し あ の 学

授業の 学 一

の教授・学 の ン の

な の す 学 な

のか か  

な し 本 な ン

明 し  

  

田 一 

田 一 裕 田 治

治 一夫 金山憲正 大 健美 井 之

森広美 善野八千子 岡村季光

松井典夫 瀧明知恵子 

本人 部 お 学  

（P79 P88）  

 な学 な学  

人間－31



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

    学 の  

な 学 授業 善の究 の目

あ 学

・ な学 あ

す の あ

し の の し

学 の あ

介し  

 

10.教育 61

学 お

本 な ・

 

 

テ ン  

の 

 

お 本 

な  

 

 

30年 

2  

 

金子書  

 

し 学 ・

高次な学 の し

大 な の 1 あ の ・

教 お 本か

の あ

の ロ し 授業の

かす か な 教

の特 教育のあ

・ かす授業 の

ン し  

  

田 一 

田 一 裕 田 治 金山

憲正 中村 智 大 昌

善野八千子 高木悠哉 健 

本人 部 お 本 な

・ （P38 P48）  

 学 ・ の育 す

の学 の 本 な し

学 な ・ 学 な

授業 し な

す 学 な

・ か な 知

し し 知 し

し す し 授

業の な し

し  

 

11.教育 62

人

の

 

 

学  

目 す の  

 

教育 人

の  

 

 

30年 

8  

 

金子書  

 

大 あ お 子

職業 の

す な な な しかし  

人間 の の

育 す 教育 な し な

の な 人 の の大

し 学 し

の な授業 す のか

育 の 夫

介し  

  

田 一 

田 一 裕 田 治 金

山憲正 井 之 西村 中村 田

人  

尾正 中村 八木 和 西 井

子 弘  

本人 部 教育 人

の （P37 P46）

 

の あ  

人間－32



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
 

な

す し 人 す

の 学 な 育  

な の な の

な の 子 の学 あ

の学 し 授業

な あ の

の 教 研究のあ し

 

12.教育 63

人間 の  

学 の究  

な目  

教 人間 の 

 

 31年 

2  

金子書  し 学 加 人間 の

教育 す の

あ しかし の 大 な あ

な の教育人 しな

あ 学

の し 教師 人間

の の な

の 介し  

  

田 一 

田 一 裕 田 治 金山

憲正 金 夫 井 之 西村 岡本祐

中村 田 人 山口 高橋美由紀  

中村 阿部 高 井 子 健

治 岡 子  

本人 部 教育 人間 の  

（P48 P57）  

学 お 教 の目

の 学年の目 お

し す 度 の 記

あ 学 な

原 な 子 の

し し

か 学 か 人間

の の な の し

のか の の

人間 の し

な し

 

13.教育 64

学 か

学

 

の授業 し 学 

か 育  

 31年 

8  

金子書  ・ 学

学 学 か

育 の

の し な

学 す な 教育の

子 育 学 の

教 ・ の授業 学

か 育 す の な

の 介 す  

  

田 一 

田 一 裕 田 治

弘 金山憲正 間 吉 西

田 人 健 松久

治 八木 和 あすか 井 子 

本人 部 の授業 し 学 

か 育  

（P48 P58）  

の授業 学 か 育

子 の学 し

な

子 の学

の し 知 の

人間－33



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
 

学 の 目し 子

の 学 か 学 し

学 し  

（学 ） 

し

の授業 
 23年 5

 

本教育 研究  

教育  No.18 

P12 P15 

DeSeCo PISA学 の テ

学 テ

ル す

カテ の ン ル テ ス

す

の学 す 知

あ の

育 す

夫 善し 教育

教育 教育

な 教育のあ

し あ

教育か の 

 
 24年 2

 

本 学  

23年度 研究  

学 学 教育

目 な な な のあ

あ し 学

の 則 し 則

教 の な学 の

特

明 か の

の なか す

善

す

記 の 教師 し の

の あ

学 の す

の授業 の し教 研究

の あ  

の

の  
 25年 4

 

本教育 研究  

教育  No.9 

P22 P25 

本 の

学 な

の 教育の

の 史か し 子

あ 由

部 す な

す か 目 

し ル 学の

し 元 お な

の 明 か し  

の

の (2) 

 25年 5

 

本教育 研究  

教育  No.10 

P12 P15 

学 お 業 ・

な な

な 本

のなか な

マ 原 の 教授原

の の

教育 お

し 学 の

善 の

し 明 か し  

人間－34



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

. な

授業 

 25 年

11  

本教育 研究  

教育  No.26 

P9 P13 

学 の ン の授業

の 由の

授業の し

の かな の

授業 お

な な 明 か な

す の の

お 授業の し

か の授業ス ル の

満 度の高 授業 す  

明 か し あ  

. ・ ・

育 す

授業 

 

 26年 9

 

学 大学研究紀  

 1  

37 46 

 

・ ・ 育 す 授業の

の な

目し な 授業

究し の の授業

本 しな 学 か ・中・

高学年 し の し の

の し す学

・ す な 元

間の学 の な

し し の あ  

 

.

 

 26 年

10  

本教育 研究  

教育  特  

P34 P37 

 

かし 学 ス ロ チ

ル な か

一 し

し

本 の学 の

の し お

のか 明 か し

な の な

育 す

な のか の し の

な し し の

あ  

 

. 育

 

 

 ( ) 

 

 27年 4

 

人間教育研究  

紀 人間教育学研究  

2  

71 80 

 

育 す 教育

か 明 す 教育の

・ ・

し の な授業 し

の 育 な のか

の 加 本

恵 な あ

し の

授業 し の

し の

な のあ

し し の あ  

 

エ ル の 

ロ ン  

ICT 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

27年 9

 

 

 

 

        

学 大学研究紀  

  

59 72 

 

 

 

 

            

2013 年度 の 教

（TALIS） お ICT

教 の 加 の中  

あ 目し 本 ICT

し 教育 す の 教育

のあ の の

特 ・ 本の

度 学 す

大 な す の ロ

の の な

明 か し  

 

人間－35



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

の育

な

  

 

( ) 

 27 年

12  

本人間教育学  

紀 人間教育学研究  

 

25 35 

 

学教育 の 学教育の

大

な学

の す ン あ

な 学 の し

ン の本 か

な な 本

ン の な

し 学

ンの育 か 授業 のあ

し  

. の 学

育 授業

 

 28年 

9  

学 大学研究紀  

  

53 66 

 

育 学 の中 な の

学 な な な 学

な 学 育

授業のあ 人間 の育

加 し 学 子 の

の し 学 の中 育

の 学 育

な 元 の

の し ・中・高学

年の の お 子 の特 か

し の お 授業 の

ン し  

（ の ）     

任教 の の 

ン  

 

 

 24 年

度 

大学 

 

 

 

教 の研 テ ス し す

学 す な ス

の子 す の

の の の

な

教 し 学 の 本

し の教育 の

し  

 

 

原  

授業中 お

す  

（ ）【 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22年 4

23

年 3  

 

 

 

本 教  

 

 

 

 

 

教育 ROOT   P19 

 教育 の授業中 す

の す のか の

し な 子

の す か  

間 あ 子 す

か な の 特 の 教師 の

原 し す

一人 の し 学

の  

 し し

の

の学 の 育

のか  

 お 学 お

な 原

学年の の す 学

お す

 

 

人間－36



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

教  

. の 明教  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 年

12  

 

 

 

 

 

 

 

 

教育研究  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年の 元 の の お

高 あ の

な の あ あ

の教 あ 子  

高 あ の

の の

あ の し

な 本

ン の 1 本

高

し 高 あ

あ

し 教 な  

 

 

. の の の

明教  

 23年 5

 

西 本 学 研

究大  

 

学年 の の 元 す 教

あ の中 し

し す

か の

し す な あ

32

し 64 し し し お

ン

し す の  

あ の かな

の す し  

 

. の  

ン  

 23年 5

 

西 本 学 研

究大  

 

1 学年か 学年 の

の 任 し

の

あ ・ ・ の

な 則 あ のあ

す

の し あ

あ エ ルの

の 一 す

な あ  

 

. 育 の 

の ル教  

 25年 6

 

 

教育研究  

1学年 学年の の 元

学 育 の

の ス ル教

授業 ン ル教 ンテン

す PISA 学

育 し 教 あ  

教授  

田 一 

加 明 金山憲正 中島 雄 松

人 

本人 部 学年・ 学年の

（P118 p267） 

の 95教 元 し ル

ンテン  

し

ン オンマ ス  

す し あ ICT教育

夫し あ  

 

人間－37



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

学      

. 学 （

） お の

 

 23年 1

 

教育研究  

35  

（ 根・ 

テル ） 

教育 本 学 教育 の 正 学

の の 学

の す

の 明 か し の の

す のか 元 す

の 学年の 教

育 す の

のあ

しな 介 し ・

・ の育 目 し 学

の し のあ

 

. お

学 の  

 23年 5

 

54 西 本  

学 研究大  

（ 大学 学 ） 

学 育 目 し 学
教 の の授業か し

の し の授業 本 し
す 育

す の授業
す の す

教師の な教 研究 大 な
 
の か 学 お

学 の の の
の す

か  
 

. の

学  

 24年 4

 

24年度 大学 

研究大  

（ 大学） 

学 高学年 お  
教 任 一年 任 度 学 の

教 の研究教 の な
・ 本の な 目 の学

の  
学 教育 教育の
し 学 教育の 目 す ・

の  
教育 の教育 お

学 の 学 のあ
間 ・ のあ 子

学 授業の な
・ ・ 育 の教育

し か  
 

. 

 

 

 

 

 25 年

10  

 

人間教育研究

25年度  

高 の授業 かす
の な
由・ な 教 研究・

の な な
の あ  
業 ・ ・ の

な教
目 の

加 あ 明す
し の

加 し  

. 教 研究 す
知 おかな
な な の
・  

 

 25 年
12  

教師 研究  
（ ） 
 

の ・
し か し おかな

な教 研究 す な
 

ンテンス の の
お の

の す あ のか
な 教 研究 の の
し な  
 

人間－38



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

. 
の ン

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

26年 2
 

 
 
 
 

人間教育研究
in大  

 
 
 
 
 
 
 
 

学
し

授業の の ン
特 の 業

し の な
な な

の の
し 学

の
な し し  

  

. の授業
 

 
 
 

 

 26年 6
 

教師 研究  の目 明
な な

な 教 の目
す し の
あ 大 な し  
特 の

す の

ン な の 一 の の

す の のあ し  
 

. ・ ・
育

 
  

 

 26年 8
 

教師 研究   
マ  

・ ・ 育
の し の

の学
一 の学 本

の な 子
な

のか の な
の ・ 明 す

か し 特 教 の
の 明 す の

 
 

. し  
す  

 27 年
10  

本人間教育学  
1  

ル の かし 学 す
の の

の 記 の
の ・ な

高 の の
明 か し 学 の

な学 授業 の
す な 元

授業 し
学 の

か し の
し お な  

 

 

人間－39



 

 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2 年 3 31  

  桑原 祐子  

研   究      野 研究 の  

 学  本 学 本 学 正 書 

教 育 の す  

 年            

 教育 の    

1） 本 の 研究の かし 授業 7

年度 

22年度 

大学 学部 学 講師

し し 学 の 本 本

の授業 中 の 学 の し

の 研究 お の研究

本 の な あ

し な しな 教育

本 の 史 しな

の 本 の す の

本 の の  

 
2） 学 授業 22

年 11  

業大学 学部 学 准教授 し し

の の授業 ・正

中 授業 東大 の の

の 学 正 の 学

な の大 の な

な  

 
3） カ の  22

年度

24年度 

業大学 学部 学 准教授 し し

の 学 （ 22年 24年） 本の 学

（ 24年） の授業 の し

講 すす 授業の の 10

間 カ の す 記

記

講 の の度 講

の す

記 ・ の講

加  

 
 し 教 書 教    

1）講 教 の 学  22

年度

24年度 

業大学 学部 学 准教授 し し 一

教 目 の 学 お 授業 間

す 学 ・ な 授業 布し

の の 章の書

原本・ 本の 載す

ン し

の し  

 
2）講 教 本 ン  23

年度

24年度 

業大学 学部 学 准教授 し し

学 の 目 本 ン

お 授業の 本 の知

テス 本 の 知 の

間 す な 一

の教育  

 

  教育 の す 大学 の    

1） 業大学学 授業 ン お

 

24

年度 

業大学 年学 授業 ン

し 24年度の ン

講 の満 度 し かな 満 満

学 本 ン 68 ・

本の 学 89 本 （ ） 93 あ

高 の し  

 

人間－40



 の す の特記  

1） カルチャ ン 教 講 東

講師

正 正 書  

22

年 9  

カルチャ ン 教 講 東

の 4 目の講 の講師 し 講

正 正 書の 介 正 書の

し の 人の の 講

 

2） 業大学 講 ・ カ

講師 正 書の 人の  

23

年 11  

正 人 の書 書の

し の な し のか

の のか の し

のか し

金の か 人 の の 明 か な

人 の書 書 な 正 の

か  

3） 山大学 講 学 の 講師

正 書 本

23

年 11  

の正 な 一 千 の 書

8 紀の 本 知

の な あ 記

な の の 知

の 人 書 しな

の治 ・ の し のか

講 し あ 和

あ の し の

か 介し  

4) 大学 な 講 講師

正 正 書

24

年 12  

の 正 1250年の

の 東大 か の

の特 す

なの中 あ な

一大 書 正 書 介し の 人

の な の な し か

し  

5) カルチャ ロン

学・ 史・ 講師

正 書 木 の

25

年 11  

正 正 （ ） 中

か 東大 （目 ）

の 史 高 な

正 す 知 明し 東大 し

正 書（ の 書 ）

木 な 書か しな の

人 の

の （お ） の人 の

介し  

6） 業大学 講 ・ カ

講師 正 書・木 か か 本  

26

年 10  

正 の 正 書 千年

の 明し

正 書 東大 の か の し

書 あ 明し し

の し ・ の木

な の人 の の一 明 か し

なか の

な の人 の し の

のか し  

7） 5 学 講 講師・ 哉  

正 書 の 人  

28

年 10

18  

68 正 正

書・正  1 8 の

 

5年（761） の 江・ 山 の

山 す 東大 の

し 人 の の

し  

の 師 3 1度の 5 の

な 記し 善の 介し

の の  

人間－41



8) 史学 講  1 正

正 書  

29

年 6

20  

正 の の

な し 正 書

し 東大 の の

な あ 明 し

か の の治 の一 介し  

 

9) 史学 講  69 正

か  

29

年 9

19  

69 正 10 の

特 東大 の す 研究

正 書 の

書の の研究  

 

10) 史学 講  正 書

木  

29

年 12

19  

1 2 あ 正 書

あ 木 の な 介し

の大 の 710年 あ なか

木 の 明 か な

 

 

11) 史学 講  人の

 

 

 

 

 

29

年 2

20  

 

 

 

正 書の中 史 の

江 山 の 史 の中か し 人

あ の書 書 あ

し の し

かし か し  

 

12） 学 季 講 講師・ 哉  

正 書  

 

 

 

 

30

年 11

17  

年度の正

か か の 人 の人間

の 介し の の

子 か 正 書

八 紀の な あ

のか し な八 紀

の の 書 正

介し  

 

 の    

1）学 （博 ） 績 24

年 10

12  

知 大学大学 研究 本

す 大学 の博 3人の の の

し テ マ 東

お の研究 あ の 中 ・

本の 一次 東 の

研究 し の ・ し か

明 か す 研究 あ  

 

2） 光 子大学 お 教育 績 4

年 4

24年 3

 

光 子大学 学 の 講師（ 4年 4

か 24年 3 ） し の 目 し       

（ 4年 17年度）                    

の （ 18年 22年度）       

（ 18年 23年度）       

1 の一 教 目（ 2 ） あ

18度か

の （ 2 ）・ （

2 ） な  

         

人間－42



    の （ 18年 22年度） 

本 の特 学 本 の 学

な 本 の 目 し

本 な の 正し

の の

人 し な 本 の

 

 

    （ 18年 23年度） 

本 の の 書 の の 目

し な 章 書

大学 お ・ の

 

 

    学 人 （ 13年 14年度）      

の中か 特 史 な人 の

の あ 史の し

の人 の人 授業 あ

学 か のか

本講 学 す

 

 

3） 業大学（ 学 大学） お 教育

績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22

年 4

 

業大学 学部 学 学 大学人間教

育学部人間教育学 の 任教 （ 22年か

） し の 目 し  

本 ン （ 22年 24年度）                       

本 ン （ 22年 24年度） 

年次 の 教育 目（ 2 ） あ

本 ン し 中

な 本 の

の あ 本 の

本

ン 書 中 学 し

・ の の

 

 

    の 学 （ 22年か 24年）        

教育 目（ 2 ） あ の 正

書か 明 か な の人 の 講

介し か す 書の 木

の 学 加

正 し し 東西 の 学

本講 し の特 正し

す      

 

    の （ 22年 23年度）       

教育 目（ 2 ） あ 本 学の中

な ・記紀 ・

和 の 講 し 特

本 す 夫 し のか

学 本講 し の

す 知   

 

    本の 学 （ 24年 25年度）             

教育 目（ 2 ） あ 記・ の

中 講 記 し

の な

介し の し 人間の のあ

し か し し のか

学 本講 し 学 す

 

 

人間－43



    本  （ 22年 26年度）  

本  （ 22年 26年度） 

22年度 本  章 の の講 あ

23年度か 本  

学 の 2年次 し 教育 目（

2 ） あ 本

し の 中 授業 本

な 本 の す

本  の ル し な

の 加 テ マ し

の 授業 し

の知  

 

学 （ 25年 ） 

教育 目（ 2 ） あ

史の中 な あ か

な し 教の の

し の

の 正 正 あ の正

史書 な 史

あ し の

し 学 本講 し 史 学

す  

 

職 の 績 す  

 年            

    

1） 中学 教 一  和 54

年 3  

中学 教 一                

和 53中一 880 （ 教育 ） 

 

2）高 学 教  和 56

年 3  

高 学 教               

和 55高 56 （ 教育 ） 

 

3） 学  和 56

年 3  

子大学 204                   

目 正 書 特  

 

4）博 （ 学） 16

年 12  

子大学 124                 

目 正 書の 学 研究  

 

 特    

特記 なし 

 

  

 の す の特記    

1） 研 研究（ ） 正 書訓

の 明 （研究 1920396）の 書

3  

22

年 3

30  

3 の 書 正 書の訓

山 （一） （研究 桑原祐

子 ）・ 書 正 書の訓 ・書

（研究 田 子 ）・ 書 正

書か の （一） （ 研究 中

か ） の 書の ・ 書

の  

 

2）学  学研究 金（ 研究（ ））

正 書訓 お 本

記 の研究  

22

年 4  

22年 4 （研究 22520467）

研究 本研究の目 正 書

の の中 の 本 記 ステ (

) し あ

な 明す あ の

正 書の中 す 人 野の

・ 人 光 の 明 か す

あ  

 

人間－44



3) 研           

 研究  研究 本正 書

の の研究 の 度

書 の （ ） 

23

年 8  

山大学 本研究 の研究チ 中 な し

研究 ロ あ 本の正 書

の し の 度・

・書 し の

研究の の 目 す 本 の一 研

究 し 加し  

 

研究  

4） 学研究 業（ 研究 ） 

正 書の し 学の の

す 研究 研究  

26370220 中 か  

26

年 4

28年

3  

の 人 書 し 大な 書の

あ 正 書 の 人

の書 章の ・人間 のあ ・ の 明

か し 記 本書紀 ・ 記

な し の知 広

正 書の 章 す

の の 章の し

の研究 し 加し  

 

5） 学研究 業（ 研究 ） 

書 ・ の 本 の

の 明 研究  

15 05151 西一夫 

27

年 4

令和

元年 3

 

本研究 本・中 ・ ・ ス・

ンス・ロ す なか 書 ・

中 し な

し 本 の の し マ ロ

す の目 す の 正

書 書の 業

し お 書 ・ の

ロ 研究す 記・ ・ 史 野の

な 研究 か の あ の研究

し 加し  

 

 

6） 学研究 業（ 研究 ） 

書 書記 明の の

研究 研究  

16 02587  

 

28

年 令

和 2年 3

 

 

本研究の目 の一 あ 書

の書 加 お 書

記 し の あ の

な 業 し 本 書

し 研究 し す 目

し の研究 研究 し 加し  

 

7） 学研究 業（ 研究 ） 

書 ・ の 本 の

の 研究  

19H01230 西一夫 

 

 

 

令和元

年 4

 

 

 

本・中 ・ の東 す

なか 書 ・ 中 し

な の ・ 介 本 の の

明し の 正 書

書の 業 し お

書 ・ の ロ 研究・ 明

す ・ 記・ ・ 史 野の な

研究 か  
 

研究  

8）人間 研究 史 博 研究  

学 研究 史

研究 研究  

29

年

 

本 島 お 史

す 史 か の

す の 目 す

す 研究 2000 年

か 大

目 し の な 本 研究 の

か な一

目 し

の の 研究 し （ ）

（ 為） の 史 目す 特 研究 し

本 の す 学

の研究 研究 し 加し  

 

人間－45



 の  

1）大 大学 本史学 大 本史 14

栄原

23

年 5  

本 史学 の中 正 書研究 し 栄

原 の退任 記 し 特 の中

の一 し の正 書研究の あ 栄原

の 学の か の

あ 栄原 10年間研究 し

な あ  

研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年      

 

学 の  
 

（ 書） 

1)  27年 2

 

 本 ・ （ 紀

紀） 書 典 し

の 典 典 し 人

・年 ・ 書

あ の な

記し か し

の人 の 教 の

の 教 教 の 学

な 目 す研究 あ

お 18 年 10

か 6 年 し

な

す の訓 ・ ・

し す

本 加 本書

年度 本学 学研究 金

研究 の

684  

2） 正 書の 史学・

学 研究

 

 28年 6  和 書   の一次 あ 正 書

史学 ・ 学の の か

間 の

加し の研究 研究

あ の研究

の 本 の ・ の研

究 記の研究な

特 学の 野 お 正

書研究の な あ  

370 pp.111 156 

3） の

（ 学

学 ）

 29 年 7

 

竹林  正 書 8 紀の の

章 お 本 史 し の正

書 の し  

8 紀の 人 す

書 記し 一次 あ 正 書

し 8 紀の 本 お

人の の

一 し な

し の の特 由

し

す

す し

し 明 か し の

の の す

し の 特の 10

紀の

し  

557 pp.221 257 

人間－46



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（学 ）        

1） （

の一）大 （

・和 ） 

( ） 

 22 年 4

 

本紀研究  

本紀研究  

385  

P.26 P.44 

本 ・ （ 紀

紀） 書 典 し

の 典 典 し 人

・年 ・ 書

あ の な

記し か し

の人 の 教 の

の 教 教 の 学

な 目 す研究 あ 特

本 す の

中 の の 典

あ な す

な の あ  

 

2） の書 正

書 人の

 

 22 年 11

 

業大学 学

部 学

紀  

P.1 P.8 

の 書 か 明 あ

の書 の 書

の か 書か 年 特 し の

の の の

明 か し す の書

あ し

な 本 特 の

す

し  

 

3）正 書の

 

 23 年 6

 

山大学 本研究

 

本研究 12  

P.7 P.31 

正 書の 木 の一次

令 ・ な の 史史

な の 学 書

の し

す 和 の

本 の

か す 本 （ 訓） あ

明 か し 本

の な人 の な 由

のか の  

 

4） （

の ） （ 一 ） 

( ） 

 23 年 8

 

本紀研究  

本紀研究  

394  

P.33 P.44 

本 ・ （ 紀

紀） 書 典 し

の 典 典 し 人

・年 ・ 書

あ の な

記し か し

の人 の 教 の

の 教 教 の 学

な 目 す研究 の

9 あ 特 本 一

（一 ） の の 知

書・ 正 書

し 典 の の 大 す

な あ  

 

人間－47



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

5） （

の ）千 千

（ ） 

( ） 

 23 年 8

 

本紀研究  

本紀研究  

393  

P.36 P.49 

本 ・ （ 紀

紀） 書 典 し

の 典 典 し 人

・年 ・ 書

あ の な

記し か し

の人 の 教 の

の 教 教 の 学

な 目 す研究 の

10 あ 本

正 書 の の

知 の 典の一 あ

の の 東大

・ あ

し  

 

6）正 書の

人 

の学       

（ ） 

 24 年 9

 

研究     

研究

 

和 書      

p.121 p.147 

8 紀の原本 正 書の

の 人の 記

し 研究 あ 一人 の し

書・ 業 し 特

の人 の か ・ 明

か し 人 し の 本 な

の し し のか

明 か し

あ ・ 本 す

人 か し し か

明 か す し

な の ステ し

本 のあ 知  

 

 7)正 書の

和 の

 （ ） 

 25 年 3

 

子大学 学部

学

40   p.33 p.57   

な 和

あ 正 書・木 の

明 か し の ・

・ ・

の人 の な

し の な

あ す のか

し 学 お

し 和 の

な のか

の の ロ ス 明 か し 史

学 （東 大学 史学 ）の

お  

 

8) の人 あ

な の （

） 

 25 年 10

 

正 書研究

正 書研究

13 

山 の中 人 の

す な 書 明

か す 書・ し

本 の す

書の 由 し

書のあ な 目し 書間

の な し

し の

由 の間

書のあ な の

な 明 か し 史

学 （東 大学 史学 ）の

お  

 

 

人間－48



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

9) 正 書

山 （ の

） （ ） 

 28 年 3

 

子大学 学

学 研究 ン

学 p.42

p.59  

の 研 書 正 書の訓

山 （一）  

（ ） の あ 本

の の 山

の 書の 記 し

の ・ し 訓

・ し 一部

加 目す

正 書 研究の研

究 し の 研究

な の あ  

 
10） ・

の 書

 

 29 年 3

 

子大学 学

学 研究 ン

の 東

か

の

pp66 83 

山 の中 あ 一 の

な 書 の

書の

書の か 特 し 加

・ の 書

し 8

の の 書の 明

し 書 し

明 か し の

の 令 書 の の ・書

の の一 し  

 

 書      

1） 正 書訓

本 記 の

明   

 26 年 3

 

22年度 25年度

学研究 金

研究（ ）（

22520467）研究

書      

研究 桑原祐子 

22年 25年度 学研究 金 

研究（ ）（ 22520467）の

4カ年の研究 書 あ の

か な  

 正 書の訓 山

（ ）               

本 の の

山 の 書の

記 し の ・

し 訓 ・

し 一部 加 目す

正 書

研究の研究 し

の 研究 な の あ

の の

し              

（  桑原祐子） 4 179  

 正 書か の

（ ）       

正 書の中か 5 の 書

あ ・ ・訓 ・

し の 書の し

学研究の か 目す の

正 書 本

の の 研究

2 し            

（  中 か ） 4 142  

 

人間－49



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

2） 正 書の

し 学の の

す 研究  

 

  

 

 

29年 3

 

 

 

26年度 28年度

学研究 金

研究（ ）（

26370220

中 か ）研究

書 

 

正 書 山

（ ）  

 本 の の

山 の 書の 記

し の ・ し

訓 し 一部 加

正 書 研究の研究

し の 研究 な

の あ              

（  桑原祐子） 4 82  

 

3） 友 吉 書 （

3442）の 研究 

 令和 2年 3  28年度 令和元

年度 学研究

金 研究（ ）（

16 02587

研究 ）研究

書 

本研究の目 の一

あ 書 の書

加 お 書記

し の あ

の な研究 し

本 書 し

し し 本

す し  

 

の  

栄原  

 

 

 

23年 5

 

 

大 大学 本史

学  大 本史

14  

 

本 史学 の中 正 書研究

し 栄原 の退任 記

し 特 の中の一

し の正 書研究の あ

栄原 の 学

の か の あ 栄原

10年間研究 し

な あ

 

 

学  

1） の人 正

書の訓 の

業か  

 

 

 

22年 10

 

 

正 書研究  

29 大  

（大 大学） 

 

江 山 お 書・

の し の 人の人

ステ 人 の の 明 か

し の 令 書 の中

書の の な

書の 正

の か  

 
2）正 書の

和 の

 

 23年 12

 

史研究  

99 大  

（大 大学） 

な 和

あ 正 書・木 の

明 か し の ・

・ ・

の人 の な

し の な

あ す のか

し 学 お

し 和 の

な のか

の の ロ ス 明 か し  

 

人間－50



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

3）正 書の

 

 26年 11

 

子大学 学

学 研究 ン 研

究                                

正 書研究の

な  

書 あ の

人 本 の か

しな の し

の し しかし

本 の し なか

な の

し の な 夫

あ の な

の一

し 明 か し 本 な

し

正 書中の

目し の し 加

正

書 の あ

明 か し  

 
4) ・ の

書

 

 28 年 8

22  

12 研究

ロ

の 東

か

の  

山 の中 あ 一 の

な 書 の

書の

書の か 特 し 加

・ の 書

し 8

の の 書の 明

し 書 し

明 か し の

の 令 書 の の ・書

の の一 し  

 

5） （ ） の

 

 30 年 3

11  

2 正 書の研

究 （大 大学） 

東大 （ ）の教師

し 240 の ・ の中か

の 目 あ の

ン

あ の の

し の 明

か し 加 か

の あ の

 

 

6） ―― 本

正 書 の

―― 

 

 

 

 

 

 

 

 31 年 1

23  
史 博  

学 研究

史 研究  

4 研究  
 

 

 

 

 

 

史 研

究 の 1 部 し 本 お

す の

博 研究 し

あ の の一 し

の一次 あ 正 書

・ す

な 為 の あ の ステ

の  

 

 

 

人間－51



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

講  

1） し の

正 書 

 

 

 

 

 

 

 

23 年 3

 

 

 

山大学 本研究

     

（ 山大学） 

 

 

な 正 書

の中 し し の

な の な

か し か

し の

明 か な 和

す な

 

 

2）正 書の

人の  

 令和元年 11

30 （ ） 

教大学 2019 年度

学  

正 書 の 善

の の のか

か 245 の ・

の ・ ・ な か

明し （ 人） の

の 明 か し  

 

 

人間－52



 

教  育  研  究  業  績  書 

令和 2年 3 31     

 善野 八千子      

研   究      野 研究 の  

教育学 学 間 教 の  

教 育  の     す    

  年         

 教育 の    

・ ンカ し 学 の
ル スカ ンの  

20年 4
 

教育大学 任講師 し の 教 教
育 （ ）（3 ）（教職 目 年次

2 ） 学 大学 教授 し
の 人間教育 （ 2 ）

（ 目 2年次 年 1 ）
お し  
学 目 し の
ンカ

学 記 し ンカ ン
記載 次 し の

し 1 のカ 目の ス
の な 学 の の学

明  
ル スカ ン

し 5 6人 ル
テ マ な学 の し

す か ンテ ン
高 授業 ン か

の学 の満
度 高か  
記 学 大学人間教育学部人間教

育学 教授 し の （2 ）
（教職 目 年次 2 ）

の 年次 2 ）
人間教育 （ ）（ 目
年次 年 1 ） お し

 
 

 22年 4
26年 3
 

 

子 大学 教育学 教授 し
の 教育学 （1 ）（ 目 1年次

2 ） 教育 度 （
目 1年次 2 ） 教職

（ 目 2年次 1 ）
お し  

の 学 の の
ンカ し
学 記 し し ンカ

ン A 記載 次 し
の し し の

し 学 の高
1 のカ 目の ス の

な か 学 の学
明 す ル

スカ ン 人 か 5 6
人 ル し す か

ンテ ン 高 授業 ン
か 授業満 度 ス 97

あ  
 

人間－53



・ の テス し 学 の の 夫 
 

22年 4  
26年 3
 

 

子 大学 教育学 教授 し
の 目 教育 度 （ 目 1年次

2 ） お 学 の
の講 お テス

し の お
目の の す の

学 の 度 し  
 

・ の 授業  23年 4  
 

 

子 大学 教育学 教授 し
の 目 教育学 （1 ）（

目 1年次 2 ） お
の の の 子

カ し 学 ス
し 子 す ス の 記
し の講 の
学 の 教

学 の し し 授業
の お の

学 す の  
記 学 大学人間教育学部人間教

育学 教授 し の （2 ）
（教職 目 年次 2 ）

の 年次 2 ）
お 目 の目 し
し し  
 

   

 し 教 書 教    

・ 学 かし 学 善の （ ） 17年 4
26年 3
 

子 大学 教育学 教授 し
の 教育原 （ 20年 3 ） 教育学

（ 20年 4 か 目 ）（ 目 1
年次 ） お  
教 の の の学 善の

の の し 学
の講 10 間 し 本 の目

章 し 教育の
か の教育 な

な  
 

・学 ・教師 高 学 （ ） 22年 4
26年 3
 

子 大学 教育学 教授 し
の 教育 度 （ 目 2年次

） お し 教育 度
お か 学 の目

の の 教育 度の か
し 学 の な 度

教育 お 度の
な学 の し し

 
 

・ 学 教 書 あ し か  23年 4
 

23年度 27年度 学  教
書 村 学

学 の 1学年・ 2学年
 

学 大学人間教育学部人間教育学 教
授 し の （教職 目 年
次 ） お し
学 間の 授業の し 学
の し の ロ ス 学
年 お 学 の

の 明 な  
 

人間－54



・ ャ 教育 本 チ の  
（ ） 

23年 4
26年 3
 

子 大学 教育学 教授 し
の ャ ン （ 目 1年

次 ） お し
業 の の

し 学 育・教育の
知 教育 の す
な  
 

・ の カ の （ ） 23年 4
26年 3
 

子 大学 教育学 教授 し
の 教職 （ 目 年次

） お し か
教 の の 特

学 の の し
学 か の 育・教育の し

な  
 

・子 の育 学 な のあ
カ の （ ） 

24年 9
26年 3
 

子 大学 教育学 教授 し
の ャ ン （ 目

年次 ） お し
育 ・教 の の の カ

し 学
のカ カ

の ロ スの 教育
育 の 知 業 な  
 

・子 の育 学 な のあ
カ の （ ） 

27年 9
 

学 大学人間教育学部人間教育学 教授
し の （教職 目 年次

） お し 育
・教 の の の カ

し 学 の
カ カ

の ロ スの 学
の の 明 な  
 

・教   28年 9
 

学 大学人間教育学部人間教育学 教授
し の の （教職 目 年次

） お 育 ・教
の の の 学 の
史 の 学
の 目の特 カ

の ロ スの 学
の 子 の 明 な
 

 
   

 の す の特記    

ERP 大 （ 大 ン ） 
 

22年 5
2  

教育か の テ マ し
お し  

 
西 学 研 （

） 
 

22年 5
7  

学 のな かな
講 し  

中学 PTA講 （
) 

 

22年 5
8  

元 の 学 学 かし
講 し  

 
中学 教 研 (
ン ) 

 

22年 5
25  

元 の 学 学 かし
講 し  

 
高知 ・ 研 ( 高知 教育 ン ) 
 

22年 6
11  

学 かし 学 善 講 し  

30人学 ( ) 
 

22年 6
14  

30人学 かし の 善 

人間－55



和 山 育 研 任 研  
( 和 山 ) 
 

22年 6
15  

元 の 学 学 かし
講 し  

大和 山 ・ 学 研 ( 矢田
テ ) 

 

22年 8
4  

学 のな かな
講 し  

・ 育 学 業 季研
( 田原本青 学 ン ) 
 

22年 8
5  

学 のな かな
講 し  

 
教 研 ( ) 

 
22年 8

10  
元 の 学 学 かし

講 し  
 

井 中学 教職 研 ( 井 中
) 

22年 8
17  

元 の 学 学 かし
講 し  

 
教職 研 ( し 健

) 
22年 8

20  
元 の 学 学 かし

講 し  

30人学 研 ( ) 22年 8
23  

30人学 かし の 善 講 し  

山 中学 教職 研 ( 山
ル) 

22年 8
27  

元 の 学 学 かし
講 し  

 
野 ・ 研 ( 田

) 
22年 8

30  
元 の 学 学 かし

講 し  
 

22年度 PDCA研 ( 田 ) 22年 9
4  

元 の 学 学 かし
講 し  

 
岡山 ( テ

) 
22年 9

27  
元 の 学 学 かし

講 し  
 

教育 山 2010 講 (
人 研 ン ) 

22年 10
2  

元 の 学 学 かし
講 し  

 
学  研

( 学 ) 
22年 10

25  
元 の 学 学 かし

講 し  
 

田 2 ・ ・中学 教 研 ( 田
ン ) 

22年 10
26  

元 の 学 学 かし
講 し  

 
学 研究 ( 西 本部) 22年 11

8  
元 の 学 学 かし

講 し  
 

30人学 ( ) 22年 11
9  

30人学 かし の 善 講 し  

22年度 岡山 研 (
テ ) 

22年 11
26  

元 の 学 学 かし
講 し  

 
22年度岡山 ロ 中学 ・

教 研 ( ロマン高原か ) 
22年 11

30  
元 の 学 学 かし

講 し  
 

次 ・教 研 ( 次 ) 22年 12
14  

元 の 学 学 かし
講 し  

 
明 香村人 教育研究 子 の学 (
明 香村 明 香 ) 

23年 1
24  

学 学
講 し  

 
22年度 学 の す 研究 業

研究 ( 部 学 ) 
23年 1

26  
学 学
講 し  

 
学 教育研究 ( 田原本青 学

ン ) 
23年 2

16  
元 の 学 学 かし

講 し  
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30人学 (
) 

23年 2
17  

30人学 かし の 善 講 し  

田 教育 研 ( 広島 安 田   
) 

23年 2
18  

学 学
講 し  

 
研 (

） 
23年 5

13  
の 子 の育 学

な 講 し  
 

23年度  30人学
( ) 

23年 6
2  

30人学 かし の 善 講
し  
 

学 学 研究 ( 学 ) 23年 6
3  

子 教師 育 学
講 し  

 
19 授業 ( 島
 

23年 6
4  

学 部  

育研究 ( ) 23年 7
12  

元 な 育 の  
か の 育

講 し  
 

23年度 30人学
( ) 

23年 7
26  

30人学 かし の 善 講
し  
 

岡山 教育研究  部研
( 岡山 加 吉 中 業 ン ) 

23年 7
29  

元 の 学  
マ ン ル かし 講

し  
 

井 江 中学 学 研 講 ( 江
の ) 

23年 8
2  

子 教師 育 学
講 し  

 
八尾 研 ( 中 ン ) 23年 8

5  
子 の育 学 な  

教育・ 育 し
講 し  
 

学 職研 ( ステ
ン テル ) 

23年 8
8  

学 職 学 ・教
師 高 学 講 し  
 

学 部 (
学 ) 

23年 8
12  

育 学 な 学  
 知・ ・ 育  講 し  

 
 10年 研 (

教育 ン ) 
23年 8

23  
お し の  

子 の育 学 な
講 し  
 

知  授業 研 ( 知
 ル) 

23年 8
25  

か の教師  
授業 し 講 し  

 
山  教 研 ( 山  

) 
23年 8

29  
元 な学 学 かし
講 し  

 
岡山 ( テ

) 
23年 9

30  
お 学 マ ン ル

ン ル し の
講 し  
 

西 年教育研 ( 西 子育 ン
) 

23年 10
25  

・ ・ 育 学 な カ
の 講 し  
 

(  大 ル) 23年 11
3  

学 ・ ・ な 教育・ 育・ 育 
の 教育 高 し 教

育 し  
 

学 研 ( 学 ) 23年 11
8  

学 の教育 
育 学 な カ の
講 し  
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23年度  30人学
( ) 

 

23年 11
14  

30人学 かし の 善 

研 講 ( 教育研究 ) 23年 11
29  

教育 の 夫 教職 の  
育 学 な の
講 し  

 
広島 次 中学  研 ( し

ン ) 
23年 12

6  
育 学 な 学 マ ン
ル し の学 かし 講

し  
 

教 研 ( 教育研究 ン ) 23年 12
9  

元 の 学  
学 かし 講 し  

 
大  講 ( 大
学教育 ) 

23年 12
21  

の 善
かす学 講 し  

 
西 研 ・ ( 西 子育

ン ) 
24年 1

13  
の ・ 講 し

 
 

子 大学 教 研 (
子 大学 ) 

 

24年 1
17  

の 善 かす 学
講 し  

 
八尾 研究 業研 ( 八尾 東山本

) 
24年 1

31  
 八尾 研究 の教 ・

あ ・ あ ・ な あ  
な 講 し  

 
職研 ( 忠岡

ン （忠岡 ） 
24年 2

7  
（和 ・ 大 ・高 ・忠岡

） 職 元 の
職のマ ン 年度 の

講 し  
 

23年度  30人学
( ) 

24年 2
13  

・ 学 教 30人
学 かし の 善 講 し  
 

教 ・ 研 (
教育 ) 

24年 2
16  

教 ・ 元 の 学
学 かし 講  

 
久 田 学 お 特 講 ( 久 田

学 ) 
24年 3

1  
学 （ ・ ・ 年 ）

かし ス ル
講  

 
・ 育 研 (

) 
24年 3

1  
・ 育 の ・

育 学 な 学
講  

 
広 教 の かか 講

の講師( 広
か ル ) 

 

24年 5
2  

教育研究
学 の教育 育 学 な カ
の 講  

 
子教育 かか 学 育 子

 し 講
( 書  研 ) 

24年 5
15  

子教育 かか 子
学 の

の  
 

井 2  子育 講師( 井
中 ) 

24年 5
25  

井 学 の の 2  
子育  お か 学
教育 学 教育の 講  

 
24年度 西 本 学 教 研  講師     

( 学 学 ) 
24年 5

25  
西 本 学 教 し 学

お 子 教師 育 学
講  

 
学 研 講師                        

ル教育の 授業 講 ( 学 ) 
24年 6

1  
学 学 部 教 し

ル・マ ・ル ル し 授業
講  
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20 授業  教育 講 の講師             
( 島 ン ） 

24年 6
2  

任 か か 加の学 任
職 学 の 子

教師 育 学 講  
 

田 教育                      
田 ・中・ かか 研  講

師( 学 ン ） 

24年 6
19  

田 の ・中 教 育 ・
教  50 子 の育

学 な ・中・ 講  
   

1 ・中・特 学  研  
講師( 教育 ン ） 

24年 6
22  

・中・特 学  30人
人 育 のマ ン  学 善

の  講  
 

教育  ・ ・ ・中の
かか 研  講師( 教育

ン ） 

24年 6
29  

・ ・ ・中の
子 の育 学 な ・ ・

講    
 

特 人 本  教育
研  講師（ 研 ン ） 

24年 7
3  

目 し (80 )
な 学 の

特 し 教育 な知
・ 目 し 授業の

講  
 

特 人 本  教育
研  講師（ 研 ン ） 

24年 7
4  

目 し (80 )
な 学 の

特 し 教育 な知
・ 目 し 授業の

講  
 

教育研究   中 岡山 部研
 講師（ 岡山  木記 ル） 

24年 7
7  

中 岡山 の ・教 ・ 育 ・
育 ・大学 な 300 元 の

学 かし の講  
 

教育大学大学  特 講 ( 教育大学) 24年 7
13  

教育大学大学 授業 目 学 学
学部授業 目 教育 お 特

講  
 

24年度 30人学 研  講
師 （  中  正 ）    

24年 7
24  

・ 学 教
・中学 学 ・学 の か 30

人学 の 講   
 

井 学 教育研究  教育講
 講師（ 村 ） 

24年 7
26  

井 中学 教職 150
育 学 な 学  授業

講 し  
  

3 一 教育 研  講師（
教育 ン ）           

24年 7
27  

中学 教 学
教育の 講 し   

 
教育  ル 研

講師（ 書 ）           
24年 8

7  
ル 40 教 の

の の のス ル
し 講  

 
教育 ン  24年度 教育

ン 研 講 （ 教育 ン ） 
24年 8

10  
中学 教

し 元 の 学 学 かし
し 講    

 
和 山 健部  24年度 ・
育 職 研  講師 ( 和 山

テ ン ）                          

24年 8
20  

・ の 教 ・ 育
の 育 子 の 職
・ 学 の 教 村教育

村 育 240人
学 の教育 育 学 な
講   
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人 大  
講 講師 ( 大 学教育 ）          

24年 8
22  

大 教 120
【 】講 チ 育 学

学 な
講  

 
教育 業 お

大高 学 研  講師  
24年 8

27  
大高 学 教 テ

ロ ン す学 講
・   

 
岡山 教育 の  
講師（ テ ） 

24年 9
24  

お
学 講   

教育 の 30人学
お （ ） 

24年 10
2  

教 2 30人学
し  

田 教育 の 教育
研  講師（ 田 本部 ） 

24年 10
3  

田 中 教育
す 育 50

子 の育 学 な ・
・中 講   
 

大 青年 部 の研  講
師（ 大 学教育 ） 

24年 10
9  

大 青年 部教職 学
講  

 
岡 教育 の ・ ・中 研
 講師（ 岡 書 大 ） 

24年 10
26  

岡 育 ・ 育 ・ ・ 学 の教
職 70 学 の

の カ
講  

 
岡山 育  育研究  講師         
（ JA岡山 ル） 

24年 10
30  

育 ・職 240 元
の 育 育の 高

かし 講  
 

八尾 教育 の研究  研  
講師（ 八尾 東山本 (研究 ） 

24年 11
5  

八尾 ・教 学 ・教
育

 
  

井 教育 の 24年度 井
育研究  講師（ 井東 ） 

24年 11
10  

井 40 学 教職 育
教育 学 教育の ・
講  

7 高 学 育教育研究大  講師（
千 テル） 

24年 11
16  

 高 学 育 ス 150
育 の育 育 学

な し 講  
 

教育 研究  講師（
） 

24年 11
20  

教 加 82 育 3 学 教
（ 1年 任）中学 教 ,高 学 教

子 の育 学 な 学
中学 高 学 の か 記

講  
 

本 育 の大 部 部研 講師
（ 業年金 ） 

24年 11
26  

本 育 大 部の 育 90
学 の教育 育 学 な
講  

 
大 育部 大 ロ の年 研  
講師  （ テル・ 大 口  ） 
 

24年 12
3  

の 職 80 育 学
な 講        
 

田 教育 の の高 学 ・
の ・ 善 かか 研

 講師  （ 田 ） 
 

24年 12
4  

田 中学 教 80 学
善 な 学 す 講  
 

紀の 教育 の かな学 育
な 研 講師  
（ 紀の 安 育 ） 

25年 1
22  
 

紀の 育 紀の 学
 ・ ・教 ・教職  70

か 学  育 な
講  
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教育 の 学 教 研
講師（ 教育 ン ） 

 

25年 1
29  
 

学 教 24 学 善
の 元 の 学 の
講  
 

教育 の 24年度 30人学
し （

） 

25年 2
8  
 

30人学
30人学 の

の な し  
 

子 大学 の
講 （ 子 大学） 

 

25年 2
24  
 

の 加 （ 育 ・ 教
学 教 職 教育 教育

業 139 教育 学 の育
学 な 講  

 
研究 学  学 研 の

講師 （ 学 ） 
25年 2

26  
 

研究 学  学 教職 25
元 の 学 ・学 ・

な 講  
教 の 中学 教 の講師（

） 
 

25年 2
28  
 

中学 の教 16 元
の 学 学 かし
講  

人 光 の 研 の講
師（ テル エ ス ） 
 

25年 3
26  

人 光 の 育 120
の 講  

大 の 講 【
】の講師（ エル・おお か（大

ン ）） 

25年 8
6  

大 講
講 【 】  

教育 の 25年度 育
講 研 教

講 の講師（ 教育 ン ） 

25年 8
8  

教 （ 特 学 の 部 ・
）90 の教育 学

教育の な 講  
 

教育 の 25年度 1 30人
学 の講師（ 教育
ン ） 

25年 8
12  

教 学 教
講  

安 教育 の 季職 研 の講師（
安 中学 ） 

25年 8
13  

安 中学 学 教職 子 の育
学 な ・ のあ

講  
 

教育 の 学 研
の講師（ 山 ン ） 

25年 8
27  

学 25 元 の 学
講  

 
 2 高 大学の in大 の
ル スカ ン  （

田 ル ル） 

25年 8
31  

大 高 学 教育
120 本の教師 育 教育

ル スカ ン お
 

 
知 教職 の 63次教育研究 知研
記 講 の講師 （ 知 業 ン

（ ン あ ）） 

25年 10
19  

村教育 ・ 知 中学 ・PTA ・
教 450 子 の健 かな

し 育 の学
テ マ 記 講  

 
中部 の 25年度 中部
教 ・ 育 の 研 の講師（

吉 中 ン ） 

25年 10
30  

中部 教 ・ 育
元 の かし テ

マ 記 講  
 

知 知 教育 の教育講
の講師（ 中学 育 ） 

25年 11
22  

中学 教職 育
学 テ マ 講  
 

大 の研 の講師（
大 教育 ン ） 

25年 11
29  

大 教
テ マ 講  

 
久 田 学 の講師 の講師（

人  中  ル） 
25年 11

30  
任教 講師 60

し 学 ・教 ・学 教育
テ マ 講  
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尾 職 の研 の講師（
） 

25年 12
15  

尾 職 研 加 450
し 育 学 テ マ

講  
 

本 教育研究 大  
学 研 の講師（

学 ） 

26年 2
7  

本 教育研究 大  
学 教職
し 子 育

本 教育研究 大 の
し 講  

 
東 教 研 ン TEC21 の東 教

研 の講師（ 東 ン ） 
26年 2

7  
東 中学 教 60 し 元

の 学 テ マ 講  

子 大学 2 の
講 （ 子 大学） 

26年 3
2  

教職 ・教育 120 し
子 の育 学 な テ マ

講  
 

東部 の教 育 の
研  講師（ 人 研 ン ） 

26年 5
14  

教職 ・教育 200 し
子 の育 学 な テ マ 講

 
 

大 高 学 ロ
の講師（ 大 大 高 学 ） 

26年 6
14  

大 高 学 ロ
の 講 お ・

・教 ・教 150 高
か テ マ 講  

 
人間教育学 学 間 の講師（

学 大学） 
26年 8

4  
人間教育学 学 間 お 講
 

教育研究 の な学 部 季研
の講師（ 知 岡  山 ） 

26年 8
5  

教育研究 の な学 部 季研
お 中教 250

育 学 ・授業 な学
し テ マ 講  
 

阿久 中学 の教職 季研 の講師
（ 阿久 ン ・エス ンス
山）） 

26年 8
6  

阿久 中学 の教職 季研 教育
講 お 中教職 200 子

の育 学 な テ マ 講  
 

本 学 の 教 季研
の講師（ テル ン  ・ス ル） 

26年 8
21  

本 学 の 教 季研
お 学 教 80 元 の

学 子 教師の育
し テ マ 講  

 
中 教育 の 研
の講師（ ル） 

26年 8
28  

中 教育 の
研 お 学 ・
間 育 ン

教職 180 子 の育
学 な ・ のあ

テ マ 講  
 

和 田 学 の 季研 の講師
（ 和 田 学 ） 

26年 8
29  

和 田 学 の 季研 お
教職 30 元 な学 子

教師の育 し テ
マ 講  
 

教育 の研 の講師（
） 

26年 9
17  

教育 の研 お 学
教 教 ・ 育 100
子 の育 学 な 学 の
中 テ マ 講  
 

本 の の
の講師（  研 ン ） 

26年 10
21・22  

の 目 す の 80
教育 研 お 講師 
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・ の教育
研 の講師（ 教育 ン ） 

26年 11
10  

・ の教育
研 お 教 150
元 の 子 の育 学

な テ マ 講  
 

の 26年度 教育
研究 の講師（ 教育 ン ） 

26年 11
17  

の 26年度 教育
研究 お

教 ・ 村教育 島 教育研究
元 の 学

かし 育 善 し テ マ
講  
 

大 の研 の講師（
大 教育 ン ） 

26年 12
3  

大 の研 お
教 80 元 の

の育 学 な テ マ 講  
 

大東 の 研 の講師（ 大東
） 

27年 1
27  

大東 の 研 お 育
教 学 教 300 し

育 学 な テ マ
講  
 

58 大 教育研究大 ( 講
) の講師（ 大 （ ン

大 ） 

27年 3
26  

大 の 講 お
大 ・ ・教職 ,

教  100 の
善 学 ・

講  
 

大 研 の講師（ 大
教育 ン ） 

27年 5
13  

大 の研 お
教 40 テ マ

講  
学 中学・高 学 の 教育 の講師 

（ 学 中学・高 学 ） 
27年 5

16  
学 中学・高 学 の 教育 お

教職 200 し
中・高 か テ マ 講  
 

ロ の
9 お 講師（ 大和高田
か ル） 

27年 5
22  

ロ
の 9 お 80

子 の育 学 な ・人
子 ・子育 度 テ

マ 講  
 

教育 ン の職 研 講 お
講師（ 教育 ン ） 

27年 6
12  

教育 ン の職 研 講
お 任 30

テ マ 講  
 

本 学教育研究 の 27年度 学
任 研 学 （西 本 ）の講師（ 大

ン ス） 

27年 7
30  

本 学教育研究 の 27年度 学
任 研 学 （西 本 ） お 学

教 40 子 教 の
教師 学 な テ マ

講  
 

中一 教育研 の講師（
中 ） 

27年 8
2  

中一 教育研 お 中
教職 ・ 60 ・ 中一

テ マ 講  
 

教育 の 研 の講師（
教育 ン ） 

27年 8
4  

教育 の 研 お
30 テ マ 講  

 
中特 学 研 の講師

（ 安 学 ンチル ） 
27年 8

6  
中特 学 研 お

育 ・ ・ 中学 教職 ・学
60 子 の育 学 な

の ] テ マ 講  
 

教育 西 2015の講師（ ル
子大学） 

27年 8
8  

教育 西 2015 お 加 20
子 の育 学

な ] テ マ 講  
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教育 の か 育教 ・ 育 研
の講師（ 業 ン ） 

27年 8
12  

教育 の か 育教 ・ 育 研
お ・ 育 ・ 間 育 （ ）

50 中 講 か 学
カ テ マ 講  
 

中 育 ( )・ ・ 学 研
の講師（ 部 健 ン ） 

27年 8
17  

中 育 ( )・ ・ 学 研
の講師 

教 講 の講師（ 学 大学
） 

27年 8
19  

教 講 し 教 ・ 学 教
30 か の 子 の育
学 の テ マ 講師 し
6 間の講  

 
岡山 教職 研 の講師（ 岡山 あ ン

） 
27年 8

24  
岡山 教職 研 ・ 育 ・ （年
任 し ） 学 （ 年 任

し ）250 子 の
育 学 な 育 授業

お か の テ マ
講  
 

あ 中学 教職 研 お 講師（
あ 美和 ） 

27年 8
25  

あ 中学 教職 研 お あ
中学 教職 育

学 学 間 学 かし
テ マ 講   
 

10 教師 研究 お 講師（
由学 学 ） 

27年 8
29  

10 教師 研究 お 加 30
子 の 育 学 な 授

業 テ マ 講  
 

教育 の か 育教 ・ 育 研
の講師（ 業 ン ） 

27年 9
8  

教育 の か 育教 ・ 育 研
お ・ 育 ・ 間 育 （ ）

50 中 講 か 学
カ テ マ 講  
 

教育 教育 ン
の【研 】【 教育 】の講師（ 教
育 ン ） 

27年 9
15  

教育  教育 ン
の【研 】【 教育 】 あ

かし お  
の ・ 育 （ ） ・

の 21 し あ
しテ マ 講 ・ 講

20 講(教育 教育 6 ） 
 

教育 の か 育教 ・ 育 研
の講師（ 業 ン ） 

27年 10
21  

教育 の か 育教 ・ 育 研
お ・ 育 ・ 間 育 （ ）

50 中 講 か 学
カ テ マ 講  
 

27年度和 山 PTA 研 講
の講師（ 岩  

27年 11
14  

27年度和 山 PTA 研
お 教 65 し
し 中学 か か の

ン 学 の テ マ 講
 

 
教育 の か 育教 ・ 育 研

の講師（ 業 ン ） 
27年 11

25  
教育 の か 育教 ・ 育 研

お ・ 育 ・ 間 育 （ ）
50 中 講 か 学
カ テ マ 講  
 

教育 の か 育教 ・ 育 研
の講師（ 業 ン ） 

27年 12
9  

教育 の か 育教 ・ 育 研
お ・ 育 ・ 間 育 （ ）

50 中 講 か 学
カ テ マ 講  
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目 す の し 教育
研 の講師（ 研 ン ） 

27年 12
16  

本  研 ン の 教
育 研 お の

目 す 38 授業の テ
マ し 講 ・  
 

目 す の し 教育
研 の講師（ 研 ン ） 

27年 12
18  

本  研 ン の 教
育 研 お の

目 す 38 授業の テ
マ し 講 ・  
 

子 部 の 研 の講師（
安 中 育 ル） 

28年 1
13  

子 部 の 研 お
・職 ・ 育教 20 子 の育
学 な ・ テ マ し
講  

 
大 研 の講師（ 大

教育 ン ） 
28年 5

24  
大 の研 お

教 40 子 の育 学
な  教育 学 の教育の ・

テ マ し 講  
 

研 （ 学 大学
） 

28年 6
1  

の研 お 27 （ ・健
子 部部 ・職 18

の ） 子 の育 学
な  教育 学 の教育の ・

テ マ し 講  
 

知 一 西 東 学 PTA講 （ 一
西 東 学 講 ） 

28年 6
12  

知 一 西 東 学 の PTA講
お 職 50 し

し 学 か か の
ン 学 の テ マ 講

 
 

講 （ ンテ ス大 ） 28年 6
18  

お 高 80
し 育 教師 育 学 な 教
育のス ャ ス な テ マ 講
の大学 250講 の中 1 人 加の高 ン

一度 講 の 一
 

 
中部教育 研 （ しあ の

） 
28年 6

28  
中部教育 の【 教育 】 研

お の ・ 育 （ ） ・
かか （ ）

部 の し す
の マ ン のあ  特

あ し  テ マ 講 ・
 

   
研 （ 研 ン

） 
28年 7

22  
本 の
目 す の 86 し お

教育 お 教育 な ・
教育 ロ の な教育 テ マ
講  
 

西 2 な 研 （ 西
子育 ン ） 

28年 7
26  

西 子育 ン の 2 な
研 （ ） お 育 育

・ 学 ・特 学 教 110
口 し ス カ

ロ チカ し 講  
 

岸和田 28年度 職（ ）研 （
ル） 

 

28年 8
1  

岸和田 教育 の 28年度 
職（ ）研 お 中学
40 育 元 な学
学 かし テ マ 講  
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の 育 テ 研 （ 和 山
） 

 

28年 8
3  

和 山 教育 の の 育 テ
研 お 加 （学

教育 （ ・ ・
 ） 子 の育

学 な 学 ・ ・ な
育 テ マ 講  
 

井 28年度 研 講 （ 教
育 ） 
 

28年 9
7  

井 教育 の 28年度 研
講 お 井 中学 ・高 学
教職 20 育 学

テ マ 講  
 教 研 研

（ ） 
 

28年 10
14  

教育 の 教 研
研 お 教 職

職 講  
 

大 高 学 3 ロ 研
（ 大 岡高 学 ） 
 

28年 11
8  

大 高 学 3 ロ 研
お 教 55
子の ン テ マ 講  

 
原 教研研 （ 原 ） 28年 11

11  
原 教育 の 原 教育研究

部 お 学 教職
50 子 の育 学 な

カ のあ 講  
 

本 教育 研 （ 研
ン ） 

28年 12
21  

本  研 ン の 教
育 研 お の

目 す 36 授業の ・
テ マ し 講 ・  
 

和 山 教育 職 研 （ ）・
教育 業 ン （ 紀
ル） 

29年
16  

和 山 教育 の 28年度和 山
教育 職 研 （ 2 ）・

教育 業 ン お 教育
職 ・ 教育 職 ・ 職 ・学
教職 子育 中の 子育

し 教育 チ 100
し ル スカ ン な
・学 ・ ・ ・ 目のな の

テ マ し  
 

西 な 研 （ 西
子育 ン ） 

29年
20  

西 子育 ン の 3 な
研 （ ） お 育 育

・ 学 ・特 学 教 88
マ ス

し し 講 し
 

研 （
人 研 ン ） 

29年 2
27  

教育 の 研
お ・ 子 の 職

教 育 育教 学 特 学
の 職 1年 の 任 村教
育 な の 200 の
な し  教育 学 な
テ マ 講 ・ 講  

 
岡山 育 研 （ 岡山  健

ン ） 
29年 6

5  
岡山 育 の研 お 育
・ の ・ 育 135 し

子 の育 学 な  学 育
 テ マ 講  

 
大 講 （ ） 29年 6

20  
大 の研 お

教 50 子 の育 学
な  教育 学 の教育の ・

テ マ し 講
本学の 学 の の の

お し  
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学 教育 ロ （ ） 29年 6
28  

教 大学 し 業 学 教
育 ロ し し 2017年度

し 育・教育
の の し の な な知

 
 

大和高田 ・ ・し （ 大和
高田 ） 

29年 7
4  

大和高田 の大和高田 ・ ・し
お し

の 加 金 業の
の 金 業

の  
 

29年度 1 大 教育  
（ 大 ） 

29年 7
18  

し し 年度教育
の の し

大  
 

29年度 2 大 教育 （
大 ） 

29年 7
19  

し し 年度教育
の の し

大  
 

西 教育 な 研 （ 西
職 ） 

29年 7
24  

西 教育 の な 研 お
・ 育 ・ 学 特 教育の教職

100 し 育 学 の
な マ ス の し
テ マ 講  
 

大和高田 人 研究  人教 研  29年 7
29  

大和高田 人 教育研究 の 年度
大和高田 人 教育研究  研 お

人教 （ 中高の教職 ）120人
子 の育 学 な  

学 教育の ・  テ マ 講  
 

29年度 3 大 教育 （
大 ） 

29年 7
31  

し し 年度教育
の の し

大  
 

29年度 育 の 高 研
（ TKP 橋 カン ンス ン ） 

29年 8
1  

大 の 29年度 育
の 高 研 お の 間
育 ・ す
任 育 200 子 の育
学 な 学 育  

テ マ 講 の のお し  
 

29年度和 山 教育 業
（ 和 山 ） 

29年 8
2  

し し 29年度の
し の 特 し し                   

業の の の
な  な ステ
の 目 の
年 業 し の

し  
 

教 講 （ 学 大学） 29年 8
9  

教育大学 の教 講 し
学 大学 し

職教 学 教 38 し
カ の

し  
 

29年度 4 大 教育 （
大 ） 

29年 8
30  

し し 年度教育
の の し

大  
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29年度 大 （ ） 29年 9
3  

教育 の 大
お 教育 200

学 な  学 ・ ・
な  テ マ

講 和 山 お 本学の 知 お
次年度 の のお し  
 

吉 研 （
吉 育 ） 

29年 9
5  

吉 教育 の 研 お
吉 育 ・ の教職 学

教職 50 子 の育 学
な 学 の ・ テ マ
講 お 本学の 知
の 教 の 加 あ お 次年度

のお し  
 

（ 教
育 ） 

29年 9
11  

教育 の
お 教職 学

教職 ・ 120 子 の育 学
な 学 の ・ テ

マ 講 お 本学の 知
お 次年度 の のお し  

 
学 教育 ロ  

（ 田原本 ） 
29年 9

19  
H29 学 教育 研究 業

し 教育 部
教育 大学大学
田原本 教

の の ン
 

 
学 教育 ロ （

教育研究 ） 
 

29年 9
29  

2 学 教育 研究 し
の の す

 
 

和 山 業 2 （ 和
山 ） 

29年 10
16  

し し 29年度の
し の 特 し し                   

業の の の
な  な ステ
の 目 の
年 業 か の

し  
 

29年度 教育 ン 研
・ 講 （ ） 

29年 11
20  

教育 の 29年度 教
育 ン 研 ・ の講 お

・ 育 ・ 学 の教職 40
子 の育 学 な

学 の ・ テ マ 講 本学の 知
のお 次年度 のお し

 
 

和 山 業 3 （ 和
山 ） 

 

29年 12
4  

し し 年度
の ン の の

し                   
業の の の            
ン の の原  

 
本 教育 研 （
研 ） 

29年 12
13  

本 研 ン の 教育
研 お の

目 す 46 授業の ・
テ マ し 講 ・ し  

大 学 （ 大 ） 29年 12
21  

大 学 の 29
年度 12 8 の

し 2
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教職 研 講 （ 教育 ン ） 29年 12
26  

教育 ン の 29年度教職
研 講 お 講 103 （ 学

43 12 23 育
12 教育 ） 教育

学 教育の育 学 講
教育 学 ンテ のお
の のお の し  

 
大 教育 3 教育
研 （ 大 ） 

30年 1
24  

大 教育 の 3 教育
研 お 教育 学

教育 ・学 教職
・ 200 な
・学 ・ ・ ・ 目のな の

テ マ 講 し 教育
学 ンテ のお の

のお の し  
 

和 山 教育 業 ン 講
4 （ 紀 ） 

30年 1
29  

和 山 教育 の 29 年度和 山
教育 職 研究 ・ 教育

業 ン お 教育
学 教育 ・学
教職 ・ な

・ ・教育!! 教育 !!
目のな テ マ 講 し

教育 のお の のお
の し 4 し

し  
 

西 教育 な 研 （ 西
之 ） 

30年 2
1  

西 教育 の な 研 お
・ 学 27 特 教育 5

32 ・ 育 46 の教職 105 し
育 学 の な マ

ス の し テ マ 講
し  

の教 の 加 あ お 次年度のお
し  

 
教育 学 教育 ン

明 の 育 人 育 （
ン 大 ル） 

30年 2
19  

教育 の 学 教育 ン
明 の 育 人 育

お 教育 教職
120 し 学 教育 ロ

育 子 の の ル スカ ン
お 子
の育 学 な 教育 学 の
・ テ マ 講 し  

の教 の 加 あ お 次年度のお
し  

 
大 人 （ 大 ） 30年 2

28  
32 大 人 し

任 の
4 あ  （1） の 任

（ ） 28（2016）年度人 の
（ ） マ テ の人

の （ ） の
し  

 

大 学 （ 大 ） 30年 3
19  

大 学 30年度 3
し し 21 の

し 2
な  
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学 教職 研 （ 学 ） 30年 3
26  

学 教職 研 お 教
育 育 し 子 の育
学 な テ マ 講 し 8

の 人 中 な研
お 学 の ス の 職 し
し  

 
和 山 業 （ 和

山 ） 
 

30年 6
26  

業 1 し
年度の 年度の
年度 し  

 
大和高田 ・ ・し （ 大和
高田 ） 

30年 7
3  

大和高田 の 大和高田 ・ ・し
お し

し 大和高田 ・ ・し
お 金 かか

の し  
 

本 教育 研 （ 研
ン ） 

30年 7
4  

本 の研 お
師 目 す 師 60
お  教育 テ マ 講
し  

 
岡山 育 研 （ 岡山  健

ン ） 
30年 7

10  
岡山 育 の 研

お 岡山 育 ・
育 130 子 の育 学 な

学 育 テ
マ 講  
 

西 教育 な 研 （ 青
） 

30年 7
24  

西 教育 の な 研 お
育 育 ・ 学 ・特 学

教 100 ・ の
なす  マ
ス の し テ マ 講  
 

教 講 （ 教育 ン ） 30年 7
25  

教育 ン の 教 研 講
お 学 中学 高 学 の教 68

子 の育 学 な 間 の
テ マ 講  

 
島本 季 （ 島本 学 ） 30年 7

31  
大 島本 教育 の 季 健
教育 お 教職 50 （ 中

学 学 ）
の ル の 育 ・
か 学 の

 
 

PTA講 （ 学 ） 
 

30年 9
28  

和 山 教育 学 学
授業 学 お 教職 40

85 PTA子育 講
講師 の 久高 学 か の 学
あ 本学の 介 2030年
か 育 学 の テ

マ 講  
 

子育 in 学 大学（
学 大学） 

30年 11
24  

子育 in 学 大学 お
30 子育

な 子育 -2030年の 子 の す
テ マ 講  

 
学 教育 ロ 研 （

育 ） 
30年 12

10  
教育 の 学 教育 ロ

研 お 村 教育
研究 研究 育 ・ 育 16

お 育 学 の  
ス 学 教育 ロ の の

テ マ の講  
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大 人 教育 （ ） 30年 12
19  

33 大 人 し
（1）大 人 の

（ ） 書 お 記載の ・ し
し  

 
業 ン （ 和 山

ル） 
31年 1

21  
和 山 教育 の 業 ン

お 教育 ・ 教
育 職 ・学 職 ・ 職 ・子育

ル ・SSW/SSC/ の 加 160
講師 し な

・ ・教育  教育
目のな

テ マ 講  
 

業 3 （ 和 山
ル） 

31年 1
21  

業 1 し
目 ン

し  
 

西 教育 な 研 （ 西
職 ） 

31年 1
28  

西 教育 の な 研
お 学 教 ・ 教 110

子 の育 学 な の
育  2030 年の 子 の
す テ マ 講  

 
34  大 人 （ 大

ン ） 
31年 2

15  
大 部人 知のあ

34 大 人 し
（1） ス チの マ

テ す の
（ ） し  
 

35  大 人 （ 大
ン ） 

31年 3
22  

大 部人 知のあ
35 大 人 し

(1)大 人 の お
業 の （ ）(2)

人 由 す な の
（ ）(3) マ

テ す の な
(4) の し  

 
36  大 人 （ 大

ン ） 
31年 4

26  
大 部人 知のあ

36 大 人 し
(1)大 人 の お

業 の （ ）(2)
人 由 す な の

（ ）(3) マ
テ す の な

(4) の し  
 

37  大 人 （ ロ
大 ） 

令和元年 5
24  

大 部人 知のあ
37 大 人 し

次の 3 あ  （1）
ス チの  (2)

の (3) の  
 

西  研 （ 西 教
育 ン ） 

令和元年 5
28  

西 教育 の 西  
研 お 育 ・ ・
・ 学 ・特 学 教職  60

お ・
学 の か

テ マ 講 し  
 

人間－71



西の 高 授業（ 西の
高 学 ） 

令和元年 6
10  

2030年のあな 育・教育
ス チ す のしか

テ マ 高 2年 40
講 あ 10年 職業 な な

（ の オ ス 大学マ ル・
A・オ ン博 ）の か の

学 のし 知
ス チ す のしか

の 育 教育 のス ャ
ス な ス  

 
研 （

） 
令和元年 6
18  

研 お
教 10 の 育

し 学 し の学
の の 育 し

テ マ 講 し  
 

中学 研 （ 健 ・教
育 ン  
） 

令和元年 6
24  

教育 ン の 教職
講 の 研 お

学 62 間 の の
あ 子 の育 学 の
テ マ 講  
 

東部教育 子育 ・ 教育 講  
（ 東部 ） 

令和元年 7
1  

東部教育 の 子育 ・ 講
（ ） お 学 ・ 職 ・ 教
育 40 教育 の ・

 目のな
 テ マ 講  

 
・子 研究 （

和 ） 
令和元年 8
5  

・子 研究
の研 お 121 の

の  学 な マ
ン し テ マ 講  

 
和 山 研 （ ） 令和元年 8

21  
教育 の 研 お

育 学 職 教育 職
の の育 学

な  テ マ 講  
 

橋本 研 （ 橋本 教育
） 

令和元年 9
4  

和 山 橋本 教育 の 教育
研 お ステ チ 30

学 健 の の ル
の テ マ 講  
 

令和元年度和 山 業
( 和 山 ) 

令和元年 9
30  

和 山 学 の
業 一 し し

和 山 の の
の 大 のあ 年度 ン

の  
 

高 授業（ 高 ） 令和元年 10
24  

2030年のあな 育・教育
ス チ す のしか

テ マ 高 2年 40
講 あ 10年 職業 な な

（ の オ ス 大学マ ル・
A・オ ン博 ）の か の

学 のし 知
ス チ す のしか

の 育 教育 のス ャ
ス な ス  
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https://maps.google.com/?cid=1093342140473817712
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令和元年度和 山 業
( 和 山 ) 

令和元年 11
25  

和 山 学 の
業 し し

和 山 の の
の の 大

のあ 年度 ン の ン
テン  
 

大和高田 一 ・子育 （ 大和高
田 ） 

令和元年 12
26  

大和高田 ・子育 の し
KPI  

 
3 和 山 業 ン

（ 紀 ル） 
令和 2年 1
27  

和 山 教育 の 業
ン お 加 70 （ 教育

・学 教育 職
職 教育 職 ）  

3
お し 年度の し  
 

 学 部・ 育  令和 2年 2
17 ・18  

か の
の研 善 かす の

ス し  
 

大和高田 ・子育 （ 大和高
田 （ ン ）） 

令和 2年 3
3  

大和高田 子 子育 の し
子 ・子育 業 （ ）

の  

 の    

・ 教育 研究 教育 研究 ン
業  

21年 5  
22年 7
 

学 の 中
し し  
 

・大 学  22年 7
29 年
 

 

大 学 かか し  

・大 子  25年 6
28年 3
 

 

大 子 かか
し し  

・大 教育  26年 6
28年 3
 

 

大 教育 かか し
し  

・大和高田 し  27年 6
令和元年 9

 

大和高田 かか お
し し  

・ 学 任  28年 6  
 

学 お 任 し
し  

・  28年 6  
29年 3
 

し し  

・和 山 教育 業  28年 6  
 

部 学 業 和 山 教育
業 し し  

・ 学 教育 ロ  28年 6  
30年 3
 

 

学 教育 ロ し
し  

・大和高田 子 ・子育  29年 7
令和元年
 

1 大和高田 子 ・子育 かか
お し し  

・大 人  29 年 10
令和 4 年

1  

大 人 し
し  

・大和高田 子 ・子育  令和元年 10

 

2 大和高田 子 ・子育 かか
お し し  

人間－73

https://maps.google.com/?cid=6366588480946956652


職   の  績   す    

  年         

    
(1) 学 教 2  
 

和 50年 3  
 

大 教育   

(2) 学 教 1  
 

3年 11  
 

大 教育   
 

(3) （学 ） 16年 3  
 

大 教育大学大学   
目 学 教育 かし 学 善

の研究 
 

 特    
なし   

 の す 特記    
 (1) 八 学  教  年

12年 3
 

教 し 研究 学 の
の 教 研 し

学 の ス マ ン かか 研究
教 研 お し  

 
(2） 美木 学  教  12年 4  

13年 3
 

教 し ・ な学 の 間
かか 教育 業  

美木 中学 の ・ 育 ・
・ 学 お の研

究 記 2 の 学
の特 かし の （2001 ）

P.18 P.30 教 の P.39
P.46 P.63 P.70 P.79 P.86

し （ ） 
 

(3)大 教育 ン  学 研究 任
任  

 
 

13年 4  
17年 1

 

任 し 年間 教育研究
教育研究 大 教育研究
の し 研究 の

研究 大 の 任 研
・ 任教 研 研 の

講師の任 あ 大 教育 ン
の の講師・

し 大 教育大学 の お
ス ル の講師 ン ス

し  
研究 し 年間 大 学 教育

の 研究 し 学 善 の
 

 

 の    
なし   

 研  究  業  績        す       

書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

（ 書）     

ャ 教育 本
チ の  

 

 22年 11  学 ャ

ン  

業 の
の し 学

育・教育の 知 教育 の
す な 教育学

か 育 ・ 教 の 野
（ ス） 一 の 知・

し  
A5  119  

子 大学 ャ 教育

ン  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

    田 善野八千子 田美

島野 子 田 友子 井 紀 井 香

山健 子 加 優 松村友紀 岡

由香 田 美 野 子 本千  

本人 部 1章 育 目 すあな

子 の ス ャ ス

な  6 9  

育 目 す の 2

し 子 す の

な か 子 の

子 す ス 書

本 し 子

ンテ し ・

の

ン ロ ル 間の 健

か 子 の

育 スの

育 の 育

の一元 の の

し  

 

子 の育 学

な

の し  

 

 

 23年 3  学 ャ
ン  

子 大学 す
WGの 研究 の

し の 加 の
し のあ カ

の のあ し  
A5  185  

 善野八千子 田 一 井恵子  
田 美 美 本 中田章子
井 子 田 子 大山  
本人 部 1章 pp.5-18, 3章

pp.33-37, 6章 pp.80-85, 7章 pp.86-90,
8章 pp.92-101, 9章 pp.102-116, 11

章 pp.156-162, 13章 pp.167-175  
の な 由

し し
の し の本学の ン ン

し の し 本研究 し
し 育 学 な

教育 学 の教育
し 恵 の

カ
す の の

し 学 の 3 間
のカテ 5 し 学 教

し
の ス カ

し 学 の 4 間の し
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

の

カ の

子 の育 学

な  

 

 

 23年 4  MJ-Book の カ
の 明 か し 特

学 の 中 し のあ カ
 

子 の育 学 の ・一
の の な

か
の し

 
A5  136  

 善野八千子 田 一 
本人 部 1章 な
・一 5 17 3章 カ

の の 31 34 5
章 10章 学 カ の 61

128  
職の教 育 な
す 研究 なカ

の し 中
し 学 学 の目

の のカ
の ロ ス マ
し 中 学 の 間 18

の し 学 の
の し 学 ・ ・

の 3 の し のの
の し

学 し カ
の し  

 

教育 48

教育の

教育 48

教育の  

 23年 8  金子書  本の学 教育の の あ
教育・ ロ ル教育 子 の

かな の な 学
な しか

し 教育 お の
育 のか

な の し  
A5  176  

人間教育研究  
田 一 一 松田智子 松

田 田 治 田 一 由
治 善野八千子 井 知 山本美紀

加 明 一 裕 治美 部
久美子 

本人 部 章 お
教育 81 90  

お 教育
の の ・ 根 し の の

あ か 学
教育 ・中学

学 の の ン の教育
の な 善 の一 し
す 教育の か
し 学 の す のの
し お

教育の の す
し  

教育 な
す し 子 一人

の ・ 教育 な
す な か

し  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

学 職の

5 学 エン

ン す  

 23年 10   学 善 かす
学 の ン カ
マ ン か 学

学 な ス  
A5  194  

大 弘 
大 弘 加 明 善野

八千子 島 八尾 根 美 井
夫 教育  
本人 部 章 マ ン の
ル し の学 56 76  
学 の の し
善の の ステ し

か かし 学
の テ ロ ン か か

ロチャ し 学 エン
す のあ マ ン ル

し の学 の の 学
中 し

加 学 育 学 授業
教師 育 教 カ

・ ス ン し  

子 の育 学

な

の し  

 24年 3  学 ャ
ン  

子 大学
研究 の 23年度の

カ （ 学 ）
学 の 3 間 し  

185  
善野八千子 田 一 井 子

本 美 田 子 大山
子 田村 井恵子 田  

本人 部 1章 WG
研究 の 6-11 4章

す カ
52-82  
 WG 研究 の

お
カ の か の

な
学 の か

な 学 の か 学 の子
の 6 し  
学 の のマ ス

し 教育 学
教育 の教育 の
の の な し  
 

教育 50

す・ 育  

 24年 8  金子書  教師 子 の し 育
の 教 のかか 教 ・

研究 学 の な
し  

A5  179  
人間教育研究  

田 一 加  明 松田智子 金
山憲正 善野八千子 健史 久田 

 本 野田健 中田正  
田 一 中村 瀧明知惠子 田  
本人 部 9章 子 の

な 34 46  
子 の な 育 学

な の の か し
・ チ ン す

・ し  
な 3 し

の な の知 し
の子 の の正

お
す し  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

子 の育 学

な の

あ カ

の  

 
 

24年 9  MJ-Book の カ
か

し 学 す のあ
カ 善す 明 し
 

A5  131  
善野八千子 田 一 子

本 美 大山 田 子
田村  
本人 部 1章 の な

す 8-17 4章
す カ

58-87 5章育 学 88-99
 

教 の す 研究
し マ ス

し 研
研 の

し 一 学の
介し の 明 し

 
 

育 し

学  

 25年 4  教育  か の 学
の の し な知

の学 の
 

A5  136  
善野八千子 田 一 

本人 部 1章 し 木 の
(1-4 ) 2章 な学 本の教育

(5 14 ) 7章 一 ン
の  (84 106 ) 8章

お 学 (107 116 ) 9章
な 部 ン の 善 (117

136 )  
教 の 子 の学

な し 学 記
善 かし の ル

チ か 学 の
の 学 教育 学

し す 知
し  

 

教育

54 教 の学

 

 26年 8  金子書  の 育 元目
年間 の な な 教
特 の 教師 の

な し のか
な し  

A5  140  
人間教育研究  

田 一 加  明 金 夫
本明美 金山憲正 中田正 松田
智子 善野八千子 あすか オチャンテ村
井ロ ル ス 
本人 部 10章 お

か の 98 109  
の 育

学 な か し  
 

人間－78



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

教    28年 2  大学  学 20 年 教
の お な の

の 目 し の
の の 学 テ ス  

A5  182  
本  
本 健治 森山 一

典 善野八千子  
本人 部 11章 ス カ

の 114 124
12章 し 人間 の

125 135 14章
か 146 156 お

の の教育 の 176 182
 

 
教育

59 な学 -

テ ・ ン の

の ン -  

 29年 2  金子書  ・ な 学 すな
テ ・ ン す の

夫 な し  
A5  176  

本人間教育学  
田 一 裕 田 治

一夫 金山憲正 井 之 夫
博之 善野八千子 田 満 中
村 森広美 オチャンテ村井ロ ル
ス 井 子 
本人 部 の 学

の 91 101  
か 学 の 学 の

し 一次 次 の
教師の か し  

 

教育

60 学 の -

テ ・ ン

の目 す の-  

 29年 8  金子書  ・ な 学 すな
テ ・ ン す の

夫 な し  
A5  176  

本人間教育学  
田 一 治 田 治

一夫 裕 大 健美 井 之 金山
憲正 森広美 善野八千子 瀧明智恵子
岡村季光 松井典夫 
本人 部 の 学

な の か
103 113  

か 学 の 学 の
し か し  

 
教育

61 学 お

本 な ・

テ ・ ン

の-  

 30年 2  金子書  ・ な 学 すな
テ ・ ン す の

夫 な し  
A5  147  

本人間教育学  
田 一 田 治 裕 金

山憲正 中村 智 大 昌
善野八千子 高木悠哉 健
 

本人 部 学 学年 お
本 な ・ 91 101  
学年 お

授業 善 の
し  
 

     

人間－79



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

（学 ）     

お

カ の  

 22年 12  子

大学研究紀  

41 p.49- p.67 

学 教育 の

中 す の 子

の育 学 の 目 し

の教職 の す の

あ し のあ

のカ の し

の 明 か

し 教育 の 口 し 教

職 の 子 すす な

す な

のあ の知 し  

 

お

カ の  

 23年 11  子

大学研究紀  

42 p.49 p.67 

教育 学 の教育

教育 の 中 し 育

学 の 子 の 学

の 目 し の教職

の す カ

のあ 研究

のあ

のカ の中

学 の 学 の 学 のカ

善の の マ

し し  

本人 部 学 の

学 のカ 善の の マ

し の

一 し の授業 善 な

し  

善野八千子 田 一 

 

の学

お 部 ン

目 の  

（ ） 

 24年 7  本学 教育学

学 教育研究

NO.27p.93 p.105 

 

お の満 度 す 研

究 3カ年 し の

か 目 し

目の 目 す A

目の 目 す Bか

の 究明し の

か 目

し 10 し 善 か

し の の し

な

し し  

本人 部 目の 目 す

A 目の 目 す

B し の し

し

か 目 し

10 し 善 か

し の の し  

田 一 善野八千子 

 

人間－80



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

お

カ の

学 の子 の

目し  

 24年 11  子

大学研究紀  

43 p.49 p.67 

育 学 の 子 の

学 の 目 し

の教職 の す カ

のあ

研究 あ か

な 学 あ 子 学

目し 学

の の か し

す カ

善の か な ル

し 教育 学

教育の す 子

の育 学 な カ

善の し 研

し  
 

人間教育 の典

 ・ 教育

の   

（ ） 

 26年 3  

 

本人間教育学  

学 Vol.1 

p.67 p.78 

教育の 教育の一

・ ,の
の研究の知 か お

カ の

し の教育 学 お

, の し

元 お ,学 の の

す し, の

の の ,

 

 
人間教育 す

か の

教育 の (1) 

の

す の

（ ） 

 27年 3  本人間教育学  

学 Vol.2 

p.93 p.105 

か の の な

教育 の 夫 善 な の

し , の

元 お ,学 の の

す し, の

の の ,

の す

元 2学年 の

, の

明し  

 
人間教育 す

カ

のあ

マ ス

し カ

の 善 （ ） 

 28年 3  本人間教育学  

学 Vol.3 

p.39 p.50 

学 の子 の

教育 学 教育の す

子 の育 学 な カ

し

かし 一 学 の

の か 4 の

し  
教育 学 教育の

す 子 の育

学 な カ 善の

し 教育の

し し  
 

人間－81



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

人間教育 す

カ

のあ （ ）

カ ・マ

ン か す

マ ス の

（ ） 

 29年 3  本人間教育学  

学 Vol.4 

p.43 p.56 

学 の 子 の育 学 な

ス カ す

な のカ ・

マ ン のあ し

の 学 職の

か 4 の し  
マ ス 子

の育 学 な カ 善

の し 学

の教育 し し  
 

. 育

人間教育 学 お

教

目し （ ） 

 

 29年 12  人 間 教 育 学 研 究 

1 p.39 p.54 

 

育 人間教育 し

特 の教 お 育

し 学

の の し

す 善の

し 特 の教 の中 の

間の す

の中 の 3 かし

の 善な の 明 し  
善野八千子・金山 安 ・

一・ ・松田 加 

 
. 

育 人間教育  学

お 学

知 す

目し

（ ） 

 

 31年  人 間 教 育 学 研 究 

 2 p.25 p.46 

 

子 育

人間教育 し 特

お の

し

し す

善の し の学

教育の か 教育

の一 学 し

 
善野八千子・中 ・中西 大・

江・村田一  

教育 お

の

の  

 令和元年 9  学 大学紀

11 p.99 p.112 

教育 お 教育 学 教育

の の 1989 年の

の か

す カ （ カ

） 教育 の

し お

学 の す

ロ の ・ す

安 安 な学 ス

学 か 子 育

し し  
 

. 育

人間教育(4) 

学 お 教

目し  

（ ） 

 

 令和 年  人 間 教 育 学 研 究 

 3 p.43 p.56 

 

育 人間教育 お

・ 育 学 の学 教

な

し 特 の教

な学 の 間の教

し の

し 善の し  

善野八千子・ 本和 ・ 野 ・

森本大  

人間－82



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

（ の ） 

研究 書  

   

 

 

学 教育研

究 業 書 

 29年 3  大学

教育研究

 

研究（ 学 教育研究

業）A  175 研究  高  

本人 部 1. 学 の

学 教育 の - 学 の

教育の す

- 2 21  

 

学 教育研

究 業 書 

 29年 12  大学

教育研究

 

研究（ 学 教育研究

業）A  159 研究  高  

本人 部 3. ロ の

学 教育 の -

の の

・ - 104 116  

 

     

25年度研究・

研 44  

 

 26年 3  大

 

25年度研究・研 教 研

し  

本人 部 子 の育 学

な 69 72  

 

26年度研究・

研 45  

 

 27年 3  大

 

26年度研究・研 教 研

し  

本人 部 (2) 子 の育

学 な か の 85 89

 

 

 

27年度研究・

研 46  

 

 28年 3  大

 

27年度研究・研 教 研

し  

本人 部 カ

の 善 マ ス

し 78 80  

 

28年度研究・

研 47  

 

 29年 3  大
 

28年度研究・研 テ マ研

し  

本人 部 子 の育 学 な

の 学 の 35 38

 
 

・ 29年度研究・

研 48  

 

 30年 3  大
 

29年度研究・研 テ マ研

し  

本人 部 子 の育 学 な

の 学 21 25  

 

人間－83



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

典      

 教育

典 

 

 22年 8   学 本
教育 の 知 な  
4  264  

田 一 加 明 吉村
田 子 井雅 之 子 尾

友美 松田智子 田 治 史
金 本昌弘 木 博 治 田
祐 田 裕 田 子 弘

田中博史 松 本 善野八
千子 田 夫
田和 林 千 森 弘 

本人 部 学 188 189
 

学 学 の ン
の か  
 

     

原      

子 の育 学

な

カ

の ン  

 

 

 22年 11  本教育 研究

 

教育 PRO 

40 43  

 

教育 学 教育

か 学 か

加 目 し 育

す 目

子 の の 知

目 子 の し

の 間・ 間・ 間

す 特 学

か 学 年 4 ・

の 間 ル の

の 学 学 の ス

カ の一 か の し

本人 部 36  38  

 

子 の育 学

な 明 か

カ

 

 24年 5  本教育 研究

教育 PRO 

42 11  

 

の 育・教育 な な

子 の育 な 研究 の

し し の

し 2009年か し

研究 し し  

教育 学 教育 な

カ （ 学 ）（ 学 ） の

カ す ロ ス  

本人 部 32 37  

 

子 の育 学

な 明 か

カ

 

 

 24年 7  本教育 研究

教育 PRO 

42 15  

 

教育 の 本 あ

の か 教

育 知・ ・

学 の の 本 カ

（ 学 ）の あ 目

し な カ

の の 間 間 人

間 の の 6 目 あ

し 知・ ・ 間

間 人間 の のマ

ス 学 学 の

子 の の

 

本人 部 33 37  

 

人間－84



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

子 の育 学

な 明 か

カ

 

 24年 7  本教育 研究

 

教育 PRO 

42 16  

 

学 の 一 学か 学

教育 の

し 学 の

6 あ し 間・ 間・人間・

のの 学 学 の

のあ 一

学 の 教育の

学 の 記し 目

し し の し

す 元 あ

し 1年 し し

し し  

本人 部 34 37  

5 子 の育 学

な 明 か

カ

 

 24年 8  本教育 研究

 

教育 PRO 

42 17  

 

の 元 カ

し 八尾 東山本 か の

記 し し

し 学 の し

す 職の

大 か 育 か

学 し 子 の

学 な し

の し

の 学 の な の

子 の の 教職 の か

し  
本人 部 34 37  

 

6 かな

チ な  

 

 25年 3  ・中学

本部

 

63 ・中学

研究 大 （ ） お

職のマ ン のあ し

す

（ 24年） の な 根

し ロ ル ル し の人 育 のあ

し  

本人 部 （ ）  

 
7 お

学 す

の 授業 の

ン  

 

 30年 1  学 教育 NO.1205 

広島大学 学

 学 教育研究

 

学 の （ 29年 3

）の特 あ 学 の 目し 授

業 善の の 目 し の

か 学 す

の の 学 の の

す (1) 教育 な (2)次

の な (3) ・ な (4)中

学年の 教 な

元 し  

本人 部 14 21  

 
8 子

 

 

 30年 8  学 教育広

8  
子

1 目 大 の か 2

目 学 の 子 ン

の中 学 美学

講

の か 3 目 本学の学 育 の

 

本人 部 （ ）  

人間－85



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

9.学 な 育

の ン 金 ス

ル ン  

 31年 3  本教育 研究

 

教育 PRO 

49  

 

本人 部 育 の ン 金

ス ル ン 35  

10.学 な

大

な  

 令和元年 5  本教育 研究

 

教育 PRO 

49 11  

 

本人 部 大

な 35  

11.学 な 人

100年 の 人

育  

 令和元年 7  本教育 研究

 

教育 PRO 

49 15  

 

本人 部 人 100年 の 人

育 35  

12.学 な

し か す

・ 育  

 令和元年 10  本教育 研究

 

教育 PRO 

49 22  

 

本人 部 し か す

・ 育 35  

13.学 な

ル な

学 な 知

 

 令和元年 12  本教育 研究

 

教育 PRO 

49 27  

 

本人 部 ル な

学 な 知 35  

14.学 な

のカ

の 知  

 令和 2年 2  本教育 研究

 

教育 PRO 

50 3  

 

本人 部 のカ

の 知 21  

     

学      

お 学

目 の  

 22年 6  本教育 学

50 大  

（ : 岡大学） 

お 学 目 目

し 職 学 ・ 教 教 ・

育 学 し し 目

し し 88の 目

し 満 度 目カテ

の 子 し し 目

の ン 研究 し  

本人 部 お 学 目

目 し 職 学 ・ 教

教 ・ 育 学 し し

か 目

す 知 目 の ン

か

し  

善野八千子 田 一 

 

人間－86



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

子 の育 学

な

お カ の

 

人 22年 6  本 ・

学 教育学 19

大  

( : 学 ） 

教育 の 中

す の 子 の育 学 の

目 し のあ

のカ の

ス ン し

の し の特

な す の

カ の の

の 明 か し

教職 の 子 すす

な す の

し  

 

ロ ル

の学 学

し 教育

の カ

 

 

人 22年 9  本 ロ ル教

育学 18 大  

( : 教育大学） 

ン お ロ ル

の学 学 し 教

育 の カ し

 ロ ル の子 育 す

  知

 学 の な 学

教育 の カ

  ロ ル し

学 教師の

し し 教師の お

知 し 学 の し 学

の 教 の育

し  

 

子 の育 学

な

お カ の

間

ル （ 次）

し  

 

人 23年 6  本 ・

学 教育学 20

大 （ :

大学） 

かか 子 ・ の

し 教育 の 中

す の 子 の育 学

の 目 す し の

あ のカ

間 ル （ 次） し の

のカ 善の

知 学

の 18 1 5 の

し し の

の な 教育の育 な

の なス カ の

し  

 

子 の育 学

な

お カ の

学 の子

の 目し

 

 

人 24年 6  本 ・

学 教育学 21

大 （ : 島大

学） 

子 の育 学 の 目

し カ （ 学 ）

か な

学 あ 子 学

目し マ

ス し 教育

学 教育の す

子 の育 学 な カ

善 し 教育

学 教育 教 の ル

お 研

し  

 

人間－87



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  

 

学 の

 

       

子 の育 学

な カ

の （ ） 

学 の子 の

し 一

学  

 

人 25年 6  本 ・

学 教育学 22

大 （ : 大

学 学 ・

明 学 ） 

研究の 年目 お マ

ス し カ

の ロ ス の一 し 一

学 の し

マ ス の

し  

子 の育 学

な 中の

 

人 26年 8   本人間教育学

学 間

（ : 学 大

学） 

 

・ ・中学 かか 子 ・

の し 教育 の

中 す の 子

の育 学 の 目 し

のあ のカ

ル の のカ

善の な知  

 

子 の育 学

な カ

の （ ） 

マ

ス し 一

学 の 善 

 

 28年 6  本 ・

学 教育学 24

大 （ : 学

子大学） 

研究の 5年目 お マ

ス し カ

し 研 し 一

学 の 善 し

山 学 お マ

ス の し  

お

育 学 の  

ス 学

教育 ロ

か   

 

 30年 12  本人間教育学

4 大 （ :

山学 教育大学） 

の 知 の の

ス 学 教育 ロ し

ルの の 高

かし 教育 の

教育 お

教 の 育 の ス

ル の のエ

ンス の 学

な  

 
 

人間－88



 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2 年  3  31  

  高岡 昌子   

研   究      野 研究 の  

育 学 学 教育 学  

教育・ 育 
 教育・ 育     

教 育 の す  

 年            

 教育 の   

 

 

 

 

  

 

 

 

（ ） 大学 お 学 教

育 の教 し の （ 育・教

育 訓 ・ ル スカ ン 教

の テス の な ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ ） 学 大学 子 大学部 お

育 の教 し の （

育・教育 訓 ・ ル スカ ン

教 の テス の 学 ・学

の の ン の

な ） 
 
 
 
 
 
 
 
（ ） 学 大学 お 育 の教

し の （ 育・学 ・学 の

の ン の な ） 

20
年 4

26 年 3
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

26
年 4  

平成

31 年 3

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31

年 4 月

～現在 

大学 8年間 （ 教育 （ ）

教育 の （ ） 育原 育

C（人間 ） ン ン A 子 学

業研究 な ） し 特 教

育 （ ） か

かか 授業の中

の か 育の

学 の 育 オ

し テ ン す 中 学

し し  

 

 

学 大学 子 大学部 年間

育原 育 （人間 ）

育の 学 子 学 な

育 の教 し の 教育（

育 学 ・学 の の

ン の ） 学 の

し 育 し す

の 職 の 業 育 し

し し の

育 ・ ・ し な

す 夫し  
 
 

学 大学 育原 育の 学 子

人間 育 教職 教

育 （ ） 育 人

間教育学 ル な 育 の教

し 教育  

 し 教 書 教  

 

  

子育 ・子育 学 子育
の 育  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23

年4  

 
 

 

 

 

 

 

子育 か 明し 育

の し 本 あ

B5 174 子 高岡昌子・

47 （ 章  子 の

の （pp:80 81）子 の な

明し ） 

 

 育の 学 一  

 
24

年4  

 

 

 

 

育 な な 学の な

し 学 書 あ A5 216

林 雄・ 田 西 ・ 口明子

高岡昌子・ 13 （ 15章 の中

の子 （pp:193 207） の中 の子

） 

人間－89



の 育 ・ ・ 学

大学 子 大学部  
 

27

年 3  

 

 

 

 

B5 254 本人 部 3章

（P.128 186） 

教育 学 育・学 す
野書  

 

28

年 4  

 

 

 

 

A5 137 本人 部 7章 

ス ン  のし  

ス ン  （P.60 68） 

子 育 人間  し か
し 育  

 

29

年 4  

 

 

 

 

B5 180 本人 部 11章 1

し し す 6

（P.133 136） 12章 3  学 の な

（P.152 155）   

ン _ 育 育の 学

一  
 

30

年 3  

 

 

 

A5 145 本人 部  15章 

お 子 （P.121 P.128） 1 ・

の   2 子育   3 か の

子  

ン _ 育 育の 学

一  
 
 

か 育 —人間 青
 

 
 

育の 学 一  

 

 

子 の 学 一  

 

 

子 の 一  

 

 

30

年 3  

 

 

30

年 3  

 

 

令和 2

年 3  

 

令和 2

年 3  

 

令和 2

年 3  

 

 

A5 145 本人 部 章 の中

お 学 （P.65 P.72） 1 な

育 2  3 の子 の

 

 

B5 214 本人 部 章 し

育 育 （P.77 84） 

 

 

A5 本人 部 14章 の学

の 特  

 

A5 本人 部  6章 子育

  

 

A5 本人 部 章 な 子

 

 

 
 教育 の す 大学 の   

 
 

（ ） 大学 お 授業  20
年4

26
年3  
 
 

 

授業 年す の授業 授業

お 学 均 あ 2013年度 学

授業 ン 書 お

の授業 満 し 目 100

ン の学 満 し  

（ ） 学 大学 子 大学部 お
授業  
 

 

 

 

 

 

26

年4

 

 

 

 

授業 年す の授業 授業

お 学 均 あ 28年度 の授

業 お 4 満 中 2C ス 3.81 2D

ス 3.91 高 ル 知 ・

・ ・ ・ ・

度 のす お 目 の ル の

す 学 100 あ  

 

 の す の特記  

 

  

   

   

人間－90



 の  

 

  

  
 
 
 
 
 

 
 

 

 
（ ） 中学 ロ 講  
 
 
 
 
（ ） 学 大学 子 大学部 講  
 
 
 
（ ） 学 特 学 （ 部・

学部）の教職 の 学 大学

子 大学部 教育講  

24

年3  

 

 

26

年9  

 

 

27

年 9  

 

 

 

 

 

 

 

 

年度中学一年 の 80 し

ロ 講 の

中学 講  

 

の し

し 講  

 

 

の 学 特 学 （ 部・

学部）の教職 し 育 ・教育 の

テ な 子 の

の 目 講

 

 
 

職 の 績 す  

 年            

    

） 学 教 1      

 

 

） 中学 教 1 （ ）   

 

 

） （ 学）    

 

 

 

） 博 （学 ）     

 

 

 

） 学     

 

 

 

）   

    

 

4

年 3  

 

4

年 3  

 

7

年 3  

 

 

13

年 3  

 

 

16

年 1  

 

 

 

16

年 4  

 

一 238 ( 教育 )  

 

 

中一 569 （ 教育 ）  

 

 

大学大学 学研究 学（ 学） （

） （ （ 学） 467

の ） 

  

子大学大学 人間 研究 学

（博 ） （博 （学 ）博 135 人

の記 お 知 の研究 ） 

  

72362 （ 本学  学

）  

 

 

00865 （ 本  

）  

 

 
 特    

なし   

    の す の特記    

なし   

   

人間－91



 の    

   

）研究      

15年度 部 学 大学教育研究高度

特 学 研究 特  

 

 

 

 

）研究      

20年度 学研究 業特 研究 研

究（ ）20330149 

 

 

 

 

）研究      

24年度 学研究 業（学 研究 金

金） 研究                      

 

 

   

）研究                                                                                                                                                            

24年度 大学学 研究 人 研究                             

 

     

 

 

）研究                                                                                                                                                            

29年度 学 大学 子 大学部学

研究 研究                             

 

 

 

 

）研究                                                                                                                                                            

30年度 学 大学 子 大学部学

研究 研究                             

 

 

 

） 大学 お 学 業  

 

 

 

 

） 学 大学 子 大学部 お

学 業  

 

 

 

 

 

 

15年

4

16年3

 

 

 

 

 

20年

4

23年3

 

 

 

 

 

24年

4

28年3

 

 

 

 

24年

4

24年3

 

 

 

 

29年

4

30年3

 

 

 

 

30年

4

31年3

 

 

 

18

年4                                                         

25年3  

 

 

26

年4                                                         

31年3  

 

 

 

 

の子育 の 育 お

す 学 研究 （

・智原江美・高岡昌子・ 田 ・中田 ・ 田

教） 

 

 

 

す 大 野の の研究 （

田 ・ 子・ 岡明 ・村 ・久 美・

木一 ・ANDREW T, Smith・MATT, Wall・ANGELIKA, 

Lingnau・KRISH, Singh （ 金 17,160,000 ））

の 研究  高岡昌子 

 

 

子 お 次元 す 研究 （

2,990,000 ） 

 

 

 

 

子 の 研究 （230,000 ） 

 

 

 

 

 

高 教育 お の ャ な

育 し の 大学の

（600,000 ）（高岡昌子・林悠子・高橋千香子・岩本

健一） 

 

 

 

高 教育 お 育 し の ャ

育 し の （200,000

）（高岡昌子・林悠子・高橋千香子・岩本健一） 

 

 

 

人 教

学教 人 美 ス 任業  

 

 

 

広 ( 28年度) 学

（オ ン ャン ス ）( 28年度) 学

職 ( 29年度 )カ 研究

紀 IR ス AGH

任 

 

 

 

 

 

 

人間－92



研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ 書）     

1) ・ 育原   

す し 育の

2       

 
24年 4

  
 

B5 239                                                                                                                                                                                                                                                                  

本人 部 10章  育

子育 （P.171

183） 

 

2) ・ 育原   

す し 育の

3          

 
28年 4

 
 

B5 245    

本人 部 10章 育

子育 （P.166

P.178） 

 

3) ・ 育原   

す し 育の

4  

 
30年 4

 
 

B5 239    

本人 部 章 育

子育 （P.178 P.193） 

 

4) 子育 ・子育 学 

子育

の  

 
23年 4

 
育  

B5 174 本人 部  

章  子 の の  

（P.80 P.81） 

 

5) 育の 学   
24年 4

 
一  

A5 216 本人 部  

15章 の中 の子 （P.193

P.207） 1 ・ の   2

子育   3 か の子

  

 

6) 育の 学   
24年 4

 
一  

A5 208 本人 部 9 章 

子 の 学 の子

の の特  （P.113

P.124） 1 子 の 育

 2 特 の子 の  3

の子 の の 育

お  

 

7) の 育

・ ・  
 

27年 3

 

学 大学

子 大学部

 

B5 254 本人 部 3章

（P.128 186） 

 

8) の 育

・ ・  
 

27年 3

 

学 大学

子 大学部

 

B5 254 本人 部 3章

（P.128 186） 

9) 教育 学 育・

学 す

 

 

 
28年 4

 
野書  

A5 137 本人 部 7章 

ス ン  

のし  ス ン  

（P.60 68） 

                              

10) 子 育

人間  

し か し

 

 
29年 4

 
育  

B5 180 本人 部 11

章 1 し し

す 6 （P.133 136） 

12章 3  学 の な

（P.152 155）                                                                           

 

 
11) か

育 —人間  
 

30年 3

 
青  

B5 214 本人 部 章

し 育 育 （P.77 84） 

 

人間－93



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

12) ン _ 育

育の 学

 

 
30年 3

 
一  

A5 145 本人 部  

15章 お 子

（P.121 P.128） 1 ・ の

  2 子育   3 か

の子   

 

13) ン _ 育

育の 学

 

 
30年 3

 
一  

A5 145 本人 部 章 

の中 お 学 （P.65 P.72） 1

な 育 2

 3 の子 の

 

 

14) 育の 学   令和 2年 3  一  

A5 本人 部 14章

の学 の 特  

 

15) 子 の

学  
 令和 2年 3  一  

A5 本人 部  6章 子

育   

 

16) 子 の   令和 2年 3  一  

A5 本人 部 章 

な 子  

 

（学 ）     

1) の 高

教育 の研究（ の

） 

育 の

お 学 の

の か

 

 

 
24年 3

 

大学研究  

28  

P.167 P.180 中西 恵 大

森雅人 田 高岡昌子 山口美智

子 

2)研究  の

お 育 教育の

あ 特 学 の

お な教育

の   

 

 
25年 3

 

大学研究  

29  

p.73 p.79 中西 恵

田 本 子 山口美智子 岩口

子 木村久 山本和明

部美 子 中美 子 高岡昌子 

 

の ス

ス D

  

 

 

26年 11

 

 

学 大学

子 大学 紀

  45  

P.63 P.70（本研究 JSPS 研  

24653187の 研究 あ ） 

お

の                            

 

 

 
27年 11

 

学 大学

子 大 学 部 

紀   46  

P.27 P.32（本研究 JSPS 研  

24653187の 研究 あ ） 

の お

の テ な

 

 
28年 11

 

学 大学

子 大 学 部 

紀   47   

P.31 P.40  

高岡昌子 高橋千香子 林

悠子 岩本健一 

 

育

育 の

（ ） 職 の ン

の の

か  

 
28年 11

 

学 大学

子 大 学 部 

紀   47   

P.71 P.80 林悠子 高橋千

香子 高岡昌子 岩本健一 

育 の学 の

特 お

の

 

 
28年 11

 

学 大学

子 大 学 部 

紀   47   

P.41 P.48 高橋千香子  高

岡昌子  林悠子  岩本健一 

人間－94



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

人 育 な

人 育

す な

な な

 

 
29年 11

 

学 大学

子 大 学 部 

紀   48   

P.41 P.49 高岡昌子 林悠

子 高橋千香子 岩本健一 

お 学 の

安 す 学

の研究 

 

 
29年 11

 

学 大学

子 大 学 部 

紀   48  

P.31 P.40 岩本健一  高

岡昌子  高橋千香子  林悠子 

人 育  

す  年 

度 の し 

 

 
30年 11

 

学 大学

子 大 学 部 

紀   49  

P.49 P.59 高岡昌子 田

惠美子 岩本健一 子 高橋千香

子 林悠子 

教学   
31年 3

 

学 大学

子 大学部 

岡 中田章子 高岡昌

子 田惠美子 岩本健一 子

高橋千香子 林悠子 吉田明史 

教育 な

の一  

教育 育

育

教育・ 育 か

 

 
令和元年 10

 

人間教育 2  

9   

P.221 P.229 中田章子 高

岡昌子 矢野正 加奥満紀子 

人 育 す

年度 年度 の

し  

 

 令和 2年 3  
学 大 学 紀  

12  

P.51 P.60 高岡 昌子 岩

本 健一 高橋 千香子 林 悠子 

（ の ）     

【 学 】     

Assessment of Glassless 

3D Viewing on a Portable 

Game Machine                             

 
24年 9

 

 

 

ECVP2012 European Conference on 

Visual Perception（Alghero, Sardinia, 

Italy）Perception 2012 41, P.72（本

研究 JSPS 研  24653187の

研究 あ ） 

The effect of video game 

experience in earlier 

childhood on fatigue with 

a portable 3D game 

machine.                                                    

 
26年 8

 
 

ECVP2014 European Conference on 

Visual Perception（Belgrade, Serbia）

Perception 2014 43, P.160       

（本研究 JSPS 研  24653187の

研究 あ ）                            

How does Video Game 

Experience in Early 

Childhood Affect 

Attitude and Fatigue 

Related to Portable 3D 

Game Machines?  

 
28年 7

 
 

International Congress of Psychology 

2016 (ICP2016), (PACIFICO Yokohama in 

Yokohama, Japan) （本研究 JSPS 研

 24653187の 研究 あ

） 

人間－95



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

Possible mislocalisation 

of a moving ickering 

target. 

 
29年 8

 
 

ECVP2017 European Conference on 

Visual Perception（Berlin,Germany）

Perception 2017 P.243 

【 学 】     

の お 育

教育のあ （ ）

特 学 お

教育 の 夫  

 
24年 9

 
 

育学  19 大 （大 ・

大学） 

の お 育

教育のあ （ ）

育 お

な の

 

 
24年 9

 
 

育学  19 大 （大 ・

大学） 

の ス

ス

 

 
25年 7

 
 

本 学  2013年 季大 (

・ 大学） 学 VISION

25 3 P.149-P.150 

お

の  

 
26年 3

 
 本 学  25 大   

の す

の

 

 令和 2年 3   
本 育 教育学 研究大

 

 
 
 
 

人間－96



 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 年  

  中島 栄之介  

研   究      野 研究 の  

特 教育 
教育 教育 知 教育 由教

育 ICT教育 

教 育 の す  

 年            

 教育 の    

教育 の特 あ  

 

 

  

(1)特 学 （知 ） の教育 の
 

22 年 4
31 年 3

 

知 教育（ ） お
中 の 教育の教育 す
由 度・ の教育 の 知

教育（高 部職業 ） お 教 中 の教育
学 の教育 の  

（ 特 学 特 学
の ） 

   

 し 教 書 教    

(1)教育    

・教育 の （ ） 
特 学  

 

23年 7  

 

特 学 教育 の の
教育 授業研究 特 教育の 史 特

教育 人 な 教育
30年 し  

・教育 の （ ） 
特 学  

 

24年 5  

 

特 教育 の の
学 学 （職業 ）の教育 の特

授業研究 教育 30
年  

(2)介  
・介 の （ ） 
・介 講 （ ） 

20 年 4
25年 4  

野 原特 学 特
学 特 学 し 30
年 中  

(3)  
・特 教育 （ ） 

25年 4

31年 3

 

大学 学部 大学 学部 大学 学
部の学 し 人 特 学 の教育

ICF ICIDH
の 師 師 な な知

の 子  
(4)研 の 子 
・ 任特 学 教 研 学

（ ） 
 

21 年 8
22年 8 （
3 ） 

特 学 す 教 の 教育

学 任 講 の 子

教育の教育 教育の の

教育の 特 の  

(5)特 教育 （ ） 
   【 】 

31年 し 特 教育の 特

教育の 度 史 加 知

由 学

教育 記 し

特 教育 （ 度 史

の教育 の ）

の （特 学 特 学 ）

（ 学 ス ）

（ ン 授業の

ル ン ITCの 学

ン ル 教育 の 度・

の ャ

教育）な し し  

   

 教育 の す 大学 の    

(1) 教育大学 ス 講師 学 ン
 

23年 12  

 

教育 教育 史 の
教育の 教育の 教育の特

講 し 3.5 （4 満 ）  

人間－97



(2) 学 大学人間教育学部の学 ン
 

 

30年 6  

 
人間教育学 の講 特 教育 知 特

学 の 知 特 学 の教育

知 特 学 の の し 満 度

4 満 3.7 あ  

 

(3) 学 大学人間教育学部の学 ン

 

31年 6  教育 B(特 ) お 講

す ン 講 13人

あ 講 な 高

あ  

    

 の す の特記

 

 研 講師 し 教 の 教育 大学 の
教育 ・大学 の の教育
の 明  

 

 (1)特 教育 お 教育（ICT）の
 

 

6年 4
 

 

学 特 教育 教育

17年 18年 教育 教育

令和元年度 特 学

マ ロ の 特 学

お ロ ン 教育の し

 

 
(2) の教育 の  
 

19 年 4
31 年 3

 

特 教育 お
中 の 教育な 教育 の
（知 由 度・ ） 

 
(3)特 学 お 教育 の  

 

19 年 4
31 年 3

 

年 の 教
育 授業研究 特 教育の 史な 教育

 
 

(4)特 学 お 介 の  

 
19年 4

31年 3

 

介 の学 年 30 大学 250 度
特 教育の

 
 

(5) 任特 学 教 研 講
師（ 教育 ） 

 

24 年 4
28年 3  

 

特 学 （ 高 学 の
学 職業 特 ）の 教

育 の特 学 講
大学（大学 大学 ） 教育

な 16 特 学 研
な 加 150  

 

(7) 講師 
 

19年 4

31年 3

 

大学 学部 大学 学部 大学 学

部の 3大学 60人の学 し 人

特 教育 の  

 
(8) 特 学 間特

学 研 講師 

令和元年 8  特 学 職 し 高 部

の 研究の 子 介しな 特 学 お

ロ ン 教育の 講 し 次年

度 ロ ン 教育の

な あ  

 

(9) 次 教 2 講  講

師 

令和元年 11  の 学 教 目 す高 2年 40人 授

業 中 の し

ン ル し の

あ 子 しな

教育 の ルマ ンな

な あ  

 
(10)  学

講師 

令和元年 12  のあ 子 の 学 の

し し 講 し 業

の 講 あ  

 

人間－98



(11) の 特 学 研

講師 

令和元年 12  ロ ン 教育の す

特 学 職業 の し 特 学

お ロ ン 教育の 講 し

の 研究の な な

の か すか  

 

(12) 特 教育 学  研

講師 

令和 2年 1  特 学 お ICT教育 ロ ン 教育

し の特 学 の

講 次年度 学部 ロ

ン 教育 な の

な 講 し 講 な 高

あ  

   

 の    

(1) 特 学  学  令和元年6

 

特 学 の学 し

し  

(2)   29年度 6

 

し

の の研 し  

   

職 の 績 す  

 年            

    

(1) 学 教 1  和 59年 3  学 （大 教育
） 

(2) 学 教 1  和 59年 3  
 

（大 教育
） 

 
(3) 教 2  

 

和 59年 3  

 

（大 教育
） 

 
(4) （学 教育学） 8年 3  

 
教育大学大学  

・ の ン の

の研究 ン ルテ ロ

ル ン  

(5) 学 教  

 

8年 3  

 
学 （ 教育 ） 

(6) 学 教  

 

8年 3  

 

（ 教育 ） 

 (7)  16年 3   

   

 特    

・特 なし   

   

 の す の特記

 

 特 学 知 由 度
の の  

 

 (1) 野 原特 学 教 し
 

 

21 年 4
22年 3  

 

教育学 （ 由・知 の ス）
任 す 教 部 部 し す の教育

し 教 学 ル （
ル ）  

 
(2) 特 学 教 し  
 

22 年 4
23年 12  

 

知 学 任 書部 教 部  教育
教育 の 特 教育

お 中 の
教育な 教育 の  

 

(3) 特 学 教 し
 

24 年 1
26年 3  

 

部 教育 の ・ 学 し
し 24年 1 講の 1 3

し  
 

(4) 高 学 教 し
 

 

29 年 4
28年 3  

部 高 学 の 高 学 教
し 特 学 の  

 

人間－99



(5) 特 学 教
し  

 

26年 4
28年 3  

部 教育 の 学 業 高 学
の 教育 人 教育 PTA の 任
研  

(6) の 特 学 教
し  

 

28年 4
29年 3  

教 部 教育 の 学 業 人 教育
教育 任 研 教育  

(7) 特 学 教 し  

 

29 年 4
31 年 3

 

特 学 職 し の業 （高 部 部
部 ） 特 学 教

 

(8) 講 講師 
 

30年  
 

教 30 人 特 教育 お ICT の
教育 ICTの す テ

マ 講  

    

 の    

 30年 4

 

す 年4 の

し の し 研 の

学 の の  
   

研 究 業 績 す  

 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年       

 

学 の  

 

         

（ 書）     

1 特 教育  

 

 

 

31 年 3
 

 

ERP  

 

し 特 教育の
特 教育の 度

史 加 知
由 学

教育
記 し 特

教育 （ 度 史
の教育

の ） の （特 学
特 学 ） （

学 ス
） （ ン

授業の ル
ン ITC の 学
ン ル 教育 の

度・
の ャ 教

育）な し し  
中島栄之介 岡野由美子 

 
     

（学 ）     

1. 特 教育 お
人 教育 

す

 

 

 

30 年 9
 

 

学 大学 ャ
ル 人間教育 1

7 pp 211 - 219 
 

 

特 学 の
特 学

す な
人 教育の特 あ

す
あ

の の
し の

あ  

2. 特 教育の

かし 授業 善（ ） 

の か

ル ン

授業の 善 

 

 

 
30 年 9

 

 

教育 PRO pp.14-15 特 教育の かし 授業 善

特 （ ） 介

学 の 明 の

の 特 し 授業

教 な な の

の か す

ル ン の授業 な 授業 善 な

し  

人間－100



 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年       

 

学 の  

 

         

3 特 教育 お

ン ル 教育 ス

テ  

ン ル 教育

ステ

の  

 

 

 
30 年 10

 

 

学 大学研究紀

9 pp.111 118 

 

 

特 教育 お ン ル 教育 ステ

の 学 の の

次 学 中 の あ

24 年 一 し 高 部

の特 学 部 の高 学

学

お 次 学 の

の

の特 目し 夫

授業 善 な

し し  

4 特 教育の

かし 授業 善（ ） 

の 授業の 善 

 

 

 
30年 10

 

教育 PRO pp.14-15 特 学 お

の 特 （ 間

ル ル・ の ） し の

（授業 ス 業 ス

教 の ） 子 の

す か し 特

す の子 学 す 授業

な し  

5.特 学 お

の

の の 大

す  

 

 

 
30 年 10

 

 

学 大学研究紀  

9  PP119 - 126 

特 学 お の か

の ・学 の の記

し ル 大の原

し の特 な 広

あ 学 の 一

な ス し

学 な 大 の

あ 大の し の 加

の 大 の

の な 特 学 特 の

の 大

あ  

中島 栄之介  森一弘 

部   

6 由 教育 お
の 教育

の (1) 
目し  

 

 

 

31 年 1
 

 

学 大学 ャ

ル 人間教育 2

1 pp11-16 
 

 

由 の記載の 由の一

な す 目 し

年の学 の

す 知・ の特 の の

の の 度

人の 教育 の

の な な

の の な

 

 松 ・中島栄之介・荻布優子・ 聡

大 

部 由教育 学 の教育

の部  度・ の部  

7 由 教育 お

の 教育 の (2)  

度・ 目し  

 
 

31年1  学 大学 ャ ル 人

間教育 2 1

PP.17-27 

由 教育 お の 教育

の 度・ 目し

の 学 の 中

教育 し 度・

す 子 の教育 す

な お 度 学 の

な 学 の

度・

ン な  

 中島栄之介・松  
部   

 

人間－101



 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年       

 

学 の  

 

         

8 特 教育
 

学業
す 特 教育の
か の  
 

 

 

31 年 3
 

 

学 大学研究紀
10 PP109 - 112 

 

特 教育の か
し の し

学 し
し 子 の

す の な 学
学 の な

特 の 学
の  

9 由 度・

教育 お 教育  

ICT の

目し  

 

 
31年3  学 大学 ャ ル 人

間教育 2 2  

PP.61 - 65 

 

由 教育 度・ 教育 お

教育 ICT の

目し 学 ICT の

中 し 由 教育 の

の ン

な ICTの 年の

な のICT の 度・

す 子

な ICT の

学 子 の の の

度 教育 の 目し

し の ICT ン ルテ

ロ か

ン な の す

由 度・ 教育 お

教育 ン な

 

 
10 教育 お 教育

 

の 教育特

学 教育特 学

目し  

 

 
31年3  学 大学 ャ ル 人

間教育 2 2  

PP.67 - 74 

 

教育 お 教育

の 教育特 学

特 学 お 教育 の の

し 教育 の

し 間の

高 部 業 ロ

の 教育特 学

す の 教育特 学 の

加 教育特 学 の

な 学 の

しかし の な 教育 学

教 の の 教育 の

す な し

中島栄之介 松田智子 

部  

     

（ の ）     

1(教育 記 ) 
1. し 授業

（Web ） 

 

 

 

22 年 8
 

 

教育 教
育 Web （A4
5 ） 
 

 

22年度 教育 ICT
し 特 学 の授業
記載 中 特

学 の し 特 学
の 業 お  ICTの （

ス ルの の
ン ル ）部  

 
2 IT し 授業

の  

 

 

27 年 8
 

 

特
学 A4 20  

 

講 子
学

の特 AAC AT
ン の の 介
し の な
の特 の 研

し な の 介 な
子 し  

 

人間－102



 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年       

 

学 の  

 

         

3 任 学 任研

子 

 

 

20 年 21
年 22年 8  
（ 年 ） 

教育 A4

 

10  

教育 す 任特
学 教 研 学

講 の 3年間の 子 教育の教育
教育の 教育の

の 教育の 特
の  

 
2(研究 )     

1.教 お

由教育の ・ ・

の 目し  

 

 
令和元年 9  学 大学紀

11 PP.193 198 

教 お 由教育の
・ ・ の

目し 教 お あ
し 由教育 お

の の 善
な（学 ）

な の 加 中 な の
な か の

の教育 の かす あ
年 子 の な

の
す な の あ し

かし 中 し の
の 善 教育 の
の ・ の 本 な知
かす 本 な かす
あ あ  

2.特 学 お

ロ ン 教育の

 

学 の

中  

 

 
 

令和 2年 3  学 大学紀

12 PP.151 157 

年度 学 ロ ン 教
育 特 学 学部

あ 学 学
特 学 学 お
ロ ン 教育 の

し 特 学 学
の

ン の の
す

しかし 知 あ
す 教育 特 学 の

教育 お ロ ン 教
育 教 の な な

ロ ン 教育
カ マ ン な

な
ロ ン の の

な の
の 本 の な 大
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 年   

  根岸 章  

研 究 野 研究 の  

学 学 学 子  

教 育 の す

 年   

 教育 の  

（ ） 学 学教育

19

年 9

 

29

年 3  

業大学（ 学 大学） 学部の 目

学 お KNOPPIX/Mathの CD 布し

の Maxima 学の学

の

かし な の

の し な な の教育

あ

22年度か 学 の ン CDか

な な Windows の wxMaxima す

し

25年度か 目 お

3 次元 の な の

26 年度か 目 学

の の学 す な

（ ） ス の

22

年 4

 

23

年 3  

業大学（ 学 大学） 学部 年次

し 学 の ス ン テス

本人学 し 正 教授 ス

し 目 学

学 の 授業 し す な 学 の

高 教育 あ  

（ ） 学 の 目

23

年 4

 

28

年 3  

業大学（ 学 大学）の 学 の

目 学 学 し 4 学

学 学 の ス ン テス

学 か 学 か

の 目 学部

ス 講し 人 教育 し 大部

の学 学 の な 教育 あ

（ ）講 目 学 I 目 学

I の 講 

24

年 4

 

28

年 3  

業大学（ 学 大学） 学部の 23 年

度のカ 目 お 講 目

目 し 講 し 24

年度か 2年次 目 し 学

学 講 目

学 の

夫し  

（ ）講 目 学 お

30

年 4

 

 

学 大学人間教育学部の講 目 学

お 中学・高 学 学 し

学年 度

中学 高 学 の 学教 な

知 学  

（ ） 学 お 学 の

30

年 4

 

 

学 大学人間教育学部中 （ 学・ ） 学

の学 し の学 本 す 学 の

学 学 の学 し
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 し 教 書 教    

（ ） 学  

19

年 4

 

24

年 3  

業大学（ 学 大学） ス学部 し

学 （学部 目 年次

） し テ ス  

記 均 な

20 年度か 学 し ル

し な 学の の

夫し 学 な学

の な 教育 あ

A 29 あ  

 

（ ）  

 

19

年 4

 

24

年 3  

業大学（ 学 大学） ス学部 し

（学部 目 年次

） し テ ス  

ン の

マ ロ 学の の しな

の し

加 な す の

学 教育 あ の

の の な ン

A4 28 あ  

（ ） 学  

 

24

年 4

 

24

年 9  

業大学（ 学 大学） 学部の 任教

し 23 年度か カ の

学 （ 目 年次 ）

布し ン 23 年度のカ

学 し 学 し

目 授業中の ンテ ン カ

し の し す

す 布 ン し

す し 95 あ  

 

（ ） 学  

25

年 4

 

29

年 9  

業大学（ 学 大学） 学部の 任教

し 23 年度か カ の

学 （ 目 年次 ）

布し ン 2 の 中 し

Maxima の

の な の

中 2 の な

か す な な の教育 あ A4 28

 

 

（ ）  

25

年 10

 

29

年 3  

業大学（ 学 大学） 学部の 任教

し 23 年度か カ の

（ 目 年次 ）

布し ン 23 年度のカ

学の CGの の

な 学 特 し 授業

中の ンテ ン カ し の

し す す 布

ン し す し

111 あ  

（ ） 学の  

27

年 4

 

30

年 9  

学 大学 お 26 年度か

学の （ 教育 目 1年次 ）

布し ン の 3 野 中

の の の

の の し 学の 野の

介す の な な

高 の 学 な し

学の 学

夫し 99  
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（ ） 学 な 学教 か

 

27

年 4

 

30

年 9  

大学 学部の し の

学 （ 目 年次 ）

し 教 書 の 学の

中 の 知 学 な

学  

の 金 人 の な

学 の しな 学

夫し 大田 （岡山 大学

学部准教授） の A 169 学

書 （ISBN978-4-7806-0464-1） 根

岸の 2部 101 あ  

（ ） 学  

27

年 9

 

28

年 3  

業大学（ 学 大学） 学部の 任教

し 23 年度か カ の

学 （ 目 年次 ）

布し ン 23 年度のカ

学 の

中 し

の の 明 な の 明

す す

布 ン し す

し 84 あ  

（ ） 学  

 

30

年 4

 

 

学 大学人間教育学部の講 目 学

布し ン の か のロ ルの

す し 明 高

学 な な の

か し 目 し A4 38

あ  

（10） 学   
31

年 3  

大学 学部の し の

学 （ 目 年次 ）

中の教 書 の の の か

な の の か

テ

し 加し

の 加

し  

か す の

か の の な し

な な な 学 し

夫し 学 の 学

し す す 教育 あ  

A 153 学 書

（ISBN978-4-7806-0003-2） 

 

 教育 の す 大学 の    

（ ）学 の授業 ン の  

27

年度

 

高 4.00 学の の 満 度 2.85

あ 均の 3.29 な

講 ・ の 目の 目 均 2.31

3.92 な 均 目 高 目 あ

か の 授業 間 の 高か

の 授業中の な あ の の

目 講 10 満 ン

の  

 

 

27

年度

 

の中の 学 の 満 度 3.33 あ

均の 3.24 高 な 講 ・

の 目の 目 均 3.33 3.56 な

の 目 均 高 な の の

目 講 10 満

ン の  
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 の す の特記    

（ ） 学  
22

年 4  

高 高 野

ンス お 記のテ マ 講師

学 学 野の 業

大学 学部の特  

（ 講 高 の 2 ） 

（ ） の中の 学  
22

年 7  

お 業

大学の カ お

記のテ マ 講師 学

し 2 の し

業 学 の

な 一 カ

のオ カスの原 の の

な  

（ 講 の高 の 中 30 度） 

（ ） Excel VBAの  
22

年 8  

業大学 業大学教職 の の

講 2010 お 記のテ マ 講師

MS-Excel の の し マ ロの

VBA の 講 し マ ロの し

一 一 の の記 な 布 の

VBA の し カテ の

の FORル し

ロ ン 講 し  

（ 講 大 の中高の 中 20 度） 

（ ） Excel VBAの  
22

年 12  

業大学 2010 年度 季 教職 の

の 講 お 記のテ マ 講師

MS-Excel の の し マ ロの

VBA の 講 し マ ロの し

一 一 の の記 な 布 の

VBA の し カテ の

の FORル し

ロ ン 講 し  

（ 講 大 の中高の 中 20 ） 

（ ） Excel VBAの  
23

年 8  

業大学 業大学教職 の の

講 2011 お 記のテ マ 講師

MS-Excel の の し マ ロの

VBA の 講 し マ ロの し

一 一 の の記 な 布 の

VBA の し カテ の

の FORル し

ロ ン ルの し ル の

講 し  

（ 講 大 の中高の 中 20 度） 

（ ） の  
24

年 6  

大和中 高 学

記のテ マ 講 の講師

か の の か

の ルの

の の か  

（ 講 大和中 高 の 15 ） 

（ ） Excel 由  
24

年 8  

業大学 業大学教職 の の

講 2012 お 記のテ マ 講師

MS-Excelの の し す

講 し IF の の

の な

の 講 し  

（ 講 大 の中高の 中 20 度） 

人間－107



（ ） Word Excel ン し 書  
24

年 8  

学 教 研 お

記のテ マ 講師 Word Excel ン

し 書 Word の お

Excel ン な の

し の な 講 し  

（ 加 の教 20 度） 

（ ） ICT講  
29

年 2  

学 大学 し

の 学 し カルチャ ロン ICT講

お ロ ン ス チ

ロ ン の教 の講師  

（ 加 の 学 4年 か 6年 16 ） 

（10） 子 ICT講  
30

年 2  

学 大学 し

の 学 し カルチャ ロン 子 ICT講

お ロ ン ス チ

ロ ン の教 の講師  

（ 加 の 学 1年 か 5年 14 ） 

（11）  

30

年 3

 

 

お 3 中学

の ロ ン 教 し 加し

8 か 12 2 のロ ロ

ン 教 お 31 年 1

の一 し 加し 1 の ロ

ン 教 中 し 令和 2年 2

2 の し  

（12） AI  

 

30

年 6  

お 学

大学の 27 大学 な

講 カ お 記のテ マ

講師 AI の 史 し 年の

し ン

AI の 史 し ンテカルロ

ン し

の Excel な ル

ル し ル

ン の  

（ の高 の 中 15 度） 

（13） の  
30

年 10  

高 学 の

講 お 記のテ マ 講師 し

AI の の職業の 野村

研究 の し の 高 1 2

年の 学の Maxima な

し 授業

 

（ 講 高 高 の 2年 8 ） 

（14）2019年  学 講  

31  学 学 ロ ロ ン

 

令 和元

年 6  

哉 （ 学 ス）

学 講 の一 し 講  

2020年度の 学 の ロ ン

の ロ ン か し

ル ロ ン あ Scratchの

ロ ロ ン 明し 加

ロ の ロ ン  

（ 講 の 学 の 中 17 ） 

 

   

 の    

特記 なし   

   

人間－108



職 の 績 す  

 年            

    

高 学 教 一 （ 学） 

2

年 3

31  

高一 （ 教育 ） 

   

 特    

特記 なし   

   

 の す の特記    

（ ） ン ン 目 ン ル

 

23

年 8

 

27

年 2  

ン ン の あ 目の

の の 25年度 2年

次 目 ン ン 26年度

3年次 目 ン ン し  

（ ） 学部  

24

年 4

 

26

年 3  

業大学（ 学 大学） 学部 学 の

 

（ ） 学部  

27

年 4

 

29

年 3  

業大学（ 学 大学） 学部 学 の学

部  

（ ） ン  

29

年 4

 

30

年 3  

学 大学 ン  

（ ）人間教育学部  

30

年 4

 

 

学 大学人間教育学部の  

（ ） ・  

30

年 4

 

 

学 大学 ・ の  

（ ）  

30

年 6

 

 

の  

（ ） ICT学  

30

年 7

 

 

ICT学 の  

   

 の    

特記 なし   
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研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ 書）     

1 学

な 学教 か  
 

27年 3

 
学 書  （ の ） 

2 学 （ 3 ）  
31年 3

 
学 書  （ の ） 

（学 ）     

1 の

研究  
 

23年 12

 

業大学紀

27  pp.79-94 

の の の

の の の

し の

し な し な

し の 元の 2

の の の の

あ 一 し

の

本の高

の 加  

2 の 子

 

 
25年 2

 

業大学 学

紀 8  

pp.99-108 

の 子

な一 の ル ル

間 の の中

の

かの の の す

部 間の次元 し  

3 の 子

II  
 

25年 12

 

業大学紀

30  pp.57-63 

の 子

2部 の お の次

の あ

し  

4 の 子

III

Propagator Setの次元 

 
29年 9

 

学 大学紀 7

 pp.91-96 

の 子

子 の Propagator Set の

の 由度 次元

し  Propagator Set の次元

し 木 の

"Generator of an abstract quantum 

walk." お 根岸の の

し  

（ の ）     

1 業大学（ 学

大学） ン ン

2  

:研究  

 
27年 9

 

学 大学紀 3

 pp.209-227 

24年度か 業大学

目 し の ン

ン の の か

の教育 記 し 研

究 山本 （ 金 大学

学部教授） の 根岸

の の の記

し  

2 業大学 学

の  

:研究  

 
28年 9

 

学 大学紀 5

 pp.197-211 

業大学（ 学 大学）

23年度か 27年度 か し

学の 教育 目の

目 の の か

の学 の 績
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

3 学 お 高大

の （ の ） 

:  

 
27年 11

 

教育 PRO 45 25

p.16-17 

学の高大 お 学

の し かの

学 の高 大学 の

 

4 学 お 高大

の （ の ） 

:  

 
27年 12

 

教育 PRO 45 27

p.16-17 

学の高大 お

お 高 す

か し 大学 の な

か  

5 の 子

 

:口  

 
22年 9

 

2010 年 の

ン  松

本 中  

の 子 の一

な かの な

の 布の 子の

介し  

6 か 子  

:口  
 

23年 9

 

2011 年 の

ン  

本  

の 子

す

し  

7 Some examples of 

quantum walk on finite 

graphs. 

（ の 子

の かの ） 

:口  

 
24年 9

 

2012 年 の

ン  

大学 ャン

ス  

子 の

ルの

し  

8 の 子

 

:口  

 
25年 9

 

2013 年 の

ン  広

島大学東千田 ャン

ス 

の 子

の か の 一

な の の

し 部 お 子

の の

 

9 ル し

 

:口  

 
26年 9

 

2014 年 の

ン  

・カルチャ

ン  

お の の の

ル す

し の  

10 の の

 

:口  

 
27年 9

 

2015 年 の

ン  

井 ス

 

ル し

の  

11 子 の 間

の次元  

:口  

 
28年 9

 

2016 年 の

ン  

子 ン ン ン

ン  BiG SHiP 

U(2n) す の中

nの の 子 の

間 な の の 学

次元 の  

12 子 の

Propagator Setの次元

 

:口  

 
29年 7

 

2017 年 の

ン  

光  

子 の Propagator Set の

U(2n) す の

中 nの の 子

の Propagator Set の 学 次元

す し  

13 根 の か

 

:口  

 
30年 9

 

2018 年 の

ン  

島 ン

 

子 の 根

エ ル の 則か の

根の の し  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

14 Introduction to Open 

Quantum Walks 

:口  

 令和元年 9  

2019 年 の

ン  和

山  

2000年 か の Unitary Quantum 

Walksの な 介し の

Open Quantum Walks の UQW

の  
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 年     

 松井 典夫      

研   究      野 研 究   の      

教育学 教師教育・教 教育（ ）・学 安 （安 ・ 教育） 

教  育    の          す       

 年              

 教育 の  
・ 安 安 ( 本 テ ロ
ン学  3 1 p62-66 松井） 安
教育 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ の安 度（Safety Awareness Scale of 
Children ） の  
 
 
 
 
 
 

 
年度

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
安 教育 目 す 安 安
あ のカテ あ しかし のカテ

の 安 教育の
か な 知
な あ な の安 ・安

な の
の学 す な の （

安 安 ）

退す
安 あ しかし 学

安
な 安

の
な の

あ 安 な の
の し の
の 安

し 安 し の の
の 安 安 な

知 安 教育の大 な
の しかし の学 し

の
ル の の か の
あ の中 の学 し か

の あ の
し か 学 か

の な な か か
安 ・安

な の あ の の
マ ス し 安 安

し  
 
 

の 安 安 安 教育 す
授業 一 の す

の か あ しかしな 安 安
の ン す
な す

なおか ン
授業の な 度 目

し し の の安 度（Safety 

人間－113



 
 
 
 
 
 
 
 
・ の講 お 授業 の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ お 学 の  
 
 
 
 
 
 
 
・ の 学 お 教育  

 
 
 
 
 
 
 
 

年

 
 
 
 
 
 
 
 

年

 
 
 
 
 
 

年
 

 

Awareness Scale of Children ）
あ し 安 授
業 す 間 し

あ 授業 す ・中・高
学年の の ス し

ャル 記 し
の し  

 
大学 お の授業 お

し 授業 学
な の の学

し 授業 の
す あ 授業

の の ン な
す iPad 授業
し 授業 の な

し  
 

す 美 の （ ）
（ ） お 目の

授業 の授 業 か
の授業 しか か 学

の の授業
授業 目 ン 授

業 善  
 

年 し 本 の学
し な な

学 し の安 ンテ
授業 の 目 し 学
大学の教職 の学 し 本

広安西 学  

 し 教 書 教  
 
・ 美 の 授業 ンテ ン

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・教職  
 
 
 
 

 
 

年

 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 

 
 

お 野の 美 教育
の の テ ス す
の な の の の

授業の しな 学
ンテ ン し

授業 の しな
し

記 の講
テ ス し す し

 
 

学 大学人間教育学部の 目 あ 教職
の教 し 授業 年

な教 し し
記 しな す な

 

 教育 の す 大学 の  
・大 教育大学 田 学  学 教育  
 
 
 
 
 
 
 
 
・大 教育大学 田 学  人  
 
 
 
 
 

 
年度

年
度 
 
 
 
 
 
 

年度
年

度 
 
 
 

 
大 教育大学 田 学 お 年

学
教育 し お 目の

し マ し の の
記 す お

授業
子 の お

年度高  
 
大 教育大学 田 学 お 年度

人目 し 職
人 の  
の 人 お 年度高 高

 
 

人間－114



・ 学 大学 お 学 の授業  
 
 
 
 
 
 
 
・ 学 大学 お 学 の授業  

年度 
 
 
 
 
 
 
 

年度 
 

人間教育 教師 し
教育 の の し 学

安 マ の 授業 す 授業
教 し の の 教 の
し 学 高

年 学 安 マ の授業
 

 
教育 学 学
教 の講 し

教師の 学 の し の
し 学 高
 

 の す の特記  
・大 教育大学教育  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
年度

年
度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
大 教育大学 田 学 お 年度

本 お
お  

年度か 年度 お
任 し 特 美 の学 授業

の
年度 年度 お 学 安

任 し 教育 し 安 講
教師 な の の

し 訓 の 学 加 し
年度 お 教 部 し

教育 の  
 

・ 教育 安 研 部大 講
師 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 

教育 の 安 研 学
安 安 教育 ル 学 安

安 教育 す 講
教職 の安 学 安

な し 部の
教 加し  
 

・ 教育 安 研 部大 講
師 
 
 

年
 

 
 

記 部大 の 部大 お
の講 部の教職

加し  
 

・ 口 教育 口 安 研 講師 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 
 
 

学 安 な の 安 安 教育
ル 口 の安 研

講 口 教育 の
年度 研 あ 年度

の 加 大 教育大学 田 学
の か 教訓 し
特 ID カ の す

し  
 

・ 中 学 研 講師 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 
 
 

中 学 の教 研 お
学 安 な の 安 安 教

育 ル 講 年度
の の教 研 年の講 か
中学 の 学 中学 加す な

学 ・一中学 の教
中学 の教 す あ 特 東 本大

お の し
中学 の の 介し  

 
・ 野 学 研 講師 
 
 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 
 

学 安 な の 安 安 教育
ル 野 学

研 お 講 安 お
教職 の安 の IDカ の大

し 安 教育 大
教育大学 田 学 し 授業

介し  
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・ 本 ス  
 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 

本 の お
安 大学教授

ス 安 安 教育 す
安 教育の授業 特 安

マ の授業 介し 職教師
一 あ  

 

・大 教育大学 田中学 安 研 講師 
 

年
 

 

ャン ス あ な 田中学
教職 の 訓 なか

の し の教 任
講師 し 訓 の

し 訓 講
 

 

・ 教育 学 安 研 講師 
 

年
 

 

学 安 安 教育 ル
の講 大 教育大学 田
学 教職 訓 の

し し 訓 次 な
し の 教職 の安 の し
本研 の安 教職

加し 本講 西テ
一部  

 
・ 中 中学 安 研 講師 
 

年
 

 
 

中 中学 お 訓 の
講 学 安 な の

学 安 安 教育 中学 お
訓 学

教職 の チ し
学 安  

 

・ 口 中学 安 研 講師 
 

年
 

 

業中 教職 の研 口
中学 の 中学 学 田 学
の教職 加し 研 講師

の講 学 安 な の
学 安 安 教育 ル

田 学 ・ 大 教
訓か 学 の  
 

・ 教育 教職 研 講師 
 

年
 

 

の 教育 す 教職
研 お 安 研 の講師
の教職 学 安 安
教育 ル 講 ・
・ 安 ・ ・ の カテ お

安 教育の 介し 安 教育 す
の し  

 
・ 口 教育 安 講 講師 
 

年
 

 

口 教育 の安 研 の講師
年度か 年目 な 年度

の安 お 年研
の し 研 あ

本研 年 大 教育大学 田 学
の教職 訓 の オ し

し 訓 の 次 な （教職 の
安 の ） し  
 

・ 教育 教 講師 
 

年
 

 

本研 の 教 あ 学
安 かか の 職の

し 学 安 の
職の ル 講

講 し 職
し の 職の IDカ
す の 教職 の安

の し  
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・ 中 学 研 講師 
 

年
 

 

年 中 学 し 研
大し の 中 中学

学 学 の か 研
お 加し 子 の

な 学 安 安 教育
し お金 かか な し

学 安 安 教育 し 東 本
大 し マン しな 訓

し  
 

・大 教育大学 田中学 研 講師 
 

年
 

 

年度 年目の研 あ
年度 の 訓 あ
な 子 度目 あ 教職 の

安 し 研 加
し 子 訓 訓 の

し の訓 の 子
オ し 研  

 
・大 教育大学 ン ル ン 講  
 

年
 

 

大 教育大学 田 学 の ン
ル 目 し 大 教育大学

ン ル ン し 学 安
お 大 教育大学 田 学 の

安 す 介 安 教育の の
介 学 安 す 講 か

の 加 あ  
 

・ 中 教育 職研 講師 
 

年
 

 

中 教育 す 職研
年度 お 学 安 す 研

の あ 職
の講 職 の の

し の あ

の 教職 かすか の
な す か

 
 

・ 中学 研 講師 
 

年
 

 

中学 お 本研 記 の
あ 教職 の安 高

安 の な か の あ
訓

教職
な の し

大 夫 の あ 一人の教 の
し 子

 
・ 教育 学 安 研 講師 
 

年
 

 

年度 年目の の講
な 年度 講 一任

年度の講 の
あ 東 本大 の の

の 学 訓
の し 間 訓 す
な の し  

 
・大 教育大学 学 安 の 業講師 
 

年
 

 

大 教育大学 原 ャン ス お 学部
大学 安 な学
教師 な ル 講

教師 な の 子
し の講

の 載  
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・ 口 教育 研 講師 
 

年
 

 

口 の 子 の
ル の講

安 し
か 学 の の 加

す し す 安 教育の
し  

 
・ 口 八 中学 安 教育授業・講  
 

年
 

 

口 八 中学 お 中学 年
か 年 育 の大

す 授業 し 東 本大 教 す 授業
の 教職 子

の し の講
授業の

の 介し 教訓か 学
し  

 
・岡山 学 人 教育 中

研 講師 
 
 

年
 

 

学 お の人 教育
学年 お か

の し 安 教育（
）の授業 か 人 教育 中
研 大 す 教育 し 安

教育 学 安 し 教 ・
の講  

 
・ 中 学 安 研 講師 
 

年
 

 
 

の安 研 講師 年 の の あ
中 学 の安 研 お

の 訓 の
子 の

し 教職 し の講
年間の安 研 教職 の安

し ID カ な
か のお あ  

 
・ 木 学 安 研 講師 
 

年
 

 

木 学 の安 研 お 子
の し 教職 し
の講 大 教育大学

田 学 お 訓 の 介
安 の授業 介し な安

 
 

・ 口 八 中学 安 教育授業・講  
 

年
 

 

口 八 中学 お 年度
中学 年 か 年 育

の大 す 授業
の 訓 学

し 授業  
あ

し 授業 授業 教職
す 講  

 
・ 口 教育研究  ・ 部  
 

年
 

 

口 教育研究 ・ 部 お 研究
の の安 教育の授業
し の か の

学 安 安 教育 し の講
の授業 の 教

教育 安 教育の し,
な安 教育の

し  
・ 学 安 研 講師 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 
 
 

学 お 年
 

し 安 教育 す 授業
教職 な 安

教育  大 教育大学 田 学 安
し の講

本 安 安 な学
か し の

の し  
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・ 学 安 研 講師 
 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 

本研 年
中学 の研 加し 学 の安

の の あ か の学
安 安 教育 ル の

講 特 大 教育大学 田 学
の し か 教訓 し 学
し  

 
・ 中 学 安 研 講師 
 

年
 

 

年度か 学 の 年目の研
講師 あ か の学 安 安 教育

ル の講 特 学
教育の

し 学 安 年
間 し 安 す し

し 子 あ 一度
子 の 安

安 な学 な な 学
あ  
 

・ 中学 の の教育 研
講師 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 
 
 
 

の 中学 あ 中学
学 学 の

の の教育 研 の講
の の教育 し の安 教育 “Smile School 

“の し 大 教育大学 田 学
お し 研究授業 Smile School

の
授業 の の 中 し

子 し  
 

・ 講師 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 
 
 

す 学 大学人間教育学部 あ
お 一 の

の講 の 教
育 の 学 ンテ
一 の な人 加し 子 の

安 ・安 大人の
し の な の

し 子 の のか の大
人の し  
 

・ 中 学 任 研  
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 

中 学 の 任 教 の 研究授業
（ ・ ）の研究授業 し 授業

教 年 任し お
特 学 お

一 授業のあ
 

 
・ 中 学 安 研 講師 
 
 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 
 

の安 研
な 研 のあ 訓 教
職 の安 の の講

教 の講
大 教育大学 田 学 の教訓

の安 学 教職
し  

 
・ 中 学  安 教育授業 
 
 
 
 

年
 

 
 
 

お 安 教育の 授業 し 研究
授業 知 な 人

あ ル す 授
業 中 高学年 かのおすし

安 授業  
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・ ルカ 講  
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 

学 大学 ン の
ルカ お

子 子 の安
 大人 の し 講

1 の な
の大人の目の大 し  

 
・ 安  大 ・忠岡安 大 講  
 
 

 

 

年
 

 
 
 
 
 

忠岡 ン お 大 ・忠岡
の 安 研 講

子 の安  大人
の し 2004年の 1

の年の し 香 の
の （ ・

・学 教育） し  
 

・  な 講 講  

 
 

年
 

 
 
 
 

年 な 講 の講
大学 の
か し 講 の

な の ンテ 高 な
し し

な の す し  
 

・大 江 学  業記 講  
 
 
 

年
 

 
 
 

大 江 学 の 年
の学  中学 な し

の授業講 の 目 し

訓 し  
 

・ 中 学 教 安 研 講師 
 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 

年 中 学 の安 研 の
講師 教 訓

学し 講 の
の中 教師 職業 か

任 し す 教
師の 大 な あ し  
 

・授業 学 研究  
 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 
 

年 大 の 学 教 中
し 授業 学 研究
の

ンの
し 授業の中 の
の し の 加
 

 
・ 学 学 安 教育授業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

学 学 の 安 教育の授業
間 学 年

あ し し
す の
授業 年
安 安 マ の

の の授業 年
の学 教育

研究 の の
す 授業  

 

・ 学 美 （ ・ ・中・高） 教職 安
研  講  
 
 
 
 
 

年
 

 
 
 
 
 

学 美 ャン スの か 高 学
の 教 の研 間の講

ル 学 安 の し 職
あ 大 教育大学 田 学 お
の教訓 教職 の 訓 の

安 教育な し  
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・教職 研 業 大学・ 学 オ ン
講  講  
 

年
 

 

・ ・ の教訓か か の学
安 安 教育 し 間の講

安 教育
す の の し

年 の ・ 学 学年
学 中学年 し 学 高学年・中学 年

し  
 

・ 講  講師 
 

年
 

 

・ 教 す 講 90
の講 し 子 の育

育 の テ マ
（美 ） し 教 お
育 授業 ル

し ス ン
す  
 

・ 学 2 研  講師 
 

年
 

 

学 学
訓 お 訓 の講

講 講 の教訓
学 安 の テ

IDカ の な学 安
し  

 
・ 野 西大 学  安 研 講師 
 

年
 

 

野 西大 学 お 訓 の
講 お な の 講 訓

元 な あ 訓
講 の教訓 学 学 安 安

教育 し 教 す の
（ の 元 の 学 教育の ）

し  
 

・大 高 学  授業 
 

年
 

 

高 年 の 教職 学 お
子 の の 教師の し

間の 授業 教訓 し 学 安
の大 学 の安

し 教師の し 安 教育
の 高

す 授業  
 

・ 大原 学 安 研 講師 
 

年
 

 
 

大原 学 の教 安 研 お
教育 すす か の ル 講

お な の安 教育の オ
し の 教育

の し 訓 のあ か
し  

 
・ 大 高 学  授業 
 

年
 

 

高 年 の 教職 学 子
の の 教師の し 間の

授業 教訓 し 学 安
の大 学 の安

し 教師の し 安 教育の
高 す

授業  
 

・ 本 広安西 学  PTA  講  
 

年

 
 

本 し 28年4 14 （ ）の

あ 4 13 の 大な

の 学 子 の

大人の し 講  
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・ 本 広安西 学  教育授業 
 

年

 
 

28年 4 14 （ ） し 本 か
1 年の の （ 29 年 4 14 ）

大な の 学
・ 教育の授業 学年

の 人
し 安 授業 中学年

東 本大 お の
訓 の す 授業 高学年

訓 の す 授業 高学年
し 大 お の か

の 授業  
 

・ 西の 高 学  ャ 教育 講師 
 
 

年 
 

 

教職 す高 30 子 の
教師の し 講 し

・ テ ・ ン
の授業ス ル 人の か の中 の
の し 授業  

 
 

・ 学 学 安 教育 講師 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・高 学 学 安 研  講師 
 
 
 
 
 
 
・大  研究  講師 

年 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 
 

 
 
 
 
 

年 
 

学 学 の 安 教育の授業
間 学 年
あ し し

す の
授業 年 な

す 安 マ の
の の授業 年

の 教育 研究
の の
す 授業  

 
・ の教訓 学 学 安 安 教育

し 学 の教職 研 し  
学 し 教訓 学
安 の し 教 し
安 教育の授業 授業 教授
し  

 
・ の教訓 学 学 安 安 教育

し 大 の教 職
研究 3 間の講  
学 し 教訓 学
安 の 職の し

教 し 安 教育の授業 授業
教授 し  
 

・教 講  講師 
 

年 
 

 

子 の育 育 の

 お の

 
 育 教 の教 講 の講師 し

40 講 育 の5
の 講 の

テ ・ ン し ル

の ス ス

ン  
 

・ 学 2 研  講師 
 

 

年 
 

 
 

本年度 学 お 訓
の  

訓 安 の
訓 学 安 お 教師の

し  
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・ 中学 職・ 職 研  講師 
 
 

年 
 

 

学 の ・ な す

の 中学 の 職

職 講 し の学 の

あ

教師の 職の し  
 

・ 67次 教育研究 （ 教育 ス
テ ル）  
 
 

年 
 

 

西 本研究 育

教育 の

し あ 教育

の し の

エンス の し  
 

・ の子育 教育 す  講  
 

年 
 

 

の子育 教育 す す 講

お 講師

の部 講 し す 子 の

のか し の講

お 教訓 し

学 安 安 教育の かす の

講 し 講 し

安 教育の ロ ル し

ス ン し  
 

・大 中 教 研  講師 
 
 

年 
 

 

大 の中 教 研 の講師 し （
人） 学 安 安 教育 す 講

の教訓 学 学 安
安 教育 の の
介しな す のか 学

の な か 中 教
か あ し 講 し

 

 
講  

・カン  ン ン大学 講  
 
 

年 
 

 
 

カン の 本人 お
ン ン大学 お の講

本 お 学 の安 安 教育
し お の ン ン大学 お 教

本の学 安 し 講 の中
カン 本の

の な の の な
お な知

 
 

・ 子 安 の の 講  
 

年 
 

 

年 し
し 年 し 子

安 の の お お 人の
教 PTA 講 し 子

す の
一 の し 部 学 の

ン の の
し  

 
・大 任 研  講師 
 
 

年 
 

 

大 の 任 研 お お

の 任教 子 の安 の

な の し の講

年の の

し 大人（教 ） の な

のか し  
 

・ 学 学  講  講  
 

令和 年 
6  
 

学 学 の 学

学年 お の 学

お 教育の 講 し  
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・ 教育  年  講  
 

令和 年 
6  
 

2004年11 し

教 ンテ

年300人 度の し

の安 し の お

300人 学 安 講 し  

・大 教育  中 教 研  講  
 
 

令和 年 
7  
 

大 の中 教 研 の講師 し （
人） 学 安 安 教育 す 講

の教訓 学 学 安
安 教育 の の
介しな す のか 学

の な か 中 教
か あ し 講 し

 

 
・ 教育  職教 研  講  
 
 

令和 年 
8  
 

の 職教 研 お 学 安 安

教育 講 し 加 教 学

教 職

の 講 し  
 

・令和元年度教 講 （ 育 ・ 教
）講師 

 

令和 年 
8  
 

子 の育 育 の

 お の

 
 育 教 の教 講 の講師 し

40 講 育 の5
の 講 の

テ ・ ン し ル

の ス ス

ン  
 

・ 田 教育  研  講師 
 
 

令和 年 
10  
 

田 の の研 講
あ 学 安 お 学 し の

本 お
な 講 し  

 
・ 教育  子 安 の の 講
 

 

令和 年 
11  
 

年 し
し 年 し 子

安 の の お お 人の
教 PTA 講 し 子

す の
一 の し 部 学 の

ン の の
し  

 
・ 教育  ス  な 子

講師 
 
 
 
 

令和 年 
2  

ス  な 子

お の中学 の

3 スカ ン

2 の

 
 

 の  
特記 なし 
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職   の  績   す    

 年           

  
（ ） 学 教 一  

一  
 

 
年  

 
大 教育  
 

 特  
特記 なし 
  

  
 

 の す 特記  
大 教育大学 田 学 教  
・ 任 
 
 
・ 学年 任 
・ 学年 任 
・ 学年 任 
・学 安 任 
・学 安 任 
・ 任 

 
 

年度
年

度 
年度 
年度 
年度 
年度 
年度 
年度 

 
大 教育大学 田 学 お

記し 任 す 年間
任 な 教 記し の 年間学
年 任の業 お 任 な
学年 し 学 安 任

の の任 学 安
の 安 教育の

し  
 
 
 
 

 の  
研究  

 
中 学研究 （研究 ） 

安 教育の の の
す 研究  
 
 
 
 

年

年
 

 
 
 
 

安 安 学 し
スの し な スの

の
研究

な 本研究 お 年 か 年
の の安 学 安

の す の 明 か
す 安 教育の

目 し 研究  
 

学研究 金 研究（研究 ） 
 人 本学   

の 安 教育 ロ の
す 研究  

（研究 ） 
 
 

年

年
 

 
 
 

安 教育 お の研究
あ しかし しな
な安 教育 な な 本研究

学 の 授業 の
し 安 教育カ

す 目 す  
    

本教育弘 教育   
安 教育の ンス す 研究  

 
 
 
 

年
 

 
 
 
 

大 教育弘 の教育 し 人
部 部 の す 本教育弘 の教育

し  
の授業 中 高学年 し 安 教育  
の の し あ  

 
学研究 金 研究（研究 ） 

人 本学  
安 教育の ンス す 研究  

（研究 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

年
1
年
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の安 教育の し 学
か年 ス ン お の学 の
し 安 教育 ロ の
訓 かのおすし

な 安 なか
の山 す の

学 お 年間 か な安
教育 ロ の なか

の か 安 教育 の
の ・ の学 安 教育

の の ・年間 す 安 教育 ロ
の の 安

教育の ンス( ) し 授業
か 研究 な安 教育の
布 し す の あ  
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西 本あ し 研究 （研究
） 

の し な 安 教育
ロ の す 研究  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年

年
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の研究 し 安 教育の
ンス す 研究 大 教育大学

田 学 安 の か し
・ ス ル・ ・ 安 の カテ
お の学 安 教育 の ンス

( ) 研究 の中
し 安 安 ( 本 テ

ロ ン学 （ ）P62-66 
2010 松井) し 学年

な安 教育 明 か な
しかし の研究の中 な

本研究 お 安 教育 の の
・ 学 し の学

安 教育 の の ・ 教職
学 安 教育 ロ の

授業 か 研究 な安
教育カ の 布 し す

の あ  
 

学研究 金 研究 （研究 ） 
人 本学  

学 の学年 安 教育 ロ の
 

（研究 の研究
し 研究 研究 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学研究 金 研究 （研究 ） 
人 本学  

な学 安
ロ の  

（研究 19K02694の研究 し 研
究 研究 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年度
年

度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 年度 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本研究 学 年 ス ン お 学
の学年 し ・中・高学年 お

の学年 な安 教育 ロ
す 目 す の あ の

安 教育 学年 訓 か
のおすし 中 あ

し の安 教育 学 の の学年
あ な のなのか

なか 本研究 の
し 教訓 かし

教 の
し の学 お な
の高 安 教育 ロ す 本研究
安 安 な の の一 な

の の研究 あ  
 
本研究 学 の安 お

な学 安 ロ す 目
す の学 安 す 研究

し な 高
 し

な し
の か 教育 の

し  安 の 研究
な な学 安
し な

あ  し の学 安 す
研究 学 の安

のか
 の か

なか 本研究 究し
安 安 な学 ・ の  の

な 研究 し  
 

   

・ 中教育大学教育 ン  年
 

中教育大学 お 教育 ン
加し 中教育大学 東教育大学

し  

・カン ン大学 
 
 

年
 

 

学 大学人間教育学部 お 学部
し ン大学 の  

 
・カン ン大学 
 

年
 

年 学 大学人間教育学部
し ン大学 の  
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・カン ン大学 
 
 
・  ン  
 
 
 
・カン ン大学 
 
 
・カン ン大学 
 

年
 

 
年

 
 
 

年
 

 
年

 

年 学 大学人間教育学部
し ン大学 の  

 
お し ン 教育

訓 ン 学 ン師 大学
ス し  

 
年 学 大学人間教育学部
し ン大学 の  

 
年 学 大学人間教育学部
し ン大学 の  

教  
 の  

 
 
 
 
 

 
年

 
 
 

 
学 大学人間教育学部の し
年度の教 ル し

の な の 教 育
目  
30 年度教 お 学 大

学 1 お 21 の し  
 

   

人間－127



 
研  究  業  績        す       

書 学 の
 

・ 
の  の年  学 の  

       

（ 書）     

学 安  の

テ  

 年 
 

教育  子 の 安 安

の 学 す

か の 学 安

原 本 の安

・安 す か し す

の 書 教 マ ル本

しかし す

か の し の な

本書

な し お の

（ テ ） し  

  

尾 夫 

林忠 ・ ・松井典夫・

太 ・ 田 ・ ・ 山 子・

木美 ・ 田 夫・中井 人・ ・松田

智子・ 原正 ・ 田大 ・ ・村

雅弘・ 田 裕 

 

本人 部  

ス カ （pp14-15）  

 

の

ステ の し

明度の高 お金 かか

の あ しかし お金 かか な 学

安 し あ

本 ス IDカ の

職 の （ ・

安 す ） 教 の の か

（ の ）教 の のロ カ

の （ ・安 ） の （

の か）安 マ ルの

し（ ・教職 の安 ） 教職

の訓 の （子 の安 ・教職 の

安 ）な 介し し な学

安 の 書  

 

安 な な （pp18-19）

 

 

 知 す

あ 口 一 の

口 あ の安

か 書 な な

子 の

の あ 人 な

の か 人

の 知

あ の か

の あ

な の の  
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書 学 の
 

・ 
の  の年  学 の  

       

    ( ) 優 し し の あ  

 

    人 な人 （pp25 27）  

 

 

 な人 人

な な人 す し

教 す な

の し 正 な 知

しな な な 知

教 お

大 なの あ の の

な す な

知 な 人 かな

し し す し

子 の安 す 教 なの

か の 安 教

安 な あ

す 教 安

す かな か か の

し 正 の な

の 教 正し の

書  

 

かのおすし お し （pp48 49）  

 

 

かのおすし お し

安 大 な

の一 子

知 あ し かの

おすし し か 安 かのおすし

安

かのおすし

しかし大 なの かな

な 知 な 人 な人 か

学 し し す

あ 大 す す の な

大 す の し

あ かあ す 知

の な の ン

な 知 のか

す あ 安

す の 安

す あ 書

 

 

間 し  

（pp54 57）  

 

の学 の 訓 2 間目の授

業中 し

1 訓 し

年 7 なかなか

な な 学 の あ

間 し

学 の 間の 訓 の  
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書 学 の
 

・ 
の  の年  学 の  

       

    介し

間 し し

の す か

訓 す 授業 介し

の し し

正 か か しか

な す の

の 書  

 

な 訓 （pp62 65）

 

 

な学 訓

の講師 の中 の学

し の な

訓

し の し な 学

本 中

の訓 の 子 介し か

訓 の

 

 

な 正 か（pp74 77）

 

 

 な の

大 な あ しかし

な の か 本人の

大 な 人

の す 授業

書 安 オ 教

あ の オ

大 知 し

しかし安 学 の の

知 し な

す 育 あ

の な 知 な な

す 子

の 安 ・安 し

の あ の

授業 し 書  

 

の ス ン の授業か （pp82

87）  

 

大 な

か あ しかし のな

し 本 の

な 子 なお あ

子 の

す

の大 の 育 目

し の ス ン の授業

し し  
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書 学 の
 

・ 
の  の年  学 の  

       

    か 教 し （pp108

111）  

 

 島 の か

し の授業 介す

か

次 の の 間

か 学 の の授業の

中 の の な な か

な あ の

授業の中 し の 明 か す

の しの の の

しかし の高 の

大 な人 の の し

し す の

子 か

の あ 子

安 な

の間の し の あ

安 教育 大 な か 学

の大 書  
 

教育  

 

テ ・

ン か  
 

 年 
 

 

金子書  
 

本書 テ ・ ン の

な の の な ・

ロ チ の目の か

の の の

の し な か

の し の あ  

  

（ ） 一 加 明 一

夫 田 治 田 一 岸

雅 之 松井典夫 瀧明知

恵子 井 子 田 一 

 

本人 部 な 安

教育 ロ す 一 （pp.

）  

  

安 教育の し の

し な安 教育

なか し

な安 教育カ す

か の安 教育 あ

本 お の安

す ンス Relevance（知 ・ ・

・ お ） し

し 安 教育カ の

す 研究 記 し  

 

す 子

の の

のか 

・ の教訓

学 学 安 安 教

育 

 

 年

 
 

ル 書  
 

本書 大 教育大学 田 学

お し

訓 ID カ 学 安

な の の教育 の授業の な

安 の 根本

し か の学 安 安 教育のあ 

目 し 書 あ  
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書 学 の
 

・ 
の  の年  学 の  

       

    の中 学 の安 教師の 職

記 し  

  
 

教育  

   

学 の  

テ ・

ン の目 す の  
 

 年

 
 

金子書  
 

テ ・ ン の中

学 一 の教授・学

の ン の な 本書

の す 学 な

のか か な

記し  

  

（ ） 田 一 治 田

治 一夫 裕 大 健美 井

之 金山憲正 森広美 善野八

千子 瀧明知恵子 岡村季光 松井典夫 

 

本人 部 お 教師の

（pp. ） （岡村季

光 松井典夫） 

本 年 お の か

し の学 の 目し

の中 教 の 教 お

の

し か 学

か の テ し

お の  

 

教師の の教育

・教育  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ル 書  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書 教職 教職 教職 教

のテ ス 目 し

学 学 教育のし

な

し な教

育 し  

  

治 満 八木 由美

西 松井典夫 本裕人 田 和

江 中村 岡  

 

本人 部 教育職 （pp.

）  

  

学 の教 な 学 授業

教 あ 教

す 教職 のあ 大学 な

目 し 教育

教 の授

あ 本 教 の

教 度 お 原則 由

 

 

本人 部 （pp. ） 

  

学 の あ

の し の学 教育目 す

学 業 の

あ か 和

な な な の あ 本

教 の OECD 教 
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書 学 の
 

・ 
の  の年  学 の  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

（TALIS2013） 記  

す の 任 記

し  

 

本人 部 教 の職 （pp.

）  

  

一 教 教職 教師 な

あ 教師 令

な し 教職 す

教 職 学

本 教 教

職 の中の 職 あ 職 の あ

本 教職 の職 の職

の す根 な

教 の職

の な 記 し  

 

本人 部 書教 の職 （pp.

）  

  

9 年の学 書 の一部 正

学 書 の 職

（学 書 5 の ） 12 学 の

学 書教

本 学 書 書教 の

職 記 し か の学

書 の す テ ・

ン 記 し  

 

本人 部 教 の （pp.

）  

  

教 の な

久 す

しかし 19年の 正教

育職 の 21年 4 1

か 教 教

講 講しな 教

す な な 本

教 度の の講

 

 

本人 部 学 健・安 （pp.

）  

  

本 6 章 学 健・安 の

な あ 年の学 教育

学 健・安 す

し 学 健・安 す 学 教育

の 健 （ ）

のオ 憲章 の

 

 

 

 

 

 

人間－133



書 学 の
 

・ 
の  の年  学 の  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人 部 学 健安 （pp.

）  

  

学 健安 （ ） 学 健

正 21年 4 1 か

本 正 学

健 学 安 し

し 学 健 学 健 の

学

学 安 学 安

し  

 

本人 部 安 安 教育 （pp.

）  

  

本 学 安 お

し 学 の 中の

・ し

の し

し 安 の 安 教

育 の 知 の

育 し  

 

本人 部 安 ・ 教育 （pp.

）  

  

本 年の す

大 （ 7年） 中

（ 16年） 中 （ 19年）

大な し

23年 し 東 本大

島 1 原子 な な

し 学 お

し あ か の

す な

し の し 部 学 の

学 マ ル（ ・ ）

の マ ルの

し  

 

本人 部 教 の職 （pp.

）  

  

年 の

の健 す

な 学 健

ス ス の な

ン ル ルス す ル

子 の 学

お 子 の し な

の

な 教 の職 の

な し  
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書 学 の
 

・ 
の  の年  学 の  

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

年目教師 

の 授業  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

2019 年  学
 記

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 年 
7  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和 年 
2  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
明治 書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

本人 部 学 （pp.

）  

  

一 学 学 の お

の （ 人 本ス

ン 15 1 ）の

す 学 本 安

し 安 教育 し

学 お の

し 本

学

の か し  

 

本人 部 育 本 （pp.

）  

  

育 本 17年 7

本 の お の

か 大

す 度の

則な 満

（ 中な ）の

加な あ 本 本 の

し し 育 本

し  

 

本人 部 学 （pp.

）  

  

学 3 1 2

お 教育 学 （ 学 中学

教育学 中 教育学 の 特

学 の 中学部） お の

し

本 学 の

し  

 

本書 のテ ス 目 し

任か 3 年目の教師

お な 教師

目 し 学

カ マ ン

ICT の チ し の学

授業 し  

 127  

松井典夫 

松井典夫 森治健太 
 

田 一 治 山
田 野 子

松井典夫 井大 昌 美
和 西江なお子 瀧本 弘 159  
部  

学年 教 の学 す  
18 19  

中学年 教 の学 す  
60 61  

高学年 教 の学 す  
112 113  
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書 学 の
 

・ 
の  の年  学 の  

       

（学 ）     

. 安  

International Safe 

 School    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 

 

 

 

 

 

 

大 教育大学 田

学 研究紀 ・  

 

 

 

 

 

大 教育大学 田 学 研究

の あ 書

の あ 部 学 教育 特 し

の 安 の 教 し の安

の 本

 International Safe School の の

の 記 し  

の 訓

   

    

  

 

 

 

 

年 

 

 

 

 

 

 

大 教育大学 田

学 研究 紀  

 

 

 

本 の す

訓 な

訓 あ の 訓 訓 の

す 学 の あ

す 書 の

中 訓

な し か ス

マ ン し

 

の大 の

育 安 の授

業 の 訓  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

年 

 

 

 

 

 

 

 

大 教育大学 田

学 研究紀 ・  

 

 

 

 

 

本 マン し な 訓

本 訓 な

か ・ す 授業 の

あ 授業 の

の中 大 な し

安 し

な 教

安 安 学

の  

の

ン ル し の

の  

 

 年 

 

大 教育大学 田

学 研究紀 ・  

 

 

 

安 の授業 お の

す 安 安 （H22 松

井） し 授業の中 安 安

か の

安 教育の す

目

為 の の の

な か  

 

の 学

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年

 

 

 

 

 

大 教育大学 田

研究  

研究紀   

 

 

 

 

年度研究 授業

中高 研究 安 の授業

中学 中高

か 目 教

研究 の し

の 訓 の  

ン な 訓

か 授業  

 

安 安

学  

 年 

 

本 教 教育

No.

 

本 本 教 教育

し し の あ

か な の あ の ロ

! 教育の の の原

し 安 安 学 の

大 教育大学 田 学

安 し の 訓 の

授業か お し （ な ・ な ・

し な ・ な ）

訓 の オ し

し

の

の あ  
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書 学 の
 

・ 
の  の年  学 の  

       

美 お

教育 のあ  

学

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育  

 

年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美 か の な
子 す 教育 か

の学 の美 教 の
ス カ な カ あ

カ し な の
一 教育 な 本

学 お 教育の
あ し し

な か
し か の

の
し な あ 由 な

の あ し
の 次 し の

の の
し 中
な の あ 高次の

の ル し
し の の の

な あ な

し し
高 す の あ  
 

人間教育 美 の

美 学 教

育  

Human education and 

The dynamic of Art 

Art experience and 

education at schools 

   （ ） 

 

 年 

 

 

人間教育学  

人間教育学研究  

 

 

・美 教育 お 学

な 由

か 教 し の特

の

・美 の 教 な 特 す

教 し の

か な 本

・美 教育の 史 か

・美 教 し

の特 教育 中 し 特 な

か  

 

学 美 教育の

す

研究  

し

教育の  

Practical Research of 

Methods and  

Techniques of 

Elementary School Art   

Education 

–Possibility of 

Painting Education 

Using ICT- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 大学研究紀  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の美 教育史の中 教育

退し な の 由

し 教育 2

し

授業

の 由 ・

・ 度 し の  

本 な 教育の

し し

授業 介し の授

業の か な 教育の 美

教育の  
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書 学 の
 

・ 
の  の年  学 の  

       

学 美 教育

の す

研究  

 中 教育の

  

Practical Research of 

Methods and 

Techniques of 

Elementary School Art 

Education 

 Significance and 

Problems of 

elementary and junior 

high education 

cooperation  

（ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間教育学  

人間教育学研究  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 中学 の 教育 お 教育

の 人間教育の の

の あ の か 学 教育

学 中学 の

し 教育 す

な  

 本 お 大 教育大学 田

研究 お な か

中 の し  

中 の の

学 の 中学 の学 の 子

の な の 年 あ

中 学年 な 学年

の 研究 し 中 教育の

の の 研究 あ

お の

中 教育の研究 な な

な  

 

学 安 ・安

教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度

年度 学研究

金（ 研究( )

24330254 の

の教育カ

ルの 研究 研

究 書 

の の教育 

カ ルの

 

 

 

 

 

 

 

本 年度 年度 学

研究 金 の の教育カ

ルの 研究 の研究 書 の

の教育 カ ルの

の中の 章 学 安 ・ 部 の

学 安 （PP77-81） 安

教育（PP82-95）の部 し の あ

大 教育大学 田 学 お

学 安 の 安 お

安 教育の
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書 学 の
 

・ 
の  の年  学 の  

       

 の

し 安 教育

ロ の す

研究 の安

度（SASC） の

す 研

究  

A study on the 

development of safety 

education program in 

consideration of the 

developmental stage 

of the children 

-Basic research on the 

development of 

“Safety Awareness 

Scale of Children 

-（ ） 
 

 年 

 
 

人間教育学  

人間教育学研究  

 

 
 

本研究 お の高 安

教育 ロ の の

し 安 教育 ロ の

す 研究 お の安 度

（SASC）の す 研究

目 し の安

度（SASC）の す 研究 し

学 の SACS

安 教育の授業

安 教育の授業 お

・中・高学年 一授業

目し

授業 の の 子 目し

の 本研究

あ 知 な 人

教 し 安 教育

学年 の 高 な

す な  
 

学 安 の

す 一  

教訓 教 教師

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 教育大学 田

学 研究紀 ・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 香 学

年の 間

の

の

なか す 2004年の

2014 年 し

2015年の和 山

な の

のあ 学 の

の の 大 な

なか のか し

な しな 教訓 教

教師 の 記 し  

 

す 美 教育の

 

Possibility of 

education to combine 

the creativity and 

imagination 

（ ） 

 

 

 
 

年 

 

 

本人間教育学  

人間教育学研究  

 

 

 

す 教育 学

の教育 し 中

学 教育 な し

教 の授業 大 次

の学 の す 特

の教 し の の 教育の

の の授業 の 加 ロ ン

学 の な す す

の な

本 の の中 の教育

す の

の 教育の し

な 美 教育 す 教育の

す 目 し  
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書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

の教訓か 学

教師 学 安  

田 学 か の

し  
 

 年 

 
 

特 研究 ・

学 教師教育

研究  

・学 の教

訓か 学  あ

の の

 

本教師教育学  

pp.  
 

か あ

な

の の教訓 か の

か し

教訓 か 教訓 かす

か 教訓 かすの か

し の

か 教訓 し

本 一度 田

学 し 教訓

の し 学 安 の

し 教師

教訓 の 学 安 かし

のか し  
 

.  ・ ・

お 学

の安 ・安 す

研究 

A Study of school`s 

response to 

incidents ,accidents , 

disasters , and safety  

and security of 

children. 

（ ） 

 

 
 
 

年 
 

 

 

学 大学人間教育
学研究  
人間教育研究  
1 （ ） 

PP.55 71 
 

 

 ・
・ お の

あ の 原
研究

本研究 ・ ・
お 学 の し の

のか の 研究
し  

松井典夫・ 田 大・竹中 一 ・中
本 ・ ・森高千 ・  
 本人(松井) 本研究の 授業

し  

 

. 学 の

の  

本

ロ の 教師

 

Practice of care by 

painting at elementary 

school in disaster area 

Kumamoto earthquake 

reconstruction art 

project and children 

and teachers – 

 

 
 

年 
 

 
 

学 大学紀  
 

PP.87-95 
 
 

本研究 お 学 教師
し の し 一
お 教師 し

の
す 教師の なの な

教師 学 教育の あ
の の な

教師 学 し 子 の の あ
の あ 1

教育のあ か し 次
の の の教育

のの の の
の 目し 教育 の
し あ あ  

 の か 本研究 本
お 学

ロ 目し し
の 目 す 教育 の

教師 教 の の か す
目 し  

 

人間－140



書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

教師教育の

お 教育の

の  教職

学 の 研

お テ ス マ

ン か  

A study on the necessity 

of international 

understanding 

education in the 

viewpoint of teacher 

education. 

-From text mining in 

developing country 

training for teacher 

aspiring students- 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

年 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学 大学紀  
 

PP.137-146 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 お 人 人の
加し カ

マ の の教育
し （ ） 学

の し
な の

本研究 カマ
の教育 教師
な あ かか 教師

教育の お の
な し 大学

お 教 の教職 学 の
研 し 研 加学 の

由記 の テ ス マ ン
し か

し 研 教職 学 の
あ 明 な

ロ ル ス テ 教 の
し な 研究

あ  
 

お 教

師の職業  

目し  

Occupational role of 

teacher in case of 

disaster  

-Focusing on “sense of 

- 

（ ） 

 

 
 
 
 
 
 

 

年 
 

 
 
 

本教師学学  
教師学研究  
21  2  

PP.13 21 
 
 

本研究 お の教師の 職
業 の かな お

す の な か
し 本 お 教

し ル し の
教 の の

お 教師の職
業 の 明 か す 目

し 本研究 本 お
し 学 す 教 26
し 間 の研究 加し

学 教 31 西 の 学 教
16 の ン 本 の
学 教師 ン
し の し

の かか 高 し
し 教 お

の高 の
の高 な な

明 か な  
松井典夫・岡村季光 

 本人(松井) 本研究の
し  

本研究の  
し  

 

教職 学

の な

す の

す  

学 安 お

学 本人学 の学

の か  

A  study on the 

effectiveness of 

recognizing 

international 

differences of crisis 

management 

consciousness by 

students who wish to be 

teachers. 

- From a comparison of 

the studies of  

 年 
 

学 大学紀  
 

pp.113 122 
 

本研究 お 人
し か の お
な あ の学

教育 お の 加
か 教職 す学 学 のか

の
の 学 の

し 本研究 教職
学 本 の の

知 教 の な の一
す し 学 安 の

授業 お 中 人 学 本人学 の
学 し 学 の

の 記 し 由記 テ
ス し し テ ス マ ン

 
の学 し お

の 大の 人
の 大 あ

お 中 人 学 本人学
の す しか

し 授業の中 し  

人間－141



書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

 international 

students and Japanese 

students  

- 

 

 

   中 人 学 の し な
な

知 な の
あ あ の な中 人
学 の 本人学

大 な な  
 

. 教
の ンマ す

研究 ・ ・

の 教

島 ル し  
 

 

 

 

 

 
 

令和 年 
9  

学 大学紀  
 

pp.135 142 
 

本研究 のな あ 学
教育 し
知 な 教 の

の ンマ 明 か す
目 し の中

の ンマ 島（ ,2007）の
ン ン 明 か な

の ル の ンマ
か し の

か の か
 

 

. 教職 学 の

学 安 す

学 の  
 

 

 

 

 
 

令和 年 
1  

大学教職
 教師教育研究  

 
pp.63 74 
 

本研究 教 の し の学 安
の の 教 な

の 教職 学 の学 の中 育
なの な か

の な中 2017年 教職
カ お 学 安 の

目 の の
教職 学 か 学 安

学 教職 の の
のか

な  
 本研究 お 教職 学 学 安

学 の ル し 学
教 の し の学 安 の

の のか 学 の
か し  

 

（ の ） 

教 の  

 

 

   

教職

 

 

 年 

 

 

学 大学 

 

西 正 ・山本美紀  

岡村季光・岡野聡子・高木悠哉・松井典夫  

学 大学人間教育学部の 目

あ 教職 の教 し 授業

年 な教 し  

 

学 ( )      

安 教育カ

の す 研究 

大 教育大学 田

学 安 の

か   

 

 

 

 

 

年

 

 

 

 

本安 教育学 11

大  

(  教育大学) 

 

 

13年 し

安 教育 のカテ 特 し 安

教育 しかし 子 の目の

あ 安 教育 安

安 教育 し

な 安 安

安 の大 す 授業 の 5

カテ 安 お し

しかし カ の

の安 す （知 ・ ・

・ お ） し な

本研究 お 本 安

の の安 す

し し 安 教育

カ の し  
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書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

安 の授業 お

の安 の

す 研究 

 

 

 

 

年 

 

 

本教育大学 研究

（  島根 ン

） 

 

 本 本教育大学 し

の あ 学 の

の 安 の授業 お の

安 の す 研究 し し

の あ 特 安 教育の

安 安 授業

の し 安 教育の

の し 安 学

学 安 安

の の中

ン し 授業 安・ の

カテ ン し の

授業 の 明 か な

し

す 授業の 授業

の の

し  

 

の お

安 教育の

す 研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 テ ロ

ン学  

学 大 （  大

教育大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究 お 一 の ・中・

高学年 の 明 か し

の安 教育カ の

な 目 し の あ

の す 授業 し

す の 学

し しかし す

す な ・中・高

学年 大 な

安 安

す 授業 3学年

の授業 お 記 な

し 学年

ス マ ン す 育

す しかし な

学年 育 中学年

な し 高学年 の

す 授業 あ
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書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

安 教育の ン

ス す 研究 大 教

育大学 田 学

安 の か  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本カ 学  

大 （  中

部大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究 安 安 （ 本

テ ロ ン学 2011 松井）

大 教育大学 田 学 安

の授業 の

す 安 教育 の

の し し の

あ 安 教育 お の

し 学 研

究 なか し 訓

安 学 な の学年

し お の学年 の あ

なか な

安 教育 あ か 本

研究 安 教育 の の

す な安 教育 ロ

し 目 し  
 

安 教育の ン

ス す 研究 
 

 
 

年 

 
 

本安 教育学

大 大 （  大

教育大学） 
 

中 教育 学 安 部 お

あ 安 し 安 教育

教 す

の あ 安 教育

学

あ 東 本大 か 教育

一 す しか

し 安 教育 大 なの の

な な学

す あ の安

教育 安

なか の

安 し 教

の す かのお

すし お し す な

お 一 し

な な な 本研究

お な安 教育 あ

安 教育の ンス 目し

教 す お 安 教育

し のカ の

お の安 す ンス

Relevance（知 ・ ・ ・ お

） す あ

本研究 お の安

す ンス し  
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書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

安 教育カ

の ンス す

研究 大 教育大学

田 学 安 の

か  
 

 

 

年 

 テ  

 

大 教育大学 田 学

21 年度 部 学 の教育 特

安 し 安 教

育のカ の

の安 す ンス Relevance（知

・ ・ ・ お ） す

あ 本研究 お

大 教育大学 田 学 安

の の安 す

ンス し し 安 教

育カ の の す 目

し 安 安

か 高学年 し 中学年 し

し の

（ ）す あ

な なか

す ン

一 な あ

高学年 お

し し 記

高学年 お す

（ 度）の の か

授業 年 し 年

明 か な  
 

学 安 教育

の の教育 

 

 

 

年 

 

 

の の教育

 ン

 

 

本研究 年度 年

度 学研究 金 の の教育カ

ルの 研究 の研究 書

の の教育 カ ルの

の中の 章 学 安 ・

部 の 学 安 （PP77-81）

安 教育（PP82-95）の部

し の し の あ

大 教育大学 田 学 お 学

安 の 安 お

安 教育の

な し  

 

お 教

の職業  

目し  

 

 年 

 

 

本教師学学

大 （ 田大

学 ャン ス） 

 

本研究 特 な

お の

す の な か

本 お 教 し

ル し の教 の

し し 教 の職業

明 す 目 し の

の教 高

の の高

の し 本 の教

な か 一 の 本 す

の 高

子 し の

か  
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書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

の教訓か 学

教師 学 安  田

学 か の

し  

 

 年 

 

 

本教師教育学  

大  

（ 教育大学） 

 

か あ

な

の の教訓 か の

か し

教訓 か 教訓 かす

か 教訓 かすの か

し の

か 教訓 し

本 一度 田

学 し 教訓

の し 学 安 の

し 教師

教訓 の 学 安 かし

のか し  

 

. お 教

の職業  

 

 

 年 

9  

 

本安 教育学  

18 岡山大 （

岡山大学 島 ャン

ス） 

 

教 の 中

な の の

の かか 教

あ し

な の あ  

本研究 教 の

目し の 本

お 教 し ル し

教 の し  

 

お

ロ

・教師 し

 

On the Influences of Art 

Projects in Disaster 

Areas on Children and 

Teachers 

 

 年 

 

 

 

本教師学学  

大  

（ 大学 記

ス） 

 

1995年 し ・ 大

の の の 広

な 学 教育 お し

の のス ス

の の す のス スマ

ン 教育の お

な 教育 本研究

本 お し な

学 お ロ

の か 教育の な

す 目 し  

 

教職 学 の 学

安 す

学 の  

 

 

 年 

 

 

 

本安 教育学  

大  

（ 大 ） 

 

 

教 正 教職 の授業の

善 教職 の ンの

な 大学 な

教職 カ お

学 安 の

本研究 教職 学 学 安

学 す 教職 の

の あ の お

し  

 

教職 学 の 学

安 す 学 の

 

 Effectiveness 

of study on “School 

who wish to become 

teachers 

 

 年 

 

 

 

本教師学学  

大  

（ 智大学） 

教職 カ お 学

安 の 目

の の 教職 学

か 学 安 学 教職 の

の

のか

な 本研究 お 教職 学

学 安 学 の ル し

学 教職 の の

のか 学 の か

し  
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書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

. 教

の ンマ

 

 令和 年 

9  

本安 教育学 20

山 大  

（ 山 大学） 

本研究 のな あ 学
教育 し
知 な 教 の

の ンマ 明 か す
目 す 教 の ン

マ の
（ の教 ） の な

のか 明 か す 目 し  

し あ 教 の中

の ンマ か し

か の

しかし し ン マン

の 島の ン の 本

の ルの

 

 

. ・ の

教

の研究 

 令和 年 

3  

本教師学学 21

大  

（ 西 大学） 

・ 大 か 25年 の年
の 教

す 本研究
のな あ 学 教育 し

知 な 教
の の ンマ

明 か す 目 し 本研
究の ル な 教 の ン
の中 一 ンマ

し  
 

教育  

安 教育  

学 安 の

 

 

 
 

 

 

年 

 

 

 

教育  

  

年  

 

本教育  

 

 

 

学 安 な すか  

の し 学 の

な す あな の学

安 すか し な

人の子 の 大 教育

大学 田 学 の か

学 安 の

安 安 な学 人 な

な 子 育 の安

教育の 記 し  

 

安 教育  

学 安 教職 の

安  

 

 

 
 

 

年 

 

 

 

教育  

  

年  

 

本教育  

 

お金 かか な 安 あ

の安 学 な

しかし 一 の学

な な あ

し あ

の あ の あ

教職 の あ 職の

あ 教職 の安 の

学 安

記 し  

安 教育  

訓  

訓 の か 次

の す  

 

 

 
 

年 

 

 

教育  

  

年  

 

本教育  

 

 

大 教育大学 田 学 年間

の教職 訓   

 年度の の安 研

訓 し の訓

学し 教育 の

学 訓 の

し 子 し

の学 訓 の

の大 記

し  
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書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

な安 教育

か  

子 の 育

 

 

 
 

年 

 

 

教育  

  

年  

 

本教育  

 

の大 な の あ

の な す

な の大 す

大人 し

の な し

のな す の

教育 の中 育 の

あ 大 教育大学 田 学

安 安 教育カ

の し 介し

 

 

安 教育  

か の学 安

 安

な の

 

 

 
 

年 

 

教育  

  

年  

 

本教育  

 

安 マ ル 学

し

大 な あ

し なマ ル

し あ 学 安 の

す 研究し

な な な

あ 安 し

の 本 の

な のか

し し 学 安

お あ 記 し  

 

か の学 安

1

 の教訓か 学

安 の  

 

 
 

年 

 

 

教育 ロ 45  

17  1786

ERP pp.26-27 

 

の 子 の

（ ・ ） の 間 し

か の か 6

の 間 の 間

間 あ

の 間 の 間

子 の安

な の 大人の

な しかし 13

満 ・ し

2004年の の の 10年間

2004 年の 141 し 2008 年

63 し しかし 2014年

100 す

し な な のか

の教訓 学 安 の

 

 

か の学 安

 子 の

な 安 教育

 

 

 
 

年 

 

 

 

教育 ロ 45   

18  1787

ERP pp.26-27 

 

 

か な

大 し （ かの お すし）

の大 の 人

す す 大 す

教 の の学 の安 教育の

なの あ の教 な し

安 あ

しな な な 岡山

の安 教育 安

な な 安 教育  
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書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

か の学 安

 学 安 教訓  

 

 

 
 

年 

 

 

教育 ロ 45  

20  1789

ERP pp.26-27 

 

2001 年 6 し 間 大

教育大学 田 学

学 安 の し

かし 学 な 安

の の の の大

な な の あ な

お 学 安 す な

か の 目の 大 な

子 の な な か

本 載 の 学 安 す

し し

な 本

学 安 教訓

 

 

教育 の

1  教育 の

の  

 

 

 
 

年 

 

 

教育 ロ 45   

28  1797

ERP pp.14-15 

 

 

学 お し 学

の 学

子 の安 な 教育

の し

し かな な な 学 ・ ン

ル ・人間 な 特 の

す 子 の 加 大す

の ・ の な 学 ・教

職 す し

大し し 教 の ・

高 の

大 な の の

中 教師 す ・

教 大学 学 の

育 のか な あ

本 の中 特 教 な

あ 教育 のあ

し 教育

の か の 目

し 記 し  

 

教育 の

 教育

の す 大学

学  

 

 

 
 

年 

 

 

教育 ロ 46   

1  1798

ERP pp.26-27 

 

 

 

学 の教育 の

な あ 学

教育 の

な

大学 の の

の の

か し

あ あ

学 の な

の学 のか お

なの あ 本

学 の 記 し  
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書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

教育 の

 教育

の 教職の  

 

 

 
 

年 

 

 

教育 ロ 46   

2  1799

ERP pp.24-25 

 

 

教育 の 大学 お 3 な

のカ の中 介 大

学のカ 学

ンテ な 教育 の一部

あ あ 子 す

任 の 大 な しか

し 教育 お の 間 教師

間 子 し

か し 子 の

あ 学 す

の中 おの 子

す 任 の 大 な 教

育 学 あ な

あ （Student Teacher）

な 本 載の 3 目 あ

本 教育 の の あ

教育 の の学 の学

の し  

 

教育 の

 か

の教育 の

 

 

 
 

年 

 

 

教育 ロ 46   

4  1801

ERP pp.16-17 

 

 

年 部 学 か

高大 ン ン

の 記 の な ン

ル ロ し

一 大学

高大 高

学 教育 大学教育 大学 学 の

一 あ す

あ 高 の 学 の 3

の育 大学教育の

し 高大の 大学 度

一 な あ

し し 学 人 育

す ン な

の 教 一 の の

中 記 し  

 

か の教

お  

 教師の

の  

 

 
 

年 

 

 

教育 ロ 46  

18  1815

ERP 

 

 

 

の な 教育の

の か しかし

の一 教育 の の 教師の

（ ） の な

教 の 大 な

な 本 の

す 教 の

教師の 教育 教 し の

し し  

 

か の教

お  

 教 の

教職の  

 

 

 
 

年 

 

 

 

教育 ロ 46  

20  1817

ERP 

 

 

 

次 学 の特 学 教育の

学 の 教育の

授業 の 加 ロ ン 教

育の な の 一

の教 子 退職

の か す な

の か の 教 の

の 大 あ 教 の 目

し 教 の 学

授業 し  
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書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

か の教

お  

 な 教

職の  

 

 
 

年 

 

 

教育 ロ 46  

21  1818

ERP 

 

 

部 学 の お 教 の

の の

教師 し

本 本の 史 な学 度の

教 の 史 教

の の教職 ャ

し の し

教師 教職の

か

 

 

か の教

お  

 教職の

育 す カ

ン 

 

 
 

年 

 

 

教育 ロ 46  

22  1819

ERP 

 

 

教 の し な

教職の か

教育 の 子

の な の教師

の 学 か 大

あ な の な

の あ

か す

カ ン し  

 

の の教育 

教師の か

か  

研究 の

の  

 

 

 
 

年

 

 

教育 ロ 46  

23  1820

ERP 

 

 

1995 年 し ・ 大

（1997年） 2004年

6 子

す な 子 の の の

あ の す

なか の のあ

の 教育の の

高 なか の な か

2009年 の の教育 研究

し 本 研究 の の

の教育 の  

 

お 教

師 の ス・オ

 あ

 

1  教

師の

の 目 

 

 
 

年 

 

 

教育 PRO 47   

14  1839

ERP pp.  

 

 

し の ン ロ ル（

） かな 特 な 本研

究 お 教師の 職業

の かな お

す の な か

し 本 お 教

し ル し お 教師

の ス・オ の 明

か す 目 し  

 

お

教師 の ス・オ

 あ

 

 

し の教師の  

 

 
 

年 

 

 

教育 PRO 47   

15  1840

ERP pp.  

 

本 東 本大 2

の 正 し 2013 年 6 の 正

お の 善

明

な な 学 お

教師 な

の中 す 職業

し 目の の す

な の 訓

職業 な 教師 し

の す 教師の
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書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

お 教

師 の ス・オ

 あ

 

 お

教師の職業  

 

 
 

年 

 

 

教育 PRO 47   

16  1841

ERP pp.  

 

 

本 本 し

一人の教師 ル 教師の お

職 し 教師の か

の職業 明 な

し し か

教師 なの あ

明 し お

の な の お あ

教師の お 職業 の

明 お な  

 

お 教

師 の ス・オ

 あ

 

 訓 す

か の

 

 

 
 

年 

 

 

教育 PRO 47   

18  1843

ERP pp.  

 

 

本 の 部 す 本 学

職 お

子 の 子 学 の か

訓 の す な

訓 の

し す の す

し か の大 な

し  

 

お 教

師 の ス・オ

 あ

 

 島 の

お

学 の  

 

 
 

年 

 

 

教育 PRO 47   

20  1845

ERP pp.  

 

 

2011年 3 11 し 東 本大

2次 な

大 な の中

3次 し

島 一原子 あ 本

原 か 6年 島 お

し 学

目し 学 す 記

し  

お 教

師 の ス・オ

 あ

 

 子 の

の の

なのか 
 

 
 

年 

9  
 

教育 PRO 47   

21  1846

ERP pp.  

 
 

し の 目

な の の大

の 教

訓 のか か

のの 大 本

和 お

な し 子 す の

本の 年の し  
 

お 教

師 の ス・オ

 あ

 
 教訓 かし

・  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

年 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育 PRO 47   

23  1848

ERP pp.  

 

 

 

 

 

 
 

お す 目

ン

教 あ 教職

な 学

な し

し

の 教師 あ

本 お 教師

の  
 

お 教

師 の ス・オ

 あ

 

 す

教師 の ン か

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年 

 

 

教育 PRO 47   

24  1849

ERP pp.  

 

本研究 中学 の 職 し

ン

ン あ 明 な し

明 な の な

の し 教師

の な の 知 か

の な あ 本 の

し ン の

し し 教 かか

なス ス し  
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書 学 の  
・ 
の  の年  学 の  

       

年  

安 教育の

の の

す 研究- 学年

の ス ン の

か -  
 

 
 

 

年 

 
 

 

人 中記

2010年  pp14-17 
 

 

年度 年度 お 中 学

研究 金の の研究

中 学記 年 し の  

 安 教育の 授

業 の な の しかなか

安 安

の し し

し  
 

 

安 安

学  

 年 

 

本 教 教育

 

 

本 本 教 教育

し し の あ

か な の あ の ロ

! 教育の の の原

し 安 安 学 の

大 教育大学 田

学 安 し の 訓

の授業か お し （ な ・ な

・し な ・ な ）

訓 の オ

し し

の

の あ  
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教  育  研  究  業  績  書 

                                          令和 2年 3  31     

     森 一弘     

研   究      野 研 究   の      

育 教育の す  

な学 の す  
育 ・ な学 ・ な学  

教  育    の          す       

 年              

 教育 の    
ン チ し 授業の 善 

 ・ 元 お の  
 ・子 の  
 ・子 子 の  
 ・子 教師の  
 ・子 の 度 授業の  
 
 
 
 

育 育の授業  
 ・チ の  
 ・チ の の かす 
 
 
 
 
 

ルの教育 授業
か の  

 

 

 

16年 4  
24年 7  

 
 
 
 
 
 
 
 

16 年 4
24年 7  
 
 
 
 
 
 

27 年 4
30年 3  

授業 オ し 子 の
授業 善の 教師の授業 お

し ・ し・ の な
し 子 の な し し

のか す の 教
の の 教師の

教師の な な学 授
業の 善 明 か し  
（ 大学 吉 学 ） 
 

ル 教 し 子
の 育 授業 ン か ・

一 の
の し

し の のル ル
の マ の （ 大学
吉 学 ） 

 
ルの授業 お ン

ン 授業 し
な学 お 子

の の明 な の
加 す あ 明 か し （
学 学 ） 

 

 し 教 書 教    
学 間  

 
 
 
 
 
 
 
 

ル テ ス （ ） 

22年 5  
 
 
 
 
 
 
 
 

22年 7  

間 の の 史
子 15 （教 ） 

本 知
の人 の な

カ の の す 知
し  

（ 大学 吉 学 の な学 の 間
し ） 

 
本 ル か し
の のテ ス 36 （教 書） 

高橋 夫 し 学 育
ル な し  

オ ンス の し 2
1 4 3 5 3 （オ ンスチ の人
す ） ス ス・ ン ス
ル な し オ ンス

チ ロ す し
ルのオ ンス の ス

ルステ 学 夫し （ 大学
吉 学 の 育の し

） 
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 教育 の す 大学 の  
 

 
 

 
 

・ 大学 吉 学 の か の  
 
 
 
 
 
 
・ 山 学 の か の  
 

16 年度か
25年度 
 
 
 
 
 

26 年度か
 

教 し 学 のかな
し 教 の PTA の

し か の の あ
な な な 人 し 高
 

 
 
研究 任・ 年学年 任 し 学 の教育

の 授業 教 の な の業
し学 の一

 
 
 

 の す の特記  
教育 す  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
4年 4 か
 

 
 
 
 
 
 
 

 
年教育 任

職の 講  
 ・学 学  
 ・ 元の 1 間の授業の  
 ・学 の の の の  
 ・ 育の授業の   
・ 任 教 ・カン の  
・特   

 
 教育テ  

 ス 教  
ル ・ の 

 

21年度 
22年度 

教育テ ス 教 の
ル の の ・
し し

ルの し の
学 育授業 かし し

の子 し の 中
し  

 

 の   なし 
 
 

職   の  績   す    

 年           

  
教  

 
和 57年 3 31  

 
 
和 57年 3 31  

 

学 教 1  

56 5892  （ 教育 ） 

 

中学 教 2 （ ） 

56中 5629   （ 教育 ） 

 

 特  
特 なし 
 

  

 の す 特記    
授業 講師 

 
 

21年 8  
 
 

大学 吉 学 し 授業
お 授業 し の の

講 学 2
年 し の授業 し の
中 の な

の し の
授業 の ン し  

・ 明 か  
  
・ し 知 し な

の な  
・子 す 大 す  
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学 教 部 の ン ル ルス
の  

21年 8  大 す 子 の育 目 し 子
の の 目 の

学 子 の
す の

の す 教育
・カ ン ・ ン ル ン ・

教 ・ 職の
な な し  
 

 の  
 

 
 

 
 

大学 育   
大学 育 研 講師 
 

24年 8  
 
 
 

大学 育 の研 大学教
ル の 講 大学

の 育授業 の研 し
の の し の研

本 な か （ ）
す し 研 し

ルの し
の特 かし 授業 な知
学 ロ 介し  

 
   

・ 学 講師 
 
 
・ 田 学 講師 
 
 
・ 田 教育 研 講師 

16年度 22年度 
 
 

21.22年度 
 
 

21.22年度 

授業研究 の  
研究 の  

 
授業研究 の  
研究 講師 

 
研究 任 の 学 研究の 講師 

授業研究 の  
 

・ 西 久 学  
 
・ 教育 ン 講師 
 
 
・ 山 学 研究 講師 
 

23 24年度 
 

27年 5  
 
 

27年 8  
 

授業研究 の  
 

教 授業 し
講  

 
授業研究の 学 のあ

講  
 

・西 本 学 育部 研 講師 
 

28年 5  
 

ル授業の 研
お 学 高学年 お ル

ル の
ルの授業 の  講師 

 
・ 学 の 
 の 講師 
 

28年 5  
 

学 1年 か 6年 の
し ル の 目 し

 
 

・ 学 ル 授業 
 講  
 

28年 8  
 

ル 中 ル
の授業 間

 
 

・ 大島 学 講師 
 

28年 8  
 
 

学 の ン し 子 人 の
学 の し  
 

・ 教育 ン 講師 
 

28年 8  
 

2 年次か 5 年次 の 教 学
・授業 し  

 
・ 健  
 

29年 3  
 

お 健 ・ 育
し 書 し  
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・ 教育 授業  
 
 
 
 
・ 授業 善部 講師 
 
 
 
・ 任教 研 講師 
 
 

29 年 2 令和

2年 3  

 

29 年 令和元年

度 

 

30年 8  

 

教育 の 業 の
し  

 
 

学 授業 善の
す の し 授業の の

講 な  
 
 

授業の か
中 任 し な教師の
講 し  

 

研  究  業  績        す       

書 学 の
 

・
の
 

の
年  

学 の
 

       

（ 書）     

    

 

 

（学 ）     

1 ロ ル
学

す 子  
かな

の
ンす  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

23年 2  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大学 吉
学 研究紀 2010 
P6 P16 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業の中 友 の し
し し 知

し 紀 あ  
の紀 の し 研究 の の

の し
か 研究部 し
授業 お の
の の な か 授業
す 明 か す あ  

かな の ン
す  
 の の の 教 の知

の な し 子
のか の の 教 研

究 し お あ 一 な
す お

のか明 あ
目 な知 す お

の し
あ 明 か し  
本人 研究の 部  

田 原雅 山 一 森一
弘（ 19 ） 

2 し
子  

の
目し  

 
 

24年 2  
 

大学 吉
学 研究紀 2011 

授業の中 友 の し の
な の し

紀 あ  
の紀 の研究 し 研究 の

の の し
か 研究部 し
授業 の し 授業の中

の か
の な の し 正
し か  

の 目し  
 の しな
あ の授
目し の す し

授業 お の授
し な

の の 授業 の し
の 明 か し  

授業 の し の
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書 学 の
 

・
の
 

の
年  

学 の
 

       

    授業 の 2 の 度の ロ ス
の

 
本人 研究の 部  

田 原雅 一  
森一弘 （ の 16 ） 
 

3
し 子  

な
ンす

 

 25年 2  
 

大学 吉
学 研究紀 2012 
載 p6 p18 

し な
学 の中 の しな

の
子 お 授業 す

し の な
の の

し 3 の 授業
し か し

の あ  
な ンす  

 3 の し 次の
な 明 か な  

す の 明 し
の か

あ  
 

あ  
 の の か

学 す
か し す あ  

 の な 3 の 明 か な  
本人 研究の 部  

田 原雅  
森一弘 （ の 13 ） 

 
4 し 育授業の

し  
ス ルの育

野
育学  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

25年 3  
 
 
 
 
 
 
 

教育 PRO 3  

ERP 
載 p6 p9 

 
 
 
 
 

和 の の  
お 育授業 し 子  

な あ 一  
し な 間  

の し あ  
授業 あ の し エ カ 

高 ル エステ の  
 

 
5 人間教育

の
育 の

授業  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

26年 12  人間教育学研究  
2 人間教育学

の — の
 p89 p100 

 

育 の授業 お 次の ン
な 明 か し の

授業 間
の す

間 の の中 明 か
し  
の ン 授業

育 の特 し の 高
あ 由 ・

エ カ ・ な
ス ス ス ル

ン な の
高 の ス

な 大 な あ
し  
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書 学 の
 

・
の
 

の
年  

学 の
 

       

6 学
子 し  

かし知  
 す  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 27年 2  山 学
研究紀 2014  
載 p33 p39 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
載 

 p120 p126 
 

授業研究   
授業研究 お 大 し
研究 人の な あ 研究
人 あ 教師一人 授業の 高

目 し 授業研究
授業の 田 一人

の子 授業中 安 ・安
（well-being）し か

学 の し
・ 中(involvement)
か 中の 2

の 2 子
教師 の 間

か な
し

安 の し
か す か 一 授業の中

 
 
授業  

の 3 の特 あ  

の な  

一 の し な  

間の中 の な 3

な の し 特 し

のか 間 あ

（ の ） の特 の

し 由 目 な な か

目 な な な

な 

3の な な

間 間の し

の な の 夫 な学

の し

明 か し  

中村 西尾 子 森一弘 
              （ の 32 ） 
 

ル お ロ
チ

の  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

27年  学 大学紀  
載 p135 p141 

 
 

ル カン
ル し あ

ルの す

し 人 人 人
し あ ル か
の し
す な 授業

し の中 ロ チの
ン ン の あ

ス し す
の学 子 の

す ・
し ン ン

の ル ル
し  

 

人間－159



書 学 の
 

・
の
 

の
年  

学 の
 

       

8 し
な学 の 間

テ ・ ン
し 授業  

 
 
 
 

  27年 12  人間教育学研究  
3 人間教育学

の — し 教育
の   

p107 p114 
 

し 子 の
し す

の の
授業 し の

中 の ン し
か の の

し 記
あ 明 か

し  
 

9 教師の
す  

  28年 3  大 教育大学 学
教育講  教

育学 2015 
の教育
20  

p58 p61 
 

教 子 の
し の な

し し な
な か

の
か し の

す の な の し
教師の かな の し 教

ロ し の
授業の中 一人 の子 の教

す 教師
の か 教 の

本 子 の
教 の学 す し

 
 

10  
学 育 お

ル
の授業 研究  

ン ン
の  

 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 29年 1  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 教育大学大学
教育研究  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本研究の目 ル
ル ル あ 5人 5人（ スの人

4 人 4 人）の ン ン
し 学

明 か す あ し
マンス す の か

ルの授業 お
ン ン 授業 し

な学 お
子 の の明

な の 加 す あ
明 か し  
 

11 し か
教職  
 

 30年 3  大学教育  
4章 教 の ン
ル ルス p89

p105 
5章 教育 ・

教育
・教職  

p251 p265 
 

教 の ン ルエルス す
明 か し   
教育 の の

の の し な
な の な  

中田正 本 森一弘 井
治 の 6  
 

12 特 学 お

ン

の の

大 す  

 

 30年 10  学 大学研究紀
 

特 学 お の
か の 学 の

の記 し ル 大の原
し 原 の

加 の 授業 お
の の原 あ

中島栄之介 森一弘 
 

人間－160



書 学 の
 

・
の
 

の
年  

学 の
 

       

（ の ）     

1
学 の 子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16年度 22
年度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大学 吉
学  
森 

4  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の の授業 加し の お
章 布し  

・教 の 間 お かな 間  
かな 間  

   間  
      教師 大の あ  

・ あ なしの授業 しな
夫 
・子 の  

な す  
        子  
             子  

                                
・ の  
・ の 授業の  
・ 令のな 学  
・ の    

 

2 田 教育
研 講 の 子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21.22年度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大学 吉
学  森 
2  

 
 
 
 

2  
 
 
 
 

研究の  
研究の 研究テ マの の  

・ の 教育 の 教師の
テ マ  

・学  
・授業 の す 
・ の  
学 の  

・ の  
・  
・ 元目 本 目 の の
 

 

3
ル テ ス  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
22年 7  
 
 

本
ル  

テ ス の  
本 ル か し

の のテ ス 36 （教 書） 
高橋 夫 し 学 育

な し オ ンス の
し 2 1 4 3 5

3 （オ ンスチ の人 す ）
ス ス・ ン ス ル な

し オ ンス
チ ロ す し

ルのオ ンス の ス ル
ステ 学 夫し  

高橋 夫 森一弘 （ の 5 ） 
 

4 西 久 学
の 子 

 
 
 
 
 

 
 
 

23 24年度 
 
 
 

大学 吉
学  森 
2  

 

育授業の  カ の 元
 

  
・ ル ス の  
・ス スの  
・ の の  
・ の育 し  

 
6 大学 育

  

大学 育 研

大学 育 100  

  24年 12 
 

 

大学 育  

載 p55 p57 

大学 の 育授業 の研

し の の し  
ルの研 本 な

か （ ） す
し 研 し

ルの し の特 かし
授業 な知 学

ロ 介し  
 

 

人間－161



 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 年  

    矢野 正   

研   究      野 研究 の   

 教育学・ 育学・ 学  育 ・ 学 ・ ・特  

教 育 の す  

 年            

 教育 の    

 教  29年

4  

中 し 学 の

す な ・教 の

講 15 教育 の

し ン し教 学 の学

し  

 

 し 教 書 教    

 （ ） 25年

3  

・ ・ の し

テ ス あ の中 し 教育の し

教育 な 特

教育 SSWの す 学

す し SC SSW

の の し

な ャ 教育 テ ス あ

 

 
 教育 学（ ） 28年

5  

教育 学の テ ス し し

子 の 育 お 教育 す の

介し の の

し 教育 学の知

育 ・教 目 す学 す 人

な 子 かか の の

す の ン な 一 あ

 

 教育 の す 大学 の    

 学  26年

11  

本教育 学 研究 ・研究 の 績

優 教 し  

 
 学  30年

9  

・特 子 の

か 学 の満 度 高か 学 の

し 教育の か す

高 教

な 優 授業 あ  

 

 の す の特記    

 高 授業 

30年

2  

高 高大 大学講 加 の し 授業

ル ン し  

 

 育 ャ  

31年

2  

任 育 し ャ の講師（

教育） し  

 

 の    

教 の お ャ ル

の す 研究（研究 ） 

24年

4  

学研究 金 研究 C( 24530842) 

の し の す 特

の な の 研究（研究

） 

30年

4  

学研究 金 研究 C( 18K02548) 

人間－162



職 の 績 す  

 年            

    

 学 教  
17年

3  
大 教 16 2036 学 学 記  

 中学 教 （ ） 
17年

3  
大 教 16中 2294 学 学 記  

 特    

 特記 なし   

   

 の す の特記    

 ス ル し の  3年間 大 東 学 健 育  

学 教 の  11年間 山学 部・ 学 部 任教  

 の    

 研 講師 30年

6  

西部 育 の 研 の研 講師

特 教育の し  
 研 講師 31年

2  

大 の 育 ャ 研 の研 講師

教育 講 し  

研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ 書）     

） 育   23年 4  野書  職 し の 育 育

教 目 し 子 の教育 健

学 学 し 育

の教 書 し

し 12章 学 教育 の

(pp.98-106) 14章 

(pp.122-125) し

の の

矢野正 子(B5

150 ) 美・ 井

子・ 野和人・ 野本 子・ 島 和

子・ ・井 ・島 ・原

田健次・ 田 子・原口 美子・ 岡

・山本 子・加 子・ 子・

井 子・原  

 

）教師 高 学

 

 23年 4  久美  育 任 ・中 の 学

教 の学 ル 書

し し し 1章 学

の 本 2章 学

の (pp.1-96

) 学 大 な

の 本 SC SSW

の か の

な し し

の中 か す のチ

し 3章 な

学 の 間 の 載し

4章 学 か の

5章

(pp.180 227) 学

なか 学

書 （A5 231 ）

矢野正 子 

人間－163



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 育 人間   24年 4  野書  職 し の 育 育

教 目 し 子 の教育 健

学 学 し 育

人間 の教 書 し

し 11章 な 子

のかか (pp.80 89) 14章 

し  

矢野正 (B5, 134 ) 

 

） の野 教育  24年 4  林書  野 教育 の 3 9

章 な の ロ

(pp.80 88) 学

年 師

し (A5, 202

) 野 ・金子和正 

 
） の   24年 7  久美  育 教育 目

のテ ス ・ ・ 育・教育

お ャル か

す し 1章 

の (pp.7 24) し

SSWの し

治・井村 (A5,

183 ) 

 

） 育  24年 8  一  育 の 9 あ

2章 育の

(pp.21 34) 1章 し

育の 育

育 ン ル ン

し (A5, 204 ) 林

雄・ 田 青木  

 

）   24年 9  育  す テ ス あ

1章 2  の

の 人間学

学の か し （pp.16 19）

(B5, 182 ) 正子

井由 子 

 

 ）   25年 3  一  育 の教 書 あ

12章 の章

（SW）の 書 か

す し （pp.161 172）(A5,

223 ) 林 雄・ 田

山 子・和田  

 
）子 の 栄   25年 3  一  成

6 成

.77～90 9

成 pp.117～130 (A5,

216 )

 

 

人間－164



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

）   25年 3   ・ の

学 授業

な 年の ・ ・

ャ 教育の研究の授業

研究テ マ の

テ ス し SC SSW

の の 究し

し （A4 124 ） 

 

） 育   25年 4  野書  職 し の 育 育

教 目 し 子 の教育 健

学 学 し 育

の教 書 し

し 10章 学 お

の （pp.86 96）

11章 か の 教育の

育 （pp.97 104）

し 美・

矢野正(B5, 112 ) 

 
）  育 健

 

 25年 4  野書  職 し の 育 育

教 目 し 子 の教育 健

学 学 し 育

健 の教 書 あ (

部 ) 4章 の の

(pp.23 29)

知 の の

の 介し か

す し  

村 一 安部恵子

原 聡子 矢野正 岸本 子

田香明 山明子 木 岸本

恵一 岡 西 大西 子

友 子 原田健次 野中 次

田優人 光 口 弘

田 井 矢 村 (B5,

124 ) 

 
） 育 かす

育  

 26年 4  育  の の教 書 あ

2章 5 の （pp.36

37） し 育

教 し のエ ル 記載し (B5,

183 ) 正子 中

 矢野正 か 38  

 
） 育 かす

の  

 26年 4  野書  育 講 の 1 育

の教 書 あ あ

な 子 し

10章 な 子 の

（pp.81 90） し

子・矢野正(B5 150 ) 

 
）子 の

教育 ・

育   

 26年 7  （ ）  職 し の 育 育

教 学 中学 教 な 目

し 子 の教育 ・ 育

学 学 し 教 書

15章 教育 の （pp.201

216） し 田中

・ 夫（B5 288 ）

矢野正 か 14  

 

人間－165



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

）子育 の

か  

 27年 3   大 の 育 ・ ・

の 子育

育 の 育 書

の No.1 あ . 3章の

の (pp.11 58)

(pp.72 88) し

太  子・

田 ・ 知子・ 子・矢野正・

森 ・木村美根子・ 子・大

雅 ・ 林 之 ・ 西由紀子・

林  

 

 ） 育   27年 4  野書  育 の の

教 書 あ 2章 子 の

し

美(B5 112 )

矢野正・吉井 博・ 松正史・ 尾

子・ 井 ・ 村 子・ 田 ・

田 子・ 子・ 山恵美子・

 

 

）教育 学 育・

学 す

 

 28年 4  野書  教育 学 す 学 書 あ

の の

し 教育 学の知

育 ・教 目

す学 す 人 な

子 かか の

の す

の ン な 一 2章

の (pp.11 19) 6章 人

の (pp.52 59) し

美・矢野正(B5

139 ) 竹中美香・ 田 ・

田 ・ 野正 ・高岡昌子・山口

・ 雅美・ 子・竹 和雄・

阿部 ・ 田 ・高橋  

 

）    29年 1  一  育 のテ ス の

あ 12章の

の章 （SW）の 書

か す し

（pp.160 174）(A5, 219 )

林 雄・ 田 山 子・

和田 [ ] 一・ 光

・ 井 ・ 岡 典・ 久間美智

雄・田中 ・ 正 ・松井 ・

・ 和 ・村 満・矢野

正・山田 ・山田 一・吉田 美 

 

） 育

2017年  

 29年 4  （ ）  育 す 令 の ・

の 書 し な 載

令 本 憲

子 健 学 教育

本

な あ 年 一

の し し

(B6 860 ) 

 

人間－166



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

）  育

かす の

 

 29年 8  野書  育 講 の 1 育

の教 書 あ あ

な な

子 し

10章 な 子 の

（pp.85 94） し

子・矢野正(B5 157 )[

]和田 ・ 木美香・ 昌美・

美・ 田 子・ 弘・松村 子・

山 美子・ 子・ 子・

博美・松尾 子・西木 美子・ 林

 

 
） 育 [ 2 ]  29年 10

 

野書  職 し の 育 育

教 目 し 子 の教育 健

学 学 し 育

の教 書 し

し （p.1） 10章 

学 お の な育

の （pp.88 98） 11

章 か の 教育の 育

（pp.99 108）

し 美・

矢野正(B5, 112 ) 

 

） 学   29年 12

 

金  職（ ・ 師・栄 ）な

し の学

書 あ 6章 子

し し

(pp.50 62) (B5, 108 )[ ]

野原 明・間野忠明[ ] 野 明・

岩 ・ 田 [ ] 田 美

江・ 西久 ・ ・ 原 子・

・ 山 ・高 ・

子・野島 祐・ 尾 之・森田 次・

子・矢野正・吉岡 忠 

 

） 育(

ン 育

) 

 30年 3  一  ン 育 あ

1章 の

(pp.9 16) 1章 し (A5,

147 ) 田 ・ 橋

青木 ・ 田久美[ ]

矢野正・ 子・原子 ・

・ 江 ・東 一・ ・

田 子・ ・加 弘・

香・ 島明子・ 村 香・山本

子 

 
） 育 (

育 研究 1) 

 30年 3  一  職 し の 育 育

教 目 し 子 の教育 育

学 学 し

学 書 あ 3章 育

（pp.28 39） し

育 研究 (A5, 130 )

知恵子・ 山 美恵・矢野正・

大 美・ 尾 子・ 久間美智

雄・ 友美・ 山 博・ ・

加 雄 

 

人間－167



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

）教育原 育・

学 す

 

 30年 3  野書  職 し の 育 育

教 目 し 子 の教育

史お 学 学

し 教育原 の教 書 し

し 11章 学 の

（pp.95 112） し

し 教職の 目

の 記載し (p.) ]

美(B5, 135 ) 矢野正・

之・ 野友美・ 井 子・森

岡 ・ ・ 正史・ 友 ・

田 ・ 野田正  

 
） 育 かす

育 2  

 30年 3  教育  2017年 の 教育

育 お な

・ 本 な な

の の 研究

夫・ し 章

な

2章 5

 （pp.40 41）

し (B5,

190 )[ ] 正子[ ] 中

矢野正 か 38  

 

） 育

2018年  

 30年 3  （ ）  育 す 令 の ・

の 書 し な 載

令 本 憲

子 健 学 教育

本

な あ 年 一

の あ し

(B6 888 ) 

 

） ン ス 育

健  

 30年 4   育 健 の教 書 し し

3章 子 のか の

（pp.41 48）

し の

の の の

の し

し （p.50）[

] 橋明[ ] ・ 野裕子・

中栄雄・山 ・矢野正・吉村

由美・岡 ・金 ・ 一・

高橋 祐・森田 子・松 美・ 本

・ 田あ ・ 紀・ 井 人・

松原 子・ 和美・森田 美・

・ 山 ・ 本雄 ・原田健次(B5

207 ) 

 

） ・

 

 30年 12

 

 ・ の

学 授業

な 年の ・ ・

ャ 教育の研究の授業

研究テ マ の

テ ス お し

SC SSW ス ルロ (SL)の

の 究し

し （B5 143 ） 

 

人間－168



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 育

2019年  

 31年 4  （ ）  育 す 令 の ・

の 書 し な 載

令 本 憲

子 健 学 教育

本

な あ 年 一

の あ し

(B6 900 ) 

 ）  2019

年  

 31年 4  （ ）  ・介 ・ 育 令 の 書

し . な 載 令 本

憲 介

子

子 本

の

す の 人

高 の の す 介

な の か

の な .(B6

902 ) 

） ・ 育   31年 4  野書  職 し の 育 育

教 目 し 子 の教育

の ン 学 学

し 育 の教 書

し し 12章 学 教育

の ・

し

（pp.121-133） の

の :

子 矢野正(B5 168 ) 

 
） ・ 育   31年 5  野書  育 の の

教 書 あ 7章 ・ 育教

育 の 3 育 章

の し

（pp.75-80） 美(B5

160 ) 由子・ 松正

史・吉 ・ ・矢野正・吉

井 博・ 村 子・ 尾 子・ 田

・ 田 子・ 子・ 村

子・安 子・田 恵・ ・

山 ・井本 子 

 
） 育

2020年  

 令和 2年 3  （ ）  育 す 令 の ・

の 書 し な 載

令 本 憲

子 健 学 教育

本

な あ 年 一

の あ し

(B6 900 ) 

 

）  2020

年  

 令和 2年 3  （ ）  ・介 ・ 育 令 の 書

し . な 載 令 本

憲 介

子

子 本

の

す の 人

高 の の す 介

な の か

の な .(B6

902 ) 

人間－169



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（学 ）     

） の健 な

す 研究 

 22年 8  育学研究 3 1

 

の し,学

, の お

学 1年 の し,健

な の し 育

健 の

育 し の 健 な

な し 研

究 あ (pp.93 99) 

 
）2 お

・ す

研究 

 24年 3  大 育学研究 49 

  

2

お 間 3 間

テ 研究

の 大人

し ロ

ス の の研究

知 (pp.73 80) 

 
）中学 の

す 研究 

 24年 8  育学研究 4

1  

中学 の す ン

西 の中 お 大

し の あ の

ンテ す

中学 の

5年の 度 正

研究 し な

(pp.61 66) 

 

） 目 し

ン ル 育・教

育 度 す 一

 

 25年 6  学研究 2

 

博 の の し

し 本 お 目 し

ン ル 教育 ステ の

明 か し の

博 し 教育

特 教育の 史

究し (pp.12 18) 

 
）Problem and prospect 

for construction of 

inclusive instructional 

system 

 26年 2  育学研究 

3 1  

本 お ン ル 育・教

育 ステ の

し 学 あ 年の 本

・ の教育

教育の 史

の中

(pp.9 20) 

 
） 教 中学 健

の の

健

目 す 健教育の

の  

 26年 3  の  14 1

 大学・ 大

学（部） 教

研究  

教 学

し の中学 （ 健）の

す 究し あ

中学 健の 教

あ の学 の

教

健 ・ す 教

の学 あ

(pp.9 14) 

 
） 学 お

教育の  

 26年 4  人間学  2  本 お 学 の研究の

し 教育の す

究し あ 年

あ な な 学

学 の す 教育

す

広 す の あ

(pp.34 36) 

人間－170



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） の

す

学 研究（ ）

か  

 26年 6  学研究 3

 

博 の の し

し 育 お 人間

の の

学 し 研

究の 記 の 中

あ の記 の

し (pp.119 126) 

 
） ・ の

目 し  

 26年 9  エンス 

 

本の の の

あ か

・ の

の 教育の

教育 す 史

の ・ 目 し

健

し の し (pp.189

191) 

 ） ン ル

育・教育 ステ の

の

か

の  

 26年 9  エンス 

 

ン ル 育・教育 ステ の

す 本 お 教育

究し 博 の 研

究 し の人間 の中 明

か な か

な教育 な

し (pp.165 176) 

 
） の

教育

の す 研究 

 27年 3  大 育大学大学  の

し の 学

究す し 特

教育 度の中 の教育 の

し 博 の

の本 あ

加 の

特 教育 7年

し ン ル 教育 ステ の

の あ

な 特 教育の

なす教育 の 特 教育

し の の

あ 特 教育

の な

お の の な

の か し 正

の テ なエ ル し

の

あ (A4 166 ) 

 
）A study on quantity 

of physical activity and 

sleep / awakening of 

three-year-old child 

 27年 4  育学研究 

4 1  

3 の ・

す 研究 あ 3 の

の の間

高 お

大人 明

か な 本研究 の ・

・ な す 研究

あ (pp.29 35) 

 
） な

学 の す

研究 

 27年 7  学研究 4

 

教育の 史 す 研究

あ 教育 ・学 ・学

の SSWの

の の チ

育・学 の中

し 加 の 育・教育

な 人 の育 究し

(pp.187 191) 

人間－171



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 本 お ン

ル 教育 ステ

お の  

 27年 10

 

エンス 

2  

ン ル 教育 ステ

(Inclusive education system)

す 教育 度 す あ

健

広 あ

あ

目 の あ

のあ 子

2007年度 特 教育 の

大 な

の し (pp.281

286) 

 
） 学 お

お 教育 善

す 研究 

 28年 2  人間学研究 16

1  

本研究 ロ

の学 な の 学

す 子 の し

な学

か 学

学

し

学 の し

の

の あ

4 学

36 ン ルの

あ 由記 中

な

学 か

し 学

の ・ 知 な

の あ チ 学

の学 善 か

な (pp.1 8) 

 
）教職 目 特

の研究 お

教育 エ

ン  

 28年 3  Leisure & recreation(

由 間研究) 41  

本研究 教 大学 の 特

の研究 の講 介し

の し ン

の記 の講

の す 目 し

の 特 の

な の 本授

業の 特

学年 な

学 な 学年

の な の

(pp.8 13) 

 

）Assessment of 

childcare environment 

in Japan 

 28年 11

 

育学研究 

5 1  

本 大 な 育・教育の 度

の あ 本 育

の研究 おお 10

年 な の教育・ 育の

史 の 研究

な 本 お

育の な

す すの 育の

し (pp.11 14) 

人間－172



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 学 お

教師・ の

す 研究 

 29年 2  学 教育研究 19

 

本研究 大 T 学

学 加し 4年

110 し す 教師

の の

す教育 明 か す

目 し 目 教師

の の PM

目 し

し の

学 学

110 の 76 あ 84

の な

し の 学

任の Performance お

Maintenance 高 し

M か 学

任の ス の か

本研究の T 学 の 学

お の

す 教師の

す 大

特 す

あ ( 部

) 部  矢野正 吉

井 博(pp.87 92) 

 

） エ ン

目 お 教育 の

研究 大学 の エ

ン す

 

 29年 3  Leisure & recreation(

由 間研究) 42  

エ ン の学 の

す 明 か す

79の記 か し

テ ス し

の知 1 大人

の ン

ス 加

エ

ン し 2. 学

エ ン 人 な 大人

し し

3 エ

ン ン

の あ し

4 学 の エ

ン お ル ス

な の な あ

(pp.39 42) 

 

） の ・ 学

お 安 教育・

 

 29年 6  教育 学 65 7

 769 (

大学 ) 

季 の 子 の

あ 本

学 知 お し

特 ・学 の

特 学

し 学 の

学 中の健 ・安

・ の

か す し

年の教育 の

ン の の 安 教育の

の の中

介し (pp.640 649) 

人間－173



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

）友 の

な

す 子 の育

学 年 育

ル ン の

し  

 30年 2

 

学 教育研究 20  本研究

学 子 の中

育 のか

学 し 子

の 21 紀 ス ル

本研究の

3年 育 の 学

学 の中 の な の

な 安 し

な の

す し のか

す な

・ な 学

し し し

本研究 テ ・

ン の し の

の あ ( 部

)研究の目 ・  

矢野正 優 （pp.55 62） 

 
） の特 教

育の

す か

人 の のな

の

 

 30年 8

 

学研究 7  教育 し 教育 ・ ・

な 健 な教育

し の

教育 教育 ・ ・ の

優 か

の教育 教育 の健

あ 特 教育

の教育 し 教育

し かな な な

特 教育の

の 目 し ン ル

教育 ステ のあ 子

の 育

な 教育 一

の教育 か < の教

育 正し あ

の特 教育 の な

し 人間学・人間教育学

の の教育 明

す の中 の な か

し 本の ン ル 教育 ステ

の し (pp.179-188) 

 

） 教育 お

教育 す

教育の の

 

 30年 10

 

エンス 5

 

本 教育 育 お

教育 ・

育 育 ・

教育・ 育 の か

し し し

教育 の

か し 子

の 善の の 育

の す 大

の あ 教育

育の お の 特

か な の

一度 し

大人の の

育 教育 の 本

( 部 )

. 矢野正 大 雄太

(pp.225-234) 

人間－174



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 教育の ・

学 学

育 子 の育

の し

す  

 30年 12

 

の根  48  本研究 の高 育・ 教育

の か の 育

し 10の の

かす の 子

の 大 し の

し 善し のか

育 ・教育 の の

ル 本の 教育

育の 高 育

大 あ 2 大

1 教

の な 善 な

( 部 ) . 矢野

正 大 雄太 吉井 博(pp.96 105) 

） 学 教 学

の す

研究 特

教育 目の

 

 令和元年 12

 

の根  49  本研究 特 教育 目の

の

度 す 大学

. の 度 高 一

の

か

な 特 教育

の授業 の かな 学

あ .（pp.49 57） 

） 西 学 の

・特 の教育

大 の

学 の WEB

介か  

 令和 2年 1

 

学 研究 3  特 の教 特 のカ

す 研究 あ

西の な 学 の

(pp.31 46) 

人間－175



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ の 紀 ）     

） 育 育

授業 学 の

す  

 22年 7  西山学 研究紀  5

 

本研究 , 育 お

育授業 の学 の 6 度

,

の , 育 育の

授業 加し 学 ,授業

な

（ 部 ）  

矢野正 原田健次（pp.17 32） 

） 学 お 安

な 学 の 研究

( ): 学 加

の学 す  

 22年 9  大 教育大学紀 部

教 教育 59 1  

学 中の子 の学 の 目

テ ス マ ン

し の

ス の 学 す

教育 学 の

（ 部

）  矢野正

村 一(pp.41 50) 

） 学 お 安

な 学 の 研究

( ) 健

健 の  

 23年 9  大 教育大学紀 部

教 教育 59 2  

特 あ 学 の 健 ・

の 10年間 の

・ な の 研究お

し の 学 お

健 の か か

中す

の学 かす 特

記す 知 （ 部 ）

 矢野正 村 一

(pp.41 51) 

） 学 お

な 子 の

特 学 の

学 満 度の学

 

 24年 3  大学紀  47

 

学 の 任教 か 人間 の中

な 子 し

の の学 満 度

お 学 任

T2の か の Q Uテス の

な 子 の 学

満 し な 明 か な

ロ し

の学 かし

(pp.7 10) 

） 学 お 安

な 学 の 研究

( ) 学 中の

の  

 24年 3  大 教育大学紀 部

教 教育 60 1  

学 お の 学 お

加 350 の

し 健

の 学 中

す のの

か 正 す

し (pp.51 56)（ 部

）  矢野正 村

一 

 
） の ・

( ) 

 24年 3  大 教育大学紀 部

教育 学 60 1  

1 か 3 の の ・

の テ

研究 あ 加 ・

か の

大人 し し

(pp.215 220)（ 部 ）

 矢野正 村 一 

 

人間－176



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 人 か

の教師  

 24年 3  大学紀  48

 

人の教師 の ・ か

の教師 し 研究

あ の教育 な の

人 記 の の教師

の大 究し

あ し 教師 ・ 育 ・

教職 す あ (pp.21

25) 

 

）教育 研究

ン お

3年間の の

の  

 24年 3  大学紀  48

 

大学 お 教育

研究 ン の の年間

の中 育

研 の講師 し し （

部 ）研 の し 研

の し

野 子 井

人 矢野正 子(pp.57 62) 

 

） 育 お 育

の ・

Actigraphか

の  

 24年 8  大 教育大学紀 部

教育 学 60 2  

育 育 ・

間 な テ

し

し の

の す

な

育 の な

（ 部 ） (pp.121

126) 矢野正 村 一 

 

）本学学 の

す 研究 

 25年 3  子 大学紀  

7  

育 の 講学 の

テス

し 部 学 か

な の 目 の

し し 育 講学 の

す 目 し

の 学 し （pp.23 32） 

 
）本学学 の

の  

 25年 3  大学紀  49

 

の し

育 （ ） し 授業

の学 の ン 績な の

か の

し 研究 あ

か 学 の な学 のあ

明 か な 本研究の

の の

(pp.23 26) 

 

 ） 学 1年 の

お 知 の

 

 25年 3  大 子 大学紀  

37  

学 1年 の 特

お 知 の 高

か 明し 研究 あ 任

任 度の

1年間の

研究 の 知 （

の知 ）

(pp.61 68) 

 

 
）子 ロな

学 3年

ン の 学 し  

 25年 8  西山学 研究紀  7

 

学 の 学 な

学 す 研究 あ

年 の ・ ン

の 学 し ロな

か か し

し な学 の 間

な な学 学

あ (pp.51 66) 

 
人間－177



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 育特

人間学か  

 26年 3  大学紀  50

 

育特 の授業の

あ 育 お テ

マ 人間学か し

研究

し （ 部 ）

授業 し お

し の

矢野正 井 松裕太

(pp.51 56) 

 ） 学 お 安

な 学 の 研

究:大 S お

学 の マ

ル 

 26年 3  大 子 大学紀  

38  

学 お 安 な 学 す

研究 あ 大 の S の

学 マ ル 介

し 安 な学 の

す 目 し し 安 な

学 の 安 マ ル

あ な学

な書 あ (pp.87

93) 

 ） の

す

学 研究（ ）

の 3 の

研究 

 26年 3  大 育大学紀  

8  

博 の の し

・ の し

の の

学 し 研

究の の 3 か 5

か あ の記

し し (pp.193 208) 

 ） 教育

す 学 の

す 研究 

 26年 3  西山学 研究紀  9

 

教育 の お 学

学 の の ン

し の ・

お 学 の

な の

お 教育 の

かす の 知 (pp.1

8) 

 ） ・ ス

教育 ン・

ス の教育 知  

 28年 2  人 学 （

大学） 95  

年 2015年 教育 ン・ ス の

200 年のお の年 あ

の 績 し の

本 ン・ ス

の教育 教育

カ ・

ン・ス ル 教育 し

あ の 教育

あ 教育の 史

し 子 正し

教 教育

広 お 本研究

目 す の あ .(pp.51 56) 

） ・ ス

教育 （ ）

ン・ ス の 教育  

 29年 3  人 学 （

大学） 96  

本の教育 の中 ン・ ス の

教育 か の

か 教育原 お 教育 か の

の 2014

年度の A 学 の学 の教育目

の ・ 記 し

の 加 年の学

の 特 学 教育の 研

究授業

の あ の中 の教育

の原 究し (pp.63 69) 

 

人間－178



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 学 お

す ロ

チ ン・エ

の

 

 29年 3  教育 育研究紀 （

大学） 3  

本研究 の学 し 学

す 学 年 子

し ン・エ

特 な し の

学 お お し

の 学 か 学

か 目 の

な 学 の

学 な の な し

ン・エ

・ 善

し す の本研究の目

度 の

人間 の な

の あ

(pp.43 50) 

 

 ） の教

ャ 教育 す

の 史

 

 30年 1  教職 （

大学） 1 1  

年 の あ 教

の 大 し 高

の テ ン教 退職し 一

の大

教 の育 あ

教育 な 育

教育 お あ 本研

究 の教 の

の あ

教職 のあ 大学 ャ 教

育 の か の学 教育の

し

本 の 史

の し

学 教職

カ な な教

の

(pp.13 24) 

 

 ） 学 し

す ・

な学 の 間の 究

の 学 教育

 

 30年 1  教職 （

大学） 1 1  

本研究の目 学 中 し

学 の

高 ・ な

学 の 間の 究す

あ 本研究 子 の ・

高 教 研究 中

し 元 学

な学 の

目 し 学 学 の中

・ 学 学

の 1. 学

2. の 学 3. 学

の学 学

中 し す ・

な 究の学 の 間 子 の

学 あ

(pp.73 82) 

 

人間－179



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 学 お BLS

教育の す

: ロ チ

教育  

 30年 1  教職 （

大学） 1 1  

本研究の目 学 BLS

教育 間か 授業

の の す あ BLS

教育 の な教育

あ のか

し のか お す

学 お BLS教育

の し 大の一 し

本研究 2016年 3 山

の A 学 し の ロ

学 6年 の 56 90

の授業 1 間

ン 授業

ン し 授業

の な ロ

チ の 子 の

の す の

し 学

し BLS教育 健 育の

授業 あ

（ 部 ）研究

の ン し

(pp.37 44) 吉井 博 矢野正 

 

） な学 の

間 の教育

す 研究 な

学 の 間 の

 

 30年 1  教職 （

大学） 1 1  

29年 の 学 学

お 学 中学年

学 高学年

学 高学年の

の 15 間 加し 教育

の の

すのか の あ 学

の な

学 の 間 15 間 し

の 学 学 15 間 し

あ 大

S な学 の

間 し 加し

の

授業 間 な学 の

間の の あ

す

す 大 あ

学 のカ

す し S A 学 の

介し （ 部 ）研究

の ン 部 し

(pp.83 94) 子 矢野正 

 

人間－180



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） ・ ス

教育 （ ） 1年

間の教育 の

か  

 30年 3  人 学 （

大学） 97  

ン・ ス の 教育 中

し のの あ 研究

の な

本研究の

あ し 本研究

1年間の ・ ス の学

の 学 2年 の学 の

お 教育

し なおす の教

育 の教育の お

し し 本

2014年度 西 の A 学

し の あ ン・ ス の

教育 すす 学 の教育原

学 ・ の し

の あ (pp.41 51) 

 

 
） の

す 一

学 学 の記

か の  

 30年 11

 

人間教育（ 学 大学）

1 9  

育 の の ・

の 究し 記

お あ 育

学 の ・

の か の

な な の

育 な

育 （ 育

・ ）の

(pp.289 297) 

 

 ）子 ロ の

す 教育 研究

（ ） 学 5年 1年間

の  

 令和元年 9  学 大学紀  11

 

本研究の目 ロ

し し

の

し ロ

す かす

し 知

し す し の

度 し 健 な

す 木

・矢野正(pp.85 98) 

 
） 教育

な の

一 教育

育 育

教育・

育 か   

 令和元年 9  人間教育（ 学 大学）

2 9  

2017（ 29）年の 育

育 お 育の

の 育

な な 育

な

教育 の 教育

の な

加 な

し 育 育 教育

教育・

育 の お な

し す

な の あ

育 し す 明記

ロ チカ

年 の

ス お 学 の 1年間 育

教育

し な の

な か  中田章子

高岡昌子 矢野正 加奥満紀子（pp.221

229） 

 

人間－181



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 育 の

す 一  

 令和元年 12  人間教育（ 学 大学）

2 11  

育 お 育

の し 育 の

研究 あ 子

す ロ ル あ

育 の

し 子 健 か 育

子育 し

す あ 育

し （ 部

）  田 子・矢

野正（pp.269 276） 

 
） な 教

育の す 一

な

育 の し  

 令和元年 12  人間教育（ 学 大学）

2 11  

育 の し

育の 究し あ

2017年 の 3 令の

育の

な 究し 子 の

2本 し

あ

（ 部 ）  

矢野正・ 田 子（pp.285 290） 

 
）

1 ス A の

研究 子の

目し  

 令和元年 12  人間教育（ 学 大学）

2 11  

1 4か し A

の か

の あ 育 の

か す

の な ス

ルステ し 育

のあ 子 の

す

あ （ 部 ）  

田 子・矢野正（pp.291

296） 

 
） な 子

の 人間 の

特 育の

 

 令和元年 12  人間教育（ 学 大学）

2 11  

八 教育 部

の講 講 あ

人間 の

の 講 (pp.297

301) 

 

） 学 お 学

学 の

す 研究

特 の か  

 令和 2年 2  教職 年 （ 子

大学） 3  

学 教育

か な 研究

年 あ 学

し の あ .

学 の の

の あ (pp.69 77) 

 

） ・ ス

教育 ( ) 学

任 し の 1年間の学

の か  

 令和 2年 2  教職 年 （ 子

大学） 3  

本研究 教育の原 究す

A 学 の 1年間の学

の あ 研究の

し 学 の 夫

学 の 夫

学 ・

の し

の 学 の

1年間 し

カ ・

ン・ス ルの特

(pp.89 103) 

人間－182



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

）子 ロ の

す 教育 研究

（ ） 年間の

研究 年度 の か

 

 令和 2年 3  学 大学紀  12

 

研究 ・ し

A B の C 学 学年

33 （ 子 19 子 14 ） し

年間 の 育の

授業 ロ し

の学年 年 か

し ロ

し 2015年 2019年

（ 年間の 研究）

教育 ス

人 ス

な 明 か な

ロ

加 学 の

の 度

の （ 部

） 正  木

・矢野正(pp.39-50) 

（ の 学 ）     

） 学 お

学 の 健  

 22年 6  本野 教育学 13

大  

本研究 , 学 お 学

の 健 の し

し,

な 学 な の 健

目 し 学 健

健 の中 し

, の 健教育

あ 5 6 の 学

,

し, 3 目(中 )

お 健 あ

(pp.46 47) 

 
） 学 お

学 の健 高学年

の 目し

 

 22年 8  教育 学 56 1  本研究 学 中の

の の お の

し の

の 中の 均

し あ

し か

の なか

し

し

し 善し 研究

学 の

す （ 部

）  矢野正

村 一(pp.89) 

 

 ） 学 学年 お

書 の

の  

 22年 9  本教育 学 52

大  

本研究 2年間の 研究

ンし の

学 1年 し

2年 し の書

( ) お

の の

高 特 の の

あ 1年 か 2

年 か 書 の

特

1年 な あ

の特

2年 の間 の

.(p.289) 

人間－183



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

）教 学

の 学

のか 

 22年 9  本教育 学 52

大  

教 の の の中

の な 学 教

し し し のか

SC SSWな の学 の

ス の しな

教 し し し の

か 本 ン 職教

大学教 の か の

教育 の 史 の

中 す 教 の学 教

ンテ テ の 教

の 史 ・ 間

・ 矢野正

・  美

子 森田 木

子 山光 高橋

(pp.194 195) 

 
） の

す 研究 25  

 22年 9  本 育学 6

大 研究  

の 25m の か

25m

オ の

の の

の の ル （

部 ） 研究 の

矢野正 岡 村 一

(p.26) 

 

 ） 学 お

な 子 の

学 ス ン

お ス の  

 22年 9  本LD学 19 大

 

の学 お 任か

な 子 し Q Uテス

の し の 学

満 し

し 人間 か 教育・ 育

す な (pp.266

267) 

 

 ）Quantity of physical 

activity and sleep / 

awakening of 3-year-old 

child 

 22年 12

 

The Asian Society of 

Physical Education of 

Young Children The 

6th.A-PEC 2010 in Korea

Chung-Ang University, 

Seoul 

の中 特 3 の

・ 研究し

あ 育学 お

3 の

テ

・ し 研究 あ

(pp.49 56) 

 
）A Report of 

“Practical Seminar for 

the Teaching 

Profession” 

 23年 4  The Asian Society of 

Physical Education of 

Young Children The 

7th.A-PEC 2011 in 

National Physical 

Education University

Taipei 

教 の の教職

お の 授業の

育学

し 職の の授業

し 教職

の 業 学

の あ (pp.101 105) 

 

 ） の

授業 す 研究 

 23年 8  本 育学 7

大 研究  

教 の の教職

（ 育） の し し

特 の 授業の

お し

（ 部 ） 研究 あ

授業の

のす し (p.29)

矢野正 原田健次 原 村 一 

 

人間－184



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

）2 か 9 お

す 研

究 25  

 23年 8  本 育学 7

大 研究  

2 か 9 の の

の 年 オ

し 研究 あ （

部 ） 研究 の

の な

(p.59) 口恵 ・ 村 一

矢野正 野裕大 

 
） な 子

の のあ

のかか

スス  

 23年 8  2011 年度 本学

大 ロ

 

年 の

な 子 3

特 のかか

人間 の

な な 子

し 目 あ の

し 研究の知

(pp.84 85) 

 
） 育 のかか

な 子

の 育

の し  

 23年 9  本LD学 20 大

 

な 子

3 特 育

SC のかか の

な

育 お 人間 の 善

研究 な (pp.476 477) 

 

 ） ・ の

特

す 研究 

 24年 7  本野 教育学 15

大 研究  

中学 お の

特 し

研究 あ 学 お

教育の か

し し し

特 ・

明 し の あ (p.120) 

 

 ） 学

お  

 24年 8  2012 年度 本学

大 ロ

 

す 学

な 大 な ン

大学 し

の人間 し

す 学 研究

あ (pp.92 93) 

 

 ）Study on Japanese 

childhood from a 

psychological viewpoint 

 24年 8  The Asian Society of 

Physical Education of 

Young Children The 

8th.A-PEC 2012 in 

Capital University of PE 

and Sports(Beijing 

China) 

学 本の の

す 研究

育学 し 子 す

学

し し の 本

の の特 (pp.158

159) 

 

 
） の

す 学

研究 

 24年 9  本 育学 8

大 研究  

の 大 な

ン し

学 研究 し お し

の中 お 特

か (p.29) 

 

 ） 学 お

の す

研究 

 24年 9  本 人間学 1

大 ロ  

学 お 学 の教育

の の

か し の

し の教育

し の中 教育の

原 究し (p.24) 

 

 

人間－185



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） の

す 学 研

究 

 24年 10

 

本LD学 21 大

 

の 大

な ン し

学 研究 し お し

の な し

ン ル な の の

な研究 あ (pp.570 571) 

 

 ） お

 

 24年 11

 

本教育 学 15

大  

育 の お

の の 研究

本研究の

育 ・ の あ

の学 の学 大

の あ

(pp.68 69) 

 

 ） ン ル 教

育 ステ の の

特 教育の

の  

 25年 8  2013 年度 本学

大  

本 お ン ル 教育 ス

テ の す 研究 あ

教育の原 の

特 教育のあ

史 か し 研

究 あ (pp.42 43) 

 

 ）教 学

学 のか

・ ・研 し

教職 ャ の

あ  

 25年 8  本教育 学 54

大  

教 学 学 の

か し ン し

・ ・研 し 教職 ャ

のあ ロ の

(矢野

正) ・ ( 美)

( 美 島善 田 子)

(高橋 ・ 江

治)(pp.864 865) 

 

 ）Physical fitness 

test of infants in Japan 

 25年 8  The Asian Society of 

Physical Education of 

Young Children The 

9th.A-PEC 2013 in Osaka

Osaka Seikei 

University 

(Osaka,Japan) 

 

 

本の お ・

テス の

本の の

の特 の ・ あ

の の

あ (p.59) 

 

 

 ）A Study on exercise 

principle of infants in 

Japan 

 25年 8  The Asian Society of 

Physical Education of 

Young Children The 

9th.A-PEC 2013 in Osaka

Osaka Seikei 

University  

(Osaka,Japan) 

 

 

本 お の

の の ・

お

の 育の す 本

か の 研究 あ (p.68) 

）Present situation 

and problem of health 

and physical education 

of junior high school in 

Japan For improvement 

of health and physical 

education class 

 

 

 25年 8  15 ・ 健 教育

ン 61 本

教育 学 大

大学  

本 お 中学 ・ 健教育の

究し あ

中学 教 の 健 育 の

の な

し の あ (pp.67

68) 

） 学 育 学年

（ ）の

 

 25年 9  本 育学 9

大 研究  

学 の 学年 の 育 の

特 の 介

の あ の

な 学

育 育の 究し

(pp.70 71) 

 

 

人間－186



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 学 お

教師の

す 研究 

 25年 9  本 人間学 2

大 ロ ・

人間学 2 2

 

学 お 教師の

の学 す

し （ 部 ）

研究 研究の ン

の し 吉井 博

矢野正(p.46) 

 

 ） 学 お

教育の  

 25年 9  本 人間学 2

大 ロ ・

人間学 2 2

 

学 マ ンス 教育

ン ス し 学 お

教育の し ロ

の (p.36) 

 

 
）PM か

学 の教育  

 25年 11

 

本教育 学 16

大 研究  

PM 学 お

の 学 の教育 し 研究

の ン （ 部

） 研究 研究の ン

の し

矢野正 吉井 博(pp.164 165) 

 

 ） 学 お

教師の

す 研究( ) 

 26年 3  大 育学研究 52

(Supplement) 

学 お 教師の

す 大

P M の

す か 教師の な 子

の な

あ し (p.22) 

 

 

 

） 本 お

の （ ） 年

間

 

 26年 8  本 育学 10

大 研究  

本の の ・ の

研究 の

あ 本研究 2年間の

研究 ン 子

の ・ ・

の あ (p.64) 

 

 

 

） の

教育

の す 一

 

 26年 8  本教育 学 62 大

 

の

学 研究 あ

博 の中間 な

お し 特

教育 お 教育 のあ な

し （pp.122 123） 

 

 

 

 

） の

教育

の す 研究

（ ） 

 26年 11

 

本教育 学 56 大

 

の

学 研究 あ

博 の中 な お

育の中 子

の人間 の

研究 あ （p.780） 

 

 ） 育 ・教

の 教育

・学

か の  

 26年 11

 

本教育 学 56 大

 

育 ・教 の し

教育 学 お な

ン し 教育

・学 か の

の か し

(矢野正) ・

( 美) (

子・山本 子・ 田 )（pp.148 149） 

 

 
） 育 学 の

特  

 26年 11

 

本教育 学 17

大 研究  

本研究 育 目 す 子学

・ の

の

教育 の 特

育 学 の の の

育 の の

し (pp.116 117) 

人間－187



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 学年 学

か

 

 27年 3  学 学 26年

度研究  

本 の し

テ し す

の の

元の目 テ

の の

す

す の テ

の テ す

加 の

す (B5 4p) 

 

 ） 本 お

の （ ） 年

間

 

 27年 8  本 育学 11

大 研究  

の ・ の

研究の あ の ・

・ の 3 目の か

の し （ 部

）研究の か ・

の ・ し

矢野正 村 一(p.83) 

 

 
）特 の

な授業 野 教育

学か の  

 27年 8  本特 学 24

大 研究  

特 の研究 お 授業

す 研究 野 教育学の か 15

教授し の 学 の

学 な のか し

野 教育 特 な

か 特 学

の な

の 本 お 野 教育の

し (p.44) 

 

 ）Significance of 

infants’ repetitive 

behaviors from the 

perspective of self 

development and 

appropriate educational 

support 

 27年 8  16 ・ 健 ン

本教育 学

63 大  

2015年 3 博 の一

学 介し 子 の

お の

研究 し 博 （教

育学）の学 知す

な （ 部 ）

 矢野正 村 一

光(pp.61 62) 

 

 ）

特 ・ 学  

 28年 6  教 ・ 研究学

6 大 研究

 

学 お の育 目

し 学 の 研究の .

学 お 学

の . の 3 の

育 な

の 大 す

し .本研究 の の

す 学 の

あ .(Web A4 4 ) 

 

 ）Significance of 

perseverative behaviors 

from the perspective of 

self development and 

educational support 

 28年 7  The International 

Congress of Psychology 

2016(ICP2016)  The 

31th.ICP 2016 in 

Yokohama, Japan  

2015年 3 あ 博 の

一 ICP2016 学 介

お 研究 し の子

の の お

の

し 特 教育の か

の の 教育

の 究し 学 研究

あ (p.146) 

 

 

人間－188



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

）

学 の

:マ の

し  

 28年 8  本教育 学 64 大

 

本研究 学 の し

学

子 の

のか し 研究す

し

子 マ

の マ

し の

の のか す

し の かの

す のか

か す な目 し

（ 部 ） 研究

研究の ン 書の

し 優 矢野正

野 明(pp.71 72) 

 
）か お

学 の  

 28年 8  本 育学 12

大 研究  

本研究 学 の 学年 し

知

学 し の

記 のか 研究し

の な 子

か す

なのか す

目 し の か

子

の知 お

学 記

次

の 学 学

の な 学 究 学

テ ・ ン

な学 （ 部

）研究の ン の

し 吉井 博 矢野正

(pp.82 83) 

 

 ） 学 学年・マ

の

あ

学 の  

 28年 8  本 育学 12

大 研究  

本研究 学 の し

し

学

子 の のか

し 研究し

子

マ な学 の

マ し

の の

のか す の

かの

す のか か す

な目 し （ 部

）研究の ン の

し 優 矢野正

吉井 博(pp.80 81) 

 

人間－189



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

）学 の し 教

職 （ 育）・

育 の  

 29年 3  本 育 教育学

1 大 研究

 

本研究 教職 な

育 野の 育 （ 育

）の あ

な の

し す 目 し

育 の学 し

82 あ 学 の

育 学 の

す 育 の お

な の

す なか

の （ 部

）研究の ン の

し 矢野正 吉井 博

(p.87) 

 

 ）Fatigue change and 

health care of the 

children in summer 

seaside camp 

 29年 7  2017 International 

Symposium on Teaching, 

Education, and Learning 

(ISTEL2017) Hiroshima, 

Japan 

 July 4-6, 2017 

特 あ の 学 中の

の健 教育 学の

か 特 の

学 し . の 間

の な ,

間の の

高 .特

間中の の し,

の の ロ ル

の し ISTEL2017 学

し .(p.226) 

 

 ） チャ

学 人

間  

 29年 8  本教育 学 65 大

 

本研究 育 の

目 お チャ

し し 育

の の授業 お

す テ テ す

な す

か か 講学 の人間 の

学 の か か

し の 講学 の

目 し 8 目中 6

目 な の

講学 の授

業 か 学

の高 授業 教師 す

目 チャ

授業 の満 度 大 高 人間

の (pp.73 74) 

 

人間－190



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 学 お

学 の教師・ の

す

研究 

 29年 9  本 人間学 6

 

本研究の の

学 110

の 76 あ 84 の

な  

し の

学 任 の Performance お

Maintenance 高

し の一 M か

学 任の ス の

あ し

本研究の 学 の

学 お の

す 教師の

す 大

特 す （M

） あ

（ 部 ） 研究 研

究の ン 書の な

し 矢野正 吉井 博

(p.45) 

 
） 学 お BLS

教育の す

ロ チ

 

 29年 10

 

本教育 学 59

 

本 学 お

間 授業 目 し

BLS教育 しな

間の 教 教 の

あ か あ の

ン あ す

し し

か の な

の し の な

か 学 教育 な

の のな 教師

し な の

す

90 の授業 人の の

か

な な ロ

チ か し 子

あ の授業 な

（ 部 ）研究

の ン の し

矢野正 吉井 博(p.307) 

 

）LET'S STUDY  

7  特

エ ン 

 30年 4  人 本

エ ン

Recrew( ル ) 682

 2018年 4  

学 お 特 の

エ ン お

し 学 の特

エ ンの の

か の 究し

の中 学 の エ

ンの の な

特 お な

学 教育 ル ス 3

介し (pp.34 35) 
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 子育 の

子育  

 30年 6  本 育学

ス  12 2  

子育 の

育 育 子

育 の し

子育 の 教育

な の あ の し 子育

育 の

あ 明 の

か な か

し (pp.6 7) 

 

 ） 学 お

育 す 研究

栄 ・栄 教

年 健 健 な

の 元  

 30年 7  本子 育学

学  

学 3年の 元 健 な

テ マ の栄

の授業 任

栄 教 （ 栄 ）

あ 学 任 あ

な

あか （ な ）

（ かすエ ル な

） （ の 子 ）の

3 間 し の

学 な目 し (p.13) 

 

 ）Practical study of 

educational effect by 

elementary school 

elementary school 

"assistance" elementary 

school 

 30年 8  International School 

Psychology 

Association(ISPA2018) 

 July 26-28, 2018 Tokyo 

Seitoku 

University ,Tokyo,Japan 

本研究 お し 子

し 目

し お カ 書

か 201X年 10 か

し 12 し

学 の 2年 42 お

ン 12

の お す

ン 書か の お

カ す

お し

明 か な お す

の の

あ (p.47) 

 ）A Study on 

Educational Practice by 

Locomo Exercise in 

Elementary School 

 30年 8  The Asian Society of 

Physical Education of 

Young Children The 

14th.A-PEC 2018 in Japan

Waseda University 

(Saitama,Japan) 

本研究 学 のロ テ

ン ロ の な 健 育

野の あ

な の お

し す 目

し 学 1年か 5年

あ （ 部 ） 研究

研究の ン の

し 矢野正

木 (pp.76-77) 

 ） 学 2年

お

教育 の  

 30年 8  本学 学 20

学  

本研究 お し 子

し 目

し お カ 書

か 学

の 2年 42 お

ン 12 の

お す ン

書か の お

カ す

お し

明

か な お す

の の あ

(p.47) 
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

）学

の し

教師の

の研究: 学 教師 教

職 学 の の

目し           

 30年 8  本特 学 26

大 研究  

本研究 な学 （2年 ）

の 教師 し の の

し 学 教師の

教職 学 の ン

か （ 部

） 研究 研究の

ン の し

野 ・山田 紀・ 博・村

・ 木博章・矢野正(p.65) 

 

 ） 学 お ロ

教育  

 30年 8  本 育学 14

 

本研究 ロ テ ン ロ

の な 健 野の

あ な

の し す

目 し 学 5年

1 ス あ （ 部

） 研究 研究の ン

の し 矢

野正 木 (p.76) 

 

 ） 学 2年

お 大

教育 の  

 30年 8  本教育 学 60

 

本 の お カ

し す

お し

子 の

明 か な お す

の の

あ の 本 元

の の

の 元 か か

の研究 あ 学

の 学

の目 の し

な

の あ (p.660) 

 

 ） 学 お 子

ロ の

す 研究 

 30年 12

 

本教育 学 研究大

21 

本研究 学 のロ テ

ン ロ の な 健 野

の あ な

の し

す 目 し 学 1

年か 5年 の 研究

あ （ 部 ） 研究

研究の ン の

し 矢野正 木

吉井 博(pp.144-145) 

 

）学

の し

教師の

の研究

す

ロ ル か  

 令和元年 9  本特 学 28

研究大  

本研究 学 の

す 教師の

大 な 明 か す

目 し 学 の

の中 の カテ

し の か

の研

の の ル し

野 山田 紀 矢野正

か(p.45) 
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） ル

教  

 令和元年 10  本教育 学 61

 

教 の ル の授業の

介し ン

年次教育 ャ 教育 の

介. ・ ・ 木

由美・矢野正・原田 ・ 田

・ ・ 雅美

原田 ・ 大

之(pp.118-119) 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 年  

 吉 田  明 史 

研 究 野 研究 の  

学教育 中高 お か 授業 高大 育 の 学 

教 育 の す

 年   

 教育 の  

 し 教 書 教  

27年度 中学 学教 書 （ 林 ） H27.12 子大学 学部 学 の教職 目 中  

教 教育 学 B の講 お し  

 教育 の す 大学 の  

授業 ン お 学 か 高  H25 テ お 80 の学

か 明 か す の  

 の す の特記  

1) 部 学 中 教育 学 H23.3 高 学 の学 の研究  

の の す （2年間）  

2) 研究 講 講師 H23.10 
学教育研究 （ 大 ） 高 学 部 講

師  

3) 研究授業の H23.11 

教育 学 高

の テ マ し 教 の授業

し （ 中学 ） 

4) 部 学 SSH H24.4 SSHの の  

の （ 中） 

5) 学教育研究 大 H24.4 
本 研究 大 の 大

の し （1年 9 ）  

6) 研 講師 H24.6 
学教育 高 学 学 お

し 高 学 教 し 講 し  

7) 研 講師 H25.10 

青森 教育 高 学 の学 学

の 夫 し 高 学 教 し 講

 

8) 研 講師 H27.2 

教育 の研 の

教 30 度 し 教育の

育 な 学 講  

9) 教育 講師 H27.9 
大学学 （3 4 ） し 教

師 し 講  

10) 研 講師 H28.8 

本 学教育学 の講 （ ） 中学

の し 講

 

11）研 講師 H28.8 

教育 10年 研 特 あ

学 の の講

 

12) 研 講師 H31.6 

東大 教育 ン 中学 学研 講 講師 

・ ・ 育 ・ 学の授業

 

13) 研 講師 H32.1. 

東大 教育 ン 中学 学研 講 講師 

・ ・ 育 ・ 学の授業

 

14) 学教育研究 大 R2.4 次年度 大 の 任 （ 中）  

人間－195



 の    

1) 子 大学 学  H25.4 学 し 学 し （1年間）  

2) 学 大学 学  H26.4 学 し 美 ャン ス し （4年間） 

3) 学 大学 子 大学部 学  H26.4 大学部の学 し 教育 （5年間） 

4) 学 人 学   H26.4 

 
人 の （4年間）  

5) 学 人高野山学   H27.4 人 の業 し （ 中）  

   

職 の 績 す  

 年            

    

1) 中学 教  一  S50.3 49中一 975 （広島 教育 ） 

2) 高 学 教   S50.3 49高 1318 （広島 教育 ） 

3) 高 学 教   H2.7 2高 21 （ 教育 ） 

 特    

  特記 なし   

   

 の す の特記    

1) 学 業 学  H8.4 部 学 中 教育 中学 高 学 教  

   （H13.3 ）  

2) 高 学 教育  H13.4 部 学 す 教育 （ 学 ） 

  の （H15.3 ）  

3) の研究 す   教育 研究 す 研究 の  

   し 中学 高 学 学 の  

  （H15.3 ）  

4) 学研究 金 部  H16.4 研 の し 教育の  

  あ （H17.3 ）  

5) 教育  H17.10 教育 す 教育 の 

  （H18.3 ）  

6) 高 学 教育  H18.4 部 学 す 高 学 教育  

  （ 学 ）の し （H19.3 ）  

7) 学  H20.4 本 学教育学 の し し 

  （H21.3 ）  

8) 学  H20.4 学教育学 の し し 

  （H21.3 ） 

9) SSH  H20.4 子大 中 教育学 高 学 の 

  SSHの し し （H22.3 ）  

10) 学 の ン ス  H20.10  本教育 学 お ン ス し 教 

  職大学 の学 お  

  介し  

11) 中 教育   中 教育 ン ル し

   善 かか 加  

12) 研究 ン ス  H22.8 本 学教育学 研究 大 （ ） 研 

  究 の す  

  ン の ン ス  

13) 大学の ン の ン ス  H22.10 大学 人 香 大学 す ン  

  ン ス し  

14) 学 講師 ン ス  H23.8 本 学教育学 7  ・ 学教育  

  のあ 高 学  

  部 講 す 教育 お  

  のあ テ マ し ン ン 

  ス  

 の  
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研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ 書） 

 

1. し

か の  

 
22年 6

 
 

高 学 の の

, 学教育 お の の

善 の し

の一  

安 忠

大 野 介 根本博 吉田明史

か 45  

部 P.32-P.37,P.48-P.51 

の 4 の の

・ ・ 一 の の

か 学 な 学

な 学 な か

し  

5 221  

2.高 学 学

の （ 学 ） 
 

22年 6

 
明治 書 

学 学 の

 

吉田明史 

雄 原久美子 由

紀子 西村 一 之 岡光

一 雄 岡部 治 島

山口 木 根

 

部 学 の P.9

P.31 学 の 授業

P.166 P.175 5 222  

 

3. か 授業

中学 学 教 研究

授業 ン 

 
22年 10

 
明治 書 

中学 学 お か 授業 の

な

し 中学 学 あ か

授業の し 高 学 学

な の

書 研 研究 A（ 19年

21年 研究 吉田明史）の

か 授業 し

し の  

・ 吉田明史 

之 松 一  

部 35  

か 授業 授業 の 明

し か 授業 す の 子

明 し な の

し 5 160  

 

4.中学 学教 書   

23年 2

 

（ ） 

林  

24年 中学 学教 書

広 学 広 学

広 学 の し

 

岡本和夫 森

木 吉田明史 か 37  

部 学 6章 P.136

P.151 5 205 学 8章

本 P.178 P.190 5 269  

 

5. ン ン の ・

学教育 
 

25年 9

 
明 書  

ン ン の ・ 学教育 し

カ 教 書 授業 教

の か し

之 裕 元 一

吉田明史 

部 章 p.110 p.114 p.118

p.122 学 の の

授業 記 本 ・ し

5 219  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

6.中学 学 書

 
 

26年 9

 
林  

28年度 中学 学 書

岡本和夫 森 木 根

本博 吉田明史 13

章  学の の （ ）

章 学 （ ） 中学

学 お 学学 あ

の のか

し 学 な

育 す の 学 の

し B5  

 

7. な学   
28年 8

 
金子書  

な学 学教育

の か 田 一 田

治 一夫 原田智

山木 子 部 P34 p44 A5

143  

 

8. 育 お

学 ・ ・

の 育

かす  

 
29年 6

 
書林 

育 お 学

な し

吉田明史 田  

 

9. テ ・ ン

高 学の

授業 ン 

 
29年 8

 
明治 書 

高 学 お テ ・ ン

学 の か

し の の し

吉田明史 井

之 か 13 部 P1 12

p92 97 p124 p132 A4 132  

 

10. 30年  学

の ン  高

学  学 

 
31年 3

 
明治 書 

学 の ン

な教 の し し

吉田明史  

 

（学 ） 

 

1. か 学の授業

す の 研究(2)

（ ） 

 
23年 3

 

教育大学教職大

学 研究紀 学

研究 (3) P.11

P.20 

か 学の授業 す の

のス テ し 教 お

か 授業 の の の一

し  

 

2. ン ン の 教

育 ン ン の教育

度 

 
23年 8

 

本 学教育学

93(8) P.20 P.23 

之 吉田明史

一 松元 一 松島  

の 部  

 

3. ン ン の 教

育 ン ン の 授

業 

 
23年 10

 

本 学教育学

 

93(10) P.18 P.23 

之 吉田明史

一 松元 一 松島  

の 部  

 

4 ン ン の 教

育 ン ン の教

 

 
23年 12

 

本 学教育学

 

93(12) P.19 P.21 

之 吉田明史

一 松元 一 松島  

の 部  

 

5 高 学 お

の 善 夫（ 学 ） 
 

25年 5

 
学  

中 教育 6 N0.925 p.48

p.53 中 教育 （ 部 学 ）

高 学 学 お の

の の一 善

あ の の 学

な ・ 学 な

の 中

の な す

し す

な  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

6 育 な 学

の 研究(1)

（ ） 

 
25年 11

 

子 大

学紀 44 p.121

p.136 

の 育 大学 の

し 学 な な な

学 し  

 

7 育 な 学

の 研究（2） 
 

27年 11

 

学 大学

子 大学部紀

46 p129 p149 

育 し 学

ン し

し 学の 知

す の あ し

研 金 263812299

研究 

 

8 の 学

か す （ ） 
 

28年 11

 

学 大学

子 大学部紀

47 p81 p93 

の し 6 の か

の 学 か す

し 教 の

の か し  

 

9 育 な 学

 

学の 知

す （ ） 

 
28年 10

 

本 学教育学

49 研究大

（口 ）

pp.513 516  

育 な 学 の

し の  

 

10. 育 な 学

の （ ） 
 

29年 6

 

本 学教育学

研究大

研究

の部  

育 し 学 3

の し の な

明し  

 

11. の 学

な す （

） 

 
29年 11

 

学 大学

子 大学部紀

48 p97 109 

育の中 の 育

の す 学

エ

し し 育 学 な

し 育 の

し  

 

12. 育 の

お 学 の育 （

） 

 
30年 2

 

岡大学教育

ン 紀 28

 

p11  18 

育 な 学

授業（ 金 ）

す 学 育

の し 吉田明

史 田 の

部  

 

13. 育 な 学

の育 す 研

究 

 
30年 5

 

本 育学 （ ）

お ス

 

育 な 学 の研究

の目 す

育 のテ ス

介し  

 

14. 学 教育

の の 育 の ・研

職

す  

 
30年 6

 

本 学教育学 6

研究大

 

千 大学松尾 オ

し 5 の 育

お 学 の の

口 6  

 

（ の ） 

 

1.学 の 善 し

の   
22年 6

 
教育 研究  

教職研 38(10) P.7 P.9 

中学 高 学  お 目

の

の の の

記  

教職研 教職 1006

P.7 9 

2. 学 の

か  
 

22年 7

 
教育 研究  

教育 56(7) P.17 P.21

教職研 教育  

特 のテ マ し 学 の

の 中学 高

学 の の の

記  
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2年  3  31  

 安東 雅訓     

研   究      野 研究 の  

 の  の , ン ,   

教 育 の す  

 年            

 教育 の    

(1) 学 ステ の の  

 

24

年 4

30年 3

 

 学 大学 お , 講

学 ステ . 学 の

高 教 し 業 し お , 

授業の 学 し . 

(2) 職 講 お , ・

野の の  

25

年 6

29年 8

 

 ・ 野の な 学

間 か の の

, の 正 ・ 度 す

な , な の 間 す. の

野 学 な あ し の, 

のテ す

介し . , 

の . 

 し 教 書 教    

(1) 学 目  

 

24 

年 4  

 

30年 3 

 

学 大学 お , 学 目（ 学 I, 

II, 学 I, II , 学 I, II, 学 II, 

） LMS（ ン マ

ン ステ ） し の. 教 書の

し あ な の 載 . 

(2) 職 講 お  

 

25

年 6

29年 8

 

 学 大学 お 職 講 お

, 教 し し の. の

の の お , 

の す 学 あ . 

(3） ル  

 

26 

年 12  

 学 大学 なか の オ

ン お 特 し ル . 学 学年

ルの か 高 ル . 

 教育 の す 大学 の    

(1) 学 大学 の学部 の  

 

24 

年 2  

 学 の 知 な , 教育 し  

の お , 学教育 な 教 

の す す . 

   

 の す の特記    

(1) 教育大学大学 の  

 

26

年 9  

 教育大学の大学 2 し, 大学 学 高

学の , 教 の , 中高

の 学 介 の . 

 
27

年 10  

 教育大学の大学 2 し, Latex の ン 

ス ル , 教 の , 大 

学 の の . 

 の    

特記 し   
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職 の 績 す  

 年            

    

   

   

 特    

   

   

 の す の特記    

   

   

 の    

   

   

研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ 書）     

     

（学 ）     

（ ）     

1 Combinatorics for 

graded Cartan matrices of 

the Iwahori-Hecke 

algebra of type A. 

 2013 

Annals of 

Combinatorics , 

17(3)427-442. 

 本大学山田裕史教授, 岡山大学

木 史准教授 の 研究 あ . オ

の ・ の 明

ャ の ステ

エ , の エ

A 岩 - の次 カル

ン の 記 し .  

山田裕史, 木 史, 安東雅訓 

 

2 A combinatorial proof 

of an identity for the 

divisor function. 

 2013 

Electronic Journal 

of Combinatorics, 

20(2)12pp. 

 村 q- , 

し q の , 

, の

明 . 

3 Products of parts in 

class regular partitions 
 2017 

Hiroshima 

Mathematical 

Journal, 47(1)15-18. 

 本大学山田裕史教授 の 研究

あ . r- 正則 か

2 の エ し, の

一 す し

. 0 の 岩 - の

次 カル ン の 一

す . 山田裕史, 安東雅訓 

（ し）     

4 ャ

の次 カル

ン  

 2011 
大学 研

究 , 1738, 83-91. 

 の の の , 

p- の , 

の あ A 次 カル ン

の 明し . の

野-山田のカル ン す

の次 な .  

山田裕史, 木 史, 安東雅訓 

5 次 カル ン

す  
 2011 

子 の

研究

12-20. 

 オ の ・ の の  

明 の ャ  

の あ . の ャ

の ステ エ

の , の 次

カル ン の 一 す

し .  

山田裕史, 木 史, 安東雅訓 

6 す q-

 
 2013 

大学 学講究

, 157, 209-212. 

 す 村 q-

, な

. 

人間－201



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

7 村 q- の

一  
 2013 

業大学

学 , Web

載 

 村 q- q の

, ・ の特

な 明 知 , 

の し 明し . 

8 の   2017 学 2  

 学 の の 特

お , の

の記 し . 

     

（ の ）     

講 ・学      

1 ン の の

 
 2010年 3  本 学 年   

2 ャ 次

カル ン  
 2010年 9  

本 学 季  

 
 

3 ャ エ

次 カル ン  
 2010年 10  

RIMS 研究

の

 

 

4 次 カル ン  

お  
 2011年 6  

子 の

研究  
 

5 の ン

 
 2012年 3  本 学 年   

6 村 q- の

一  
 2013年 2  

業大学

学  
 

7 す q-

 
 2013年 2  

RIMS 研究

の  
 

8 村 q- の

一  
 2013年 10  

東 大学 学

 
 

9 村 q- ン

 
 2013年 10  

RIMS 研究

の  
 

10 4-正則   2014年 1  
岡山大学 学部 学

CORE 
 

11 の の

す  
 2014年 3  

1 岡山-広島

学 ン  
 

12 の

お の

の  

 2014年 9  
本 学 季

 
 

13   2014年 11  
東  

 
 

14   2015年 3  本 学 年   

15   2015年 3  
2 岡山-広島  

学 ン  
 

16 ン の の 

 
 2015年 11  

業大学

学  
 

17 の

ン  
 2016年 3  

3 岡山-広島  

学 ン  
 

18 正則

ャ  
 2016年 8  

研究  

 
 

19 ン お

の

の 明 

 2017年 8  
弘 研究  

 
 

20 の   2018年 8  
岡山大学オ ン  

ャン ス 
 

人間－202



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

21 カ ン の

の 3 の 明 
 2018年 8  

井 研究  

 
 

22 正則

ャ  
 2018年 9  

岡山大学 学部 学

研究 CORE 
 

22 正則

ャ  
 2018年 9  

本 学 季  

 
 

23 r-正則

 
 2019年 9  

岡山大学 学部 学

研究 CORE 
 

24 原田の の

お 明 
 2019年 10  

1 学 大学

学  
 

記      

25 カ ン

スマ AR な 学

の  

 2019年 11  ス  
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2 年 3  31  

 岩 本 健 一             

研   究      野 研究 の  

 学  ・ ・ 育  

教 育 の す  

 年            

 教育 の    

学 知 の の  

 

22年

4    

31

年 3  

 

美 大学 大学部 教育学

大学 教育 育学 特 研究 学 大学

子 大学 教育学 子 学  

 す 授業 お 中

学 す 学

マの し

す 木の の

竹 ン ン な

の か 育学 の

あ かか 中学 し

の 高

あ  

お ・ の

学 の す す の

 

 

22年

4    

 

 

美 大学 大学部 教育学

大学 教育 育学 育 学 大

学人間教育学部  

 1年 の 育 （ ） の授業 お 書

し す 安 す し

2年 の 安 ル ン し

し 1年 す な

1年

す 安

あ  

 
テ マ し オの

授業の  

 

22年

4      

 

 

美 大学 大学部 教育学

大学 教育 育学 育 学 大

学 子 大学 教育学

学 大学人間教育学部  

4 マ 1 ル し の テ マ

4 5 1 ル し ル し

オ ルな オ す

す のス

ル の ン の

授業 し の な ロ ル

ス の

の

あ の し

人 の

の あ  
 

NIE（ 教 ） 授業 の  

 

22年

4    

 

 

美 大学 大学部 教育学

大学 教育 育学

学

大学 子 大学部 教育学

学 大学人間教育学部

 

 す 一 し 記

し の 野

度の 正 年の 教 書

す な

な  

人間－204



  ・ 度の 正

の記 中 し 学 記 す

学 記 か

な 子

な の し

 

 

業の 授業 の  

 

22年

9      

25

年 3  

 

美 大学 大学部 教育学 1年次

大学 教育 育学 特 研究  

 学 の ル 子育 ン

ン

学 し

中 学 の

育 の の の 目 し の

か 学 の の の 大 安の

 

 

ン ン

授業 の  

 

22年

4    

 

 

美 大学 大学部 教育学

大学 教育 育学

学

大学 子 大学部 教育学

学 大学人間教育学部

 

ン ン

テ な学 授業 ス

布す

の書

ス し な

し ス な

し の 授業の

の学 の ン

し の か し

の 加し の あ  

 
育 （ ） お の  

 

31年

4  

 

任 人間教育学部 し 教職 し の

4年 あ 育 し の 2年 か

あ の の

な の 育 の 大

す あ の

し 45 の し

の あ 美学 一

し し 加 大 な

あ  

 

 し 教 書 教    

（1） の   

（ ）    中野 子・ 田和江 

（ 書 ）  

 

24年

5  

 

 中野 子・ 田和江 

 岩本健一・大 ・ 野 子・ 原 紀 ・

光 子・ ・ 橋史 ・高橋 ・中典子・中山

智哉・東 一 

育 お

の教 書 し  

部 2 部 1 章 6  為のあ 子

の 134 143  

 A の か す の

の 明し な

為 なす な人 し

の す 子 か す

の あ 職

す し

中学 業 の か

な 学 し

あ の ン

し な 本 す の

明 学 あ  

人間－205



  （ ） の 本 の原 か

す す 章 あ の の の

章 しし し な

183  

 
（2） の 2   

（ ）   

（ 書 ） 

29年

4  

 中野 子・東 一・大  

 岩本健一・ 部 ・ 野 子・ 原 紀 ・

光 子・ 橋史 ・ 田 一・友 ・中典子・中山

智哉・ 尾太 ・ 尾 ・松田 正・ 田和江・村

田恵子 

育 お

の教 書 し 1 の  

 部 2部 2章 2 6  為のあ 子

の 152 159  

 A の か す の

の 明し の

す 215  

 
3） 青   

（ 書 ） 

令和 2年 3

 

 弘・ 野安治 

 中村紀之・ 岡 史・ 雅美・岩本健一・

本田和 ・ ・ 一裕・ 本祐子・松木 史・

光人・山本 明・原 子・ の  

育 お の教 書 し

部 6章 の

47 54  

し の テ マ

介し  

の 章 しす

な 大 あ の教 書 す

あ の 加 し

124  

 

 教育 の す 大学 の    

（1）美 大学 大学部 の学 の  22

年 4  

任 の 年退職の 任 し 任

の あ 学 の

の か の か 職の

の

書 の

のあ あ

西学 大学

大学 西の 野 績のあ 大学の

あ   

（2）(学)美 学  美 大学 大学部 教育

学 お 学 授業 ン  

25

年 10  

教育学 授業 ン  学

授業 お 高 授業

か か し

あ し 学 93.2% 学

年 均 77.8% あ  

（3） 大学 の学 の  

 

26

年 3  

任の授業 山田 学 あ 学 業

す 授業 退 な 職の 任

の 由 あ の

の し

な の か

本学 の学 書な か

す あ な

の し

一雄 職 か 研究

し の  

 

人間－206



（4）(学) 田学  大学  

  教育 育学 栄 学  お 学

授業 ン  

27

年 12  

（講 目）の授業

部 48 な

学 0 かな 29 （60 ） あ

度 19 （40 ） 100 の学

度 45 (94 )の

学 のの 3 (6 )の学

し

学 43 (90 ) あ 学

5 (10 ) ン

す 学 40 (83 )

8 (17 ) あ  

の か ン 授業

の学 か  

 

(5) 学 大学 子 大学部 教

育学  

30

年 12  

（ 目）の授業 ル

ン

ン 原 す

学 の ン

ル し す ル の

スの な人 か の

人の な 大 学

す な の  

 
(6) 学 大学人間教育学部人間教育学  令和元

年 11  

（ 目）の授業 善 お

学 の ン 学 の

お 安 し かか

な授業 なの 加 な

の  

 
 の す の特記    

（1）講  

山 任  

 退 の  

 山 ン  

22

年 6  

の 退 の

の し 任 の  

 

（2） 講  

教職 の の の 講 ・ 49 教育講

 か  

学 大学 子 大学 

28

年 8  

の ・学 教 し 講

恵 な 子 す の か

し  

 の   なし 

   

職 の 績 す  

 年            

    

（1） 学 教   4

年 3  

( 10185 ) 教育   

 

（2）   21

年 4  

 

（ 115618 ） 大  

 

（3） ・ 教 講  24

年 9  

（ ） 本   

 特   なし 

   

   

 の す の特記    

( )   和 58

年 4

 

2

年 3  

一 お 一 の

お の

の の子 ャル

の し か し

30 の の

育 の  
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（ ）    （

） 

 2

年 4

 

 4

年 6  

な 知 授 （ ） 間

な 度の

しの授 な の

し 業 す

の の の

し 満な し  

 

（ ） 学   

（ ） 

 4

年 7

 

20

年 3  

の

夫 の 年 一

根の し 子 か

な し

育 （ 10 年 ）

子 の安

10 年 の （岩本 子

） し か の

な の安   

 の の の

の大 な あ ャル の

退 の

か ス な

子 加し な 子

す 職 し 職

の の カ オ な

す 職 お 子

し  

 

  の   なし 
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研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ 書）     

1 の

 

（ ） 

 24年 5

 

（ ）    中野 子・ 田和江 

 岩本健一・大 ・ 野

子・ 原 紀 ・ 光 子・ ・

橋史 ・高橋 ・中典子・中山智哉・

東 一 

育 お

の教 書 し

    

部 2部 1章 6  為

のあ 子 の 134 143

 

 A の か

す の の

明し な 為

なす な人 し

の す 子

か す

の あ 職

す

し 中学 業 の

か

な 学

し あ

の ン し な

本 す の

明 学 あ

（ ） の 本 の原

か す す 章

あ の の の

章 しし し な

183  

 
2 の

2   

（ ） 

 29年 4

 

（ ）   中野 子・東 一・大  

 岩本健一・ 部 ・ 野

子・ 原 紀 ・ 光 子・ 橋史 ・

田 一・友 ・中典子・中山智哉・

尾太 ・ 尾 ・松田 正・ 田

和江・村田恵子 

育 お

の教 書 し

1 の  

 部 2 部 2 章 2 6  

為のあ 子 の 152

159  

 A の か

す の の

明し の す

215  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

3   

（ ） 

 令和 2年 3

 

青   弘・ 野安治 

 中村紀之・ 岡 史・ 雅

美・岩本健一・本田和 ・ ・ 一

裕・ 本祐子・松木 史・ 光人・山

本 明・原 子・ の  

育 お

の教 書 し 部

6章 の 47

54  

し の

テ マ 介し

 

の 章

しす な 大 あ

の教 書 す あ

の 加 し

124  

 

（学 ） 

 

    

1 の お

の

の研究  

（ あ ） 

 26年 3

 

大学人 学部紀

16  

岩本健一 久  

の お し 明 か す

為の し

か す

の 4 のカテ の お

し 為

の カ

あ カ の す

本

す す の

す の な

あ

の し

し 子 お し

満 す

大人 あ

し  

久 （ 大学人 学部

教）本 岩本 し

の 学 の研究 な の

大学紀 の 載

大学紀 の 載 久

し 久

の 記載 し

あ  

 
2 お

の ン の

 

（ あ ） 

 27年 3

 

育 研究 32

 1 10  

本 お

職 の ン

し な の あ 学

60 の 10 の し

職 の ン の特

か 3 のカテ す

為 カテ

す の し

職 学 為

マ し 研究の

職 の ン 学 の

為 す ン

す 明 か な  

人間－210



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

3 育 の学 の

特 お

の  

（ あ ） 

 28年 11

 

学 大学

子 大学部紀

 47  

41 48  

高橋千香子 高岡昌子 林悠子 岩本

健一 

記 育 55

研究大  研究 し

の あ  

160 の学 YG

B （ 安 ） 30 E

（ 安 ） 24 D （安

）19 A （ 均 ）18 C （安

）9 の な

育職 の A C

高 D か D 育

の職業 し す 特

正 職しなか

E か なかなか

な し の

の 子か の

あ  

 
4 育

育 の

職 の ン

 

（ あ ） 

 28年 11

 

学 大学

子 大学部紀

 47  71 80

 

林悠子 高岡昌子 高橋千香子 岩本

健一 

記 育 55

研究大  研究 し

の あ  

業 の 職 の 育 ・ ・

の ン の 76 か

し

人

チ

な

か  

5 の お

の テ な

 

（ あ ） 

 28年 11

 

学 大学

子 大学部紀

 47   

31 40  

高岡昌子 高橋千香子 林悠子 岩本

健一 

育 学 お の

テ な 研究

の テ

子 の の

な か  

 

6 お 学

の 安 す 学

の研究  

（ あ ） 

 29年 11

 

学 大学

子 大学部紀

 48 31 40

 

岩本健一 高岡昌子 高橋千香子  林

悠子 

の学 の

安 な

しかし

す の 子

の ン し

か 度の

子 し か の

の 学

あ し

学 お し

し 6 のカテ か

な チ し  

 

人間－211



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

7 人 育 な

人 育

す な

な な  

（ あ ） 

 29年 11

 

学 大学

子 大学部紀

 48 41 49

 

高岡昌子 林悠子 高橋千香子  

岩本健一 

本学の 業 職 お 人

育 し の な

のか 目

な の し

か 人 育 高

正し の  

学

あ か  

 

8 お

ン の

 

（ あ ） 

 30年 11

 

学 大学

子 大学部紀

 49 41 50

 

学 ン

学

か な かの

子 か

か し 学

しな 一 子

し

学 子 の

な 原 し な

度 か の

し か

の な

な の

な チ ン な

の か 学 の ン

の の

あ か  

 

9 人 育 す

年度 の

し  

（ あ ） 

 30年 11

 

学 大学

子 大学部紀

 49 49 60

 

高岡昌子 田惠美子 岩本健一  

子 高橋千香子 林悠子 

本研究 28 年度の本学の

大学 業 職 お 人

育 し の な

のか 目

な （ の満 度 あ

） の

し の あ  

 
10  

 

（ なし） 

 30年 12

 

学 大学

子 大学部教

学  134 138  

大 学す あ 教学の

の あ の中

の 記し

人

の 大

の か し  

 

人間－212



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ の ） 

（学 ） 

    

1 育 の学 の

特 お

の  

 

高橋

千香子 

高岡昌

子 

林悠子 

岩本健

一 

28年 8

 

育

55 研究大  

研究  

160 の学 YG

B （ 安 ） 30 E

（ 安 ） 24 D （安

）19 A （ 均 ）18 C （安

）9 の な

育職 の A C

高 D か D 育

の職業 し す 特

正 職しなか

E か なかなか

な し の

の 子か の

あ  

2 育

育 の

職 の ン

 

 

林悠

子 

高岡昌

子 

高橋千

香子 

岩本健

一 

28年 8

 

育

55 研究大  

研究  

業 の 職 の 育 ・ ・

の ン の 76 か

し

人 チ

な

か  

3 の す

の

 

岩本

健一    

高岡昌

子   

林悠子    

高橋千

香子 

令和 2年 3

1  

本 育 教育

学 4 研究大  

研究  

の の

大し 2004年 人

の の 2013年

の の

な

の 子 度

し の 子な

教育 し

の し かの

為 あ

か か あ の

し の

の

か す か

 

     

 
 

人間－213



教  育  研  究  業  績  書 

令和 2年 3 31     

  岡野 聡子 

研   究      野 研 究   の      

教育 ャ 教育  子 ャ 教育 子育  

教  育    の          す       

 年              

 教育 の  
(1) ル スの 学  

 
20年 4  
23年 3  

 
光 子大学 大学部 育学

育学 の ャ し 学 の ャ
す の 人
な の 研究 の ル ス 学

知し し 学
の し あ の
学 な 研究
す す 高  

(2)学 し 学 の の  20 年 6
23年 3  

光 子大学 大学部 育学
ャ の一 し 年 の 4 か 2年 の 3

5 の し の中
由記 の中 の

書か 由記
の書 の す 3

学 の し の
学 の し な

の の人
あ 知 か な 学 の安

す  

(3) 教 の  24年 4  
24年 7  

太 大学次 教育学部 学 の講師
し 子 し 育 す

学 子 す あ
教 書の記 講 学 子 す

オ教 し
し 子 の し

夫し オ教 学
な す の オ

オ教
し なお の す

し し の 学
の子 す な 教育

 

(4) 学 授業 24年 4  
24年 7  

太 大学次 教育学部 学 の講師
し 子 し 授業 お

育 教 研究
夫 し の 学 ン

お 職 す の あ
 

(5)LINE し ャ の  28年 6  
 

学 大学人間教育学部人間教育学 の講師 し
ャ 目（ ャ ン ・ ャ

ロ ン ・ ャ ス ル
・ ン ン ） し 学 大学

の ャ 教育 1 3 年 し 職 本
す 4 年次 学 教 の な な
の の ャ 教育

LINE ャ
し 任 し 2017 年 5 学

100 中 52 加 し 一 業 あ 38
加 し なお LINE し 教
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す 5 22 お 一
業 職 64.1

 

(6)授業 す の ・  30年 4  
 

子 お ャ ス ル
す 授業 教 し

学 の し の
し お 学 の

優 す
の 章 す か か の
学 か 教育 中の学 授

業 知 授業 なか
し 安 の

あ  

(7) ャ 目 お （
授業） 授業  

31年 4  
 

1 3 年 の ャ 目 お
授業 マ す

MyFutureCampus の教
す （ ル ） 千

の し （ マ
） テ マ 学 4 人 1 チ
し の教育 ャ 教育

か の https://career-ed-
lab.mycampus.jp/interview/1578/ 

 し 教 書 教  
(1) 23年度 ャ ン 一 業 職

の ャ 教 （教 ） 
 

 
24年 5  

 
23 年 9 26 24 年 1 31 講

し 一 業 職 目 す学 の の
教 し し 一 業 職

（3年 106 ） し 業研究の エン
・ な の教育 あ

ャ の ャ 教育の
本 目 あ の す
部講師の  
（ ）岡野聡子 
（ 元） 太 大学 ャ ン  
（ ）186  
（ ） 太 大学 ャ ン  
（ し 目 ） ャ ン 

(2) 教 育 の 育 学 人  
安  あ の か （教 ） 

24年 6   の 育 育カ
の中 育 教

特 教 育 し
職 し 学 の 教 育

か の中 の 教 育の 教 大
（ ・ ・ ） す

一 の 子 し 教 育
目 す学 し  

（ ）岡野聡子 
（ 元） 太 大学 学  
（ ）37  
（ ） 太 大学次 教育学部  学  
（ し 目 ）子  

(3) ャ ン （教 ） 24年 9  本学の 講 ャ ン
の （教職
業 職 ） か 年

度 授業
のの 教育の す し
 
の 学 の学 し な
の教 の  

（ ） 野憲一 岡野聡子 大野光  
    木 久田  
（ 元） 太 大学 
（ ）  
（ ）64  
（ ） 太 大学次 教育学部  学  
（ し 目 ） ャ ン 
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(4） 子 な のかか

（教 書）（ ） 

25年 2  学 の一 授業の 知 一

教 な の

・ な し

人 の な あ の

子 の中か 究

かか し 満

大 あ 子 か

か な か

子 の の 高 な 育

の なかか な 本書 子

のかか

し  

（ ・ ）  

（ ） 5  

（ ）71  

（ ）  

（ ） 太 大学次 教育学部  学  

（ し 目 ）子  

（5）子 の 教育

学 教育 か

（教 書）（ ） 

25年 3  2005 年の中 教育 教育の

学 教育の し 教育

教育 知 加 ・ ・

の 育 す し

の 教育のあ 学 教育

し の し か 本書

育 教育 学 教育の

か か 教育

育 育 の 学 教育 の

 

し ・ ・ の の

な  

（ ・ ）  

（ ） 5  

（ ）166  

（ ）  

（ ）pp.1-12 pp.134-137 pp.140-142 pp.137-140（

） 

（ 部 ） 1章 1 5章 3 1 2-2・3 

        5章 3 2-1の  

（ ）岡野聡子・ 井 知 

（ ）松田智子・吉村 子・ 野 ・大野 子・金光 ・

松 ・ 一 ・中 美 ・岡田美紀・

子・ ン ・ ル  

（ ） 太 大学次 教育学部  学  

（ し 目 ）子  

(6) ャ ン  

（教 ） 

25年 4  年度 し ャ ン
業 研究 の の 職 の
加 し 年度

授業 のの 教育の
す し の 学 の学
し な の教

の  
（ ・ ）岡野聡子 
（ ） 野憲一 木  

大野光  
（ 元） 太 大学 
（ ）  
（ ）90  
( )pp.2-9 pp.34-45 pp.51-86 

（ ） 太 大学次 教育学部教育 学  

（ し 目 ） ャ ン 

(7) 教職 （教 ） 27年 4   年度 し 教職 の授業
し 教 し 授業目 記

か す 明す の育
カ ス ルの す あ
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し 教 の
学 か の

目 学 し  
（ ・ ）西 正 山本美紀 
（ ）岡村季光 岡野聡子 高木悠哉  

松井典夫 
（ 元） 学 大学 
（ ）  
（ ）152  
( ) pp.114-115 

（ ） 学 大学人間教育学部人間教育学  

（ し 目 ）教職  

(8) ャ ン  
職業研究 （教 ） 

27年 9  ャ ン 職業研究
テ マ し な業 か 野 お
し ・し 部講師 し す

研究す 授業目 し
本

す
し  

（ ）岡野聡子 
（ 元） 学 大学 
（ ）30  

（ ） 学 大学人間教育学部人間教育学  

（ し 目 ） ャ ン  

(9) ャ ロ ン  
職業研究 2 （教 ） 

27年 9  ャ ロ ン の
職業 の ン ン の 3

部 し お 年次 学 かす
な 本 の 業 し

の な職 の
し 学 な職業

あ  
（ ）岡野聡子 
（ 元） 学 大学 
（ ）30  

（ ） 学 大学人間教育学部人間教育学  

（ し 目 ） ャ ロ ン  

(10) 2016年度  教職  
（教 ） 

28年 4  年度 し 教職 し
し 教 し 授業目 記

か す 明す
の育 カ ス ルの す

あ し 教 の
学 か

の 目 学 し  
（ ）西 正 岡村季光 
（ ）岡村季光 岡野聡子 桑原祐子  

高木悠哉 山本美紀 
（ 元） 学 大学 
（ ）  
（ ）109  
( ) pp.52-53 
（ ） 学 大学人間教育学部人間教育学  

（ し 目 ）教職  

(11) ャ ス ル  
（教 ） 

29年 4  ャ ス ル 3年 す
目 あ 1年 教 一 業

職 の す あ
職 の ン ン の 書の
書 の 人・ ル

スカ ン の の
あ 学 の し

あ  
（ ）岡野聡子 
（ ）48  
（ ） 学 大学人間教育学部人間教育学  
（ し 目 ） ャ ス ル  

(12) 子 の [ ]

学 教育 学 教育

31年 3  2017 年 学 ・ の

の の 育 し （10 の
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か （教 書）（ ） ） 明 の

本書 学 な

目 学 教育 学

教育の教育 の し ・ ・

の の な

 

（ ・ ）  

（ ） 5  

（ ）206  

（ ）  

（ ）pp.1-20 pp.81-83 pp.103-104 pp.106-108 pp.146-147 

（ 部 ） 1章 1 3章 2 1-2 1-3 4章 

1 1-2 5章 1-3 

（ ）岡野聡子 

（ ）松田智子・大野 子・吉村 子・ 井 知・村田

子・ 田弘美・ 野 ・ 一夫・中 美 ・岡田

美紀・田中 ・ 子・ 野知  

（ ） 学 大学人間教育学部 

（ し 目 ）子  
育  

 教育 の す 大学 の   
(1) 光 子大学 大学部 育学  
学  

 
20年 3  
23年 3  

  
育学 研究 ・ 職

・ 職 の し 育職 す学 の
職 し 学
研究 し 育 の

の 講 講 し
育 研究

教育 お 教育 ・研究 な
し 年  

(2) 太 大学学 / ャ ン /  
教育 学 教  

24年 7  5年間の 教 の かし
子 の 目 し

し 授業 な
育 す 夫 し

の 学 し す
学 の 授業 善 の

目 す の教育 な し
 

(3) 24年度授業 ン の  
 目 子  
 大学 太 大学 

24年 7  子 の授業 す ン
し 5 度（ あ （1 ）か

あ （5 ） ）
教 書の の :4.028（SD=0.839） 授業 の

本 :3.676(SD=0.868) 授 業 の 布
:4.408(SD=0.761) 学 :4.535(SD=0.646)

:4.676(SD=0.708) 授 業
4.338(SD=0.918) ル :4.436(SD=0.8)

授業 の 学 :3.859(SD=0.997) の
:3.944(SD=0.918) あ

す 高 96 の学 本講
の な  

(4) 25年度授業 ン の  
 目 の  
 大学 太 大学 

25年 7  FD の一 し の 学 授業
ン し 209

172 （ 82.2 ） あ
15 目か 学 の

教 4 度 し
の 均 3.419 あ 満 度

3.445 あ 教 研究の授業
あ 授業 の 加

な 夫 し か 3.47 の
 

(5) 26年度授業 ン の  
 目 ャ ン  
 目 ャ ン  
 目 の  
 大学 学 大学 

26年 4  
27年 3  

26 年度の学 授業 ン の
満 度の の あ 満 度

4 度 し  
・ ャ ン 3.37 
・ ャ ン 3.43 
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・ の 3.65 
 の授業 お 学 の す 間

授業 書か
授業の 度 し の 学

授業の高 な  

(6) 27年度授業 ン の  
 目 子 （ ） 

目 の （ ） 
目 ャ ン （ ） 

 目 ャ ン （ ） 
 目 ャ ロ ン （ ） 
 目 ャ ロ ン （ ） 
 大学 学 大学 

27年 4  
28年 3  

 27 年度の学 授業 ン の
満 度の の あ 満 度

4 度 し  
・子 3.68 
・ の 3.06 
・ ャ ン 3.51 
・ ャ ン 3.44 
・ ャ ロ ン 3.4 
・ ャ ロ ン 3.37 
 の授業 お 学 の す 間

授業 書か
授業の 度 し の 学

授業の高 な  

(7) 28年度授業 ン の  
 目 子 （ ） 

目 ャ ン （ ） 
 目 ャ ン （ ） 
 目 ャ ロ ン （ ） 
 目 ャ ロ ン （ ） 
 目 ャ ス ル （ ） 
 目 ャ ス ル （ ） 
大学 学 大学 

28年 4  
29年 3  

 28 年度の学 授業 ン の
満 度の の あ 満 度

4 度 し  
・子 3.45 
・ ャ ン 3.55 
・ ャ ン 3.59 
・ ャ ロ ン 3.46 
・ ャ ロ ン 3.09 
・ ャ ス ル 3.55 
・ ャ ス ル 2.95 
 の授業 お 学 の す 間

授業 書か
授業の 度 し の 学

授業の高 な  

(8) 28年度授業 ン の  
 目 ャ ン 
 大学 教育大学 
 

28年 10
29年 3  

 28 年度の学 授業 ン の
の あ ン 4 度 あ
90.9 （ 55人 50人）

あ  
・学 の 夫・ 3.36 

（ 均 3.28） 
・ 教 の し 明 か か 3.66 

（ 均 3.31） 
・学 の な 授業し か  

3.38（ 均 3.29） 
・授業の満 度 3.30（ 均 3.32） 
・ し 知 ・ ・教育 か  

3.44（ 均 3.36） 
・ 目 の 度 か 3.20 

（ 均 3.27） 

(9) 29年度授業 ン の  
 目 ャ ン 
 大学 教育大学 

29年 10
30年 3  

29 年度の学 授業 ン の
の あ ン 4 度 あ
88.9 （ 54人 48人）

あ  
・学 の 夫・ 3.35 

（ 均 3.33） 
・ 教 学 か 学 な
授業 か 3.38 

（ 均 3.31） 
・ し 知 ・ か 3.48 

（ 均 3.49） 
・教育 な か  

3.23（ 均 3.33） 
・ 目 の 度 か 2.96 

（ 均 3.21） 
・授業の満 度 3.27（ 均 3.38） 

(10) 29年度授業 ン の  
 目 ャ ン （ ） 
 目 ャ ン （ ） 

29年 4  
30年 3  

 29 年度の学 授業 ン の
満 度の の あ 満 度

4 度 し  

人間－219



 目 ャ ロ ン （ ） 
 目 ャ ロ ン （ ） 
 目 ャ ス ル （ ） 
 目 ャ ス ル （ ） 
大学 学 大学 

・ ャ ン 3.05（ 3.38） 
・ ャ ン 3.44（ 3.41） 
・ ャ ロ ン 3.54（ 3.38） 
・ ャ ロ ン 3.52（ 3.41） 
・ ャ ス ル 3.35（ 3.38） 
・ ャ ス ル 3.47（ 3.41） 
 の授業 お 学 の す 間

授業 書か
授業の 度 し の 学

授業の高 な  

(11) 30年度授業 ン の  
 目 ャ ン 
 大学 教育大学 

30年 10
31年 3  

30 年度の学 授業 ン の
の あ ン 4 度 あ
67.3 （ 98人 66人）

あ  
・学 の ・ 夫 3.62 

（ 均 3.33） 
・ 教 学 か 学 な
授業 か 3.67 

（ 均 3.32） 
・ し 知 ・ か 3.65 

（ 均 3.47） 
・教育 な か  

3.47（ 均 3.33） 
・ 目 の 度 か 3.30 

（ 均 3.22） 
・授業の満 度 3.68（ 均 3.38） 

 の す の特記   
(1) 西山 ・ 研究 講師 

 
24年 1  

 
西山 研究 の

し 研究テ マ の育
学 育 あ 年 2 ス・年 2 ス
の 育（ ） し の中

本 の 本
し 育 の

し す 教 の な
す あ か 教 8人

 

(2) ・ 研究
講師 
 

24年 5  研究 の
し 研究テ マ 学 の 育の
教師の の 学 教師の

あ 年 1 ス・年中 2 スの
育 し 年 の お 夫

し す の の し
す し な

教 6人  

(3) 岡 お 講師  24年 10  特 岡山 子 ン 岡山
あ 岡山 年記 の森の 2008
年か おか

子 の の の広 の し
おか の お  

子 の す
の （ ンテ マ

ン ） の 講 し おか
の ンテ 中 な
お ンテ マ ン の

し  

(4) ・ 研究
講師 

24年 11  研究 の
し 研究テ マ 2 学 の の

のあ 学 教師の
あ 年 1 ス・年中 2 スの 育

し ス し の の
一 の 育 お

かな の す
の 間 ン の

の な ・
の 教 6人
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(5)岡山 子 ン ・研究  24 年 4
26年 3  

岡山 子 ン 24年 4 26年
3 岡山 の ロ

か 金（年間 200 ） し
の 間の テ マ し 子 の の広

し 研究 し し
し ン し

満 度 し 書 な
24 年度 5 ロ し 25

年度 6  

(6)岡山 中 中学 ・ 講 講師 25年 3  岡山 岡山中 中学 の 年 し な
学 の 間 講 の講師 し 講
テ マ の ン あ

中学 年 学 88 特 学 10
し の のか し
20

職業 か の職業
の な学 す あ か

し 学 業 の職業 お
ン （ 年 職 ）の 均
し  

(7)一 人 gid.jp 本 一  
人 の ・ 講 講師 

26年 8  gid.jp 西 お 職 す ス
ス ス スチ し のス
ス 知 テ マ し 90 間の講

講 ス ス チ し
ス ス し ス ス な

ス ス の し
一 の 職 ・職 の人間 の

ル
し 大 テ ン

（大 ） 講 18 あ  

(8)特 人
（ ・ 人 ン ）・ 講
講師 

27年 3  2015 あ ステ ル記 講 お
カ の テ ス 学  あ

の テ マ し 90 間の講
の カ 子 か 高

な人 す テ ス あ
の テ スの

ス ロ 介し カ
の テ スか 学 し
テ オ ンの 人 の

し 間の
の 度 中

の し
ン ・ エ 講

40 あ 講 満 度 100 あ 2014年
度 ・ 人 ン 業 書 p.26 

(9)一 人 gid.jp 本 一  
人 の ・ 講 講師 

27年 6  gid.jp 西 お 知
の し テ マ し 90

間の講 講 Twenty statements 
test=T.S.T/Who am I の

か し の 知
テ マ し の書か 15 のカ
大 し

し カ の か （
の ） か す か

し マ ス西
田 14 ル（大 ） 講 20
あ  

(10)2015 年度 学 大学 講
カ ・ 講 講師 

27年 7  学 大学 講 お 子
職業教育 ャ 教育の か テ マ
し 90 間の講 講 ャ 教育

し ャ 教育 す
な 度

学 か 高 学 の ャ 教育の
介し す

し 育
の 間 20 度 講
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大 あ 講 18 あ  

(11) 27 年度 子 人 学
業・  

28年 1  子 人 学 業 お 学
な 学 の 学 （32 ） （33 ）

65 し 学 ・学 の広 ロ
ン ルカ な か

な し ン ルカ し
光の し 学年
しか ン ルカ し

し し
の の な のか

高 の ン 満
度 100 あ 次 加 し の高

 

(12) 美 中学 教育
  ス ル 研 ・

講 講師 

28年 9  の テ お カ ・
ン スの テ
マ し 2015 2016 年度の 学 研究 （ 研
究 ）の し 加 7 あ

業 し
カ お の

ル ン お す
ンテ の テ

ロ ン の の の
本 カ の の あ

のの お の 講
し 高  

(13) 28 年度 西部 育 3 任
育 研 ・ 講 講師 

28年 12  西部 育 任 育 研 の講師 し
し 教育・ 育のあ 学

育の テ マ し 育の
の高 育 育 ス ルの

の お し 教育 学の
か 教育の 学 学 の 学 書

学 教育の な な
目 教育 す

（ ） の
研究の し し
育 ス ル し 育 の し

育 の 講 3 あ  

(14) 28 年度 子 人 学
業・  

29年 1  子 人 学 業 お 学
な 学 の 学 （28 ） （30 ）

58 し 学 ・学 の広 ロ
の し

ン （ ） （ ルカ ）
（ ルカ ） し ャ （
マス ） 学 の

子 ・ ルカ の し 学
の ン 満

度 100 あ 次 加 し の高
し ロ の 学

の 業 ・ス ル  

(15) 28 年度 西部 育 4 任
育 研 ・ 講 講師 

29年 3  西部 育 任 育 研 の講師 し
育 ス ルの

テ マ し 3 4 5 の ス 任 育
ス ルの しな 任（ 育 10

年 ） 任（ 育 1年）の し
の 育 10 年 の 育

の 育 しな 育
の す 一 育

1年の 任 育 ス
し 高

か の し 10 年
の 育 す 育 任 育 の 学

の
任 育 10 年 の 育 す

育 の し 育の
し か ス

ル な 育
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ン 育の の な
講 6 あ  

(16) 14 学 の の
・ 講 講師 

29年 3  大学 す 学 の の
お 学 の 育 ャ 教育

の テ マ し 講 大学
お （学 人

ス ル 21 紀 ス ル）の し
本学の ャ 教育・ ャ 介し
2 の学 か ン ン の
し か 学 す
大 し 講 23 あ  

(17)広 育 職 研 ・ 講 講
師 

29年 3  広 ・ 育 職 研 の講師 し
育の 育 ス ルの し

テ マ し 講 育の の
育 ス ル

の 育
講 の中 育 ス ルの し
あ 1 （大学 し ） あ
し か あ 任 育 育

10 年 学 研 の
あ し

か し な あ
講 か の あ

な 育 す
あ の

講 45 あ  

(18) 29 年度 教育研究
（ ）・ 講 講師 

29年 4  教育研究 の講師 し 育の
テ マ し 講 育の

お 教育
知 の す の研究

し  
の 育・教育 す の

ル し 育 ス ル 介し
育・教育 のチ お し

講 か 教育の す
の

の 育・教育
し なか の な

講 90 あ  

(19) 29 年度 1 教育研
究 ・ 研究 講師 

29年 5  1 教育研究 の 研究 講師
し 教育 の す の

お 教育 の 善の一
のカ ・マ ン の な

特 な す の
な の テ マ し

の
し 次 講 か カ

・マ ン の し 特 な
す の す のチ ス

12 あ （11 の 加） 

(20) 1 吉野青年 業 ・講師 29年 5  1 吉野青年 業 の講師 し
学 し 業

テ マ し 講 吉
野青年 業 吉野広 学 し

し 青 年健 育
大学 な 業 す 業目

し 業 し 加
ン す
2 の し

学 大学の学 17 子大学の学
2 吉野青年 か 5 加 し  
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(21) 29 年度 西部 育 1
任 育 研 ・ 講 講師 

29年 5  西部 育 1 任 育 研 の講師
し 人 ンス

ル テ マ し 講 研
一 の の の しな

の 4 目 し し
3 学 あ 任 育 の 学
人の 人 し の

し 講 か
し なか の

す 講
5 あ  

(22) 29 年度広 美 一 学
研 ・ 研 講師 

29年 5  広 美 一 学 の 研
講師 し 9 00-11 30

則 育 13 00-16
30 本 年度の研究テ マ
し 教育 の す の

お 教育 の 善の一
のカ ・マ ン の な

お の お な
し 子 の 子
教師の の 3 の か スの 教

本 の 育 し
す 目の なか

お の
子 の 子 明 か な

本 す 目 し 年
間の 善・ 中 の 夫

の 教 の 教 か
の 目 な し の
し 間の 善 す

あ 教 9 の 加 あ  

(23) 29 年度広 美 一 学
研 ・ 研 講師 

29年 9  広 美 一 学 の 研
講師 し 9 00-11 30

則 育 13 00-16
30 本 年度の研究テ マ
し 教育 の す の

お 教育 の 善の一
のカ ・マ ン の な

お の お な
し 29 年度 教育 お
・ の 3本 教師の

書の書 し 教 9 の 加 あ
 

(24) 29 年度広 美 一 学
研 ・ 研 講師 

29年 10  広 美 一 学 の 研
講師 し 9 00-11 30

則 育 13 00-16
30 本 年度の研究テ マ
し 教育 の す の

お 教育 の 善の一
のカ ・マ ン の な

お の お な
し 29 年度 教育 お
・ の 3本 教師の

書の書 し 教 9 の 加 あ
 

(25) 29 年度 2 教育研
究 ・ 研究 講師 

29年 10  の 研 講師 し
9 00-11 30 則 育

13 00-16 30
本 年度の研究テ マ し 教育
の す の お 教育

の 善の一 のカ ・マ
ン の な お の

お な し 29年
度 教育 お ・ の 3本

教師の 書の書 し
教 9 の 加 あ  
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(26) 29 年度広 美 一 学
研 ・ 研 講師 

29年 11  広 美 一 学 の 研
講師 し 9 00-11 30

則 育 13 00-16
30 本 年度の研究テ マ
し 教育 の す の

お 教育 の 善の一
のカ ・マ ン の な

お の お な
し 29 年度 教育 お
・ の 3本 教師の

書の書 し 教 9 の 加 あ
 

(27) 29 年度広 美 一 学
研 ・ 研 講師 

29年 11  広 美 一 学 の 研
講師 し 9 00-11 30

則 育 13 00-16
30 本 年度の研究テ マ
し 教育 の す の

お 教育 の 善の一
のカ ・マ ン の な

お の お な
し 29 年度 教育 お
・ の 3本 教師の

書の書 し 教 9 の 加 あ
 

(28) 29 年度広 美 一 学
研 ・ 研 講師 

30年 1  広 美 一 学 広
の 5 の し お
カ ・マ ン の

目 の
し 5 教 5 の 加 あ  

(29) 29 年度 西部 育 ・ 育
研 講師 

30年 2  西部 育 の 育 研 講師 し
お カ ・マ ン の

テ マ し 広 美 一 学
し 1年間のカ ・マ ン の
な 講 し 講 西部 育 の

ルの 加 育
し 育 8 の 加 あ  

(30) 29 年度 西部 育 ・ 育
研 講師 

30年 3  西部 育 の 育 研 講師 し
育 ス ルの テ マ

12 し 育 ス
ルの 3~5 の スの 任 任
し の し ス ル

な 育
ン 育の の な 育 6
の 加 あ  

(31) 30 年度 西部 育 ・ 育
研 講師 

30年 5  西部 育 の 育 研 講師 し
育 し ンス ル

テ マ 講 任 育 し お
人 し のマ 育 な の ル

な ンの
講 し 10 の 加 あ  

(32) 30 年度広 美 一 学
・ 研  

30年 6  広 美 一 学 の 研
講師 し 育 お 特 教育

テ マ 特
加 職 な

教 8 の 加 あ
 

(33) 30 年度 西部 育 ・ 育
研 講師 

30年 7  西部 育 の 育 研 講師 し チ
ル ン 研 テ マ 講 教

職 20 し
の 講 し し あ

し し 加 の
 

(34) 30 年度広 美 一 学
・ 研  

30年 10  広 美 一 学 の 研
講師 し 育 お 特 教育

テ マ の書
し 特 加 職
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な
教 8 の 加 あ  

(35) 30 年度 西部 育 ・ 育
研 講師 

30年 12  西部 育 の 育 研 講師 し
育の ロ スの ス ルの テ
マ 0~5 の スの 任 任

し ス ル 育 の
の 育 育 15 の

加 あ  

(36) 30 年度 西部 育 ・ 育
研 講師 

31年 3  西部 育 の 育 研 講師 し
育の ロ スの ス ルの
テ マ 12 し 育

ス ルの 3~5 の スの 任
任 し の し

ス ル な 育
ン 育の の な

育 15 の 加 あ  

(37) 令和元年度 西部 育 ・ 育
研 講師 

令和元年 5  西部 育 の 育 研 講師 し
育記 の 書 記 書 の
テ マ し 記

エ 記 人 記 子 の
記 の記 の 目 し 記

書 の 5 の 講 し
の 中の 育 お エ 記 育
書 し 育 7 の 加 あ

 

(38) 令和元年度 西部 育 ・ 育
研 講師 

令和元年 11  西部 育 の 育 研 講師 し
オカン ンス 子 の の

テ マ 中 子 の 子
育 し か 育

の 善 し 育 7 の 加
あ  

(39) 令和元年度 子 人 学   
業・  

令和 2年 2  子 人 学 業 お 学
な 学 の 学 （28 ） （21 ）

49 し 学 ・学 の広 ロ
の し - か し

し 大学大学 学研究 学
学 学教 職 の高 し
本 の し の

ン 満 度 100 あ 次 加 し
の高 ロ の

学 の 業 ・ス ル
 

 の  
(1)NPO 人 エルス  2012年  

の 業の お  
の  

 
24年 6  

 
教育 お ・ の 業 1970年
か 研究 治

人 の 本
研究の の 子

す 4 の教育 （ の 加 の安
の ス 安

す 教育の 教 し
） し  

（ 目 績）子  
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職   の  績   す    

 年           

  
(1) 教  

 
11年 3  

 
 10  804 （ 教育

） 

(2) ロ ル エ  
   

18年 7  人 なし  
 

(3) 育 子育 （ ） 
 

21年 4  特 人 育 子育  
 10001024  

(4) （ ） 23年 3  大 大学大学 研究 （

 730 ） ル ン

スの ン スの

  

(5) 学 教  23年 7   （ 教育 ） 

(6) 学  23年 10  人 教育 31110009  
 

(7) 学 1 ンス  23年 10  人 教育 11110009  
 

(8) ン ル カ ン  25年 7  人 学 / ン ル 学 学
134014563  

(9) ャ カ ン  25年 9  本 ャ 教育学 214  

(10) ン ル  25年 10  人 学 / ン ル 学 学
134014563  

(11)准 ス スカ ン  25年 11  人職業 -080018 

(12) ンスカ ン  26年 12  ス ルカ ン ン  
14030010  

(13) （学 教育学） 28年 3  教育大学大学 学 教育研究 人間 教育
（学 教育学  8401 ） 目

し の子育 す 研究 カ ・
スの か  

(14) ロ ル エ  
 

令和 2年 1  一 人 なし 

 特  
特記 なし 

  

 の す 特記  
(1) 光 子大学 大学部 育学  

育学 研究 ・ 職
 

 
18年 3  
23年 3  
（5年間） 

 
・ 職 の し 育職 す学

の 職 教育
の教 し お

の の の の
し の学 の し

職 の 中 し 年 2
30 40 し 育 人 の

し の かし 職
ロ の  

(2)特 人岡山 子 ン  
おか  

24 年 3
 

特 人岡山 子 ン （岡山 久
348）の 業の一 あ おか

の 任し 2度 岡山 年記
の森 な の

任 由 し 子
の の の
（ 木 ） な し

の 年間 業
の し 金の す の
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(3)特 人 エルス  24 年 5
27年 3  

特 人 エルス（ 岡 ）の
任し 育 お し の の

の の
子 の の の 加

健 な の な教
育 あ か 研究 

（ 人 : 621-0805 岡
安 大 11 ル 101） 

(4) ャ 子   25年 10
 

 東山 職人の し 知
職人の高 な な お

の 根 し の
の一 し 25年 10 ャ

の し
な し のお あ

し な （ 東山
東林 17-29） 

(5)広 ・ ・し    
・ 部  部  

27年 7  
28年 3  

本 ・ ・し の
ン し

す 人口 ン の の
の し

の 4 の 野（
お 安 し す の し 人の

の 子育 の
かな 安 な し

す ） 則
部 部 し 部 の 業チ

部 の部 の任
し  

(6)広 一   27年 8  
28年 7  

本 ・ 育 お 教育・
育のあ し 5

・ 育 お
教育・ 育の 中の 一

・ 育 の の
学 の子 の子育 の あ

し し  

(7)広 業
ロ ル   

28年 3  
28年 6  

本 ロ ル 広 お の一
広 広 育 し 広
の の 業 の
す の あ 9 か あ 一次

お 5 2次 お 業
し 30 年 4 1 あ

の し し の
す な  

(8)広   28年 7  
 29年 3  

 27 年 7 28 年 3 し 広
・ ・し お

し 業の し 8 業 し
の お 業の す
 

(9) 2017   28年 10
29年 3  

 本 業 ン な

す お ンテ

の広 の一 し し の あ 学

大学 ンテ ル 加 し 学 ・学

の広 ロ 業 の

29年2 18 （ ） 19 （ ） あ の

加 36 あ 2 間の 加 800

度 あ  

(10)広   29年 8  
 

 27 年 7 28 年 3 し 広
・ ・し お

し 業の お 業の す
（ 33年 3 31 ） 

(11)広 教育  教育  令和元年 10  
 

 広 教育 教育 任 教
育 の 加の か 中学 学 教育
の  
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(12)西 本 業
業 ロ ル

  

令和元年 10  
 

本 ロ ル 広 お 西
の の 業 の す の あ

業 1 の あ 業  

 の  
(1) 太 大学 ャ ン  

 

 
24年 4  
26年 3  

 
太 大学 ャ ン の （教職
・ ・ 職 ・ 業 職
） か し 1度 ャ
ン し の

太 大学の 育
学 4年 の

す学 の し 学 し
教 し  

(2) 太 大学教職   24年 4  
25年 3  

 学 の介
の お オ エンテ ン

介 学
ル スカ ン

お の書 の し 特
の 8 人 の

10 し  

(3) 太 大学 教育 育 研究      
 

24年 4  
 

2008年 学 の
育 す 目の 一 し

の お の 特
し す 目 し 岡山

大野 岡山 江西 の
研究 の教育 大学
し お の す
し  

(4) 太 大学 ス ン   25年 4  
26年 3  

本学 カ ・ ス ン ン ・
ス ン ス ン

部 し ス ン し 年度
ス ン のな 教育研究 の一 し

オ ンス ス し 学
学 研究 お な

ル  

(5) 学 大学 ャ ン   
 

26年 4  
 

業大学か 学 大学 2
学部 2学 （人間教育学部・ 健 学部）

大学 26 年 4
職 か ャ ン お

業 の な の 学
の ャ の

あ 人間教育学部 教
し 教職 ン し

30 年 4 か ャ ン 教
職 業・ ャ

の 30 年 4 か ャ
ン ン 任  

(6) 学 大学 ンテ ル  26年 4  
 

 学 大学 お ンテ ルの
な 学 し 27・28 年度 吉野

青年 ンテ ル す 大学
吉野広 お 学 し ャン

業 し 27年度か
の 学 し 学 ・学 の広

ロ し 年間 100 150
加し か 高 し （ 27
年度 の 人 青 年 か
の 金 し 青 年の健 育 業

学 大学 ンテ ル し 20 の
） の 14 大和 （

29 年度） お 業 し 加し 学
大和 山 ロ か 授
 

(7) 学 大学 カ 部  29年 4  
 

学 大学 お カ 部の な 学
し 29年 4 か  

(8) 学 大学   30年 4  
 

 学 大学 し 任
ャ ン 中 し し

30年 4 か  
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研  究  業  績        す       

書 学 の  
・

の  
 

の年  学 の  
       

（ 書） 

次 の教育原  

 

 

 

24年10  

 

大学教育  

 

2011 年か 学 ・中学 ・高 学 次

学 の

な 教職 目 す学 教育の ・ 本

な知 教 の 書

あ  
5  159  

中田正 ・松田智子 

中田 ・ 田 治 ・ 本 ・ 

岡野聡子・久田  

本人 部 7 章 ャ 教育

(pp.102-117)  

本人 部 の  

ャ の ャ 教育

な しな ャ 教育 育

す 学 ・中学 ・高 学

ャ 教育の目

し ャ 教育 特 な教育

な の教育 し 子

の学 度 育 な ・

の な し の教育

あ 学 か す し  

子

な のかか

 

 25年2  ERP  学 の一 授業の 知

一 教

な の ・

な し 人 の な

あ の 子

の中か 究

かか し 満

大 あ 子

かか な か

子 の

の 高 な 育 の なかか

な 本書 子

のかか

し  

5  71  

子 の

教育

学 教育

か  

 

 25年3   育 教育 学

教育の か か

教育 育 育 の

学 教育 の し

・ ・ の の

な し  

5  166  

岡野聡子・ 井 知 

松田智子・吉村 子・ 野 ・     

大野 子・金光 ・ 松 ・

一 ・中 美 ・岡田美紀・ 子・

ン ・ ル  

本人 部  

1 章 教育か 学 教育 1

教育 （pp.1-12）

5章 のかか 3

す 1.

（pp.135-137） 2-2） の （pp.140-

141） 2-3 教育の （pp. 141-

143）  

本人 部 の  

 章 教育 か  
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書 学 の  
・

の  
 

の年  学 の  
       

    し 学 教育 の  

の中  

し 5章部 し 

 

育 ・ 学 教師の

の し  

 29年10  学  本書 育 教 学 教

す 大 大学 学 職

す し 育 ・教師

知 知 の

あ  

B5  140  

田中 ・松村 ・ 島千恵子・    

原 美・木本 香 

田 広・ 一 ・ 子・   

中田 美・岡野聡子・岩治 か・

子・ 原 ・橋 子・光井恵子・

村 子・ 木由美子 

本人 部  

8章 育 ・ 教育 ・ 学 教

育 し （1） 育

の な なのか（pp.58-60）（2） 教

育 の な なのか(pp.60-62)

（6） の な のなの

か(pp.68-72) カ ( )

知 お 育 の

（p.23）  

本人 部 の  

 育

学 部 一

す し

書

し 書 の ン し

カ 育 の の

 

MINERUVA 学

育 12子育  

 30年3  ル 書  本書 子 ・子育 度 育教

な の 育の 本

し の あ  

B5  220  

大 美香・ 知子 

（12 ） 

岡野聡子・大 美香・大西 子・ 村

かの・ 木 一・山岡テ ・高 美・

吉岡 子 

本人 部  

章 子育 の 度( スン

1 子育 子育

の 子

子育 （pp.2-15） ス

ン 2 子育 す 度・ の

お 子育 の 度・ の

子 の 子育 (pp.16-29)) 4章 

学 子育 （ スン 13 お

子育 あ カ

カ お 子育 の カ

お 子育 の 子育

の ス ン

子育 の

ス 子育 の

ロ (pp.156-171)）

 

本人 部 の  

章 子育  

人間－231



書 学 の  ・ 

の  
 

の年  学 の  
       

    お 子育

の 子

し 子育 し

お の子育

す 度 の し

の し 章 カ

お 子育

ス ン スの

介し 子育 の

ロ

し  

子 の

（ ）

学 教育

学 教育 か

 

 31年3   2017 年 学 ・

の の の 育

し （10 の ） 明

の 本書 学

な

目 学 教育 学 教育の教育

の し ・ ・

の の な

 

5  206  

岡野聡子 
松田智子・大野 子・吉村 子・ 井  

知・村田 子・ 田弘美・ 野 ・

一夫・中 美 ・岡田美紀・田中

・ 子・ 野知  
本人 部  

1 章 学 教育か 学 教育 1
学 教育 （pp.1-20） 3 章

のかか 2 1-2）
の 1-3） マ

（pp.81-83） 4 章 のかか

1. のの 知 （pp.103-
104） 1-2） のの す （pp.106-
108） 5 章 のかか

1-3） お の （pp.146-
147） 
本人 部 の  

章 学 教育 の

2017 年度の学

・ の の の

育 し （10 の ） か

教育の し

の か

の教育 の し

章 のかか

あ の し

マ 介し 章

のかか 子 のの

す し 章

のかか 2017 年度の

お の

学 教育 の 教育

か し  

か 学 育

（人間 ）

 

 令和2年2  あ  本書 教 ・ 育 目 す

し 育 （人間 ）の し

の あ  

4  86  

田中 ・ ・ 井 子・ 

中 子 

人間－232



書 学 の  ・ 

の  
 

の年  学 の  
       

    恵 子・ 一 ・木本 香・ 久

一 ・ 村高弘・橋 ・ 子・

岡野聡子・ 木由美子・ 田 子・ 田

子・ 史 ・香 部 ・ 子・

優哉 

本人 部  

5章 人間 し 育 ・

の （1. お

・ の 2. の

3. の ）（pp.33-41） 

本人 部 の  

 の 本 お 子 の育 す

す 2017 年 教

育 ・ 育 育 の ・ の

す 目の の

し 学 の

の

しな し 学 テ

ス 書

テ ス  
育 な 人の

の A 

 

育 ・ ・ ・

テ ス

 

 令和2年3  書林 育 の 育

・教育 の ・ 学

15章 し

の 間中 な の 育

な か し

の チ ス 育

・教育 学

の 育 か の し  

4  178  

知子 

田中 ・松村 ・ 島千恵子・    

岡野聡子・中 子 

子・ 子・ 田 子・山本美紀・

田恵 子・ ・ 美 子・

橋 子・田中 ・ 木和正・中島

・橋 ・島田 哉・山 子・安

子・ ・加 ・八 由美 
本人 部  

8 章 教育 （1. 教育

の目 2. お の

の 3.年 の スの特

の ン ）（pp.80-93） 
本人 部 の  
 教育 の目 の

し の の

し の ン

3 5 の年 の の ン

し  
学  

 ル ン

ス の

ン

スの

（ ） 

 

 

 

 

23年3  

 

大 大学大学  

 

テ ・ ロン あ

ス 人 の 目

し ス ロ

人 人 の な

ス す ル

ン の

スの の お 人間の

ル し な ス

し 目し 本の

ス の A4  48  

人間－233



書 学 の  ・ 

の  
 

の年  学 の  
       

 育 お

職 の特

職 の か

の  

 23年12  光 子大学

大学部研究紀   

49 (pp.1-6) 

育 目 し 本学 目

学し

育職 100 あ しかし 授業

中 育職 の 安 学 の間

広 1年 の 4 か ャ

ロ し の か 業 の

（特 職 の ） し  

吉村 子 

岡野聡子 

本人 部  

1年 の 4 か し ャ ロ

の お し  

 お

スの

す 一 カ の

ン お

ン

スの  

 

 24年3  太 大学研究紀  

5 (pp.31-39) 

 

業の

ス 子 ・高 ・

野 の

 

本 カ の ン お

ン ス

な の 業の す の

な 人 （

テ ・ ス ） し の の か

の 目 し 業

し の ンステ

ン ・ ス ロ ・

金・ ンテ ス の の か

し  

 太 大学 お

ャ の

（ ） 

 

 24年3  太 大学研究紀  

5 （pp.61-68） 

大学の ャ 教育 の

職 の の

あ ャ

の ャ ン

の お 学 一人 の ャ

し あ

明 か な  

岡野聡子 

田  

本人 部  

本学 ャ ン の ャ ロ

の お し  

 お

の す

研究 岡山

教 し ン

か  

 24年12  太 大学研究紀  

6 （pp.1-8） 

の す 研究 学 教育

お 研究 お 研究

す あ な 本研究

お か し の教

育 お の の 度

育 し か 岡山

教 し ン

か （

38.7 ）か し 育

し の 6

し 育

し 育 のあ

かか カ

し ス 32.5 学

の 43.2

あ 4章 の

育 の の

 

岡野聡子 

大野 子 

本人 部  

の  

人間－234



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

 お 学

育

す 一  

 25年3  太 大学研究紀  

7 （pp.97-105） 

本研究 5 し 田・

（2004）の 学の の

な

お 学

お 知 育 教育 の

し  

1章 学 の す  

研究 の研究 学 教育

の 教育の 野

し 学 の

す 研究の な し 2章

田・ （2004） 加 （2007.2008.2009）

の 学 の の し 本

し 4章 の

し 学の な

す あ 一 な の

し す 目

の 1 の 学の な

し し なか

し なか

す の な か の

し の 知 な の す

教師の 度 目 し

す 明 か な  

井 知 

岡野聡子 松  

本人 部 の  

 授業 の

学 し 育

の授業

大学 2 年 授業 お

か  

 25年3  太 大学研究紀  

7 （pp.29-36） 

お 授業 な

かか の育 学

講 の授業 な

本 の 授業 の 学

学

の 教育 す 学 の

か 授業 ン 授業

の か ン

か 本授業 し

95.8 あ

授業の

す

学 授

業中 布 す な の

高 し

授業 の か 子 の 子

の な か

あ 子 の し

一 の学 学 の

し 子 かか

な な の 夫 のあ

学 大 か の一

授業 の 学 の （ ）

の の あ  

 お

の の

 

 

  26年3  太 大学研究紀  

8 （pp.115-122） 

 

 子 の育 し 教育

か 教 教育

の あ しかし 教

育 学 の教 の学 な

し 学 な 教

育 の教育 し

の す あ な 本

大 5-8 の 度

か の の  

人間－235



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

    の教育 特

の教育

の し

し し

目 2

な の

（F(3,42)=4.481,p<.01）の あ 本

の か の の

し な の し な

な す

の あ  

岡野聡子 

吉村 子 大野 子 

本人 部 1 2 3 5章部  

1 章 お 教育 の

の の お 研究

し 2章 の

3章 お 研究 研

究 し 5章

の お の し

な す の し

し  

 NIE 教

育 研究 大学 2 年

し 教

の授業 し  

 

 

26年3  太 大学研究紀  

8 (pp. 147-154） 

 

学 の 学 の 本学 大

な あ の の一 し

の 教育の 25年 4 か

授業 学部 420

し 授業 山 講

目 記 （

ロ 一 金 ス ）

し 講 し 講 3 の

講 学 ン し

度 度の し

す

な 1 目 2 目 2 目

3 目 3 目 1 目の 均 の間

し か 学

（ ） 教

学 ン

か なか 学

な 明 か

な  

 

田 木 和 木  

岡野聡子 正木友則 

本人 部 2章部  

2 章 本 お NIE の の

の 大学教育 お

か 研究 し  

 お

子 の

の

の の

（ESD） ロ

し  

 

 26年10  学 大学研究紀

1 (pp.11-23) 

本研究 子 の の

な おか の

の ロ の 業 ・

目 し 2013年 3

か NPO 人岡山 子 ン の

な お 子

の 2012 年 4

か NPO 人岡山 子 ン 岡山

し の （ESD）

ロ す な

ロ 加 し 2年間 記

記  

人間－236



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

    の の のマ ス し

の の の な人

か し

の し の （ESD） ロ

の目 あ 子 岡山 お

中 の の し

し 原 し 子 の記

ン の

のの

の のかか の

目 し 53 の の

8 の あ 15 の あ

な の 善 し

目 明 か な  

 ャ 教育

ャ の

 

ャ 教育・ ャ

お 教職

の か  

（ ） 

 26年12  人間教育学研究 2  

（pp.131-138） 

大学 お ャ 教育 ャ

1997 年 か 本 ン

ン し 職業 の

し ャ 目の 学 の ャ

す ロ の な の

大学の特 かし  

ャ 教育 職業

な の育 目 し 教

の カ の ・授業の

一 の ャ の 職

し 職 す 学

職 し ャ

教育 ャ 学 ・

す あ すな 教職 職 の

す あ 本

大学 し ャ 教育 ャ

の の 明 か

す 目 し  

大学 育 す 人

ャ 教育 ャ の

し の し 次 ャ

目 お ャ あ

職 の ン ャ

目のカ の しお

善 し の ャ 教育

なか の学 の

す ャ な

す な の

職 3 年 の か 本

の 学 の 1,2 年

し の テ ・ ン 3年

の な

 

 子育 の

す 一 子育

の

チル ン・

ス の  

 27年3  年 教育研究 27

教育大学 年教

育 ス（pp.115-126） 

 

本研究 子育 の の

し の中 子育 の

し 子

し 子育 の の す

目 し 子育

の 書 し か 25年目

の間 子育 の の か

子育 の

のか

あ 本 お 子育 の

の

し 間

の し

し の 子 

人間－237



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

    育 の あ 子育

の 子育

の の か 子育

な の 大 し

子育 の の

の の な 子育 の

す

子 の 善の 子

の育 お の の 明

か な  

岡野聡子 

吉 裕子 子 

本人 部 1 2 3-（1） 4章 

章 し 子育

し の す の子

育 の す

し 2章 本 お 子育

の 書 研究 3

章（1） お 子育 の

4 章 子育 の 大か

の か な か

 

 カ ・

ス お

間 の研究 : ロ

ロ

ス お 間

ロ の

か  

 27年9  学 大学研究紀

3 (pp.9-27) 

本研究 カ の ロ ロ

ス 2011 年 4 か 2014 年 3

間 ロ の

明 か す 目 し  

ス

な ス ロ

本 ロ

高 の の 目

間の ロ 3 年

間 し あ 研究

ロ ロ

ス し 間 ロ の

書“Generation Citizenship Seniors + Youth 

Toolkit” ロ ロ

スの 載

か し 間 ロ の

し ス ス A

任 あ B 加 あ 高

の C の D し ン

し  

ロ の ン 18 の

（30 ） 6 の高 （50 ）の

24 あ 2011年 2012年度 ン

し ンス

ルの エ の  

マ の ン

研 し 2013 年度 9 の

間 ロ ン

カス ル し 2 年間

間 か 育 し の 間

ロ な あ

金 9 の ロ の 6

し ン

か 高 の の中

高 の の知

の 子 あ 高

お 目の の

し す の な

し す  

人間－238



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

 カ ・

ス研究

ンテ ス

の

目し  （ ） 

 27年12  本人間教育学研究

3 （pp.181-197） 

本研究 ル ン す カ

・ ス 研究 し

テ お の

の す 目 し  

研究 お あ

ン

ス あ 2010年 3 1 3

15 2010 年 8 13 9 11

23 あ か 23 中

ス・ ロ し ンテ

す 11 （47.80 ） あ の

カ の 10 （90.9 ） あ

か ンテ ス ン

テ ス か な 子

し し か ンテ

ス し

明 な あ な

の の一部 し

あ し

し ンテ ス か

な の な

のかか し ンテ

ス し の か 子

あ ス

し な

し の あ

大 な な  

 し

の子育 す 研

究 カ ・

スの か

（ ） 

 28年3  教育大学大学  本研究 カ ・ ス

し テ し

す な

目し 子育

ス の な

し か ン か す

目 し か

お の 本 な

の か 子 お

の お

の し 子育

の 子 あ

な 子育

本の子育

の お 子育 の

な

ンテ 子育 の

目 な し の

なの な か

 

 大学 お ャ

教育の 本

学 お ャ

目 し （

） 

 29年12  人間教育研究  

（pp.17-38） 

本 ャ 教育の お 大学 お

ャ 教育の し 学 大

学人間教育学部 お ャ 目（

教育 目 ）の お

目 し 本学の 学

の か ・ の育

し ャ 目の お

の し の し

目 の お ャ 教育の授

業 の  

 ンス

ル の の教

学 し  

 30年1  人間教育 ャ ル

1 （1）（pp.25-44） 

本教 29年度 学 大学人間教育

学部 4年次 講 目 教職 （ ・

2 ） し の あ 本教  

人間－239



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

し （研究 ）    し 由 2 あ 1 目 学 の

職 年 し 大 の 職

5 年 30 し お 年 の

職 由の 人間 なか

目し 2 目

学 のかか し 学

の 口 す

あ あ  

ンス ルの講 2

し 学 か

ル か

度 あ

の す し す 度

し す か 学

の の

の の

の か な

 

 お カ

・マ ン

の 研究 1

お 研

か し （研

究 ） 

 30年3  学 大学研究紀

8 (pp.127-141) 

本 29年 4 か 30年 1

お カ ・マ

ン の な テ マ し

研 の

の の す 目 し

の教育目 の明

書の ・ 善 育・教育

の記 の ・ 善 あ 10 の 研

の か お カ ・マ

ン す か す か

の 目か か あ 任

教 か の し の

お カ ・マ ン

な 目の 目 12 目

あ A お PDCA ルの

す 次年度 の な

カ ・マ ン

教 の 育 す

高 あ  

 大学 お 教学

の す

一 ャ 教育

ャ の

目し  

 30年7  人間教育 ャ ル

1 （5）（pp.123-141） 

本 大学 お 教学 の

特 ャ 教育 ャ の教

学 の の か

目し 3大学（学 大学 教大学 和 子

大学）の か し す

目 し し 学 大学

教学部 部 の の

なか 大学の教育

ャ ン 業 あ

職 し OB・OG 学

特 あ 教大学

中 教学部 部

ン し 善

の PDCA ルの 和

子大学 ャ ン し

学 し 教学部 部

の  

岡野聡子 

岡村季光・ 村井  

本人 部 1章 2章 3章（3）  

      4章 

1 章 教学 の 研究

2 章 3 の の

3章（3） 和 子大学の  

人間－240



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

    4章 3 の か 大学

の一 し 育 し 学 のマ ン

お し

教学 し あ

し  

 育 し 学

の明

の 学 大学

人間教育学部 し

 

 30年9  人間教育 ャ ル

1 （7）（pp.185-198） 

本研究 お か

す の し

学 大学人間教育学部 し 育 し

学 の す 目

し 学 の 大学

学 テス の な 2020 年

教育 す 中 大学教育

大 な あ 本

か の 学部

特 し AP CP DPか 育 し

学 の 目の

し あ

の す 人

間教育のあ 目 す

の （

2007） 目す し  

岡野聡子 

岡村季光・ 一夫 

本人 部 1章 4章 5章 

章 の教育 お ・

目 か 人間教育学の

し 章 学 大学人間

教育学部 し ン

カ ロマ の

の か 育 し 学 の

し 5章 の

し  

 ル

お テ マ し

学 ルの

・ 田

し  

 令和元年9  学 大学研究紀

11 (pp.1-15) 

本研究 2016 年 10 か

テ マ し ル し

の教育 の学 ルの 目 し

本 2016 2017 年度の ル

し 学 の学 の

し 本 か 学

す ・ （ ） し 学 の

ン お 教育 し

す ・ （ ）

し あ の の

か

研究 の

あ 教 の教育 し  

 

す

・ 田 し

 

 令和2年3  人間教育研究 3   本研究 の ル の

あ 田 し

ル す の

目 し の

しな 一 の

の人 広

あ 田 のマ し

か の 業 学

し ル VR し ン

の な の し  

 

田中 ・ 田 ・ 光明・ 

井 ・岡野聡子 

本人 部 3章 

 田 の お

 

人間－241



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

（ の ） 

学  

 カ お

スの

か 学 の 本

お 子育 の

特 し  

 22年7  

 

大 大学大学

研究 教 ・

研究 ン

（大 大学大学

田 テ ャ

ン ス） 

テ ・ ロン ン

の子育 の ル

本 お 子育 の

ス

お 子育 の し

な お の の

ロ の

テ チンな の スの

ステ （ ）

特 し  

 人

 

 22年9  育

49 研究大 ,研究

（pp.174-

175）（ テ

ル） 

す 人 育 す 学 の

職 人 正 し

教育 す

あ の 育 の お

学 ン し 育

人 の

ン す

の 育 す

目 か 学 ン の か

育 の

ャ の一 し 人  

人間 の育 し 教

育 一 明 か な  

吉村 子 

岡 江 野 松井祐子  

    子 智原江美 高橋 口美    

岡野聡子 

本人 部  

の お し  

 学 の

す ・ 職

の  

 22年9  育

49 研究大 ,研究

（pp.176-

177）（ テ

ル） 

・ 育 し の ャ

の し

育 人 の 育 の

年 3 の 人 な

あ 2年間 学 の中 職

す 間 す

の ャ ロ の あ

 

岡野聡子 

吉村 子 

本人 部  

ャ ロ の し  

 お

育 育 の  

 24年3  本教師学学 13

研究大 ,

(pp.24-25)（ 田大

学 田 ャン ス 8

） 

教育 お 人 し の 育 の

し か

育 の

し し か 育の中 あ

特 本 す中

し の知 な

の の中 の

の の な の

な し

の な の し の

なカ か 4

5 の な教育 しな

し 本教育 の 24年 4 16

12  

 お

授業研究 授

業 の 学 し

授業の  

 24年9  育

51 研究大 ,研究

（pp.268-

269）（ 教大学・

教 大学） 

の授業 な かか

の育 学

講 の授業

本講

授業 の 

人間－242



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

    

の 授業 学

授業 ン か 学

し 子 かか な

な の 夫 学

大 か 一 授業 の

学 の の の 夫 の あ

 

岡野聡子 

松田智子 

本人 部  

授業 し し  

 大学 の ャ

ャ の

す 研究- 太

大学 3 年

し ン

- 

 24年10  本 ャ 教育学

34 研究大 ,研究

（pp.86-87） 

（ 大学大 ャン

ス） 

大学 学 か 職業 の

あ の 人

ャ 教育の目 な

本学 教育 教職

一 な ャ し

し 学 の ャ

す す ャ 教育の

大学 の職業 す ン

3 年 の ャ ン

346 （ 264 78.6 ） し

職業・ す

お 学 の授業 84.1 次

の 81.5 な 職

の し の 教職 し

か しかしな 大学 業

の 職 84.5 あ か

か 職業の の記

43.2 の あ

の か 大学 職 の

職業の な

学 し な

な の な か

職業の す あ

明 か な  

岡野聡子 

野憲一 

本人 部  

の お し  

 お

の 岡山

教

し ン か

 

 25年3  本教師学学 14

大

（pp.60-61）（ 田大学

ャン ス） 

の教育 お の

の 度 育 し の

のか の

育 す な 目 しな

岡山 の 教 し

ン し す 目 し

岡山 あ 68

の 459 の教 （ ・ ）

2012年 9 11 9 22 の 

12 間 あ の 178

38.7% あ  

かか カ 年間

・ ・ し

のカ し

あ な お の

教育

学 教育の し 中

学 の教育 の ・ 育

のあ 一 す あ

 

人間－243



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

 の

の授業研究

（ ） 大学 2年 の

講 目 の

の ン か  

 25年6  本 ・ 学

教育学 22

大 大

・ の な

の  

子 の か

（p.262）（

明 高 学 ） 

本学 学 あ 教 の

の 学 の

2 年 の 講し の

3年 の 講 し

教育 講す な 学

か の学 す

の な の あ 授業

講す 中 の の 度

か ・ の か 明 か

す 目 し  

一 目の ン

目 あ か

58 あ 42 な

学 学 あ

すか 61 あ

12 な 27 し

の す 由記

の中 お

な （知 ・ ） 学 43 の学

し お の

お

なか 学 の中

す

の す 学

15 の授業

学 の す の

し か明 か し  

 ャ 目

お 授業 善

ャ ン

お な の

授業  

 25年10  本 ャ 教育学

35 研究大 研究

（pp. 64-

65 ）（ 大学東山

ャン ス） 

本学の 3 年次 講し ャ

ン （2 ・ 業 目）

な知 な

中 高 目

し 本 24年度の授業

本学学 し ャ か

ャ 教育 お 授業の

し 25年度の授業 かし の

 

 お

の の

（ ）

の

 

 

 

26年3  

 

本教師学学 15

大

（pp.80-81）（ 太

大学） 

お の の

大 5-8 の 度

か の の

し の

か お の教育 特

の教育 特

な な

か の お

の な す

の お

す あ  

岡野聡子 

吉村 子 

本人 部  

の し  

 お

の

す 研究 岡山 一

教育の中 お 岡山

大野 の

 

 26年5  本 育学 67

（ ロ ）

（p.542）（大

育大学） 

岡山 お の し

中 教育の の中 お

岡山 の の あ

の教育の 育 の お

し 岡山 14年か 岡山

学 の中 ・学 ・

の 教育 ステ の

お 中一 教育 し

岡山 一 教育 教育

か の学 の 目し 中 
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

    教育の 特 あ

岡山 大野 23 25

年度 し の の育

し 大野 の の あ

の ャ チ ル（ す・ ・

） し し 研究

の 夫

す・ ・ の 目 教師

の教育・ 育 し

育の 夫 し の一 の

お し の お の

特 し の し か

しな の育

教 研究 加し

教師 の教育・ 育

中 の 子 の育 の

な か しの

教育 教師の教育 の

しの

教育 す 中の教師

の 研究 す

あ  

 

の の

（ESD） ロ

の 岡山

の し 子

の  

 26年9  学

研究 ・

3

（pp.46-47）（

業大学） 

本 人岡山 子 ン

岡山 し

の （ESD） ロ 2012 2013 の

お 業

し 子 の の

2012年度 5 の  

子 の し 2013 年度 7

し 子 か

し の の

し か本 ロ の

し 本 ロ の 加 年

間 2000 お ン か

加し ・ 加し

95.2 し  

 間

す カ

お ン

スの

し  

 26年10  本 間 学

大

（p.72）（

） 

本 ン 1- お

子育 間 高 の

加 中 の し し

カ ・ ン エス エン

す ン スの

介し 間 す

し ン

ス 子育 高

30 の ス ロ の大

一 の 学 か の大学 し

エス エン ン

スの ンテ ス

な し 一 の な

ス の し の人

恵 す

の  

 学 大学 お

ャ 教育の

（ ） 大学 年

し ャ

ン し  

 26年11  本 ャ 教育学

36 研究大 ・研究

（pp.73-74） 

（ 大学） 

学 大学 業大学か

し の学部学 一 す 人間教育

学部 健 学部 し 大学 あ

人間教育学部 し ャ

目 中 し 本 人間

教育学部 お 1 年次の ャ 教育の授業

す 目 し 人間教育学

部 教育の の  

人間－245



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

    人間教育学部 目 す教育 あ

の中 一人の人間 し な か

な 人間 す な 教育

高度な 教育 あ

の 人 育 す

年次 知 知 人

の 3 の し

110 人 学部教 し

10 ル ル

学 の学 の ス チ ンテス

し  

1年次の学 し

知 あ

5 し

教師の し 53

（51.5 ） あ な な 教職 し 学

な  

 大学の ャ 教

育 お NIE の

大学 年

し 教 ・ の

授業  

 26年12  本 NIE学 11

大 ・

（p.40）（東 大

学） 

大学 お ャ 教育 1997 年 か

本 ン ン

し 職業 の し ャ

目の 学 の ャ す

の ロ の な の大学の特

かし 太 大学

1年次か 人 の育 テ マ し

ャ 教育 教

・ ャ 教育の 目 し 授

業 お す し

本 の

す 目 し

テ マ お す し

職業

の し

書 （学 ン

か ） 学 の （ テス

の か ） の の （

か ）  

岡野聡子 

田  

本人 部  

授業 お の し  

本 26年 12 24 の 

山 載  

 大学の ャ 教

育 お

介  

 26年12  大学 研究

（ ャン ス

6F 2講 ・

教大学 テ

教 ） 

の 学 の

す ャ 教育 目

し 教 ・ の 目

の 教 の

授業 授業

し の 職

教 講 の の教

の 授業

中 学 教

書か す

あ 度一 知 し 教

し の す の 一

の あ し  

 カ ・ ロ

ロ

ス お 間

ロ の
Generating Citizenship 

Seniors+Youthの か  

 27年10  本 間 学  

大 （p.51）

（ 大学大 ス

エ ） 

間 ロ

の な 本研究

カ の ス ン

す ロ ロ ス

間 ロ （2011.4

2014.3） し の  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

    明 か す 目 し 本 間

ロ の目 間の な

間の な

のス ル テ

す ス ル

テ ロ

す の 4 あ ス

な ス ロ

な人

な す の中

な し 光

か の

間 ロ す あ

の 目し 大

の あ ロ 加 か

年間かお の 知

の人 知

なか の あ

 

 大学の ャ 教

育 お NIE の

（2） 大学 2年

し ャ

ロ ン の授

業  

 27年12  本 NIE学 12

大 （p.37）（ 教

育大学） 

本 25年度か し ャ

教育 お NIE の授業 す

目 し 講 学 大

学人間教育学部 2年 （100 ） し

本授業 NIE し 人 し

の 広 教

目 し し 授業

テ の （NIE

） か す の の

か 講 の ン

の

な 高 か 講

の し

し す

の 学

 

 育 の

教授 お

ス の SPSS 

Text Analytics for 

Surveys し  

 29年3  本教師学学 18

大 （pp.54-55）(

田大学 ャン ス

101 ) 

育 お 教 す 大学教育

し 育 の教授

の 大学の スか ・ す

目 し 授業 スの

の の

し 育 な 学

研究す あ

7大学の ス web か し

の し の 47大学の

ス SPSS Text Analytics for Surveys

し 授業 の か

す 目の 度 45

す 目の 度 8

な し SPSS Text Analytics for Survey

し ス の研究

お の あ 本研究

お の す

  

 お

授業 の 大学

お の

ス し  

 29年5  本 育学 70 大

（ 大学） 

本 大学 お の授業

す 目 し 30

年度の 教育 部 学

中 教育 教育部

教育 の

（2） 教育 お 育 ・

の 学 の 教 の の

の中 10 目（ 健 な  

人間－247



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

    ・ の

の の の

・ ・ の

・ かな

）の の

中 あ 目 4

目（ 部 ） の

の教授 の す の あ

の授業 の一 の

本学の

の か 学す 授業

学 の 高 大 な

善 し ・ 育

夫お の

す の  

 カ お

加 の

の の の 夫

”Everything Present 

in the Seed の

か  

 29年6  本 学 31

大 （p.168）（松山大

学） 

本 す ス

ンテ ス し

ン の 書 し カ ・

ャ 大学 2013 年 し （ 1）

Everything Present in the Seed Community 

leadership Training （2）Facilitator’s 

GUIDE し の な

か す 目 し

研究の あ （1）

の 13 目か お 121

あ 1 4 章 の の

し あ の

の 介 ン の 書

か お 5 13章

か ンス ルの

ロ の テ ン

書の書 な な

（2）の （1）の す の

の 本 な お 67 あ 本

の特 本 の ・ ス

し し な あ

な

な あ

ン 広 か

ンテ

す な 本

章 7 9 の な お

部 2 3 な

な な な部

夫 あ 本 の

の の な ・ あ

のか し  

 の子育

カ ・

ス し  

 29年10  本 間 学

8 大 （p.33）（ 本

学 大学） 

本研究 ル ン す カ

ン の

ス し の子育 の

す

す 目 し 本研究

Frog Hollow Neighourhood House

Kitslano Neighbourhood House Gordon 

Neighbourhood Houseの 3 し

夫 し Frog Hollow 

Neighourhood House 高 ス

（ 太 の健 ） 中・高・大学

の ンテ 研 講し

子育 広 （Family Drop in Program）の

・ 講師 し 加 な  

人間－248



書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

    子 ・ ・ ・高 し

Kitslano Neighbourhood House

学 の子 ・ 高

な Gordon 

Neighbourhood House 高 の ンチ

ス 子 ンチ ス

し の 高 子 の の

ス 子 の

あ し の な

なか 2 の子育

の あ ス

の介 あ  

 吉野青年

大学 の 学

し ャン

業の

の  

 29年12  学

29 年度大 （

ン ） 

本 一 ）吉野青年 しの

の大学 （ ンテ

し 加） し 学 し ャン

業の す 目 し

一 ）吉野青年 大学 業

6 の 業目 の

の し ・ 業

の 人 大学

学

の本 の 学 大学

人の す

の

人 大学 業

 

 お

な 金の カ

・

スの  

 30年12  33 研究大

学 （ 大学） 

カ ・ ス し

スの

ス・ ロ の ンテ

ン ン の 金

の し

ス 人 の 30 の

ス・ ロ し お か

ルス

し し 金 ン ルマ

の の な

の 金 の 介し  

研究 書  

 お

の 岡

山 教

し ン

か  

 

 

 

25年2  

 

太 大学 

 

教育 （2008）

の の 育 お

の のか岡山 の

し 教 し

ン し 本 書 特

・ 育 す の 育

由記 か の 由記

し 育 し

し 68.4 し

育 し し

60 あ 由記

し 育 す な

の 146 137 あ の

か の す 育

の の あ

あ  

A4  37  

岡野聡子 

大野 子 

本人 部 ン の お  

し  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

 の （ESD）

ロ 2012 岡山

お 中 の

の  

 25年3  岡山

の （ESD）

ロ 2012  

の な

し の 子 の育

の ロ

子 中 し の

目 し 子 の の の

の の し

2000 人 し ロ

（木の ）

木 木の な

マ の な な

し ・

し 本 ロ 岡山

か 人岡山子 ン 200

の 金 し  

A4  55  

特 人岡山 子 ン  

任 美 美 子 

・ 岡野聡子・ 八  

美 美 子 本 美  

恵子 田昌子 八  

松田 太 井 知 岡野聡子 

松田 太 （ ）  

特 人岡山 子 ン  

 の 育カ

お

の の

夫  

 25年7  人 教育

（学 ・

お 学

の研究 の

） 24年度教育

研究 書 

大学 し お

の 岡山 あ 大野

江西 太 大学 し

の す ン

し の ン

・ の育 目 し お

のあ

書 し  

A4  2  

本人 部 pp.10-11 

 の （ESD）

ロ 2013 子

の 由な 目 し

 

 26年3  岡山

の （ESD）

ロ 2013  

2013 年度 5 の か 7 の

大し の （ESD） ロ

し 年度の 加 大人

の 夫 し カ

ンチ の

の高 の な

あ 子 中 し ロ

し な の人 間

し の の 書

の中 介 し なお 本 書

学 3 （2014.9）

の 学 大学研究紀

（2014.10） 業の  

A4  51  

特 人岡山 子 ン  

任 美 美 子 

・ 岡野聡子・ 八  

美 美 子 本 美 恵子

田昌子 八 松田 太

井 知 岡野聡子 

松田 太 （ ）  

特 人岡山 子 ン  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

 ・ 育

の 育カ

の お

の の

 

 

 26年7  人 教育

（学 ・

お 学

の研究

の ） 25年度

教育研究

書 

本研究 24年度の本 金 し

ン 大

学 の教育 お

の 育カ の の お

す し の

の 育カ の

あ の な の一 一

の教育 高 のか

あ の研究

・ 育 な

の教育 し

の の し

な か の し な

書 し  

A4  2  

本人 部 pp.8-9 

 2015 年度吉野青年

業 書 大学

学 吉野

 

 28年1  学 大学 吉野広 （3 5村）の高 35 し

中 次 子 吉野

大人 な か 吉野

し な す

の な 吉野青年

本学 ンテ ルの学 10

し 吉野広 の 学 3年 6年 し

ャン ン し 27

年 10 31 11 1 あ 学 の 加

16 あ 大学

ス 吉野ス ン ン

の 由 の 4

・ し 学 か

の 書 し  

A4  84  

書 ・ 岡野聡子 

業 一 人吉野青年  

学 大学 ンテ ル 

大学 岡野聡子 

 2015 年度 し

学

し 学 ・学 の

広 ロ 書 

 28年3  学 大学 学 大学 ンテ ル

人 青 年 か の 金 し

青 年の健 育 業 の 金（20 ）

し の 学 し 学

・学 の広 ロ し 3

の 業 書 し  

1 し 人 な  

   27年 11 21 （ ） 

   加 58 （子 38 ） 

2 ン  

   27年 12 19 （ ） 

   加 27 （子 12 ） 

3 ン ルカ  

   28年 1 23 （ ） 

   加 65 （子 33 ） 

A4  35  

・ 岡野聡子 

業 学 大学  

岡野聡子 

 2016 年度吉野青年

業 書 大学

村 ャン

し か 広 吉

野の  

 28年9  学 大学 年度 吉野青年

学 大学 ンテ ル 学

し ャン 業 し 年

度 教育大学 大学の学 大

学 し ス ル

ン の の

・ 学 大学 ンテ  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

    

ルの学 19 加し 学 の

加 23 あ

28年 8 20 21 あ 学

か の 書 し

年度 大学 人 の

テ マ し

業 ン し

の 書  

A4  90  

書 ・ 岡野聡子 

業 一 人吉野青年  

学 大学 ンテ ル 

大学 岡野聡子 

 2016 年度 な

の  学

し 学 ・学

の広 ロ

書 

 29年3  学 大学 学 大学 ンテ ル 年

度の 学 ・学 の広 ロ 業

の 績か 本 ロ 学

ロ （26 ） の

学 し 学 ・学 の広 ロ

し 3 の 業

書 し  

1 な  

の し  

   28年 11 26 （ ） 

   加 42 （子 25 ） 

2 目 の  

   28年 12 17 （ ） 

   加 62 （子 38 ） 

3 の  

   29年 1 21 （ ） 

   加 58 （子 28 ） 

A4  35  

・ 岡野聡子 

業 学 大学  

岡野聡子 

 2017 年度吉野青年

業 書

村 大

大学 し

学 ・あ

 

 29年11  学 大学 吉野広 （3 5村）の高 35 し

中 次 子 吉野

大人 な か 吉野

し な す

の な 吉野青年

本学 ンテ ルの学 22

大学 し 吉野広 の 学 3年 6年

し ャン ン し

27年 10 14 あ 学 の

加 30 あ 大学

ス の部 （

か ） ス

の部 の の 4 ・

し 学 か

の 書 し  

A4  80  

書 ・ 岡野聡子 

業 一 人吉野青年  

学 大学 ンテ ル 

大学 岡野聡子 

 2017 年度 な

の  学

し 学 ・

学 の広 ロ

書 

 30年2  学 大学 学 大学 ンテ ル 年

度の 学 ・学 の広 ロ 業

の 績か 本 ロ 学

ロ （8 ） の 学

し 学 ・学 の広 ロ

し 2017 年度 の 業

書 し  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

    

1  

の し 目 し  

   30年 1 20 （ ） 

   加 49 （子 28 ） 

A4  20  

・ 岡野聡子 

業 学 大学  

岡野聡子 

 の原   30年2  学 大学 28年度か 講

加 し 本学学 職 の

の 学

田 ロ 業 山 お 竹

ロ 業 の ン

し の 書 し

 

A4  102  

書 ・ 岡野聡子 

 2018 年度 な

の  学

し 学 ・

学 の広 ロ

書 

 31年3  学 大学 学 大学 ンテ ル 年

度の 学 ・学 の広 ロ 業

の 績か 本 ロ 学

ロ （20 ） の

学 し 学 ・学 の広 ロ

し 2018年度 3 の 業

書 し  

1 か の  

   30年 11 3 （ ） 

   加 27 （子 11 ） 

お の  

    30年 12 15 （ ） 

    加 21 （子 14 ） 

か お ン  

    31年 2 2 （ ） 

    加 48 （子 27 ） 

A4  41  

・ 岡野聡子 

業 学 大学  

岡野聡子 

 2018 年度 な

の  学

し 学 ・

学 の広 ロ

書 

 令和2年3  学 大学 学 大学 ンテ ル 年

度の 学 ・学 の広 ロ 業

の 績か 本 ロ 学

ロ （30 ） の

学 し 学 ・学 の広 ロ

し 2019年度 3 の 業

書 し  

1 の し  

   令和元年 11 9 （ ） 

   加 83 （子 43 ） 

か 学  

    令和元年 12 7 （ ） 

    加 54 （子 29 ） 

の  

    令和 2年 2 8 （ ） 

    加 49 （子 28 ） 

A4  43  

・ 岡野聡子 

業 学 大学  

岡野聡子 
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年  学 の  
       

の  

 の

の授業研究

（ ） 大学 2 年

講 目 の

講 ン か

 

 

- 

 

26年6  

 

本 ・ 学

教育学 23

大 大 ・

の な

の  子

の か

（p.216）（ 大学教

育学部 学 ） 

 

25 年度の 4 10 の の

講し 本 目 学 のか

43 の学 の中 お

な （知 ・ ） 学

の す 学

15 の 講 し の す

学 の の し

学 の 度 し のか

明 か す

し 講 年 の 26 年 1 21

の （ 65.9 ）か 授業

一 し な の

の 高 47

す の 39 の 4

14 あ か す

記 あ の

由 美 し なか （

） のか

知 あ の

年 し 記

目 の 目

57 お 37 あ

か 記 子

あ （ 学 あ

の 退し 載

） 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2年 3 31  

  岡野 由美子 

研   究      野 研究 の  

 特 教育 
 の教育 す 研究 

の な す 研究 

知 由教育 お す 研究 
教 育 の す  

 年            

 教育 の  
・ の の し な 夫 

 

 

 
19

年 4  
27 年

3  

 
特 教育 し 学 の

研 し の
教職 の特 教育 の の

夫 
（ 学 の ） 

・ の の し な 夫 
 

 

19
年 4  

27 年
3  

特 教育 し 学 の
研 し の

教職 の特 教育 の の
夫 

（ 学 の ） 

・知 由 のあ の 知
の特 かし 元学 の 元 の 夫 
 
 
 

22
年 4  

23 年
3  

知 由 のあ 目
し の中 かし

元学 お 夫 
（ 学 の ） 

・ 学 お 特 学 かか
の 夫 

 
 
 

23
年 4  

25 年
3  
 

特 学 の の学
の 知 す
の の 夫 

（ 学 の ） 
 

・ 書 のあ の の 夫 26
年

27 年
 

の学 す 学 のあ の
の の かか

の の学 の の の の授
業 の 夫 
（ 学 の ） 

・ のあ 人 の

な のあ の  

 

31
年 4

 

学 大学人間教育学部人間教育学 4年次 の学
し のあ 人 の 本 な

特 の の なか
か の

夫 し
の 業 の な

な な し かか
のあ な 本 な な

 
（ 学 大学人間教育学部 の ） 

 し 教 書 教  

(1)特 教育 （ ） 

ERP  

【 】 

 

31

年 3  

 

中学 の特 の の特 の 明

の 教育 の 記し

人間教育学 ル お し 特 の

の し し  

(2)特 教育 研 （ ） 
  学  
 【 】 
 
 
 

23
年 7  
 
 
 
 
 

知 由 のあ の 本
な の の ・ の 夫

の の 特 の
の の のあ   

学 の 研 し
し 特 学 の 学

す の の の な
 

 

人間－255



(3)教育 の （ ） 
 【 】 
 学  
 

23
年 8  

教育 特 学 か す の
特 教育 か

か 知 か 由 か
す 教 し し  

 教育 の す 大学 の  

なし 

20

年  

学 大学人間教育学部 特 の な
の教育 学 の 加の

特 講 し の の の
し か 4 満 の  

 

 の す の特記  
(1） 正 学 研  

一人一人の教育 ・
の  

 
19

年 4

27 年 3
 

23
 

 
の な学 お の 学 の 任か
な の の か

・
 

 

(2)特 教育 の教育 の  
 
 

23・ 24
年 
10  
 

2 年間 学 の教育 し特
教育 の講 研 し
特 教育 の特

か 教 な の学 任
す あ 知 お し

講 し  
 

(3) 学 研 講師 
特 学 あ  

  学 教 13  
  学  
 

23
4  

 
 

・ 特 学 の あ 職
の す の

しな し  
 

(4) 学 研 講師 子
の す  

  学 教 13  
  学  
 

23
年 8  

学 す 学 のあ
の 本 な の の

の の講
 

(5) 学 研 講師 
ASD（ ス ）  

 A の特 の な  
  学 教 14  
  学  
 

23
年 9  

・ 学 す A B
一学 の 学 の 目 の

学 学 な 職
一 し 講  

(6) 学 研 講師 
し す の 学

 
  学 教 13  
  学  
 

24
年 3  

の の ス ン の 本 な
の な の か

の し 年間の
次年度 の の  

 

(7) 学 研 講師 
ス の の特  

  学 教 14  
  学  
 

25
年 5  

ス のあ の の特
研 大 な

あ な 大 し
の の特

教職 の な
 

 

(8) 島原 人 ス ス 
 ン  研  講師 

の 由  
  すか 職  20  
  すか  すか ロン 
 

24
年  

・ 特 学 お ス
の の な の 特

の ン ス ン
し 講  

(9) 加  の  の  
 研  講師 
教 ン ン  

  加 広 の  
     一 加  50  
  ・加  
 

25
年  

のあ お
学 ン ン の

し
し 講  
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(10) 加  の の  
 研  講師 
 の学 お のあ  

の の  
  加 広 の  
     一 加  60  
  加  
 

25
年  

学 お のあ の 書 の
ス ン ン

ン の な の 介し 書
の のあ

し 講  

(11) 学 研 講師 
子 の 由 あ す  

  学 教 14  
  学  
 

26
年 4  

知 特 学 あ 知 の
な す の か 教

職 の の の
講  

 

(12) 大和 山 特 教育研 講師 
特 な す の  

 
 教 30  
 大和 山  
 

26
年 7  
 

の学 す のあ の 本
の な ・ の  

書 の の し
の し講 し  

 

(13) 学 研 講師 
ス （ 書 ）

C の特 の  
 

   学 教 14  
   学  
 

26
年 8  

学 し LD（学 ）の のあ C
の 特 ル 教 書の

大 な 授業 お 職
の  

 

(14) 特 教育 研  
特 教育 かか 教 研  

 中学 職 特 教育
20  

 久 学  
 

26
年 8  
 

25年度 1年間大 教育大学特 教育特
お 研究 研 の
か 本 業 加し 教 な

か の 業の の 明 学 授業の
な ス 研究  

 

(15)  一 人 あ 研
 講師 

 ス ン か  
 一 人 あ 職

  60  
 ン  
 

26
年  

のあ の
の ス ン の

し 講  

(16) 研究  講師 
 のあ の ス ン か

 
 研究  12  
 ン  
 

27
年  

か の一 の
の カ の ス ン の

の し
元 講  

(17) 特 教育研 講師 
特 な す の

のあ  
 職 教 20  
 光  

27
年 7  
 

特 学 の教育 の 根 教育 の
知 のあ の教育 の

の 目の の 明 な
の し  

 

(18) 井 学 研 講師 
のあ 子 の 子 の

の ス ン  
 職 教 12  
 井 学  

27
年 8  
 

書 のあ の ・
な 知 知

の の ス ン の
の な の

し  
 

(19) 研 講師 
知 の ス ン  

WAVESの の  
 特 学 教 特

教 14  
 教育 ン  

28
年  
 

書 のあ の
す の ス ン WAVES  

の 本 な の講
の の

し  
 

(20) 任 教 研 特 教育講師 
の ル ン

授業  
 講師 60  
  
 

27
年 7  
 

の学 す 学 のあ
の の ・ ル
ンの 学 学 の

の 夫 の な の 学
の の し し
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(21) の 特 教育研 講師 
特 な す の のあ
 

 の 中学 特 学 任 30  
 の 教育  
 

28
年 8  
 

特 学 の教育 の 根 教育 の
知 由のあ の教育

の の
の 目の の 明 な

の し講 し  

(22) 教職 研 講師 
のあ の 学  

 
  中学 教職 教育 教

育  
  中学  

28
年 8  
 

の学 の 任 な特 のあ
ス ン  の の

あ 原 の の
・ のあ 講 し  

 
 

(23)西 学 教 研 講師 
のあ 教育 のあ 
1  

 西 中学 教 特
学 教  

 西 特 学  

28
年 9  
 

の目 な
間 の 根 度の 目

し な の
の の な
し 講 し  

 
 

(24) 特 研 講師 
教 学 の の の
 

 特 教育  
 の 学  
 

29
年 1  

特 の 加の の
の  の 目 の

な の 学 の
の し講 し  
 

(25)教職 （ 年次）研 研 講師 
の  

 特 学 教 年次研  
70  

 特 教育 ン  

29
年  

のあ 子 の の の
のあ

し 講  

(26) 業高 学 講師 
授業の ル ン  

 業高 学 教職 40  
 業高 学  
 

29
年 6  

のあ の 本 の か
す 授業 の授業 善の 夫

ル ンの の
し講 し  

 
(27) 教 研 講 講師 
教育  

 中学 教  73  
 ン  

29
年  

の 度 目 学
目 の

し講  

(28) ス ル ス ン 研 講師 
特 な す ・ の  
ス ル ス ン し の Vol.1  

  ス ル ス ン 15  
  
 

29
年  

学 す のあ
の ・ のあ 学 任 の の
あ 大 し 講

 

(29) 任 研 講師 
特 な す ・ の  

 中学 任 11  
  

29
年  

LD の し 書 な な な
の のあ の す

の か の原
 

(30)教職 （ 年次）研 研 講師 
特 学 の学  

 特 学 教 年次研
70  

 特 教育 ン  
 

29
年  

特 学 の学 任 し の のあ
学 の の

のあ し 講  

(31) 西 研 講
師 

の の  
西 60  

  
 

29
年  

す
の 加 し の な
のか 学 部 学

の し 講  

(32) 西 学 （特 教育）研
講師 
学 の  

 西 中学 特 学 任お
教  170  

 あ ル 
 

29
年  

特 学 の教育 の の ン
の 目の 特 知 のあ の教
育 の し 講  
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(33) 研 講師
知 の ス ン WAVEWS の

の
特 学

教 18  

29
年  

書 のあ の
す の ス ン WAVES の 本

な の講  
の の

し 講  

(34) 研 講師
特 な す の ・

特 教育  
35  

教育  

29
年  

学 の の ン
し の のあ の の

あ し 講  

(35) 山 ・ 教 研 講師

の
山 教  

教育 特 学 教 25  
原 ン  

29
年 12  

お 高 学 お
の お

の 元 し の
し 講  

(36)特 教育 部 研 講師
 ス ン か

特 教育 (S.E.N.S) 部 70
 

大学 

29
年 12  

学 す の ス ン か
す の ス し  

WISC- DTVP2な の マル ス ン
任 か の

ス ン し 教 学
目

し講 し
(37) ス ル ス ン 研 講師
特 な す ・ の
ス ル ス ン し の Vol.2

 ス ル ス ン 15  
 

29
年 12  

LD の し 書 な な
のあ の す

学 の 学 の目
の の 由

ン し 講

(38) 教育 特 学 教育 研
講師

特 学 の教育 の 年間

学 中学 特 学 任
特 教育 50  

 

30
年  

特 学 の教育 の の
目 学 の の
ン し 講

(39) 山野 学 研 講師
特 な す の 特 の教

の
山野 学 教職 24  
山野 学  

30
年  

特 学 の 学 お 特 の教  
特 学 任の

学 任 の のあ な
し 講  

(40) 教 研 講 講師
教育

中学 教  73  
ン  

30
年  

の 度 目 学
目 の

し講  

(41) 任特 学 教 研 講 講師
教育 の の

 
中学 特 学 教  

500  
ン  

ン  
 

30
年  

特 学 の す 教 特
学 の教育 の 特 の

の し 講
 

(42) 東 業高 学 カ ン ン マ
ン 研 講師

特 の のあ
東 業高 学 教職 24  
東 高 学  

30
年  

の な の
す な のあ

し講  

(43) 西 学 （特 教育）研
講師
学 の ン の
 

西 中学 特 学 任
教 170  

大 ル 

30
年 7  

特 教育 す 学 の ン
お の の

し講 し  
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(44) 中学 研 講師
特 の の

中学 教 職 30  
中学  

30
年 8  

中学 の 学 す のあ
の ・ の 学

の の す
講 し  

(45) 教育研究 研 講師
特 教育の な

教育研究 学 ・中学 教
職  30  

教育  

30
年 8  

学 の の ン 教 の お
な の 夫 ・ の 夫
ス の な な

な し 講
 

(46)高 学 お 研究 業

研 講師

のあ 子 す

西 高 学 教  40  

西 高 学  

令和元

年  

高 学 お 年目

な のあ の 為

為 な のあ の

し の

な し 講  

(47) 特 教育研 講

の学 お ・

の な

学 教職  45  

 な ル 

令和元

年 7  

の学 す の の

の の原

の の の な

講

学 の

 

(48) 中学 特 教育

研

特 教育 の

中学 教 特 学 教  

70  

書 学  

令和元

年 7  

特 教育 学 人 あ

の の業

の な な な

な あ の特 教育の

お な ス あ の

業 か 講  

(49)明 特 研 講

WISC- し 知

あかし 教育研 特 教育  12

明 明 学

令和元

年 8  

特 な す の の

の

の の の

かすか 講

かす

 

(50) 中学 特 教育研

LD ADHDの す

中学 特 教育  

 

大 健 ン  

令和元

年 8  

のあ の の なあ

講  

特 の ル ンの授業の 本

な  

(51) 教育研 特 教育研 講

特 な す 子 す

・・

中学 教   

 

令和元

年 8  

特 な す の の

の の な

講

正し す の大

講 し  

(52)太子 教職 研

す の教職 の の特 教育

授業

太子 中学 教職  240  

太子  

令和元

年 8  

の学 す 学 す

の し の原

か 学 の授業

な し 講

 

(53)高 学 お 研究 業

研

高 学 お

西高 学 教職  40

 

西高 学  

令和元

年 8  

高 学 お

年目 の のあ

講

の のあ

し 講 し  

人間－260



(54)あかし教育 ン 特 教育研 講  

 WISC- の か

な  

 明 中学 教職   

 あかし教育研 ン  

令和元

年 10  

の 特 な す の

か し な

の学 あ な

な 本講

お の 本 な の の

講  

(55) 特   

か の教育 ・ の  

 特  26  

 岡  

令和元

年 11  

か の教育 か

な 学

の し

な か

大 特 学 の な

スの  

 
(56)特 教育 S.E.N.S

 

 特 教育 加  70  

 ス ス ル  

 

令和元

年 12  

特 教育 の の の研 講

の 講師 し 講  

ル の ス ン の

し

の の の  

(57)西 高 学 お

研究  

の  

 西 中高 学 教職

   

 太子高 学  

令和 2

年 1  

学

の し し 学 の

な教育 のか の 加

な な のかな

講  

 

(58) 高 学 部  

特 な な の  

 教  60  

 西高 学  

令和 2

年 2  

な の の原

な あ の

し す か

講  

 
(59)高 学 お 研  

ン ル 教育  

西 高 学 教職  40  

西 高 学  

令和元

年 2  

年度 の 研 の 2 目 あ の

な の の

し す の な

講  

 
(60) 中学 特 教育研  

教 学 の な

 

 中学  20  

 西中学  

 

令和 2

年 2  

中学 お のあ

学 の の

講  

(61) 4 特 教育西 研

 

 西 教 特

学 教  30  

 西 特 学  

令和 2

年 2  

の 学 中学 の 教

か な の の

す の な

学 の な な

 

 の   特 なし 

職 の 績 す  

 年            

  
学 教  

 
教  

 
特 学 （知・ ・ ） 
 
特 教育 ス  

 
5

年 3  

年 3  
26

年 3  
30

年 4  

 
一 （大 教育 ） 

 
（大 教育 ） 

 
特 （大 教育 ） 

 
SV （一 人 特 教育

） 
 

 特   なし 
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 の す 特記  
（1） 教育  特 教育特

し の業   
 

 
19

年 4
27 年

3  
 

 
特 教育特 し 講 の講
師 年年間 育 中学
育 な の PTA
研 の な 特 学 の
あ 書 の の 育 の
学 の の の業 し  

年間 正 学 し
の特 な す の

特 教育 の
し の

の の の な  
 
 （2）特 学 の 任 し の業  23

年

26 年
 

 

・ 特 学 あ 年
学 か し 任 な 教育

特 の の講 学 か
し 特 学 な学

なのか ・ す の 職 の
な 任 し 学

夫し  
任 な か の し
・ の職 研 し 学

年 の目 学
教育 特 の

し  
 
 （3）特 教育 かか 教 研 業

お 研 加 
 

25
年 4

26 年
3  
 

教育 か 大 教育大学特 教育特
特 学 教

（知・ ・ ） し 特 教育 知
教育 由教育 教育 教育

教育 教育 書 す
の研究 研 し 特

学 の教育 大 の特 学
教 大 大学 LD ン 研究

し す ス ン の な
 

 
（4） 教育 西教育  

教育 任 特 教育 し
の業  

 

27
年 4
 

29 年 3
 

 

特 教育  
・ の特 教育 す 研 講

の講師  
・西 教育 の特 教育 す 研 講

講師  
・特 学 教育      
・特 学 の  
・特 学 学 教

 
・特 教育 の  
・ 西 （学 ）研究 の  

任 研   
・ 任 研 一 研 の  
・ 任 研 かか の  
  

中一 教育（ 教育学 ）  
・ 中一 教育 研 の  

学 教育  
・ 教育 研 の  

教育 （特 教育の ） 
・ 教育研 の  
・ 教育研究 業 かか 研究 
・ 教育 研 の  
・ 教 任 研 の  
 

人間－262



（5） 特 教育 ン  
任 し の業  

 

29
年 4
 

31
年 3  
 
 

特 教育 す 研 業  
・特 学 年次研 講師 
・ 任特 学 教 研 講師 
・ 教 教 研 講師 
・講師 研 講師 
特 教育 す 教育  

・ のあ ・ ・
の 本人の教育  

特 教育 す 研究  
 学 の教 す のあ 子 の教育

の ・ す 研究 
（ 人 特 教育研究 研究） 

中学 の の の特 教育 ン
 

 
(6) 学  31

年 4

 

の LD ADHD す な知

す 本人 教育

LD ADHD す な す

す 業

あ あ  

 

(7) 特 教育  令 和元

年 10

 

の特 教育 の学

の 教育

学

テ マ

学 の な の の

な あ のあ

 

 
 の   なし 

研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ 書）     

 ス

SST 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治 書   

 

特 教育の

6-7  

 

 

 

 

特 教育 の 載し 書 

  73  

太田 高山恵子 安 岡野由美

子  

      

部 （ ）

な SST あ のあ

の学 お 学 間

す中 な ル

な し

ャルス ル ン な

 

 

  間 し ス か

のし お なし

ン  

 

 27年  明治 書   

 

特 教育の

10-11  

特 教育 の 載

し 書 

B   72  

大  口一 村 久 岡野由

美子 

     

・ 部 （p ）人 のかか

のあ ス

ン 高 の ス

の 中 ス の

あ の の

明 す な の し

ンの 目 し
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

 中学 の の
の特 教育 ン

 

 30年12  特 教

育 ン  

中学 の の の 特 教育

す 本 な 教師

の 書 あ 特 教育 す

の な 特 学

任の の の 特

の ・ 教 書 教育 の

の 度 教育

の のあ

の教育 の

の な し

 

A  96  

松本 井美

原し 野 岡野由美

子  

部 P11 26,P45 50,P73

78,P83 88,P90 91

 

  特 教育   31年3  

 

ERP  

70  

中学 の特 の

の特 の 明 の 教育

の  

A6     

中島栄之介 

部     

 

（学 ）     

書 のあ

の の か の

教  

 

 

 25年3  大 教育大学特 教育

特  

4 26  

書 のあ の 知

かし し

の 教 の

のあ の の

のの し の

度 し 教 の し  

 

2

 

 

 

 30年  人間教育

（ P199 210） 

在

 

 

 

 

 

3. 

 

 

   

 

 30年9  学 大学人間教育学部

ャ ル 人間教育  

 

（ p249 260） 

成

成 成
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

4. 学

の のあ

の の一

中 の

ロ チ あ  

 30年10  学 大学人間教育学部

ャ ル 人間教育  

 

（ p281 287） 

のあ の中

・ な の ・ 中

のあ あ 教

教 中 しな

の あ

し  

 

5. 特 教育の か

学 の

の ン  

ン ル 教育

ステ の  
 

 30年10  ERP  

14 p15 

学 ・中学 学

お 特 教育 す

し の

 

 

6.特 教育の か

中学 学

の の ン  

教育  
 

 30年11  ERP  

P14 15 

学 お 特 学

の中

す な

な

・ かす の なな

 

 

7. ス ン

特 の教育

の一 特

学 お の

かす の教

育  

 30年11  学 大学人間教

育学部 ャ ル 人

間教育

(p299 308) 

学 お 特 学

の教育 の の

す な

の の し 特

の教育

し のあ  

 

8. 特 学 任 の研

す 一  

特 教育 ン 研 講

の  

 30年12  学 大学人間教育学部

ャ ル 人間教育

(p1 10) 

特 学 の 任特 学

教 研 講 の

の の し

任特 学 教 す

研 す 教職 の

ン し 講

の し 研

のあ  

9. 知 のあ の教

す 一

特 の かし

の  

 31年1  学 大学研究紀

 

知 のあ す

な教 のあ

な な

のあ の な のか

 

10. 特 の

夫 ス のあ

の  

 31年1  学 大学研究紀

 

特 の 夫 し

ス のあ

の

特 学 お

お 目 の

の の

 

松田智子 

 

 11. の学 お

し の ン ン  

の高 か

書 の  

 

 30年12  本LD学 研究  

p 3 4 

学 お ン ン
の の な
ス ン か し 学 し
の 学 す

の か
し し

 
奥村智人 本  

人間－265



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

12. 特 教育 お ICT 

す 一  

のあ の

ル し のICT  

 31年  学 大学人間教育学部

ャ ル 人間教育

(p135 143) 

特 教育 お ICT の

あ か 正 学

の お の

か な ICT

あ  

 
13. の学 お

教育 す 授業

のあ 授業

し  

 令和元年7  学 大学人間教育学部

ャ ル 人間教育

6 （p145 153） 

の学 お のあ

の 教育の

の

の

教育の  

 

14.知 ン

し ス

す

し の

 

 令和元年8  学 大学人間教育学部

ャ ル 人間教育

7 （p165 173） 

教 の 4年

教 お 教 の

の 目 し

ンエ ステ し

善

 

本  

 

15.特 学 お ャ

教育 す 一 の特

かし の教育 か

 

 令和元年7  学 大学研究紀

 

学 の特 学 す 知

のあ の ャ 教育の

の 元学

の の

 

 

16. 教 の研

す 一 特

教育 ン の研 講 の か

 

 令和2年3  学 大学研究紀

 

の 教 のス ル

教 研 の

講 の ン の

し 講 の

し 研 のあ

 

 
（ の ）     

教  

 特 教育 研

 

 

 

 

 

 

23年  

 

学  

A4 10  

 
知 由 のあ

の 本 な の の
・ の 夫 し
の の 特

の の
の のあ し

特 学 の 学
す の の の
な  

 

2 教育 の  

 

 

 

 23年 8

 

学  

特 教育部  

A4 10  

教育 特 学 か
す の 特
教育 か 知 の教育

由 の教育
か

し 教  
 

・講  

1 の 由  

 

 

 

24年  

 

島原

人 ス ス 

A4 15  

 
の ン 職

ス な
の のあ 子 の の
ン ス ン し
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

2 教 ン

ン  

 25年  加 広

の  

A4 16  

お ン ン の
の の

子 の し  
 

3 学 お の

あ の の  

 25年  加 広

の  

A4 9  

学 お のあ
の 書 の

ス ン ン
ン の

 
 

4 特 な す の

 

 26年  大和 山 教育  

A4 10  

の教 30 の学
す のあ

の 本 の な ・
の 書 の の

し の
し し  

 

5 ス ン か

 

 26年  一 人 あ  

A4 15  

のあ の
の ス ン の

し  
 

6 のあ の

ス ン か  

 27年  研究  

A4 12  

か の一
の カ の

ス ン の の
な な し 夫し

 
 

7 特 な す
の の

あ  

 

 27 年 7
 

 

特
教育研  

A4 8  

職 教 20 特
学 の教育 の 根 教

育 の 知
由のあ の教育 の

の
目の の 明 な

の し
 

 

8 のあ 子 の

子 の の

ス ン  

 

 27年  教育  

A4 10  
 

井 学 職 教
12 書

のあ 学 の
の す の ス ン

WAVES の 本 な の
 

 

9 知 の ス ン

WAVESの の  

 

 27年  教育  

A4 10  

特 学 教 特
教 14 書

のあ の ・
な 知 知

の の
ス ン の の

な  
 

10 の

ル ン

授業  

 

 27 年 7
 

 
 

教育  
特  
A4 10  
 

任 教 60
の学 す 学
のあ の の

・ ル
ンの 学 学
の の 夫 の

な の 学 の の
し

し  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

11 特 な す

の のあ

 

 

 28年  の 教育

 

A4 16  

の 中学 特 学
任 30 特 学 の教

育 の 根 教育 の
知 由のあ
の教育 の

の
の 目の の

明 な の
 

 

12 のあ

の 学  

 28年  教育

 

A4 23  

中学 教職 教育 教
育
の学 の 任 な特

のあ ス ン
の の

あ 原 の の
・ のあ

 
 
 13 のあ 教

育 のあ

 

 28 年 9  
 
 
   

西 教
育  
A4 23  

西 中学 教
特 学 教

の目
な 間 の 根

度の 目
し な

の の の
な し 講
し  
 

14 教 学

の の の

 

 

 29年  教育

 

A4 17  

特 教育 40
 

の目
な 間 の 根

度の 目
し な

の の の
な あ

 
 

15  の   29年  特 教

育 ン  

ン 15  

特 学 教職 年目の教 70
のあ 子 の

の の の
あ あ
の 教育 す  
 

16 授業の ル ン

 

 

 29年  業高

学  

A4 8  

業高 学 の教
40 のあ の
本 の か す
授業 の授業 善の 夫

ル ンの
 

 
 17教育   29 年 6

 

特 教

育 ン  

A4 11  

の 度 目
学

目 の
し講  

 

18 特 な す
・ の ス

ル ス ン し
の Vol.1  

  

 29 年

 

教育  

A4 12  

ス ル ス ン 15
学 す の

あ の ・ のあ
学 任 の のあ

大
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

19 特 な す
・ の  

  
 

 29 年

 

教育  

A4 13  

中学 任教 LD
の し 書 な

な な の のあ
の す

の か の原
 

 

20 特 学 の学
 

  
 

 29 年

 

特 教

育 ン  

A4 11  

特 学 教職 年目の教 70
特 学 の学 任

し の のあ 学
の の
のあ し
 

 

21 の の
 

 29 年

 

西

 

A4 15  

西 の特 学 高 学
中学 の 職 特 教育

の
す
の

加 し の な
のか 学
部 学 の

し  
 

22 学
の  
 

 29 年

 

教育

西教育  

A4 15  

西 の特 学 教
教 教 170 特
学 の教育 の の ン

の 目の 特
知 のあ の教育

の し  
 

23 知 の ス
ン  

WAVEWSの の  
 

 29 年

 

教育  

A4 24  

特 学 の
の 中学 の

18 書
のあ の す
の ス ン WAVES の

本 な の講
の の

し
講  
 

24 特 な す
の ・

 

 29 年

 

教育  

A4 17  

の 中学 特 教育
教育

の 35 学
の の ン

し の の
あ の のあ

 
 

25
の

 
 

 29 年 12

 

教育 ・

山 教育  

A4 21  

山 の 教
教育 特 学

25
お 高 学 お

の お
の 元

し の
し  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

26  
ス ン か
 

 

 29 年 12

 

特 教育

部  

A4 11  

特 教育 部 70
学 す

の ス ン か
す の ス  
WISC- DTVP2な の マル ス
ン 任 か
の ス

ン し 教 学
目
し  

 
27 特 な す
・ の ス

ル ス ン し
の Vol.2  

 

 29 年 12

 

教育  
A4 10  

ス ル ス ン 15
LD の し

書 な な のあ
の す

学 の
学 の目 の

の 由 ン
し  

 
28 特 学 の教育

の 年間
 

 

 30 年

 

教育
教育  

A4 15  

中学 特 学 任 特
教育 50
特 学 の教育 の

の目
学 の の ン

し  
 

29 特 な す
の 特 の教  の

 
 

 30 年

 山野 学  
A4 11  

山野 学 の教職 24
特 学 の

学 お 特 の教  
特 学 任の
学 任 の のあ な

 
 

30教育  
 

 30 年

 

特 教
育 ン  
A4 11  

の 中学 教
教 73 の
度 目 学

目 の
し  

 
31 教育
の の  
 

 30 年

 

特 教
育 ン  
A4 15  

の 中学 特
学 の す 教 500
特 学 の教育 の

特 の
の し教育
の  

 

32 特 の
のあ  
 

 30 年

 

東 業高
学  

A4 15  

東 業高 学 の教職 24
の な
の

す な の
あ し

講  
 

33 学 の ン

の  

 

 30年7  
 

教育
西教育  

ン 20  
A4 10  

西 中学 特 学
任 教 170
特 教育 す 学

教育 の
ン お の
の し の

教育 し講 し  
 

人間－270



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

34 の

 

 

 

 

 30年  中学  

A4 10  

中学 教 職 30
中学 の 学 す

のあ の ・
の 学 の

の す な
 

35 特 教育の

な  

 30年 8 

 

教育  

A4 16  

教育研究 学 ・中学
教職  30 学 の

の ン 教 の お
な の 夫 ・

の 夫 ス
の な な
な
し 講  
 

36 高 学 お

のあ 子の  

  

 

 令和元年

 
西 高

学  

A4 19  

西 高 学 教 40

教育 業の一

あ 高 学 お

研究 業 の 研

のあ の 為

為 な のあ

の

し の

な し 講

 

 
37 の学 お

・

の な

 

  

 令和元年 7  特 教育

研 講 (

) 

A4 24  

学 教職  45  

の学 す の

の の

の原 の

の の な

講

学 の

 

 
38 特 教育

の  

  

 令和元年 7  中学 特

教育

研  

A4 19  

中学 教 特 学 教

70 布し 特 教育

の業 の

な な な

な の特

教育の お の

の な

ス あ の 業

か 講

 

 

 39 WISC-

し 知  

 

 令和元年 8  明 特 研

講  

A4 19  

あかし 教育研 特 教育 講

12 特 な す

の の の

の の の

かすか

講

かす
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

40  LD ADHDの

す  

  

 令和元年 8  中学 特

教育研  

A4 25  

中学 特 教育  

40 のあ

の の なあ

講  

特 の ル

ンの授業の 本 な

 

 

41 特 な す 子

す

 

  

 令和元年 8  教育研 特

教育研 講  

A4 20  

中学 教 17 し 特

な す の

の の の

な

し 講

正し

す の大

講 し  

 

42 す の教職 の

の特 教育

授業  

  

 令和元年 8  太子 教職 研  

A4 19  

太子 中学 教職 240

の学 す 学

す の

し の原 か

学 の授業

な し

 

 
43 高 学 お

 

  

 令和元年 8  高 学 お

研

究 業 研  

（ 西高

学 ） 

A4 19  

西高 学 教職  

40 年目 高 学 お

の の のあ

講

の のあ

し 明し 高

学 の特 な の

の のあ

の の あ

し  

 
44 WISC- の

か

な  

  

 令和元年 10

 
あかし教育 ン

特 教育研 講

 

A4 18  

明 中学 教職 50  

の の講

の 特 な す

の か し

目 す な

の学 あ

な な

の 本 な

の の

明し  

 
45 か の教育 ・

の  

  

 

 令和元年 11

 

特

  

 

A4 2  

特 26

か の教育

か

な 学 の

し な

か

し 特 学 な の スの
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

46 

の  

  

 

 令和 2年 1  西 高 学

お

研究 （

太子高 学 ） 

A4 19  

西 中高 学 教職

78 し

のあ

明し 学

の

し し 学 の

な教育 のか の

加 な な

のかな し

 

47 特 な な

の  

  

 令和 2年 2  高 学

部

（

西高 学 ） 

A4 19  

教 60

な

の の原 な

あ の

し す か

 

 

48 ン ル 教育

 

 

 令和元年 2  高 学 お

業 研 （

西 高 学 ） 

A4 13  

 

西 高 学 教職 40  

年度 の 研 の 2 目 し

の な の

の

し す の

な

講  

 
49 教 学

の な

 

  

 令和 2年 2  中学 特

教育研  

A4 15  

中学 20

中学 お

のあ 講

学 の の

の

の 加 の な

高 学 お の

明な  

 

学  
 

学
の の

ロ チ し
ン・

ン ス ン
 

 

 

 

 

 
 

23 年 10
 

 

 
 
本 LD学 20 大
 
学 子大学 

ス  

p268-269 

 

 
 

間の ン ン
学 の の

の の 間
ン ン

ン ン
ス ン

ン の の
し  

 

学
の の

ロ チ し
ン・

ン ス ン
 

 

 24 年 10
 

 

本 LD学 21 大

 

（ 教育大学） 

ス  

p432-433 

 

年度の の の の
研究 か

ス ン ン ン
の 年
年 お

お の ン ン
の

な し  
  

学

の の

ロ チ し

ン・

ン ス ン

 
 

 25 年 11
 

 

本 LD学 22 大
（ ） 
ス  

p474-475 

 

年度か し 年間 の
の の ン

し の し
の

ン の
し  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

4 書 の

あ の ス ン

オ ス

学 の

か  

 

 28 年 11
 

 

本 LD学 25 大
 

（ ） 

ン  

JE  
WEB の 子

なし 

書 のあ の
ス ン の学 の
教 の か し の
ン ン の の学

の  
ン ス  岩 一 奥村智人
本 岡野由美子 

 
 

 特 教育 お

の

書 か

 

 

 30 年 10
 

 

本特 教育学 56
大 ン
 

（ ン 大
） 
子 44 

 書 のあ の
ス ン

の の
・ のあ  
ン ス 聡大 加 則 奥

村智人 安 明 口一
荻布優子 松  
 
 教 の

か  
学 中学 高 学

の LD
か の  

 

 30 年 11
 

 

本 LD学 27 大
ン

（ ン ン
ン ン ） 
子 59 60 

 
 

高 学 お
30 年度か

の な
の あ 度

中学 の ル
し 年 高 学 の
教 か お

し す  
ン ス 野一 本 高

橋 岡野由美子 
 

教 の

か

学 中学 高 学 の

LD

か の  

 31 年 11
 

本 LD学 28 大
ン

（ ） 
子 p67-68 

の 度 学 か 高

学

の

し の 教

か の の

し す  

ン ス 岩 一 本

高橋 木弘 岡野由美子 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2 年 3 31  

  岡 村 季 光  

研   究      野 研究 の  

学 青年 学 教育 学 人  

教 育 の す  

 年            

 教育 の    

1. ャ 教育の  16

年

26 年 3

 

育学 教

オ ス す 研究 講し

授業 学 の の 書 （

） 業

の学 し

講 学 の の す

 

2. の の  23

年

26 年 3

 

育学 の学 の

目 し 教 し

健 育・教職 授業

Word Web ル PowerPoint

し す 書

し な の

ン の Word し ル Web

ル し す の

書 PowerPoint ・

知 ・ の

学 の す

ルの ス ル

ンテ ンス ル し  

 

3. ル 講 の  23

年 10

26 年 3

 

育学 23 年度 年間 ル

の 講 の

カ ン ン ・カ ン ン ス ル・青年

の ル の 授業

の 年間 83 中 66 の

80 の 績 し  

 

4. の 学 の  28

年 4

 

学 大学 28 年度 講し 人間教育

学 ル （ ） お 高 の 学 の知

し の 学 し

し す 学研究 学

の 学研究 記載

の し 業研究 な の

ス ル し  

 

5. 業 の  29

年 4

 

学 大学 29 年度 講し 人間教育

学 ル （ ） 業研究 お

研究の の

お し 業

の の 29年度 4

30年度 3 31（令和元）年度 1 の学

業 し の学

の カ ス ルの育
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 し 教 書 教    

1.教育 学テ ス  

 教育 学 学 教育

の （ ） 

21

年 10

28 年

 

 教育 学 学 教育 の

し 山大学 す 教育

学 （教職 目 年次 ）

教 書 し  

2. 学テ ス  

し 学 学 の 学

（ ） 

23

年 10

26 年

 

し 学 学 の 学

し 育学 す 育の

学 （ 目 年次 ）

教 書 し  

3.教育 学テ ス  

か 教職エ  教育 学 （

） 

30

年 4  

か 教職エ  教育 学

し  

 教育 の す 大学 の    

1. 学 大学 お 授業満 度 ン  29

年度 

講 ・ し 均 3.25 し

教 の 均 3.38 3.41 あ 満 度 し

均 3.38 し 3.39 3.55 あ  

講 ・ し 均 3.30 し

教 の 均 3.35 3.58 あ 満 度 し

均 3.41 し 3.38 3.80 あ  

 

2. 山大学 お 授業満 度 ン  31

（ 令和

元 ）年

度 

教 の授業 の 目（ 目 ）

お 教 の 均 3.29 し 教 の

均 3.34 あ 10 目 教 の 均

0.01 0.22 ン  

お 教 の 均 3.33 し 教 の

均 3.63 あ 10 目 教 の 均

0.19 0.43 ン  

 の す の特記    

1. 育学 お 教育 業  13

年

26 年 3

 

育学 学業 績 本人

し 学 学の 学業

学 学 の 業

教育 業 し ・ 目 学

な 学 の

教職 な  

 

2. 子高 学 の 講 21

年

26 年 3

 

学 人 学 の あ 子高 学 育

ス 育 の授業 学年 間

す し ・ 年 学

教育 学の 教授し 年 教育

す 教 し の

授業の ・ し  

 

3. 学 大学 お 学 ン の ス

加 

26

年

31 年 3

 

学 大学 高 か の の

学 し し

学 のカ ン ン し

学 かか 教 し 学 の

の す な し カ ン ン

あ の す し

学 す ス

1 の し  
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 の    

1. 育学  教育 育  育 お

教育 績 

12

年

26 年 3

 

  

育学  教育 育  育 （ 12

年 講師 13年 26年 教

育職 し ） の 目 し  

 

  学（ 育の 学 ）（ 12 年

26年 23年 10 目 ） 

育学  教育 育  育 の 学

（ 育の 学 ）（ 目 年次

） お 人間の な の

す の授業 学 人間の

ル

教育 あ  

 
    教育 学 （ 12年 10 26年 ） 

育学  教育 育  育 の 教育

学 （ 目 年次 ） お

教育・ 育 学の か

・ し す な の授業

学 教育・ 育 お 学の

教育 あ  

 

    育 学 （ 育の 学 ）（ 13年

26年 23年 目 ） 

育学  教育 育  育 の 育

学 （ 育の 学 ）（ 目 年次

） お の の

す の授業 学 子 の

知 す ス ン 育

の 教育 あ  

 
    健 （ 13年 23年 ） 

育学  教育 育  育 の 健

（ 目 年次 ） お

子 の ン ル ルス す 授業

学 教育

あ  

 

    育 学 （ カ ン ン ）（

13 年 10 26 年 24 年 10 目

） 

育学  教育 育  育 の 育

学 （ カ ン ン ）（ 目 年次

） お カ ン ン の

す の授業 学

カ ン ン ・マ ン 育 す 教育 あ

 

 

2. 山大学 学部 学 お 教

育 績 

17

年 10

24 年 3

 

  

山大学 学部 学 の 講師

し の 目 し  

  教育 学 （ 17年 10 24年 ） 

山大学 学部の 教育 学 （教職 目

年次 ） お 教育

学の か ・ し す

な の授業 学 教育

お 学の 教育

あ  
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 山大学 学部 学 お 教

育 績（ ） 
  ・ （ 教育 学 ）（ 18 年

23年 ） 

山大学 学部の ・ （

教育 学 ）（教職 目 年次

） お 教育 お ・ の

の の 子 介す 授業

学 教育 お ・ のあ

教育 あ  

 

    教育 （ 18年 10 24年 ） 

山大学 学部 学 の 教育

（教職 目 年次 ） お

教育 す す の授業

学 教育 の カ ン

ン ・マ ン の 教育

あ  

 

3. 山大学 学部 間 ン学

お 教育 績 

22

年

 

教育 学 （ 22年 ） 

山大学 学部 間 ン学 の 教

育 学 （教職 目 年次 ）

お 教育 学の か

・ し す な の授業

学 教育 お 学の

教育 あ  

 

    教育 （ 22年 10 ） 

山大学 学部 間 ン学 の 教

育 （教職 目 年次 ）

お 教育 す す の

授業 学 教育 の カ

ン ン ・マ ン の 教

育 あ  

 

4. 学 大学人間教育学部人間教育学 お

教育 績 

26

年

 

教職 （ 26 年 29 年

） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 教職

（ 目 年次 年 ）

お 記 す あ 講

章 す 授業 し

学 の ・ ・ す・書 の

特 書 あ 章 の

教育 あ  

 

   教職 （ 27 年 29 年

） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 教職

（ 目 年次 年 ）

お カ な 章 書 の

ン 章の の

の 書 お スカ

ン あ の 学

の ・ ・ す・書 特 書

あ 章 教育 あ
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 学 大学人間教育学部人間教育学 お

教育 績（ ） 
  教育 学 （ ）（ 27年 ） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 教育

学 （ ）（ 目 年次

） お 学 ・ 教育

学の か ・ し す な の

授業 学 学 ・ 教育

お 学の 教育

あ  

 

    教育 学 （中 ）（ 27年 ） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 教育

学 （中 ）（ 目 年次

） お 中 教育 学の

か ・ し す な の授業

学 中 教育 お 学の

教育 あ  

 

    人間教育学 ル （ ）（ 28 年

） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 人間教育

学 ル （ ）（ 目 年次 年

） お ステ お 特

青年 中 し の 学

す 青年 の 学の か

業 野

ン の 知

の 学研究 記載

の し 業研究 な の ス

ル し  

 

    教育 の （ ）（ 28年 10

） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 教育

の （ ）（ 目 年次

） お 教育 お 教育

の カ ン ン す な知

学 学 教育 お 教育

の 教育 あ  

 
   教育 の （中 ）（ 28年 10

） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 教育

の （中 ）（ 目 年次

） お 中 教育 お 教育

の カ ン ン 教育 す

な知 学 学 中 教育

お 教育 の 教育

あ  

 

   育 （ 28年 10 31年 ） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 育

（ 目 年次 ） お

教育 お 育 の カ

ン ン す な知 学

学 教育 お 育 の

教育 あ  
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 学 大学人間教育学部人間教育学 お

教育 績（ ） 

  人間教育学 ル （ ）（ 29 年

） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 人間教育

学 ル （ ）（ 目 年次 年

） お 業 研究

の の の 業

な 教育

あ  

 

   業研究 （ 29年 10 ） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 人間教育

学 ル （ ）（ 目 年次 年

） お の

お し 業

の 29年度 4 30年

度 3 31（令和元）年度 1 の学 業

し の学 の

カ ス ルの育

 

 

  ル ル （ 29 年

31年 ） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の

ル ル （ 目

年次 年 ） お 大学

し 高度な 知 かな学

の カ ス ル 目 し

のス ルの な 研究の

な 教授し ス ル育 の教育 あ  

 

  人間教育 （ 30年 31

年 ） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 人間教育

（ 目 年次 年

） お 教育・ 育 高

・学 の ンテ 加す の 学

加 し 教育・ 育 お

ンテ 加す

の 明 す  

 

  人間教育 （ 30年 31

年 ） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 人間教育

（ 目 年次 年

） お 教育・ 育 高

・学 の ンテ 加す

教育・ 育 お

教育・ 育 明

す  

 

  育の 学 （ 30年 30年 ） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 育の

学 （ 目 年次 育

） お 人間の な の す

の授業 学 人間の

ル

教育 あ  
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 学 大学人間教育学部人間教育学 お

教育 績（ ） 

 育の 学 （ 30年 10 31年 ） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 育の

学 （ 目 年次 育

） お の の す の

授業 学 子 の 知

す ス ン 育 の

教育 あ  

 

  育 （令和元年 10 ） 

学 大学 人間教育学部人間教育学 の 育

（ 目 年次 ） お

お 育 の 子育 す

な知 学 学

育 の 教育

あ  

 

5. 26年度 学 大学 講 の  26

年  

12  

26 年度 学 大学 講 し 講

 

本講 の 1) な学 か

の のか 2) 研究か

なのか 3)

の な なのか の あ  

 

6. 子大学 学部人間 学 お 教育 績 27

年 10

28 年 3

 

青年 学特 研究 （ 27年 10 28年

） 

子大学 学部の 青年 学特 研究 （

目 年次 ） お

す し 青年 の ス ルな

ンテ テ の お

授業 学 の

しな す 教育

あ  

 

7.大和高田 学 学 お 教育

績 

28

年

 

人間の ・ （ 28年 ） 

大和高田 学 学 の 人間の ・

（ 年次 ） お

学の 研究 史 の 知 学

本講 の ステ

学の 史 研究 お 知

教育 あ  

 

8. 西部 育 の 任研 講師 28

年 10  

 

西部 育 の 任研 講師 し 子

講

年の  ン ンス・ ンテ ン

介し 大人 子 の かか の

な か ロ ル な

本講 子 の なかか

の す 教育  

 

9.一 人 本 研 ン

教育 研 （講 教育 青年

）の講師 

28

年 11  

15  

一 人 本 研 ン

教育 研 教育 青年 の講師

青年 の ス ルな

ンテ テ の お

本講 青年 の

知 教育 あ  
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10. 講 教育 の

講師 

29

年 9  

5  

講 教育 の講

師 青年 中 し

知 学 学 カ ン

ン あ 本講

な 学 の年 あ 青年 の

知 教育 あ  

 

11.一 人 本 研 ン

教育 研 （講 教育 青

年 ）の講師 

29

年 9  

25  

一 人 本 研 ン

教育 研 教育 青年 の講師

青年 の ス ルな

ンテ テ の お

本講 青年 の

知 教育 あ  

 

12. 西部 育 の 任研 講師 29

年 10  

3  

西部 育 の 任研 講師 し 子

講

年の  ン ンス・ ンテ ン

介し 大人 子 の かか の

な か ロ ル な

本講 子 の なかか

の す 教育  

 

13.教 講 （ ）講師 30

年 8  

16  

学 大学 教 の教 講

お 子 の育 育 の

の テ マ し の 育

し 10の の な

学の か 講 の

な 育 のか 10の か

の学 の

な す 教育  

 

14. 講 教育 の

講師 

30

年 9  

3  

講 教育 の講

師 青年 中 し

知 学 学 カ ン

ン あ 本講

な 学 の年 あ 青年 の

知 教育 あ  

 

15. 西部 育 の 任研 講師 30

年 10  

4  

西部 育 の 任研 講師 し 子

講

年の  ン ンス・ ンテ ン

介し 大人 子 の かか の

な か ロ ル な

本講 子 の なかか

の す 教育  

16.教 講 （ ）講師 令 和元

年 8  

16  

学 大学 教 の教 講

お 子 の育 育 の

の テ マ し の 育

し 10の の な

学の か 講 の

な 育 のか 10の か

の学 の

な す 教育  

 

17. 講 教育 の

講師 

令 和元

年 9  

2  

講 教育 の講

師 青年 中 し

知 学 学 カ ン

ン あ 本講

な 学 の年 あ 青年 の

知 教育 あ  
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18. 一 人 本 研 ン

教育 研 （講 教育 青

年 ）の講師 

令 和元

年 9  

30  

一 人 本 研 ン

教育 研 教育 青年 の講師

青年 の ス ルな

ンテ テ の お

本講 青年 の

知 教育 あ  

 

19. 西部 育 の 任研 講師 令 和元

年 10  

3  

西部 育 の 任研 講師 し 特

お 講

（ ） の の

講 本講 特 お 子

の なかか の す 教育

 

 

職 の 績 す  

 年            

    

（教育学） 13

年 3  

教育大学 817  

の お

の 人  

教  13

年 3  

中学 教 （ ） （学 学 記）

（ 12中 20 教育 ） 

学  16

年 11  

82689  

（令和元年 12 令和 6年 12 ） 

 特    （な し） 

 の す の特記      
1.教 の ・  13

年 4

26 年 3
 

育学 教 し カ ・ 間 ・

年間 の 績 業 学金業 紀

の す 任の

し  

2.学年 （ 任） 13
年

26 年 3

29年
4

 

育学 （ 13年 26年 ）

学 大学（ 29 年 ） お 学

年 （ 任 任） 学 の

お 学 学の 績

の学業 学 学 の

の  

3.学 治  14
年

26 年 3
 

育学 学 治 の し 学 の

学 （ 育 ・ ） の

し  

4.  16
年

26 年 3
 

育学 の 教 し の

目（ 研究 ） か か

 

5.広 ・  20
年

26 年 3
 

育学 の の一 し 業 し

ン ・ ス ・ かか

教 し の高 学 し広
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6.広 お  26
年 4

27 年 3
 

学 大学 広 し し 大学

の オ ン ャン スの の広

 

7.教 お  26
年 4

30 年 3

31年

令 和 2
年 3  

学 大学 教 し し

の ・ す

学 大学 の 育

す 業 かか の

 

8.教職・ 育 お  30
年 4

31 年 3
 

学 大学 教職・ 育 し

し 介 の 教育 の

 

 の    

1. 24年度 育 育

51 研究大  

23

年 6

24 年 9

 

24 年度 育 育

51 研究大 任 ン

の  

2. 西 学 任  25

年 4

 

西 学 任 任 29

年 学 任 の

27年 任し 29年

の 29年

任し  
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研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ 書）     

1. し 学 学

の 学  

 23年  カ  か 年 の

章 の か 学の

な し 人 の 目

しな 人 し

介  

 237  

 ・田村  

木美 子・岡村季光・岡本かお ・

加 ・ 田友 ・田村 ・  ・

・ 山（山本） 子・森田 介・森野美

・八島美 子・ 美紀（50 ） 

 

本人 部 章  子

の （pp.67-79.）の部  

の お し

す か の

の 度の の し

の の 書 し

し の 子 介し

の お お の

の

の ・ の

か の 特

介し  

 

2.教育 55

・

PISA 学 育

か  

 27年  金子書  な の

のか の な

の な か

あ な学 の

し  

 160  

 田 一 

一夫・井 子・大 善一・岡村

季光・ 田 一・加  明・金 夫・ 田

治 ・ あすか・ 原憲 ・ 井 一・ 田

治・ 岸 （50 ） 

 

本人 部 一人 の

か （pp.111-121）の部  

の 研究か 人

の

あ し 研

究の知 か な

な安 ・安 な

す

大人 間の

・ あ

し  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

3.教育 60

学 の テ ・

ン の目 す の  

 29年  金子書  学 あ 学

し あ な

しな 本 ン 明

し  

 148  

 田 一 

一夫・ 森広美・大 健 ・岡村

季光・ 田 一・ 田 治 ・金山憲正・

・ 井 之・善野八千子・瀧明知惠子・

 治・松井典夫・  裕（50 ） 

 

本人 部 お 教 の

（pp.125-134）の部  

本 学 の

教 あ

お 教 任

し 一

す 教 の

の し 本 お

し 学 す 教

の教 し し の

本の教 一 の 本 す の

ス ス あ エ ル の

の な 教

なか し

し 1)学 す

の 2) お 教 の

の 治 の 3)

教 の ン ル ルス の  

4. か 教職エ

 教育 学 

 30年  ル 書  な 教育 学の か

の教育 の 学 授業

す スカ ン

な の 載

書 の し お

学 あ

講の 教 載し

 

 216  

 田   

林 一・ 本 ・岡村季光・ 木

・ 口 子・ 元 ・原口 恵・ 田優

子・森田健 （50 ） 

 

本人 部 講 の 青年

（pp.50-60.）部 青年 お

人 の （

ンテ テ の ）

明 人 の

介し 青年 の

史 中 明  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（学 ）     

1.青年 お の

 

 22年 12  育学 研究紀

14  

pp.29-38. 

本 お か 一

のか

し な

の し

研究 お 研究か

す の

し 年 目

す （ チ

ン ） の  

 

2. 育 お

す 一研究 

の す  

 22年 12  育学 研究紀

14  

pp.7-14. 

し 学 か

中 の す

か年度 の 1)おお

の学 子 の

2) の の あ

な

3) ・ 育 な し

の し 中学 な

し な 年 の し

あ 学

の

 

岡村季光・ 原  

本人 部 ・ ・ ・

部  

 

3. 19年度 本 の ・

・ ・中学

し お

す 研究 

の  

 22年 12  育学 研究紀

14  

pp.15-22. 

19年度 本 の ・ ・

・中学 し

す の

の し の

1)育 ・ ・ の 子

の の間 2)

子 の の間

の か の な

な の の

 

口 ・岡村季光 

本人 部 ・ ・ 部

 

 

4.中学 の職 の

す  

育学 一 学 の か

 

 24年 12  育学 研究紀

15  

pp.65-69. 

中学 の ャ 研究す

年 か 中学

お 職 の ・ の

し 育 す 学 （

育学 ） す 学 （一 学 ）

し の の

一 学 育学 の

あ 育学 の 一 学 し

中学 の職

の あ す

し  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

5. 育 お

す 一研究 

学年間 お

す  

 24年 12  育学 研究紀

15  

pp.51-55. 

授業 し （

） し 学年・ 学年の

学 の のか

し の し

目の

の

す な

か  

岡村季光・ 原  

本人 部 ・ ・ ・

部  

 
6. （安 人）

す ・

の  

 26年  学 大学研究紀

 

pp.191-197. 

安 人の す

す ・ の し の

の安 高 す

の す な

し す

・ の 明 か な

す し テ

な な す の

あ  

7. 育学 お

の

す 研究 

 26年 12  育学 研究紀

16  

pp.103-110. 

本研究の目 の 特

し

し テ ス マ ン

す あ 育 学

し 367 し

研究 す

お 特

の ス ン な す

あ  

岡村季光・吉野 か 

本人 部 ・ ・ ・

部  

8. 特

の 特 エ

ンの  

（ ） 

 26年 12  人間教育学研究  

pp.157-162. 

本研究の目 特

の す あ 387 の

学 エ （TEGII）

し の エ

ン の満 度

明 か な す

な 1) エ ル

高 特 あ 2)

エ ル ・

の 安 特 あ

3)満 度 の

 

岡村季光・吉野 か 

本人 部 ・ ・ ・

部  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

9.青年 お の

友人 の安 学

の  

 27年  学 大学研究紀

 

pp.229-233. 

本研究の目 友人 の 安

目し 一 安

本人の か し 友人

の 友人の の

学 の す あ

の 友人の

学 の し

友人 し 友人の し

あ しなか

し の学 高か 本研究

友人 学

す す の の学

のあ の

 

10. （安 人）

す  人

ス ル  

（ ） 

 27年 12  人間教育学研究  

pp.175-180. 

本研究 人 の し

ス ル 目し 安 人の 度の

し 子 お

安 ン ン 子 お

ン ン

し あ 明 か な 本研

究の ス ル

安 度 す な

し 安 度

の し ス ル

す し

し し  

岡村季光・ 田弘  

本人 部 ・ ・ ・

部  

11. （安 人）

す   

す ・ 人

ス ル  

 28年 11  教育大学紀 65

（人 ・ ） 

pp.27-34. 

本研究 人 の し

チ ン の ン あ ス

ル 目し お 安

度の す す

・ 人 ス ルの

し の 安 人 す

し

・ 安 安

し あ

学 の友人 子 の

子 安  

し あ  

岡村季光・ 田弘  

本人 部 ・ ・ ・

部  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

12. 育 の子育 す

一  子の子育 の

目し  

 29年  学 大学研究紀

 

pp.115-124. 

本研究 の 育 の

な子育 の あ のか 明 か す

育 の子育 す

育 し の ンテ テ

テ 職 の 職業

の の し の

年 育

の し

子の し し 子

の な 子育 の のな の

な な あ 一

育 し か

な

子の 子育

の子育 育 し の

な 一

育 あ

ンテ テ の

か  

岡村季光・間井 ・ 本一  

本人 部 ・ ・ 部

 

13. 人 （安

人） す  

友人

 

 29年  教育大学次 教

ン 紀  

pp.83-87. 

友人 の 和 （安

人） す し

の 1)

の 中 度

の正の あ 2) 子 お 学

の友人 学 の友人

の 学

の友人 友人 の 中

度の正の あ 一 友人 の

お 子 学 の友人

中 度の正の あ の し 子

学 の友人 中 度の正の

あ 3)

の

し あ 友人 お  

学 の友人 お 友人

の し あ

一 学 の友人 お 子

の あ  

岡村季光・ 田弘 ・ 根井  

本人 部 ・ ・ ・

部  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

14. ス ン す

安 度 学

の教  

 29年  学 大学研究紀

 

pp.67-74. 

大学 し ス ン 安の

度 教職 の

特 の ス ン

か あ Horwitzetal（1986）

の FLCAS（the Foreign Language Classroom  

Anxiety Scale）か ス ン 安

す 目 し な の 本人

の特 目 加

し のス ン 安

13 目 の 学 教 し のス

ン 安 15 目

度 し ス

ン 安 度の す

お 学 ス ン の

し ス ン

す 授業の

 

田 子・岡村季光 

本人 部 ・ ・ ・

部  

15.学 の

目す の

す 一

 

 30年  学 大学研究紀

 

pp.115-124. 

本研究 学 ・

学 の

（ ・授業 ） な

（ の ・ の ・

の ） 目し 研究 あ

本 田・岡村（2017） お

ス ン 安 の

し 人

安 度の 度 あ

の ス ン 安

し 明 か な

の ス ン 安

加

し 明 か な

の ス

ン 安 介す

間 の す

（2010）の 本

育 目す 大学カ

マ ン 教 す

し  

田 子・岡村季光 

本人 部 ・ ・ ・

部  

16. (安 人）

す 介 の

す す

目し  

 30年  学 大学研究紀

 

pp.115-124. 

本研究の目 （安 人）の

す す ・

し 安 人 す

介 介 し す

あ 大学 260

の す

す 満

お の

す の 安 の

な 介し 明 か な   
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

17.大学 お 教学

の す 一

ャ 教育 ャ の

目し  

 30年  人間教育 1 5  

pp.123-141. 

本 大学 お 教学 の

特 ャ 教育 ャ

の教学 の の

か 目し 3大学（学 大学 教大学

和 子大学）の か し

す 目 し し 学

大学 教学部 部 の

の なか 大学の教育

ャ ン

業 あ 職 し OB・OG

学

特 あ 教大学 中

教学部 部 ン

し 善の PDCA

ルの 和 子大学

ャ ン し 学

し 教学部 部 の

 

岡野聡子・岡村季光・オチャンテ 村

井 ロ  ル ス 

本人 部 の 教大学 す

部 （pp.127-132）  

18.育 し 学 の明

の

学 大学人間教育学部

し  

 30年  人間教育 1 7  

pp.185-198. 

本 お か

す の し

学 大学人間教育学部 し 育

し 学 の す

目 し 学 の

大学 学 テス の な

2020 年 教育 す

中 大学教育 大 な あ

本 か

の 学部特 し

AP CP DPか 育 し 学 の

目の し

あ

の す 人間教育のあ

目 す

の （ 2007）

目す し  

岡野聡子・岡村季光・ 一夫 

本人 部 の 学 大学人間

教育学部 お 育 し 学 の

の す 部 （pp.192-196）

 

  

人間－292



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

19. お 教師の職

業

目し  

（ ） 

 30年  教師学研究 21 2  

pp.13-21. 

本研究 お の教師の 職

業 の かな お

す の な か

し 本 お 教

し ル し の

教 の の

お 教師の職業

の 明 か す 目

し 本研究 本 お

し 学 す 教 26

し 西 の 学 教 47 の 73

の ン し の

し の かか

高 し

し 教 お

の高 の の高

な な 明 か な  

松井典夫・岡村季光 

本人 部 ・ ・ ・

部  

20. ン

お す

研究 健 安

の  

 31年  人間教育 2 2  

pp.45-50. 

本研究 健 安 の

ン の

目 あ 大学

の 明 か な すな 1)健

安 す 大学 間

の なか 1

か の す 大学

の し す

高か 2) ン

お 目 青 金

美 お な

し 健 安のな

あ し 高か 3) 1

か の 目 お

す

大学 お し 安

の ス ス の の

お 美 安

の ス ス の 青 の

な し  

岡村季光・ 根井 ・ 田善  

本人 部 ・ ・ 部
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

21. 授業 お

高

す 学 の

目し  

 31年  学 大学研究紀

10  

pp.55-61. 

本 田・岡村（2018） 目し

本 育 （ 2010）

し ス ン の

す 育

し ス ン

の ン お ス

ン 安 し

ル ス

し し し 目 子

し ル お

安 ス

お の

し ス ン

安 人 安

の し か の

ル

あ の し

か の し す

人 すな 教師 す

す し  

田 子・岡村季光 

本人 部 ・ ・ ・

部  

22. （安 人）の

業 の  

 31年  学 大学研究紀

10  

pp.55-61. 

（安 人）の

す ・ 友人 の の

業 の し

お 安 度の ス

高 の

安 人の

す す ・

度 友人 度 業 度の

度 の し

の ）安 人の

業 の な

一

す 業の

あ ） の

の お 友人 度 お

の 業 度の

子 恵 子

Ryan の

子 お 高 し

の の の

正の 恵 子 お

高 し の

の か  

人間－294



 

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

23. （安 人）の

の  

 令和元年  学 大学研究紀

11  

pp.29-34. 

本研究の目 （安 人）の

の の ル・ ン

（ し ）

の す あ 安

度の か

Z ス

高 均 の

安 人の

の し

の し か

Adler（1932）の の

 

24. 特 職業 し の

学  

 31年  学 大学 学

27  

pp.35-64. 

学 目 職業 し の 学

学 大学 業 職業人講

中 学 目 あ

学部の特 あ 教育の一 し

目 あ 本 12

の 業 12の 職業人

講  

・ 野 美・東 ・ 田

裕一・ 原マ ・橋本 子・ 橋裕子・木村

子・ 田史 ・森 ・ 井裕 ・西

・岡村季光 

本人 部 の 大学教 な

人 の の 目（pp.62-64）

 

25. （安 人）の

の  

 令和元年  学 大学研究紀

11  

pp.29-34. 

本研究の目 （安 人）の

の の ル・ ン

（ し ）

の す あ 安

度の か

Z ス

高 均 の

安 人の

の し

の し か

Adler（1932）の の

 

26. 青年 の SNS カ

ン の

 

 令和 年  学 大学研究紀

12  

pp.23-28. 

本研究 SNS お カ ン

目し の す

目 し SNS お カ ン

Twitter 40 の

カ ン し 明 か

な SNS カ ン

の し Twitter

の正の Facebook

の正の 青年 の SNS の

お カ ン す

カ ン な 本 の

な

 

岡村季光・ 根井  

本人 部 ・ ・ ・

部  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ の ）     

学      
1. （安 人）

の 人 度の  

す す

・ 人 ス

ル の か  

 24年  本 学 23

大  

p.655. 

（ ） 

お 安 度の

す す ・

人 ス ルの し の

の 度間

 

 

2.本学 お

の （ ） オ

（ ）

目し  

 24年  育

51 研究大 研究

 

pp.494-495. 

（ 教大学

教 大学） 

授業 し （

） し 学年・ 学年の

学 の のか

し の し

目の

の

す な

か  

岡村季光・ 原  

本人 部 ・ ・ ・

部  

 

3.青年 お

の 人  

人 ス ル の

 

 24年 11  本教育 学 54

 

p.610. 

（ 大学千原 ャン

ス） 

お 人 人

ス ルの し の

お の

な し

安 人

の

の 正の の 人

の の

あ  

 

4.青年 子 お

（安 人）の

の  

 26年 11  本教育 学 56

 

p.486. 

（ ） 

（安 人） お

の安 度の

の し の

の 高

高 学 の友人 学

の友人 の 高 安

高か の 間

し 友人 安

の し 安

 

 

5.中年 ・ 年 お

（安 人）の

研究 す

・ の か  

 27年  本 学 26

大  

P5-045. 

（東 大学） 

中年 ・ 年 お （安

人）の す す

・ の し の

お 子

お 高

・ 安 お 高か

お

高 の

・ 安 高か 特 中年

お の な 子

の

す  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

6. の の

す  安

人 す

・ 業

度の か  

 27年  本教育 学 57

 

p.683. 

（ （ ン

ン ン ン ）） 

（安 人）の

す す ・ 業

の し の

・ 度の 業

度の 子 の

安 人の

の 業 の

な 一

す 業の

あ し  

7.Relationship between 

Ibasho Person who eases 

your mind  and sense of 

contribution in 

late adolescence 

（青年 お

（ 安 人 ）

の ） 

 28年  Poster presented at 

31st International 

Congress of 

Psychology, Yokohama, 

Japan 

（ ） 

大学 安 人 の ス

し 安

の高

し 安 人の

し の の

か  

8.The effects of power and 

grit on satisfaction and 

apathy in academic settings 

（ grit

大学 ） 

 28年  Poster presented at 

31st International 

Congress of 

Psychology, Yokohama, 

Japan 

（ ） 

本研究 grit 大学

の な のか

し 明 か か

明 お

grit 大学

明 か な  

高木悠哉・ 間健一・岡村季光 

本人 部 ・ 部

 

9. （安 人）

す 介 の  

の

目し  

 28年 10  本教育 学 58

 

p.451. 

（ ン ル高

松・か ） 

本研究 安 人 す

介 介 し す

目 し の す

す

満 お

の す の

安 のな 介し 明 か

し  

10. （安 人）の

の  

 30年  本 学 29

大  

p.655. 

（東 大学 ャン

ス） 

大学 安 人 の ス

し 安

の高

し 安 人の

し の の

か 本研究 お 安

人 お 特 す

ス し あ

か す 安 の

の し
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

11. 育 の子育 す

研究 

 30年  本 育学 71

大  

p.659. 

（ 学 子大学） 

本研究 育 の子育 由記

す 目 し

子育 しな す

大 テ 間

の 度 高 育 子育 の

大 あ 一 テ

か の

子育 の

子の 任 ママ友

育 あ 知す な

知 す

か  

岡村季光・間井  

本人 部 ・ ・ 部

 

12.

の

ンテ テ の  

 31年  本 学 30

大  

p.305. 

（ 田大学 山 ャン

ス） 

本研究 の

ンテ テ の

す 目 し の

の ンテ テ

の の 度 の

あ 間 の

の の

かか

の ンテ テ な

の 特 子 お

あ  

13. 青年 の SNS カ

ン の

 

 令和元年  本 学 62

 

p.3D-007. 

（ 大学大

ャン ス（OIC）） 

本研究 SNS お カ ン

目し 目し す

目 し の の カ ン

し か Twitter

正の カ

ン す カ ン

本 の す

か

SNS の カ ン カ ン

度 な

し 1) 2) カ

の 3) ン し のSNS

な あ  

岡村季光・ 根井  

本人 部 ・ ・ ・

部  

14. エ

知 の  

 令和元年  本教育 学 62

 

p.637. 

（ 本大学 学部

） 

本研究 お

エ 知 の す

目 し の エ AC

お

し の な し の

高か

す 研究（Hare & Bales 1963）

ロ の

し なお 知

度（J-WLEIS） の

なか  

根井 ・岡村季光・ 田弘

・  ・安西和紀 

本人 部 ・ 部  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

15. （安 人）

特

満 の  

 令和 年  本 学 31

大  

p.291. 

（大 （

ン 大 ）） 

本研究 （安 人）

特 満 の

す 目 し の 特

子の 度間 中 度の正の

あ 安 人 の

高 高

し 特

満 の か の

安 の 人 お

満 の な 明 か

な  

岡村季光・ 根井  

本人 部 ・ ・ ・

部  

学         

1. す 研究

教育 の

の （  ン

テ ル RT5-1 ） 

 24年  本 学 23

大  

p.63. 

（ ） 

本 ン テ ル の研究

の し

教育 の 研

究 の

安 人 の

人 チ ン ス

ル の す 研究

の の

教育のあ

 

田弘  

田弘 ・ 本雄 ・岡村季光・

則 子 

2.青年 子 お

（安 人）の

す ・

の の

か  

 25年 11  西 学 125 大

 

p.82. 

（和 山大学） 

お 安 度の

す す ・

の の し

の 友人 の安

す し

な 高

し の安 高

す

し  

3. の

す の 安

人 の

す ・ 満

な の か  

 26年 11  西 学 126 大

 

p.36. 

（大 大学） 

お 安 度の

ス

す す ・ 満

な の し の

安 高

の中 の

人 人

の し

一部の の 安 の

高 安 の

高 し お の目

 

岡村季光・高木悠哉 

本人 部 ・ ・ ・

部  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

4. 学 学 研究し

す ステ ャ

ス  

（ ン ） 

 27年 11  西 学 127 大

 

p.9. 

（ 西学 大学） 

本 ン 学 の大学教

し

の な ャ ス のか

の ステ お の

な あ のか し

の 学の ャ ス ステ

の な

 

大竹恵子・岡村季光・ 弘子・

子 

子・ 哉 

5. （安 人）の

 

友人 の の

業 の か  

 27年 11  西 学 127 大

 

p.42. 

（ 西学 大学） 

（安 人）の 友人 の

の 業 の

し お 安 度の

ス 高

の 安 人の

友人 度

業 度の 度 の し

の の

友人 度 お の

業 度の 子

恵 子 Ryan

の 子

お 高 の

の の正の 恵

子 お 高

の の か  

6. の の

す  安

人 す

・ の

 

 28年 11  西 学 128 大

 

p.35. 

（ 大学） 

本研究 （安 人）の

す す ・

の な か か

す し の

し お 安

度の ス 高

人 の

・ 度の ・ 安

の中

高 中 し

度 （ ） （

・ 度 ・ 安 高 ・

）の ・

度の ・ 安 お

の し

高か  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

7. お 教 の職業

 

目し  

 29年  本教師学学 18

大  

pp.30-31. 

（ 田大学 ャン

ス） 

の学 教育 す す 教

育 の 任の 大 教 の

の一

教師 の一 あ

業の

な の あ 本研究 教

の の

本 お 教 し

ル し 教 の し

の の教

高 の の

高 の し 本

し 教 な か

一 の 本 す の 高

子 し  

松井典夫・岡村季光 

本人 部 ・ ・ ・

部  

8. （安 人）の

安 満

の  

 29年 11  西 学 129 大

 

p.52. 

（ 大学） 

本研究 （安 人）の

か の な 安

満 し の す

目 し お 安

人 ス

の高 す

FNE （

安 ） 均

高 均 し 4（

） 2（ 安 高・ ）の

安 お

高 高 し

満 高か 特

の安 の の

安のな 満 の高 な

チ ン の

 

9.あ の の

ロ ル

（ 本 学 82

ン SS-082） 

 30年  本 学 82 大

 

p.220. 

（ ン ） 

（Ibasho） 本 の あ

な 学 し

ンテ

テ （Erikson, 1950） の

な人 す

な お あ の の

あ の の

の し

の か ンテ テ

の な あ の か

本 ン のなか

育・ す 人 中 あ の

（ ）

ンテ テ

 

木一 ・岡村季光・ 松 子・

橋 子 

野  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

10. 友人 学

の 知 の

す テ ・

ンテ テ

の か  

 30年 10  西 学 130 大

 

p.59. 

（ 大学） 

本研究の目 し 友人 学

の 知 の す

特 学 の 知

テ ・ ンテ テ （CI）（野 ・

加 , 2009） （TP）（Tuan

1974） 目し の

高 学 の友人 友 し 知

す あ し CI

TP す 特

の の 友人

・ CI し

の な し

あ  

11. 特

の

す

友人 の安

か  

 令和元年 11  西 学 131 大

 

p.35. 

（大 教育大学

ャン ス） 

本研究の目 あ

友人 す安 特

の す す

あ 人

目 ・ 友人 の

安 特

す

特 ・

人 友人の安

す  

 

の          

1. お 教師 の

ス・オ

あ

 

 研究か

教師の お

の  

 29年  教育 PRO 47 17  

1842  

pp.8-9. 

教 の の

本 お 教 し

ル し 教 の

し の の教

高 の

の高 の し 本

し 教 な か

一 の 本 の の のス

ス あ 一 教

か の 教

優 し の

 

 

2. お 教師 の

ス・オ

あ

 

 お

の根 あ の 

 29年 10  教育 PRO 47 22  

1847  

pp.8-9. 

な の

の の大 し の

か お

の し

本 の の根

し の お

年の お

のの

す 根 一

知 な 人 の

の の

の あ  

人間－302



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

3. お 教師 の

ス・オ

あ

 

12  す

の記  

教育 の

 

 29年 12  教育 PRO 47 27  

1852  

pp.6-7. 

本 す の

ル の記 の の

ル し す

の中 教育 す

か な

の教訓 し

し 教育の根 教

訓 の あ し  

松井典夫・岡村季光 

本人 部 研究 ・ 部
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 年   

  林 悠子   

研   究      野 研究 の  

健 ・ス 学 ス 学 学  ス 育 育   

教 育 の す  

 年            

 教育 の    

子 ンスの ル

育 か

の ル の

 

21 

年

 

学 大学 子 大学部 育の

・ 学 大学人間教育学

部 健 ・ の お か

学 の し ンスの

の 子

な

ル の  

 し 教 書 教    

ンスの あ ・

の の オ の

オ ル 本の  

21 

年

30

年 

学 大学 子 大学部 育の
・ お

ンスの あ
・ の し

子 学 お 目
・BGM・ の オ

の し の
の ス ン な 10 本のオ
ル 本 し  

 教育 の す 大学 の    

学 大学 子 大学部授業 目 
す 学  
育の （ 講 ） 育の

（ 講 ） 育 （
）（ 講 ） 

 

 

学 大学 子 大学部 の授業
目 す 学 均

（ 27年度 3.49 28年度 3.43
） 

育の 27 年度 28年度
3.37 育の 27年度

28年度 3.62 育 （
） 27 年度 3.53 28年度 3.66

 

 の す の特記    

(1) 高 学 人の の
ン 講  講師 

(2) 学 大学 子 大学部
講 講師 

（ ） ル 人 ン
子育 講  
子育 業 広  

講 子 し   
 
 

(1) 
22

年 
(2)  

23
年 2  

23年  
30

年 

23年
29

年 
 

(1) 高 学 3年 特
講 人の の ン 講
お 講師 し  

(2) （ ） ル 人 ン の
子育 講 お

子 し し
育 の講  

の子育 業 広 お
青年 の

子 の の  
講 子 の 育

子 の
ンス の講師 し  

 の    

  特記 なし 

職 の 績 す  

 年            

    

  特記 なし 

 特    

  特記 なし 

 の す の特記    

育 研 講師  

育 研 の講師

お の

し 職の 育 講  

人間－304



 の    

  特記 なし 

研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ 書）     

     

（学 ）     

.高 お 一

の  
 

22年 11

 

子 大

学紀 41 :77-86 

 本研究 子育 講 の
ロ 子 し

加し 高 お 一
加 の の

明 か す
の

な安 加し
加 な 加

の な あ
加 の 7 か

かの お す
の高 明 か な  

 

. 育 お

学 の

 

 
23年 11

 

子 大

学紀 42 97-106 

 本研究 元 育

お 育 の な

（ 育・ ・ な ）

のか の

す 中 学 の な

し のか の ン

の

学 の

の な

育・ の 野 の 中 な

明 か す  

 

. 育

学 の

育 の ン

 

 
24年 11

 

子 大

学 紀 43

127-134 

 本研究 6 年間の 業 の
の ン の

由記 か ・ 育
職し 本学 業

し
の 育 育 し
の 知 し

人 し の 育 し
業 の

人
育 す

な 明 か な  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

.子育 広 加

し の

 

 

 
25年 11

 

子 大

学紀 44 91-99 

本研究 子 ス ス

加し 子 子

の 育 の な の

の

ン

の 子 おお

お

（ ）の

な な 明 か な  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

. 人 育 の 職

す  

 

 
25年 11

 

子 大

学 紀 44

101-109 

本研究 育 の 職

目し の ン

職 の ン し

の 育 の

ルの 職 あ

職 の退職 由

の根本 な原

職 の人間 あ 明 か

な  

 

 

 

 

. 育

学 の 育

 

 

 
26年 11

 

子 大

学 紀 45

123-130 

 

本研究 本学 お 育 の

の 目

一 の 育 （ ）

の 職 人教育

し ン し

職 の

の ャ 教育

し 育

し 教職

な のの 4年 大学

大学 業 育 お

あ 明 か な  

 

. 育 し の

育 す 学

の  

 

 
27年 11

 

子 大

学 紀 46

121-128 

 

本研究 本学学 育 し の

の

の 度 の

のか 明 か し 育

し の

す か の

の 目 1 の 高

か（

か）

育 し の 1 

の 高 育 の 2・3 

の 高か  

 

. 育

育 の

（ ） 職 の ン

の の

か  

 

 
28年 11

 

子 大

学紀 47 71-80 

本研究 23年度か 26年

度の本学 業 の 職 し

の ン

の 由記 か 育

職し 本学 業

し

し 育

し 育の

な 育 の 人 し の

度 特 人

チ

な
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

. の お

の テ な

 

 

 
28年 11

 

子 大

学紀 47 31-40 

本研究 の学 子 の

し テ な

しな 教師の テ な

か

の お

教 の テ な な

学 高学年か 中学 の お

教 の テ し

な お 高

な の

し 教 の

テ

子 の の

な  

 

10. 育 の学 の

特 お

の  

 

 
28年 11

 

子 大

学紀 47 41-48 

本研究 育 大学 160

の の

の 特 の 明 か

す 業 の （

） の 目

し 学 の

特 の 安 あ

の 職

正 し 職あ 職 しな

し 学 子 度の

高 あ

学 のあ あ

 

 

11. 子大学 お

の -

正テス

度か  

 

 
29年 11

 

学 大学

子 大学紀

48 87-96 

本研究 正テス の

度の か 子大学 の

の

の 学 の

な

の す

 

 

12. お 学

の 安 す 学

の研究 

 

 
29年 11

 

学 大学

子 大学紀

48 31-40 

本研究 加し 学

し お

し 加す

の す 安

な す

学 の な 学

か 明 か し お

の し

の チ

す  

 

13. 人 育 な

人 育

す な

な な  

 

 
29年 11

 

学 大学

子 大学紀

48 41-49 

本研究 本学 業 の

の ン か の な

人 育 のか

し の 高 知

人

な 正し 任 一 一

の

あ 明 か な  

 

人間－307



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

14. 目 お

の

学 の  

 

 
30年 11

 

学 大学

子 大学紀

49 105-115 

本研究 の の

し の

5 し

の

知の す

の広 の

す あ

 

 

15. 人 育 す

年度 の

し  

 

 
30年 11

 

学 大学

子 大学紀

49 49-59 

本研究 大学 業 の

の ン か の

な 人 育 のか

年度 し の

満 度 の し

 

 
16 人 育

, 人 育 し

の , 育

お , GPA・ 教

の 績 職 の

の  

 

 令和 2年 3  

学 大学紀

12 51 60 

 

本研究 大学 業 の 職

お の研究の あ

の 27年度か の か

年 育 の 業 の

明 か 一 業

お 人 育 し の

な ・ 目 お

学中の GPAの の

なか  

17 子大学 お

の

度  

 

 令和 2年 3  

学 大学紀

12 103 108 

 

本研究 教育学 す

子大学 の の 大

学 度

の お 3 の学

ル の かの

あ 中学

大学 あ お

の ル

の あ

明 か な  

 （ の ） 

 

1. 載 の 27
大和 の

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27年 10

 

 
 
 
 
 
 
 
 

子 育

.13-3 195-198 
 
 
 
 
 
 
 
 

学 載 の お 大

和 の し

な し  
 
 
 
 
 
 
 

（学 ）     

1. 安

学

 

 
24年 6

 

本 オ

学 40 大

（ 大学） 

大 P30. 

安

の の

の 安 の

の の の

の 子 の 3 の し

・ ・ し

の

の

か 安

 

 

2.子育 広 加

す の 育

 

 
24年 8

 

本 育学 63

大 （東 大学） 

本研究 大学 お

・子育 業 あ 子

ス ス 加し 子

子 の 育

の な の の

な ン

の 子 の

（ ）

の な な 明 か

な  

 

人間－308



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

3. 育

学 の  
 

24年 9

 

育

51 研究大

（ 教大学・

教 大学） 

大 p530-531. 

本研究 業 の 職 す

業 の の ン

か 育

本学 業 の

か し の 一

育 し の 知

次 人 し の

育 し

業 の 人

育

す な 明 か

な  

 

4.安

学

 

 
25年 6

 

本 オ

学 41 大

（ 子大

学） 

大 P29. 

安

の の

の 学 安

の の の

の の 子 の 3 の

し す

の高 の

の の高

の大

あ

 

 

5. の ・

の 特

（1） 

 

25年 8

 

 

本 育学 64

大 （ 大

学） 

大 P138. 

本研究 和 山 W お

・ か の

お 育 の特

H11年・H16年・H21年の

の ・ ・ ・ 高の 4

の し  

 

6. の ・

の 特

（2） 

和 山 W

お ・

か  

 

 
25年 8

 

本 育学 64

大 （ 大

学） 

大 P138. 

本研究 和 山 W お

・ か の

お 育 の特

H11年・H16年・H21年の

25 ル

しの 4 の

し の

年中 の し の

ル あ

年 の なか の

し 25m し

年  

 

7. 育 育

 
 

25年 9

 

 

育

52 研究大

（高松） 

大 p332-333. 

本研究 本学 お 育 の

の 目

一 の 育 （ ）

の 職 人教育

し 育 職 の

育 ン

し の 4年 大

学 育 の

な 学 お 4

年 大学 優

あ お 育 の

明 か な  

 

人間－309



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

8. の ・

の 特

（3） 

和 山 W

お ・

か  

 

 
26年 3

 

本 育 学

12 大 （大

大学） 

大 P83. 

本研究 和 山 W お

・ か の

お 育 の特

3 5 の の H11 年・

H16年・H21年の 25

ル しの 4 の

お ・ ・

の し

の 25m し

年 ル

の正の  

 

9. Psychophysiological 

changes in the movement 

imagery -Preliminary 

study- 

お

学

 

 

 
26年 8

 

7th Asian-South 

Pacific Association 

of Sport Psychology 

International 

Congress,Tokyo 

大 P33. 

本研究 な

な お

の し の

1 ・

中 の

の  

10.Team Building 

Intervention for High 

School Volleyball Team 

高 ルチ

す チ ル

ン の介  

 

 

 
26年 8

 

7th Asian-South 

Pacific Association 

of Sport Psychology 

International 

Congress,Tokyo  

大 P32. 

 

本研究 高 ルチ

し チャン オン の

チ の

す の な し ス

学 の な

か  

 

 

11. の ・

の 特

（4） 

和 山 W

お ・

か  

 
26年 8

 

本 育学 65

大 （岩 大学） 

大 P129. 

和 山 W お

・ か の

お 育 の特

本研究

し

の の な

の 特

 H11年・H16年・H21年の 25

ル

しの 4 の

し の お

す の年 ・年 お

子 子 の

高 特 し お

あ  

 

12. の ・

の 特

（5） 

和 山 W

お ・

か  

 
26年 8

 

本 育学 65

大 （岩 大学） 

大 P116. 

和 山 W お

・ か の

お 育 の特

本研究 H11年・H16

年・H21年の ・ ・ の 3 の

し

の の の

特 の

し  

 

人間－310



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

13. 育

業 し

の教育

 

 
26年 9

 

育

53 研究大

（博 ） 

大 P36. 

本研究 本学 お 育 の

の 目

一 の 育 （ ）

の 職 人教育

し ン し

職 の

の ャ 教育

し 育

し 教職

な のの 4年 大学

大学 業 育 お

あ 明 か な  

 

14. の な

す 学

 

 
27年 7

 

本 オ

学 43 大

（ 大学） 

大 P32. 

本研究 か な

（internal imagery）

か な （external 

imagery） な

し し の大 の

す

の 学 特 明 か

し 3 の

（ す ・ す ・ ）

し

 

 

15. か 学

お

の  

 
27年 8

 

本 育学 66

大 （ 大

学） 

大 P132. 

本研究 の

し か し

しな の

し 学

お の

し か

あ 中

の 13部 か の記

間 正 お し

の お

間の  

 

16. 育 し の

育 す

学 の  

 
27年 9

 

育

54 研究大

（ ） 

大 P35. 

本研究 本学 お 育 の

の 目

育 し の 育

育 し の の

度 し の 度 の

か 本学学 し ン

し の 1

2・3 す

 

 

17. 本学 お 子育

業の 5年間の

 

 
27年 9

 

育

54 研究大

（ ） 

大 P179. 

本学 お 子育 業

広 の広

の ン

な か 5年間の

の  

 

人間－311



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

18. Effects of motor 

imagery perspectives on 

motor learning based on 

EEG EEG ス し

学 お

の の  

 
28年 6

 

2016 NASPSPA 

Conference 

(Montreal)大 ロ

P22. 

本研究 の

し か し

しな の

学 お

の し の

の す

一 す か の

の 度・ 明度・

ン ロ ル度

すな 学 お

の の

マンス す

 

 

19. 子大学 の

 
 

28年 8

 

本 育学 67

大 （大 育大

学） 

大 . 

本研究 部 す 健 な

子大学 56

JMIQ-R

の の （すな

） （すな

）の し

ス ル部

ル部 部間 な

か

（MPI） 人の 特

の か

し の の

特 し  

 

20. 育

育 の

職 の ン

 

 
28年 8

 

育

55 研究大

（ 岡） 

大 P57. 

本研究 23年度か 26年

度の本学 業 の 職 し

の ン

の 由記 か 育

職し 本学 業

し

し 育

し 育の

な 育 の 人 し の

度 特 人

チ

な

 

 

21.

特 か 子大

学 の

 

 
28年 11

 

本ス 学

43 大 （

学 大学）大

pp154-155. 

本研究 ス ル部

ル部 す 子大学

す

特 の 人特

す し

の の の特

明 か し の部 お

ン の し

ル部 お なか

ス ル部 お

ン の

高 な 部

ンすな 特 お

の  

 
 

人間－312



 

 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2 年 3 31  

   原口 忠之   

研   究      野 研究 の  

Algebraic Topology, Diffeology   Diffeological space, Homotopy theory, smooth CW complex 

教 育 の す  

 年            

 教育 の    

1. E-Learning 学の 学 の

し  

24年4

25年 3  

太 大学の学 し お

大学 1 年 学 の

学 の す E-Learning

し 学 し し

年度 あ し 1

年 の 学 し 学

の ルマ の

し  

2. 大 の の  24年4

25年 3  

太 大学の教 目

し 学 大

し 1 か 2

学の授業 17 21 し

学 の し  

3. 学  30年4

 

教 目 し 学 1

目 し 3 し

の 学 の ル

 

   

 し 教 書 教    

1. 太 大学 教育 中 教育 学

お の  

24年 6  学 I 学 II ・ I

・ II 学 I 学 II 学

IIIの 教 し

2 部 し の教 お

し  

2 太 大学 教育 中 教育 学

の  

25年 1  学 I 学 II ・ I

・ II 学 I 学 II 学

III の 教 部

し  

    

 教育 の す 大学 の    

お    

1. 太 大学次 教育学部 教の あ

の学  

24年 3  高 学 の の教育 かし

太 大学の ル教育 お

教育 の の あ

 

2. 大 業高 学 一 講師の

あ の  

26年 3  大学・高 学 の教育 かし

高 お 学教育

の 授業

高の  

3. 学 大学人間教育学部講師の あ

の学  

30年 3  大学・高 ・高 学 の な 学

教育の あ 太 大学

教育 の 学 し

 

授業 ン    

1. 太 大学教 学 授業 ン

 

25年 2   24年度の授業 ン の 均

4 中 3.29 あ   

人間－313



2. 大 業高 学 教 学 授

業 ン （ 年 目） 

27年 2  大 高 お 26年度 授業 4

ス し 5 均 4.23 あ

学 1 年の 学 I

4.44 子 学 2年の

4.21 あ の スの の

授業の中 一 績 あ  

年 目の  

 
3. 大 業高 学 教 学 授

業 ン （ 年 目） 

28年 2   大 高 お 27年度 授業 4

ス し 5 均 4.29 あ

学 1年の 学 I 4.65

学 2年の I 4.02

学 3年の II 3.98

子 学 3年の 4.51

あ  

年 目の  

 
4. 大 業高 学 教 学 授

業 ン （ 年 目） 

29年 2   大 高 お 28年度 授業 4

ス し 5 均 4.35 あ

学 1年の 学 I 4.4

学 2年の I 4.24

学 3年の II 4.53 子

学 3年の 4.23 あ  

年 目の  

 
   

 の す の特記    

1. 授業（岡山 岡山 高 学 ） 22年 10  岡山 高 学 の中学

・高 学 授業 し  

2 授業（岡山 岡山 高 学 ） 23年 10  岡山 高 学 の中学

・高 学 授業 し  

3. 特 授業（ 太 大学） 24年 11  岡山 の高 学 太 大

学の教 し の の研究

授業 し し  

4. 研 講 の 人 25年 9  太 大学 お 研

講 し

講 の し  

 
5. 岡山大学オ ン ャン ス 講 の特 講

師 

28年 8  岡山大学のオ ン ャン スの 学部

学 お 特 講師 し オ

の 学 ル 授

業 し  

6. 学 大学オ ン ャン ス 講  30年 6  3次 の の

ル 講 し  

7. 学 大学オ ン ャン ス 講  30年 8  オ 正 の

ル 講 し  

8 学 大学オ ン ャン ス 講  令和 1年 6  ス の ル

講 し  

 の    

1. なし   

   

職 の 績 す  

 年            

    

1. 高 学 教 一 （ 学）  19年 3 23  岡山 教育 18高一 965  

2. 高 学 教 （ 学）  21年 3 23

 

岡山 教育 20高 67  

   

 特    

1 なし   

   

人間－314



 の す の特記    

1. 太 大学大  24年4

26年 3  

 太 大学の教 目 す学 し

教 の 学の な

の の 学 の

し  

2. 太 大学学  24年4

26年 3  

 太 大学 学年の 学 の

し 学 あ

E-Learningの な

300人 す オ エンテ ンの

の

し SPIの し  

3. 太 大学次 教育学部 ス 任 24年4

25年 3  

 学 30 の ス 任 し  

 

 

4. 太 大学次 教育学部 ス 任 25年4

26年 3  

 学 30 の ス 任 し  

 

 

5. FD  25年4

26年 3  

 教 業

 

 

 6.  25年4

26年 3  

 研究

研究 研究

 

 
7. 書  26年4

28年 3  

 書

 

 

8.  26年4

28年 3  

 2  

 

9.  26年4

30年 3  

 10

4 26

績

27

4  

 

10.  27年4

28年 3  

  

 

 
11.  27年4

28年 3  

 

 

 

12.  27年4

28年 3  

 

 

13.  27年4

29年 3  

 

 

 

14.  27年4

29年 3  

 27

業

 

 28

 

人間－315



15. 教  28年4

30年 3  

 教 業

Web

業  

16.  28年4

30年 3  

 10

36

績

 

17. 1  29年4

30年 3  

 43 1

11

  

 
18. 教育 教育 1

17  

30年4

31年 3  

 

 

 

19. 教育 教育 業

24  

30年4

31年 3  

 

 

 

20 教育 教育  30年4

31年 3  

 

 

21. 教育 研究  30年4

31年 3  

 業 教

業研究  

研究

 

22 教育 教育 1

20  

令和 1年 4 令和

2年 3   

 

23 教育 教育 2

15  

令和 1年 4 令和

2年 3  

 

 

 

24. 教育 研究  令和 1年 4 令和

2年 3  

 研究

 

 

25. 教育 教育  令和 1年 4 令和

2年 3  

 

 

25 教育 教育 2

19 2  

令和 2年 4

 

 業

 

26. 教育 教育  令和 2年 4

 

 

教育

 

27 教育研究  令和 2年 4

 

 

    の    

1 なし   

   

人間－316



研 究 業 績 す  

 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年  

 

学 の  

 

         

 
（ 書）     

1 なし     

     

（学 ）     

1 

 

 24 10

 

研究

6 , pp.77-80 

 X

X

DX

Top Diff

D Top Diff

D Top Diff

X n

n

4  

 
2 A hommotopy theory of 

diffeological and 

numerical generated 

spaces

 

 25 3

  

 Top Top

Diff Diff

Top

NG NG

Top

NG Quillen

Diff Top NG

Quillen 

54  

 
3 A model structure on 

the category of 

diffeological spaces

 

 25 11

 

arXiv:1311.5668  Top

Diff

T Diff Top D Top

Diff T D

Diff

Top

(T,D):Diff Top Quillen

Diff Top

30  

 

2 Diffeological spaces 5

Model category of diffeological 

spaces P.2 P.20 

 

 

 

人間－317



 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年  

 

学 の  

 

         

 
4 Long Exact Sequences 

for De Rham Cohomology of 

Diffeological Spaces

 

 26 9

 

Kyushu Journal of 

Mathematics. Vol. 

68(2014) No. 2, 

pp.333-345. 

 

diffeological subcartesian 

space

13  

 
5 On model structure for 

coreflective 

subcategories of a model 

category  

 27 1

 

Mathematical Journal 

of Okayama 

University, 57 

(2015), pp.79-84. Quillen

Top NG

Top CG

Top

NG CG

Top NG CG

Quillen 6

 

 
6 

 

 30 7

 

教育 1 5

, pp.157-161 

 

`` 5 "

1

5  

 
7  Homology and 

cohomology via enriched 

bifunctors  

 30 8

 

Kyushu Journal of 

Mathematics. Vol. 

72(2018) No. 2, 

pp.239-252 

 Diff Top T

Diff Top D Top Diff T

D TDX X

Top NG

NG

NG

14  

 

2 Nmerically generated spaces

3 Exponentials in NG P.2

P.6 

 

 

 

人間－318



 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年  

 

学 の  

 

         

 
8  I   30 10

 

教育 1 8

pp.261-266 

 Zemmour 書``Diffeology"

diffeological space

inductive

6  

9  II   30 10

 

教育 1 8

pp.267-272 

 Zemmour 書``Diffeology"

diffeological space

I

6  

10 Homotopy structures 

of smooth CW complexes

 

 30 11

 

arXiv:1811.06175  Diff

CW

Tame

CW

Whitehead

2

CW CW

Top CW

19  

 

11 On homotopy types of 

diffeological cell 

complexes 

 1 12

 

arXiv:1912.05359 

 

 Diff CW

 

     

人間－319



 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年  

 

学 の  

 

         

 
（ の ）     

書          

1  間 間  24 年 3

 

本 学 2012 年度

年

ロ

ス  

 一 し し

知 diffeological space

年 の 間 目

の diffeological space の 本

な 介し

あ 和

間の す

・ し

間の カル

あ 介し （2

） 

2  Model structure of 

numerically generated 

spaces 

 24 年 9

 

本 学 2012 年度

季

ロ

ス  

 間の特 な 間 し

間の 介す

間 任 の 間の

か X の な な

な

の 間の ・

お カル あ

ル

間の Top の ル Quillen

あ 介し （2 ） 

 
3  Long exact sequences 

for de Rham cohomology of 

diffeological spaces 

 25 年 3

 

本 学 2013 年度

年

ロ ス

 

 任 の 間 de Rham ロ

知

の ロ す

の な し

介し （2 ） 

 

4 間の の

 

 26 年 3

 

10 学

研究 野間

の ・

目 し

大学 学講究 , 

pp.181-184 

 任 の 間 X Xの ロ

す

あ の ・

・ ロ

あ あ

知 の の し

ン

し ン

・ ・ ロ

す し

の す あ 間か

間の

（4 ） 

 
5  間の

の ル の

の一  

 26 年 3

 

本 学 2014 年度

年

ロ ス

 

 D C の 満部 す C

ル Dか

C の i:D C あ

満 す Cの ル D

す の な

し 次の 介し

間の Top ル

間か な Topの

満部 NG す の

i:NG Top Topの ル

NG す

の ル Quillen

あ 介し （2 ） 

 

     

人間－320



 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年  

 

学 の  

 

         

 
6 間の

の  

 26 年 7

 

61 ロ

ン 講

pp.37-46 

 間 お n 次元 n 次元

の

0 な な な

おす かな の

な し

の 間

な

し の

ン

し

す Diff

ル す し （10

） 

 
7 間の ル

 

 28 年 9

 

本 学 2016 年度

季  

 間の Diff ル

す の一 介し

ン

ン の

間の Top の間 T

Diff Top D Top Diff し

あ の し

Diffの Topの ル Quillen

あ 介す （2 ） 

 
8 かな CW の

 

 30 年 9

 

本 学 2018 年度

季

ロ ス

pp.75-76 

かな CW す

な 介し 間の

間の間の かな

介し

す な

の tame の

す 本 な

介し

（2 ） 

 
学          

1 

  

24 1

 

 

 

 

Diff

Diff

Top

Diff

 

 
2  Diffeological space 

and Topological space  

24 1

 

23

104教  

 Top

Diff

Top Diff

Top Diff

D

Top Diff

T Diff Top

 

 
     

人間－321



 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年  

 

学 の  

 

         

 
3  

 

24 3

 

2012

 

 Diff

Top

T Diff Top D Top Diff

T D

T D

T

D

 

 
4  Model structure of 

numerically generated 

spaces 

 

24 9

 

2012

 

 

Top NG

NG

Top NG

F Top NG

Top

i NG Top Quillen

 

 
5 Long exact sequences 

for de Rham cohomology of 

diffeological spaces 

 

25 3

 

2013

 

 

Zemmour

diffeological subcartesian space

 

 
6 de Rham cohomology of 

diffeological spaces  

25 5

 

書

3F 1 

 

 

 

     

人間－322



 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年  

 

学 の  

 

         

 
7 

 

 

25 6

 

究 A 427  

 

subcartesian space

diffeological subcartesian space

de Rham cohomology

D-Topology

de Rham 

cohomology

 

 

8  De Rham cohomology 

with compact support in 

respect to diffeological 

spaces 

 

25 11

 

2013

2

 

 

diffeological subcartesian space

1

 

 

9 

  

25 12

 

Diffeology in 

Karatsu

 

 

 

 

10 

 

 

26 1

 

25

1 2 21 教

 

 D

C i C D

G D C i G

D

G

C

D C

Quillen

NG CG

 

 
     

人間－323



 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年  

 

学 の  

 

         

 
11 

  

26 3

 

10

研究

 

 X X

 

 
     

人間－324



 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年  

 

学 の  

 

         

 
12 

研究

 

 

26 3

 

2014

 

 Diff Top T Diff

Top D Top Diff T

D

TDX X X

Top NG

NG CW

Top Quillen

 

 
13 

  

26 7

 

61

 

 n n

0

Diff

 

 

14 

  

27 11

 

業

6  601

 

 Diff

tame-

3

Top

Diff

Top Quillen

 

 
15 

  

28 9

 

2016

4 3 4

3401 

 

Diff

Top

Diff

Top Quillen

 

 
     

人間－325



 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年  

 

学 の  

 

         

 

16 

  

28 10

 

 135

, 

教 教

) 

 Diff

Whitney Aproximation 

property

 

 
17 

  

28 12

  

 

n I^n

Diff

 

 

18 CW

  

29 3

 

研究

2 

3 

 

 CW

weak diffeology

CW

Whitney 

approximation property

 

 

19 Whitney approximation 

property on smooth cell 

complexes of 

diffeological spaces 

 

29 10

 

15

業 1

3  

 

Whitney

1

CW Whitney

CW

 

 
20 

CW

 

 

30 9

 

2018

 

 

CW

CW

 

 

人間－326



 

書 学 の  

・ 

の  

 

の年  

 

学 の  

 

         

 

21 Homotopy properties 

of smooth cubical cell 

complexes 

 

30 11

 

6 609 

 CW

CW

N

N  

 
22 A homotopy theory of 

diffeological spaces  

1 9  2019

 

CW

 

         

1 A homotopy structure 

of diffeological spaces  

31 3

 

Building-up 

Differential 

Homotopy Theory, 

D-413 IMI Auditorium 

West 1 Bld., Kyushu 

University 

 

``tame"

tame

 

 

 研究

 

        

1 研究

 

 29 3

 

2 

3 

 

研究

 

 

 

     

 
 

人間－327



 

 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2 年 3 31  

 山 田  均 

研   究      野 研究 の  

          教育学 教育 ・教 ・ 学 の  

教 育 の す  

 年            

 教育 の    

(1) 目 一 す 授業 の  

 

24

年 4

29 年 3

 

学 お 授業 の 特

し 教 の授業 し の

し 度授業 な 授業研究

 

（ 学 職教育の し の ） 

学 お 授業 の 特

し 教 の授業 し の

し 度授業 な 授業研究

 

（ 学 職教育の し の ） 

(2) ・ か 教 の

 

30

年 12  

な ・ か 学

教 の す す 学 の

6 年 教 研究 学 授業

 

（ の学 教 研究 の 研究

の  ） 

 し 教 書 教    

(1) 学   

 （ ・中学 ） 

24

年 3  

学 の 学

ンテ の な か 学

す 学 大学人間教育学部の

特 の の ス テ チャ し の授業

し  

(2) 学 6年 部 学 教 書 学

（ 本 教 ） 

 

 

 

 

26

年 4  

27年度 学 教 書  

野 正美 安野  32  

  

 教育 の す 大学 の    

(1) 学 大学人間教育学部 ス テ チャ

し 特 の の の学 の授業

ン  

28

年 7  

特 （ ） 学 あ 目

す の し 学 の 1年間

し 学 の満 度 85  

 の す の特記    

(1)教育 学 ンテ の大学

 

和 59

年 6

29 年 3

 

村 東 学 ・ 吉野 大 大

野 学 ・ 学 ・

田原本 田原本 学 年教育

し 特 の

の し の 職 し の

か  

 

人間－328



(2) 学 研究大  

3年  

テ マ 

 な の

す 育 学  

 大 田原本 田原本 学  

 

25

年 11  

か の

人 の す 人 の の

し の の 加

人 の

な し す の

一 し の 育 な

な し  

(3) 学 研究 研究大  

5年  

テ マ 

な の

す 育 学  

 3 原 学  

 

27

年 2  

業の の し 教 の

あ （ 一人一人の し

の し ） し

な かな根 な の

の な あ な

し  

 

(4) 学 研究大 大  

 

テ マ 

 し 子 育 教育

・教育  

 大 ンス テル 

 

27

年 11  
教育 ・教育  

学 ンテ の な の

な 安 し 学 教育

の 学

ン ンの な の

か 学 す

の人 の ン な

し  

 

(5) 学 教育研究 大 大  

学年 研究  

テ マ 

 す の  

 大 大 和 学  

 

27

年 11  

の し の か の

しの 人 の あ し

人 の の し

す し あ

の し 学 の

知 の の中 な な な の

し 学 し

あ し  

(6) 学 研究大  

3年  

テ マ 

の学 の

す 育 学  

28

年 11  

しの の か の

しの 人 の あ

し 人 の の し

す し あ

の し 学

の知 の 学 し の

の し

し   

 

（7）大和 山 学 授業研究             

研                                

テ マ 

学 子 の育  の

し  

 

29

年 7  

す な か し

加 な の

学 子 の育 の し

研究 の

し 教 の特 の

す 授業

学 し 次 学 の

・ 学

な か の明 の か し    

 

（8） 雄 中学 55 学

研究 研究大 し の授業

授業研究                      

授業 研究 す   

テ マ 

かな 学

の育   な  学 授業

の  

 

29

年 7

8  

学 の研究 あ かな 学

の育    な  

学 授業の の の

授業 の 研究紀 の 研究 かか

 

 

人間－329



(9) 55 学 研究 研究大  

学年 授業研究 (3年 部 ) 研究

(3年 部 )                       

テ マ 

の学 の

す 育 学  人の 学

学 し  

 

29

年 10  

の学 の す

育 学  人の 学 学

し の大 の研究テ マ の

す な し

人 の し の人の し の

な あ の

の 大 なかか あ の

す の学 な学 な

し し

の し  

 
(10) 学 授業研究         

研                  

テ マ 

テ ン  

 

29

年 11  

次 学

学 テ ン 学

の ン 中

テ ン 一 の学

の な

し 特 な学

な学 の学 あ

教 研究 あ

明し   

 
(11) 教育講 講師 

テ マ 

子  し  子

大人 な の の中  

29

年 11  

子高 の な 人 100年 の

の な 子 あ

大人 し な か

な 研究し 学

し の な

の な 子

のか 次 学 野

な の な

部 学 子 の教育の し

の教育 な

元   

 

(12) 学 研 講師 30

年 8  

か の教育 テ マの

学 の目 し の 学 教

ociety5.0 な 口

学 す か の  

(13) 教育講 講師 30

年 11  

子高 の な 人 100年 の

の な か な

研究し 学 し

の な の

な 子 のか

子 の の な子

育 のか 加

講   

(14) 研 講師 30

年 12  

学 学 の

のテ マの 学 の ン あ

か 教育 カ ・マ ン

の 3 の 教 育 ・

・ 学 の 学 の

か  

(15) 青 年健 育 講 講師 30

年 12  

マ の子

し 青 年の健 育 の

の 子 SNS

な の の 子 ス

の加 な の 口か の子 の

講  

人間－330



(16) 2 カ 講師 令 和元

年 6  

子高 の な 人 100年 の

の な か な

研究し 学 し

の な の

な 子 のか

子 の の な子

育 のか 加

講  

(17) 研 講師 令 和元

年 7  

カ マ ン の 学 の

し お カ マ

ン の し か

し し 介しな

す ン し

な し  

(18) 教 研 講師 令 和元

年 7  

学 な教 の テ マの

教 の の職 し 教 し

な な な 業 の教職 な

し 業 業 の し

の 学 な な な

す の教 の の

スカ ンしな し  

(19) 学 教 研究 部 研

講師 

令 和元

年 8  

令和元年度 大 大 の

本 の研究 学

な ・ か 教育 の

か し か の 学

教育 お し

し  

(20) 57 学 研究 研究大

学年 研究 3年 部  

令 和元

年 11  

の あ の の

学 大

元 あ の 授業 し か

中し 元の ン

し 研究 し

か

の 元の学 か の

の し の

 

(21) 研 講師 令 和元

年 11  

子高 の な 人 100年 の

の な か な

研究し 学 し

の な の

な 子 のか

子 の の な子

育 のか 加

講  

(22) 田原本 学 子育 講 講師 令和 2

年 2  

・ の子 の

テ マの 子 の か

子 の の特 の し

のか 中 加

し な 研

 

 の    

特記 なし   

   

人間－331



職 の 績 す  

 年            

    

・中学 教 一 ( ) 

 

・高 学 教 ( ) 

 

・学  

 

・ 学 教  

 

・ 学 教 一  

和 55

年 3  

和 55

年 3  

和 55

年 3  

和 56

年 3  

 6

年 6  

 

54中 1 4405  教育  

 

54高 2 4519  教育  

 

博 94  大学 

 

55 2 397  教育  

 

6 1 47  教育  

  

 特    

特記 なし   

   

 の す の特記    

（1） 学 教 研究 部  

 和 62年度  

 5年度 11年度 年 部 部  

 23年度 28年度 ・ 部   

和 62

年 4

29 年 3

 

和 23 年 6 業 元

し 和 30 年 教育

研究 し の 教

の研究 一 し す し

学 教 研究 部 な

の 学 の し の

  
（2） 人 本教育  

 25 26年度 部  

 27年度   部  

 

和 62

年 4

29 年 3

 

本の か の

教育の 目 し 教育 広 教育

の の 教育の 研究 の

し の教育の正

し 健 な す 目 し

人  

 

（3） 教育  

 

23

年 4  

29 年 3

 

か の の

正し す あ

教育の ・ 人

15 年か

 

 
（4） 子 ・子育  25

年 3

27 年 3

 

 

安 し 子 育

す 子 ・子育

業 す の目

目 (  西  

大学教授) 

 

（5） 人 学  26

年 4  

28 年 6

 

学 し 学 の安 学

の す 業 学

育の 目 し 人  

（6） 教育 ン  26

年 9  

27年 12

 

10 年間 の教育 す

の （  吉田明史 学 大学 子

大学部学 ） 

（7） 子 の  27

年 4  

29 年 3

 

あ 子 の の の

（  原 子 学 大

学教授） 

人間－332



（8） 人 教育研究  

 

27

年 5  

28 年 5

 

部 の人 の な し

の し 人 の す

教育研究 目 し 研究  

（9） 職

 

27

年 10  

29 年 3

 

 

子 教 の一 な

し の の

目 し （  岡田 大

学教授） 

（10） 本  28

年 2  

29 年 3

 

本 の の （  

森田 大 大学 教授） 

（11） 教育  28

年 4

29 年 3

 

 

教育 教育 の

教育 し 教育

の  

（12）  28

年 6

29 年 6

 

の 教育 し す

中 し 教 の学

の学 高

す な 目 し (  和 雄

教育大学教職大学 教授) 

 

（13）  28

年 5

29 年 5

 

子 の 健 し

の 本 し

お の 目 し

（  治夫 ） 

 

（14）次 教 ロ  28

年 10

29 年 3

 

の教 す 学 ・ 教育

・ 育 す 目 し 次 教

ロ の す 目

し か 教育大学（ 学

） 教育 （教育次

） 学 ン

し  

 

（15） 学 本部             

25 26年度                    

27年度  

28年度  

 

25

年 5

29 年 5

 

学 教育の 目 学

研究大 の な度

学 の の 教育

の し な教育 の

な 野 の

学 の

学 加 し  

 
（16）   29

年 4

 

の

の の す 研究 業の

の 大 かか 明 す

の の な

の  

 

（17） 教育  29

年 4

 

青 年 す の 青 年健

育 の の正し の 人

間 お の し 教育の

の 善・ ・ か 青 年教育

す 教職 の研 し の

な 目 1980 年( 和 年)

教育

 

 

人間－333



（18） 人 本教育 弘 部

 

 

29

年 4

 

し 為の人 育 す

の子の 優 な学 し 学金 教

育一 特 な研究 す 教育 の

か お 人 の

教育 の す 目

す 人 

 
（19） 教育学   29

年 5

 

34 年度 の 教育学 の教育

の 学 教育

か の し し 加

 

(20) 学 任  30

年 5

 

の 大学 の学 し

の かしな の

し  

(21) 2 子 ・子育   令 和元

年 7

 

子 ・子育 の

の 子 の健 かな育

の子育 す な 子 安

し 育 の

子 ・子育 業 の  

 の    

特記 なし   

   

研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ 書）     

     

（学 ）     

1 学  

 

 28 年 9

 

23 年度

・中学 研究紀

 

・ 学 ・中学

 

学 の

学 ンテ の な

か 学

す 学 の

ン・ ンの あ 子

の し

学 目 し の

し  

（ p46 p48） 

 
2 の

の一  

教育   

 28年 9

 

学 大学研究紀

 5  

本の 大 ス

す

人 の の

特 教育の目

教育の 教育 す

か の学

の ・ ・

の の教 書

し の学 中

学 あ

+ の し

の知 中

一

な 間 知の

し  

松田智子 山田均 

の 教育 の

の部  

（p146 p150）  

 

人間－334



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

3 お

の教  

 28年 12

 

本人間教育学  の 教育の中 な

す の し の目 青

年 青 年

す

あ の目 す

学 大 しな な な

次 学 の お

・ 学 （ テ

・ ン ）

の な な

・ の育

か あ 学 教育

お し

・ あ

の人の 教

す あ

し 子 の

な の ・ 育

の

し （p75 p83） 

 

4 し の な

の育 す

 

 29 年 11

 

本人間教育学 大

3  研究

 

1989年（ 元年） し

間 な 30年

学 教育 お 学年

学 の の

友 の人 の な

し の

な

の

の あ 次の

学 の あ

・ 学

・

学 し 教

師の 目し 学

教 す

な

し  中 美 山田均     

（p14 p15） 

 
5 の

学 す  

 29 年 3

 

教職研  教育

研究  

・ な の 特 教

育の の の な

学 の ・

し 学 大し

中教 か の

の カ の教

育 学 の 一 マ

ン 教職 学 の な人

の かし

し 子 な ・

学

チ 学 の

か

学 のあ 善

し の の教

職 間の な し

し の す

学 マ ン 学

の し

し (p60 p61) 

人間－335



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

6 教育 お

・  ・

育 か

・ か

 

 30 年 2

 

学 大学紀  

8  

29 年 3 の学

・ の の

教育 す ン

大 の あ 29 年

10 教育学

66 研究大 ・

のか ン

な ・

の教 し のあ

す の な のか し

教育 ・

の し のか

し （p109 p117） 

7 か の 教育 

・  

 30 年 3

 

 （ 教育

） 

29 年 3 次 学

学 の

・ 学 の

ン な な

し （p8 p11） 

8 な ・

- 学 お

の ・

の一 - 

 30 年 8

 

オン ン ャ

ル 人間教育 1  

次 学 教 の目

・ の の あ

知

学 か 人間

・ 明

な 学 お

の ・ か

し の ・ の

 

の の し

の の ・

か の特

の し

の

・ す のか

す  

8 教育学

の一 - 目 す

教育学 の

し - 

 30 年 9

 

オン ン ャ

ル 人間教育 1  

2015年 学 教育 正

中一 教育 教育学 加

の の教育

・ の 学

中学 教育 度の し

な の あ

教育学 の

の の一人

し し ・

し

教育学 の す

の 教育学

の の す  

9 し の

な の育 す 

- のかか の

かし 学

し - 

 30 年 9

 

学 大学紀  

9  

本 学 の 人 な

教育

の学 お 教師 の

す 教 の特 かし

の目 特 な

の

2） す な

のか

学 中 教 の し

す  中 美

山田均 

人間－336



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

10 の学

教 研究 - の ・

育 教 - 

 31 年 2

 

学 大学紀  

10  

 

本 田和正の し

の

学 の 教

の な

教 研究

学 の 6年 の学

し 教 の

 

11 な ・

か 学

育  

 令和元年 9  学 大学紀  

11  

本 な ・

か 学 し

の ロ

ス な の あ か

教育 目 し し の

・ の 教育の

の の あ

学 田中教 の

 

田中雅 山田均 

12 

す の

 

 令和 2年 3  学 大学紀  

12  

教育

し の

の ・ し

し す 度 し

す

の一 し の 目

し 学 し 目 し

本 の

し

す の

教育

目 し

の

し  

（ の ）     

特記 なし     

     

 

人間－337



教  育  研  究  業  績  書 

令和 年     

 太田 雄久 

研   究      野 研 究   の      

教育学 教育 ( )・教 教育（ ）・学  

教  育    の          す       

 年              

 教育 の  
( ) 学 学 な

・ の育  

 
22年 4

26年 3
 

 

 
学 の学 の 善の

の 学 な 一
・ の し し

す 学 の し 子 元
の の の

・ の し
し し し

す 子
の授業 の す

学 な
育 す  

（大 教育大学 学 の ） 
 

 
( ) エ ル ・ 子 お な

の す の教  
 
 

 
25年 4

26年 3
 

 
 

 
エ ル ・ 子 お な の

す す 教 年 の 元
の の 元 お

な の の す
し の

し の
の の か 子 お

の の の の
退

子 な の の
な な の 明す

な の 年 の エ ル
の 育

の あ 学 年 の エ
ル の し のあ
の な  

（大 教育大学 学 の ） 
 

 
( ) 学

の授業  
 

 
23年 4

24年 3
 

 
 
 
 
 
 

 
大 教育大学の ン人 育 カ

教 ・教授 の の
教育研究 学教育 ロ

（ ） お 学 の目 の し
な の

し す 学 の
かか の中 し の ・
の し 授業

し 年 の の 元
授業 の

の ルの の な
の の し の

  

人間－338



の  
（大 教育大学 学 の ） 

 
( ) 子 の か 学 な

育 の授業  

 
25年 4

26年 3
 

 
の目 あ 学 な 育

年 の授業 子 の か
な授業 年間

年 の の の の 元
子 の の （ の

な ）の
の ・ の し

の 子 の の の
の し の 元 お

の ・ の な
な 子 な

し 学 な
 

（大 教育大学 学 の ） 
 

 し 教 書 教  
( )育 ン  
  大 教育大学 学 部 

 
24年 4  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
教育 の の授業 の の

目 し し な お
の 安 教

の 書の 教 の特
の目 子 の学 の 学

の書 な の授業

し 教育 か す
 

 8  
（ 24 年度 25 年度大 教育大学
学 の ） 

 教育 の す 大学 の  
( )大 教育大学 講師 し の学

授業 ン  
 
 
 

 
24年 9  

 
 
 

 
大 教育大学 講師 し 学 授業 ン

本人 の 授業研究
（ 満 中）高

特 な か す 学
の満 度 高 授業の 夫し 教
の な 学 か あ  

 

 
 
 
 
 
 

25年 9  
 
 
 
 

年度 大 教育大学 講師 し の
学 ン （ 満

中） あ 学 の の高 教 の の
か す 学 の の 度の の 目

特 高  
 

 
( )大 教育大学 学 の か

の  

 
26年 2  

 
部 学教育 ロ の中 し 大

教育大学 の し ロ
し 教育部の中 し 学

研究 し
任 し 研究 の

し な教 し 研究
し 学 お 学年 学年

任 ル の し 学年
任 の の

学 し 教育
部 教育 任 し 教育 本

部 教育 教育 オ エン
テ ンな の 業 な し

 
 

人間－339



 
( ) 研 の の研究  

 
26年 3  

 
大 教育大学 学 教 し 25
年度 研 （ 研究） し （研究
大 教育大学 学教育 ン 特任准教授 矢史
雄 あ ）テ マ 教 一
授業 ステ 教育 の

あ 研 し あ 大
教育大学の学 研

研究 あ テ マ あ の
研 の研究 （ 年

度） し の研究 し  
 

 
( ) 学 大学人間教育学部 の

学 か の  

 
26年 7  

 
大 教育大学 学 教育 年間

し教育 か あ 大 の
学 教 の な教

の 優 学
の教育 の あ 本大学の教育

す
講師 し 大 教育大学 教育 お

学 し あ す あ
大学教 し の授業の あ

任 学年 任の あ 学 お
の 学 大学の

研究 し  
 

 の す の特記  
( )大 教育大学の教育  
 
 
 
 
 
 
 

 
22年 4

26年 3
 
年 9  

（ 間部） 
 
 
 

 
年 大 教育大学 学 し

年間 大 教育大学教育学部の 間部の学
の 間 し 教育 部 し
年度の の し 大 教育大学

学 年度 度の教育
の の あ  

 
・ の授業 お の （

） 
・ 学 お

の授業 お の 記
の な の 学

な の学 任 し の の
（学 任 ） 

・教育 し の 子 の
な の教 の 学 教

し の な の  
（教育 部 ） 
 

人間－340



 22年 4
26年 3

 
年 11  

（ 間部） 
 

大 教育大学 学 し 年間
年 大 教育大学教育学部の 間部の学 40

11 間 し 教育 部 し
年度の の し の
の あ 間部の学 す 学 2

の し 学 の
一 の教職 す 知 の

特 の し  
 
・ お の の

の の （ ） 
・学 お 特 す
の の し す

（学 任 ） 
・ し 育 の 教
師 し の の な 学 学

かす  
（教育 部 ） 

 
（ )大 の 学 教 の の の

研 の  
 
 
 

 
22年 8  

【2 目】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
大 教育大学の学 特 ロ 業（
部 ）の一 し 年度 し

目 大 の教 の あ  
の 安 安 講

（ ） 講 （中 ） の
教育の な教 中 安
研 ・ お
本 な の お
の 教 書 載 な

な 学 し な
・ の 目 し  

（ 大 学 教 ） 

 23年 8  
【3 目】 

大 教育大学の学 特 ロ 業（
部 ）の一 し 講 3 目 し

目 大 の教 の あ  
 ・ 講 子 の 学

な 授業 の
 ・ 講 安
研 あ ・

お 本 な の  
お の 教 書 載

な な し 加教 の
授業 の ・ の 目 し 子 

の 学 な 授業
子 の目の 目し の授業

の研 あ の 子
目す す 教 の

特 す の 授業 し
な し 研 加 明 か の
授業 な研 な  
（ 大 学 教 ） 
 

 24年 8  
【4 目】 

大 教育大学の学 特 ロ 業（
部 ）の一 し 講 4 目 し

目 大 の教 の あ  
学 な 授業 テ

マ 研究 子 の の ・
す 学 な の
の授業 の 授業 介す

の授業 目 し 子
な の授業
教 あ

し 元お 本 の授業 の子 の

人間－341



し 授業 の
教 な の

講 す  
（ 大 学 教 ） 
 

( )大 教育大学教育学部（ 部） 教育   
  講師 し の授業  
 
 

23年 4
24年 3

 
【 年目】 
 
 

大 教育大学教育学部（ 部） 教育 お
高学年の テ マ し 授業

教 の講 授業
の 介 授業 年

の の の授業 子 の
の 記 な な教
の の の な

介し 年 のの の 元
な の 子 目す の

介し
の授業 す 学 か  
（ 講 大 教育大学 お 中

） 

 24年 4
25年 3

 
【2年目】 

大 教育大学教育学部（ 部） 教育 お
高学年の テ マ し し

高学年 の 学 の特 明し
授業 教

目 の の講 授業
の 介 授業

年 の のの の授業
子 の の 記 な

教 の す
介し 年 カの の

元 子 カ し
の授業 介し 授業

授業 子 の 記
介し 教育 の学 学

の の授業 子 の の
の な講 な
 

（ 講 大 教育大学 お 中
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
25年 4

26年 3
 

【3年目】 

大 教育大学教育学部（ 部） 教育 お
高学年の テ マ し 授業

教 の の
の講 高学年 の

学 明し 授業 の 介
授業( 元 カ ) 知
の カ な
な な 明か

な の か す
介し 学 か の カの

教 し の教育 な か
か の広

教 の の
し 学 あ  
（ 大 教育大学 お 中

） 

人間－342



 26年 4
27年 3

 
【4年目】 

大 教育大学教育学部（ 部） 教育 お
学 授業の テ マ し

授業 の 介 し 教
の の 講

授業
明か か な 部

一 の な
の 介 子 の目 かす

な 子 の学
し 学 か 目

のの か
す 学 のか

し な か
教 し 授業 の

し 学 あ  
（ 大 教育大学 お 中

） 
 

27年 4
28年 3

 
【5年目】 
 
 
 
 

大 教育大学教育学部（ 部） 教育 お
学 授業の テ マ し

授業 の 介 し 教
の の 講

授業 カ か か
知 な

な
の 介 の の学 お 子 の目

の 根 の
し 学 か 教師の教 研究

か 子 し
教師 か か 大

な の か 教
の 学

あ  
（ 大 教育大学 お 中

） 
 

 28年 4
29年 3

 
【6年目】 

大 教育大学教育学部（ 部） 教育 お
学 授業の テ マ し

授業 の 介 し 教
の の 講

授業 カ か か
知 な

な
の 介 子 の
介し の 子 か 記 介し

の子 の 記 の か
な し 学 か

子 の記 の す か 子 の記
のか のか

記 か な し
な 教師の 子 の学

のか し な の
か 教

の 学 あ  
（  大 教育大学 お 中

） 
 

人間－343



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

29年 4
30年 3

 
【7年目】 

大 教育大学教育学部（ 部） 教育 お
学 授業の テ マ し

授業 の 介 し 教
の の 講

授業 カ か か
知 な

な
の 介 子 の
介し の 子 か 記 介し

の子 の 記 の か
な し 学 か
授業 し の記 の書
か 子 の記 のか
し の 元 の な

あ か 子 の学 な
し な の か
教 の

学 あ  
（  大 教育大学 お 中

） 
 

( ) 岡 学 の 講師 
 

24年 4
25年 3

 
【1年目】 

学 子 し 学
お の 研

究テ マの の教 研究お
授業 の

年間 （ 授業の 講 研
の お 学 の授業 の
年度 の研究の の 講

）の の 岡 学 の教
し し の記

間 し か
の な の

あ な 元 本 の授業の
目 な の ル あ し

の な学
し 授業 の あ

の  
（ 岡 学 教 ） 
 

 25年 4
26年 3

 
【2年目】 

学 子 し
し 学 お の

の教 研究お 授業
の 年間 （ 授業の

講 年度 の研究の の
研 の研究の お 学

の授業 の 教育 の
研究 の 講 年度 の研究の

の 講 ）の
の し 子 の か

あ の の 授業 の の子
の （ 記 な ） し か
の の の
あ の し 子 の

か か な の し 授
業 大 な 授
業 し 元 本 の授業の目

し 授業 教
 

（ 岡 学 教 ） 

人間－344



 26年 4
27年 3

 
【3年目】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学 子 し の
の 学 のあ

研究テ マの 年間 （
授業の 講 研 の研究の

お 学 の授業 の 年度
の研究の の 講 ）の

年度の の 子 一人一
人の 学 子 の の

・ 目 の
目 す 子 の

の な の
子 の学

す 高 子 な
な

の あ の し の
記 し 学 な 授業

の子 の 記 し
し 子 の

授業 研究授業 お
な  

（ 岡 学 教 ） 
 

 27年 4
28年 3

 
【4年目】 
 

学 子 し
学 のあ

研究テ マの 年間 （
授業の 講 研 の研究の お

学 の授業 の 年度 の
研究の の 講 ）の

年度の の 子
ン の

あ 子 の 授業
の ル か

す あ の あ
の し ン の

な の の 夫
の 夫 子 の

な  
（ 岡 学 教 ） 
 

 28年 4
29年 3

 
【5年目】 
 

学 子 し
学 のあ

研究テ マの 年間 （
授業の 講 研 の研究の お

学 の授業 の 年度 の
研究 の 講 ）の
年度の 子

ン の あ
子 の 授業の ル か

す
あ の 書な
の す か

ルの の あ の
し 年度 の研究 書

の の の ル し し
の授業 ン の す

の授業 ル の 根
の授業 す
 

（ 岡 学 教 ） 
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 29年 4
30年 3

 
【6年目】 

学 子 し
学 のあ

研究テ マの 年間 （
授業の 講 ）の 年度の

子 な
の 子 の 授業の

ル か
す あ の あ の
し の 学 マ

学
ル 学  

（ 岡 学 教 ） 
 

 30年 4
31年 3

 
【7年目】 

学 子 し
学 のあ 研

究テ マの 年間 （ 授
業の 講 ）の 年度の

子
授業 ンのあ 子

か 教師の のあ
の あ の し 年度

の し 学 マ 子 の学
の の 子

の な 教師の のあ
教職 学  

（ 岡 学 教 ） 
 

31年 4
令和 2 年 3
 

【8年目】 

学 子 し
学 のあ 研

究テ マの 年間 （ 授
業の 講 季研 の講 ）の

年度の 岡 学 の
の ・ の研究 かし 授業
ン あ の し の研究
の す 岡 学 目
す ・ 学 授業 善 の

教職
 

（ 岡 学 教 ） 

( )大 の 学 教 の 由研究
の の研 の  

 

25年 6  
【1年目】 
 

大 教育 ン の 由研究 研
講 講 の 由研究の
な の授業 あ 講 の目

の 由研究 の
な の の授業 子

の高 由研究 す
あ 研 の し の授業

の 子 す
由研究の の な

し  
（ 大 学 教 ） 
 

 26年 6  
【2年目】 

大 教育 ン の 由研究 研
講 講 の 由研究の
な の授業 あ 講 の目

の の授業
子 の高 由研究 研

子 の な の の
の授業 の 子

す 由研究の の な
の し  

（ 大 学 教 ） 
 

人間－346



( )大 教育大学 ロ  
講師 

 
 

25年 8  
【1 目】 

大 教育大学 学教育 ン す
（ エンステ チャ ） ロ の
学 ロ あ 教育 講

子 の 学 な 育 授業
テ マ し 中学年の授業 教

の講 授業 の 介 授業
知 な

の子 の な
あ  

（ ロ 講学 ） 
 

 26年 3  
【2 目】 

大 教育大学 学教育 ン す
（ エンステ チャ ） ロ の
学 ロ あ 教育 講

子 の 学 な 育 授業
テ マ し 高学年の授業 教

の講 授業 の 介 授業
す の な

学 の し教 な  
の授業の し 学

大 あ  
（ ロ 講学 ） 
 

（ ）大 教育大学教育学部 教職 講師 
 

26年 7  
 

大 教育大学教育学部 教職 お
教 教師 し の テ マ し

教師 し 学 教育 し
し の目 の の

授業 お の講
特 授業 お 学

教 学 一人一人 授
業 の の授業
の子 の 子 介し 記

介し し
の のあ の授業 な

の授業 学 子 の
記 か 教師 す

か し な の
 

（ 講 大 教育大学 ） 
 

（ ）教育 研 ロ  
研  

 

26年 8  
 

和 学 教 し 人教
研 ン の 年度教育 研

ロ 研 加し 研
ン ン あ の研究テ マ
学 の育 あ の

中 学 テ 育 す の 授
業の ン の研 す
な 本 研 ン ン の教育 ス
テ の の な 本の教育 ステ

し す 教育の 目
研 書の な の講
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（ ）教育 研 ロ  
研 加 

（ 人教 研 ン ） 

26 年 10
 

年 の間 和
学 教 し 学 の育

テ マ ン ン の 研 加
し の な研 教育 ス

大学 学 ル ン 大学 学
お 教 な カ の お

学 あ 研 の授業 学
授業 教 の ン 本研
明 か な 本の学

す し あ ン ン
の の授業の ル 高

す 本 授業 大 す 教
書 な な 明

か な  
 

（10） 岡 学 任 研 講師 27年 9  岡 学 お の
授業 の 本 テ マ 27年度

任 し の 安
の 授業 し 特

安 の 中村 太の hazards 
drawing ・ の加 す
安 安

な部 授業 の
本 の

明か か の
の の の

講 し し な
の の安 大 あ

か 教 す
子 授業 か  
な の  
（ 岡 学 任教 ） 
 

（11） ルカ （ ）
の の 育の 講師 

28年 2  
 
 

の お
ルカ （ ） ロ チ

カ 育 研究 お
講 の し 子

の な し
子 す か す

の 子 の な
の の あ 育

な 根 し
の し の学 育 の

お 育か 学 かな な
な し 学 教 学
の学 育 あ 育

の教
 

（ の 学 教 お
教職 育 職 職  

） 
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（12）八尾 八尾 学 の 講師 28年 4
29年 3

【1年目】 

テ ・ ン の
テ マ 年間 （ 季研

の 講 研究授業の
年度 の研究の の

講 ）の 中
の し 子 の

か あ の の の教
師の教 の の の あ

の し 教 の特 の
授業の か し す 授

業 加し 部 の子 の
の 教

 
（ 八尾 八尾 学 教 ） 
 

 29年 4
30年 3

【2年目】 

テ ・ ン の
テ マ 年間 （年度
の 講 学年の研究授業の 講 ）
の 中 の

し 子 の な の
子 の す

の の あ の し
な 学 教 記 の

部 す の
教  

（ 八尾 八尾 学 教 ） 
 

 30年 4
31年 3

【3年目】 

子 の な ・ 授業のあ
の学 し か 大 し

テ マ 年間
（ 学年の研究授業の 講 ）の

の し 子 の な学
す 授業 ン 子 の

な のあ の あ の
し 本 ル な 元 ル の

授業 授業 教師
の な 子 し 教師
の 授業  
（ 八尾 八尾 学 教 ） 
 

（13） 学 研究大 大 大
講師 

 

28 年 11
 

学
学 研究大 大 大 の 学年 お

研究授業 本 本の 講
の し 季 の

し 季 の 間の
の し の

度 な 目 な の
元 しな

学 の
か

な す の
あ の 大 な
の の の あ 大

の の学 の の 知
の の な な

 
（  学 研究大 大 大

 学年   ） 
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（14） ・ ・ 育 （ ）
研究 講師 

29年 1  
【1年目】 

中
・ ・ 育 （ ） 研究 お
次 学 学 教育 学 教

育の かな 講
講 の し 岡 学

の授業 オ し 授業 根
し 子 の学 の のあ  

講 し ル
す の の

の か の の
のあ

講 の し 育 の 育の
の授業 の し

学 の 育の
な 育

教 の か の お
の の の

育 教  
（ の 学 教 お

教職 育 職 職  
） 

 

 30年 2  
【2年目】 

中
・ ・ 育 （ ） 研究 お
学 教育 学 教育の かな

の 育 し
講 講 の し

岡 学 の授業 か
学 教育 の の

の教育 か す な
講 し

ル す の
の の か の

の のあ
間の 中 の 育

学 か な な
学 あ

知 し
育 教 の

か し 育 教 学 のあ
な  

（ の 学 教 お
教職 育 職 職  

） 
 

（15） 岡 学 研究 講 講師 
 

29年 2  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育  28 年度 岡
学 研究 お 次 学

学 ・ の授業 岡 学 の授
業研究 テ ・ ン の か

講 講 の し
28 年 12 の中 教育 学

中学 高 学 特 学 の学
の 善 な （ ） の

の の授業 根 次 学
学 ・ の授業 お

の授業 な教師の の
し の ン か 次 学

授業の か 学
す か 授業の 善

ン の か
の次 学 の学

し 明 か な  
（ 岡 学 教職 の
学 教職 の学 教職 ） 
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（16） あ おか 研究 講師 29年 3  育 学 な か な
学の 野 あ の中 学

の 研究テ マ
の の し 育
の学 ・ の学 の ・
の か 育の の の
あ の し 育 学 教育の

教 教
育 の
 

（ あ おか 教 ） 
 

（ ）八尾 井 学 の 講師 30 年 11
 

八尾 井 学 お の研究
研究授業の 講 の 子 の ン

の す授業 ン テ マ し
講  

（ 八尾 井 学 教職 40 ） 

（ ） 27 大 学 ・ な学
教育研究 研究大 中 大 の
の研究 講師 

30年 9
（ 中） 

31年 10 31 八尾 高安 学
27 大 学 ・ な学 教育

研究 大 中 大 の お 授業研究の
30年度 ・

学 目 す授業 の講
2 の 2 研究授業の 講

1 31年度
あ  

 

 の  
( )大 教育大学教育学部 お 講師
し の教育 績 

授業研究  

 
24年 4

25年 3
 

 
大 教育大学教育学部の 講師 し の

授業研究（ 目 年次
） お 学 学

の目 お の講 学
の書 の講 の教 研究 授業

の講 お の 介 学
授業の お 授業 の の

教育 学
学 の書 の授業 （
教 ）お 授業 の
教育 あ  

 

 25年 4
26年 3

 
 

大 教育大学教育学部の 講師 し の
授業研究（ 目 年次
） お の教 研究 授業

の講 お 学 授業の
授業 の 授業 

す 教 授
業 教 の 書
な の 明 か の

な講 し 学 教 の 子
の す
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職   の  績   す      

 年           

  
( ) 学 教  
( )中学 教  
( )高 学 教  
( ) 学 教  

 
14年 3  
14年 3  
14年 3  
29年 3  

 
（大 教育 ） 

中 （大 教育 ） 
高 （大 教育 ） 

（大 教育 ） 
 

 特   
特記 なし 

  

 の す 特記  
（ ）大 教育大学 学教育 ロ   

  
 
 

 

 
23年 4

24年 3
 

 
 
 

 
大 教育大学 学 の ロ

し お の の
次元 の

の
お の し 授業

ステ の 大 （
）の 子 一人一

人の 次元 し ス ャ
子 の の

す  
 

 24年 4
25年 3

 
 
 

大 教育大学 学 の ロ
し お の の

の
高 の ル 本 し

の の か
し の の

の し し
し の書 カ スマ

の お の 子 すの
な  
 

（ ）大 教育大学 学  任 
 

24年 4
25年 3

 
 

大 教育大学 学 の 任 し
教 の 授業

の 子 の の
し 教師の
子 の 学 な

育 授業研究お の
部 元の学 し 育 子

の し の授業
な 授業 の 書

子 の し の 子 の
学 す ・ 高 学 な
・ す 任

し 学年 の 3 年 か の の
学 知 の

し  
 

 25年 4
26年 3

 
 

大 教育大学 学 の 任 し
部の 教 の育

の教 の の
の 教 授業 学 の 年

間 の 教 の
任 部  

の授業研究お
な 学年の な 学

学 目 の し
本年度の研究

授業 あ な の授業
な 年 高
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（ ）大 教育大学 学   
学年 任 

 
 
 
 

 

25年 4
26年 3

 
 

学年の 任 し 学年
の の し 学年

授業 善お
学年教 研究 教師 し の 高

の 学年 の子
授業 な

か の学 お 学年教 の 大
な  

 

 の  
  特記 なし 

  

研  究  業  績        す       

書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

（ 書） 
教育  

   
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
22年 6

 
 
 
 
 
 
 
 

 
大 教育大学

学 教育  
 
 
 
 
 
 

 
年 の大 教育大学

学 研究 の授業 の あ
 

  
大 教育大学 学  

岩 由紀夫 山 之
山雅夫 森 太田雄久 木

大 田和 林 知子 森元 子 井
大 吉 子 間  
本人 部   

年 の （p
）  

の の授業 の
の し 本授
業 明 か な の

か あ の ・ の
か か の の

あ ・ し
の

な あ  
 

教育  
   
 

 23年 2
 

 

大 教育大学
学 教育  

 

教 の特 子 の
教 の本 の 書・

の  
  
大 教育大学 学  

岩 由紀夫 之 森 太田
雄久 大 林 知子 森元 子 吉

子 之 井大 聡子 山本
大 典 井大  

本人 部   
学 な 授業 年
の 則 （p ）
 

本研究の目 学 の根 あ
 

子 す な授業
す 子 の 学 な

育 な 明 か
す あ 明 か な

人 の大 あ す
な

の 子 あ
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書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

教育  
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

23年 7
 

 
 
 
 
 
 
 

大 教育大学
学 教育  

 
 
 
 
 
 

年 の大 教育大学
学 研究 の授業 あ
 
  
大 教育大学 学  

岩 由紀夫 八木 山
憲一 正治 森 太田雄久 木

田和 林 知子 井大 森
元 子 吉 子  
本人 部   

年 の （p ）
の部  

年 大 教育大学
学 研究 の授業 の
お 本授業 

明 か な 子 な
子

かし 知 の の
知 な

の の
あ あ  

 

教育  
   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

23 年
10  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 教育大学
学 教育  

 
 
 
 
 
 
 
 

学 子 の
の し のか 教

 
  
大 教育大学 学  

山田 則 部 一 島
八木 山 森 太田雄久

木 田和 森元 子
間 竹 由 子 紀 13  
本人 部   

子 子 学
な 目し （p ）の部

 
学 子 の

のか 子 の の
授業 し お

の あ 学 ・
な 子 の

す 授業
な 子

の の
の な
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書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

教育  
   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

24年 7
 

 
 
 
 
 
 

大 教育大学
学 教育  

 
 
 
 
 

年 の大 教育大学
学 研究 の授業 の あ
 
  
大 教育大学 学  

東章 田 八木 大
憲 聡子 森 太田雄久 木
林 知子 田和 松山雅子 井大

森元 子 吉 子 本 子
竹 由 子 聡子 島 子 8  
本人 部   

育 す の授業 年 の
の の部 （ p ）

 
大 教育大学 学 研究
の授業 の 教 授業
お 明 か な

授業 子 かか
子 の の

な あ の教育
明 か し  

 

教育  
   
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

24 年
10  
 
 
 
 
 
 

大 教育大学
学 教育  

 
 
 
 
 

教 ・ の か の
 

  
大 教育大学 学  

八木 山 森 太田雄
久 木 林 知子 吉 子 森元

子 之 紀 松 木
竹 由 子 聡子 11  

本人 部   
の の

の な （p ）の部
 

の
の の 授業

子 の
の あ

子 の
子 の か

の あ  
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書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

教育  
 

 
 
 
 

 
 
 
 

25年 2
 

 
 

大 教育大学
学 教育  

 

教 ・ の か の
 

  
大 教育大学 学  

八木 安井 和 山 森
太田雄久 木 子 林 知

子 吉 子 森元 子 之 井大
井大 紀 聡子 竹 由

子  
本人 部   
教 ・教 の （p - ）

の部  
年 の教
お 授業 介し

な 年 の の学
のか 学 の の

し し  
の の の な

学 の学
し あ  

教育  
   
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

25年 7
 

 
 
 
 
 
 
 

大 教育大学
学 教育  

 
 
 
 
 
 

年 の大 教育大学
学 研究 の授業 あ
 
  
大 教育大学 学  

原 大 憲 聡子 田
中 山 森 太田雄久 吉
子 井大 紀 松山雅子

本 子 竹 由 子 聡子 島
子 口 金光 山本

大  
本人 部   

子 の 学 な 育 授業 
年 の （p ）部
 

大 教育大学 学 研究
の授業 の 教 授業
お 明 か な

子  
の あ 子

の 授業の目
の の

の 明 か し す 大
あ の
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書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

教育  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

25 年
12  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 教育大学
学 教育  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ の育 大
し の か 教 ・
の  

  
大 教育大学 学  

矢 健一 山 太田雄久 吉
子 井大 竹 由 子 井 由香

田村 由子 山本 大 吉森久 井大
田美和 智 田 太 之

 
本人 部   

・ ・ の育 の
の ・ の育 の

（p ）の部  
の ・ の育

授業 あ し
明 か な の

の の目 な
・ の育

な  
 

学 な
育 授業 

 
 
 

 
 
 
 
 

26 年
12  

 
 
 
 

学 の目 あ 学 な
育 の 授業

な授業 の し
教 元目 の

の し
子 の

の 子 知
知 な

知 な の
の 教 教

元目 の の
特 す 目

のなか
かし の し  

の 善 かす し 目 の
な

目 子 の
記 す の

し 学 年 の
年 の な 年

の授業  
  

 

人間教育
し 教職  
 
 

 
 

26 年
12  
 
 
 
 
 
 

大学教育  
  
 

人間教育 教師 目 す学
教育学の 一 し 教育の目
学 の あ  

  
中田正  

中田正 田 治 松田智子
中田 子 金山憲正 瀧明知恵子 治  
本人 部 （ ） 

章 学 の学 （p.
p. ）の部  
学 か す
の の 広 の

特 し 学
年か 年

学 学 任の一 の の
ン

学 教育目 か 学 教育目  
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書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

    明し の ル し 年 の
し PDCA ル す

学 の の  
本人 部 （ ） 

章 学 の （
）部  

学 の 年
の人 の な し

な の
学 高学年 の の 特の

な し
し す

学 学年・中学年・高学年の の
ン の ・ ・

な 学 の す か
し ロ 中

ャ の す ・
中学 の あ  
 

の
学  

 の
 

 29年 8
 

あ  学 の 授
業の 大学 教

か の あ  
  

聡子 
聡子 吉博之 田

太田雄久 矢史雄 雅之
 

本人 部 （ ） 
章 学 の 年

の （ ）
の部  

年 の の
学 の授業
の し

の 学 教育
の部 あ 教 研究な

大 す あ
子 学

学 ル な 子 の
学 の す か

あ 部 し
 

 

(学 )     

育 す
の授業 

 
 
 

 
 

 

 
24年 2

 
 

 
大 教育大学

学 研究紀
 

 
 
 
 
 

 
子 の な 育

な の す
し 学 す す 授業

し の
教師の教 の の

子
し 明

か な
の す あ

か 子 の の高
の す 明 か し 本
し 子 の

す す
な
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書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

子 の 学 な
育 授業 

 
 
 
 
 
 

 
 

25年 2
 

 

大 教育大学
学 研究紀
 

 
 
 

授業 お 子 の
子 の す な

し な の
の な

の
子 の

の の の
な

な
教 し

な の 子 の
子 の

な
明 か し な

子
な  

 

子 の 学
な 育  
 
 

 26 年
10  

 
 

 
 
 

学 お 子 の の
子 の の ・

の 一 な
の 元

あ の子 の
な の あ 一 な す

の お な
の の す
の

しな な 年 の
の の の の の子

の 記 の の
な の 目

記
の

す 子 ル
す な の一

子 の す ・
学 な の

教師の 善
 

 

教育 人間教育
の ・

の
し  

 
 

 26 年
12  

人間教育学研究  
（人間教育学 ） 

  
 

人間教育 子 一人
な し し

す 教育 あ の教育の の授業
の し 子 の 目し

授業 あ 教育
な す

あ 特 学 子 の
し な し子

し し
・ な し かしな

の 育 あ
す あ

す 明 し の
す 人間 し の

本 育 な
あ す

の 本 な 教育 育
・ 学 の あ 子

の の 人間 し の
なか

し 学 知 の な 学  
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書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

    の
す 学 の
記の 教 学

人間教育 な 元 あ な
目 し

し 年
の 子の の

元 し の
し 学 の

目 な
子の の

し 年 の
の す エ

ル
し の

の の ル
記 し 次 の

か の の
あ か  

 

子 の目の
し 学

の授業
す 一  

 
 

 27年 9
 

学 大学紀  
 

 

人 の ・ の か
の 部

な か か の
学 の学 お

子 の目の な
の ・
す あ

の な の
学 年 の 育 の

し 学 の授業 お 子
の目の

の 子 の の ・ の
の の あ か

子 の 記 根 し
授業 し の

根 し あ
子 の 記 の目の

す
あ 明 か な

の な 子
の学 の

の学 し の
な 明 か な  

 

学 教
カ の の学

の  
 

 27 年
12  

人間教育学研究  
（人間教育学 ） 

 
 

の の 学 の
の の か

の の な
の かか す

本 子
の の あ

の な の の
教 書 の教 書の記 す

の の 教育
な 教 書の か
子 の

カの 雄 の
の の し の育

し カ
育す し  
の あ 明

か な の の  
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書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

    雄の の の の
育 の の の

し あ 明 か な
 

 

子 の 育
学 授業の

の 学
学年 の

の学  

 29年 3
 

28 年度大 教育大
学大学 教育学研究

学 教育  
  

の 本の 教育 子
か か す

の根 し
（2005） の 教

育の 子
か か

の し の
あ 子

の な し の
の 子

し の
28年 12

の次 学 の の
お 育 子 の し 子

かな か な な
す 明記 の

か 学 子 の 育
授業 す の

し 子 の 育 授業 す
授業 子 の の

の
の 授業

元 の の
お あ
お あ の 目
50% の子 あ

かな あ 明 か
な 一 あ

な 子 3.2% 9.7%
明 か な の

の の の
部

し し の
の一 の お 森本（2013）

な授業 の教師
子 の

す し 授業
し し 授業 ロ ルの か

子 の
す し 子

の し
な

な す 明 か
な  
の か 子 の

す 子

の な し 子 の
育 知

 
 

人間－361



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

の ・
か 学

の授業 の一  

 29年 9
 

学 大学紀  
7  

 

29年 3 し 学 学
年 6 し 学 学

部 学
の の目 大

し あ
か あ ・

な の授業 なか
の 本

の 授業
し の し し

し の 学 の授業
の

の の な 子
の ・ か

な教 の か
あ  

 

子 の 育
学 授業の

の の
学 学年 の

の  

 30年 7
 

教育学研究 59
1 （ 本 教育学

）  

研究の目 の 育 学
の授業 ・ し の す

あ 研究の し
の の し 授業

か の の
明 か な 特 本研究の授業

の あ の の
お

あ お
あ の 目 50% の

あ かな あ し
の一 あ
な し 3.2%

9.7% あ の の
の 育 授業 し

の特 し 次の
目 の の の

部
す あ 2 目

の の の お
の

す し あ し
授業の ロ ルの か
の す

し
の し

す 明 か な
本授業 し の の

す し
の 育

知  
28年度大 教育大学大学 教育学研究
学 教育 教育

学研究 の 一部 し  
太田雄久 紀 吉博之 

 

人間－362



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

子 の 育
学 授業の

 

 31年 2
 

の教育 2019 年 2
（東 ） 

教育学研究 59 1 載
子 の 育 学 授業の

の の 学 学年
の の

な授業 の教師
（森本 2013） 子 の 育
あ の 根

の な 学
・

学 の授業 あ
 

太田雄久 紀 吉博之 
 

の か
学 授業の

間 な
 

 31年 3
 

学 大学紀  
10  

 

本 の目 間 な
の 子 か

す授業 し
の授業 し 子 の 記
す し 授業 お 子

間 な の
か か す

あ の し 4 マ の
授業 し子 の 記

し 4 マ の
間 な

の か
明 か な の一

の ・ かな 間
ロ な か

4 マ の 学
元 あ のか す あ

 
 

学 教育
授業

の一
教育の か

 

 令和 2 年 3
 

学 大学紀  
12  

 

本 の目 学 の の授業
の の教育 の

す 学
学 教育 の学 間の
授業 の ン す

あ 学 の授業 1
の 育 1 の か
し 子 学

す 子 の学 の
子 の

目 す
教師 教 の な 子 学

す
し の 3

学 の教師 の教師の の 為 あ
明 か な の

為 し 学 学
授業 お ン な

 

人間－363



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

（学 ）     
育 す

の授業 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
23年 3

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
村山 教育
 

（ 大 ） 
 
 
 
 

 
部 学 中 教育 教 村山

哉 し 大 大 教育
大学 学 教 中 し 教育研
究 あ 育 す の授業

テ マ 授業 の お

の お 学 な
子 の

の高 学
あ 年 の の

の 元
子 の か の の 夫

の な
の の の

の  
の  

 

学 お
学教育研究 の

の  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

23年 8
 

 
 
 
 
 
 

本 教育学
大  

（ 島根大学） 
 
 
 
 
 

ン
学 年 か 高 学 年

の 学 す
す 学 の 学教育の

の な お し か
明 か す 目 し 研究 あ
明 か な 学年

学 す す
高 学 の カ

高 の 学 の 高 あ
あ  

本人 部 学 の ン
 

矢史雄 優 太田雄久
紀 大 昌  

.  
 

子 の か
の授業 

 24年 6
 

 
  

（大 マ チャン
マ ） 

 

し 教育の の授業
テ マ 子

な の中 か
子 の 学 な 育

の授業 し  
年 の の

年 の のの の 元
の な の  

エ ル の の の
子 の目 な の

な の の子 の
の の の の

の あ  
部 な の  

 村山 哉 

人間－364



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

学 の授業
 

 
 

 
 

24年 8
 

本 教育学
大  

（ 島大学） 

学 の授業
学 テ の高 人 育

な か 明 か す
目 し 明 か な

子 の目 な エ ル
の  

の
あ 一

しす 学 大 な目の
の し す
し な あ  

p.  

子 の目の
し

の授業 

 25年 6
 

 
  

（大 マ チャン
マ ） 

 

学 の 教育 テ
マ の 学

子 の の ・
目 お の目 す

授業
年

の の あ チ
の か の子

書 す
子 の の の か の

か の中 の
の の 夫 の

な  
部 な の  

 村山 哉 
 

子 の 育
す の授業 子

の目の
し  

 
 
 

 25年 8
 

村山 教育
 

（大 学 ） 
 

部 学 中 教育 教 村山
哉 し 大 大 教育
大学 学 教 中 し 教育の
研究 あ 子 の

学 の 子 一人一人
の の ・ の な

の
しな

授業 学 な
育 す の

し  

教育 の教育 
 

 26年 8
 

1 人間教育学  
 ( 学 大学） 

の の 学 す
し 学 の目 の あ
の の か

目 し し し 元
年 の あ 明 か

な の授業 し
す 育

の の
か

教育 授業の一 し
の あ  

人間－365



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

教育 和  
 

 26 年
11  

11  和 教育学
 

（東 村山 ） 

の あ 年
の の 元 し 学 す

し
目 し し

し な し
元の 教 書 介

し
オ ル

の
し し の す
子 の の の

学 な の し し 授業
の一 し し  
 

子 の の
し 学

の授業 の
 

 

 28年 3
 

本教師学学 17
大  
（ 学 大学） 

学 授業 お の かす
子 ン の

の
な 授業

の か 子 の かす
子

す 学 な す
な 明 か な  

 

子 の 育
のあ 子

の の
 

 
 

 28年 8
 

 

本 教育学 66
大  

（ 大学） 

子 の の の
子 の す 目の

の 子 一
人一人の 目の

し 子 の
育 す 授業 し の

し 授業 し か 一
人一人の 目の

す 子 の
育 な 知
 

部 研究 し  
 吉博之 紀 
p.  

子 の
し 学 授業

の の
学 学年 の

の学  

 28 年
11  

28 年度 本 教
育学 部大 大

大  
（大 教育大学） 

部 学 （2011） す
かな な

し す す
し な学

の 子 の す
授業 し の し

授業 か 子 の
す 子

明 か な  
部 研究 し  

 吉博之 紀 
p.  

人間－366



書 学 の  
・

の  の年  学 の  
       

子 の 育
学 授業の

の 学
学年 の

の学  
 

 29年 8
 

本 教育学 67
大  

（ 岡教育大学） 

の 本の 教育 子
か か す

の根 し
（2005） の 教

育の 子
か か

の し の  
あ 子

の な し の
の 子

し の
28年 12

の次 学 の の
お 育 子 の し 子

かな か な な
す 明記 の

か 学 子 の 育
授業 す の

し 授業 の か 森本（2013）
な授業 の教師

子 の

す し 子 の
育 知
 
部 研究 し  

 吉博之 紀 
p.  

 
 

人間－367



              教  育  研  究  業  績  書 

令和 2 年 3 31     

      岡 本 恵 太      

研   究      野 研 究   の      

教育学 教 教育学 
教育 教育 学

ン 

教  育    の          す       

 年              

 教育 の  
(1) 明 か し
育 授業 し

 

 
26 年 4

27 年 3
 

 
田 教育 の 田

教育研究 ル し 教師 学
学 し 明

し 高 授業の 研究し
研究の 田 教育研究

ル 研究 の 部 の章（ 年度 4
本人 27 年度 p ） し

す 部 し
（ 26 年度 48p 本人

8p ・ 27 年度 54p 本人
10p・ 28 年度 48p 本人 p）

し 教 の
の か な し  

研究 お 学
の 目 す

ロ ス し お
し の

学
し 学 の

目 ・ な
育 の の 夫

善 す 研究 し  
育 の 授業

お な し 一
あ か
あ の な

し す あ
の PDCA ル

し 学 あ
ン し の

し 正す 一 の ロ ス す
の 教師 学 ・ ・教

な し の ル
し の

目 す
し か ・

の し
な し ン ン

ン な
ル し 授業 の し

 
 

(2) 学 高 子
の  

27 年 4
30 年 3

 

任 お お
育

研究 あ 学 一人
し の

しな 高 ・
育 す

年度 研究
す 研究紀 し 研

人間－368



究授業 し 27 年度 一 美
し の村（東 書 ）・ 年 28
年度 の - テ ン

-（東 書 ）・ 年 29 年度
木 し（東 書 ）・ 年

し の 研究紀
 

の 中 し 研究
お な

し
年 の 教 す

学 高 す
の す ル ン

し し ン ン
学 の

目 ン
ン 特 な し

の 書 あ ン ン
学 の ・ ・

の
す

な の 中学
年 か

人 介 書 し
人 特 な

学年か 中学年 な
 

 

 し 教 書・教  
(1) 学 の   

 
 

 
29 年 4  

 
田 教育 の高学年

し 学 の
の す 章の ル し

記 書 の 目
し  
 学 の の

す 育
目 し 学 あ ・ ・

・ ・ の の 野
学 の ・ の

し  
 ル し の

すか の な
か 一人 学

記 し
す

お の の
か の あ

な し
の

し  
記 書 記

の特 の
章 あ 明し の書

し の
記 し あ
な 記 の目 書 あ

の 正 な
な の の 夫 な
な しな 高学年

学 な し 一人  

記 書 記 し  
（ 本人 ） 
 
 

人間－369



 教育 の す 大学 の  
(1) 教育大学大学 学

ロ （ 学
）  

 
26 年 3  

 
教育大学大学 お 学

の 育 目 し ロ
し ロ の一 し 任 （

原 学 ） お 研究授業 オ
ルカ ン し
目 し し

あ
テ テ の中 ・ ・

の し す
の あ し

す の
し ン 友

ン す の （
） 目 し
し  

 

 の す の特
記  
 
なし 
 

 
 

 

 
 
 

 の  
特記 なし 

  
 

 

職   の  績   す    

 年           

・  
(1) 学 教  
(2)中学 教 （ ） 
(3)高 学 教 （ ） 
(4) 学 教  
(5)中学 教 （ ） 

 
和 61 年 3  
和 61 年 3  
和 61 年 3  

26 年 4  
26 年 4  

 
60 1028 （大 教育 ） 
60 中 4361 （大 教育 ） 
60 高 5063 （大 教育 ） 

11 （ 教育 ） 
中 10 （ 教育 ） 

 特  
特記 なし 

 
 
 

 

 の す 特記
 

(1) 田 教育研究 ル 研究 （
） 

 
 
・ 16 年

23 年 3  
・ 26 年 4

30 年
3  

 
 

田 教育 の
お の育 研究

年度の 3 教 ・ の研究 ル
の す

の 子
田 の の 学 育

す 目 し 一人学 の
（ 29 年 4 ）の の 目の

し  
 本 ル 一 し 研究

の 明 か し
育 授業- し
- あ

教師 の子
子 の

の あ 授業の中
し 研究 す

あ の
あ 学

の ル（ し か） の
（ な か） の （

す か） の
あ  

人間－370



  
 
 

 ル し し
次の な の

あ 一 学 教
し 学

の あ
の学 目の

し 次 かす す
あ の 目
す あ ル

の の
あ 人

な な の かす
あ し

年間
あ  

 
(2) の  27 年度 の 田 教育

年 し あ の
か し

（ 27 年 3 ）
し 原 の ・ お 業

し  
 

(3) 田 人  
 

28年 4
30 年  

田 人 お 人
す あ 田 人

し お
人 研 の ・ し 研

の 講 DVD し
の人 の あ  
 

 の  
特記 なし 

  
 

人間－371



研  究  業  績        す       

書 学 の  
・

の  の年  
学

の  
       

（ 書） 
 

    

. ・

学 の

ス ル  

 

 30 年 2
3  

東  29 年 学

の の一 あ ・ ・

ス ル の

か し  

な ス

ル の の育 の

し  

一夫 

岡本恵太 子 

人 中島 美 な子 村憲  

博友 山  山口  
本人 章 ス ル の

（pp23-42） 
ス ル ・ ・

由・ ・ ・ ・ ・
・ の し

本 な 育
の し  

のあ す 書
（pp.80-83） 

金 （東書 3 年）
あ す し 人 の

の の
し  

知 本 す
（pp.96-99） 

明 のロ （東書 4
年） ル し

し  
 

スか 学  
・

育 授業  
 
 
 
 

 29 年 9
 

ERP 
ERP  

学 の あ
・ 本

な 中 年間
し の育 の
の な
し 教師 の授業 お

ス し し の
あ ・

す な
し 学 の

書
す ・ の

の し
・ 正し

の の 目 し  
章 ・
育 す の

ルの明 ・ の
の の
あ し

・ 学 す
の の

し  
A  60  

 

人間－372



書 学 の  
・

の  の年  
学

の  
       

（学 ）     

か

テ

の

加東 の

  

 25 年 9

 

 

教育大学研

究紀 43  

p.1 p.8 

加東 の

中 す な テ

の 研究し  

元博章・中間 子・ 吉美

・岡本恵太 

 

本人 部 . （pp.

-2） . （pp.6 8） 
. の大
の テ の

し .
子 育

か の テ の
な  

ャ 業 の
の 由な 加 す

の あ テ
お か の の
加す の

業 な の
な 加 し
の あ お 子

の
な 加 し

し  
テ の中 お 学 の

学
の あ か 教育

な の あ  

 
授業

か カ
ル の
か （ ） 

 26 年 3

 
 

教育大学 本研究 教 す

し の育

す 目 し

の あ し の 授業

お 教師の か 一

の し あ

本研究 し 教師の か

授業の

し し 一 し か

の 教育

あ 一 し

安 し の育

あ

本研究 ル・ チンの

カ ル の

か 授業の

お の の 明

目 し の 学 お

お な

教 の授業 し しか

のあ お

の し 明

か な

か 授業

加し の あ 教師

し な

授業 な な

し  

 

人間－373



書 学 の  
・

の  の年  
学

の  
       

    年 の な学

子 教師の

一 の

学 の 教師の

の 友

し

の あ 教師 の

あ な な

の し 教師

 

の

しな お

 
    本研究 の育 あ

な し

の

す 教師の か

明 か し  

 
学 お

の な
の す か
教師の か

の  

 27 年 11

 
 

本教育 学
教育 学

研究 97
p.67 86 

・ の育

す の な

す の し

 

本研究 学 年 の 学

一 な学

お 教 の

の な学 の授業 お

教師の書 な

の し 授業の

部

目し な

学 為 す の

 

教 し の教

教師 の

すな

教師の か

な お 教師 の間の

し の

あ すな 教師の

し し の

の あ 教師 し

す か し

し の中

一 の ル ル し

の あ  

の研究 明 か し

ル ル の な

あ 教 な

す の 教師

の の

 

 

人間－374



書 学 の  
・

の  の年  
学

の  
       

    ・ の育

す の 中 9

年間 高 学 お

あ な の

の し 明 か す

し  

 

 学

お

・ の -

中 年間 す学

の -  

 29年 9

 

学 大学

紀  

p. p.13 

 29 年 学

の あ ・

の お の育 の

 

13 章 ( 章

) 

一夫・岡本恵太 

 本研究 ・

の し す

な の 目す

の 目す

お の 目す

あ し

学 の

し 中 9 年間

明 か し  

 ・ の

育 の ・

中

あ

学 の

し  

( 年 ) の

な ( 年 )

の な あ

の

の

・ の す

明 か し  

 

人間－375



書 学 の  
・

の  の年  
学

の  
       

. 学 お

し

の育 か の

ロ チ  

 31 年 3

10  

学 大学

紀 10  

p.39 p.48 

本研究 の か

育 の 明 か し

す の あ  

子 の

な し

・ あ  

し す 村の

な （東書 年）の授業

の し

特 な

す の の

の の 教師

の

あ し  

本研究 し

育 の 次の

の 一 の

す 中 目

授業 お

す し

し

の あ  

 
（ の ）     

. 22 年度 田

原 学 研究

紀  

 23 年 2

 

田 原
学  

76  

学 育の
かし の ・

高 す
B5  

本人 10p 
育 し 育

（p.3 p.12） 
育 ・ な

の す
の 明 な

し す す
高

の
あ 学 あ す

の大
し  

 な し 6 年
の か の オ

し あ
の目 す し

オ あ
栄 ンス かす な

のテ マ オ 書
し オ 書  

あ す
す あ の

し す 正し
の ・ かし 学 の

し  
 

人間－376



書 学 の  
・

の  の年  
学

の  
       

. 子 の の

 

 25 年 7

 

田 広
田  

No.147 

原 学 お 人 の木
の 介 子 の の

か 大人 学 人 の
の し

（ 2 14
） 

 
. 26 年度 田

原 学 研究
紀  

 26 年 11

 

田 原
学  

72  

の健 教育 の
研究 子  

B5  
本人 6p 

授業 の 本 な
（p.5 p.10） 

の健 教育 お ルス
テ の す

の 高 学 のあ
し  

健 教育 お 知 学
な な な

学 あ 知
・ ルス

テ し の
し ルス テ

の育 あ の
あ 年 の

記 の
の の な

の か 夫な
の高

す し  
 

. 26 年度 田
教育研究 ル  

 

 27 年 3

 

田 教 育 研 究
ル 部
（ 田 教育

） 
48  

高 授業 の
教 し  

A4  
本人 8p 

育 （pp.3-10） 
PDCA ル 子

す
育 あ

し  
 本研究 ル 目

の ・
し の

育 おし
目 し か・

な か あ
の ルの
の あ 元

年間 し・
・ す し

大 な の 目
な の 夫

カ な の な の
し・ ・ す

学 す し  
 

人間－377



書 学 の  
・

の  の年  
学

の  
       

. 田 教育研究
ル 研究  

 27 年 3
 

田 教 育 研 究
ル （ 田

教育 ） 
256  

田 教育研究 ル の 部 の
研究 子  

A4  
本人 p 

部 の （ pp.5-8） 
本年度の 部 お
高 授業 の

お し  
 本 ル か

子 PDCA ル
す 授業の 元

（授業）の し か し  
あ し あ

の
し  

 
. 27 年度 田

教育研究 ル  
 

 28 年 3
 

田 教 育 研 究
ル 部
（ 田 教育

） 
54  

の授業 高
授業 の

教 し 研究 子  
A4  
本人 10p 

授業研究 （pp.43-52） 
子 の か 教 の

あ 授業 の 教
し  

 
の子の す
し 一人 ル

の
次 子 ン
し し 正す

の PDCA ル す
し の の

し 学 の の
す （ ） す

（ ） 学 の す
（ ） な

 
 

. 28 度 田 教
育研究 ル  

 

 29 年 3
 

田 教 育 研 究
ル 部
（ 田 教育

） 
48  

教師 育
か授業の な し

 
A4  
本人 8p 

育
（pp35-42） 

ン テン スの
か の 授業

し の育 あ
学 す

あ の の
ル（ し か） の
（ な か）

の （ の す か）
学 明 す か

あ の の な
し か の かす

の学 か 目の
・ し す

あ の
な し 目

す あ  
 の か ル の の

 
 

人間－378



書 学 の  
・

の  の年  
学

の  
       

学  
教育 の記
教師の
 

 

 

 

24 年 11

 

 
本 教 育 学

54
ス  

 

研究 元博章・岡本恵太・

原由香  

教師 の教育書の記

授業 の 教師

の お 教師の

記 明 か し  
 

 ・
す 学 の 究一明
の  教育

す 一  
 
 
 

 

 26 年 11
 

本教育 学
56

ン
 

研究 原由香 ・ 井裕之・
元博章・ 野 子・ 和 ・ 岡

本恵太・大島 子 
か 教育 し

し の な
す 授業の 研究

し カの 学 ル ス・
ル マンの研究 教育 お

かすか
教育 学 教育

の か し  
教育の か

す 授業の す
し 年 の な学

お 教師の か
の な

か ル ルの
年 の 学 お

す あ 教
師の
し し 教師 す

の
し  

 

人間－379



教  育  研  究  業  績  書 

令和 年   

 荻布 優子 

研 究 野 研究 の  

学 
書 の ・ 書 学 の  

お の  

教 育 の す

 年   

 教育 の  

・ の の授業
31年 4 令

和 1年 8  
・ 教育大学教育学部の 講師 し し

健 お 育 教 目 す学

し

の の

の授業  

・ 健・ ス 学 の 育学

の 講師 し し 教育 お

 し 教 書 教  

 教育 の す 大学 の  30年 5  ・東 大学教育 ン ン ルテ

ン 業 お 学 業 お

知 （WISC-4） す 大学 し

し の の

の の

し な 満 度 高か

 の す の特記

特記 なし 

 の  

・ 健・ス 学

お 教育 績

31年 4

令和 1年 8  

・教育 講師 し

育学 1年次 教育の教育

子 の ス ン の 育 の講

・東 学 大学 お 教育 績 31年 4

令和 1年 8  

・ 学 講師 し （オ ス）

学部 健 学 3年次

学の 講

・ 教育大学 お 教育 績 31年 4

令和 1年 8  

・ 育 講師 し （オ ス）

教育学部 教育教 教育 ス2年次

の お の 育

講 し

・ 健 講師 し （オ ス）

教育学部 教育教 教育 ス2年次

治

の講

職 の 績 す

 年   

  

博 （教育学） 令和 2年 3  東 大学 教博 212  

目 お 書 正 す

学 学 の の

か  

教  24年 3  
24年 3  
24年 3

 

学 教 一 （ 一 ） 

教 一 （ 一 ） 

特 学 教 一 （ 特 一 ） 

人間－380



師 31年 2  19263  

 特  

特記 なし 

 の す の特記 

 

・ 西部 育 ン お 26年 4

31年 3  

27年 9  

27年 12

28年 3

28年 10

29年 6

30年 9  

28年 7 (2

) 29年 5

(2 )  

28年 6  

27年 11  

・ し 学 の お

年間 200 度 し

教育 育 学 の ン

ルテ ン し

・ 講 講師

ン な の の知

の の の特

講

の の お

ス の 知特

テ マ し 講

知 の 知

（ ）の 講  

・ 講 講師

の 知 ・ （田中 知

K 2001） 講

K 2001の 史・ の

・ 年の研究 の講

 の  

46 ン 学 学 講

 

31年 2

 

・令和 2年 5 30-31 （ 東 大学） の

46 ン 学 学 講 の

研 究 業 績 す  

書 学 の  

・ 

の

 

 

の年      

 

学 の  
 

（ 書） 

1 CEAKS研究 書 す

の の 目 し

・ ・教育の

 

 25年 3  山大学 東

学 の学

研究  

の す

お の す 研

究 ス （ASD）

の 特 か

の （TOM） ASDの

ス ン の一 し

TOM の

し TOM の

の す し

荻布優子 聡大

（学 ） 

1 学 度 す学

テ ンの

学 目 し学

テ 明 し

の か  

 24年5  学年

p21-24 

学 243 学 し 書 ・

・ ・ ・ 知 す

し の 特 LD 書

の し書 す の

学 高

 

聡大 奥村智人 荻布優子 村満 

人間－381



書 学 の  

・ 

の

 

 

の年       

 

学 の  
         

2. の 目 し

dyslexia 一

の な書

（ あ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24年 11  

 

 

 

 

 

 

研究 （ ）

p150-158 

 

 

 

 

 

な書 の正 し

の し LD し 知

学 書 の

し 書 し の

な書 の 善し  

野 美 聡大

荻布優子  

     3.学 お

の お

・書 正 の

（ あ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26年 4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ン

学 31(1) p1-7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LD す す

の な し

な し

年 す 明 か な

一 学 の

書 正 の

知 由 の

学 お 書 の

あ  

村満 聡大 荻布優子 

 

4. 学 ス ル 学

の 学

す 子の 一

（ あ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29年 3  

 

 

 

 

 

 

 

 

教育 研究 32(3)

p41-46 

 

 

 

 

 

 

 

学 の す の

ル 書 の の

明 か し 学 の し

の書 正 の

な の 学 の

ス 子 な 明 か

な  

荻布優子 聡大 

 

5 の

学 の

の か  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30年 9  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 大 学 紀

9,p23-29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育 LDの大部 し

学 （SLD）の 学 な

の の ・

し LD

DSM-5 お SLD

し SLDの

あ ・ ・

の 本

の  

荻布優子 聡大 

 

6. ス

お の

・ 学 -

目し - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30年 9  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 大 学 紀

9,p59-63 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DSM-5 の ス

の 明記

特 度の高

あ し の

学・ 学 か

し の 度 知

の 度の し

の 一 な

の し

の の の し

す な

す

な  

聡大 荻布優子 

 

人間－382



書 学 の  

・ 

の

 

 

の年       

 

学 の  
         

7.特 書

し

ンの知 の

す

の の

目し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30年 12  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 大学大学 教育

学 研 究 研 究 年

67(1),p135-143 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知 ン 書

し し の

知 学 ス

ン 学 す

し 教育 ス ン

し 目

の の な

し

の知

目 の

 

荻布優子 聡大 

 

8  由 お

の 教育

の （ ）

目し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31年 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 大学 ャ

ル 人 間 教 育

2(1),p11-15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 お 由

の記載の 由の一 な

し

の原 し

知 の

久し しかし 人の

教育 の の な

の 教育の の

な  

松 中島栄之 荻布優子

聡大 

 

9. の の

知の

す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31年 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 大 学 紀

10,p49-54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

由教育の な

の 史 し

な ス ロ

学の

加し

由

知

あ 子

ンの 特

の の な

か 由 の ス ン

あ

 

 

10. 根
ス の  : 

の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 1年 6  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 大学大学 教育

学 研 究 研 究 年  

67(2),p63-75 

 

 

 

 

 

 

 

 

ス の

学

学 か

ス の し

の中 あ 学

の の

一 な の

介 の の教育 の

 

聡大 松 荻布優子 

 

人間－383



書 学 の  

・ 

の

 

 

の年       

 

学 の  
         

11. お

Rey-Osterrieth Complex 

Figure Testの

の 度 の

オ カル・ ・

ステ 学 和 （

あ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 1年 5  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ カル・

・ ステ 学

和 21(1) 69-77

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 の一 あ 年

の Ray-Osterri

eth Complex Figure Test（ROCFT）の

の特

明 か し あ

の お ROCFT 学

し す し

な な 1 3 5 6年

か の あ

明 か な 5 6年 3

し 30 の

高 ンス

か 4 5年の 特 あ

の

目 の ROCFT の一次元

特 3 30

目 一 あ

善 加 の ROCFT

の の

し の し

し  

荻布優子 聡大 奥村智人

中西  

 
12. お

Rey-Osterrieth Complex 

Figure Test 績 書 正

の す

研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 1年 9  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 大 学 紀

11,p33-47 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お Rey-Osterrieth Complex 

Figure Test（ROCFT） 書 正 の

広 し

書 正 の間 一 の

ROCFT 績か 書

正 す しか

3年 お 5年 ROCFT

の の 書 正 の

す 明 か な 本研究の

書 の

知

す の あ し ROCFTの

書 の な

書 正 の し し

ROCFT な

書 正 の の お

の あ の の

学 か 書 正

の あ

 

荻布優子 聡大 

 

人間－384



書 学 の  

・ 

の

 

 

の年       

 

学 の  
         

13. し

書 正 す

な の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 1年 12  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 大学大学 教育

学 研 究 研 究 年  

68(1),p205-217 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の 書 正 す

す 学

の す の 2 目

し 学年 し 30

書

し 1  6年 1869 し

2  6年 137

学 （NRT   ）の

し 1869 す 績の

の 学年

1  3 し 学年 正

の の な

書 1 し

し 書 正 の

し 学

の  NRT 

し 学年 ・

書 の し

あ 高学年 書

し あ 学 す

書 の 学年

す  

荻布優子 聡大 松 奥

村智人 

     

（ の ） 

書 
    

1 ンス

ル す の

 TOM

す  

 

 

2学 お

な の

 正 し

書 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 学 度

す  学

お 研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23年 12  

 

 

 

 

 

 

24年 12  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25年 12  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ン

学 28(3) p216 

 

 

 

 

 

ン

学 29(3) p224 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ン

学 30(3) 204 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の の

の 績 善し

ンス ル し  

聡大 荻布優子 子井 江

子 村満  

 

お

LD の

書 正 の 学 322

し LD 書 正

す す あ

学 の

す あ 書

の 40

の しかし の

子の す

高 の

 

聡大 奥村智人 荻布優子

野 美子  

 

為 LDの の の一 あ

し 学 243

し 学 の

明 か し

す 学 す

村満 聡大 荻

布優子 奥村智人 

 

人間－385



書 学 の  

・ 

の

 

 

の年       

 

学 の  
         

4

し

書

1  

 

 

5 書 の正

学 度

す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 の Rey テス

の 度 の 書

の  

な

の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25年 12  

 

 

 

 

 

25年 12  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26年 12  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ン

学 30(3) p188 

 

 

 

 

ン

学 30(3) p204 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ン

学 31(3) p193 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知 学 ス ン

LD し の

の の な

の  

荻布優子 聡大 村満 

 

な 知 ・ ・書 正

・ 学 ス ル

の年度の学 年 の学 の

のか

し の

の年の学 書 正 の年 一

年 の学 明し 学

の 書

学 ス ル な 知 学

書

学 ス ル な LD

学 す

 

聡大 奥村智人 荻布優子

村満  

 

LD の 書 の の

し の

す あ 広

Rey テス の

書 正 の し

Rey

テス の な

し  

荻布優子 聡大 

 

7

ン

お の

す の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27年 12  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ン

学 32(3) p253 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の

（TOM） 学

し の TOM す

す ル し

の ル し

ASD お TOM 一 の

あ 明 か

な す TOM

す

あ 明 か な  

荻布優子 聡大 

 

8 の

し 書 学

 学 の

す  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28年 2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 教 育 学 研 究

53(5) p451 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ャ 教育の 本人

目 し

の か し

特 学

かす な

学 の 学 の

子 の の 広

の一 の な あ

 

聡大 加 則 荻布優子

奥村智人 中島栄之介 口一  

 

人間－386



書 学 の  

・ 

の

 

 

の年       

 

学 の  
         

9 の

し 書 学

 学

す な

か  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29年 2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 教 育 学 研 究

54(5) p410 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育 育の の中 の学

の の し

学の

の人 し

ン あ

の の の

す ・

す のな

か し

 

聡大 加 則 荻布優子

奥村智人 中島栄之介 田智 口

一  

 

10 の

し 書

学  書

・学

ス スの  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30年 2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 教育学研究 55

（5） p330-331 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 な 大人 の

人 の なステ の中 学

書 の か

し 学 ル 高 高

大学 書 あ

かの

青年 お

書 の 書

安 ・

し の

のあ の 学 な知

の

 

聡大 加 則 荻布優子

松 木 人 高橋知 口一  

 

      
 

人間－387



 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2年 3  31  

   オチャンテ・カルロス  

研   究      野 研究 の  

人 学 教育 教育 ン ル教育 教育  

教 育 の す  

 年            

 
 教育 の  

 
（1）ICT かし

II の
 

 
 
（2） ・ 授業の

Introduction to Digital 
Media ( ), 

ン  
 
（3） テス の

 
 
 
（4）e ン かし 授業
の （ ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（5）4 かし 学

ス  
 
 
 
（6） 学 の ・

授業  
 
 
 
 
 
（7） 学 の

お 授業 の 夫 
 
 
（8) 学 の
お 授業 の 夫 

 
 
 

23年 4
29年 3 

 
 
 

23年 4
29年 3  

 
 
 

23年 4
29年 3  

 
 
 

25年 4
29年 3  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

30年 4
31年 3
 

 
 
令和元年 4

 
 
 
 
 
令和元年 9

 
 
 
 
令和元年 9

 

 
 
 

TPR ICT 教育（ 子 ） かし
の 高 学 本人の 目の

ス の特 かす し （ 太 大学・
I II ） 

 
ル （ ロ ）学
授業の 学

ンテ ン （ スカ ン） 授
業 目 し  
 
学 目 す ン し テス

学 お の し ャ の
教 の な 学 の 績

の な  
 
・ Google for Education 授業 の教 の 布 の

ル ンの
し学 教 し  

・ Socrative ン 授業 オン ン
オン ン ン 学 のスマ

ン し授業の オン ン し 加 学
ン テ な学 な  

（ 太 大学・ ン  ） 
Google for Education 
https://edu.google.com/intl/ja/?modal_active=none 
Socrative  https://www.socrative.com/ 

 
学 大学人間教育学部の 学 教職 学 4
かし エ ステン ン ス 次 学

な学 中 学 授
業  
 

学 大学人間教育学部の 学 教職 学
し スル ン スな

・ す ・ ・ ・書 す
知 し な
し ・ な授業  

 
学 の 学 ・

・ ・ スル ン な の
授業の 部 す

 
 
学 の 学 ・

・ ・ スル ン な の
授業の 部 す

 
 

人間－388



 
 し 教 書・教  

（1）Google Apps for 
 Education の教  
 

 
26年 4

29年 3  
 

 
Google for education ン スマ

ン （ 布・ な ） 授業のオン
ン ン 授業の  
・教 の 書 Google Docs  
・授業 な の Google Classroom す

の学  
・授業 の ン な の ン

Google Forms  
・授業の Google Slides し Google 
Classroom し  
（ 太 大学次 教育学部 教育学

ン 教育 ） 
 
 

 
 教育 の す 大学

の  
（1） 太 大学学 授業
ン  

 
 
 

28 年
 

 
 
 

授業 満 講 の 目
90 の な  
 

 
 の す
の特記  

 
1 の 講 講 
 
 
2 研
講師 

 
 
3 岡山 香和中学 人 教育研

講  
 
 
4 マ テ ャ 講  
  
 
 
 
5 な の な

講師 
 
 
 
 
6 SIFA Multi-cultural Festival  
講師 
 
 
7 村 す ル 講師 
 
 
 
8 本 の人 の

講師 
 
9 SIFA 子 ロ

 
 
10 人 教育講
講師 
 
11 人

講師 

 
 
 
 

24 年 10
 

 
26 年 3

 
 
 

27 年 9
25  

 
 

28 年 12
22  

 
 
 

29 年 8
27  

 
 
 
 

30 年 6
24  

 
 

30 年 7
8  

 
 

30 年 7
26  

 
30 年 12

23  
 

30 年 12
25  

 
31 年 1

26  

 
 
 
 

な人 す のテ マ 講 し
カマ の 教育（ 本 ） 教育 し  

 
本 人の 本 の

お の し （ ） 
 
 
テ マ 本人 か か の
なおす  

 
 
本 お 人の 学 職・ の
の講  

（ 大学・ カ☆ チ Project ） 
 
 
学 本 ・ ル し の
本の か し  

 
 
 
 
学 本 ・ ル 介  

（ 人 田 （sifa) 
 
 

の一 し 田 ル の
の 史 講  

（ 人 田 （sifa)） 
 
本 お 人 の 子 の教育 の講

教学  
 
学 の
人 田 （SIFA)  

 
ル のあ 子 の教育 の の講

教育研究 ン  
 

ル のあ の す の講師（
） （MAFGA） 

 
 の  

 
なし 
 

  
 

人間－389

https://www.facebook.com/%E5%85%AC%E7%9B%8A%E8%B2%A1%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E5%90%B9%E7%94%B0%E5%B8%82%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E4%BA%A4%E6%B5%81%E5%8D%94%E4%BC%9Asifa-433658476704405/
https://www.facebook.com/%E5%85%AC%E7%9B%8A%E8%B2%A1%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E5%90%B9%E7%94%B0%E5%B8%82%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E4%BA%A4%E6%B5%81%E5%8D%94%E4%BC%9Asifa-433658476704405/


 
職 の 績 す  

 
 

 
年  

 
 

  
（1）中学 教 一  
（2）高 学 教 一  
（3）中学 教 一  
（4）高 学 教 一  

 
18年 3  
18年 3  
20年 3  
20年 3  

 
（ ス ） 教育 （ 17中一 1275 ）  
（ ス ） 教育 （ 17高一 1987 ）  
（ ） 教育 （ 19中一 323 ） 
（ ） 教育 （ 19高一 583 ） 

 特  
 

  

 
 の す
の特記  

 
（1）大学オ ン ャン スの

授業 
 
（2） 太 大学 の

ン ン ・
の講師 

 
（3） 学 ・中 学

業 の 加 ル
の （学 研究 金 業

研究） 
 
 
 
（4） 太 大学 の 村
（ ン ・ ャン ）   
ン の  

（5） ャン ス の ン
・ ンの  

 
（6） 太 大学 ICT研  
 

 
 
 
 

25 年
27年 
 

26 年
29年（年 2 ） 
 
 

26 年
29年 3  
 
 
 
 
 

26年
29年（年 ） 
 

26年 4
29年 3  

 
28年

 

 
 
 
 

太 大学のオ ン ャン ス
ン の 授業  
 

・ 学 の かす の講師
し し し し

介し  
 

中学 お （ ） 太 大学
学中の の学 （岡山 の岡山 岩
）の 学 の

の 研究 江原智子 研究  
井 聡 ン ・ ル 野 オチャン
テ・カルロス 
 

・ （ ）の講師
学 ス の研 の  

 
オ ル・ ン 学 ス

か 間・ の （ 太 大学） 
 
学 お 教育 Google apps for education
す 研 （ 学講師 ） 

 
 の  

 
（1） ン  
 
 
（2） ス チ ンテス

 
 
（3）教職  
 
 
（4）学 研究 お

チ 正 
 
（5）FD  
 
 
（6）大学 HP の の 正  

 
 
 

23 年 4
29年 3  

 
24年 2  

 
 

24年 4
26年 3  

 
25年 4

29年 3  
 

27年 4
28年 3  

 
27年 9  

 

 
 
 
学 の ン 研 学学 の 研
TOEIC テス  
 
大学 高 の ス チ ンテス の

し し  
 

学 の介 教育 の 明 教育
学 の  

 
大学紀 お の ル の チ
し 正 し  
 
学 の FD 特 授業 し 研  
 
 
大学の のチ 正 
（http://www.ipu-japan.ac.jp/global/spanish/index.html） 
 

人間－390

http://www.ipu-japan.ac.jp/global/spanish/index.html


研 究 業 績 す  

 
書 学 の  

 
 

の  
年
 

 

の  

 
  

1 岡山 お カマ

の子 の教育

の 元  

 24

年 3  

 

 

 

 

 

 

太 大 学 紀

2013 年 7  

pp.205-211 

 

岡山 の カマ し
の し 学 中学
の ル人 ル 人の教

育 本 の
し 本

な 子 な な
か  
 

 
2 学 の

ン す
の  

 
 

 
 

 

 
24

年 3  
 

 

 

 

 

 
太 大学紀 6
（pp183–190） 

 

 
学 し

し
ン す 高
の  

由 オチャンテ・カルロ
ス 

部 な 学
お の な

すのか し
  pp185 188 

 
3 人高 す

の  

 
 

 
 

25

年 2  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ンテ 学研究 

Vol.14  

（12  
（pp:45 56） 

本 ル
し NPO の  か す

の しな
育 す

のあ し 人
か 教育 善 学

人高
お の の

の ン し
し  

 マル ロ オチャンテ 村井 
ロ ル ス オチャンテ 村井 カル
ロス 島 美 2014 
 

 
4 ス お

 ― EFL お
学 の 高
 ― 

 

 
 

 

26
年 3  
 

 

 

 

 

 

 

太 大学研究紀
8

（pp.203-210） 
 

TOEIC の し な
教

ICT
な研究 の

お あ ICT の
ICT  
オチャンテ・カルロス

江原智子  
部 ICT 教育

かし し の な学
し し か

pp208 210 
 

 
5 ESL ス お T.A.
ロ の 太

大学の   
 

 
 

 
26

年 3  
 

 
太 大学紀 8
（pp 193-200） 

 

 
ESL（ し の ） 目
T.A. し 中 の の

の
お T.A.の 授業

の な な
 

オチャンテ・カルロス ン
・ ル  
部 し の

テ チャ （T.A.） 学
の な あ 学

か の ロ チ
pp194 198 
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書 学 の  

 
 

の  
年
 

 

の  

 
  

 
6 ESL ス お E-

ン の す
書 ― 太 大学
2.0 の ―

 ― 
 

 
 

 
27

年 3  
 

 
太 大学研究紀

9
（pp.207-213） 
 

 
ICT・ テ の

Google for Education
し テ の

し 書
ルな ル

し テ ロ
スカ な  

オチャンテ・カルロス
ン・ル  

部 し の お
テ

の あ の な学
か pp207

209 
 

 
7 学 お ン
・ス スの  本
香 の   

 

 
 

 
27

年 3  
 

 
太 大学紀 9
（pp.135-140) 

 

 
の 4 す お な学
の ICT・ テ の

本 し
Google for Education し
学 お な学

ン ・ス スの
し  

オチャンテ・カルロス
ン・ル  

部 お な学
お ン ス スの

な
pp135 137 

 

 
8 学 学
ンテ の  

 学 お
す 学

  

 
 

 
30

年 3  

 
太 大紀 12
（301 306） 

 
学 学 ンテ の

加 し 学
の 大 の な

学 お
す 学 あ

目 （ ） 学 の
知 かし
す （ ） 学 の

の す の あ
お 大学 口 な

の教育 学 学
す 学

か の
 

野 江原 智子 ル
 ン  
部 学 お  

pp302-303 
 

 
9 学 お

の  
 

 
 

 

 
30

年 6  
 
 

 
学 大学人間教

育学部 ャ ル
4

（pp.105-112) 
 
 

 
中学 の教 大学の 学

の
研究 高 の 学

の かし
中学 し

 
オチャンテ・カルロス ン

・ ル  
部  の 中学 の

ス
の ン の
ル の
pp108-pp111 
 

人間－392



 
書 学 の  

 
 

の  
年
 

 

の  

 
  

 
10 な カ

の   
大学 の の ル・

 
 

 
 

 
28

年 3  

 
太 大学紀

10 （pp.151-157) 

 
テ ロ 学

教育の  
す し ロ

の ャス な の
ロ 学  

オチャンテ・カルロス
ン・ル  

部 テ 教育
ロスカ 教

な の の
し pp151 155 

 

 
11 学 スの

す   学 お
教職 す  

 
 

 
 

 

 
29

年 3  
 

 
太 大学紀

11 （pp.133-137) 
 
 

 
の 学 学 し
す の
の 4 かし

し 学 高学年の学
な し  

村 一 オチャンテ・カルロ
ス ン・ル ル ・
ン  

部 学 の 学 の
の 学 ス

の ル のマ ン
pp135 136 

 

 
12 カ 教 お

・ の  
の  

 
 

 
 

 
29

年 9  
 

 
学 大学紀 7

pp.167-177 
 

 
本のカ 教 カマ

か の し
のか カマ の 加

し 教 な の
な な
本

し カ 教
し ス

あ あ  
 オチャンテ 村井 ロ ル

ス 
 

 
13 ン 授業 学

し 学 の 教
大学 の

の授業の  
 
 

 
 

 
 

 
30

年 7  
 

 
学 大学人間教

育学部 ャ ル
5

（pp.141-146) 
 

 
学 3・4 年 の 5・6

年 の の 間の
次 学 学

す あ か  
オチャンテ・カルロス 田

子 
部 学 の

中学 お
す ン

の し pp143-146 
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書 学 の  

 
 

の  
年
 

 

の  

 
  

 
14 学 教 お

な学  
 

 
 

 

 
30

年 9  
 

 
学 大学人間教

育学部 ャ ル

（pp.239-245) 
 

 
大学 学 の授
業 Project Based Learning 介し

学 の
・ 年 の学

ICT 教育の な学
し 授業

の し  
 

 
15 学 教 お

かし  
 

 
 

 

 
30

年 9  
 

 
学 大学紀
（pp.193-199) 

 
 

 
学 の
の し

の一 の
学 育

学 の ICT の 教
の テ

お ICT な
か  

オチャンテ・カルロス
ン・ル  

部 学
学 の

お の ICT の
 

pp193 196 
 

 
16 学 教
お 本の か の

 
 

 
 

 
 

 
30

年12  
 

 
学 大学人間教

育学部 ャ ル 2
1 （pp.27-33) 

 
 

 
学 お 学 本

の か の 大学の
エ ステン ン ス 授業

の 学 な
学教 教 書の

授業 な
な か

ン の ロ ス
本 し pp.27-33 

 

 
17 学 お

の I 
 

 
 

 

 
31

年 2  
 

 
学 大学人間教

育学部 ャ ル 2
2 （pp.75-82） 

 
 

 
教 （ALT）

の 授業
な の 本

の 教
の

あ 学 任の 間 お
の 本 学

授業の な し の
目 一 し
の あ

学 の の
目 す  

 
 
18 授業 お

高
す  
 

 
 

 
 

 
31

年 3  
 

 
学 大学紀

10 （pp.1-7) 
 

 
本 ス ン

の ン お
ス ン 安 し し

目 子 し
ル お
安 ス お

の
し ス ン 安
人 安

の し か の
ル

あ   
田 子 岡村季光 オチャンテ・

カルロス 
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書 学 の  
 

  
 の  

年
 

 

の  

 
  

 
（ の ） 
 
教 講 講師 マ

 
  

 
 

 
24

年 29
年 年

 

 
太 大学 

A4 10  

 
ICT 教育

の テ マ 中 講
し 年 40 人 講し  

 
 

人間－395



 

教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2 年 3 31  

   高橋 千香子  

研   究      野 研究 の  

 学  学 学 教育 学 学（ ） 

教 育 の す  

 年            

 教育 の    

） 元 テス の  

26

年 4

31年 3

 

学 大学 子 大学部 教育学

お 育の 学 育の 学 教育

学 お し 子 の す 知

元 す テス

し  

） の授業の し 授業  

26

年 4

令和

2年 3  

学 大学 子 大学部 教育学

お 学 育の 学 育の 学

育 教育 学 学 大学人間教

育学部 お 育 育の 学 の

授業 お 授業の 記

ン 次の授業 し

か の 次の授業の 介す

の 学 の

夫し  

 

） し ル スカ ンお

の  

26

年 4

令和

2年 3  

学 大学 子 大学部 教育学 お

学 大学人間教育学部 お 育の 学

育 の授業 お 育の 学

子 の 人 の 育

子 の の

な し 1人 間

あ ル か スカ

ン

目 し  

 

）ロ ル の  

26

年 4

令和

2年 3  

学 大学 子 大学部 教育学 お

学 大学人間教育学部の 育 の授

業 お 本 な カ ン ン の 知 学

カ ン ン の ロ ル

し 人一 な す

か かな

の 本 学

の ロ ル の

スカ

ン 知

 

 し 教 書 教    

） ン 育   育

の 学  

30

年 3  

育 の 目 あ 育の 学

し テ ス あ 29年 の お

の し な  

田 橋  田 西

 A5 145  

原 子 口 か

木 高岡昌子 高橋千香子 西

子 田博之 田 山口昌  

本人 部 章 子 育 の （P33

40）子 の特 の

な 子 の 特

お

す 育 の し のあ

 

人間－396



） 知の か  育の 学 
31

年 4  

育 育の 学 教

の の 学 の

し テ ス あ  

青木紀久  B5 192  

青木紀久 井正子 大 の 山 子

加 子 金子恵美子 金 智美 高橋千香子 田

子 中村 子 野美 矢野由

子 

本人 部 11章 の学 育

（P172 185） 1 教育 一

す 育 明し 2 学 の

育 な 明し の

3 の の

の  

 

） 知の か  子 の

学 

令和元

年 8  

育 の し 目 子 の

学 し テ ス あ  

青木紀久  B5 192  

青木紀久 井正子 大 の 子

山 子 加 子 金子恵美子 野

恵 高橋千香子 田（ ） 子 野美

矢野由 子 

本人 部 育 の

（P113） 本の子 の の高 明

し 育  

 

）子 職の の子育  
令和元

年 5  

育 の し 目 子育 子

子 し テ ス

あ  

村 野松次 弘 野安治 B5

176  

大 史 山本智 の 村 本

田和 雅美 野安治 弘 安田 人

山 一 山本由紀子 吉弘 一 井裕子

田 子 部美 高橋千香子 口 久 木

子 西井典子 野松次 本 大 由紀子

本祐子 島 美 山本 明 山 子 

本人 部 17章 人 お 子

育 （P133 138） 育 の 人 の

本 し し  

 

) 育 育 子 の  
令和 2

年 3  

育 の し 目 子 の

し テ ス あ  

大 裕 田久美 A5 148  

野 子 大 恵子 大 裕 加 史

章 子 高岡昌子 高橋千香子

美 根 知 子 野 田久美 橋 紀

子 村山久美 山本 子 

本人 部 11章 子育 ・ 子

（P89 96） 年の子育 の の

の高 子育 子

のあ し し  

 

 教育 の す 大学 の    

） 子 大学 の学

 

25

年 3  

学 18年 の

育の 学 育

な の 目 お の 育 育

す の し 人 あ 大学部の

業の一 あ 子育 業 の

し 大学の学

カ ン の す か 大学部の

学 お  
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）学 授業 の  

26

年 4

31年 3

 

子 大学部の学 授業 ン

の 30年度の学 授業 （満

4.0） 育の 学 3.79 教育 学 3.56

あ 由記 育の 学 子

の の 大 し 知

教育 学 人

な 学 な の記 あ

か すか な

か の  

 

 の す の特記    

） 学 大学 子 大学部 お

教育講 の講師 

26

年 8 7

 

 

子 大学部 の 育

学 教 特 教 し

教育講 お 25年度 な 子

26年度 な 子 子 の 子

テ マ 講師 し  

 

） 西 子 大学教 講 お 講

師 

26

年 8 8

 

27

年 8

11  

28

年 8

10  

30

年 8

24  

 

西 子 大学 教 講

お 大学 育学 の 田 子准教授

し 4年間 子 育 し

講 し の年

の 育 す あ

し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

） 育 研 お 講師 

26

年 11

29  

 

育 か の の ・ 間

育 す 育

テ マ 研  

 

 

） 育 ・ 職 研 お 講

師 

27

年 2

27  

 

健 部か の の 育

教

の 子 の テ マ 研

 

 

） 学 大学 子 大学部 の

の広 ン 講 講師 

26

年 11

7  

27

年 9

30  

28

年 10

28  

29

年 11

6  

30

年 10

26  

 

子 大学部 お の広

ン お

育 ス ス のテ

マ 講 し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間－398



） の の 講 講師 

27

年 10

31  

27

年 11

7  

 

39 講 の中の カ ン ン

講 お の の 2

し  

 

 

 

 

） 教育講 講師 

29

年 1

14  

野 学 お 教育

し の テ マ 講

 

 

 

） 美 子育 講 講師 

29

年 9

29  

30

年 10

5  

 

美 お 子育 講 お

子 大学部の中田章子講師 29年度

す な し 育 30年度 な し

子 の テ マ 講

し  

 

 

 

 

） 77 研 ン

ス  

31

年 2

17  

 

し し の

研 お の テ マ の

ン ス の の し 講 お ン ス

 

 

 の    

   

   

職 の 績 す  

 年            

    

）中学 教 一 （ ） 
4

年 3  
 中一  2287   教育  

）高 学 教 一 （ ） 
4

年 3  
 高一  2541   教育  

） 学 教  
4

年 3  
  10119   教育  

） 人 本  

 

9

年 4  

 6651 

 

） 師 
31

年 2  

 13797 

 

 特    

   

   

 の す の特記    

）大 健 部

お し  

7

年 4

25年 3

 

0 か 18 の子 す 育

学 （ ） の の

の 子 のカ ン ン

カ ン ン （

の ） の 中

の 育 安 の の ル

の 18年度の の 正

な の

年 加す ス し

し  

 

人間－399



）大 大学 口 ャン ス学 お

カ ン し  

12

年 4

26年 3

 

職 学 の し

の す 学 す カ ン ン

・ の 教職 の ン ルテ ン

学 の 教 し の

ン ル ルスチ の

の 加 学 の ン ル ルスの

野 し  

 

） 人 西カ ン ン ン お

ス 講師

の  

18

年 4

25年 3

 

人 西カ ン ン ン お

す 12 し 2 の ル ス

ン の 人ス ン（

均 20 ） 任 の （ 20

年 3 ） の カ ル

カ ン ン の講師 し

10 間 年 20 間 ロ ル 中 し カ ン

ン の 本 度 学 講 し

人ス ン （ 25

年 3 ） 年 カ ン 任 の

の  

 

） 子育 部  

24

年 6

26年 5

（任

2年） 

 

部 の

あ 子育 部 の し 部 の お

1 し 子育 部 研 の ・

 

 

 

 

） 育 業

し 加 

25

年 10

26年 2

 

 

な 育 の 業

し 加し  

 

 

 

 

） お の な 子の

お  

26

年 6

（

） 

 

年 3 （学 1 ） し

ス 任か あ か の な 子

の の 子 の

の のあ のカン ンス

 

 

） 研  

26

年 6

28年 5

（任

2年） 

 

の研 の し 年 3

研 の ・ し

の 講師 の の

な の し 任

 

 

 

） 人 山 業

（ ） し  

29

年 4

 

 

本学学 の 職 な のあ

お の （

） す し 5 間

し  

 

 の    

） 学 大学 子 大学部 お

子育 業 学 大学 ・ ン

業 子の の カ ン

 

26

年 4

 

大学部の 業の し 一 の

あ の

子 のカ ン ン

のカ ン ン な 令和 2年

度か 学 大学 ・ ン の 業

し の し  

 

） 学 大学 子 大学部 お

人 教育 ・ ャル ス ン

の  

27

年 4

31年 3

 

25年度 し し 27年 4 か

し し 学

し 人 ン の 人 講 の

大人 研 の 加な  

 

人間－400



） 学 大学 子 大学部 お

学 の  

26

年 4

31年 3

 

学 の学 し 学 か の な

学 の

の教職 の 27年度か

な 年 本学 カ ン

し 学 の学 の 目 し

 

 

） 学 大学 美 ャン ス お 学

カ ン  

31

年 4

 

 

美 ャン スの 健 学部の学 し

学 カ ン し の

し ャン スの学

の岡野由美子准教授 しな

し 令和 2年度か 学 ン の

な ャン ス し  

 

） 学 大学 の  

31

年 4

 

 

人間教育学部の の し

し 目 し

本部 し の  

 

研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ 書）     

）学

（ 3 ） 
 

26年 3

（ 1 ） 

28年

（ 2 ） 

30年 9

（ 3 ） 

育 （P91 142

143） 

育 お 目 あ

し お

な

知 し

な  

木村 田 子 B5

190  

一 木村 太田 子

大 美 尾和美 知子 高橋美

吉田祐一 元 井

雄 原子 松井 森 一

田中 田中 本 田

高橋千香子 加 博 田 子 田

木 木 矢野裕子 矢

由美 正一 正

治 木村  

本人 部 8章 子

育 す の 子育

の ・ の の

（P91） 章の 部 あ

子育 の すす 中

な 育 の

子 の 安 の

大 な

明し  12章 の

子育 の

学 の 1 子育

か 子育 の 安 高

ン

・ ステ

（P142 143） 学 の章 あ

し

ン か記し 学 人

記 ス ス

の の お

ステ 記

載し  

 

 

 

人間－401



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） ン 育

  育

の 学  

 
30年 3

 
一 （P33 40） 

育 の 目 あ 育の

学 し テ ス あ

29年 の お の

し な  

田 橋  

田 西  A5 145  

原 子 口

か 木 高岡昌子 高

橋千香子 西 子

田博之 田 山口昌  

本人 部 章 子

育 の （P33 40）子 の特

の

な 子 の

特 お

す 育 の

し のあ

 

 

） 知の か  

育の 学 
 

31年 4

 
（P172 185） 

育 育の 学

教 の

の 学 の し

テ ス あ  

青木紀久  B5 192  

青木紀久 井正子 大

の 山 子 加 子 金子恵美子

金 智美 高橋千香子 田 子 中

村 子 野美 矢

野由 子 

本人 部 11章 の学

育（P172 185） 1

教育 一 す 育

明し 2 学 の

育 な

明し の 3

の の

の  

 

） 知の か  

子 の 学  
 令和元年 8  （P113） 

育 の し 目 子

の 学 し テ ス

あ  

青木紀久  B5 192  

青木紀久 井正子 大

の 子 山 子 加 子

金子恵美子 野 恵 高

橋千香子 田（ ） 子 野美

矢野由 子 

本人 部 育

の （P113） 本の子

の の高 明し 育

 

 

人間－402



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

）子 職

の の子育  
 令和元年 5  

ル 書 （P133

138） 

育 の し 目 子育

子 子

し テ ス あ  

村 野松次 弘

野安治 B5 176  

大 史 山本智 の

村 本田和 雅美 野

安治 弘 安田 人 山

一 山本由紀子 吉弘 一 井裕

子 田 子 部美 高橋千香子

口 久 木 子 西井典子

野松次 本 大 由紀子 本

祐子 島 美 山本 明

山 子 

本人 部 17章 人

お 子育 （P133 138） 

育 の 人 の 本

し

し  

 

) 育 育 子

の  
 令和 2年 3  一 （P89 96） 

育 の し 目 子

の し テ ス

あ  

大 裕 田久美 A5 148

 

野 子 大 恵子

大 裕 加 史章 子

高岡昌子 高橋千香子 美

根 知 子 野 田久美

橋 紀子 村山久美 山本 子 

本人 部 11章 子育 ・

子 （P89 96） 

年の子育 の の の高

子育 子

のあ

し し  

 
（学 ）     

1） の

の

 

 
25年 11

 

子 大

学研究紀

（P45 56） 

子 し カ

ン ン の あ 本

の

の

か し

か し

し の のあ

加 の

の の  

 

） お

の

 

 
26年 11

 

学 大学

子 大学部研究紀

（P71 82） 

年 本の子 の

な の 本

の

し し 年間の

し の

の す

の

し し

の子 の の

の 加  

 

人間－403



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 育 し の

育 す 学

の  

 
27年 11

 

学 大学

子 大学部研究紀

（P91 99） 

研究 育 育

し の

す し 章・

あ か 本

研究 本学学 ン

育 し

の の

のか 明 か し

 

本人 部 学 の ン の

お

 

林悠子 森本美 東村知子 

 

）本学の子育

学 教育 の  
 

27年 11

 

学 大学

子 大学部研究紀

（P121

128） 

の学 の し

ン の 子 の

の の な学

育 し し

あ かの授業 お 本

学 し 子育 広

加 の

明 か す 目

し 学 の ン お

し 加

本人 部 子育 の

学 の ン の

し ン の お

 

森本美 子 

 

） の お

の テ な

 

 
28年 11

 

学 大学

子 大学部研究紀

（P31 40） 

育 の学 し

育 ・ ・ 学 学年・ 学 高

学年・中学 ・高 学 の の

の な 特 記

研究

し 育 の

な 記 し

な し か

か 育

な の 子 す

す 大 あ

 

高岡昌子 林悠子 岩本健一 

 

） 育 の学 の

特 お

の  

 
28年 11

 

学 大学

子 大学部研究紀

（P41 48） 

本学学 （ 業 ）160 の

の 育

の学 の お 業 の

（ ） の

の 学 の

の 安 育 の

の 特 あ

の 育職

特 なか

正 あ 職 し

学 高

あ 学 の 高

か  

高岡昌子 林悠子 岩本健一 

 

人間－404



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 育

育 の

（ ） 職 の ン

の の

か  

 
28年 11

 

学 大学

子 大学部研究紀

（P71 80） 

23年度か 26年度の本学学 の

職 し ン

の 由記 の

育 職し

業 の

の 職 の

人 し の 度

チ な の

明 か な

育 職 す

中 の 育 教育

あ  

林悠子 高岡昌子 岩本健一 

 

）あ の の

 
 

29年 11

 

学 大学

子 大学部研究紀

（P71 81） 

あ 学 の

ロ チ

し し の

の す か し

な 安 あ

か の

明 か

な

な す

の し  

 

） お 学

の 安 す 学

の研究 

 
29年 11

 

学 大学

子 大学部研究紀

（P31 40） 

学 の の

大 す 目

し の し

な か 子 の

ン あ か 学

子 か

お か か

ン あ 明 か な

学 し

し のカテ

か な チ し  

岩本健一 高岡昌子 林悠子 

 

10） 人 育 な

人 育

す な

な な  

 
29年 11

 

学 大学

子 大学部研究紀

（P41 49） 

本学の 業 職 お 人

育 し の な

のか 目 な

の し の

人 育 高 知

正し 業

な

の高 な

明 か な 学中の GPA

な 明 か な  

高岡昌子 林悠子 岩本健一 

 

11） 子育 お

の

子の の

か  

 
30年 11

 

学 大学

子 大学部研究紀

（P61 68） 

本学 お 21年度か し

子の の

し 子育 お

の お

し 年間 し

の の 子の

か し

の のあ し  

 

人間－405



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

12） 人 育 す

年度 の

し  

 
30年 11

 

学 大学

子 大学部研究紀

（P49 59） 

年度 本学の 業

職 お 人 育 し の

な のか

目 な の

し 職 の学 す 満

度 年度 し

の あ

学中の GPA 職 の

の間 なか  

高岡昌子 田恵美子 岩本健

一 子 高橋千香子 林悠子 

 

13） 人 育 す

年度 年度

の し  

 令和 2年 3  
学 大学紀

12 （P51 60） 

大学部の の 業 （ 29年

度 ） 職 お 人 育 し

の な のか

目 な の

し 27年度か

29年度の 3か年 育

お 満 度 明

か 一 学中の GPA

職 の の間

なか 教

の 績 の 子 学

お 職 か の満 度 の

（r=0.6）  

高岡昌子 岩本健一 高橋千香

子 林悠子 

 

（ の ） 学      

） 研究

お  
 

16年 5

 

研究

（大 ） 

の ・ の

研究 加し

研究 本 学 の

ル の あ 年 10

本研究 お

の 年 1 2  

 

） 子

育 部 研 お

 

 

23年 7

2  

 

子育 部 研

（ 西部

） 

子育 部 研 お

お 子

の の

し ス し 年

ス

あ の し

な ン

の

の の の

 

 

）本学 お 子育

業の 5年間の

 

 

 

27年 9

 

 

育

54 研究大 （

） ス

（ P179） 

お 子育 の

な 育 ・

な な お

本研究 本学

お 5年間の子育 業 あ

の広 広 の

の

ン の お

の  

森本美 林悠子 

 

人間－406



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

） 育 し の

育 す 学

の  

 

 

27年 9

 

 

育

54 研究大 （

） ス

（ P35） 

研究 育 育

し の

す し 章・

あ か 本

研究 本学学 ン

育 し

の の

のか 明 か し

 

林悠子 東村知子 森本美

高橋千香子 

 

） 育 の学 の

特 お

の  

 

 

28年 8

 

 

育

55 研究大 （

岡 ） ス

（ P42） 

本学学 （ 業 ）160 の

の 育

の学 の お 業 の

（ ） の

の 学 の

の 安 育 の

の 特 あ

の 育職

特 なか

正 あ 職 し

学 高

あ 学 の 高

か  

高岡昌子 林悠子 岩本健

一 

 

） 育

育 の

職 の ン

 

 

 

28年 8

 

育

55 研究大 （

岡 ） ス

（ P57） 

23年度か 26年度の本学学 の

職 し ン

の 由記 の

育 職し

業 の

の 職 の

人 し の 度

チ な の

明 か な

育 職 す

中 の 育 教育

あ  

林悠子 高岡昌子 岩本健

一 

 

） の

す の

 

 

 
令和 2年 3  

本 育 教育

学 4 研究大

（ 山 ）口

（ P49） 

あ す 147 の

の 度 

し し か し な

 の 為

か か の

ン し

の の

年 の

為 す あ

 

研究 岩本健一 高岡昌子 林悠

子 

 

人間－407



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ の ） 書      

）2013子 の育 学

な

子 大学 

研究 の

し  

 
26年 3

 

子 大

学

（P43 48） 

子 大学 20年度

か WG

研究 お 25年度の講

加 の

子 あ  

本人 部 部 章

 講 テ マ

の 安 学 の か の

安 安 の

の  

田 美 田 一 善野八

千子 岡 田  

A5  129  

 

） 学 大学

子 大学部 教学

 

 
30年 12

 

学 大学

子 大学部

教育学  

子 大学部の あ

年間 お 特 教職 一

な 教学 の特 のあ

記 あ  

本人 部 7.3本学 お 学

（P78 83） 8.8 学 の 目

お 授業の 夫 ル

中 (P121 122） 

青山雅哉 田惠美子

岩本健一 子 高岡昌子 高

橋千香子 井 子 岡 中田章

子 林悠子 森本美 吉田明史 

 

 
 

人間－408



 

教  育  研  究  業  績  書 

令和 2 年 3 31     

     西江なお子       

研   究      野 研 究   の      

教育学 教育 育 授業 の  

教  育    の          す       

 年              

 教育 の  
(1)高光 特 な  

の の  

 
23 年 2  

 
特 な学 の授業 し
の の の

の の
し か 授業
一 な 高光 特

し な
の 度 根

か 研究 あ の
の し の

の の 大 す
の な  

（大 教育大学 田 学 の ） 
 

 
(2) の の  

 

 
25 年 2  

 
な学 の あ 東

本大 す
の し の し す

育 あ
し の

す 授業
の す

し の
年間 し の

のか す し
かし し す な な

の ロ チ
の な の な

な  

(大 教育大学 田 学 の ) 

 

 
(3) の し か  

の  

 
26 年 2  

 
の あ ス

チな 特 の人 一
な

な し 光
の特 な し

す し 人
な し

す な の
す か

の な
の の 度

す な
か の  
(大 教育大学 田 学 の ) 
 

人間－409



 
(4) 目 し 学

の  

 
26 年 5

27 年 3
 

  
学 学年 ・教 の

の 野 あ 学 お
本授業 ル し

か 高 か ・ し の
授業 ルの す 目

・ の
度の し の教 目

す 教 の目 す
お お

の 85
し な 授業の し
授業 学年 の の の

ン 5・6 年 学 の
な し
 

（ 田 橋 学 の ） 
 

 
(5)大学 の の知 ・ の
目 し 講 の  

 
28 年 4

 

  

大学 の知 ・ の

ステス し

人 大 学 か の の学

し な 学 の

知 ・ の テス

の な

学 の の

の の

書か 学 知

・ の の

し 績 す 学 加し

あ 一 の  

（ 学 人間教育学部 の の

） 
 

 
(6)大学 お 学 し の

 

 
29 年  

  
大学 お 学 の講 の

の 本学教 教 ・
教 の ル 学 の
記 の 90 の 間
の し な 学 講 加し
学 す の な
し 学 講 加

あ 教 の
あ 一 の

 
（ 学 大学人間教育学部 の

の ） 

(7) し 教 な
の の教育 の  

30 年 10
31 年

3  

 し 教 な の
の教育 の

の し
の な し （特 ・ ）の
の 目し の

あ 山田あか
NPO 人 なし 中

し
の の教育 し

大 のマス の
の の教育の 広 す

本 研究 の
大人 子 の

の す 大 し 教育
あ  

（ 田 橋 学 の ） 
 

人間－410



 
(8) お 教育 の  

 
30 年 4

31 年 3
 

 

 
し 教 な 教

育 の の の
し の の

の し の 加
な の の知 ・ の
の 明 か し

し の
安 し 学

の し な
し 加 学 お

の の
子 し

な の人 の
し 一 の

し の
の の の ・

し 本 の  
（ 田 橋 学 の ） 
 

 し 教 書・教  
 
(1)教育 の  
 （大 教育大学 田 学 ） 
  【 】  

 
22 年 4  

 
大 教育大学の学 教育
な教 し の 授業 の
ン の書 な の

か し 特 の
の す し

育 か
す の

の の な
の ・ の 学

す の し 大
教育大学の学 か の書 元

の し し お
お し す

 
 

 

(2) 学 の 学 教

（ ） 

  【 】 

22 年 4  の
学 明 し 教 の

目 の
す し し教

し 学 1 年 6 年 の 学年
の学 教 の
の 学 す

 
4  26  

 

 
(3) 教育の  
（大 教育大学 田 学

部 ）  

 
22 年 5  

 
教育の授業 ・ ・

の か し の特 学
学 記載し

教 間 学 す 部
す

教育の
し 大 教育大学か

お 教育
す し あ

あ  
4  8  

 

 
(4) の  
（大 教育大学 田 学

部 ） 

 
23 年 6  

 
の の授業 お

の な 学
大

教育大学か
学 の す

し あ あ  
4  2  

 

人間－411



 
(5) お の

 
（ 学 大学 人間教育学部 ）  
 

 

 
28 年 11

 

 
の 講

お 明 し
の 由 の の書 な
の し し

学 か の書 明 な
書 書
あ  

4  2  
 

 
(6) の お の
の  
 

 
29 年 6  

 
の の 講

目 し の 明 し
ンの 安 な の

な 学 教 し な
か 記し 安

し  
の ン か す あ

 
 4  2  
 

 
 教育 の す 大学 の  

(1) 学 大学学 か の 教育
の す 講

師 し の  

 
25 年 4  

 
学 大学人間教育学部人間教育学

お 講師 し の
の あ  

教 大 教育大学 田 学
任 し 4 年間 し 年

な教
な 知し 年 の
教師 す 大学 し

大学 し の の か あ
な 研究紀 職教

の 教 の教 書 す な
研究 す 高 学 の  

し かな な
大学教 し の す

 

 
(2) 学 大学 の 授業

お 学 ン  

 
 

27 年 8  

 
授業 善の し 5 目 由記

学 ン 授業
目の満 度 4 満

中 3.8 高 あ の の学
満 の 授業 な  
 

 
(3) 学 大学 授業

お 学 ン  

 
29 年 3  

 
授業 善の し 5 目 由記

学 ン 目
の講 お す

か 学
講 加し学

テ ン 学
講 の満

度 4 満 中 3.8 高 あ
学 学 す  
 

 
(4) 学 大学 の 授業

お 学 ン
 

 
30 年 3  

 
15 授業 お ン

授業 授業 間の な
4 満 中 3.83 授業 す

3.78 明の か す 3.7
高 あ 授業 お 学
教育の目

テ ン
ン な 学

の し し 授
業 の 学 の

学 し 満 度の高 授業 あ
の  

 

人間－412



 の す の特
記  
 
(1)大 教育大学 田 学 お  
 学年 任 し の学年教  
 
 

 
21 年 4

26 年 3
 

 
5 年間学年 任 し 職 学年 の

の教育 し
年間学 カ し 学年の目

教 し
の教育 あ 学 の

の す
の 学年

し の 安 し 学
年 し か の高

 
 

 
(2)大 教育大学 田 学 お  

任 し 教育 の  
 

21 年 4
26 年 3

 
 

 
21 年か の 任 5 年間

し 年教育 年 2
教 し
の の学

教 の 年間 の 学
の な の 安

な の の 高学年 の
お の授業

し
学 か 明 な な

あ の  
 

 
(3) 学 部

し の教育研究 

 
21 年 4

26 年 3
 

 
し 教育 し の

年 し の の
中 PDCA ル 研

究 の し  
 

 
(4)大 教育研究 部

し の教育研究 

 
21 年 4

26 年 3
 

 
21 年か 部 し 年

研究 の の
の 教 の
ン し講師の な 研究 の

し  
 

(5)大 研究  
 

21 年 4
26 年 3

 

し 研究
研究目 し の し

の 学 の
す 田 の

教育の し  
 

 
(6) 田 教 書  

 

 

 
26 年度 

 
田 教育 か の

27 年度か の な 教 書
し 教 書の の教

書の特 し 特 の
す  

 

 
(7) 田 研究  

 
28 年度

29 年度 

 
田 研究 し

田 の 教育 授業
の ン 教 し 特 27
年 10 大 教育研究 お
田 か 授業 し授業 し

教育の授業の
し 田 の 教育の し 研
究 教 授業 か

な のあ 授業
の  
 

 

(8) 学 大学人間教育学部人間教育

学 ル お

し 学  

 
28 年度 

 
1 の し 年 3 の

お し 大学
し 学 の な学 の
し  

 

人間－413



 

(9) 学GT し 1 教

職 学 の学  

 
28 29 年

度 

 
1 教職 学 し 学

GT し 間 な
学 の ・ し 学

学 の
な 治 の

し 教 の
な

 
 

 

(10) 学 大学人間教育学部人間教育

学 ル お

し 学  

 
29 年度 

 
2 の し 年 3 の

お し 学
な 大学

学 の な学 の
し  

 

(11) 学 大学人間教育学部人間教育

学 中 人 学  

29 年度 29 年度 学の中 人 学
し 本 中 の す か

の し
・ し の

お か
研究 の

学 本研究 し 中
本の す 知

な 研究 目 し 中
の大学 学 野 お 研究 の

 
 

 

(12) 人間教育 お

教職 学  

 
29 年度

 

 
教職 教 な ・
の育 目 教育 教

育 の な
す 学 し

の 講 学 か
本講 講 教職 の

の な 加 教 な
・ す の

 
 

 

(13)  

 
29 年度

 

 
教育 研究 研究 し
・ 部 お 教育

の授業 す 業
し  
 

 

(14) 学GT し 3

教職 学 の学  

 
29 年度

 

 
3 教職 学 し 学

GT し ャ ン
な 学 の ・ 業

の し 学
学 の な

教
の な

の か 学 の学
お

お 学
育 教育

 
 

 
(15) 学 大学人間教育学部人間教育
学 ル お

し 学  

 
30 年度 

 
2 の し 年 3 の

お し 学
な 大学

学 の な学 の
し  

 

人間－414



 
(16) ステ ル

 

 
30 年度

 

 
の ステ ルの

し の ・
業 し  

 

 
(17) 西大学 学部 お 教育 績 

 
30 年度

 

 
西大学 学部 お 教育 し
学 お ・ 学
す の の

授業 教育 お
の の 学

則 学 の 度 しな

ン し 学
記 学 し の知 ・

し の授業
善 の 学 か

学 教育の目 教育 明
な 高  

 の  
特記 なし 

 

  

職   の  績   す    

 年           

・  
(1) 学 教 一  
(2) 教 一  
(3) 育 ンス 2  
(4)  
(5) 学 教   

 
7 年 3  
7 年 3  
22 年 9  
22 年 8  
28 年 3  

 
 

 
一 794 （ 教育 ） 
一 368 （ 教育 ） 

DP-0900856 
 F4056006 
28 16 （大 教育 ） 

 特  
特記 なし 

 
 

 

 の す 特記
 

 
 

 
 

(1) 育研 授業 研 の
 

 田 橋 学  
 田 栄 ・ 師・教職
15 人 
 

20 年 8  18 年度 し 育カ
栄 任 授業
授業 栄 の 3 な

の の中 す の な
育の

し  
 

 
(2) 教 講 講師
【1 目】 
  

大  
22 年度 50 人 

 
21 年 8  

 

 
学 教 講
教 目 講 の講

師 し 講 し 特 教育 本
教職の し 教

の の し
な  

 

 
(3) 育  

お 教育講
講師 

大 教育大学 田 学  
教職 150 人 

 
22 年 6  

 
大 教育大学 田 学 の の の

育
の 講

し し 講 の ン
の

の の 善
 

 

人間－415



 
(4) 教 講 講師 
 

大  
22 年度 50 人 

 
22 年 8  

 
学 教 講
教 目 講 の講

師 し 講 し 授業 ロ ル
学

の 授業 お 授業 の
な し 授業の

 
 

 
(5)大 田 教育  

教  講師  
 

田 教育 ン  
教  

 
 

 
24 年 7  

 

 
田 教育 の 25年度教

目 す大学 の講 講師
の学

な 教 授業 の ン
・ の の な 講 し 講
の ン の 学 教 の

の の 大 教職 し の職
の し  

 

 
(6) 教育学 西 部 し の

 

 
24 年 8  

 
本 教育学 43  大

し 西江本人
・研究 の ン し
し し  

 

(7)大 任教 研 講
師  
 

田 橋 学  
24 年度 教

 
 
 

24 年 8  24 年度 教 の 教
育 の研 講師

の目 学 の な
の学 の 明 し 45

の授業の し 師 授業
・ 書・ ・教 な

し 研 の ン 教師の
目 か 授業の な

す  
 

 
(8) か 育  

お 教育講
講師 

 
田 橋 学  
田 橋 学 20 人 

 
 

 
26 年 10  

 

しな す の
の講

し
し 育 の

し の人間
し 講 の ン

の
の の 高

一 の  
 

 
(9) 田 研究  
 

田 学  
田 学 部 20

 

 
28 年 5  

 
田 教育研究 お 10

大 研究 大
の授業 の し 学
の 教育 の
あ のか 講師 し

な  
 

 
(10) 田 研究  
 

田 学  
田 学 部 20

 

 
28 年 6  

 
田 教育研究 お 10

大 研究 大
の授業 の し の

書 な
教育 の な

し な  
 

人間－416



 
(11) 田 研究  
 

田 学  
田 学 部 20

 

 
28 年 7  

 
田 教育研究 お 10

大 研究 大
の授業 の し の

書 な
 

 

 
(12) 田 研究  
 

田 学  
田 学 部 20

 

 
28 年 8  

 
田 教育研究 お 10

大 研究 大
の授業 の し の

の 7
授業の オ 授業  
 

 
(13) 学 大学オ ン ャン ス

授業 
 

学 大学 
オ ン ャン ス 加高 ・
 

30  
 

 
28 年 8

21  
 

 
大学の講 す オ ン ャン ス
お 高 ・

教育
講 大

学の講 ・ 一 な
の か  
 

 

(14) 田 研究  
 

中 東 学  
田 学 部 20

 

28 年 10
 

 

大 研究 大 お 5 か
授業 学

お 教育の授業
教 の  
 

 
(15) 育講  
 

学  
学 ・教

25  
・ 育  
 

 
28 年 12

 

 
学 の のあ

し 学 な栄 中
の な

のあ
のあ

の の な な 育
し あ  

 の  
特記 なし 

  
 

人間－417



研  究  業  績        す       

書 学 の  
・
の
 

の年  
学

の  
       

（ 書） 
 
 

 
 

23 年 2
 

 
大 教 育 大 学

田 学  

 
大 教育大学 学 の

し 学 の 明す
の あ  

B5  89  
大 教育大学 田 学 教

育研究部 
松井典夫 岩井 介 正

人 原田 哉 太 西村 美
師 美 西江なお子   
本人 部

な の （p58 62）
 

学 教育
授業 の研究

 
し  

 
の 夫す  

す  
の学 の し

の授業
の 研究 し し  
 

 
3  

 
 

 
24 年 2

 

 
大 教 育 大 学

田 学  

 
大 教育大学 学 の

し 学 の 明
す の あ  
B5  63  

大 教育大学 田 学 教
育研究部 

木 岩井 介
太 林 訓 村 井

一 口 太 一 西江な
お子  9  
本人 部 お

の （p44 45）  
お な し

授業 の研究
 

の  
ル の学  
学年  

 
な 学

し の
教育 し

し  
 

 
4  

 
 

 
24 年 10

 
 
 

 
大 教 育 大 学

田 学  

 
大 教育大学 学 の

し 学 の 明
す の あ  
B5  63  

大 教育大学 田 学 教
育研究部 

松井典夫 岩井 介 木
加 西江なお子 野憲

田一 西田 な 井
一  

 

人間－418



書 学 の  
・
の
 

の年  
学

の  
       

    本人 部
授業 目 し （ 50

53）  
の学 の な
の な の

授業 の研究  
学 し 授業 の

夫  
の し 教 の

 
す の ロ チ

し の の  
の 授業

の ロ チ  
 

学 かす  
学 の 根

お し の し
研究 し し

教育 の の お
 

 

 
教師 子

し 授業
教職 テ ス

 
 

 
 

 
25 年 3

 

 
大 教育大学 

 
大 教育大学 お 教育

の授業 お 教職 す
テ ス し の

あ  
5  52  

大本久美子 
瀧野聡 口 子

西江なお子  
本人 部   

授業 ・子 のかか
の ン 高学年 の

授業の の
夫 書 教 研究 教

の ン な 教師 目 す
学 の な 目 し

 
な の授業

の教 し 学
の授業 す ン

 
かし な  

の一 し し
し の

しな し のあ
学 授業  

な  の
し の の 

・ か
な

し す
す か す

学
授業 （ 18 24 40
45）  

人間－419



書 学 の  
・
の
 

の年  
学

の  
       

 
お

テ ・ ン
の  

 
 

 
27 年

12  

 
EPR 教

育 ロ 
45  27  

1796   

 
の教育 な
教育 ・ の

広 知す
の あ  

本人 部 お テ
・ ン （ 18 19）  

の  
の  

 
知  

学 す  
学 教育 お

の授業 テ ・ ン
の
の の一 し
の し
す 育 研
究 し し  
 

 
3 年目教師 の

学  マン
の す

の 56  

 
 

 
29 年 9

 

 
明 治 書  授 業

学
研究  
 

 
学 3 年目 の教

学 授業 の ・ 本
明 し  

5  126  
太 口 太 野

之 林 訓 西江なお子 20  
本人 部   

・ し
学年 安

おか の 明
な す の

し  
の あ の

安 ・ の
の の 3 の

し  
し の

な 育 の一 し の
教 の の
（ 20 23）

 
 

 
7. 9  

 
 

 
30 年 2

 

 
大 教 育 大 学

田 学  

 
大 教育大学 学 の

し 学 の 明
す の あ  
B5  62  

大 教育大学 田 学 教
育研究部 

口 香 野 吉田
之 裕 西江なお子 13  
本人 部 育 目

し 授業 ン （ 56
59）  
 

人間－420



書 学 の  
・
の
 

の年  
学

の  
       

    ・ 学 の
お 授業

ン 育
目し授業 次 学

教育
の の一 の

な あ
学 お ・

・ の
育 し

授業 ン し の学
し お の

の
か 育 お 一

の し ・ ・
の あ 明 か

な  
 

 
8.  
学 教育の

本 

 
 

 
30 年 9

 

 
ERP 

  
31 年度 の 学

し 学 教育の
の の

授業 学 教
目 す学

す 教 し
あ 授業 の 目 お

の
し な の

授業
加 授業 載し

授業 の し 本
学 大学人間教育学部人間教

育学 西大学 学
部 教育 お し

学 か 学 の
の の書

な 明 か 高
 

 

 
9. 記  

 
 

 
令和 2 年 1  

 
 

 
学 知

な学 の記
し の あ  

A4  160  
 
田 野

子 西江なお子 8  
本人 部 の特 ・特 学

す （ 学年）（
42 45） の特 ・特
学 す （中学年）
（ 95 98）  5・6 学
年 （ 114 115） の特

・特 学 す
（高学年）（ 150 153）  
 
2017 年 学 育

す ・ の 3 の 知

学 か 人間
の ・

の し
知 ・ ・ ・  

人間－421



書 学 の  
・
の
 

の年  
学

の  
       

    学 度 の 3
知

の記
し  

 
10. 授業の

 な
 

 
 

 
令和 2 年 2  

 
あ  

 
学 ・

学 の
の授業の 授業

の あ
 

A5  286  
あ  

大本久美子 野田 子 木
由子 加 恵子 森田 太 西江

なお子 7  
本人 部 の な 授
業の 夫 - し
-（ 160 166） 特 の教

の教 な の の教
育 の （ 242

249）  
 の の一 し の

な
し の

し し な
教 授業 記し 特

の教 の教 な学 し の
の 目し お の の教育

の教 授業 記し  
 

 
（学 ） 

教育 お
な授業

す 研究 
 
 

 
 

 

 
 

22 年 8
 

 
 

 
 
大 教 育 大 学

田 学 教
育  16

 
p83 86 
 

 
 

の安
す の

な
教 研究 授業 の の研

究の あ 教 広
の 広

の 知 か
の本 知 の

し の一 し
な

し の

す
の の の

か の す
な あ 本研究

し の安 ・安
の ン

し 学
かし し し
の 一 の

の 本
教育 お な授業

す 研究 し し    
 

人間－422



書 学 の  
・
の
 

の年  
学

の  
       

 
な  

の
 
 

 
 

 
24 年 2

 
 
 

 
大 教 育 大 学

田 学  
研究紀  
p101,102 
 

 
・

し 善す
の

す
し 授業 の記 あ

授業 の
し す

し か
の な ロ チ

な のか
な の学 かし

の教 お の
の 夫し

の 目し
し な

し か
お

の し の
す の研究 あ  
 

 
の 大

 
の

 

 
 

 
24 年 11

 
 

 
大 教 育 大 学

田 学 研究
紀  

p50 53 

 

 
目 す

のの か
か な し
し しかし の 本

の な
の 知 し

育 あ
の あ

し な
す

し 授業
し あ  

の す

し の 年間 
し の の

か す し
かし し す な
な の ロ チ

の学 か
の な

の な
一 の

 
 

 
の

 
し の

授業  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
25 年 2

 
 

 
大 教 育 大 学

田 学 研
究紀  
p50 51 
 

 
な

し の
し の な

授業の の あ
ス チな 特

の人 一
な

な し
光 の特 な

し す
人 な

し な
の

す 授業記
あ の な

 

人間－423



書 学 の  
・
の
 

の年  
学

の  
       

    の の 度 す
の の な

か 学 の
一 の

  
の し か

な
の研究 し  
 

 
オ ル

し  
 

 
 

 
27 年 2

 
 

 
田 橋
学 研 究 紀   

p19 20 

 
オ ル

の 書 ・
す ・
の 研究し 本の

明す 書 し

原 な
間 か か

す す な
す

のか な
の

の し す
育 の

な の す
な

 
 

 
 か

学 教育  
あ

し  
【 】 
 

 
 

 
27 年 12

 

 
人間教育学   
人 間 教 育 学 研 究

3  
p123 132 

 

の
の一 し の

し す 育
教育の授業

あ  
目す

し し
す

な の育 目 し  
な あ

の ・
な
の学 お な の

な のか の
な 目 し

の
の の

な
し の

の学 の
な ・ し
な す

し す な 学
の あ
一 の学 の中 学

な
の研究 し  
 

人間－424



書 学 の  
・
の
 

の年  
学

の  
       

 
の
 

 
 

 
28 年 3

 

 
大 教 育 大 学 

学 教 育 講
 教 育 学

2015 
の 教 育

20   
特  

 
 

p42 45 
 

 

高橋橋 の
ル す の

し 本 教 の
し  

 
の育

目 し 学
ル す 研

究  

し  
 
 

 
 

 
28 年 12

 
 

 
学 大 学 研

究紀  
4  

p133 139 

 
学 教育 お の一
し 学 し 知 な

か な
学 の

中 し し
し す 度

授業 の学
ル

の教育
な  
 

 
 の育

人間教育  
授業 ルの
 

【 】 

 
 

 
28 年 12

 
 

 
人間教育学  
人 間 教 育 学 研 究

4  
p107 114 

 
学 お

な あ
し

の
の

授業 ル し の
し  
 

 
 高
学 の

ロ  
・ ・ の

か し  
（ ） 
 

 
 

 
29 年 2

 
 

 
大 教育大学大
学  教学

教育  
 

 
 

 
高 学 教育

の ル  の
の

か し 研究テ マ
教育の の一 あ
育 す の

研究し あ 学
の学

し
し

高 授業 ル す  
4  142  
 

 
お

し
育 す 一  
 
 

 
 

 
29 年 9

 

 
学 大学研

究紀  
 

83 89 

 
学 お 授

業

研究 の

の 布 ル ン
し の

本 し の
す

の す  
 

人間－425



書 学 の  
・
の
 

の年  
学

の  
       

 
お

な す
学 の  

 
 
 
 

 
 

 
30 年 6

 

 
学 大学学

 
1 4  
P113~121 

 
の目 の一

あ 学

目 な の
の

の 高 す
・ 本 な知

な 夫す
育 す

授業 ル し の
し の 一

間 かな あ
のの お し

す
学

の あ
明 か な  

 

 
介 ・

し の の
教育 す 研
究  
 
 

 
 

 
30 年 9

 

 
学 大学研

究紀  
9  

P127 136 

 
お の の教育の研究

す 学
学 お 介 教

育 教育 の研究
す 目 し

す し 20
し

お の の教育 育
の

明 か な 介 教育
学 お す

な知 教 間の
の あ

教育の
研究 な 中 な

明 か な
 

 

 
. し 教

な 教育の
お 教育

す 研究 し 【
】  

 
 

 

32 年 3

 

 
本人間教育学  

人間教育学研究 6
 

 
本研究 ・中・高 学 の
お 教育の の

し す 学
野 の

中学 野 加
野 高 学 教育

か
お 教育

あ 明 か な し
かし ・ し
お 教育 し 教
育の目 あ の な

す の し 安
な す
 の人 の安
の育 目 す

授業 ル す
の し  

 

人間－426



書 学 の  
・
の
 

の年  
学

の  
       

 
. し 教

な 教育の研究 
の  

 
 

 

32 年 4

 

 

 
学 大学研

究紀 オン
ン ャ ル人
間教育 2

2  
P83 92 

 
の 教育  

大 な お 特 の
テ し の

学 お 教育 す
お あ
の 教育

の目 す
学 の あ

学 す 教育
大

す
正し 正

し の
か 教育の の一
あ の の

教 学 学 の
ンテン の 教育

の
あ 明 か な  

 
 

. 学 お 教
な の の教育  

の の 教
の  【 】 

 
 

 
令和 2 年 3

 

 
本 教育学

50 年記
 

 
 な学 の 間 の教

な授業 し の の教育 1）

の の す の

か 2） 大

かの

育 か の 2 し

授業 の な の の

学 な

の し の

し の の の

の の 加 の 一

あ の 大 な

の の し  

す の育 の 4  

し  

 
( の ) 

原  
 
 

 
 

 
 

 
 

学 の
学 教  

 22 年 4
24

年 4  

( )  の
学 明 し

教 の 目
の す

し し教
し 学 1 年 6 年 の

学年の学 教 の
田 学 の 教

の教師 あ 西江 教 の
教 の ンス 正

し  
4  p14 18 
 

人間－427



書 学 の  
・
の
 

の年  
学

の  
       

 
教育講

子 

育  
 

 
 

 
22 年 6

 

 
大 教育大学
田 学
PTA  
 
 

 
大 教育大学 田 学 PTA

しな
す の

の講
の あ

育 ン
な  

4  6  
 

 
大

教 研  
子 

 
 
 
 
 

 
 

  
 

 
24 年 8

 

 
教育

 
大 教育大学

田 学
教育部  

 

 
24 年度 教 の
教育 の研 講師
の 教育の目

学 の な の学
の 明 の 子 し

講 45
の授業の し 師 授
業 ・ 書・ ・教

の な し  
4  6  

 

 
八 ン

 テ
ン し

すす か  

 
 

 
29 年 2

 

 
EPR 教

育 ロ 
47  4  

1829  

 
29 年 1 22 の の

の教育研究  8 ン
お し テ

ン し
すす か テ マ ・

講 子
の大 す テ

マ し ル
の の ン

の の教育
P8 9 

 

学  
の ン

し し
 授業  

 

 
 

 
24 年 8

 

 
24 年度 本
教育学

43
 ・研究

( 4） 
(大 教育
大学大学
学 教育学研究

大 テ ) 

 
中 記載

な
す す

の安
な あ

の な あ
す
の健 大

な あ 本

す
目 し の

学 し  
4  p  

 

 
の

学 教育
の ロ  

 
 

 
29 年 3

 

 
本教師学学
18 大  
研究  

 

 
学 教育の し 学

し お か
な

・ ・
の 育 す

ル
し の し  

4  p8 
 

人間－428



書 学 の  
・
の
 

の年  
学

の  
       

学 お
育 の授

業 ル  

 29 年 8
 

本 教育
学
研究  

 学 お の一
し 学 し 知 な

か な 部
学 し の

の の育 授業
ル し 研究

し  
 4  p9 
 

（ ） 
 

お
の の教育 の

 
 

 
 

 
30 年

11  
 

 
 

（ 13 ） 
 

 
 し 教 な

の の教育 の
の の の

本研
究 の の

の の す
大 す 明 か

な
一 し の

の す
の 広 知
（ 田 橋 学 ） 

 

 
お

の の教育 の
 

 

 
 

 
30 年

11  
 
 

 
ルテ

（大 ） 
 
 

 
し 教 な

の の教育 の
の の の

ルテ （大 ）

200
の

NPO 人 なし
中 山田あか

の講 の  
授業 本研究の 授業

の の の教育
の の
か の の教育 の の高

す 本研
究の す  

（ 田 橋 学 ） 
 

 

Partner 
 

 
 

30 年
12  

ン ン  お お の
の お の

学 お
の

・ な 夫 し
の の

な
な 介し 加

学 教 学 の
お の の

野の授業 学
の の

か 明
な あ あ 高

 
 

人間－429



書 学 の  
・
の
 

の年  
学

の  
       

 
の の教育 の

 
 

  
 

 
令和元年 8

15  

 
 

（ 14 ） 
 

 
の

の 学 教育 研究し
の一 し 金

の 子
金 の

の
の

学 の
の教育 の  

（ 田 橋 学 ） 
 

   
 
 

人間－430



教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2 年 3 31  

 正木 友則 

研   究      野 研究 の  

教育学 教 教育学 教育 学  

教 育 の す  

 年            

 教育 の    

教育・学 ン 口 お 学

（ 大学） 

24

年 4

 

25

年 3  

 口 お 学 部 学 ル

の 学 ・ 書の の

学 の チン 中 し

年次の学 高 の ャ

年次の す

あ 学 テ ン

す 授業 の 間 講

し 大学 の学 す 学

( 大学教育・学 ン

(CETL) お の ) 

 

 し 教 書 教    

（1） の か な

しか 36（ 28年 東 ）（ ） 

 

 

 

 

 

（2） のしか 学

の学 48 （ 28年 明治 書）（ ） 

28

年度 

29

年度 

 

 

 

29

年度 

大学 学  

 

大学 教育  

 な

な しか 学教 の な学

の し  

 

大学 教育  

 学 ・

学 す 学・ 明 教

し  

 教育 の す 大学 の    

（1） 太 大学 の学部  

 

 

 

（2）学 授業 ン  

 （ 太 大学 25年度） 

 

 

 

 

（3） 大学 の学 学部  

 

 

 

 

 

（4）学 授業 ン  

 （ 大学 27年度） 

 

 

（5） 学 大学 の学部  

 

25

年度 

 

 

25

年度 

 

 

 

 

27

年度 

 

 

 

 

27

年度 

 

 

30

年度 

大学教育・学 ン 年次教育

教 教育 （ ）の業績 し

 

 

太 大学 お 授業  

本 3 ス 

学 満 度 均 （3.7 4 ） 

の 2 ス 

学 満 度 均 （3.6 4 ） 

 

大学教育・学 ン 年次教育

太 大学 教

教 教育 （ ） 教育

（ ） す 目 業績 し

の 特  

 

大学 学部（ 講師） お 授業  

教育  

学 学 均 （4.92 5 ） 

 

学 し お 研究の業績 し

教 教育 （ ） す す

の 特  

人間－431



（6） 学 大学 お 教育 績 30

年度 

教育 教育 教育

教職 教育 ・ （ ）

教育 ・ （中 ）

ン の 31 年 3 教職

子 の

31年 3 育 教  

 の す の特記    

（1） テ ン （ 大学） 

 

24

年 4  

 

25

年 3  

 学 の大 章 書 あ の

学 の書

す 授業 講し

ス  

 教 す の な 学 な 正

す か し 年次の

学 の 書 の テス し

す な の  

 

 の   

 

 

 

（1）教職 大学  

 （ 授業 学） 

 

（2）東 教育 究の  6 教育 研

究大  （ 明 ）講師 

 

 

（3） 教育 究の ・中 部 19 教育

研究大  （ 明 ）講師 

 

 

 

（3） 教育 究の 人  講師 

 

 

 

 

（4） 教育 究の  6 教育 研

究大  

 

 

 

（5） 1 学・ 明 のチャ ン  

（ 明 ）講師 

 

 

 

（6） 2 学・ 明 のチャ ン  

（ 明 ）講師 

 

 

（7）東 教育 究の  9 教育 研

究大  （ 明 ）講師 

 

 

（8） 3 学・ 明 のチャ ン  

 

 

 

 

25

年 7  

 

25

年 8 1

 

 

26

年 8 3

 

 

 

27

年 6

20  

 

 

27

年 8

19  

 

 

27

年 8

23  

 

 

27

年 12

23  

 

27

年 12

27  

 

28

年3 16

 

教職 大学 お 教育

の 15 目の授業の 学  

 

明 教 学 の

学 の し し 明 章

の授業  

 

明 学 な ・ す

のか し （東書 3年）の授業 し

明 章の授業

 

 

明 教 学 な す しか

の エ ン の （M 2

年） し し の エ ン

 

 

の 明 教

千年の 明 章

の の

 

 

明 の学 学 3年

し の し し

明 章の授業

 

 

ン ル 明 章の

学 し 明 章の授業

 

 

明 の学

な学 し

 

 

の す 明 学 の

し 特 明 章の

授業 育 し の し

 

人間－432



（9） 学 お 研 （東 八

子 松 学 ） 

 

 

 

（10） 学 お 授業研究 （

島 学 ） 

 

 

（11）中 ・ 教育 究の  22 教育

研究大  明  

 

 

（12） ・ 教育 究の  2 教育

研究大  （ 明 ）講師 

 

 

（13）八 子 研 講師（東 八

子 松 学 ） 

 

 

（14） 学 お 研 講師（ 田

原 学 ） 

 

 

（15） 学 お 授業研究 （東

八 子 口 学 ） 

 

 

（16） 学 お 授業研究 （

島 学 ） 

 

 

（17） 学 お 授業研究 （

島 学 ） 

 

 

（18）東 ・ 教育 究の  10 教育

研究大  明  

 

 

（19） 学 お 授業研究 （東

八 子 松 学 ） 

 

 

（20） 授業  （

明 ）講師 

 

 

（21） 学 お 授業研究 （東

八 子 松 学 ） 

 

 

（22） 教育研究  部 （中学 の部）講

師 

 

 

 

（23）大 ・ 教育 究の  25 教育

研究大  明  

29

年 4

27  

 

 

29

年 6 8

 

 

29

年 7

29  

 

29

年 8 9

 

 

29

年 8

28  

 

29

年 8

30  

 

29

年 10

5  

 

29

年 11

16  

 

29

年 12

7  

 

29

年 12

27  

 

30

年 1

18  

 

30

年 3 3

 

 

30

年 6

27  

 

30

年 7

30  

 

 

30

年 8 8

 

明 の テ

ン の 3年教 す か 大

し し 研究 の

し  

 

・ 学 す 学 の

お し 研究 の

し  

 

明 章教 し の お

 

 

 

・ 学 す 明 学

学 学年教 の し 明 章の

授業  

 

明 の テ

ン の 2年教 の大  

 

 

か 学 高

学教 お  

 

 

学 章教 の授業研究 お

 

 

 

学 章教 の授業研究 お

 

 

 

明 章教 しか カ の の授業研究

お  

 

 

明 章教 お の お

 

 

 

学 章教 の の授業研究 お

 

 

 

明 章の授業

し 明 章の授業

 

 

明 章教 の 間 の 間 の授業研究

お  

 

 

・ 学 す授業 の

ン 中学 ・ 学教 ロス

中学 の 学 章教 の授業

 

 

明 章教 の 間 の 間 の

お  

 
人間－433



（24） ・ 教育 究の  9 教育

研究大   

 

 

（25） 学 お 研 講師（ 田

原 学 ） 

 

 

 

（26）八 子 研 講師（東 八

子 松 学 ） 

 

 

 

（27） 学 お 授業研究 （東

八 子 松 学 ） 

 

 

（28） 学 お 授業研究 （東

八 子 松 学 ） 

 

 

 

（29） 学 お 授業研究 （

大和 山 矢田 学 ） 

 

 

（30） 29・30年度八 子 研究 研究

 講 講師 

 

 

 

（31） 学 お 授業研究 （

大和 山 矢田 学 ） 

 

 

（32） 学 お 研 講師（ 大和

山 矢田 学 ） 

 

 

 

 

（33） 学 お 授業研究 （東

田 間 学 ） 

 

 

（34） 学 お 研 講師（ 大和

山 矢田 学 ） 

 

 

 

 

（35） 学 お 研 講師（ 大和

山 矢田 学 ） 

 

 

 

（36）中 ・ 教育 究の  24 教育

研究大   

 

 

（37） ・ 教育 究の  4 教育

研究大  （ 明 ）講師 

 

 

 

 

30

年 8

10  

 

30

年 8

23  

 

 

30

年 8

24  

 

 

30

年 9

13  

 

30

年 10

26  

 

 

30

年 11

14  

 

31

年 1

25  

 

 

31

年 1

30  

 

31

年 3 6

 

 

 

 

令和元

年 5

29  

 

令和元

年 6

26  

 

 

 

令和元

年 7

10  

 

 

令和元

年 7

27  

 

令和元

年 8 2

 

中学 お 学 の し

の授業 の 中 の

 

 

な 学 ・ な 学 す授

業 学 年 の大

し 明 章の授業

 

 

の本 学 す授業

学 4年 し

学 章の授業

 

 

明 章教 のか の授業研究 お

 

 

 

学 章教 の授業研究 お

 

 

 

 

し 書 の授業研究 お

 

 

 

学 す の 夫 し

か す 学 す

の あ

し  

 

の授業研究 お

 

 

 

かな学 学 子 の育  

の す し

の 研究 明 章 お

書 の

し  

 

明 章教 か し の授業研究 お

明 章教 の の授業

お し  

 

かな学 学 子 の育  

の す し

の 研究 学 章教

お お 書 の

し  

 

かな学 学 子 の育  

の す し

の 研究 学 章教

お 書 の

し  

 

学 お 子 の す

ルの の  

 

 

明 の 究 の

し 明 章の授業

 

 
人間－434



（38）大 ・ 教育 究の  26 教育

研究大  明 お

（ 学）講師 

 

 

（39） ・ 教育 究の  10 教育

研究大   

 

 

（40） 学 お 研 講師（ 田

原 中 学 ） 

 

 

（41） 学 お 授業研究 （東

田 間 学 ） 

 

 

（42） 教育 究の  研究  講 （広島

広島  田山 ） 

 

 

（43） 学 お 授業研究 （東

田 間 学 ） 

 

 

（44）大和 山 研究 記 講  

 

 

 

 

（45） 学 お 授業研究 （東

田 間 学 ） 

 

 

（46）東 ・ 教育 究の  12 教育

研究大  明   

令和元

年 8 5

 

 

 

令和元

年 8 9

 

 

令和元

年 8

28  

 

令和元

年 9

27  

 

令和元

年 10

6  

 

令和元

年 10

24  

 

令和元

年 11

8  

 

 

令和元

年 11

15  

 

令和元

年 12

27  

 

明 章教 あなの の

の か 究 な学

し し 学 章の

授業  

 

中学 お

す 授業 の  

 

 

学 子の育 学 の授

業 し し 明 章の授業

 

 

明 章教 の の授業研究

お 明 章教 の

の授業 の の研  

 

博 の の知 か か 究 な学

の の か な 学 の

の な  

 

明 章教 のな の授業研究

お 明 章教 の

の授業 の の研  

 

学 の 究 し

か す 学 すな 究

な学 す の あ

中 講 し  

 

明 章教 す の授業研究 お

明 章教 の の授業

の の研  

 

明 章教 の

の  

職 の 績 す  

 年            

    

（1） 学 教 一  

 

 

（2） （教育学） 

 

 

（3）博 （教育学） 

22

年 3  

 

24

年 3  

 

31

年 3  

東 教育 一 一 一  

 

 

明 章 お の

の 中 （ 大学 ） 

 

目し 明 章の学 す

研究 （広島大学 7816 ） 

 特    

なし   

 の す の特記    

（1）教職 ン の 業  

（ 大学） 
28

年 4  

 

30

年 3  

 教職 ン お の ・ 中

の ・ の

育 ・ 教 の 講

（ ） 大学 す 教職 ン

ス （年 2 ）の 任 し の ・

 

 大学 お 教職 の

部 学 か のあ 教職 ン のあ

ン ・ ル  

 

人間－435



（2）教 講 の  

 （ 太 大学） 

25

年 4  

 

27

年 3  

 2年 し 学 教

目 し 大 特

一 ・教職教 中 し 学 の学

東 教育 の 明

加す 東 ス の ・  

 教 の 授業 青

年教師 2年 の

の教 研究・授業 ・ の育 の ・

 

 
（3） 年次教育部の  

（ 太 大学） 

26

年 4  

 

27

年 3  

 年次学 学 の す 年

次教育部 お かな学

し 学 の の

2 マ か 学 の  

 ス AO し

し 学 学 の 大学の教育

す の の学 す

目 し 学 研 （1 2 ）の ・

・  

 
 の    

なし   

研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ 書）     

（1） 大 な

（教育 ・ 学 2

年・ 明 教 ） 

 24年 4

 

・ 憲一・

大 正

・ ・

育 学・ 明 の

授業  学年

学 pp.126-127 

 ・ ・ 育

の 明 教 大 な

（ 学 2年）の授業 の

あ  

 授業の 大 な

す な の な

か 学

し の一 （

…） か

学 ン

か の

し かな

松本 子・正木友則（p.126の 元

） 

 
（2） （光

村 書・ 学 2年・ 学教

） 

 24年 4

 

 

・ 憲一・

大 正

・ ・

育 学・ 明 の

授業  学年

学 pp.80-81 

 

 学 2年 学教 の

授業 あ の 安

学 し し

人 （ ）の

の

す 学

の か す

の 記

書 し の

の し ・

・ し 育 目 し

吉岡 ・正木友則（p.80の

元 ） 

人間－436



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（3） な お （教

育 ・ 学 2年・ 学教

） 

 

 

 24年 4

 

 

・ 憲一・

大 正

・ ・

育 学・ 明 の

授業  学年

学 pp.104-105 

 

 学 2年 学教 な お の

授業 あ 教

夫 し かな の

し のか  

 し の かな の

ロ

の

の な し か

学 の

しな

・ ・ の育

し 吉岡 ・正木友則（p.104

の 元 ） 

 
（4） 千の

（東 書 ・ 学 4年・

学教 ） 

 

 24年 4

 

 

・ 憲一・

大 正

・ ・

育 学・ 明 の

授業  中学年

学 pp.78-79 

 

 学 4年 学教 千の

の授業 あ 人

特 か の の

か

の 間 の

学

の 部 書

し の

書 あ の

し

・ ・ の育

井 ・正木友則（p.78の 元

） 

 
（5） 明 章

な

学 中  

 

 25年 3

 

・吉 則・

憲一

な 学・

明 の授業 学

pp.98-101 

 ・中学 ・高 の 明

章 野

な し

学 目し 史 加

学

し

す の （

の育

す の

す の中

す す ） し  

 
（6） な学

授業研究 のあ

 

 25年 

5  

中 正 吉

則・ ・尾

な学

の授業 

・ ・

の育 目

し  

pp.122-127 

 

 授業研究 お か

教 か 学 か の

す 教育 ・

か 学 授業 （教

研究 ・ ・ 書・ ・

人間 ） 学 （学 ・

学 ） 元の目 ・本 の目

（学 ） 学 研究

授業研究の し 教

授業 授業

か の し  

・正木友則（pp.123-125の 2

） 

 

人間－437



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（7）

（光村 書 6年） 

 

 28年 

6  

憲

一・ 部 一・ 井

テ ・

ン

授業 東

pp.114-121 

 

 テ ・ ン 明

章教 し 記 あ 教

の特

あ 高 の し

か 学 し ・

の

し す 学 の

の 学

学 の の

学 す

・ 学

 

高橋 哉・正木友則（pp.114-115の教

テ ・ ン の

ン ） 

 
（8） おお なか  

 

 28年 

8  ル の

か

な しか

東

pp.42-49 

 

 おお なか な

の し か

の な

のお お し し の

し 人

の し

か の な

し の か なか

す

か 本の か 学

お か お の

 

村 ・ 西紀子・正木友則（pp.43-44

の教 部 ） 

 
（9） のしか

学

の学  

 

 

 28年 12

 

明治 書  次 学 の な

テ ン 学

す のか し

な学

す の 本書の あ 学

1年 か 6年 学・ 明 教

し の

学 元 お 授業

の教師 学 の しな

テ ン 授業

の

し  

 
（10） 明 教 の学

テ ・

ン  

 

 28年 

12  

中 正

・ 村正和・正木

友則 のし

か

学 の学

明治 書

pp.72-77 

 松 （2015） のな

しな の

のな し

な （p.9） す か 教

の （ 明 の学 ）

の のあ

あ  

 明 の学 お

の

し ・ 学

す の学 の

し し  

 

人間－438



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（11） の授業

お の

広

 

 30 年 10

 

・N5 授

業 研究 あ

の授

業  Which
の 授業

東

pp.112-120 

 年 の

な し

授業 学 の ・

・ す

の な な の

な

本 な

の 目し な の

授業 お 学 の

広 の の

の し  
（学 ）     

（1） あ の教 ・

学 し の

 

 

 22年 8

 

 

教育 究の

教育 究 23

pp.80-83 

 あ の （

のか お お の し

し ）の教 ・学 し の

あ の 原

しな し  

 あ の教 ・学 し の

の 広

な

し の す

かな あ 学 か

広 す

 

（2） 育

明 章の教 研

究 か

 

 

 

 

 23年 8

 

教育 究の

教育 究 24

pp.58-65 

 中学 ・高 の 明

育 す 教 の特

かし す

す す し 学

の な

中学 教

の の し

ス 島 な 森林 な のか

（ 6） 学

し す

の教 研究の 学 の

し  

（3） 明 章

お の

研究 ・

松善之 の  

 

 

 

 24年 3

 

大学教育学部 教

育学 63

pp.77-97 

 

 松 明 章 研究 本

1960年 か

明 章

し 明 章 の

の し 松の

学 か 高 の

の学 の な の

あ  

 1960年 目し

し

の の

大す な な

あ ・正木友則 

（pp.77-94 の な ） 

人間－439



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（4） 明 章

お の

田 の

 

 

 

 24年 3

 

大学教育学

大教育研究 21

pp.1-27 

 明 章 お

学 の淵 大正 の 田

し 教授 あ

し  

 ・中学 高 の の教

の 学

人間 あ 学

の教 書 の

か

の し

の の 大

正 す の あ  

（5） 教育学研究 教

教育学研究の

教育学

学 し  

 

 24年 8

 

教育 究の

教育 究 25

pp.76-83 

 

 教育学 教 教育学 の

あ か 教育原

し教育 の

教育学 な ロ

チか 学 学 の し

教 教育学 お 教育学の

学

し 教

教育学 善 な す 学

か 授業 中 学

し し

し  

（6） 教

学 す

村井 の教育学

し  

 

 24年 12

 

大学大学 紀

大学大

学 紀  

34 pp.223-242 

 教育 善 な す

人間 善 し す

教

学 （教 の ）

の の 教

授業 す 一

学 の す 学の

し  

 教育 ・ 授

業 す あ 授

業 介し 教育学の

し  

（7） 明 章

お の

中

 

 

 

 25年 3

 

大学教育学部 教

育学  

64 pp.31-52 

 

 1970年 栄吉 中 研

究 青 研 香 研 し

し 中

学 か 高 の

章 学

 

 栄吉 し 青 研の

ン の 青 研

香 研の の

の し

 

・正木友則（pp.31-48の な

） 

 

人間－440



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（8） 森田 の

の  

 

 25年 3

 

大学教育学

大教育研究 22

pp.15-33 

 明 章 研究 お 森田

1980年 か 目

し 明 章の

の な 章の

す な の 夫

す し

学 か 高

の 明 章 研究

な の な

の （1984

年か 2011年 ） の

 

（9） 明 章

お 学

の 1990年

の 中  

 

 

 

 25年 8

 

教育 究の

教育 究 26

pp.50-57 

 

 ・中学 高 お 明

章の 学 の

1980年 す の

1990年 か な

す

な の 1990年

す

森田 野 子 阿部

吉 則の 中

学 か

の 目 か

・ し 教 研究 な学

し し  

 
（10） NIE

教育 研究 大学 2年

し 教

の授業 し  

 

 

 26年 3

 

25年度 太

大学研究紀 8

pp.147-154 

 NIE 大学教育の 教育

・ の あ 本 の

研究 な し 知教育

大 子大な の

NIE の な 教 学

ン 記

の ・ NIE

ン ・中・

高 大学教育（教職 一 教 の ）

職教育 し 一 教 か

教育 す あ

・ 田 ・ 木

・木 和 ・岡野聡子・正木友則

（pp.151-152の 3章 2 し

） 

 （11） 明 章の学

の 教

の特 の 中学

明 章教

 

 

 

 26年 8

 

教育 究の

教育 究 27

pp.26-33 

 教育の し 教 の

し あ

教 し

す の

教 の ス

な す し の

な 教師 加・ 正・

な し の し

の 中学 の 明 章

教 し 教 の特

の のか の

し  

 

人間－441



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（12） 明 章の教

研究 す 原

教 の特 目し

 

 

 27年 8

 

教育 究の

教育 究 28

pp.42-49 

 

 1990年 明 章の

教 研究 原

明す 教 の特

目し 教 の特

学 か 高 お

す の教 研

究の し

（1997） 吉 （2002 2013）

香 （2006） 教 の特

の 明 か し 教 の特

学 かす の

 

 
（13） 明 章 お

学 の 学

中

 

 

 27年 12

 

 

大学大学 紀

大学

大学 紀 37  

pp.111-128 

 

 学 知 ン

す の 研究 ・ ・

の 研

究 教授学 お

学 の の

の し

目し

の

明 章 の 学

し 学 の

し 学 の

 

 
（14） 明 章 お

す

の の

し  

 

 28年 8

 

教育 究の

教育 究 29

pp.34-41 

 

 明 章の学 お

の の

の の

の 学 お

の の 明

の あ  

 の す

の の

の す

の す

エ

学 の知 し し  

 
（15） 明 章の

す授業 の 夫

（ 学 年）の し

 

 

 

 28年 8

 

教育 究の

教育 究 29

pp.58-67 

 の

明 章の の学

の か

し お 学

知 の ャ

の ャ しな

し し 学

の な

あ

学 の の 夫

の の し 高橋

哉・正木友則（pp.58-60の 1 ・2

） 

 

人間－442



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（16） 本の教

す 一 ル

・ロ ル お

中  

 

 29年 3

 

大学 学

研究  7

pp.61-68 

 年

教育 な 学 の

教育の か か の

あ  

 本 学 学 お

育 の し 本の

か 目し か 学

お 野 本 し

か 教 書教

ル ・ロ ル 木

お （

）の教 し  

 

（17） 明 章の学

お

の の

ス 中  

 

 

 

 29年 6

 

学 63

5・6  pp.2-10 

 特 中学

か 高 お 学

な

す 学

の

学 の

な 一 学 の正し

か の の す

学 の しな の

ス し

し  

（18） 特 学 お

の学 の 夫  

 

 29年 8

 

教育 究の

教育 究 30  

pp.112-119 

 特 学 お 知

学

し 学

な のか

し の 研究

の特 の

人 の 章 か

し

し の す

人 の

し かな の

な  

正木 子・正木友則（p112.の

p.119の 部 ） 

（19） ・教授=学

お

の 明 章

の学 の

 

 

 

 29年 9

 

大学 教育学

教育 82

pp.33-41 

 ・高次 し 学 学

学 教

育 学 史 研究

目し 明

章の学 の お

し 特 明 章の

教 ( 章) 介し 学

( ) の

授業 お

授業 の教授 為

( )の

し  

人間－443



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（20） 究 し の

典教 の学

す 一 書 の

目し  

 30年 3

 

学 大学

学 大学紀 8
pp.79-85 

 本 の

究 典教 の学

の 目 す 究

授業

す 村井 中 正 の

典教 の特 ・特 し

竹村 治

書 の

す

典教 究 す

し  

正木友則・ （

の ） 

（ の ）学      

（1） 明 章

お の

田 の  

 

 

 22年 10

31  

 

大学 教育学

教育研究 

119 大 研究

pp.160-163 

 

 明 章 お

学 の 大正 田

し 教授 し

田 ・

の の学

の し 章

か 目 し 特

1970年 栄吉

し の あ

の中 か

のか し

 

 

（2） 明 章

お の

松善之 の  

 

 

 23年 5

29  

 

大学 教育学

教育研究 

120 大 研究

pp.227-230 

 

 研究 の 松善之 の

し

松の し

の

し 中 あ

1969年の の の

し 森田

・中学 高 の 明 章

の す

な の の教 研究

の研究 大 な

 

 

（3） 明 章

お の

栄吉の  

 

 23年 10

29  

 

大学 教育学

教育研究 

121 高知大 研究

pp.33-36 

 

 栄吉 し

し

の

章 書 の

し （ の

す ）

し  

 中学 お

の授業記 か の

か 学 の

の か

の し  

人間－444



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（4） 明 章

お の

の

中  

 

 

 24年 5

26  

大学 教育学

教育研究 

122 大 研究

pp.67-70 

 

 明 章 お 1980年 か

目 な

の 一 ・ 学

の  1970年

の

の の

し  

 の の

の

あ 一 の

の す の

あ  

（5） 明 章

お の

1980年 中

 

 

 

 24年 10

27  

 

大学 教育学

教育研究 

123 山大

pp.85-88 

 

 の

1980年 中

の 史

1980年 明 章

の し

あ

の あ し

・中学 高 の 明 章

しな

の な あ

し  

（6） 明 章

お の

学 の

中  

 

 

 

 

 25年 5

18  

大学 教育学

教育研究 

124 弘 大

pp.45-48 

 大正 か 1990年 の

お の し

章 書

章か ・ ・ す

学 の し

の し  

 特 学 の

し の 学

大 1990年 の 記

か な の

し す あ

 

（7） 明 章

お の

学 の

目し  

 

 

 

 25年 10

26  

大学 教育学

教育研究 

125 広島大

pp.145-148 

 

 ・中学 高 の 明 章

（特 ） お 学

学

次の し

一 の す

テ ス の 教授学 の

し あ

学 の

学 の あ の

の の な

の し

あ  

人間－445



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（9） 明 章の教

研究 す 教

の特 かす

か  

 

 

 

 

 

 26年 5

18  

 

大学 教育学

教育研究 

126 大

pp.221-224 

 

 教職 の学 授業

の 明 章の教 研

究 の のか か

学 記載の （

） 授業

一 し な

す あ の す

教 の特 かす

の原 の

教 教 の特

の の

し  

（10） 明 章の教

研究 す 教

の特 学 の

の か  

 

 

 

 26年 11

8  

 

大学 教育学

教育研究 

127 大 研究

pp.65-68 

 

 教育 の ・ 中・ の教

研究 す 学 の

の 教 研究

学

か か な あ 教

の特 の し

教 の特 かす

目 な の

な

あ 本 教 の特

学 の の

し  

（11） 明 教 学

な す

の エ

ン  

 

 

 27年 5

30  

 

大学 教育学

教育研究 

128 大 研究

pp.75-78 

 

 ・ ・ 育 す 学

の す 授業

お な な （学

） し  

 し

の 明 か し

口か

教 の特 かす の教

研究のあ し な

明 教

学 す の

し ・正木友則（p.75

の 部 ） 

 （12） 明 章

お  

の  

 

 

 

 

 27年 10

24  

 

大学 教育学

教育研究 

129 西東 大 研

究

pp.23-26 

 

 特 授業の

な の

教授学研究 教 教育学研究 お

のテ マ しかし

（2014） 教 （ 研

究） の

退し

し の 本

史

す の ・ か

す の

 

人間－446



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（13） ロ

チ（SFA）

明 の 研究  

 

 

 28年 10

16  

 

大学 教育学

教育研究 

131 東 大 研究

pp.301-304 

 

 教育の の 野 お

研究

あ 学 の

の な す か

研究 しかし

の

の研究 あ な

本 の

森 夫 し ロ

チ(Solution Focused Approach:SFA)

し 明 の

研究 な し

（p.301の 部 ） 

田 夫・ ・正木友則 

（ の ）      

（1） 人 書

本の  

 

 

 26年 9

 

 

教育 学 教育

777 9 明治

書 p.24 

 

 一 人 書

学教 お 人 の の

す 学教

の 人 の の

人 の あ 教

なし の 章

か の し

教育 し

明 章教 千年の

人 の の

す 学

し  

 
（2） 明

な 学 の

ン  

 

 

 

 

 27年 2

 

 

教育 学 教育

783 3 明治

書 pp.28-29 

 

 学 の 学

の な の 学

す な 明

教 の学

な の

ン 学 章 野

・ ・ す か

す か あ 明 学

お

・ 16の

学 な し

し  

（3） テ ・

ン の学

授業 （4

・ 6）  

 

 

 

 29年 3

 

教育 学 教育

808 4 明治 書

pp.102-103 

 子 か 大人か

な

な の の

学 の か な

夫し のス

ン 学

か

す ス ン

な

学 学

か か

あ  

橋 哉・正木友則（p.103の ALの

ン ） 

人間－447



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（4） テ ・

ン の学

授業 （5

・ 6）  

 

 

 29年 4

 

教育 学 教育

809 5 明治 書

pp.102-103 

 の 明 学 の

学 の

口 す ・ の

・ 学 特

 

 学 す の

度 す 学 の

根 し 根

由 す

す 学 の

の な す

学 の の あ

 

橋 哉・正木友則（p.103の ALの

ン ） 

（5） テ ・

ン の学

授業 （6

・ 6）  

 

 

 29年 5

 

教育 学 教育

810 6 明治 書

pp.102-103 

 知 の ン ン

学 し の の

し の す

の し の

高

の 中

学 の し の

の かす の 夫

教 しな

の か の し

 

橋 哉・正木友則（p.103の ALの

ン ） 

（6） テ ・

ン の学

授業 （7

・ 6）  

 

 

 29年 6

 

教育 学 教育

811 7 明治 書

pp.102-103 

 教師 本

か 学 の

・ す か か 学

の

し あ 学

し の 目し

の

・ の の な

の ・ の

目し 学 な 学

な 教 研究の

な  

橋 哉・正木友則（p.103の ALの

ン ） 

（7） テ ・

ン の学

授業 （8

・ 6）  

 

 

 29年 7

 

教育 学 教育

812 8 明治 書

pp.102-103 

  目か

か あ

す 学

野 な

一年 間 授業 間（

） 間 す か す

学  

の な

の

の

な 典 学

 

橋 哉・正木友則（p.103の ALの

ン ） 

人間－448



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（8） テ ・

ン の学

授業 （9

・ 6）  

 

 

 29年 8

 

教育 学 教育

813 9 明治 書

pp.102-103 

 教 の特 かし の

目す お

人 の す 学

な か

か・ な か・ の

す の

為 す 加 の

の

す  

 目す 学

の す

 

橋 哉・正木友則（p.103の ALの

ン ） 

（9） テ ・

ン の学

授業 （10

・ 6）  

 29年 9

 

教育 学 教育

814 10 明治

書 pp.102-103 

 学 の

の あ の

し 野

の か

ンの な の

の

し の の

の の

す な か の

・

知 し 目

あ  

橋 哉・正木友則（p.103の ALの

ン ） 

（10） テ ・

ン の学

授業 （11

・ 6）  

 29年 10

 

教育 学 教育

815 11 明治

書 pp.102-103 

 一 の

マン の

の

か な

か 教 ・

す ・ 本

の あ な

特 夫 あ

の 元 し の

し ・ す の

 

橋 哉・正木友則（p.103の ALの

ン ） 

（11） テ ・

ン の学

授業 （12

・ 6）  

 29年 11

 

教育 学 教育

816 12 明治

書 pp.102-103 

 中学

学 高学年の 教 学

の

な 高橋 の

か

学 の

・ す

す の 度

な の ・

す 学 夫 か

学 の の中 ス か

 

橋 哉・正木友則（p.103の ALの

ン ） 

人間－449



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（12） テ ・

ン の学

授業 （1

・ 3）  

 29年 12

 

教育 学 教育

817 1 明治 書

pp.96-97 

 か す

あ 教 あ おし の

か の す

の お のあ

し す の 明 か な

あ の の か

な 学 の

か あ

明 加 の

中 の のあ

の あ 特  

正博・正木友則（p.97の ALの

ン ） 

（13） テ ・

ン の学

授業 （1

・ 4）  

 29年 12

 

教育 学 教育

817 1 明治 書

pp.98-99 

 一次の 記

明 章教 書か

す ン

す あ の

か 一 す （ ）

か し の

記 の か

の 記 な

の ン

一次か

次 し

 

大 ・正木友則（p.99の ALの

ン ） 

（14） テ ・

ン の学

授業 （1

・ 6）  

 29年 12

 

教育 学 教育

817 1 明治 書

pp.102-103 

 明 章の学 研究

か す 度 な 学

の あ す

学 な 高橋

か か

か か の

あ の な

し な す

ン マ

し

学 の す 目

あ  

橋 哉・正木友則（p.103の ALの

ン ） 

（15） テ ・

ン の学

授業 （2

・ 3）  

 30年 1

 

教育 学 教育

818 2 明治 書

pp.96-97 

 教師の な

学 か

あ か 学 ス

す 教師 か し

しな ン あ の

な な

す す

か し す の

か し

す ン

学 す 特 あ  

正博・正木友則（p.97の ALの

ン ） 

人間－450



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（16） テ ・

ン の学

授業 （2

・ 4）  

 30年 1

 

教育 学 教育

817 1 明治 書

pp.98-99 

 学 の 知 学

す あ

明 章の

な な

の

す な あ

あ の

か の 学

す あ 授

業 か

な（ の） ・ の

す か か の学

か な ・

し 学  

野 子・正木友則（p.99の ALの

ン ） 

（17） テ ・

ン の学

授業 （2

・ 6）  

 30年 1

 

教育 学 教育

818 2 明治 書

pp.102-103 

 （学 ）の 人 （太

一）の か 人 の 人

の

学 の エ ン

元 あ

学 正 か

のなか

の

か し す 授

業 学 教 研究

か 学 学

加 の

す 中 学 目 の す

し か  

橋 哉・正木友則（p.103の ALの

ン ） 

（18） テ ・

ン の学

授業 （3

・ 3）  

 30年 2

 

教育 学 教育

819 3 明治 書

pp.96-97 

 お な 太 目

の す のの

し し の

お の か

太 のか

か・ な か 学

明 章教 お

の

あ 本

の学 し 知

の す

 

正博・正木友則（p.97の ALの

ン ） 

（19） テ ・

ン の学

授業 （3

・ 4）  

 30年 2

 

教育 学 教育

819 3 明治 書

pp.98-99 

 学 記載の ・

・ の

か の

あ の授業 お か

の

広

な

正 の

す 学 な の の

な し か

し の す

特 あ  

大 ・正木友則（p.99の ALの

ン ） 

人間－451



書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（20） テ ・

ン の学

授業 （3

・ 6）  

 30年 2

 

教育 学 教育

819 3 明治 書

pp.102-103 

 学 の な学 す

学 （学 ）

青木 な

あ 高

橋 の

学 の学

あ あ 学

な あ か

し 知

の の か

学 か あ

 

橋 哉・正木友則（p.103の ALの

ン ） 

（21）

 
 

30年 6

 

教師のチカ

子

育 教師のチカ

季 34 本

p.44 

 

し の

か 学

す

のか 教師の

教師 授業の目 学

の し し

の な お

学教 お な

な す し

 

 

(22） 明 章の学

お

の ・

 

 
30年 6

 

本授業 UD 学

授業 UD 研

究 5 pp.16-19 

年 授業 な 学

す

な 明 章教 の

の 記

の

し 学

授業 の す

橋 学 3

年 学 の

授業 の

す な学

し  

 

（23） 学

明 章の教 研究

か

究 し 学 の

 

 令和元年 8  

教育 学 教育

836 8 明治

書 pp.8-11 

 ・ か 学

野 の

の な 究 し 学

す あ

究 な

学 し の

な の 学 の

し 明 章教

学 し し

な の のなか

な の

し  

 

人間－452



 

教  育  研  究  業  績  書 
令和 2年 3 31     

    山田 明広  

研   究      野 研 究   の      

学 学 人 学 学 中 学 中 学 人 学 

教  育    の          す       

 年              

 教育 の  

（ ） の授業の  

 

 

 

 

 

 

 

（ ） ・ し か す 授業

の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） ン 授業 善の

夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22年 4 1

24年 3

31  

 

 

 

 

 

20年4 1  

24年 3

31 ・

26年 4 1

30年 3

31  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26年4 1  

30年 3

31  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西大学 学部 人 学 の 講師 し

22年4 24年3 し 中 学 （

教育 目 年次 年 ） お

な知 講 し の 大 かなテ

マ 講 し

講 し

し す  

 

西大学 学部 人 学 の 講師 し

20年 4 23年 9 し 東

（ 教育 目 年次

学 ） 22年 4 24

年 3 し 中 学 （ 教育

目 年次 年 ） 26年

4 28年 3 し

本 1 （ 教育 目 年次 学

）お 本 2 （

教育 目 年次 学

） 28年 4 30年 3 か

し の （ 教育

目 年次 学 ）お

の （ 教育

目 年次 学 ） お

大学 学部教 教育部

の 講師 し 28年 4 28年 9

し （講 目 年

次 ） お 本人

し お 中 ・

の 教 中 す す

学 授業 し す な

な  

 

西大学 学部 人 学 の 講師 し

26年 4 28年 3 し

本 1 （ 教育 目 年次

学 ）お

本 2 （ 教育 目 年次 学

） 28年 4 30年 3

か し の

（ 教育 目 年次 学

）お の

（ 教育 目 年次 学

） お 大学 学部 学部

本 学 の 講師 し 26年 4

30年 3 か し 中 学史 （講

目 年次 中高

教 の の 目）お

中 学史 （講 目 年次

中高 教

の の 目） お 大

学 学部教 教育部 の 講師 し 28

年 4 28年 9 し

人間－453



 

 

 

 

 

 

 

（ ） な 教育 の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） ン の か す

授業の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） ル な授業の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26年4 1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26年11 27

・ 27年11

30 ・ 28

年 4 30

年3 31  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30年4 1

 

 

（講 目 年次

） お ン

し 講 か 授業 す ・ ・

授業 善 かし

の授業 な す

な 学 の  

 

大学 学部 学部 本 学 の 講師 し

26年4 30年3 20 か し

学 （講 目 年次

中高 教 の の

目）お 学 （講 目 年次

中高 教 の

の 目） お 学 大学人間教育学部人間

教育学 講師 し 28年4 28年8

か 大学 学部 学 の特任講師

し 29年4 29年9 か 大

学 学部 学 の 任講師 し 30年4 令和

元年9 か し 学 （ 目

年次 中高

教 の の 目） お 大学 学部

学 の特任講師 し 28年9 30年3

か 大学 学部 学 の 任講師 し

31年9 令和2年3 か し 学

（ 目 年次

中高 教 の の 目） お

お 講 一

し か ・

の 章 講 正

安 す な  

 

西大学 学部 人 学 の 講師 し

26年 4 28年 3 し

本 2 （ 教育 目 年次

学 ）の の 教

の講 お 28

年 9 か し の

（ 教育 目 年次

学 ）の 講 お

大学 学部教 教育部 の

講師 し 28年 4 28年 9

し （講 目 年次

）の 講 お

ン し ス す

学 す

し す 授業 し の

大学の講 お し

ン お す か す

の  

 

学 大学人間教育学部人間教育学 任講師

し 30年 4 か し

人間教育学 ル （ ）（ 目

年次 年 ）の 中

の す 授業 お 中

の お し 講

の お の の

中 の の 学

な 中 の の

子 目 す 学 の授業 す

度 大 高  

 

人間－454



 し 教 書 教  

（ ）オ ル ン 教 の  

 

20年4 1  

 

 

 

西大学 学部 人 学 の 講師 し

20年 4 23年 9 し 東

（ 教育 目 年次

学 ） 20年 4 22

年 3 か し 中 学講 a （ 教

育 目 年次 学 ）

お 中 学講 b （ 教育 目 年次

学 ） 22年 4

23年 3 し 研究 1

（ 教育 目 年次 学

）お 研究 2 （ 教育

目 年次 学 ）

23年 4 か し 中

1 （ 教育 目 年次

学 ）お 中 2

（ 教育 目 年次 学

） 24年 4 25年 9

し ・ （ 教育 目 年次

学 ） 26年 4

28年 3 し 本 1

（ 教育 目 年次 学

）お 本 2 （ 教育

目 年次 学 ）

28年 4 30年 3 か し

の （ 教育 目

年次 学 ）お

の （ 教育 目

年次 学 ） お

大学 学部 学部 本 学 の 講

師 し 26年 4 30年 3 か

し 中 学史 （講 目 年次

中高 教

の の 目）お 中 学史

（講 目 年次

中高 教 の の 目）

お 大学 学部教 教

育部 の 講師 し 28年 4 28

年 9 し （講 目

年次 ） お

間 オ ルの ン

し の ン し 講 す

学 の し  

 

 教育 の す 大学 の  

（ ） 大学 学部 学 24年度

お 学 授業 ン  

 

 

 

 

 

 

（ ） 西大学 学部 人 学 26年度 学

お 学 授業 ン  

 

 

 

 

 

 

 

 
25年 3  

 

 

 

 

 

 

 

26年 9  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 ン 2 お 中

講学 授業 ン

し の 目 お 授業

満 な し 満 学

か 学 か 明

か す な ン

な 高  

 

中 1 お 本

1 講学 授業 ン

し の 目 の 目 お

均 4.0（満 5.0） あ 特

し の授業 のあ の

あ 目 中

1 均 4.1 本

2 均 4.1 な 学の

均 あ 4.0  

人間－455



（ ） 西大学 学部 人 学 26年度 学

お 学 授業 ン  

 

 

 

 

 

 

（ ） 西大学 学部 人 学 27年度 学

お 学 授業 ン  

 

 

 

 

 

 

（ ） 西大学 学部 人 学 27年度 学

お 学 授業 ン  

 

 

 

 

 

 

（ ） 大学 学部 27年度 お 学

授業 ン  

 

 

 

 

 

 

（ ） 大学 学部 本 学 27年度 お

学 授業 ン  

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 大学 学部 学 27年度

お 学 授業 ン  

 

 

 

 

（ ） 教育大学 28年度 お 学

授業 ン  

 

 

 

 

 

（10） 大学 学部 学 28年度

お 学 授業 ン  

 

 

 

 

 

 

27年 3  

 

 

 

 

 

 

 

27年 9  

 

 

 

 

 

 

 

28年 3  

 

 

 

 

 

 

 

28年 3  

 

 

 

 

 

 

 

28年 3  

 

 

 

 

 

 

 

 

28年 3  

 

 

 

 

 

28年 9  

 

 

 

 

 

 

28年 9  

 

 

 

 

 

 

 

中 2 お 本

2 講学 授業 ン

し し の授業 のあ

の あ 目 の 均

中 2 4.1

本 2 4.2 な の 目 お

学の 均 4.0  

 

中 1 講学 授業

ン し の 目 お

の 均 学 均お 学部 均

特 し の授業 のあ

の あ 目

均 4.2 な 学 均 4.0お 学部 均

4.1  

 

中 2 講学 授業

ン し の 目 お

の 均 学 均お 学部 均

特 し の授業 の

あ の あ 目

均 4.2 な 学 均 4.0お 学部

均 4.1  

 

中 2 講学 授業

ン し の教 の授業 10

し 目 の 均

8.6 な 目 均の 8.3

か すか

明 あ の ン

な 高  

 

学 お 中 学史

講学 授業 ン し

の 目 の 目 お 学

の 均 学 均 特

の授業 す

すか 目

4.0（満 5.0） 4.28 高

 

 

中 講学 授業 ン

し 満 授業 あ

目 の 均 4.57（満

5.0） な 均 4.1 大 な

高  

 
中 お 学特 講学

授業 ン し 目

の 目 お 学 の 均

学 均 か

す 授業 あ の ン

な 高  

 

講学 授業

ン し の 目 お

学 の 均 学 均

特 授業 テ マ

・ お

満 授業 あ 目の 均

4.0 な な 高

 

人間－456



（11） 学 大学 29年度 お 学 授

業 ン  

 

 

 

 

 

 

 

 

（12） 西学 大学 学部 29年度 学 お

学 授業 ン  

 

 

 

 

 

 

29年 9  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29年 9  

 

 

 

 

 

 

 

学 講学 授業

ン し の 目 お

目の 均 の 均

特 授業 す お

な 間の の 目 4 中

3.6 高 均 大

し の 4

中 3.5 均 大 高

 

 

中 お 中 講学

授業 ン し

の 目 お の 均 学 均お 学

部 均 特 あな

し の授業 満 し すか 目

4.6 4.9（ 満

5.0） かな 高  

 

 の す の特記  

人 の講  

（ ） の 教の 教  

 

 

 

 

 

 

（ ） 学 大学 講 カ

2019年度 3 お 講  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の の  

（ ） 教 特 の の 本  

 

 

 

 

 

研 の  

（ ） 研 ロ の  

 

 

 

 

27年9 11

 

 

 

 

 

 

令和元年 6 29

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28年11 5

29年2 19

 

 

 

 

 

令和元年5 29

 

 

 

 

大 中友 の の し

の智恵 教 し の 3 お

の 一 講 中

教の 史 教 かな

教か 介し かな 教

か 中 明し  

 

学 大学 し 年

講 カ の 2019年度

3 お 講師 の の

 テ マ し 部

の

講

明し の 明し

かな あ の中 な

の な の な

教お 間 の のか

し  

 

 

教 特

教授 中 の す

本 し の 本

し  

 

 

学 大学の学 の 研 大学学

し 学 の 目 学

の 松井典夫教授 ロ

し 本研 学（中 ）

の な 教師 し な

お の 研

大 な の す あ

す あ 大学の あ

東 大学 し の

お お 大学の

な ロ し  

 

人間－457



研 お  

（ ） 学 大学人間教育学部 研 お

 

学 の  

（ ） 学 大学人間教育学部人間教育学 特

講 の 研究  

30年8 3  

29年6  

31年2  

学 大学人間教育学部 年度

研 お 講 の授業 テ

ン の授業 学 の授業

の な か 松井典夫お

岡村季光 岡村季光

の授業 し 授業の

授業 テス の す

し の し の

講 の授業 テ ン の授

業 学 の 度 大 な

す テ ン

あ 度の知 の あ

し

29年度 大学か 特 講

の 本 中

テ マの 研究の お 東

学 か 特 講 の か

中 の ステ の

テ マの 研究の し

30年度 大学か 特 講

の 中 の テ マの 研

究の し  

 の  

目 績  

（ ） 西大学 お 中 史 す 講

（ ） 西大学 お の東 の 教

す 講  

20年4 1

 

20年4 1

23年9  

20 ・ 26年4

1 30年

3 20  

西大学 学部 人 学 の 講師 し

20年4 22年3 中 学講 a,b

22年4 23年3 研究1,2

23年4 か 中 1,

2 し 中 史 す 講

の 目 お か 明 の中

・ 教 教・ 教・ 教の 教

史 講 し ・ 教の な の

あ 明す な

し 講 し す な 夫し  

西大学 学部 人 学 の 講師 し

20年4 23年9 東 （ 学

の 講 目） 26年4 28年3

本1,2 28年4 30年3

の , し し

の東 の 教 す 講

本人 し ・

講 のテ マ し

講 の 夫し 授業 お

ン ・

か す の  

人間－458



（ ） 大学 お 中 す 講

（ ） 西大学 お 中 学 3年次 す

目

（ ） 大学 お 中 中 す 講

（ ） 大学 お 中 す 講

21年4 1

28年9  

15  

22年4 1

24年9  

20  

22年4 1

28年3  

31  

23年4 1

28年9  

15  

大学 学部 学 の 講師 し

目 中 , （ 21年4 ）

学部・ 学部・ 学部教 ・ 教育部

講師 し 目 中 1,2 （

学部 22年4 23年3 学部 24年

4 学部 28年4 ） し

大学1年次 し 中 講 し ・

す・ ・書 ンス

教 書の な ス ン 教

す な 授業の 夫し

 

西大学 学部 人 学 の 講師 し

22年4 24年3 中 学 （ 年）

24年4 24年9 中 学 3

（ 学 の ） し 中 学 3年次の学

し な ・知 教

な の 書の

中 ・ 教 す 知 講 し

な知 の

な

の書 講 し か 講 の

あ テ マ

 

大学 学部教 ・ 教育部 講

師 し 22年4 23年3 中

, 学部教 ・ 教育部 講師

し 23年4 24年3 中 3,4

学部 教育部 講師 し 23年

4 28年3 中 C,D し 2年

次 の学 し 中 中 講 し

学部 中 す 授業 な 中

, ・ す・ ・書

ンス 教 書の

な ス ン 教 す

授業 の学部 中

ン 中 す 授

業 す 中 3,4 お 中

C,D ・書 の

教 書 中 し 授業

 

大学 学部 学 の 講師 し

目 中 ン1,2

し 中 す 講 中 の

本 の か の

の の か講 す な の

な な授業 教

書の な ス ン 教 な す

な の

夫し  

人間－459



（ ） 西大学 お ・ 講 す 講

 

（ ） 大学 お 中 の講

（ ） 教育大学 お 中 の講  

（ ） 大学 お 学 す 講  

（ ） 大学 お 中 学史 す 講  

（ ） 学 大学 お 学 す 講

24年4 1

26年3 3

1  

24年4 1

28年3  

31  

24年4 1

28年9  

30  

26年4 1

30年3  

20  

26年4 1

30年3  

20  

28年4 1

 

西大学 学部 人 学 の 講師 し

24年4 26年3 ・ 1,2

し 本 目 す

の 史 講 し の の講

訓 の の か 次 訓

のな の す な な 高度

な の 夫し  

大学 学部 学 講師 し

中 し 大学1年次 し 中

講 し ・ す・ ・書

ンス 教 書の な

ス ン 教 す な

授業の 夫し  

教育大学教育学部教育学 講師 し

中 し 大学1年次 し 中

講 し ・ す・ ・書

ンス 教 書の な

ス ン 教 す な

授業の 夫し  

大学 学部 本 学 講師 し

26年4 か 学 , 26

年9 27年3 学 （ の

講 目） し す 講

お ・ し

訓 の の の講 お

訓 の の の か し 次

訓 のな の の な

中 の授業  

大学 学部 本 学 講師 し 中

学史 , し 中 学史 す 講

か 明 の中 学の 史

テ マ

史 し テ マ 明

な の あ 史 ・

・ の

原

夫し  

28年4 8 学 大学人間教育学

部人間教育学 講師 し 28年9

30年3 か 学 大学人間教育学部

人間教育学 特任講師 し 30年度4

学 大学人間教育学部人間教育学

任講師 し 学 学

お 学特 学

お 学・ 学 （ 学）

し の 学 お 訓

の の 学 す

目 し の ・ 講 し

学 お 学 か 一

・ 章

目 度の高

の な 明し し

人間－460



（ ） 大学 お の

す 講  

（ ） 教育大学 お 中 学史 す 講

 

（ ） 学 大学 お 教職 し な

す 講

（ ） 西学 大学 お 中 す 講

 

28年4 1

28年9  

20  

28年4 1

28年9  

30 ・ 30年 

10 1  

31年3 31  

28年9 20

 

29年4 1

 

学特 お 教

な 章 なし

す し の 学 お

な訓 の の の講 し

学・ 学 （ 学） お

学 のな 章の

の 目 教 の

の 目 あ か 教 か

教育 か の講  

大学 学部教 教育部 講師

し （ 講 の 講）

し 本人 中 の 講 し

中 の ・ ・年中 ・

・ の テ マ す 授業

ス お 講 し 本人

し ・ な 講

し 夫し  

教育大学教育学部教育学 講師 し

学特講 （ 中講 ） し 中 学史

す 講 か の中

学お の 史 な

史 し 特 中 の の

史 ・ な し

講 か す す 授業

な 夫し  

28年9 30年3 か 学 大学

人間教育学部人間教育学 特任講師 し 30

年度4 学 大学人間教育学部人間教

育学 任講師 し 教職 お

教職 し 教職

し 1年 し 教職

し 2年 し 目

教職 し し 章

お テ ス の

な テス な 本 の知

の 目 す 夫し 授業

 

西学 大学 学部の 講師 し

目 中 , し 中 の大

学1年 し な中 講 し

中 す 教 の ス授

業 し 1 間 マ マ授業

し 教 書

お の ・ 明す

し お 本人 中 学

な のか ン 本

人 か 授業 し  
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（ ） 西学 大学 お 中 中 す 講

 

（ ） 学 大学 お ル の

目 

29年4 1

 

30 4 1

 

西学 大学 学部の 講師 し

目 中 , し す 1年間中 学

のあ 年次 の学 し 中 中

講 し 中 す 教

の ス授業 し 1 間 マ

マ授業 し 教

書 お の ・ 明す

し お 本人 中 学

な のか ン

本人 か 授業 し  

学 大学人間教育学部人間教育学 任講師

し ル （ 30年4

31年3 ） ル （ 31年4

） 人間教育学 ル （ ） （

30年4 ） 人間教育学 ル （

） （ 31年4 ） し

ル 年次 し カ

ス ル 目 し の授業

ル 年 の 人間教育学

ル 業研究 業 な す

高度な カ ス ルの 目

し の授業 人間教育学

ル （ ） の中

研究 テ マの 年次 し

知 中 の の講

学 人 テ マ し

す

人間教育学 ル （ ）

学 人 し テ マ

職

す  

人間－462



     績       

 年   

  

（ ）博 （ 学） 20年 3

31  
西大学 博 110 目 教 の研究  

 特  

なし  

 の す の特記  

研究 績  

（ ） 部 学 学研究 金・ 研究（A） 東

お 教 の す 学

研究 書 ・ 教育 中 加 

21年4  

25年3  

西大学・ 教授 研究 し

21年 4 25年 3 か 部

学 学研究 金・ 研究（A） 東

お 教 の す 学 研 

究 書 ・ 教育 中 研究 書 し

加し し 子 89・ ・

の の す

研究 加し ン し

の 本研究 研究業績

し 研究 書 3 （ ） あ

 

（ ） 西大学東西学 研究 本 教研究

加 

22年4  

23年3  

西大学・原田正 教授 す 西大学東

西学 研究 本 教研究 研究

し 加し し の 教

の ・研究 す 研究

加し ・ 本研究 加

研究業績 し 1 1本 あ  

（ ） 大学東 研究 お 高橋 業

研究 学 ロ 本・中 ・

か の 東 中

の 研究 加 

（ ） 西大学東西学 研究 東 お

学 研究 加 

（ ） 西大学東西学 研究 東 教 研究

加 

23年4  

26年3  

23年4  

25年3  

25年4  

28年8 ・

29年4

31年3  

大学東 研究 お 大

学・野村 一教授 研究 し

高橋 業 研究 学 ロ

本・中 ・ か の

東 中 の 研究

研究 し し し 中 お

の 教・ 間 の ・研究 す

研究 加し

本・中 ・ の す 研究

し 本研究 研究業績 し

1 あ  

西大学・ 善弘教授 す 西大学

東西学 研究 東 お 学 研

究 研究 し 加し し 中

本の の 研究 す

研究 加し ・

本研究 加 研究業績 し 1

本 あ  

西大学・原田正 教授 す 西大学東

西学 研究 東 教 研究

25年 4 28年 8 か 研究

し 29年 4 研究 し 加

し し 中 の 教の

の ・研究 す 研究

加し ・ 本研究

加 研究業績 し 1本 あ  

人間－463



（ ） 大学東 研究 お 高橋 業

研究 学 ロ

か 人の 史 史学の

し 加 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 西大学東西学 研究 東 の

の 研究 加 

 

 

 

 

 

金の  

（ ）大 記 教史学研究 金 

部 教の 安 の研

究  

 

（ ） 部 学 学研究 金 研究（ ）

中部 の の 教 の ・研究 （

 25870933） 

 

（ ） 部 学 学研究 金 研究

（学 書） 

教 お の  

（  265009） 

 

（ ） 部 学 学研究 金 研究（ ） 

部 の の 教 の ・研究  

（  17K02210 ） 

 

（ ）高橋 業 研究 学 ロ  

か 人の 史

史学の し  

30年4  

令和2年3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31年  

 

 

 

 

 

 

 

24年4  

25年3  

 

 

23年度 

25年度 

 

 

26年度 

 

 

 

 

29年度 

令和元年度 

 

 

30年度 

令和元年度 

大学東 研究 お 大

学・ 尾裕子教授 研究 し

高橋 業 研究 学 ロ

か 人の 史

史学の し 大学東

研究 研究 （ ） し し

し 本人 す 教

の 中 の す 教 の

の か ・研究 し

 

 

西大学・中 教授 す 西大学東

西学 研究 東 の の

研究 研究 し 加し し 中

の 教の の ・研究

す 研究 加し ・

 

 

 

研究  

金 300,000  

 

 

研究  

金 2,600,000  

 

 

研究  

金 1,100,000  

 

 

 

研究  

金 3,510,000  

 

 

研究  

金 人 700,000 3,000,000  

研究 尾裕子（ 大学 学部教

授） 

 

 の  

の 績  

（ ） 之研究 教

の研究  

  

 

 

（ ） 為

教 の研究  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22年6  

 

 

 

 

23年年9  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

之研究 （ 大

教 研究 教 15 2010年）

172 お 參考 獻 の一 し 博

教 の研究  

 

為

（ 人 金

173 2011年） 239 240 の本 お 16 お

博 教 の研究 本人

の 部 度 す 研究

本の の 学の研究

中の テ マ し

 

 

 

 

 

 

 

人間－464



（ ） 度 教 典 中

度 教 の研究  

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 之 教 中

の 元 し お

教 お 為の お の

退 中 し  

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 研究 の

元 し お 教 の研究

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） 度 研究

教 子 之  

 

 

 

 

 

 

（ ） の 度 部

教 し 教の

す の 高雄・ 東

の 中 お 教の

す の 高雄・ 東

の 中  

24年12  

 

 

 

 

 

 

 

 

25年5  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25年12  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26年12  

 

 

 

 

 

 

 

27年 3  

 

度 教 典 中

度 （中 研究 史 研究 中 研究

史 研究 83本 2012年） 741

の本 お 本人の の 教 す

研究 高雄・ 東 の の次

す な の

し の あ 介 12 博

教 の研究  

 

之 教 中

（ 度 中

書 中 研究 2013年）

81 の本 お 次 退し 原

す の 為

お 16 お の 明

し 学 の

元 し お 教 お

為の お の 退

中 し  

 

林 正 研究 （

2013年） 16 の 10 お

の ・ し の

の あ 度の

し 学

の 元 し お 博 教

の研究 19 お

博 教 の研究 8 載の 教

教 の淵 お お 布

 

 

度 研究 （

典 教 教 大 2014

年） 132 の お の 教 す

研究の中 な の す

の 研究の一 し

教

 

 

聡 山田明広 の

度 部 教

し （野村 一 東 の

東 中 し の

2015年） 355 28 お 教の

す し 学

教の す の

高雄・ 東 の 中

お 教の す

の 高雄・ 東 の

中  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人間－465



書 学 の  ・ 

の  
 

の年  学 の         
（ 書） 
1. 本 中 の 教
東  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 教 お

の  
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
2014年 

26年3
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2015年 

27年2
 

 
 

 
西大学 部 
345  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大 書  
 
 
 
 

 
西大学東西学 研究 の 本 教研究 の

研究 東 お 教史
の な す 書  
（A5 ・ 345 ） 

 原田正  
 原田正 ・西本昌弘・ 一・山田

明広・ 夫・ か 6  
 
本人 部  部 章 の
お 教の

度 教の の （207
240 ） 

の お の
度 お

・
の 介し の

教 お 教 の す
中元

（ 口） す の原
し の の 史

度 お の
明 か し  

 
の

研究 の 教
の の 教 の す

教の か
し のか なお の

のか し
書 部 章 本書 す

教 の中
史 の の の

し 明 か し  
（A5 ・ 260 ） 

26年度 学研究 金研究
書（ 1,100,000 ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人間－466



書 学 の  ・ 
の  

 
の年  学 の         

3.東 の
東 中

し の  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2015年 
27年 3

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大学東 研究 の研究 ロ
本・中 ・ か の
（2011年度 2012年度）の研究  

 
（A5 ・ 750 ） 

 野村 一 
 野村 一・ 明 ・ 聡 ・山田明

広・ 木正 ・ か 7  
 
本人 部  部 章 の

・ お 中
（359 393 ） 野  

2011年 12 27 2012年 1 2
の な し し

の す
 

の特 し
の の かの村

し か
お なお

の の お
し し し 本人
部 のお （ 部 ）お

部 の （384 390 ）
し  
 
本人 部  部 章 6

お 度 次 （435 445
） 
2013年 8 21 （ 7 15 ）
の お

教の 度 （
）の 本人

お の 研究 し
の次 し 本

一 あ 一
あ し  

 

（学 ）     

1. 教 子
之  
（ ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 教の
す の

高雄・ 東
の 中  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2010年 
22年12

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2011年 

23年4
 

 

大 史 （ ・
大学 史学

） 39 177
207  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東西学 研究 紀
（ 西大学東西学 研
究 ） 44 109

119  

の 教の す の
一 あ 子 し
の お 書

し 教 の
の中か のあ し の

お 書
し 中 特 の の
高 明し 大 載の 子

の の 子
子 の

し 加 の 子
か し し のか し  

 
の高雄・ 東 お
教の す すな

の お
し 本人

の お し
・

の の 目
な し
し の間 かな

かな す の
か し  
 

 

人間－467



書 学 の
・ 
の

 
の年 学 の

3. 教の
の 書

4. 教 の
部

し
（ ）

 

 

2012年 
24年4

 

2014年 
26年3

 

東西学 研究 紀
（ 西大学東西学 研
究 ） 45 253

277  

西大学中 学 紀
（ 西大学中 学
） 35 113

137  

教の あ
本人 高雄・ 東

し
・ の

の 目 明し か
し 書

かな の し かな
す か し か

す の 書 かな
の あ かな
か し  

教 お し
特 な

の淵 お 史 教
の す

し の し
部 の 教 す ・
お

の な 明
か す
の の間の

史 な し  

5. 教の

6. の 教

（ ）

7. 教 し の
の し の

 

2015年 
27年8

 

2016年 
28年3

 

2016年 
28年3

 

学（
） 187
介す の 249
258

西大学中 学 紀
（ 西大学中 学
） 37 297

317  

奈良教育大学 国文 研
究と教育（奈良教育大
学国文学会）第 39
号、19頁～31頁

教 な の
人 な

な
特 な 本人

し
・ し

の
かな のか し の

の す の
し  

本人 2013年 9 6
教 し の

し の 本 お
の ロ し の し ロ

の す
の

書な し の
お 本人の の 中
部 の 教 の特 あ
な し  

の の大 ・ 教 し か
な 教 の の中

の のか の
す し

の 績 か の
の 授

教 し
の

年 安の か
の 教 の お

人 の 大 な ン ン な
あ  

人間－468



書 学 の  ・ 
の  

 
の年  学 の         

8.学 の 教育 お
（ ） 学

の 学 の
の な

か  
 
 
 
 
 
 
 
9.学 の 教育 お

（ ） 教
の か し 学

か  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2016年 
28年5  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2016年 

28年5  
 
 

教育 （
） 46 10

14 15  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教育 （

） 46 11
14 15  

 

大学の授業 学 学 学 す
学 の の な か

本人の の大学 お 教育
の 訓 の

す の の 書
し か す の 学

あ し の の原
の す 知 の

の す の 本 の
典 す の の あ し

 
 
学 学 学 す
原 し の す 知

の の す の
本 の 典 す の の

し 教 の
し 学
授業 の か

学 学
す か 本人の の大

学 お 教育
 

 
10. 教

の  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11. 教 济

仪
对缢
仪 为  

（ ） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2017年 
29年9  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018年 

30年6  

学 大学紀 （
学 大学） 7

97 109  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『道教学刊』（
学 ） 2
期 274-291頁 

教の す の一
す

目 し
本人 し

・
し 教の の

の の の
加

の の 高雄・ 東 の
の す

加  
 

教の
し

し か
し し

の
の の 特 な し

の な の
な な な のか

す
書か 書お

の 記 の な
し  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

人間－469



書 学 の  ・ 
の  

 
の年  学 の         

（ の ） 
 

1. 教
中 特  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 教 之

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
2010年 

22年 4
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
2011年 

23年 6
 

 
 

 
 
An International 
Symposium:  
Divinity and 
Society: The Cult of 
Zhenwu in Imperial 
and Mordern China
（中 史 中

研
） 

（ カ・
ス大学） 

 
7 教学 研
 

（ 中 ・ 山
大 ） 

 
 
 
 

 
 
教の中 高 の

教 お の し 特
の 教 中の

かな お かな す か
し 間お の

か 教 し し の
の 教 の特

し 中 研究
間 20 30  

 
 
 
教 お し

特 な
の かな

の かな の
あ のか 本人 の

の
かな

のか 史 の
か し 研究 間 10

なし  
 

3. 教の
の

教の
の か し  

 
 
 
 
 
 
4. 教 の

部 の
の し  

 
 
 
 
 
 
 
5.

部
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2011年 
23年 9

 
 
 
 
 
 
 
 
2013年 

24年 5
 

 
 
 
 
 
 
 
2013年 

24年 7
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栄一記
・次

の中の東
元 の

 
（ 西大学） 
 
 
 
 
東 学

5 年次大 か
し 東

の 史・
 

（ 香 大学） 
 
 
 
 
典 教 教
研  

（ ・ 治大
学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お 教の
の の

かな の
かな の あ の

か 高雄・ 東 の間の
か し な の

な 特 な
な な のか し 研究 間 15

間 10  
 
教 お し

特 な
の淵 教

の し 本人
の

部 の 教 し の
の

の間の な し 研究
間 15 間 10  

 
教 お し し

し 中
研究 教 の

かな のか し の の
本人

部 の
お ・

の 一 の の
書な し

間 20 間 30  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人間－470



書 学 の  ・ 
の  

 
の年  学 の         

6. 教

為  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7. 江
之  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8. 教 之

——
高雄 東 為  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9.“Are There Any 

Differences in the Rites 

due to the Difference of 

the Spirits Origins of 

temples?: Comparison of 

the Rituals between 

Temples of Japanese 

Spirits and Temples of 

Chinese Spirits in 

Taiwan” 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2016年 
28年 7

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017年 

29年
10  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2018年 

30年10
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2019年 
令和元年7  
 

中 人 大学-
大学 教

 
（ 中 ・ 光
大 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017

研  
（ 部
產 研究
中 ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
教 地方文化 学
研 会 

（ 中 ・ 江大学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
The 2nd Annual 
Conference of the 
EASSSR（East Asian 
Society for the 
Scientific Study of 
Religion 東
教 学 ） 
（ 大学） 

教の
し

し 中 研究
か し

し の
の の 特

な し の な の
な な な の

か
す 書

記 な し 間20
間10  

 
2011年12 27 2012年1 2
の な

の し のの お
す の し 加
の の特

し 中 研究 の
かの村

し か
お なお

の の お し し
し 間20 間20

 
 

教の す の一
す

目 し
本人 し

・
し 中 研究 教の

の
の の の

加
の の 高雄・ 東 の の
す
加 間20 間30  

 
の 本人 教

中 の 教 の
間 本人

ル
し 研究 本人

教 の し 2018年 8
東 東 し 度 の

一 な 度 す
教 本人

中 の
お な 東
あ な 特 あ

か し
大学東 研究 お 高橋 業 研究

学 ロ
か 人の 史 史学の

し 研究 の一部 あ 本
ロ の中間 の あ

間 20 間 30  
 
 
 
 
 
 
 

人間－471



書 学 の  ・ 
の  

 
の年  学 の         

10. 部 教
之 ——
高雄 東 為  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2019 年 
令和元年 9
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子 学 研  
（ 中 ・安
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教の す の一

す

目 し

本人 し

・

し 中 研究

の の

の し

次 高雄・ 東 の

の の お し

す の

し 間 20

間 30  

 

学  
1. 教の

書
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2. 教 か
し す のか
部 し  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. す 教
育か
・ 教育 し
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. 教

の  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
2011年 

23年 3
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2014年 

26年 3 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017年 

29年2  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2017年 
平成29年7月 

 
本中 学 1
ン 中

学の  
（ 東 大学） 
 
 
 
 
 
 
 
東 学 90

 
（ 田学 子大
学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本人間教育学 2
大  

（ 学 大学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西大学東西学 研究

研究  
（ 西大学） 
 
 

 
教の中

部 の 教 の
し お

し 目
かな の す か し の の

特 な 書 かな
の あ の かな の あ の
か 高雄・ 東 の
し し 研究 あ
間 20 間 10  

 
教の の 人

し 特 な  
し 研究 の あ

高雄・ 東 の
あ
し の間  

す
か す あ

の な な し の
原 あ か

し 間 60
間 60  

 
教育 本人の中 の人
す し 研

究 す 教育
教育の お の

の 中 か
の 光 本
本人の中 の人 す な

す な あ
し し

す 教育
中 の人 す

大 な の な か し
間 20 間 10  
 

教の す の一
す

目 し
本人 し

・
し 研究 教の の

の の
の
加 の の 高

雄・ 東 の の す
加

間 20 間 10  

人間－472



書 学 の  
・ 
の  

 
の年  学 の  

5. す 教
育か 中 す

・
中

6. 教の の

 2017年 
29年9  

2017年 
29年

12  

25 本 ロ
ル教育学 研究大

（ 大学・ 田
原 ャン ス）

東 学
114 研究  
（ 田学 子大
学） 

学 教育の 中 す
教育 し 研究
中 か の 光 本

本人の中
す な な
あ し の

す 教育の一 し
人・香 人 ンテ テ の

の 間 教 中
す 正し な し

間 20 10  

教の あ の中 し お
な の

の
し 研究 教の かな

の あ のか 教の し
し の し の

の し か す
の かな の あ の

の かな のか
かな のか

し

 
1.中 村 お
間 教の の

2.書 中 お
教育の中

3. の 東
の 学

単訳 

共訳 

 

2010年 
22年 9

 

2011年 
23年

10  

2012年 
24年3  

東 の 教
（ 善 ） 293

318  

記 50
年 記 （ 西
大学 部） 53
71  

子学 ・ の東
（ 大 中 ） 236

288  

原  丽
原  中 乡村 间 教 兴
 
大学教授・ 西大学の

栄一記 講 中 東
の一 し 2009年 11 26 講

し 中 中 乡村
间 教 兴 本 し
の の ・

中 お 年 間 教 の
な し あ のか 学
か  

原  弘  
原  書 中 教育 中  
 大学教授・ 弘 2010年
10 

23 年度（ 50 ）
記 講 ン 東 の

教育 書 お
し 中 書 中

教育 中 本 し の  
 山田明広・  

本人 部  の し
 

原   
原  東  
 大学教授・ 2010年9

10 子 880年記 ン
子学 ・ の東 テ

ス ロ チ お
し 中 の

東 本
し か の 書 し

の 荻 ・ ・ 元な
東 の 学 す の

お の

人間－473



書 学 の  ・ 
の  

 
の年  学 の         

4. ・ 本
学  
 
 
 

 
 
 
 

2012年 
24年 3

 
 
 

子学 ・ の
東 （ 大 中

） 379 414  
 
 

原  豐 
原  本  

大学教授・ 2010年 9
10 子 880年記 ン

子学 ・ の東 テ
ス ロ チ お

し 中 の
本 本 し か

の 書 し の
学の 大 ・ の

の学 本 の 年 学 の
本 学 し かな し の

か  
 

5. 久間 山 之  
 
 

 
 

2012年 
24年 3

 
 
 

子学 ・ の
東 （ 大 中

） 415 446  
 
 
 

原   
原  久間 山 之  

師 大学教授・ 2010年 9
10 子 880年記

ン 子学 ・ の東
テ ス ロ チ お

し 中 の 久間
山 之 本 し か
の 書 し の
本 の 子学 ・ 久間 山の 中
の 治 ・ 之 の す
中 本 の間の西 の学

の 知の
 

 
6. 書

の 本 お
お の  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7. の
度 部

教
し  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単訳 

2012年 
24年 3

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2015年 

27年 3
 

子学 ・ の
東 （ 大 中

） 518 536  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東 の

東 中
し の

（ ） 299
357  

原  張品端 
原  「朱熹《白鹿洞书院揭示》在日本的流传
及其影响」 
 学 ・中 学 学研究

明 学研究 ン 書 ・
2010年 9 10 子 880年記

ン 子学 ・ の東
テ ス ロ チ

お ス ン し
中 の 「朱熹《白鹿洞书院揭示》在日本
的流传及其影响」 本 し
か の 書 し
の 子 し し 書 の
記し 書 か 本
し し し か

 
 
原著者 謝聰輝 
原題 「產難的預防、禳除與拔度：以南臺灣與
泉州地區所見道教科法為主」 
 台湾師範大学教授・謝聰輝氏が著した中国語
の論文を日本語に翻訳し、漢文文献や漢文体に
よる儀礼書からの引用文については書き下し文
に改めたもの。中国や台湾に伝わる女性の難産
予防に関わる種々の儀礼やまじない、宗教医療
について、主として文献を用いて詳細に分析す
るとともに、併せて、現今なお実施されている
「血湖」と呼ばれる難産関連の道教儀礼につい
て、台湾南部と泉州地区における現地調査を踏
まえて仔細に論じている。 
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書 学 の  ・ 
の  

 
の年  学 の  

       
8. 教の お

の
な 介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2015年 
27年 6

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東 教（ 本 教学
） 125 127
132  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原  树  
原  教宫观 现 简介  
  2014年 11 8 本 教学

65 大 お 教教
・ 中 講

の原 本 し の 大
の中 教の 介す
中 教の教 明し

の の 教の
の のかか

布教な か 介
 

 

研究  
1. 子
部  
 
 
 

 
 

 
 

 
2013年 

25年 5
 

 
 

 
学研究 研究

（A）（一 ） 東
お 教

の す
学 研究 書 ・
教育 中 （研

究 ・ ） 
 
 

 
学研究 研究（A）（一 ） 東

お 教 の す 学
研究 書 ・ 教育 中 （研究

21242001）の 21 年度の研究
書 子 （ ・

本 学 書 ・中 書 1986年）
本 し の テ ス し

典中 本 し
な  
 子 研究  
 ・井 一・ 井 ・山田明

広・ か 4  
 
本人 部  89・ ・ 7 （96

100 ） 
 

2. 子 部
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. 子 部

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2011年 
23年 1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2012 年 
平成 24年 1
月 
 

学研究 研究
（A）（一 ） 東

お 教 の
す 学

研究 書 ・
教育 中 研究

・  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学研究 研究

（A）（一 ） 東
お 教 の

す 学
研究 書 ・

教育 中 研究
・  

学研究 研究（A）（一 ） 東
お 教 の す 学

研究 書 ・ 教育 中 （研究
21242001）の 22年度の研究

書 子 （ ・
本 学 書 ・中 書 1986

年） 本 し の テ ス し
典中 本 し
な  

 子 研究  
 ・井 一・ 井 ・山田明

広・ か 6  
 
本人 部  89・ ・ 8 9
（89 92 ） 

 
科学研究費基盤研究（A）（一般）「東アジア
における伝統教養の形成と展開に関する学際的
研究：書院・私塾教育を中心に」（研究課題番
号 21242001）の平成 23年度の研究成果報告
書。『朱子語類』（南宋・黎靖徳編、王星賢点
校標点本、理学叢書、北京・中華書局、1986
年）を底本とし、その他テキストと校訂した上
で、古典中国語による本文を現代語訳し、さら
に詳細な訳者注を付けている。 
編者 『朱子語類』研究会 
共著者 吾妻重二・井澤耕一・白井順・山田明
広・ほか 6名 
 
本人担当部分 巻 89・礼六・喪、第 10条～第
19条（77頁～85頁） 
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書 学 の  ・ 
の  

 
の年  学 の         

4. 教の お
す

の
し  

 
 

 
 

2016年 
28年 9

 
 

学 大学紀 （
学 大学） 5  

213 219  
 

教の
し

し 研究 か
し し

の
の の 特 な

し の な の
な な な のか

す
書 記 な

し  
 

5. す 教
育か 中 す

・
中  
 

 
 

2018年 
30年 3

 
 

学 大学紀 （
学 大学） 8

149 154  
 

学 教育の 中 す
教育 し 研究
中 か の 光 本

本人の中
す な な
あ し の

す 教育の一 し
人・香 人 ンテ テ の

の 間 教 中
す 正し な し

 
 

書      
1. 子

の 中 東 部
お の

 
 
 

 
 

2013年 
25年 5

 
 

東 教（ 本 教学
） 
121 93 99
 

 

ス 教大学教授・ 子 の 書
の 中 東 部 お

の （ 2012年）
す 書 中 東 部 特 広東 東部 の

お お の
な研究 し の お

史 明 かす 目 し 書し
本書 の 介し

の研究 お し
し  

 

書  
1.岩 人 典 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2013年 
25年

12  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩 書  
3586  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の ・ ・ の
人 か し な人
典  

 岩 書 典 部 
 山田明広・ ・ 善弘・

井 史・ 雄 550  
 
本人 部  中 の 教お 間 の
・ す 目の の 11 目  

安 （145 ） （484 ） 大
（734 ） 元 （924 ） （950

） （1126 ） 東 （1839
） 大 （2641 ） （2743 ） 

 

・ ・ 記  
1. 東の林 の

教
のあ 学  
 
 

 
 

 
2014年 

26年 9
 

 
本 学

（ 本 学
） 26 13

14  

 
本 学 の お 特

記 の中の の の人
章 本人 学中 知

教 か
の し な お
な 東 の ・林 の

の お 林 の 教
す 度 エ

介す の の  
 
 

 

 
人間－476



教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2 年 3 31  

     加奥 満紀子  

研   究      野 研究 の  

教育 ・ 育 ・ 育  

教 育 の す  

 年            

 教育 の    

・学 かし 育 の 善 
 

元

年 4

 

年年度 教育 教

育 な 育 正 あ か

し 次年度の 育

育 し 善  
（大和 山 山西・ 西・ 山 ・矢田

の ） 
 

・子 か ス カ の  

10
年 4

 

ス カ の の 学

学 の の 子 の し

な す あ 度 子

の し な し  
（大和 山 山西・矢田 ・ 山

の ） 
  し 教 書 教    

・教育 の  
 大和 山 山西  
 （ ） 【 】 
 

26
年 4  

年大学 大学か 教育 5
の 子 し

教育の目 教育 育

の な す

し 育 の の

育 の 育 善

す し  
（大和 山 矢田 教育

） 
 

・教育 の  
 大和 山 山西  
 （ ） 【 】 
 

26
年 4  

大学 大学か 教育 5
子 し 教育の

教育 育 の 5
し 育 の

の 明 し し の

す す の

育 す

し  
（大和 山 山西 教育 の

 
 

 教育 の す 大学 の    

・ 学 大学学 授業   

 ン お          

30
年 1  
 

学 大学人間教育学部人間教育学 の

ル 職す 学 し

教 講 し

職す 学 の

満 度 高 4 満 3.8 高

あ  
 
 

   
 の す の特記    

・ の教  
大和 山 山  
大和 山 矢田  

17
年 4

25 年

3  

8 年間 の教 し

教育 の 年 10 人 の の

育の の

な の 研 年 3 し  
 

・ の  
大和 山 矢田  
大和 山 山西  
 
 
 

25
年 4

 
 

3 年間 教育 の

ス カ の本 し

教育 年 人 育 育

の 教育 の

講  
 

人間－477



 の    

・ 健 教育研究 安 部 部 お

 
中教 教   

50  
 
 

28
年 12  
（

 
教育研

究 ） 
 

の の の の 安 し

す 訓 訓 の の教師の

し の

しあ 安 す

の し  
 

・ 研 講 
 

育教 研 講  
講師 

育教  

29
年 5  
（

 
教育研

究 ） 
 

教育の目 か 教育 の 5
の な 育 の 子

子 の し

教 し 子 す 大

し 子 の

5 し  
 

・大和 山 山 研究 の講師 
30

年 10
24  

研究 育 子 の し

の の研究

育 し の お

し 研  
 

・大和 山 山西 研究 の講師 
30

年 11
6  

研究 す 子

し しな の研究 の

の研究 育 し お

し し 研

 
 

・大和 山 矢田 教育講 講師 育カン

ンス 

31
年 1
30  

子育 大 な

講 し 子 の の中

の子 の 子か し 大 か

30 人の の し

スの の 育 大 し

し 研  
 

・ 西部 育 研 の講師 
31

年 2 6
 

スの 育 し 教育

子 の か し 研  
 

・大和 山 山 研究 の講師 
令 和 元

年 6
11  

研究 育 子 の し

の の研究

育 し の お 育

の し 研  
 
  

・ 西部 育 研 の講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元

年 8
 

 

スの 育 し な 教

育 子 の か し

研  
 

 

・令和元年度 中 教 研 講 育

研 の講師 
中 教 30  

令和元

年

23
（

教

育研究

 

中 な す の

の 育 お 学 マ

ン の ン し

講和し 研究 学  
 

 
 
 
・大和 山 矢田 研究 の講師 
 

 

 

 

 

 

 

令和元

年 11
5  

研究 子 し 子

の 高 の

の研究 育 し の

し 研  
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・大和 山 山西 研究 の講師 

令和元

年 11
12  

研究 す 子 し

子 の の研究 の

の研究 育 し の 育の

お し

し 研  
 

 

・令和元年度 教育講 の講師 
・ ・ 育 学

す の  

令和元

年 12
6 （

学

ン

） 
 
 

の子育 か の子 の教育 安

お な な の 安

和 の子育 し

し 子育

講和す  
 

・ 西部 育 研 の講師 

 

令和元

年 12
13  

の 育 し 子

の か し 研  
 

 

職 の 績 す  

 
 年            

    

・  
 

和 55
年 3  
 

大 教育 （ 54 一 296 ） 
 

・ 学  
和 55

年 3  
大 教育 （ 54 一 335 ） 

 特    

なし   

   

 の す の特記    

・ ・  

28
年 4

29 年

3  

し し な 教育

の 育 の 加 の

教 の研 の し

し の し  
 

・ ・  

29
年 4

 

し 学 3 学

10 の し 学 す の

し  
 
 

 の    

・ 教育研究大 大 し  

28
年  
（な

100 年

） 

教育の 中 な

す 育 のテ マ か 1356 人の 加

し し 子

育  
 

・ 西 ・ 研究大 大

し  

29
年 11  
（

山

ル） 
 

か 育 な 教育 のテ

マ 西 か 622 人の 加 し

30 年度 の 教育

研  
 
 

人間－479



 

 

 

 

 

研 究 業 績 す  

書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ 書） 

 
    

（学 ）     

大和 山 教育

研究 紀  
テ マ 

の 育

の  
 

 
22 年 10

 

大和 山 矢田

 
A  
（ 8 ） 

育 の

中 か の

の 明 し ス

の

の

し の の

の の の

 

田 子 加奥満紀子 田

か 田 知子  

部 研究 研

究の の

ス の 研究 の

部  

 

大和 山 教育

研究 研究紀  
テ マ

ンの 育  

 
26 年 11

 

大和 山 西

 
A  
( 50 ） 

25 26 年の 2 年間 育

の の 記

ン の の中

育 す の の 2

育 の あ

教 の の

あ

 

加奥満紀子 野和 安井

典子 田 美  

部 p p6 研究 の

p9 10 3 ・ 大 ・

大 ・友 大 p21 p22 4

し 友 一

p35 36 5 す

の の の

し  

 

健 教育研究

研究紀  
 

 29 年 3
 

健 教育研究

 
（ 70 ） 
 

学 健 学 安 学 の

一 し 健 の研究 紀  

健 教育研究  

口和 智子 美  

加奥満紀子 8  
本人 部 （p38 p39 の安 部 の

の研究 の 記 一人

一人 安 な  
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

育 の

の  

の の

し 

 

 

 
 

30 年 2
 

 

学 大学人間教

育学部 
人間教育

 
(p65 76） 
 

育 の 史 育 の

育 の 史 の

な 5 の の

育 の し

か の

育 の 育

し 5 ・

一人一人の

す の し

学 育 し 10 の

学 教育 の な し

の中 5 の の

育 か教師

す の  

加奥満紀子 子 

部 70 76 の 部

年 の 育 育

の の 部  

 

教師

の  
 

30 年 2
 

 

学 大学人間教

育学部 人間教育

 
(p53 65） 
 
 

教育 明

の教育・ 育の 本 学 教育 し

一 し

し 教育 あ

し の の

教師の

の な

し の の

中 の

し の

育 ・

育 し

加  

加奥満紀子 子 

部 pp54 60 の の

エ

の 部  

 

子育   令和元年

 

教育

 
（ 2 5） 

の 年間の 教師

し か

か か の

の 教育・

教育の し 子

育 大 し の

年 し 目

す の大 子 の

す す か
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書 学 の  
・ 

の  

 

の年       

 

学 の  
         

（ の ）     

教育 の  
  

26 年 4
 

大和 山 山西

 
（ 10 ） 
 

教 教育の

教育 育

の 5 し

の 明 し

し の し

の 育 す

し の

し  
加奥満紀子 野加  

安井典子 田 美  
 

のし 子

学

 
 

 
29 年 5

 

研

究部  
A4 15  

研 講

 
育教

研 講  
の し 子 教育の目

 
教育 の 明 5 の

 
す

育  
・ の 3 の 5

 
学 育 10 の

明し の 教 の子

育 の 善の

あ  
 

か の 教

・

 
 

 
30 年 1

 

学 大学教育学

部 
A4 8  

教 20 人 講 し

子 し 教育す 教師

大 あ あ

の の

育 善す な
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【 健 学部】 

学  

教授    

■ 野 雅 ・・・・・1 59 
■ 田 博・・・・・60 63 
■ 中  子  

■ 部 子・・・・・64 78 
 
■  美由紀 

■  ・・・・・79 89 
■ 本 子・・・・90 127 
■ 𠮷𠮷村 雅 ・・・・・128 155 

 

特任教授 

■ 山口   

 

特 教授 

■ 間 子・・・・・156 160 
■ 金 ス ・・・・161 163 

 

准教授 

■ 田 か ・・・・164 170 
■ 西本 美和  
■ 松  ・・・・・171 212 
■ 美  子・・・・・213 222 
 

講師   

■ 井  子・・・・・223 245 
■ 島 子  
■ 林 由 ・・・・・246 253 
■   
■ 高田 子・・・・・254 256 
■ 本  美香・・・・・257 261 
■ 吉    

 

 

 

 

 

 

 

教 

■  夫 

■ 高橋 ・・・・・262 266 
■ 田  ・・・・・267 272 
■ 西  子・・・・・273 299 
■ 林 子・・・・・・300 307 
■ 野口 美子・・・・308 313 
■ 松  典子・・・・・314 315 

 

 

■ 井  昌子・・・・・316 318 
■ 口 ・・・・319 323 
■ 山  ・・・・・324 328 

 
（※ 退職の為記載なし） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2年 3 月 31 日 

氏名 川野 雅資 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

精神看護学 看護カウンセリングの会話分析 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

ロールプレイングを用いた授業の実践 平成 20

年 4 月

～平成

25 年 3

月 

東京慈恵会医科大学医学部看護学科で精神看護学教育

にロールプレイングをもちいたコミュニケーション技

術教育を行った。後に、模擬患者をライフプラニングセ

ンターに依頼し、模擬患者によるコミュニケーション技

術教育に発展させた。 

２ 作成した教科書，教材 

精神看護学Ⅰ   精神保健学  第 5版 平成 22

年 2月 

「精神保健」を現在の視点でとらえ，今の社会状況に即

した内容に変更した。「看護師のメンタルヘルス」，「地

域精神保健活動」，「リエゾン精神看護」の内容を充実さ

せ，新しく「倫理」の章を設けた。精神保健の基本的な

考え方と，その具体的な活用を解説し，さらに臨床・社

会の場での各々のメンタルヘルスを事例を入れて解説。

看護師国家試験出題基準の項目を網羅している。全 300

頁 

編集：吉松和哉、小泉典章、川野雅資 

共著者：揚野裕紀子、天谷真奈美、雨宮洋子、荒木田美

香子、宇佐美しおり、奥山則子、勝山せつよ、川野雅資、

小泉典章、近藤浩子、立花良之、田中隆志、橋本佳美、

早川圭子、堀川直史、前田日登美、松本功、武藤隆、山

本麻美、山元直樹、吉川領一、吉松和哉

本人担当部分：本書の企画、すべての文章の校正を行っ

た。

pp.156-137 心理・社会的反応 

精神看護学Ⅱ 精神臨床看護学 第 5版 平成 22

年 2月 

精神医療の実際を目に見える様に表現し、最新の内容を

網羅し、国家試験の出題基準に対応できるように企画し

た。第Ⅱ章でし、精神を病む人の理解と対応として入院

から退院までの患者と家族の状態と看護を詳説した。全

446 頁。 

編集：川野雅資 

共著者：アリマ美乃里、石川幸代、石川純子、一ノ山隆

看護－1



  司、宇都宮智、大谷恵、岡崎祐士、小口万里、小熊朝子、

小澤浩、河岸光子、川野雅資、岸珠江、葛岡千郁子、国

生拓子、鈴木啓子、関井愛紀子、田島治、中島香澄、滑

川さやか、長谷川麻紀子、八田勘司、古谷圭吾、堀川直

史、牧岡あずさ、明神一浩、森千鶴、藪下祐一郎、山根

美智子 

本人担当部分：本書の企画、すべての文章の校正を行っ

た。 

pp.3-11 精神臨床看護の考え方 

pp.13-48 精神を病む人の理解と対応 共著:宇都宮

智、川岸光子、岸珠江、滑川さやか、古谷圭吾、藪下祐

一郎 

pp.65-70 人間関係論 

pp.86-95 日常生活援助 

pp.103-107 ロールプレイング 

pp.108-111 面接 

pp.112-115 カウンセリング 

pp.137-156 精神看護の看護過程 共著 石川幸代、石

川純子 

pp.278285 症状アセスメントとケアプラン 幻覚、妄

想の患者と看護 

pp286-288 せん妄の患者の看護 

pp401-403 <事例>幻覚・妄想の急性期 

pp.406-407 <事例>興奮状態の急性期 

pp.421-425 精神看護学の今後の展望 

 

精神看護学Ⅰ   精神保健学 第 6版 

 

平成 27

年 3月 

 

精神看護学の考え方を明確にし、新たにメンタルウェル

ネスを重要な視点に置いて、心が病むことから生きる力

が湧くことを重視して企画した。更に、精神保健医療福

祉の法制度に関して内容を豊かにした。全 332 頁編集：

吉松和哉、小泉典章、川野雅資：秋山剛、揚野裕紀子、

荒木田美香子、安藤満代、大澤栄実、大塚耕太郎、大野

美香、景山隆之、梶井文子、上別府圭子、川野雅資、久

保恭子、栗原佳代子、小泉典章、後藤雅博、近藤浩子、

清水徹男、鈴木幸子、曽谷貴子、竹島正浩、中筋美子、

野中英雄、橋本理恵子、服部希恵、半場有希子、藤田潔、

前野有佳里、松本功、武藤隆、吉松和哉本人担当部分：

本書の企画、すべての文章の校正を行った。pp.1-3 序 

精神看護学の考え方 pp70-75 第 2 章 リエゾン精神看

護 2.病気と心理社会的反応 pp.126-130 看護職員の精

神の健康 

看護－2



精神看護学Ⅱ 精神臨床保健学 第 6版 

 

平成 27

年 3月 

 

国家試験の動向を配慮し、看護過程の内容を縮小して、

最新のリカバリ志向を重視した書籍に企画した。全 378

頁 

編集：川野雅資 

共著者：石川幸代、一ノ山隆司、伊藤桂子、宇都宮智、

大西恵、岡崎祐士、小熊朝子、河岸光子、川野雅資、岸

珠江、木田ゆかり、近藤浩子、下里誠二、鈴木啓子、関

井愛紀子、夛喜多恵子、田島治、土屋朋子、富田元、鳥

山美鈴、永井翔、中島香澄、中島篤正、滑川さやか、萩

典子、藤沢希美、古谷圭吾、堀川直史、松枝美智子、森

千鶴、柳田崇姉、藪下祐一郎 

本人担当部分：本書の企画、すべての文章の校正を行っ

た。 

pp1-8 序章 精神臨床看護の考え方 

pp.9-19 第 1 章 精神看護援助の基本と技術 患者―

看護師関係 

pp.31-43 セルフケアの援助 

pp.44-53 精神看護の看護過程 

pp.54-60 生きる強さと力 

pp.106-108 第 2 章 精神疾患の理解と治療、精神科作

業療法 

pp.171-183 第4章 入院から社会生活の継続までの看

護 

pp.203-222 急性期から回復期、慢性期の看護 

pp.224-232 第 5 章 症状アセスメントとケアプラン 

幻覚、妄想の患者と看護 

pp232-235 せん妄の患者の看護 

pp251-257 引きこもり状態の患者の看護 

pp.258-267 操作をする患者の看護 

pp.353-358 精神看護学の今後の展望 

 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

東京慈恵会医科大学大学院 

 

平成 20

年 8月 

 

大学設置・学校法人審議会教員資格審査にて東京慈恵会

医科大学大学院医学研究科看護学専攻（修士課程）の教

授として判定可 

担当科目：「コンサルテ－ション論」「国際医療論」「地

域連携保健学特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」「地域連携保健学演習Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲ」Ｍ可判定 

「看護学特別研究Ⅰ・Ⅱ」Ｍ○合判定 
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山陽学園大学 

 

平成 24

年 9月 

 

大学設置・学校法人審議会教員資格審査にて山陽学園大

学大学院看護学研究科精神看護学CNSコースの教授とし

て判定可 

担当科目：「看護理論」「コンサルテーション論」「国際

医療論」「精神看護学特論Ⅰ」「精神看護学特論Ⅱ」「精

神看護学特論Ⅲ」「精神看護学特論Ⅳ」「精神看護学特論

Ⅴ」「精神看護学特論Ⅵ」「精神看護学演習Ⅰ」「精神看

護学演習Ⅱ」「精神看護学演習Ⅲ」「精神看護学演習Ⅳ」

「精神看護学実習」Ｍ可判定 

「課題研究」Ｍ○合判定 

奈良学園大学 

 

平成 29

年 2月 

 

大学設置・学校法人審議会教員資格審査にて奈良学園大

学保健医療学部看護学科の教授として判定可 

担当科目：「精神看護学概論」「精神看護学援助論」「卒

業研究Ⅱ」「精神看護学実習」「統合看護学実習」 

奈良学園大学大学院（平成 30 年 4月開設） 

 

平成 29

年 4-5

月 

 

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査において奈良

学園大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）専

任教授 「国際医療特論」「看護倫理特論」「精神看護学

特論Ⅰ（歴史・法制度）」「精神看護学特論Ⅱ（精神・身

体状態の評価）」「精神看護学特論Ⅲ（精神科治療技法）」

「精神看護学演習Ⅰ（精神科治療技法）」「精神看護学実

習  アセスメント」「看護研究特論」「コンサルテーショ

ン論」「看護理論特論」「精神看護学特論Ⅳ（精神看護理

論、援助技法）」「地域移行支援精神看護学特論」「急性

期精神看護学特論」「精神看護学演習Ⅱ（精神看護理論、

援助技法）」「精神看護専門看護師役割実習」「直接ケア

実習」「上級直接ケア実習」は M 可，「課題研究」「特別

研究」は M○合の資格有りと判定 

 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1)独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センター 

看護研究 指導 

 

平成 18

年 6 月

から現

在 

臨床看護師の看護研究指導、看護研究発表会参加。年間

6回 

 

2)東京都立大塚病院 看護部 看護科 基礎コース

レベルⅡ「コミュニケーション」4時間 講師 

 

平成 22

年から

現在 

臨床看護師の対人関係技術をロールプレイングで学習

する。年間 2 回、3時間  

 

3)一般社団法人 上尾中央医科グループ協議会キャ

リアサポートセンター 認定看護管理者(ファース

トレベル) 講師 

 

平成23

年 7 月

から現

在 

人材育成論、15 時間、科目レポート責任者 
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4)東京都福祉保健財団公益財団法人 認定看護管理

者(ファーストレベル) 運営委員会 委員長、 講師 

 

平成24

年 6 月

から現

在 

運営委員長として、議事の運営にあたる。講義は、看護

サービス提供論 9時間とディベート演習 6時間、科目レ

ポート責任者 

 

5)独立行政法人 国立病院機構 神奈川病院 看護

研究 指導 

 

平成 24

年 6 月

から現

在 

臨床看護師の看護研究指導、看護研究発表会参加。年間

4回 

 

6)東京女子医科大学 女性医療人キャリア形成セン

ター 認定看護管理者(ファーストレベル)教育委員

会 委員長、講師 

 

平成 27

年 5 月

から現

在 

教育委員会委員長として、議事の運営にあたる。講義、

看護サービス提供論 9 時間、ディベート演習 6 時間 

 

５ その他   

1)東京慈恵会医科大学大学院 修士論文指導 

 

平成 23

年 3月 

指導論文題目『思春期青年期精神障碍者の隊員支援にお

ける看護師の判断―地域連携の視点から―』 

 

平成 24

年 3月 

指導論文題目『子どもを児童思春期精神科病院に入院さ

せた母の体験』 

 

平成 25

年 3月 

指導論文題目『精神疾患を有する性同一性障害患者の精

神科病棟入院体験の語り』 

 

平成 25

年 3月 

指導論文題目『ひきこもり支援者が語る地域連携の現

状』 

 

平成 26

年 3月 

指導論文題目『精神科デイケア利用者におけるデイケア

の意味』 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

１）看護師 

 

昭和 51

年 5 月

12 日 

 

厚生省 2090 号 

 

２）日本欧州共通サイコセラピー資格認定 

 

平成 17

年 12 月

1 日 

 

日本サイコセラピー学会 066 号 

 

２ 特許等   

    該当なし   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

   

４ その他   
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

看護学実践 -Science of 

Nursing- 在宅看護論  

 

共著 平成 20 年 4

月 

 

PILAR PRESS  

 

カリキュラム改正に伴い在宅看護論と

いう新たな領域を地域看護学とは別の

視点で作成することを意図し、在宅看護

論の最新の知識と技術が学べるコンパ

クトな教科書を企画した。全 347 頁 

監修：川野雅資 

編集：伊藤千代子 

共著者：明石悦子、伊藤千代子、黒田淳

子、小林文子、山口直美 

本人担当部分：本書の企画、編集者への

助言、最終的な文章の校正を行った。 

 

地域連携精神看護学研究 

実践 英・米・日 3 カ国

の地域精神看護 

 

共著 平成 20 年 12

月 

 

第 1 回日本地域連携精

神看護学研究会 

東京慈恵会医科大学 

（東京） 

 

英国・米国ならびに日本における関係者

の考え方、手法の事例発表の中から、こ

の分野に携わる関係者の質の向上に資

する実践例を紹介し、地域が精神障害者

と共に成長しあう社会を形成する方法

を明する。     

編 著：川野雅資 

共著者：川野雅資、長岡和、一ノ山隆司、

村上満、舟崎起代子、上野栄一、Michael 

Galbrraith, Joann Hopkins, Mindy 

reynolds, Ramona Chinn, Michael 

coffey, Ben Hannigan, 前川早苗、岩佐

貴史、栗田弘二、中村友喜、濱幸伸、原

田雅典、薬師寺正美、明神一浩、吉田通

子、青柳繁子、宍倉正子、町田正信、萩

典子、高村光幸、横山和仁、牧岡あずさ、

揚野裕紀子、日下知子、曽谷貴子、清塚

厚子、久保田文雄、古澤圭、関井愛紀子、

石川幸代 

本人担当部分：本書の企画、すべての文

章の校正を行った。下記を単独で執筆し

た。                 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

pp.2-3 序文

pp.6-8 実践からみた地域連携精神看

護学

pp.17-26 地域連携精神看護学の実際  

pp.97-103 精神科病院における長期入

院患者対する退院支援の取り組み 

エビデンスに基づく精神

看護看護ケア関連図 

『 

共著 平成 20 年 12

月 

中央法規出版 精神科看護の臨床で出会う代表的な 15

の症状と 9 の疾患のケア、4 の治療につ

いてエビデンスに基づいて関連図を作

成した。定義と具体的な症状、成り立ち、

心理社会的反応、診断・検査、治療、看

護の観察ポイント、治療段階に基づいた

看護ケアを詳解する。全 243 頁 

編集：川野雅資 

共著者：浅沼瞳、石川幸代、石川康博、

一ノ山隆司、伊藤圭子、猪俣健一、上野

栄一、宇都宮智、大迫哲也、大迫允江、

川野雅資、北野進、小西奈美、下里誠二、

高岡裕美、高橋寛光、高間さとみ、瀧口

宗宏、田中留伊、土谷朋子、福山なおみ、

藤森里実、舟崎起代子、松本賢哉、明神

一浩、村上満、森千鶴、山田洋 

本人担当部分：本書の企画、すべての文

章の校正を行った。 

pp.2-3 はじめに 

pp.10-15 妄想 

pp.16-25 幻覚 

pp.42-49 強迫 

pp.162-167 パニック障害 

pp.115 自傷行為 

pp.115 自我防衛機制 

pp.119 機能の全体的評価尺度 

pp.235 退院支援 

pp.236 地域連携・継続ケア 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

現代看護の探求者たちー

人の思想ー 

 

共著 平成 21 年 10

月 

 

日本看護協会出版会 

 

ジーン・ワトソン博士から直接学んだこ

と、コロラド大学看護学部を訪問してそ

の資料から学んだこと、これまでの翻訳

とワトソン先生の講演の通訳を通して

学んだことをライフヒストリーと学問

の視点からまとめた。全 296 頁共著者：

小林冨美栄、樋口康子、小玉香津子、高

橋絹子、荒井蝶子、兼松百合子、千野静

香、稲田八重子、池田明子、藤枝知子、

小野寺杜紀、舟島なをみ、松木光子、井

上智子、川野雅資本人担当部分：

pp.251-281 ジーン・ワトソン Jean 

Watson-21 世紀の看護論- 

地域連携精神看護学研究 

実践 英・米・日 3 カ国

の地域精神看護 

 

共著 

 

 

 

平成 21 年 12

月 

 

世論時報社 

 

 

英国・米国ならびに日本における関係者

の考え方、手法の事例発表の中から、こ

の分野携わる関係者の質の向上に資す

る実践例を紹介し、地域が精神障害者と

共に成長しあう社会を形成する方法を

明する。全 159 頁 

編 著：川野雅資 

共著者：川野雅資、長岡和、一ノ山隆司、

村上満、舟崎起代子、上野栄一、Michael 

Galbrraith, Joann Hoppkins, Mindy 

reynolds, Ramona Chinn, Michael 

coffey, Ben Hannigan, 前川早苗、岩佐

貴史、栗田弘二、中村友喜、濱幸伸、原

田雅典、薬師寺正美、明神一浩、吉田通

子、青柳繁子、宍倉正子、町田正信、萩

典子、高村光幸、横山和仁、牧岡あずさ、

揚野裕紀子、日下知子、曽谷貴子、清塚

厚子、久保田文雄、古澤圭、関井愛紀子、

石川幸代 

本人担当部分：本書の企画、すべての文

章の校正を行った。 

pp.2-3 序文 

pp.6-8 実践からみた地域連携精神看

護学 

pp.17-26 地域連携精神看護学の実際 

pp.97-103 精神科病院における長期入

院患者対する退院支援の取り組み 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

精神看護学Ⅰ   精神保

健学第 5版 

共著 平成 22 年 2

月 

ヌーヴェルヒロカワ 「精神保健」を現在の視点でとらえ，今

の社会状況に即した内容に変更した。

「看護師のメンタルヘルス」，「地域精神

保健活動」，「リエゾン精神看護」の内容

を充実させ，新しく「倫理」の章を設け

た。精神保健の基本的な考え方と，その

具体的な活用を解説し，さらに臨床・社

会の場での各々のメンタルヘルスを事

例を入れて解説。看護師国家試験出題基

準の項目を網羅している。全 300 頁 

編集：吉松和哉、小泉典章、川野雅資 

共著者：揚野裕紀子、天谷真奈美、雨宮

洋子、荒木田美香子、宇佐美しおり、奥

山則子、勝山せつよ、川野雅資、小泉典

章、近藤浩子、立花良之、田中隆志、橋

本佳美、早川圭子、堀川直史、前田日登

美、松本功、武藤隆、山本麻美、山元直

樹、吉川領一、吉松和哉

本人担当部分：本書の企画、すべての文

章の校正を行った。

pp.156-137 心理・社会的反応

精神看護学Ⅱ 精神臨

床看護学 第 5版 

共著 平成 22 年 2

月 

ヌーヴェルヒロカワ 第 5版の改訂に伴い、精神医療の変遷に

伴う看護の実際を目に見えるように表

現し、最新の内容を網羅すること、国家

試験の出題基準を意識し、試験で出題さ

れた問題の解答が役立つように項目の

再編と内容の刷新をはかった。全 446 頁 

編集：川野雅資  

共著者：アリマ美乃里、石川幸代、石川

純子、一ノ山隆司、宇都宮智、大谷恵、

岡崎祐士、小口万里、小熊朝子、小澤浩、

河岸光子、川野雅資、岸珠江、葛岡千都

子、国生拓子、鈴木啓子、関井愛紀子、

田島治、中島香澄、滑川さやか、八田勘

司、藤田由美、古谷圭吾、堀川直史、牧

岡あずさ、明神一浩、森千鶴、藪下祐一

郎、山根美智子 

本人担当部分：本書の企画、すべての文

章の校正を行った。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

 

 

  

 

 

 

pp3-12 精神臨床看護学 精神看護の

考え方 

pp.13-48 精神を病む人の理解と対応 

pp.65-70 精神看護に用いる理論、人間

関係論 

pp.85-95 日常生活援助 

pp.103-115 活用する技法 

pp.137-156 精神看護の看護過程 

pp.278-285 幻覚、妄想の患者と看護 

pp.286-289 せん妄の患者の看護 

pp.401-404 事例 幻覚・妄想の急性期 

pp.421-426 精神看護学の今後の展望  

 

 新看護観察のキーポイ

ントシリーズ精神科Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

平成 23 年 4

月 

 

 

 

 

 

 

中央法規出版 

 

 

観察のための具体的な方法、観察したこ

とが何を意味するのか、どの程度の危険

を予測できるか、そしてどう対応すべき

かといったナースにとっての実践上の

問題解決方法を掲載した。初学者がイメ

ージつきやすいように、実際の場面の写

真とイラストを多用した。全 347 頁 

編集：川野雅資  

共著者：相原則章、朝倉真奈美、阿部貴

子、一ノ山隆司、猪野美晴、今中和恵、

岩崎三津子、浦川加代子、大須賀美紀、

大谷恵、大場信子、小笠原寿枝、鬼塚愛

彦、蔭山正子、川野雅資、岸珠江、北島

謙吾、倉田みゆき、小瀬古隆、櫻井尚子、

鈴木啓子、鈴木利枝、田口敦子、土田幸

子、徳永勲、中川志穂、中村富美、中山

千代子、西川恵子、平井元子、藤野ヤヨ

イ、前川早苗、真玉珠美、村上有加利、

村松仁、望月由香、藪下祐一郎、山田巧、 

 

下記内容を記述した。pp.ⅱ-ⅲ 編集者

序文、pp.35-42 精神面、pp.140-148 

拒食、pp.149-155 拒薬、pp.296-306 

訪問看護 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

新看護観察のキーポイン

トシリーズ精神科Ⅱ 

 

共著 平成 23 年 4

月 

 

中央法規出版   

 

上記と同様の編集方針基づき、看護観察

に重点を置き、最新の知見から構成を改

変した新版。全 277 頁 

編 集：川野雅資 

共著者：朝倉真奈美、内野博子、浦川加

代子、大迫哲也、大沢美幸、大谷恵、鬼

塚愛彦、川野雅資、楠本重信、小瀬古隆、

斎藤百合枝、鈴木和代、関井愛紀子、関

根理絵、立花睦子、玉城久江、辻脇邦彦、

土谷朋子、塘祐樹、豊田美穂子、東和弘、

人見加津子、福田浩美、堀切晶子、前川

早苗、松枝美智子、松本文彦、森千鶴、

若浦さおり 

本人担当部分 

pp.ⅱ-ⅲ 編集者序文 

pp.7-13 急性期 

pp.75-85 摂食障害 

pp.264-268 インフォームド・コンセン

ト 

看護実践研究・学会発表ポ

イントＱ＆Ａ 上巻 研

究テーマの選択から学会

発表へ 

 

共著 平成 24 年 5

月 

 

日本看護協会出版会 

 

看護研究を始めて行い始めて学会発表

をする看護職者が理解しやすいように

執筆した。全 72 頁 

編集：日本看護協会 

著者：洪愛子、荒木暁子、根岸准子、梶

井文子、佐藤みつ子、川野雅資、渋谷美

香、眞弓浩子、向田明子、橋目智子、小

川有貴、佐藤智恵 

序章 利益相反について 

Q10 利 益 相 反 と は な ん で す

か?(pp.24-25)  

第 2 章 演題の採択が決まるまで 

Q21 査読者はどんなところを見ているの

ですか?(pp.41-43) 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

看護実践研究・学会発表ポ

イントＱ＆Ａ 下巻 研

究テーマの選択から学会

発表へ 

 

共著 

 

平成 24 年 5

月 

 

日本看護協会出版会 

 

始めて発表した看護研究を論文に記述

する看護職者が理解しやすいように執

筆した。全 68 頁 

編集：日本看護協会 

著者：洪愛子、荒木暁子、根岸准子、河

野あゆみ、国府浩子、小寺栄子、中村美

鈴、水戸優子、渋谷美香、梶井文子、佐

藤みつ子、川野雅資、渋谷美香、眞弓浩

子、向田明子、橋目智子、佐藤智恵 

序章 論文を書き始める前に 

Q1 自分の書いた論文は、他の人の看護実

践に役立つのでしょうか?(pp.2-3)      

Q2 査読者はどんなところをみているの

ですか?(pp.4-5)                      

Q3 過去の優秀論文はどこがよかったの

ですか?(pp.6-8) 

 

『精神症状のアセスメン

トとケアプランー32 の症

状とエビデンス集』 

 

共著 平成 24 年 11

月 

 

メヂカルフレンド社 

 

エビデンスに基づく精神看護のケアが

重要視されている。本書は、「精神障害

者のクリニカルケア 症状の特徴とケ

アプラン」の著書をエビデンスを元に看

護が展開できるように企画して新たに

作成した。全 366 頁 

編 集：川野雅資 

共著者：川野雅資、横井志保、杉原正美、

佐々木章倫、高橋寛光、山本祐子、島崎

みゆき、児野愛未、大柄昭子、樋田香織、

熊地美枝、佐々木愛、斎藤香菜香、北野

進、大嶺靖子、畑由美子、緑川綾、篠木

由美、煤賀隆宏、塩月玲奈、荒川好美、

新澤安江、竹花令子、柳田崇姉、石川博

康、西田多美子、馬場華奈巳、岩切真砂

子、高木明子、安田妙子、片山典子、拓

殖三昌、佐藤雅美、一ノ山隆司、安永薫

梨、松枝美智子、鈴木啓子、吉野淳一、

曽谷貴子、揚野裕紀子、宮野香里、伊礼

優、浅井初、平上久美子、坂田志保路  

本人担当部分：本書の企画、すべての文

章の校正を行った。 

［序論」(pp.1-5) 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

    「幻覚」（pp.6-13) 

「うつ」(pp.58-66) 

「身体化」(pp.165-171)   

 

コンサルテーションを学

ぶ 

 

単著 

 

平成 25 年 1

月 

 

クオリティケア 

 

本書は、コンサルテーションの大切な機

能は、コンサルティの人間的な潜在能力

を促進し、一人ひとりのコンサルティ

個々の中に自己回復の能力を醸成する

ことであることに主眼を置き、その内容

を 9章に構成して、コンサルテーション

の開拓者であるカプランとリピットと

リピットの原著を読み込み、又、筆者の

実線体験をもとに執筆した。全 50 頁 

 

精神看護学Ⅰ   精神保

健学 第 6版 

 

共著 

 

平成 27 年 3

月 

 

ヌーヴェルヒロカワ 

 

精神看護学の考え方を明確にし、新たに

メンタルウェルネスを重要な視点に置

いて、心が病むことから生きる力が湧く

ことを重視して企画した。更に、精神保

健医療福祉の法制度に関して内容を豊

かにした。全 332 頁 

編集：吉松和哉、小泉典章、川野雅資 

共著者：秋山剛、揚野裕紀子、荒木田美

香子、安藤満代、大澤栄実、大塚耕太郎、

大野美香、景山隆之、梶井文子、上別府

圭子、川野雅資、久保恭子、栗原佳代子、

小泉典章、後藤雅博、近藤浩子、清水徹

男、鈴木幸子、曽谷貴子、竹島正浩、中

筋美子、野中英雄、橋本理恵子、服部希

恵、半場有希子、藤田潔、前野有佳里、

松本功、武藤隆、吉松和哉 

本人担当部分：本書の企画、すべての文

章の校正を行った。 

pp.1-3 序 精神看護学の考え方 

pp70-75 第 2 章 リエゾン精神看護 

2.病気と心理社会的反応 

pp.126-130 看護職員の精神の健康 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

精神看護学Ⅱ 精神臨床

看護学 第 6 版 

 

共著 

 

平成 27 年 3

月 

 

ヌーヴェルヒロカワ 

 

国家試験の動向を配慮し、看護過程の内

容を縮小して、最新のリカバリ志向を重

視した書籍に企画した。全 378 頁 

編集：川野雅資 

共著者：石川幸代、一ノ山隆司、伊藤桂

子、宇都宮智、大西恵、岡崎祐士、小熊

朝子、河岸光子、川野雅資、岸珠江、木

田ゆかり、近藤浩子、下里誠二、鈴木啓

子、関井愛紀子、夛喜多恵子、田島治、

土屋朋子、富田元、鳥山美鈴、永井翔、

中島香澄、中島篤正、滑川さやか、萩典

子、藤沢希美、古谷圭吾、堀川直史、松

枝美智子、森千鶴、柳田崇姉、藪下祐一

郎 

本人担当部分：本書の企画、すべての文

章の校正を行った。 

pp1-8 序章 精神臨床看護の考え方 

pp.9-19 第 1 章 精神看護援助の基本

と技術 患者―看護師関係 

pp.31-43 セルフケアの援助 

pp.44-53 精神看護の看護過程 

pp.54-60 生きる強さと力 

pp.106-108 第 2 章 精神疾患の理解と

治療、精神科作業療法 

pp.171-183 第 4章 入院から社会生活

の継続までの看護 

pp.203-222 急性期から回復期、慢性期

の看護 

pp.224-232 第 5 章 症状アセスメント

とケアプラン 幻覚、妄想の患者と看護 

pp232-235 せん妄の患者の看護 

pp251-257 引きこもり状態の患者の看

護 

pp.258-267 操作をする患者の看護 

pp.353-358 精神看護学の今後の展望 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

看護学実践 -Science of 

Nursing-看護研究 

 

共著 

 

平成 27 年 3

月 

 

PILAR PRESS  

 

全 102 頁 

監修：川野雅資 

共著者：安藤満代、一ノ山隆司、伊藤桂

子、辻川真弓 看護学生のように看護研

究の初学者からある程度看護研究に精

通した看護師が参考になるように企画

した。本人担当部分：本書の企画、すべ

ての文章の校正を行った。 

P8-10 看護研究の開始 

pp.34-36 フォーカスグループインタ

ビュー 

pp.38-40 会話分析 

pp.40-44 介入研究 

pp.50-55 調査の実施 

pp.97-98 研究の倫理的配慮 利益相

反 

 

知る・活かす看護管理学 

 

共著 

 

平成 27 年 5

月 

 

PILAR PRESS  

 

看護管理学の基本が学習できる教科書

を企画した。全 181 頁  

監修：川野雅資、網野寛子 

編集：黒田美喜子 

共著者：賀沢弥貴、菊池睦、小坂智恵子、

高澤喜代美、田代麻里江、吉田愛子、細

野百合子、前田久代、山佐瞳、山田聡子 

本人担当部分：本書の企画、文章の校正

を行った 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

看護学実践 -Science of 

Nursing- 精神看護学  

 

共著 

 

平成 28 年 2

月 

 

PILAR PRESS   

 

本シリーズは、元来コンパクトな教科書

を意図していたが、網羅すべき内容が多

くなり、充分な内容を記述することに企

画方針を変更した。精神看護学の内容

は、DSM-5 を元に技術することにした。

全 259 頁  

監修・編集：川野雅資  

共著者：間雅子、揚野裕紀子、宇都宮智、

川野雅資、岸清次、北野進、坂田志保路、

高橋寛光、高間さとみ、多喜田恵子、塘

祐樹、萩典子、佐々木郁子、服部朝代、

平松悦子、本間寿博、前川早苗、松枝美

智子、松下年子、宮崎初、宮野香理、緑

川綾、安永薫梨 

担当部分：本書の企画、文章の校正を行

った。下記を単独で執筆した。 

pp.10-32 これからの精神看護学 

pp.45-47 ヒューマニスティックナー

シング 

pp.48-50 ヒューマンケアリング 

pp.50-59 看護過程 

pp.63-67 看護カウンセリング 

pp.118-120 退院を困難にしている要因 

 

コンサルテーションを学

ぶ 改訂版 

 

単著 

 

平成 29 年 2

月 

 

クオリティケア 

 

本書は、平成 25 年の初版を改訂したも

のである。初版のコンサルテーションの

大切な機能は、コンサルティの人間的な

潜在能力を促進し、一人ひとりのコンサ

ルティ個々の中に自己回復の能力を醸

成することであることに主眼を置き、そ

の内容を 9章に構成して、コンサルテー

ションの開拓者であるカプランとリピ

ットとリピットの原著を読み込み、又、

筆者の実線体験をもとに執筆した。と言

う視点に、この 4年間に実施したコンサ

ルテーションの内容を追記し、初版の表

現不足を補った。全 50 頁 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

精神看護キーワード 

 

共著 

 

平成 29 年 5

月 

 

日本看護協会出版会 

 

精神看護領域で称する用語を多職種専

門家が正確に理解し、共通言語となるた

めに頻出用語の解説をエビデンスに基

づいて記述することを企画した。用語の

抽出を行い、編者の選出・依頼をした。

すべての文章の校正を行った。又、「女

性管理職のメンタルヘルス」を除き下記

を単独で執筆した。全 239 頁 

 

pp.14-15 EE(感情表出), pp.32-33 カウ

ンセリング, pp.48-49 共感, pp.84-85

コンサルテーション, pp.96-97 自殺, 

pp.112-113 女性管理職のメンタルヘル

ス , pp.116-116 身 体 表 現 性 障 害 , 

pp.122-123 ス ー パ ー ビ ジ ョ ン , 

pp.144-145 性同一性障害, pp.148-149

せん妄, pp.158-159地域移行機能強化病

棟, pp.178-179トラウマインフォームド

ケア, pp.182-183 人間関係論(日本看護

協会出版会) 

総編集：川野雅資 

編 集：安藤満代、下里誠二、萩典子、

森千鶴 

共著者：安藤愛、安藤満代、池田智、石

川博康、伊藤桂子、大熊恵子、大平肇子、、

川野雅資、木戸芳史、熊本勝治、下里誠

二、菅原裕美、瀬戸屋希、高橋寛光、高

橋理沙、多喜田恵子、田中留伊、谷多江

子、中村裕美、萩典子、八谷美絵、益子

友恵、松枝美智子、松本敦子、水野正延、

宮崎初、森千鶴、山本智之 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（学術論文）     

うつ病患者への職場復帰

へのサイコセラピー（査読

付） 

 

共著 

 

平成 20 年 12

月 

 

日本サイコセラピー学

会 

雑誌 9巻 1号 

pp.103-106 

 

共著者：川野雅資、片山典子 

30 代半ばのメランコリー親和型うつ病

男性に、精神科医の薬物療法に併用し

て、サイコセラピーを実施した。本人担

当分：サイコセラピーの実施、資料の分

析・考察・文章の執筆を行った。 

 

幻聴のある患者に対する

心理教育的アプローチの

方法（査読付） 

 

共著 

 

平成 21 年 3

月 

 

富山大学看護学会誌 

8 巻 2号 

pp.33-40 

 

共著者：明神 一浩、一ノ山 隆司、上野 

栄一 、舟崎 起代子、川野 雅資 

本研究は、幻聴のある患者に対して、心

理教育的アプローチの介入が幻聴に苛

む患者の自己対処能力の獲得によって、

幻聴の軽減にどのように影響したかに

ついて、その効果を検証する目的で研究

を行った。本人担当分：データの分析・

考察・文章の校閲を行った。 

 

幻聴に苛む患者の自己対

処行動を支えるための心

理教育的アプローチ（査読

付） 

 

共著 

 

平成 21 年 3

月 

 

共創福祉  

4(1)1－10. 

 

一ノ山隆司、村上満、舟崎起代子、牧野

かおる、明神一浩、上野栄一、川野雅資 

本人担当分：ダータの分析・考察・文章

の校閲を行った。本研究は、統合失調の

患者が幻聴で苦しんでいることを心理

教育の手法を用いて対処行動を獲得し

た経過を分析した。 

 

地域で生活する精神障が

い者を支える家族の思い

（査読付） 

 

共著 

 

平成 22 年 1

月 

 

日本看護学会論文集 

精神看護 40 号  

pp.143-145 

 

共著者：一ノ山 隆司、村上 満、舟崎 起

代 子 、 川 野 雅 資 

地域で生活する精神障害者の家族273名

にアンケートを行い、「日頃から気にな

っていること」について自由記載しても

らい、その内容を質的帰納的に分析し

た。本人担当分：データの分析・考察・

文章の校閲を行った。 

 

精神臨床看護師が捉える

急性期看護における患者

の暴力行為の予見要因（査

読付） 

 

共著 

 

平成 22 年 7

月 

 

日本看護研究学会 

雑誌 33 巻 3号, 

pp.146 

 

明神一浩、 一ノ山隆司、 村上満、 舟

崎起代子、 上野栄一、 川野雅資 本人

担当分：資料の分析・考察・文章の校閲

を行った。精神科の臨床看護師が患者の

暴力行為を予期する時の視点を調査か

ら明らかにした。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

うつ病からの回復に当事

者の力を発揮するサイコ

セラピーの考察（査読付）

共著 平成 23 年 12

月 

日本サイコセラピー学

会 

雑誌 12(1), 

pp.69-76 

共著者：川野雅資、 片山典子、 石川純

子 本人担当部分：研究の企画、調査用

紙の作成、データ収集、データ分析、考

察、文章の執筆を行った。サイコセラピ

ーを受けているうつ病の患者がサイコ

セラピーの影響と共に自己の力を発揮

して回復していくプロセスを分析した。 

精神障害者が農村地域で

暮らす生活に関する語り

の分析（査読付） 

共著 平成 23 年 9

月 

山陽看護学研究会 

山陽看護学研究会誌 

Vol ． 2 No.1 2012

（pp.13） 

揚野裕紀子、川野雅資、曽谷貴子、福川

京子、中田涼子 本人担当分：研究の企

画、資料の分析・考察・文章の執筆を行

った。O 県の農村地域に暮らす精神障害

者にインタビューを行い、生活する上で

感じていることを明らかにし、かごの役

割を明確にした。 

会長講演 「精神科早期介

入と連携の実際と課題」

（査読付） 

単著 平成 24 年 2

月 

日本地域連携 

精神看護学研究会 

会誌 第 3巻 

pp.1-2 

事例に基づいた地域の立場からみた早

期治療における連携の実際の報告、課題

の明確化と今後の方策提案。 

タイ王国の地域連携精神

看護－タイにおける精神

保健福祉と農村部の現状

報告（査読付） 

共著 平成 24 年 2

月 

日本地域連携 

精神看護学研究会 

会誌 第 3巻 

pp.39-46 

共著者：揚野裕紀子、中田涼子、片山典

子、川野雅資、櫻井尚子、塩月玲奈、朝

倉真奈美  退院後の患者は全員が働

いていると言うタイにおける、精神科病

院、医療機関、医療従事者、精神障がい

者の生活を支える制度、法律、予算、農

村部に暮らす精神障がい者の生活から、

地域精神医療の実際を学ぶことを目的

に視察を実施。精神保健福祉と農村部の

現状を報告した。本人担当部分：研究の

企画、調査用紙の作成、データ収集、デ

ータ分析、考察、文章の執筆を行った。 

統合失調症患者の退院準

備期におけるセルフマネ

ジメント退院準備用紙の

作成から活用まで（査読

付） 

共著 平成 24 年 2

月 

日本地域連携 

精神看護学研究会 

会誌 第 3巻 

pp.47－53 

共著者：寺田祐治、一ノ山隆司、舟崎起

代子、上野栄一、川野雅資 

患者と看護師が共同で作成した退院準

備用紙を活用し、統合失調症患者の退院

準備期におけるセルフマネジメントの

維持・促進を支える援助過程で、患者の

自己および自己を取り巻く現実に関す

る認識が改善されたかを明らかにした。

本人担当部分：データ収集、データ分析、

考察、文章の校閲を行った。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

がん患者サロンに対する

患者会会員の認識と課題

（査読付） 

共著 平成 24 年 2

月 

日本地域連携 

精神看護学研究会 

会誌 第 3巻 

pp.82－87 

共著者：松浦純平、一ノ山隆司、上野栄

一、京谷和哉、植木健康、川野雅資 

自記式無記名質問紙調査を用いて、A 県

内に本拠地があるがん患者会員が考え

るサロンに対する認識および現状を明

らかにした。本人担当部分：データ収集、

データ分析、考察、文章の校閲を行った。 

長期入院患者の退院支援

に関する看護師の意識調

査－看護師へのインタビ

ュー分析からの課題－（査

読付） 

共著 平成 24 年 2

月 

日本地域連携 

精神看護学研究会 

会誌 第 3巻 

pp.94－100 

明神一浩、前川哲弥、森下憂一、一ノ山

隆司、上野栄一、川野雅資 

精神科看護歴が 10 年以上ある看護師に

インタービューを実施し、質的帰納的記

述研究を行い、長期入院患者の退院支援

において看護師が抱える課題を明らか

にした。本人担当部分：データ収集、デ

ータ分析、考察、文章の校閲を行った。 

会長講演「グローバルに学

んで、グローカルに展開す

る」（査読付） 

単著 平成 24 年 7

月 

日本地域連携 

精神看護学研究会 

会誌 第 2巻 

pp.1-4 

地域連携を推進するには、海外の状況も

見ながらグローバルな視点を持つのと

同様にその地域の特性を把握するグロ

ーカルな視点が重要であることを解説

する。 

神奈川県における児童、青

年精神医療の連携で看護

師の役割を考える（査読

付） 

共著 平成 24 年 7

月 

日本地域連携 

精神看護学研究会 

会誌 第 2巻 

pp.71-77 

編 者：川野雅資 編集協力者：片山典

子 

著 者：佐々木郁子、川野雅資、山根美

智子、久保恭子、アリマ美乃里、佐藤和

子、鈴木実、田崎千恵子、土谷朋子、寺

島和子、萩典子、一ノ山隆司、村上満 

神奈川県における児童、青年期精神医療

の実態と、連携形成に関する調査を行

い、現状を明確にした。本人担当部分：

研究の企画、調査用紙の作成、データ収

集、データ分析、考察、文章の執筆を行

った。

ストレングスモデルに基

づく職業訓練を受けた精

神障害者の心理面と必要

とされる支援（査読付） 

共著 平成 24 年 9

月 

聖マリア学院大学 

紀要 3， 

pp.55-62 

著者：安藤満代、川野雅資 本人担当部

分：データ分析、考察、文章の校閲を行

った。職業訓練を受けた精神障害者の心

理的側面でリジリエンスに影響する支

援者の役割を調査から明らかにした。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

看護が研究する意味 

 

単著 

 

平成 24 年 12

月 

 

山陽看護学研究会誌 

 2(1),  

pp.4-9 

 

看護において、感謝が研究することの意

味を真理の探索以上のものがあること

を概説した。 

 

カウンセリングの治療的

意味に関する研究 統合

失調症患者のカウンセリ

ングにおける治療関係と

認知の変容への働きかけ

（査読付） 

 

共著 

 

平成 25 年 2

月 

 

精神看護における 

ディスコース分析 

研究会誌 第 1 巻 

pp.22-31   

 

伊藤佳子、川野雅資 

カウンセリングの場面を録音・録画し、

クライアントの非合理的信念の変容は、

セラピストのどのような介入によって

促進されているのかを明らかにし、継続

するカウンセリングの中でセラピスト

とクライアントの間にはどのような相

互作用があるのか考察を行った。本人担

当部分：研究の企画、データ収集、デー

タ分析、考察、文章の執筆の校閲を行っ

た。         

統合失聴症患者の会話分

析－妄想に対する治療的

かかわりに焦点を当てて

－第1報 会話レベルによ

る分析（査読付） 

 

共著 

 

平成 25 年 2

月 

 

精神看護における 

ディスコース分析 

研究会誌 第 1 巻 

pp.32-39   

 

揚野裕紀子、曽谷貴子、日下知子、川野

雅資 

研究は、専門教育を受けた看護師が行っ

ている妄想に対する看護場面面接を、

「会話レベル」を用いて分析を行い、精

神障がいをもつ患者にとって、どのよう

なカウンセリング技法が有効であるの

か考察を行った。本人担当部分：研究の

企画、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆の校閲を行った。       

 

統合失調症患者の会話分

析－妄想に対応する治療

的かかわりに焦点を当て

て－第2報 対人間圧力と

フレーム対応による分析

（査読付） 

 

共著 

 

平成 25 年 2

月 

 

精神看護における 

ディスコース分析 

研究会誌 第 1 巻 

pp.40-45   

 

曽谷貴子、日下知子、揚野裕紀子、川野

雅資 

専門教育を受けた看護師が行っている

妄想に対する看護場面面接を、ジェーム

ズ・F・T・ブーゲンダール：「サイコセ

ラピストの意識的対話の影響を示す『対

人閒の圧力』と問題の焦点化を目指す

『フレーム（構図）の対応』を用いて分

析・解釈を行った。本人担当部分：研究

の企画、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆の校閲を行った。       
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

統合失調症患者との看護

面接の場面の分析 

－スピリチュアリティに

焦点をあてて－（査読付） 

 

共著 

 

平成 25 年 2

月 

 

精神看護における 

ディスコース分析 

研究会誌 第 1 巻 

 pp.46-56 

 

安藤満代、川野雅資 

精神看護の専門教育を受けた看護師が

行っている看護面接において、どのよう

なスピリチュアリティ向上に関する内

容があるのかを明らかにするために、村

田のスピリチュアル・カウンセリングシ

ートを用いて分析・考察を行った。本人

担当部分：研究の企画、データ収集、デ

ータ分析、考察、文章の執筆の校閲を行

った。         

 

慢性期統合失調症者の地

域生活を支える看護カウ

ンセリング技術（査読付） 

 

共著 

 

平成 25 年 2

月 

 

精神看護における 

ディスコース分析 

研究会誌 第 1 巻 

  pp.57-68  

 

片山典子、一ノ山隆司、川野雅資 

専門教育を受けた看護師と慢性統合失

調症のクライアントの間におこる会話

場面を、環境要因も含めて分析を行い、

看護師が用いているカウンセリング技

術を明らかにした。  本人担当部分：

研究の企画、データ収集、データ分析、

考察、文章の執筆の校閲を行った。   

 

精神障害者が地域で生活

するためのソーシャルキ

ャピタルと支援（査読付） 

 

共著 

 

平成 25 年 4

月 

 

インターナショナル 

Nursing Care Research 

 

著者：安藤満代、川野雅資、廣瀬真也 

統合失調症の患者が地域で生活してい

くための阻害要因と促進要因が何かを

探索するために5名の患者にインタビュ

ー調査を行った結果をまとめた。本人担

当部分：データ分析、考察、文章の校閲

を行った。 

精神看護学実習を通した

精神障害者に対する対人

違和感とイメージの肯定

的変化（査読付） 

 

共著 

 

平成 25 年 4

月 

 

インターナショナル 

Nursing Care Research, 

12, 

pp.115-124. 

 

安藤満代、川野雅資 

学生のスティグマが患者と触れること

で減少することが予想された。その結

果、患者への対人違和感が肯定的に変化

していた。本人担当部分：データ分析、

考察、文章の校閲を行った。 

 

職業訓練を受けた精神障

害者の自己効力感、自尊感

情と首尾一貫性（査読付） 

 

共著 

 

平成 25 年 4

月 

 

インターナショナル 

Nursing Care Research 

12 

pp.75-83 

 

著者：安藤満代、川野雅資 

精神障害者でありながら職業訓練校で

訓練を受けている方の自己効力感、自尊

感情と SOC の関連について調べ、正の相

関があることを示した。本人担当部分：

データ分析、考察、文章の校閲を行った。 
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著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 
発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

アルコール依存症の回復

を促進するために設立し

たグループ「酒害者回復ク

ラブ」の取り組みから見た

今後のアルコール依存症

者地域支援の検討（査読

付） 

共著 

 

平成 25 年 10

月 

 

アディクション看護  

10(1)  

pp.73-74 

 

伊藤佳子、川野雅資 、大谷一義  

本人担当部分：研究の企画、調査用紙の

作成、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆を行った。  

 

『うつ病を体験した人の

サイコセラピー―心理社

会的な職場復帰プロセス

の視点から―』（査読付） 

 

共著 

 

平成 25 年 12

月 

 

日本サイコセラピー学

会 

学会誌第 14 巻 1号  

pp.107‐113 

 

片山典子、川野雅資 

本研究では、「職場復帰リハビリテーシ

ョン」を受けた事例を通し、心理社会的

な職場復帰のプロセスを記述すること

を目的とした。分析の結果、うつ病によ

り長期休業した労働者A氏の心理社会的

な職場復帰プロセスとして、【違和感を

気づきながらも社会人として頑張る】

【休職の焦りと安堵に浸る】【治療の苦

痛と期待】【職場復帰に向けて模索する】

【現実と直面する】【病気体験の意味づ

けをする】【現実の中で再適応する】と

いう 7つのカテゴリと、27 のサブカテゴ

リが抽出された。 

本人担当部分：研究の企画、調査用紙の

作成、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆を行った。  

身体表現性障害のクライ

アントに対する初回サイ

コセラピーの手法に関す

る検討（査読付） 

 

共著 

 

平成 25 年 12

月 

 

日本サイコセラピー学

会 

学会誌第 14 巻 1号  

pp.114‐120 

 

川野雅資、緑川綾、佐々木章倫 

本人担当部分：研究の企画、調査用紙の

作成、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆を行った。  

 

講会長演 

ディスコース研究から見

えてくるもの 

 

単著 

 

平成 26 年 1

月 

 

精神看護における 

ディスコース分析 

研究会誌 第 2 巻 

pp.1-3   

 

妄想に支配されているクライアントへ

のサイコセラピー、気分障害（うつ病）

のクライアントが徐々に仕事復帰する

段階のカウンセリングについて RIAS を

用いて、セラピストのカウンセリング技

術の考察を行った。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

うつ病および統合失調症

患者と看護師の会話の

RIAS による分析（査読付） 

 

共著 

 

平成 26 年 1

月 

 

精神看護における 

ディスコース分析 

研究会誌 第 2 巻  

pp.25-32   

 

野呂幾久子 川野雅資 

3 つの実際のカウンセリング場面の会話

を RIAS で分析し、その結果からコミュ

ニケーションの特徴について考察する

ことを試みた。本人担当部分：研究の企

画、データ収集、データ分析、考察、文

章の執筆を行った。  

 

テキストマイニングによ

るカンセラーとクライエ

ントの会話の特徴（査読

付） 

 

共著 

 

平成 26 年 1

月 

 

精神看護における 

ディスコース分析 

研究会誌 第 2 巻 

pp.33-49   

 

上野栄一、川野雅資 

カウンセリングの場面についてカウン

セラーとクライアントの会話内容をテ

キストマイニングを用いて分析し、会話

の特徴を明らかにするとともに、クライ

アントとカウンセラーの会話をテキス

トマイニングで分析することの妥当性

の検証を行った。本人担当部分：研究の

企画、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆の校閲を行った。       

 

カウンセリングにおける

コミュニケーション技術

の構造と手法  気分障

害患者の認知バイアスへ

の介入場面の分析（査読

付） 

 

共著 

 

平成 26 年 1

月 

 

精神看護における 

ディスコース分析 

研究会誌 第 2 巻 

pp.50-59   

 

伊藤桂子、川野雅資  

看護師と気分障害をもつクライアント

との会話を分析し、看護師が用いるコミ

ュニケーション技術の構造と手法の考

察を行った。本人担当部分：研究の企画、

データ収集、データ分析、考察、文章の

執筆の校閲を行った。         

 

妄想のあるクライエント

との看護面接場面の会話

分析 

―『対人間圧力』の典型的

反応レベル 32 スキルを用

いた分析―（査読付） 

 

共著 

 

平成 26 年 1

月 

 

精神看護におけるディ

スコース分析研究会誌 

第 2巻 pp.60-67   

 

曽谷貴子、日下知子 揚野裕紀子、 川

野雅資 

専門教育を受けた看護師が、妄想のある

クライアントとの面接場面において、意

識的対話の影響を示す『対人閒の圧力』

の典型的な反応レベル 32 スキルを、ど

のように用いて会話を行っているのか、

会話分析を行い『対人間圧力』として影

響の度合いと会話パターンを明らかに

した。本人担当部分：研究の企画、デー

タ収集、データ分析、考察、文章の執筆

の校閲を行った。         

看護－24



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

統合失調症をもつ患者に

対する看護カウンセリン

グにおけるスピリチュア

ルケア（査読付） 

 

共著 

 

平成 26 年 1

月 

 

精神看護におけるディ

スコース分析研究会誌 

第 2巻 

pp.68-73   

 

安藤満代、川野雅資 

統合失調症をもつ患者に対する看護カ

ウンセリング場面をスクリプト表記し、

村田のスピリチュアリティ・カンファレ

ンス・サマリーシートを部分的に利用し

分析を行い、看護カウンセリングにおけ

るスピリチュアルアケについて検討を

行った。本人担当部分：研究の企画、デ

ータ収集、データ分析、考察、文章の執

筆の校閲を行った。         

妄想のある慢性期統合失

調症者の地域生活を支え

る看護カウンセリング技

術―ジェファンソンの記

号システムによる検証―

（査読付） 

 

共著 

 

平成 26 年 1

月 

 

精神看護におけるディ

スコース分析研究会誌 

第 2巻 

pp.74-84 

 

片山典子、川野雅資 

地域で生活している妄想のある統合失

調症者と看護師の対話場面を、ジェファ

ンソンの記号システムに基づきデータ

とし、会話分析から統合失調症者の妄想

に対して看護師が用いているカウンセ

リング技術を抽出した。本人担当部分：

研究の企画、データ収集、データ分析、

考察、文章の執筆の校閲を行った。   

ひきこもり青年との看護

面接場面の分析―行動療

法的アプローチに焦点を

当てて―（査読付） 

 

共著 

 

平成 26 年 1

月 

 

精神看護におけるディ

スコース分析研究会誌 

第 2巻 

pp.85-93   

 

柳田崇姉、川野雅資 

ひきこもりの青年と専門教育を受けた

看護師の看護面接場面の会話分析を行

い、看護師がどのような行動療法的アプ

ローチ技術を用いているのかを明らか

にし、自尊感情の回復援助に効果的なケ

アについて考察を行った。本人担当部

分：研究の企画、データ収集、データ分

析、考察、文章の執筆の校閲を行った。 

統合失調症患者との看護

面接場面の分析―ューマ

ニスティック看護論を用

いて―（査読付） 

 

共著 

 

平成 26 年 1

月 

 

精神看護におけるディ

スコース分析研究会誌 

第 2巻 

pp.94-101   

 

佐々木郁子、川野雅資 

ヒューマニスティック看護論の概念図

化し、著書より「人間」「看護」「看護師」

キーワードとして、センテンスを抜き出

し、カテゴリに分類し、統合失調症患者

との看護面接場面でクライアントが看

護師に自分の否定的な気持ちを率直に

伝えていた場面を抜き出し、分析・考察

を行った。本人担当部分：研究の企画、
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

    

データ収集、データ分析、考察、文章の

執筆の校閲を行った。         

 

米国コロラド州デンバー

における精神看護学の研

修報告 : ジーン・ワトソ

ン博士の特別セミナー(査

読付) 

 

共著 

 

平成 26 年 3

月 

 

山陽看護学研究会誌 

4(1) 

pp.24-29 

 

川野雅資、揚野裕紀子、井田裕子、緑川

綾、植木健康、佐々木章倫  

本人担当部分：研究の企画、データ収集、

データ分析、考察、文章の執筆を行った。 

 

農村地域で暮らす統合失

調症患者への支援の検

討 : 地域生活継続の促進

要因と阻害要因の視点か

ら（査読付） 

 

共著 

 

平成 27 年 10

月 

 

新潟大学保健学雑誌 

12(1) 

pp.1-9, 20 

 

関井愛紀子、飯田亘、五十嵐正徳、川野

雅資  

本人担当部分：研究の企画、データ分

析・考察・文章の執筆の校閲を行った。

N 県の農村地域に暮らす精神障害者にイ

ンタビューを行い、生活を継続していく

要因と困難になる要因に分けて分析し

た。          

 

会長講演 

妄想状態にある統合失調

症患者に対する熟練看護

師の対話技法の一考察 

 

単著 

 

平成 27 年 12

月 

 

精神看護におけるディ

スース分析研究会誌 

第 3巻 

pp.1-4 

 

熟練看護師と妄想のある統合失調症患

者との面接 6 場面の会話内容を、ボラン

ニーの記述から全体を量的に整理する

とともに、ある特定の妄想場面につい

て、話題、発話の回数、話題の始まり方、

コミュニケーションのレベルについて

分析を行った。 

 

精神看護面接における看

護師の発話機能、技法、意

図の関係ー統合失調症患

者の面接を対象としたパ

イロット研究ー（査読付） 

 

共著 

 

平成 27 年 12

月 

 

精神看護におけるディ

スース分析研究会誌 

第 3巻 

pp.13-26 

 

野呂幾久子、川野雅資、伊藤桂子、片山

典子、佐々木郁子 

熟練した精神看護師と統合失調症患者

との面接場面を、RIAS を用いて、看護師

の会話の意図、技法、発話機能の関係に

ついて考察を行い、効果的な精神看護面

接の会話構造を明らかにした。 

本人担当部分：研究の企画、データ収集、

データ分析、考察、文章の執筆を行った。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

気分障害患者の自殺念慮

への介入におけるカウン

セリングの手法と構造（査

読付） 

 

共著 

 

平成 27 年 12

月 

 

精神看護におけるディ

スース分析研究会誌 

第 3巻 

pp.27-38 

 

伊藤佳子、川野雅資 

カウンセラーと気分障害患者との会話

を分析し、気分障害患者の自殺念慮への

介入におけるカウンセリング技法の手

法と構造を明確化した。 

本人担当部分：研究の企画、データ収集、

データ分析、考察、文章の執筆の校閲を

行った。         

 

妄想のある慢性期統合失

調症患者への看護カウン

セリング技術ー「言いか

え」における自己修復・他

者修復の関連ー（査読付） 

 

共著 

 

平成 27 年 12

月 

 

精神看護におけるディ

スース分析研究会誌 

第 3巻 

pp.39-46 

 

片山典子、川野雅資 

地域で生活している妄想のある慢性統

合失調症者と専門教育を受けた看護師

の対話場面をデータとして会話分析を

行い、看護師が用いるカウンセリング技

術を明らかにした。本人担当部分：研究

の企画、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆の校閲を行った。       

 

統合失調症患者との看護

面接場面の分析ヒューマ

ニスティックナーシング

を用いてー看護師と患者

の「間」についての一考察

ー（査読付） 

 

共著 

 

平成 27 年 12

月 

 

精神看護におけるディ

スース分析研究会誌 

第 3巻 

pp.47-56 

 

佐々木郁子、川野雅資 

看護面接場面における「間」の存在につ

いて、人間的看護論を用いて会話分析

し、人間的看護論の実践について考察を

行った。本人担当部分：研究の企画、デ

ータ収集、データ分析、考察、文章の執

筆の校閲を行った。         

統合失調症患者とうつ病

患者の看護面における会

話分析の比較ー看護師の

対人間圧力 32 スキルの活

用比較ー（査読付） 

 

共著 

 

平成 27 年 12

月 

 

精神看護におけるディ

スース分析研究会誌 

第 3巻 

pp.57-66 

 

曽谷貴子、日下知子、揚野裕紀子、川野

雅資 

妄想のある統合失調症患者とうつ病の

回復期にある患者との看護面接におけ

る会話を比較し、対人間圧力 32 スキル

の活用状況の特徴を明らかにした。 本

人担当部分：研究の企画、データ収集、

データ分析、考察、文章の執筆の校閲を

行った。         
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

うつ病患者の看護面接場

面の会話分析ークライア

ントの反応からみたセラ

ピストの技法の活用ー（査

読付） 

 

共著 

 

平成 27 年 12

月 

 

精神看護におけるディ

スース分析研究会誌 

第 3巻 

pp.67-76 

 

曽谷貴子、日下知子、揚野裕紀子、川野

雅資 

看護カウンセリングにおけるクライア

ントの会話パターンの特徴を把握し、セ

ラピストのコミュニケーション技法の

活用について考察を行った。 

 

気分障害をもつ患者と看

護師との会話分析ーロイ

適応看護モデルを用いて

ー（査読付） 

 

共著 

 

平成 27 年 12

月 

 

精神看護におけるディ

スース分析研究会誌 

第 3巻 

pp.77-86 

 

安藤満代、川野雅資、日高艶子 

気分障害（うつ病）をもったクライアン

トとの看護カウンセリングの中で、ロイ

適応看護モデルに基づいてどのような

ケアが行われているのか分析・考察を行

った。本人担当部分：データ分析、考察、

文章の執筆の校閲を行った。       

 

テキストマイニグを用い

たセラピストとクライア

ントの会話分析（査読付） 

 

共著 

 

平成 27 年 12

月 

 

精神看護におけるディ

スース分析研究会誌 

第 3巻 

pp.87-94 

 

松浦純平、川野雅資 

統合失調症患者のクライアントとカウ

ンセリング時のセラピストの発語内容

についてテキストマイニグを用いて分

析し、高度実践看護技術の構造化につな

げる基礎研究の一助として、カウンセリ

ング時の特徴を明らかにすることに主

眼に置いた。本人担当部分：研究の企画、

データ収集、データ分析、考察、文章の

執筆の校閲を行った。         

 

わが国の地域在住統合失

調症者における自己管理

の概念構造に関する文献

学的研究（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 3

月 

 

梅花女子大学看護保健

学部紀要  

 

山元恵子、藪脇健司、川野雅資 

統合失調症者が地域で生活することを

可能とする自己管理の概念構造を明確

にした結果，6 つの要素「病名告知を受

け，症状悪化の兆候を自分で察知し，治

療に参加する」，「治療と疾病・服薬・心

理教育を受け，主体的に服薬を継続す

る」，「これからの生き方を明らかにする

ために自分らしさを保持する」，「自分ら

しい生活をするために，自らを統制し，

周囲の環境に適応する 」，「互恵的な関
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

    

係を保つために，ストレス・悲観的な感

情に対処する」，「生活の枠組みを作り，

自信をもって生活することで自分の価

値を実感する」が抽出できた。本人担当

部分：研究の企画の助言、データ分析、

考察、文章の執筆の校閲を行った。 

         

70 Response and results 

to ethical problems by 

psychiatric nurses in 

Japan(日本の精神科看護

の倫理的葛藤に対する反

応と結果)（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 4

月 

 

Archives of 

Psychiatric 

Nursing(30)2016 

527-530 

 

Michiyo Ando, Masashi Kawano 

（130 名の日本人の精神看護師に自由回

答の調査を行い、質的研究方法で分析し

た。その結果「行動しないし変化しない」

「誤りを指摘して傷つく」などの 7つの

カテゴリが抽出された。） 

本人担当部分:研究計画の共同作成、調

査対象の抽出、依頼、論文の校正。 

 

会長講演 

 「会話のもとになるも

の」 

 

単著 

 

平成 28 年 5

月 

 

精神看護におけるディ

スコース分析研究会誌 

第 4巻 

pp.1-2 

 

 

うつ病患者のカウンセリ

ングー回復期と増悪期の

比較ー（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 5

月 

 

精神看護におけるディ

スコース分析研究会誌 

第 4巻 

pp.13-20 

 

野呂幾久子、川野雅資 

うつ病患者のカウンセリング 2 場面の

RIAS を分析を行った。看護師のコミュニ

ケーションの特徴として、増悪期の方が

「情緒的会話」が少なく、「業務的会話」

「患者教育」が多いこと。患者のコミュ

ニケーションの特徴として、増悪期の方

が「社会情緒的会話」が少なく、「業務

的会話」「接続語」が多いこと、「社会的

会話」および「信頼関係の発話」が少な

いことが明らかになった。本人担当部

分：研究の企画、データ収集、データ分

析、考察、文章の執筆を行った。     
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

ロイ看護適応モデルを用

いた自殺念慮を呈する患

者と看護師との会話分析

（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 5

月 

 

精神看護におけるディ

スコース分析研究会誌 

第 4巻 

pp.21-28 

 

安藤満代、川野雅資 

本人担当部分：うつ病の増悪気にあるク

ライアントが自殺を考えている場面で

のカウンセラーの会話をシスター・カリ

スタ・ロイの帝王理論で分析した。研究

の企画、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆の校閲を行った。       

自殺に傾いたクライアン

トへの支援－クライアン

トとセラピストの相互関

係の中で行われる自殺予

防の関わり－（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 5

月 

 

精神看護におけるディ

スコース分析研究会誌 

第 4巻 

pp.29-42 

 

伊藤桂子、川野雅資 

カウンセラーと自殺に傾いたクライア

ントとの会話を分析し、カウンセリング

の相互作用の中で行われる自殺予防の

手法について考察を行った。本人担当部

分：研究の企画、データ収集、データ分

析、考察、文章の執筆の校閲を行った。 

うつ状態の悪化期にある

患者との看護面接場面の

会話分析ーうつ状態の回

復期と悪化期の対人間圧

力 32 スキルの活用比較ー 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 5

月 

 

精神看護におけるディ

スコース分析研究会誌 

第 4巻 

pp.43-50 

 

曽谷貴子、日下知子、川野雅資 

うつ状態の悪化時にある患者との看護

面接場面を会話分析することにより、症

状の悪化時にどのようにコミュニケー

ション技術を活用し、看護面接を行って

いるのかを分析・考察した。また、先行

研究のうつ病の回復期の看護面接での

対人間圧力 32 スキルとの比較を行い病

状に違いによるコミュニケーション技

術の特徴を明らかにした。本人担当部

分：研究の企画、データ収集、データ分

析、考察、文章の執筆の校閲を行った。 

テキストマイニングによ

るうつ病の患者とカウン

セラーとの会話分析（査読

付） 

 

共著 

 

平成 28 年 5

月 

 

精神看護におけるディ

スコース分析研究会誌 

第 4巻 

pp.51-66 

 

上野栄一、川野雅資 

うつ病患者とカウンセラーの両者の会

話の特徴を明らかにすることを目的と

し、会話の中で出現する沈黙に注目し、

カウンセラーとクライアントのコミュ

ニケーションの特徴をテキストマイニ

ングソフト Studio®を用いて、単語頻度

解釈、係り受け頻度解釈、共起分析し、

考察を行った。本人担当部分：研究の企

画、データ収集、データ分析、考察、文

章の執筆の校閲を行った。        
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

テキストマイニングを用

いたうつ病患者へのカウ

ンセリング時の会話分析 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 5

月 

 

精神看護におけるディ

スコース分析研究会誌 

第 4巻 

pp.67-74 

 

松浦純平、川野雅資 

カウンセリングを定期的に受けている

うつ病患者と看護師との会話内容から

逐語録を作成し、計量テキスト分析ソフ

ト KH Coder を用いて、記述統計、階層

的クラスター解析、共起関係ネットワー

ク分類、多次元尺度法を実施。熟練セラ

ピストとうつ病患者とのカウンセリン

グ場面の会話分析から、セラピストのカ

ウンセリングにおける特徴を明らかに

した。本人担当部分：研究の企画、デー

タ収集、データ分析、考察、文章の執筆

の校閲を行った。         

看護学生の精神科患者へ

の関わりに関する研究ー

模擬患者を用いたシュミ

レーションのディスコー

ス分析（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 5

月 

 

精神看護におけるディ

スコース分析研究会誌 

第 4巻 

pp.75-89 

 

山元恵子、伊藤桂子、村上茂、川野雅資 

看護学生と統合失調症模擬患者との対

話場面で、両者間で何が起こっているの

かを文脈の中で分析し、学生の内面的な

変化を促すための効果的な学生指導の

あり方を検証した。本人担当部分：研究

の企画、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆の校閲を行った。       

Relationships among 

moral distress, sense of 

coherence, and job 

satisfaction of Japanese 

psychiatric nurses.(日本

における精神看護師の倫

理的葛藤と職業満足度の

関連)（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 8

月 

 

Nursing Ethics 

ページなし 

 

Michiyo Ando ,Masashi Kawano 

精神科勤務の看護師を対象として、倫理

的悩み、首尾一貫感覚、職業満足度との

関連について調べ、職業満足度には倫理

的悩みと首尾一貫感覚の下位尺度が強

く影響していることが示された。 

本人担当部分：研究の企画、データ収集、

データ分析、考察、文章の校閲を行った。 

 

Association between 

moral Distress and job 

satisfaction of Japanese 

psychiatric nurses(日本

の精神科看護師の倫理的

葛藤と職業満足度の関連)

（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 

 

Asian/Pacific Island 

Nursing Journal 

Volume 1, Issue 2 

(2016) 

55-60 

 

Michiyo Ando ,Masashi Kawano 

上記の論文の 2次的分析として、倫理的

悩みと職業満足度の下位尺度との関連

について相関分析によって明らかにし

た。本人担当部分：研究の企画、データ

収集、データ分析、考察、文章の校閲を

行った。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

会長講演 

臨床精神看護学研究会 

 

単著 

 

平成 29 年 11

月 

 

第 2 回臨床精神看護学

研究会誌 

 

p.1 Evidence Based Practice と

Practice Based Evisence を比較しなが

ら、臨床の知を実践のモデルにする意義

を述べた。 

 

長期入院患者のアパート

への退院支援 

 

単著 

 

平成 29 年 11

月 

 

第 2 回臨床精神看護学

研究会誌 

 

p.29-30 アパートを建築し、大家さんと

病院との橋渡しをして長期入院患者4名

の退院を支援した実践を報告した。そこ

で必要なのは、丁寧なアセスメントと患

者の状態に合わせた入院中からの支援

であった。 

 

長期入院患者の退院後の

食事会を通した支援 

 

共著 

 

平成 29 年 11

月 

 

第 2 回臨床精神看護学

研究会誌 

 

p.31-33 共同研究者:柳田崇姉、川野雅

資、伊藤桂子 

長期入院患者 4 名が退院した後に毎月 1

回大家さんと病院スタッフ、ボランティ

アが集まって食事会をすることで支援

を続けた。次第に温泉旅行、クルージン

グ、ホテルのレストランでの食事会など

を取り入れて支援した実践を報告した。

支えることとささえられることが成り

立つ関係が重要であることが分かった。

本人担当部分:研究計画の立案、プログ

ラムの実施、評価、文章の校閲 

 

A2 病棟における心理教育

の工夫と効果会長講演 

臨床精神看護学研究会 

 

共著 

 

平成 29 年 11

月 

 

第 2 回臨床精神看護学

研究会（兵庫） 

 

p.60-64 共同研究者:知念史子、大西恵、

川野雅資、谷村美夏、濱岡景子、山本賢

一、前田綾奈 

入院中の長期入院患者に対して心理教

育を実践した。これまでの体験から、プ

ログラムを隔週で行い、スタッフの力量

を高めることを隔週で取り入れる、とい

う工夫を行い、その効果を検討した。本

人担当部分:研究計画の立案、プログラ

ムの実施、評価、文章の校閲 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

TIC 研修における看護師等

への意識調査ー看護実践

の土台となるものー(査読

付) 

 

共著 

 

平成 29 年 11

月 

 

第 2 回臨床精神看護学

研究会誌 

 

p.85-95 共同研究者:山元恵子、徳永薫、

山之内優子、川野雅資 

TIC の研修に参加した対象者に任意でア

ンケートを配布し、その結果を質的統合

法で分析した。その結果、全人的かかわ

り、わかる説明、神対応、患者視点のケ

ア、強制しないケア、TIC 理念の浸透と

いう 6要素が抽出れた。この事を報告し

た。本人担当部分:研究計画の助言、デ

ータ収集、文章の校閲 

 

集中治療室におけるケア

リングエレメントの探求- 

 

共著 

 

平成 21 年 1

月 

 

臨床看護 

35(7) 

pp.1097-1108 

 

患者・看護師の捉える「ケア」「こころ」

からケアリングをみつけるという視点

から執筆を行った。田中綾子、川野雅資 

 

精神臨床看護検討レポー

ト（case11） 

 

共著 

 

平成 21 年 2

月 

 

臨床看護 

36 巻 3 号 

pp.370-373 

 

共著者：掛川葉子、佐々木喜代、伊藤英

明、川野雅資 

精神科訪問看護の現状と課題を、精神科

訪問看護を利用する患者と家族を対象

に実施したアンケート調査から検討し

た。本人担当分：資料の分析・考察・文

章の執筆を行った。 

児童・思春期精神医療を支

える地域ネットワークを

考える 

 

共著 

 

平成 21 年 6

月 

 

小児看護 

32(9) 

pp.1239-1242 

 

特集 児童・思春期精神看護の臨床実

践・荻典子、佐々木郁子、川野雅資 本

人担当分：資料の分析・考察・文章の執

筆を行った。 

 

精神臨床看護検討レポー

ト(case 4) 

 

共著 

 

平成 22 年 3

月 

 

臨床看護 

35 巻 5 号 

pp.811-815 

 

共著者：一ノ山隆司、舟崎起代子、川野

雅資患者の安寧は看護師の言葉だけで

はない」ことの経験知--自己の癒し体験

をケアに生かすケアリングを検討した。

本人担当分：資の分析・考察・文章の執

筆を行った。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

精神臨床看護検討レポー

ト(case 6) 

 

共著 

 

平成 22 年 4

月 

 

臨床看護 

35 巻 9 号 

pp.1394-1399 

 

共著者：千英樹、一ノ山隆司、川野雅資 

統合失調症患者の誰にも表現すること

のできない心の叫びに対する援助;大声

で叫べる空間を提供することの検討を

した。本人担当分：資の分析・考察・文

章の執筆を行った。 

 

イギリスにおける地域精

神医療の最新動向 

 

共著 

 

平成 22 年 5

月 

 

インターナショナルナ

ーシング・レビュー  

日本看護協会出版会 

34(5) 

pp.102-107 

 

共著者：川野雅資、片山典子 本人担当

分：資料の分析・考察・文章の執筆を行

った。英国における地域精神医療の実際

を見聞して、様々な対象と状態に応じた

チームの活動の実際を紹介する。 

 

精神臨床看護検討レポー

ト(case 15) 

 

共著 

 

平成 22 年 8

月 

 

臨床看護 

36 巻 10 号 

pp.1350-1355 

 

共著者：渡辺富美子、一ノ山隆司、川野

雅資著しい視力・聴力低下をともなった

高齢のアルコール精神病患者への看護

の検討。 本人担当分：資料の分析・考

察・文章の執筆を行った。 

 

地域精神保健のための教

育と訓練 (特集 地域精神

科医療に取り組む) 

 

単著 

 

平成 22 年 9

月 

 

精神科 17(3)  

pp.291-294  

 

地域精神保健を推進するために必要な

連携を狩る看護師の教育と訓練の手法

を解説する。 

 

世界へ飛ぶ精神科看護師 

イギリスの「地域精神科看

護師」とは 

 

共著 

 

平成 23 年 5

月 

 

精神看護 14(6),  

pp.55-58, 

 

共著者：川野雅資、片山典子 本人担当

分：資料の分析・考察・文章の執筆を行

った。英国研修で学んだ地域精神看護師

の教育内容と、活動の実際を紹介する。 

 

ハワイ州における地域精

神看護 

 

共著 

 

平成 23 年 11

月 

 

月 刊 ナ ー シ ン グ 

32(10), pp.101-103, 

 

共著者：川野雅資、緑川綾 本人担当

分：資料の分析・考察・文章の執筆を行

った。ハワイ州の精神科病院・病棟であ

るクイーンズメディカルセンター、カヒ

モハラの精神看護の実際を報告する。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

ロールプレイングを用い

たコミュニケーション教

育 (特集 コミュニケーシ

ョン力を育む : 実習前に

教員としてできること) 

 

共著 

 

平成 24 年 9

月 

 

看護教育 53(10),  

pp.844-849 

 

共著者：川野雅資、石川純子 本人担当

分：教育方法の開発、実施を行い、デー

タの分析・考察・文章の執筆を行った。

学生のコミュニケーション技術向上の

ためにロールプレイングを用いた教育

を行った結果をまとめた。教室内学習と

して演習で身に付けられる技術に関し

て検討を加えた。 

 

書評 『看護学生のための

クリティカルシンキング

と書き方－基本的な考え

方と活用』 

 

単著 

 

平成 24 年 10

月 

 

看護実践の科学 

39(5)pp.84 

 

監訳者の神郡博先生の依頼を受け、看護

師の職業的 3 つの技能「クリティカルシ

ンキング、振り返ること、書くことを高

める充実した内容の書籍とした。 

 

欧米での精神看護研修

(01)ハワイ州の精神看護

の領域で活躍するCNSおよ

び APRN( 上 級 実 践 看 護

師)(その 1)Mr. Charles 

St. Louis  

単著 

 

平成 26 年 5

月 

 

看護実践の科学 39(11) 

pp.74-77  

 

ハワイ州の精神看護の領域でCNSおよび

APRN(上級実践看護師)として活躍して

いる、 Charles St. Louis （チャール

ズ・セントルイスさん）の看護実践と The 

Queen's Medical Center の児童・思春期

病棟の看護を報告した。 

欧米での精神看護研修

(02)ハワイ州の精神看護

の領域で活躍するCNSおよ

び APRN( 上 級 実 践 看 護

師 )( そ の 2)Ms. Connie 

Mitchell  

 

単著 

 

平成 26 年 10

月 

 

看護実践の科学 39(12) 

pp.70-74  

 

ハワイ州のホームレスの人のシェルタ

ーThe Institute for Family Enrichment 

(TIFFE)で施設長をしている精神科専門

看護師、Ms.Connie Mitchell（コニー・

ミッチェルさん）の看護実践と TIFFE の

取り組み、コニーさんが行っているホー

ムレスの人の診断と治療計画アセスメ

ント（ASAM PPC Dimensions:American 

Society of Addiction Medicine, 

Patient Placement Criteria を紹介し

た。 

 

欧米での精神看護研修

(03)ハワイ州の精神看護

の領域で活躍するCNSおよ

び APRN( 上 級 実 践 看 護

師 )( そ の 3)Joseph 

Giovannoni  

単著 

 

平成 26 年 11

月 

 

看護実践の科学 39(13) 

pp.56-59 

 

開業看護師として性犯罪者の治療を行

いながら、ジーンワトソン博士と共に世

界中のヒューマン・ケアリングの講演に

取り組んでいる Joseph Giovannoni （ジ

ョセフ・ジオバノーさん）博士の看護実

践を紹介した。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

精神科臨床評価マニュア

ル[2016 年版] 

 

単著 

 
平成 26 年 12

月 

 

アークメディア 

全 631 頁 

 

依頼されて「ケアとアウトカム」

（pp.585-596）について記述した。著

者：「臨床精神医学」編集委員会 医療

の質を評価する必要性と意義について

論説し、有効な評価尺度して、筆者が翻

訳した Perception of Care を紹介し、

併せて、HCI と PSI を紹介した。これら

の評価尺度の使用方法と限界を解説し

た。                 

欧米での精神看護研修

(04)ハワイ州の精神看護

の領域で活躍するCNSおよ

び APRN( 上 級 実 践 看 護

師 )( そ の 4)Mr. Wailua 

Brandman  

 

単著 

 
平成 27 年 1

月 

 

看護実践の科学 40(1) 

pp.56-60 

 

ハワイ州の精神看護の領域でナースプ

ラクティショナーとして活躍している

Mr. Wailua Brandman （ワイルワ・ブラ

ンドマンさん）が、実践以外にどのよう

なことを行っているのか、精神科でどの

ような実践を行っているのか、実践して

いることの治療的背景、技法、信念には

どのようなものがあるのかについて紹

介した。 

欧米での精神看護研修

(05)ハワイ州の精神看護

の領域で活躍するCNSおよ

び APRN( 上 級 実 践 看 護

師)(その 5)Mr. Michael 

Palazzo  

単著 平成 27 年 1

月 

 

看護実践の科学 40(2) 

pp.68-72  

 

ハワイ州の精神看護の領域でCNSおよび

APRN(上級実践看護師)として活躍して

いる、Mr. Michael Palazzo（マイケル・

パラゾさん）の開業看護師としての実

践、米国の保険支払い制度、今後の精神

看護についての考えを報告した。 

欧米での精神看護研修

(06)ハワイ州の精神看護

の領域で活躍するCNSおよ

び APRN( 上 級 実 践 看 護

師)(その 6)Ms. Christine  

 

単著 平成 27 年 2

月 

 

看護実践の科学 40(3) 

pp.66-71 

 

非営利団体の精神科病院 Kahi Mohara 

Behavioral Healh で取り組まれている

治療プログラム（急性期児童プログラ

ム・レジデンス型児童治療プログラム・

急性期成人治療プログラム・思春期部分

入院プログラム・摂食障害サービス・ECT

サービス・Ropes プログラム）、同病院で

CNSおよびAPRNとして人材開発コーデネ

ー タ ー と し て 活 躍 し て い る 、 Ms. 

Christine Mathuura（クリスティーン・

マツウラさん）の人材開発教育実践につ

いて報告した。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

欧米での精神看護研修

(07)ハワイ州の精神看護

の領域で活躍するCNSおよ

び APRN(上級 実践看護

師 )( そ の 7)Mary Jane 

Amundson  

 

単著 

 
平成 27 年 3

月 

 

看護実践の科学 

40(4) 

pp.44-47 

 

子ども、家族、地域に対して訓練、教育、

相談、治療を行い、個人、家族、地域の

質の向上及び専門家の育成に力を注い

で い る 「 The Institute for Family 

Enrichment (TIFFE)」のプログラム、同

施設の設立、運営に携わってきたハワイ

大学看護学部・精神看護学教授 Mary 

Jane Amundson（メアリー・ジェーン・

アマンソン）博士看護実践について報告

した。 

 

欧米での精神看護研修

(08)英国の精神看護 : 実

践 と 研 究  Mr. Michael 

Coffey  

 

単著 

 
平成 27 年 4

月 

 

看護実践の科学 

40(5)pp.44-48 

 

ウェールズの精神看護について、臨床の

場と教育に焦点を当てて報告した。 

Swansea University 准教授 Michael 

Coffey 博士が共同責任者として携わる

大 学 院 終 了 後 の 認 定 プ ロ グ ラ ム 

Approved Mental Health Professional

（AMHP）の教育内容、非合意入院の判断

方法の変化と AMHP 導入の背景、精神科

医および GP(家庭医）と AMHP との連携に

ついてまとめた。 

 

寄り添う看護 : 看護師の

対話力 

 

単著 

 
平成 27 年 5

月 

 

看護実践の科学 

40(5)pp62-74 

 

寄り添う看護とは、患者様と家族の気持

ちに寄り添い、さらに必要なケアを実践

することである。寄り添う看護と添えて

いない看護の違いについて、入院患者様

が体験した具体例の幾つかを紹介した。 

欧米での精神看護研修

(09)英国の精神看護 : 実

践 と 研 究 ( そ の 2)DPP 

(DProf) Program  

 

単著 

 
平成 27 年 5

月 

 

看護実践の科学 

40(6) pp.54-59 

 

英国 Swansea University の Doctor of 

Professional Practice(DPP,専門実践者

博士；通称 Dprof)課程の内容と Michael 

Coffey（マイケル・コフィ）博士が受け

持つ博士課程の大学院生について紹介

した。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

欧米での精神看護研修

(10)英国の精神看護 : 

Michael Coffey博士を招聘

して(その 1) 

 

単著 

 
平成 27 年 6

月 

 

看護実践の科学 40(8) 

pp.70-74 

 

2015 年に日本に招聘した Michael 

Coffey（マイケル・コフィ）博士の 3つ

の特別講演（有馬高原病院・東京女子医

科大学看護職キャリア支援センター・第

4 回日本地域連携精神看護研究会）の要

点 を 紹 介 し た 。 

（英国の精神看護，英国の地域精神看護

師，ケアコーデネーション，研究からみ

た地域精神保健チーム活動，研究からみ

た認定精神保健専門職） 

 

欧米での精神看護研修

(11)英国の精神看護 : 

Michael Coffey博士を招聘

して(その 2)  

 

単著 平成 27 年 7

月 

 

看護実践の科学 

40(9) pp.56-60 

 

前号に引き続き、2015 年に日本に招聘し

た Michael Coffey（マイケル・コフィ）

博士の特別講演（有馬高原病院）の要点

を紹介した。 

 

43 修(12)コロラド州で

の精神看護 Michael E. 

Galbraith 博士  

 

単著 平成 27 年 8

月 

 

看護実践の科学 

40(10) pp.40-44 

 

筆者が 10 年以上交流を続けている、コ

ロラド大学の Michael E. Galbraith 博

士から伺った、コロラド州の精神看護に

ついて紹介した。（コロラド州の精神医

療に係る人材，対人関係と現代の精神看

護，ホームレス，地域でのフォローアッ

プ） 

欧米での精神看護研修

(13)ヒューマンケアリン

グ : Dr. Jean Watson  

 

単著 

 
平成 27 年 9

月 

 

看護実践の科学 

40(11)pp.58-61 

 

コロラド大学 Jean Watson（ジーン・ワ

トソン）博士に伺った、精神看護とヒュ

ーマンケアリングのお話をワトソン博

士が話された言葉で紹介した。（ヒュー

マンケリング，個人的体験とヒューマン

ケアリング，エクササイズ） 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

欧米での精神看護研修

(14)高齢者サービスを提

供するカハラ・ヌイを訪ね

て  

 

単著 平成 27 年 10

月 

 

看護実践の科学 

40(12)pp.36-40 

 

ハワイの Kahala（カハラ）にある、

Hi'olani Care Center in Kahala Nui（ヒ

オラニアケアセンター；通称、カハラヌ

イ）で提供されている 3 つのサービス

（Assisting Living ;手助け付住居，

Memory Support; 認 知 の 支 援 ，

Comprehensive Nursing;包括的看護）に

ついて報告した。 

 

Understanding the Mind of 

Mentally Handicapped 

Persons about Returning 

from Hospital to the 

Community （精神障がい

者が病院から地域へ移行

する思いの理解） 

 

共著 

 
平成 27 年 11

月 

 

インターナショナル

nursing care research 

14(1) pp.81-88 

 

共著者:安藤満代、川野雅資、谷多江子 

本人担当部分:研究の計画、研究方法の

検討、論文の記述と監修を行った。研究

内容は、精神障がい者が病院から地域へ

移行することを看護師が支援するため

に、1）患者が大切にしていること、2）

地域への移行が意味すること、3）今後

の希望、について明らかにすることであ

った。13 名の精神障がい者が質問に対し

て回答した。「大切なこと」は，【病気の

コントロールと健康維持】，【人間関係を

良好に保つこと】，【自分を認めてくれる

人の存在】，【生活を上手くしていくため

の技術】，【人生を楽しむこと】，【自己の

成長】であった。「病院から地域に移行

することの意味」として【仕事をするこ

と】，【自宅に戻って生活をすること】，

【病院生活の継続】，【地域への移行の障

害】，【居住地に関係なし】であった。さ

らに「今後の希望」は、【病気の治癒と

健康維持】，【社会参加と就労】，【他者の

負担の軽減】，【人生を楽しむこと】，【他

者からの評価】であった。地域への移行

を促進するためには、看護師が、患者が

大切にしていること、移行への思い、今

後の希望を理解し、患者のもっている強

さを支援することが有効な一つの方法

と考えられる。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

欧米での精神看護研修

(15)カヒ・モハラで行なう

軍人の PTSD 治療の CPT  

 

単著 平成 27 年 12

月 

 

看護実践の科学 40(13) 

pp.46-52 

 

ハワイの精神科病院 Kahi Mohara 

Behavioral Healh で取り組まれている

治療方法の 1 つである CPT（認知処理方

法）について紹介した。 

 

欧米での精神看護研修

(16)Trauma Informed 

Care(トラウマ・インフォ

ームド・ケア)  

単著 平成 28 年 1

月 

 

看 護 実 践 の 科 学 

41(1)pp.52-59 

 

Sutter Health Kahi Mohara で取り組ま

れている rauma Informed Care(トラウ

マ・インフォームド・ケア) について報

告した。 

イギリスの入院精神看護

を訪ねて 

 

共著 平成 28 年 1

月 

 

看護 

67（1）pp99-103 

 

 

川野雅資、佐々木愛、川野良子  地域

精神看護の「先駆的地域」と言われるイ

ギリスでの精神看護研修・視察を、入院

精神看護に焦点を当て、精神看護におい

て重要なファクターとなる「喫煙」の事

情を加え報告した。本人担当分：資料の

分析・考察・文章の執筆を行った。 

 

欧米での精神看護研修(最

終回)欧米の精神看護研修

での学び 

 

単著 平成 28 年 2

月 

 

看 護 実 践 の 科 学  

41(2)pp.71-76 

 

海外研修での学びの最終回として、海外

から学ぶことの利点について総説した。

ポイントは、分かりやすい、気づきやす

い、臨床に応用できる、自分の研究のヒ

ントになる、模倣したくなる、取り入れ

たくなる、ことをまとめた。何回同じこ

とを聴いても、その都度理解できること

が異なるので、新鮮であった、という気

づきを報告した。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

カウンセラーの視点 

 

単著 

 

平成 28 年 2

月 

 

看護実践の科学 

41(4) 

pp. 6-12 

 

精神保健上の課題や困難を抱える児童

思春期の子どもたち（クライアント）が、

どのようなことを体験しているのか、何

を感じているのか、どのように考え、知

覚しているのかについて、看護カウンセ

リングの経験から紹介し、成長発達の視

点から検討した。また、現在わが国にあ

る児童思春期のサービス提供に係る機

能と活動についてふれた。 

 

トラウマインフォームド

ケアとは何か? 

 

単著 

 

平成 29 年 2

月 

 

精神科看護   

44 通巻 293 号  

2,2017 

 pp.004-016    

 

トラウマインフォームドケアの定義、海

外の文献、トラウマインフォームドケア

が生じた背景、トラウマインフォームド

ケアと非トラウマインフォームドケア

の対比を、これまでの研修、講演、文献

検索から理解した事をまとめた。 

 

トラウマインフォームド

ケア 

 

単著 

 

平成 29 年 6

月 

 

精神科看護 

44 通巻 297 号 6.2017 

pp025-032 

 

トラウマインフォームドケアの定義、3

つの E、4つの R、6つの原理について、

例示して詳説した。 

 

トラウマインフォームド

ケア 

 

単著 

 

平成 29 年 7

月 

 

精神科看護 

44 通巻 298 号 7.2017 

pp041-050 

 

トラウマインフォームドケアの 10 のガ

イダンスについて記述し、海外のトラウ

マインフォームドケアに係る研究報告

を紹介した。 

 

トラウマインフォームド

ケア 

 

単著 

 

平成 29 年 8

月 

 

精神科看護 

44 通巻 299 号 8.2017 

pp048-051 

 

トラウマ体験をすることで、被る侵入症

状、陰性気分、解離症状、回避症状、覚

醒症状、そして社会面の影響について詳

述した。 

 

トラウマインフォームド

ケア 

 

単著 

 

平成 29 年 9

月 

 

精神科看護 

44 通巻 300 号 9.2017 

pp042-047 

 

 

トラウマインフォームドケアとトラウ

マインフォームドでないケア(Non-TIC)

の具体例を提示し、トラウマインフォー

ムドケアに必要な感性を醸成する区題

的な方法とその反応を記述した。 
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単著・ 
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発行又は 
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又は発表学会等の名称 
概        要 

（その他②）－研究報告書     

精神看護における癒しと

ケアリング効果の有効性

に関する研究 

 

― 

 

平成 20 年 11

月 

 

第 28 回日本看護科学学

会学術集会講演集 

（福岡） 

 

明神一浩、一ノ山隆司、上野栄一、 川

野雅資 

本人担当分：ケアリングの定義を提示

し、癒しとの関係性に関する考察・文章

の執筆を行った。 

 

Japanese Concept ofAmae 

日本の概念「甘え」 

 

― 

 
平成 21 年 8

月 

 

The First East West 

Nursing Conference, 

Honolulu 

 

甘え理論の看護婦－患者関係への応用。 

 

精神障がい者を支える家

族の負担 

 

― 

 
平成 21 年 11

月 

 

第 29 回日本看護科学学

会学術集会講演集  

(福岡） 

 

一ノ山隆司、舟崎起代子、明神一浩、 上

野栄一、川野雅資.pp.501 

本人担当分：共同研究者として家族が抱

える負担感の分析・考察・文章の執筆を

行った。 

 

会長講演「グローバルに学

んで、グローカルに展開す

る」 

 

― 平成 21 年 11

月 

 

第 2 回日本地域連携精

神看護学研究会 

東京慈恵会医科大学 

（東京） 

 

会長として、地域連携に重要なグローバ

ルな視点と同時に地域の特性を把握し

たグローカルな視点の重要性を論じた。 

 

神奈川県における児童、青

年精神医療の連携で看護

師の役割を考える 

 

― 平成 21 年 12

月 

 

第 2 回日本地域連携精

神看護学研究会 

東京慈恵会医科大学 

（東京） 

 

編 者：川野雅資 編集協力者：片山典

子 

著 者：佐々木郁子、川野雅資、山根美

智子、久保恭子、アリマ美乃里、佐藤和

子、鈴木実、田崎千恵子、土谷朋子、寺

島和子、萩典子、一ノ山隆司、村上満 

神奈川県における児童、青年期精神医療

の実態と、連携形成に関する調査を行

い、現状を明確にした。本人担当部分：

研究の企画、調査用紙の作成、データ収

集、データ分析、考察、文章の執筆を行

った。           
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就労支援としての職業能

力開発校での訓練を受け

た精神障がい者の心理面

と必要とされる支援 

 

― 平成 21 年 12

月 

 

第 30 回日本看護科学学

会学術集会講演集 

(東京） 

 

安藤満代、長尾秀美、川野雅資.pp.280、

能力開発校を利用する精神障がい者に

調査をして、必要とされる支援を明らか

にした。本人担当分：共同研究者として

データ分析結果の検討、考察・文章の検

討を行った。 

 

精神科看護師のケアリン

グ実践に関する研究(第 2

報) 個人の内的過程に焦

点をあ 

 

― 平成 22 年 12

月 

 

第 30 回日本看護科学学

会学術集会講演集 

(東京） 

 

石川純子、川野雅資、pp.549、東京.本

人担当分：精神科で働く看護師にインタ

ビューを行い、その看護師の生育過程の

中から、現在どのようなケアリングの要

素が生まれたのかについて分析した。共

同研究者としてデータの分析・考察・文

章の検討を行った。 

 

会長講演 「精神科早期介

入と連携の実際と課題」 

 

― 平成 22 年 12

月 

 

第 3 回日本地域連携精

神看護学研究会 

東京慈恵会医科大学 

（東京） 

 

事例に基づいた地域の立場からみた早

期治療における連携の実際の報告、課題

の明確化と今後の方策提案。 

 

タイ王国の地域連携精神

看護－タイにおける精神

保健福祉と農村部の現状

報告 

 

― 平成 22 年 12

月 

 

第 3 回日本地域連携精

神看護学研究会 

東京慈恵会医科大学 

（東京） 

 

共著者：揚野裕紀子、中田涼子、片山典

子、川野雅資、櫻井尚子、塩月玲奈、朝

倉真奈美  退院後の患者は全員が働

いていると言うタイにおける、精神科病

院、医療機関、医療従事者、精神障がい

者の生活を支える制度、法律、予算、農

村部に暮らす精神障がい者の生活から、

地域精神医療の実際を学ぶことを目的

に視察を実施。精神保健福祉と農村部の

現状を報告した。本人担当部分：研究の

企画、調査用紙の作成、データ収集、デ

ータ分析、考察、文章の執筆を行った。 

 

看護－43



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

統合失調症患者の退院準

備期におけるセルフマネ

ジメント退院準備用紙の

作成から活用まで 

 

― 

 

 

平成 22 年 12

月 

 

第 3 回日本地域連携精

神看護学研究会 

東京慈恵会医科大学 

（東京） 

 

共著者：寺田祐治、一ノ山隆司、舟崎起

代 子 、 上 野 栄 一 、 川 野 雅 資 

患者と看護師が共同で作成した退院準

備用紙を活用し、統合失調症患者の退院

準備期におけるセルフマネジメントの

維持・促進を支える援助過程で、患者の

自己および自己を取り巻く現実に関す

る認識が改善されたかを明らかにした。

本人担当部分：データ収集、データ分析、

考察、文章の校閲を行った。 

 

がん患者サロンに対する

患者会会員の認識と課題 

 

― 平成 22 年 12

月 

 

第 3 回日本地域連携精

神看護学研究会 

東京慈恵会医科大学 

（東京） 

 

共著者：松浦純平、一ノ山隆司、上野栄

一、京谷和哉、植木健康、川野雅資 

自記式無記名質問紙調査を用いて、A 県

内に本拠地があるがん患者会員が考え

るサロンに対する認識および現状を明

らかにした。本人担当部分：データ収集、

データ分析、考察、文章の校閲を行った。 

長期入院患者の退院支援

に関する看護師の意識調

査－看護師へのインタビ

ュー分析からの課題－ 

 

― 平成 22 年 12

月 

 

第 3 回日本地域連携精

神看護学研究会 

東京慈恵会医科大学 

（東京） 

 

明神一浩、前川哲弥、森下憂一、一ノ山

隆司、上野栄一、川野雅資 

精神科看護歴が 10 年以上ある看護師に

インタービューを実施し、質的帰納的記

述研究を行い、長期入院患者の退院支援

において看護師が抱える課題を明らか

にした。本人担当部分：データ収集、デ

ータ分析、考察、文章の校閲を行った。 

 

カウンセリングの治療的

意味に関する研究 統合

失調症患者のカウンセリ

ングにおける治療関係と

認知の変容への働きかけ 

 

― 平成 22 年 12

月 

 

第 1 回精神看護ディス

コース研究会 

東京慈恵会医科大学 

（東京） 

 

伊藤佳子、川野雅資 

カウンセリングの場面を録音・録画し、

クライアントの非合理的信念の変容は、

セラピストのどのような介入によって

促進されているのかを明らかにし、継続

するカウンセリングの中でセラピスト

とクライアントの間にはどのような相

互作用があるのか考察を行った。本人担

当部分：研究の企画、データ収集、デー

タ分析、考察、文章の執筆の校閲を行っ

た。 

看護－44



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

統合失聴症患者の会話分

析－妄想に対する治療的

かかわりに焦点を当てて

－第1報 会話レベルによ

る分析 

 

― 平成 24 年 3

月 

 

第 1 回精神看護ディス

コース研究会 

東京慈恵会医科大学 

（東京） 

 

揚野裕紀子、曽谷貴子、日下知子、川野

雅資 

研究は、専門教育を受けた看護師が行っ

ている妄想に対する看護場面面接を、

「会話レベル」を用いて分析を行い、精

神障がいをもつ患者にとって、どのよう

なカウンセリング技法が有効であるの

か考察を行った。本人担当部分：研究の

企画、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆の校閲を行った。 

 

統合失調症患者の会話分

析－妄想に対応する治療

的かかわりに焦点を当て

て－第2報 対人間圧力と

フレーム対応による分析 

 

― 平成 24 年 3

月 

 

第 1 回精神看護ディス

コース研究会 

東京慈恵会医科大学 

（東京） 

 

曽谷貴子、日下知子、揚野裕紀子、川野

雅資 

専門教育を受けた看護師が行っている

妄想に対する看護場面面接を、ジェーム

ズ・F・T・ブーゲンダール：「サイコセ

ラピストの意識的対話の影響を示す『対

人閒の圧力』と問題の焦点化を目指す

『フレーム（構図）の対応』を用いて分

析・解釈を行った。本人担当部分：研究

の企画、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆の校閲を行った。       

 

統合失調症患者との看護

面接の場面の分析 

－スピリチュアリティに

焦点をあてて－ 

 

― 平成 24 年 3

月 

 

第 1 回精神看護ディス

コース研究会 

東京慈恵会医科大学 

（東京） 

 

安藤満代、川野雅資 

精神看護の専門教育を受けた看護師が

行っている看護面接において、どのよう

なスピリチュアリティ向上に関する内

容があるのかを明らかにするために、村

田のスピリチュアル・カウンセリングシ

ートを用いて分析・考察を行った。本人

担当部分：研究の企画、データ収集、デ

ータ分析、考察、文章の執筆の校閲を行

った。         

 

看護－45



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

慢性期統合失調症者の地

域生活を支える看護カウ

ンセリング技術 

 

― 平成 24 年 3

月 

 

第 1 回精神看護ディス

コース研究会 

東京慈恵会医科大学 

（東京） 

 

片山典子、一ノ山隆司、川野雅資 

専門教育を受けた看護師と慢性統合失

調症のクライアントの間におこる会話

場面を、環境要因も含めて分析を行い、

看護師が用いているカウンセリング技

術を明らかにした。  本人担当部分：

研究の企画、データ収集、データ分析、

考察、文章の執筆の校閲を行った。   

 

看護の視点から見た性同

一性障害の文献検討 

 

― 平成 24 年 3

月 

 

第 38 回日本看護研究学

会学術集会 

（宜野湾） 

 

佐々木愛、川野雅資 性同一性障害の人

が入院時に体験する様々な感情に関す

る文献を調査した。本人担当分：研究計

画の助言、データ分析、考察の助言、文

章の校閲を行った。 

 

夫婦の語りからみたうつ

病による休職から職場復

帰までの支えとなった事

柄 

 

― 平成 24 年 7

月 

 

第 44 回日本看護学会 

精神看護学術集会 

（群馬） 

 

塩月玲奈、川野雅資 うつ病患者の夫婦

療法を実践した記録か、発症から社会復

帰までの経過を分析した。本人担当分：

研究計画の立案、データ分析、考察を行

い、文章の校閲を行った。 

 

講会長演 

ディスコース研究から見

えてくるもの 

 

― 平成 25 年 9

月 

 

第 2 回精神看護ディス

コース研究会 

山陽学園大学 

（岡山）    

 

妄想に支配されているクライアントへ

のサイコセラピー、気分障害（うつ病）

のクライアントが徐々に仕事復帰する

段階のセラピストのカウンセリング技

術の考察を行った。 

 

看護－46



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

うつ病および統合失調症

患者と看護師の会話の

RIAS による分析 

 

― 平成 25 年 9

月 

 

第 2 回精神看護ディス

コース研究会 

山陽学園大学 

（岡山）    

 

野呂幾久子、川野雅資 

3 つの実際のカウンセリング場面の会話

を RIAS で分析し、その結果からコミュ

ニケーションの特徴について考察する

ことを試みた。本人担当部分：研究の企

画、データ収集、データ分析、考察、文

章の執筆を行った。  

 

テキストマイニングによ

るカンセラーとクライエ

ントの会話の特徴 

 

― 平成 25 年 9

月 

 

第 2 回精神看護ディス

コース研究会 

山陽学園大学 

（岡山）    

 

上野栄一、川野雅資 

カウンセリングの場面についてカウン

セラーとクライアントの会話内容をテ

キストマイニングを用いて分析し、会話

の特徴を明らかにするとともに、クライ

アントとカウンセラーの会話をテキス

トマイニングで分析することの妥当性

の検証を行った。本人担当部分：研究の

企画、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆の校閲を行った。       

 

カウンセリングにおける

コミュニケーション技術

の構造と手法  気分障

害患者の認知バイアスへ

の介入場面の分析 

 

― 平成 25 年 9

月 

 

第 2 回精神看護ディス

コース研究会 

山陽学園大学 

（岡山）    

 

伊藤桂子、川野雅資 

看護師と気分障害をもつクライアント

との会話を分析し、看護師が用いるコミ

ュニケーション技術の構造と手法の考

察を行った。本人担当部分：研究の企画、

データ収集、データ分析、考察、文章の

執筆の校閲を行った。         

 

妄想のあるクライエント

との看護面接場面の会話

分析 

―『対人間圧力』の典型的

反応レベル 32 スキルを用

いた分析― 

 

― 平成 25 年 9

月 

 

第 2 回精神看護ディス

コース研究会 

山陽学園大学 

（岡山）    

 

クライアントとの面接場面において、意

識的対話の影響を示す『対人閒の圧力』

の典型的な反応レベル 32 スキルを、ど

のように用いて会話を行っているのか、

会話分析を行い『対人間圧力』として影

響の度合いと会話パターンを明らかに

した。本人担当部分：研究の企画、デー

タ収集、データ分析、考察、文章の執筆

の校閲を行った。         

 

看護－47



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

統合失調症をもつ患者に

対する看護カウンセリン

グにおけるスピリチュア

ルケア 

 

― 平成 25 年 9

月 

 

第 2 回精神看護ディス

コース研究会 

山陽学園大学 

（岡山）    

 

安藤満代、川野雅資 

統合失調症をもつ患者に対する看護カ

ウンセリング場面をスクリプト表記し、

村田のスピリチュアリティ・カンファレ

ンス・サマリーシートを部分的に利用し

分析を行い、看護カウンセリングにおけ

るスピリチュアルアケについて検討を

行った。本人担当部分：研究の企画、デ

ータ収集、データ分析、考察、文章の執

筆の校閲を行った。         

 

妄想のある慢性期統合失

調症者の地域生活を支え

る看護カウンセリング技

術―ジェファンソンの記

号システムによる検証― 

 

― 平成 25 年 9

月 

 

第 2 回精神看護ディス

コース研究会 

山陽学園大学 

（岡山）    

 

片山典子、川野雅資 

地域で生活している妄想のある統合失

調症者と看護師の対話場面を、ジェファ

ンソンの記号システムに基づきデータ

とし、会話分析から統合失調症者の妄想

に対して看護師が用いているカウンセ

リング技術を抽出した。本人担当部分：

研究の企画、データ収集、データ分析、

考察、文章の執筆の校閲を行った。   

ひきこもり青年との看護

面接場面の分析―行動療

法的アプローチに焦点を

当てて― 

 

― 平成 25 年 9

月 

 

第 2 回精神看護ディス

コース研究会 

山陽学園大学 

（岡山）    

 

柳田崇姉、川野雅資 

ひきこもりの青年と専門教育を受けた

看護師の看護面接場面の会話分析を行

い、看護師がどのような行動療法的アプ

ローチ技術を用いているのかを明らか

にし、自尊感情の回復援助に効果的なケ

アについて考察を行った。本人担当部

分：研究の企画、データ収集、データ分

析、考察、文章の執筆の校閲を行った。 

 

統合失調症患者との看護

面接場面の分析―ューマ

ニスティック看護論を用

いて― 

 

― 平成 25 年 9

月 

 

第 2 回精神看護ディス

コース研究会 

山陽学園大学 

（岡山）    

 

佐 々 木 郁 子 、 川 野 雅 資 

ヒューマニスティック看護論の概念図

化し、著書より「人間」「看護」「看護師」

キーワードとして、センテンスを抜き出

し、カテゴリに分類し、統合失調症患者

との看護面接場面でクライアントが看

護師に自分の否定的な気持ちを率直に

伝えていた場面を抜き出し、分析・考察

行 本 担当部分 究 企看護－48



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

    を行った。本人担当部分：研究の企画、

データ収集、データ分析、考察、文章の

執筆の校閲を行った。         

 

ひきこもり支援者が語る

地域連携の現状に関する

研究 

 

― 平成 25 年 9

月 

 

第 33 回日本看護科学学

会学術集会 

（大阪） 

 

柳田崇姉、川野雅資 pp.645 ひきこも

りの若者を支援する人々へのインタビ

ュー調査を行った。本人担当分：研究計

画の助言、データ分析、考察の助言、文

章の校閲を行った。 

 

ロイ看護適応モデルに基

づいたがん患者のスピリ

チュアリティのアセスメ

ント 

 

― 平成 25 年 12

月 

 

第 40 回日本看護研究学

会 

（奈良） 

 

安藤満代、川野雅資、日高艶子 本人担

当部分：データ分析、考察、文章の校閲

を行った。がん患者が体験するスピリチ

ュアリティについて、シスター・カリス

タ・ロイの適応モデルを用いて分析した

結果、どのように適応していくのかを明

らかにした。 

 

会長講演 妄想状態にあ

る統合失調症患者に対す

る熟練看護師の対話技法

の一考察 

 

― 

 
平成 26 年 8

月 

 

第 3 回精神看護ディス

コース研究会福井大学 

（福井） 

 

熟練看護師と妄想のある統合失調症患

者との面接 6 場面の会話内容を、ボラン

ニーの記述から全体を量的に整理する

とともに、ある特定の妄想場面につい

て、話題、発話の回数、話題の始まり方、

コミュニケーションのレベルについて

分析を行った。 

 

精神看護面接における看

護師の発話機能、技法、意

図の関係ー統合失調症患

者の面接を対象としたパ

イロット研究ー 

 

― 

 
平成 26 年 12

月 

 

第 3 回精神看護ディス

コース研究会 

福井大学 

（福井）   

 

野呂幾久子、川野雅資、伊藤桂子、片山 

典子、佐々木郁子 

熟練した精神看護師と統合失調症患者

との面接場面を、RIAS を用いて、看護師

の会話の意図、技法、発話機能の関係に

ついて考察を行い、効果的な精神看護面

接の会話構造を明らかにした。本人担当

部分：研究の企画、データ収集、データ

分析、考察、文章の執筆を行った。   

 

看護－49



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

気分障害患者の自殺念慮

への介入におけるカウン

セリングの手法と構造 

 

― 平成 26 年 12

月 

 

第 3 回精神看護ディス

コース研究会 

（福井） 

福井大学   

 

伊藤佳子、川野雅資 

カウンセラーと気分障害患者との会話

を分析し、気分障害患者の自殺念慮への

介入におけるカウンセリング技法の手

法と構造を明確化した。本人担当部分：

研究の企画、データ収集、データ分析、

考察、文章の執筆の校閲を行った。   

 

妄想のある慢性期統合失

調症患者への看護カウン

セリング技術ー「言いか

え」における自己修復・他

者修復の関連ー 

 

― 平成 26 年 12

月 

 

第 3 回精神看護ディス

コース研究会 

福井大学 

（福井）   

 

片山典子、川野雅資 

地域で生活している妄想のある慢性統

合失調症者と専門教育を受けた看護師

の対話場面をデータとして会話分析を

行い、看護師が用いるカウンセリング技

術を明らかにした。本人担当部分：研究

の企画、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆の校閲を行った。       

 

統合失調症患者との看護

面接場面の分析ヒューマ

ニスティックナーシング

を用いてー看護師と患者

の「間」についての一考察

ー 

 

― 平成 26 年 12

月 

 

第 3 回精神看護ディス

コース研究会 

福井大学 

（福井）   

 

佐々木郁子、川野雅資 

看護面接場面における「間」の存在につ

いて、人間的看護論を用いて会話分析

し、人間的看護論の実践について考察を

行った。本人担当部分：研究の企画、デ

ータ収集、データ分析、考察、文章の執

筆の校閲を行った。         

 

統合失調症患者とうつ病

患者の看護面における会

話分析の比較ー看護師の

対人間圧力 32 スキルの活

用比較ー 

 

― 平成 26 年 12

月 

 

第 3 回精神看護ディス

コース研究会 

福井大学 

（福井）   

 

曽谷貴子、日下知子、揚野裕紀子、川野

雅資 

妄想のある統合失調症患者とうつ病の

回復期にある患者との看護面接におけ

る会話を比較し、対人間圧力 32 スキル

の活用状況の特徴を明らかにした。本人

担当部分：研究の企画、データ収集、デ

ータ分析、考察、文章の執筆の校閲を行

った。 

 

看護－50



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

うつ病患者の看護面接場

面の会話分析ークライア

ントの反応からみたセラ

ピストの技法の活用ー 

 

― 平成 26 年 12

月 

 

第 3 回精神看護ディス

コース研究会 

福井大学 

（福井）   

 

曽谷貴子、日下知子、揚野裕紀子、川野

雅資 

看護カウンセリングにおけるクライア

ントの会話パターンの特徴を把握し、セ

ラピストのコミュニケーション技法の

活用について考察を行った。 

気分障害をもつ患者と看

護師との会話分析ーロイ

適応看護モデルを用いて

ー 

 

 

― 平成 26 年 12

月 

 

第 3 回精神看護ディス

コース研究会 

福井大学 

（福井）   

 

安藤満代、川野雅資、日高艶子 

気分障害（うつ病）をもったクライアン

トとの看護カウンセリングの中で、ロイ

適応看護モデルに基づいてどのような

ケアが行われているのか分析・考察を行

った。本人担当部分：データ分析、考察、

文章の執筆の校閲を行った。 

テキストマイニグを用い

たセラピストとクライア

ントの会話分析 

 

― 平成 26 年 12

月 

 

第 3 回精神看護ディス

コース研究会 

福井大学 

（福井）   

 

松浦純平、川野雅資 

統合失調症患者のクライアントとカウ

ンセリング時のセラピストの発語内容

についてテキストマイニグを用いて分

析し、高度実践看護技術の構造化につな

げる基礎研究の一助として、カウンセリ

ング時の特徴を明らかにすることに主

眼に置いた。本人担当部分：研究の企画、

データ収集、データ分析、考察、文章の

執筆の校閲を行った。 

 

精神看護学における会話

分析の手法と活用 

 

― 

 
平成 26 年 12

月 

 

第 25 回日本精神保健看

護学会学術集会 

（つくば） 

 

伊藤桂子、片山典子、川野雅資、野呂幾

久子、上野栄一 精神看護学領域におけ

る会話分析に関するこれまでの知見を

まとめた。本人担当分：研究計画の立案、

データ分析、考察を行い、文章の執筆を

行った。 

 

精神科看護師の倫理的悩

みと職業満足度、SOC およ

び精神健康度との関連 

 

― 平成 27 年 6

月 

 

第 35 回日本看護科学学

会学術集会 

広島国際会議場 

 

安藤満代、川野雅資 

精神科看護師の倫理的悩みと職業満足

度、SOC および精神健康度との関連を調

査した。本人担当分：共同研究者として

研究計画の立案、データ分析、考察を行

い、文章の執筆を行った。 

 

看護－51



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

会 長 講 演 

「会話のもとになるもの」 

 

― 平成 27 年 12

月 

 

第 4 回精神看護ディス

コース研究会 

東京女子医科大学 

（東京）    

 

会話を形成しているのは、その会話をす

るときの意図であり、意図を実現化する

コミュニケーション技術である。更に、

意図のもとになる人間性が肝要である

ことを論じる。 

 

うつ病患者のカウンセリ

ングー回復期と増悪期の

比較ー 

 

― 平成 27 年 12

月 

 

第 4 回精神看護ディス

コース研究会 

東京女子医科大学 

（東京）    

 

野呂幾久子、川野雅資 

うつ病患者のカウンセリング 2 場面の

RIAS を分析を行った。看護師のコミュニ

ケーションの特徴として、増悪期の方が

「情緒的会話」が少なく、「業務的会話」

「患者教育」が多いこと。患者のコミュ

ニケーションの特徴として、増悪期の方

が「社会情緒的会話」が少なく、「業務

的会話」「接続語」が多いこと、「社会的

会話」および「信頼関係の発話」が少な

いことが明らかになった。本人担当部

分：研究の企画、データ収集、データ分

析、考察、文章の執筆を行った。 

ロイ看護適応モデルを用

いた自殺念慮を呈する患

者と看護師との会話分析 

 

― 平成 27 年 12

月 

 

第 4 回精神看護ディス

コース研究会 

東京女子医科大学 

（東京）    

 

安藤満代、川野雅資 本人担当部分：研

究の企画、データ収集、データ分析、考

察、文章の執筆の校閲を行った。うつ病

の増悪期にある患者へのカウンセリン

グをロイの適応モデルで分析した。 

自殺に傾いたクライアン

トへの支援－クライアン

トとセラピストの相互関

係の中で行われる自殺予

防の関わり－ 

 

― 平成 27 年 12

月 

 

第 4 回精神看護ディス

コース研究会 

東京女子医科大学 

（東京）    

 

伊藤桂子、川野雅資 

カウンセラーと自殺に傾いたクライア

ントとの会話を分析し、カウンセリング

の相互作用の中で行われる自殺予防の

手法について考察を行った。本人担当部

分：研究の企画、データ収集、データ分

析、考察、文章の執筆の校閲を行った。 

看護－52



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

うつ状態の悪化期にある

患者との看護面接場面の

会話分析ーうつ状態の回

復期と悪化期の対人間圧

力 32 スキルの活用比較ー 

 

― 平成 27 年 12

月 

 

第 4 回精神看護ディス

コース研究会 

東京女子医科大学 

（東京）    

 

曽谷貴子、日下知子、川野雅資 

うつ状態の悪化時にある患者との看護

面接場面を会話分析することにより、症

状の悪化時にどのようにコミュニケー

ション技術を活用し、看護面接を行って

いるのかを分析・考察した。また、先行

研究のうつ病の回復期の看護面接での

対人間圧力 32 スキルとの比較を行い病

状に違いによるコミュニケーション技

術の特徴を明らかにした。本人担当部

分：研究の企画、データ収集、データ分

析、考察、文章の執筆の校閲を行った。 

 

テキストマイニングによ

るうつ病の患者とカウン

セラーとの会話分析 

 

― 平成 27 年 12

月 

 

第 4 回精神看護ディス

コース研究会 

東京女子医科大学 

（東京）    

 

上野栄一、川野雅資 

うつ病患者とカウンセラーの両者の会

話の特徴を明らかにすることを目的と

し、会話の中で出現する沈黙に注目し、

カウンセラーとクライアントのコミュ

ニケーションの特徴をテキストマイニ

ングソフト Studio®を用いて、単語頻度

解釈、係り受け頻度解釈、共起分析し、

考察を行った。本人担当部分：研究の企

画、データ収集、データ分析、考察、文

章の執筆の校閲を行った。  

 

テキストマイニングを用

いたうつ病患者へのカウ

ンセリング時の会話分析  

 

― 平成 27 年 12

月 

 

第 4 回精神看護ディス

コース研究会 

東京女子医科大学 

（東京）    

 

松浦純平、川野雅資 

カウンセリングを定期的に受けている

うつ病患者と看護師との会話内容から

逐語録を作成し、計量テキスト分析ソフ

ト KH Coder を用いて、記述統計、階層

的クラスター解析、共起関係ネットワー

ク分類、多次元尺度法を実施。熟練セラ

ピストとうつ病患者とのカウンセリン

グ場面の会話分析から、セラピストのカ

ウンセリングにおける特徴を明らかに

した。本人担当部分：研究の企画、デー

タ収集、データ分析、考察、文章の執筆

の校閲を行った。 

 

看護－53



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

看護学生の精神科患者へ

の関わりに関する研究ー

模擬患者を用いたシュミ

レーションのディスコー

ス分析 

 

― 平成 27 年 12

月 

 

第 4 回精神看護ディス

コース研究会 

東京女子医科大学 

（東京）    

 

山元恵子、伊藤桂子、村上茂、川野雅資 

看護学生と統合失調症模擬患者との対

話場面で、両者間で何が起こっているの

かを文脈の中で分析し、学生の内面的な

変化を促すための効果的な学生指導の

あり方を検証した。本人担当部分：研究

の企画、データ収集、データ分析、考察、

文章の執筆の校閲を行った。 

 

How psychiatric nurses 

behave when they 

confronted ethical 

problems （精神科看護師

が倫理的問題に直面した

ときの対処） 

 

― 平成 27 年 12

月 

 

International 

Behavioral Health 

Conference  

(Hong Kong) 

 

Michiyo Ando ,Masashi Kawano 

精神科看護師が倫理的な問題に直面し

たときに、どのように自分自身をコント

ロールするかを調査研究で明らかにし

た。本人担当分：共同研究者として研究

計画の立案、データ分析、考察を行い、

文章の執筆を行った。 

 

蘇った記憶（妄想）のある

クライアントへの支援 

 

― 平成 28 年 1

月 

 

第 8 回日本「性とここ

ろ」関連問題学会学術集

会 

（東京） 

 

伊藤桂子、川野雅資 

統合失調症患者がカウンセリング場面

で語る性に係る発言を分析した。本人担

当分：研究を計画し、データ収集を主に

行った。共同研究者としてデータ分析、

考察、文章の校閲を行った。 

 

認知症を知ろう 

 

― 平成 28 年 5

月 

 

第 1 回臨床精神看護学

研究会（兵庫） 

 

北島文子、藤井ショーン、小宮智子、高

浜佑、長島愛、彦坂予友子、川野雅資 有

馬高原病院で取り組まれている認知症

の家族教室の活動内容を認知症の家族

の心理を用いて考察した。本人担当部

分：研究を計画し、データ収を主に行っ

た。共同研究者としてデータ分析、考察、

文章の校閲を行った。  

 

看護－54



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

いかに歩くか  -精神科

作業療法での治療として

の“歩く習慣”定着への取

り組み-   

 

― 

 
平成 28 年 5

月 

 

第 1 回臨床精神看護学

研究会（兵庫） 

 

長島愛、山口裕子、越智健義、川野雅資 

先行研究で推奨された歩行「歩行の健康

増進には 1 日 8000 歩以上、中等度強度

以上の歩行を 20 分以上」の精神科臨床

応用についての臨床感、経過、定着のた

めの工夫について考察した。本人担当部

分：研究を計画し、データ収を主に行っ

た。共同研究者としてデータ分析、考察、

文章の校閲を行った。  

 

心理教育リーダー・コリー

ダーを体験して気づいた

こと 

 

― 平成 28 年 5

月 

 

第 1 回臨床精神看護学

研究会（兵庫） 

 

濱岡景子、山本賢一、谷村美夏、鳥羽法

子、川野雅資、大西恵 心理教育に係る

スタッフの問題点・課題克服を目的とし

たリーダー・コリーダー体験の結果の分

析・考察を行った。本人担当部分：研究

を計画し、データ収を主に行った。共同

研究者としてデータ分析、考察、文章の

校閲を行った。  

 

不本意な入院をした患者

の移送に関する体験と思

い-Ａ氏の語りから- 

 

― 平成 28 年 5

月 

 

第 4 回日本地域連携精

神看護学研究会 

横浜市大 

（横浜市） 

 

佐々木愛、石川純子、川野雅資 

不本意な入院をした患者にインタビュ

ーで体験を語って頂き、その体験を質的

に分析し、今後の課題を検討した。本人

担当部分：研究を計画し、データ収を主

に行った。共同研究者としてデータ分

析、考察、文章の校閲を行った。  

 

討論会「拡大する地域連

携」 

 

― 平成 27 年 5

月 

 

第 4 回日本地域連携精

神看護学研究会 

横浜市大 

（横浜市） 

 

報告者が取り組んだ地域移行支援プロ

グラムと多職種連携について考察し、地

域定着に不可欠な第三者（回復者ととも

に生活を分かち合うボランティア・慈悲

団体）の必要性を明らかにした。 

 

看護－55



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

青年期統合失調症患者の

臨界期における訪問ケア

実践 

 

― 平成 27 年 12

月 

 

第 36 回日本看護科学学

会学術集会（東京国際フ

ォーラム、東京） 

 

片山典子、荒木田美香子、川野雅資 

訪問看護を実施した体験がある看護職

者に、臨界期にある統合失調症の青年期

の対象に実施した看護とその根拠を調

査した。その中から、訪問看護師が必要

とする看護技術の要素を抽出した。本人

担当部分：研究モデルの検討、調査協力

者の推薦、結果の分析、考察。 

 

会長講演 

臨床精神看護学研究会 

 

― 平成 28 年 6

月 

 

第１回臨床精神看護学

研究会（兵庫） 

 

「暗黙知と形式知」「知の三分類」「フロ

ネシス（実践的知恵）を継承する場」に

ついての会長講演をまとめた。 

 

Examination of 

Self-management 

construct validity of 

Structure for 

Community-dwelling 

People with 

Schizophrenia in Japan 

日本における待機で暮ら

す精神障害者の自己管理

能力 

― 

 

平成 29 年 3

月  

 

Asian American Pacific 

Islander Nurses 

Association's th 

Annual Conferece 

(Honolulu) 

 

Keiko Yamamoto, Masashi Kawano 我が

国のディケアを利用している地域で暮

らす163名の統合失調症患者に調査した

結果、治療、治療継続がもとにあり、そ

のうえで自己の質、環境があり、そして

しこ調整力が生まれて信頼感が増すこ

とが明らかになった。本人担当部分：調

査協力のディケアの開拓。データの考

察。        

 

A pilot study of 

developing of 

spirituality scale for 

mentally handicapped 

persons in community 

dwelling 精神障害者の

スピリチュアリティを測

定する尺度の開発に関す

るパイロット研究  

― 平成 29 年 3

月  

 

The 3rd Internationa 

Society of Caring and 

Peace Conference in 

Kurume(Fukuoka,Japan) 

 

P.128. Michiyo Ando, Masashi, Kawano, 

Eiichi Ueno 24 項目の精神障害者のスピ

リチュアリティを測定する尺度を開発

し、ディケア利用者を対象として 80 名

の調査を行い、因子分析を行った。本人

担当部分:研究計画の立案、調査対象者

の依頼、調査の実施、データ分析の考察。

論文の校閲を行った。 

 

会長講演 

臨床精神看護学研究会 

 

― 平成 29 年 5

月 

 

第 2 回臨床精神看護学

研究会（兵庫） 

 

Evidence Based Practice と Practice 

Based Evisence を比較しながら、臨床の

知を実践のモデルにする意義を述べた。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

長期入院患者のアパート

への退院支援 

 

― 平成 29 年 5

月 

 

第 2 回臨床精神看護学

研究会（兵庫） 

 

アパートを建築し、大家さんと病院との

橋渡しをして長期入院患者4名の退院を

支援した実践を報告した。そこで必要な

のは、丁寧なアセスメントと患者の状態

に合わせた入院中からの支援であった。 

 

長期入院患者の退院後の

食事会を通した支援 

 

― 平成 29 年 5

月 

 

第 2 回臨床精神看護学

研究会（兵庫） 

 

共同研究者:柳田崇姉、川野雅資、伊藤

桂子 長期入院患者4名が退院した後に

毎月 1回大家さんと病院スタッフ、ボラ

ンティアが集まって食事会をすること

で支援を続けた。次第に温泉旅行、クル

ージング、ホテルのレストランでの食事

会などを取り入れて支援した実践を報

告した。支えることとささえられること

が成り立つ関係が重要であることが分

かった。 

 

A2 病棟における心理教育

の工夫と効果会長講演 

臨床精神看護学研究会 

 

― 平成 29 年 5

月 

 

第 2 回臨床精神看護学

研究会（兵庫） 

 

共同研究者:藤原史子、大西恵、川野雅

資、谷村美夏、濱岡景子、山本賢一、前

田綾奈 入院中の長期入院患者に対し

て心理教育を実践した。これまでの体験

から、プログラムを隔週で行い、スタッ

フの力量を高めることを隔週で取り入

れる、という工夫を行い、その効果を検

討した。 

 

TIC 研修における看護師等

への意識調査ー看護実践

の土台となるものー 

 

― 平成 29 年 5

月 

 

第 2 回臨床精神看護学

研究会（兵庫） 

 

共同研究者:山元恵子、徳永薫、山之内

優子、川野雅資 TIC の研修に参加した

対象者に任意でアンケートを配布し、そ

の結果を質的統合法で分析した。その結

果、全人的かかわり、わかる説明、神対

応、患者視点のケア、強制しないケア、

TIC理念の浸透という6要素が抽出れた。

この事を報告した。 
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著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 
発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（その他⑤）-編及び監修     

慢性期看護 : 緩和・ター

ミナルケア : 成人看護学 

 

共著 

 

平成 20 年 4

月 

 

日本放射線技師会出版

会 

 

緩和・ターミナルケアに焦点を当てた成

人看護学の最新の知識と技術が学べる

コンパクトな教科書を企画した。全 382

頁 

監修：川野雅資 

編集：伊藤まゆみ 共著者：伊藤まゆみ、

入江慎治、井原緑、秋月百合、高橋正子、

高宮有介、下條奈己、黒子幸一、中村英

子、村瀬麻樹子、近藤ふさえ、小竹久実

子、塚本友栄、佐藤満、佐田浩行、吉田

正子、平野真澄、縄田修一、荒添美紀、

山室八潮、岩崎和代、鳥原真紀子、菊池

麻由美  

本人担当部分：本書の企画、文章の校正

を行った。  

 

看護学実践 -Science of 

Nursing- 看護管理学 

 

共著 

 

平成 20 年 8

月 

 

PILAR PRESS  

 

看護看護学の最新の知識と技術が学べ

るコンパクトな教科書を企画した。全

180 頁 

監修：川野雅資 

編集：平井さよ子 

共著者：平井さよ子、賀沢弥貴、飯島佐

知子、山田聡子 

本人担当部分：本書を新たな視点で企画

し、編者に依頼し最終的な文章の校正を

行った。 

 看護学実践 -Science of 

Nursing- 小児看護学 

 

共著 

 

平成 22 年 8

月 

 

PILAR PRESS  

 

小児看護学の最新の知識と技術が学べ

るコンパクトな教科書を企画した。全

336 頁 

監修：川野雅資 

編集：中村伸枝 

共著者：荒木暁子、出野慶子、遠藤数江、

小川純子、金丸友、白畑範子、中村伸枝 

本人担当部分：本書の企画、編集者への

助言、最終的な文章の校正を行った。 
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著書，学術論文等の名称 

単著・ 

共著の別 
発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

家族看護学 (看護学実践

-Science of Nursing-) 

 

共著 

 

平成 22 年 11

月 

 

PILAR PRESS  

 

家族看護学という新しい学問領域に添

うように、そして家族看護学の最新の知

識と技術が学べるコンパクトな教科書

を企画した。全 280 頁 

監修：川野雅資 

編集：櫻井しのぶ 

共著者：安藤直美、大石ふみ子、大倉美

佳、加藤欣子、金岡緑、間裕美子、間文

彦、櫻井しのぶ、佐藤敏子、庄村雅子、

杉浦絹子、近森栄子、茅野裕美、中西唯

公、乗松貞子、旗持智恵子、三村博美、

森田惠子、丸山明美、薬師神裕子、横尾

京子、横内光子、吉田和枝       

本人担当部分：本書の企画、編集者への

助言、最終的な文章の校正を行った。 

 

老年看護学 (看護学実践

-Science of Nursing-) 

 

共著 

 

平成 22 年 12

月 

 

PILAR PRESS     

 

老年看護学の最新の知識と技術が学べ

るコンパクトな教科書を企画した。全

284 頁 

監修：川野雅資 

編集：守本とも子 

本人担当部分：本書の企画、編集者への

助言、最終的な文章の校正を行った。 

  

 看護学実践 -Science of 

Nursing- 地域看護学 

 

共著 

 

平成 24 年 4

月 

 

PILAR PRESS     地域看護学の最新の知見をもとに編集

するよう、編者に依頼し、最終原稿の監

修を行った。全 251 頁 

監修：川野雅資 

編集：豊島泰子 

著者：豊島泰子、石井栄子、彌永和美、

山下智香、山崎律子、後藤由紀、畑中純

子、山村江美子、今村桃子、新堂愉香子、

佐藤博美、福本美津子、多田羅紀子、西

地令子、鈴木みちえ、伊藤薫、井上清美、

鷲尾昌一、寺文文恵、小川正子 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和２年３月３1 日 

氏名 嶋田理博 

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 天文学、科学教育 
光学赤外線天文学、恒星物理学 

自然科学教育（理科、地学、情報） 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

   

   

２ 作成した教科書，教材   

   

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

   

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

   

   

５ その他   

   

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

学士（理学） 平成元年３月 
論文題目「Monte Carlo法による Be星輝線プロ

ファイルの計算」 

修士（理学） 平成３年３月 
論文題目「Ｂ型主系列星の線輻射圧と質量放出現

象」 

２ 特許等   

   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

   

   

４ その他   

けいはんな科学コミュニケーション推進ネットワー

ク サイエンス・サポーター 

平成 26年 9月

〜現在 

けいはんな学研都市で実施する科学イベントや

科学体験プログラムについて企画・参加・支援し

ている。（宇宙分野担当） 

けいはんな科学共育デザインラボ 会員 
平成 29年 4月

～現在 

けいはんな地域の子どもたちの科学に対する興

味・関心・意欲を高め、科学的探究心の育成に重

点をおいた教育ブログラムの開発・運営及び科学

イベントの企画・運営を行っている。（宇宙分野

担当） 

奈良県産業廃棄物排出抑制等事業費補助金審査委員

会委員 

平成 30年 4月

～現在 

産業廃棄物の排出抑制、リサイクル等の推進のた

め、奈良県産業廃棄物排出抑制等事業費補助金に

係る事業についての審査を行なっている。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1     

2     

3     

:     
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（学術論文）     

1)The Anisotropy of 

Cosmic Ray Pursued with 

Chaos Analysis 

共著 平成 23年 

8月 

Proceeding of 

International Cosmic 

Ray Conference, 

Beijing, 2011,  

Vol.1, 70. 

エアシャワーサイズ時系列のカオス解析に

おいて、カオス性に寄与する宇宙線を選別

し、その到来方向の分布を求めた。その結

果、Crab，Mrk421，Cyg-Xなど、特定の活動

銀河が高エネルギーガンマ線宇宙線源であ

る可能性を示すことができた。 

 

 

2)Searching for cosmic 

ray nuclei above the KNEE 

energies through the 

Gerasimova-Zatsepin 

effect with the LAAS 

experiments 

 

 

共著 平成 23年 

8月 

Proceeding of 

International Cosmic 

Ray Conference, 

Beijing, 2011,  

Vol.1, 170. 

Gerasimova-Zatsepin効果による原子核宇

宙線の崩壊過程を考慮して、大広域エアシ

ャワーデータを解析し、Knee領域以上の宇

宙線について考察した。 

3)情報学部プロジェクト

演習における「フィジカル

コンピューティング」教育

の実践 

単著 平成 25年

2月 

奈良産業大学 

情報学フォーラム紀要， 

8，131-140. 

2009年度から 2012年度の４年間、情報学部

「ラジコン製作プロジェクト」において、

「フィジカルコンピューティング」教育を

実践した。教材として Sun SPOTまたは

Arduinoを主に用い、合計７つのシステムを

製作し、各年度の学園祭に出展した。自ら

ハードウェアとソフトウェアの設計を行

い、部品の選定・購入から始めてシステム

を完成させる体験は、学生にとって有意義

な学修であったと考える。 

 

 

4)太陽系外惑星発見と情

報学 

単著 平成 25年

2月 

奈良産業大学 

情報学フォーラム紀要， 

8，159-164. 

1995年に初めて発見されて以降、700個以

上発見されている太陽系外の惑星につい

て、それらを発見する観測手段や、見つか

った惑星の特徴、地球に似た星が存在する

可能性について論じた。これらの成果には、

ＣＣＤなどの受光素子の技術革新による性

能向上や、コンピュータによる自動観測、

画像の自動解析など、情報技術の進展によ

る寄与が大きい。 

 

 

5)奈良県 公共図書館・大

学図書館横断検索システ

ムの構築 

共著 平成 25年

3月 

奈良産業大学紀要， 

29，69-75. 

平成 20年度、奈良県図書館協会大学・専門

図書館部会の依頼を受け、奈良県内の公共

図書館および大学・研究所図書館の蔵書を

検索できるシステムを開発し、インターネ

ット上に公開した。従来の検索システムと

異なり、地図上で図書館の位置が確認でき

ることと、専門図書館を含めた大学図書館

と公共図書館を一括して検索できるのが特

徴である。 

 

 

6)地域における地学教育

の実践と課題 

共著 平成 25年

3月 

奈良産業大学紀要， 

29，185-191. 

現在、地域に根差した理科教育として、サ

イエンスカフェや実験教室が各地で実施さ

れている。本学でも地元住民向けの公開講

座や小学生を対象とした科学教室を実施

し、学外においても積極的に理科教育の振

興に取り組んできた。こうした取り組みへ

の参加者は常に一定数を見込むことができ

るが、その多くはもともと科学に興味・関

心を抱いていたリピーターであり、理科に

関心をもたない住民の目を向けさせる工夫

が必要である。 
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7)少年宇宙教室 −宇宙を

調べるモノづくり− 

共著 平成 26年

9月 

奈良学園大学紀要， 

1，173-179. 

平成 25年度に奈良産業大学（現・奈良学園

大学）情報学部が主催した公開講座「少年

宇宙教室 〜宇宙を調べるモノづくり〜」の

報告である。宇宙を探査・観測する機器・

装置をテーマに、計３回の講座を開催し、

参加者数は小学生児童とその保護者を中心

に 153名を数えた。参加者の感想はおおむ

ね好評で、地域における科学コミュニケー

ション活動に一定の役割を果たせたと考え

る。 

 

 

 

8)グループ方式によるア

ンケート分析演習の実践

と課題 

共著 平成 27年

12月 

神戸山手短期大学紀要, 

58, 41-56  

神戸山手短期大学で2015年度から開講した

「アンケート演習」はアンケート分析を主

目的とした必修科目である。開講初年度を

終えて、本科目の教育方法や成果を検討す

ると同時に、本科目で採用されたグループ

方式によるアンケートの計画・実施・分析・

発表の利点と問題点を考察した。 

 

 

9) 学生向けポータルサイ

トにおける個人認証シス

テムの構築 

単著 平成 30年

10月 

奈良学園大学紀要， 

9，93-97. 

奈良学園大学保健医療学部ポータルサイト

上で、学生個人ごとのコンテンツやサービ

スを提供するため、個人認証システムを構

築した。構築したシステムは、パスワード

の平文を扱わずに認証を行えるダイジェス

ト認証と、パスワードのオンライン自動発

行機能から構成されている。システムは約

２年間稼働しており、その間にのべ約 400

名のユーザが利用し、約 1,000個のパスワ

ードを発行した。 

 

 

 

 

     

（その他）     

「学会発表」     

1)小学生向け体験型天文

教室「少年宇宙教室」の報

告２：「宇宙を調べる」 

共同 平成 22年

9月 

日本天文学会 

2010年秋季年会 

2009 年度には科学技術振興機構の支援を

得て開催した体験型講座「少年宇宙教室」

について報告した。「宇宙を調べる」をテ

ーマとした全４回の講座は、望遠鏡の製作

とそれを使っての月・木星の観測を行い、

観測の楽しさや宇宙に対する興味を感じて

もらえるなど、参加者の満足度の高いもの

だったと考える。 

2)小学生向け科学教室「少

年宇宙教室」の活動 

共同 平成 22年

11月 

第 54回 宇宙科学技術

連合講演会 

2008年度から地域の小学生を対象として開

催している科学教室「少年宇宙教室」につ

いて報告した。子ども達が楽しみながら学

べるよう、講義ではなく、工作や実験など

の体験を中心とした内容は、科学や宇宙に

関心のある参加者に対してはもちろん、初

参加の子供や、関心のなかった保護者に対

しても興味を引き出すことに成功している

と言える。 

3)The Anisotropy of 

Cosmic Ray Pursued with 

Chaos Analysis 

共同 平成 23年

8月 

32nd International 

Cosmic Ray Conference 

宇宙線時系列データについて、観測粒子密

度分布より一次宇宙線エネルギーを算出

し、エネルギー時系列データ約５万イベン

トのカオス解析を行った。エネルギー範囲

に対応するカオスの出現頻度の解析から、

5.0×10^15～7.5×10^15eVの範囲のエネル

ギーをもった一次宇宙線が、300イベント連

続する時系列データのカオス性の出現にも

っとも寄与していることが見出された。 
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4)看護教育 IT化の一考

察：教える側教わる側の思

いとサービスデザイン 

共同 平成 27年

7月 

情報処理学会 第 47回

ユビキタスコンピュー

ティングシステム・ 

第 2回高齢社会デザイ

ン合同研究発表会 

看護教育における教材の電子化において

は、単純に教科書を電子書籍や補助教材で

置き換えるのではなく、教える側と教わる

側の双方の要望に応える形で教材とサービ

スをデザインすることが重要である。筆者

らは看護知識と技術を教育するためのタブ

レット型ツールを新設の看護学科に導入

し、設立準備期間を含めて約 2年間運用し

てきた。本発表では、その過程で得られた

知見を報告した。 

5)奈良産業大学／奈良学

園大学での子ども向け天

文普及活動の 10年 

単独 平成 30年

6月 

天文教育普及研究会 

平成 29年度近畿支部会 

2008年から、奈良産業大学／奈良学園大学

において、子ども向けの天文普及活動に取

り組んでおり、活動期間はちょうど 10年と

なる。10年間の天文教室開催回数は 34回、

のべ参加者数は約 1,600名である。我々の

取り組んできた子ども向けの体験型天文教

室「少年宇宙教室」および「けいはんな子

ども天文クラブ」の活動について報告した。 

 

6)ペーパークラフト展開

図作成アプリによる惑星

儀、天球儀の製作 

単独 平成 31年 

11月 

天文教育普及研究会 

平成 31年度近畿支部会 

ペーパークラフト展開図作成アプリ

「PazuCraft」を用いると、任意の全球画像

または全天画像を用いてペーパークラフト

展開図を作成し、教材とすることができる。

「PazuCraft」を用いた、地球儀、月球儀、

惑星儀、天球儀の製作について紹介した。 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 ２ 年  ３ 月 ３１日 

氏名 服部 律子                 

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

    

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

   
(1) 産後の母子の看護過程学習におけるアクティブ

ラーニングの導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25

年 4月

～平成

28年 3

月 

 

 

 

 

 

 

椙山女学園大学看護学部「母子支援看護論演習Ⅱ（母

性）」（３年次配当、半期、必修科目、1単位）において、

産後の母子の看護過程の授業でアクティブラーニング

を導入している。臨床場面で経験する状況に沿って事例

を提示し、看護過程の段階ごとにグループワークと発

表、解説等を相互に繰り返しながら展開している。この

ことにより、学生たちからは実践的思考と看護過程の展

開の流れが理解できるようになったと評価が得られて

いる。 

 

 

(2) 周産期の看護過程学習におけるロールプレイ

形式での演習の導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26

年 4月

～平成

27年 7

月 

 

 

 

 

 

椙山女学園大学看護学部「母子支援看護論演習Ⅱ（母

性）」（３年次配当、半期、必修科目、1単位）において、

実践的な技術の習得を目的に、ロールプレイ形式での実

践的な技術の演習を導入している。 

 設定に基づいて教員が妊婦・褥婦を演じ、学生は看護

師として臨床場面に即した観察を行う。このことによ

り、学生はコミュニケーション技術とフィジカルアセス

メント技術を統合させ、看護行為としての観察技術が学

習できるようになったと評価を得ている。 

 

 

(3) クリッカーの活用 

 

 

 

 

 

平成 26

年 4月

～平成

28年 2

月 

 

椙山女学園大学看護学部「母子支援看護学概論」（２年

次配当、半期、必修科目、２単位）において、授業内で

クリッカーを活用し、学生の意見をきいたり、授業への

導入の小テストを行った。 

 

 

(4) 母性看護技術演習における反転授業の導入 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27

年 4月

～平成

27年 7

月 

 

 

 

椙山女学園大学看護学部「母子支援看護論演習Ⅱ（母

性）」（３年次配当、半期、必修科目、1単位）において、

母性看護技術部分を反転授業で実施した。事前にＶＴＲ

で事前学習した技術を、授業では“声掛け”やその時に

観察すべきこと、留意点などと統合して「看護行為」と

して組み立てることができ、学生は、実習場面でも一連

の行為としてスムーズに実施できるようになった。 

 

 

(5) 観察に基づく理論の学習の試み 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27

年 9月

～令和

元年 7

月 

奈良学園大学保健医療学部「母性看護学概論」（２年次

配当、半期、必修科目、２単位）において、母性看護学

の基本となる理論の理解を促すため、日常生活場面で母

子の観察結果をグループで理論に基づいて分析しなが

ら理論の理解と看護場面への理論の活用方法の理解を

促す取り組みを行った。実際に自分が観察してきた具体

的な場面と理論が結びつくことにより理解が深まって

いた。 
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(6) ジグソー法やペアワーク、グループワークの導

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29

年 9月

～令和

元年 7

月 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学保健医療学部「母性看護学概論」（２年次

配当、半期、必修科目、２単位）の各回の授業において、

学生たちの能動的な学習を促し、学習内容の理解を深め

たり、多様な考えに触れ多角的な理解を促すことを目的

として、ジグソー法やシンク・ペア・シェア、ペアワー

クやグループワーク等アクティブラーニングの手法を

取り入れた。 

学生たちは次第にいろいろな学生ともワークに取り組

みディスカッションできるようになり、私語もほとんど

なく積極的に学習に取り組むようになっていった。 

 

 

(7) 課題評価へのルーブリックの導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29

年 9月

～令和

２年 3

月 

 

 

 

 

 

 

奈良学園大学保健医療学部「母性看護学概論」（２年次

配当、半期、必修科目、２単位）の課題評価にルーブリ

ックを導入した。作成したルーブリックを課題提示時か

ら学生と共有することにより、学生自身が取り組むべき

課題を具体的に理解すると共に、求められている水準も

理解できたことで低い評価のレポートが減少した。 

「母性看護学実習」（３年次配当、半期、必修科目、２

単位）の評価にルーブリックを導入した。複数の教員で

評価するため、ルーブリックでより評価基準を具体化す

ることで教員間での評価の違いが少なくなり、調整が容

易になった。 

 

 

(8)配布シラバスの活用 平成 30

年 9月

〜令和

２年７

月 

奈良学園大学保健医療学部「母性看護学概論」（２年次

配当、半期、必修科目、２単位）で 15回の授業計画、

各授業の事前・事後課題、評価方法、レポート課題の詳

細と採点基準（ルーブリック）、受講生へのメッセージ

などを記載した配布用シラバスを導入した。学生たちか

らは全体像を示されたことで計画的に準備ができたな

どの反応があり、主体的に取り組めるようになってい

た。 

 

２ 作成した教科書，教材   

(1) 母性看護技術のＶＴＲ 

 

平成 27

年 4 月

～ 平成

27 年 7

月 

 

反転授業用に、授業内容に沿った技術のＶＴＲを作成し

た。要点はキャプチャーを入れるなど、授業と連動する

内容とした。学生からは「眠くならない」「実習前の復

習にも使え思い出しやすい」などの評価を得た。 
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３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

(1) 学生による授業評価 

 

平成 25

年 7月 

平成 27

年 7月 

 

平成 25 年度に椙山女学園大学で実施された授業アンケ

ートでは、看護学部「母子支援看護論演習Ⅱ（母性）」

ABCD クラス、EFGH クラスにおいて、総合的にみて満足

であった学生は、「その通りである」が 86.5～77.1％「ど

ちらかと言えばそのとおりである」20.8～13.5％という

結果であった。授業の理解のしやすさは「その通り」が

73.1～77.1％、「どちらかといえばその通り」が 22.9～

26.9％となっていた。平成 27 年の授業評価でもほぼ同

様の結果で、満足度の高い授業と評価された。 

(2) 授業の教員の相互評価 

 

平成 27

年 12月 

 

椙山女学園大学での教員の授業相互評価において授業

デザインの明確さとグループワークのファシリテート

で学生の主体的取り組みと学びが整理されていると評

価された。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

特記すべき事項なし   

   

５ その他   

(1) 修士論文指導 

 

平成 30

年 4 月

〜 令和

２年 3

月 

奈良学園大学大学院看護学研究科修士課程において、主

指導教員として修士論文の指導を行った。 

[修士論文] 

「肯定的な出産体験を構成する要因の解明」 

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

(1) 看護師免許 昭和 63

年 6 月

15日 

登録番号第 642045号（添付 1） 

 

(2) 助産師免許 

 

平 成元

年 4 月

日 

 

登録番号第 91302号 （添付 2） 

 

２ 特許等   

該当なし   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

(1) 思春期の健康教育講師等 

 

平成 15

年 4 月

〜 現在

に至る 

愛知県立小坂井高等学校（3年間）、ノートルダム女学院

中学校（13年間）、北名古屋市立師勝中学校（2年間）、

奈良県葛城市立北新庄小学校などにおいて、男女のから

だのしくみや妊娠・出産のしくみ、性行動と性感染症な

ど、性と生殖に関する内容を中心に、思春期の健康教育

の講師を務めている。 

(2)思春期ピアカウンセラーの養成と活動 平成 22

年 7 月

〜 平成

29 年 2

月 

平成 22 年度より、栃木県における思春期ピアカウンセ

ラー養成に携わっている。平成 25 年度からは椙山女学

園大学において、主になって思春期ピアカウンセラー養

成と活動支援を行っている 

(3)病院での看護研究指導 平成 12

年 1 月

～ 現在

に至る 

 

愛知県厚生連海南病院（平成 27 年まで）及び稲沢厚生

病院(継続中)において、院内看護研修の一環として行わ

れている看護研究の研修会（クリニカルラダー・レベル

2 並びに 3）の講師を務めクリニカルラダー看護研究指

導を行うと共に、院内で実施されている看護研究の指導

を行っている。 
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(4)女性やセクシュアリティへの健康支援活動 平成 24

年 4 月

～ 現在

に至る 

平成 24 年度から週末に愛知県助産師会女性の健康なん

でも相談、思春期電話相談の相談員としての活動を行っ

ている。平成 28 年 1 月からは SANE（性暴力被害者支援

看護師）の認定を取得し、名古屋第二赤十字病院性暴力

救援センターで被害者支援の臨床活動に携わっている。 

   

４ その他   

(1)県看護協会における理事・委員会活動 

 

平成 24

年 4 月

～ 

 平成

30 年 6

月 

平成 24 年度から愛知県看護協会において教育委員、平

成 26年度からは教育委員長、平成 28年 6月から教育委

員長・理事として、主に県内の看護職を対象とした教育

計画の立案、研修会の企画・運営を行った。 

理事としては県看護協会の運営に参画し、主に、クリニ

カルラダーに沿った卒後教育の整備に携わった。 

(2) 奈良県看護学教育協議会（仮称）設立準備 令 和元

年 4 月

〜 現在

に至る 

平成 30 年 4 月から会長を務める奈良県看護師等学校教

務主任協議会(大学、短期大学、専門学校の全ての学校

種が加盟)において看護教育機関と行政機関や看護関連

団体が連携して看護教育を行うための「奈良県看護学教

育協議会（仮称）」の設立準備に携わっている。 

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1 周産期ナーシング改訂第

2版 

共著 平成 23 年 3

月 

ヌーヴェルヒロカワ 「ハイリスク妊娠」の章を担当し、妊娠

中に起こりやすい異常の病態と看護の基

本を解説し、事例を示して看護につい説

明した。B5版全 428頁本人担当部分：総

頁数 428頁中 32頁を担当（パートⅢ－Ⅳ

章）村本淳子,高橋真理編集,石原昌,今田

葉子,大関信子,大森智美,上澤悦子,岸田

佐智,崎山貴代,塩野悦子,島袋香子,清水

清美,常磐洋子,鳥越郁代,服部律子,永山

くに子,野澤美江子,春名めぐみ,福井ト

シ子,古田祐子,村本淳子，和智志げみ 
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2 主体的な生き方を支える

ピア・カウンセリング実践

マニュアル改訂新版 

共著 

 

平成 27年 4

月 

 

小学館 

 

「ピア活動の有効性」の章を担当し、先

行研究と筆者らの研究結果を踏まえて、

中高生とピアカウンセラー自身へのピア

活動の有効性について解説した。 

B5版全 143頁 

本人担当部分：総頁数 143頁中 19頁を担

当(4-1,4-2) 

高村寿子編集，高村寿子,江角伸吾,堀内

成子,前田ひとみ,渡辺純一,安達久美子,

沼尾歩,小川正美,岩間薫,遠藤明希,高田

昌代,川崎由紀子,井戸修一,堀井千華子,

渡辺恵美子,船橋悠希,渡邉至,篠澤俔子,

佐々木明子,池田悦子,服部律子 

3 セクシュアリティがわか

る本 
共著 

 

平成 27 年 7

月 

 

一般社団法人日本家

族計画協会 

 

避妊法、性感染症、ネゴシエーション、

トピックス(月経痛、マスターベーショ

ン、性的犯罪、レイプ、リベンジポルノ、

カレシ・カノジョより友達？)を担当し、

解説した。 

B5版全 57頁 

本人担当部分：総頁数 57頁中 26頁を担

当(５章～７章) 

高村寿子編著、安達久美子、服部律子 

4.看護教育実践シリーズ

３ 授業方法の基礎 

共著 

 

平成 29 年 7

月 

 

医学書院 

 

看護学教育において、１回の授業をどう

組み立てるかやアクティブラーニングを

導入した授業の方法などについて解説し

た本である。第 11章「授業時間外の学習

を促す」を共著し、授業時間外の学習の

重要性や課題の出し方などについて解説

した。 

A5版全 184頁 

本人担当部分：総頁数 143頁中 12頁（11

章）を共著者と共に担当 

中井俊樹・小林忠資編、中井俊樹、小林

忠資、清水栄子、内藤佐知子、根岸千悠、

根本淳子、服部律子、森千鶴 
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5.看護教育実践シリーズ

２授業設計と教育評価 

 

共著 

 

平成 30年 3

月 

 

医学書院 

 

看護教育における授業設計から、評価、

授業の改善方法までを解説した本であ

る。全体に編者として関わり、10章「評

価基準を可視化する」を担当して執筆し

た。担当部分では、評価基準を可視化し

学生と共有することの必要性やルーブリ

ックなどの評価指標の作成について解説

した。A5版全 184頁本人担当部分：編集・

総ページ数 184頁中 13頁（10章）中井

俊樹・服部律子編、中井俊樹、服部律子、

岡田聡志、加地真弥、小林忠資、嶋﨑和

代、高植幸子、中島英博、肥田武 

:     

（学術論文）     

1 愛知県助産師会による電

話相談事業 10 年間のまと

め 

（査読付き論文） 

共著 

 

平成 23年 12

月 

 

愛知母性衛生学会誌

第 29号 

 

愛知県助産師会が実施している女性の健

康に関する電話相談事業について、過去

10年間の相談内容と相談者の傾向とそ

の推移について分析した。電話相談では

精神的問題や思春期の悩みの相談が多

く、次いで妊娠中の各種症状、母乳、育

児、月経に関することとなっていた。妊

娠や育児に関する相談では出産年齢の高

齢化に伴い相談者の年齢も高くなってい

た。また、少数ではあるが虐待に関する

相談も認められ、他機関とどのように連

携するかが今後の課題であることが明ら

かとなった。 

論文掲載：pp37～44 

本人担当部分 研究計画を立案し 分析
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2 小規模病院、有床診療所

に勤務する助産師の学習

ニーズ 

（査読付き論文 

共著 

 

平成 25年 1

月 

 

愛知母性衛生学会誌

第 30号 

 

わが国の出産の約半数を担う小規模病院

および有床診療所で勤務する助産師の学

習ニーズの特徴を明らかにするため、愛

知県内の分娩を取り扱っている小規模病

院および有床診療所で勤務する助産師を

対象に自己記入式質問紙調査を実施し、

記述内容を質的に分析した。その結果、

これらの施設で勤務する助産師の約７割

が学習希望を有しており、助産実践の中

で困ったり不安を感じた経験のある助産

師のほうがその割合が有意に高かった。

学習ニーズはステップアップへの欲求か

ら生じており、スキルアップと知識のブ

ラッシュアップのニーズがあることが明

らかとなった。 

論文掲載：pp72～77 

本人担当部分：研究計画の立案から分析

とまとめまでを主になって行った。 

共同執筆者：服部律子，石川真奈美，若

山正代，鈴木明日香 

3 分娩を取り扱う小規模病

院、有床診療所に勤務する

看護師の学習ニーズ 

（査読付き論文） 

共著 平成 26 年 1

月 

愛知母性衛生学会誌

第 31号 
分娩を取り扱う小規模病院や有床診療所

では助産師よりも看護師の勤務者数のほ

うが多く、看護師が周産期の様々なケア

に携わっている現状を踏まえ、これらの

施設に勤務する看護師を対象に自己記入

式質問紙調査を実施し、記述内容を質的

に分析した。その結果、調査対象者の約

半数が学習希望を有しており、仕事の中

で困難感や不安感を抱いた経験のある者

のほうが希望する割合が多かった。これ

は、「仕事上不足している知識の補充」や、

「知識や技術の発展」「自己実現への欲

求」からくるものであることが明らかと

なった。 

論文掲載：pp52～60 

本人担当部分：研究計画の立案から分析

とまとめまでを主になって行った。 

共同執筆者：服部律子，中嶋文子,奥川ゆ

かり，水信真美子，石川真奈美，鈴木明

日香，若山正代 
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4 青年期女子のライフデザ

インと親準備性 
共著 

 

平成 27 年 3

月 

 

椙山女学園大学看護

学研究 7巻 

 

女性を対象としたライフデザイン教育の

あり方を検討するための基礎資料を得る

ことを目的に、Ａ大学１年生 510人を対

象に青年期女子のライフデザインや親準

備性について明らかにした。結果、約６

割の学生は将来の職業を決めて１年次か

ら準備をしており、約８割の者が将来結

婚を、約７割の者が出産を考えており、

その予定平均年齢はそれぞれ、26.3歳、

27.7歳であった。また離職のタイミング

としては第２子出産時が最多であった。 

論文掲載：pp41～49 

本人担当部分：研究計画の立案から分析

とまとめまでを主になって 

行った。 

共同執筆者：服部律子，後藤宗理 

 

5 高校生の対人関係への

認識と性に関連する悩み 

（査読付き論文） 

共著 平成 30 年 9

月 

日本性感染症学会誌 

29巻 1号 

高校生の日常生活での対人関係への認識

と性に関連する悩み、及び性交経験者と

未経験者の認識の違いを明らかにし、思

春期の母性保健の向上に効果的な保健指

導・性教育のありかたを検討することを

目的に、無記名式自記式質問紙調査を実

施し、7,739名を分析対象とした。その

結果、約 7割が「友達の数は多い」「今幸

せ」と認識し、9割が「今の家族の中で

育って良かった」と認識していた。性交

経験者は 5.3%であり、未経験者に比べて

「今幸せ」「今の家族の中で育って良かっ

た」と回答した者が有意に多い一方で、

「一人ぼっちと感じる」と回答した者も

有意に多かった。思春期は自立し社会に

巣立つ準備期であり、自己肯定感を高め

つつ、他人との関係性・コミュニケーシ

ョン能力を高める教育が必要である。 

論文掲載：pp43-52 

本人担当部分：研究計画立案、調査票作

成、調査の実施、結果の考察を担当した。 
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5 Estimation of Pregnant 

Women Possibly Left 

Behind Tsunami 

Predicted Areas of Nagoya 

City 

A Simulation for Rescue 

Planning  

（査読付論文） 

 

共著 令和 2年 3月 Disaster Medicine and 

Public Health 

Preparedness 

(online, 16, Mar, 2020) 

機械学習と GIS(Graphic information 

system)を用いて愛知県名古屋市におけ

る東南海地震発生時の津波浸水域の妊婦

数を算出し、河川情報なども含めて避難

可能な方向性から避難した妊婦の集中す

る地域を推定し、医療体制整備を提案し

た。 

論 文 掲 載 ：

https://doi.org/10.1017/dmp.2019.164 

本人担当部分：機械学習のための分析モ

デルの検討、考察、論文執筆 

共同執筆者：服部律子,宮川祥子,服部兼

敏 

:     

（その他）     

-報告書- 

1 より効果的な妊娠出産包

括支援事業としての産後

ケアのあり方に関する研

究 

 

共著 
平成 28年 3

月 

 

公益社団法人日本助

産師会 

平成 27 年度子ども・

子育て支援推進調査

研究事業報告書 

 

厚生労働省の補助金を得て産後ケアの実

態について調査し、今後のあり方につい

て提言した。 

論文掲載：pp59～90 

本人担当部分：「有床助産所ならびに病

院・診療所で行っている産後ケアならび

に産後ケア事業に係わる実地調査」を分

担研究し、その結果を主になってまとめ

た。 

共著者：島田真理恵,佐藤香,安達久美子,

稲田千晴,服部律子,葛西圭子,相良有紀,

市川香織,國分真佐代 

 

2 本学看護学部におけるク

リッカー導入の評価 

共著 平成 28年 3

月 

 

椙山女学園大学看護

学研究 8巻 

 

アクティブラーニングの一貫として新た

に導入したクリッカーの効果について、

学生の質問紙調査とグループインタビュ

ーの結果から分析した。その結果クリッ

カーの使用による「ライブ感」が学生の

授業への積極的参加を促している、他学

生との類似点や相違点を見出したことが

学習への動機づけとなっているという効

果が明らかとなった。 

論文掲載：pp47～55本人担当部分：評価

の計画、データ収集、分析、まとめの全

般を主になって実施した。共著者：服部

律子,和田貴子,佐原弘子,竹井留美,又吉

忍,後藤宗理 
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3健やか親子 21(第 2次)を

推進するための思春期の

母性保健の向上を目的と

した効果的な保健指導の

あり方についての調査研

究 

共著 平成 29年 3

月 

 

厚生労働省平成 28 年

度子ども・子育て支援

推進調査研究事業報

告書 

 

厚生労働省の補助金を得て、思春期の母

性保健の向上を目的とした効果的な保健

指導のあり方について提言し、研究結果

に基づき保健指導媒体として

「Asolescence わからないことがここに

ある」を作成した。 

本人担当部分：研究計画、調査用紙の作

成、４校におけるデータ収集、考察を共

に担当し、「性の自己受容(多様性)・

gender identiyuに対する保健指導」に

ついて文献レビューを行った(pp127-129

に掲載)。保健指導媒体では、「からだの

性、こころの性 ～これって変？～(p18)

を執筆した。 

共著者：永光信一郎、安達久美子、石井

隆大、内山有子、岡明、岡永真由美、葛

西圭子、片岡弥恵子、川名敬、熊谷智子、

小林順子、小柳憲司、齋藤伸治、鴇田夏

子、永山美千子、二宮啓子、野々山未希

子、服部律子、松岡美智子、松嵜くみ子、

三牧正和、村上佳津美 

-講演-     

1.母と子のメンタルヘル

スのために助産師ができ

ること、助産師がすべきこ

と 

 

 平成 28年 5

月 

 

第 2回母と子のメンタ

ルヘルスフォーラム

(於名古屋市) 

 

青年期の親準備性形成に関する研究成果

と、前年度に取り組んだ「より効果的な

妊娠出産包括支援事業としての産後ケア

のあり方に関する研究」の結果から、そ

して現代の若者の特徴などから、親とな

る人々の特性を理解し、妊娠中から子育

て期までを包括したケアのあり方ににつ

いて概観し発表した。 

2.母と子のメンタルヘル

スのために助産師ができ

ること、助産師がすべきこ

と 

 

 平成 28年 10

月 

 

第 57 回日本母性衛生

学会総会・学術集会教

育講演 

（於東京） 

 

平成 27年度子ども・子育て支援推進調査

研究事業「より効果的な妊娠出産包括支

援事業としての産後ケアのあり方に関す

る研究」成果を基に、産後の母親の特徴

を解説するとともに、親準備性研究の成

果に基づいて妊娠前から子育て期までの

継続的で包括した支援の必要性について

講演した。 
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3.子育て支援と社会資源

の活用 

 

 平成 28年 11

月 

 

平成 28 年度奈良県ア

ウトリーチ型子育て

支援モデル事業子育

て支援者研修会 

 

親準備性研究や産後ケアのあり方に関す

る研究での結果を踏まえ、子育て支援の

対象の特性について解説し、子育て支援

者に求められる姿勢などについて講演し

た。 

4.妊娠期からの包括支援

に向けて～対象を理解す

る～ 

 平成 30 年 2

月 

 

平成 29 年度葛城地区

保健衛生担当課長会

保健師部会全体研修

会 

子ども虐待防止に向け、妊娠期からのリ

スクの早期発見や予防のための寄り添い

や支援のあり方について講演した。 

 

5.子どもたちの生きる力

を支える性教育 

 令和元年 10

月 

京都府私立中学高等

学校教育研究大会 

厚生労働省平成 28年度子ども・子育て支

援推進調査研究事業の調査で明らかにな

った結果、近年の若者の特性などを踏ま

え、エンパワーメントやライフスキル教

育の視点から中高生への性教育のあり方

について講演した。 

―学会発表―     

1 青年期の親準備性とそ

の関連要因 

 平成 22年 11

月 

 

第 51 回日本母性衛生

学会学術集会(於金沢

市) 

青年期の親準備性とそれに関連する要因

を明らかにすることを目的に青年期の男

女 867名を対象に質問紙調査を実施し、

519名から回答を得た。その結果、青年

期の親準備性には、基本的信頼や自律性

などアイデンティティ確立の基礎となる

部分と、親との信頼感、家庭への満足度、

子どもへの関心や好感情、子どもと接し

た経験が影響していることが明らかとな

った。 

本人担当部分：研究全体に関わり、中心

になって研究を実施した。共同発表者：

服部律子，後藤宗理，石川真奈美，西富

代 
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2思春期ピアカウンセラー

養成の現状と課題 

 平成 25年 8

月 

 

第 32 回日本思春期学

会学術集会 

（於和歌山市） 

 

日本ピアカウンセリング・ピアエデュケ

ーション研究会認定プログラムを用いた

過去 6年間の思春期ピアカウンセラー養

成数の推移や受講者の受講後の感想等か

ら実態を分析した。その結果、若者気質

の変化により友人に相談できなくなって

いることなどから思春期ピアカウンセラ

ーへのニーズは高まっているものの、同

じ若者気質の変化により自らが思春期ピ

アカウンセラーになろうという若者は減

少しているという課題が存在しているこ

とが明らかとなった。本人担当部分：研

究全体に関わり、特にデータの分析とま

とめを主になって行った。 

共同発表者：服部律子，高村寿子，石田

登喜子，渡辺純一 

3 助産所・病院・診療所で

行われている産後ケアの

実態 

 平成 28年 10

月 

 

第 75 回日本公衆衛生

学会総会 

（於大阪市） 

 

わが国における産後ケアのあり方を検討

するための基礎資料として、助産所、病

院、診療所計 9施設において、インタビ

ュー調査を行った。結果、母親が育児技

術を獲得し、自信をもって家庭生活への

スタートが切れるよう支援することが求

められていた。また、産後ケア施設を提

供するためには経済面、感染対策と癒し

の空間の確保など施設面での課題がある

ことが明らかとなった。 

共同発表者：市川香織，服部律子，國分

真佐代，稲田千晴，相良有紀，島田真理

恵 
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4 Baseline survey with 

the purpose of 

developing adolescent 

peer activities 

related to 

reconstruction 

support in the wake of 

the Great East Japan 

Earthquake: For 

developing peer 

activities designed to 

support the ability to 

lead active lives in 

affected areas 

 平成 29年 8

月 

The  21st 

International 

Epidemiological 

Association 

（大宮市） 

 

南相馬市における中学生へのピアサ

ポートの実施に向けた中学生対象の

ベースライン調査の結果を報告し

た。将来の夢をもっていない群はも

っている群に比べて自尊感情が低

く、自分自身の心身への関心が低い

ことが明らかとなり、自尊感情を高

める取り組みであるピアサポート活

動の必要性が示唆された。 

共同研究者：Hattori R, Takamura H, 

Nakamura 

5 Prevalence and 

prediction of suicide 

ideation in Japanese 

adolescents: result 

from a 

population-based 

questionnaire survey 

 平成 29年 1

月 

American Academy 

of Child and 

Adolescent 

Psychiatry 

(Washington DC, 

USA) 

 

全国の各地方に在住する中高生を対

象に心身の健康状態について調査し

た結果から、希死念慮を抱く割合と

自殺率を中心に精神健康状態に焦点

をあてて報告した。 

共同研究者:Nagamitsu S, Mimaki M, 

Koyanagi K, Tokita N, Kobayashi Y, 

Hattori R, Yamashita Y, Yamagata 

Z, Igarashi T 

5 健やか親子 21（第 2

次）：思春期の保健課題

の克服―中高生２万人

のアンケート調査から 

 平成 29年 8

月 

日本思春期学会第

36 回学術集会 

 

全国の各地方に在住する中高生を対

象に健やか親子 21(第 2次)に盛り込

まれている思春期の保健課題を中心

に調査した結果の概要を報告した。 

共同研究者：永光信一郎、三牧正和、

服部律子、小柳憲司、鴇田夏子、小

林順子、五十嵐隆 

−その他−     

看護－76



1 外来通院糖尿病患者の

治療行動に影響を及ぼす

要因 

共著 

 

平成 25年 11

月 

 

へるす出版 

月刊「臨床看護」 

 

外来で通院治療を受けている、研究への

協力に同意の得られた糖尿病患者 19人

に対して半構造化面接を実施し、保健行

動理論に基づいて質的に分析した。結果、

治療行動には病気の悪化への危機感や治

療行動による効果の自覚、知識が影響し

ていることが明らかとなった。また、糖

尿病患者は治療行動の必要性の認識と同

時に逃避欲求も抱いて逃避するための理

由を探していることが明らかとなった。

今後は、自己効力感にも着目し、今回明

らかとなった要因との関連性を明らかに

する必要がある。 

論文掲載 （「投稿 中

 

 

 

 

2 新・青年心理学ハンドブ

ック 

共著 

 

平成 26年 1

月 

 

福村出版 

 

青年心理学に関する事項を広く解説した

ハンドブックである。この中で、トピッ

ク「青年期の親準備性」を担当した。 

B5変形(27cm)版全 714頁 

本人担当部分：総頁数 714頁中 1頁

(Topic32)を担当。 

後藤宗理,二宮克美,高木秀明,大野久,白

井利明,平石賢二,佐藤有耕,若松養亮編

著,ほか 114名著。Topic32服部律子。 

3 周産期のメンタルヘル

スの動向と助産師に求め

られるかかわり 

単著 

 

平成 29年 4

月 

 

医学書院 

「助産雑誌」 

 

周産期のメンタルヘルスケアについて、

施策の動向、筆者が取り組んできた今ま

での研究から明らかとなった親になる

人々の特性、若者研究の成果などを踏ま

えて、対象の理解を中心に助産師に求め

られる関わりについて概説した。 

論文掲載：pp262～267（特集 「周産期

のメンタルヘルスのために助産師ができ

ること、すべきこと」の中の１編） 
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文部科学省科学研究費お

よびその他の研究助成 

   
 

1 青年期女子の親準備性

とキャリアデザイン、ライ

フデザインの関連性 

 平成 25年 6

月 

 

椙山女学園大学学園

研究費助成(B) 

 

妊娠に伴い身体的変化を来す女性を対象

とした、妊孕性や家庭形性、妊娠・出産・

子育てと仕事の両立なども含めた女性な

らではのライフデザイン、キャリアデザ

インへの支援のあり方を検討するため、

青年期女子に対する女子大学生 510人を

対象に、親準備性と現在描いているライ

フデザインについて実態について研究し

た。 

     

 
［注］       

１ 最近１０年間の教育活動、研究活動について作成すること。 

２ ｢教育活動｣ については各項目ごとに年月日順に、｢学会等および社会活動｣については就任年月日順に記入すること。 

３ ｢研究活動｣ については、下記の点に留意すること。 

① 著書・論文及びその他の順に、発表年月日順に記入すること。 

② 著者が複数にわたる場合で、筆頭著者が著書・論文等において明示されている場合には、その氏名に◎印を付すこと。 

③ 共著（論文）の場合、「該当頁数」の記入にあたっては、本人の分担箇所を特定できる場合は、その頁数を記載すること。 

④ 最近１０年間に著書･論文等の発表のなかった者についても、教員名を挙げてその部分を空欄にしておくこと。 

⑤ 芸術分野や体育実技等の分野を担当する教員については、著書・論文等以外の競技会、展覧会または演奏会等での発表のうち、 

特に顕著な業績と認められるものについても記載すること。このほか、専門分野の特性を考慮し、顕著な業績と認められるもの 

がある場合もこれに含めてもよい。 
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教育研究業績書 

令和 2年 3 月 31 日 

氏名 三浦 康代 

研究分野 研究内容のキーワード 

看護学、健康・スポーツ科学 地域看護学、公 衛生看護学、在宅看護、健康教育 

教育上の能力に関する事項 

事項 年月日 概要 

１ 教育方法の実践例 

1.学内演習で男子学生に 婦体験指導

3. マンガン記念 の見学

4. 児健診の演習で実際の 児の身体計測、発達検査を実

施 

平成22年7月 

平成 26 年 

10 月 

平成28年5月 

男子学生に半日間、 部におもりをいれた 婦体験を

させ、 中の心身の状況を理解させることができた。 

日吉町保健婦吉田氏が結 のマッピングをしたこと 

から 山で働く人のじん をみつけるまでの実話を聴

き、マンガン 山の を見学することを通して、労

働や生活から地域の人々の健康問題や 業保健の課題

について考えることができた。 

児健診の演習で実際の 4 か月児、1 6 か月児、3

児の母子に協力していただき、65 名を 3 つのグルー

プに分けて身体計測、発達検査の演習を実施し、3 人を

比較しやすく、育児の悩み等も聞くことができ、発達

には個人 が大きいことを学ぶこともできた。 

２ 作成した教科書，教材 

1. 児健診、「小児保健」「健康教育論」「地域看護活動論」

「公 衛生看護学Ⅰ（地域活動）」の授業で 4人分の本物の

を ったポスターを展示 

2.「小児保健」でパネルシアター用のパネル「うんちの話」

3.「子どもの保健」「公 衛生看護活動論」「 学」「公 衛

生看護学概論」で め式の配付資料を作成し、毎講義ごとに

前回講義内容についての確認テストを実施 

4.「公 衛生看護活動論」で地区把握の資料作成時における情

報収集項目についてパワポで画面を示しながらスマートフォン

で検索体験 

平成 3年 1月

～令和 1年 10

月 

平成23年1月 

平成23年4月

～平成 27年

11 月 

平成26年4月

～平成 27年 8

月 

自分の子ども 4人分の本物の 合計 80本を ったポ

スターを作成展示することで、保護者や学生に 予

防について強いインパクトで啓発することができた。 

食物が 化 の中で に変化する状態を立体的に作成 

めをするためには教科書に目を通したり、毎回の

講義をきちんと聴く必要がある。また、 め部は重

要ポイントということが学生にわかる。 

地区把握の情報収集の際に、インターネットを使用し

た場合の検索先を具体的にパワポで示し、スマートフ

ォンで検索させた結果、情報を把握しやすくなった。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

1.授業アンケート

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1.奈良県健康生きがいづくりアドバイ ー協議会主 「いきい

き 」で講演「おいしい話」「減塩食のメニューづくり」 

2. 原市みみなし地域学級にて講義「健康づくりの話」「栄

の話」 

3、高校の校内進路ガイダンスにて 圧測定の体験と減塩のメニ

ューづくりの授業 

平成26年8月

～ 

平成27年8月 

平成24年3月

～ 

平成27年3月 

平成27年3月 

長続きする減塩のコツについて具体的に指導 

中高齢者に「そのまんま料理カード」を使用してグル

ープで 1 日のメニューづくりをし、総カロリーと塩分

量を算出し、減塩への動機づけを行った。 

高校生に「そのまんま料理カード」を利用した減塩食

メニューづくりを実施し、若年から 味に慣れるよう

促し、ふだんの食事の塩分量に興味をもってもらった。 
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4.大学オープンキャンパスにおいて参加者（高校生や保護者、

高校の進路指導担当者）にリラクセーション体験講 実施 

5．奈良県健康生きがい協議会主 認知症予防講 にて年 2回講

演「認知症予防のための食生活」 

6．明治国際医療大学看護学部リカレント学習講  看護研究の

基礎において講演「文献検索の実際」 

7． 市地域連携事業として「ロコモティブシンドロームの予

防と対策」のうち「食生活」について出前講 年 5 回 

8．広 町、奈良市、下北山村等の各自治会にて講演「認知症予

防のための食生活」 

9．奈良県共 組合主 「認知症予防講 」にて講演「認知症予

防のための食生活」 

10.一般社団法人奈良県健康生きがいづくり協議会主 「健康生

きがいづくりアドバイ ー 成講 」にて講義「健康づくりの

ための食生活」 

11.NPO 法人認知症サポートネット主 「 の体操」にて講演（

崎市立福祉センター和楽園） 

12.奈良県共 組合主 「認知症予防講 」にて講演「認知症予

防のための食生活」（ 原公 ） 

13.一般社団法人奈良県健康生きがいづくり協議会主 「健康生

きがいづくりアドバイ ー 成講 」にて講義「中高年と健康

（食生活）」（ 奈良女子大）

14.一般社団法人奈良県健康生きがいづくり協議会主 「健康生

きがいづくりアドバイ ー 成講 」にて講義「中高年と健康

（健康寿 と生活習慣病）」 

15. 一般社団法人奈良県健康生きがいづくり協議会主 「百

」( 大和高田市 交流センター) 

16. 一般社団法人奈良県健康生きがいづくり協議会主 「 っ

て学ぶ と体の っこり講 」（ 河合町ま ろばホール内コ

ミュニティーカフェつどい）

17.一般社団法人奈良県健康生きがいづくり協議会主 「百

」 

平成24年8月 

～ 

平成26年8月 

平成26年8月 

～ 

平成28年8月 

平成 25 年～

現在 

平成27年8月 

平成27年8月 

平成28年3月 

平成28年3月 

平成28年8月 

平成28年8月 

平成29年7月 

平成29年7月 

平成29年9月 

12 月 

平成 30 年

月 12月 

平成 29 年 10

月 

平成30年7月

～平成 31年

12 月 

参加者にリラクセーション体験をしていただいたとこ

ろ、 ってしまう方もおられ、リラックスできた様子 

認知症予防のための食生活についての最新情報の提供

と、楽しく継続できる方法について考えていただいた。 

現場の看護師を対象とした研修において、医中誌等の

文献検索をしながら、研究の枠組みについても考えて

いただいた。 

日吉、美山地区に出向き、地域の高齢者を対象にロコ

モティブシンドロームの予防と対策について指導。

認知症予防のための食生活について、奈良県下の各地

域に出向いて認知症予防ゲームもまじえて講演 

奈良県職員とその家族を対象に認知症予防のための楽

しく継続できる食生活について提案した。 

アドバイ ーになる予定者を対象に、高齢社会の課題

の動向から、自分の健康は食生活の改善からという動

機づけをした。 

地域の高齢者 20名を対象になつかしい 食いソングを

15 準備し、グループごとに の めがおわった

ら黒 に記入し、みんなでキーボードの生演 で う。 

前回好評だったため、 部でも開 。奈良県職員とそ

の家族を対象に認知症予防のための楽しく継続できる

食生活について提案した。 

アドバイ ーになる予定者を対象に、認知症予防やロ

コモティブシンドローム、サルコペニア予防のための

食生活のポイントについて動機づけをした。 

アドバイ ーになる予定者を対象に、生活習慣病の基

礎知識と健康寿 の延伸のための生活習慣の見直しに

ついての動機づけをした。 

大和高田市 を対象に、健康寿 の延伸を目的として

百 を開始し、「 トレゲー」「いきいき百 体操

（徳島版）」「マイノートを書いてみよう」「誰でも

できるラフターヨガ」を指導した。 

河合町 を対象に、認知症予防を目的としてコグニサ

イズと 食いソングを指導した。

大和高田市市 交流センターにて、一般市 を対象に 3

回月に 1 回の百 開 した。（百 体操、ラフター

ヨガ、認知症予防等）

５ その他 

1.全国保健師教育機関協議会主 秋 教員研修第２分科会にお

いて情報提供 

「看護師教育課程における地域看護学教育の取り組み」 

平成 28 年 10

月 

天理医療大学での看護師教育課程における地域看護学

教育の取り組みは、保健・医療・福祉の包括的視点で

看護実践できることを目 においており、画期的な科

目立てとなっている。 

職務上の実績に関する事項 
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事項 年月日 概要 

１ 資格，免許 

1.看護師

2.保健師

3. 業保健指導者

4.第 1種衛生管理者

5.健康生きがいづくりアドバイ ー

6.心理相談員

7.いのちの 話相談員

8.介護支援専門員

9.学士（教 ）の学位

10.地 温 化防 活動推進員

11.学士（看護学）の学位

12.健康運動実践指導者

13.保育士

14.修士（学術）の学位

15.リラクセーション看護講 修了認定

16.ラフターヨガリーダー

17.ラフターヨガアンバサダ―

昭和49年4月 

平成 2年 6月 

平成2年11月 

平成2年12月

平成 5 年 9 月

平成 5年 3月 

平成 7年 5月 

平成12年3月 

平成14年3月 

平成15年4月 

平成18年2月 

平成18年9月 

平成22年1月

平成25年3月 

平成26年3月 

平成30年9月 

令和元年 7月 

免許証 号 251658 号取得 

免許証 号 66248 号取得 

中央労働 害防 協会認定 

奈良労働基準 免許証 号第 29000022271 号取得 

一般財団法人健康生きがい開発財団認定 

中央労働 害防 協会認定 S293－0318 号 

社会福祉法人奈良いのちの 話協会任用書第 668 号 

奈良県第 1497 号取得 

放送大学学位記 第 19941 号取得 

奈良県生活環境部認定 奈良県知事委  

独立行政法人大学評価・学位授 機構第 17551 号取得 

財団法人健康・体力づくり事業財団台 登録 号第

40662014 号取得 

保育士証登録 号 奈良県-014151 取得 

放送大学大学院学位記  第 003590 号取得 

リラクセーション看護講 （レベル 1,2,3）認定証

第 034 号取得 

ラフターヨガ 成講

ラフターヨガインターナショナル ニバーシティー

２ 特許等 

なし 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1.大和高田市地域新エネルギー・省エネルギービジョン策定委

員会委員 

2.大和高田市男女共同参画審議会委員

3.東日本大 支援活動

4. 原市情報公開・個人情報保護制度運営審議会委員

平成20年7月

～平成 23年 6

月 

平成22年4月

～現在 

平成23年3月

～平成 23年 4

月 

平成28年7月

～現在 

大和高田市内の事業所等における省エネ対策について

検討し、太陽光発 の推進状況について調査 

大和高田市の行政や事業所を中心とした男女共同参画

の進 状況を審議、進言している。 

東日本大 後、岩手県県央保健所の要 を受け保健

師のボランティアとして県央保健所スタッフとともに

山田町の避難所や家庭を 回 

原市の情報公開・個人情報保護について審議し、中

立公平なパブリックコメントを進言している。 

４ その他 

奈良県看護功労者知事表 受  令和2年 5月 

研究業績等に関する事項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別

発行又は 

発表の年月

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称
概要

（著書） 
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1.「認知症予防に役立つ

エクササイズのしおり」

社会福祉法人社会福祉研

究開発基金の「認知症予防

のための エクササイズ実

施事業」助成金による 

共著 平成 27 年

10 月 

法人認知症サポ

ートネット 

福田章 三浦康代 上田綾子 上田桂子 黒

崎 美 小池玲子 小西 勝 田中 子 土

林由美子 寺田郁子 東田昌子 平田和美 

松原 子 村上誠二 森山 子 山本真由

美 竹村健一 

地域でいつでのどこでもだれでもが認知症予

防のための音楽や体操やゲームに取り組める

ように編集。第 1 章： はつらつゲーム 第 2

章：身体を使って を元気に 第 3 章：手指体

操で はイキイキ 第 4 章：音楽で が若返る

（1）1 抜き （2）早口言葉（3） と三 体

操（4）交互 ・同時 （5） いソング（6）

音の聴き分けゲーム（7）リズムウォーキング

（8）リズムパーカッション 第 5 章： かし

い思い出で が元気に～回想法～ 第 6 章：お

口の体操 第 7章：何でもアートのうち、第 4

章担当 

2．八 校区 老会（尚 ）

「100 回の歩みと人々の暮

らし」 

監修 

共著 

平成 30 年 

7 月 

八 地区連合自治会

（ 路市地域資 保存

継承助成事業による） 

三浦康代 伊賀 香木 八 校区 老会100回

記念誌編集委員会 

3.2019 年小児看護学・健康

支援と社会福祉制度 問題

集 

共著 令和 2年 

3 月 

式会社ピラールプレ

ス 

守本とも子 山口求 三浦康代 田ゆかり 

吉水清 佐藤郁代 斎藤英夫 松井典子 井

上昌子 

最新の国家試験問題を取り入れて解説してい

る国家試験対策用問題集 

（学術論文） 

1.「看護学生が く卒業前

のキャリアデ イン」（査

読付） 

単著 平成24年3

月 

白 女子 期大学紀要

第 6 巻 25－34 

卒業前の看護 女子 大生を対象にキャリア

マップの記載を含む質問紙調査を実施したと

ころ、対象者は多様なキャリアデ インを い

ていた。就職しない者は 無で、7 割強が仕事

継続型、2割が中断再開型を予定し、全体の75

の者が最 終の退職予定年齢を60 以上として

いた。看護職が仕事を継続するために必要とし

ている支援として育児支援や再 用教育の充

実、 来展望を計画的に くというキャリアデ

イン教育の充実が求められている。 

2.「薬害 HIV 感 被害者の

二次感 の予防状況と性生

活満足度およびそれらの関

連要因の検討」～「2010 年

HIV・HCV 重 感 友病患

者の長期療 に関する患者

参加型研究」による「生活

実態と新たな問題に関する

調査」データの分析を通じ

て～（査読付）（修士論文） 

単著 平成 25 年 

3 月 

放送大学大学院修士論

文集 

2010年にはばたき福祉事業団が薬害HIV感 被

害者を対象に実施した質問紙調査の二次分析

を行った結果、薬害 HIV 感 被害者では、「セ

ーファーセックス群」は、「アンセーファーセ

ックス群」や「性交 なし群」より、有意に性

生活満足度が高く、精神的状況を良好に保って

いた。HIV 感 症であるために今も性生活を

えている者や、 児に関する情報を希望する者

が多いことより、性生活や 児についての情報

提供をはじめとするセクシュアル支援のアプ

ローチが必要であると考えられた。

3．「子育て支援ボランティ

ア活動の実態と世代間交流

について」（査読付） 

共著 平成 26 年 

7 月 

日本健康医学会雑誌 23

巻 2 号 136－141(ISSN 

1343-0025) 

小石真子 佐藤裕見子 三浦康代 

子育てボランティアは支援を提供するだけで

なく、自分のためのサポート提供があった。ま

た、地域で子ども世代・親世代・ 母世代の人々

をつな 活動であった。 
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4.「 崎における高齢者

特別清 事業就労者及びシ

ェルター利用者を対象とし

た結 に関する聞き取り調

査の報告」原著（査読付） 

共著 平成 27 年 

1 月 

社会医学研究32巻 1号

39-47(ISSN 0910-9919)

三浦康代 井戸 武  田中義則 上田裕子 

山本 繁 高鳥 敏雄 

原著である。 崎の結 患率を効率よく減

少させる手立てとして、シェルター利用者への

結 健診受診の義務化、特 登録更新時におけ

る結 健診の強化、HEPA フィルター付 環式の

空調設備 備のシェルターの建設、地域の人が

集まる施設内における 煙・分煙も含めた 気

の重要性についての啓発が求められた。 

5．「高齢者に対するロコモ

ティブシンドローム予防の

ための取り組みー介護予

防・生きがい支援通所事業

における健康教育を実施し

てー」（査読付） 

共著 平成28年6

月 

第 46 回（平成 27 年度）

日本看護学会論文集 

ヘルスプロモーション

2016 年 136－139 

(ISSN 1347-8184) 

小石真子 佐藤裕見子 三浦康代 村上久惠 

高田美子 河原 子 

地域の高齢者にロコモティブシンドロームの

予防のための運動や栄 の講義や実践をした

ところ、理解できた方が多かった。今後、生き

がい活動支援通所事業の中での継続をするこ

とにより、ロコモの予防につながるだろう。 

6.「女子大学生のアイメイ

クの実態～アイメイクの使

用状況と症状出現状況につ

いて～」（査読付） 

共著 平成29年3

月 

明治国際医療大学誌第

第 16 号 27-37 

三浦康代 片岡美穂 揚本裕貴 

アイメイクは、女子大学生に心理的にポジティ

ブな影響を えていることが多く、女子大学生

にとって日常的に欠かせないものとなってい

た。アイメイクを続けていくには、正しいアイ

メイク法を見直し、症状が現れた時には早期の

眼科受診をして悪化を防 することや、安全な

化 ・化 方法を選択するという認識を持つ

ことが必要であるといえる。 

7．「認知症予防地域ボラン

ティアが関わった認知症予

防講 受講者の運動と食生

活習慣についての行動変

容」（査読付） 

共著 平成29年5 

月 

日本認知症予防学会誌  

Vol.6 No.1, 2017 

39-44(ISSN 2187-3798)

三浦康代 福田章 上田裕子 

認知症予防地域ボランティアが関わった認知

症予防講 受講後の運動習慣と食生活習慣に

ついての行動変容は，「変化なし」が最もおお

かった．ついで，食生活習慣については，「改

善」が「悪化」より多く，運動習慣については

「悪化」が「改善」より多かった．受講後に新

たな生活習慣に取りくもうとしていた者の割

合は、食生活習慣については 2割，運動習慣に

おいては 1割であった．今後，地域において，

認知症予防地域ボランティアが活動の中心と

なって，特に運動習慣に関する継続した取り組

みが望ましいと考えられた． 

8.「過 地域における生き

がい支援通所事業について

の一考察」（査読付） 

共著 平成29年6

月 

大阪青山大学看護学ジ

ャーナル 2017,Vol.1, 

55-58

小石真子 佐藤裕見子 三浦康代 村上久惠 

河原 子 松岡みどり 高田美子 

過 地域の生きがい支援通所事業に従事する

援助員に対して活動実態と互助実態を把握し

た結果、過 地域では。地域の課題・地域福祉

について住 に認識させ、主体的に行動させる

ことや、地域に拠点をつくり 生委員やボラン

ティアおよび近 とのつながりを につく

ることが必要であり、専門的な研修やきめ細か

い支援体制が求められていることが示 され

た。 
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9.「中高年者における身長

縮と 満度の関連につい

ての検討」（査読付） 

10.A Report on 22nd East

Asian Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS) 

Conference 2019 （Ⅰ） 

～Association among the 

factors in conjunction 

with Height Loss of 

females by the literature 

review～ 

2019 第 22 回東アジア看護

学研究者フォーラムの報告

（Ⅰ）～文献検討による女

性の身長 縮に関連する因

子および因子間の関連～ 

（査読付） 

11. A Report on 22nd East

Asian Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS) 

Conference 2019 （Ⅱ）―

Study of literature on 

life skills that focus on 

eating habits of patients 

with inflammatory bowel 

disease― 

2019 第 22 回東アジア看護

学研究者フォーラムの報告

（Ⅱ）― 症性 疾患患者

の食生活に焦点をあてたラ

イフスキルに関する文献検

討― 

（査読付） 

12.「健診項目に身長 縮の

追加を」 

共著 

共著 

共著 

単著 

平成30年1

月 

令和元年 9

月 

令和元年 9

月 

令和 2 年 3

月 

社会医学研究35巻 1号

129-135

(ISSN 0910-9919) 

奈良学園大学紀要第 11

集 211－215 

（ISSN 2188‐918 ） 

奈良学園大学紀要第 11

集 207－210 

（ISSN 2188‐918 ） 

大阪公 衛生第 91 号 

20－22 

三浦康代 志野泰子 

身長 縮は 機能や 化 機能の低下およ

び， 痛等の 症状を起こし，QOL の低下につ

ながることに着目し、50 以上の健常な男女

972 名を対象に，身長 縮割合と 満度との関 

係を検討した結果，女性では 満群が正常群よ

り有意に身長 縮割合が大きいことが明らか

になり， 満は身長 縮の重要な因子となるこ

とが示 された。身長 縮を予防改善し，予測

するための最も にできる方法として， 満

度測定は意義があると考えられた。 

三浦康代 田ゆかり 吉水清  井上葉子 

2019 第 22 回東アジア看護学研究者フォーラ

ムの報告として、女性の加齢による身長 縮に

関する因子、及び因子間の関連について検討

し、加齢による身長 縮を予防するための基礎

資料とするために、文献レビューの結果、女性

の加齢による身長 縮は「 変形（ 体

含む）」「低 度」「筋量減少」「 満」の

4 因子と関連することが明らかになった。これ

らの要因を予防することは、加齢による身長

縮を予防するための基礎資料となり得ること

が示 された。今後は、同一人物についての

度・筋量・ 満度・体 率・運動状況・身

長 縮状況について検討する必要があること

を述べた。 

井上葉子 田ゆかり 吉水清 三浦康代 

2019 第 22 回東アジア看護学研究者フォーラ

ムの報告として、 症性 疾患患者の食生活

に焦点を当てたライフスキルの研究動向をコ

ンテンツ分析を通じて分類することで、ライフ

スキルに関連する食習慣の難しさと問題を明

らかにし、サポートの方法を検討する基本デー

タを提案したことを述べた。

身長 縮割合を算出し、認識することは、よ

り早期に 度や筋量、 準体重の維持のため

の運動や食生活習慣の見直しにつながり、特に

女性の健康寿 の延伸につながる。そのため、

特定健診の問診項目に「以前の最高の身長」を

追加することを提案する。 

（その他） 

報告書 
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1.「はーとふる」

日本学術振興会科学研究

補助金研究事業（課題 号

22614010）「ホームレス者

の健康支援を通じた社会的

包摂の推進に関する研究」

平成 22 年度研究報告書 

共著 平成 23 年 

3 月 

研究代表者 坂隆子 坂隆子 高鳥 敏雄 子 中田信昭 

福原宏幸 黒田研二 加美 文 葉子 

小 芳子 山本繁 井戸武  大宮陽子 三

浦康代 北尾千沙 

（P63～P67,P78～P83） 

あいりん地域で野 者や高齢要介護者を支援

する 16 間支援団体に対する聞き取り調査を

実施。うち野 者ネットワークと陽だまりⅡに

ついて担当。  活動の理念 ②活動の対象 

活動の内容 活動従事者 ⑤その支援が

健康づくりや や健康を守ることにつながる

可能性 活動が 間づくりにつながる可能

性 活動の成功事例と失 事例についてま

とめた。 

2.「はーとふるⅡ」

日本学術振興会科学研究

補助金研究事業（課題 号

22614010）「ホームレス者

の健康支援を通じた社会的

包摂の推進に関する研究」

平成 22・23・24 年度研究報

告書 

共著 平成 25 年 

3 月 

研究代表者 坂隆子 坂隆子 高鳥 敏雄 子 中田信昭 

黒田研二 加美 文 福原宏幸 葉子 

三浦康代 小 芳子 山本繁 井戸武  大

宮陽子 小林由美子 難 邦子 高田佐土子 

梅田 子 

（P34～P49） 

第 1 部：あいりん地域で野 者や高齢要介護者

を支援する 間支援団体やボランティア計6団

体に対する聞き取り調査の結果をまとめたも

のである。うち、こどもの里と西成市 につ

いてインタビューを担当しまとめた。支援団体

が支援した成功例からの聞き取りをもとにし

て、都市 困高齢者に対する住居と生活、生き

がいの支援に関する検討を行った報告である。 

学会発表 

1.「卒業後の 来展望－看

護 大生の場合－」 

共著 平成 22 年

11 月 

第 2 回日本看護学生キ

ャリア教育学会 録集 

神戸 

竹元惠子 三浦康代 坂上由美 るみ子 

卒業後の 来展望につて、 大看護科の学生と

4 年制大学一般学生を比較したところ、 大看

護科の学生の うが4年制大学一般学生より有

意に子育て後の再就職を予定する者が多かっ

た。このことより、看護学生は看護職免許を生

かした 来展望をもっていると考えられる。 

2.「ホームレス者の健康支

援を通じた社会的包摂の推

進に関する研究（その 1）

ー 崎における支援団体

の聞き取り調査から」 

共著 平成23年1

月 

第52回日本社会医学会

講演集 社会医学研究

特別号 102‐103(ISSN 

0910-9919) 

富山 

北尾千沙 坂隆子 高鳥 敏雄 黒田研二 

葉子 井戸武  三浦康代 

日 い労働者の ・ 崎では、野 を な

くされる者や生活保護受 者が急増している。

このような状況下で活動している 16 の 間支

援団体に聞き取りを行ない、その活動内容か

ら、 崎における労働者や生活保護受 者の

課題について考察した。「健康、安全対策」は

人間の基本的 求であり、支援を通じてその他

支援団体、ボランティアとの相互のやりとりに

つながる。このつながりを維持するのが重要で

ある。 

3.「ホームレス者の健康支

援を通じた社会的包摂の推

進に関する研究（その 2）

ー 崎における 19 支援

団体の聞き取り調査から」 

共著 平成 23 年 

7 月 

第52回日本社会医学会

講演集 社会医学研究

特別号 104‐105(ISSN 

0910-9919) 

富山 

大宮陽子 松田光恵 山本繁 井戸武  

坂隆子 高鳥 敏雄 黒田研二 葉子 

子 村岡 子 北尾千沙 清水多

子 三浦康代 

1960 年代は日 い労働者の労働問題、1970 年

代は失業問題が大きくなり暴動が起こり、一方
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で野 者への など新たな問題への対応が

必要になった。1990 年代は高齢者問題と不況に

よる就労者支援問題が 在し高齢者特別清

事業などの制度ができた。そして 崎のまち

づくりの視点が入り、2000 年からは健康、子ど

も、文化も視点に入れた、全人的支援と人間性

回復の取り組みが大きくなり、 崎が大きく

変 しようとしている が見える。 

4.「 崎における支援団

体の聞き取り調査」 

共著 平成 23 年 

10 月 

日本公 衛生雑誌 第

70 回日本公 衛生学会

総会 録 58 巻 10 号 

P349 （ISSN 0546-1766） 

秋田 

北尾千沙 坂隆子 高鳥 敏雄 黒田研二 

葉子 井戸武  三浦康代 

崎で聞き取り調査を行った３つのサポー

ティブハウスの主たる支援内容は日常生活支

援、健康支援、福祉支援、地域生活支援であっ

た。サポーティブハウスでは、生活支援を通し

てスタッフとの信頼関係を構築し、行動の範囲

を広げ地域で ち着いて安心した生活を維持

するための支援を提供していた。 

5.「 ケ崎の支援団体から

紹介された元野 者への聞

き取り調査 

～社会的包摂の支援とは

～」 

日本学術振興会科研事業

「ホームレス者の健康支援

を通じた社会的包摂の推進

に関する研究」（課題 号

22624010・研究代表者・

坂隆子）の一部として実施 

共著 平成 24 年 

12 月 

日本公 衛生雑誌 第

71 回日本公 衛生学会

総会 録 59 巻 10 号

P410 （ISSN 0546-1766） 

山口 

三浦康代 坂隆子 高鳥 敏雄 黒田研二 

葉子 井戸武  

崎で活動している 7 間支援団体より「う

まくいった事例」として紹介された 13 名の元

野 者に聞き取り調査を実施した。現在の安全

で安心できる生活に った要因として、「定住

と金 管理」3 名、「生きがいと居場所づくり」

7 名「心を動かす言動」3 名で、 崎で安心・

安全に生活している被支援者は、支援団体との

信頼関係のもとに、そのセルフケア力に応じ

た、多様で日常的、包摂的な支援を受け、人間

性を取り戻していた。 

6.「ピアエジュケーション

としての看護学生の HIV 予

防行動への意識変容」 

共著 平成 25 年 

11 月 

日本公 衛生雑誌 第

72 回日本公 衛生学会

総会 録 60 巻 10 号

P553（ISSN 0546-1766） 

三重 

佐藤裕見子 三浦康代 小石真子 細野幸代

HIV/エイズ 及啓発活動においてピアエジュ

ケーションを体験した学生と体験しなかった

学生の 2 群間で、HIV 予防行動への意識変化を

比較した結果、知識・行動ともに介入群の う

が有意に改善していたという結果を得、ピアエ

ジュケーションは有効であると考えられた。 

7.「 崎における高齢者

特別清 事業就労者及びシ

ェルター利用者を対象とし

た結 に関する聞き取り調

査の報告」 

共著 平成 26 年 

7 月 

社会医学研究第55回日

本社会医学会総会講演

集 171‐172 (ISSN 

0910-9919) 

名古屋 

三浦康代 井戸 武  田中義則 上田裕子 

山本 繁 高鳥 敏雄 

崎の結 患率を効率よく減少させる手

立てとして、シェルター利用者への結 健診受

診の義務化、特 登録更新時における結 健診

の強化、HEPA フィルター付 環式の空調設備

備のシェルターの建設、地域の人が集まる施設

内における 煙・分煙も含めた 気の重要性に

ついての啓発が求められた。 

8.「認知症予防啓発 の効

果の分析」 

共著 平成 26 年 

9 月 

第 4 回日本認知症予防

学会学術集会プログラ

ム 録 127‐128

(ISSN 2187-3798) 

東京 

三浦康代 福田章 

素人の 団が 2 府県 7 会場で公演した 45 分間

の 「 けたらあかん」の観 者を対象に、質

問紙調査を行った結果、回収数 228 で、認知症

予防啓発 は観 者の認知症予防行動の動機

づけと、また認知症を地域で支援するという意

識の向上に有効であった。 
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9.「認知症予防啓発 の効

果の分析～観 者と演 者

の比較～」 

単著 平成 26 年 

11 月 

日本公 衛生雑誌 第

73 回日本公 衛生学会

総会 録集 61 巻 10 号

P453（ISSN 0546-1766） 

宇都宮 

三浦康代 

素人の 団が 2 府県 7 会場で公演した 45 分間

の 「 けたらあかん」の観 者 228 名と演

者 7 名を対象に、質問紙調査を行った結果、演

者は観 者より、認知症についてよく知って

おり、「人との交流」を希望していた。認知症

予防啓発 の演 と観 はともに地域での認

知症予防や認知症支援に有効であった。 

10.「 崎で暮らす現野

者および元野 者の現在

数の状況」 

単著 平成 27 年 

7 月 

社会医学研究第56回日

本社会医学会総会講演

集 P119(ISSN 

0910-9919) 

久留米大学 

三浦康代 

崎の現野 者および元野 者計 38 名の平

現在 数は 40 代 26.0 本、50 代 16.6 本、

60 代 8.4 本、70～80 4.8 本であり、全国

男性平 より 50 代で全国の 6 割、60 代で

4 割、70 代で 3 割の本数しかなく、入れ を

着している者も 無であったことより、対象

者の口 機能の低下が著しいと推測された。今

後、専門家による口 指導の必要性が示 され

た。 

11.「『認知症予防に 心な

町づくり』をめ した『認

知症予防地域ボランティア

成講 』受講後のボラン

ティア認定状況」

共著 平成 27 年 

9 月 

第 5 回日本認知症予防

学会学術集会プログラ

ム 録集 P149 (ISSN

2187-3798) 

神戸国際会議場 

三浦康代 福田章 

認知症予防に 心な づくりをめ した大阪

市住吉区における「認知症予防地域ボランティ

ア 成講 」受講後のボランティア希望や認定

状況を分析した結果、受講後にボランティアを

希望した群は地元住 であり、「認知症予防ボ

ランティア/認知症や認知症予防に関心があ

る」「頼まれた」というきっかけが多かった。

地域で目的を共有できる人材を育成するには、

広報段階から区 の主体性を活かし、参加の

を広げることが有効である。 

12.「高齢者に対するロコモ

ティブシンドローム予防の

ための取り組みー介護予

防・生きがい支援通所事業

における健康教育を実施し

てー」 

共著 平成 27 年 

11 月 

第 46 回日本看護学会

―ヘルスプロモーショ

ン―学術集会 録集

(2015)P274 

(ISSN 1347-8184) 

富山 

小石真子 佐藤裕見子 三浦康代 村上久惠 

高田美子 河原 子 

地域の高齢者にロコモティブシンドロームの

予防のための運動や栄 の講義や実践をした

ところ、理解できた方が多かった。今後、生き

がい活動支援通所事業の中での継続をするこ

とにより、ロコモの予防につながるだろう。 

13.「認知症予防地域ボラ

ンティアが関わった認知症

予防講 受講者の受講後の

行動変容」 

共著 平成 28 年 

9 月 

第 6 回日本認知症予防

学会学術集会プログラ

ム 録 集 P131(ISSN

2187-3798) 

東北大学 

三浦康代 福田章 上田裕子 

NPO 法人と住吉区社協の協働により新たにグル

ープとして活動することになった認知症予防

地域ボランティアがお手伝いした「認知症予防

講 」の受講者の受講前後における各種生活習

慣の行動変容について検討した結果、運動習慣

を変容させることは困難であるが、食生活習

慣・ 味や生きがいづくり・地域での活動・ス

トレス等については、受講がきっかけとなって

改善する 地があった。今後、地域においてボ

ランティアが活動の中心となって、参加体験型

の、特に運動習慣に関する継続した取り組みが

望ましいと考えられた。 
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14. 「地域住 の 障害

と生活リズム健康法の関

連」 

共著 平成 28 年 

10 月 

日本公 衛生雑誌 第

75 回日本公 衛生学会

総会 録集 63 巻 10 号

P384（ISSN 0546-1766） 

大阪グランフロント 

佐藤裕見子 三浦康代 小石真子 村上久恵 

特定健診受診者から 障害の いのある者

をスクリーニングして 講 を実施し、基礎

講 受講者とリラクセーション受講者を講

前後において質問紙調査とアクティブグラフ

を実施した結果、 障害の改善には、生活リ

ズム健康法と組み合わせたリラクセーション

は有効であることが示 された。 

15.「防 に対する住 の

意識と地域づくり～総合防

訓練の参加者の調査結果

～」

共著 平成 28 年 

10 月 

日本公 衛生雑誌 第

75 回日本公 衛生学会

総会 録集 63 巻 10 号

P572（ISSN 0546-1766） 

大阪グランフロント 

小石真子 佐藤裕見子 三浦康代 村上久惠 

防 訓練参加者の防 意識や家庭での防 対

策の実態を把握した結果、 害時の備えは意識

しているが、実行に移していないことがわかっ

た。そのため適宜確認をしながら行動につなが

る支援が必要である。 

「看護師教育課程における

地域看護学教育の取り組

み」 

共著 平成 28 年 

10 月 

平成28年度第5回全国

保健師教育協議会秋

研修会 P83－P90（ 大

阪大学中之島センタ

ー） 

三浦康代 志野泰子 

保健師コースの設置されていないT大学での看

護師教育課程における地域看護学教育の取り

組みは、保健・医療・福祉の包括的視点で看護

実践できることを目 においており、画期的な

科目立てとなっていたことについて情報提供

を行った。  

16.「身長 縮を予防するた

めの中高年における運動方

法についての考察」 

共著 平成 30 年 

7 月 

社会医学研究第59回日

本社会医学会総会講演

P94(ISSN 0910-9919) 

協医科大学 

三浦康代 志野泰子 

文献レビューの結果、身長の 縮を予防するた

めには、 を保つ 格筋量と 量の 方の維

持、及び関 の変形を防 ための 満の予防が

必要と考えられ、中高年の運動方法としては、

低強度の筋力トレーニングを含む有 素運動

の継続が重要であることが示 された。 

17. Association among the

factors in conjunction 

with Height Loss of 

females by the literature 

review． 

First author 2019.1 22nd East Asian Forum 

of Nursing Scholars 

(EAFONS) Conference．

(Furama-Riverfront 

Hotel in Singapore) 

Yasuyo Miura ， Yukari Shibata ， Kiyoshi 

Yoshimizu，Yohko Inouye  

As a result of the literature review, it was 

revealed that the Height Loss  was related 

to the four factors of Spinal deformation 

(including vertebral fracture) , Bone 

density loss , Muscle Mass loss , and 

obesity . It was suggested that prevention 

of factors in these categories could be used 

as a basic material to prevent height loss 

by aging. In the future, it is necessary to 

examine the bone density, muscle mass, body 

mass index, body fat percentage, exercise 

situation, and degree of height loss of the 

same person 

18．Study of literature on 

life skills that focus on 

eating habits of patients 

with inflammatory bowel 

disease 

Research 

collaborator 

2019.1 22nd East Asian Forum 

of Nursing Scholars 

(EAFONS) Conference．

(Furama-Riverfront 

Hotel in Singapore) 

Yohko Inouye ， Yukari Shibata ， Kiyoshi 

Yoshimizu，Yasuyo Miura 

The difficulty in eating habits related to 

life skills and the 

problems were clarified on classifying the 

research trends on life skills focusing on 

the eating habits of the IBD patients 

through content analysis and basic data 

reviewing ways of support were suggested. 
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19． 路市八 校区 老会

（尚
しょうしかい

）100 回の歩みと

今後の課題 

共著 令和元年 

5 月 

第58回近 公 衛生学

会口演・示説要 集 P33 

市 業振興センタ

ー 

三浦康代 伊賀 香木 

老会100回の歩みを尚
しょうしかい

(現 老会)記録

等より分析し、今後の 老会開 の課題をさ

ることを目的として、該当年齢、該当者数、参

加者数、世話人、財 、収支報告、 当等につ

いては、尚 (しょうしかい)（現 老会）記

録より、校区高齢化率、婦人会役員からの聞き

取り調査の結果、人生の先 を う気持ちを受

け継 ながら 老会を今後も継続されるには、

地元住 の 意だけでは支えられなくなって

きている現状があり、設備や制度面での改善が

求められると考えられた。 

19. 「健康で長生きするた

めの実践講 」受講者の食

生活と運動状況 

共著 令 和 元 年

10 月 

第 9 回日本認知症予防

学会学術集会プログラ

ム 録集 P221 (ISSN

2187-3798) 

三浦康代 福田章 相馬 子 松原 子 

平田和美 

NPO が 成した健康寿 を延ばすボランティア

が関わった「健康で長生きするための実践講

」受講者の生活状況を把握し、地域で生活す

る高齢者の健康寿 を延ばすための課題をさ

るために、2017～2018 年度に独立行政法人福

祉医療機構より助成を受けた地域連携活動支

援事業の講 （西宮市内 18 か所 58 回）の受講

者延べ725名を対象に食生活や運動状況につい

て記名式質問紙調査と握力測定を実施した。60

以上の 305 名（男 54・女 251）について、分

析した結果、野菜の摂取状況は、3 割の者が 1

日小 2 以下で、1 日 350 （小 5 ）以

上の野菜の摂取とはかけ離れた結果であり、ま

た、80 以上の男性で歩行時間の減少や握力評

価の低下、体力の不安、口 保健の認識の低さ

が明らかとなったため、地域でのボランティア

の取り組みが求められた。 

20.「おむつなし育児アドバ

イ ーの意識調査結果」

共著 令和 2年 

5 月 

第59回近 公 衛生学

会口演・示説要 集 

京都（中 となり紙

面発表） 

三浦康代 和田智代 西山由紀 

おつなし育児をした自身の子の 間のおむつ

が外れた時期は平 1 10 か月であったこと

より、おむつなし育児は、 コントロール能

力が自 に育つと考えられた。また、育児者が

児の様子に注目することによって、 のみな

らず、児の心身の状態がよくわかるようにな

り、そのことが、 児期に重要な、育児者と

児とのコミュニケーションや信頼関係形成に

もつながっていることが示 された。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 2 年 3月 31 日 

氏名  本 とも子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

看護学 在 卒中患者，在 療法患者， 護者，QOL 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

視 覚教材のための資料作成 

平成 20

年 4月

～ 

平成 25

年 3月 

関西学院大学人間福 学部人間福 研究科の 常勤

講師として視 覚教材のための資料を作成した。具体的

には人体解 ・人体機能， 病や加齢について，難解な

用語の解説や重要事項のまとめなどを資料として作成

し，各授業ごとに資料の配布を行った。 

２ 作成した教科書，教材 

―教科書― 

護の基本・コミュニケーション技術 

  （ 掲） 

平成 22

年 9月 

明書

 

全 202

頁 

本書は 護の考え方について理解するとともに， 護

を必要とする対象者を生活の視点からとらえ， 護を

切に行う能力と態度を養うことを目的とする。 

編者： 本とも子， 野政明 

生活支援技術・ 護過程（ 掲） 

平成 22

年 6月 

明書

 

全 219

頁 

第 10章「 末期の 護」P.159-P.168 

末期における 護の意 と目的，対象者のアセスメ

ント，医療との連携，ブリーフケアについて述べ， 末

期にある高齢者の最も安 で に満ちた死を可能に

する方法を探る。 

単著 

編者： 本とも子， 野政明（編著） 
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年看護学 Geriatric Nursing 

  （ 掲） 

平成 22

年 12月 

PILAR 

PRESS 

全 288

頁 

第 2章 2 高齢者の理解 「加齢と 化」P.2，P.57-P.65

を単著。 

高齢者の生理的機能の変化， 患の特徴，感覚機能の変

化（視覚， 覚， 覚， 覚，触覚，痛覚）また，その

他の 機能として，加齢による心 ， ， ，外

について述べた。そして，加齢がもたらす精神的変化

と社会的変化についても述べた。 

単著 

編著： 本とも子 

医療福 学の 標（ 掲） 

平成 23

年 1月 

金  

全 200

頁 

第 2章 C 生活の変化と保健･医療･福 の統合 

P.23-P.26を単著。

生活の変化として家計の動向，家族形態の変化， 護

問題について解説したうえで生活を支える保健・医療・

福 の統合の意 について述べた。 

第 13章 A 少子高齢社会での医療福  P.163-P.165を

単著。 

今日抱える医療福 の課題として少子高齢化社会で

の医療福 のあり方について述べた。特に高齢者の一人

らしに焦点をあて，現状と対策について考察した。 

C 護福 から医療 護福 へ P.170-P.172を単著。 

護福 から医療 護福 へのパラダイムシフトの

必要性について述べた。特に 護の専門性について 度

考察し，今後の 護福 士のあり方と課題について考察

した。 

G 情報化社会における医療福  P.184-P.185を単著。 

情報化社会における医療福 について，特に医療福

と IT（Information Technology）との関連で述べた。今

後，医療福 のどの分野において ITがどのように活用

されていくのか，その意 について考察した。 

子ども家庭のウェルビーイング（ 掲） 

平成 23

年 3月 

金  

全 128

頁 

第 1章 A「少子化の進行と家庭・地域の変容」P.1-P.5 

第 3章 B「子ども家庭福 の実施体制」P.39-P.41 

現代社会における子どものウェルビーイングを 及

するため，子供を取り巻く社会福 的問題や今日的課題

を明らかにするとともに，子ども家庭福 のあり方と支

援策について解説する。 

単著 
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統看護学講  専門分野 1 

 「基礎看護技術Ⅱ基礎看護学[3]」第 15版第 8  

 （ 掲） 

 

平成 24

年 2月 

医学書

院 

全 495

頁 

 

第 2部 第 1章 B「病床環 の調整」P.22-P.32 

 本章では外部環 を病床環 に 定し，「病床環 の

調整」と「ベットメーキング」「リネン交 」について

の技術を習得する。病床環 の調整には，病床の 度と

度。光と ，病 の ，空気の清 性とにおい，人

的環 の調整のほか，ベットのマットレスやまくらなど

の 具も含まれる。 

共著者： 本とも子，岡本啓子，𠮷𠮷村  

 

第 2部 第 5章 C「病床での 生活の援助」P.185-P.192 

 本章では本章では人間生活の基 となる三大要 の

一つである 生活への援助について述べる。 生活には

生理的意 ，社会的意 ，心理的意 があることを理解

する。また，対象に応じた 生活をアセスメントし，

切な援助ができるための方法を習得する。 

共著者： 本とも子，岡本啓子，𠮷𠮷村  

 

護実習入門（ 掲） 

 

平成 24

年 3月 

明書

 

全 128

頁 

 

 本書において対象者への実際的な福 的援助の方法

を学び，専門職としての基 を構 することが可能であ

ると考える。 

 

編集： 本とも子， 野政明 

 

統看護学講  専門分野 1 

 「基礎看護技術Ⅱ基礎看護学[3]」第 16版 

 （ 掲） 

 

平成 25

年 2月 

医学書

院 

全 508

頁 

 

第 1章 A「環 調整技術」P.9-P.21 

 本章では療養生活の環 を構成する要 を理解し，病

・病床のアセスメントと調整について学 。また，ベ

ット周 と病床の環 整備，ベットネーキング，リネン

交 の実際について学 。 

共著者： 本とも子，岡本啓子，𠮷𠮷村  

 

第 6章 B「清 ・ 生活援助」P.192-P.200 

 類を用いることの生理的・社会的・心理的意 を理

解する。また， 生活に関するニーズのアセスメントや

援助の実際について学 。 

共著者： 本とも子，岡本啓子，𠮷𠮷村  
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高齢者のせん  

  安心をとどけるケアと 護の心得（ 掲） 

 

平成 26

年 10月 

す か

書  

全 140

頁 

 

第 3章「せん を起こしやすい状況-こわれやすい心へ

のおもいやり」P45-72 

本章では，せん を起こしやすい状況を している。 

高齢者の心は れやすく，とても くなってきている。

高齢者に対しては身体的な援助とともに心のケアが重

要な課題となる。高齢者ケアにかかわる人にとって，せ

ん の知識は必 だと言える。 

単著 

 

第 4章「せん が起きてしまったら」P73-86 

せん の症状は特定の病気のあらわれではなく，さま

まな要因によって き起こされた異常な状態である。意

識 害であることを理解し，症状への 切な対応を学

。 

単著 

 

編者： 本とも子 

 

これからの国際看護学  

  国 を越えた看護実践のために（ 掲） 

 

平成 26

年 11月 

ピラー

ルプレ

ス 

全 163

 

 

第 3 「国際協力機関の取り組み」P22-28 

国際協力のいくつかの方法について知り， 中のすべ

ての人々がより良く生きられる未来を目指す。 

単著 

 

著： 本とも子 

 

看護職をめ す人の社会保 と社会福 （ 掲） 

 

平成 27

年 4月 

みらい 

全 211

頁 

 

本書は看護職（看護師・保健師・助産師）をめ す読者

が社会保 ・社会福 について学 テキストである。ま

た，すでに医療現場で看護職やコメディカルとして活

している方々の学びの りかえり等にも十分対応でき

る内容である。 

 

編者： 本とも子 
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シリーズ 看護・ 護・福 のための「教育学」 

教育心理を まえた患者教育指導実践の手 き 1 

看護のための 教育学 （ 掲） 

 

平成 27

年 12月 

あいり

出版 

全 151

頁 

 

第 2章 3「教授理論」P22-25 

第 2章 4「現代の教授理論」P25-28 

 教授理論とは教授者が学習者に知識・技能をさ ける

ために有用な理論である。具体的な教授理論を学 前

に，教授（指導）するためのよりどころとする原理につ

いて述べたのち（第 2章 3），主要な教授理論について

説明する（第 2章 4）。 

単著 

 

第 2章 5「人格」P28-P29 

 教育はたんに知識や技術を習得させるためのものでは

なく，全人的形成が目標となる。したがって教育は人格

形成過程の一環として行われなければならない。 

単著 

 

第 2章 6「教育心理学と患者指導」P29 

 本章で学んだ内容が患者指導に生かされることを目的

に構成しているが，教育心理学がどのように患者指導に

有用か，例をあげて考える。 

単著 

 

編者： 本とも子 

 

統看護学講  専門分野 1 

 「基礎看護技術Ⅱ基礎看護学[3]」第 17版 

 （ 掲） 

 

平成 29

年 1月 

医学書

院 

全 520

頁 

 

第 2部 第 1章 B「病床環 の調整」P.10-P.24 

 本章では外部環 を病床環 に 定し，「病床環 の

調整」と「ベットメーキング」「リネン交 」について

の技術を習得する。病床環 の調整には，病床の 度と

度。光と ，病 の ，空気の清 性とにおい，人

的環 の調整のほか，ベットのマットレスやまくらなど

の 具も含まれる。 

共著者： 本とも子，𠮷𠮷村  

 

第 2部 第 5章 C「病床での 生活の援助」P.153-P.211 

 本章では本章では人間生活の基 となる三大要 の

一つである 生活への援助について述べる。 生活には

生理的意 ，社会的意 ，心理的意 があることを理解

する。また，対象に応じた 生活をアセスメントし，

切な援助ができるための方法を習得する。 

共著者： 本とも子，𠮷𠮷村  

 

看護－94



痛みのケア 第 1版 

 （ 掲） 

 

平成 29

年 3月 

ピラー

ルプレ

ス 

全 180

頁 

 

第 9章 「高齢者の 性的な痛みの治療と看護」 P.36

－P.49 

 性的な高齢者の痛みについて，痛みと動作について

説明し，痛みに関する観察の力を養う。そして高齢者の

痛みの主 の特徴を述べ，痛みの原因となる 患または

治療について述べる。また，痛みのアセスメント ール

を し看護者が利用できる一般的な痛みのアセスメ

ントスケールを学 。代表的な痛みの ールは Visual 

Analogue Scales (VAS)である。さらに本書では痛みの

有無に焦点をしぼる pain VASを し，看護ケアの実

践として痛みの治療とケアプランについて述べる。 

単著 

 

編者： 本とも子 

 

―事 ― 

 

  

護福 学事 （ 掲） 

 

平成 26

年 10月 

ミネル

ヴァ書

 

全 829

頁 

 

「 害児に対する 護福 」 

 害児の定 ・概念・考え方について述べ， 害児に

関する 護，福 の実践や制度の現状を明らかにした。

また， 害児に対する 護について，近現代 から，ノ

ーマライ ーションの浸 までの や経過を説明し，

害のある子どもも社会の中で他の人々と同じように

生活でき，活動することができるための展望と課題につ

いて考察した。 

 

P546-547 

 

分担執筆 

 
３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

なし   

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

―講演― 

 

  

日本保健医療行動科学会 講師 

 

平成 24

年 6月 

 

 日本保健医療行動科学会主 の講習会において，「医

療 大学におけるチーム医療教育の実際―医療のパラ

ダイムシフトに向けて―」についての講 を行った。 

 

会場：じ うろくプラザ（ 県 市） 
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奈良学園大学 公開講  

  講師 

 

平成 26

年 6月

28日 

 

 奈良学園大学 公開講 で講師を務め，「高齢者のう

つ」と題した講演を 90分行った。  

 

対象：地域住 60名   

会場：りーべる 西友（奈良県北葛城 ） 

 

日本サーモロジー学会 第 33回大会 講師 

 

平成 28

年 5月 

 

 日本サーモロジー学会 第 33回大会で講師を務め，

「がん看護と体 」について 待講演を行った。 

 

対象：200名 

会場：奈良学園大学登美 キャンパス（奈良県奈良市） 

 

―講習会― 

 

  

社団法人奈良県看護協会 

  実習指導者講習会 講師 

 

 

 

平成 22

年 9月 

 

 社団法人奈良県看護協会主 の実習指導者講習会に

おいて，「看護論」の講 を行った。 

 

会場：奈良県看護研修センター(奈良県 原市) 

時間：6時間 

 

社団法人奈良県看護協会 

  実習指導者講習会 講師 

 

 

 

平成 23

年 9月 

 

 社団法人奈良県看護協会主 の実習指導者講習会に

おいて，「看護論」の講 を行った。 

 

会場：奈良県看護研修センター(奈良県 原市) 

時間：6時間 

 

社団法人奈良県看護協会 

  実習指導者講習会 講師 

 

 

 

平成 24

年 6月

13日 

～7月

11日 

 

 社団法人 県看護協会主 の実習指導者講習会に

おいて，「看護理論」の講 および演習指導を行った。 

 

専任教員養成講習会受講生：30人 

会場：社団法人 県看護協会特別研修 ， 県県

れあい会館第 1 5階（ 県 市） 

時間：15時間（講 ），15時間（演習指導） 

 社団法人奈良県看護協会 

  実習指導者講習会 講師 

 

 

 

平成 24

年 9月 

 

 社団法人奈良県看護協会主 の実習指導者講習会に

おいて，「看護師教育課程」の講 を行った。 

 

会場：奈良県看護研修センター(奈良県 原市) 

時間：6時間 

 

社団法人奈良県看護協会 

  実習指導者講習会 講師 

 

 

 

平成 25

年 8月 

 

 社団法人奈良県看護協会主 の実習指導者講習会に

おいて，「看護師教育課程」の講 を行った。 

 

会場：奈良県看護研修センター(奈良県 原市) 

時間：6時間 
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社団法人奈良県看護協会 

  実習指導者講習会 講師 

 

 

 

平成 26

年 8月 

 

 社団法人奈良県看護協会主 の実習指導者講習会に

おいて，「看護師教育課程」の講 を行った。 

 

会場：奈良県看護研修センター(奈良県 原市) 

時間：6時間 

 

―教員養成講 講師― 

 

  

大阪府看護協会 

  大阪府看護教員養成講習会 講師 

 

平成 22

年 4月

～平成

22年 7

月 

 

 大阪府看護協会主 の大阪府看護教員養成講習会に

おいて，「看護論演習」の講 を行った。 

 

受講生：79人 

時間：30時間 

大阪府看護協会 谷センター（大阪市 区） 

 

社団法人 県看護協会 

  県看護教員養成講習会 講師 

 

平成 23

年 6月

13日 

～7月

27日 

 

 社団法人 県看護協会主 の 県看護教員養成

講習会において，「看護論」「看護論演習」の講 を行っ

た。 

 

専任教員養成講習会受講生：30人 

時間：15時間（講 ），15時間（演習指導） 

会場：社団法人 県看護協会特別研修 ， 県県

れあい会館第 1 5階（ 県 市） 

 

社団法人 県看護協会 

  県専任教員養成講習会 講師 

 

平成 25

年 5月

20日～

6月 4日 

 

 社団法人 県看護協会主 の 県専任教員養成

講習会において，「専門 域別看護論演習・ 年看護学」

の講 を行った。 

 

専任教員養成講習会受講生：19人 

時間：18時間 

会場：社団法人 県看護協会特別研修 ， 県県

れあい福寿会館第 1 5階（ 県 市） 

 

社団法人奈良県看護協会 

  奈良県専任教員養成講習会 講師 

 

平成 25

年 7月

29日平

成 25年

12月 4

日～12

月 12日 

 

 社団法人奈良県看護協会主 の奈良県専任教員養成

講習会において，「専門 域別看護論演習・ 年看護学」

の講 を行った。 

 

専任教員養成講習会受講生：30人 

時間：14時間 

会場：奈良県看護研修センター，奈良県看護協会 ーム

ナーシングセンター（奈良県 原市） 

 

５ その他   

―担当教科― 
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「 護概論」の担当 

 

平成 20

年 4月

～ 

平成 25

年 3月 

 

 関西学院大学人間福 学部の学生を対象に「 護概

論」を担当した。「 護概論」は必修科目で 1単位（2

時間 15回）の半期科目である。講 内容は， 護の主

たる対象となる高齢者を理解しながら， 護の目的，方

法，専門職としての 割を学 ，また，それらを基に実

践と自己研 を積むことのできる専門性を育てること

を目的とする。 

 

「 護技術」の担当 

 

平成 20

年 4月

～ 

平成 25

年 3月 

 

 関西学院大学人間福 学部の学生を対象に「 護技

術」を担当した。「 護技術」は必修科目で 1単位（2

時間 15回）の半期科目である。講 内容は， 害や

病あるいは加齢により，他の人の支援を必要とする対象

者の QOLを高める 護上の援助技術について，その考え

方および身体的状況に応じたよりよい 護技術を学 。

授業は講 と演習であり，全体の 1/2は体験的学習で構

成する。 

 

「からだのしくみと生活」の担当 

 

平成 20

年 4月

～ 

平成 25

年 3月 

 

関西学院大学人間福 学部の学生を対象に「からだのし

くみと生活」を担当した。「からだのしくみと生活」は

必修科目で 1単位（2時間 15回）の半期科目である。

講 内容は，対象の自立支援にむけて必要なこころとか

らだの基礎的な知識を学び， 切な 護の実践ができる

能力を養うことを目的とする。 

 

「加齢と 害の理解」の担当 

 

平成 20

年 4月

～ 

平成 25

年 3月 

 

 関西学院大学人間福 学部の学生を対象に「加齢と

害の理解」を担当した。「加齢と 害の理解」は必修科

目で 1単位（2時間 15回）の半期科目である。講 内

容は，人間の成長と発達における心理や身体機能の変化

を学び，それらが日常生活に える影響について理解す

ることを目的とする。 

 

「看護学原論」の担当 

 

平成 22

年 4月

～ 

平成 25

年 3月 

 

 医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象

に「看護学原論」を担当した。「看護学原論」は必修科

目で 1単位（2時間 15回）の半期科目である。講 内

容は，看護学における主要概念を理解し，看護の本質と

専門職としての 割を学 。そのために，看護の対象で

ある人間を全人的にとらえる知識と感性を養う。また，

自己の看護観を形成し，発展させる能力を養うことを目

的とする。 
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「国際看護論」の担当 

 

平成 22

年 4月

～ 

平成 25

年 3月 

 

 医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象

に「国際看護論」を担当した。「国際看護論」は必修科

目で 1単位（2時間 15回）の半期科目である。講 内

容は，国際社会の動向を知り，グローバルな視点で活動

できる教養を養うことを目標とする。それぞれの国の分

化，資源，環 など，多角的な視点について考え，異文

化を つ人々への看護の在り方に対する理解を深めて

いく。 

 

「ターミナル看護」の担当 

 

平成 22

年 4月

～ 

平成 25

年 3月 

 

 医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象

に「ターミナル看護」を担当した。「ターミナル看護」

はは必修科目で 1単位（2時間 15回）の半期科目であ

る。講 内容は，ターミナルケアの意 を理解し，看護

者自身の生死観が確立できる基礎を養う。また，ターミ

ナルケアを実践するうえでの知識と技術を学 。 

 

「看護理論」の担当 

 

平成 22

年 4月

～ 

平成 25

年 3月 

 

 医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象

に「看護理論」を担当した。「看護理論」は必修科目で 1

単位（2時間 15回）の半期科目である。講 内容は，

看護の見方・考え方の基礎として，様々な看護理論が現

れてきた社会 を知り，看護理論を学 。代表的な理

論家の理論が看護実践の根 になることや，その活用方

法を知る。さらに，理論を研究に活用するための方法に

ついて理解する。 

 

「チーム医療論」の担当 

 

平成 22

年 4月

～ 

平成 25

年 3月 

 

 医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象

に「チーム医療論」を担当した。「チーム医療論」は必

修科目で 1単位（2時間 15回）の半期科目である。講

は 3学科の教員で行う。チーム医療における協調性，

任感，コミュニケーション能力の向上は必 である。

また専門分野以外の学習も「学際性」を伸ばすために必

要である。3学科共通の科目を ち学科の を越えて本

科目を 修することにより医療現場において必要とさ

れる資質を習得することを目的とする。 

 

「看護学概論」の担当 

 

平成 25

年 4月

～ 

平成 25

年 9月 

 

 医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象

に「看護学概論」を担当した。「看護学概論」は必修科

目で 1単位（2時間 15回）の半期科目である。講 内

容は，看護学における主要概念を理解し，看護の本質と

専門職としての 割を学 。そのために，看護の対象で

ある人間を全人的にとらえる知識と感性を養う。また，

自己の看護観を形成し，発展させる能力を養うことを目

的とする。 
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「保健医療学概論」の担当 

 

平成 26

年 4月

～ 

現在に

至る 

 

 奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に

「保健医療学概論」を担当した。「保健医療学概論」は

必修科目で 1単位 15時間の半期科目である。講 内容

は， 全人的ケアに主 をおいた保健医療学について，

その や基本的な考え方， 外国及び日本における現

状と実践例，ク リティ・ ブ･ライフ（QOL）の視点を

含む医療と看護の原点などについて 広く学び，その後

の主体的な学習の礎とする。     

 

 

平成 26

年 4月

～ 

現在に

至る 

 

 奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に

「看護理論」を担当した。「看護理論」は必修科目で 1

単位 15時間の半期科目である。講 内容は，代表的な

理論家の理論がどのような医療環 や社会 のもと

に構 されてきたかを知る。また，それらの理論が看護

実践の根 となることを理解し，看護過程の展開に有効

に活用する方法を学 。 

 

「チーム医療論」の担当 

 

平成 26

年 4月

～ 

現在に

至る 

 

 奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に

「チーム医療論」を担当した。「チーム医療論」は必修

科目で 1単位 15時間の半期科目である。講 内容は，

チーム医療の重要性，看護 域におけるチーム医療の変

について学 。そして現在のチーム医療のなかでの看

護師の位 づけおよび看護師が果たす 割について理

解する。また，チーム医療における看護の在り方および

今後の課題について考察する。 

 

「成人看護学概論」の担当 

 

平成 26

年 4月

～ 

現在に

至る 

 

 奈良学園大学保健医療学部看護学科の学生を対象に

「成人看護学概論」を担当した。「成人看護学概論」は

必修科目で 2単位 30時間の半期科目である。講 内容

は，人間の成長発達課題における成人期の特質につい

て，身体的・精神的・社会的 面から理解する。また，

成人期にある人々の様々な健康 害の原因や要因を学

び，健康の回復，あるいは健康の保 進に向けての看

護援助の方法について学 。         

 

「社会福 」の担当 

 

平成 26

年 6月

～ 

平成 26

年 9月 

 

 大和高田市立看護専門学校の学生を対象に「社会福

」を担当した。「社会福 」は必修科目で１単位（2

時間 15回）の半期科目である。講 内容は，社会保 ・

社会福 の理念や原理及び 害者・高齢者の生活問題の

現状を し，それに対する社会福 制度と最近の政策

動向について学 。 
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「ターミナルケア論」の担当 

 

平成 26

年 10月

～ 

平成 27

年 3月 

 

 医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象

に「ターミナルケア論」を担当した。「ターミナルケア

論」は必修科目で 1単位（2時間 15回）の半期科目で

ある。講 内容は，ターミナルケアの意 を理解し，看

護者自身の生死観が確立できる基礎を養う。また，ター

ミナルケアを実践するうえでの知識と技術を学 。 

 

「国際看護論」の担当 

 

平成 26

年 10月

～ 

平成 27

年 3月 

 

 医療科学大学保健科学部看護学科の学生を対象

に「国際看護論」を担当した。「国際看護論」は必修科

目で 1単位（2時間 15回）の半期科目である。講 内

容は，国際社会の動向を知り，グローバルな視点で活動

できる教養を養うことを目標とする。それぞれの国の分

化，資源，環 など，多角的な視点について考え，異文

化を つ人々への看護の在り方に対する理解を深めて

いく。 

 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

１） 園教 2 通免許 

 

昭和 53

年 3月

31日 

 

昭 52 2 第 3230号 

 

２）保母資格 

 

昭和 53

年 3月

21日 

 

第保 755 

 

３）看護婦免許 

 

昭和 61

年 5月

14日 

 

第 568532号 

 

４）養護学校教 1 通免許 

 

昭和 63

年 9月

25日 

 

昭 63養学 1 め第 10号 

 

５）看護教員資格 

 

平成 3

年 11月

29日 

 

第 946号 

平成 3年度厚生省認定による看護教員養成講習会 

 

６）修士（学術） 

 

平成 9

年 3月

25日 

 

大阪教育大学第 2090号 
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７）博士（社会福 学） 

 

平成 15

年 10月

15日 

 

関西学院大学（ 社第十 号） 

 

２ 特許等   

  特記事項なし 

 

  

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

   

   

４ その他   

医療科学大学 

  研究 理 査委員長 

 

平成 22

年 4月

～ 

平成 24

年 9月 

 

 医療科学大学保健科学部看護護学科， 技術

学科，臨床検査技師学科合同の研究 理 査委員会にお

いて研究 理 査委員長を務めた。 

 

奈良学園大学 

  国際交流センター長 

 

平成 29

年 3月

～ 

平成 30

年 3月 

 

大学の委員会組織において、国際交流センター長に就任

し、友好協定 結校から特別 講留学生を受け入れるた

め、協定校との交流を行った。また短期留学生の海外研

修に取り組んだ。看護学生のマハサラカム大学への研修

に向けての調整に取り組んだ。 

 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

護の基本・コミュニケー

ション技術 

 

共著 

 

平成 22年 9

月 

 

明書  

 

 本書は 護の考え方について理解す

るとともに， 護を必要とする対象者を

生活の視点からとらえ， 護を 切に行

う能力と態度を養うことを目的とした。 

 

A5 ，全 202頁 

編著： 本とも子， 野政明 

共著者：三 ，原田理恵， 上五十

鈴， 田耕司， 香恵，河野 ，新谷

奈 ，𠮷𠮷村 ，西 子，西元康 ，

田宗 ，上本野 子，石﨑利恵，川合

合子 

 

本人担当部分：編集 
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生活支援技術・ 護過程 

 

共著 

 

平成 22年 6

月 

 

明書  

 

 専門職としての基 を構 すること

を目的とした。心身の状況に応じた 護

を実践するための生活支援の方法とそ

れらを展開していくための一連の過程

として「 護過程の展開」について具体

的な内容を盛り込んだ。 

 

A5 ，全 219頁 

編著： 本とも子， 野政明 

 

本人担当部分: 

第 10章「 末期の 護」P.159-P.168を

単著。 

末期における 護の意 と目的，対象

者のアセスメント，医療との連携，ブリ

ーフケアについて述べ， 末期にある高

齢者の最も安 で に満ちた死を可

能にする方法を探った。 
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年看護学 Geriatric 

Nursing 

 

共著 

 

平成 22年 12

月 

   

 

ピラールプレス 

 

 本書は高齢者の身体的・心理的特徴を

十分 したうえで高齢者の QOLの向上

を目指した看護実践を意識的に取り上

げた「 年看護学」（ 修:川野 資，編

集： 本とも子,2007年）の改訂版であ

る。国家試験対策のテキストとしても活

用されてきた 版の内容をさらに り

下げ，高齢者の 病構造の変容，健康に

関連した高齢者のニーズの多様性など

を考慮して， 年看護の実践に向けて，

看護学生の必携のテキストとなってい

る。 

 

A5版 全 285頁 

修：川野 資 

編者： 本とも子 

共著者：今村美幸，上平悦子，岡崎大資，

岡本啓子，奥 合子，川 ちづる， 田

宗 ，新川 弘，新谷奈 ， 田耕司，

富永 ， 子，三 美恵子， 上

五十鈴， 本とも子，山形力生，𠮷𠮷村

 

 

本人担当部分：編著 

第 2章 2 高齢者の理解 「加齢と

化」P.2，P.57-P.65を単著。 

高齢者の生理的機能の変化， 患の特

徴，感覚機能の変化（視覚， 覚， 覚，

覚，触覚，痛覚）また，その他の 機

能として，加齢による心 ， ， ，

外 について述べた。そして，加齢が

もたらす精神的変化と社会的変化につ

いても述べた。 
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医療福 学の 標 

 

共著 

 

平成 23年 1

月 

 

金  

 

 本書は社会福 学の視点から現代医

療の課題を探求，解決していこうとする

と同時に医療というフィールドにおけ

る社会福 的視点の意 への接近を試

みた。医療の分野における社会福 的な

ものとは か，という課題に ろうとし

ている。①クライエントの心身の健康，

②クライエントの住む時代と社会の状

況，③クライエント 人（家族）の生活

実態と生活 と地域の状況，④医療と

福 の援助専門職の理論と技術，⑤医療

と福 の援助専門職の価 観， 援助専

門職の連携について，の 標を明示する

ことを目的としている。 

 

B5 ，全 200頁 

修：日野原重明，西三郎，前原 子，

山智久  

編集： 野政明，高内克 ， 田 耕司 

共著者： 本とも子， 野博 ，安藤詳

子，石村由利子， 藤健次， 藤 治，

井上 人，石﨑利 ， 津信忠，大山

子（他 32名） 

 

本人担当部分: 

第 2章 C 生活の変化と保健･医療･福

の統合 P.23-P.26を単著。 

 生活の変化として家計の動向，家族形

態の変化， 護問題について解説したう

えで生活を支える保健・医療・福 の統

合の意 について述べた。 

第 13章 A 少子高齢社会での医療福  

P.163-P.165を単著。  

 今日抱える医療福 の課題として少

子高齢化社会での医療福 のあり方に

ついて述べた。特に高齢者の一人 らし

に焦点をあて，現状と対策について考察

した。 

C 護福 から医療 護福 へ 

P.170-P.172を単著。 

 護福 から医療 護福 へのパラ
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子ども家庭のウェルビー

イング 

 

共著 

 

平成 23年 3

月 

 

金  

 

 近年，子どもの成長，発達を 害する

社会的因子や子どもへの虐待問題など，

多くの課題が明らかになっている。子ど

ものウェルビーイングを目 した子ど

も家庭福 のあり方と支援策について

解説している。 

 

B5 ，全 128頁 

編集代表： 野政明 

編集：真 顕久，三友  

共著者： 本とも子， 木 子， 藤博

美，大熊信成，大谷恵，大 弘子，河合

由 ，川添公 ，木村由美，嶋田 男 

(他 19名） 

 

本人担当部分: 

第 1章 A 少子化の進行と家庭・地域の

変容 P.1-P.5を単著。 

 少子化の現状と家庭・地域の変容につ

いて概説した。また，現代社会における

家庭・地域で生活する子どもの生活課題

と対策について考察した。 

第 3章 B 子ども家庭福 の実施体制 

P.39-P.41を単著。 

 子ども家庭福 について，どのような

目的でどのような施策が実施されてい

るのか，その現状について述べるととも

に，今後の課題についても考察した。 
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統看護学講  専門分

野 1 

「基礎看護技術Ⅱ基礎看

護学[3]」 

第 15版第 8  

 

共著 

 

平成 24年 2

月 

 

医学書院 

 

 本書は「第 1部 看護技術総論」「第 2

部 16 域の看護技術」の 2部構成とし

ている。第 1部では看護技術の 4つの基

本原 とその 先順位について説明を

行い，第 2部では看護技術を 16の 域

に分けて説明している。改定にあたって

は，それぞれの技術についてできるだ

け，最新の方法を し，その根 を示

すように心がけている。 

 

B5 ，全 495頁 

 

本人担当部分： 

第 2部 第 1章 B「病床環 の調整」

P.22-P.32を共著。 

主に療養生活の環 （病 ，人的環 な

ど）のアセスメントと調整及びベットメ

ーキングについて述べた。 

共著者： 本とも子，岡本啓子，𠮷𠮷村

 

第 2部 第 5章 C「病床での 生活の援

助」P.185-P.192を共著。 

主に 類を用いることの意 ， 生活に

関するニーズのアセスメント，病 の

び方，病 交 の方法について述べた。 

共著者： 本とも子，岡本啓子，𠮷𠮷村

 

 

護実習入門 

 

共著 

 

平成 24年 1

月 

 

明書  

 

 本書は 護の現状について述べ， 護

の 理， 護の原 についてわかりやす

く説明している。また， 護施設の概要

と入所者の特徴について述べている。次

にそれらの知識を踏まえ， 護実習前の

基礎知識として，ま ， 護実習の意

と目的について述べ， 護を専門職とす

る人のための姿勢，そしてコミュニケー

ションの基本とコミュニケーションの

実際について知識と技術が同時に学

ことができるように されている。 

最後に 護過程について事例をもとに

わかりやすく解説し， 護に必要な援助
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統看護学講  専門分

野 1 

「基礎看護技術Ⅱ基礎看

護学[3]」 

第 16版 

 

共著 

 

平成 25年 1

月 

 

医学書院 

 

 本書は，多くの 真やイラストによっ

て看護技術の手順をわかりやすく解説

した。また，主な看護技術の手順につい

ては，動画で見られるように し，動

画の活用によって技術習得が容易とな

り，より効率的・効果的に技術レベルが

向上することが期待される。 

 

B5 ，全 528頁 

共著者：有田清子，有田秀子，井川順子，

岡本啓子，尾崎章子，小林 子，坂下貴

子， 野香おる，立野淳子，田中 代，

田村富美子，内藤知佐子，任和子，林

子，比田井理恵，平松 重子，三富 子，

本とも子，屋 美子，山勢博 ，𠮷𠮷

村  

 

本人担当部分： 

第 1章 A 「環 調整技術」P.9-P.21を

共著。 

主に療養生活の環 （病 ，人的環 な

ど）のアセスメントと調整及びベットメ

ーキングについて述べた。 

共著者： 本とも子，岡本啓子，𠮷𠮷村

 

第 6章 B 「清 ・ 生活援助」

P.192-P.200を共著。 

主に 類を用いることの意 ， 生活に

関するニーズのアセスメント，病 の
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高齢者のせん  

安心をとどけるケアと

護の心得 

共著 
平成 26年 10

月 
す か書  

本書のテーマは「高齢者の」せん で

ある。治療者の視点ではなく生活援助者

の視点で，「安心をとどける」ためにど

うすべきかを述べた。 

A5  全 140頁 

編者： 本とも子 

共著者： 本とも子，野中 幸， 井千

知，奥 合子，川 ちづる，大谷 美子，

川田美和， 内希美子，大西恵， 嶋清

美，山田ゆきこ， 山紀代美 

本人担当部分： 

第 3章「せん を起こしやすい状況-こ

われやすい心へのおもいやり」P45-72を

単著。 

 本章では，せん を起こしやすい状況

を している。高齢者の心は れやす

く，とても くなってきている。高齢者

に対しては身体的な援助とともに心の

ケアが重要な課題となる。高齢者ケアに

かかわる人にとって，せん の知識は必

だと言える。 

第 4章「せん が起きてしまったら」

P73-86を単著。 

せん の症状は特定の病気のあらわ

れではなく，さま まな要因によって

き起こされた異常な状態である。意識

害であることを理解し，症状への 切な

対応を学 。 
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これからの国際看護学  

国 を越えた看護実践の

ために 

 

共著 

 

平成 26年 11

月 

 

ピラールプレス 

 

 本書では，発展 上国の現状，リプロ

ダクティブヘルスと母子保健のほか，

が国に 在する外国人への看護につい

ても取り上げている。また，学生が将来

勤務地として希望するであろう発展

上国，および先進国への就業のほか，

国への就職についても してい

る。 

 

B4  全 163頁 

著： 本とも子 

編著：田中和奈 

共著者：城戸 友香，高嶋愛 ，高橋

，田中和奈，長谷川恵 ， 尾 ，

本とも子， 現 子 

 

本人担当部分： 

第 3 「国際協力機関の取り組み」P22-28

を単著。 

 国際協力のいくつかの方法について

知り， 中のすべての人々がより良く

生きられる未来を目指す。 

 

看護職をめ す人の社会

保 と社会福  

 

共著 

 

平成 27年 4

月 

 

みらい 

 

 本書は看護職（看護師・保健師・助産

師）をめ す読者が社会保 ・社会福

について学 テキストである。また，す

でに医療現場で看護職やコメディカル

として活 している方々の学びの り

かえり等にも十分対応できる内容であ

る。 

 

B4  全 211頁 

編者： 本とも子 

共著者： 真智子，井上深 ，小澤香，

本由起子， 野伸子，新谷奈 ，鈴木

久美子，高林新， 井純子， 屋昭 ，

富永 ，松 信，真 顕久，三 美恵

子，村山くみ，森田隆 ， 本幸次，山

佳子 

 

本人担当部分：編集 
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シリーズ 看護・ 護・福

のための「教育学」 

教育心理を まえた患者

教育指導実践の手 き 1 

看護のための 教育学  

 

共著 

 

平成 27年 12

月 

 

あいり出版 

 

 本書では看護専門職者が患者への健

康面での教育指導を実践するにあたっ

て，学 べき教育原理・教育心理学を踏

まえた患者教育指導のノウハウを読者

に え，日常の看護実践のスキルアップ

に げていきたい。 

 

B4  全 151頁 

編者： 本とも子 

共著者： 本とも子，松田智子， 真

智子， 田 治 ，松 純平，中尾友美，

武富由美子，山 子，佐々木千恵，新

谷奈 ，東中 恵子，岡本響子 

 

第 2章 3「教授理論」P22-25を単著。 

第 2章 4「現代の教授理論」P25-28を

単著。 

 教授理論とは教授者が学習者に知識・

技能をさ けるために有用な理論であ

る。具体的な教授理論を学 前に，教授

（指導）するためのよりどころとする原

理について述べたのち（第 2章 3），主

要な教授理論について説明する（第 2章 

4）。 

 

第 2章 5「人格」P28-P29を単著。 

 教育はたんに知識や技術を習得させる

ためのものではなく，全人的形成が目標

となる。したがって教育は人格形成過程

の一環として行われなければならない。 

 

第 2章 6「教育心理学と患者指導」P29

を単著。 

 本章で学んだ内容が患者指導に生かさ

れることを目的に構成しているが，教育

心理学がどのように患者指導に有用か，

例をあげて考える。 
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統看護学講  専門分

野 1 

「基礎看護技術Ⅱ基礎看

護学[3]」 

第 17版 

 

共著 

 

平成 29年 1

月 

 

医学書院 

 

 本書は，多くの 真やイラストによっ

て看護技術の手順をわかりやすく解説

した。また，主な看護技術の手順につい

ては，動画で見られるように し，動

画の活用によって技術習得が容易とな

り，より効率的・効果的に技術レベルが

向上することが期待される。 

 

B5 ，全 520頁 

共著者：有田清子，有田秀子，井川順子，

今井 美，尾崎章子，後藤奈津美，小林

子，坂下貴子， 野香おる，立野淳子，

田中 代， 栄，内藤知佐子，任和子，

林 子，比田井理恵，平松 重子，三富

子， 本とも子，屋 美子，山勢博

，𠮷𠮷村  

 

本人担当部分： 

第 1章 A 「環 調整技術」P.10-P.24を

共著。 

主に療養生活の環 （病 ，人的環 な

ど）のアセスメントと調整及びベットメ

ーキングについて述べた。 

共著者： 本とも子，𠮷𠮷村  

第 6章 B 「清 ・ 生活援助」

P.153-P.211を共著。 

主に 類を用いることの意 ， 生活に

関するニーズのアセスメント，病 の

び方，病 交 の方法について述べた。 

共著者： 本とも子，𠮷𠮷村  

 

痛みのケア 共著 
平成 29年 3

月 
ピラールプレス 

 本書は看護職が患者への最善の痛み

ケアを提供できるよう，第 部で「痛み

と人間」をテーマに「痛みと性」，「痛み

の意 」，「痛みと 理」「痛みと医療」

について述べ，人間と痛みの関係を理解

する。そして第Ⅱ部 5章～８章で「痛み

理論」を し，痛みに関する理論をも

とに痛みについての理解を深める・第Ⅲ

部では「痛みと看護」をテーマに「高齢

者の 性的な痛みの治療と看護」，「検査

（学術論文）     
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 Effects of a Stuffed 

Animal Designed for 

Nursing Care 

（ 護用“動 の いぐる

み”の効用） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 22年 9

月 

 

Proceedings of 6th 

International 

Conference of Health 

Behavioral Science 

日本保健医療行動科

学会  

第 6回国際会議論文集 

P.260-P.262 

 

 本研究は高齢者の癒しと QOLの向上の

ための かい 護用 いぐるみを考案

し，認知症高齢者が実際に いぐるみを

使用した後，どのような変化が見られた

かをコーエンマンスフィールド（CMAI）

スケールを使用して検討した。 いぐる

みを使用する前後 1週間の観察をもとに

比 検討した。変化の見られた行動は，

同じことを繰り返し質問する， を 度

も く，といった行動が有意に減少し

た。高齢者が かい いぐるみを身近に

おくことは高齢者の癒しに効果をもた

らすことが示唆された。 

 

本人担当部分：データーの解析，研究の

総括を行った。 

  

共著者：Tomoko Morimoto，Nanae 

Shintani 
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 Discussion of 

emergency notification 

device for elderly people 

（高齢者のための 通

報機 の検討） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 22年 11

月 

 

Ergonomics for All : 

Celebrating PPCOE’S 

20years of 

excellence － Lin

Chen(eds) 

P.495-P.501 

 

 高齢者の 時の不安を 減し安心

して らせる社会を実現すべく，各市

村では家庭用 通報機 の によ

る支援をおこなっており，これにより高

齢者の不安解 と安全確保，QOL向上を

目指している。しかしながらますます

要の 大が予 されているにも関わら

実際は低い 及率である。本研究では

H市に 住する在 高齢者を対象に き

取り調査をおこない， 通報機 の使

用状況を明らかにし，高齢者にとって活

用しやすい機 の開発や，運用方法の改

善につなげることを目的とした。その結

果， 通報機 の使い方の理解や

通報機 の形状について改善すべき点

が明確になった。 

 

本人担当部分：調査および結果の考察を

行った。 

 

共著者:Nanae Shintani，Hiroyasu 

Nagaoka，Kazuko Horiguchi，Tomoko 

Morimoto 

 

 A questionnaire to 

determine Nursing and 

Child care students` 

Understanding of welfare 

equipment 

（看護と保育を学 学生

の福 用具の認識につい

ての認識） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 22年 11

月 

 

Ergonomics for All : 

Celebrating PPCOE’S 

20years of 

excellence － Lin

Chen(eds) 

P.529-P.532 

 

 子どもと大人の主要な福 用具への

認識について，看護と保育を学 学生間

の比 を目的に調査を行った。その結

果，認識の違いはカリキュラム等の教育

の内容によって影響を受けていること

が考えられた。また，因子分析の結果に

より， 方とも「 び」が重要なキーワ

ードであることが考えられた。 

 

本人担当部分：研究の企画および結果の

考察をおこなった。 

 

共著者:Tomoko Morimoto，Shoko 

Kamimotono，Nanae Shintani 
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 Study of quality of 

life (QOL) in home oxygen 

therapy patients and 

related factors of actual 

life situation 

（在 療法患者の生

活実態と QOLの関係） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 23年 10

月 

 

East Asian 

Ergonomics 

Federation Symposium 

2011 (EAEFS 2011) 

Ergonomics In 

Asia:Development, 

Opportunities, and 

Challenges 

P.295-P.300 

 

 在 療法は種々の在 医療の中

で最も 及し，その効果は単に患者の生

予後を 長するばかりでなく，人間的

な生活と Quality of Life（QOL）を保

するものとして高く評価されている。し

かし反面，社会的・精神的・身体的 わ

しさのため，社会活動が制 され， じ

こもりがちとなることで うつ症状と

なり， 性 悪を くという報告もあ

る。そこで生活実態と QOLとの関係をよ

り深め明らかにするため，患者の QOLに

影響を及ぼす生活実態の関連要因を検

討することを本研究の目的とした。結

果，「患者活力」と「患者心の健康」が

「 理学療法理解度」に有意に関連して

いた。 理学療法の理解度が高い者は，

認知能力も高く自己 理ができており，

これが自分の 患を前向きに受けとめ，

活力を することにつながっている

と考えられ，自己 理能力を身につける

ための患者教育を繰り返し行ない， 及

させていくことの必要性が示唆された。 

 

本人担当部分：研究の総括を行った。 

 

共著者：Nanae Shintani，Tomoko 

 

 医療 大学におけるチー

ム医療の実際―医療のパ

ラダイムシフトに向けて

― 

（査読付） 

単著 

 

単著 

 

平成 24年 6

月 

 

日本保健医療行動科

学会雑誌 Vol.28 No.1 

2013 P.2-P.6 

 

チーム医療教育は 医療科学大学の

学の精神である「人間性」「学際性」「国

際性」の向上を目的とし，本学の特 を

活かした 自のプログラムである。 

 チーム医療に最も必要とされる資質

を担保し，現在の医療現場で通用する”

医療人”となることを目標とした教育の

充実について考察した。 
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 Relationship between 

life satisfaction and 

sympathovagal balance in 

healthy elderly males at 

home at night 

（健常高齢男性の 間に

おける交感神経バランス

と生活満足度との関連） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 24年 10

月 

 

Health Vol.4 No.11 

2012  

P.1068-P.1072 

 

 間自 で起床中の健常高齢男性 39

名の心 変動（RR間 ）と身体加 度を

計 した。 

身体加 度の低い時間についてのみ，心

変動データの高周波 域パワーの規

格 （ が高いほど 交感神経 位）を

算出した。その と質問紙より点数化し

た生活満足度との間に統計的有意な

の相関を確認した。この結果より，生活

満足度の高い健常高齢男性ほど， 間自

で起床安 時に交感神経 位にあ

ることが示唆された。 

 

本人担当部分：データー解析と論文の構

成を担当した。 

共著者：Kohzoh Yoshino， 本とも子，

Takahiro Itagaki，shigetaka Iketani， 

Masami Nagata， Morihiro Thujishita 

 

The Factors that Inhibit 

the Health Behaviors of 

Adulthood Women 

（成人女性の保健行動を

制する因子について） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 27年 3

月 

 

医療福 情報行動科

学研究 第 3号 

2015 P.1-P.8 

 

本研究では， 発の乳がん患者で，手術

療法の後に化学療法の 2回目を した

以 の患者から，仕事を継続している患

者を対象とし，「仕事を継続してく上で

の困難」について 別に半構造的インタ

ビューを行った。  

 この結果，7つのカテゴリー，「治療の

作用からくる身体的 痛」「仕事に

をあけることに対する し なさ」「

発への不安から仕事をセーブする」「職

場の配慮不足」「受診のしにくさ」「治療

の 作用から仕事の能力が ちている

のではないかという不安」「病名告知に
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 身体 一時的中 に

関する看護師のアセスメ

ントの視点についての考

察 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 27年 3

月 

 

医療福 情報行動科

学研究 第 3号 

2015 P.13-P.19 

 

 本研究の目的は，精神科病 で身体

中患者のケアに携わる看護師が，日常

生活援助場面において， 一時中 が

可能かどうかのアセスメントをどのよ

うな視点で行っているかを明らかにす

ることである。 

 その結果， 通が れる 約 が

出来る ・大声がない 暴力が

ない がない やかである

事が べられる 間 眠が

とれる 自 がない（うつ状態の患

者） の 9つのカテゴリーが見出された。 

 

本人担当部分：研究の総括をおこなっ

た。 

 

共著者:上山千恵子， 本とも子 

 

 認知症高齢者を 護す

る 護者の体験 

― 護生活の中で体験す

る困難と， 護生活の支え

となるもの― 

 

共著 

 

平成 28年 10

月 

 

奈良学園大学紀要第 5

集 

p. 67-79 

 

 在 認知症高齢者の 護者（ ）が体

験する困難と， 護者の 護生活での支

えとなっている要因について明らかに

した。調査対象は在 護者 15名で

半構成的面接調査をおこなった。その結

果， 護者が体験する困難として「親の

現状を受け止める難しさ」「 割の両立

から生じる困難」 「自分がやらなけれ

ば」「 護協力者との間に生じる れ」

などの 7カテゴリーが，生活の支えとな

っているものとして「変わっていく親を

共有できる存在」「 護を分担してくれ

る家族」「 護効果の実感」などの 4つ

のカテゴリーが 出された。このような

護者特有の状況を理解したうえで

の支援が重要であることが示唆された。 
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 Influence of Job 

Stressor on Coping 

Behavior 

（仕事ストレッサーが対

行動に える影響） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 29年 2

月 

 

Journal of 

Information and 

Behavioral Science 

for Health and 

Welfare 

医療福 情報行動科

学研究 

Vol 4. 2017 

p. 51-60. 

 

 造業者に勤務する 業員 168人

を対象とし，仕事ストレッサー因子が対

行動にどのように結びついているか

を検 した。重回 分析の結果，計画的

対 行動と要求度， 度，技能活用に

有意な関連性があり，自己 理能力が高

く，目標達成まで自分なりに計画を立て

行動する傾向にある者が計画的対 を

採用する傾向にあることがわかった。ま

た，積極的協力 頼行動と，サポート・

技能活との間に有意な関連性があり，周

とコミュニケーションが良好でサポ

ーティブな状況が にあり，また課題

を整理し他者に えられる知識や技術

のある者が，積極的協力 頼を採用する

傾向にあることがわかった。計画的対

，積極的協力 頼といったポジティブ

な対 を実行するためには，本人の知識

や技術を活用できる仕事に就かせるこ

とや， 段からのサポーティブな組織作

りが大事であると考えられる。 

 

 

本人担当部分：研究の総括をおこなっ

た。。 

 

共著者: Nanae Shintani, Hiroyasu 

Nagaoka, Tomoko Morimoto 

 

（その他 ) 

 

    

―事 ― 
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護福 学事  

 

共著 

 

平成 26年 10

月 

 

ミネルヴァ書  

 

 本書は「 護福 学」の構 のための

エビデンスを確立することを主たる目

的としている。 接 域の学問を学びつ

つ 護福 学特有の学問体 を構 す

ることが重要である。 

「 護福 学事 」は 護の社会的ニー

ズに対して，専門的な知識を って対応

できる人材の育成とサービスの向上に

寄 するため，教育の根 となる「 護

福 学」に関する知識・技術の共通理解

の ールとして活用できる内容とした。 

 

B5  全 829頁 

共・編者：日本 護福 学会事 編 委

員会  

 

本人担当部分：P546-547を単著。 

「 害児に対する 護福 」 

害児の定 ・概念・考え方について述

べ， 害児に関する 護，福 の実践や

制度の現状を明らかにした。また， 害

児に対する 護について，近現代 か

ら，ノーマライ ーションの浸 までの

や経過を説明し， 害のある子ども

も社会の中で他の人々と同じように生

活でき，活動することができるための展

望と課題について考察した。 

 

―研究報告書― 
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「乳がん患者のワーク・ト

リートメントバランスを

支える患者支援プログラ

ムの開発」 

 

共著 

 

平成 26年 3

月 

 

文部科学省学術

会 

文部科学省科学研究

費助成金（基 研究 C）

研究成果報告書 

（平成 23 年～平成 25

年） 

 

A4 ，全 27頁 

 

 本研究では，乳がんを患い外来で化学

療法を受けているものの就労を継続し

ている者を対象として，対象者の抱えて

いる 悩や課題をインタビューにより

明らかにした。またその結果をもとに，

患者支援の関係機関が集まり，援助のあ

り方についての検討を行った。 

 

本人担当部分：統計解析および研究の総

括をおこなった。 

 

共著者：新谷奈 ， 本とも子，立川

樹，岩永 ，堀 和子，中村 合子，小

池恵理子，永岡 康，新谷昌  

 

―総説― 

 

    

 地域で生きるデンマー

クの高齢者住  

 

単著 

 

平成 22年 5

月 

 

大阪保 医雑誌 

大阪府保 医協会 

第 38巻 522号 

P.30-P.35 

 

 北 国のなかでも「高齢者住 」に

ついて 自な発展を げ，1987年に施設

設を 結するという政策転 に踏み

切ったデンマークの高齢者住 と日本

の画期的な高齢者共生住 の事例を取

り上げ，新しいステージに 入した日本

の今後の高齢者住 の在り方を検討し

た。 
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末期 析についての意

識と実態調査報告書 

 

共著 

 

平成 28年 3

月 

 

ばんび 

NPO法人奈良県 友会 

2016年 春号 No.87 

P.3-P.12 

 

 末期医療についての関心の高まり

とともに 末期 不全医療のありかた

についての議論も高まりをみせている。

析患者の 末期の意思決定を支える

医療・ケアは転 期を え，今まさにそ

の実現に向けて大きく動きはじめてい

る。しかし， 析患者は生きるため，

を ぐために 析を しているので

あって， 末期のことを主体的に考える

ことは，健康な人がそれについて考える

ほど容易なものではない。 

 そこで，平成 27年 8月下 ～9月下

にかけて奈良県 友会事務所の協力を

得て，会員の 様を対象に「 末期 析

についての意識と実態調査」を実施し，

その結果をまとめた。 

 

本人担当部分:統計解析及び研究の総括

をおこなった。 

 

共著者: 本とも子，田場真理 

 

地域で生活する高齢者の

害時 難状況に関する

文献検討 

 

共著 

 

平成 29年 2

月 

 

医療福 情報行動科

学研究 

vol.4 P.19-P.25 

 

 各地で自 害が 加している。

高齢者人 の割合が で比 的高い

国々での自 害が 加しているとい

う現状がある。このような状況にありな

がら近年,わが国の高齢化は加 してお

り,高齢者人 の割合は で最も高

い。東日本大震 では死者うち 60歳以

 

 

     

  

 

―国際会議発表― 

 

    

 Effects of a Stuffed 

Animal Designed for 

Nursing Care 

 

（ 護用 いぐるみの効

果） 

 

— 

 

平成 22年 9

月 

 

6th International 

Conference of Health 

Befavioral Science 

 

Sustainable Health 

Promotion:Dialogue 

on Well-being & Human 

Security in 

Environmental Health 

(Kuala Lumpur, 

Malaysia) 

 

 本研究の目的は，施設入 高齢者の癒

しと QOLの向上を考慮した「 かい 護

用 いぐるみ」の効用を検討することで

ある。コーエンマンスフィールド（CMAI）

調査票をもとに いぐるみ使用前・後の

高齢者の行動の変化を比 した。結果と

して「同じことを繰り返し言う（質問す

る）」に有意な がみられた。 

 

担当部分：研究の総括を行った。(P.86) 

共同発表者: 本とも子，新谷奈  
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 Study about quality of 

life(QOL) of home oxygen 

therapy patient and 

related facters of actual 

life situation 

 

（在 療法患者の

と生活実態との関連

について） 

 

— 

 

平成 23年 10

月 

 

Proceeding of the 2nd 

East Asian 

Ergonomics 

Federration 

Symposium (EAEFS 

2011)National Tsing 

Hua University, 

Hslnchu Taiwan, 4-8 

October 2001 P.48 

 

 在 療法患者の生活実態と QOLの

関連を明らかにするために，患者の QOL

に関連する生活実態の要因を検討した。

その結果，患者の活力や心の健康に 理

学療法の理解度が高いことが明らかに

なった。 理学療法の理解度が高い患者

は認知能力も高く，自己 理ができてお

り， 患があっても前向きな生活を っ

ていることが明らかになった。自己 理

能力を身につけるためにも理学療法な

 

 

 

 

   

 

 

 Difficulty in 

continuing job for breast 

cancer patients getting 

chemotherapy 

 

（化学療法後の乳がん患

者が仕事を続ける上での

困難） 

 

— 

 

平成 24年 3

月 

 

30th Congress of the 

International 

Commission on 

Occupational Health 

(ICOH  2012),Cancun 

center 

(Mexico) 

 

 乳がんの治療は化学療法を含むこと

から， 作用による身体的 痛を伴う。

しかし外来通院で治療を受けながら仕

事をこなしている患者が多いことから，

通院により化学療法を受けている乳が

ん患者の仕事と治療を継続していく上

での困難を明らかにすることを研究の

目的とする。 

 A県内のがん 点病院で乳がんと診

され，化学療法を受けている患者で仕事

を継続している患者 6名を対象とし，「仕

事を継続していく上での困難」について

半構造的インタビューを行った。結果か

ら７つのカテゴリが 出された。カテゴ

リは 治療の 作用からくる身体的

痛 仕事に をあけることに対する

し なさ 発への不安から仕事をセ

ーブする 職場の配慮不足 病院のシ

ステム上の不 治療の 作用から仕

事の能力が ちているのではないかと

いう不安 病名告知により同 に気を

われる さ で構成されていた。 

 

本人担当部分：研究の総括を行った。 

 

共同発表者：Nanae Shintani，Tomoko 

Morimoto 
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Remote Fitness System 

Advantages with Exercise 

Classes for 

Community-dwelling Older 

People 

(地域在住高齢者の運動教

室に遠隔フィットネスシステ

ムを使用する利点) 

 

― 

 

平成 29年 4

月 

 

32nd International 

Conference of 

Alzheimer's Disease 

International, 

Kyoto, Japan 

 

 自 で生活する地域在住高齢者を対

象とした運動教 に遠 フィットネス

システムを用いることの可能性を明ら

かにすることを本研究の目的とした  

 奈良県内の特別養護 人 ーム 1施設

に遠 フィットネスシステムを設 し，

遠 フィットネスシステムを使用した

運動教 を週 1回 30分間自 で生活す

る 65歳以上の地域高齢者 10名に対して

1 月間開 した その結果，対象者の

性は女性 9名，男性 1名 平均年齢は

81.5歳（SD=5.8）であった  

 分析の結果，遠 フィットネスシステ

ムを使用した運動に参加して悪かった

ことについての えはなく，利点につい

ての意見のみであった  

 遠 フィットネスシステムの利点と

して，32コード，8サブカテゴリー，4

カテゴリーが 出された 地域高齢者は

運動内容を覚えていることができない

ため，自 にて一人で運動を行うのは難

しいと感じていたが，遠 フィットネス

システムを使用すれば運動指導者の動

きを実際に見ることができ，指導者から

の指示をその場で受けながら運動を行

えるため，真 に運動に取り組むことが

でき，効果的な運動の実施につながって

いると感じていたことが明らかとなっ

た これらのことから，遠 フィットネ

スシステムを使用すれば，認知症など記

害がある高齢者に対しても効果的

な運動指導が行える可能性が示唆され

た  

 

本人担当部分：研究計画書の立案と調査

結果の分析をおこなった  

 

共同研究者：田中和奈，吉村 ，吉村

昌子，東中 恵子， 本とも子 

 

―国内学会発表― 
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 あらかじめの

によるストレス防 効果

について 

 

— 

 

平成 23年 3

月  

 

日本医療福 情報行

動科学会第 6回大会

録集 

（ 市） 

 

 精神的ストレスの一種として，マウス

体に対する水浸 ストレスによる

発生モデルを用い，あらかじめの

がその後のストレス暴 への

防 効果を示すことを検討した。免 染

法の解析結果で，あらかじめの

理群では 8.2%のアポトーシスの減少が

みられた。(P.11) 

 

本人担当部分：結果の分析をおこなっ

た。 

 

共同発表者:山形力生，高橋昭久， 本

とも子，大西武  

 

 地域における福 講演

「QOLを高める高齢者の生

き方」（１）―「ストレス

に関する学びの検討を中

心に― 

 

— 

 

平成 23年 6

月  

 

日本保 医療行動科

学会  

第 26 回学術大会 録

集 

（大阪府高 市） 

 

 本研究の目的は QOLを高める高齢者の

生き方をテーマとした地域住 のため

に企画した福 講演への参加による地

域住 の学びの成果を検討した。福 講

演での学びを今後の生活の中で具体的

に活用していこうと考えているととも

に，福 講演会に参加したことが今後の

生きる になっていたことが推 され

た。 

 

本人担当部分：福 講演会の講師であ

り，講演後のアンケートの分析を行っ

た。 

 

共同発表者：新川 弘， 本とも子 

 

 在 療法患者の QOL

に影響を える 護者の

支援方策の検討 

 

— 

 

平成 24年 3

月  

 

日本医療福 情報行

動科学会第 7回大会

録集 

（大阪市 メルパル

ク大阪） 

 

 不可 的に進行する 病変がある

性 不全患者の在 療養生活を

するためには，気 感染の予防や日常生

活活動の 切な制 といった患者自身

の自己 理に加え，それを支える 護者

の 割が重要である。本研究では，患者

の QOLに影響を及ぼす 護者への支援方

策を検討することを目的とした。(P.12) 
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 看護師国家試験の出題

基準に沿った講 内容の

検討 

 

— 

 

平成 24年 6

月 

 

日本保健医療行動科

学会 

第 27回 録集 

（ 市） 

 

 本研究では，看護師国家試験出題基準

に沿った小項目に対する講 の有無を

明らかにし，教授内容の過不足や効果的

な教授について検討することを目的と

した。(P.78) 

 

本人担当部分：研究の総括を行った。 

 

共同発表者：渡 美幸，奥 合子，小平

由美子， 文 ， 本とも子 

 

  高齢者を対象とする調

査研究の評価について 

 － 護 人福 施設で

アクティビティケアとし

て遠 フィットネスシス

テムを用いる研究からー 

 

— 

 

平成 29年 6

月 

 

日本保健医療行動科

学会雑誌 （千葉県

川市） 

 

 本研究の目的は特別養護 人 ーム

に入所する高齢者に対し遠 地フィッ

トネスシステムを用いた運動療法の実

施から，要 護高齢者を対象とする調査

研究の方法について示唆を得ることで

ある 対象は 護 人福 施設入所の高

齢者 名(女性 1名、男性 8名) 調査期

間は平成 28年 5月～6月 平均年齢 86.6

歳，要 護度 1～４(平均 2.4）であった。

フィットネス運動は 1回 30分，週に 1

回 日の 13:00～13:30の時間で計 4

回実施した 実施の 回と 後、健康

感と生活の満足感を VASスケールで評価

した 後グループフォーカスインタ

ビューにより感想を 取した インタビ

ュー内容の分析を行い，VASスケールは

統計的 理を行った その結果、実施前

後で健康感が数 的に低下していた。こ

のことは「思うように動かない身体を実

感する」ことになり健康感に影響するも

のであったと考えられる 高齢者の感想

からは，ただ運動するだけでなく 別な

対応を受けることを心地よく感じてい

ると考えられた。 護に関わる職員の言

動は効果があったと できるもので

 

 

 

 

 

 

 

―シンポジウム― 

 

    

 第 25回 日本保健医療

行動科学会学術大会 

 

－ 

平成 22年 6

月 

 

主 ：日本保健医療行

動科学会 

群馬県前橋市 前橋

プラザ元気 21 

 

一般演題発表 長 
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 第 41回日本看護学会 

年看護 学術集会 

 

－ 

平成 22年 9

月 

 

主 ：日本看護学会 

奈良県奈良市 

なら 100年会館 大

ール 

 

演題：「高齢者の QOLを 及する―今果

たすべき看護の 割」 

コーディネーター 

 

 6th International 

Conference of Health 

Befavioral Science 

（第 6回国際保健医療行動

科学会議） 

 

－ 

平成 22年 9

月 

 

主 ：International 

Conference of Health 

Befavioral Science 

マレーシア 

クアラルンプール 

 

演題:"Religious Hypnosis" 

ファシリテーター 

 

 第 26回 日本保健医療

行動科学会 学術大会 

 

－ 

平成 23年 6

月 

 

主 ：日本保健医療行

動科学会 

大阪府高 市 

大阪医科大学看護学

部 

 

基調講演：「 害とリスクコミュニケー

ション」 長 

ポスター発表 長 

 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

 第 27回 日本保健医療

行動科学会 学術大会 

 

－ 

平成 24年 6

月 

 

主 ：日本保健医療行

動科学会 

県 市 

じ うろくプラザ 

 

基調講演：「医療 大学におけるチーム

医療教育の実際―医療のパラダイムシ

フトに向けて―」 

講師 

 

 第 9回 日本フットケア

学会 セミナー 

 

－ 

平成 24年 9

月 

 

主 ：日本フットケア

学会 

県 市 

じ うろくプラザ 

 

一般講演：「フットケアのための足の解

とケアそして歩行」 

長 

 

 日本サーモロジー学会 

第 33回大会 

 

－ 

平成 28年 5

月 

 

主 ：日本サーモロジ

ー学会 

奈良県奈良市 

奈良学園大学登美

キャンパス 

 

待講演：「がん看護と体 」 

講師 

 

文部省科学研究費および

その他の研究助成金 
    

看護－126



 文部科学省科学研究費

補助金 基 研究 C 

 

－ 

平成 23年～ 

平成 25年 

 

文部科学省 

 

研究題名：乳がん患者のワーク・トリー

トメントバランスを支える患者支援プ

ログラムの開発 

研究助成金：4,200千  

研究代表者：新谷奈  

分担者： 本とも子 

 

 文部科学省科学研究費

補助金 基 研究 C 

 

－ 

平成 26年～ 

平成 28年 

 

文部科学省 

 

研究題名：乳がん患者の就労を支える 

Job recovery path の開発 

研究助成金：4,550千  

研究代表者：新谷奈  

分担者： 本とも子 

 

 奈良学園大学保健医療

学部共同研究費 

 

－ 
平成 28年 

 

奈良学園大学 

 

研究題名：看護学生と進める健康づくり

支援キャラバン ー奈良県内過 地域

を対象にー 2015年度継続課題  

研究助成金：500千  

研究代表者：東中 子 

分担者： 本とも子 

 

 奈良学園大学保健医療

学部共同研究費 

 

－ 
平成 28年 

 

奈良学園大学 

 

研究題名： 度アップ のブライトケア

の可能性の研究ー認知症高齢者の 眠

支援ー 

研究助成金：400千  

研究代表者：吉村  

分担者： 本とも子 
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年月日

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

①シラバスの活用 ①授業概要、評価方法、教科書・参考 書を示し
た。学生の授業評価は、「シラバスに沿った授業
である」、「資料の は 当であった」という評
価が高かった。

②プロジェクターを用いたスライドの活用 ②教科書の中で重要事項はパワーポイントを用い
てスライドにして示した。スライドは資料として
印 し配付した。学生の授業評価は、「シラバス
に沿った授業である」、「資料の は 当であっ
た」という評価が高かった。

③教科書以外に講 用資料を作成し活用 ③最新の統計や教科書にない情報、最新の情報な
どはその都度、別資料を作成し配布して活用し
た。 学生の授業評価は、「シラバスに沿った授
業である」、「資料の は 当であった」という
評価が高かった。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１ 教育方法の実践例

―講 ―

１）奈良県立医科大学看護短期大学部看護学科
「 年看護学Ⅱ」 援助論）

奈良県立医科大学看護短期大学部看護学科「 年
看護学Ⅱ」 援助論） （ 年次生 名、通年 単位

時間）で講 内容と進行計画及び評価方法等を
示すことで、学生に授業の概要を周知すると共
に、予習・復習できる内容を示すことで学習効果
を高めることを目的とした。

④「出 表」によるミニレポートの活用 ④学生の理解した内容・程度、授業の感想を知る
ために活用した。同時に、学生自身が記述するこ
とで自己の学びを確認・ 化することを支援する
方法として活用した。

回、出 表として、学び・感想、時にはテー
マを示し、学生のコメントを書かせた。学生は
心に記入していた。学生の記述から学習の程度や
状況を確認できた。また、次の時間に一部を
したり、補足したり、質問に答えたりすることで
フィードバックを行うことができた。その つに、

講の時に高齢者のイメージを にたとえて記述
してもらい、次の講 で学生が を示している
か傾向を統計でフィードバックする方法を活用し
ている。学生は次の出 表の感想で、自分たちが
高齢者をどの でイメージしているか、他の学生
はどのようにイメージしているかを知ることがで
きたと感想をのべている。この方法は、後述の
「 年看護概論」「 護概論」と、援助の対象が
高齢者となる科目を学 学生達に活用している。
学生の イメージの傾向は、 、 深 、
レンジをイメージする傾向にあった。この結果を
学生に示すことで、自分たちが高齢者をどのよう
に イメージしているかに気づき、今後の授業を
通して、これからの高齢者を心身社会的に理解す
ることに 立つと考える。出 票のコメントから
高齢者を肯定的に見ようとする姿勢が感じられ
た。

教 育 研 究 業 績 書

令和 年 月 日

氏名 吉村

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

看護学 高齢者、 年看護学、 、 語、人間行動科学
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

⑤事例による看護過程のペーパーシュミ
レーションの活用

⑤ 患を抱える高齢者理解を深める、また、看護
過程をリアリティに考える能力を高める学習方法
として活用した。

高齢者に特徴的な 患の事例を多用し、看護過
程の展開を、 人で、又はグループでペーパーシュ
ミレーションする演習に活用した。演習では、グ
ループで立案した看護計画を実演・発表し、クラ
スでの共通理解を った。事例は、 、大

部 、 、パーキンソン病、認知症、
といった高齢者に特徴的な 患を つ事例と

した。

講 用教科書の作成と授業への活用
一部執筆（ 掲）

授業する内容を１ のまとめた教科書を作成し
活用した。

「 年看護学」の一部を執筆し講 用の教科書
を作成した。著書の項目を参 。 版で、国家試
験の 年の 域に関する問題に対応している。
患を抱える高齢患者看護の知識・事前学習として
活用できるものである。特に、事例の演習や実習
で活用できる 書であると確信している。

グループワークと発表を活用 自己の学びを表出する場、他者の意見を く場
として活用した。

他者の考えや力を りて自己の考えを発展させ
ることを目的とした。 回 分程度 ～ 人の学生
同士で話し合い、発表する時間を作った。特に、
学生が対話し意見を交 することで、人の話が
ける、自己の思考を外在化する、他者の意見を取
り入れる、自己の学びを発展させる、学びを共有
する、といった学習効果を らった。実施後のレ
ポート・感想より学生は他の学生の意見が け
た、自分と同じ意見の人がいることで自己を肯定
できた、自分とは違う意見が参考になった、看護
について考えを発展できたといった感想があり、
短時間のグループワークは効果があると評価でき
た。

課題レポートの活用 学生が、自ら課題を って高齢者理解に取り組
むことの支援として活用した。また、 時間の学
習時間を効果的に使う方法として活用した。

約 字程度で、 年看護で特に学びを期待し
たい点をテーマにした。（例：貴方の高齢者イ
メージ、 年看護の特徴等）レポートから学生は

々に高齢者の特徴を んでいると でき、高
齢者について記述する機会を作ることは教育的効
果があると評価できた。
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

・ビデ の内容を活字にして印 資料とて作
成し、高齢者理解の学習支援として活用した。視

中は 像に集中し、後で資料を確認することで
学びを深めることを期待した。

授業評価で 像は効果的に使われていたと言う
評価であった。また、出 表の感想でも 像の資
料がよかったという記述があった。

高齢者体験の活用
市 の高齢者・ 害者体験 具の活用

学生と共に シートを用いて高齢者
を作成し、体験学習で活用する。

学生が経験したことのない運動機能・視 覚機
能の低下した高齢者を理解することの支援として
活用した。

高齢者体験 具、白内 を活用し、学生に
とって、加齢による視 覚機能と運動機能の 害
という未知の を体験することで、高齢者に対
する看護の必要性を理解し、看護の方法を検討し
実施する 意 と行動力が養われることを ら
いとしている。

体験内容は視力、 力、 の触覚、 の関
等である。生活体験を取り入れることで、

生活機能のアセスメントにも 立っている。体験
レポートには看護学生として体験した加齢に対す
る きや看護の必要性が記述されていた。学生は
体験を高齢者理解に 立て、 年看護の目的を理
解することで実践に向けて 意 がなされると
評価している。

視 覚教材の活用 高齢者をイメージしにくい環 に らす学生
に、よりアクチュアリティな高齢者理解を支援す
るため活用した。高齢者の実際や加齢による身体
機能の低下を動画（ビデ ・ ）で見せること
で、より現実的な高齢者理解を ろうとした。

アクティビティケアの企画・実践を演習
として実施する。

レクリエーション実践方法・技術を獲得するこ
とで、アクティビティケアの能力を高めることを
目的とした。グループでレクリエーションを企画
し学生同士で実践・演習を行う。

演習では、企画書を作成し、目的・目標、方
法、注意事項を明らかにしておく。実施後は目標
の達成状況をまとめ次回の課題まで検討する。ア
クティビティケアは 護 人保健施設での実習で
活用できる援助技術の能力を高める。また、企画
書を用いた実践は、問題解決思考の であり、
看護過程の実践 習も意 している。学生には企
画・アイデア・発想の力があり、アクティビティ
ケアを企画し実践することを通して、看護の企画
力・行動力の向上を れると考えた。学生は自分
たち学生が相手であるが、できるだけ高齢者をイ
メージしようと高齢者体験 具を活用するなど積
極性と行動力が見られた。次年度の 年看護実習
（特別養護 人 ーム、 護 人保健施設）で実
際の入所者に対して実践するときその成果が発
できていると自己評価している。

また、看護過程の展開を指導する歳、学生が教
で経験した出来事も実在性を つ経験として学

びを助けていると考え、学生の体験・経験の機会
を作る をしている。

ビデ ・ 像の活字化
資料作成、活用
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

看護の実際をリアリティにシュミレー
ションするための事例の ・活用

高齢者の健康レベルに応じた看護過程の展開を
学習できる事を目的に事例を作成した。

事例は転 ・ の発症から、 、入院、治
療、リハビリ、施設入所、在 へと一連の経過を

つ事例を作成した。学生は各健康レベルに取り
組み、看護過程の展開をペーパーシュミレーショ
ンしていった。 のグループワーク・発表を
用した。

アセスメント ー の 子の作成・活用 看護過程を展開する際、多様で 別的なの高齢
者の情報収集とアセスメントを助ける ールとな
ることを目的に作成した 子である。 域 任
者と共同で作成し活用した。（片面印 頁）

高齢者の「日常生活行動」、「感覚 」、「栄
養」、「認知機能」をアセスメントすることを助
けるもので、観察とアセスメントの視点を示し、
実際に記述できるシートを った。改良長谷川式
認知症 易スケールや褥 のスケール、転 ス
ケール等も使用した。その後の、「 年看護学実
習」で実際に活用し、高齢者理解を深め高齢者の
多様性と 別性の理解に 立てることができてい
たと評価している。

福 パーク 体験見学の活用 奈良県立福 パークが保 する、 護具、自助
具、住 設備を活用し、学校で保 するものより
さらに多くの用具を用いて高齢者体験や生活体験
を行い、高齢者理解を深めることを目的とした。
奈良福 パークは学校から で 分の場所にある

護実習 を つ施設である。

ここでは、高齢者体験 具を 着して、 護住
体験、各種 子・トイレ・ ・自助具の体

験をおこなう。また、 子の自 ・他 や視覚
害者として運動公園、模 交 点などを 策・

歩行体験をおこなう。実施後のレポートから、学
内ではできない、より生活に近づいた体験ができ
たという感想があった。

ナラティブアプローチの視点を取り入れ
たグループワーク

前述の「 グループワーク」をより効果的に実
施できる方法として、学生の姿勢を明確にするた
めに「ナラティヴ」論を活用した。

テーマについて語り合い、語られたものを発表
する機会を「ナラティヴ」の考え方で指導した。
全体で ～ 分のナラティヴ・アプローチといえ
るもので、「学生は発表しなければ」という気
ちから「自分の意見を語る」という気分の転 が
あると考えている。感想では、「グループ内での
語り合いは、他の学生の意見や思いを知ることが
でき、考えを広げることができた」「全体での発
表も様々な考えがあることがわかった」と好評で
あった。
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

「昭和を生きた高齢者」をテーマにグル
ープワーク、スライドで成果発表の活用。

自分たちとは違う 代の高齢者の理解を深める
こと、また、積極的な高齢者理解を行うことを目
的に「昭和を生きた高齢者」というテーマで ～
名のグループワーク・発表を課題として計画し
た。

各グループで 事、生活、 具、 、 、
ファッション、流行、医療、 といったテーマ
を決め、グループワークをおこなった。グループ
ワークの概要は 講時に示し、発表は 講時に
行った。成果はパワーポイントでスライドを作成
し発表した。発表内容は学生達が体験したことの
ない、今まで 接関わったことのない、高齢者
（後期）の生きてきた社会についてであった。ス
ライドは発表資料として 子にした。学生に配布
するとともに、実習施設へも学生のレディネスと
して配布した。レポートでは高齢者の活きた時代
に近づけたという感想があった。これらの活動・
学びは、次の年の各論実習に生かされ、高齢者の
視点で生活を考えることができていると自己評価
している。学生の発表内容は一部学生達の同意を
得て、 ープンキャンパスで掲示している。参加
している学生より付き添いの 母から「 かし
い」と好評である。

奈良県立医科大学医学部看護学科「 年看護学概
論」（ 年次生 名、前期 時間中、 ～ 時間）に
おいて 記①～④、 ～ 、 を ･活用した。

医療科学大学保健科学部看護学科「看護学概
論」（ 年次生 名、後期 単位）で 記①～
④、 ～ 、 を ･活用している。

医療科学大学保健科学部看護学科「 年臨床
看護」（ 年次生 名、前期 単位）で 記①～

を ･活用している。

医療科学大学保健科学部 学科、臨床検
査学科 科目「看護概論」（ 年次生 名、後
期 単位）で 記①～④、 ～ 、 を ･活用
している。

ナーシンググラフィカ全 の電子教科書を活用
している。特に「高齢者の健康と 害」「高齢者
看護の実践」を講 中では、 表や 像をスライ
ドとして活用している。 医療科学大学保健科
学部看護学科「 年臨床看護」「 年臨床看護実
習」で活用している。

奈良県立医科大学医学部看護学科「 年看護学概
論」（ 年次生 名、前期 時間）において 記①
～④、 ～ 、 を ･活用した。

デジタル教科書の活用
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～現在に至る

平成 年 月
～現在に至る

平成 年 月
～現在に至る

動画 で学生が視 できる動画を作成し
た。 分 高齢者体験用 具の 着、歩行や階
段 、見え方、 作業の困難等を順を って
経験できるように した。学生は 々に か
ら実際の 像で予習をして、演習に望むことを期
待している。

平成 年 月
～現在に至る

授業の中で大学の所在地の地域包括支援セン
ターに 頼し、学生を対象に認知症サポーター

を開 した。 習の認知症ケアの認知症サポー
ターではあるが認知症患者と関わる動機付けが期
待した。学生はサポーターという 割に を

っていた。

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

奈良学園大学保健医療学部看護学科「 年看護学
概論」 年次 後期 名 「 年看護学援助論」

年次 前期 名 では授業計画を作成し、授業
計画に沿って 回の講 を行っている。
前述の①～⑤、 ～ 、 ～ は一部変 し継続
した。②での 回スライドは とし、ファイ
ルしやすいように した。④の 回の小レポー
トでは、必要時フィードバックし共有している。
学生が った理解している場合の対応、学生の質
問に答える機会にもなっている。授業 日の小レ
ポートには「高齢者のイメージを で示すことを
促す」。 年ではあるが 、 、 レンジが
多い。これは 護学生も、 科の学生も同じ
傾向にある。

作成に関わった教科書は使用せ 、ナーシング
グラフィカシリーズ メディカ出版）と看護学講
医学書院）をデジタル版と伴に活用した。 高齢

者体験 具は部分的 着型の「 いたろう」から
スー タイプに変 した。高齢者体験めが の材
料を 明クリア ルダと セロファンに変 し
た。 福 パーク見学は地域的に活用困難とな
り、その代わり学内演習に組み込み継続してい
る。 アセスメント ールは規模を 小して活用
している。 では と重複するが医学書院のデジ
タル版を 用し活用している。

―実習―

動画の作成 で活用
・高齢者体験の方法
・ 検査の看護

２）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「 年看護学概論」 年次 後期 名

「 年看護学援助論」 年次 前期 名

認知症サポーター養成講 コマを使い認知症
とケアの理解を深める。認知症サポーターとして
認知症患者と関わる動機付けも期待している。

① 日、実習開 ～ 時間を実習指導の時
間とした。学生が必要とするときに必要な指導を
行う。

①学生の実習中は共に病 で過ごし、常時指導で
きる体制をとることを目的に行った。

③実習マニュアル（要項）の作成、活用 ③学生が実習に望む際に可能な り不安や心配を
取り き、実習目標を理解し、実習行動が取れる
ことを意 して作成した。実習要項は、実習の目
的、 達すべき目標、具体的な実習方法、注意事
項を内容とし「要項を読めば 頭説明は付不要」
というスタンスで作成した。

②看護過程の展開を中心に看護を実践する ②看護過程を展開ができることを目的に、実習方
法は１人の患者を受 つ方法を用いた。

実習調整、学生への実習指導を実施した。指導
の内容は、実践の見 り、実習環 の整備・調
整、相談、学習支援、看護モデル、安全確保、カ
ンファレンス等である。臨地実習において学生が
自己の実習目標を達成できる環 を作る為に、教
材や方法に した。実習は、 ・ 内科
病 において、１人の成人期の患者を学生に受け

ち看護過程の展開を実施するもので、成人 性
期の実習であった。

３）奈良県医科大学看護短期大学部「成人看護学
実習」（ 年生次、 単位 時間、 グループ 名
グループ計 名を担当し、以下の取組を行った。
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 月 月
～平成 年 月

実習施設における学生の出 え 実習 日は、学生が病 で受け入れられる存在
であることを感じることを期待して、病 で学生
を出 えるようにした。

学生にとって、その実習場所で自分たちが尊重
して受け入れられているか かで実習成果に影響
を及ぼすと考える。実習指導者と協力しながら、
共に学生を待ち受ける姿勢を示す をした。学
生は病院実習、スタッフへの 感を和らげ、
てる力を発 できたと評価している。

④実習記録用紙の作成、活用 ④学生が実習目標を達成できる方法と手順とし
て、項目を して実習記録用紙を作成した。
データーベースは単位認定者の助言を下に「科学
的看護論」をべースして作成した。記録用紙の項
目に沿って記述すれば実習目標が達成できること
を らい作成した。

⑤学生の実習目標を達成できる環 を作ることを
目的に実習計画ワークシートは作成した。指導教
員、臨地指導者用の記録である。ワークシートに
より担当する 名の学生の行動をは すると共
に、実習指導者との連携や、他のスタッフとの調
整に 立てた。

実習前にバイタルサインの 定について
の技術チェックを行う

実習に際しての技術確認、基本的看護技術の確
認のためバイタルサイン 定の技術チェック、必
要な観察事項の事前学習を行った。実習が まる
までにチェックをして実習に望んだ。

受 患者はほとんどが がん、 のがん患者
であった。学生はがん患者との対話に悩みながら

々に良い関係性を き、ほとんどの学生が実習
最 日までには受け入れられる存在となり、必要
な情報が得られ、 性期看護、がん看護の特徴を
学んでいた。

４）奈良県医科大学看護短期大学部看護学科
「 年看護学実習」

奈良県医科大学看護短期大学部看護学科「 年看
護学実習」 年次生通年 単位 時間 グループ 名
週間の実習期間は「 護 人福 施設実習 週

間、 護 人保健施設実習 週間」、「病院実習
週間」で構成されていた。そのうち、「病院実
習」、 グループ計 名を担当した。今までの成
人 性期の実習から、学生にとって患者、家族、
実習指導者、病 看護師との人間関係が学生の学
びに少なから 害になっていると感じた。そこ
で、指導では以下の つ を 加し 活用し
た。前述の①～ に以下を加えた。

実習において 日カンファレンスをおこ
なう

日をまとめ、明日の計画を立案する機会を設け
る環 として、 日、カンファレンスを実施し
た。

⑤実習計画ワークシートの作成、活用
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年月日事項 概 要

平成 月 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

実習指導に際し、ナラティヴ・アプロー
チを活用。

実習指導の 別面接の方法としてナラティヴ・
アプローチを活用した。

整形外科病 での実習で、加齢による関 の変
形により運動 害から生活 害を抱え手術治療を
受ける高齢者が主な対象であった。 たきりにな
る不安を抱える高齢者であるが、若い学生には実
感が いと考えられた。特に したのは、学生
の語りをカンファレンスや面接から意 的に「
く」機会を設け、語られた「実習の 語」から、
学生が自己を り返り看護の学びを深めていくこ
とを らい、実習記録を見ながらナラティヴアプ
ローチによる指導（ き取り）を実践した。学生
の 語では、自分の看護の力たら 、知識の未
さ、看護への思い、コミュニケーションの困難
さ、自分の対応に対する患者の反応でうれしかっ
たこと等が語られていた。また、自分の学習不足
やどのように学んでいこうかという気 ちの表出
もあり、学生のさま まな思いを看護の指導に活
かしていった。同時に、学生には受け ち患者の
「病の 語」を くことの効果や活用することの
有効性を指導している。実際に体験することで
「語ること」「 くこと」の効果を実感する学生
もいた。

護 人保健施設でアクティビティケア
を実習項目とした。

アクティビティケアは、高齢者の健康を る、
を高める、認知症高齢者へのアプローチ、と

いった高齢者支援の方法を学習することを目的に
実習方法に加えた。

方法は、学生は実習グループで受け ち高齢者
を含む入所者の集団にレクリエーションを実施す
ることを企画し実践することとした。目的、目
標、方法、注意点をまとめた企画書を作成する事
から め、準備し、施設のスタッフの協力を
ながら実施した。看護過程の展開でも、アクティ
ビティケアを積極的に取り入れ、高齢者とのコ
ミュニケーションや人間関係の 成につなげ、施
設における高齢者看護の能力を修得していると評
価できた。実施後の反省会で、目標とした利用者
の活発な参加や、自発的行動、積極性や が見
られた、できないと思っていた人があんなに体を
動かせることがわかった、といった意見が上が
り、実施したケアの効果を実感することで、学び
につながったと評価できる。

高齢者のアセスメント ールの 子制作
と活用。

アセスメント ールは、「―講 ―」の項で述
べたとおり 域 任者と共同開発した。学内の演
習で使用し、実習では生活機能のアセスメントの
ための 具として用いた。
学生の実習に対する授業評価は全体で平均 （
点満点）であった。教員の自己評価としては、
患と加齢による身体機能の低下の両方から生活機
能をアセスメントすることに活用できていると評
価している。

５）公立学校法人奈良県立医科大学医学部看護
学科「 年看護学実習」

公立学校法人奈良県立医科大学医学部看護学科
「 年看護学実習」（ 年生次後期、 単位 時間
必修）１グループ 名 グループ計 名担当 週間
の 護 人福 施設、 週間の 護 人保健施設の
計 週間の実習を計画した。前述の①～ に以下の
つ を加えた。
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～現在に至る

担当者の一人として実習計画を し、 リエン
テーションに参加している。実習進行上の教員の
相談にのる、あるいは、教員を支援して臨地で実
習指導を行った。 平成 年度は学生 名を担当
し、実習指導、実習環 調整、評価等を行った

平成 年 月
～現在に至る

担当者の一人として実習計画を し、 リエン
テーションに参加している。実習進行上の教員の
相談にのる、あるいは、教員を支援して臨地で実
習指導を行った。

平成 年 月
～現在に至る

基礎看護学技術演習の内、 事の援助、通常の
事の援助、経 栄養を受ける患者の援助、 を
受ける患者の援助の講 を実施し演習を計画し
た。実際の演習を統括し、教員指導と学生の学習
支援を行った。

平成 年 月
～現在に至る

基礎看護学技術演習の内、 の援助を担当し、
の援助 導尿 の講 を実施し、

演習を計画した。実際の演習を統括し、教員指導
と学生の学習支援を行った。

平成 年 月
～現在に至る

医療機関における臨地実習を計画した。
全５施設で１クール４グループが実習を行う。
全体の統括 各教員の指導 実習調整、全学生の
単位認定に関わる。前述の①～ を実施、活用
した。 は規模を 小し必要時活用した。

平成 年 月
～現在に至る

護 人保健施設における臨地実習を計画した。
６施設で１クール６～２グループが実習を行う。
全体の統括 各教員の指導 実習調整を主な
むとするが、学生を担当し実習指導も行う。

年度は 施設で計 名の学生を担当し実際に指導
し評価単位認定に関わった。 りの学生も含む全
体の単位認定に関わった。前述の①～ を実
施、活用した。 は規模を 小し必要時活用し
た。

年看護の学習の視点として生活機能のアセス
メントに注目することがもとめられている。 来
の 統的アセスメントでは学生に生活や心理面の
アセスメントにとまどいが見られていた。そこ
で、ゴードンの 項目を用いて、身体・心理・社
会の 面から高齢者を える方法に変 した。学
内演習で事例を用いて十分ペーパーシュミレー
ションを行い、実習で活用している。「病院実
習」「施設施設」とも同じ方法で看護過程の展開
を実践できるように した。

６） 医療科学大学保健科学部看護学科「 年
看護学実習」 年生次後期 単位 時間 グル
ープ 名 グループ計 名担当、 週間の実
習期間を「 護 人保健施設 週間」「病院
週間」と計 週間の実習を行っている。
前述の①～ に以下を加えた。

看護過程の展開で、データベースを身体の
統的分類（ 環 、 等）から、ゴ

ードンの 項目の分類を活用した。

７）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「基礎看護学技実習Ⅱ」
年次前期 名

８）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「基礎看護学技実習 」
年次後期 名

）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「 年看護学概論」
年次 前期 名

１０）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「基礎看護学技術演習」
年次 後期 名

１１）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「 年看護学実習Ⅱ」病院実習
年次 後期 名

１２）奈良学園大学保健医療学部看護学科
「 年看護学実習 」

護 人保健視 デイケア等
年次 後期 名
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

１） 医療科学大学保健科学部看護学科実習
要項（実習の手 き）編集総括

年間のすべての実習における、実習マニュアル
として作成した。 医療科学大学保健科学部看
護学科実習委員会委員長として編集を行った。

・診療科に特徴的な診察用具、包 材料を実際
に扱う。

奈良県医師会看護専門学校看護学校進学コース
「 科の 患と看護」（ 年 後期： コ
マ）において、解 学的な特徴（感覚 、 、
外 とつながっている）と病理学的な特徴（
症、 ）から、看護の特徴（必要性）・方法に
ついて講 した。診療科に特徴的な診察機具・材
料（ピンセット ー 類）を提示し、触れるこ
とでリアリティのある学びを した。自由記載
の感想から「学びがあった」との記述がみられ
た。

・出 表による学びの確認
・補助教材の準備 （文献、他の 書の資料

等）

奈良県立医科大学 看護専門学校（ 年
次 コマ）「基礎看護技術」（環 、 服、清 ）
において、教科書のみでは技術を実施する根 が
不足していると考え、複数の根 を学生に提示で
きるよう補助教材を作成し使用した。学びの記述
がみられた。自由記載の感想から「学びがあっ
た」との記述がみられた。

２）事例教材 加齢に起因する 患と看護、成人期から抱える
性病と加齢が及ぼす生活機能の 害と看護等が

学習できる事例を考案した。

① に 患し 護 人保健施設に入所する高
齢者
② パーキンソン病を抱える高齢者の看護
③ 性 性 患を抱える高齢者の看護
④ 生活者としての高齢女性の転 ・ 救

、周手術期、回復期、 性期、在 復 までの
健康 害のレベルを った看護

奈良県立医科大学医学部看護学科「 年看護学援
助論」で作成し、現在に至る。 年見 しなが
ら、学生の特性に応じて修正して使用している。

―その他―
１）看護専門学校生の講 に関するもの

３） 年看護学アセスメント・ ールとしての
マニュアル教材（ 子）

高齢者の身体・精神機能を評価する ールとし
てアセスメントマニュアルを共同で作成した。高
齢者の感覚機能、栄養状態、認知状態、日常生活
機能を評価する方法として、 存の 度を用いた

子である。奈良県立医科医学部看護学科「 年
看護学援助論」で作成した。

医療科学大学保健科学部看護学科「 年臨
床看護」において、高齢者を総合的に評価する視
点から改正した。

２ 作成した教科書・教材
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～現在に至る

開学 時に作成した実習要 を 確認した。新
たに 加が必要な内容を 入した。
（例）気象 報発令時の対応区域、 人情報保護
について

平成 年 月
～現在に至る

演習計画書は ・尿 の取り扱い方 たま
までの ・尿 の 助、 たままでの ム 交
モデルを用いた導尿（男女）、モデル人形による

・ 、からなる。
よりリアリティな演習になるよう、模 を作成
し ム 交 の演習を計画した。 具、 用化
学のり、ケイ によるスライムを模 として作
成した。

平成 年 月
～現在に至る

演習計画は 形態の違う の 取と 助、 事
取を支援する自助具・ 助具の実際、モデル人

形を用いた経 栄養法からなる。

４）授業 に授業内容のポイントをまとめた
スライドの教材を作成し授業に活用した。
（パワーポイントを用いる）

担当する講 の要点をスライドにまとめ講 の
教材とした。制度の変 や新しい視点、知見等、
変 しながら作成し、活用している。

奈良県立医科大学医学部看護学科「 年看護概
論」「 年看護学援助論」で作成し、活用した。

医療科学大学保健科学部看護学科「 年看
護概論」「 年臨床看護」において、作成し活用
した。

医療科学大学保健科学部 学科・臨床
検査学科「看護概論」において、作成し活用し
た。

関西学院大学社会学部社会福 学科「 護概
論」において活用した。

関西学院大学人間福 学部「 護概論」「 護
技術」において作成し活用した。

５）「生活支援技術・ 護過程」教科書、一部
執筆（ 掲）

護福 士養成を目的にした教科書であるが、
年看護では 護施設も看護の場である。 年看

護として看護学生が学 内容になるように し
た。

「 護者の 理」の執筆を担当した。高齢者ケ
アに携わる職種の 理としてまとめたもので、看
護職にもあてはまるものである。特に、 人情
報、電子情報、実習学生の 務など、近年の
社会情勢を考慮した内容を した。

関西学院大学人間福 学部「 護概論」「 護
技術」で使用した。

６）「 護の基本 コミュニケーション技術」
教科書 一部執筆（ 掲）

「 眠と援助」の執筆を担当した。看護学生も
学 内容になるように した。

関西学院大学人間福 学部「 護概論」で使用
した。

・奈良学園大学保健医療学部看護学科
「基礎看護学技術演習Ⅱ」 年次 前期 名

の援助 演習計画書の作成
演習評価表の作成 模 の作成

・奈良学園大学保健医療学部看護学科
「基礎看護学技術演習Ⅱ」
年次 前期 名
事の援助 演習計画書の作成 演習評価表の作

成

・奈良学園大学 保健医療学部看護学科
実習要 の作成
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～現在に至る

身体の加齢変化を説明する Ｖ のナレーション
を筆記し活字としてＡ４用紙に Ｖ 資料を作成
した。全６ページ。文章中、特に学んでほしい単
語には白地で し、学生が 像を見ながら記入で
きるように した。学生は全部 めることが出
いていないことがわかり、次回の授業 めに正解
を 頭で説明した。

平成 年 月
～現在に至る

スパイロメーターを用い、 活 、１ から
年齢を 定した。全員は体験できなかったが、一
部の学生が実施できた。時間的制約で全員が体験
できない現状から、後に Ｖ 作成に至った。

平成 年 月
～現在に至る

明でない りのあるクリアフォルダーを高齢者
の の水 体に見立て、白内 の体験とした。
クリアフォルダーに、 セロハンをはさみ、水

体が変性した高齢者の見え方を体験できるよう
にした。クリアフォルダーは学生各１ を配布し
た。 のセロファンは、 センチほどにカッ
トしたものを学生に配布した。

平成 年 月
～現在に至る

講 資料は コマスライド とし、Ａ３用紙に
表で印 するようにし、半分に るとＡ 子とし
てファイルできるよう した。高齢者の加齢変
化では、スライド中の重要語 を白字で書くし、
学生と一 に回答しながら、進めた。国家試験の

年看護 域で問われやすい問題であることを印
象付けたかった。 中間期授業評価で、スライ
ド、資料で見にくいという意見はなかった。「ス
ライドに対応する教科書のページを入れてほし
い」といった希望など、学習上必要と思われる希
望には に めた。

平成 年 月
～現在に至る

学内演習用に、高齢者体験についての動画を制作
し、授業に活用している。動画は奈良学園大学の

を使った学習支援の一環のなかで、専用のア
プリを用いて 覧できる。シナリ 作成、 影

編集に関わった。 村 、田中和奈

平成 年 月
～現在に至る

高齢者の のアセスメントとして、
検査を受ける高齢者の看護の動画を作成した。シ
ナリ 作成、 影 編集に関わった。 村

、田中和奈

平成 年 月
～現在に至る

年看護学 域の他 名の教員と共に作成した。実
習の目的、方法、注意事項等、「本 子を読むこ
とで、学生は実習の行動目標が立てられる」とい
う目的を って作成した。実習記録は、学生が容
易にコピーできないようにあらかじめ必要な 数
を じた 子を作成した

平成 年 月
～現在に至る

年看護学 域の他 名の教員と共に作成した。実
習の目的、方法、注意事項等、「本 子を読むこ
とで、学生は実習の行動目標が立てられる」とい
う目的を って作成した。実習記録は、学生が容
易にコピーできないようにあらかじめ必要な 数
を じた 子を作成した

・奈良学園大学 保健医療学部看護学科
年看護学概論

演習用動画制作 検査の看護

・奈良学園大学 保健医療学部看護学科
年看護学概論

講 教材：高齢者の身体的加齢変化
Ｖ 学習資料の作成

・奈良学園大学 保健医療学部看護学科
年看護学概論

講 教材：高齢者の身体的加齢変化
機能の変化 体験

・奈良学園大学 保健医療学部看護学科
年看護学概論

講 教材：高齢者の身体的加齢変化
見え方の変化体験グッズ作成

・奈良学園大学 保健医療学部看護学科
年看護学概論

講 資料作成
１講 スライド Ａ 用紙

・奈良学園大学 保健医療学部看護学科
年看護学実習

実習要項、記録用紙の作成

・奈良学園大学 保健医療学部看護学科
年看護学実習Ⅱ

実習要項、記録用紙の作成

・奈良学園大学 保健医療学部看護学科
年看護学概論

演習用動画制作 高齢者体験
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～現在に至る

①授業資料のスライド資料 平成 年度版で、今
年度発表の人 動態の統計をもとに作成した。②

年度のものに今年度の統計を補足した。③クリ
ルダーと のセロファンを用い、授業の中

で学生各自が水 体の と 覚の異常が体験で
きることを った。クリ ルダーは 種類の 明
度になるようにした。

平成 年 月
～現在に至る

グループワークの成果として学生が作成したスラ
イドを発表用資料として 子を作 した。

平成 年 月
～平成 年 月

奈良県立医科大学医学部看護学科 「 年看護学
援助論」「 年看護学実習」 で授業評価を行っ
た。
平成 年の「結果は、援助論平均４ ０ 段階評
価）、実習は３ であった。評価の高かった項
目は「シラバスに沿った内容」「授業への取り組
み」であり、低かった項目は「レポート課題が多
い」という結果であった。

「 年看護学概論」の評価は平均４ ０であっ
た。良かった点では教材がわかりやすかったと
いったコメントがあった。改善点ではマイクを
使っているが き取りにくかったと言ったコメン
トがあった。

「 年臨床看護」の評価は平均４０ １５であっ
た。良かった点と改善点では資料が見やすかっ
た。もっとパワーポインタを使ってほしいと言っ
たコメントがあった。

年看護学実習では平均４ ２５であった。
に教えてもらった、もう少し関わってほしかった
といったコメントがあった。

医療科学大学保健科学部 学科、臨床検
査学科 「看護学概論」の学生評価を行った。平
均４ ７７であった。

平成 年度 医療科学大学保健医療学科期末評価 前年度
と比べ評価に変化はなかった。

平成 年度 医療科学大学保健医療学科期末評価 前年度
と比べ評価に変化はなかった。

平成 年 月 奈良学園大学保健医療学部
「 年看護学概論」
授業 回目で中間評価を行った。大きな改善の必要
な項目はなく平均と考えられた。学生には結果と
改善するところを えた。改善の必要なところ
スライドに対応する教科書のページを 加する

３ 教育上の能力に関する大学等の評価

平成 年 月 医療科学大学保健科学部看護学科 「 年看
護学概論」「 年臨床看護」「 年看護学実習」
学生評価を行った。

１）学生の授業評価アンケート結果

・奈良学園大学 保健医療学部看護学科
年看護学概論

授業教材 グループワーク資料

・奈良学園大学 保健医療学部看護学科
年看護学概論 授業教材

①授業スライド
② Ｖ 資料
③高齢者の視覚体験用具

・学生の授業評価アンケート結果

大学業務評価

大学業務評価
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年月日事項 概 要

平成 年 月 奈良学園大学保健医療学部
「 年看護学概論」
学生評価 授業 時
資料、内容 シラバスとの整合性など 特に意見
はなかった。

平成 年 月 奈良学園大学保健医療学部
「 年看護学概論」
授業 回目で中間評価を行った。大きな改善の必要
な項目はなく平均と考えられた。学生には次の授
業で、評価の結果と改善するところを えた。
改善の必要な項目では、資料についてで、資料の
内容に教科書の該当ページを 加した。

・学生の授業評価アンケート結果

・学生の授業評価アンケート結果
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年月日事項 概 要

平成 年 月

平成 年 月 ープンキャンパスミニ講 回 高齢者の身
体的加齢について

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月 奈良県看護協会臨地実習指導者会講師
年看護学実習 時間

以下の目的目標で内容を計画し講 を行った。
・ 年看護学実習の展開について理解を深め、演
習等を通してその実際を学 。実習の目標、指導
展開・計画方法を知る。実習の組み立てを知る。
指導者の 割を知る。

平成 年 月 奈良県看護協会臨地実習指導者会講師
年看護学実習 時間

以下の目的目標で内容を計画し講 を行った。
・ 年看護学実習の展開について理解を深め、演
習等を通してその実際を学 。実習の目標、指導
展開・計画方法を知る。実習の組み立てを知る。
指導者の 割を知る。

平成 年 月 奈良県看護協会臨地実習指導者会講師
年看護学実習 時間

以下の目的目標で内容を計画し講 を行った。
・ 年看護学実習の展開について理解を深め、演
習等を通してその実際を学 。実習の目標、指導
展開・計画方法を知る。実習の組み立てを知る。
指導者の 割を知る。

平成 年 月 奈良県看護協会臨地実習指導者会講師
年看護学実習 時間

以下の目的目標で内容を計画し講 を行った。
・ 年看護学実習の展開について理解を深め、演
習等を通してその実際を学 。実習の目標、指導
展開・計画方法を知る。実習の組み立てを知る。
指導者の 割を知る。

平成 年 月 第 回日本質的心理学会 一般企画シンポジウム
「今あらためて質を問う」にて、話題を提供し
た。テーマは「高齢者の語り場面の「質感」の記
述 ―看護場面の会話から 達する看護師の「
く」こと－である。
コーディネーター：森岡正
質的データを 的データに変 し分析する傾向に
ある質的研究をについて、現場の質をもう一度考
え そうとするを で企画された。心理学、社
会福 学、教育学の立場から話題提供される中
で、看護学の立場から現場を質感 かに描き出す
かていを した。平成 年 月の博士論文（奈良
女子大学）の一部を加筆修正した。

４ 実務の経験を有する者についての特記事項

奈良文化女子高等学校学校見学におけるミニ講
高齢者の身体的加齢について

１）高校生に対する講 「看護学」

平成 年度高取 地域法活支援センター研修会講
師 「高齢者ケアとナラティヴアプローチ」

平成 年「養成期間と医療機関の連携」事業研修
会 講師 「実習指導に望むこと」

平成 年中 地区特別養護 人 ーム看護職能研
修会 講師 「高齢者体験から理解する高齢者」

３）会員企画シンポジウム 講師

２）研修会講師
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年月日事項 概 要

平成 年 月 日 フェスタに出展者として参加した。
テーマ：「年を取ると見え方 こえ方動きはどう
なるの」 高齢者体験をメインに体感イベントと
した。約 名の一般の参加者（子供から成人ま
で）の入場があり、約 名ほどが高齢者体験に参
加した。 場所 グランフロント大阪北
館ナレッジキャピタル

平成 年 月 日 高齢社会における生活支援にむけら地域産業
出を考える研究会
テーマ：高齢者看護・ 護とアクティビティケア

高齢者の気分転 活動の不足に対するケアや付
き合い方 高齢者ケアの現状と活性化の支援の必
要性を 年看護学教育の中から経験したことを踏
まえ講演とした。

４）フェスタ出
けいはんな体感フェア
「来て・見て・感じて学研都市のテクノロジー」
光の不思議や生 の神 ・・・等 最先 の研究

内容を体験してみよう

５）研究会 講師 シーズ 講演
高齢社会における生活支援にむけら地域産業

出を考える研究会
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

平成 年 月
～現在に至る

実習部会長として、実習全体の統括を行った。医
療機関との連携や実習調整を行っている。

平成 年７月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の実習を担当した。「早期体験演習」（ 年次、
単位 専門必修）複数の実習場所をラウンドし、
実習の進行を支援した。時に指導の必要な学生の
実習指導を行った。

平成 年 月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の実習を担当した。「基礎看護学実習 （ 年次、
後期 単位 専門必修）複数の実習場所をラウ
ンドし、学生や教員を支援した。時に指導の必要
な学生の実習指導を担当した。

平成 年 月
～平成 年 月（前
期）

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の授業を行った。「基礎看護技術演習Ⅱ」（ 年
次、 単位専門必修）

５）奈良学園大学保健医療学部看護学科における
実習調整の実績

６）奈良学園大学保健医療学部看護学科における
教育実績

７）奈良学園大学保健医療学部看護学科における
教育実績

８）奈良学園大学保健医療学部看護学科における
教育実績

４）関西学院大学人間福 学部おける教育実績 関西学院大学人間福 学部社会福 学科 常勤
講師として「 護概論」（ ～ 年次春期 単
位）、「 護技術」（ ～ 年次春期 単位）
において社会福 士国家試験内容に基づき 護の
目的論、対象論、実践論について授業を行った。
文学部、法学部の学生も若 していた。学生
それぞれが学 目的を ち、様々な感想を って
学習を深めていた。

２） 医療科学大学 保健科学部看護学科に
おける教育実績

医療科学大学保健科学部看護学科教授とし
て「 年看護学概論」（ 年次後期、 単位 専門
必修）、「 年臨床看護（演習）」（ 年次前期、
単位 専門必修）、「 年看護学実習」（ 年次

後期、 単位専門必修）、「卒業研究」（ 年次通
年、 単位専門必修）、「アカデミック技法」（
年次前期 単位一般必修）において授業、演習、実
習をおこなった。保健科学部 学科、臨床検
査学科の「看護概論」（ 年次後期、 単位 専門

）において授業を行った。

３） 医療科学大学 保健科学部看護学科実習
調整の実績

実習部会長として、実習全体の統括を行った。
医療機関との連携や実習調整を行っている。

５ その他

１）公立学校法人奈良県立医科大学医学部後看
護学科における教育実践

奈良県立医科大学医学部看護学科講師として
「 年看護学援助論」（専門科目、 年次配当通
年、必修 単位）において、 年看護の実践論につ
いて授業を行った。これにより、学生は 年看護
の方法について理解を深め、臨地実習に大いに活
用して、 年看護の学びを得ていた。「 年看護
学実習」（ 年次配当通年 必修 単位）において
実習指導を行った。「卒業研究」（ 年通年配当）
において研究計画書作成、論文作成の指導をおこ
なった、これにより、学生は実習で経験したを出
来事を理論的に説明し、今後の可能性・課題を見
出していた。「看護研究特論」（ 年次前期）にお
いて、研究計画書作成につて指導した。
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～現在に至る

平成 年 月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の授業を行った。「 年看護学概論」（ 年次 後
期 単位 専門必修）「 年看護学援助論」年
次、 単位専門必修）

平成 年 月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の演習を行った。「 年看護学援助論」 年次、
単位 専門必修） 名の教員と共同した。

平成 年 月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の実習を担当した。「基礎看護学実習Ⅱ（ 年次、
前期 単位 専門必修） 学生 グループを担
当し、実習指導を行った。

平成 年 月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部教授として以下の科目
の実習を担当した。「 年看護学実習 （施
設）」（ 年生 後期 単位） 「 年看護学実
習Ⅱ（病院）」 年生後期 単位 専門必修）
実習の企画、臨地調整、学生 リエンテーショ
ン、実習指導を行った。 域教員の実習指導能力
の向上に関わった

年月日

昭和 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月
～平成 年 月

日本保健医療行動科学会雑誌の 大編集委員とし
て、 頼論文の原稿の編集を行った。

～ 執筆者の意向を確認しながら、原稿
に 表を配 し、雑誌用の原稿を作り上げた。

奈良学園大学保健医療学部看護学科教授として以
下の科目の企画・実施に関わった。「基礎看護技
術演習Ⅱ」「基礎看護技術演習Ⅲ」「基礎看護実
習 」「早期体験演習」

なし

３ 実務の経験を有する者についての特記事項

１２）奈良学園大学保健医療学部看護学科におけ
る教育実績

１３）奈良学園大学保健医療学部看護学科におけ
る教育実績

学会誌の編集
日本保健医療行動科学会 学会誌

大編集委員

）奈良学園大学保健医療学部看護学科における
教育実績

１０）奈良学園大学保健医療学部看護学科におけ
る教育実績

１１）奈良学園大学保健医療学部看護学科におけ
る教育実績

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１ 資格、免許

）看護師免許 第 号

）修士（看護学） 国立学校法人香川医科大学大学院医学 研究科看
護学専
修士（看護学） 香修第十 号）
修士論文題目：ナラティブを看護ケアに導入した

年患者の語りの構造と変化の研究

）博士（学術） 国立学校法人奈良女子大学大学院人間文化研究科
博士課程
社会生活環 学専 人間行動科学講
博士（学術）（博課第 号）
博士論文題目：看護における「 き取り」の生態
－ナラティヴ・アプローチの可能性と

２ 特許等
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～平成 年 月

日本保健医療行動科学会雑誌の 大編集委員とし
て、論文査読を行った。雑誌は年 回発行され 刊
に 編ほど査読を行った。投稿論文を担当し、学会
誌の質を保 できる研究論文になるように査読を
行った。研究方法の整合性や論文としての論 に

問がある場合には掲載不可の 定もやむなしの
場合もあった。通常の査読者は２名であり他の査
読者と査読の 定が大きく異なることはなかっ
た。 ～ 年前期まで年 計 にの雑誌
の査読を行った。

平成 年 月
～現在に至る

臨床看護実践ナラティヴ研究会メンバーとして、
臨床看護の場において、ナラティヴ・アプローチ
を実践することの意 、実際の実践について、研
究・ 会を行っている。自己の研究の報告、メ
ンバーの研究についての意見交 、海外の研究者
の論文についての意見交 を行っている。月 回の
定期的な研究会である。 番で話題を提供し討議
する。ブルーナの意 論、ベイトソンの学習理
論、リクールの 語と時間などを担当した。 成
果の一部は 業雑誌の特集に組み込まれた。
「 病の語り 会話の産 と現実 看護実践と
社会構成主 」： ：ナラティヴとケア 第 号 看
護実践におけるナラティヴ 紙野 香 野村 樹
編 参

平成 年 月 平成 年度 奈良学園大学保健医療学部看護学科
研究助成制度において以下のタイトルで助成金を
獲得した「 度アップ のブライトケアの可能性
の研究―認知症高齢者の 眠支援―」

平成 年７月
～現在に至る

―学内委員会活動―

平成 年 月
～平成 年 月

実習に関して関わった。各論実習の実習配 表の
作成、学生のグループ分け、統合実習の計画、そ
の他、メンバーで実習に関する問題対応の情報交

、協議していった。

平成 年 月
～平成 年 月

年生から 年生までの実習を統括する。
実習施設からの相談の となり対応する。

平成 年 月
～平成 年 月

各論実習の統括を行う。特に、実習病院・施設へ
の実習 頼や計画配 の相談等、 域をとりまと
めて実習施設との となる。

平成 年 月
～平成 年 月

学内教員の研究の 理 査にあたる。

平成 年 月
～平成 年 月

学内教員の研究活動を支援する。学内で定める研
究推進費について 査を行う。教員の学内研究発
表や講演等を企画・運営する。

４ その他

日本保健医療行動科学会 理事、編集委員に就任
し、学会雑誌の編集を行っている。

研究会への参加・運営
臨床看護実践ナラティヴ研究会

研究助成金の獲得

１）奈良県立医科大学医学部看護学科
実習部会委員

２） 医療科学大学保健科学部看護学科
実習部会長

３） 医療科学大学保健科学部看護学科
域実習ワーキング長

４） 医療科学大学保健科学部
研究・ 理委員会委員

５） 医療科学大学保健科学部
教育・研究委員会 委員長

学会誌の査読
日本保健医療行動科学会 学会誌

大編集委員

学会誌の査読編集
日本保健医療行動科学会 理事
学会誌 編集委員 査読と編集
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年月日事項 概 要

平成 年 月
～平成 年 月

委員会活動として、年 回ほど地域のイベントで
地域住 に健康教育を実施している。
シンポジウムやセミナー等を同 会と協力して企
画・運営し卒業生を対象に研究発表の場を設ける
活動をしている 年度から）

平成 年 月
～現在に至る

実習全体の統括
年間の実習計画の 組み 企画 各実習施設への

頼 実習協議会の企画・開 など 月１回定
例会議を主 し、実習に関する協議を行う。基礎
実習 域実習 統合実習 課程 実習に関す
る報告をまとめ調整する。実習場での感染症対策
や事 などの危機 理等も行う。

平成 年 月
～現在に至る

年生 域実習に関する、企画調整 月１回定例
会議を企画し討議を行う。成人 年など各 域
実習からの報告をまとめ、協議し実習部会に上
する。

平成 年 月
～現在に至る

奈良学園全体の、学生生活に関する協議を行って
いる。主に学生の 学金 表 等について協議し
た。

平成 年 月
～現在に至る

学生の健康診 、学校 について協議した。

平成 年 月
～平成 年 月

学生生活について協議した。学生の健康 理を担
当した。

平 年 月
～平成 年 月

４月に行われる１年生 研修を企画し実施し
た。

平成 年 月
～現在に至る

４月に行われる１年生 研修を企画し実施し
た。企画実行の 任者として運営していった。

平成 年 月～現在に
至る

主に実習での単位修得や実習 修の要 について
担当している。

奈良学園大学保健医療学部における教員組織活動
実習部会長

奈良学園大学保健医療学部における教員組織活動
域実習ワーキング長

奈良学園大学における教員組織活動
学生生活委員会メンバー

奈良学園大学における教員組織活動
学生支援センター委員会メンバー

奈良学園大学保健医療学部における教員組織活動
学生生活ワーキングメンバー

６） 医療科学大学保健科学部
生 教育委員会 委員長

奈良学園大学保健医療学部新入生 研修の企画
担当

奈良学園大学保健医療学部新入生 研修の企画
任者

奈良学園大学保健医療学部における教員組織活動
教務ワーキングメンバー
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著書、学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

基礎看護技術Ⅱ基礎
看護学

統看護学講 専門分野

共著 平成 年 年
第 版
平成 年 月
第 版
平成 年 月
第 版

基礎看護技術の教科書。
版 全 頁

編集：藤崎郁、任和子
執筆者：岡本啓子、 本とも子、 村 （執筆
者全 名）
本人担当部分：以下の章を共同で執筆した。
第 部 域の看護技術 第 章「環 調整技術 ：
病床環 の調 」 第 章「清 ・ 生
活援助技術 ：病床での 生活の援助
看護の基礎教育を受ける学生が臨床で応用できる
看護技術の教科書となるように した。（共同
執筆の為分担の 不明。共同で構想し、資料、

真、イラスト、文章を作成した。）
病床環 の調整では現在臨床で実際に行われてい
る内容を えようとした。ベッド・床頭 といっ
た病 環 の備 、 ベッドや高齢者ベッド等、
健康 害のレベルに応じたベッドや、その び方
等、資料収集・イラストの作成をおこなった。病
床での 生活援助では点 を行っている人の
交 を、モデル人形を用いて 真 影し文章を作
成した。基本を前提にしながらも臨床での安全で
安 な 交 の を盛り込んだ。

護福 士養成シ
リーズ 「生活支援技術・

護過程」

共著 平成 年 月 護福 士を目指す学生用教科書。
版 全 頁

編著 本とも子、 野政明
執筆者：川 ちづる、山形力生、今村美幸、大崎
大資、 井加津志、高 進一、新谷奈 、三 美
恵子、石崎利恵、山田多 子、 村 、木村洋
子、その他 名
本人担当部分：以下を担当した。
第 章 「高齢者の 眠の援助」
自立を促す 眠の必要性、 な目覚めの援助、
自立を促す 眠の 助の実際、について執筆し
た。日常生活のリズムを整える基本的方法や不眠
の際の援助の方法が理解できることを意 して具
体的な方法を示した。看護の基礎技術「 眠の援
助」を基本にしている。

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

医学書院

明書
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著書、学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
護福 士養成シ

リーズ 「 護の基本 コ
ミュニケーション技術」

共著 平成 年 月 護福 士を目指す学生用教科書。
版 全 頁

編著： 本とも子、 野政明
執筆者：三 、原田理恵、 上五十鈴、 田
耕司、 香恵、河野 、新谷奈 、 村 、
その他 名
本人担当部分：以下の章を担当した。
第 章「 護 事者の 理」
国家資格を つ者の 任と 務の視点から信用

行為の 止、 務、人 護の重要性、及
び実践の内容を具体的に示していった。看護の概
論となる看護師の 理を基本としている。

統看護学講
専門分野
基礎看護技術Ⅱ
基礎看護学３

共著 平成 年 月
第 版

医学書院 基礎看護技術の教科書。
版 全 頁

編集：藤崎郁 任和子
執筆者：岡本啓子、 本とも子、 村 （執筆
者全 名）
改定の為、内容の見 し文言の変 を行った。
本人担当部分：以下の章を共同で執筆した。
第 部 域の看護技術
第 章「環 調整技術 ：病床環 の調 」

第 章「清 ・ 生活援助技術 ：病床での 生活
の援助
看護の基礎教育を受ける学生が臨床で応用できる
看護技術の教科書となるように した。（共同
執筆の為分担の 不明。共同で構想し、資料、

真、イラスト、文章を作成した。）
病床環 の調整では現在臨床で実際に行われてい
る内容を えようとした。ベッド・床頭 といっ
た病 環 の備 、 ベッドや高齢者ベッド等、
健康 害のレベルに応じたベッドや、その び方

統看護学講
専門分野
基礎看護技術Ⅱ
基礎看護学３

共著 平成 年 月
第 版

医学書院 基礎看護技術の教科書。
大 な改定が行われた。 真・ 票の充実と動画
の 加が大きな改定内容。

版 全 頁
編集：任和子
執筆者： 本とも子、 村 （執筆者全 名）

版を改正した。内容の 化、イラストを 真
に変 、動画を 加等の改正を行った。ページ数
も えた。
本人担当部分：以下の章を共同で執筆した。
第 部 域の看護技術
第 章「環 調整技術 ：病床環 の調 」

第 章「清 ・ 生活援助技術 ：病床での
生活の援助

今回の改定では、ページ数が えたこと、今まで
のイラストを 真、あるいは動画として 加し
た。
看護の基礎教育を受ける学生が臨床で応用できる

明書
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著書、学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
「 年 看護師国

家試験対策 要点がわか
る 出題傾向が見える
年看護学」

共著 平成 年 月 過去 年間の看護師国家試験の内容で、 年看護学
に関する問題について解説した。担当は国家試験
出題基準の目標 と目標Ⅲについて担当した。
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著書、学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

（学術論文）

看護場面の つの対
話における「 き取り」
の特徴―「 語化」を実
践する看護師―
（査読付）

共著 平成 年 月 高齢者の看護において看護師が「 語化」を実
践していることを明らかにすることを目的に、実
際の看護の場における「 き取り」の実際を 取
し、可視化した「 き取り」の特徴を検討した。

歳と 歳の高齢女性に対する看護場面で、患
者と看護師がどのような思いで相手の言葉を受け
取り会話をしていたかを、 方へのナラティヴ・
インタビューから 収し、高齢者と対話する看護
師の「 き取り」の特徴を明らかにした。その結
果、「質問の意 を つ言葉による対応」が き
取りの特徴にあることを示唆した。看護師は経験
年齢の異なる 名の看護師とした。
本人担当部分：研究計画、データまとめ、論文作
成を担当した。
共著者： 村 、永野由美子、 山美由紀、
田真千子、 祐子、齋 和博

看護における「 き
取り」の生態
―ナラティヴ・アプロー
チの可能性と ―
（博士論文）

単著 平成 年 月 高齢者看護において、発語に特徴を つ高齢者
の話を き取る技能として「 語化」に注目し
た。 来から言われる「傾 」の技能が看護の場
では「 語化」であると考え、高齢者看護におけ
る「 き取り技能」としてナラティヴ・アプロー
チの可能性を論じた。

歳女性、 歳女性、 歳男性の 名の高齢者と
の看護において看護者がどのように患者の言葉を
受けとめ、対話を行っているか、また、患者もど
のように看護師の言葉を受けとめ対話を継続して
いるかを 方へのナラティヴ・インタビューから
可視化した。患者の気 ちが表出されている場面
では、看護師は語尾が 切れる、言葉を繰り返
す、代名 で省 するといった加齢が及ぼす発語
の特徴に対し、相手の視点から意 を作り出し
「 語化」を実践する傾向があった。この時の看
護師は「相づち」や「うな き」といった対応を
していた。しかし、高齢患者の思いを に き、
健康回復をめ す看護師の視点から対応すること
もあった。このことは、看護師は「 いの 語」
や「病の 語」を き取り、高齢者の多様性や
別性を理解しようとするが、対応は看護師の視点
からされる傾向があると考えられた。経験年数の
長いベテラン看護師にその傾向があった。高齢患
者と対話する看護師の「 き取り」は つの「ナラ
ティヴ・アプローチ」といえるが、必 しも「傾

」といえないことに、高齢者看護において「ナ
ラティヴ・アプローチ」を活用することの が
あるとした。

Ａ 全 頁

高齢者の語り場面の
「質感」の記述 ―看護
場面の会話から 達する
看護師の「 く」こと
（査読付）

単著 平成 年 月 質的心理学フォーラ
ム，

平成 年 月に開 された、第 回質的心理学会シ
ンポジウム「今あらためて質を問う」の内容が加
筆修正され特集として編集されたもの。前 の博
士論文研究を一部、加筆した論文である。ここで
は、「特集 現場の質感をどう記述するか」とい
う大きなテーマのもと、言葉と思考が相互に み
合い新しい 語が生成される会話の場面から、看
護師の「 く」ことを分析するために、会話場面
を質感 かに描き出す過程を した。看護の質
的研究でも、看護場面を質感 かに記述し可視化
し分析することの必要性を述べた。

公立学校法人
奈良県立医科大学医
学部看護学科紀要

国立学校法人奈良女
子大学大学院人間文
化研究科社会生活環

学専 行動科学講
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著書、学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
病院実習における高齢

者に対する 別アクティ
ビティケアの効果に関す
る看護学生への調査

共著 平成 年 月 医療科学大学紀
要 第 号

高齢者 護の場である施設で実施されることが多
いアクティビティケアを、医療が行われている病
院で看護師が実施することの可能性を明らかにし
ようとした。今回は、対象を看護学生とし、実習
におけるケアをアクティビティの視点から調査研
究した。講 科目講 、実習指導と実習後のデー
タ収集、論文作成を分担して行った。 藤吉恵
美、和田 子、 村

通所サービスを利用し
ている要 護高齢者の健
康づくりのための対 行
動

共著 平成 年 月 医療科学大学紀
要 第 号

通所サービスを受ける高齢者の健康観を調査し
た。 護を受ける高齢者であっても や転 予
防が健康に対する認識であった。研究計画書の作
成、データ収集を担当した。藤吉恵美、和田
子、田中和奈良、 村

「病の語り」会話の産
と現実 看護実践と社

会構成主 （査読付）

単著 平成 年 月 ：ナラティヴとケ
ア第 号

「看護実践におけるナラティヴ」というタイトル
の特集の中の「進化、これからどうしていきたい
か」をテーマにした章の中で看護実践と社会構成
主 について論じたものである。実際の看護場面
の患者との会話を例に挙げることで看護の場は社
会構成主 の実践で場であることを論じた。

地域包括ケアにおける
要 護高齢者とのコミュ
ニケーション 加齢変化
から考える尊 を る会
話のスキル

単著 平成 年 月 日本保健医療行動学
会雑誌

１

「地域包括ケアと行動科学」という特集で執筆し
た。地域包括ケアの対象はほとんどが要 護高齢
者であり、 高齢社会の現在、 護する家族も
歳以上の高齢者の域にある人たちである。視覚・

覚・神経 の変化は、 く、考える、言葉にす
ることに影響する。加齢変化がコミュニケーショ
ンに える影響と、ケア提供者の会話のスキルに
ついて、 く、考える、語ることから述べ、地域
包括ケアでの支援者のコミュニケーションの姿勢
について述べた。

地域在 高齢者を対象
とした運動教 の効果の
検 遠 フィットネス
システムを使用して

共著 平成 年 月 医療福 情報行動科
学研究 第 巻，

要 護高齢者及び生き生き高齢者を対象に遠
フィットネスシステムを用いて、体 に参加して
もらい、遠 から運動アクティビティを実施する
ことの可能性を検 した。施設との調整、調査の
実施、データー分析、論文作成に参加した。田中
和奈、吉村 、東中 恵子、 本とも子
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著書、学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

高齢者の「 人
症」のシュ ー・スクラブに
よるスキンケアの効果の検

共著 平成 年 月
アビサル・ジャパン
委 研究報告書

人 ーム入所の高齢者を対象に，シュ ースクラヴの
効果を検 した。 日の入 と清 の後にシュ ースク
ラブを使用した群と，使用しない群とに分け，入 ・清

後の アミラー ， 分，水分を 定した その
結果，シュ ースクラヴを使用することで水分 が上
することがわかった。
分担は： 年看護学 域の専門知識で調査 任者として
施設での職員との対応，調査の進行調整，高齢者からの

採集， き取り等を行った。
山 求， 本とも子，吉村 ，佐藤郁代，高橋寿奈，
採用英 ，井上昌子，野 寿美子

その他
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著書、学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
その他
―国内発表―

語生成のプロセス
から検討する「視点」の

き取り技能としての可
能性―高齢患者と看護者
の対話の継起的分析から
―

単著 平成 年 月 名の高齢者患者に対するナラティヴ・アプロー
チにおいて、患者の心情が変化したと した場
面における、 き手の姿勢を き手の自己内対話
から可視化し、分析した。話を発展させよう す
るリフレクシブクエスチョンの有効性を示唆し
た。

高齢者の話を き取
る技能の研究― 語生成
の継起的分析から検討す
る き手の視点―

単著 平成 年 月 歳の女性へのインタビューからインタビュー
アーの「 き取り」について検討した。 き手は
高齢者の 度も繰り返される話の中から、「こ
れ」「その」あの」といった代名 をの意 を推

したり、「で・・・」といった止まった言葉の
先を推 したり、 き手の視点を移動させて き
ながら 語を共同生成している実態を明らかにし
た。

認知症高齢者の思い
出の語りを「 くこと」
の看護としての研究～事
例から考える関係性を
くための質問～

共著 平成 年 月 グループ ームで らすお年寄りに対して の
思い出をテーマに、グループフォーカスによる
「 き取り」を実施した。語られた内容から、自
己の対応を分析し、関係性を く為の質問の有効
性を考察した、学部生の卒業研究である。
本人担当部分：担当として指導した。
共同発表者：東 美、 村

日常看護の会話の中
で実践される「傾 」の
研究―経験と き取りの
特徴―

― 平成 年 月 看護の対象は高齢者が多く、高齢者と会話する
機会が多く「傾 」を必要とする機会も多くなっ
ている。看護師は日常看護の会話の中でどのよう
には「傾 」を行っているか、看護師経験の違い
から検討した。博士論文研究の一部である。

経験年数の 年未満と 年以上の看護師各 名が、
歳と 歳の女性患者の看護を実践する中で「傾
」していると できる部分を取り出し、その

ときの思いを看護師・患者から 取し「 き取
り」の特徴を明らかにした。その結果、経験年数
の多い看護師ほど医療的な専門職としての視点で

き取り、経験年数の い看護師ほど、医療的な
視点でなく生活者の視点で き取る傾向があっ
た。経験の少ない看護師のほうが、看護師として
の力 は未 であるが患者の気 ちに働きかける
「傾 」に近い き取りを実践していると考え
た。

本人担当部分：研究計画書の段階からすべてに担
当した。データ収集。分析を共同で行った。
共同発表者： 村 、永野由美子、 山美由
紀、 田真千子、 祐子、齋 和博

地域に住む高齢者の為
のエクササイズ教 を
使った遠 フィットネス
システムの長所

― 平成 年 月 第 回国際アル ハ
イマー病協会国際会
議

地域で生活する高齢者のエクササイズ教 で遠
フィットネスシステムを使用し、その効果を検
し長所を検討した。東京と奈良をネット回 で

、インストラクターは東京から 像を見ながら
指導し、高齢者は奈良で運動し、その様子は相互
いモニターで 声を入れ会話しながら奈良県で

第 回保健医療行動
科学会

第 回保健医療福 情
報行動科学会大会

第 回保健医療福 情
報行動科学会大会

第 回保健医療福 情
報行動科学会大会
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著書、学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
高齢者を対象とする調

査研究の評価について
－ 護 人福 施設でア
クティビティケアとして
遠 フィットネスシステ
ムを用いる研究から－

― 平成 年 月 第 回日本保健医療
行動科学会学術大会

高齢者に対するケアの有用性を調査する研究で、
高齢者の反応を 定する方法を検討した。 高齢
者の言葉による感想や スケールを用いて 接高
齢者から評価を得る方法よりも、実際に 護する
する施設職員からの情報のほうがより 当な評価
が得られると考えた。
本人担当部分：計画・立案・データ収集を分担し
て行った。
共同発表者： 村 、田中和奈、 本とも子、
東中 恵子、吉村昌子
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年月日

2010～2014

2010～2014

2010～2014

2010

2010～2014

2010～2014

2010～2014

2016～2020

プリセプターシップを導入した、基礎実習の指
導

助 基礎実習にプリセプターシップを導入。指導
者、学生が共に学びながら、以 の実習でのコ
ミュニケーションの向上にもつながった。

手作り教材 性教育用教材の作成 性教育、マ ークラス用教材、 児用 類、未
熟児用 類等の作成。学生だけでなく、地域の住

の協力を得ながら作成。子どもたちや受講者が
興味を示し、手作りの くもりから、生 尊重の
心を う態度の育成にもつながっている。

助 学科 地域母子保健
母親参加型の授業展開

子育て中の母親の協力を得て、ディスカッショ
ン、ワークショップをし、サービスを受ける側の
女性と家族の理解に勤める。助 師としてのモチ
ベーションを高める授業の工夫

助 学科 地域母子保健
国際看護の授業方法

在日外国人への助 ケアの配慮について、まず海
外での出 経験者を招いて、体験談や出 ・子育
て用 の紹介等を通して、異文化における出 ・
育児について理解を める授業を行った。徐々に
在日外国人女性の協力も得ることができた。

助 診断・技術学
外国人研修生との交流授業

ケニアからの研修生受け入れ、現在日本では使用
しない教材を使用しての診断技術の指導、異文化
における助 に必要な技・態度についてのディス
カッションを日本人学生とともに実施した。

助 学実習実習記録用紙の作成 従来の記録用紙を評価し改善を加える。効率よい
実習ができるよう、授業内容を復習を兼ねた、ス
タンダードプランを示した。

人形、パネルシアター、ペープサートなど、看
護・助 学生、保育士、教員、地域の女性や子ど
もたちの発想を取り入れて共に作成、考案を重ね
ている。

性教育教材の作成

地域・いのち・性・生

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

２ 作成した教科書，教材

１ 教育方法の実践例

助 学科 助 学概論
助 の歴史の授業方法

学生と共に奈良県内外在住の助 師（70 代、80
代）にインタビューをし、今日の助 師に求め

られることは何かを考察する授業展開を行った

教 育 研 究 業 績 書

令和2年3月31日

    氏名 梶間敦子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

助 学
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2010～2014

2009～2014

2017.05.27

2017.09.18

2018.08.10

2018.09.29

2018.12.10

2018.12.22

2019.11.13

2019.12.06

2019.12.11

平成29年度 天理市女性教育推進連 協議会
「いのちをどう伝えるか」
（天理市）

 広 町立真美 中学校
「性といのちの講演会」

（広 町）

国日本文化学会総合国際学術大会
討論者
（ 国 全 大学校）

平成29年度天理市 男女共同参画プラ 事業、天
理市女性教育推進連 協議会総会、記念講演。

中学3年生173名対象に、「生 の神 」「思春期
の心とからだ」「出 ・育児」「性被害から守
る」などについて、ピアカウンセラーの協力を得
て、VTRや模擬体験を交えながらの講演を実施し
た。

日本文化における ・出 ・育児や出 習 に
おける女性と子どもの身体等の発表に続き、現代
の日本の助 師としての見解を述べた。

青少年の自立を支える奈良の会(奈良県教育委
員会後援）
こころと をつな
「助 師による『いのち』のおはなし」
（奈良市）

平成30年度 近 特別支援学校知的障害教育研
究協議会健康安全部会研修会
「助 師による『いのち』のおはなし」
－体験授業が心を生かす‐
（大和郡山市）

平成30年度 奈良県看護協会保健師職能研修会
「 々の力を発揮できる子育てネットワークを
考える」 ～専門職それ れの強み。 みをふ
まえた支援の在り方～
（ 原市）

青少年の自立を支える奈良の会、青少年の性に関
するチャレンジ事業において、ワークと講 、体
験的性教育の提案として、助 師による体験授業
の紹介を行った。

４ 実務の経験を有する者についての特記事項

個人情報保護法に基づく「患者等個人情報記載
用紙の取 い方法」マニュアルの作成

個人情報保護法について研修会等で学習および情
報収集、委員会で作成したガイダンスをもとに、
実習で活用する「患者等個人情報記載用紙の取
い方法」マニュアルを作成、使用。

５ その他（講演活動）

実習中における学生の針 し・ 暴 事 対
処規定の素案作成

学生が実習中に針 し事 および による暴
事 に した場合の対処法について、実習病
院、校医に相談しマニュアルの素案作成、危機管
理検討会で検討し活用.

３ 教育上の能力に関する大学等の評価

近 特別支援学校知的障害教育の 護教 を対象
に、助 師が考えるいのち、性教育のあり方、教
材活用の実際等について、演習を中心に講演を実
施した。

期から子育て期の各ステージのニーズに応じ
た支援を行うために、出 や育児にかかわるそれ

れの専門職の持つ強みや みを共有し、その力
を発揮することで、切れ目ない支援を目指すこと
を目 にした講演。

立天理中学校 教職員
「性といのちの 強会」（天理市）

 広 町立真美 中学校
「性といのちの講演会」

（広 町）

奈良県医師会看護専門学校
「今あなたにできる体づくり、心づくり」～生

の をを見つめて～ （ 原
市）

中学生の性の発達、性教育の必要性、今日の問
題、性と生の伝え方、教材の工夫

中学3年生157名対象に、「生 の神 」「思春期
の心とからだ」「出 ・育児」「性被害から守
る」などについて、ピアカウンセラーの協力を得
て、VTRや模擬体験を交えながらの講演を実施し
た。

身体と心の神 を見つめ直し、現代の生き方が自
とは ど遠い事例を紹介。発展 上国や、日本

の の母子の生活をにおける心の豊かさ等の紹
介、時代・文化的背景等の違いがあっても、身体
の働きや出 の過程は同じである。そこから、今
できる体づくり、心づくりの大切さを気づいて
しい。
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2019.12.14

2020.02.07

年月日

昭和45年4月1日

昭和51年5月19日

昭和52年5月16日

昭和51年3月10日

昭和48年9月26日

昭和50年3月18日

第885号

5)保育音楽検定2級

４ その他

3)助 師 第74567号

音検証10696号

6)保育技能検定2級 保検証302345号

4)受 調 実地指導員（大阪府認定）

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１ 資格，免許

1)准看護師 第2025号（奈良県）

2)看護師 第296880号

第908回日本 学会談話会・第321回京都
学会談話会 「思
いがけないお の 族」コメンテーター 助
師の立場から （京都
市）

 広 町立真美 中学校
「性といのちの講演会」

（広 町）

「思いがけないお の 」の発表を受け、助
師歴40数年を振り返り、事例を紹介。「思いがけ
ないお 」は、様々な様々な形で引き起こされ
る。それは、個人のできごとではなく、また、親
子・家族、次世代にも がることである。

中学2年生144名対象、「生 の神 」「体験授
業」（ 児・ 生・ 婦）母親・ 児・ ち ん
の気持ちに近づく。発展 上国の子どもたちの生
活を紹介し、互いに尊重できる人間関係の在り方
について、一緒に考える場とした。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は
発表の年

月
概 要

（著書）

出 の 学・文化人類学 共著 2014.5 誠出版
助 師として40年の雑感

（学術論文）
先 助 師から受け継 、
助 師の技・心～T市におけ
る支援～

共著 2008.7

後から、現在も活躍中の助 師からの
聞き取りを通しての学び

看護学生の清潔に対する
意識調査,第二報 共著 2008.11

看護教育は、若者の清潔感に影響を え
ているか

分 介助技術教育のプロセ
スの検討

共著 2009.3

助 学科開設後3年間の分 介助教育の
プロセスについて考察、報告

の ・出 を経験した
親の思い

－意識変化の要因－ 共著 2009.5

の ・出 時の夫の が、 性に
どの様な影響を えているかの調査

先 助 師と学ぶフリース
タイル分

共著 2009.7

先 助 師と助 学生が共に学ぶことで
の効果

助 基礎実習におけるプリ
セプターシップ導入の効果
第1報

共著 2010.3

実習指導にプリセプターシップを導入し
ての、学生・指導者の学び

出生後の 性意識形成にお
ける助 師のかかわり
－ 親自身のニーズの把握
－

共著 2010.7.1
助 師のかかわりが、 性意識向上に、
どのように影響するか

在日外国人母子への出 前
後のサポート体制に関する
一考察
-N県内外国人市 にむけて
の国際協力-

単著 2011.1
在日外国人14名（12か国）の女性より聞
き取り調査をし、支援における課題の明
確化

里帰り分 を経験した母親
の育児不安について－ 後
１ 月健診後－

共著 2011.7
里帰りすることも、 後の生活にもたら
す問題が多い。

ケニア共和国母子保健の現
状報告第一報
-マタニティセンターを視察
して-

共著 2012.5.1
マタニティーセンターと、村での生活を
視察し、ケニアの母子保健の現状把握

ケニア共和国母子保健の現
状報告第二報
-出 準備教育のプレ ン
テーションを実施して-

共著 2012.5.1
ケニアの医療スタッフへ、出 準備教育
の紹介

在日外国人母子への出 前
後のサポート体制に関する
一考察
-A県での聞き取り調査より-

単著 2012.7.14
在日外国人の出 ・育児の困難さとサ
ポートの重要性

第26回 日本助 学会学術集会
（ ）

第26回 日本助 学会学術集会
（ ）

第27回 奈良県母性衛生会
（奈良）

第23回
日本助 学会（東京）

吉備国際大学大学院連合国際協力
研究科

第26回 奈良県母性衛生会
（奈良）

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

第24回日本助 学会（つくば）

第25回  奈良県母性衛生学会
(奈良）

第65回
日本助 師学会（奈良）

第24回
奈良県母性衛生学会（奈良）

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

第23回
奈良県母性衛生学会

平成20年度
奈良県看護研究学会
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国際助 を身近に学ぶ授業
の工夫
－海外で出 した日本人の
体験談から学ぶ-

単著 2013.5.2
国際看護を、身近かなことと える授業
の工夫を紹介

助 師が行う性教育のあり
方
～思春期におけるピアエ
ディケーションでの助 師
の介入～

共著 2014.7
ピアエデュケーション有効性について検
討

出生前診断を受検する 婦
と家族へのケア －
文献検索による研究－

共著 2014.7
出生前診断を受ける 婦と家族の意思決
定について文献レビュー

外国人の日本での出 にお
ける問題点とその関わり

共著 2014.7
日本で出 する外国人女性の不安や問題
点を明確にし、今後の関わりに活かす

奈良県助 師活動の90年
（中間報告）

共著 2015.7
助 師会90年の歴史を聞き取り調査、先

助 師の心と技を次代に伝えたい

 (その他)

第30回 奈良県母性衛生学会
(奈良）

第27回 日本助 学会学術集会
（石川）

第29回 奈良県母性衛生学会
(奈良）

第29回 奈良県母性衛生学会
(奈良）

第29回 奈良県母性衛生学会
(奈良）
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2年 3 月 31 日 

氏名 金 ヤスミ 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

基礎看護学、母性看護学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

５ その他 

なし 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

看護師 

昭和 53

年 5 月

23 日 

第 344379 号 

助 師 

昭和 54

年 12 月

20 日 

第 77915 号 

日本周 期・新生児医学会 

新生児蘇生法「専門コース」（Aコース） 修了 

平成 27

年 11 月

1 日 

認定 号 A-15 42181 

２ 特許等 

なし 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

４ その他 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（学術論文）     

1. 1看護 の大学及び専門

学校で用いられている基

礎看護学実習評価表の内

容分析による構成概念の

抽出とルーブリック形式

の評価表の作成 

単著 

 

平成 25 年 3

月 

 

央大学 修士論文 

 
 

2. 看護学生の載石位体験

前後の 婦人科診察台に

対するイメージと 心

の変化 

 

共著 

 

平成 27 年 

 

央大学紀要 第 12

巻、第 1号、Pl5-30 

 

居由美子、小笠原知枝、 金ヤスミ、

他 

 

3.基礎看護学実習評価項

目の内容分析によるパフ

ォーマンス評価のための

ルーブリックの作成 

 

共著 

 

平成 30 年 2

月 

 

医療福祉情報行動科

学 研 究  第 5 巻 

2018 年 2 月 

 

金ヤスミ、小笠原知枝、中居由美子、

河合まゆみ、、小林由里、 中百合、新

井祐恵、大田容子、伊藤明子 

 

４．新人看護師のクリティ

カルシンキング能力と情

報活用能力の特徴とその

関連性 

共著 

 

平成 31 年 3

月 

 

医療福祉情報行動科

学 研 究  第 巻 

2019 年 3 月 

 

小林由里、小笠原知枝、河合まゆみ、中

居由美子、 金ヤスミ、他 

 

（その他）     

（学会発表）     

看護職員離職経験者の離

職要因に関する実態調査

一離職時の状況と現在の

心境からみた働き続ける

ための職場環境一 

 

 
平成 25 年 

 

第 42 回日本看護学会

論文集（看護管理）

P187-190 

 

飯尾美和、土井理久 、田岡眞由美、

金ヤスミ、他 

 

Image of gynecological 

examination in young 

women.（若い女性の 婦人

科診察台イメージ） 

 

 
平成 25 年 

 

WANS（世界看護科学学

会）ポスター発表 

 

YumikoNakai, Jong SeongMoon, 

YasumiHarikane 他 

 

学生カンファレンスの現

状と今後の指導課題 

 

 
平成 26 年 

 

第 45 日本看護学会

（看護教育）学術集

会、P37 ポスタ一発

表 

城使紀子、 金ヤスミ、丸野由美 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

基礎看護学実習評価項目

の内容分析による実習評

価の構成概念 

 
平成 26 年 

 

第 24 回日本看護学教

育学会学術集会（口

演） 

金ヤスミ、小林由里、中居由美子、他 

 

新人看護師のクリテイカ

ルシンキング能カと情報

活用能力の関連性とその

特徴 

 

 
平成 26 年 

 

第 24 回日本看護学教

育学会学術集会（口

演） 

 

小林由里、河合まゆみ、 金ヤスミ、他 

 

看護専門学校における高

校新卒学生と社会人経験

学生の学習意 に関する

要因 

 

 
平成 27 年 

 

第 25 回日本看護学教

育学会学術集会（口

演） 

 

河合まゆみ、小笠原知枝、中居由美子、

金ヤスミ他 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2年 3 月 31 日 

氏名 田 ゆかり   

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 公 衛生看護学,地域看護学  保健・医療・福祉の連携 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1) 看護学生のための初年次教育の教育方法作成 

 

 

 

 

 

 

 

2) 地域基 型ボランティア教育方法の作成  

 

 

 

 

 

 

平成24年12月

～26 年 4月 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 4月

～28 年 3月 

飯田女子 期大学看護学科の教授就任前から看護学

生のための初年次教育の教育方法を キャリアデ

イン として新講義を作成した.具体的には,就任前

本学科は留年する過年度生が多いため,看護師にな

るための動機づけを先駆けて行い, 聴く」読む 調

べる 「書く」ための教育方法を新たに作成・実施し

た. 

 

朝日大学保健医療学部看護学科准教授として,地域

基 型ヘルスボランティア教育方法を作成した.具

体的には多世代交流を目的とした利他的行動の体験

型学習であり, 県 穂市地域包括支援センタ

ー・介護予防サポーターと連携し,地域基 型のボラ

ンティア教育方法を考案・実施した. 

 
3）リフレクション（振り返り）シートの活用 

  

平成 22 年 4月

～現在に る. 

学生の理解について振り返りを促すため,独自に作

成したシートを活用する工夫を行っている. 

学生自身が目 達成度は何 かを評価し,100 にな

るために学生自身がどうしたらよいかを考えて記入

したものを毎回回収して,学生の理解度を確認して

いる.理解が しい内容は,次回に補足説明を行って

いる. 

２ 作成した教科書，教材 

  特記なし 

  

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

1) 文部科学省による大学設置審議会の教員組織審

査において,朝日大学保健医療学部看護学科専任 

准教授：適格と認定 

平成 25 年 8 月 

 

 

 

科目名： 公 衛生看護学概論 公 衛生看護活動論

Ⅰ 公 衛生看護活動論Ⅱ 公 衛生看護活動論

Ⅲ 公 衛生看護学実習 看護研究演習Ⅰ 看護研

究演習Ⅱ 「基礎 ミナールⅠ・Ⅱ」担当可と判定 

2) 学位授 機構・文部科学省「大学設置審議会教員

審査」において,飯田女子 期大学専攻科 護教育専

攻 兼担教授：適格と認定 

平成25年12月 科目名：「看護学特論」担当可と認定 

3）文部科学省による AC 教員審査において,奈良学 

園大学保健医療学部看護学科専任准教授：適格と認

定 

平成 29 年 2月 

 

科目名： 公 衛生看護学概論 公 衛生看護学Ⅰ 

（地域活動） 公 衛生看護方法論Ⅰ 公 衛生看 

護方法論Ⅱ 公 衛生看護学実習 看護研究Ⅱ「公

衛生看護診断演習」「在宅看護学実習」「基 

礎看護学実習Ⅰ」「基礎看護学実習Ⅱ」「統合実 

習」担当可と判定 
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4）文部科学省による大学院設置の教員組織審査にお

いて,奈良学園大学保健医療学部看護学科准教授：適

格と認定 

平成 29 年 8月 

科目名：「在宅看護学特論Ⅰ（在宅看護学）」担当

可と判定 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1) NPO 法人大阪 教育研究所 理事
平成 17 年 1月

～現在に る 

NPO 法人大阪 教育研究所の前身である大阪

教育研究会の時より,障がい児教育に関わっ

ており,地域住 を巻き込んだボランティア教育活

動を行っている. 

2) 東大阪大学 委員会（保健センター）業務担当
平成 21 年 4月

～22 年 3月 

護教 ・看護師・保健師・健康運動実践指導者・

精神保健福祉士業務を担当した. 

3) 精神障害者 等 成研修事業(在宅看護

の基礎知識Ⅰ) 講師 
平成22年12月 

精神障害者 等 成研修事業受講者を対象

に,在宅看護の基礎知識Ⅰの講義を担当した. 

4) 加古川市国 健康保険運営協議会 委員
平成 23 年 2月

～24 年 3月 

加古川市より保健師教育に関わる教員として,加古

川市国 健康保険運営協議会の委員を委 された. 

5) 兵庫大学にて教務主任（保健師科目）として

カリキュラム作成

平成 23 年 4月

～24 年 3月 

平成 24 年度入学生より保健師選択制を兵庫大学で

実施するにあたり,教務主任として保健師教育のカ

リキュラムと実習計画を作成した.

5) 飯田女子 期大学 公開講
平成 25 年 9月 

「こころとからだの元気づくり」をテーマに,継続的

に取り組むことが必要であることを理解することを

目 に公開講 の講師を担当した.自分自身のから

だのことを知り,生活機能を低下させない方法を実

際に体験する機会とした. 

５ その他 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

1）外国語( 語)中学校教 1級教 通免許

2）外国語 語 高等学校教 2級教 通免許

高等学校教 級（ 庫 高 第 ）

昭和 57 年 3月 

昭和 57 年 3月 

3） 護学校教 1級 通免許

4）国語科中学校教 1種 通免許

5）国語科高等学校教 1種 通免許

6) 看護婦免許

7) 保健婦免許

8) 護教 2 種免許

9) 第 1種衛生管理者免許

10) 介護支援専門員

11) 精神保健福祉士免許

12) 健康運動実践指導者

平成元年 3月 

平成 3年 3月 

平成 3年 3月 

平成 9年 4月 

平成 11 年 5月 

平成11年10月 

平成11年10月 

平成 12 年 2月 

平成 15 年 6月 

平成15年10月 

２ 特許等 

  特記なし 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1) 文部科学省による大学設置審議会の教員組織審

査において,朝日大学保健医療学部看護学科専任准

教授：適格と認定

平成 25 年 8 月 科目名： 公 衛生看護学概論 公 衛生看護活動論

Ⅰ 公 衛生看護活動論Ⅱ 公 衛生看護活動論

Ⅲ 公 衛生看護学実習 看護研究演習Ⅰ 看護研

究演習Ⅱ 「基礎 ミナールⅠ・Ⅱ」担当可と判定 

看護－165



2) 学位授 機構・文部科学省「大学設置審議会教員

審査」において,飯田女子 期大学専攻科 護教育専

攻 兼担教授：適格と認定 

平成25年12月 科目名：「看護学特論」担当可と認定 

3）文部科学省による AC 教員審査において,奈良学 

園大学保健医療学部看護学科専任准教授：適格と認

定 

平成 29 年 2月 

 

科目名： 公 衛生看護学概論 公 衛生看護学Ⅰ 

（地域活動） 公 衛生看護方法論Ⅰ 公 衛生看 

護方法論Ⅱ 公 衛生看護学実習 看護研究Ⅱ「公

衛生看護診断演習」「在宅看護学実習」「基 

礎看護学実習Ⅰ」「基礎看護学実習Ⅱ」「統合実 

4） 文部科学省による大学院設置の教員組織審査に

おいて,奈良学園大学大学院看護学研究科看護学専

攻准教授：適格と認定 

平成 29 年 8月 

 

 

科目名：「在宅看護学特論Ⅰ（在宅看護学）」担当

可と判定 

 

 
４ その他   

 1)東大阪市まちづくり助成金 平成 21～22 年 東大阪大学,東大阪 期大学 研究共同分担 

 2)2015(平成 27)年度教育改 推進事業助成金 平成 27～28 年 朝日大学 2015 年度教育改 推進事業 研究代表者 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月  

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書） 

1  2018 年要点がわかる

出題傾向がみえる小児 
看護学 (看護師国家試験

対策) 
 

共著 平成 29年 11月 PILAR PRESS 

「看護師国家試験出題基準（平成 30 年

版）」準拠.中項目別にみた要点と過去

問題集を作成した.第 97回～第 106回看

護師国家試験問題収録. 

守本とも子（監修） 

田ゆかり,田場真理, 瀬山由美子（編

著） 

2 2019 年出題傾向がみえ

る健康支援と社会保障 

制度 (看護師国家試験対

策) 

共著 

 

平成 30 年 5月 

 

PILAR PRESS 

「看護師国家試験出題基準（平成 30 年

版）」準拠.中項目別にみた要点と過去

問題集を作成した.第 91回～第 107回看

護師国家試験問題収録.  

守本とも子（監修） 

新谷奈苗, 田ゆかり,森山浩司他 

3 2020 年解いて,わか

る 覚えて合格 小児看

護学/看護の統合と実践 

共著 令和 2年 3月 PILAR PRESS 

「看護師国家試験出題基準（平成 30 年

版）」準拠.看護の統合と実践,中項目別

の過去問題集を作成した.第 87 回～第

108 回看護師国家試験問題収録.  

守本とも子（監修）,山口求（編著） 

三浦康代, 田ゆかり,吉水清,佐藤郁

代,井上葉子,斎藤英夫他 

（学術論文）     

1 市町村合併後の集団

健康教育（運動）プログ

ラムの評価―総合型地域

スポーツクラブにアウト

ソーシングした事例の検

討― 

単著 
平成 21 年 12

月 

東大阪大学教育研究紀要

第 7号;25-30 

市町村合併前後の集団健康教育（運

動）プログラム評価への示 を得ること

を目的に,総合型地域スポーツクラブに

アウトソーシングした事例を検討した.

その結果,集団健康教育の実施において

運動の機会や時間がない者や参加者の

性別・年齢に応じたアプローチとその評

価システムが必要であることが示 さ

れた. 
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2 総合型地域スポーツ

クラブを活用した運動啓

発事業の評価 

単著 
平成 22 年 3

月 

日本福祉大学大学院社会

福祉学研究科「社会福祉学

研究」，第 5 号，55－63 

中高年者の運動不足といった課題か

ら経年・長期的に継続した運動啓発事業

を実施するために,総合型地域スポーツ

クラブを活用した事業の多面的な評価

を検証した.その結果運動啓発事業の評

価において,参加実人数を用いて評価を

行うことで,実施回数が増えても,男性

や運動を継続する実参加人数が増える

とは限らないことが明らかになった. 

3「保健師に求められる実

践能力と卒業時の 達

度」における学生の自己

評価 : 実習形態の違い

による 達度の比較 

共著 
平成 26 年 3

月 

大阪市立大学看護学雑誌,

（10）1-10 

行政 3 週間実習(行政実習),行政 1 週

間と 業 2 週間の計 3 週間実習( 業実

習),行政 1週間と学校 2週間の計 3週間

実習(学校実習)という実習形態で学生

の 達度に違いがあるか否かを検討し

た. 2012-2013 年度に地域看護学実習を

修した計 124 名に調査 を配布,104 

名(回収率: 83.9 ) から回答を得た.調

査は「保健師に求められる実践能力と卒

業時の 達目 と 達度」(厚生労働省， 

2010) の項目を用いた.実習という臨地

の特性により経験しにくい項目につい

ては,実習運営のさらなる工夫が必要で

あることを考察した. 

担当分:調査，統計解析 

著者：林知里,横山美江,藤村一美,村

井智郁子, 田ゆかり 

4 看護基礎教育におけ

る保健師教育 
単著 

平成 27 年 3

月 

朝日大学保健医療学部看

護学科紀要,(1)44-52 

看護基礎教育における保健師教育に

ついて, 学士課程（大学 4 年間）の看

護基礎教育における保健師教育の変遷,

②朝日大学保健医療学部看護学科の保

健師教育の考え方, 今日の社会に求め

られる保健師の役割を概観した. 

 

5 2015 年度教育改 推

進事業：介護予防プロジ

ェクト報告ー地域と大学

が連携した地域基 型の

ボランティア教育システ

ムー 

共著 
平成 29 年 3

月 

朝日大学保健医療学部看

護学科紀要,(3)59-66 

2015 年度教育改 推進事

業助成金報告書 

現在の日本における看護学教育にお

いて，介護予防における地域包括システ

ムを目指した地域基 型のボランティ

ア教育の取り組みは少ない．そこで我々

は，2015 年度教育改 推進事業：介護予

防体操作成プロジェクトに取り組み，本

事業の目的達成を目指した．地域連携協

定を結ぶ A 市をはじめ，A 市社会福祉協

議会・A 市地域包括支援センター・みず

生き活きサポーター等関係機関の協

力のもと，「介護予防体操作成プロジェ

クト：地域と大学が協働したボランティ

ア教育システム」を実施した内容を報告

した. 

本人担当部分：研究代表者 統計解析，

結果,考察,総括 

著者： 田ゆかり,高橋直美,名和め

み,北 惠子 
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2019 第 22 回東アジア看

護学研究者フォーラムの

報告（Ⅰ）～文献検討に

よる女性の身長 縮に関

連する因子および因子間

の関連～ 

共著 令和元年 9月 
奈良学園大学紀要,（11） 

211-215.2019. 

A Report on 22nd East Asian Forum of 

Nursing Scholars (EAFONS) Conference 

2019（Ⅰ）～Association among the 

factors in conjunction with Height 

Loss of females by the literature 

review～ 

Yasuyo MIURA，Yukari SHIBATA 

Kiyoshi YOSHIMI U，Yohko INOUYE 

2019 第 22 回東アジア看

護学研究者フォーラムの

報告（Ⅱ）－ 症性 疾

患患者の食生活に焦点を

あてたライフスキルに関

する文献検討－ 

共著 令和元年 9月 

奈良学園大学紀要,（11） 

207-210.2019. 

 

A Report on 22nd East Asian Forum of 

Nursing Scholars (EAFONS) Conference 

2019 Part 2－Study of literature on 

life skills that focus on eating 

habits of patients with inflammatory 

bowel disease－ 

Yohko INOUYE, Yukari SHIBATA, 
Kiyoshi YOSHIMI U， Yasuyo MIURA 

（学会発表）     

1 学生による「保健師に

求められる実践能力と卒

業時の 達目 と 達

度」の自己評価－行政保

健実習・学校保健実習・

業保健実習による比

較・検討－ 

共著 
平成 25 年 1

月 

第１回日本公 衛生看護 
学会（首都大学東京）, 
2013.1.14-15,第１回日本

公 衛生看護学会講演集,
第 1 号,75 

2012 年度４年制大学の保健師課程学

生への調査から,保健師に求められる実

践能力と卒業時の 達目 と 達度を

明らかにし,行政・学校・ 業実習によ

る自己評価の比較・検討を行った.   

担当分:調査,統計解析，結果      

著者：藤村一美, 田ゆかり,横山美江 

2 Effect of 

Caregiver's Smile for 

Comfortable in Older 

Adult with 

Alzheiheimer's Disease 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同発

表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 10

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The 10th International 

Association of 

Gerontology and 

Geriatrics-Asia/Oceania 

2015 Congress 

19-22 October 2015 

Chiang Mai,Thailand  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

In patients with advanced Alzheimer's 

disease, showing various expressions, 

such as surprise face  photo smile , 

crying , see how it feels this 

person?  I heard. Then see the 

surprise face so not recognize 

the angry face ,  smile could 

recognize most people. Slow dementia, 

and the ability to feel from people's 

facial expressions. But smile, that 

capability to read or see someone 

happy, or happier not learned unabated 

to the end. This time, evaluate 

effects caregiver s smile in a saliva 

test for older Alzheiheimer diseases 

objective. 

本人担当部分抽出不可能 

共著：大塚静香,濱畑章子, 田ゆかり,

3 児童・生 等における

う 有病状況の年齢特性

比較―学校保健統計調査

結果からの検証― 

単著 
平成 27 年 1

月 

第 3回日本公 衛生看護

学会(神戸)第１回日本公

衛生看護学会講集,P205 

学校保健統計調査結果を用いてう

有病状況について,経年的に年齢特性の

傾向を明らかにした. 
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4 Collaboration 

between University and 

Community Volunteers in 

a Nursing-Care 

Prevention Exercise 

Project 

共同発

表 

平成 28 年 6

月 

The 3rd Korea-Japan 

Joint Conference on 

Community Health Nursing 

(KJJCCHN)July 

1-3,2016Busan,South 

Korea 

2015 年度教育改 推進事

業助成金 

This study develops an education 

program with community participation 

as part of a new project that utilizes 

a regional partnership between the 

university and community volunteers 

through intergenerational exchange 

and allows volunteers to participate 

with residents and government 

officials.The subjects were nine 

students who applied to participate in 

the nursing-care prevention exercise 

project and were recruited from the 87 

students in the university's two-year 

nursing program. The subjects were 

studied for six months (June December 

2015).In Workshop and two gatherings 

of elderly people who live in the 

community, it was content analysis of 

Reflection and impressions of the 

student.By content analysis, we were 

able to extract the concept of 

individual and collective.本人担当部

分：研究の総括,統計解析，結果,考察 

共著： 田ゆかり,北 惠子,高橋直美 

 

 

5 地域と大学が連携し

た地域基 型のボランテ

ィア教育プログラムの展

開ー2015 年度教育改 推

進事業：介護予防体操作

成プロジェクトー 

 
平成 28 年 8

月 

日本地域看護学会第 19 回

学術集会( 木)講演集, 

(19)111 

2015 年度教育改 推進事

業助成金 

本研究の目的は,住 や行政等関係者

と共にボランティアとして参加する機

会を利用した世代間交流を通して,地域

と大学との地域連携協定を活用した介

護予防体操作成プロジェクトへ参加す

る地域基 型のボランティア教育プロ

グラムを展開することである.学生は

高齢者やボランティア・関係機関の専門

職とコミュニケーションを持ち,世代間

交流を図り,他者を理解することの必要

性を学び,②介護予防体操を作成・

することでの達成感や喜び等を得たこ

とを報告した.また地域の人々からも今

後の学生ボランティア活動の継続希望

の声が聞かれ,大学としての地域 献へ

の一歩となり,地域基 型のボランティ

ア教育プログラムを展開することがで

きた. 

本人担当部分：研究の総括,統計解析，

結果,考察 

共著： 田ゆかり,北 惠子,名和め

み,高橋直美 
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6  地域基 型のヘルス

ボランティア教育プログ

ラムに参加した学生のリ

フレクション・プロセス 

 

 

 

 

7 介護予防体操作成ボ

ランティアの活動が学生

に えたもの-高齢者と

の関わりで学んだ人

護について- 

 

 

 

 

 

8  国内におけるソーシ

ャルサポート受領につい

てのベネフィット・ファ

インディングに関する文

献研究 

 

 

 

 

9  Study of literature 
on life skills that 

focus on eating habits 

of patients with 

inflammatory bowel 

disease 

 

 

10 Association among 

the factors in 

conjunction with Height 

Loss of females by the 

literature review 

 

 

 

 

不登校中学生の心身の健

康状態への支緩における

文献検討-学校適応行動

を採択するまでの過程- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

共同発

表 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同発

表 

 

 

 

 

 

 

 

共同発

表 

 

 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 1

月 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 5

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 1

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年 1

月 

 

 

 

 

 

 

平成 31 年 1

月 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 9月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 回日本公 衛生看護

学会学術集会( 台)，

2017. 

 

 

 

 

日本看護倫理学会第 10 回

年次大会（大分）2017. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 回日本公 衛生看護

学会（大阪），2018. 

 

 

 

 

 

 

22nd East Asian Forum of 

Nursing Scholars 

2019EAFONS 東アジア看護

学研究者フォーラム シン

ガポール大会,2019. 

 

 

 

 

 

22nd East Asian Forum of 

Nursing Scholars 

2019EAFONS 東アジア看護

学研究者フォーラム シン

ガポール大会,2019. 

 

 

 

 

日本地域看護学会学術集

会講演集 （横浜） 

 22nd,P87,2019． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域基 型のヘルスボランティア教育

プログラムに参加した学生のリフレク

ション・プロセスを質的研究で明らか 

にした. 

 

 

今回介護予防体操作成のボランティア

の活動を 2年生 9名の学生と実施した.

学生は介護予防体操を行ううちに,高齢

者にとって意味のある内容や,コミュニ

ケーションの取り方を学び,体操作成自

体の過程が学びになっていること等多

くの学びを得ていた.高齢者の立場であ

ればどうかと考えることや,人間として

の共感に近づく大切さを考えさせられ

ていた. 

本人担当部分：統計解析，結果,考察

共著：北 惠子, 田ゆかり,高橋直美 

 

国内におけるソーシャルサポート受領

についてのベネフィット・ファインディ

ングに関する文献研究を行った. 

 

 

 

We will clarify the trend of research 

on life skills focusing on the diet of 

patients with IBD and use our results 

as the basic data to consider 

supporting methods.  

本人担当部分：統計解析，結果,考察 

共著：井上葉子, 田ゆかり他 

 

 

 

We examined the several factors 

related to the height loss of female 

and relations among those factors to 

provide basic resources to prevent 

height loss. 

本人担当部分：統計解析，結果,考察 

共著：三浦康代, 田ゆかり他 

 

 

 

中学生が学校適応行動を採択するまで

の過程を明らかにすることを目的に,従

来の不登校中学生の心身の健康状態を

支援した関連論文等を基礎に,文献検討

を行った.その結果,TTM は行動変容段階

である 無関心期 関心期 準備

期 継続期 に大別された.そして

TTM により中学生が学校適応行動を採択

するまでの過程が明らかになり,学校適

応のためのプログラム開発に用いる理

論・モデルの選定に役立つ可能性につい

て展望できた. 
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年月日

平成21年5月

～

平成25年3月

平成23年4月

～

平成24年2月

平成25年4月

～

平成26年2月

平成25年5月

～

現在に る

平成25年5月

～

現在に る

奈良県立医科大学医学部看護学科にて、科目名
「成人看護学援助論Ⅰ」、近大 路大学看護学部
看護学科にて、科目名「治療看護技術論」のス
トーマ造設術を受ける患者の看護の講義を担当し
た。講義後の学生アンケートでは、ストーマの写
真を初めて見て非常に 強になった。講義内容が
分かりやすくて良かったなどの感想が書かれてい
た。講義後の演習にて、学生へ模擬ストーマを
着させて半日過ごすことでストーマ造設患者の体
験をさせた。演習後の評価として、 全員の学
生からストーマ造設患者の心理状況がよく理解で
きたとの感想が聞かれた。

2）卒業研究にて1名の学生の卒業研究を指導した。

1）ストーマ造設術を受ける患者の看護」講義・
演習に模擬ストーマを 着させて患者体験を実施
した。

5）看護過程の展開を学習するために成人期の術
後患者の事例を作成してグループ演習を行った。

奈良県立医科大学医学部看護学科にて、科目名
「看護研究」にて４年生1名の卒業研究を指導し
た。研究テーマは「臨床看護師が考えるレジリエ
ンスについて」であった。

3）卒業研究にて4名の学生の卒業研究を指導した。 近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「看
護研究」にて４年生４名の卒業研究を指導した。
研究テーマは「術後せん妄に関する文献検討」、
「術後の足 実施のリラクセーション効果につい
て」、「術後せん妄発症の要因と対策に関する文
献検討」、「 がん患者の手術を受ける意思決定
に関する文献検討」であった。

近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の毎講
義の り5～10分間で、講義内容に見合った過去に
看護師国家試験に出題された問題を提示し、解答
させた。解答後、解説を行った。学生からは、講
義の内容をふまえて実際の国家試験問題を解答す
ることができて良かったとの感想が聞かれた。

研 究 分 野

成人看護学

教 育 研 究 業 績 書

令和2年3月31日

氏名 松浦 純平

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

急性期看護、周手術期看護、術後せん妄、テキストマイニング

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１ 教育方法の実践例

近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の演習
の中で後期からの臨地実習に向けて、 がん患者
と大 がん患者の事例を作成して、グループワー
クにて紙上での看護過程の展開を行った。学生か
らは実習に向けて看護過程が良く理解できたとの
感想が多く聞かれた。

4）講義内容の知識の定着を確認する目的にて、
担当講義中に講義内容に合った看護師国家試験の
過去問題を提示し解答させた。解答後、解説をし
た。

看護－171



平成25年6月

～

現在に る

平成25年6月

～

現在に る

平成25年10月

～

現在に る

平成25年10月

～

現在に る

平成26年4月

～

平成27年2月

平成27年4月

～

平成28年2月

平成28年6月

～

現在に る

奈良学園大学保健医療学部看護学科にて、科目名
「ヘルスアセスメント」の講義後の演習にて生体
シュミレーターモデルを使用して、異常 音と
異常心音の聴取の演習に取り組んだ。学生から
は、異常 音と異常心音の聴き分けができるよ
うになり、実習前の不安が軽減したとの感想が数
多く聞かれた。

12）生体シミュレーターモデル「フィジコ」を使
用して異常 音および異常心音の聴取の演習を
行った。

10）卒業研究にて6名の学生の卒業研究を指導し
た。

近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「看
護研究」にて４年生 名の卒業研究を指導した。
研究テーマは「術後せん妄予防のための音楽療法
の効果について」、「せん妄の発症と予防に関す
る文献検討」、「術後患者に対する音楽療法の効
果について」、「足 実施によるリラクセーショ
ン効果の検証」、「術後せん妄発症の要因に関す
る文献検討過去５年間の文献より」、「 がん患
者の治療方法決定に関する自己決定に関する文献
検討」であった。

11）卒業研究にて3名の学生の卒業研究を指導し
た。

近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「看
護研究」にて４年生３名の卒業研究を指導した。
研究テーマは「術後の音楽療法の効果に関する文
献検討」、「看護師の考える感情労働に関する現
状と課題」、「看護 大学生の考える性教育に関
する現状と課題」であった。

近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の
処置の講義後の 週に心 蘇生法練習用人形とAED
を使用して一次 処置を実際に行う演習を行っ
た。学生からは 処置の実際を経験できて学び
が まったとの感想が聞かれた。

8）術前 訓練として「トリフロー」と「トラ
イボール」を使用して体験する演習を行った。

7）心 蘇生法練習用人形モデルとAEDを使用して
一次 処置（BLS）の実際の演習を行った。

近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の中の
術前 訓練の講義後の演習として、トリフロー
とトライボールの2種類の 具を使用して演習を
行った。学生からは術前 訓練の実際を経験す
ることができて 強になったとの感想が聞かれ
た。

9）周手術期の講義中に、イメージがつきやすい
ように 管時に使用する気管チューブ、 な
どの 具を実際に手に取り見せて説明した。

近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の周手
術期の講義の中で 管時に使用する気管チュー
ブ、スタイレット、 の実物を手に取り見せ
て説明した。学生からは実物を見ることができて

管時のイメージが理解できたとの感想が聞かれ
た。

6）生体シミュレーターモデル「シムマン」を使
用して異常 音および異常心音の聴取の演習を
行った。

近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の演習
の中で後期からの臨地実習に向けて、生体シュミ
レーターモデルを使用して、異常 音と異常心
音の聴取の演習に取り組んだ。学生からは、異常

音と異常心音の聴き分けができるようにな
り、実習前の不安が軽減したとの感想が数多く聞
かれた。
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平成28年12月

～

現在に る

平成28年12月

～

現在に る

平成28年12月

～

現在に る

平成21年5月

～

平成25年3月

平成25年5月

～

現在に る

平成25年5月

～

現在に る

2）成人看護学知識確認資料 近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の毎講
義の り5～10分間で、講義内容に見合った過去に
看護師国家試験に出題された問題を提示し、解答
させた。解答後、解説を行った。学生からは、講
義の内容をふまえて実際の国家試験問題を解答す
ることができて良かったとの感想が聞かれた。

3）看護過程アセスメントサブマニュアル（ゴー
ドンの枠組み）開発

近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の演習
の中で後期からの臨地実習に向けて、 がん患者
と大 がん患者の事例を作成して、グループワー
クにて紙上での看護過程の展開を行った。アセス
メント実施時の分類のための資料を作成し活用し
た。学生からは実習に向けて看護過程が良く理解
できたとの感想が多く聞かれた。

奈良県立医科大学医学部看護学科にて、科目名
「成人看護学援助論Ⅰ」、近大 路大学看護学部
看護学科にて、科目名「治療看護技術論」の講義
後の演習にてストーマサイトマーキングの部位が
分かるような資料を作成した。演習後、学生から
はストーマ造設時の位置決めが分かりやすかった
との意見が聞かれた。

13）術前 訓練の講義後にインセンティブスパ
イロメトリーを使用した術前 訓練の演習を実
施した。

奈良学園大学保健医療学部看護学科にて、科目名
「成人看護学援助論Ⅰ」の術前 訓練の講義後
にインセンティブスパイロメトリーを演習にて実
際に使用して術前 訓練を実施した。学生から
は実際に実施したことで難しさがよく理解できた
との感想が数多く聞かれた。

14）一次 処置の講義後に演習にて 蘇生用
トレーニング人形とAEDを使用して一次 処置
の練習を実施した。

奈良学園大学保健医療学部看護学科にて、科目名
「成人看護学援助論Ⅰ」の一次 処置の講義後
に演習にて 蘇生用トレーニング人形とAEDを使
用して一次 処置の練習を実施した。演習後、
学生からは講義で学んだだけでは大変さが分から
なかったが、実際に演習で実施することで 圧
迫の さや難しさが理解できたとの声が多く聞か
れた。

奈良学園大学保健医療学部看護学科にて、科目名
「成人看護学援助論Ⅰ」の術後離床の講義後に演
習にて点 チューブ、ドレーン、 留置カテー
テル等を付けて術後離床時の看護援助の演習を実
施した。実施後、学生からは術後の患者の具体的
な状況や心理が分かったやまた看護師がいかに安
全・安楽に離床を進める必要があるか理解が
まったとの意見が多く聞かれた。

15）術後離床の講義後に演習にて点 チューブ、
ドレーン、 留置カテーテル等を付けて術後離
床時の看護援助の演習を実施した。

２ 作成した教科書，教材

1）成人看護学演習サブテキスト開発（ストーマ
サイトマーキング）
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平成25年6月

～

現在に る

平成25年6月

～

現在に る

平成25年6月

～

現在に る

平成27年2月

平成28年2月

平成29年2月

平成19年

4月1日

～

平成20年

3月31日

1）三重大学医学部 病院にてプリセプターと
して１年目の看護師の教育指導した。

三重大学医学部 病院 部外科病棟
にて、1年間1年目の新卒看護師の教育指導をし
た。1年間指導することで新人看護師と共に 自身
の成長にもつながった。

近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の中の
術前 訓練の講義後の演習として、トリフロー
とトライボールの2種類の 具を使用して演習を
行った。学生からは術前 訓練の実際を経験す
ることができて 強になったとの感想が聞かれ
た。

1）近大 路大学看護学部学生授業評価 が担当した「症状マネジメント論」「看護援助
論Ⅱ」講義後の学生からの感想として、「とても
理解しやすかった。国試に出やすいと先生が言う
と集中して覚えようとします。」、「分かりやす
かったです。」などの感想が多く記載されてい
た。

奈良学園大学保健医療学部看護学科専任講師「早
期体験演習」「ヘルスアセスメント」「基礎看護
学実習Ⅰ・Ⅱ」「成人看護学援助論Ⅰ（急性期・
周手術期）」「成人看護学実習Ⅰ（急性期・周手
術期）」「成人看護学実習Ⅱ（慢性期・回復期・
終 期）」「統合看護学実習」「卒業研究Ⅱ」可
と判定。

奈良学園大学保健医療学部看護学科准教授「早期
体験演習」「ヘルスアセスメント」「基礎看護学
実習Ⅰ・Ⅱ」「成人看護学援助論Ⅰ（急性期・周
手術期）」「成人看護学実習Ⅰ（急性期・周手術
期）」「成人看護学実習Ⅱ（慢性期・回復期・終

期）」「統合看護学実習」「卒業研究Ⅱ」可と
判定。

2）大学設置・学校法人審議会教員組織審査

近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の
処置の講義後の 週に心 蘇生法練習用人形とAED
を使用して一次 処置を実際に行う演習を行っ
た。演習時に 圧迫の部位、 さ、 さなどを
書いた資料を見ながら演習に取り組んだ学生から
は 処置の実際を経験できて学びが まったと
の感想が聞かれた。

5）一次 処置（BLS）サブマニュアル資料開発

3）大学設置・学校法人審議会教員組織審査

4）異常 音および異常心音サブテキスト開発 近大 路大学看護学部看護学科にて、科目名「治
療看護技術論」、奈良学園大学保健医療学部看護
学科にて、科目名「成人看護学援助論Ⅰ」の演習
の中で後期からの臨地実習に向けて、生体シュミ
レーターモデルを使用して、異常 音と異常心
音の聴取の演習に取り組んだ。学生からは、異常

音と異常心音の聴き分けができるようにな
り、実習前の不安が軽減したとの感想が数多く聞
かれた。

6）術前 訓練サブマニュアル開発

３ 教育上の能力に関する大学等の評価

４ 実務の経験を有する者についての特記事項
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平成19年

4月1日

～

平成21年

3月31日

平成20年

4月1日

～

平成21年

3月31日

平成21年9月

～

平成25年2月

平成23年12月

平成24年8月

平成25年1月

平成25年9月

～

平成28年2月

平成28年9月

～

平成29年2月

平成21年4月

～

平成25年3月

平成25年4月

～

平成28年3月

1）奈良県立医科大学医学部看護学科助教として
講義担当

「ヘルスアセスメント」「フィジカルアセスメン
ト」「看護援助論Ⅰ」「看護援助論Ⅱ」「成人看
護学実習Ⅰ（急性期）」「成人看護学実習Ⅱ（慢
性期）」「看護研究特論」「看護研究」

2）近大 路大学看護学部看護学科専任講師とし
て講義担当

「看護対象論Ⅰ」「症状マネジメント論」「看護
援助論Ⅱ」「治療看護技術論」「看護展開実習Ⅰ
（急性期）」「看護展開実習Ⅱ（慢性期）」「統
合看護学実習」「看護課題 ミ」「補 代 療法
と看護」

5）国立病院機構敦賀医療センター主 「2012年
度院内看護研究発表会」へ招聘

6）2013年度福井大学医学部看護学科公開セミ
ナー「質的研究と量的研究のコラボレーション」
招聘講演

福井大学医学部看護学科公開セミナーにて「質的
研究と量的研究のコラボレーション」をテーマと
してテキストマイニング手法に関する講演を行っ
た。

7）第6回Project AKI全国集会「テキストマイニ
ングの紹介」招聘講演

Project AKI全国集会にて「テキストマイニングの
紹介」に関する講演を行った。

8）近大 路大学看護学部看護学科「成人看護学
実習Ⅰ」「成人看護学実習Ⅱ」実習指導

近大 路大学看護学部看護学科3年生を対象に「成
人看護学実習Ⅰ」、「成人看護学実習Ⅱ」臨地実
習指導を担当した。

9）奈良学園大学保健医療学部看護学科「成人看
護学実習Ⅰ」「成人看護学実習Ⅱ」実習指導

奈良学園大学保健医療学部看護学科3年生を対象に
「成人看護学実習Ⅰ」、「成人看護学実習Ⅱ」臨
地実習指導を担当した。

2）三重大学医学部 病院にて院内BLS（一次
）講習を受けBLSインストラクターとして指導

に関わった。

院内の一次 処置の講習を受講し、BLSインスト
ラクターとして他の看護師の指導に関わった。院
内の急変時にも 静に対応することができた。

3）三重大学医学部 病院にて院内看護研究の
代表者として他3名の看護師と看護研究に取り組
んだ。

院内看護研究として、 がん患者の 摘出手
術を受ける意思決定の過程に関する研究に取り組
み院内看護研究発表会で発表した。

院内看護研究発表会にて総評を述べた。

4）奈良県立医科大学医学部看護学科「成人看護
学実習Ⅰ」「成人看護学実習Ⅱ」実習指導

奈良県立医科大学医学部看護学科3年生を対象に
「成人看護学実習Ⅰ」、「成人看護学実習Ⅱ」臨
地実習指導を担当した。

５ その他
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平成28年4月

～

平成29年3月

平成29年4月

～

現在に る

平成30年4月

～

現在に る

年月日

平成16年4月

平成27年3月

平成16年

4月1日

～

平成20年

平成3月31日
2）三重大学医学部 病 ～

平成21年12月

2）修士号（看護学）

（ 日市看護医療大学大学院第22号）

日市看護医療大学大学院看護学研究科看護学専
攻修士課程を修了した。「修士論文題名：術後せ
ん妄の発現を予測するスクリーニングツール開発
のための基礎的研究」

1）三重大学医学部 病院にて感 予防リンク
ナースとして活動した。

三重大学医学部 病院 部外科病棟
および第１外科病棟（肝 外科）にて、感 予
防リンクナースとして病棟内の感 予防対策に取
り組んだ。

三重大学医学部 病院主 の就職希望者向けの
病院説明会にて、男性看護師としての院内での業
務および活動を紹介した。参加者から分かりやす
く 非三重大学医学部 病院で働きたいとの声
が聞かれた。

3）ACLS（二次 処置）プロバイダー免許（日
本ACLS協会0392-5404-2329-2177）

平成30年8月 アメリカ心 協会（AHA）主 のアメリカをはじめ
世界各国で開 されている医療専門家・ のプ
ロフェッショナルのための世界最高水準の二次

処置（ACLS：Advanced Cardiovascular Life
Support）教育訓練プログラムを修了。

3）BLS（一次 処置）ヘルスケアプロバイダー
免許（日本ACLS協会0392-5404-2329-2177）

平成30年6月 アメリカ心 協会（AHA）主 のアメリカをはじめ
世界各国で開 されている医療専門家・ のプ
ロフェッショナルのための世界最高水準の一次

処置（BLS：Basic Life Support）教育訓練プロ
グラムを修了。

4）奈良学園大学保健医療学部看護学科准教授と
して講義担当

「基礎演習Ⅰ」「ヘルスアセスメント」「成人看
護学援助論Ⅰ」「感 症看護論」「成人看護学実
習Ⅰ」「成人看護学実習Ⅱ」「卒業研究Ⅱ」「統
合看護学実習」

3）奈良学園大学保健医療学部看護学科専任講師
として講義担当

「ヘルスアセスメント」「成人看護学援助論Ⅰ」
「成人看護学実習Ⅰ」「成人看護学実習Ⅱ」

1）看護師国家資格

事項 概 要

１ 資格，免許

（第1272430号）

5）奈良学園大学大学院看護学研究科准教授とし
て講義担当

「看護研究特論」「病態生理学」「フィジカルア
セスメント」「臨床薬理学」「在宅看護学特論Ⅰ
（在宅看護学）」「在宅看護学特論Ⅱ（慢性
期）」「在宅看護学特論演習」「特別研究」

なし

２ 特許等

３ 実務の経験を有する者についての特記事項

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項
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平成21年5月

～

平成22年3月

平成22年5月

～

平成25年3月

平成24年5月

～

平成27年3月

平成25年5月

～

平成26年3月

平成25年

4月1日

～

平成26年

3月31日

本研究は、手術後の高齢者に高確率で発症する術
後せん妄の発症前駆症状に関して、臨床経験豊富
な看護師の経験知に基づく術後せん妄発症を早期
に発見するための術後せん妄アセスメントツール
開発につなげるための基 とすることである。研
究方法は質問紙調査とし、対象は全国20病院に勤
務する臨床看護経験年数5年以上を有し外科病棟で
の臨床経験3年以上の看護師300名を対象とした。
回収数は71通、有効回答数は66通であった。記述
統計分析の結果、行動、 、陰性症状、 、
妄想、 の6つのカテゴリーが抽出された。
研究代表者：松浦純平
研究題目：高齢患者の術後せん妄発症を早期に発
見するための術後せん妄アセスメントスケールの
信頼性に関する予備的検討

1）助成団体名：ダイワハウス工業 式会社病室
環境研究助成

2）助成団体名：日本学術振興会科学研究 助成
事業（基 研究C）

3）助成団体名：日本学術振興会科学研究 助成
事業（若手研究B）

本研究は、がん患者サロンに関する認識と現在の
利用状況を明らかにすることを目的として研究に
取り組んだ。対象はA県がん患者会会員430名を対
象とした。 研究方法は、質問紙調査法とした。回
収率は158名、有効回答数は148名であった。本研
究結果からサロンのニーズは非常に高いこと、立
地場所としては公共交通機関から近いことサロン
利用者は臨床心理士の配置を希望していることが
明らかになった。
研究代表者氏名：松浦純平
研究題目：がん患者が求める『患者サロン』活用
への支援の検討患者サロンに関する認識と活用の
実際

本研究の目的は看護学生の話し手としての看護学
生のコミュニケーション技法が聞き手の自律神経

に える影響を明らかにすることを目的とし
た。研究方法は3つの看護 大学の看護学生710名
を対象とし有効回答372名を分析対象とした。看護
学生のコミュニケーション技報はポジティブな内
容は 交 神経に優位に働き、ネガティブな内容
は交感神経に優位に働いていたことが明らかに
なった。
研究代表者氏名：上野栄一
研究題目：話し手としての看護学生のコミュニ
ケーション技法が聞き手の自律神経 に える影
響

本研究の目的は術後せん妄アセスメントスケール
を開発することである．本研究は，文献検討，面
接調査，質問紙調査,質問紙調査に基づく術後せん
妄前駆症状の抽出の に実施した．全国国立大学
医学部 病院19病院に勤務する外科経験年数3年
以上看護師725名を対象とした．相関分析，I-T相
関分析，天井・床効果の検討， 度と 度の検
証，因子分析を実施した．結果10因子40項目から
なるアセスメントツールを開発した．
研究代表者：松浦純平
研究題目：我が国史上初の術後せん妄を早期発見
するためのアセスメントスケールの開発

5）近大 路大学臨地実習委員会委員

４ その他

臨地実習委員会メンバーとして、実習病院との日
程および受け入れ可能人数等の調整、実習病院の
新規開拓などに取り組んだ。

4）助成団体名：大阪ガスグループ福祉財団
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平成25年

4月1日

～

平成27年

3月31日

平成25年

4月1日

～

平成27年

3月31日

平成25年

4月1日

～

平成26年

3月31日

平成27年10月

～

平成28年10月

平成28年

4月1日

～

平成29年

3月31日

平成28年

4月1日

～

平成29年

3月31日

平成28年

4月1日

～

現在に る

平成28年

4月1日

～

平成29年

3月31日

平成29年

4月1日

～

現在に る

研究倫理審査員会のメンバーとして、毎月1回開
された研究倫理審査に携わった。

7）近大 路大学地域 献活動委員会委員

入試委員会メンバーとして、本学および地方会場
（高知・豊岡・岡山・大阪）の入学試験の準備お
よび試験監 として入試業務に携わった。また
オープンキャンパスの企画、運営に取り組んだ。

スポーツ振興委員会メンバーとして、毎月1回開
されている委員会会議に出 して、スポーツ振興
活動に関する協議に携わった。

6）近大 路大学入試委員会委員

本研究の目的は、 部外傷によるQOL低下をもたら
す 覚障害に対する 覚神経再生に関する因子は
何かを明らかにすることである。マウスを使用し
た実験の結果,受傷早期にIgGを することによ
り 覚障害が改善される可能性が示 された。
研究代表者：松浦純平.
研究題目： 部外傷によるQOL低下をもたらす 覚
障害に対する 覚神経再生に関する研究

研究倫理審査員会のメンバーとして、毎月1回開
されている研究倫理審査に携わった。

10）奈良学園大学倫理審査委員会委員

11）奈良学園大学学生生活委員会委員

9）助成団体名：三重大学新研究プロジェクト

地域 献活動員会メンバーとして、年2回大学周囲
の清 美化に取り組んだ。また9月にエイズ予防
キャンペーンを学生と共に企画運営しJR 路 前
にて開 した。

12）奈良学園大学FD委員会委員

生活委員会メンバーとして、毎月1回開 されてい
る会議にて保護者会、3者面談等の計画、運営に携
わった。

実習部会委員会メンバーとして、毎月1回開 され
ている委員会会議に出 して、実習に関する協議
に携わっている。

FD委員会メンバーとして、毎月1回開 されている
会議に出 して、年2回開 のFD講演会の企画、運
営等に携わっている。

8）近大 路大学倫理審査委員会委員

14）奈良学園大学実習部会委員会委員

13）奈良学園大学スポーツ振興委員会委員
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平成28年

4月1日

～

平成31年

3月31日

平成30年

平成30年

本研究の目的は、 部外傷によるQOL低下をもたら
す 覚障害に対する 覚神経再生に関する因子は
何かを明らかにすることである。マウスを使用し
た実験の結果,受傷早期にIL-6を することによ
り 覚障害が改善される可能性が示 された。
研究代表者：松浦純平
研究題目：外傷性 覚障害患者のQOL向上を目指し
た 神経の再生に関する基礎的研究

学内広報委員会メンバーとして、オープンキャン
パス、高校出前講義、大学案内パンフレット、シ
ンポジウム等の企画、準備、運営に携わってい
る。

学内広報委員会 委員長として、オープンキャン
パス、高校出前講義、大学案内パンフレット、シ
ンポジウム等の企画、準備、運営に携わってい
る。

4月1日～
同年9月2日

9月3日～
現在に る

17）奈良学園大学学内広報委員会 委員長

16）奈良学園大学学内広報委員会委員

15）助成団体名：岡三加藤文化振興財団
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
共著 平成23年2月

共著 平成24年3月

共著 平成27年10月

共著 平成29年3月

共著 平成29年12月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

4.看護職・看護学生のための
「痛みケア」

式会社ピラールプレス 看護職と看護学生を対象に痛みについてのケアの
概要と実際の事例を紹介した。B5判全175ページ
編著:守本とも子,共著者：池辺寧, 本克子,梶村
郁子,片山康予,小池恵理子,澤田京子,篠原百合
子,新谷奈苗,高 麻 ,立川茂樹,田中登美, 橋
千弥子,辻下守弘,西上智彦,前田吉樹,松浦純平,
室津史子,守本とも子,横山美菜.本人担当部門：
第15章「慢性 痛のある患者の看護」p134-148を
共著。

3.看護のための『教育学』 式会社あいり出版
（看護・介護・福祉のた
めの「教育学」第１巻）

患者教育指導において看護者に必要な視点を、心
理学・教育学の成果を生かして主要な疾患につい
ての概要と実際の事例を紹介した。B5判 全158
ページ（看護・介護・福祉のための「教育学」第
１巻）編者:守本とも子,共著者：松田智子,
真智子, 田首治 ,松浦純平,中尾友美,武富由美
子,山口 子,佐々木千恵,新谷奈苗,東中須恵子,
岡本響子．本人担当部門：第４章「 病」p43-
58を単著。生活習慣病（ 病）患者の主に薬物
療法と運動療法を中心とした健康維持・増進・回
復に向けた援助方法について解説した。具体的に
は、服薬自己管理に向けたアドヒアランス獲得を
目的とした教育原理・教育心理を まえた患者の
服薬指導実践の展開事例と在宅での薬物療法を継
続できるように援助および薬物治療時の低 出
現時や有害事象出現時の対処方法について、教育
理論を用いて具体的な事例を2例提示して図・表
を入れて解説した。

1.身体 の適切な考え方と
看護記録

式会社日総研出版
（看護きろくと看護過程
2・3月号）

ケアの根拠が見える記録を効率よく書けるように
なることを目的とする。A4変型判 全104ページ
編者：岸田良平共著者：一ノ山隆司, 松浦純平,
舟崎起代子, 上野栄一, 内香里, 山本美千代,
高野悦子．本人担当部門：p52-61を単著。認知症
高齢者に対する適切な身体 、倫理に即した看
護記録の記載方法について事例を通して検討し
た。身体 は必要な医療と患者の安全のために
やむを得ず行動制限を行う場合がある。その場合
は倫理的配慮を行い家族の理解と協力を得て必要
最低限に留めチームとして治療計画を再検討する
必要性を解説した。

2.看護師が する倫理的ジ
レンマとは

式会社日総研出版
（主任＆中 こころサ
ポート3・4月号）

管理・教育・業務の実践とスキルを強化すること
を目的とする。B5変型判 全120ページ編者：岸
田良平,共著者：一ノ山隆司, 舟崎起代子, 松浦
純平, 上野栄一．本人担当部門：p48-52を単著。
看護師が臨床で する倫理的ジレンマについて
原因と対応について具体的な場面を想定して検討
した。その結果、看護師が倫理問題に 静に向き
合う が大切であることを解説した。

5.2018年看護師国家試験対策
要点がわかる出題傾向がみえ
る成人看護学 上

式会社ピラールプレス 看護師国家試験対策として看護学生を対象に成人
看護学分野の要点編と過去問編の2部構成で看護
師国家試験 強に必要なポイントついて紹介し
た。B5判全139ページ 監修:守本とも子,編著：松
浦純平,著：明神一浩.本人担当部門：p10-
52,p104-127を単著。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年12月

共著 平成29年12月

共著 平成30年5月

共著 平成30年7月9.出題基準平成30年版準拠
2019年出題傾向がみえる成人
看護学 上

10.出題基準平成30年版準拠
2019年出題傾向がみえる基礎
看護学

共著 平成30年12月 式会社ピラールプレス 看護師国家試験対策として看護学生を対象に必修
問題の要点編と解説付過去問編の2部構成で看護
師国家試験 強に必要なポイントついて紹介し
た。B5判全189ページ 監修:守本とも子, 編著：
松浦純平, 著：井上昌子、 藤英夫、 口みち
る、明神一浩.

6.2018年看護師国家試験対策
要点がわかる出題傾向がみえ
る成人看護学 下

式会社ピラールプレス 看護師国家試験対策として看護学生を対象に成人
看護学分野の要点編と過去問編の2部構成で看護
師国家試験 強に必要なポイントついて紹介し
た。B5判全146ページ 監修:守本とも子,編著：松
浦純平,著:大山 美,梶村郁子,田場真理.本人担
当部門：p10-146を単編著。

7.2018年看護師国家試験対策
要点がわかる出題傾向がみえ
る精神看護学

式会社ピラールプレス 看護師国家試験対策として看護学生を対象に精神
看護学分野の要点編と過去問編の2部構成で看護
師国家試験 強に必要なポイントついて紹介し
た。B5判全110ページ 監修:守本とも子,編著：松
浦純平,明神一浩.

看護師国家試験対策として看護学生を対象に基礎
看護学分野の要点編と解説付過去問編の2部構成
で看護師国家試験 強に必要なポイントついて紹
介した。B5判全179ページ 監修:守本とも子, 編
者：松浦純平, 著：北島洋子,澤田京子,瀬山由美
子,平野加代子,中馬成子,丸上 剛.

式会社ピラールプレス平成30年8月共著

看護師国家試験対策として看護学生を対象に成人
看護学分野の要点編と解説付過去問編の2部構成
で看護師国家試験 強に必要なポイントついて紹
介した。B5判全189ページ 監修:守本とも子, 編
著：松浦純平, 著：明神一浩.

式会社ピラールプレス

8.出題基準平成30年版準拠
2019年出題傾向がみえる精神
看護学

式会社ピラールプレス 看護師国家試験対策として看護学生を対象に精神
看護学分野の要点編と解説付過去問編の2部構成
で看護師国家試験 強に必要なポイントついて紹
介した。B5判全123ページ 監修:守本とも子,編
著：松浦純平,明神一浩.

看護師国家試験対策として看護学生を対象に成人
看護学分野の要点編と解説付過去問編の2部構成
で看護師国家試験 強に必要なポイントついて紹
介した。B5判全207ページ 監修:守本とも子, 編
著：松浦純平, 著：明神一浩.

11.出題基準平成30年版準拠
2019年出題傾向がみえる成人
看護学 下

共著 平成30年11月 式会社ピラールプレス

12.出題基準平成30年版準拠
2019年出題傾向がみえる必修
問題
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（学術論文）
共著 平成22年4月

単著 平成23年11月

共著 平成24年2月

2.外科領域における術後せん
妄発症予測要因
（査読付）

医学生物学155巻11号．
P825-829．2011．

経験豊富な看護師が直観的に感じる術後せん妄発
症の前駆症状は何かを明らかにする目的で，2病
院外科病棟に勤務する看護師20名へ半構成的面接
を実施した．逐語録を分析し，カテゴリ化した．
せん妄予測項目の名 78個を分類した結果，【時
間感覚】，【置かれた環境】，【対象者】，【認
識】，【情意】，【対象物】，【表情】，【コ
ミュニケーション】，【患者の反応】など12カテ
ゴリが生成された．経験豊富な看護師は，表情，
失見当識，看護師の説明に対する認識，反応等か
ら術後せん妄発症予測し，前駆症状として捉えて
いた．これらの観察視点は，経験の浅い新人看護
師が気付きにくい観察項目である．今後，この重
要観察項目の共通理解を めることで術後せん妄
の早期発見・早期対応につながることが示 され
た．

3.がん患者サロンに対する患
者会会員の認識と課題（査読
付）

日本地域連携精神看護学
研究誌第3巻p82-88．
2012．

本研究の目的は、Ａ県内のがん患者会会員が考え
るサロンにおけるメンタルヘルスに関する認識お
よび現状を明らかにすることである．研究対象は
Ａ県がん患者会会員400名．調査方法は，対象者
に本研究の主 と自記式無記名質問紙調査を同
し 送した．調査項目は，基本的 性，サロンの
認識，サロン立地 ，サロン利用者，サロンに
必要と考える医療従事者，サロンへの期待の6項
目．分析方法は，PASW Statistics18.0を用いて
単純集計を行った．結果、以下の3点が明らかと
なった．1．地域に暮らす患者にとってサロンの
ニーズ・期待度は，非常に高い．しかし，実際に
サロンを利用している人は少ない．2．サロン設
置場所として通いやすい立地 であることを望
んでいた．3．サロン内にメンタル面のフォロー
ができる専門職の配置を望んでいた．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平，上野栄一．

1.わが国のせん妄に関する看
護研究の動向と課題 ―文献
検討を通して―
（査読付）

日本看護学会論文集看護
管理第40号．p264-266．
2010．

本研究の目的は、我が国における看護分野でのせ
ん妄に関する研究について、文献検討により研究
の動向と課題を明らかにし、患者のケアへの示
を得ることである。研究方法は医学中央雑誌を用
いキーワードはせん妄と看護とした。その結果、
178編の文献の中から31編の文献を抽出し分析対
象とした。結果、研究の動向としては2004年を除
き年間20編程度の研究がなされていた。研究デ
イン別では量的研究が91編、質的研究は14編、事
例研究は15編であった。研究対象者は患者である
ものが105編であった。筆 研究者は臨床看護師
が94 、看護 大学教員は17編、両者の共同研究
が9編であった。フィールド別では整形外科17
編、外科病棟12編、ICU5編、CCU4編、一般外科4
編であった。せん妄発症要因について研究された
のは31編であった。せん妄評価尺度は日本語版
ニーチャム ・ 状態スケールが11編であっ
た。本研究結果から予防に関する研究が少なかっ
たため、今後はせん妄発症予防ケアの充実を図る
ための研究が期待されることが明らかになった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平，上平悦子．

看護－182



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成24年3月

共著 平成24年3月

共著 平成25年3月6.異なる 圧測定技術教育方
法による技術習得状況の違い
（査読付）

本研究は 圧測定の教育方法として、測定手技の
手 を教授する方法と主に測定手技の根拠を教授
する方法のどちらが 圧測定技術の習得状況によ
い影響をもたらすのかを検討した。結果、測定手
技の根拠を教授した方が患者役に対して測定に伴
う苦痛を減少させることや正しく測定できること
が明らかになった。
（調査実施、データ分析、考察の論文執筆を担当
した。）
共著者：吉岡一実, 一ノ山隆司, 石井秀美, 大川
智恵子, 菊地淳, 有馬義貴, 松浦純平, 吉岡多美
子．

4.テキストマイニングによる
看護師の考える術後せん妄発
症予測について ―経験豊富
な看護師へのインタビューの
分析―
（査読付）

日本看護学会論文集成人
Ⅰ第42号p62-65．2012．

研究の目的は外科病棟に勤務する看護師が考える
術後せん妄発症予測につながる前駆症状を明らか
にすることである．調査対象者は病院外科病棟に
勤務する看護師20名である。研究方法は術後せん
妄発症前の段階でアセスメントをどのような視点
で実施しているかについて半構成的面接を実施し
た．分析方法はインタビューより得られた逐語録
について形態素解析，コロケーション解析を実施
した．データ解析ソフトは，WinCha，KWIC
Finderを使用した．結果、せん妄発症アセスメン
ト項目は「行動」「コミュニケーション」「行動
対象」「表情」「 」「 え」など9カテゴリ
が生成された．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 喜田加奈子, 福田弘子, 上野
栄一, 水野正延．

5. 部外科領域における術
後せん妄発症要因の検討 ―
内容分析，セブン・クロス
（7 7）法の分析より―（査
読付）

富山大学看護学会学会誌
11巻1号p9-18．2012．

本研究の目的は， 部外科病棟に勤務する経験
豊富な看護師が考える術後せん妄発症要因は何か
を明らかにすることである．対象は，A病院
部外科病棟に勤務する看護師5名．術後せん妄発
症要因について半構成的面接を実施，結果は
Krippendorffの内容分析手法およびセブン・クロ
ス法にて分析した．内容分析の結果から【性格特
性】，【理解力不足】，【長期安静】，【高
齢】，【不 】，【男性】，【独居】の7つのカ
テゴリーが生成された．セブン・クロス法の結果
から優先 位が高い に【不 】，【性格特
性】，【高齢】，【長時間手術】，【術中出
量】，【 の影響】，【術前不安】の 7つのカ
テゴリーが生成された．内容分析とセブン・クロ
ス法の両方に含まれていたのは【高齢】，【不

】，【個人特性】の3カテゴリーであった．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平，喜田加奈子，上野栄一．
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成25年4月

共著 平成25年5月

共著 平成25年6月

共著 平成25年6月

8. 圧測定時における前 葉
の 活の様相―看護学生と看
護師との比較検討―（査読
付）

医学生物学157巻5号
p565-568．2013．

本研究は 圧測定時における測定者の前 葉の
活状況を、近 外分光法を用いて看護学生と看護
師とで比較検討した。その結果、前 葉の21部分
で 活状況を比較したところ、両手技とも手技前
に比べて看護学生は看護師の2 の部位で有意に

素化ヘモグロビン 度が上 していた。このこ
とは 圧測定技術の習得度と前 葉の 活状況が
反比例していることを示しており、初学者は前
葉をより 活化させて測定していることが明らか
になった。
（データ分析、考察の論文執筆を担当した。）
共著者：吉岡一実, 菊地淳, 平野大 , 入江裕
子, 一ノ山隆司, 松浦純平, 有馬義貴, 石井秀
美, 大川智恵子, 吉岡多美子．

9.看護師が実践している術後
せん妄発症予防について―テ
キストマイニングを利用した
分析―
（査読付）

医学生物学157巻6号
p1372-1376．2013．

医学と生物学157巻4号
p450-454．2013．

医学生物学157巻6号
p1377-1381．2013．

7.患者情報から看護問題を抽
出する際の 活動に関する研
究-近 外分光法による看護
学生の前 葉 活状況につい
て-
（査読付）

本研究は、患者情報から看護問題を抽出する際の
前 葉の 活状況を、学年のことなる看護学生計
2名を対象に比較検討したものである。患者情報
を5 のスライドで提示したあとに、看護問題を
抽出する課題を えた。前 葉の 活状況は近
外分光法を用いて測定し、22か所で 素化ヘモグ
ロビン 度により評価した。測定終了後には、そ
れ れのスライド提示時にどのようなことを考え
たのかを質問紙で調査した。その結果、前 葉の

活状況には被験者間で がみられ、これが看護
問題を抽出する際の思考の違いであると示 され
た。
（データ分析、考察の論文執筆を担当した。）
共著者：吉岡一実, 菊地淳, 平野大 , 入江裕
子, 一ノ山隆司, 石井秀美, 大川智恵子, 松浦純
平, 有馬義貴, 吉岡多美子．

本研究は術後せん妄発症予防のために看護師が取
り組んでいる看護実践を明らかにすることであ
る。2施設の外科病棟に勤務する看護師20名を対
象に半構成的面接調査を実施した。分析は形態素
解析にて分析した。その結果，頻出名 はせん
妄，患者，説明などが多かった。説明に関するコ
ロケーション解析の結果「見当識障害予防を意識
した説明をすること」や「本人・家族へ術後はせ
ん妄発症の可能性があることを説明する」などで
あった。「予防」に関する結果から「 予
防を意識した早期離床の援助の実施。」などの文
脈が抽出された。本研究結果から以下の4点が明
らかになった。術前より患者本人へ術後の状況に
ついて説明を実施していた。術後はサーカディア
ンリズムを整えるために 的な早期離床を行
なっていた。見当識障害予防のため日時を伝える
などを実施していた。術後 痛緩和の援助を実施
していた。
（本研究の代表者として研究に取り組んだ。）共
著者：松浦純平, 一ノ山隆司, 吉岡一実

10.臨床看護師が実践してい
る術後せん妄発症予防の取り
組み
（査読付）

本研究は、臨床看護師の術後せん妄発症予防に対
する取り組みを明らかにすることである。テキス
トマイニング手法の共起関係ネットワーク分類の
結果から、次の4点が明らかになった。1点目は、
術後の生活リズムの再構築を意識した 的な早
期離床を実施していること。2点目は、体位変
に生じる身体的苦痛の除去に めていること。3
点目は、手術前には具体的な説明を実施している
こと。4点目は、環境整備の実施や術後 痛の緩
和に対する援助に取り組んでいることであった。
（データ分析、考察の論文執筆を担当した。）
共著者：一ノ山隆司, 松浦純平, 吉岡一実
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共著 平成25年6月

共著 平成25年6月

共著 平成26年12月13.FACTORS RELATED TO THE
USE OF HOME CARE SERVICES
BY STROKE PATIENTS UNDER
JAPAN S LONGTERM CARE
INSURANCE SYSTEM
（日本における長期間の介護
保険システム下の 卒中患者
による在宅ケアサービス使用
要因）
（査読付）

International Journal
of Medical Research 
Health Sciences 4（1）
p103-109．2014．

本研究の目的は、在宅で精神障がい者と生活する
家族の負担要因を明らかにし、今後の家族支援へ
の示 を得ることである。A県内の11の地域家族
会に所 している精神障がい者と同居する家族
236人の「日頃から気になること」への記述を分
析データとした。データ分析は、内容分析の手法
を参考に形態素解析、コロケーション解析を行っ
た。結果、【病気に関する不安】、【家族自身の
体調の心配】、【 来の生活に対する焦り】、
【社会や周囲および身内からの理解不足に関する
苛立ち】、【責任を持ってケアする重圧】、【同
居することで生じる 感】、【地域の施設が整
わないことへの不満感】の7つのカテゴリーを生
成し、家族が精神障がい者のケアの担い手であっ
ても、家族はケアの対象者である観点から地域連
携の精神看護に反 させていく有効な知見が示
された。
（データ分析、考察の論文執筆を担当した。）
共著者：一ノ山隆司，松浦純平

12.精神科臨床経験3年未満の
看護師が抱く陰性感情の特徴
（査読付）

医学生物学157巻6号
p1387-1392．2013．

本研究は、精神科病棟に勤務する精神科臨床経験
3年未満の看護師3人対象として、 らが抱く陰性
感情の特徴を把握することが目的である。半構成
的面接法により陰性感情に関する調査を行った結
果、陰性感情として8カテゴリー生成することが
できた。患者に対しては否定的な捉え方によって
生じる【不安感】、患者から被害を受けるといっ
た【 心】、患者との対応における未熟さから
生じる【困 】、どこにもぶつけることができな
い感情から生じる【 り】、患者に自分の思いが
受け入れてもらえないことによる【苛立ち】、患
者とのかかわりから生じていく から引き起こ
される【 感】、患者の対応を他の看護師と比
べることによって生じる【 等感】、患者との関
係性や対応を振り返ることから生じる【自責感】
であった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 一ノ山隆司, 菊地淳, 吉岡一
実

卒中患者は、在宅ケア看護サービスを利用者数
の中では最も多い。本研究の目的は、日本の介護
保険システムの下で在宅ケア・サービスの使用状
況との利用者の関係を決定するために 卒中患者
の となる要因と主な介護者の関係を明らかにす
ることである。研究方法は東海と近 地域で14の
主題と らの介護者を対象とした。質問紙調査
が主な介護者のために使用した、データ分析方法
は、一変量分析により分析した。結果、バルテル
Index（BI）得点より高い 機能障害が、長期の
介護保険の使用率と関連があることが明らかに
なった。またBI得点低下と在宅ケア率は増加し
た。結論： 卒中患者の2つの特徴が長期の介護
保険の使用率に関連することが明らかになった。
（質問紙 作成、データ入力、データ分析、考察
の論文執筆を担当した。）
共著者：Kazuya Ikenishi,Jumpei Matsuura
2015年度インパクトファクター：0.18

医学と生物学157巻6号
p1382-1386．2013．

11.在宅で精神障がい者と生
活する家族の負担に関する研
究
（査読付）
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発行所，発表雑誌等
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単著 平成27年3月

単著 平成27年4月

共著 平成27年6月

共著 平成27年6月17.The needs of post-
operative delirium
assessment tool for
clinical nuese
（臨床看護師の考える術後せ
ん妄スクリーニングツールの
必要性に関する研究）
（査読付）

RA Journal of Applied
Research.1(6)p219-
226.2015.

本研究の目的は、臨床看護師が考える術後せん妄
アセスメントツールについてのニーズを明らかに
することである。
対象は全国の大学病院19病院の外科 病棟に勤務
する看護師725人である。
アセスメントツールの必要性について「必要であ
る」、「やや必要である」と回答した対象者の割
合は全体の85.5 であった。このことからアセス
メントツールの必要性について、非常に受容があ
ることが明らかになった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：Jumpei Matsuura, Eiichi Ueno
2015年度インパクトファクター：3.62

15.Early detection and
treatment : an examination
of prodromal symtoms of
post operative delirium in
elderly patients
（早期発見と処置：高齢患者
の術後せん妄の前駆症状につ
いて）
（査読付）

International Journal
of Clinical and
Biomedical Research. 1
（2）p1-6.2015.

研究目的は，臨床経験豊富な看護師の経験知に基
づく術後せん妄発症を早期に発見するための術後
せん妄アセスメントスケール開発のための基 と
することである。対象は看護師300名とした。結
果，看護師が術後せん妄前駆症状として考えてい
る症状は「看護師へ遠慮して何も言わない」「自
分で 返りを たない」であった。術後せん妄前
駆症状を症状別に類 するカテゴリー別に分類し
た。その結果「行動」「 」「陰性症状」「

」など6カテゴリーに分類された。

2015年度インパクトファクター：3.3

16.Initial development of
a screening tool for
postoperative delirium
prodrome
（術後せん妄スクリーニング
ツールの開発）
（査読付）

International Journal
of Current Advanced
Research.4(7)p165-
167.2015.

本研究の目的は、術後せん妄発症を早期に発見す
るためのアセスメントツールを開発することであ
る。全国の国立大学医学部 病院の看護師725
名を対象に質問紙調査を実施した。結果、10因子
38項目からなる術後せん妄アセスメントツールを
開発した。（本研究の代表者として、中心となり
研究に取り組んだ。）
共著者：Jumpei Matsuura, Eiichi Ueno
2015年度インパクトファクター：5.438

本研究の目的は経験年数を問わず臨床看護師が
に使用できる術後せん妄スクリーニングツール

開発に向けての予備的研究として術後せん妄発症
前駆症状の構成因子を明らかにすることである．
本研究は，調査Ⅰの文献検討，調査Ⅱの面接調
査，調査Ⅲの質問紙調査,質問紙調査に基づく術
後せん妄前駆症状の抽出の に実施した．調査Ⅲ
は全国国立大学医学部 病院19病院に勤務する
外科経験年数3年以上看護師725名を対象とした．
相関分析，I-T相関分析，天井・床効果の検討，

度と 度の検証，因子分析を実施した．PASW
18を使用した．因子分析の結果【妄想支配による
精神的 え】，【活動意 の減退】，【意味のな
い行動】，【認識機能の低下】，【外見的興
奮】，【理解力の違和感】，【 ・心配の
え】，【失見当識】，【 に関する 】，
【 覚醒サイクルの障害】10因子40項目を抽出
した．本研究で明らかになった新しい知見は【外
見的興奮】，【理解力の違和感】の2因子であっ
た．

14.術後せん妄の発現を予測
するスクリーニングツール開
発のための基礎的研究（修士
論文）

日市看護医療大学大学
院看護学専攻修士課程
p1-36.2015.A4版 総頁数
36
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発行所，発表雑誌等
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共著 平成27年7月

共著 平成27年12月

共著 平成28年5月20.テキストマイニングを用
いたうつ病患者へのカウンセ
リング時の会話分析
（査読付）

精神看護におけるディス
コース分析研究会誌第4
巻p67-74.2016.

本研究の目的はうつ病患者へのカウンセリング場
面の会話分析からセラピストの援助の特徴を明ら
かにすることである。対象はうつ病患者へのカウ
ンセリングを実施したセラピストとクライエント
の発語とした。分析はセラピストとクライエント
別に記述統計，階層的クラスター分析，多次元尺
度法，共起ネットワーク分類を行った。セラピス
トの発語内容を多次元尺度法にて分析した結果，
同調や促しの「うん」以外は，非常にバランスが
取れた発語であったことが明らかになった。共起
ネットワーク分類にて分析した結果，「調整」と
「気分」と「楽観」の3つに関する話題に分類さ
れた。
クライエントの発語内容を多次元尺度法にて分析
した結果，A氏、先生に関する発言が多いことが
明らかになった。 共起ネットワーク分類にて分
析した結果，「A氏と先生との会話」と「 用に
関する 来の不安」と「休職したことの自責の
念」の3つに関する話題に分類された。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平,川野雅資

19.テキストマイニングを用
いたセラピストとクライエン
トの会話分析
（査読付）

精神看護におけるディス
コース分析研究会誌第3
巻p87-94.2015.

本研究の目的は，うつ病患者へのカウンセリング
場面を会話分析にてカウンセラーの援助の特徴を
明らかにして今後のうつ病患者へのカウンセリン
グに活用することである．カウンセラーが話した
「思う」についてコロケーション解析を実施した
結果，ポジティブな発言内容は10回中6回であっ
た．ネガティブな発言内容は10回中1回であっ
た．このカウンセラーのクライエントへの関わり
方は意図的にクライエントの 的な発語を引き
出す重要な手法であるのではないかと推察する．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平,川野雅資

18.The Relationship
Between Work-Life Balance
And Nwi-R Score Among
Unmarried Nurses Working
For Less Than Two Years In
Hospital.
(病院の勤務年数2年以下の未

看護師におけるワークライ
フバランスとNwi-R得点との
関連）
（査読付）

International Journal
Of Medical Science And
Clinical Invention.
2(7)p1120-1125.2015.

近年、ワークライフバランスに関する研究が増加
している。本研究の目的は経験年数が2年以下の
看護師についてワークライフバランス（WLB）と
NWI-R得点の関連を明らかにすることである。
調査対象者は東海地区と関東地区の病院に勤務す
る看護師とした。収集したデータは年齢、性別、
経験年数、ワークライフバランス、NWI-Rとし
た。回答者は117人だった。経験年数が１年未満
の看護師は61人、1年以上2年以下は56人だった。
WLBでは、満足と回答したのは37人、不満足は36
人、どちらとも言えないは44人だった。クラスカ
ルウォリス検定の結果、この3群間ではNWI-R得点
に有意 を認めた(p 0.0013)。結果、育児や家事
以外の 生活に関する時間を有効に活用できるよ
うに職場の改善が必要なことが示 された。
（質問紙 作成、データ入力、データ分析、考察
の論文執筆を担当した。）
共著者：Kazuya Ikenishi,Jumpei Matsuura
2015年度インパクトファクター：3.301
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年9月

（その他）
「研究 助成報告書」

共著 平成21年3月

単著 平成25年5月

1.がん患者が求める「患者サ
ロン」活用への支援の 検討
―「患者サロン」に関する認
識と活用の実際―

平成21年度病室環境研究
成果報告集奈良県立医科
大学住居医学大和ハウス
寄付講 ．p17-23.2009.

本研究は、がん患者サロンに関する認識と現在の
利用状況を明らかにすることを目的として研究に
取り組んだ。対象はA県がん患者会会員430名を対
象とした。 研究方法は、質問紙調査法とした。
回収率は158名、有効回答数は148名であった。本
研究結果からサロンのニーズは非常に高いこと、
立地場所としては公共交通機関から近いことサロ
ン利用者は臨床心理士の配置を希望していること
が明らかになった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平，瀬川睦子
全ページ104ページ

2.高齢患者の術後せん妄発症
を早期に発見するための術後
せん妄アセスメントスケール
の信頼性に関する予備的検討

大阪ガスグループ福祉財
団研究報告書26号.p111-
116.2013.

本研究は、手術後の高齢者に高確率で発症する術
後せん妄の発症前駆症状に関して、臨床経験豊富
な看護師の経験知に基づく術後せん妄発症を早期
に発見するための術後せん妄アセスメントツール
開発につなげるための基 とすることである。研
究方法は質問紙調査とし、対象は全国20病院に勤
務する臨床看護経験年数5年以上を有し外科病棟
での臨床経験3年以上の看護師300名を対象とし
た。回収数は71通、有効回答数は66通であった。
記述統計分析の結果、行動、 、陰性症状、

、妄想、 の6つのカテゴリーが抽出され
た。
全146ページ

21.スライディングシート導
入後の現状と課題 －トラウ
マインフォームドケア
（TIC）の観点より－
（査読付）

第1回臨床精神看護学研
究会誌2016年.p77-
79.2016.

本研究の目的は，TICの観点に基づき対象者と医
療スタッフのそれ れの立場から移送用スライ
ディングシートの導入後の現状と課題は何かを明
らかにすることである。対象は， 病棟に入院中
の対象者5名と同病棟にて勤務する医療スタッフ5
名。データ収集方法は研究者がスライディング
シートの導入前と導入後の使用後の感想をそれ
れに直接聞き取り調査を実施した。対象者の肯定
的意見は，「抱えられるよりは全 くない
ね。」，「安心感があるよ。」などの意見が聞か
れた。否定的意見は「ゆっくりとしないと いよ
くすると滑り過 る時があるね。」との意見が聞
かれた。医療スタッフの肯定的意見は「 への負
担が少なくなった。」，「 かな力でも 単に
シートがよく滑るから使いやすい。」などであっ
た。ノーリフトの基本理念は，対象者を抱えずに
滑らせて移動する方法である。TICの基本的な考
え方は，対象者にいかにトラウマ体験をさせない
かである。スライディングシート導入後，対象者
と医療スタッフからは肯定的意見が多く聞かれ
た。このことからスライディングシート導入によ
る患者へ 心を えない看護の提供が出来たこ
とで看護の質の向上など一定の効果はあったので
はないかと考える。
（データ収集、データ分析、結果、考察の論文執
筆を担当した。）
共著者：西木一美，香田美 ，松浦純平
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

単著 平成26年8月

「国際学会発表 録」

― 平成23年1月

― 平成23年6月

1.Examination of nurse's
communication skills in
role playing.
（看護師のコミュニケーショ
ンスキル向上を目指したロー
ルプレイングの効果の検証）

The 3rd Korea-China-
Japan Nursing
Conference,p239.2011.

本研究は統合失調症患者との対話場面におけるコ
ミュニケーションスキルアップにつながる示 を
得ることを目的とした。対象は 県内精神病院に
勤務中の看護師5名である。面接内容は同意が得
られた場合のみICレコーダーにて録音し，逐語録
を作成した。分析方法はインタビューより得られ
た逐語録について形態素解析，コロケーション解
析を実施した．データ解析ソフトは，WinCha，
KWIC Finderを使用した．結果、統合失調症患者
との対話場面においての看護師が患者に対して話
した発語項目の中から名 のみを対象とした。そ
の結果688個の構成要素を抽出した。コミュニ
ケーション（120） 沈黙（114）相手（110）時間
（74）などの6カテゴリが生成された．本研究か
ら統合失調症患者との対話場面におけるコミュニ
ケーションスキルアップにつながる要因として看
護師の配慮がスキルアップにつながる可能性が示

された。
（逐語録作成、データ分析、考察の論文執筆を担
当した。）
共著者：Ryuji Ichinoyama,Kiyoko
Funasaki,Jumpei Matsuura

2.The characteristis of
nursing literature on the
family nursing during 15
years past．
（過去15年間の世界における
家族看護に関する研究の特
徴）

The 10th International
Family Nursing
Conference,p243.2011.

3.我が国史上初の術後せん妄
を早期発見するためのアセス
メントスケールの開発

日本学術振興会科学研究
助成事業若手B研究報

告書.2014.

本研究の目的は術後せん妄アセスメントスケール
を開発することである．本研究は，文献検討，面
接調査，質問紙調査,質問紙調査に基づく術後せ
ん妄前駆症状の抽出の に実施した．全国国立大
学医学部 病院19病院に勤務する外科経験年数
3年以上看護師725名を対象とした．相関分析，I-
T相関分析，天井・床効果の検討， 度と 度の
検証，因子分析を実施した．結果10因子40項目か
らなるアセスメントツールを開発した．
全6ページ

本研究の目的は，世界における家族看護に関する
研究の特徴を明らかにすることである．文献検索
は，PubMedを用い，キーワードは
「characteristis」「Family」「 Care」
「Nursing」で検索した． 及期間は1995年～
2010年の過去15年間とした．対象は抽出された文
献126 を分析対象とした．方法は126 の文献に
含まれるキーワードに注目して類 するキーワー
ドからカテゴリ化を行い，記述統計を実施した．
結果,6個のカテゴリと26個の項目を導き出した．
カテゴリは，それ れ家族，ケア，関係など6種
類であった．項目では，家族，患者， 親，高齢
者,老人，母など26個であった．対象は，家族が
一 多い結果であった．傾向は，分野別では，在
宅ケア，高齢者などが多い結果であった．システ
ム理論を発展させ更に家族療法を組み合わせた考
え方の家族システム看護の視点から分析するとコ
ミュニケーションについて伝達内容だけでなく家
族の関係性も重要であることが明らかになった。
また家族成員の変化が発生した場合は家族メン
バー間で認知変化を注意して観察していく必要が
あると考える．
（データ収集、データ分析、考察の一部執筆を担
当した。）
共著者：Eiichi Ueno, Jumpei Matsuura
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― 平成24年3月

本研究は，外科病棟における術後せん妄発症予防
のために病棟看護師が実践しているケアリングに
ついてを明らかにすること．対象者は病院外科病
棟に勤務する看護師の看護師7名について半構成
的面接を実施した.分析方法は逐語録を文脈内容
から意味のある内容を単一記録として区切り帰納
的分類を実施してカテゴリ化を実施した.10個項
目と41個のカテゴリを導き出した．項目は時間，
コミュニケーションなどであった．カテゴリは現
在，時間などであった.分析結果から術後せん妄
発症予防に関して，看護師は，術後患者に対して
「認知」，「 」に関するケアを特に注意して
実施している事が明らかになった.ケアリングの
概念の中の「関わり」「交流」をベースとして
「支持的態度」「コミュニケーション」「情報提
供」「患者へ安楽の提供」に当てはまると推察す
る．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：Jumpei Matsuura,Eiichi Ueno

5.The desired nursing
students ability of
communication from the
caring standpoint.
（ケアリングの見地から見た
看護学生のコミュニケーショ
ン能力）

International Hirosima
Conference on caring
and Peace, p263.2012.

本研究の目的はケアリングの視点から見た看護学
生のコミュニケーション能力について明らかにす
ることである。対象A大学看護学部学生120名とし
た。段階別コミュニケーション能力評価尺度を用
いて学年別に評価した実施した。ケアリングの視
点としては相手への思いやりである。結果、相手
が話すまで待つや相手が話すことを真 に聞くな
どが多項目よりも高い結果であった。これらの視
点はケアリングの考えに基づくコミュニケーショ
ンであると推察する。今後はこの部分を更に伸ば
すような指導を授業、演習、実習を通して行って
いく必要性が示 された。
（データ入力、データ分析、考察の論文執筆を担
当した。）
共著者：Eiichi Ueno, Jumpei Matsuura

3.Trend and problem of
research on family nursing
in the world from the
review of the literature
for past 15 years．
（世界における家族看護に関
する研究の現状と課題 過去
15年間の文献検討）

The 10th International
Family Nursing
Conference,p251.2011.

本研究の目的は，世界における家族看護に関する
研究の動向と課題を明らかにすることで今後の家
族看護に対する研究の方向性の示 を得ることで
ある．文献検索は，文献検索オンラインデータ
ベースPubMedを用い，キーワードは「Family」,
「 Care」, 「Nursing」で検索した． 及期間は
1995年～2010年の過去15年間とした．対象は抽出
された文献106 を分析対象とした．方法は106
の文献に含まれるキーワードに注目して類 する
キーワードからカテゴリ化を行い，記述統計を実
施した．結果,8個のカテゴリと33個の項目を導き
出した．カテゴリは，それ れ対象，関係，分野
など8種類であった．項目では，家族，患者，親
族，年配，子供新生児，老人，母，看病など33個
であった．対象は，家族が一 多い結果であっ
た．傾向は，新生児・子供から高齢者まで多 に
渡り 広かった．分野別では，集中， が多い
結果であった．種類では，看護，医療，介護，研
究，教育の で 広い結果であった．家族看護学
には，看護とシステム理論と家族療法を組み合わ
せた考え方の家族システム看護という考え方があ
る．このことから，変化が起こった場合には，家
族間での知覚の変化を注意して観察していくこと
が必要ではないかと考える．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：Jumpei Matsuura,Eiichi Ueno

4.The caring concerns of
the reducing the incidence
of postoperative deliria
in the field of head and
neck.
（ケアリングの視点に基づく
外科病棟における術後せん妄
発症率を減らすための方 ）

International Hirosima
Conference on caring
and Peace, p196.2012.
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― 平成28年7月

「国内学会発表 録」

― 平成21年5月1.わが国のせん妄に関する看
護研究の動向と課題 ―文献
検討を通して―

本研究の目的は我が国における看護分野でのせん
妄に関する研究について、文献検討により研究の
動向と課題を明らかにし、患者のケアへの示 を
得ることである。研究方法は医学中央雑誌を用い
キーワードはせん妄と看護とした。結果、31編の
文献を対象とした。研究デ イン別では量的研究
が91編、質的研究は14編、事例研究は15編。研究
対象者は患者105編。筆 研究者は臨床看護師94
編、看護 大学教員17編、共同研究9編。フィー
ルド別では整形外科17編、外科病棟12編、ICU5
編、CCU4編。せん妄発症要因については31編。せ
ん妄評価尺度はニーチャム ・ 状態スケー
ル11編。本研究結果から予防に関する研究が少な
かったため、今後はせん妄発症予防ケアの充実を
図るための研究が期待されることが明らかになっ
た。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 上平悦子

第40回日本看護学会学術
集会看護管理 録
集.p119.2009.

6.The present conditions
and problem about
professionalism and the
stress on the nurse in the
world
（世界における看護師のプロ
フェッショナリズムとストレ
スに関する現状と課題）

The 6th Asian Congress
of Health
Psychology2016

本研究の目的は、世界の看護師のプロフェッショ
ナリズムとストレスに関する研究の現状と課題を
明らかにすることである。PubMedを使用してキー
ワードは「professionalism」、「nursing」、
「stress」とした。結果、抽出された17編の論文
の中から内容を精査した結果15編の論文を対象に
した。国別に分類した結果、USA 3編、Swedish 2
編、Germany 2編、Australia 2編、Taiwan 2編、
France1編、Canada1編、UK 1編、Spanish 1編で
あった。研究デ イン別は，質的研究6編、量的
研究7編、報告1編、文献研究1編であった。研究
目的別は、成人のがん病棟の患者と看護師間の相
互作用の ーモアの使用について、プロ意識と
チームワークの関係についてなどであった。研究
対象者別分類は、臨床看護師10編と最多であっ
た。研究フィールド別分類は、臨床8編で最多で
あった。日本では取り組みがなされていないかっ
たため今後取り組む必要性が示 された。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：Jumpei Matsuura, Eiichi Ueno

7. The characteristicon
the past paper
concerns of mental health
caused when
a disaster strikes
( 害発生時における精神衛
生に関する文献研究)

The 6th Asian Congress
of Health
Psychology2016

本研究の目的は、 害発生時の精神衛生に関する
動向と課題を明らかにすることである。対象は
PubMedを使用した1973年から2015年の894論文で
ある。
分析方法は内容分析である。ソフトはKH Coderを
使用した。結果、ハリケーンのような多くの 害
地 と津 について研究されていた。 害は、個
人とコミュニティにおいて精神衛生で最も重要で
あり優先度が高い問題である。今後はプログラム
開発など多くの種類の 害への適切な支えとなる
方法を提供する必要性がある。
（テキストマイニングソフトを使用しての分析、
考察の執筆、スライドの一部作成を担当した。）
共著者：Eiichi Ueno, Nobuaki Maegawa, Jumpei
Matsuura, Sanae Naruse
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― 平成22年3月

― 平成22年3月

― 平成22年3月

3.術後せん妄発症要因と予防
に関する文献検討 ―過去5
年間の国内文献より―

2.看護学生のコミュニケー
ション能力からみたカリキュ
ラムの開発

第23回日本看護研究学会
近 ・北 地方会学術集
会プログラム・ 録
集.p49.2010.

本研究の目的は看護学生の段階別コミュニケー
ション能力評価尺度を用いて、効果的な授業プロ
グラムを開発することを目的とした。研究方法は
3つの看護 大学の看護学生710名を対象とし有効
回答372名を分析対象とした。看護学生の段階別
コミュニケーション能力評価制度を用いた学生の
コミュニケーション能力を測定した。結果、４学
年が多くの項目で高得点を示したが2学年になる
とコミュニケーション能力が低下する傾向であっ
た。今後は看護学生のコミュニケーション能力を
向上させるために各学年別に 観的指 を基に重
点項目を教授することが大切である。そのために
は各学年にコミュニケーションを教授する科目を
効果的に配置するカリキュラムが必要である。
（データ入力、データ分析、スライド作成の一部
を担当した。）
共著者：上野栄一,明神一浩,松浦純平

第23回日本看護研究学会
近 ・北 地方会学術集
会プログラム・ 録
集.p51.2010.

本研究の目的は文献検討から国内におけるせん妄
発症要因と予防について明らかにすることであ
る。研究方法は医学中央雑誌を用いキーワードは
せん妄と術後と要因と予防とした。その結果、
202編の文献の中から31編の文献を抽出し分析対
象とした。結果、要因に関する論文は18編、予防
に関する論文は10編であった。要因としては認知
症、65 以上などが多い結果であった。予防目的
の取り組みとしてはビデオメッセージ、リアルオ
リエンテーションなどがあった。本研究から以下
の2点が明らかになった。1点目は発症要因として
は「 化 外科病棟」、「認知症」「65 以上」
が多い結果であった。予防については「環境の変
化」「 障害」など 発因子への介入が発症予
防に効果があることが分かった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平，上野栄一

4.患者の暴力に対する看護師
の予測マネージメントの研究

第23回日本看護研究学会
近 ・北 地方会学術集
会プログラム・ 録
集.p55.2010.

本研究の目的は精神科病棟におけるベテラン看護
師の危険予測について語りを振り返り臨床現場で
の実践に示 を得ることを目的とした。研究方法
は 県内の精神科病院に勤務する精神科臨床経験
10年以上の看護師6名を対象とした。 研究方法は
半構成的面接法より得られたデータを質的帰納的
に分析した。結果、患者の暴力に対する予測過程
を抽出した。結果、「患者の行動パターンの把
握」、「過去に起こった場面の想起」、「患者の
話す内容の整合性」の3つのカテゴリーが生成さ
れた。今後は精神病患者の暴力を予測するための

観的評価についても更に量的・質的に検証する
ため必要がある。
（逐語録作成、データ分析、スライド作成の一部
を担当した。）
共著者：明神一浩,上野栄一,松浦純平
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5.高齢男性介護者の介護に対
する自己の構え

日本看護研究学会学術集
会プログラム・ 録
集.p113.2010.

本研究の目的は高齢男性介護者の介護に関わる介
護者の構えについて明らかにすることである。対
象は高齢男性介護者の介護に関わる介護者4名を
対象とした。対象者へ半構成的面接を実施した。
結果、「喜び」「 行」「負担」「責任」の4カ
テゴリが抽出された。今後は男性介護者の気持ち
を大事にして関わっていく必要性が示 された。
（逐語録作成、分析、スライド作成の一部を担当
した。）
共著者：上平悦子, 松浦純平, 瀬 子, 明神一
浩, 上野栄一

6.看護師のコミュニケーショ
ンスキルをレベルアップする
ための方

第17回ヘルスカウンセリ
ング学会学術大会・総会
プログラムおよび講演
録集. p60.2010.

本研究の目的は、看護師のコミュニケーションス
キルをレベルアップする要因を明らかにすること
である。看護 大学 大学の看護学生１学年～４
学年まで各学年70名、合計280名を対象に調査を
実施した。方法は「看護師における患者とのコ
ミュニケーションスキル測定尺度」を中心にそれ

れの技法の場面設定の質問紙を作成し5段階評
定で、それ れのコミュニケーション場面で、そ
の時の感情について評価した。分析は対応のある
t-test、一元配置分 分析を実施した。看護学生
236名の回答があった学年別のコミュニケーショ
ン技法の平 値は2.88 0.28であった(p
0.0001)。得点の高かったコミュニケーション技
法は情報提供4.31 0.82、協同提言4.26 0.91
であった。治療的技法の場面で非治療的技法の場
面よりも 度は有意に高い結果であった。これら
の結果を今後のコミュニケーションに活用してい
くことでスキルアップにつながることが示 され
た。（データ入力、データ分析、スライド作成の
一部を担当した。）
共著者：明神一浩, 上野栄一, 松浦純平, 一ノ山
隆司

7.がん患者サロンに対する患
者会会員の認識と課題

第3回日本地域連携精神
看護学研究学術集会会
誌，p4.2010.

本研究の目的は、Ａ県内のがん患者会会員が考え
るサロンにおけるメンタルヘルスに関する認識お
よび現状を明らかにすることである．研究対象は
Ａ県がん患者会会員400名．調査方法は，対象者
に本研究の主 と自記式無記名質問紙調査を同
し 送した．調査項目は，基本的 性，サロンの
認識，サロン立地 ，サロン利用者，サロンに
必要と考える医療従事者，サロンへの期待の6項
目．分析方法は，PASW Statistics18.0を用いて
単純集計を行った．結果、以下の3点が明らかと
なった．1．地域に暮らす患者にとってサロンの
ニーズ・期待度は，非常に高い．しかし，実際に
サロンを利用している人は少ない．2．サロン設
置場所として通いやすい立地 であることを望
んでいた．3．サロン内にメンタル面のフォロー
ができる専門職の配置を望んでいた．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平，上野栄一
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8.福島第一原発事 に起因す
る食 と安全と 行動に対
する実態調査

第70回日本公 衛生学会
総会 録集,p418.2011.

本研究の目的は福島第一原発事 に起因する食
と安全と 行動を明らかにすることである。対
象はインターネットで研究参加に同意をした成人
男女450名を対象とした。設問項目は食 地を
見て うかどうか。福島第一原発事 の前後で食

地を見てから 入するかどうか。結果、原発
事 の前後では事 後が生 地を見てから うよ
うになった項目で有意 がみられた。このことは
報 が 行動に影響を えている可能性が示
された。
（データ入力、データ分析を担当した。）
共著者： 久美子, 守田貴子, 水野静枝, 松浦
純平, 濱田美来, 尾花尚弥, 今村知明

9.看護師の就労継続をエンパ
ワメントする因子についての
研究

第70回日本公 衛生学会
総会 録集，p492.2011.

本研究の目的は、看護師の就労継続をエンパワメ
ントする因子を明らかにすることである。調査対
象は ・ 県内の病院施設の看護師であり，研究
参加への同意が得られた250名。記述データは自
記式質問紙の自由記載項目とした。データ分析方
法は文脈の意味内容を精読し，その内容の類 性
に基づき分類し，カテゴリー化した。スーパーバ
イ ーに指導を受けてカテゴリー化した。分析の
結果【看護職としてのやりがい】【家族を支える
ために必要な経 的資 】【看護職への り】
【帰 意識の高さ】の4カテゴリリーが生成され
た。看護師不足である現状の中継続して就労して
いる看護師が継続している要因は様々なである
が、患者家族からの感謝の気持ちの表明、家族の
支援などが就労継続に影響している結果となっ
た。今後、この結果を基に看護師の就労継続の可
能性が示 された。
（逐語録作成、分析を担当した。）
共著者：加藤礼識, 伊藤 絵, 水野静枝, 松浦純
平, 久美子, 今村知明

10.看護体制の違いによる職
務満足の検討

第42回日本看護学会精神
看護 録集,p49．2011.

本研究は統合失調症患者との対話場面におけるコ
ミュニケーションスキルアップに向けて示 を得
ることを目的に取り組んだ。対象は 県内精神病
院に勤務中の看護師5名。面接内容から逐語録を
作成。分析方法はインタビューより得られた逐語
録について形態素解析，コロケーション解析を実
施した．データ解析ソフトは，WinCha，KWIC
Finderを使用した．結果、統合失調症患者との対
話場面においての発語項目に該当する名 に着目
し，718個の構成要素を抽出した。コミュニケー
ション行動（130）] [行動（123）][対象
（120）][陰性症状（76）]などの8カテゴリが生
成された．形態素解析で最頻度名 の『気 い』
25個に着目しコロケーション解析した結果，「活
動量増加（19）」「体動増加（12）」などであっ
た．本研究から統合失調症患者との対話場面にお
けるコミュニケーションスキルアップにつながる
要因としてなど看護師の配慮がスキルアップにつ
ながる可能性が示 された。
（逐語録作成、分析、スライド作成の一部を担当
した。）
共著者：明神一浩,上野栄一,松浦純平
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11.統合失調症患者との対話
場面におけるコミュニケー
ションスキルに関する研究

本研究は統合失調症患者との対話場面におけるコ
ミュニケーションスキルアップに向けて示 を得
ることを目的に取り組んだ。対象は 県内精神病
院に勤務中の看護師5名。面接内容から逐語録を
作成。分析方法はインタビューより得られた逐語
録について形態素解析，コロケーション解析を実
施した．データ解析ソフトは，WinCha，KWIC
Finderを使用した．結果、統合失調症患者との対
話場面においての発語項目に該当する名 に着目
し，718個の構成要素を抽出した。コミュニケー
ション行動（130）] [行動（123）][対象
（120）][陰性症状（76）]などの8カテゴリが生
成された．形態素解析で最頻度名 の『気 い』
25個に着目しコロケーション解析した結果，「活
動量増加（19）」「体動増加（12）」などであっ
た．本研究から統合失調症患者との対話場面にお
けるコミュニケーションスキルアップにつながる
要因としてなど看護師の配慮がスキルアップにつ
ながる可能性が示 された。
（逐語録作成、分析、スライド作成の一部を担当
した。）
共著者：明神一浩,上野栄一,松浦純平

第42回日本看護学会精神
看護 録集,p49．2011.

12. 部外科領域における
術後せん妄発症要因に関する
看護師の視点について

第10回富山大学看護学会
学術集会会誌 10（1），
p30.2011.

本研究の目的は， 部外科病棟に勤務する経験
豊富な看護師が考える術後せん妄発症要因は何か
を明らかにして，臨床での術後せん妄発症患者に
対する看護実践への示 を得ることである．対象
は，A大学医学部 病院 部外科病棟に勤務
する看護師5名．術後せん妄発症要因について半
構成的面接を実施，結果内容分析手法およびセブ
ンクロス法にて分析した．内容分析の結果から
【性格特性】【理解力不足】【長期安静】【高
齢】【不 】【男性】【独居】の7つのカテゴ
リーが生成された．セブンクロス法の結果から，
優先 位が高い に【不 】【性格特性】【高
齢】【長時間手術】【術中出 量】【 の影
響】【術前不安】の 7つのカテゴリーが生成され
た．内容分析とセブン・クロス法の両方に含まれ
ていたのは，【高齢】【不 】【個人特性】の3
つのカテゴリーであった．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 喜田加奈子, 上野栄一 F59

13.一般外科領域における術
後せん妄発症予測要因の検討
―経験豊富な看護師へのイン
タビューより―

第37回日本看護研究学会
学術集会 録集，p178．
2011.

本研究の目的は一般外科病棟に勤務する経験豊富
な看護師が直観的に判断している術後せん妄の発
症予測につながる患者の前駆症状を明らかにする
ことである．対象者は病院外科病棟に勤務する看
護師20名とした．半構成的面接を実施した．逐語
録を形態素解析分析し，抽出した名 を類 性に
基づき分類し，意味内容の共通性に基づきカテゴ
リ化した．類 性により分類した結果【表情】
【認識】【患者の反応】【置かれた環境】【コ
ミュニケーション】【時間感覚】【失見当識】
【行動】，【対象者】【対象物】【情意】【直
観】，【患者特性】【不安】【 】の15のカテ
ゴリが生成された．本研究結果から経験豊富な看
護師の術後せん妄発症予測につながる前駆症状の
観察視点としては，患者の眼に代表される表情，
失見当識，看護師の説明に対する認識とその反応
等から術後せん妄の発症を予測していた．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 福田弘子, 上野栄一.
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本研究では過去1年間の診療報 に焦点を当てて
その特徴を明らかにすることを目的とした。過去
1年間の診療報 の看護に関する記事を抽出して
カテゴリー化した。結果、1236 の記事が検索さ
れた。記事内容を分類した結果、120種類のカテ
ゴリーに分類された。最も多かったのは診療報
（222）介護保健（192）DPC（68）などであっ
た。これらのことから診療報 についてDPC制度
導入、診療報 改正などを視野に入れて取り組み
がなされていた。今後も診療報 改定に注目して
動向を注視していくことが重要であると考える。
（逐語録作成、分析、スライド作成の一部を担当
した。）
共著者：上野栄一, 一ノ山隆司, 明神一浩, 松浦
純平, 上平悦子.

本研究では介護保険適応施設の従事者が認知症高
齢者およびその家族を地域で支えていく困難性を
どのように捉えているのかを把握することを目的
とした。対象は介護保険施設の従事者27人。記述
データは自記式質問紙の自由記載項目。データ分
析方法は内容の類 性に基づきカテゴリ化した。
結果，【認知症に対する理解不足と 見】【支え
るために必要な経 的資 の欠 】【職種間の連
携と情報不足】【行動心理症状の理解と対応困
難】4カテゴリを抽出した。認知症高齢者に対し
て家族や地域住 ，介護保険適応施設の従事者
が，認知症の種類や中 症状・行動心理症状に関
して理解不足が 見を助長し，さらに理解不足が
対応の困難性を高める原因になっており，職種間
の連携にも影響を及 していたことが明らかに
なった。
（逐語録作成、分析、スライド作成の一部を担当
した。）
共著者：京谷和哉, 一ノ山隆司, 舟崎起代子, 松
浦純平.

16.データマイニングによる
看護師の考える術後せん妄発
症予測について ―経験豊富
な看護師へのインタビューの
分析―

第42回日本看護学会学術
集会成人Ⅰ 録
集,p60.2011．

本研究目的は外科病棟に勤務する経験豊富な看護
師が考える術後せん妄発症予測につながる前駆症
状を明らかにすることである．調査対象者は病院
外科病棟に勤務する看護師20名。研究方法は術後
せん妄発症前の段階でアセスメントをどのような
視点で実施しているかについて半構成的面接を実
施した．分析方法は逐語録について形態素解析，
コロケーション解析を実施した．データ解析ソフ
トはWinCha，KWIC Finderを使用した．結果、718
個の構成要素を抽出。［行動][コミュニケーショ
ン][行動対象][表情][ ][ え][時間][幻
覚][認知]の9カテゴリが生成された。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 喜田加奈子, 福田弘子, 上野
栄一, 水野正延．

14.内容分析による最近の診
療報 の特徴

第37回日本看護研究学会
学術集会 録集，
p227.2011.

15.認知症高齢者および家族
の地域生活を阻害する困難要
因

第37回日本看護研究学会
学術集会 録集，
p339.2011.
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― 平成23年9月

― 平成23年9月

― 平成23年11月 本研究では過去1年間の医療政策の中で、看護の
政策に焦点を当ててその特徴を明らかにすること
を目的とした。過去1年間の医療政策の中の看護
に関する記事を抽出してカテゴリー化した。結
果、2291 の記事が検索された。記事内容を分類
した結果、225種類のカテゴリーに分類された。
最も多かったのは診療報 （302）介護保健
（292）インフルエン （222）などであった。看
護に注目すると「看護教育」「外国人看護師」
「人材 成」「訪問看護」などのカテゴリーが抽
出された。これらのことから看護政策においては
看護教育、カリキュラム改正、特定看護師に関す
るものが多くまた外国人看護師への支援策も具現
化されていた。多くの施策が提示される中、今後
看護教育、看護サービスを充実させるために看護
施策の情報をいかに取り入れ教育施設、各病院で
の取り組みを考えることが重要であると考える。
（文献収集、データ分析、スライド作成の一部を
担当した。）
共著者：上野栄一, 一ノ山隆司, 明神一浩, 松浦
純平, 上平悦子, 八塚美樹.

17.看護理論にみるカウンセ
リング技法の特徴

第18回ヘルスカウンセリ
ング学会学術大会・総会
プログラムおよび講演
録集,p48.2011.

本研究では、カウンセリング技術にはどのような
ものがるかを明らかにし、さらにカウンセリング
理論との関係について明らかにすることを目的と
した。ナイチンゲールは、優れた看護師の能力と
して、患者にどのようなことを感じているか読み
取れ、患者の に現れる変化についての意味を理
解できると確信が持てる研究をすべきと明言して
いる。ヘンダーソンは、 全で成熟した優れた看
護師とは患者に同情を寄せ、かつ敏感に反応する
能力、自分の情緒的な反応と技術的な対応を活用
する機会をもつと述べている。 看護理論にはコ
ミュニケーション技術、カウンセリング技術に関
する独自の看護論が存在していた。それらは、治
療的コミュニケーション技術をベースに傾聴、受
容、共感的理解、自己決定へと看護過程を展開す
る中で展開していることが明らかとなった。
（文献収集、データ分析、スライド作成の一部を
担当した。）
共著者：上野栄一,松浦純平, 明神一浩.

18.看護学生のコミュニケー
ション技法と感情との関係

第24回健康心理学会 録
集,p89.2011.

本研究の目的は看護学生の学年別コミュニケー
ションの技法がどのように感情に影響を えてい
るかについて明らかにする。対象は看護 大学
大学の看護学生１学年～４学年280名。方法は看
護師における患者とのコミュニケーションスキル
測定尺度を使用し技法の場面設定の質問紙を作成
し５段階評定でコミュニケーション場面で、その
時の感情（ ―不 ）について評価した。分析
は、対応のあるt-test、一元配置分 分析を実施
した。看護学生236名の回答があった１学年58
名、２学年60名、３学年55名、４学年63であっ
た。治療的技法の平 値は2.88 0.28、非治療的
技法の平 値は2.5 9.43であった(p 0.0001)。
治療的技法で 得点の高かったコミュニケーショ
ン技法は情報提供4.31 0.82、協同の提言4.26

0.91であった。平 治療的技法の得点と非治療
的得点の学年別にみた比較を一元配置分 分析し
た結果、平 治療的技法（F 4.35; p<0.05）では
平 治療的技法得点は１学年2.95 0.28 ２学年
2.92 0.28３学年2.83 0.27４学年2.80 0.25で
あり１学年と４学年（p<0.05）１学年と３学年
（p<0.1）２学年と４学年（p<0.1）との間に有意
な を認めた。
（データ収集・入力、データ分析を担当した。）
共著者：上野栄一,松浦純平.

19.医療政策の中での看護の
動向

日本看護研究学会第24回
近 ・北 地方会学術集
会プログラム・ 録
集,p29.2011.
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― 平成23年11月 日本看護研究学会第24回
近 ・北 地方会学術集
会プログラム・ 録
集,p57.2011.

20. 部外科領域における
術後せん妄発症予測要因の検
討 ―経験豊富な看護師への
インタビューより―

日本看護研究学会第24回
近 ・北 地方会学術集
会プログラム・ 録
集,p34.2011.

21.過去10年間の職務満足の
研究タイトルの分析による研
究動向の検討

日本看護研究学会第24回
近 ・北 地方会学術集
会プログラム・ 録
集,p48.2011.

本研究の目的は看護師の職務満足度に関する研究
について形態素解析を行うことにより職務満足に
関する研究の動向を明らかにし今後の研究に示
を得ることである。対象は医学中央雑誌で過去10
年間に発表された研究タイトル895 を分析対象
とした。解析方法は内容分析法を使用した。結
果、新人看護師、中 看護師、職員定着、キャリ
ア、看護体制、自律性などが抽出された。看護体
制が職務満足度にどのように影響をしているのか
をみた研究が増加傾向である。新人看護師の離職
予防について職場に愛着を持たせるような帰 意
識も重要であることが本研究から示 された。
（文献収集、データ分析、スライド作成の一部を
担当した。）
共著者：明神一浩, 前川哲弥, 森下憂一, 松浦純
平, 上平悦子, 上野栄一.

22.わが国における術後せん
妄発症予測に関する研究の動
向 ―過去27年間の文献検討
より―

研究目的は，看護分野におけるせん妄発症予測に
関して患者ケアに示 を得ることである．文献検
索は，医学中央雑誌を用い，キーワードは「せん
妄」， 込み検索は「看護」，「原著論文」とし
た． 及範囲：1983年～2010年の27年間とした.
対象は12 の文献とした．分析方法はデータの示
す傾向や性質を把握ため，12 の文献を各フィー
ルド別，予測項目別に記述統計の手法で分析し
た．結果,予測項目のカテゴリ別分類では，「認
知力障害」20 ，「ルート類」19 ，「環境の変
化」15 ，「患者 性」11 ，「活動 制」・
「性格」・「薬 」10 ，「身体症状」・「周手
術期」9 であった.看護師の術後せん妄発症予測
項目には，同じことを何度も聞く，指示動作困難
等，点 入部，心 図 を不必要に触る，

急入院，個室への移動，70 以上，身体 ，
面な性格，麻薬・精神薬服用中， 水，

痛，5時間以上の手術等があり，術後せん妄発症
予測を行っていることが明らかとなった．今後，
上記の項目を重視して術後の患者のケアに活かし
ていく必要性が示 された．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 上野栄一, 一ノ山隆司, 明神
一浩, 福田弘子.

本研究の目的は、外科病棟に勤務する経験豊富な
看護師が直観的に感じている術後せん妄発生予測
につながる前駆症状は何かを明らかにすることで
ある。調査対象者は外科病棟に勤務する看護師7
名を対象とした。看護師へ、外科領域における認
知症を併発していない術後せん妄患者への関わり
を想起してもらい，外科領域における術後せん妄
発症予測についてのアセスメントをどのような視
点で実施しているかについて，半構成的面接を実
施し，逐語録を作成した。術後せん妄発症予測ア
セスメント項目に該当する名 に着目した結果
718個の構成要素を抽出した。意味内容の類 性
に基づき分類した結果，9カテゴリーが生成され
た。結果から得られた観察ポイントは，経験豊富
な看護師の長年の経験に基づく熟練の技に該当す
る部分だと考える。経験の少ない新人看護師が気
付きにくい観察項目であると考えるため，この部
分に注目し，共通理解を めることでせん妄の早
期発見・早期介入が可能となるため重要なポイン
トだと推察した。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 上野栄一, 一ノ山隆司, 明神
一浩, 福田弘子.
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23.臨床看護師が考える術後
せん妄発症予防に関する看護
実践について ―KH Coderを
利用した分析―

第11回富山大学看護学会
学術集会 録集 11
（1），p38．2011.

本研究目的は，外科病棟に勤務する看護師が術後
せん妄発症予防のために取り組んでいる看護実践
は何かを明らかにすることである．対象は病院外
科病棟に勤務する看護師20名．調査方法は半構成
的面接法を実施した．分析は記述統計，対応分
析，階層的クラスター分析，共起ネットワーク分
類を実施した．術後せん妄発症予防についての取
り組みは「説明」「術前」「自分」「家族」など
であった．階層的クラスター分析結果から， 痛
除去，十分な の確保， 的離床に基づく生
活リズムの再構築等など8つのクラスターに分類
された．抽出名 の出現パターンの類 性を線で
結んだ共起ネットワーク分類の結果から，看護師
は術前に患者家族へ十分な説明の実施，術後にお
ける十分な 確保などの看護実践に取り組んで
いた．本研究結果から看護師は術前の段階より患
者家族へ術後の環境および状況の変化について十
分な説明を実施し理解を促す様に めていたこと
が明らかになった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 上野栄一, 一ノ山隆司, 京谷
和哉, 上平悦子, 梅林かおり．

24.経験豊富な看護師が考え
る術後せん妄発症予測要因の
検討 ―データマイニングを
用いたインタビューの分析―

第31回日本看護科学学会
学術集会講演集
,p393.2011.

本研究の目的は，外科病棟での臨床経験豊富な看
護師が考える術後せん妄の発症予測につながる前
駆症状とは何かを明らかにすることである．対象
者は2病院の外科病棟に勤務する経験豊富な看護
師21名である.調査者対象者へ認知症の併発がな
く術後にせん妄を発症した患者を想起してもら
い，術後せん妄発症予測に関するアセスメント内
容について半構成的面接を実施し逐語録を作成し
た．分析方法は逐語録の言語すべてについて形態
素解析分析を行い，記述統計および抽出した名
について形態素間の共起関係を検証するため対応
分析を実施した.術後せん妄発症前駆症状に関す
る発言を形態素解析した結果，総単語数33,447個
より2,249個1,806種類 27.08（mean SD）の名

を抽出．結果，70 以上の高齢であることを前
提とした上で眼に代表される【表情】言語・非言
語的コミュニケーションを含む【コミュニケー
ション】家族のことを気にする，家族への面会要
求等の理由により【安静保持不能】 意，術後創
部痛があるが対処できていないことによる【不
感】ガー ・ルート・ドレーン類が気になる等の
【術後処置に伴う影響】の5つのカテゴリが生成
された．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 一ノ山隆司, 上野栄一
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本研究の目的は新しい看護学生の授業における
3eAnalyzerを用いての看護学生の授業における
3eAnalyzerによる学習の効果を明らかにすること
である。研究方法は 大学の授業で3eAnalyzerを
用いて学生60名に調査を実施した。3eAnalyzerで
答えることのできる質問を10項目設定した。分析
方法はテキストマイニングによる単語解析、こと
ばのネットワーク分析、対応分析を実施した。結
果、回収は49名、有効回答は44名であった。頻出
単語は良い、楽しい、面白いなどの肯定的表現が
上位を めた。ことばのネットワークでは楽し
い、良いという単語に参加できる、 いといった
単語と連動していた。対応分析では「楽しい、参
加できる」と「良い、授業、 」が抽出され
た。3eAnalyzerの使用した授業の感想について自
由記載を分析したところすべてが肯定的な回答で
あった。3eAnalyzerの特徴である教員と学生が
方向でリアルタイムで回答表示でき学生への
フィードバックが即時にできることが学生の学習
意 を上げて高い肯定的評価を得た。
（データ収集・入力、データ分析を担当した。）
共著者：上野栄一, 松浦純平, 上平悦子.

26.テキストマイニングによ
る看護管理の研究の動向 －
過去 10年間の文献より－

日本看護研究学会 第25
回近 ・北 地方会学術
集会プログラム・ 録
集,p47.2012.

本研究の目的はテキストマイニングを用いて看護
管に関する国内文献の研究タイトルの分析から看
護管理に関する研究の動向と今後のの示 を明ら
かにすることである.調査対象は検索結果から抽
出した368文献の研究タイトルとした.分析方法は
形態素解析，記述統計とコロケーション解析を
行った.結果,368文献の研究タイトルを形態素解
析した結果，総抽出語数は4250語，2226種類で
あった．高頻度に出現した単語に着目した結果，
管理（22）管理者（18）看護部（10）新人看護師
（6）研修（5）などが抽出された.早期離職予防
に関する研究が多い結果であった．管理の単語に
注目し，管理の先行と後続文脈（前後文脈）を抽
出するため，コロケーション解析した結果，新人
看護師を対象にした研修の研究,離職予防に関す
る研究が実施されていた．研修の前後文脈からは
ラダー制度や能力別研修などの文脈が得られた．
本研究結果から今後，新人看護師の早期離職予防
のための研修内容の充実を図りその後の評価を検
証していく必要性が示 された．
（文献収集、データ分析、スライド作成の一部を
担当した。）
共著者：上野栄一, 松浦純平, 上平悦子, 安東則
子, 八塚美樹, 神保浩子.

25.看護学生の授業における
3e-Analyzer による学習効果

日本看護研究学会 第25
回近 ・北 地方会学術
集会プログラム・ 録
集,p37.2012.

27.過去10年間の医療機関に
おける暴力に関する研究の動
向

日本看護研究学会 第25
回近 ・北 地方会学術
集会プログラム・ 録
集,p55.2012.

本研究の目的は過去10年間におよぶ暴力に関する
文献の特徴を明らかにして今後の暴力に対する看
護への示 を得ることである。対象は医学中央雑
誌で過去10年間に発表された研究タイトル1700
を分析対象とした。分析方法は内容分析法を使用
した。結果、暴力に関する研究は1508タイトルで
あった。対象をクラスター解析結果から「暴力の
実態」「暴力予防」「暴力場面」「暴力防 」
「DV被害」「暴力認知」「暴力の危機介入」の7
つのクラスターを抽出した。暴力の実態を明らか
にした研究や事例を通じて暴力行為に る過程や
せん妄による暴力を認知できない患者による暴力
が問題になっていることが明らかになった。
（文献収集、データ分析、スライド作成の一部を
担当した。）
共著者：明神一浩, 上野栄一,松浦純平, 上平悦
子.
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28.テキストマイニングを用
いた術後せん妄に関する研究
論文タイトルの分析

日本看護研究学会 第25
回近 ・北 地方会学術
集会プログラム・ 録
集,p57.2012.

本研究の目的は，我が国における術後せん妄に関
する研究論文タイトルから研究の動向と課題を明
らかにすることである。調査方法は医学中央雑誌
を使用してキーワードは「術後せん妄」， り込
みは看護と原著論文として，期間は1982年以前～
2011年とした。調査対象は検索結果より抽出した
129文献とした。分析方法は計量テキスト分析ソ
フトKH Coderを使用した。記述統計，階層的クラ
スター解析，共起ネットワーク分類にて分析し
た。結果129本の論文タイトルを分析可能な意味
をなす最小単位である形態素に解析した結果，総
抽出語数は2,043語，420種類であった。そのうち
抽出された名 774個の中から高頻度に出現した
名 に着目した結果発症（44）要因（33）検討
（30）予防（28）術前（16）分析（15）などで
あった。階層的クラスター解析の結果「関連分
析」「リスク評価」，「実態調査」「予防効果の
検討」の5個のクラスターに分類された。共起
ネットワーク分類にて分析した結果，せん妄発症
予防を重視した研究，患者の状態を日本語版
NEECHAM ・ スケールを用いて分析した研
究に取り組んでいることが明らかになった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 梅林かおり, 植木健康, 安東
則子, 八塚美樹, 上野栄一.

29.臨床看護師が考える術後
せん妄アセスメントツールに
関する分析

第38回日本看護研究学会
学術集会 録集，
p127.2012.

本研究の目的は,術後せん妄アセスメントツール
に関するニーズについて明らかにすることであ
る。対象者は全国の19病院の外科病棟勤務の看護
師725人。看護経験年数別に5群に分け,アセスメ
ントツールの必要性,使用希望,項目数,所要時間
を一元配置分 分析にて分析した。ツールが必要
と回答した割合は85.5 ,使用希望割合は82.5 ,
全体のアセスメントツール項目平 数は10.4項
目,経験年数20年以上の群が平 21項目であっ
た。経験年数別のアセスメントツール必要性,使
用希望,所要時間に関する5群間の多重比較では有
意 がなく,項目数の群間比較において,経験年数
20年以上の群が他4群の全てと比較して有意な
が生じた。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 梅林かおり, 石澤美保子, 京
谷和哉, 一ノ山隆司, 上野栄一.
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本研究の目的はテキストマイニング手法を用いて
我が国における周手術期における トラブルに
関する研究の動向と課題を論文タイトルから明ら
かにすることである。調査方法はWeb版医学中央
雑誌を使用。検索キーワードは「手術室」「手術
体位」とした。調査期間は1982年以前～2011年と
した。調査対象は検索結果より抽出した93編。分
析方法は計量テキスト分析ソフト「KH Coder」を
使用した。93編の論文タイトルについて形態素解
析を実施し記述統計，階層的クラスラー解析，共
起ネットワーク分類を行った。形態素解析より総
抽出語数1465語253種類を抽出した。抽出された
名 575語の名 に関して記述統計の結果頻度
に手術（36）使用（24）体位（20）検討（13）な
どが抽出された。階層的クラスター分析より「発

予防のための物 の工夫」「 位時の 調
査」「 発生予防」「術中体位の工夫」「術中
体位 定についての効果の検討」の5カテゴリー
に分類された。周手術期看護において， 発生
に代表される 障害が問題視されている。本研
究の分析結果から，術中同一体位による 発生
予防に関して，物 を用いて様々な工夫を行い研
究に取り組んでいた。
（文献収集、データ分析、考察の一部、スライド
作成の一部を担当した。）
共著者：西山和成, 松浦純平, 上野栄一.

31.話し手の治療的コミュニ
ケーション技法と非治療的コ
ミュニケーション技法が聞き
手の感情に える影響―
Ｍ を用いた調査から―

第19回ヘルスカウンセリ
ング学会学術大会・総会
プログラムおよび講演
録集,p33.2012.

話し手のコミュニケーション技術が聞き手の感情
にどのような影響を えているかPOMSを用いて感
情の変化を調べた。調査期間は平成23年10月。対
象は 看護 大学学生20名に実施。方法は聞き手
が治療的技法群と非治療的技法群に分けて実施し
た。質問は半構成的面接を用いた。治療的技法を
用いた群は、非治療的技法を持ちいた群に比較し
て、D（ うつ－ 込み）、A-H（ り－ 意）、
F（ 労）、C（ ）の得点は有意に下がり、V
（活気）の得点は に有意に上 した
（p<0.05）。受容的態度をとる治療的コミュニ
ケーション技術は、話し手の内容を聞き手が認め
ることを意味する。聞き手にとり自分の話す内容
を話し手が受けとめてくれることは自分を理解し
てくれているという気も ちが生じ心に の状態
を作り出すと考えられる。
（文献収集、データ分析、考察およびスライド作
成の一部を担当した。）
共著者：上野栄一, 松浦純平.

30.テキストマイニングを用
いた周手術期における ト
ラブルに関する 研究の動向
と課題－過去29年間の論文タ
イトルの分析－

第38回日本看護研究学会
学術集会 録
集,p141.2012.
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― 平成24年8月33.EBNに基づいた会話分析と
は何か

第19回ヘルスカウンセリ
ング学会学術大会・総会
プログラムおよび講演
録集,p52.2012.

本研究では、会話分析の方法について研究者らが
用いている方法についてその特徴を明らかにする
ことを目的とした。会話分析の種類について、こ
れまでの方法について、会話を分析するという視

にたち、その特徴を明らかにし、 に基づ
いた会話分析について示 を得ることとした。テ
キストマイニングソフトを用いると、言葉とこと
ばの関係性が一目 にビジュアル化できる。た
とえば「看護師はである」「看護師は優しい」と
いった会話例を分析すると次のようなスキ―マに
表わすことができる。これは共起分析とも ば
れ、言葉のネットワークとして図式化できるので
会話を可視化することができるので会話の構造を
調べるのに適していると考える。最近は、コン
ピュータを利用したテキストマイニングのソフト
が開発されている。 子化テキストの最小構成単
位としての 文 について、 文 連 の出現頻
度、あるいは文 の次に生起する文 の確率が算
出できる。 また、クラスター解析が可能とな
る。従来の質的研究と併用することにより信頼性
のある精度の高い分析が可能になると期待され
る。
（文献収集、考察およびスライド作成の一部を担
当した。）
共著者：上野栄一, 松浦純平.

32.コミュニケーションにお
ける話し手と聞き手の発話量
の比較

第19回ヘルスカウンセリ
ング学会学術大会・総会
プログラムおよび講演
録集,p51.2012.

本研究では、コミュニケーションにおける話し手
と聞き手の発話量の比較をし、特徴を明らかにす
ることを目的とした。調査期間は平成23年 月。
対象は看護 大学の学生10名に実施した。方法は
聞き手が治療的技法を用いる群と非治療的技法を
用いる群に分けて実施した。2人の間の相互交
内容を分析した。会話の内容について逐語 を作
成後、両者の文 数をカウントして会話量とし、
両者の会話量をMann-Whitney U-testにて分析し
た。治療的技法で話を聞いた聞き手は、非治療的
技法を用いた聞き手よりも有意に高い発語量の変
化を示した。また、非治療的技法では、話し手の
治療的技法を用いた発話量に比べて少ない発話量
の変化であった。話し手が治療的技法を用いた場
合は、聞き手は、受容的な接し方に共感的理解が

まり、自分から話すモチベーションが高まった
と考えられる。 に話し手が非治療的技法を用い
た場合は、聞き手は自分の意見を拒否されるため
不 な感情が生じ話す気にはなれない気持になっ
たと推察する。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 上野栄一.
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35.テキストマイニングによ
る術後せん妄アセスメント
ツールのニーズに関する自由
記述の分析

第32回日本看護科学学会
学術集会講演集
p288.2012.

本研究の目的は、話し手のコミュニケーション技
術が聞き手の感情にどのような影響を えている
か自律神経測定 置を用いて感情の変化を明らか
にすることである。対象は 看護 大学学生20名
に実施。方法は聞き手が治療的技法群と非治療的
技法群に分けて実施した。質問 はPOMSで「気分
の状態」を6尺度で測定治療的技法を用いた群
は、非治療的技法を持ちいた群に比較して、D
（ うつ－ 込み）、A-H（ り－ 意）、F（
労）、C（ ）の得点は有意に下がり、V（活
気）の得点は に有意に上 した（p<0.05）。受
容的態度をとる治療的コミュニケーション技術
は、話し手の内容を聞き手が認めることを意味す
る。聞き手にとり自分の話す内容を話し手が受け
とめてくれることは自分を理解してくれていると
いう気も ちが生じ心に の状態を作り出すと考
えられる。
（文献収集、データ入力、データ分析、考察およ
びスライド作成の一部を担当した。）
共著者：上野栄一, 松浦純平.

本研究の目的は、臨床看護師が考える術後せん妄
アセスメントツールのニーズに関する自由記述内
容をテキストマイニング手法から明らかにするこ
とである。対象は全国の19病院の外科病棟に勤務
する看護師725人。データ分析方法は記述内容を
形態素解析，記述統計，コロケーション解析，ク
ラスター分析，共起ネットワーク分類した。分析
対象は、自由記述回答数51部。記述統計結果の頻
出名 は、せん妄、術後、アセスメントツール、
使用、発見、対応、判断、必要、早期発見であっ
た。アセスメントツールの前後文脈の意味内容を
読み取る解析から「活用したい」「 利である」
「リスク管理としても効果的」「術前から使用可
能」などの文脈を得た。クラスター分析では「発
症の早期発見」「予防」「臨床での活用」など5
個のクラスターを抽出し共起ネットワーク分類か
ら「予防効果」「リスクアセスメント」など7カ
テゴリーに分類された。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 一ノ山隆司, 上野栄一．

36.テキストマイニング分析
について

大阪府内に勤務する臨床看護師を対象にした研修
会にて新しい研究手法であるテキストマイニング
法について事例に基づき説明した。具体的には、
日本看護研究学会で口演発表したスライドを使用
し具体的なポイントを示しながら実施した。結
果、参加者から具体的な質問が出て本研究手法の
興味の高さが明らかになった。
（本研究の代表者として研究に取り組んだ。）著
者：松浦純平．

34.話し手としての看護学生
のコミュニケーション技法が
聞き手の自律神経 と感情に

える影響

第32回日本看護科学学会
学術集会講演
集,p206.2012.

第6回Project AKI全国集
会p2.2013.
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37.スピリチュアルケアに関
する研究の動向

日本がん看護学会誌 27
（l）, p269.2013.

本研究の目的はテキストマイニングを用いてスピ
リチュアルケアに関する国内文献の研究タイトル
の分析からスピリチュアルケアに関する研究の動
向と今後の示 を明らかにすることである.調査
対象は検索結果から抽出した457文献の研究タイ
トルとした.分析方法は形態素解析，記述統計と
コロケーション解析を行った.結果,457文献の研
究タイトルを形態素解析した結果，総抽出語数は
4250語，2226種類であった．高頻度に出現した単
語に着目した結果，スピリチュアルケア（42）看
護（18）がん（10）ターミナル（6）看護（5）な
どが抽出された.スピリチュアルケアの精神面に
関する研究が多い結果であった．スピリチュアル
ケアの単語に注目し，先行と後続文脈（前後文
脈）を抽出するため，コロケーション解析した結
果，スピリチュアルケアを対象にした研修の研
究,スピリチュアルケアの実践に関する研究が実
施されていた．本研究結果から今後，スピリチュ
アルケアのための研修内容の充実を図りその後の
評価を検証していく必要性が示 された．
（逐語録作成、データ分析、考察の一部、スライ
ド作成の一部を担当した。）
共著者：上野栄一, 長光代, 松浦純平.

38.テキストマイニングを用
いたせん妄とメラトニンに関
する研究の分析

第39回日本看護研究学会
学術集会 録
集,p267.2013.

本研究目的はせん妄とメラトニンに関する英語文
献の研究タイトルの分析から研究の動向と今後の
せん妄看護への示 を明らかにすることであ
る.PubMedを使用しDelirium,Melatoninのキー
ワードとした.対象は検索結果から抽出した42文
献の研究タイトルである.分析方法は研究タイト
ルをKH Coderを使用し形態素解析,記述統計,コロ
ケーション解析を行った．結果,せん妄とメラト
ニンに関する研究は，1969年の1 から2004年の2

で増加傾向であった.42文献の研究タイトルを
形態素解析した結果，総抽出語数は870語，226種
類であった．高頻度に出現した単語はDelirium
（22）Melatonin（18）Postoperative（10）
Patients（10）Sleep（6）など.Melatoninの単語
に注目しMelatoninの先行，および後続文脈を抽
出するためコロケーション解析した結果術前，術
後におけるメラトニン分 量の研究，サーカディ
アンリズムとメラトニン分 量に関する研究が実
施されていた周手術期におけるMelatoninの使用
についてサーカディアンリズムとMelatonin分
についての研究やMelatoninの分 を促すことで
患者を ち着かせることができたなどの文脈が得
られた．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 一ノ山隆司, 吉岡一実.
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― 平成26年7月

― 平成26年8月 テキストマイニング手法の紹介をした。本研究の
目的は，うつ病患者へのカウンセリング場面の会
話分析からうつ病患者へのカウンセラーの援助の
特徴を明らかにすることである．研究対象はカウ
ンセリング対象であるうつ病患者へのカウンセリ
ングを実施したカウンセラーの発語．方法はカウ
ンセラーのカウンセリング時の会話内容を録音し
録音内容から逐語録を作成した．分析は計量テキ
スト分析ソフト「KH Coder」を使用した．具体的
方法は記述統計，共起関係ネットワーク分類，コ
ロケーション解析を実施した．結果はカウンセ
ラーの発語総数は520種類，2,583語であった．カ
ウンセリング中に高頻度に発語されていた単語に
着目した結果，「うん」（50），「そう」
（43），などが抽出された．関連の強い語同士を
視覚的に表した共起関係ネットワーク分類の結
果，会話中にカウンセラーは「うん」，「そ
う」，「ああ」という特徴的な相 を多用してい
た．カウンセラーが話した「思う」という動 に
ついてコロケーション解析を実施した結果，ポジ
ティブな発言内容は「心配ないと思う」，「それ
だけでも十分だと思う」，「そういう能力は ち
てないと思う」など10回中6回であった．ネガ
ティブな発言内容は「いらないと思います」の10
回中1回であった．
（本研究の代表者として研究に取り組んだ。）
共著者：松浦純平，川野雅資.

39.NANDA-Ⅰ看護診断におけ
る「急性 」の変遷および
その特徴について

第20回日本看護診断学会
学術大会 録集,p112-
113.2014.

本研究の目的は、NANDA-Iの急性 の定義およ
び診断指 ・関連因子の各項目の記載内容を分析
することでせん妄の早期発見につながる観察の視
点やケアへの示 を得ることである。対象は
NANDA-Ⅰ看護診断名の急性 とした。対象期間
は1997-1998から2012-2014までとし、年度区分別
に定義・診断指 ・関連因子の各項目についてま
とめた。結果、急性 の定義の変遷は、1997-
1998から2012-2014までの間に3回変更されてい
た。1回目は1997-1998の「障害のクラスターの

の発生」から1999-2000には「障害がひとかた
まりになった」へ変更された。2回目は2005-2006
の「注意，認知，精神運動性活動，意識レベル，
そして または 覚醒周期の包括的で一過性
の変化および障害がひとかたまりになった の
発生」から2007-2008「 時間で発達する，意
識・注意・認知および知覚の可 的な の
の発生」へ変更された。3回目は2009-2011「 時
間で発達する，意識・注意・認知および知覚の可

的な の の発生」から2012-2014「 時
間に進行する，可 的な障害が意識・注意・認
知・知覚に 発症した状態」へ変更された。本
研究では、看護診断を使用する看護師が共通認識
の元で使用しやすいように定期的に見直しされて
おり年々 成度が高まっていることが明らかに
なった。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 上野栄一.

40.Text miningを用いたディ
スコース分析

第40回日本看護研究学会
学術集会 録
集,p118.2014.
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― 平成26年8月

― 平成26年8月 第40回日本看護研究学会
学術集会 録
集,p303.2014.

41.テキストマイニングを用
いたうつ病患者へのカウンセ
リング場面の会話分析

第40回日本看護研究学会
学術集会 録
集,p302.2014.

本研究の目的は，うつ病患者へのカウンセリング
場面の会話分析からうつ病患者へのカウンセラー
の援助の特徴を明らかにすることである．
研究対象はカウンセリング対象であるうつ病患者
へのカウンセリングを実施したカウンセラーの発
語．方法はカウンセラーのカウンセリング時の会
話内容を録音し録音内容から逐語録を作成した．
分析は計量テキスト分析ソフト「KH Coder」を使
用した．具体的方法は記述統計，共起関係ネット
ワーク分類，コロケーション解析を実施した．結
果はカウンセラーの発語総数は520種類，2,583語
であった．カウンセリング中に高頻度に発語され
ていた単語に着目した結果，「うん」（50），
「そう」（43），などが抽出された．関連の強い
語同士を視覚的に表した共起関係ネットワーク分
類の結果，会話中にカウンセラーは「うん」，
「そう」，「ああ」という特徴的な相 を多用し
ていた．カウンセラーが話した「思う」という動

についてコロケーション解析を実施した結果，
ポジティブな発言内容は「心配ないと思う」，
「それだけでも十分だと思う」，「そういう能力
は ちてないと思う」など10回中6回であった．
ネガティブな発言内容は「いらないと思います」
の10回中1回であった．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 川野雅資, 上野栄一.

42.テキストマイニングによ
る休職した看護師の復職に対
する支援の実際

メンタルヘルス不調によって休職した病院看護師
の復職支援に関する実際を明らかにすることを目
的とした．研究対象はA 内の200床以上の総合病
院102施設の看護管理とした．データ収集方法は
質問紙調査 の自由記載項目である「看護師のメ
ンタルヘルス不調者の復職において，どのような
援助を行っているのか」に記述された内容であ
る．データ分析方法は記述内容をKH Codeを使用
して，形態素解析後，共起関係ネットワーク分析
を実施した．記載内容を形態素解析した結果，総
抽出語数は3,168語，675種類に分類された．共起
関係ネットワーク分析の結果，[復職，本人，プ
ログラム，支援，業務，職場]，[看護，勤務，調
整]，[体制，サポート，休職， 、相談，面
談]，[専門，面接，必要，メンタル，不調]の語

の結びつきなどが明らかになった。そして，
「職場復職支援プログラム」，「面談・相談」，
「勤務調整」，「専門職によるフォロー」の4因
子に分類された．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平, 一ノ山隆司, 大津聡美, 遠藤
加奈子.
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― 平成26年8月

― 平成26年12月 本研究の目的は，うつ病患者へのカウンセリング
場面の会話分析からうつ病患者へのカウンセラー
の援助の特徴を明らかにすることである．対象は
カウンセリング対象であるうつ病患者へのカウン
セリングを実施したカウンセラーの発語。方法は
カウンセラーのカウンセリング時の会話内容を録
音し録音内容から逐語録を作成した．分析は計量
テキスト分析ソフト「KH Coder」を使用した．具
体的方法は記述統計，共起関係ネットワーク分
類，コロケーション解析を実施した．結果カウン
セラーの発語総数は520種類，2,583語であった．
「思う」という動 についてコロケーション解析
を実施した結果，ポジティブな発言内容は「心配
ないと思う」，「それだけでも十分だと思う」，
「そういう能力は ちてないと思う」など10回中
6回であった．ネガティブな発言内容は「いらな
いと思います」の10回中1回であった．本研究の
結果よりうつ病患者へのカウンセラーの援助の特
徴として以下の2点が明らかになった。1点目はカ
ウンセラーのカウンセリング時のコミュニケー
ション技法としては効果的な相 を っていた．
2点目は意図的にクライエントへポジティブな発
言を げ掛けることで承認をしていた．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平,上野栄一,川野雅資.

第3回ディスコース分析
研究会 録集,p28.2014.

44.テキストマイニングを用
いたうつ病患者へのカウンセ
リング場面におけるカウンセ
ラーの会話分析

43.メンタルヘルス不調に
よって休職した看護師への復
職支援

第40回日本看護研究学会
学術集会 録
集,p328.2014.

本研究の目的はメンタルヘルス不調によって休職
した看護師の復職に関して看護管理者がどのよう
な援助を行なっているのかを明らかにすることで
ある.研究対象は 地方の精神科病院を除く200床
以上の総合病院350病院とし，全体的に看護職員
のことを把握している看護部長および管理職とし
た．データ収集方法は質問紙調査 の一部の自由
記載文であり，「看護職のメンタルヘルス不調に
よる休職後の復職に関してどのような援助を実施
しているのか」についてである．データ分析方法
は回答が得られた102 の記述内容をKH Codeにて
分析した．記述内容を形態素解析した結果，総抽
出語数は3,168語，675種類に分類された．高頻度
に出現した単語に着目し記述統計を実施した結
果，頻出 に「復職」(27)，「サポート体制」
(25)，「本人」(23)，「休職」(19)，「プログラ
ム」(16)，「メンタルヘルス」(16)等が抽出され
た．階層的クラスター分析では，5つのクラス
ターに分類され，看護管理者の復職支援に対する
傾向が明らかになった。
（逐語録作成、データ分析、考察の一部、スライ
ド作成の一部を担当した。）
共著者：一ノ山隆司, 松浦純平, 大津聡美, 遠藤
加奈子.
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45.看護政策に関わる研究の
動向について

本研究の目的は、過去の看護政策に関連する文献
を分析し、その特徴を明らかにすることである。
医学中央雑誌（Web版）にてキーワードとして看
護政策も含む「医療政策」（1976～2014）（原著
論文）とし検索した1030 の研究タイトルを対象
とした。抽出された研究タイトル名を抽出し、テ
キストマイニングStudioにて、単語頻度分析、係
り受け分析、共起分析、対応バブル分析をした。
解析文章は、延べ単語数6593 であった。1)単語
解析では、頻度 に、日本80、研究66、現状62、
検討61と続いた。係り受け頻度解析では、頻度
に18年度-診療報 改定12、診療報 改定-影響7
と続いた。共起分析では、影響と診療報 、「介
護政策」「医療」が「実証的検証」と連動してい
た。「医療政策」と「 機」、「日本」と「米
国」、「日本食 準成分表」などが連動してい
た。対応バブル分析では、「医療政策、診療報
改定、食事栄 基準」と「取り組む」、「検
討」、「展望」の４つに分類された。
（データ分析、考察、スライド作成の一部を担当
した。）
共著者：上野栄一, 成瀬早苗, 増田安代, 松浦純
平, 内田真紀, 山本勝也.

46.テキストマイニングを用
いた看護診断に関する研究の
分析

第21回日本看護診断学会
学術大会 録集, p102-
103.2015.

本研究目的は，国内における看護診断に関する研
究についてどのような視点で取り組まれているの
かを明らかにすることである。検索データベース
医学中央雑誌Web版Ver.5を使用し， 及期間は
1976年以前から2015年とした。対象は看護論文，
原著論文のみとした。検索キーワードは「看護診
断」とした。検索結果から抽出した1,022文献の
研究タイトルを対象とした。分析方法は研究タイ
トルを計量テキスト分析ソフトKH Coderを使用
し，形態素解析，記述統計，出現パターンの類
性を解析する目的にて，階層的クラスター分析と
共起関係ネットワーク分類を実施した。1,022文
献の研究タイトルを形態素解析した結果，高頻度
に出現した単語とし看護診断（792），看護
（724），患者（280），などが抽出された。階層
的クラスター分析の結果，「 準計画ケア」，
「看護診断」，「実習における看護診断」，「ア
セスメントの診断パターン」，「実態調査」の5
つのクラスターに分類された。
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平,上野栄一.

第28回日本看護研究学会
近 ・北 地方会学術集
会プログラム・ 録
集,P21.2015.
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本研究の目的は，先制医療に基づいた 害時の日
本における透析看護に関する研究の動向と課題を
明らかにすることである．対象は75文献とした．
75文献を計量テキスト分析ソフトKH Coderを使用
し，形態素解析，記述統計，コロケーション解
析，階層的クラスター分析，共起関係ネットワー
ク分類にて分析した．結果「透析患者の 害発生
時の具体的対策」，「 害発生時の対策に関する
意識調査」の2つのカテゴリーに分類された．
（文献収集、テキストマイニングでの分析、考察
およびスライド作成の一部を担当した。）
共著者：足日和美,松浦純平．

47.テキストマイニングによ
る「先制医療」の視点からみ
たせん妄発症予防の実際

第41回日本看護研究学会
学術集会 録
集,p239.2015.

本研究目的は，先制医療に基づいたせん妄に関す
る国内文献の研究タイトルを分析することで研究
の動向と今後のせん妄看護への示 を明らかにす
ることである.調査方法医学中央雑誌Web版Ver.5
を使用し，原著論文を対象にした．キーワードは
「先制医療」，「せん妄」とした．調査対象は検
索結果から抽出した196文献の研究タイトル．分
析方法は研究タイトルを計量テキスト分析ソフト
KH Coderを使用し，形態素解析，記述統計，コロ
ケーション解析，階層的クラスター分析，共起関
係ネットワーク分類にて分析した．結果，196文
献の研究タイトルを形態素解析した結果，総抽出
語数は3682語，648種類であった．記述統計の結
果，高頻度に出現した単語として，予防（90），
看護（86），検討（32），要因（27）などが抽出
された．「ケア」と「取り組み」の単語に注目し
てコロケーション解析を行った結果，「ケア」に
ついては24編中9編が予防ケアに特化した関わり
であった．「取り組み」については18編中10編が
予防に関する取り組みであった．階層的クラス
ター分析の結果，6つのグループに分類された．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者:松浦純平,足日和美,中上昌代,上野栄一.

49.世界における 覚障害看
護の現状と展望 －テキスト
マイニングによる定量的分析
－

第36回日本看護科学学会
学術集会プログラム
集,p91.2016.

48.テキストマイニングによ
る日本国内における 害時の
透析看護に関する研究の動向
と課題

第35回 日本看護科学学
会学術集会講演
集,p521.2015.

世界における 覚障害に関する看護論文の分析よ
り本研究の目的は, 覚障害看護の現状と展望を
明らかにすることである.対象は検索データベー
スPubMed。を使用し,キーワード検索はNursing，
Olfactory Dysfunctionとした.調査対象は看護分
野以外の論文11編を除いた25編とした.領域別分
類では，老年15編，小児4編，母性3編，精神2
編，成人1編であった。研究者の国別では，U.S.A
6編，JAPAN 4編，ITALY 3編，FRANCE 2編，
AUSTRALIA 2編，CANADA 2編であった.テキストマ
イニングにて形態素解析の結果，総抽出語数
1,449語，404種類,平 出現回数1.76回， 準

3.54であった.高頻度出現した単語は，Disease
7 ，Older 6 ，Parkinson 6 ，Factors
4 などであった．疾患別ではパーキンソン病

が5編と最多であった．語の関係性を可視化する
共起関係ネットワーク分類の結果，Disease，
Older，Factorsがキーワードとして抽出された．
抽出語を類 した語 に分類したクラスター解析
の結果，4クラスターに分類された．看護の視点
での介入についてはケアリングの観点に基づく看
護に関する研究が1編であった.このことから今後
は，有効的かつ具体的な看護援助に関する研究に
取り組む必要性がある．
（本研究の代表者として、中心となり研究に取り
組んだ。）
共著者：松浦純平,上野栄一.
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本研究の目的は国内における一次 処置に関す
る研究の動向と課題を明らかにすること。検索
データベースは医中誌Webを使用。検索キーワー
ドは「一次 処置」，「看護」とした。 り込
み は「看護文献」，「原著論文」とした。
及期間は1983年から2018年の35年間とした。対象
は結果から得られた一次 処置に関する論文
261編のタイトルとした。分析方法は論文タイト
ルを計量テキスト分析ソフトKH Coderを使用し多
変量解析を実施した。総抽出語数63,775であっ
た。異なり語数4,814であった。 別出現頻度
は，「看護」（出現数1,177），「看護師」
（400），「教育」（389），「 急」（349），
「心 蘇生」（307），「BLS」（258），「
処置」（152），「AED」（120）などの で
あった。クラスター分析の結果，「急変対応」，
「BLS受講」，「学生演習」など6つのクラスター
に分類された。共起関係ネットワーク分類の結
果，知識と技術，対象と実施と結果，看護師と調
査，調査と意識，心 蘇生と教育と 急と質問お
よび評価の関係性が強い結果となった。自己組織
化マップ分類の結果，「患者・家族への急変対
応」，「心 蘇生の教育と評価」など8つのクラ
スターに分類された。一次 処置に関する研究
は，臨床看護師を対象とした研究と教育機関での
教育として学生を対象とした研究に大別された。
医療現場において 処置が必要な場面に す
る確率は高い。 急処置の技術習得は，非常に重
要である。アメリカ心 協会は，医療従事者につ
いて一次 処置の研修は2年に1回必ず受講する
ように提言している。技術習得は反復学習とシ
ミュレーションとデブリーフィングが めて重要
であることが示 された。共著者：松浦純平,守
本とも子,上野栄一.（本研究の代表者として、中
心となり研究に取り組んだ。）

第32回日本看護研究学会
近 ・北 地方会学術集
会プログラム・ 録
集,P40.2019.

平成31年3月50.テキストマイニングによ
る一次 処置に関する看護
の研究に関する動向と課題

―

51.テキストマイニングを用
いた 害看護における教育に
関する研究の動向と課題

第32回日本看護研究学会
近 ・北 地方会学術集
会プログラム・ 録
集,P44.2019.

【目的】国内における 害看護教育に関する研究
の動向と課題を明らかにすることである。
【方法】検索データベースは医中誌Webを使用し
た。検索キーワードは「 害看護」，「教育」と
した。 り込み は「看護文献」，「原著論
文」とした。 及期間は1983年から2018年までの
35年間。対象は結果から得られた 害看護学に関
する論文289編のタイトルとした。分析方法は論
文タイトルを計量テキスト分析ソフトKH Coderに
て解析した。倫理的配慮として，本研究で対象と
した論文について，個人名等が全て 名化されて
いることを確認して研究に取り組んだ。COIは該
当なし。
【結果】総抽出語数18,848であった。異なり語数
7,537であった。 別出現頻度は，「看護」
（出現数648），「看護師」（400），「教育」
（389），「 急」（349），「心 蘇生」
（307），「BLS」（258），「 処置」
（152），「AED」（120）などの であった。
クラスター分析の結果，「比較研究」，「学生対
象の防 訓練」，「 害の教育と調査」など4つ
のクラスターに分類された。共起関係ネットワー
ク分類の結果，知識と技術，対象と実施と結果，
看護師と調査，調査と意識，心 蘇生と教育と
急と質問および評価の関係性が強い結果となっ
た。自己組織化マップ分類の結果，「患者・家族
への急変対応」，「心 蘇生の教育と評価」など
8つのクラスターに分類された。一次 処置に
関する研究は，臨床看護師を対象とした研究と教
育機関での教育として学生を対象とした研究に大
別された。
【考察・結論】医療現場において 処置が必要
な場面に する確率は高い。 急処置の技術習
得は，非常に重要である。アメリカ心 協会は，
医療従事者について一次 処置の研修は2年に1
回必ず受講するように提言している。技術習得は
反復学習とシミュレーションとデブリーフィング
が めて重要であることが示 された。
共著者： 口みちる,松浦純平.

― 平成31年3月
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

52.トラウマに関する研究の
特徴ーテキストマイニングの
分析からー

― 第32回日本看護研究学会
近 ・北 地方会学術集
会プログラム・ 録
集,P44.2019.

平成31年3月 本研究の目的はトラウマに関する研究の特徴を明
らかにすることである。医中誌Web版にて1998年
～2018年の文献について「トラウマ」「ケア」を
キーワードに検索した。テキストマイニングを用
い過去の143文献の 録について単語解析、共起
ネットワークにて分析した。単語頻度解析の名
ではケア110、精神108、被害104、症状102、対象
102、トラウマ89、心理89、ストレス85、家族
80、 害73、子ども71、患者70、職場51、目的
50、外傷47尺度44、要因41、障害40、職員40、保
健40、暴力39事 35、心身34、長期32、リスク
31、 族31、医療31、傾向31、状態31、地域31と
続いた。
サ変名 では、調査138、支援126、影響112、研
究95、実施76、体験73、関係70、関連67、被
63、看護62、検討61、治療59、活動51、示 47、
行動46、報告46、経験45、生活44、援助
42、 育42、介入38、質問36、経過35、自殺32、
分析32、評価31と続いた。共起ネットワークにつ
いて、【実態調査と対象者への影響と健康への支
援】
［ケア、支援、調査を中心に、精神、対象、精
神、健康、実施、必要、目的など 、【トラウマ
体験とその症状】［ケアは、心理、トラウマ、
PTSD、症
状、結果、体験、外傷、症状、PTSDなど 、【子
供の 育と 待】［子ども、 待、 育が結びつ
いていた]、【地域保健活動】［地域、保健、活
動]が結びついていた。本結果からは、トラウマ
に対する実態調査が進められ、その特徴として
は、子供の 待に関する研究、トラウマの影響と
しての症状、外傷、そして地域保健活動の取り組
みが特徴となっており、トラウマとなっている対
象者の理解と支援、また地域 るみの支援が必要
であることが示 された。
共著者：上野栄一,藤本ひとみ,松浦純平.
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2年 3 月 31 日 

氏名 美甘 子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

母性看護学 期の看護支援、出生前診断 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1．母性看護学援助論 2017 年

～現在 

期・新生児期の対象について，最近の動向を まえ

ながら，具体的な援助方法について解説を行った。国家

試験対策も兼ねた小テストを行うことで知識の定着を促

し，実習につながるような演習を行うことで補 した。 

2．ウィメンズヘルス学 2017 年

～現在 

女性のライフサイクル各期の特徴，健康問題・課題，健

康に影響を及 す要因を，健康を支援するための基礎と

なる理論を用いながら解説を行った。エビデンスとなる

データを用い，対象の理解が まるように工夫した。一

方的な講義とならないように，学生が発言する場面を設

けたり，グループワークを行うことで参加型の講義とし

た。 

3．助 診断・技術学Ⅱ 2017 年

～現在 

婦の分 経過や 児の状態が，正常であるか否かにつ

いて独自に判断するための基礎的知識に関しては，学生

が理解しやすいように独自の資料を作成し授業を展開し

た。 期の助 過程の展開では， 婦や家族にとって安

全で満足度の高い分 となるためには，どの様な助 ケ

アを行うと良いのかを考える機会を持つようにした。正

常分 の介助方法では，技術のエビデンスを具体的に説

明するようにした。
4．助 診断・技術学演習 2017 年

～現在 

分 期の対象の事例展開と分 介助技術習得のための技

術演習を行った。実践にそくした具体的な事例を用い，

エビデンスに基づいた助 診断展開能力を うようにし

た。さらに，グループ討議を行い，知識の定着と問題解

決能力の向上を目指すようにした。

5．卒業研究Ⅱ 2017 年

～現在 

ミ形式で，学生同士が意見交 をし，知識や看護観が

まるようにしている。 

6．育成看護学特論Ⅱ 2018 年 教員 3 名でのオムニバス形式で 2 コマを担当した。今ま

での看護経験をもとに次世代育成のための看護実践を考

えることができるように参加型の講義を行った。 

２ 作成した教科書，教材 

1．生 倫理 教科書 2014 年 来人間とかかわるコメディカル領域の職業や子供たち

の教育にあたる教員職に就く学生とともに生 倫理につ

ちえ考えるための教材として作成した。 

2．助 学実習要 ・要項・記録 2014 年 央大学助 学専攻科で 存の実習要 ・要項・記録を

見直し，学生の特徴をふまえて，有効な学びができるよ

うに作成した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

1．厚生労働省看護研修研究センター 看護教員 成

課程 修了

2006 年 看護教育に必要な知識・技術・態度に関して研修を受け

た。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1．大和高田市立看護専門学校 非常勤講師 2014 年～

現在
母性看護方法Ⅰ 伝相談について 1 コマの講義を行っ

た。 
2．看護教育課程研修会（京都） 非常勤講師 2012 年 母性看護教育計画 実習計画について 2 コマの講義を行

った。 
3．学校法人古沢学園広島都市学園大学 看護学科 

非常勤講師 

2011年～

2013 年 
発達看護学-リプロダクティブ・ヘルスと看護理論-にお

いて 15 コマの集中講義を行った。 

５ その他 
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職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

1．アドバンス助 師 CloCMIP レベルⅢ 認証 2016 年 助 実践能力習熟段階（クリニカルラダー）レベルⅢの

認証を受けた。 

2．ALSO 認定 2016 年 周生期医療支援機構でプロバイダーコースを受講し認証

を受けた。 

3．新生児蘇生法 A コース 認定 2015 年 日本周 期・新生児医学会の新生児蘇生法 A コースの修

了認定を受けた。 
4．保健師免許 

5．助 師免許 

6．看護師免許 

２ 特許等 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1．科学研究 助成事業 基 研究 C 研究分野：生

発達看護学

2015年～

2018 年 

出生前診断を希望する 婦と夫への意識調査（2015 年 4

月～2018 年 3 月） 

2．科学研究 助成事業 若手（B） 研究分野：生

発達看護学 

2012年～

2015 年 

母体 清マーカー検査で陰性と判定された 婦の不安に

関する研究（2012 年 4 月～2015 年 3 月） 

４ その他 

1．奈良県看護協会 助 師職能委員 2018 年

～ 

助 師職能委員として委員会に参加し，研修の企画・運

営を行った。 
2．第 32 回日本助 学会学術集会プレコングレス 

実行委員 

2018 年 プレコングレス３「子育て世代包括ケアシステム時代に

求められる助 の力－助 実践能力育成を考える－」の

運営をサポートした。 

3．第 19 回日本母性看護学会学術集会 実行委員 2017 年 学術集会において学会運営をサポートした。 

4．第 40 回日本看護研究学会学術集会 拡大実行委

員 

2014 年 学術集会において学会運営をサポートした。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1．学生と考える生 倫理 共著 2014 年 4 月 ナカニシヤ出版 第 2 部各論 いのちに関する倫理 4 生

殖に関する倫理を担当した。 

金子章 ，金内雅夫，河野由美，美

甘 子(pp34-46)，他 11 名 

（学術論文） 

1． 婦と夫への出生前診

断の認知度に関する調

査研究

（査読付き）

共著 2018 年 2 月 医療福祉情報行動科学，

5，pp27-34． 

22 週以 の 婦と夫 192 組を対象

に，出生前診断の認知度と情報 を調査

した。出生前診断に関する具体的な知識

を持つ者は少なかった。夫は出 前診断

に関する情報 を「パートナーから」と

回答した割合が高かった多かった。 婦

も夫も情報 で医療者と回答した割合

は1割以下であった。 婦だけではなく，

婦と夫の両方に，知識の程度を確認し

ながら出生前診断に関しての情報提供

をする必要がある。 

美甘 子，中塚 也

2.（2017）：Non-invasive 

prenatal testing（NIPT） 

受検時の心理カウンセ

リングに対する 婦の

意識調査

（査読付き）

共著 2017 年 5 月 インターナショナル

Nursing Care Research，

16（2），pp1-9.

婦 557 人を対象に，NIPT を受検する際

の心理カウンセリングの希望を調査し

た。NIPT を受験する際に，心理カウンセ

リングを 7割が希望し，検査前や検査結

果説明時だけではなく，全ての期間で心

理カウンセリングを希望していた。助

師は，研修などにより 伝に関する知識

を高めるとともに，心理カウンセリング

ができることを 婦に周知することも

必要である。

美甘 子，中塚 也
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

3．フリースタイル分 の

分 体位が 婦に え

る影響と助 師の見解

に関する文献検討 

共著 2017 年 3 月 奈良県母性衛生学会雑

誌，30，pp35-37 

フリースタイル分 に助 師が感じ

ている困難感について 10 の原著論文

を検討した。病院に勤務する助 師は，

フリースタイル分 について，【教育】

【設備・環境】【人的問題】に困難感を

感じていた。病院でフリースタイル分

を促進していくために，助 師の学ぶ意

を高め，知識を向上させ， 期から

継続的な関わりが重要である。

藤井智子，池田実 ，美甘 子

4 ．A県における小児訪問

看護の受け入れの実態

と課題 

（査読付き） 

共著 2017 年 2 月 医療福祉情報行動科学

研究 4，pp37-42 

小児訪問看護を実施する 34 施設を対象

に，小児訪問看護の実施状況と課題を明

らかにすることを目的に調査を行った。

小児訪問看護の依頼元で「家族」は 3割

であった。小児訪問看護を行う上で「家

族のサポート」に最も困難さや大変さを

感じていた。小児訪問看護を実践する看

護師の育成とサポート体制の構築が必

要である。 

美甘 子, 原 美

5．A県における小児訪問看

護の受け入れ拡充に向

けた検討 

（査読付き） 

共著 2017 年 2 月 医療福祉情報行動科学

研究 4，pp3-9 

訪問看護ステーションの施設長110名を

対象に，小児の訪問看護の受け入れが困

難な施設の実態と課題を明らかにする

ことを目的に調査した。小児訪問看護を

受け入れていない理由は，「小児看護の

経験のある看護師がいない」が最も多か

った。小児訪問看護の拡充に向けて必要

な支援で「家族との対応」は訪問なし群

に有意に高かった。家族との対応を含め

た小児看護技術の習得とマンパワーの

確保が課題である。 

原 美, 美甘 子

6．生後 4か月までの児を

持つ 親の育児・家事行

動と育児ストレスに関

する文献レビュー 

（査読付き） 

単著 2016 年 11 月 インターナショナル

nursing care

research,15(3),

pp143-151

生後 4か月までの児を持つ 親の育児参

加の促のための支援について 16 文献を

検討した。 親の育児ストレスの要因

に，【育児の大変さと 労】【育児不安】

【戸 い・困 】【 親責任】【夫婦関

係】【経 的・社会的状況】が抽出され

た。 親の育児参加を促すためには，心

身へのサポートが重要である。 

美甘 子

7．日本人 婦における障

がいを持つ子どもへの

意識と非侵 的出生前

伝学的検査

（Non-invasive 

prenatal testing；NIPT）

への意識との比較 

（査読付き） 

共著 2016 年 7 月 母性衛生,57(2), 

pp323-331 

NIPT への意識と障がいを持つ子どもへ

の意識との関連を検討し，495 部を分析

した。NIPT が陽性であった場合に「 水

検査を受けずに をあきらめる」と回

答した率は，障がいを持つ方が「近親者

にいる」群に高かった。障がいを持つ子

どもへの意識は，NIPT 受検やその後の対

応への意識に関連することを念 にサ

ポートを行う必要がある。 

美甘 子，中塚 也

8．母体 清マーカー検査

の結果が陰性であった

婦の 児への不安や

検査への認識 

（査読付き） 

共著 2016 年 5 月 インターナショナル

nursing care

research,15(2),

pp23-32

母体 清マーカー検査で陰性と判定さ

れた 婦が，どのような不安や認識を抱

いていたのかを明らかにした。12 名に半

構造的面接を行ったデータを自動言語

解析した。「思う」と係り受けの関係に

ある単語は，「大 夫」「マーカー検査」

「不安」の に多かった。予想する結果

と異なる場合は心理的負担が大きいと

推測され，サポートが必要である。 

美甘 子,杉山智春,谷口光代
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

9．助 師が 婦健康診査

で用いる 音 検査に

おけるケアの概念分析 

（査読付き） 

共著 2015 年 10 月 インターナショナル

nursing care research,

14(3), pp97-103

助 師が用いる 音 検査におけるケ

アについて Walker らの概念分析を用い

10 の原著論文を分析した。「 児や

経過の診断」「保健指導」「 児への

愛着形成へのケア」「精神面へのケア」

「コミュニケーションの手段」と再定義

した。助 師は，母児の健康状態の診断

と，検査結果をもとに保健指導を行って

いた。 

美甘 子,杉山智春,谷口光代

10．母体 清マーカー検査

の結果が陰性であった

女性の思い 

（査読付き） 

共著 2015 年 9 月 ヒューマンケア研究学

会誌,7(1),pp45-5

母体 清マーカー検査受検時の思いを

明らかにすることを目的に，女性 12 名

に，半構造化面接法を行い，質的帰納的

に分析した。【結果による安心感】【安

な動機】【家族と同じ価値観】の 3 つ

のカテゴリーと，それを構成する 8 つの

サブカテゴリーが抽出された。女性と家

族の価値観が異なる場合にも，十分なサ

ポートが必要である。 

美甘 子,井田歩美

11．Knowledge and 

attitude with regard to 

non-invasive prenatal 

testing among pregnant 

Japanese women 

（査読付き） 

共著 2015 年 6 月 Acta Medica Okayama, 

69(3), pp155-163 

Non-Invasive Prenatal Test（NIPT）に

関してどのような知識や意識を持って

いるかを明らかにすることを目的に，

婦に無記名自記式質問紙調査を施行し，

557 部を分析した。NIPT の導入に 成の

婦は高率であったが，知識は十分では

なかった。NIPT を受けてから，その結果

の重大性に気づくことがないように情

報提供を十分に行う必要がある。 

Mikamo S.，Namatuka M.

12．医療施設で働く助 師

への業務拡大に関する

意識調査 

（査読付き論文） 

共著 2014 年 3 月 インターナショナル

nursing care

research,13(2),pp9-18

医療施設で働く助 師の医療処置に関

連した業務拡大への意識を明らかにす

ることを目的に，助 師に，無記名自記

式質問紙調査を施行し，331 部を分析し

た。会陰切開・ 合の施行に 的では

なかった。助 師教育で助 に必要とさ

れる医療処置に関して教授し，業務拡大

のメリットが認識できるようにし意識

改 を行う必要がある。 

杉山智春，谷口光代，内田みさと，

美甘 子，丸山幸三 

13．女子大学生の子宮 が

ん予防に関する調査-性

交経験と，知識，子宮

がん予防行動との関連- 

（査読付き） 

共著 2013 年 3 月 近代 路大学紀要，5，

pp75-84 

女子大学生の性交経験の有無と，子宮

がんに関する知識や，子宮 がん検診受

検，HPV ワクチン接種の関連を明らかに

することを目的に無記名自記式質問紙

調査を実施し 217 人を分析した。HPV 感

リスクが高いことを自覚してもらい，

性交経験がある者には子宮 がん検診

の受検を，性交経験がない者には HPV ワ

クチンの接種を める必要がある。

美甘 子，杉山智春
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

14． 前の 20～30 代

就労女性の食習慣，やせ

に関する知識，価値観の

実態 やせ体型群と

通体型群の比較 

（査読付き） 

共著 2013 年 1 月 母性衛生，53(4)，

pp522-529 

前の 20～30 代就労女性の食習慣

と，やせに関する知識，食事及び健康に

関する価値観の実態を明らかにするこ

とを目的に，無記名自記式質問紙を用い

調査し，448 部を分析した。やせの影響

に関する知識の 及と，自身の健康と次

世代の健康のために食習慣が大切であ

るという価値に働きかける健康教育が

効果的であることが示 された。 

美甘 子，町浦美智子，佐保美奈子

15． 前の看護師のやせ

の影響や葉 に関する

知識と食習慣の実態 

前の一般職との比

較 

（査読付き） 

共著 2012 年 2 月 日本看護学会論文集：母

性看護，42 号 pp92-95 

前の 20～30 代の看護師のやせの影

響に関する知識と食生活の実態を把握

することを目的に，一般病棟に勤務する

20～30代の看護師133名を対象に質問紙

調査を行い，同年代の就労女性 474 名と

比較検討した。看護師も一般就労女性も

全体の 2割がやせ体型であり，栄 バラ

ンスを考えている者の割合は高かった

が，食行動が必ずしも伴っていなかっ

た。 

美甘 子，町浦美智子

（その他） 

1．運動に関するソーシャ

ルメディアへの書き込

みの分析

共著 3019 年 3 月 第 33 回日本助 学会学

術集会，福岡 

運動に関する 婦保健指導の実践に向

けた 婦の情報ニーズを明らかにする

ことを目的に， 婦の発言内容 764 を

分析した。運動に関しての情報ニーズは

10 カ月以 に高まっていた。運動

の効果や方法だけでなく，運動をしても

良いかの身体的状態かの判断へのニー

ズがあることが明らかとなった。 

美甘 子, 井田歩美

2．日本最大ウェブサイト

における 婦の情報発

信の実態 レスポンス

の多い話題の分析 

共著 2019 年 3 月 第 33 回日本助 学会学

術集会，福岡 

ウェブサイトコミュニティでの発言

117,160 でレスポンスの多い話題を分

析し， 婦の情報発信の実態を明らかに

することを目的とした。マタニティハラ

スメント事案やドメスティックハラス

メント事案などがあった。 婦同士の井

戸 会議の場としての利用が専門職者

による介入の必要性があるものより多

いことが明らかとなった。 

井田歩美,美甘 子, 片岡久美恵,

川崎千春 

3． 婦と夫の出生前診断

を受けるか否かの話し

合いに関する実態調査 

共著 2018 年 12 月 第 38 回日本看護科学学

会学術集会，松山 

出生前検査を受けるか否かの話し合い

で話した内容明らかにすることを目的

に 22 週以 の 婦と夫 178 組を調

査した。検査の詳細や検査後の対応につ

いて話し合った割合は低かった。医療職

者は，検査の詳細や検査後の対応につい

て十分に話し合う機会を設ける支援が

必要である。 

美甘 子，中塚 也
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4．ソーシャルメディアに

おける予定帝王切開に

関連した発言内容の分

析 

共著 2018 年 12 月 第 38 回日本看護科学学

会学術集会，松山 

ソーシャルメディア上の予定帝王切開

術に関する242 の発言内容を分析し情

報ニーズを概観した。前回帝切となった

経 婦が今回の出 で予定帝切を選択

したものの不安や 問が生じ，それを軽

減，解決を図るために情報提供を求めて

いる実態が明らかとなった。予定帝切を

受ける女性に特有の不安に寄り添い，個

別性に応じた情報を提供する必要性が

示 された。 

井田歩美, 美甘 子, 片岡久美恵,

藤井弓加 

5．出生前診断を受けるか

否かの話し合いに必要

な知識の程度に関して

の 婦と夫の比較 

共著 2018 年 10 月 第 59 回日本母性衛生学

会学術集会，新潟 

婦と夫の出生前診断を受けるか否か

の話し合いで必要な知識を明らかにす

ることを目的とし， 22 週以 の

婦と夫有効回答は 179 組に調査をした。

出生前診断の受検経験がある 3割の

婦，半数の夫は話し合いをするための知

識が不十分と思っていた。 初期まで

に， 婦と夫が正しい知識を持つことが

できる教育・情報提供のシステム作りが

必要である。 

美甘 子，中塚 也

6．ソーシャルメディアに

おける 急帝王切開に関

連した発言内容の分析 

共著 2018 年 10 月 第 59 回日本母性衛生学

会学術集会，新潟 

婦・ 婦がソーシャルメディア上で発

言した 急帝王切開に関する内容104

を分析した。予定されている帝王切開術

に対する不安を げて，同様の体験をし

た人からの体験談やアドバイスを求め

ていた。 急帝王切開となった場合に，

出 の肯定的受容促進への支援の必要

性が示 された。 

井田歩美，美甘 子，片岡久美恵，

川  千春，藤井弓加 

7． 婦と夫への出生前診

断に関しての認知度と

知識の実態調査 

単著 2018 年 3 月 第 32 回日本助 学会学

術集会，横浜 

出生前診断の認知度と知識について明

らかにすることを目的に，192 組の 婦

と夫に調査をした。 婦と夫の出生前診

断の認知度は高いが，具体的な知識を持

っている者が少なく，医療者から情報を

得ている割合が低かった。 

美甘 子

8． 後期にある 婦の

情報ニーズに関する研

究 日本最大ウェブサ

イトにおける発言の分

析

共著 2018 年 3 月 第 32 回日本助 学会学

術集会，横浜 

ウェブサイト上で 後期の 婦が発

言した内容3,799 を分析し情報ニーズ

の可視化を目的とした。 婦は一定の情

報では判断しきれないことに対して，自

分以外の 婦の意見を参考にして， 問

の解決や不安の軽減に めていること

が明らかとなった。医療者は，より具体

的で個別性に配慮した情報提供を行う

とともに， 婦の不安に寄り添う の

重要性が示 された。 

井田歩美，美甘 子，片岡久美恵

9． 婦の無痛分 に関す

るソーシャルメディア

への書き込みの分析 

共著 2017 年 12 月 第 37 回日本看護科学学

会学術集会， 台 

無痛分 に関する 婦のソーシャルメ

ディア上での発言 125 を，情報ニーズ

を明らかにすることを目的に分析した。

無痛分 を選択するための情報だけで

はなく，無痛分 時への不安の対処方法

に関して情報を求めていた。無痛分 の

具体的な方法だけではなく，精神的な援

助も必要であることが示 された。 

美甘 子，井田歩美
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10． 中期にある 婦の

ソーシャルメディアに

おける発言内容から分

析した不安の可視化

共著 2017 年 12 月 第 37 回日本看護科学学

会学術集会， 台 

ソーシャルメディアで発言された

中期にある 婦の不安 284 を分析し，

可視化することを目的とした。 中期

の 婦がソーシャルメディアの利用に

より解決したい不安は，切迫早 ，

病や感 症といった 異常に関

するものが多かった。 婦健診では，健

診結果について， 婦が十分に理解，納

得できているのかを確認する必要性が

示 された。 

井田歩美，美甘 子
11． 中期にある 婦の

情報ニーズに関する研

究 ソーシャルメディ

アにおける発言内容の

分析

共著 2017 年 9 月 第 58 回日本母性衛生学

会学術集会，神戸 

5～7か月の 婦がコミュニティサ

イト上で発言した内容4,876 の情報ニ

ーズを可視化するために分析を行った。

中期の 婦の情報ニーズは 部

満や 動に関して不安や 問を感じて

いることが明らかとなった。具体的な情

報提供とともに， 婦の不安に寄り添う

の重要性が示 された。

井田歩美, 美甘 子, 片岡久美恵

12．Visualization of 

Child Care Information 

Needs of Mothers with 

Infants－Comments  

Analysis on Japan s 

Largest Website－ 

共著 2017 年 6 月 31ST ICM Triennial 

Congress , Canada. 

The purpose was to visualize the child 

care information needs of mothers with 

young children. It is important to 
increase the health literacy and 

enable mothers to assess the uality 

of child care information and select 

what they need as this allows for 

better development in child-rearing 

behavior.  

Ida A.，Mikamo S.

13．高年 婦における出生

前診断に関する情報ニ

ーズの明確化－初 婦

と経 婦の比較－ 

共著 2017 年 6 月 第 19 回日本母性看護学

会学術，西宮 

高年 婦がソーシャルメディア上で発

言した出生前診断に関しての内容182

を分析し，初 婦と経 婦が求めている

情報ニーズを明らかにすることを目的

とした。初 婦と経 婦では検査方法に

よって発言頻度が異なっており，医療者

は対象に応じた情報提供が必要である

ことが示 された。 

美甘 子，井田歩美

14.Qualitative analysis

of material posted to

social media on

prenatal diagnosis by

mid-life expectant

mothers,

共著 2017 年 3 月 20th EAFONS, Hong Kong 母体 清マーカー検査で陰性と判定さ

れた 12 名の女性の不安や認識を明らか

にすることを目的としてインタビュー

を行った。検査でわかる確率よりも，医

療者の「大 夫」という言葉を判断の基

準にしていた。比較的年が若い女性に，

結果が判明するまでに不安を抱く者も

いたことから，年齢，背景に関係なく精

神的なケアを行う必要がある。 

Mikamo S., Ida A.

15．高年 婦の出生前診断

に関するソーシャルメ

ディアへの書き込みの

分析 

共著 2017 年 3 月 第 31 回日本助 学会学

術集会，徳島  

高年 婦が，ソーシャルメディアを利用

して出生前診断に関して発言した内容

181 を分析し，出生前診断に関する関

心やその内容を明らかにすることを目

的とした。「 水検査」「 児ドック」

「NIPT」への関心が高かった。出生前診

断を希望する 婦の個々のニーズを十

分に把握し，適切な情報を提供する必要

がある。 

美甘 子，井田歩美
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16. 初期にある 婦

の情報ニーズに関する

研究 日本最大ウェブ

サイトにおける発言の

分析

共著 2017 年 3 月 第 31 回日本助 学会学

術集会，徳島市 

初期にある 婦の情報ニーズを可

視化することで，具体的な 婦保健指導

の実践に向けた基礎的資料とすること

を目的に 4か月までの 婦の発言

2,837 を分析した。 初期における

婦の情報ニーズは，病院選び，つわり，

悪阻，切迫流 など不定 や 異常

に関するものが多くみられた。 

井田歩美, 美甘 子, 片岡久美恵

17．高齢出 となる女性の

情報ニーズ -ソーシャ

ルメディアにおける発

言のテキストマイニン

グによる分析-

共著 2016 年 10 月 第 57 回日本母性衛生学

会，東京 

高齢 婦の情報ニーズを明らかにする

ことを目的に，2013 年 1 月～2015 年 12

月の発言タイトル 1,242 を Text 

Mining Studio を使用し分析した。単語

の出現頻度は，「病院」が最も多く抽出

された。医療職者は，高齢 婦に，適切

な時期に情報を提供する必要がある。 

美甘 子，井田歩美

18．ソーシャルメディアに

よる意見交 が及 す

児をもつ母親の育児

への効果 

共著 2016 年 10 月 第 57 回日本母性衛生学

会，東京 

ソーシャルメディアでの意見交 が母

親の心理状況に及 す影響を明らかに

する。2011 年 4 月～2012 年 3 月の発言

31,801 を，Text Mining Studio5.2 で

分析した。「良い」「参考」「頑張る」

が多く抽出された。母親のコミュニティ

を有効な育児支援へと活用する必要が

ある。 

井田歩美，美甘 子

19.Anxiety about the

fetus and awareness of

testing in puerperal

women with negative

results on the maternal

serum screening

共著 2016 年 3 月 19th EAFONS, Chiba, 

Japan 

マーカー検査で陰性と判定された 婦

の認識を明らかにすることを目的とし

た。12 名の半構造的面接を自動言語解析

した。年齢が若く「大 夫」と思い検査

を受ける者もいた。結果判明までに「不

安」を抱く者もおり，年齢や背景に関係

なく精神的なケアを行う必要がある。  

Mikamo S., Sugiyama C., Taniguchi

M. 

15. Awareness survey of

pregnant Japanese

women towards

psychological

counselling during

non-invasive prenatal

testing (NIPT)

共著 2015 年 7 月 ICM，2015，

Yokohana,Japan 

婦が希望する心理カウンセリングの

内容とその時期を明らかにすることを

目的とし， 婦 557 人を調査した。NIPT

を受検する際に，心理カウンセリングを

69.8 が希望していた。助 師は NIPT に

関する知識を め，心理的なサポートを

行っていくことが必要と考える。 

Mikamo S., Nakathuka M.

16. Changes in the Image

of Examination Table

and Sense of Shame of

Female University

Students Before and

After Expreiencing the

Litthotomy position on

Gynecogical

Examination Tables

共著 2015 年 7 月 ICM，2015，

Yokohana,Japan 

看護学生 80 名が 石位を体験し，診察

台のイメージや 心の変化を検討し

た。 婦人科診察台イメージは「情動イ

メージ」「体感イメージ」「 張的イメー

ジ」「見た目イメージ」の 4 因子が抽出

された。 婦人科診察台に対してマイナ

スイメージが強い場合は， 心が強く

なる傾向にあり，配慮が必要である。 

Nakai Y., Mikamo S.
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17．助 師の業務拡大に対

する医療施設で働く助

師への意識調査（第 2

報） 

共著 2014 年 11 月 第 34 回日本看護科学学

会，名古屋 

医療施設で働く助 師が，会陰切開や

合，等の医療処置等の業務の拡大に対し

て，肯定的に考えているのかを明らかに

することを目的に，無記名自記式質問紙

調査を行い，701 部を分析した。助 師

教育で助 に必要とされる医療処置に

関して教授し，業務拡大することのメリ

ットが認識できるようにし意識改 を

行う必要がある。 

杉山智春，内田みさと，美甘 子

18．無侵 的出生前 伝学

的検査（NIPT）と 水検

査に対する 婦の意識

調査 

共著 2014 年 9 月 第 55 回日本母性衛生学

会， 張 

NIPT で陽性と判定された場合に， 水検

査を受けるかどうかの意思決定に影響

する要因を明らかにすることを目的に，

婦に質問紙調査を行った。有効回答

557 人であった。NIPT の検査前の説明に

は， 婦だけでなく夫にも同 してもら

い，陽性と判定された場合に 水検査で

診断を行なう必要があることが明らか

となった。 

美甘 子，中塚 也

19．女子大学生の 婦人科

診察での載石位体験前

後の 心比較と対人

との関連 

共著 2014 年 3 月 第 28 回日本助 学会，

長崎 

石位をとることで生じる 心の程

度と， 心の要因の内である対人

の関連を明らかにし， 婦人科診察台に

関しての看護への示 を得ることを目

的とした。看護学生 80 人に準実験研究

を行った。 婦人科診察台での 石位体

験前後の状態 感情測定尺度の総数

に変化はないこと，対人 が強い場合

は 心も強いことが明らかとなった。 

中居由美子，美甘 子，鷲尾弘江

20．母体 を用いた新しい

出生前 伝学的検査に

対する 婦の意識調査 

共著 2013 年 10 月 第 54 回日本母性衛生学

会，大宮 

婦が NIPT に関してどのような知識

や考えを持っているかを明らかにし，必

要な援助の示 を得ることを目的に，無

記名自記式質問紙調査を行い，271 名か

ら有効回答を得た。 婦の NIPT への関

心は高いが，検査内容や結果についての

知識は十分とは言えず，正しい情報へア

クセスできるように支援することが必

要であることが明らかとなった。 

美甘 子，片岡久美恵，中塚 也

21．招待講演 新型出生前

検査：日本人 婦の意識

調査 

単著 2013 年 7 月 公開シンポジウム「生と

の倫理」，岡山 

研究協力の同意が得られた施設におい

て 婦健診を受けている 婦に無記名

自記式質問紙調査を行った結果をも発

表した。 

美甘 子

22．女子大学生の子宮 が

ん予防に関する調査(第

2報) 性交経験と知識

および子宮 がん予防

行動との関連 

共著 2012 年 11 月 第 53 回日本母性衛生学

会，福岡 

女子大学生の子宮 がん細 診受検お

よび HPV ワクチン接種の実態と，子宮

がんに関する知識，性的自己意識・性的

リスク対処意識を明らかにすることを

目的に自記式質問紙調査を行い217人を

分析した。8割の女性が HPV に感 する

が，子宮 がんは予防できる であると

いうことを周知し，さらに，自身の性に

関する意識を高める性教育を行うと効

果的であることが示 された。 

杉山智春，美甘 子
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

23．女子大学生の子宮 が

ん予防に関する調査(第

1報) 予防行動と知識

および性的リスク対処

意識との関連 

共著 2012 年 11 月 第 53 回日本母性衛生学

会，福岡 

女子大学生の性交経験の有無と，子宮

がんに関する知識や，子宮 がん細 診

（細 診）受検，HPV ワクチン接種の関

連を明らかにすることを目的に自記式

質問紙調査を行い217人を分析した。HPV

ワクチンを初交前に接種することが有

効であることを周知する必要がある。さ

らに，性交経験者には，細 診の方法や

用の助成など具体的な内容を説明す

る必要があることが示 された。 

美甘 子，杉山智春

24．BMI やせの 20～30 代

就労女性の食習慣，やせ

と葉 に関する知識，価

値観の実態 

共著 2011 年 9 月 第 52 回日本母性衛生学

会，京都 

前 20～30 代就労女性の食習慣，

やせと葉 に関する知識，食事に対する

価値観及び自身の健康や次世代の健康

に関する価値観について質問紙調査を

行った。BMI やせ 95 人と 通 339 人を比

較した。食習慣を整えることは次世代の

子どもの健康だけでなく，自身の健康に

も影響するという価値に働きかける必

要があることが示 された。 

美甘 子，町浦美智子

25． 前の看護師のやせ

の影響と葉 に関する

知識，価値観と食習慣と

の関連 

共著 2012 年 8 月 第 42 回日本看護学会 

母性看護，東京 

前の 20～30 代の看護師を対象と

し，やせと葉 に関する知識と食習慣の

関連，食習慣に対する価値観と食習慣に

ついて質問紙調査を行った。看護師が

前や 中のやせや低栄 が次世代

の健康に影響するという知識を持って

いる割合は低かった。知識を持つこと

で，実際に したときや， を希望

したときに食習慣の改善の動機付けと

なる可能性がある。 

美甘 子，町浦美智子

26． 前の 20～30 代

就労女性のやせと葉

に関する知識，価値観と

食習慣との関連 

共著 2011 年 6 月 第 13 回日本母性看護学

会学術集会，宇都宮 

前の 20～30 代就労女性 474 人を

対象に質紙調査を行った。20～30 代の

就労女性は，食習慣に改善の 地があ

り，やせの影響や葉 に関する知識を持

っていた割合は低く，健康は大切という

価値を持っている割合が高かった。食習

慣を整えることは次世代の子どもの健

康だけでなく，自身の健康にも影響する

という価値に働きかける必要があると

考えられた。 

美甘 子，町浦美智子
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 2年 3 月 31 日 

氏名 井上 葉子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

看護学 公 衛生看護学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 
基礎看護技術演習Ⅰ 関西学研医療福祉学院（専任教員） 

（専任教員） 
平成23年

4 月～平

成 24 年 8

月 

学校法人青 学園関西学研医療福祉学院看護学科の

専門科目「基礎看護技術演習Ⅰ」（1 年次配当、1 単

位、40 人クラス）において実践した。看護技術は人間

関係の成立が第１要 であるといっても過言ではな

い。このことをふまえて、基礎看護技術演習Ⅰでは、

単な事例を設定して、ロールプレイの演習を取り入

れ、コミュニケーション技術および日常生活援助を中

心とする看護技術の習得に めた。 

看護研究指導 関西学研医療福祉学院看護学科 

（専任教員） 
平成23年

4 月～平

成 24 年 8

月 

探求心をもって研究に取り組み自己研 に めるこ

とは専門職業人として必要なことである。このことを

ふまえ、学校法人青 学園関西学研医療福祉学院看護

学科３年生が取り組んだ、実習で担当した患者につい

てのケーススタディの指導を担当した。学生は研究目

的・方法の設定、データの収集・分析の一連の過程を

体験し、研究的態度および論理的思考についての学習

を めることができた。 

基礎看護技術演習Ⅱ 関西学研医療福祉学院 

（専任教員） 
平成23年

4 月～平

成 24 年 8

月 

学校法人青 学園関西学研医療福祉学院看護学科の

専門科目「基礎看護技術演習Ⅱ」（1 年次配当、1 単

位、40 人クラス）において実践した。看護技術は人間

関係の成立が第１要 であるといっても過言ではな

い。このことをふまえて、基礎看護技術演習Ⅰでは、

単な事例を設定して、ロールプレイの演習を取り入

れ、コミュニケーション技術および診療の補助に関す

る援助を中心とする看護技術の習得に めた。 

基礎看護学実習Ⅰ 関西学研医療福祉学院 

（専任教員） 
平成23年

4月～ 

平成24年

8月 

学校法人青 学園関西学研医療福祉学院看護学科で

の臨地実習「基礎看護学実習Ⅰ」（２年次配当）の科

目責任者として実習の全てを担当した。 

基礎看護学実習Ⅱ 関西学研医療福祉学院 

（専任教員） 
平成23年

4月～ 

平成24年

8月 

学校法人青 学園関西学研医療福祉学院看護学科で

の臨地実習「基礎看護学実習Ⅱ」（２年次配当）の科

目責任者として全てを担当した。 

在宅看護論実習 塚大学 

（非常勤講師） 
平成25年

4 月～平

成 26 年 3

月 

科目責任者である教授とともに実習施設との調整、実

習前オリエンテーション、実習後の評価資料の作成と

施設への報告、次年度の実習依頼を行った。 

地域看護学Ⅴ 塚大学 

（非常勤講師） 
平成25年

4 月～平

成 26 年 3

月 

科目責任者である教授とともに、地域診断演習時の指

導、地区 査の指導を行った。 

地域看護学実習 塚大学 

（非常勤講師） 

平成25年

4 月～平

成 26 年 3

月 

科目責任者である教授とともに実習施設との調整、実

習前オリエンテーション、実習後の評価資料の作成と

施設への報告を行った。 
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在宅看護概論 白 女子 期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4 月～平

成 27 年 3

月 

科目責任者として全てを担当した。 

在宅看護論 白 女子 期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4 月～平

成 27 年 3

月 

科目責任者として全てを担当した。 

在宅看護論演習 白 女子 期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4 月～平

成 27 年 3

月 

科目責任者として全てを担当した。 

家族看護論 白 女子 期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4 月～平

成 27 年 3

月 

科目責任者として全てを担当した。 

基礎看護学実習Ⅰ 白 女子 期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4 月～平

成 27 年 3

月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。 習の

看護技術が患者の個別性を尊重し展開できるよう、日

常生活援助技術の練習を行い実習に臨ませた。実習に

おいては、学生が患者との援助的人間関係をスムーズ

に結ぶことができるように、また看護援助は根拠をも

って実践することに留意しながら指導を行った。 

基礎看護学実習Ⅱ 白 女子 期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4 月～平

成 27 年 3

月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。 習の

看護技術が患者の個別性を尊重し展開できるよう、事

前に看護過程の復習、日常生活援助技術の練習を行い

実習に臨ませた。実習においては、学生が患者との援

助的人間関係をスムーズに結ぶことができるように、

また看護援助は根拠をもって実践することに留意し

ながら指導を行った。また看護過程については、苦手

意識を克服できるよう個々の学習進度を理解した上

で指導するように配慮した。 
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在宅看護論実習 白 女子 期大学 

（常勤講師） 

平成26年

4 月～平

成 27 年 3

月 

科目責任者として実習施設との調整、実習前オリエン

テーション、実習後の評価資料の作成と施設への報

告、次年度の実習依頼を行った。実習においては、小

児から高齢者を対象とする在宅看護を行う中で、対象

の年齢や疾患、障害による身体の変化、対象をとりま

く環境、社会資 の活用、他職種との連携における看

護職の役割について同時に考えられるように指導を

行った。対象の心に寄り添う看護が行えるよう、人の

を かる責任の重い仕事であることを実感できる

よう重点的に指導を行った。具体的には、対象と関わ

ることから看護を考え、振り返る機会を多くした。学

内では学生とともに患児の状態を考え必要な看護を

考える機会を多く持つようにした。 

公 衛生看護学Ⅲ（ 業保健） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

4 月～平

成 28 年 9

月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 1コマを担当し、職業性疾病の原因と予防・

看護（アスベスト、振動障害、感音性難聴、VDT 症候

群）について講義した。 

公 衛生看護学Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

4 月～平

成 28 年 9

月 

科目責任者である非常勤講師と教授と講師とともに

講義を担当した。井上は 1 コマを担当し、学校環境衛

生について講義した。 

公 衛生看護学方法論Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

4 月～平

成 28 年 9

月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 3 コマを担当し、母子保健施策と保健師の

活動、 児期の成長発達と保健指導、難病保健の動

向について講義した。 

公 衛生看護学方法論Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

4 月～平

成 28 年 9

月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 2 コマを担当し、家庭訪問における保健指

導、新生児訪問についての講義と新生児訪問ロールプ

レイの演習を行った。

基礎看護学実習Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

9 月～平

成 28 年

12 月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。 習の

看護技術が患者の個別性を尊重し展開できるよう、事

前に看護過程の復習、日常生活援助技術の練習を行い

実習に臨ませた。実習においては、学生が患者との援

助的人間関係をスムーズに結ぶことができるように、

また看護援助は根拠をもって実践することに留意し

ながら指導を行った。 
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小児看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

9 月～平

成 28 年

12 月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。実習に

おいては、重症心身障害児を対象とする看護を行う中

で、障害による身体の変化と成長発達の 序性、他者

との愛着形成、 びの意義と必要性について同時に考

えられるように指導を行った。また、障がい児をとり

まく環境、他職種との連携における看護職の役割につ

いても指導した。患児の心に寄り添う看護が行えるよ

う、人の を かる責任の重い仕事であることを実感

できるよう重点的に指導を行った。具体的には、患児

と関わることから看護を考え、振り返る機会を多くし

た。学内では学生とともに患児の状態を考え必要な看

護を考える機会を多く持つようにした。 

老年看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成28年

9 月～平

成 28 年

12 月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。実習に

おいては、高齢者を対象とする看護を行う中で、加齢

による身体の変化と家族関係と社会的な役割の変化、

介護保険制度、福祉サービル利用について同時に考え

られるように指導を行った。また、高齢者をとりまく

環境、他職種との連携における看護職の役割について

も指導した。また人の を かる責任の重い仕事であ

ることを実感できるよう重点的に指導を行った。具体

的には、高齢者と関わることから看護を考え、振り返

る機会を多くした。学内では学生とともに患者の状態

を考え必要な看護を考える機会を多く持つようにし

た。 

成人看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成29年

1 月～平

成 29 年 2

月 

単位認定者の講師とともに実習指導を行った。実習に

おいては、成人の急性期、周手術期看護を行う中で、

手術侵 による身体の変化とや手術に対する不安、就

労生活、家庭生活の中断による家族や生活状況の変化

における看護の役割について同時に考えられるよう

に指導を行った。また、人の を かる責任の重い仕

事であることを実感できるよう重点的に指導を行っ

た。具体的には、患者と関わることから看護を考え、

振り返る機会を多くした。学内では学生とともに患者

の状態を考え必要な看護を考える機会を多く持つよ

うにした。 
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統合看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成29年

4 月～平

成 29 年 6

月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。実習に

おいては、急性期にある 数の患者に対して、援助の

優先 位を考え、病棟のケア計画に則った援助計画を

立案し、チームの一員として援助を行うよう留意して

指導を行った。また、師長やチームリーダー、メンバ

ーのシャドーイングを通して、リーダーシップ、メン

バーシップと看護管理の実際を学ぶとともに専門外

来の見学を通して他職種との連携の実際と医療チー

ムにおける看護の役割を学ばせた。

卒業研究 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成29年

4 月～平

成 29 年

10 月 

担当学生の論文作成の全てにおいて担当した。2 名の

学生の卒業研究を担当した。研究の手法は文献学的研

究であった。学生が興味をもったテーマについて先行

研究を分析し考察を行った。研究目的と分析、結果、

考察がひとつの流れの中で論理的に流れ、書かれてい

るかについて指導を強化した。 

成人看護学援助論Ⅰ（急性期・周手術期） 奈良学

園大学 

（常勤助教） 

平成29年

10 月～平

成 30 年 3

月 

科目責任者である准教授とともに、看護過程演習の指

導を担当した。 

成人看護学実習 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成29年

4 月～平

成 30 年 3

月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告、来年度の実習調

整を行った。実習においては、成人の急性期、周手術

期看護を行う中で、手術侵 による身体の変化とや手

術に対する不安、就労生活、家庭生活の中断による家

族や生活状況の変化における看護の役割について同

時に考えられるように指導を行った。また、人の を

かる責任の重い仕事であることを実感できるよう

重点的に指導を行った。具体的には、患者と関わるこ

とから看護を考え、振り返る機会を多くした。学内で

は学生とともに患者の状態を考え必要な看護を考え

る機会を多く持つようにした。 

公 衛生看護学方法論Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4 月～平

成 30 年 9

月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 4 コマを担当し、母子保健施策と保健師の

活動、 児期の成長発達と保健指導、難病保健の動

向について講義した。 

公 衛生看護学方法論Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4 月～平

成 30 年 9

月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 2 コマを担当し、家庭訪問における保健指

導、新生児訪問についての講義と新生児訪問ロールプ

レイの演習を行った。
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公 衛生看護学実習Ⅰ（地域活動） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4 月～平

成 30 年 9

月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに保健

所・市町村における実習を担当し、健康教育、家庭訪

問、地区診断等の指導から評価までを行った。 

公 衛生看護学実習Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4 月～平

成 30 年 9

月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに学校

（中学校・高等学校）における実習を担当し、実習指

導から評価までを行った。 

公 衛生看護学実習Ⅲ（ 業保健） 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4 月～平

成 30 年 9

月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに事業所

における実習を担当し、実習指導から評価までを行っ

た。 

公 衛生看護学Ⅰ（地域活動）奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

10 月～平

成 31 年 3

月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに講義を

進めた。井上は 2コマを担当し、成人保健の動向、成

人期の保健活動・保健師動の内容について教授した。 

卒業研究 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

4 月～平

成 30 年

11 月 

担当学生の論文作成の全てにおいて担当した。2 名の

学生の卒業研究を担当した。研究の手法は文献学的研

究であった。学生が興味をもったテーマについて先行

研究を分析し考察を行った。研究目的と分析、結果、

考察がひとつの流れの中で論理的に流れ、書かれてい

るかについて指導を強化した。 

基礎看護学実習Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤助教） 

平成30年

9 月～平

成 30 年

12 月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成と施設への報告を行った。 習の

看護技術が患者の個別性を尊重し展開できるよう、事

前に看護過程の復習、日常生活援助技術の練習を行い

実習に臨ませた。実習においては、学生が患者との援

助的人間関係をスムーズに結ぶことができるように、

また看護援助は根拠をもって実践することに留意し

ながら指導を行った。 

公 衛生看護学方法論Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4 月～令

和元年 9

月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 4 コマを担当し、母子保健施策と保健師の

活動、 児期の成長発達と保健指導、難病保健の動

向について講義した。 

公 衛生看護学方法論Ⅱ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4 月～令

和元年 9

月 

科目責任者である教授と講師とともに講義を担当し

た。井上は 2 コマを担当し、家庭訪問における保健指

導、新生児訪問についての講義と新生児訪問ロールプ

レイの演習を行った。

公 衛生看護学診断演習 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4 月～令

和元年 9

月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに講義を

担当した。井上は 2コマを担当し、保健師が行う家庭

訪問について講義した。 
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公 衛生看護学実習Ⅰ（地域活動） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4 月～令

和元年 9

月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに保健

所・市町村における実習を担当し、健康教育、家庭訪

問、地区診断等の指導から評価までを行った。 

公 衛生看護学実習Ⅱ（学校保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4 月～令

和元年 9

月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに学校

（中学校・高等学校）における実習を担当し、実習指

導から評価までを行った。 

公 衛生看護学実習Ⅲ（ 業保健） 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4 月～令

和元年 9

月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに事業所

における実習を担当し、実習指導から評価までを行っ

た。 

基礎看護学実習Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和元年

9 月～令

和元年 12

月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成を行った。実習においては、学生

が看護師や患者とのコミュニケーションをスムーズ

に結ぶことができるように、また看護援助を根拠につ

なげることに留意しながら指導を行った。 

公 衛生看護学Ⅰ（地域活動）奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和元年

10 月～令

和 2 年 3

月 

科目責任者である准教授と教授、講師とともに講義を

進めた。井上は 2コマを担当し、成人保健の動向、成

人期の保健活動・保健師動の内容について教授した。 

卒業研究 奈良学園大学 

（常勤講師） 

平成31年

4 月～令

和元年 11

月 

担当学生の論文作成の全てにおいて担当した。2 名の

学生の卒業研究を担当した。研究の手法は文献学的研

究であった。学生が興味をもったテーマについて先行

研究を分析し考察を行った。研究目的と分析、結果、

考察がひとつの流れの中で論理的に流れ、書かれてい

るかについて指導を強化した。 

基礎看護学実習Ⅰ 奈良学園大学 

（常勤講師） 

令和元年

12 月～令

和 2 年 2

月 

実習施設との調整、実習前オリエンテーション、実習

後の評価資料の作成を行った。 習の看護技術が患者

の個別性を尊重し展開できるよう、事前に看護過程の

復習、日常生活援助技術の練習を行い実習に臨ませ

た。実習においては、学生が患者との援助的人間関係

をスムーズに結ぶことができるように、また看護援助

は根拠をもって実践することに留意しながら指導を

行った。 

2 作成した教科書，教材 

住まい学習のデジタル教材「おかあさん お家の中

でもご用心 ― ち んとの暮らしの中に潜む危

険―」 

平成23年

1月 

保健指導の教材の見本として、 児の家庭内での

、 、 傷、誤 などの事 防 を保護者に啓発

するための教材として、絵本のデジタル教材を作成し

た。 
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平成 23 年度基礎看護学実習Ⅰ実習要項 平成23年

5月 

学校法人青 学園関西学研医療福祉学院看護学科の

専門科目「基礎看護学実習Ⅰ」（２年次配当）で、学

生が実習目的、実習目 に 達するための具体的な学

習内容と方法、記録の書き方、実習心得などについて

まとめた 子を作成した。 

平成 23 年度基礎看護学実習Ⅱ実習要項 平成23年

10 月 

学校法人青 学園関西学研医療福祉学院看護学科の

専門科目「基礎看護学実習Ⅱ」（２年次配当）で学生

が実習目的、実習目 に 達するための具体的な学習

内容と方法、記録の書き方、実習心得などについてま

とめた 子を作成した。 

平成 24 年度基礎看護学実習Ⅰ実習要項 平成24年

5月 

学校法人青 学園関西学研医療福祉学院看護学科の

専門科目「基礎看護学実習Ⅰ」（２年次配当）で、学

生が実習目的、実習目 に 達するための具体的な学

習内容と方法、記録の書き方、実習心得などについて

まとめた 子を作成した。 

在宅看護論実習の手引き 平成25年

8月 

塚大学看護学部の「在宅看護論実習」（３年次配当）

において、学生が実習目的、実習目 に 達するため

の具体的な学習内容と方法、思考過程、記録をする際

の留意点、実習心得などについてまとめた 子を作成

した。 

在宅看護論実習の手引 平成26年

4月 

白 女子 期大学看護学専攻「在宅看護論実習」（3

年次配当）において、学生が実習目的、実習目 に

達するための具体的な学習内容と方法、思考過程、記

録をする際の留意点、実習心得などについてまとめた

子を作成した。 

成人看護実習Ⅰ（急性期・周手術期）実習記録用紙

ガイドライン 

平成29年

4月 

成人看護学Ⅰ（急性期・周手術期）において、学生が

実習目的、実習目 に 達するための具体的な学習内

容と方法、思考過程、記録をする際の留意点などにつ

いてまとめた 子を作成した。 

成人看護学のデジタル教材：「一次 （病室編）」、

「一次 （ 下編）」、「段階的離床」 

平成29年

11 月 

成人看護学の学内演習・臨地実習時のイメージがつく

ように、心 蘇生法、AED の使用方法、 急時の協力

要 、手術後の段階的離床についてのデジタル教材を

作成した。 

健康保育学演習（課程看護実習含む）ワークシート 令和 2 年

3月 31 日 

大阪教育大学で開講している健康保育学演習（家庭看

護実習を含む）において、人間の健康の概念をふまえ

子どもの成長発達と生活を理解し、家庭と集団保育の

場で必要な知識と技術について具体的な学習内容に

ついてまとめた 子を共同で作成した。 

著者名：関谷まり・井上葉子 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
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白 女子 期大学 FD 委員会 平成26年

4 月～平

成 27 年 3

月 

講義最終回において大学が作成した授業アンケート

を実施したところ、話の分かりやすさ、授業の内容の

わかりやすさ、 書や資料のみやすさ等すべてにおい

てわかりやすかったという結果であった。単独での講

義実施だったため、自信につながった。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

奈良県看護協会 保健師職能委員会 

平成 28 年度研修会 

平成28年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主 による平成

28 年度研修会「 児の運動発達の観察のポイントと

支援」開 において委員として、研修の企画、運営を

担当した。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会 

平成 28 年度交流会 

平成28年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主 による平成

28 年度交流会「思春期保健対策～若年 婦へのアプロ

ーチを考える～」開 において委員として、研修の企

画、運営を担当した。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会 

平成 29 年度研修会 

平成29年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主 による平成

29 年度研修会「 婦のメンタルケアの重要性～チー

ムでの育児支援～」開 において委員として、研修の

企画、運営を担当した。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会 

平成 29 年度交流会 

平成30年

2月 

日本看護協会による平成 29 年度保健指導支援事業保

健指導ミーティング開 にあたって、委員として、奈

良県保健予防課、保健所、保健センターと協力し、企

画、運営を担当した。 

日本看護協会平成29年度保健指導支援事業 奈良県

看護協会「保健指導ミーティング」事例検討会ファ

シリテーター

平成30年

2月 

日本看護協会による平成 29 年度保健指導支援事業保

健指導ミーティングにおいて、事例検討会のファシリ

テーター役として、保健指導ミーティング（事例検討

会）参加者の新人保健師の意見が活発にでるように

囲気作りやきっかけ作りに め、とても 強になった

との参加者の感想が聞かれた。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会 

平成 30 年度研修会 

平成30年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主 による平成

30 年度研修会「各々の力を発揮できる子育てネットワ

ークを考える～専門職それ れの強み・ みをふまえ

た支援の在り方～」開 において委員として、研修内

容の企画、講師との調整、運営を担当した。 

参加者からは、看護職それ れの支援の方向性や取り

組みが聞けてよかった等の感想が聞かれた。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会 

平成 30 年度交流会 

平成30年

11 月 

日本看護協会による平成 30 年度保健指導支援事業保

健指導ミーティング開 にあたって、委員として、奈

良県保健予防課、保健所、保健センターと協力し、企

画、運営を担当している。 
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奈良県看護協会 保健師職能委員会 

令和元年度研修会 

令和元年

9月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主 による令和

元年度研修会「育てにくさを抱えた親子への包括的支

援～ダウン症児の ち ん体操を通して考える療育

支援～」開 において委員として、研修内容の企画、

講師との調整、運営を担当した。 

参加者からは、親と子への支援の在り方や実際の取り

組みが聞けてよかった等の感想が聞かれた。 

奈良県健康推進課主  

令和元年度保健指導ミーティング 

令和元年

11 月 

令和元年 11 月奈良県が現任保健師の研修として開

した保健指導ミーティングにおいてファシリテータ

役を務め、保健師のアセスメント力向上に向けた関り

を行った。 

奈良県看護協会 保健師職能委員会 

令和元年度交流会 

令和元年

12 月 

奈良県看護協会 保健師職能委員会主 による令和

元年度交流会「 の保健師 から～保健師の楽しさ再

発見～」開 にあたって企画、講師依頼、運営を担当

し、行政、 業等職域を越えたネットワークづくりを

目指して活動した。 

５ その他 

なし 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

1）看護師免許 平成 4 年

5月 13 日 

2） 護教 一種免許 平成 6 年

3月 31 日 

3）保健師免許 平成 6 年

5月 19 日 

4）第一種衛生管理者免許 平成 6 年

8月 10 日 

5）受 調 実地指導員免許 平成 8 年

2月 24 日 

6）Laughter Yoga Leader 平成 29 年

6 月 11 日 

7）日本心理学会 認定心理士 平成 30 年

4 月 21 日 

２ 特許等 

特記事項無し 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

奈良県立医科大学 病院 

常勤看護師 

平成 4 年

4月～ 

平成 5 年

3月 

結 病棟に勤務。感 症看護を中心とする看護に従事

した。 結 予防法による入院患者に対し、確実な服

薬管理の方法、食事・休 を中心とした生活習慣改善

指導に携わった。また、継続看護の取り組みとして保
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健所保健師との連携を図ることに めた。 

町役場保健センター 

常勤保健師 

平成 6 年

4月～ 

平成 7 年

6月 

奈良県内にある人口 2万５千人程度の町の保健センタ

ー保健師として勤務。老人保健法に基づく機能訓練

「リハビリ教室」では、企画・実施に携わり、病気を

きっかけとして自宅に じこもりがちな高齢者が外

出し、気分 、他者との交流をはかることを目的と

した活動を行った。また、「子宮がん検診」の主担当

者として事業の企画・実施・評価といった一連の業務

に従事するとともに、「 がん検診」、「 がん検診」、

「 がん・結 検診」についても主担当保健師と協力

して実施を行った。また、母子保健法に基づく各種の

健診、保健指導の業務に従事するとともに、特に 婦

を対象とした「母親教室」の主担当者として、 ・

出 ・育児の時期を安心して過ごせるよう、情報提供、

啓発活動に取り組んだ。また必要に応じて担当地区の

住 に対して家庭訪問を行い、個別対応での問題解決

に めた。さらに、住 が安全に安心して健やかに過

ごせるような町づくりを目指し、食生活改善推進員

成講 の実施、観光課主 の町 マラソンへの 護員

としての協力、社会福祉協議会と共 の「 町健康

まつり」の企画・運営にも携わった。また、 たきり

状態で 科受診できない住 に対して、「訪問 科診

療」事業の実施にも携わり、町 科医師会と協働での

訪問 科診療を行った。 

くさち 科 

非常勤看護師 

平成 8 年

2月～ 

平成 8 年

8月 

奈良県内にある 科の診療所の非常勤看護師とし

て勤務。 科外来における診療の補助を中心とした

看護活動を行った。 

奈良県国 健康保険団体連合会生 総合病院健康管

理センター  

常勤保健師 

平成 8 年

8月～ 

平成14年

3月 

人間ドックや各種健康診断の業務の担当者として従

事した。また、患者指導として「 病教室」、「高

症教室」、「高 症教室」の企画・運営・評

価に携わった。特に 病教室では、教室受講者を中

心とした 病患者会「 の会」を立ち上げ、医師、

薬 師、管理栄 士と協力しながら療 者の生活の質

の向上に めた。その か、小児科外来での予防接種

業務や育児相談、総合案内所における健康相談にも携

わった。 
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三宅町立三宅小学校 

非常勤講師 

平成16年

5 月～平

成 17 年 2

月 

不登校・長期欠 児童が増加しつつある小学校におい

て、教職員よりも身近な相談 口となる「親と子の相

談員」として、保護者および児童に対する相談業務に

従事した。育児に悩む保護者の相談やコミュニケーシ

ョンが困難な児童に対しては びを中心とした関わ

りを行い相談に応じた。 

シリンクス 式会社

非常勤看護師 

平成20年

4 月～平

成 20 年 5

月 

国際 気通信基礎技術研究所において行われていた

看護師の業務に関する調査研究のデータ収集・分析作

業に研究補助員として従事した。 

奈良県 医療政策部 保健予防課 母子・保健対策

係 石 ばく 健康リスク調査担当 

非常勤保健師 

平成24年

10 月～平

成 25 年 6

月 

環境省からの委 で行っている奈良県内の住 に対

する石 ばく 健康リスク調査担当の非常勤保健師

として従事し、問診から結果通知、データ管理などの

一連の業務を担った。問診では生後から現在までの数

十年におよぶ住環境、生活状況、石 ばく の状況を

本人より聴き取る必要がある。そのため、年代ごとの

写真やイラストを用いた 体を作成し過去の状況を

思い起こせるように工夫をし問診を行った。また石

の 、石 ばく の危険がある状況について写真や

イラストを用いた 体を作成し石 ばく 健康リス

ク調査の意義や目的について住 の方に理解してい

ただけるように めた。 

奈良県難病相談支援センター 難病専門相談員 

（非常勤保健師） 

平成27年

4 月～平

成 28 年 3

月 

奈良県難病相談支援センターの難病相談専門員とし

て、難病患者・家族等の療 生活上の相談業務に従事

した。特に、難病患者の就労支援のための相談体制づ

くりとして、就労相談 の作成、相談内容のデータベ

ースのフォーマット作成、ハローワークの難病患者就

職サポーターとの定期的な ち合わせを行った。ま

た、難病専門医による医療相談の実施、難病患者患者

会活動への支援、難病に関する講演会の企画や準備、

難病相談支援センターの広報誌の作成にも関わった。

さらに、全国難病センター研究会に出 し、奈良県難

病相談センターの現状を伝えると共に、他府県の先進

的な取り組みについて情報収集し、担当者同士のつな

がりを作ることに めた。 

奈良県職員研修 平成27年

5月 

情報セキュリティ研修 受講 

一般社団法人日本家族計画協会 研修会 平成27年

12 月 

第 17 回自己効力感（セルフエフィカシー）を高め主

体的な行動変容を支える健康教育セミナー 受講 

全国保健師教育機関協議会 研修会 平成28年

8月 

第 31 回全国保健師教育機関協議会夏 教員研修会受

講 
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全国保健師教育機関協議会 研修会 平成28年

10 月 

第 5回全国保健師教育機関協議会秋 教員研修会受講 

全国保健師教育機関協議会 研修会 平成28年

10 月 

平成全国保健師教育機関協議会東海・北 ・近 ブロ

ック研修会受講 

奈良県保健師ネットワー会議 平成28年

11 月 

平成 28 年度第 4 回なんとかせんと保健師 から（保

健師ネットワーク会議）：講演「地域ケアからみる保

健師の役割」、パネルディスカッション「 害支援に

おける保健師の役割～熊本地 の経験を通して～」参

加 

日本保健師連 協議会 研修会 平成29年

3月 

平成 28 年度活動報告・集会：報告「母子保健におけ

る 待予防の基 ～寄り添う支援としての健康診査

～」への参加 

全国保健師教育機関協議会 研修会 平成30年

8月 

第 33 回全国保健師教育機関協議会夏 教員研修会 

-公 衛生看護の躍進- 受講

全国保健師教育機関協議会 研修会 平成30年

10 月 

平成 30 年度全国保健師教育機関協議会東海・近 北

ブロック、北 ・近 ブロック合同研修会受講 

全国保健師教育機関協議会 研修会 令和元年

12 月 

令和元年度全国保健師教育機関協議会第 2回東海・近

北ブロック、北 ・近 ブロック合同研修会受講 

奈良県保健師ネットワー会議 令和 2 年

1月 

令和元年度第 7回なんとかせんと保健師 から（保健

師ネットワーク会議）：講演「地域診断と保健事業へ

の反 」、「データヘルス計画策定による地域診断と

事業展開」の受講 

４ その他 

特記事項無し 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1 健康保育学演習（課程

看護実習含む）ワークシー

ト 

共著 令和2年3

月 

大阪青山大学 

健康科学部 

大阪教育大学で開講している健康保育

学演習（家庭看護実習を含む）で使用す

るテキストを共同で作成した。人間の健

康の概念をふまえ子どもの成長発達と

生活を理解し、家庭と集団保育の場で必

要な知識と技術について具体的な学習

内容についてまとめた。 

担当部分：子どもの の発達とケア

p15-p18 

関谷まり編著 

著者：関谷まり・井上葉子 
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2 2018 年看護師国家試

験対策要点がわかる出題

傾向がみえる在宅看護論 

共著 平成 29 年

12 月 

式会社ピラールプレ

ス 

看護師国家試験科目の「在宅看護論」に

ついて、看護師国家試験出題基準の中項

目に基づいた要点編と過去問題編 

の２部構成とし、過去問の要点の学びか

ら知識を広げたり めたりしながら、看

護師国家試験合格のための学力向上の

支援が図れるものとなっている。 

 担当部分：目 Ⅰ 在宅における安全と

健康危機管理 p22-p24、目 Ⅱ4 在宅療

生活を支える看護（食事・栄 、 、

清潔、移動）p35-p37、目 Ⅲ6在宅療

において特徴的な疾病がある療 者へ

の看護（小児、難病）p42,p45、7 在宅に

おける医療管理を必要とする人と看護

（ 留 置 カ テ ー テ ル 、 管

理)p48,p51-p52 

守本とも子監修、安藤 惠編著、川口ち

づる、井上葉子 

（学術論文） 

１.生活経験からみた看護

専門学校学生の看護技術

力に関する研究 

共著 平成 26 年

３月 

大阪教育大学家政学研

究会「生活文化研究」 

著者名：井上葉子・ 田智子 

担当の 所については、共同研究につき

抽出は不可能。 

３年課程の看護専門学校４校の１年生

147 名に生活経験に関する質問紙調査を

実施し、生活経験の自己評価結果と１年

で学習する４つの基礎看護技術の実技

調査結果との対応関係を検討した。第 51

巻，P.33～P.41 

２．在宅看護論における生

活経験の重要性を再認識

す る た め の 授 業 実 践 

―ワークショップを用い

た教育プログラムの検討

― (査読付) 

単著 平成 27 年

２月 

白 女子 期大学研究

紀要 

期大学看護学専攻学生２年生122名を

対象に、生活経験を再認識するための講

義とワークショップを組み合わせた授

業実践を行い、学生の認識の変化と教育

的効果について検討した。第 巻，.47

～P.54 

３．避難生活体験とポスタ

ーセッションを取り入れ

た学内演習の実践と評価 

―生活環境を主体的に理

解することを目指した在

宅看護論の授業展開― 

共著 平成 28 年

１月 

大阪教育大学家政学研

究会「生活文化研究」 

著者名：関谷まり・井上葉子・ 田智子 

担当の 所については、共同研究につき

抽出は不可能。 

期大学看護学専攻学生２年生122名を

対象にした、在宅看護論の学内演習での

避難生活環境の体験演習の学習効果と、

体験演習の学習のまとめとしてポスタ

ーセッションを活用したことによる共
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同学習の効果と課題を検討した。第 53

巻，P.57～P.67

４．訪問看護ステーション

実習での看護計画立案に

よる学習効果について―

実習目 の 達度の比較

からの分析―（査読付） 

共著 平成 28 年

４月 

第46回日本看護学会論

文集 看護教育 

著者名：西村和子・田村和子・井上葉子・

松村あゆみ・北 昭弥・北出千春３年課

程の看護専門学校３年生36名を対象に、

訪問看護ステーション実習において、看

護計画立案の有無によって学習効果に

違いがあるかどうかを質問紙調査の結

果から比較検討した。P.23～P.26 

５．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る 授業の学習効果【第 1

報】 ―授業振り返りシー

トの分析から― （査読付） 

共著 平成 30 年

2月 

第48回日本看護学会論

文集 看護教育 

在宅看護論において実践したモデル授

業「難病患者の職業生活を支援する看

護」について、授業振り返りシートの記

載内容を分析し難病患者の就労支援の

内容を看護基礎教育に組み入れたこと

による学習の効果を検討した。論文集 

P.3～P.6

担当部分：研究計画、対象者の確保、分

析、論文の作成に るまで全てにおいて

関わった。 

共著者：西村和子・井上葉子・松村あゆ

み

．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る 授業の学習効果【第 2

報】―クローン病の事例を

用いたワークシートの分

析から― （査読付） 

共著 平成 30 年

2月 

第48回日本看護学会論

文集 看護教育 

看護専門学校2年生の学生を対象に在宅

看護論の授業で『職業生活を支援する看

護』のモデル授業での難病患者のクロー

ン病患者の事例ワークシートの分析か

ら学生が難病患者の生活について就労

を含めた視点で理解することについて

の学習効果について検討した。 論文集 

P.7～P.10

担当部分：研究計画、対象者の確保、分

析、論文の作成に るまで全てにおいて

関わった。  

共著者：松村あゆみ・井上葉子・西村和

子

．臨地実習における看護

学生のストレスと レジリ

エンスについての実態

（査読付） 

共著 平成 30 年

2月 

第48回日本看護学会論

文集 看護教育 

 看護専門学校学生２年生を対象に時期

の異なる 2 つの臨地実習前後で調査し

た、気分プロ フィール検査（POMS2）と

ストレス自己統制評定尺度（SSI）の 2

つの調査結果を基に、学生個別のストレ

ス反応とレジリエンスの状態の変化を

把握し、学生個々への適切な介入方法 

の必要性について検討した。研究の方
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法、分析、論文作成についての助言・指

導を行った。  

論文集 P.75～P.78  

担当部分：分析、論文の作成、論文 稿

指導に関わった。  

共著者：山 世・平山 子・井上葉

子・丸田裕子・ 原 恵・ 後藤 恵・岡

田和江・ 

原佐 ・加納由紀子

．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る 授業の学習効果【第 3

報】― 病記の感想文の分

析から― 

共著 平成 30 年

３月 

奈良学園大学紀要第

集 

在宅看護論において実践したモデル授

業「難病患者の職業生活を支援する看

護」の課題としての、難病患者による就

労についての 病記を読んでの感想文

の分析から教材として 病記を用いた

ことによる学習の効果を検討した。  

P.13～P.19

担当部分：研究計画、対象者の確保、分

析、論文の作成に るまで全てにおいて

行った。 

共著者：井上葉子・西村和子・松村あゆ

み・奥西志穂・ 井由美子・大谷未来 

.ラフターヨガ（ いヨ

ガ）の実際と今後の可能性 

共著 平成 30 年

12 月 

日本保健医療行動科学

会雑誌（33） 2 

ラフターヨガの実践結果から身体面と

精神面への効果について検討した。共著

者：井上葉子・安藤和子 P.46-48 

10．臨地実習における看護

学生のレジリエンス育成

に関する文献研究 （査読

付） 

共著 平成 31 年

2月 

第49回日本看護学会論

文集 看護教育 

 臨地実習における学生のレジリエンス

育成に関する文献検討を行い、個別支援

のあり方について検討した。研究の方

法、分析、論文作成についての助言・指

導を行った。  

論文集 P.75～P.78  

担当部分：分析、論文の作成、論文 稿

指導に関わった。  

共著者：山 世・井上葉子・平山

子・ 原佐 ・後藤 恵 

11.2019 第 22 回東アジア

看護学研究者フォーラム

の報告（Ⅱ）－ 症性 疾

患患者の食生活に焦点を

あてたライフスキルに関

する文献検討－ 

A Report on 22nd East 

共著 令和元年

9月 

奈良学園大学紀要第 11

集 

症性 疾患患者の食生活に焦点をあ

てたライフスキルに関する研究の動向

を明らかにし,支援方法のあり方につい

て検討した。 症性 疾患患者の食生活

に焦点をあてたライフスキルに関する

研究の動向を明らかにし,支援方法のあ

り方について検討した。 
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Asian Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS) 

Conference 2019 Part 2

－Study of literature on 

life skills that focus on 

eating habits of 

patients with 

inflammatory bowel 

disease－ 

共著者：井上 葉子 , 田 ゆかり , 吉

水 清 , 三浦 康代 

p.207-210

12.2019 第 22 回東アジア

看護学研究者フォーラム

の報告（Ⅰ）～文献検討に

よる女性の身長 縮に関

連する因子および因子間

の関連～ 

A Report on 22nd East 

Asian Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS) 

Conference 2019（Ⅰ）～

Association among the 

factors in conjunction 

with Height Loss of 

females by the 

literature review～ 

共著 令和元年

9月 

奈良学園大学紀要第 11

集 

身長 縮を予防するための身長 縮に

関連する因子とその因子間の関連につ

いて検討した。身長 縮を予防するため

の身長 縮に関連する因子とその因子

間の関連について検討した。 

共著者：三浦 康代 , 田 ゆかり , 吉

水 清 , 井上 葉子 

p.211-215

13．療 者の生活への視点

をもった技術習得のため

の看護技術教育の実践と

評価―ベッドメーキング

技術に着目して― 

共著 令和2年3

月 

大阪教育大学家政学研

究会「生活文化研究」 

著者名：関谷まり・井上葉子・ 田智子 

担当の 所については、共同研究につき

抽出は不可能。 

A大学看護学科1年生91名を対象にした

ベッドメーキングの看護技術試験での

評価に関してげ学生の自己評価と教員

評価の比較から技術習得を する要

因について検討した。第57巻，P.1～P.10 

14．要介護者が暮らす住環

境を理解することを目指

した住居の見取り図作成

による学習効果の検討 

（査読付） 

共著 令和2年3

月 

医療福祉情報行動科学

研究 vol.7 

著者名：井上葉子・西村和子・松村あゆ

み 

担当の 所については、共同研究につき

抽出は不可能。 

期大学看護学専攻学生２年生115名を

対象にした、在宅看護論の学内演習での

要介護者が暮らす住居の見取り図の作

成と見取り図を用いたポスターセッシ

ョンを活用したことによる学習効果と

課題を検討した。 
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第 7巻，P.11-16

（その他） 

１.看護専門学校学生の生

活経験からみた看護技術

力 に 関 す る 研 究 

―療 上の世話に関する

看護技術に着目して― 

（修士論文） 

単著 平成 25 年

１月 

大阪教育大学大学院 ３年課程の看護専門学校４校の１年生

147 名に生活経験に関する質問紙調査を

実施しその傾向をまとめた。また、看護

専門学校１校の１年生を対象に４つの

基礎看護技術の習得状況と生活経験の

程度についての関係性を検討した。さら

に、３年課程の看護専門学校１年生を対

象に、生活経験を補 するためのワーク

ショップを用いた授業を試行し、その教

育効果についても論じた。 

A4 判 全 102  

（その他） 

（学会発表） 

１.地域看護学実習におけ

る学生の看護の視点の広

が り に 関 す る 検 討 

―在宅療 者の社会資

活用に関する学びを分析

して― 

- 平成 19 年

8月 

第38回日本看護学会―

看 護 教 育 ― 

（  千葉県千葉市） 

4 年制の統合カリキュラムの専門学校の

3 年次に行われる在宅看護実習での学生

29 名の記録を分析することにより、看護

の視点を地域レベルで捉えるという実

習の教育効果を検討した。 

録集 P.46 

２.看護学生の生活経験と

看護技術力の対応関係 

- 平成 24 年

9月 

第43回日本看護学会―

看 護 教 育 ― 

（  岩手県 岡市） 

３年課程の看護専門学校４校の１年生

147 名に生活経験に関する質問紙調査を

実施し、１年で学習する４つの基礎看護

技術の習得状況との関係性を検討した。 

共同発表者： 田智子・井上葉子 

録集 P.36 

３.基礎看護学実習におけ

るフィジカルアセスメン

ト技術の活用の実態

- 平成 24 年

9月 

第43回日本看護学会―

看 護 教 育 ― 

（  岩手県 岡市） 

３年課程の看護専門学校４校の学生 196

名を対象に基礎看護学実習でのフィジ

カルアセスメント技術に関する質問紙

調査を実施し、講義と実習との連動を強

化した教育プログラムのあり方につい

て検討した。 

共同発表者：山 世・中川利子・田畑

典子・中 雅子・丸野由美・村川まゆみ・

井上葉子 

録集 P.85 
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４.看護学生による 害看

護演習の評価に関する考

察 ―避難生活の看護活

動を考える演習について

― 

- 平成 27 年

8月 

第17回日本 害看護学

会（  宮城県 台市） 

期大学看護学専攻学生２年生122名を

対象にした、在宅看護論における避難生

活体験を題材とした演習の方法と学習

効果についてを検討した。 

共同発表者：関谷まり・井上葉子 

録集 P.160 

５.ポスターセッションを

活用した在宅看護論演習

の学習展開―「避難生活支

援演習」の実践事例― 

- 平成 27 年

8月 

第46回日本看護学会―

看 護 教 育 ― 

（  奈良県） 

期大学看護学専攻学生２年生122名を

対象にした、在宅看護論の学内演習での

避難生活環境の体験演習の学習効果と、

体験演習の学習のまとめとしてポスタ

ーセッションを活用したことの効果と

課題を検討した。 

共同発表者：関谷まり・井上葉子 

録集 P.107 

.訪問看護ステーション

実習での看護計画立案に

よる学習効果について―

実習目 の 達度の比較

からの分析― 

- 平成 27 年

8月 

第47回日本看護学会―

看 護 教 育 ― 

（  奈良県） 

３年課程の看護専門学校３年生 36 名を

対象に、訪問看護ステーション実習にお

いて、看護計画立案の有無によって学習

効果に違いがあるかどうかを質問紙調

査の結果から比較検討した。 

共同発表者：西村和子・松村あゆみ・田

村和子・北 昭弥・北出千春・井上葉子 

録集 P.85 

．看護基礎教育における

難病患者の就労支援に関

する教員の認識 

- 平成 28 年

10 月 

第75回日本公 衛生学

会 総 会

（  大阪府） 

看護専門学校教員129名を対象にした質

問紙調査から、難病患者の就労支援につ

いての認識を明らかにし、難病患者の就

労支援を教育に取り入れる上での課題

について検討した。 

共同発表者：西村和子 松村あゆみ 内

田 人 

録集 P.539 

.看護基礎教育における

難病看護に関する教育の

実態 

- 平成 28 年

12 月 

第37回奈良県公 衛生

学 会

（  奈良県） 

看護専門学校教員129名を対象にした質

問紙調査から、難病患者の就労支援につ

いての教育の実情を明らかにし、難病患

者の就労支援を教育に取り入れる上で

の課題について検討した。 

共同発表者：西村和子・松村あゆみ・奥

西志穂・早味妙・ 井由美子・井上葉子 

録集 P.7 
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．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る授業効果【第 1報】―学

生による授業振り返りシ

ートの分析から― 

- 平成 29 年

8月 

第48回日本看護学会―

看護教育―学術集会 

（  香川県） 

３年課程看護専門学校学生２年生 77 名

を対象に「難病患者の就労支援」を題材

として行った授業実践の教育効果と課

題について、授業後の学生による「授業

振り返りシート」の内容から分析と検討

をした。 

共同発表者：西村和子・松村あゆみ・井

上葉子 

録集 P.148 

10．在宅看護論における難

病患者の就労支援に関す

る授業効果【第 2報】―事

例ワークシートからみた

学習内容の分析― 

- 平成 29 年

8月 

第48回日本看護学会―

看護教育―学術集会 

（  香川県） 

３年課程看護専門学校学生２年生 77 名

を対象に「難病患者の就労支援」を題材

として行った授業実践の教育効果と課

題について授業内で用いた教材「事例ワ

ークシート」の内容から分析と検討をし

た。 

共同発表者：西村和子・松村あゆみ・井

上葉子 

録集 P.149 

11.臨地実習における看護

学生のストレスとレジリ

エンスについての実態

- 平成 29 年

8月 

第48回日本看護学会―

看護教育―学術集会 

（  香川県） 

３年課程看護専門学校学生２年生 42 名

を対象に時期の異なる２つの臨地実習

の実習前後で、学生のストレス反応とレ

ジリエンスの状態を調査し、その結果か

らストレス反応とレジリエンスには個

別性があり学生の特性を理解した支援

の必要性を示した。 

共同発表者：山 世・平山 子・丸

田裕子・高原恵・佐藤則子・定政美香・

井上葉子 

録集 P.114 

12．要介護者が暮らす住環

境を理解することを目指

した在宅看護論の授業展

開ー住居の提案とポスタ

ーセッションを取り入れ

た演習の実践と評価ー 

- 平成 30 年

8月 

第49回日本看護学会―

看護教育―学術集会 

（  広島県） 

看護 大２年生 122 名を対象に、在宅看

護論演習において要介護者が暮らす住

居の見取り図の作成を行い、授業の学習

効果について授業後の学生の学びと感

想の内容から分析を行った。学生が

的な関心を持ち、能動的に学習する上で

一定の効果があることが明らかとなっ

た。 

共同発表者：井上葉子・西村和子・松村

あゆみ・奥西志穂・大谷未来・ 井由美

子 

録集 P.86 
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13.看護学生のレジリエン

スに関する文献研究

- 平成 30 年

8月 

第49回日本看護学会―

看護教育―学術集会 

（  広島県） 

看護基礎教育における臨地実習での学

生のストレスへの対応を方法を検討す

るため、学生を対象としたレジリエンス

の介入方法に関する研究の動向を検討

した。 

共同発表者：山 世・井上葉子・平山

子・ 原佐 ・丸田裕子 

録集 P.205 

14.在宅看護論実習におけ

る事例を用いたグループ

ワークによる学生の学び

ー使える社会資 を調べ

るグループワークを実施

してー 

- 平成 30 年

8月 

第49回日本看護学会―

看護教育―学術集会 

（  広島県） 

３年課程看護専門学校学生 42 名を対象

に在宅看護論実習の最終日に、事例の社

会資 を調べる学習を行い、その学習効

果を検討した。 

共同発表者：西村和子・北出千春・井上

葉子 

録集 P.206 

15.Study of literature

on life skills that focus 

on eating habits of 

patients with 

inflammatory bowel 

disease 

2019 年 2

月 

 the 22nd East Asian 

Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS). 

（in Singapore） 

症性 疾患患者の食生活に焦点をあ

てたライフスキルに関する研究の動向

を明らかにし,支援方法のあり方につい

て検討した。 

共同研究者：Inouye Y,Shibata Y, 

Miura Y,Yoshimizu  

Abstract No:ABS2427 

16.Review of the 

literatures on factors 

related to height loss 

and relationship among 

the factors 

2019 年 2

月 

 the 22nd East Asian 

Forum of Nursing 

Scholars (EAFONS). 

 （in Singapore） 

身長 縮を予防するための身長 縮に

関連する因子とその因子間の関連につ

いて検討した。 

共同研究者：Miura Y,Shibata Y, 

Yoshimizu ,Inouye Y 

Abstract No: ABS2253 

17.テキストマイニングを

用いた精神看護学実習に

おける学生の学びの分析 

- 平成 31 年

3月 

日本看護研究学会第 32

回近 ・北 地方学術

集会 

３年課程看護専門学校学生 42 名を対象

に精神看護学実習の最終日に提出した

レポート「精神看護学実習を終えて」の

内容分析を行い実習における学びの内

容を検討した。 

共同発表者：山 世・ 口みちる・井

上葉子 

録集 P.43 

（学会等への 献 ） 

1.日本サーモロジー学会

学術集会 第 33 回大会 

実行委員 

平成 28 年 6 月 奈良市で行われた第 33

回学術集会の実行委員を担った。 
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2.第 33 回日本保健医療行

動科学学会学術集会 

実行委員 

平成 30 年 6 月 縄県 市での第 33

回日本保健医療行動科学学会学術集会

の実行委員として準備等の運営に携わ

った。 

3.第 33 回日本保健医療行

動科学学会学術集会 

体験学習ワークショップ

講師 

平成 30 年 6 月 縄県 市での第 33

回日本保健医療行動科学学会学術集会

での体験学習ワークショップの講師と

して「ラフターヨガ（ いヨガ）」の講

演と実施を担った。 

4.日本看護研究学会第 45

回学術集会 実行委員 

令和元年8月 大阪市で開 された日本

看護研究学会第 45 回学術集会の実行委

員として開 準備等に携わった。 

5.日本看護研究学会第 34

回近 北 地方会 実行

委員 

令和 3年 3月 奈良市で開 される日本

看護研究学会第 34 回近 北 地方会の

実行委員として開 準備等に携わって

いる。 

6.第 27 回日本看護診断学

会学術大会 企画委員 

令和 3年 7月 奈良市市で開 される第

27 回日本看護研究学会学術大会の企画

委員として開 準備等に携わっている。 

（公的 献 ） 

1.奈良県看護協会 ナー

スセンター事業推進委員

平成 28 年

4 月～平

成 29 年 3

月 

奈良県看護協会ナースセンター推進委

員として看護職の復職支援、看護学校ガ

イダンス、看護職の PR 活動に従事した。 

2.奈良県看護協会 保健

師職能委員会 

委員 

平成 28 年

4 月～現

在に る 

奈良県看護協会保健師職能委員として

研修会の企画、保健師職のネットワーク

作りに活動している。 

3.生 市立生 北小中学

校育友会 会長 

平成 29 年

4 月～令

和元年 6

月 

生 市内にある小中一貫校の小学部の

PTA 役員として、教育活動の充実、学校、

地域、保護者との連携に向けて活動し

た。 

4.生 市 PTA 協議会

理事 

平成 29 年

4 月～令

和元年 6

月 

理事として生 市内の教育について他

の理事や役員とともに話し合い、よりよ

い教育を目指し活動した。 

5.生 市立生 北小中学

校育友会 保護者交流会

の講師 

平成 29 年

4 月～令

和元年 6

月 

小中学校のPTA活動の一環として保護者

を対象にした文化交流活動「ラフターヨ

ガ教室」の講師役を担い、 いと健康づ

くりの講話とラフターヨガの実践を行

った。 
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6.令和元年度保健指導ミ

ーティング（奈良県）のフ

ァシリテーター 

令和元年 11 月奈良県が現任保健師の研

修として開 した保健指導ミーティン

グにおいてファシリテータ役を務め、保

健師のアセスメント力向上に向けた関

りを行った。 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2 年 3月 31 日 

氏名   小    

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

    

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例 

医療事故事例のシミュレーション体験を用いた授業方法 
平成 15

年 12 月

～平成

29 年 10

月 

「医療安全」の講義において学生の自己モニタリングやリス

クアセスメントを高め、事故防止行動がとれることを目的にシ

ミュレーション教育を実施した。学生一人ずつ誤薬のシミュ

レーション体験とリフレクションを実施した。体験後レポート

の記述から、学生はどのような状況で事故につながるのか

や、自分の行動特性について理解できたという結果が得ら

れた。また、実習においても事故防止の意識につながった。 

多重課題を用いたリスクアセスメント力と判断力の育成演

習 

平成 28

年 1 月 

統合分野「看護の統合と実践」の科目として、卒業前に多重

課題を用いたリスクアセスメント力と判断力、対応力を育成

することを目的に演習を実施した。病室に呼吸不全の患

者、転倒リスクのある患者、嚥下困難のある患者などを設定

し、学生は、グループでディスカッションして患者への援助

計画を立案しておく。教員が患者役を演じ、ロールプレイを

行い、患者の状況に対応しながら、リスクアセスメントや優先

度の判断を行う体験学習とした。このメリットとして、学生は、

臨場感のある患者の反応にどう対応しようかと思考し判断す

る機会となった。 

看護管理の考え方を学ぶ事例を用いたグループ討議 

平成 28

年 4 月

～平成

29 年 6

月 

統合分野「看護の統合と実践」の科目である、看護管理で

は、看護管理の定義やマネジメントプロセス、病院・看護部

の組織体制などについて教授した。また、倫理的問題のあ

る事例を用いて、自らがミドルマネージャーとしてどのように

倫理的判断を行うかのディスカッションや、複数の様々な状

況にある患者のケアが必要な事例に対し、チームでケアを

実施する際のリーダーシップのあり方についてのディスカッ

ションを取り入れた。 

成人看護援助論Ⅱの講義・演習 

平成 30

年 4 月

～現在

に至る 

慢性疾患を持つ患者のセルフマネジメントを支援するため

の看護について、学生がイメージしながら学べるよう、事例

を用いて、段階的に思考プロセスをたどっていけるような講

義の組み立てを行った。セルフマネジメントの患者教育で

は、模擬患者（教員）に対してパンフレットを用いて学生が指

導する課題とした。患者役の様々な反応に対して思考し、対

応するという内容とした。学生は不足する知識や患者教育

の技術など課題を明確にすることができた。 

看護管理学特論の講義 

平成 31

年 9 月

～令和

元年２

月 

大学院の看護管理学特論では、臨床で現在も勤務する学

生であるため、生きた教材を活用するべく、各自の管理的疑

問や問題を提起しあい、ディスカッションを行った。 

２ 作成した教科書，教材   

   

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

   

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   
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神経内科病棟管理（２年間）、教育担当（5 年間）および

臨床実習指導 

平成 19

年 4 月

～平成

24 年 3

月 

神経内科病棟看護師長として病棟の看護管理を担当した。

この間、年間を通して、国立病院機構大阪医療センター附

属看護学校 3 年生、国立病院機構京都医療センター附属

京都看護助産学校 3 年生、白鳳短期大学の 1 年生、3 年生

などの基礎看護学実習や、成人、老年看護学実習、小児看

護学実習を受け入れた。受け入れに対して以下の点に留意

した。 

・実習指導者を育成するために実習指導者会の内容を検討

した。（例えば実習記録の学習会などの実施、実習指導案

の作成など） 

・実習受け入れ態勢を整えるため、実習期間中の実習指導

者の勤務調整、看護計画や看護記録の充実を図る。 

・実習オリエンテーション内容を検討し、学生の実習への導

入を助けるものとした。 

・担当教員との連携に留意し、受け持ち患者選定や実習指

導の方向性を調整するようにした。 

・スタッフの実習指導の資質向上を目指し、研修会への参

加を促し動機づけを行った。 

・実習指導者とともにカンファレンスに出席し、学生の実習

目標到達度の評価および実習指導の評価を行い、次の指

導に活かすようにした。 

教育担当（5 年間）として看護師の看護実践力向上のた

めの現任教育の企画・運営 

平成 19

年 4 月

～平成

24 年 3

月 

院内看護職（看護師、療養介助員、看護助手）の育成を図

るため、経年別、役割別研修の企画・運営を担当した。毎

年、新人看護師は毎月 1 回、2 年目、3 年目、4,5 年目は 2

か月に 1 回程度、6 年目以上は半年に 1 回程度、実習指導

に関すること、褥瘡予防、摂食嚥下などの専門分野の研修

などを実施した。経年別研修は、OJT を重視し、それぞれの

経験年数での課題を OJT により達成できるよう取り組み、集

合研修ではその補填となるよう位置付けた。その結果、各部

署で実践を通して、看護職員同士でお互いを育てあう意識

ができた。新人看護職の研修テーマは主に看護技術や看

護倫理に関すること、2年目はケーススタディ、3年目は組織

におけるリーダーシップ・メンバーシップ、4 年目以上は業務

改善など組織における管理とし、業務改善につなげた。 

教育担当（5 年間）として看護師長・副看護師長の看護

管理能力向上のた 

平成 20

年 9 月 

看護師長・副看護師長として病棟運営について管理的な視

点の育成、病棟運営を円滑にしていくために、相互のコミュ

ニケーションを図り連携を強化することや、各々の管理的能

力の向上を目的に、研修を企画・運営した。 

「私が管理を実践する上で大切にしていること」をテーマに

看護師長による病棟管理の実際のプレゼンテーションや、

各病棟での問題について管理的視点でディスカッションし

た結果、解決に向けての具体的行動を見出すことができ

た。 

教員に対する指導・教育、教員の教育実践力向上のた

めの研修の企画・運営 

平成 25

年～平

成 30 年

3 月 

看護専門学校の教育主事として看護学校管理を担当した。

近畿内国立病院機構附属看護学校の1，2年目教員を対象

とし、教育実践力向上を目的とした研修や、中堅看護教員

を対象とし、学校運営・管理の視点の育成を目的とした研修

を実施した。 

国立病院機構近畿グループ主催実習指導者講習会講

師、施設内実習指導者 

平成 26

年 6 月

～平成

29 年 6

月 

国立病院機構近畿グループ主催実習指導者講習会にて

「基礎看護学」や「実習評価」について担当し講義を行っ

た。また、国立病院機構舞鶴医療センター附属看護学校、

京都医療センター附属看護助産学校、敦賀医療センターで

の実習指導者研修において、教育課程、実習指導の意義、

実習評価、実習指導案の作成などについて講義を実施し

た。 
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５ その他   

国立病院機構舞鶴医療センター附属看護学校における

教育実績 

平成 25

年 4 月

～平成

28 年 3

月 

「看護学概論」「老年看護学概論」「医療安全」などの講義を

担当した。また、「基礎看護学実習」「小児看護学実習」「成

人看護学実習」「在宅看護論実習」の実習指導を行った。効

果的な実習となるよう、実習施設への実習依頼や調整を行

った。院外講師へは学生の講義評価結果をフィードバック

し、講義依頼を行った。また、看護教員の指導、実習施設の

実習指導者対象研修の講師などを行った。 

国立病院機構京都医療センター附属京都看護助産学

校 看護学科における教育実績 

平成 28

年 4 月

～平成

30 年 3

月 

「看護管理」「医療安全」の講義を担当した。また、「基礎看

護学実習」「小児看護学実習」などの実習指導を行った。効

果的な実習となるよう、実習施設への実習依頼や調整を行

った。院外講師へは学生の講義評価結果をフィードバック

し、講義依頼を行った。また、看護教員の指導や実習施設

の実習指導者対象研修の講師などを行った。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許 

平成元

年 4 月

26 日 

看護婦免許 

２ 特許等   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

国立病院機構奈良医療センター看護師長 

平成 19

年 4 月

～平成

21 年 3

月 

神経内科病棟看護師長として病棟管理を行った。神経・筋

難病患者の薬物療法、リハビリテーション看護、レスパイト入

院の受け入れを実施した。病床管理や医療事故防止対策、

感染防止対策などの患者管理、職員に対する労務管理、目

標管理、経営への参画などの管理業務を行った。また、難

病看護を担う看護職の育成を目的に内外に向けた研修を

企画・運営した。 

国立病院機構奈良医療センター教育担当看護師長 

平成 21

年 4 月

～平成

24 年 3

月 

教育担当として看護職の現任教育の企画・実施を行った。

また、医療安全管理係長とともに全職員対象の研修を実施

した。人材確保対策事業として、看護職募集活動、復職支

援研修や中途採用者研修の企画・運営を実施した。また実

習受け入れ態勢整備等の役割を果たした。看護師長会のワ

ーキンググループの取り組みでは、勤務時間管理、固定チ

ームナーシングなどのマニュアル作成、看護管理基準の作

成においてリーダーシップをとり取り組んだ。 

   

４ その他   

なし   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1 なし     

2     

3     

: 

 

 

    

（学術論文）     
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 1.新人看護師のクリティカ

ルシンキング能力と情報活

用能力の関連性とその特徴 

（修士論文） 

単著 
平成 25 年 3

月 

畿央大学 

 

新人看護師のクリティカルシンキング能力と

情報活用能力の特徴とその関連性を明ら

かにすることを目的とした。看護師 712 名に

質問紙調査を実施した。質問紙は属性，批

判的思考態度尺度(常盤ら,2010)，情報活

用の実践力尺度(高比良ら,1999)で構成し

た。分析方法は記述統計，Spearman の相

関係数，重回帰分析を用いた。結果、クリ

ティカルシンキング能力は，協同的態度が

高く，看護師との比較では，探求心が高く，

論理的思考への自信が低かった。情報活

用能力では，収集力，発信・伝達力が高

く，看護師との比較では表現力が高かっ

た。新人看護師および看護師のクリティカ

ルシンキング能力と情報活用能力の関連

性は、双方とも有意な正の相関が認められ

(r= .449,p< 0.1)、両能力は有意に関連して

いることがわかった。両能力に影響を与え

る諸要因では、新人看護師は看護基礎教

育課程がクリティカルシンキング能力に影

響していた。クリティカルシンキング能力を

高めるには情報活用能力の判断力，創造

力，処理力を育成する必要性が示唆され

た。 

Ａ４判 全 64 頁 

2.看護学生の砕石位体位前

後の産婦人科診察台に対す

るイメージと羞恥心の変化 

（査読付） 

共著 
平成 27 年 6

月 

畿央大学紀要 p19～

P30 

看護学生が産婦人科診察台で砕石位を体

験することで、体験前後の診察台のイメー

ジや羞恥心の変化を検討することを目的と

した。先行分権やアンケートからキーワード

を抽出し 15 項目の産婦人科診察台イメー

ジ尺度を作成した。羞恥心は樋口の状態

羞恥心感情測定尺度で砕石位体験前後に

調査した。参加者は 80 名。産婦人科イメー

ジは、因子分析の結果「情動イメージ」「体

感イメージ」「緊張的イメージ」「見た目イメ

ージ」の 4 因子が抽出された。体験前は 13

項目がマイナスイメージであったが、体験

後 5 項目がプラスに有意に変化した。体験

後の羞恥心尺度の高値群は、診察台イメ

ージの「高く」「嫌な」の項目でマイナスに有

意に変化した。以上から産婦人科診察台

に対してマイナスイメージが強い場合、羞

恥心が強くなることが示唆された。 

本人担当部分：データの分析、結果の考察

を行った。 

共著者：◎中居由美子,小笠原知枝,播金

ヤスミ,小林由里,河合まゆみ,文鐘聲, 
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3.基礎看護学実習評価項目

の内容分析によるパフォー

マンス評価のためのルーブ

リックの作成 

（査読付） 

共著 
平成 30 年 2

月 

医療福祉情報行動科

学研究第 5 巻 P43～

P51 

基礎看護学実習の評価に用いられた項目

から、パフォーマンス評価のためのルーブ

リックを作成することを目的とした。10 校の

基礎看護学実習評価表の評価項目を基礎

データとし、Berelson の内容分析を参考に

カテゴリー化した。445 記録単位数をコード

化し、110 サブカテゴリ―、25 カテゴリー、6

コアカテゴリーを抽出した。6 コアカテゴリー

は、看護過程展開力、クライエント理解力、

自己学習力、チーム医療における看護師

役割の認識力、倫理的態度に基づく実践

力、コミュニケーション力と命名し、基礎看

護学実習の実践力とした。これに基づき、

縦軸に 25 カテゴリーの評価規準、100 サブ

カテゴリ―の評価基準から構成され、かつ4

段階尺度で評価できる評価表を作成した。

教員は客観的で効率的なパフォーマンス

評価ができる、学生にとっては学生自身の

自己評価を容易にし、基礎看護学実習の

行動目標を立てる手段として活用が期待で

きる。 

本人担当部分：データの分析、結果の考察

を行った。 

共著者：◎播金ヤスミ，小笠原知枝,中居由

美子,河合まゆみ,小林由里,對中百合,新

井祐恵，太田容子，伊藤明子 

4.新人看護師のクリティカル

シンキング能力と情報活用

能力の特徴とその関連性 

（査読付） 

共著 
平成 31 年 2

月 

医療福祉情報行動科

学研究第 6 巻 P3～P11 

新人看護師のクリティカルシンキング能力と

情報活用能力の特徴とその関連性を明ら

かにすることを目的とした。看護師 712 名に

質問紙調査を実施した。質問紙は属性、批

判的思考態度尺度(常盤ら、2010)、情報活

用の実践力尺度(高比良ら、1999)で構成し

た。分析方法は記述統計、Spearman の相

関係数、重回帰分析を用いた。結果、クリ

ティカルシンキング能力は、協同的態度が

高く、看護師との比較では、探求心が高く、

論理的思考への自信が低かった。情報活

用能力では、収集力、発信・伝達力が高

く、看護師との比較では表現力が高かっ

た。新人看護師および看護師のクリティカ

ルシンキング能力と情報活用能力の関連

性は、双方とも有意な正の相関が認められ

たが、新人看護師は看護師より関連性が低

かった。両能力に影響を与える諸要因で

は、新人看護師は看護基礎教育課程がク

リティカルシンキング能力に影響していた。

今回の調査結果から、クリティカルシンキン

グには、懐疑的態度、探求心、論理的思考

への自信が重要であり、その能力と関連し

ている情報活用能力の、処理力や創造

力、判断力、発信・伝達力を高める教育が

必要である。その教育方法として、文章の

批判的読解、事例分析、映像視聴によるメ

ディアの解読、レポートや論文などにより分

析的思考や創造性を高めることができる教

育についてさらに明らかにすることが課題

である。 

（修士論文をもとに作成） 

本人担当部分：質問紙の作成と調査及び

統計解析、研究の総括を行った。 

共著者：◎小林由里、小笠原知枝、河合ま

ゆみ、中居由美子、播金ヤスミ、 
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（その他）     

１.アセスメント能力向上に向

けての継続的関わりによる研

修者の変化 

－ 
平成 23 年 2

月 

日本医療マネージメント

学会奈良支部会 

卒後 2年目看護師 19名を対象とし、アセス

メント能力の向上に向けて継続的に関わっ

たことにより、変化した研修者の意識と行動

を明確にした。アセスメントの集合研修を実

施し、1 か月後、3 か月後にアセスメントに

関する症例カンファレンスを OJT で実施。6

か月後にアンケート調査した。調査表は鎌

田ら 1)の「看護過程の構造」を参考に、「Ⅰ.

問題意識」「Ⅱ.情報収集」「Ⅲ.アセスメント」

Ⅳ.自分の分析の確認」「Ⅴ.根拠にもとづく

看護判断」の 5 項目について研修後の意

識と行動の変化を問う 14 の小項目で構成

し4段階で評価する独自の調査票を作成し

た。結果、患者の病態や実施されている治

療に対して疑問を感じ、情報の解釈や分

析、判断について自分で考え、先輩看護

師に指導を受け理解していた。アセスメント

研修は、事前課題の内容をグループで共

有しあい、また、模擬患者が次々に提示す

る訴えやデータについてアセスメントできて

いた。6 か月間、意図的に継続的に関わっ

たことにより卒後２年目看護師は、①問題

意識を持ったアセスメントを意識するように

なった②客観的な情報収集の必要性を感

じ、五感を使って観察するようになった③自

己のアセスメントや判断の不十分さを自覚

し、信頼性を高めるために先輩に確認・相

談するようになった。今後こうした確認の積

み重ねにより、情報収集能力やアセスメント

能力の向上が期待できると考える。 

3．長期療養型病院における

中堅以上の看護師に必要な

教育内容の検討 

－ 
平成 23 年 6

月 

日本医療マネージメント

学会 

長期療養型Ａ病院における中堅以上の看

護師の看護技術修得状況調査から、今後

の教育内容を明らかにすることを目的とし

た。対象はA病院看護師１２６名（看護師長

を除く）とし、国立病院機構看護職員能力

開発プログラム「看護実践における技術的

側面」の大項目８項目、小項目７６項目に

ついて５段階評価の自記式質問紙により調

査した。看護必要度、超重症児（者）・準超

重症児（者）評価結果と対比し、教育内容

を抽出した。結果、看護必要度評価では、

「呼吸ケア」が必要な患者が全体の４３％を

占めている。技術修得状況調査結果では

「根拠に基づき一人で実施」の修得度が低

かったのは「救命救急処置技術」「創傷管

理技術」であり、具体的には「人工呼吸器

装着中患者の観察と管理」「ドレナージの

管理」など「呼吸管理技術」に関するものが

低く、中堅以上の看護師に必要な教育内

容は「呼吸管理技術」「救命救急処置技

術」である。 
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4.A Study of Young 

Women’s  Images of the 

Gynecological Examination 

－ 
平成 25 年 10

月 

International Nursing 

Conference & World 

Academy of Nursing 

Science 

若い女性が婦人科診察台に対して、どのよ

うなイメージをしているのか判明することを

目的とした。婦人科診察台のイメージの 15

項目のスケールを作成した。８０人の女子

大学生に婦人科診察台で診察を受けるポ

ーズをとってもらった。結果、診察ポーズ前

の婦人科診察台のイメージは、「緊張する」

67.0％、「恥ずかしい」58．0％、「親しみにく

い」50％「こわい」43.3％、「嫌い」32.7％で

あった。診察ポーズ後の婦人科診察台のイ

メージは,「高い」61.7％、「嫌い」45.3％、

「緊張｣42.7％,「こわい」28.0％,「恥ずかし

い」27.7％に変化した。 

  診察ポーズ後 50 名の学生が婦人科診

察台のイメージはマイナスイメージからプラ

スイメージに変化した。このことから若い女

性は診察前は婦人科診察台に対してマイ

ナスイメージをもっているが体験後プラスイ

メージに変化した。子宮がん検診率を上げ

るために、ヘルスケア・プロバイダーは、若

い女性の婦人科診察台の否定的なイメー

ジを減少させることが必要である。 

本人担当部分：データの分析、結果の考察

を行った。 

共同発表者：Yumiko Nakai, Jong-Seong 

Moon, Yasumi Harikane, Yuri Kobayashi, 

Mayumi Kawai, Midori Takagi, Akiko Ito 

5.新人看護師のクリティカル

シンキング能力と情報活用

能力の関連性とその特徴 

－ 
平成 26 年 8

月 

日本看護学教育学会

第 24 回学術集会 

看護師 1,075 名を対象に自記式質問紙法

による調査を行った。質問紙は高比良ら

(1999)による情報活用の実践力尺度、常盤

ら(2010)による批判的思考態度尺度を使

用。分析対象者は新人看護師 158 名、看

護師 583 名。新人看護師と看護師のクリテ

ィカルシンキング能力および情報活用能力

の平均値の比較では、｢協同的態度｣と｢探

究心｣が新人看護師が高く、｢懐疑的態度｣

と｢論理的思考への自信」は低かった。情

報活用能力では<表現力>のみが有意に高

かった。3) 新人看護師および看護師の 

｢クリティカルシンキング能力｣と<情報活用

能力>の関連性は、双方とも有意な正の相

関が認められた。本研究から、新人看護師

の両能力は関連していることが示唆され

た。クリティカルシンキング能力では「懐疑

的態度」や「論理的思考への自信」、情報

活用能力では<判断力>や<処理力>などの

能力を高める教育が必要であると考える。

（修士論文の一部を発表） 

小林由里，河合まゆみ，播金ヤスミ，中居

由美子，伊藤明子，小笠原知枝 

本人担当部分：質問紙の作成と調査及び

統計解析、研究の総括を行った。 

共同発表者：小林由里，河合まゆみ，播金

ヤスミ，中居由美子，伊藤明子 
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５.看護専門学校における高

校新卒学生と社会人経験学

生の学習意欲に関与する要

因 

- 
平成 27 年 8

月 

日本看護学教育学会

第 25 回学術集会 

専門学校における高校新卒学生と社会人

経験学生の学習意欲に関与する要因を明

らかにすることを目的とした。看護専門学校

3 年課程（4 校）の 1～3 年生 445 名を対象

に、自記式質問紙調査を実施。質問紙は

永嶋らの学習意欲尺度、斎藤らの志望動

機尺度、菅原らの自意識尺度と学習活動

で困った場面・学校生活での人間関係・相

談の気兼ねなど 6 項目とした。結果は、社

会人が学習意欲全体で有意に高く、学習

意欲に関与する要因とした高校卒は「志望

動機」のみであったが、社会人は「志望動

機」「自意識」「学校生活の相談」が関与し

ていることが示唆された。さらに高校卒は看

護職への憧れと自分に適性があると感じて

いるほど演習・実習に期待が大きいことが

推察された。 

本人担当部分：データの分析、結果の考察

を行った。 

共同発表者：河合まゆみ，小笠原知枝,中

居由美子，小林由里，播金ヤスミ 
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年月日

2014年4月～
現在

2) 母性看護学演習

2014年4月～
現在

・助 学
1）助 診断技術学

2015年4月～
現在

2015年4月～
現在

2015年2月

2017年4月

2018年5月

母子メンタルヘルス、 神経メカニズ、グローバルヘルス

１ 教育方法の実践例

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

・母性看護学
1) 母性看護学Ⅰ概論
 母性看護学Ⅱ各論
 母性看護学Ⅲ（看護技術）
 母性看護学Ⅳ（看護過程）

グループワークや討論を取り入れ、学生同士の意見交
が効果的となるような配慮を実施した。母性看護学概論
では、生きることの意味を考え、 と向き合っていく専
門職であることを考える機会を作る工夫をおこなってい
る。授業の最後には振り返りを行い、各自の目 達成、
課題を明確にしていく取り組みをしている。

講義で学んだ内容を技術演習を通して、行動実践できる
ようにした。さらに実習へとつなげていけるような工夫
をしている。自主的に自己学習できるような教材を作成
している。

教 育 研 究 業 績 書

令和2年6月30日

                                                                    氏名  高田勝子

2)母性看護学実習指導要 作成 2）効果的な実習が出来るように、従来の指導要 の全
体見直しと記録の変更を実施。

看護学・医学

事項 概 要

２ 作成した教科書，教材

少人数グループワークを授業の中に取り組み、他者と学
習することで1つの実践を生み出せるプロセスを取り入
れている。また、知識を活用・応用できるように具体的
な事例を取り上げ、分析し、実践できるような設定の工
夫をしている。

シナリオを作成し、提示し、学生はそのなかから課題を
見つけ、実践することをおこなっている。また、学生が
調べたことをプレ ンテーションし、自らの学習成果を
他の学生と共有し、新たな学習課題を見つけ出すという
展開を取り入れている。

2）助 診断技術学演習

1)分 介助技術手 法 1)分 直接介助と分 間接介助の手 本を作成。

3）新生児 と新生児フジィカルアセスメントの
チェックリスト作成

3）演習、自己学習で活用でき、実践できるレベルにな
るように手 書を作成した。
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2016年12月

2017年・2020年
2017年10月

年月日

1998年

2003年

2010年

2007年
2008年
2008年
2015年

アドバンス助 師 CLoCMiPレベルⅢ認証

１ 資格，免許

５ その他

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

４ 実務の経験を有する者についての特記事項

多言語プレ ンテーション国際コンテスト出場
国際シンポジウムのシンポジストとして招聘

入
早稲田大学大学院

看護師免許

介護支援専門員

助 師免許

ベビーマッサージインストラクター資格
ヘッドスパ・エステインストラクター資格
リフレクソロジーインストラクター資格
新生児蘇生法Jインストラクター資格

概 要

３ 教育上の能力に関する大学等の評価

事項

４ その他

6看護－255



著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

運動は を介して食意 ・行
動にどう影響を えるか

共著 2016年

担当部分：「運動が食 に える影響
食・動・ 関連」
共著者：高田勝子、吉川貴仁

未来のノーベル はここにあ
る イチオシ研究発 メディ
ア

共著 2018年

担当部分：「食べる意 や我慢は無意識
に働く 活動と関係するか」
共著者：高田勝子、吉川貴仁

（学術論文）

助 師を志す看護専攻３年生
の進学意識と教員の関わり

単著 2015年

助 師を志す学生の進学動機からの進学
意識の詳細とモチベーションの高さ、そ
れに関わる教員の関わりについての質的
研究。

ケア教育のとりくみ 共著 2016年

ケア教育は学生にとって 生と の
両方の をケアしていくことの大切さに
気付き、看護対象へのより細やかな配慮
と判断、 な対応が求められることを
新たに認識した
共著者：高田勝子、吉川貴仁

The brain science of
exercise-eating linkage
for improvements of modern
human health. 共著 2017年

単回運動や継続的運動習慣が、食
意 ・食行動を制 する 神経の
仕組みにどのように働きかけるの
かを解説した。
共著者：吉川貴仁、上田真也、
石井聡、高田勝子

Neural activity induced by
visual food stimuli
presented out of
awareness:a preliminary
magnetoencephalography
study

共著 2018年

食 による神経活動に関連する
無意識下の 活動の役割を、
図を使用して解明した。
共著者：高田勝子、吉川貴仁、
石井聡、松尾貴司、中村千華

Relationship between
Stress Response and Stress
Tolerance Characteristics
for Midwife Students

単著 2019年

コルチゾールとハーディネスとの関
係を調べ助 師学生のストレス反応とス
トレス 性特性との関係について調査分
析し考察した。

Neural effects of hand-
grip-activity induced
fatigue sensation on
appetite:a
magnetoencephalography
study

共著 2019年

急性の運動負 による 労感が食 に
える影響に関して 活動の役割を、
図を使用して解明した。
共著者：松尾貴司、石井聡、 高
田勝子、中村千華、吉川貴仁

Neural effects of acute
stress on appetite:a
magnetoencephalography
study

共著 2020年

来の出来事を予期することによって生
じる心理的ストレスが食 に える影響
に関する 活動の役割を、 図を使用
して解明した。
共著者：中村千華、松尾貴司、石井聡高
田勝子、吉川貴仁

 (その他)

者 に る 者 に る に の に を す

の の に の を る の を する

教 動 に に に 動 に に する

動 に の点に する

の の に に する

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

日本未病システム学会雑誌
Vol.22 No3

に の の 者に 教 を の を に

白 期大学研究紀要第11号
P169-178

白 期大学研究紀要
第10号 P49-58

Journal of Physical Fitness
and Sports Medicine.
2017;6(5):295-300.

Scientific Reports,Article
number:3119

Academist Journal

Scientific Reports,Article
number:9:11044

PLoS ONE 15(1):e0228039.

奈良学園大学紀要第10集p63-73

の教 動 動に する

の を する教 に の の
の に る のに する の の を

る の る に

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和  2 年  6 月  19 日 

  氏名  本庄 美香     

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 生 発達看護学分野  後うつ病， 精神病，Self-Regulation の発達 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

   

・小児看護援助論における一次 処置

（ ）演習 

2011 年 4 月    

～2013 年 3 月 

「小児看護学援助論」の学内演習において、子どもの一

次 急処置演習を実施した。子どもの は、大人と

異なる点がいくつかある為、それら大人の の知識

と子どもの の知識を演習室で学び、その後、

型 トレーニング人形を用いて全員参加型で実施

した。実施する際は、AED トレーナーの指示に合わせ、

急 が 着するまでの平 時間を実際さながらに行

った。実際に近い状況で行うことで、生 に関わる仕事

への意識を高められた。 

・保育士教育における保育所安全教育：保育

所での健康障害発生時のシュミレーション

教育 

2013 年 9 月     

～ 2014 年 3 月 

「子どもの保健Ⅱ」を担当し、実際の事例（発 のある

子・下 のある子・ 痛のある子）を提示しアルゴリズ

ムを用いて、子どもの急変時の対応など具体的な対処方

法を教授した。また、同時に今の子ども達の健康問題を

グループ毎に発表、デイスカッションを行った。また、

子どもの一次 急処置はシュミレーション演習を

行い、近年増加傾向にある、保育園での子どもの 事

へ対応できるよう実践で使える技術・知識を念 に実

施した。 

・小児看護援助論における事例演習 2014 年 4 月     

～2015 年 3 月 

３年次の専門課程科目である「小児看護援助論」は、健

康障害のある子どもと家族への看護を中心に、実践的な

演習を交えながら進めている。講師の実際の経験が、学

生の未体験なことをイメージし くなる事から、具体と

抽象の り返しを行い、実際は、同じ現象の説明であっ

ても聴く側には新しい事に感じさせるような方法を行

っている。さらに、事例展開をグループワークで実施し、

その後発表を行った。 り返すことで、知識の定着が可

能となり、グループワークにより協調性を い、発表す

ることでプレ ンテーション能力を身に着けることに

より、直接的な看護力だけでなく、人間力全体を うこ

とに力を入れた。 

・病床での びの工夫を実践するためのアク

ティブラーニング 

2014 年 4 月     

～2015 年 3 月   

2017 年 5 月   

～2020 年 3 月 

入院中の子どもにとって びは、気晴らしだけでなく、

健やかな成長発達を促し、 病意 の向上や症状改善の

為に重要な役割がある。また、小児看護の実践者にとっ

ては、入院中の子どもに適切な びを提供できること

は、良質な看護を提供できていることに がる。そこで、

事例を想定した手作りおもち を学生に作成させ、その

おもち にに対する意見を他者にもらい、課題を 成す

るというアクティブラーニングを実施した。小児看護概

論で子どもの発達を学び、疾病論で子どもの疾病と治療

を学び、小児看護学援助論でそれらを統合するという援

助論の目的が達成しやすい演習となった。 
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・ 地実習及び国家試験に向けての事例演習 2019 年 4 月  

～2020 年３月 

近年、急性期小児病棟の平 在院日数は 3.5 日となっ

ており、学生が情報を収集し患者把握を行い看護上の問

題点を抽出する時間が くなってきている。その一方

で、国家試験問題は、状況設定問題など実習で看護展開

していなくても理解できることを要求される。その を

めるため、すべての学生に 5事例を事例展開を小児看

護援助論で実施した。課題量は多くなるが、評価表を各

事例毎に課すことにより、評価の質や平等性を確保し、

事例演習 5事例分の評価を科目の評価 25 とすること

で、学生の学びの質の向上が得られた。 

２ 作成した教科書，教材 

・小児事例集（科目：小児看護学援助論） ～2020 年 3 月 

2018 年 4 月  

事例演習を行う際の事例集を自作した。各事例には、学

修目 （事例把握のための しるべ）、家族背景、入院

までの経過、入院時の状況、入院から退院までの経過、

検査データ等、多くの情報をまとめ、学生はそれらの情

報のどの部分が必要な情報かを判断できるように導い

た。さらに、自己の知識がどの時点で習得できていない

かを認知できるよう、今後も事例の提示の仕方を工夫し

ていく必要がある。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

・学生による授業評価 2014 年

～2016 年 3 月 

高等教育研究センター（関西国際大学）における授業評

価にて5ポイント満点中4.6～4.8ポイントを獲得する。

さらに、学部内の教員 位は 2位であった。 

４ 実務の経験を有する者についての特記

事項 

大学病院（小児内科）総合病院（子ども病棟）、精神科

女性慢性期病棟、病院母子センター（保健師）の実務経

験がある。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

保健師 

看護師 

２ 特許等 

なし 

３ 実務の経験を有する者についての特記

・小学生に対する 演習について 2011 年 4 月   

～2013 年 3 月 

子どもへの「 の教育」を主目的に、小学生に対する

演習を実施した。演習時は、希望学生に補助を依頼

し、実習病院の指導者にも参加して頂いた。演習は、

型 モデルを用い、 急 が 着するまでの 8分

間を、子どもに体験してもらった。また、聴診 を用い

て自分の心 の聴診や自分の身を守ることの大切さも

伝えながら、BLS 演習を通じて の大切さを伝える事が

出来た。 

・「まちの保健室」の出張事業としての地域

への健康教育活動

2011 年 4 月   

～2013 年 3 月 

大学近 の高齢者が集まる施設やイベント等に出張し、

身体測定・ 圧測定などを行い、来訪者からの健康相談

を行った。慢性疾患を抱えながら、大学周辺の地域で生

活する高齢者とかかわることにより、地域 献にもな

り、大学運営の理解にもつながると考える。 

４ その他 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（学術論文）     

1  高齢者と子どもの交

流促進に向けての課題と

方策に関する研究動向 

共著 2011 年 12 月 医学と生物学 Vol15

（12)、 892-898 

施設における高齢者と子どもの交流促

進に向けての課題と方策に関する文献

の研究の動向と内容を明らかにするこ

とを目的とした。交流促進に向けて、１．

高齢者や子どもの特徴に合わせたプロ

グラムの構築、２．コーディネーター育

成の充実が示 された。担当部分：子ど

もの発達に関する分析、共同研究につ

き、本人担当部分抽出不可能。 

共著者：林谷啓美、本庄美香 

2 高齢者と子どもの日常

交流に関する現状とあり

方 

共著 2012 年 12 月 園田学園女子大学論

文集第 46 号、p69-87 

高齢者と子どもの日常交流に関する文

献を収集・分析し、高齢者と子どもの交

流についての現状を明らかにした。結

果、高齢者と子どもの日常交流を促進す

るための課題は、地域においては、交流

プロ グラムへの配慮 、高齢者と子ども

の交流における継続性 、及びサポー

ト・ネットワークの 充実が必要と考え

る。施設においては、疾患・障害をもつ

高齢者の理解、子どもの理解、高齢者と

子どもへの配慮、職員の負担、及び職員

の専門性を生かした連携と協働 が必要

であると考える。高齢者と子供の日常交

流がさ かんに行われるためには、施設

間や他職種間の連携が必要不可欠とな

るため、コミュニケー ション能力や調

整能力を兼ね備えたコーディネーター

的な役割の職種が必要であることが明

らかとなった。 

担当部分：考察，２）子ども理解， 895 

共著者:林谷啓美、本庄美香 

3 後うつ病の効果的な

スクリーニング及び支援

方法についての文献的検

討 

共著 2014 年 10 月 大阪信愛女学院 期

大学院紀要 48 号、

p13-22 

文献の検討を行うことにより， 後うつ

病の効果的なスクリーニング方法およ

び支援方法について検討した． 後うつ

病は、厚生労働省の発表では，近年減少

傾向にあるとされているが うつ傾向

を呈する時期が経過の中で異なる②エ

ジンバラ 後うつ病質問 の使用方法

の不統一によるバイアス，等のりゆうか

ら，減少傾向にあるとは言えず、 な

スクリーニング開発の必要性がある．

児家庭全戸訪問事業など、看護専門職者

の家庭訪問拒否の母親らに対する、母親

が気持ちを表出し い評価方法が必要

である。担当部分：全体の構成、 13～

16までの「はじめに」「考察6-1,6-2,6-3」 

共著者：木村聡子、本庄美香 
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4  合病棟で小児に関

わる看護師のプレパレー

ションに対する認識と実

践の状況 

共著 2015 年 3 月 日本看護倫理学会誌 

Vol.7(1)、p11-16 

合病棟で小児にかかわる看護師のプ

レパレーションの認識と実施状況を明

らかにすることを目的にとして調査し

た。結果、プレパレーションの意味、効

果、必要性に関する認識が 9割あるにも

関わらず、実施状況は 6割 に過 なか

った。プレパレーションを段階別にみる

と、“処置中のディストラクション（気

晴らし）”の実施状況が 8 割を満たなか

った。プレパレーションを実施するため

に「時間の確保」が必要と回答した看護

師が 7割以上、実施できない理由であっ

た。共同研究の為、担当部分の抽出不可

能。                             

共著者：宮内環、寺内弘、本庄美香 

5 Self-Regulation の発

達と子育て支援について 

 

 

単著 2020 年 3 月 奈良学園大学紀要第

12 集 

「健やか健康 21」で重点課題としている

取り組んでいる「 期からの児童 待

防 対策」、「育てにくさを感じる親に

寄り添う支援」について

Self-Regulation の発達と関連付けて概

観し、最近の知見を分析、考察を加え、

これからの子育て支援のあり方につい

て述べている。子どもの

Self-Regulation の発達は、reacive（反

応的） な過程と effortful（ 力を要す

る）な過程の２つの側面をもつ発達課題

である。reacive（反応的）な過程は、

児期から 児期にかけて獲得し、母親

のストレスが大きく影響を及 すと考

えられている。effortful（ 力を要す

る）な過程は、 児期に獲得し、親や周

囲の大人の肯定的な子育てや首尾一貫

性のある行動が、子どものソーシャルス

キルとより高い effortful control が獲

得される。 

（その他）     

1 A survey of academic  

research on programs and 

challenges in the 

promotion of interaction 

between the elderly and 

childrenin institutional 

environments 

共著 2012 年 3 月 15th  

East Asian Forum of 

Nursing Scholars 

This study sought to collect and 

analyze documentary sources 

concerning interaction between the  

elderly and children in  

institutional settings, and shed 

light on the substance and direction 

of research on challenges and 

initiatives for furthering such 

interaction.  

共著者：Hiromihayashitani,Mika honjyo 

2 BLS 体験によって育ま

れる「いのち」の実感的理

解～小学 5年生への「いの

ちの授業」の実践報告～ 

共著 2013 年 9 月 第 60 回小児保健協会

学術集会 第 72 巻 

講演集 02-088  

小学 5年生が、蘇生人形を用いて、

圧迫を体験するという「いのちの授業」

を実施し、子どもたちが「いのち」をど

のように理解しているかを明らかにし

た。結果、子どもたちは、「いのち」を

実際に体験することで実感的に理解し

ていることが明らかとなった。     

共著者：本庄美香、藤澤 樹、宮内環 

3 生委員児童委員がも

つ子どもの 待について

の認識 

共著 2013 年 12 月 第 32 回 日本看護科

学学会学術集会 

生委員が持つ子どもの 待について

の認識を明らかにして地域支援活動に

おける 生委員児童委員と看護職の連

携の在り方を検討した。結果、 生委員

は 待であると判断する際、 いがあ

る。専門家の存在が重要である事が明ら

かとなった。             

共著者：林谷啓美、本庄美香、森本喜代

美 
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4 に関する質問と

後うつ自己評価 （

）との関連性の検証  

第 1報 

共著 2014 年 9 月 第 55 回 日本母性衛

生学会 

後の 障害に関する質問と EPDS の

うつ傾向との関連性を検証するする

為に、Ａ県下の母 相談室で協力の得ら

れた母親 57 名を対象に，EPDS および自

作の 調査 を用い，無記名自記式調

査を実施した． 困難と EPDS 高得点

との間には関連性が認められた。 

共著者：木村聡子、本庄美香 

5 合病棟で小児に関わ

る看護師のプレパレーシ

ョンに対する認識と実施

状況－第 1報 

共著 2015 年 6 月 第 8回 日本看護倫理

学会学術集会 

合病棟で勤務する看護者の認識と段

階別実施状況との関連を比較した。   

共著者：本庄美香、宮内環、寺内考弘 

6 合病棟で小児に関わ

る看護師のプレパレーシ

ョンに対する認識と実施

状況－第 2報 

共著 2015 年 6 月 第 8回 日本看護倫理

学会学術集会 

プレパレーションの段階的実施状況を

困難と思う医療行為で比較した。    

共著者：本庄美香、宮内環、寺内考弘 

7 合病棟で小児に関わ

る看護師のプレパレーシ

ョンに対する認識と実施

状況－第３報 

共著 2015 年 6 月 第 8回 日本看護倫理

学会学術集会 

合病棟の看護師の人員配置は、小児患

者と成人患者が同じ単位で捉えられる。

その為、小児に関わる看護師の認識と実

施状況をプレパレーションの階的に検

討した。                    

共著者：宮内環、本庄美香、寺内考弘 

8  周 期における母親

の についての実態調

査‐メンタルヘルスケア

への手がかり 

共著 2019 年 10 月 日本看護学会（ヘルス

プロモーション）学術

集会 

出 ・育児は女性役割の変化，

不足，様々な不安など，心理社会的スト

レスが負 され，精神的に不安定な状況

に りやすい が っている．中で

も， に着目した先行調査では，特に

と周 期の うつ傾向の関連が示

された．しかし，母親の の実態や

認識に関する調査は見当たらなかった．

本研究は、周 期における母親の の

実態・認識を明らかにする為に実施し

た。結果、周 期の母親に対して，日中

の の有無やその理由について確認

することは， な母親のメンタルヘル

ス支援への手がかりとなることが考え

られる．              

共著者：木村聡子，本庄美香 
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2 年 3月 31 日 

                                                                     氏名   高 奈 
研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 看護教育学 年看護学 看護教育 健 高齢者 エイ ズム ブライトケア  

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例 

1）講義と演習 業 短期大学 常 講  

 「 看護概論」 

 「 看護方法論 」 

 「 看護方法論 」 

 「 看護方法論 」 

 「 看護方法論 」 

  を使用したデジタル教材の作成 

  演習時に 者の想定がしやすいように、 

   ボディイ ージ資 作成使用 

  演習時の研究課題資 の作成使用 

 

 

 

 

1～4）平

成 26 年 5

月～平成

29年 3月 

 

 

１） 短期大学の 常 講 として「 看護学概

論」の 業の一部を担当した。主に看護の として

日本の看護や関係法 の 、 の看護の

についての 業とテスト作成をした。近 看護の

となる事 や の看護の方向性などを や経験、

ドラマを使って、 しみやすい内容にし、学生が習得

しやすいように めた。（1 年次 当、1 単位、学生

150名） 

「 看護方法論 」の 業を担当した。活動と

・感 ・ 物品の 作・ と排 ・ 動

と ・効 的な動きの講義を行い、人間が健 に向

かうための看護援助の在り方について 導を行った。

それ れの 業で、実 に実技で学生に体験させるこ

とにより、よりイ ージしやすいように、感 の 方

のモデルや重心 化の 方の教 の作成を行い、学生

に実施させ、わかりやすく習得できるように めた。 

「 看護学方法論 、 、 」（1 年次 当各 1 単

位）の演習 業全 について実施し、フィジカア ス

ント・看護イグザミネーション技術・点 ・ ・

採 ・排 理 法・ポジショニング・ 理・

法の技術について、 導と実技テスト教 を行っ

た。学生がイ ージしやすいように研究課題を与え、

その課題に って資 と実技を行った。 

短期大学の 実習 での実習 導教員として

担当学生の学内研究発表の 導を行った. 

主に、日常生活援助での関わり方による対象高齢者の

言動の 化についての きについて自 をもって

発表できるように 導した。 

 

2）学内研究発表会 導 短期大学 常 講  

 

 

 

 

3）演習 業（学内） 短期大学 常 講  

資 作成 

実技・記 導 

 

 2）学内での学生の研究発表会について、発表内容の

原 ・ 等の 導を 年おこなった。 

実習中の 導を に、学生が振り りとともに の

自 の看護へのつながりが てるように 慮し 導

を行った。 

 

3） 短期大学で 年看護学の学内 業、演習 業

のサポートを行っている。 年期の看護展開では、学

生の個別 導も行い看護展開成果物の採点も行って

いる。 

 

 

 

4）実習 導（ 常 講 ） 

 「 看護実習学 」「 看護学実習 」 

 「成人看護学 1」「成人看護学 」 

 「 合看護学」 

 「 神看護学」 

 「 年看護学」 

 

 

 

 

 

 

 

         

          

        

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4） 短期大学 常 講 としての実習 導を行っ

た。 

合看護学実習では、要項 と実習オリエンテーシ

ョン、実習調 を行った。[ 看護学」では、看護

の 事の実 や 施設の概要について 問点など

を こさないように 導した。また学生が達成感が

てるようにそれ れの学生が 手とするところの

できるように 慮しながら行った。根 をもって看

護し、 者に寄り い、生活者として 点も れず、

看護の にあるものについても意識して 導した。 

「成人看護学」では 性期・ 性期での成人の療 上

における問題について看護性について 導した。学生

が、 性期の看護展開のスピードについていけるよう
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5）講義と演習 業  奈良学園大学 専任教員 

 「 年看護学援助論」 

 「 業研究 」 

 「 演習 」 

 「演習実技 導」 

  を使用したデジタル教材作成 

  高齢者の介助時の 意点資 作成 

  演習時の研究課題作成と  

  各 業開始時に 回 業の課題 括と 

      ・資 作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5～6） 

平成30年

4月～                                                                  

に、事 課題を確認し 足するところの 導を行っ

た。 手術期の 導では、 の理解・術 ・生

活や社会人としての 者の役割・ 神的な なども

導した。 

「 合看護学実習」では、要項 と事 の実習調

も行った。タイムスケジュールを学生が出来るよう

に、学生同士でのカンファレンスを多く ち、 ーム

で看護を行うことを重 いた 導をした。 の組

の在り方や他職 連 の重要性や実 についてより

多くの経験が出来るように調 慮した。 

 

 

 

 

5）「 年看護学援助論」の 本的な高齢者への援助、

活動・ ・ 事・排 などの技術全 についての講

義と演習を担当した。演習時には作成ボディイ ージ

と看護をつな 資 を作成し、与えた研究課題の元

業を行った。その振り りでは、学生自 でグループ

ワークを行い、検討内容を 書 することで内容の

定 に めた。 地実習 には、学生を個別に 本的

な技術 導を行った。 

高齢者体験・オムツの容量の研究演習・ 体験の

演習では、学生に体験させることにより、高齢所イ

ージがしやすいようにし、看護に必要な内容を考えさ

せる機会とし、看護の 点の 導定 を図った。 

 「 業研究 」では、 業 期性には個別にさらに

時間を作り 導を行った。 

 「 演習 」では、 本的な大学生活での学習方

法や時間・単位制について 導した。グループワーク

で、 本的なレポートの書き方、グループワークにつ

いて 導し、レポートはその都度 した。また図書

の有効利用。インターネットを 科 tt 情報リテラ

シーの方法なども学生に理解の程度に合わせて 体

的な 導を行い、学生が大学での学習方法について積

極的に行えるように 導した。"  

 

6） 年看護学実習 導（奈良学園大学）専任教員  6）実習内容について、事 学習内容・実習目的目

及び内容・スケジュール・カンファレンス等について

企画した。できる内容となるようにし、 験に対

しても 分対応できる内容となるよう工夫した。 

実習 の施設との調 では、全施設で実習 内容

のため事 に 問調 し、学生の実習目的・目 ・ス

ケジュールなど しい を行い学びの差ができな

いように 意した。 

実習開始からは、「 年看護学 . 」（3年次 当 

4 単位）で、学生が 年看護の 本的な考え方に づ

いて看護展開の方法の実 を個別に 導し、実技 導

と評価 導を行った。また、 和に め実習で対

象者の個別性に合う実習内容になるように一 に考

えアド イスし、 導した。すべて担当学生の実習に

同行し、 神的 慮として個別の を え学内では

学習などの 導も行った。 

 

２ 作成した教科書，教材 

1） 年看護学実習要項・記 用  

 

 

1～4）平

成 30 年 4

月～ 

 

1）奈良学園大学保健医療学部看護学科の専門科目「

年看護学 . 」（3年次 当 4単位）で、学生が実

習目的、実習目 に到達するための 体的な学習方法

と内容、実習の進め方、実習の心得、健 理の方法

などについてまとめた 子を作製した。  
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2） 合看護学実習要項（ 年領域）・記 用  

 

 

 

 

 

 

 

3） 年看護援助論 業資  自 学習プリント 

 

 

 

 

 

4）実習オリエンテーション資  

 

 

 

 

5）実習用施設概要の作成   

 2）奈良学園大学保健医療学部看護学科の専門科目「

合実習」（4年次 当 1単位）で、学生が実習目的、

実習目 に到達するための 体的な学習方法と内容、

実習の進め方、実習の心得、健 理の方法、領域実

習で実習できなかった経験技術の実習の 方につい

てまとめた 子を作製した。 

 

 

3） 年看護学 業で使用する自 学習や の理解

につながる資 は、 者への ができるレベルで実

施できるように、言 や内容を を って学習できる

内容とした。またそれを使って実習で 者理解の に

使用できるものを意識した。 

 

4）学生が実習内容を理解しやすいように PPT を使用

して、目的目 に加えて、看護学生らしい 度などを

事 で 断し行動できるように した内容のものと

した。 

 

5）実習全施設について、6 8施設について施設内

で学生が戸惑わないように資 として作成、 布し実

習中に活用できるようにした。 

 

  

 

 

 

  

 

 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

   

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

   

   

５ その他   

   

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許 

1）看護 免許 第 684127   

 

 

2）大 保健 助産 看護 実習 導者講習会修

  

 

 

3） 生 働 専任教員 成課程修    

 

 

4）次 教育学 学士   

 

 

 

5) 学術修士   

 

1） 

平成 2 年

5月 

2） 

平成12年

8月 

 

3） 

平成27年

3月 

 

4） 

平成27年

3月 

 

5） 

平成29年

3月 

 

1） 第 684127  

 

 

2） 大 保健 助産 看護 実習 導者資格 

 

 

3） 看護教員としての専任教育の方法について、教

・実習合わせて受講し修 。 

 

 

4） 次 教育学部 3年次 入。初等教育一部単位取

得 

 

 

5）大 教育大学 教育学研究科 健 科学専 修 。 

２ 特許等   

   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

   

                     

４ その他   
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月      

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書） 

1.2018 年看護 験

対  出題 向が見える

年看護学 

 

共著 

  

ピラールプレス社 B5

 109  

 

全 109ページ 主に 性期看護、社会参

加、 クシャリティについて 筆した。

また合わせて 験問題より 年看

護学分野についての問題 出を行った。

筆は P25～33 高齢者の 手術期につ

いての特徴、社会参加の動向、 クシャ

リティについての 向について、を行っ

た。 

修： 本とも子.  

共著： .田中和奈 高 奈 

2     

3     

:     

（学術論文）     

1.高齢者の健 の多

性を理解するための看

護教育に関する研究 

単著 1.平成29年3

月 

1.大 教育大学大学

教育学研究科 

修士論文要  第

17  

平成 29年 3月 

1.目的： 年看護学での教 による看護

学生への の ついて調査し

た。学生の観察課題においてエイジズム

が されるか実施調査した。 

調査方法：A 短期大学 3 年生 110 人を対

象とし、地域で活動している高齢者の観

察を行った と 制 で、実習開始

にパルモアのクイズを使用しエイジズ

ム調査し、 間 した。結果：高齢者

の特徴について学 うちに が発

生していた。それらを するため、戸

外での高齢者観察課題を実施は効果的

であったと言える。しかし、「大多数の

高齢者は社会的に 立している」，「

とんどの医療専門 は高齢者を す

る 向にある」は理解できなかった。実

習時に内容理解できるように して

いく必要があることを考察した。 

全 159 135 

2.受け ち 者とのコミ

ュニケーションにおける

看護学生の自 評価- 年

看護学実習でのアンケー

ト調査より- 

 

 

 

 

共著 2.平成29年9

月 

2.奈良学園大学紀要

第 7  

2017.9 P121～126 

2. 目的： とり の看護学生が 年

看護学実習で受け ち 者とのコミュ

ニケーションについての自 評価を行

い、実 の高齢者の感じるコミュニケー

ションとの の を調査した。調査

方法：A 市在住で地域のスポーツクラブ

や文化会で活動している 65 以上のア

クティブな高齢者に対してのアンケー

ト調査を行った。結果：看護学生は 力

は 90 以上できたが、高齢者は看護学生

のことを 66 以上は だと感じてい

るとし、 している実 を らかにし

た。 

主担当として実施調査し論文 筆した。 

共著： 高 奈・ 山 子 

 

 

 

3. 「 人性 」

のシュガー・スクラブによ

るスキンケア効果の検証 

（査 ） 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 平成 31年

3月 

3.医療 情報行動

科学研究会誌 第 6   

2019.3 65～72 

3.目的：「 人性 」に対して、

量の 加効果のあるシュガー・スク

ラブを使用したスキンケアによって

が認められるか検証した。調査方法：

健施設でケア と 制 で 1 日目と 5

日目でケア に の 分・ 分、

中の IgAを採取し t検定で 検討し

た。結果： 分 は初日から全ての計測

時に有意に上 を認めた。 分 は初日
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のケア に 加したが他は 化見られ

なかった。これらより リア機能の

進により 分保 能力が上 し、スキ

ンケアとして効果的であることが示

された。 

担当部分： 筆・文 検索・調査・デー

タ ・分析 

筆： 高 奈・山 求他 7名 

 

4. 「 人性 」

のシュガー・スクラブによ

るスキンケア効果の検証 

アビサルジャパン委 研

究報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学会発表） 

1. 「アクティブシニアと

看護 との言 的コミュ

ニケーションでの 体

験について」 

 

 

 

 

2. 高齢者入 施設の看護

職を対象とした 理

研修会の有効性検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.単著 

 

 

 

 

 

 

 

2.共著 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.平成31年4

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.平成30年6

月 

 

 

 

 

 

 

2.令和1年11

月 

 

 

 

 

 

 

 

4.アビサルジャパン

委 研究報告書 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.日本保健医療行動

科学会第 34 回学術大

会 ポスター発表  

 

 

 

 

2.日本看護科学学会 

ポスター発表  

 

 

 

 

4. 人保健施設における高齢者の「 人

性 」に対して、 量の 加

効果のあるシュガー・スクラブを使用し

たスキンケアによって が認められ

るか検証した。結果 量の 加と

リア機能の 進により 分保 能力

が上 し、スキンケアとして効果的であ

ることが示 された。 

担当部分： 筆・調査実施・分析 

筆：山 求・ 高 奈他 7名 

 

 

 

 

1.アクティブシニアがかかりつけ医で

看護 とのコミュニケーション時に

な体験を こした内容と、その割合を

アンケート調査した結果をプレ ンテ

ーションした。 

 

 

2.高齢者施設での研修会のアンケート

調査についてのポスター発表をした。 

田中和奈,高 , 高 奈他 

 

 

3.Effects of skin care 

with Karada Kirei on 

senile cutaneous 

pruritus in older adults 

 

 

 

 

 

3.共著 3. 令和2年1

月 

3.AFNS 2020 

Chiang Mai,Thailand 

ポスター発表  

3.「 人性 」のシュガー・ス

クラブによるスキンケア効果の検証 

の内容のポスター発表を行った。 

本とも子,山 求, 高 奈,他 

（その他）     

1.社会   平成 28 年 9

月～現在 

スポーツ大会 護 

保健 生担当 

 

地域 として大 市天 のスポ

ーツクラブでの定例会での 護担当を

行う。また参加者の ディカル ェック

として事 に 圧測定を行い当日の事

と健 活動に めた。 

2 

3 

: 
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 教  育  研  究  業  績  書 

  令和 2年 3 月 31 日 

氏名  田場 真理  

 
研   究   分   野 研究内容のキーワード 

 
 臨床看護学(透析看護）      透析  終 期  うつ  意思決定   

 
教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項  

 
事項 年月日 概         要 

 １ 教育方法の実践例   

    

    

 ２ 作成した教科書，教材   

    

    

 ３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

    

    

 ４ 実務の経験を有する者についての特記事   

 1) 認定・日本重症心身障害看護師研修会  

看護研究アシスタント講師   

H29 年 7 月 

～  

H30 年 9 月 

近 地区日本重症心身障害心身障害福祉協会の依

頼により認定研修の看護研究アシスタント講師と

して研究指導を行った  

 ５ その他   

 1) 「基礎看護技術Ⅱ・Ⅲ」教育実績 H25 年 4 月

～  

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院（看護専任教員）にて、基

礎看護技術Ⅱ（栄 、 、活動・休 、創傷、

BLS・ALS、エン ルケア等）についての講義・演

習を担当した。講義ではグループワーク、ロール

プレイングを取り入れ、学生が主体的に学べる機

会を作る一方で、定期的に小テストも行い、学生

自ら基礎知識の確認ができるよう工夫した。演習

では、DVD の視聴や教員自らデモンストレーション

を行いながらも、日常生活援助技術に関しては、

学生のこれまでの生活体験を活かしよりよい援助

の方法を考え実施できるよう工夫した。 

 2) 「小児看護学援助論」教育実績 H26 年 4 月

～  

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院（看護専任教員）にて、小

児看護学援助論についての講義（全 15 コマ 30 時

間）・演習（全 7コマ 14 時間）を担当した。講義・

演習では、グループワークやロールプレイングを

とりいれた。その際、子どもの発達段階の理解と

ともに、子どもの最善の利益を守る事の重要性を

伝えつつ、子どもと家族に必要な看護について学

生自ら考えられるよう指導を行った。  

 3) 「基礎・成人・老年・小児看護学実習」教

育実績 

H25 年 4 月

～  

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院看護専任教員として、基

礎・成人・老年・小児実習指導を行った。実習前

には事前学習を課し実習での学びの準備を整え

た。臨地では指導者と協力しながら、学生がより

多くの気付き（学び）ができるよう関わった。 

看護－267



 
事項 年月日 概         要 

 4）「統合看護学実習」教育実績 H25年 11月 

H26年 11月 

関西学研医療福祉学院（看護専任教員）にて、統

合看護学実習指導を行った。実習前には事前学習

を課し実習での学びの準備を整えた。統合実習で

は領域実習では体験できない管理実習や 勤 で

の実習も取り入れより い学びが得られるようか

かわった。 

 5） 看護研究指導 H25 年 4 月

～  

H27 年 3 月 

関西学研医療福祉学院（看護専任教員）にて、看

護研究（ケーススタディ）指導にあたった。実習

中の自身の看護をふりかえり 

 5) 「小児看護学概論・小児看護学援助論」教

育実践 

H28 年 4 月

～  

H29 年 3 月 

奈良学園大学（助手）にて、講義・演習の補助的

指導を行った。  

 6）「小児看護学実習」教育実績  H28 年 9 月

～  

H29 年 3 月 

奈良学園大学（助手）にて、小児看護学実習指導

を行った。 

 7) 「基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」教育実績 H29 年 4 月

～  

H30 年 3 月 

奈良学園大学（助手）にて、主に看護技術演習の

指導を行った。  

 8）「基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ」教育実績 H29 年 9 月 

H30 年 3 月 

奈良学園大学にて基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ実習指導

を行った。 

 9）「成人看護学援助論Ⅱ」教育実績 H30 年 4 月

～  

H31 年 3 月 

奈良学園大学にて、成人看護学援助論Ⅱ、全 15 コ

マのうち、 環 機能障害患者の看護と慢性

病患者の看護の 2コマを担当した。 

 10）「基礎演習Ⅰラーニングスキルズ」 

  教育実績 

H30 年 4 月

～  

H30 年 7 月 

奈良学園大学にて、1年次生配当の基礎演習Ⅰラー

ニングスキルズ、全 15 コマのうちのうち、11 コマ

を担当した。（4回は統合実習のため交代） 

 11）「卒業研究」教育実績 H30 年 6 月

～  

H30年 10月 

奈良学園大学にて卒業研究Ⅱの研究指導を行っ

た。 

 12）「成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ」教育業績 H30 年 9 月

～  

H31 年 2 月 

奈良学園大学にて、成人看護学実習（Ⅰ・Ⅱ）指

導を行った。 

 13）「統合看護学実習（成人）」教育実績 H30 年 5 月

～  

H30 年 6 月 

奈良学園大学にて、統合看護学実習指導を行った。 

 14）「基礎看護学実習Ⅱ」教育実績 H30 年 5 月

～  

H30 年 6 月 

奈良学園大学にて、統合看護学実習指導を行った。 

 職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

 事項 年月日 概         要 

 １ 資格，免許   

 看護師免許（第 1396705 号）   H19 年 4 月  

 修士（学術） H29 年 3 月 放送大学文化科学研究科生活健康プログラム 

修士論文名：透析患者の うつにソーシャルサポ

ートが える影響と支援の在り方―医師、看護師、

ピアサポートに関する考察― 
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 事項 年月日 概         要 

 ２ 特許等   

    

    

 ３ 実務の経験を有する者についての特記事   

 1)  国家試験対策 WG メンバーとしての活動 H27 年 4 月 

 ～ 

H29 年 3 月 

奈良学園大学保健医療学部国試対策WGメンバーと

して確認試験の問題作成、模試の試験監 などを

行った 

 2) FD 委員としての活動 H28 年 4 月 

 ～ 

H30 年 3 月 

H31 年 4 月 

 ～ 

現在 

奈良学園大学保健医療学部 FD 委員として、定期的

な研修の企画運営などを行った 

 3) 学生生活部会メンバーとしての活動 H30 年 4 月 

 ～ 

H31 年 3 月 

学生生活部会メンバー（3年次生担任）として保護

者 談会、卒業式、新入生 研修などに関する

活動を行った。 

 4）キャリア委員としての活動 H29 年 4 月 

 ～ 

H31 年 3 月 

キャリア委員として、就職説明会、就職ガイダン

ス、卒業生に対するウェルカムデーなどの企画運

営をおこなった。 

 ４ その他   

 
   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
 単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）      

1  2018 年看護師国家試験 

対策 要点がわかる 

出題傾向がみえる小

児看護学 

 共著 H29 年 11 月 ピラールプレス  看護師国家試験科目の「小児看護学」に

ついて、過去問を読み解くための要点を

まとめた。 

共著者：守本とも子（監修）、 田ゆか

り、田場真理、瀬山由美子（編著） 

本人担当部分：目 Ⅰ「子どもと家族を

取り巻く環境」「子どもの成長・発達」

「小児各期における健康増進のための

子どもと家族への看護」の部分の執筆を

担当した。 

2  2018 年看護師国家試験

対策 要点がわかる 

出題傾向がみえる成人

看護学（下） 

 共著 H29 年 11 月 ピラールプレス  看護師国家試験科目の「成人看護学」に

ついて、過去問を読み解くための要点を

まとめた。 

共著者：守本とも子（監修）、松浦純平

（編著）、大山 美、梶村郁子、田場真

理（著） 

本人担当部分：「内部環境調 機能障害

のある患者の看護」「 機能障害のあ

る患者の看護」の部分の執筆を担当し

た。 
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著書，学術論文等の名称 
 単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（学術論文）      

1  認知症高齢者を介護す

る 介護者の体験ー介

護生活の中で体験する

困難と、介護生活の支

えとなるものー 

 共著 H28 年 9 月 奈良学園大学紀要 5： 

67-79,2016.  

認知症高齢者である親の介護経験を有

する 介護者を対象に、介護の中で体験

する困難と介護生活の支えとなってい

るものについて半構成的面接を行った。

その結果、 介護者が体験する困難とし

て 親の現状を受け める難しさ など

つのカテゴリーが、介護生活を続ける

中で支えになるものとして 変わってゆ

く親を共有できる存在 など４つのカテ

ゴ リ ー が 見 い だ さ れ た 。 

共著者：上山智恵子、田場真理、守本と

も子  

本人担当部分：半構成的面接によるデー

タ収集および、コーディング、カテゴリ

ー化を行った。 

2 外来透析患者の服薬コ

ンプライアンス不良に

る因子の検討 （査読

付）  

 

 単著 H29 年 3 月 日本医療福祉情報行

動学研究 4:25-30, 

2017.  

外来透析患者の服薬コンプライアンス

不良に る因子について、薬物に関する

知識や理解度の か、視力障害や指先の

動きなど身体的側面の影響、ストレスな

ど心理・精神的側面の影響、そして薬物

管理に関する家族のサポート状況など

社会的側面の影響など軽 11 項目につい

て検討した。その結果、服薬コンプライ

アンス不良に る因子としては、患者の

服薬に対する意識の低さが最も影響す

ることが明らかとなった。 

3  透析患者の うつにソ

ーシャルサポートが

える影響と支援の在り

方―医師、看護師、ピ

アサポートに関する考

察―（修士論文） 

 単著 H29 年 3 月 放送大学修士論文 透析患者の うつに対する効果的な援

助について示 を得るため、ソーシャル

サポートとしての医師・看護師・（患者

間）ピアの援助について検討した。そ

の結果、透析患者の うつを軽減させる

ために効果がある援助とは、身体症状を

改善させるための看護師からの保健情

報の提供であることが明らかとなった。 

4  看護師のサポートが透

析患者の うつに え

る影響（査読付） 

 共著 H30 年 8 月 日本 不全学会誌 20

（2）,74-84,2018. 

看護師のサポートが透析患者の うつ

に える影響について明らかにし、透析

患者の うつに効果的な看護師のサポ

ートについて検討した。結果は、透析患

者が うつになる最大の原因は身体症

状の悪さであり、それを自己管理により

軽減させるための看護師の保健情報提

供的サポートが、身体症状を改善させる

ことで精神面である うつを軽減する

効果があることが示 された。 

共 著 者 ： 田 場 真 理 、 井 出 訓 

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成、 稿を行った 
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著書，学術論文等の名称 
 単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

5 Support for Decision 

-making Regarding 

Continuing or Sus- 

pending Terminal- 

Stage Dialysis.  
（査読付） 

 共 著

  

H31 年 3 月 Japan Information 

and Behavior Science 

for Health and 

Welfare, 6,13-19, 

2019. 

透析患者の終 期透析の意思決定支援

について示 を得るため終 期透析に

対する透析患者の思いを質的量的に分

析した。量的データからは、透析患者の

多くは自らの について考えたり、医療

者や家族と話合いをしていないことが

明らかとなった。また質的データから

は、透析患者には生への希望がある一方

で家族への遠慮により延 への めが

あることが明らかとなった。しかしなが

ら、尊 への いは共通しており、最

期まで自分がどのように生きたいかを

医療者・家族としっかり話合いの場を持

てるよう調整することが重要であるこ

とが示 された。 

共 著 者 ： 田 場 真 理 、 守 本 と も 子 

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成、 稿を行った 

6 認知症⾼齢者と家族の

生活支援への検討 ―

認知症高齢者の気にな

る行動の分析より― 

  （査読付）  

 

 共著 H31 年 3 月 医療福祉情報行動科

学 研 究 ,6,55-63, 

2019. 

認知症高齢者家族の支援を検討するた

め、認知症高齢者の気になる行動を中心

に、認知症高齢者と家族の抱える問題を

インタビューより明らかにし、KJ 法に

より分類した。その結果、認知症高齢者

と家族の抱える問題は「もの れ」「

りっ い」「 の問題」など 8つの問

題に分類された。これらの問題はいずれ

も生活問題としてそれなりに重要では

あるが、なかでも「 」は家族が抱え

る最も困難な事象であることが明らか

となった。また、これらの問題はいずれ

も認知症という疾患に起因するもので

あることから、介護者の精神的負担を軽

減するためには、認知症という疾患の理

解を促すことが重要であることが示

された。 

共著者：守本とも子、田場真理、川口ち

づる、新谷奈苗、永岡裕康 

（学会発表）      

1 透析室における患者満

足度調査―患者の声

から現状の問題点と

課題について考える

―  

 

  H24 年 2 月 奈良県医師会透析部

会（奈良県医師会透析

部会誌 18:1,92.）  

外来透析患者に対し、 存の透析患者用

満足度尺度を用いて看護師に対する満

足度を測定した。その結果、態度に関す

る満足度は高かったが、患者自身が 痛

を伴う 技術に関する満足度は低い

ものであることが明らかとなった。共同

発表者：田場真理、米澤麻理、森村美保 

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・発表を行った 
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著書，学術論文等の名称 
 単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

2 透析患者の うつに対

する看護の実態 

 共著 H31 年 3 月 日 本 看 護 研究 学 会 

第 32 回近 ・北 地

方会学術集会（  福

井） 

透析室で勤務する看護師が、日常的に患

者の うつ症状についてどの程度観察

を行っているか、その実態について明ら

かにした。結果は、経験豊富な看護師で

さえも、 とんど観察できていないこと

が明らかとなった。 

発 表 者 ： 田 場 真 理 、 石 恭 子 

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成・発表を行った 

（その他雑誌）      

1  終 期透析についての

意識と実態調査報告書  

 

 共著 H28 年 3 月 NPO 法人奈良県 友会

発行雑誌ばんび春号. 

3-12,2016   

外来透析患者とその家族を対象に、終

期透析についての意識と実態を調査し

た。その結果、意思決定能力のあるうち

に、自身の終 期医療について書面で提

示 しておきたいと考える患者が 半

数、そうしてもらいたいと考える家族は

半数いることがわかった。しかしなが

ら、医療者とそういった話し合いの場

は、 とんどもたれていない現状が明ら

かとなった。        

共 著 者 ： 田 場 真 理 、 守 本 と も 子 

本人担当部分：研究計画・実施・分析・

論文作成、 稿を行った 

（講演）      

1 奈良県 友会女性部会

での講演 

  H28 年 7 月  病患者会である NPO 法人奈良県

友会より依頼があり、終 期の維持透析

と事前指示書に関する講演を行った。

（  桃谷 ）  

2 奈良県 友会北和地域

健 会での講演  

  H30 年 2 月  NPO法人奈良県 友会（北和地域 友会）

より依頼があり、「豊かな人生の総仕上

げのために－自らの人生の先に思いを

せて語り合おう－」のテーマで新年の

つどいの講演を行った。（  生 市

コミュニティセンターせせら ） 

3 奈良県 友会北和地域

健 会での講演  

  H31 年 2 月  NPO法人奈良県 友会（北和地域 友会）

より依頼があり、「 たきりにならない

ための日常生活で気をつけること」のテ

ーマで新年のつどいの講演を行った。

（  生 市福祉センター）  

（学会等への 献）      

1 日本サーモロジー学会

学術集会第 33 回大会 

  H28 年 6 月  奈良市（奈良学園大学）で開 された第

33 回日本サーモロジー学会学術集会の

実行委員を担った。 

2 奈良県 不全看護研究

会世話人 

  H30 年 4 月 

  ～ 

 現在 

 日本 不全看護学会の下部組織である

奈良県看護研究会の世話人として、研究

会の管理運営（年 2回の研究会）を行っ

ている。 
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年月日

平成19年4月～平
成27年3月

平成27年4月～平
成30年3月

平成30年4月～現
在に る

奈良学園大学 保健科学部 看護学科において、1
年次配当「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年時配
当、半期、必修1単位）では、予習としてポイント
個所をまとめ授業前に発表する形をとっている。3
年次配当「精神看護学援助論」（専門科目、3年次
配当、半期、必修2単位）においては、授業後にポ
イントをノートにまとめ、授業最終日に提出する
ようにしている。これらにより、単位習得試験以
外において、最低限、授業内容についてまとめ考
える機会を設けることになっている。

別記様式第４号（その２）

研 究 分 野

看護学、心理学

教 育 研 究 業 績 書

令和2年3月31日

氏名 西出 子

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

自己心理学、共感、 患者ー看護師関係、相互作用

概 要

１ 教育方法の実践例

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項

１）通信制教育でのレポート添 における工夫 神戸常 大学 期大学部看護学科通信制課程の
講師として担当の「精神援助論」（専門分野Ⅱ、
必修2単位）「精神看護学演習」（専門分野Ⅱ、必
修１単位）において、通信制システムを通して、

数の課題項目に従ったレポートが送られてく
る。学生の理解力に応じたコメントの工夫とし
て、理論の 的な解説やレポートの書き方や考
え方の筋 、具体例等、学生のレポートにワード
の校閲機能を用い、学生の記述の文脈の中でコメ
ントを返すように心がけた。学生からの感想とし
て、「 いているところ等のポイントでコメント
をもらい、わかりやすかった」等の評価を得た。

２）課題・レポートの活用 神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護学概論」（専門分野、１年次配
当、半期、必修１単位）「精神看護特性論」（専
門分野、２年次配当、半期、必修１単位）「精神
援助論」（専門分野、３年次配当、半期、必修２
単位）において、次回の講義内容の予習として、
他の科目で習得した内容が講義内容と関連する場
合、レポートにまとめたうえで受講する形をとっ
ている。例えば、講義内容が「向精神病薬の 作
用に対する援助」であれば、解 学・生理学等で

習した 体外路や 交感神経の作用について、
有害反応の根拠となる基本をレポートにまとめ、
授業に むようにしている。「精神看護学概論」
や「精神看護特性論」は、「精神援助論」につな
がる基本をおさえているので、 習した内容が
「精神援助論」の授業内容に関連する場合、 習
の知識をレポートとしてまとめた上での受講とし
ている。定期試験において、レポートと関連させ
た内容のところは正答率がやや高い結果となって
いる。学生の意 の はあるが、 習得の授業内
容とリンクさせ学生にまとめさせることによっ
て、授業に向かう動機付け及び 序立てた理解に
つながると考えられる。
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平成30年4月～現
在に る

平成19年4月～平
成27年3月

平成21年4月～平
成27年3月

平成23年4月～平
成27年3月

奈良学園大学大学院看護学研究所 CNSコースの
精神看護学演習Ⅰ・Ⅱ（専門科目、半期、各2単
位）において、授業内容に応じたテーマで日頃の
看護実践場面をまとめたものを持参してもらい、
授業素材とし、実践に応じた助言を行っている。

神戸常 大学 期大学部口 保健学科の専門科
目
「こころと 科衛生ケアプロセス」（2年生 90
名それ れABクラスに分けて行った）において、
演習形式で行った。人を理解するための理論と、
様々な対象者と関係を築くための基本的な知識を
学習し、医療現場に適したコミュニケーションを
実践できる能力を身につける。対象者の心を様々
な 度から理解する意味について解説。演習とし
て、話をきく基本 について学生同士、意識を
してロールプレイをする。好ましい態度と好まし
くない態度。 科衛生士と患者の関係性の中で生
じる 介な問題について事例を用いて解説。人を
理解するための心理学の理論や障害のある患者の
概説。演習で 周疾患患者（成人）と高齢者の患
者の2事例で、対象理解とコミュニケーション方法
についてグループワークをし、考える場を設け
た。

神戸常 期大学神戸常 大学 期大学部看護
学科通信制課程 専任講師の講師「精神看護学実
習」（専門分野Ⅱ、必修１単位）において、帰納
的学習法をとっている。2日間の見学実習の後、3
日間のスクーリング授業を行う。見学した内容を
スクーリングで援助の根拠づけを行い、さらに内
容を 化させていく帰納的学習法を実施してい
る。スクーリングでは講義やグループワーク、個
別指導等の方法をとる。グループワークでは見学
したことについて、対象理解や援助方法、治療的
環境という観点で話し合い理解を めていく。ま
た、学んだことを統括するために、看護過程をイ
メージできる事例（発症から入院～退院後の経過
を追った事例）を選択し、精神状態のアセスメン
トをしながら患者の内的体験のイメージを らま
せ、精神看護の基本的な を患者の自我を支え
るという視点でおさえる。また、2日間の病院実習
ではなかなか機会が得られない退院支援について
は、DVDや新聞の切抜きなどを活用し、そのつど学
生に問いかけながら理解を求める。授業終了後の
アンケートでは、レポート学習から見学したこと
まで、すべてがつながる内容だったと評価を得て
いる。

３）演習・実習の効果的な活用

兵庫県立総合衛生学院 科衛生学科 非常勤講
師「ヘルスカウンセリング」（2年生 45人クラ
ス）において、行動の変容をはかるということと
カウンセリングの関係性についての概説。心理学
の視点から人の心について理解したうで、傾聴の
基本 、関係性から生じる 介な問題（ 移・

移）、医療現場でのコミュニケーションの流
れについて説明する。授業開始前に臨地実習で実
際の患者とのコミュニケーション場面のプロセス
レコードを課題とし提出、その中からいくつかの
場面を抜 し、患者の話す言葉の意味や対応を考
える。グループワークで事例検討を行い、対象理
解とコミュニケーション方法について考え、ロー
ルプレイを行う。授業後の感想で、学生の実際の
実習場面でのプロセスレコードを教材として用い
るため、学生の関心が高まったという内容が多く
聞かれた。

看護－274



平成27年4月～平
成30年3月

平成30年4月～現
在に る

平成27年4月～平
成30年3月

奈良学園大学保健医療学部看護学科において3年
次配当、「精神看護学援助論」（専門科目、3年次
配当、半期、必修2単位）ペーパーペイシェントを
用い、情報の収集の仕方、収集した情報の記録の
仕方、アセスメント方法と看護援助の導き方につ
いて、 次一緒に記録用紙に書き込みながら解説
し、そのうえで、別事例（ペーパーペイシェン
ト）で情報の収集からアセスメント、援助の方向
性までグループで検討しながら展開をはかる。自
分で思考したうえでグループで検討しあうこと
は、思考過程を広げ めていくことができると考
える。

４）視聴覚教育技術その他教材の利用 神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護学概論」（専門分野、１年次配
当、半期、必修１単位）「精神看護特性論」（専
門分野、２年次配当、半期、必修１単位）「精神
援助論」（専門分野、３年次配当、半期、必修２
単位）において、精神障がい者の生きづらさや苦
悩について、理解をはかるためにドキュメンタ
リーのDVDを活用している。「精神看護学概論」で
は、 画「精神」から統合失調症の女性のヒスト
リーを語る場面を視聴、後に解説をすることで、
成育歴や生活環境が患者の精神状態や心理にいか
に影響を及 すのかについて理解を図る。「精神
看護特性論」では、自 症の患者のDVDを用い、障
害の特性や苦悩の理解を図る。「精神看護特性
論」と「精神援助論」では、COMHBO地域精神保健
福祉機構の作成するDVDを用い、SSTや訪問看護、
心理教育など地域で暮らす障がい者の様々な治療
やサポートについて患者の心理の 写とともに理
解を図る。後の感想・評価からは、いずれも精神
障がい者に対して、共感的にイメージ化が図れて
いる一助となっていることがわかる。

神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神援助論」（専門分野、３年次配当、
半期、必修２単位）において、IBL(in uiry-based
learning)方式のアクティブラーニングとロールプ
レイングを導入している。IBLは、 目的に った
事例を作成 （統合失調症、うつ病性障害等）②事
例から数行の情報が入ったパートを３から４作
成。パートごとに 事実 説 必要な情報

調べる項目 に分けて進行していく。 調べ
る項目 では学生が次回の授業までに分担して調
べる。 ②に続くグループワークでは、 で作成
した事例を学生に提示し、病院実習で用いる記録
用紙に情報を記入、治療薬について調べ、精神の
アセスメント、セルフケア項目 に ってのアセ
スメント、全体図、看護計画を作成していく。

で作成した看護計画をロールプレイングで実施
する。また、ロールプレイングでは他に「かかわ
りを拒 する患者」や「幻覚のある患者」等、病
院実習でよく する場面を設定し行っている。
IBL方式の少しずつの情報提供は、病院実習での情
報のとり方を想定し、少しずつイメージを らま
せ、患者に問いかけられるようにと言う意図も含
み行っている。学生からは、この方式に めな
い者もいるが、情報から、考えを進めていく筋
がわかるとの評価ももらっている。ロールプレイ
ングでは、患者 のイメージを むのが難しく、

方向のコミュニケーション効果までは望めない
が、「このような場面に した時はどうすれば
いいのか」と意識することにはなっていると思わ
れる。
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奈良学園大学保健医療学部看護学科において担
当の1年次配当「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1
年時配当、半期、必修1単位）では、 ミ形式に
て、常時問いかけと発言を り返し行っており、
学生が自分の考えを発言する機会を多く持つよう
にしている。3年次配当「精神看護学援助論」（専
門科目、3年次配当、半期、必修2単位）において
は、講義形式の際は発問を取り入れ、演習の際に
は、 回し、質問ができる環境を整えている。

奈良学園大学保健医療学部看護学科にて「精神
看護学援助論」（専門科目、3年次配当、半期、必
修2単位）で、 精神病薬の有害反応や、 病棟
のイメージ化を図るためにドキュメンタリーの

を活用している。また、妄想や幻覚などの病的
体験のイメージを広げ共感的理解の促進を図るこ
とを目的に、当事者グループが作成した妄想幻聴
かるたを活用している。

奈良学園大学大学院看護学研究所 精神看護学特
論Ⅳ・精神看護学演習Ⅱ（専門科目、1年次配当、
後期、各2単位）でSSTの実践について、流れやポ
イントを理解するためにDVDを活用している。

５） 方向授業の実践 神戸常 期大学神戸常 大学 期大学部看護
学科通信制課程 専任講師の講師「精神看護学実
習」（専門分野Ⅱ、必修１単位）では、2日間の見
学実習の後、3日間のスクーリング授業を実施す
る。スクーリングでは講義やグループワーク、個
別指導等の方法をとる。グループワークでは見学
したことについて、対象理解や援助方法、治療的
環境という観点で話し合い、話し合ったことを発
表する形ですすめている。グループワークに適度
に入り、質問や助言を行うことや、その後の発表
では各グループの発表直後に質問や助言をしてい
る。その後のレポートから、その場その時のやり
とりは、学生に理解の まりや広がりにつながっ
ていることが読み取れる。

神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護学概論」「精神看護特性論」
「精神援助論」において、講義形式をとる場合、
適宜発問をし、周囲の学生と２分 ど話し合い、
意見を発言してもらう。これらを1回の授業で4回
～5回設けることで、学生の注意を 起し、居 り
が減る傾向にある。

神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「健康支援実習Ⅲ（精神）」（専門分野、
３年次配当、半期、必修２単位）では、8日間の病
院実習と半日の学内実習を行っている。病院での
実習と学内実習では、学生に付き添い、対象者の
背景から読み取る理解やコミュニケーションを通
しての理解、精神状態や心理状態の把握、コミュ
ニケーションの取り方や実施した援助についてな
ど、その場その時に応じた質問や助言を行ってい
る。実習学生から返ってくる内容や感想、提出物
の内容の充実さから効果が認められる。
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奈良学園大学大学院看護学研究所 精神看護学特
論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・精神看護学演習Ⅰ・Ⅱ（専門
科目、1年次配当、半期、各2単位）では、理論や
知識の説明後、臨床経験を有する学生の現場での
体験を話してもらいながら関連付けて授業を進め
ている。

奈良学園大学保健医療学部看護学科において1年
次配当の「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年時配
当、半期、必修1単位）では、少人数の中でさらに
グループに分け、テーマに応じてディスカッショ
ンする時間を 数設けている。その時の 事と
して、相手の意見を 的に聞く・否定しない・
話の を らないなどを設け、自分の考えを発言
し、他者に受け入れてもらえる体験を強化してい
る。3年次配当「精神看護学援助論」（専門科目、
3年次配当、半期、必修2単位）においては、幻聴
妄想かるたをグループで行った後、患者の気持ち
の推測や、 たような体験、どう関わると安心で
きるかについて討議し、理解を める機会として
いる。また、ペーパーペイシェントの演習を通し
て、根拠を相手に伝えながら、グループで一つの
ものをまとめていくことを いとしている。自分
の意見も主張しつつ、他者の考えも受け入れる態
度を学習する機会としている。

奈良学園大学大学院看護学研究所 精神看護学特
論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・精神看護学演習Ⅰ・Ⅱ（専門
科目、1年次配当、半期、各2単位）では、社会で
自立し仕事をしている者同士のディスカッション
を通して、さらに建設的な学びになるように時に
は、教員はファシリエータの役割を担いながら、
ディスカッションを促進する。

）ディスカッションの導入 神戸常 期大学神戸常 大学 期大学部看護学
科通信制課程 専任講師の講師「精神看護学実
習」では、3日間のスクーリングは主にグループ
ワークのディスカッションですすめられていく。
学生の年齢層が20代後半から60 代まで 広く、
人生経験も豊かなため、ディスカッションも活発
である。ただし、個性も豊かで、他者の発言を聞
き入れられなかったり、内容に りが見られるこ
ともあり、適宜介入が必要である。

神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護特性論」「精神援助論」におい
て、隔離・ について“人 を守る”というこ
とはどういうことなのかについてディスカッショ
ンをしている。ディスカッションをすることで精
神障がい者の人 を守る意義について意識化を図
る。また、精神状態やセルフケアのアセスメント
をする際、まずグループで事例を用いて討議する
ことからはじめ、個人作業に移行させている。グ
ループによっては、討議までにはなかなか れ
ず、発言する者にグループが引っ張られる傾向も
見られるが、学生同士が質問し教え合う場には
なっている。
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神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護学概論」「精神看護特性論」
「精神援助論」において、 となる理論について
は、小テストを実施し、理解の定着を図ってい
る。小テストの項目としては自我防衛機制、エリ
クソンの発達論、精神の症状、薬の有害反応、
ブロウとトラベルビーの関係性の進度等がある。
これらの知識を臨地実習において活用しているこ
とから、 り返しの学習効果によるものと考えら
れる。

）小テストの活用

奈良学園大学保健医療学部看護学科において1年
次配当の「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年時配
当、半期、必修1単位）では、グループで話し合っ
た内容を模造紙やパワーポイントを活用して、プ
レ ンテーションを行っている。学生は、初めて
体験するものも多いが、グループで要点をまと
め、分担しながら行っている。3年次配当「精神看
護学援助論」（専門科目、3年次配当、半期、必修
2単位）においては、グループワークの成果である
看護過程の経過と援助の方向性について、決めら
れたパワーポーンとの 数内と制限時間内で発表
をしている。制限のある中で、メンバーが協力し
合い、おのおののマンパワーを生かしつつ成果を
発表する場は、学生にとって達成感を得、自信を
得る機会となっている。

奈良学園大学大学院看護学研究所 精神看護学
特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（専門科目、半期、各2単位）にお
いて、授業内容について、あらかじめ各自で調べ
プレ ンテーションを行うことで、主体的な授業
参加、学習となっている。

神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「健康支援実習Ⅲ（精神）」において、実
習の最終日に各実習病棟ごと（1クール：１ ～１

名、１病棟３～ 人、実習病棟は２～４病棟）
に各病棟の紹介と実習で看護展開をした2事例を取
り上げ、援助の流れと学び・感想を模造紙にまと
めて発表している。プレ ンテーションを通し
て、他病棟での実習内容を共有することで学びの

を広げている。実習最終日でもあり、様々な思
いを抱く中、プレ ンテーションに対する内容の
質 ・応答、感想などの発言も比較的活発であ
り、主体的な参加が認められる。

神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「課題別総合実習」（専門分野、４年次配
当、半期、必修４単位）において、実習を終えた
後、実習病院で全実習病棟の看護部長・師長・指
導者・かかわりのあった看護師に向けて、パワー
ポイントを用い、実習の成果を発表し、評価を受
ける。自己の成果について実習病院で発表し評価
を得ることは、学生にとって 張度も高いが、ま
た達成感も大きく、その後の自信につながってい
くと考えられる。

）プレ ンテーションの導入 神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護特性論」において、他の授業で

に授業を受けた発達課題についてグループでま
とめ、発達段階ごとにプレ ンテーションを行
う。また評価は、各グループの成員同士が互いの
グループワークの参加度について５段階で評価
し、平常点として加算することにしている。 と
んどの学生が４～５の評価をしており、グループ
ワークの参加に対する意 が高いと考える。
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１）各授業、レジュメを作成し配布する。 神戸常 期大学神戸常 大学 期大学部看護
学科通信制課程の講師として担当の「精神看護学
概論」（専門分野Ⅱ、必修１単位）「精神看護学
実習」のスクーリングにおいて、講義の要点の理
解と、復習に活用するために、授業のアウトライ
ン及びポイントを1回ごとに作成し、そのプリント
を毎回の授業で配布している。内容は、 数のテ
キストから一部抜 しまとめたものや、また対象
を理解するための理論については、精神分析関連
（フロイト・コフート等）の本の一部をまとめた
もの、傾聴や共感の意味などについては、教員の
様々な経験を統合し、文章化したものを使用。実
習スクーリングでは、社会福祉に関する文献や新
聞の切り抜き等を活用し、実際の場面に近い形の
内容になるように心がけた。授業後には、ポイン
トがわかりやすいなどの感想を得ている。

２ 作成した教科書，教材

奈良学園大学保健医療学部看護学科において3年次
配当「精神看護学援助論」（専門科目、3年次配
当、半期、必修2単位）においては、精神看護学の
重要な内容の授業が続く、内容は多 にわたり、
その都度の予習復習が求められるが、この時期、
他科目も同じように進行しているため、学生は学
ぶことが多く、能力を えるものも多い。小テス
トをこまめにすることで、要所要所でいやおうで
も、振り返り学習機会を持つことで、ポイントは

えられると考える。
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平成27年4月～平
成30年3月

平成30年4月～現
在に る

平成19年4月～平
成27年3月１） 神戸常 大学 期大学部看護学科通信制

課程における教育実績

神戸常 大学 期大学部看護学科通信制課程の専
任教員（講師）として、以下のような科目を担当
した。

神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として
担当の「精神看護学概論」「精神看護特性論」
「精神援助論」において、講義の要点の理解と、
復習に活用するために、授業のアウトライン及び
ポイントを1回ごとに作成し、そのプリントを毎回
の授業で配布している。「精神看護特性論」「精
神援助論」では、精神状態のアセスメントについ
ては他の授業で みがなくイメージしにくいこ
とを受け、DVDで視聴した事例について、学生が考
えた後に、教員が精神状態をアセスメントしたプ
リントを配布し、比較し考えるようにしている。

奈良学園大学保健医療学部看護学科において1年
次配当の「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年時配
当、半期、必修1単位）では、レポートの書き方、
要 の仕方のところで、朝日新聞の天声人語を学
生が興味を持ちやすいと思われるテーマを8つ ど
選び教材を作成した。その中からさらに、学生が
選び、グループで内容の精読や要 を行ってい
る。3年次配当「精神看護学援助論」（専門科目、
3年次配当、半期、必修2単位）においては、毎回
講義内容のポイントをまとめ配布している。

１）なし

１）神戸常 大学学生による授業評価 神戸常 大学において平成２ 年度に実施され
た学生による授業評価によると、「精神看護学概
論」では、授業内容 4.2, 授業方法 4.3, 学習成
果 4.2,  総合評価 4.5
「精神看護特性論」では、授業内容 3.4, 授業方
法 3.4, 学習成果 3.5,  総合評価 3.3
「精神援助論」では、授業内容 3.6, 授業方法
3.5, 学習成果 3.8,  総合評価 3.7であり、2年・
3年次の授業においては満足度が高いとは言えな
い。

３ 教育上の能力に関する大学等の評価

５ その他

２）奈良学園大学保健医療学部看護学科におけ
る学生による授業評価

平成30年度は、授業最終日に評価表が間に合わず
行えていない。

４ 実務の経験を有する者についての特記事項
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平成19年4月～平
成27年3月

平成19年4月～平
成27年3月

平成19年4月～平
成27年3月

平成19年4月～平
成27年3月

神戸常 大学保健科学部看護学科の専任教員（講
師）として、以下のような科目を担当している。

「精神看護学概論」（平成19年4月～平成27年3
月） 神戸常 大学 期大学部看
護学科通信制課程の講師として担当の「精神看護
学概論」（専門分野Ⅱ、必修１単位）において、
精神の健康の基本的概念と精神看護の目的、精神
の機能、パーソナリティの発達と阻害要因、精神
障害の概説、援助の方法論、ストレスと対処行
動、精神医療と看護の歴史的動向や精神看護の役
割と課題についての概要の内容の授業を行った。
対象理解のために精神力動的視点で心理を推察す
ることや精神状態をアセスメントしていく方法
と、精神援助として傾聴・共感がどうして重要に
なってくるのか等、ドキュメント 画「精神」の
DVDを視聴し、関連付けながら解説することで、精
神看護の概要を理解させる効果があった。

「精神援助論」（平成19年4月～平成27年3月）
神戸常 大学 期大学部看護学科通信制課程の講
師として担当の「精神援助論」（専門分野Ⅱ、必
修１単位）では、様々な精神障害の学習に加え
て、精神障害を有する人の精神機能上の問題やセ
ルフケアに及 す影響について理解し、患者の苦
悩を理解したうえで、基本的な援助のありかたを
理解することを目的とした。テキスト学習でおさ
えるべきポイントを“学習の要点”として提示、
テキスト学習をしたうえでレポート課題に取り組
む。レポートの設題は、統合失調症・感情障害
（ ）、施設症の患者の理解（疾患・治療・心
理）と看護援助に関する内容を設定した。添 の
ポイントとして、テキストを丸写しにするのでは
なく、基本をおさえたうえで、障害の理解や解
釈、看護上の問題、障害からひきおこる患者の心
理状態等を推察したうえでの援助等、学生自身の
考察等を含むことを求めた。添 と再提出を 数
回 り返すことによって、個人に合わせた進度で
理解が図れた。

「精神看護学演習」（平成19年4月～平成27年3
月） 神戸常 大学 期大学部看護
学科通信制課程の講師として担当の「精神看護学
演習」（専門分野Ⅱ、必修１単位）では、対象を
総合的に理解し、効果的な看護実践ができること
をねらいとし、レポート添 による指導をおこ
なった。 統合失調症急性期 感情障害（ ）

アルコール依存症 の事例から設題を提示
し、テキストや文献を活用し、対象理解をすす
め、状況に合わせた根拠のある援助を考えさせ
た。添 と再提出を 数回くりかえし、学生に応
じた理解をはかった。

「精神看護学実習」（平成19年4月～平成27年3
月） 神戸常 大学 期大
学部看護学科通信制課程の講師として担当の「精
神看護学実習」（専門分野Ⅱ、必修１単位）で
は、2日間の見学実習の後、3日間のスクーリング
授業を行った。見学した内容を、スクーリングで
援助の根拠づけを行い理解させていく帰納的学習
法を実施した。講義やグループワーク、個別指導
等の方法をとった。主にグループワークで見学し
たことについて、対象理解や援助方法、治療的環
境という観点で話し合った。これらを通して、精
神の病からひきおこる様々な生きづらさを抱える
患者の理解と援助、精神科病棟の特 性等、精神
看護についての理解を 化させた。

２）神戸常 大学保健科学部看護学科における
教育実績
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平成27年4月～平
成30年3月

平成27年4月～平
成30年3月

平成27年4月～平
成30年3月

平成27年4月～平
成30年3月

平成27年4月～平
成30年3月

「精神看護学概論」（平成27年4月～平成30年3
月） 神戸常 大学保健科学部看護学
科の講師として担当の「精神看護学概論」（専門
分野、１年次配当、半期、必修１単位）におい
て、精神の機能と精神の健康・不健康に関する基
本概念、および様々な成長・発達段階にある人の
精神・心理状態を理解するための基礎的な理論の
概要、精神看護実践に活用する理論の基礎的知識
の内容の授業を行い、精神看護を支える基本的な
知識の修得をはかっている。

「精神看護特性論」（平成27年4月～平成30年3
月） 神戸常 大学保健科学部看護学科の講
師として担当の「精神看護特性論」（専門分野、
２年次配当、半期、必修１単位）においては、ラ
イフサイクルにおける危機と心と精神の問題、精
神障害を有する人の精神機能上の問題や苦悩、セ
ルフケアに及 す影響、各種療法と看護援助に関
する基礎的な知識、精神保健福祉施策の変遷や精
神障がい者に向けられる 見の問題等を理解する
内容となっており、グループワークや演習等を行
い、医療・福祉・看護における現状の理解と課題
を意識化させている。

「精神援助論」（平成27年4月～平成30年3月）
神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として担
当の「精神援助論」（専門分野、３年次配当、半
期、必修２単位）においては、精神ならびに身体
の病をもつ人を総合的に理解し、適切な看護援助
を組み立てる基礎的能力を うことを いとした
内容となっている。講義・グループワーク・
IBL(in uiry-based learning)方式のアクティブ
ラーニングとロールプレイング等の演習を通し
て、代表的な精神の病と生活への影響、精神の病
をもつ人に対する看護展開の基礎、精神の病をも
つ人と家族への看護援助の基礎、適切な社会資
の活用を理解させている。また、リエゾン精神看
護の役割及び機能や精神看護における倫理につい
ての理解も図っている。

「健康支援実習Ⅲ（精神）」（平成27年4月～平成
30年3月）
神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として担
当の「健康支援実習Ⅲ（精神）」（専門分野、３
年次配当、半期、必修２単位）では、一学生につ
き8日間の精神科病院での実習と半日の学内実習を
行っている。精神の病をもつ人を生物学的・心理
的・社会的側面から総合的に理解するとともに、
良好な治療的関係を構築し、セルフケアニードと
ストレングス視点に基づく看護実践能力の基礎を

うことを目的とした実習内容になっている。そ
の場その時に応じた指導内容によって、精神看護
の統合を図る効果がある。計14週/年の精神科病院
（急性期・回復期・慢性期）において学生指導を
行う。

「課題別総合実習」（平成27年4月～平成30年3
月） 神戸常 大学の講師として担当
の「課題別総合実習」（専門分野、４年次配当、
半期、必修４単位）では、自己の課題を明らかに
し、課題を達成するために精神科病院での実習を
希望する学生が対象となる。学生自身が実習計画
を立て実習を行うことで、総合的な実践能力を高
め、自己の 来の看護展開能力へとつなげる実習
となっている。13日間の病院実習と2日間の学内実
習から成り、病院実習最終日に成果を発表するこ
とでさらなる学習効果を得ている。
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平成27年4月～平
成30年3月

平成27年4月～平
成30年3月

平成23年4月～平
成26年9月

平成23年4月～平
成26年9月

平成18年4月～平
成30年3月

平成18年4月～平
成18年9月

平成19年4月～平
成20年3月

「カウンセリング」
兵庫県立総合衛生学院 科衛生学科の非常勤講師
として担当の「カウンセリング」（2年次、14時
間）においては、医療現場でのコミュニケーショ
ンの流れ、心の理論、相互作用に関する理論、対
人援助技術についての内容の授業を行い、ロール
プレイや実習であらかじめとってきたプロセスレ
コードを活用し、対人援助技術の基本と応用を習
得した。

「看護研究」（平成27年4月～平成30年3月）
神戸常 大学保健科学部看護学科の講師として担
当の「看護研究」（専門分野、４年次配当、通
年、必修２単位）では、研究方法の基礎力と研究
的態度を身につけることを目 としている。精神
看護学に関連する研究課題を選択した学生を対象
に、一緒に研究過程をたどることを通して論文を
まとめ上げ、目 を達成している。

「こころと 科衛生ケアプロセス」（平成23年4月
～平成26年9月）
神戸常 大学 期大学部口 保健学科の兼担講師
として担当の「こころと 科衛生ケアプロセス」
（専門分野、2年次配当、半期、必修1単位）にお
いては、人を理解するための理論と、様々な対象
者と関係を築くための基本的な知識を学習し、医
療現場に適したコミュニケーションを実践できる
能力を身につける内容となっている。演習形式の
授業を通して、心のメカニズムを理解し、 科衛
生ケアプロセスの場面に応じた対応能力を身につ
け、それを基礎に対象者、あるいはその支援者へ
の対応ができる基本が習得できた。

３）神戸常 大学 期大学部口 保健学科にお
ける教育実績

兵庫県立総合衛生学院 科衛生学科の非常勤講師
として以下の科目を担当している。

神戸常 大学 期大学部口 保健学科の兼担講師
として、以下の科目を担当した。

４）兵庫県立総合衛生学院 科衛生学科におけ
る教育実績

「カウンセリングの基礎」
兵庫県立総合衛生学院 科衛生学科の非常勤講師
として担当の「カウンセリング論」（2年次、4時
間）においては、 科衛生士として対象者を理解
するための基本的知識として、心を理解するため
の理論とコミュニケーション技術の基本知識につ
いての内容となっている。ロールプレイなどを用
いて対人援助技術の基本を習得した。

「看護活動基礎実習」（平成27年4月～平成30年3
月） 神戸常 大学保健科学部看護学科の講
師として担当の「看護活動基礎実習」（専門分
野、1年次配当、半期、必修1単位）では、看護専
門職の実際の活動場面の見学実習を通して、看護
の対象と機能・役割について学ぶ内容となってい
る。実習形態の学習に不慣れな学生のフォロー
と、実習場面でのポイントをその場その時におさ
えながら実習を進めることで成果を得ている。
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平成21年4月～平
成28年3月

平成28年4月～平
成30年3月

平成30年4月～現
在に る

平成30年4月～現
在に る

平成30年4月～現
在に る

平成30年4月～現
在に る

「ヘルスカウンセリング」
兵庫県立総合衛生学院 科衛生学科の非常勤講師
として担当の「ヘルスカウンセリング」（2年次、
14時間）においては、臨地実習前に行動変容とカ
ウンセリング技術の関係性、心の理論、相互作用
に関する理論、医療現場でのコミュニケーション
技術についての内容の授業を行い、実習後に学生
が実習でとってきたプロセスレコードを素材に、
演習を行う。これらのことを通して、人の心の成
り立ちと関係性についての理論的な観点をおさえ
た上で、実習で体験したケースから、関わり方の
基本と応用を習得した。

「健康心理学」
兵庫県立総合衛生学院 科衛生学科の非常勤講師
として担当の「健康心理学」（2年次、4時間）に
おいては、オムニバスで演習部分を担当した。臨
地実習後に学生が実習中にとってきたプロセスレ
コードを素材に、対象者の思いに寄り添ったコ
ミュニケーションの理解を図った。

５）奈良学園大学保健医療学部看護学科におけ
る教育実績

奈良学園大学保健医療学部看護学科の専任教員
（助教）として、以下のような科目を担当してい
る。

「基礎演習Ⅰ」（ラーニングスキルズ）
奈良学園大学保健医療学部看護学科の講師として
担当の「基礎演習Ⅰ」（共通教育科目、1年次前期
配当、必修1単位）においては、1年生が大学の学
習に慣れ、4年間の大学生活を有意義に送るための
基礎を習得することを目的としている。講義ノー
トのとり方、文献資料の検索、学術的な文章の読
み方、グループワークの進め方などについて ミ
形式の演習を通じて学習する。慣れたグループの
中で、自分の意見を発言し他者に受け入れられる
体験を通して、自己発信する基礎的な力を って
いる。

「精神看護学援助論」 奈
良学園大学保健医療学部看護学科の講師として担
当の「精神看護学援助論」（専門科目、3年次前期
配当、必修2単位）においては、他教員と分担・協
力して授業を展開している。様々な精神疾患や精
神障がい者を理解し、精神看護学の基礎的知識と
看護を学ぶことを目 としている。例えば、治療
的な患者ー看護師関係を成立させる方法、精神障
がい者の観察の方法と治療について、精神科医療
現場における身体合併症の看護について、精神症
状や問題行動とその援助について、精神科リハビ
リテーション及び地域におけるサポートシステム
の現状・課題について習得する。

「精神看護学実習」 奈
良学園大学保健医療学部看護学科の講師として担
当の「精神看護学実習」（専門科目、3年次後期配
当、必修2単位）においては、精神の健康上の問題
を有する人とその家族について、身体的・精神
的・社会的側面から総合的に理解するとともに、
治療的な関係を築き、精神看護における看護実践
能力の基礎を うことを目的に精神科病院にて実
習を行う。実習時間中は実習場にて、その場その
時に応じて助言を行う。
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平成30年4月～現
在に る

平成30年4月～現
在に る

平成30年4月～現
在に る

平成30年4月～現
在に る

平成30年4月～現
在に る

平成30年4月～現
在に る

「精神看護学演習Ⅱ（精神看護理論、援助技術）
奈良学園大学大学院看護学研究科の講師として主
にSSTについて担当し、計画立案と模擬演習を行
う。

「精神看護学特論Ⅰ（歴史・法制度）」
奈良学園大学大学院看護学研究科の講師として主
にノーラマイ ーションの概念と実際について担
当し、 ミ形式で各々の経験や調べてきたことを
交えながら建設的に話し合いをする中で進め、担
当以外はメンバーとして ミに参加する。

「精神看護学特論Ⅱ（精神・身体状態の評価）」
奈良学園大学大学院看護学研究科講師として主に
心理機能評価・身体機能評価を担当し、 ミ形式
で各々の経験や調べてきたことを交えながら建設
的に話し合いをする中で進め、担当以外はメン
バーとして ミに参加する。
「精神看護学特論Ⅲ（精神科治療技法）」 奈
良学園大学大学院看護学研究科の講師として主に
治療技法（精神療法）について担当し、 ミ形式
で各々の経験や調べてきたことを交えながら建設
的に話し合いをする中で進め、担当以外はメン
バーとして ミに参加する。

「精神看護学特論Ⅳ（精神看護理論、援助技
法）」 奈良学園大学大学院看護学研究科の講
師として主にSSTについて担当し、 ミ形式で各々
の経験や調べてきたことを交えながら建設的に話
し合いをする中で進め、担当以外はメンバーとし
て ミに参加する。

「精神看護学演習Ⅰ（精神科治療技法）」 奈
良学園大学大学院看護学研究科の講師として主に
カウンセリングの基本技法について担当し、各々
の実践による経験による検討や模擬演習をしなら
らすすめる。
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年月日

昭和60年5月9日

平成15年3月

平成16年3月20日

平成31年2月5日

昭和60年4月～平
成4年3月

平成4年4月～平
成9年3月

平成7年4月～平
成9年3月

平成12年10月～
平成16年3月

外科病棟主任看護師として勤務。病棟の年間目
と月間目 を師長とともに立て、目 に向けての
具体案を考え実施した。病棟看護スタッフの教育
として学習会の計画と運営、他部門との連携、看
護スタッフ間のチームワークの向上など意識して
働きかけた。

１）公立学校共 組合近 中央病院看護師 環 ・内科一般病棟に勤務。 を告知された
終 期の患者と家族に対し、カウンセリング手法
を用い の受容過程を意識した援助を行う。心疾
患・ 疾患・肝 変・ 病に 患した患者とそ
の家族に対し、ケアリングを行い、病とともに生
活していくためにセルフコントロール力を強化す
るために心身のケアを行った。

外科病棟に勤務。 化 ・ ・ 等の 患
者・家族に対して病期（その時の心身の状態）に
応じ、ケアリング理論を用いて関わった。患者・
家族がそれ れの不安をコントロールし、その人
らしく生活が送れるように支援した。また、肝・

・ 行造影検査後に状態が悪化した患者と家
族に危機理論を活用し心理状態を把握しながら心
身のケアを行った。

２）伊 市立 護学校に非常勤看護師として勤務 重症心身障碍児のケアにあたる家族や教員に対
し、カウンセリング手法を用いて話を聴き、日々
生じる不安や葛藤等の対処について必要に応じコ
ンサルテーションを行った。

１）看護師免許証 第532000号

１）なし

３実務の経験を有する者についての特記事項

職務上の実績に関する事項

２）修士（人間文化学） 子園大学大学院人間文化学研究科人間文化学専
攻 修了 人間文化学 修人第9号 論文題目「看
護師の共感性に関する認識と特徴」

３）臨床心理士資格認定 第11561号

４）公認心理師登録 第14522号

２ 特許等

１ 資格，免許

事項 概 要
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平成13年4月～平
成15年3月まで

平成13年4月～平
成16年3月まで

平成15年6月～平
成16年3月まで

平成16年4月～平
成25年3月

平成24年度～平
成27年度

）医療法人 会おおくまリハビリテーショ
ン病院（常勤3年間、非常勤5年間）

・ 出 発症後、ギランバレー症候群等
の回復期で後 症（ 麻 や失語等）から う
つ状態、否認、強い悲 反応等の心理的問題を持
つ患者と家族に対し、ベッドサイドやデイルーム
で対話やコラージュを用いた心理療法を行い、障
害を受容していく過程に寄り添った。JR福知山線
で 事 に巻き込まれリハビリを要する患者の
心的外傷に対して心理療法を行った。他には多
統 縮症（難病指定）で 度の起立性低 圧や全
身の筋力低下が著しく進行し悲 にくれる患者に
対し、対話で心理療法を行い生きる意味を模索し
た。外科病棟で医師・看護師から依頼のある
期で うつ状態の患者に対して心理療法を行っ
た。医療スタッフ（看護師・理学療法士・作業療
法士・言語聴覚士・医療ソーシャルワーカー・医
師）に対し、心理的問題を持つ患者の精神・心理
状態についての情報提供や関わり方のコンサル
テーションを行った。職場に めない新人ス
タッフや職場・家庭内で問題を抱えるスタッフに
対しカウンセリングを行った。

３）大阪市児童通所ルーム・パル指導員 不登校児童（中学生対象）の通う通所施設。不
登校児童に対し精神分析的心理療法、 庭療法な
どの個人心理療法を行った。関係性の中で抱える
思いや感情を表出し、環境や自身に生じているこ
とを認識したうえで、対処方法について一緒に考
えた。また、集団療法としてSST（社会技能訓
練）、レクリエーション療法、作業療法等を通
し、児童が社会や他者との関係の中で生き いて
いくための支援を行った。児童の中には発達障害
や境界性人格障害、のちに統合失調症を発症した
者も含まれ、関係性の中で個人の状況に合わせつ
つ強みに焦点を当てた援助を行った。

５）大北 科 非常勤心理士

４） 子園大学大学院人間文化学研究科に在籍
（修士～研究生）

大学の発達・心理臨床センターにおいて情緒障
害児（ 児）を対象に1回1時間の枠組みで、プレ
イルームにおいて継続的にプレイセラピーを行っ
た。守られた空間で、セラピストとの関係性の中
で自由に表現し、相互作用の中で自己観を形成し
つつ情動を調 する術や関係性のとり方を成熟さ
せていった。また、生きづらさを抱えた成人を対
象に1回1時間の枠組みで心理療法を行った。

心身症（ がつまる、めまい、 等）と医師
が判断した患者でカウンセリングを希望する対象
者に1回/ 1～2週間1時間の枠組みで精神分析的心
理療法を行った。関係性の中で、感情の自覚と表
出を促し、自己の抱える葛藤や問題についての対
処を一緒に考え、振り返りを行った。

１）科学研究 助成事業（学術研究助成基金助
成金）基 研究C（課題 号：24593282）
研究代表者 武 カリ
研究題目「在宅看護における対応困難事例、暴
言、暴力の現状と対策に関する研究」

在宅看護の臨床現場に特化した暴言、暴力に関す
る調査はまだ少なく、現状も明らかになっていな
い。本研究では在宅看護における暴言、暴力の発
生状況、対応の現状と、それらの発生する背景や
要因や対応困難事例について、明らかにした。困
難事例、暴言・暴力についての訪問看護師への個
別面接調査や訪問看護ステーションに対する 送
質問紙調査、グループ対話による困難事例の困難
に関する検討を行った。在宅看護におけるリスク
マネジメントや、療 者と家族に対する支援の在
り方について検討した。
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平成28年5月～平
成29年2月

平成19年4月～平
成27年3月
平成28年4月～平
成30年4月

平成19年4月～平
成26年3月
平成28年4月～平
成30年3月

平成24年4月～平
成26年3月

平成26年4月～27
年3月

平成27年4月～平
成30年3月

平成20年6月～12
月

）公立学校共 組合近 中央病院においてラ
ダーⅢ研修の講師として「カウンセリング」の
研修会を行った。

公立学校共 組合近 中央病院の看護師教育ラ
ダーⅢ研修において、対象理解のための理論と臨
床においての対人援助技術の基本についての講義
を行った。次に参加者に対応困難事例を用意して
もらい、患者ー看護師関係の視点で事例検討し、
スーパーバイズを行った。

３）FD委員会 委員 神戸常 大学 期大学部看護学科通信制課程在
籍中と神戸常 大学保健科学部看護学科におい
て、FD委員として活動を行っている。大学教職員
の能力開発を目 とし、平成19年度から全教員に
向けて年２回の研修を行っている。平成28年度は
１．教育改 を進めようとする当大学の教職員の
理解を進めるために最近の教育改 の動向を文科
省の大学改 から聞く機会を企画する。
２．主体的かつ く志向する学生を育成するため
の教育技能を学ぶためにディープアクティブラー
ニングのワークショップを開 する。
３．学科内のFD活動を計画的に進める
４．公開授業を促進し、教員相互の教育技法を向
上させるを目 に進めている。学科内FDでは、全
体のディープアクティブラーニングのワーク
ショップの前に、学科内で活発にアクティブラー
ニングを行っている教員に依頼し、模擬授業を実
施、そのあとグループワークを行い、アクティブ
ラーニングの効果的な方法について検討を行っ
た。

４）国家試験対策委員会 委員 神戸常 大学 期大学部看護学科通信制課程在
籍中と神戸常 大学保健科学部看護学科において
国家試験対策委員をしている。看護師国家試験対
策として、学科教員の講 や業者の模擬試験や講

を組み入れたプログラム作り、模擬試験成績の
振るわない学生へのフォロー、学生主体の学習会
のサポート等を行っている。平成27年度生の看護
師国家試験の合格率は95.1 であった。

５）第三者評価委員会 委員 神戸常 大学 期大学部看護学科通信制課程の
自己点検・評価報告書の作成に携わった。

）入学試験の出題 看護学 委員 神戸常 大学 保健科学部 看護学科 編入試
験の精神看護学に関する問題を作成した。

２）常 大学テーマ別研究助成金
研究代表者 西出 子
研究題目「在宅で生活する精神障がい者と家族
のストレングスに焦点を当てた支援方法の検討
― 訪問看護師のストレングスへの着目点とケ
アの成果 ―」

訪問看護師が在宅で生活する精神障がい者と家族
（以下、対象者とする）に対して行っているスト
レングス に着目した支援方法とその成果を明らか
にした。対象者を訪問する看護師に半構造化面接
を行い、得られた結果から意識化されず実施され
ているストレングスに着目した支援内容をカテゴ
リ化にて明らかにし、成果について検討した。

）入試委員会 委員 兵庫県、京都府、 賀県、関東地域等で入試広
報を行った。また、受験生の書類審査、合否判定
の資料作成等を行った。神戸常 大学 期大学部
看護学科通信制過程において、学習から遠 かっ
ていた学生が入学後す にテキスト学習にとりく
めることを目的に入学前教育を行った。内容はテ
キストの活用の仕方、レポートの書き方、また、
模擬のレポート設題を設け、テキストを活用しレ
ポートをまとめていく過程について解説を行っ
た。参加は任意であったが、地方からも参加があ
り、参加率は70 と学生の意 の高さがうかがわ
れた。
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平成24年1月

平成24年4月～26
年3月

平成28年9月18日
～9月25日

平成29年1月～5
月

平成30年4月～平
成31年3月

平成30年4月～現
在に る

１３）FD委員会 委員 奈良学園大学において『教育力をあげるようなFD
活動』をテーマに2回/年の研修会を企画運営に携
わった。8月日頃の指導の中での困難さや課題を出
し合い次回FDプログラム作成につなげるための
ワーク、3月コーチング

１４）人 教育研究推進委員会 奈良学園大学において、奈良県大学人 教育研究
協議会の企画する研修会に参加するとともに、1回
/年の研修会を企画運営する。30年度は「ハラスメ
ントを防 するために」の企画運営に携わった。

１２）第2回 臨床精神看護学研究会 準備事
務 員

自己心理学はコフートが生み出した理論であ
り、自己愛に問題を抱え（自己観の問題を抱え）
生活の中での生きづらさを体験する患者への精神
分析的アプローチの一つ。「現代自己心理学Ⅰ・
Ⅱ」では、自己心理学・間主観性理論・関係性理
論の考え方と臨床の中で活用する方法を学んだ。
クライエントとセラピストとの治療的な関係性の
中で、その場その時に生じている事象を捉え、目
指す方向性を定める指針となる理論について学ぶ
とともに各自の臨床事例を持ち寄り、グループ
スーパービジョンを受けた。この理論は患者―看
護師関係においても、関係性の 概念・アセスメ
ントと治療的なアプローチにおいて十分に活用で
きる理論である。
「フロイトの著作」では、神経症水準（不安障
害・ 症等）の患者の捉え方、治療的な関りに
ついて古典を理解し、自己心理学と比較しながら

異を理解する内容となっていた。フロイトは一
者心理学であり、自己心理学は二者心理学といわ
れるが、その 異を理解することができた。

１１）イギリス研修旅行（トラウマ・イン
フォームドケア研修）に参加

医療法人寿栄会有馬高原病院主 の研修旅行に
参加。イギリスを訪問し、認知症の方が利用する
施設・病院の視察を行い、またスウォンジー大学
で研修を受けた。認知症を患った方が利用する施
設や病院を見学し、トラウマ・インフォームド・
ケアの観点から日本との 異を認識し、よりよい
ケアのありかたについて考える機会を得た。患者
―看護師関係は平等であり、患者の意思と尊 が
最大限に守られる理念のもと物理的・人的環境が
作られていた。スウォンジー大学では当事者（て
んかん）から治療による有害反応から生活障害を
引き起こした体験や、治療の 害を え発言する
場を確保する活動について話を聴いた。また、研
究者からはメンタルヘルスシステムが細分化され
す 、ケアの評価が患者個人の思いや いが重視
されず、数値のみに頼る 害を明らかにしたうえ
で見直すための研究や、患者目線からみたケアの
評価の検討等の研究について聞く機会を得た。

） 会大 病院にて全職員対象の研修会の
講師として「クレーム対応」についての研修会
を行った。

１ ）一般社団法人 日本精神分析的自己心理
学協会の運営する精神分析的心理療法家 成の
ための訓練研究所による通年の研修を受講
「現代自己心理学Ⅰ」「現代自己心理学Ⅱ」
「フロイトの著作」

平成29年5月20日 有馬高原病院で開 予定。発
表会の運営と準備に関する役割を担う。

会大 病院にて全職員対象の院内研修会の
講師として「クレーム対応」を行った。患者・家
族の心理とクレーム対応の基本知識について講義
を行い、あらかじめ外来対応で困った事例を準備
していただき、患者と職員関係間で生じているこ
とを解説し、望ましい対応について説明を行っ
た。
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の

別

発行又は
発表の年月

概要

（著書）

１．コミュニケーショ
ン力UP  科衛生士の
ためのカウンセリング
講
（No.1 p.80～p.84)
（No.2 p.90～p.95）
（No.3 p.84～p.89）
（No.5 p.84～p.89）
（No.6 p.94～p.100）

共著 平成19年1月～6 6回連載のうちの5回執筆。 対象を理解
するための精神分析の基本的な知識と
対人関係にかかせないカウンセリング
の基本技術の紹介をしたうえで、臨床
で関係性に問題を抱えているケースに
ついてスーパーバイズし、問題を解決
していく過程を解説した。
A4変型 全30頁（図・絵込）
編者： 部 子
共著者： 部 子、西出 子、三村文
子、荻野美砂穂、石村乃々美
本人担当部分：「Chapter1:コミュニ
ケーションを図るうえで大事なもの」
（p.80～84）を単著。

１． はじめに では、医療職に心の
ケアが必要な理由について説明。
２．な カウンセリング手法が必要と
されるのでしょう では、医療現場に
おいてカウンセリング手法が求められ
る理由について ３．医療現場でのコ
ミュニケーション ４．ラポールの
形成がよい関係の ５．基本だけ
ど難しい傾聴と共感 ．第一 象
はやっ り大事 の流れで傾聴共感と
を中心としたコミュニケーション方法
と関係性の構築についての概説を行っ
た。
本人担当部分：「Chapter2: 理論を足
掛かりにして人を理解する」（p.90～
95）を単著。

１． はじめに では、対象を主観的
感覚のみで捉えるのではなく、理論を
活用する必要
性について説明。 ２．意識と無意識
とは ～フロイトの 所論～ ３．
エス・ 自我・自我とは ～フロイト
の構造論～ ４．自我の機能
５．自我の防衛機能について ．
不安はどこから湧いてくるのだろう
～自己心理学の視点から～ の項目に
おいて、対象を理解するための精神分
析の基本的な知識についてなるべく平

な言葉で解説した。
本人担当部分：「Chapter3: 共感のポ
イントを さえて傾聴しよう」（p.84
～89）を単著。

１． はじめに では、対象者の話を
聴き自己に生じた感情を意識し、コン
トロールしながら対応をしていくこと
の必要性について説明。 ２． たち
も患者さんと同じ心の仕組みを持って
いる ３． 移と 移について

４．共感について
５．共感性を分類しよう ．共

感できないのは大切なこと ．話
を聴くときの基本スキルとは ．
おわりに の項目において、相互作用
によって引きおこる心の現象について

雑誌 科衛生士 ク
インテッセンス出版
雑誌名 科衛生士
Volume31
（No.1 p.80～p.84)
（No.2 p.90～p.95）
（No.3 p.84～p.89）
（No.5 p.84～p.89）
（No.6 p.94～p.100）

研究業績等に関する事項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称
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２．会話でわかる看護
師のコミュニケーショ
ン技術

共著 平成30年9月 第6章 様々な分析からわかる看護師の
コミュニケーション技術の中の「共感
の視点を分析してわかるコミュニケー
ション技術」のテーマで自己心理学を
用い共感に着目し会話を分析した。
（p.98～107）

解説したうえで、自己の感情を意識化
させながらコントロールする必要性と
基本 について解説した。
「Chapte5: カウンセリングを臨床で実
践してみよう 」を共著。３人の 科
衛生士に
臨床で ったり悩んだりしている事例
を げてもらい、問題解決を図ってく
流れで構成した。今回は自己主張の強
い患者さんのペースに巻き込まれて
困っているという内容。
本人担当部分：患者と 科衛生士間の
相互作用についてアセスメントを行い
解説した。 ４．患者さんと向き合う
際の3つのポイント として、 ラポー
ルの形成には時間がかかること②じっ
くり話を聴くことの意味 思う込みを
なくす観点から解説。 ５．アドバイ
スをコミュニケーションという観点か
らみると では、 理解するというこ
と②きくということの意味について実
際と理論とを関連付けた解説を行っ
た。 ．おわりに では、ラポール
の形成には時間がかかる場合もあり、
「きく」には「受容」「傾聴」「共感
理解」の意味があること、そして、コ
ミュニケーションは共感的理解が で
あり、お互いの誤解やズレを少しずつ
調整していくことが重要であるとまと
めた。（p.86～p.89の部分）
「Chapter6: カウンセリングを臨床で
実践してみよう②」を共著。Chapter5
と同じ流れで構成。今回は患者さんに
受け入れられなくて困っているという
内容についてすすめた。
本人担当部分： ２．患者さんに受け
入れられなくて困っています 患者―

科衛生士間で生じている現象につい
て、 科衛生士の言葉が患者さんの自
尊心を かしているのではないかとい
う観点から解説したうえで、カールロ
ジャーズのカウンセリングの基本

中央法規
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（学術論文）

１．看護師の共感性に
関する認識と特徴
（修士論文）

単著 平成15年3月 看護師―患者関係で関係性がうまくい
かない場面において、看護師の共感タ
イプによって、認知や行動の が現れ
ると考えた。平成14年7月～10月に病

院で勤務する看護師361名に質問紙調査
を行った。アンケートには、 田の
共感経験尺度改訂版②菊池・原田の看
護婦の自律性尺度 神村・海老原・佐
藤・戸 崎・坂野の3次元モデルに基づ
く対処方 尺度を使用し、また、かか
わるのがしんどいと思われる実例を
げ、自由記述にて答えてもらった。結
果は、経験と共感タイプの間に関連は
見られなかった。共感タイプと看護師
の自律性尺度では、下位項目の認知・
実践・具体的・抽象的判断能力におい
て、共感タイプの共有型と両向型が、
不全型・両 型に比べると高いという
ことがわかり、自立性においては、共
有型、両向型、不全型の に高いとい
う結果が見られた。共感タイプと3次元
モデルに基づく対処方 尺度では、下
位項目の放 ・ めにおいて不全型が
共有・両向型に比べ、ネガティブな捉
え方をすることがわかり、情報収集で
は、両向・共有型が他に比べ、その傾
向が高く、回避的思考においては、不
全型が両 型に比べて高い結果となっ
た。また、肯定的解釈では、両向型が
両 型に比べて高く、計画立案におい
ては、不全型に比べて両向・共有型
に、責任 については不全型に、そ
れ れ高い結果となった。患者とかか
わるのがしんどいと思った場面を記述
してもらったものに関しては、記述内
容から患者に 寄り添う 寄り添わな
い という2つのパターンに分類し、共
感タイプとの関連をみた。結果、すべ
ての場面において不全型が他と比べて
寄り添わない 行動をとり、両向型が
寄り添う 傾向を示した。
「A4判 全３１頁」

子園大学大学院人間
文化学研究科人間文化
学専攻
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２．入学前授業終了時
調査からみる入学前の
不安と年代別特性 資
料（査読付）

共著 平成25年3月 看護学科2年課程（通信制）の入学予
定者の特性から年代別の不安について
調べ、効果的な教育支援の在り方を検
討するため、平成24年度の入学前授業

後に参加者124人に対し自記式質問紙調
査を実施した。その結果から以下のこ
とが明らかになった。30 代は学習時
間の確保とプライベートな時間の確保
に関して不安が大きい傾向がある。40

代は仕事や家庭の役割が大きいため
学習時間の確保に関する不安が大きい
傾向がある。50 代は仕事に対する責
任感が増し、学習能力や気力に対する
自信の低さ等がうかがえた。以上のこ
とから現在のサポート体制も含め、年
齢的特性を考慮した支援内容を検討す
ることの必要性が示 された。
本人担当部分：入学前授業のプログラ
ムの立案と実施、質問紙の作成と集
計、結果分析、論文執筆を行った。
共著者：西出 子、金川治美、武 カ
リ、小坂素子

３．２年課程（通信
制）看護学科における
入学前教育の実施と検
討－ 授業終了時調査の
自由記述からみた学生
の特性－
（査読付）

共著 平成25年3月 通信制課程の入学生対象にした入学前
授業（プレカレッジ）終了後、質問紙
調査を実施した。「気になること」や
「授業後の感想」について自由記述
を設け、内容について分析検討した。8
つのカテゴリ【学習課題に関する 念
と不安】【レポート課題への認識変
化】【レポート課題に対する苦手・不
安】【学習への前向きな心理・ 】
【成人期にある学生の役割に関わる不
安と 念】【授業の感想】【学習課題
に関する理解促進】【学習への後ろ向
きな心境】が形成され、学習すること
に多くの制 がある中で、学習に対す
る意 の高さ、大学に対する期待を
らませている様子、入学後の学習内容
に高い関心が向いているなどの入学前
の学生の特性が明らかになった。
本人担当部分：入学前授業のプログラ
ムの立案と実施、質問紙の作成、集計
と結果分析（文脈からのコード化と
ネーミング）、論文構成と内容の検討
を行った。 担当部
分：研究の構想、デ イン、データの
取得、分析、解釈、論文作成に関
共著者：金川治美、西出 子、武 カ
リ、小坂素子

神戸常 大学・神戸常
期大学部紀要 第

6号 p.57～p.66

日本看護学会論文集看
護教育43巻（号）
p.90～p.93
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４．精神科病院におけ
るトラウマインフォー
ムドケアの有用性につ
いて 資料（査読な
し）

単著 平成28年3月 トラウマインフォームドケアは、ア
メリカの精神科医療におけるコア
の中でも となる概念の一つであり、
トラウマインフォームドケアを導入す
ることで入院中の再トラウマ体験を防

し、 やかに回復を図ることが い
とされ、精神科病院においてこの考え
方が浸透している。日本では、2015年
に川野がアドバイ ーとして所 する
特定医療法人寿栄会有馬高原病院で病
院をあげてトラウマインフォームドケ
アの理解を め、臨床の中で実践を試
みている。トラウマインフォームドケ
アについて、以下二点考察を行った。
一つは自己心理学を用い個別的なケア
の有用性について、もう一つは組織に
おける管理的な側面からの取り組みの
必要性について考察を行った。

5．看護のケアリング機
能―共感の意味につい
ての一考察ー 研究
報告（査読付）

単著 平成29年12月 急性 性白 病(AML)で化学療法を
受けた50 男性の看護援助の経過につ
いて報告し、看護師の患者に対する共
感的理解と看護師のニードに焦点を当
てて考察を行う。

生活の とんどが受け身的になら
るを得ない患者にとって、過 な入院
生活で生じる感情こそが自己の存在を
確認するものとなる。しかし、時には
患者から発せられる感情は、看護師の
ニードに反することもある。看護師は
共感を通して患者の気持ちに寄り添い
ながらも、時としてアンビバレントな
感情を抱え、関係性の中でその 間に

かび上がってくる言語・非言語の表
現を返し、それを受けて患者は反応し
看護師に げかける。この え間ない
やりとりがケアリングであり、危うく
なる患者の自己存在感を支えることと
なる。

6．訪問看護師にとって
の対応困難事例の困難
要素について：テキス
トマイニングソフトを
用いた個別面接調査の
分析より 原著（査読
付）

共著 平成29年12月 困難事例について多職種連携チームで
の対応を促進するため,訪問看護師の困
難要素を明確にすることを目的とした.
訪問看護師12名に対する半構造面接法
による個別面接調査,横断研究で,テキ
ストマイニングソフトを用い解析し,困
難要素の分類を行った.【体制・マネジ
メント】【職務】【疾患・障害】【現
状認識】【治療・ケアに対する反応】
【利用者・家族の不服】【人間関係】
【療 環境】の8カテゴリの困難要素を
特定し,「利用者・家族の感情」「訪問
看護師の職務意識」「地域体制の整備
と訪問看護ステーションのチームマネ
ジメント」ついて考察した. 分
担部分：構想・デ イン・データの取
得・分析・解釈に関 共著
者：武 カリ、小坂素子、西出 子、
安斎三枝子、金川治美

日本サイコセラピー学
会雑誌第18巻第1号
p.87～95

子園大学 発達・臨
床心理センター紀要
10.11号合併号
p.30～33

日本在宅医学会雑誌第
19巻第1号 p.11～18
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7.20 代女性のカウン
セリング場面の分析～
自己心理学の観点から
治療的かかわりについ
て焦点を当てて（査読
付）

単著 平成30年3月 カウンセリングの一場面を取り上げ、
会話分析を行った。セラピストは
代の男性。患者は２ 代の女性であ
り、職場でのハラスメントをきっかけ
にパニックになり、認知行動療法を
ベースに定期的にカウンセリングを受
けていた。定期的に行われている面接
場面を患者の同意を得て録音・録画
し、そのうちの１セッションの逐語録
を作成した。本稿では、セラピストが
患者のいつもと違う様子を察知し、手
法を切り えた１セッションを取り上
げ、治療的関りについて自己心理学の
主要概念である「自己対象ニード」
「自己対象体験」「共感」「相互的調
制」に焦点を当て分析を行った。セラ
ピストとの安定した自己対象体験は、
患者の傷ついた自己対象（男性 ）を
修復し、成果に通じる可能性を大きく
持つと考える。

（その他）

「実践報告」

看護学科通信制課程初
めてのプレカレッジ
（入学前教育）

共著 平成23年10月 平成23年3月、初めての入学前教育を
実施した。実施方法と内容の報告をお
こなった。実施目 を「通信制課程で
の学習のプロセスがわかる」「レポー
ト作成の学習ポイントがわかる」「CCN
操作がスムーズに出来る」とした。授
業タイトルは「学び直しの看護学」と
し、Part1「学習を進める留意点」
Part2「“トイレの神様”を題材に書く
レポート」Part3「CCNの使い方」で構
成した。入学予定者は准看護学生で
あった時期から10年以上を経ているこ
ともあり、Part2では学生の みやす
い教材として、ヒット “トイレの神
様”の をレポートの題材に選び、
レポート設題からレポートを作成して
いく方法について解説を行った。
本人担当部分：入学前授業のプログラ
ムの立案と実施、全体の流れを まえ
て執筆を行った。
共著者：西出 子、武 カリ、小坂素
子、安 三枝子

患者を支えるための概
念枠組みー自己心理学
の臨床活用

単著 平成29年11月 筆者は看護師の経験を持ちながら大
学・大学院で心理学を学習する機会を
得た。多くの理論を学び、臨床心理士
としてリハビリテーション病院に入職
し、患者と自己の理解、関係性の把握
に活用してきたが、精神分析 の理論
を治療的な関りに用いようとすると、
病院臨床では使うことが難しい現状に
行き当たった。その理由として、治療
の枠組みが であること、患者自身
が自己を分析し、把握していくための
モチベーションを必要とすること等が
考えられた。模索する中で、患者の言
動と筆者の心理がちょうどマッチした
自己心理学に出会った。本稿では筆者
の臨床での経験を通して、これら理論
の活用の概要を紹介する。

第2回 臨床精神看護学
研究会誌 2017年
p.2～5

精神看護におけるディ
スコース分析研究会誌
第5巻 p.25～32

神戸常 大学緑葉第7
号 （p.5～p.16）
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「学会発表」

１． 回復期リハビリ
テーション病院におけ
る臨床心理士のひとつ
の役割～葛藤に寄り添
う

単著 平成18年10月 回復期リハビリテーション病院におい
ての心理療法の有用性について報告し
た。対象者は 管障害による身体の
機能不全から うつ状態、否認、強い
悲 反応等の心理的問題を持つものが
多く、ベッドサイドやデイルーム等で
主に対話用いた心理療法を行い、障害
を受容していく過程に寄り添った。臨
床心理士は、専門的な立場で心の状態
を把握し関わり続けていくが、その主
な手段は、共感をベースに患者の語る
物語に を傾けることである。患者は
自己の過去と現在を語りながら様々な
感情を発 し、気持ちの り合いをつ
け、新たな自己とまとめていく。この
ような関りの過程について紹介し、心
理療法のもたらす効果について検討し
たことを報告した。

２． 期大学看護師2年
課程（通信制）への入
学動機と入学後の学習
継続に影響を える要
因の分析

共著 平成21年9月 通信制課程2009年3月に卒業した学生
267名に対し、先行研究をもとに49の質
問項目からなる質問紙調査を行った。
データは因子分析で解析し、10因子を
抽出した。入学の動機に関連する因子
は「資格取得」「学位取得」の2因子、
入学後の学習継続を支える因子は「成
長の実感と自信」「教職員のサポー
ト」「職場の評価」「看護実践力向上
の実感」「学友・友人」の5因子、ま
た、学習継続を困難にする因子は「時
間的・経 的制 及び独習の苦しさ」
「学習内容の難しさ」の2因子が示され
た。
本人担当部分：質問紙の作成、データ
集計、因子分析解析とネーミング等の
結果分析、発表内容と発表原稿・ 録
内容の検討を行った。
共同発表者：高宮洋子、西出 子、山
岡紀子、柳生敏子、小坂素子、中野
子

３．2年課程（通信制）
看護学科における入学
前教育の実施と検討
（1）－授業終了時質問
紙調査から－

共著 平成23年9月 本課程への入学者は准看護学生で
あった時期から10年以上を経ており、
入学後も准看護師として働き、育児や
介護などの役割を担いながら学ぶ背景
がある。そのため学習を 滑に進める
には、入学前に通信制課程の学習シス
テムを知り、学習計画や方法、レポー
ト作成等についての理解を促す機会が
必要であると考え、入学予定者（希望
者）に対して入学前教育を実施た。終
了時の調査から、今後の教育内容、方
法、学習支援の在り方を検討した。
本人担当部分：入学前授業のプログラ
ムの立案と実施、質問紙の作成、分担
データの入力および結果分析、発表と
ポスターの内容検討を行った。
共同発表者：金川治美、安 三枝子、
西出 子、武 カリ

日本看護学教育学会
第19回学術集会（北海

北見市） 録 p.121

第42回 日本看護学会
看護総合学術集会
（千葉） 録 p.121

リハビリテーション・
ケア合同研究大会 青
森2006 録 p.233
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の

別

発行又は
発表の年月

概要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

４．2年課程（通信制）
看護学科における入学
前教育の実施と検討
（2） －授業終了時調
査の自由記述からみた
学生の特性－

- 平成24年9月 通信制課程の入学生対象にした入学
前授業（プレカレッジ）終了後、質問
紙調査を実施し、不安に関する質問9項
目と自由記述について分析検討した。8
つのカテゴリ【学習課題に関する 念
と不安】【レポート課題への認識変
化】【レポート課題に対する苦手・不
安】【学習への前向きな心理・ 】
【成人期にある学生の役割に関わる不
安と 念】【授業の感想】【学習課題
に関する理解促進】【学習への後ろ向
きな心境】が形成され、学習すること
に多くの制 がある中で、学習に対す
る意 の高さ、大学に対する期待を
らませている様子、入学後の学習内容
に高い関心が向いているなどの入学前
の学生の特性が明らかになった。
本人担当部分：入学前授業のプログラ
ムの立案と実施、質問紙の作成、分担
のデータ入力および結果分析（文脈か
らのコード化とネーミングの検討）、
発表とスライドの内容検討を行った。
共同発表者：金川治美、西出 子、武

カリ、小坂素子

５．在宅ケア領域にお
ける困難な事例に関す
る文献学的考察

- 平成25年3月 医中誌Webを用い2012年4月9日に実施
した。検索キーワードは 1（対応困
難、困難事例等）と 2（訪問看護、在
宅看護等）で、 3（退院困難等）を除
いた。検索結果54 の28 を対象と
し、マトリックス方式で整理した。学
術分野は社会福祉14、看護10、社会福
祉と看護 合4であった。困難な事例に
関する文献数は多いとはいえず、困難
事例について現状では社会的認知度が
低い。また看護領域での報告が少な
く、学術的には困難事例の検討はあま
り行われてない現状があった。
本人担当部分：文献内容検討（分担し
た文献を読み、テーマにあった内容の
ものを選別）、選別した文献において
データ表を作成、データ集計、結果分
析、発表と発表原稿・ 録の内容検討
を行った。
共同発表者：武 カリ、金川治美、西
出 子、小坂素子、安 三枝子

第43回日本看護学会
看護教育学術集会(岩
手県 岡市)

録 p. 24

第17回日本在宅ケア学
会（ 城県水戸市）

看護－297



著書，学術論文等の名称
単著・
共著の

別

発行又は
発表の年月

概要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

．訪問看護の困難事
例についての哲学的グ
ループ対話を用いた検
討

- 平成26年7月 2012年2月～2013年8月哲学的対話手
法（Neo-Socratic Dialog:以下NSD）を
用いて、異なる背景の参加者（訪問看
護師、その他の医療介護職、一般人、
倫理等専門家、メディア関係者等）に
よる対話から困難事例の「困難」とは
何かについて検討し、結果を報告し
た。第1回討論から「療 者の意思を尊
重しながら、医療ニーズに応えるた
め、訪問看護師の判断をもとに、関係
者（医師、療 者、介護者等）との高
度な連携が求められること」、第2回討
論から「療 者の生活の多様な価値観
のなかで、看護職が重視する価値の実
現のため専門的援助を行うこと」、第3
回討論から「療 者の生活上の問題に
直面しても、ときに訪問看護師1人では
援助手段を見出し難いこと」が導かれ
た。
本人担当部分：NSDに参加、結果分析を
行った。
共同発表者： 澤久仁子、武 カリ、
金川治美、西出 子、小坂素子、安
三枝子

．訪問看護師の対応
困難事例における困難
要素の検討－全国質問
紙 送調査の結果より
－

- 平成28年7月 8カテゴリ28分類に整理した個別面接
調査の分析結果と文献検討、グループ
対話で得らえた結果を含め、岩間の分
類を参考に質問項目を作成した。回答
数588（回収率29.4 ）、うち505（有
効回答25.3 ）を分析対象とした。65
項目について最終的に全40項目、4因子
を抽出し、以下の通り 名した。
「家族・利用者の 制のバランスが保
てていない態度」、ⅱ「訪問看護師の
能力レベルと組織の協力体制」、ⅲ
「利用者・家族の疾患と状態に起因す
る生活能力の低下」、 「家族が 滑
にケアすることを阻む状況」全体のク
ロンバック 係数は0.96であり、各因
子のクロンバック 係数は0.89～0.92
で内的整合性は高い結果が得られた。
本人担当部分：質問紙の作成（訪問看
護師への個別面接調査と語りの内容か
らカテゴリーの作成とネーミング、文
献やグループ対話で得られた結果から
質問項目を考えた）、結果分析（因子
分析過程においてのデータの り込み
とネーミング）、発表内容の検討を
行った.
共同発表者：武 カリ、金川治美、小
坂素子、西出 子

第22回日本ホスピス・
在宅ケア研究会全国大
会（兵庫県神戸市）

第18回日本在宅医学学
会（東京）
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の

別

発行又は
発表の年月

概要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

．訪問看護師が感じ
る困難要素の検討―イ
ンタビューによる質的
分析と質問紙による量
的分析の統合―

- 平成28年8月 訪問看護師は療 者と家族を対象に
個別性の高い多様な援助ニーズに対応
しなければならず、対応困難事例に

することが多い。文献研究ではこれ
まで対応困難事例に関する訪問看護領
域の研究は少なく、何が困難の要素と
なっているかについて検討されていな
かった。また哲学的対話手法（

）による調査では、訪問看護の対応
困難事例には非常に 雑な困難要素が
あるが、それらにはいくつかの抽象的
な枠組みがあることが示 された。そ
こで本研究では対応策の検討につなげ
るため、訪問看護師の感じる困難要素
の構造を明らかにすることとした。研
究方法は、質的研究の結果から訪問看
護における困難要素を抽出し、その結
果得られた知見をもとに、 説検証の
ための量的研究につなげ統合した探索
的 次的デ インを用いた。 合研究
法を用いることで、より実態に った
調査を行い、困難要素の構造を明らか
にした。 本人担当部分：発表内
容に関連する研究への関 と発表内容
の構成と内容検討。 共同
発表者：武 カリ、小坂素子、西出
子、 澤久仁子、金川治美

9．在宅で生活する精神
障がい者の支援方法の
検討～訪問看護師のス
トレングスに着目した
ケアの一考察～

― 平成30年7月 【目的】訪問看護師が精神障害を有す
る療 者に対して、独自の方法で行っ
ているストレングスに着目した支援方
法を明らかにする【方法】[研究対象]A
県下の訪問看護ステーション6施設、各
施設管理者に推薦された看護師10名[研
究期間]平成28年9月～平成29年2月[研
究デ イン]質的記述的研究[分析方法]
質的統合法（KJ法）【結果】元ラベル
74 から 困りごとは強みに通じる
ゲート②身体をいたわる 好きなこと
は現実感覚強化の 口 自信は新たな
希望のエネルギー ⑤望みや いを第1
に守るの５要素を抽出した。【結論】
訪問看護師は日々の関りの中で自ずと
ストレングスに着目しながら支援をし
ている。時に、利用者の いや望みが
過 に作用し体調を すことにもなる
が、あきらめずに 来に希望を持ち共
存していく手立てを一緒に探ること
が、地域での生活を支えていく上で重
要であることがわかった。
本人担当部分：研究計画、文献検討、
インタビューガイドの作成とインタ
ビュー、結果分析、考察、発表
発表者：西出 子、木村聡子、 知
鶴、畑吉 未

第2回 日本 合研究法
学会(東京)

第49回日本看護学会ー
在宅看護ー学術集会
（佐賀）
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教  育  研  究  業  績  書 
令和 2年 3月 31 日 

氏名 林 文子 
研 究 分 野 研究内容のキーワード 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1)清恵会医療専門学院

・小児看護学実習指導

・基礎看護学実習指導

・精神看護学実習指導

・事例研究指導

・クラス担任

・オープンキャンパス担当

・国家試験対策実施

2) 塚大学看護学部

・小児看護学Ⅳ（演習）

・小児看護学実習 実習指導

・基礎看護学実習Ⅰ.Ⅱ 実習指導

・総合実習 実習指導

・看護の探求 研究指導（補助）

・成人看護学実習（慢性期）実習指導

・チューター 担当

・国家試験対策

・オープンキャンパス担当

3）大阪 高等学校看護科・看護専攻科

・基礎看護学実習Ⅱ実習指導

・老年看護学実習

2011 年

～ 2012
年

2012 年

～ 2017
年 

2016 年

～2017

年

1) 清恵会医療専門学院看護科 3 年生 50 名に小児看

護学実習を担当し指導にあたった。小児病棟および

保育所にて 1 クール 3 週間の実習を 9 グループに分

け指導した。小児病棟では川崎病、ネフロー 、気

管支 、 などに 患した各発達段階の小児と

その家族の看護について指導した。保育所では健康

な 児の生活と発達に応じた保育方法を学ぶ学

生の指導にあたった。「事例研究」では小児看護学

領域の研究に臨む学生の指導を行った。クラス担任

として 2 年生 40 名を受け持ち、学校生活におけ

る学生の管理（成績管理、健康管理、必要時面談や

指導など）を中心に担任業務を行った。また講義や

行事などのスケジュールを組み、HR では、過去の

国家試験問題から問題を抜 し対策時間を設定し

クラス会議、レクリエーションや課外活動などを実

施し、クラス運営にあたった。講義担当者と終講試

験の実施や採点などを行った。担任として基礎実習

を中心に計画し、実習病院との ち合わせ、要項の

作成などを行った。学生にオリエンテーションを実

施し、基礎看護学の習得に向けて、臨地での進行や

指導にあたった。オープンキャンパスでは、入学希

望者への学校案内および人形を用いてのバイタル

サインズ測定のデモンストレーション実施などを

担当し、進行に務めた。

2) 塚大学看護学部３年次生 100~130 名の小児看

護学Ⅳ（演習）を担当し、「バイタルサインズ測定」

「離 期の児の食事」「児の抱き方・着 」につい

ての技術演習にあたった。小児看護学実習では小児

病棟および小児外来にて 1 クール 2 週間の実習を、

10～13 グループに分け指導にあたった。小児病棟

では、川崎病、ネフロー 、気管支 などに 患

した各発達段階の小児とその家族の看護について

指導した。実習最終日には各学生が、「看護上の問

題」と「患者の全体 」を発表し、その講評や指導

にあたった。総合実習では、小児看護学 ミ受講学

生の小児関連福祉施設や教育機関等での実習の指

導にあたった。看護の探求では学生がこれまでの看

護の学びから選択し設定したテーマに合わせ、看護

研究の指導にあたった。基礎看護学実習Ⅰ.Ⅱの各期

の実習にて、1 年次～2 年次生に対し指導にあたっ

た。成人看護学実習では、1 クール 3 週間の実習を

毎年 2 グループ担当し、慢性期疾患を持つ患者とそ

の家族への看護について、指導にあたった。2 年次

生のチューターを担当し、学生生活中の 学や就職

および健康面の相談など学生生活のサポートにあ

たった。また必要時 保護者を含めた面談を行うな

ど問題を抱えた学生に対してチューター主任や学

生委員会と連携し指導や支援を行った。

3）大阪 高校の看護科および看護専攻科の学生 30
名に、基礎看護学実習Ⅱ、老年看護学実習、成人看護

学実習の各領域実習を担当し、担当する学生の臨地で

の指導と学内演習の実技指導にあたった。
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・成人看護学実習

4）太成学院大学

・小児看護学実践実習

5) 奈良学園大学保健医療学部看護学科

・基礎看護技術演習Ⅱ Ⅲ

・基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ

・卒業研究Ⅱ

2017 年

4 月 ～

2018 年

3 月

2018 年

4 月～

4）太成学院大学看護学部の学生に対して小児看護学実

践実習の指導にあたった。

5)奈良学園大学保健医療学部看護学科１年次生 90 名

に対し基礎看護技術Ⅰ・Ⅱの講義・演習を行い、「活動

と運動」「 ・休 」「食事と栄 」「総合演習」を担

当した。また 2 年次生 90 名に対しては基礎看護技術

Ⅱの「食生活を支える技術」を担当した。

２ 作成した教科書，教材 

1) 塚大学看護学部

・小児看護学実習要項

・実習オリエンテーション資料

・講義資料（国家試験対策用問題）

・オープンキャンパス資料

1） 塚大学看護学部小児看護学実習要項（平成 25 年度

以 ）の作成にあたり、実習目 の検討やスケジュール

の設定および記録類を作成した。また、東大阪市立医療

センター小児病棟実習の導入にあたり、臨床との ち合

わせや事前研修を行い、各種資料およびオリエンテーシ

ョン資料を作成し、学生の指導に用いた。その他、市立

池田病院、北野病院においても同様に資料を作成し、臨

地での実習の進行および学生指導を行った。小児看護学

の講義に使用する資料の一部として国家試験問題の作

成を担当した。オープンキャンパスを担当し、「子ども

のバイタルサインズ測定」を参加者に体験してもらうた

めの資料を作成した。

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

５ その他 

1) 塚大学看護学部

・小児看護学実習施設の開拓

2014 年

9 月

１) 塚大学看護学部小児看護学における臨地実習病院

として、市立 病院・大阪労 病院を実習病院として

新たに開拓し、実習を行った。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

・看護師資格取得
看護師免許看護師免許取得（第 ５ ５号）1995 年

4 月

２ 特許等 無し 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 
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４ その他 

塚大学看護学部 

委員会活動 

・FD 委員会 

・キャリア委員 

 

奈良学園大学保健医療学部 

委員会活動  

・学生部会 

・自己点検・評価委員 

      

地域 献 

 ・大阪府小児 急 話相談（ 8000） 

 ・NPO 法人小児 急サポートネットワーク認定員 

 ・大阪府小児 急 話相談マニュアル 改訂 

 ・病院における 話対応スキルアップ研修会 

ファシリテーターを担当  

・お さんに役立つ育児セミナー 講演 

 “子どもの病気やケガの対処― 8000 での相談内

容から” 

2013 年

～ 2016

年 
 

2018 年

～現在

に る 

 

日本 立看護 大学協会主 「大学新任教員のための研

修会」にて、 立大学の現状と課題、大学教員としての

役割について受講した。 

キャリア委員会に所 し、卒業生にシャトル研修を開

し「若手看護師のためのキャリアアップ研修」を実施し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府小児 急 話相談の相談員として子どもに起き

る病気やケガの対処方法を中心に若い世代の保護者の

育児の悩みについての相談活動を行った。子どもの 急

話相談に携わる相談員の対応マニュアルの改訂につ

いて携わった。 

「病院における 話対応スキルアップ研修 

会」にて、患者や家族への医療従事者の対 

応力向上のための講義をファシリテーター 

を務めた。 

「お さんに役立つ育児セミナー」にて、 

子どもに起きる病気や 発的なケガの対象 

方法、また 8000 の活用法方法などを紹介 

した内容の講演を行った。 

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

無し     
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（学術論文）     

1,小児 急 話相談（

8000）における 話相談員

の職務満足に関連する因

子の探索 

（修士論文） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 3 月 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和 山県立医科大学 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの急病時などに家庭での対処を保

護者に支援する、小児 急 話相談（

8000）の相談員 370 名を対象に、相談対

応の向上を図るために質問紙調査を行っ

た。まず質問紙作成のため相談員に予備調

査を行い、データから 話相談の職務満足

概念を質的分析し抽出した。その内容から

54 問の質問項目を作成し、コミュニケー

ション・スキル尺度および自己肯定感尺度

を使用し調査を行った。回収した質問紙よ

りデータの因子分析を行ったところ、 話

相談員の職務満足は【肯定的感情】【労働

環境】【自律性】からなる 23 項目の尺度で

構成された。また【肯定的感情】には自己

効力感やコミュニケーション・スキルおよ

び相談に必要な 話対応スキルなど 話

相談の実践そのものと関連しており、 話

相談対応の向上には職務満足が有用であ

ることが明らかとなった。そのため相談員

が従事する環境を調整することや、それに

向けた支援の重要性が示 された。 

共同研究者：林 文子、内海みよ子 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

2,卒業して 8 か月目及び 2

年目の看護師に対するキ

ャリアアップ支援の試み

－アサーティブネス研修

を実施して－ 

 

共著 

 

2017 年，３月 

 

塚大学紀要 ARTES 

No30 

 

A 大学卒業生のキャリアアップ支援とし

て、組織人としての役割を考えることを目

的に、卒業して 8 か月目及び 2 年目の卒業

生を対象とした合同研修を行った。研修参

加者のアンケートより、アサーティブネス

という概念から、他者の 利を守りながら

自分の 利を守り、自分の意見を伝えるこ

との大切さを学んだ。卒後 8 か月目の参加

者は、先 と話をし、1 年後の を予測で

きた。卒後 2 年目の参加者は、1 年前の自

分を振り返り、自分の成長を実感するとと

もに、職場の後 への接し方を考えてい

た。それ れの立場で重要と感じる点や考

える視点は異なるが、お互いの考えを知る

ことで、職場におけるチームワークへの理

解が まった。研修の意義を実感し、今後

も継続する必要があると考えられた。 

共同研究者：美王真紀、岩下真由美、岡和

美、江口秀子、合田友美、寺田准子、大和

志麻、福島美幸、上田裕子、林文子、人見

啓江、西絵里 担当部分：データ分析 

 

 

3,健康な高齢者における

ケリーパッドを用いた安

楽な 時の 関

・ 関 の 度、及

びそれら 度と基本 性

の関連 

共著 2019 日本健康医学会 ベッド上 位でケリーパッドを用いて

実施する 援助は身体的負担の少ない

援助方法として げら れるが、その援助

方法における 関 の の程度につい

てはどの程度 することが対象者にと

って安 楽であるのか明らかではない。 そ

こで、本研究の目的は、基礎的研究として、

健康な高齢者において、ケリーパッドを用

いた 位での 援助時に、人が安楽

だと感じる 関 及び 関 の関

度を明らかにし、それら 度と対象 者

の基本 性との関連について検討するこ

とである。 対象者は 51 名の高齢者で、

バイタルサイン、基本 性、関 度に関

するデータを収集した。分析では、 関

度データは分布を確認し、基本 性デー

タとの関係について pearson の 率相関

係数を求め、さら に基本 性データの各
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

項目において高値群と低値群に分け対応

のない t 検定を行った。 その結果、1）

人が安楽だと感じる 関 の平

度は 34.7 9.6 度、 関 の平

度は 73.2 20.1 度である、2）人が安楽

だと感じる 関 と 関 の 度の

バランスは、 関 の  度に対し

関 の 度が平  2.1 0.3 であ

る、3） 関 ・ 関 の 度は、性

別や年齢、体 格（身長、体重、BMI、体

率、大 長、下 長）を含む基本 性

と相関関係を認めない、4）大 長の 長さ

からみて高値群と低値群では 関 の

度に があり、高値群の うが低値群

より有意に値が小 さい（p 0.05）、とい

うことが明らかとなった。 以上から、今

後実際にケリーパッドを用いた 位で

の 援助時に 関 や 関 の

度を決定する際には、本研究結果を活用さ

れることが望まれる。木村静 1、澤田京子、

上山直美、 葉山有香 、林文子、中馬成子  

担当部分：データ分析 

（その他）     

学会発表 

1，慢性疾患児との対応経

験と担任の対応の分析（査

読あり） 

共著 2014 年 

8 月 30 日 

日本育療学会第 18 回 

学術集会（ 新潟県） 

慢性疾患児に関わる教育機関関係職種の

役割を明確にし，連携を 滑に進めるため

に質問紙調査と面接調査を行った。慢性疾

患児と身近に関わっている担任の対応を

分析し，学内体制としての担任への支援の

方法を検討したところ、各担任は児に対す

る配慮や対応策など情報共有の工夫をし

ていた。そのため、管理職の統率力により

連 調整の方法や連携プログラムが明確

なことなどが学内体制の充実につながる

ことが明らかになった。         

共同研究者：河合洋子、中塚志麻、大見サ

キエ、横田雅史、津田聡子、林 文子、江

村多加子 

担当部分：データ分析 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

２．健康な女性高齢者にお

ける床上 位での

時の 関 の有

無が対象者の感覚に及

す影響の違い 

共著 2018 年 12 月

15 日 

日本看護科学学会第

38 回学術集会（ 愛

県） 

 

健康な女性高齢者に対し 位でケリー

パッドを用いた 援助における 関

の の有無が対象者の感覚に及 す影

響の違いについて調査した。対象者（12

名）の年齢は70.5（ 1.8） （平 値

SD）であった。感覚データでは大 ・下

の筋の 張感において伸展群は34.9（

10.5）点、 群は5.1（ 2.1）点で、

群の うが伸展群より筋の 張感が低

く、有意 を認めた。（p 0.021） の安

心感では、伸展群は58.7（ 11.1）点、

群は94.5（ 1.9）点で、 群の う

が伸展群より安心感が高く、有意 があっ

た。（p 0.021）したがって 位での

時に を伸展するよる した うが、足

にかかる筋の 張感が有意に少なく、安心

感が得られることが科学的に明らかとな

った。今後は対象者数を増やすことや身体

的な影響も含めて総合的に検討すること、

さらに実際にベッド上で 援助を受け

ている高齢者を研究対象者として研究を

進めていくことが課題として考えられる。 

共同研究者：木村静、澤田京子、大江真人、

上山直美、葉山有香、平野加代子、林文子 

担当部分：データ分析 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

３．女性高齢者における

位で 援助を受ける

ときの 関 と 関 の

の有無が、 圧と脈

に及 す影響についての

検討 

共著 2019 年 3 月 9

日 

日本看護研究学会第

32 回近 ・北 地方会

学術集会 

健康な女性高齢者に対し 位でケリー

パッドを用いた 援助における 関

の の有無が対象者の 圧と脈 に及

す影響について調査した。 群 伸展

群の で実施した者が6名、伸展群

群で実施した者が6名であった。 前後

の比較は、 圧では有意 がなかったが、

脈 では 群において前81.3（ 11.6）

回/分が、後69．1（ 9.8）回/分に、伸展

群において前82.0（ 10.6）回/分が後71.0

（ 10.4）回/分、２群ともに 前後で

有意 があった（p 0.001、p 0.000）各側

手項目の変化率における2群の比較では全

て有意 は認めなかった。したがって女性

高齢者では 位で 援助を受ける際、

前より 後に脈 が有意に減少す

るが、 関 の の有無によって脈 の

減少における有意な違いは認めないこと

が明らかとなった。今後は対象者数を増や

すことや心理的な影響も含めて総合的に

検討すること、さらに実際にベッド上で

援助を受けている高齢者や療 患者を

研究対象者として研究を進めていくこと

が課題として考えられる。 

共同研究者：木村静、澤田京子、大江真人、

上山直美、葉山有香、平野加代子、林文子 

担当部分：データ分析      
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年月日

令和２年１月

令和元年4月

～令和2年3月

奈良学園大学４回生に対して国試直前対策講 の基礎看
護学を２限担当した。基礎看護学領域の出題基準を網羅
し、理解度をイマキクで確認しながら振り返りを行い学
生からは、「不確かな知識を再確認できた」「 点をも
う一度確認することができてよかった。復習にもなっ
た。」とのコメントを得た。

（3）基礎看護学技術演習Ⅰ・Ⅱ 平成28年4月
～平成30年3月

奈良学園大学基礎看護学において基礎看護学技術演習
Ⅰ・Ⅱの補助を行った。学内演習では、 学で学んだこ
とを理解できているかフィードバックし、学生自身が根
拠を持って演習できるよう指導した。

奈良学園大学基礎看護学の1年前期科目基礎看護技術演習
Ⅰ「全身清 」、1年後期科目基礎看護技術演習Ⅱ「一時
的導 」「総合演習」、セルフトレーニングを担当し、
技術習得に向けての取り組みを支援した。

（4）在宅看護学援助論 平成30年4月
～平成30年8月

奈良学園大学在宅看護学援助論において、在宅における
清潔援助として家庭用 で を作成し する
演習を企画し担当した。学生が家庭にある物 を用いて
創意工夫するよう促し、演習後のグループワークでの成
果を発表する機会を設け、学びの共有を図った。次に、
エン ルケア演習において、 くなった人のできなく
なったセルフケアを代理として、家族のそれ れの立場
を演習を通して理解し考察する機会とした。実施後のグ
ループワークの場面でリフレクションし、共同学習場面
を通して学びを められるように意図した。第15回目に
ゲストスピーカーとして在宅療 者を講師として招聘
し、領域実習開始前の学生が在宅看護のイメージをより
具体的に理解できるよう場の設定を行った。

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１ 教育方法の実践例

（1）成人看護学 平成24年4月
～平成26年3月

白 女子 期大学成人看護学において「感 症」「 神
経」「免 疾患・アレルギー」「看護過程」の単元を担
当し、病態の理解と症状とその看護援助を理解できるよ
う画 資料や、授業資料を作成し授業を行った。成人看
護学看護過程演習においては、20人の小グループにおけ
る演習を担当し、共同学習によってグループ間での相互
教授によって理解を図るように行った。

（2）国家試験対策 平成24年4月
～平成26年3月

白 女子 期大学において、 名の学生を担当し、毎月
面談を行い学習進度を確認、個別の問題を作成し苦手科
目対策を行い国家試験受験に向けてサポートし合格への
支援を行った。（全員合格）

教 育 研 究 業 績 書

令和2年3月31日

氏名 野口 寿美子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

看護基礎教育 臨地実習教育 メタ認知 リフレクション

看護－308



(7) 卒業研究Ⅱ 令和1年4月

～令和2年1月

平成25年12月

平成28年1月
～平成28年3月

塚大学において、老年看護学実習を担当した。回復期
リハビリテーション病棟にて、 神経疾患の生活リハビ
リテーション看護として高次 機能障害への看護実践や
日常生活支援を指導した。

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 白 女子 期大学において、授業アンケート調査におけ
る年間優秀教員評価として教務委員会から発表された。

４ 実務の経験を有する者についての特
記事項

平成23年12月
～平成24年1月

白 女子 期大学において、基礎看護学実習Ⅰ、老年看
護学実習、成人看護学実習Ⅱにおいて実習指導を行っ
た。基礎看護学実習は学生にとって初めての実習である
ため、病院および療 環境、患者との適切なコミュニ
ケーション、日常生活援助が行えるように指導した。老
年看護学実習及び成人看護学実習Ⅱでは、再 修学生５
名の実習を担当し、実習展開が 滑に運べるよう学生及
び実習環境の調整を行い、病棟環境・患者背景・疾病理
解・生活歴の理解を促し、老年期及び成人期の理解から
情報収集・計画立案・実践・評価の看護過程を りなが
ら看護実践できるように指導し、5名とも最後まで実習を

した。

（１）臨地実習指導

平成24年5月
～平成25年12月

白 女子 期大学にて成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ、基礎看護
学実習Ⅰ・Ⅱ、精神看護学実習の指導を行った。慢性期
実習では、慢性期特有の生活習慣や生活歴から個別性の
ある看護展開及び看護実践を指導。急性期実習では全身
麻 下の生体反応を捉えた看護実践及び退院を見 えた
生活指導につながるよう学生カンファレンスでの共同学
習の機会を意図的に設けた。精神看護学実習において
は、病棟環境及び患者、患者を取り巻く社会、家族、看
護実践の理解から患者との相互交流を め、プロセスレ
コードを用いて自己の振り返りと自己の特性理解とつな
がるよう指導した。小児看護学実習では、小児の発達段
階と成長発達を捉えて母子関係、 びを通した看護実践
を指導した。

平成27年5月
～平成27年12月

白 女子 期大学において、成人看護学実習Ⅰ・Ⅱ、基
礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ、小児看護学実習、精神看護学実習
指導を行った。

（6）基礎演習Ⅰ（ラーニングスキルズ） 令和1年4月
～令和1年7月

基礎看護学領域をテーマにした学生2名を担当し、文献収
集から論文執筆までをサポートした。

２ 作成した教科書，教材 平成25年5月 白 女子 期大学において、成人看護学実習における実
習前ワークブックを作成し導入した。特に周手術期の生
体反応を捉えた実習前学習の資料として、周手術期の理
解を めて実習展開の早い急性期実習に活用した。

急性期看護学実習 実習前ワークブック

新入生7名を担当し、一年次生が大学の学習に慣れ、４年
間の大学生活を有意義に送るための基礎習得を目的に講
義ノートの取り方、文献資料の検索、学術的な文章の読
み方、グループワークの進め方などについて、 ミ形式
の演習を通じて学習をサポートした。

（5）在宅看護学概論 平成30年9月
～平成31年3月

在宅看護学概論では、第8回在宅看護を支える医療福祉制
度 医療保険制度の講義を教授の指導の下で担当し、公
的医療保険制度の変遷から現在の在りようを理解するた
め、視聴覚教材を使用し理解を めるよう促した。第12
回在宅における安全管理についても教授の指導の下に担
当した。
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平成28年7月

令和1年9月

～令和2年2月

平成30年4月

～平成31年3月

令和1年4月

～令和2年3月

（3）奈良学園大学保健医療学部看護学科
学生生活部会 学年担任

学生生活部会の委員として、1年生の学年担任および新入
生 研修のコアワーキングメンバーとして 研修の
企画に携わった 。

５ その他

奈良学園大学において、早期体験演習、成人看護学実習
Ⅰ・Ⅱ、在宅看護学実習、基礎実習Ⅰ・Ⅱを担当した。
入学間もない学生たちが早期に医療現場の実際を見学す
る機会から実際の看護を見学を通して学ぶ中で、看護学
生として望ましい学ぶ 、立ち振る いなど接 面に
始まり、具体的な看護師 のイメージを捉えられるよう
働きかけを行った。成人看護学実習では、急性期・慢性
期看護の看護過程展開の指導を行った。在宅看護実習で
は、2か所の訪問看護ステーションへの 回指導を行っ
た。

～平成30年2月

平成30年9月
～平成31年3月

基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱ、在宅看護学実習、成人看護学実
習Ⅰ・Ⅱの実習指導を行った。

基礎看護学実習Ⅰは高の原中央病院の病院リーダー、基
礎看護学実習Ⅱは市立東大阪医療センターの病院リー
ダーとして実習指導を行った。また、基礎看護学実習Ⅰ
の学生配置案を作成し、それ れの実習病院との実習調
整および要項説明を行った。

(2)奈良学園大学保健医療学部看護学科 教務部会の卒業研究WGの委員として、業務に携わり書記
を行った。

教務部会 卒業研究WG
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年月日

昭和59年6月

平成11年5月

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書） 共著

2

3

（学術論文） 単著 平成30年3月

共著

共著

共著 平成31年3月

2.看護学教育における
コンピテンシー獲得に
向けた教育方 検討の
試みーメタ認知とリフ
レクションからの考
察ー（査読付）

平成31年3
月

医療福祉情報行動科学研
究Vol.6,March,2019

看護学教育におけるコンピテンシー成果修得の
ための教育方 をメタ認知とリフレクションに
焦点を当て文献研究を行い、心理学や教育学で
得られた有用な知見に基づいた教育内容を取り
入れることの有用性が示 された。
（全頁数10頁、野口寿美子、伊藤一美）本人担
当部分：研究計画、研究 行、論文執筆

3.「老人性
症」のシュガー・スク
ラブによるスキンケア
効果の検証(査読付）

平成31年3
月

医療福祉情報行動科学研
究Vol.6,March,2019

老人性 症のスキンケアに 量の増加
に効果があるシュガー・スクラブを用いたケア
群と清 による統制群の前後の の水分と

の比較から効果を検証し有用性が示 され
た。全頁数8頁（本人担当部分：研究準備、論文
整理、研究 行。共著者：高橋寿奈、 藤英
夫、山口求、吉村雅代、佐藤郁代、野口寿美
子、井上昌子、守本とも子）

アビサル・ジャパン委
研究報告書

老人ホーム入所者を対象に 量・水分量不足
による老人性 症に対してシュガー・ス
クラブの効果を検証した。清 ・入 後の
バリア機能（ 分量・水分量）とストレス指
となる のクロモグラニンAの検体を採取して
データを比較分析した結果、シュガー・スクラ
ブ使用群は 量・水分量に有意な が見られ
た。全頁数10頁（本人担当部分：研究準備、論
文整理、研究 行。共著者：山口求、守本とも
子、吉村雅代、佐藤郁代、 藤英夫、高橋寿
奈、井上昌子、野口寿美子）

４ その他

研究業績等に関する事項

発行所，発表雑誌等又は
発表学会等の名称

平成20年11
月

財団法人在宅医療助成
美記念財団

手を結 うプロジェクトとして在宅看護支援の
ための小 子を作成。（全23頁、 沢八江、
州優、中村祐子、町屋千鶴子、若林和枝、大澤
紀子、佐藤正子、野口寿美子、村松静子）

1.病院から「家に帰り
たい」という人のため
に

大学大学院教育学研
究科

本研究は、見学実習にとどまってしまう臨地実
習の現状とその教育内容を検討する重要性か
ら、日本の看護学教育の変遷をまとめ、次に、
実習教育の現状を整理し、米国のコンピテン
シーに基づく看護教育を比較検討した。次に、
同じ医学である医学教育についての先行研究か
らも、これまでの看護学研究の上に、科学的知
見に基づいた心理学や教育学の学習理論に基づ
いた教育の重要性が明らかとなった。

1.看護 大学の臨地実
習カリキュラムのあり
方の検討ー認知心理学
の援用からの一考察ー
（査読付）

看護師免許

介護支援専門員

２ 特許等

３ 実務の経験を有する者についての特
記事項

職務上の実績に関する事項

事項 概 要

１ 資格，免許
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共著 令和2年3月

単独 平成30年9月

令和2年1月

5.重度心身障害児
（者）の清潔援助とし
てスキンケアの提供に
よるストレスに関する
研究

アビサル・ジャパンKK受
研究報告書

A病院に入院している重症心身障害児（者）でセ
ルフケアが自身でできない重度心身障害児20名
を対象に、清潔援助によるストレス軽減を検証
するために、ケア前後の水分値、 分値、パル
スオキシメーターによる心 数の測定度と
アミラー の測定を行った。その結果をt検定で
比較した。水分値は初日には 方変化は認めら
れず、6日目にはケア群において38.8から57.0と
有意に上 した。 分値は統制群は12.4から8.9
へと有意に低下を示し、6日目にも低下を示した
が、ケア群においては変化が中なかった。心
数は統制群、ケア群ともに有意 なく、6日目の
ケア群は82.7から78.0と有意に低下した。
アミラー は統制群450klu/l、ケア群
452.2klu/lと正常値の50klu/lよりもいずれも高
値を示し、6日目のアミラー は、統制群、ケア
群ともに360klu/l以下であった。清 前後の比
較では水分・ 分共に上 しバリア効果を示
できたと考えられた。本研究で使用したカラダ
キレイは天 アミノ を主体とした 効果の
スキンケアが期待されるものであるが の

などからトラブルとなる みの予防やストレ
ス軽減にはつながらない結果となったが、スト
イレスの生理的指 である心 数はケア群で低
下傾向を示し、言語化による反応は得られな
かったものの表情には「気持ちよさそう」とい
う情動反応が得られている。全9頁（本人担当部
分：研究準備、論文整理、研究 行。共著者：
山口求、佐藤郁代、 藤英夫、野口寿美子、松
居典子、守本とも子、木野田利枝、門脇志保、
村井久美子、谷口奈美）

（学会発表）
１.大学における看護
基礎教育課程の日米の
比較

第54回日本教育方法学会
（和 山県立大学）

2017年最優秀大学看護学校ランキングで全米1位
となった米国のデューク大学看護学部とオレゴ
ン州看護教育コンソーシアムの共通カリキュラ
ムと日本の看護学教育の比較検討を行った。看
護学教育におけるカリキュラムは、講義・実
習・演習を同時に進行させ、学生が 合的に学
ぶことができるよう学習活動を促進することが
重要であること、認知心理学や教育学などの理
論を共有し、知識の理解よりもどこまでスキル
が高くなったのかという教育方法や評価法の開
発によって、自立的な主体性のある学習者の育
成に向かうことが示 された。

ポスター
発表（共
同研究）

2020 EAFONS
（タイ・チェンマイ）

日本の 病が強く われる者は 1,000 万人
と推計され、平成9年以 増加している。 病
患者の食事と運動に関する認識を探ることを目
的に奈良県在住の2型 病患者20名を対象に、
半構造的面接調査を行った。本研究によって、
奈良県在住の2型 病患者の健康行動に対する
社会生態学的影響が明らかとなり、患者に対し
ては、健康管理の計画、実施、評価において個
人と家族、職場の特性を考慮して 病治療の
介入を行う必要性が示 された。
（Haruna Tanaka, Ikuyo Sato, Sumiko
Noguchi, Namie Ueki, Jilian Inouye, Tomoko
Morimoto）

2.Preceptions
Towords Diet and
Exercise Among Type2
Diabetes Patients in
Nara Prefecture
（奈良県在住2型
病患者の食生活と運動
に関する認識）
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令和2年1月

（その他）

3.A Verification of
the Skincare
Benefits of Sugar
Scrubs for Elderly
People with Senile
Pruritus
（老人性 症の
ある高齢者のための
シュガースクラブのス
キンケアの利点の検
証）

ポスター
発表（共
同研究）

2020 EAFONS
（タイ・チェンマイ）

1

老人性 症は主に 欠 によって引き起こ
され、痛みを伴うかゆみを引き起こされ、 い

の引っかき傷、および感 症にかかるリス
クが増加する。この研究は老人性 のある高
齢者のためのシュガースクラブのスキンケア効
果を評価することを目的に、75 の合計17人の
高齢者施設に入試する高齢者を研究対象都市、
シュガースクラブを用いたケア群と統制群にラ
ンダムに割り当て、ケア前後の水分とオイル値
を測定した。その結果、ケア群では水分値は、
大 に増加し、 の量も大 に増加した。対

群では、水分値のみが有意に増加（その他は
有意 は認められなかった。シュガースクラブ
を使用したスキンケアでは水分と を効果的
に増加させ、それによりバリア機能を果たし、
かゆみを緩和することが分かった。（T.
Morimoto, M. Yamaguchi, H. Takahashi, H.
Saito,I. Sato,S. Noguchi, M. Inoue, and
M.Yoshimura）
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2年 6 月 30 日 

氏名 松居 典子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

母親の育児不安，育児困難，多 育児 育児不安要因，育児ストレス， 後うつ，育児支援 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 野大学 期大学部において「母性看護学方法論」 

（1） 期，分 期， 期について演習講義 H28,3～ の授業 期，分 期， 期，新生児期の演習， 

（2） 期の経過と看護について講義 H29,1～  期の経過とアセスメント，看護について講義 

（3）研究指導 H28,8～ 「研究Ⅱ」の授業 研究指導 

（4）実習指導 H27,8～ 「 ミナール」の授業 8～9名でのグループ研究の指

導 「母性看護学実習」 臨地実習の指導 

奈良学園大 において「助 診断技術学Ⅲ」の授業 

期の助 診断、助 ケアについて講義 

「卒業研究Ⅱ」研究指導 

「母性看護学実習」「助 診断技術学実習」指導 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 H29 学生による授業評価アンケートにおいて評価を得る 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

５ その他 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

看護師免許取得 H10,4,9 

助 師免許取得 H11,4,27 

野大学看護学研究科 看護学修士 H31,3 

２ 特許等 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

４ その他 

賀県大津市新生児訪問 H27～30 新生児訪問を実施 計測，指導，相談など 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

（学術論文） 

1.定 までの 子の育児体 単著 平成 31 年 野大学看護学研究 子を育児中の母親 8名へのインタビュ

験から生まれた母親の技 科看護学専攻修士論 を行い、定 までの育児体験から生まれ 

文 た、 子育児ならではの育児方法や、観 

察方法、児への関わり方などの育児の工 

夫を検討し、母親の創意工夫から生まれ 

た 子育児の方法を育児支援に役立て 

る。 

2 重症心身障害児（者）の 共著 令和 2年 2月 日本医療福祉情報行 入院中の重症心身障害児（者）をケア群 

清潔援助としてスキンケ 動科学会 とコントロール群に分けケア群にはカ 

アの提供によるストレス ラダキレイとシュクレを用いて清潔ケ
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に関する研究 アを行いストレスへの効果を検証した。

（共著者：山口求，松居典子他 10 名） 

3 重症心身障害児（者）の 共著 令和 2年 3月 アビサルジャパン委 入院中の重症心身障害児（者）をケア群 

清潔援助としてスキンケ 研究報告書 とコントロール群に分けケア群にはカ 

アの提供によるストレス ラダキレイとシュクレを用いて清潔ケ

に関する研究 アを行いストレスへの効果を検証した。

アビサルジャパン委 研 （共著者：山口求，松居典子他 10 名） 

究報告書 

4 退院後の母親が 共著 令和 2年 3月 日本小児保健協会 に入院経験のある、第１子育児 

求める入院中の育児支援 稿中 中の母親 名へのインタビューを行い、 

入院中に求めていた育児指導や育児支 

援を検討し、NICU での母親への指導・ 

援助を考案した。 

（共著者：寺本久美子, 松居典子,今村 

美幸） 

5 後の育児不安とエジン 単著 令和 2年 3月 日本周 期メンタル 母親の育児不安に対して、地域や，施設 

バラ質問紙 活用に関す 稿中 ヘルス学会 でのエジンバラ質問紙 を活用した支 

る文献検討 援の状況を文献検討し、育児不安への対 

応やエジンバラ質問紙 の活用方法の 

改善につなげる。 

6 後の育児不安に対する 単著 令和 2年 3月 日本母性衛生学会 後に退院直後からの母親の育児不安 

地域での育児支援につい 稿中 とその支援の現状を明らかにすること 

ての文献検討 を目的として文献検討を行った。 

（その他） 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 2年 3月 31 日 

氏名 井上 昌子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

在宅看護学 小児 在宅 重症心身障害児 レスパイト きょうだい 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1）老年看護学援助論授業補助を行った。 平成 30 奈良学園大学保健医療学部の助手として、老年看護学援 

年 4月 助論の授業・演習のサポートや出欠確認を行った。演習 

～8月 では学生のロールプレイ、看護過程の評価を行った。 

2）統合看護学臨地実習指導を担当した。 平成 30 奈良学園大学保健医療学部の助手として、実習施設との

年 5月 調整、実習前オリエンテーションを行い、実習では学生 

自身の目 が達成できるようチーム医療の一員として

看護師が果たす役割や、 数の受け持ちの中での優先 

位を考え行動することを指導した。単位認定者の教授

とともに実習後の評価を行った。 

3）基礎・老年・成人・在宅看護実習におい 平成 30 実習施設との調整、実習前オリエンテーション、 実習

て臨地実習指導を担当した。 年 9月 に必要な日常生活援助技術の練習を行い、学生が実習に

～平成 取り組めるようにした。実習では、情報収集、アセスメ 

31 年 1 ント、看護過程の展開を通して患者に何が必要な看護か

月 を考えるよう指導した。また学生に自分の看護を振り返

り、学びを められるよう支援できた。単位認定者の教

授とともに、実習後の評価を行った。 

4）基礎看護実習Ⅱ臨地実習指導を担当した。 平成 31 実習施設において、情報収集、コミュニケーション、 

た。 2月 アセスメントを通して必要な看護や患者の思いを考え

られるよう指導した。

5）統合看護学実習臨地実習指導を担当した。 令和元 奈良学園大学保健医療学部の助手として、実習施設との

た。 年 5月 調整、実習前オリエンテーションを行い、実習では学生 

自身の目 が達成できるようチーム医療の一員として

看護師が果たす役割や、 数の受け持ちの中での優先 

位を考え行動することを指導した。単位認定者の教授

とともに実習後の評価を行った。 

6）老年看護学援助論、疾病治療論Ⅵ授業補 令和元 奈良学園大学保健医療学部の助手として、老年看護学援 

助を行った。 年 4月 助論の授業・演習の準備やサポート、出欠確認を行った。 

～8月 演習では、学生のロールプレイ・看護過程についての評

価を行った。 

7）老年看護学領域実習Ⅰ・Ⅱにおいて臨地実習指導 令和元 実習施設との調整、実習前オリエンテーション、 実習

を行う。 年 8月 に必要な日常生活援助技術の練習を行い、学生が実習に

～1月 取り組めるようにした。実習では、情報収集、アセスメ 

ント、看護過程の展開を通して患者に何が必要な看護か

を考えるよう指導した。また学生に自分の看護を振り返

り、学びを められるよう支援できた。単位認定者の教

授とともに、実習後の評価を行った。 

8）基礎看護学実習Ⅱにおいて臨地実習指導を 令和 2 実習施設において、学生が情報収集やコミュニケーショ

担当する。 年 2月 ン、アセスメントを通して必要な看護や患者の思いを考

えられるよう取り組んだ。 
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9) 老年看護学統合実習をオンラインで指導した。 令和２ 事例を用いて、 数受け持ちにおける優先 位、多重 

 年 5月 課題、感 対策、看護管理についてディスカッション 

  や看護過程の展開を通して指導した。 

   

10）老年看護学援助論演習 令和 2 助教として授業を担当し、高齢者の身体的加齢変化、必

 年 5月 アセスメントについてビデオを作成したり、 を 

  使って視覚的に理解できるようにし、講義後は確認テス 

  トを行い、振り返りをさせた。高齢者 体験を学生 

  が行い、にディスカッションやプレ ンテーションを 

  通して、高齢者の生活のしづらさを体験することで必要 

  な看護を導き出し、高齢者を理解することができた。 

   

11）ヘルスアセスメント 令和２ 演習において学生のバイタルサイン測定について、フィ 

 年 5月 ジカルアセスメントモデル「フィジコ」を使用すること 

 ～8月 で理解を めることができた。 

   

12）老年看護学概論、疾病治療論Ⅵ 令和２ 科目担当者の教授と共に授業に補助として入り、出欠 

 年 5月 確認や、課題回答作成を行った。 

 ～8月  

   

13）基礎演習Ⅰ 令和２ 科目担当者の教授とともに、 コマ担当した。 

 年 5月 大学生としての基本的なラーニングスキルについて講 

 ～8月 義し、文献検索、ディスカッション、プレ ンテーショ

  ン、レポート作成についての学びを めた。 

   

14）卒業研究Ⅱ 令和２ 2 名の学生を受け持ち、卒業研究テーマについての指導、 

 年 5月 文献レビュー、論文作成を指導した。学生の興味をもっ

 ～8月 たテーマの文献検討を行い、論理的にまとめられている 

  か指導した。 

２ 作成した教科書，教材   

   

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

   

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

   

   

５ その他   

1）日本看護研究学会学術集会実行委員 令和元 実行委員として学術集会の運営に携わった。 

 年 8月  

   

2）教務 WG、卒業研究 WG 委員 令和元 書記を担当し議事録作成した。 

 年度  

   

3）学生生活 WG 委員 令和 2 1 年生の学年担当を受け持ち、書記を担当し議事録作成 

 年度 を担当した。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1）看護師免許 平成 27  

 年 4 月  

   

2）修士（看護学） 令和 2 奈良学園大学大学院看護学研究科在宅看護学分野 

 年 3月 修士論文題目：レスパイトケアを継続利用する在宅重症 

  心身障害児（者）の母親の心理プロセス 

   

２ 特許等   
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３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

   

   

４ その他   

   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1.2019 年出題傾向がみえ 共著 平成 30 年 12 式会社ピラールプ 2019 年の看護師国家試験対策問題集と 

る必修問題  月 レス  して、近年出題された問題と要点がまと 

   5 判 全 189 項 められている。 

    共著者：守本とも子（監修）、松浦純平 

    （編著）、井上昌子、斎藤英夫、 口み 

    ちる、明神一浩（著） 

    本人担当 所は、要点編「健康に影響す 

    る要因」「人間のライフサイクル各期の 

    特徴と生活」「主な看護活動の場と看護 

    の機能」「人体の構造と機能」「疾患と 

    徴候」「診療に伴う看護技術」の一部を 

    担当した。 

     

2.解いて、わかる 覚えて 共著 令和元年 10 式会社ピラールプ 2020 年の看護師国家試験対策として必

合格必修問題問題集  月 レス  必修問題の過去問と要点の解説してい

    る。過去問の解説を一部担当した。 

    共著者：守本とも子（監修）、松浦純平 

    (編著) 

    本人担当 所：P14～15、P24、P32～33 

     

3. 解いて、わかる 覚え 共著 令和 2年 3月 式会社ピラールプ 2020 年の看護師国家試験対策として小 

合格 小児看護学看護の   レス  児領域の過去問と解説している。 

統合と実践    本人担当 所は、看護師国家試験問題 

    過去問編全般の解説を担当した。 

    共著者：守本とも子（監修）、山口求 

    (編著) 

     

4. 解いて、わかる 覚え 共著 令和 2年 5月 式会社ピラールプ 2021 年の看護師国家試験対策として小 

合格 小児看護学問題集   レス  児領域の過去問と解説している。 

    本人担当 所は、看護師国家試験問題 

    過去問編全般の解説を担当した。 

    共著者：守本とも子（監修）、井上昌子 

    (編著) 

     

（学術論文）     

1.「老人性 症」の 共著 令和元年3月 日本医療福祉情報行 シュガー・スクラブを用いたスキンケア

シュガー・スクラブによる   動科学会 の効果をケア群と統制群に分けて検証 

スキンケアの効果の検証    した。 

    共著者：高橋寿奈、斎藤英夫、山口求、

    吉村雅世、佐藤郁代、野口寿美子、井上

    昌子、守本とも子 

    本人担当部分：研究準備、研究 行、 

    データ入力を行った。 

     

（その他）     

1     

2     

3     

:     
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2年 3 月 31 日 

   氏名   口 みちる      

研   究   分   野 研究内容のキーワード 

看護学   臨床看護学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 教育方法の実践例   

1）基礎看護学の講義・演習の工夫と技術試験の試み 平成 24 年 4月～ 「生活を支援する技術Ⅱ」（環境）、生活

（社会医療法人 内会 岡 看護専門学校 1年生） 平成 29 年 1月 支援する技術Ⅳ」（食事・ ）を担当し

  DVD も活用し、講義後にはす に練習できる 

  よう、授業はすべて白 を着用し、実習室

  った。また、グループワークでは、グルー

  協力して調べること、共有する利用し目的

  図書室も利用した。そうすることで、より

  ―プ内の協調性が増し、演習でも自ら考え

  グループメンバーが全て体験できるよう時

  配分や意見交 も行えた。 

   

2）能動的な授業を考えたジグソー学習の導入 平成 27 年 4月～ 学やグループワークのみにとどまらず、

（社会医療法人 内会 岡 看護専門学校 2年生） 平成 29 年 1月 がいかに効果的・能動的に授業を行うこと

  できるのかを考え、「診療行為を支援する

  Ⅰ」の注射の授業で実施した。「注射」は

  にとって一 興味を示す反面、医療事 に

  がるものと考えたためである。「 下注

  「 内注射」「筋 注射」「静脈内注射」

  どれか一つを担当し、他のメンバーに伝え

  事前課題を提示し、授業当日に役割別の専

  チームに参加、グループ内で統一し他者に

  ることができるまで学び合う。その後、学

  他のグループで教員役となり実施する。教

  それ れの専門家チームのアドバイ ー的

  在として指導する。ジグソー学習前には、

  による講義と実践を行い、根拠、留意点、

  ントを伝えている。30 項目の授業アンケー

  作成し、「責任感を感じた」「自分から進

  理解しないとこの授業は難しいと思った」

  達に伝えようという気持ちを持った」など

  項目において評価が高く、効果的であった

  考える。 

   

3）統合看護学実習を意識した統合看護技術の実施 平成 27 年 3月～ ケーススタディ・シナリオを用いた演習を

（社会医療法人 内会 岡 看護専門学校 3年生） 平成 29 年 1月 た。6名の受け持ち患者を想定し、グループ

  患者の優先 位、行動計画の立案をさせた。

  の後、モデル人形を活用し、実際に状況設

  観察項目や看護技術などの演習を行った。

  する病院看護師および当該学生 1年生の協

  のもと、統合看護技術試験を行った。時間

  優先 位を考え、ナースコールの対応やリ

  ―・メンバーの役割等を確認した。またこ

  授業の中には、看護の統合知識確認として、

  合看護技術、医療安全の確認試験を行った。 

  学生は実際にはできなかった場面が多く、

  師国家試験終了後より卒業まで、技術練習

  自主的に行うようになった。 

   

２ 作成した教科書，教材   
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なし   

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

なし   

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1)成人看護学実習Ⅰおよび成人看護学実習Ⅱ、統合看護 平成 30 年 9月～ 3 年生を対象とした成人看護学実習Ⅰおよ

学実習の指導 現在 成人看護学実習Ⅱ、4年生を対象とした統 

（奈良学園大学保健医療学部看護学科）  合看護学実実習の実習指導を担当している 

  。 

   

2）実習調整者 平成 28 年 4月～ 臨地実習の調整、実習調整会議にて司会進

（社会医療法人 内会 岡 看護専門学校） 平成 29 年 1月 を行った。 

   

５ その他   

1）学生の目 達成に向けたポートフォリオの作成 平成 25 年 4月～ 学生が自らテーマや目 を決め、学び続け

 平成 29 年 1月 学習法を取り入れることを考え、ポートフ

  オを作成した。入学時に説明し、ビジョン

  ゴールを記載させた。中間の面接時に、ゴ

  に向かうためにはどうしていくのかを指導

  た。また 2～3 月に全体での発表会を設け、

  生全員に発表させた。学生自身がどのよう

  成長してきたのか、また自信をもって成長

  たと主張できるようになった。 

   

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

１）看護師免許 平成 12 年 4月 第 1075353 

   

２）厚生労働省認定看護専任教員 成講習会終了 平成 24 年１月 厚生労働省認定三重県専任教員 成講習会 

   

３）修士（看護学） 令和 2年 3月 奈良学園大学大学院 看護学研究科  

  修士課程 

   

２ 特許等   

なし   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 平成 30 年 4月～ 「過去・現在から未来へ発信する看護のイ

1）日本看護技術学会第 18 回学術集会 企画委員 平成 31 年 3月 ーション」をテーマに、2019 年 9 月 7・8

  学術集会での役割を 行した。 

   

2）日本看護研究学会第 45 回学術集会 実行委員 令和元年 8月 「研究成果をためる つかう ひろげる  

  社会に評価される看護力 」をテーマに、 

  令和元年 8月 20 日、21 日の学術集会での役

  を 行した。 

   

４ その他   

1）入試対策委員 平成 27 年 4月～ 入学試験に関する筆記試験監 および面接 

（社会医療法人 内会 岡 看護専門学校） 平成 29 年 1月 試験監 を行った。判定会議に向けて、入

  状況をまとめた。 

   

2）広報活動 平成 25 年 4月～ 三重県および奈良県内の高等学校を訪問

（社会医療法人 内会 岡 看護専門学校） 平成 29 年 1月 学生 集の案内を行った。また、学校ホー

  ページのニュース更新や広報業者との ち

  わせに参加するなど、広報活動を行った。 

   

3）学校における防 ・ 害に関する見直しを検討 平成 25 年 4月～ 「 害発生時に適切な判断・行動がとれる

（社会医療法人 内会 岡 看護専門学校） 平成 29 年 1月 の 成－防 マニュアルの再構築－」とし

  アクションカードを作成した。実際に、防
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  訓練に活用し、「責任者（指示 令）」「第

  発見者（初期 ）」「応援者（避難・

  を行った。結果、焦らずスムーズに学生を

  でき、自らの役割も担うことができた。ま

  接する病院内での業務改善発表会で発表

  た。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月  

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の

名称 

概        要 

（著書）     

1.2019 年出題傾向がみえる 共著 平成30年12月 ピラールプレス 看護師国家試験出題基準の中項目に基づき

必修問題    づき、要点編と過去問題編からなる 2部構

    構成となっている。 

    担当部分：健康の定義と理解、看護におけ 

    る倫理（看護師等の役割）、人間の特性、 

    人間のライフサイクル各期の特徴と生活（ 

    成人期）、人体の構造と機能（人間の ）、 

    疾患と特徴（ 、 、チアノー 、  

    困難、 痛、不整脈、 痛・ 部 満、 

    悪心・ 、下 、 、下 、 、無 

    、頻 、多 ）、薬物の作用とその管理 

    （薬物の管理）、看護における基本技術（ 

    フィジカルアセスメント）、患者の安全・ 

    安楽を守る看護技術、診療に伴う看護技術 

    （ 急 処置） 

    著者：守本とも子，松浦純平，井上昌子， 

    藤英夫． 口みちる，明神一浩 

     

（その他）     

学会発表      

1）テキストマイニングを用 ― 平成 31 年 3月 第 32 回日本看護 国内における 害看護の教育に関する研究 

いた 害看護における教育   研究学会 近 ・ の動向と課題を明らかにするために、  

に関する研究の動向と課題   北 地方会 Coder を用いて論文のタイトルを分析した。 

    クラスター分析、共起関係ネットワーク分 

    類の結果、臨床や教育現場で多 的な分類 

    より、 んに研究が取り組まれている現状 

    が明らかとなった。 

    共著者： 口みちる，松浦純平 

     

2）テキストマイニングを用 ― 平成 31 年 3月 第 32 回日本看護 看護学生が精神障害者に実際に関わり、対 

いた精神看護学実習におけ   研究学会 近 ・ 人関係のプロセスを通して、どのような「学 

る学生の学びの分析   北 地方会 び」があったのか、その特徴を明らかにす 

    ることで今後のより良い実習の提供や教育 

    内容の示 を得ることを目的とした。「考 

    える」「感じる」「関わる」といった情意 

    ・精神・運動領域に関する記述が多くあり、 

    学生は受け持ち患者の関わりを通して精神 

    障害者の「生きにくさ」を理解していた。 

    共著者：山 世， 口みちる，井上葉子 

     

3）テキストマイニングを用 ― 令和元年 9月 日本看護技術学 看護のプロセスを考える看護過程が、学生 

いた看護過程に関する研究   会 第 18 回学術 は困難と感じている現状があり、看護過程

の特徴   集会 に関する研究の特徴を明らかにすることを 

    目的とした。看護過程の展開と演習との結 

    びつきのある研究が示 され、学生および 

    臨地は、成人の実習において看護過程を展 

    開するうえで困難を抱えていることが明ら 

    かとなった。共著者： 口みちる，松浦純

    平 
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4）Trends and issues of ― 令和 2年 2月 第 6回世界看護 海外における 害看護教育に関する研究の 

research on disaster   科学学会学術集 動向と課題を明らかにすることで、テキス 

nursing education   会 トマイニングを用いて分析を行った。海外 

overseas using    では、あらゆる 害を想定した訓練を行っ 

text mining    ている。 害看護は多職種協働のもと、教 

    育プログラムの開発を進めていくことが示 

    された。共著者： 口みちる，松浦純平 

     

5）Analysis of nursing ― 令和 2 年 2月 第 6回世界看護 世界の CPR 実施時の性に関する研究の分析 

research on CPR in   科学学会学術集 と課題を明らかにすることで、テキストマ 

gender:a 10-year study   会 イニングを用いて分析を行った。階層的ク 

in the world    ラスターの結果から、学生の CPR 教育の中

    で に われず、確実な CPR の実施、振り

    返り、実施後の報告会が重要であることが 

    明らかとなった。共著者：松浦純平， 口

    みちる，小林由里，田場真理，守本とも子 

     

6）Analysis and problem of ― 令和 2年 2月 第 6回世界看護 世界の 害時における透析看護に関する研 

research on dialysis   科学学会学術集 究の分析と課題をテキストマイニングで分

nursing at disaster   会 析した。その結果、素早い対応ができるプ 

time in the world    ログラムの開発と医療職種チームが連携す

    ることが重要である。また、病院の医療職

    チームが実際に行動（アクション）を起こ

    すこと、透析患者の健康を優先的に考える 

    ことが重要である。地域により地 やハリ 

    ケーンなどの多様な 害があるため、今後 

    も多種多様な研究の増加が望まれる。共著 

    者：松浦純平，田場真理， 口みちる，小

    林由里，守本とも子 

     

7）A systematic review of ― 令和 2年 2月 第 6回世界看護 世界における先行研究よりサーカディアン 

research on postoperative   科学学会学術集 リズムとせん妄発症の関連からせん妄発症 

delirium onset prevention   会 予防について分析し、現状を明らかにする 

from the viewpoint of    ことである。メラトニン 生がサーカディ 

circadian rhythm in the    アンリズムを調 し、術後せん妄発症予防

world    の可能性が示された。今後は症例研究の無 

    作為ランダム試験の研究が進むことが期待 

    される。共著者：松浦純平，小林由里，田 

    場真理， 口みちる，守本とも子 

     

8）看護における AI（人工知 ― 令和 2年 3月 第 33 回日本看護 医療分野の中でも看護におけるAIに関する 

能）に関する研究の現状－   研究学会 近  研究の現状と展望を明らかにすることを目 

テキストマイニングを用い   ・北 地方会 的に、「人工知能」「看護」で文献を検索

た分析－    し、テキストマイニングで分析した。結果、 

    介護支援採用ロボットスーツ HAL や手術支

    援ロボット da Vinci などロボットに関する 

    研究とその効果について取り組んでいた。

    看護実践への取り組み、効果の検証も必要 

    である。共著者：松浦純平， 口みちる， 

    田場真理，上野栄一 

     

9）看護師の看護管理のコン ― 令和 2年 3月 第 33 回日本看護 過去の看護師の看護管理のコンピテンシー 

ピテンシーに関する研究の   研究学会 近  に関する研究の特徴を明らかにすることを 

特徴－テキストマイニング   ・北 地方会 目的に、「看護師」「看護管理」「コンピ

による分析から－    テンシー」で文献を検索し、テキストマイ 

    ニングで分析した。結果、看護師の看護管

    理のコンピテンシーに関する研究は人材育 

    成、能力評価、支援・指導体制、キャリア

    開発、臨床実践能力など特徴があった。共 
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    著者：上野栄一，松浦純平， 口みちる，

    田場真理，杉島優子 
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年月日

看護研究（ケーススタディ）の 導 平成 年 月～ 田 看護専門学 年生が実習で担当した 者につ

（ 年 ～ 名） 平成 年 月 いてのケーススタディの 導を担当している。

学生は対象に実施した看護を振り り、論文の一

連の過程を して、論理的思考を うとともに、

自分は看護するうえで を大 にしているのか、

看護とは かを表現できていた。

看護学「 内 射」「点 内 射 」平成 年 月～ 田 看護専門学 の専門分野 の科目「 看護

「 内与 」の看護技術演習にて教員作成の 平成 年 月、学」の単元の「与 」の技術演習で、 シュミ

モデルの活用 平成 年 月～ レーターを使用し手技を学 せるとともに、教員

平成 年 月 が作成したモデルを装 し、 者役も体験させた。

演習 のレポートに「 を す を感じたが、

かけで 心することを感じた」という感想があ

り、 者の心理 が理解できていると考える。

看護学「 内 射」の看護技術演習にて 平成 年 月～ 田 看護専門学 にて技術演習にデモストは実施

協同学習（ジグソー学習法）の導入 平成 年 月 せず、協同学習法（ジグソー学習法）を導入して

いる。「クラークの点」「 ッ シュテッターの

部位」など選定方法に対して、教 役を担い自

分が担当した学習課題をお いに教え合う。 し

い知識を できるように、 とり一人が 任を

もって学び、教え合うことによって根 がよく理

解できたという感想が けた。

事例を して考えさせる 看護技術 平成 年 月～ 田 看護専門学 の専門分野 の科目「 看護

演習 「活動と 」「 」「 事と排 」 平成 年 月 学」の単元の「活動と 」の体位 換の演習で

「 素 入」「 引」「与 」「検査」 事例を設定し、その 者に合った 全で 楽な体

位 換や 動を考えさせた。 者に れることは

単に作業的な援助を行うにとどまらず、 心やこ

こちよさなど 神的な援助を行うことにつながっ

た。単元「検査」では、検査時 者・看護 ・医

者などのロールプレイを実施させることで、 者

の心理、看護 の役割を実感できたという感想が

あった。

神看護学の講義に動画（ 教材）の使用 平成 年 月～ 田 看護専門学 の専門分野 「 神看護学概論」

平成 年 月 の講義で学生より「 神看護ってよくわからない」

「 合 調 の ・ 想のイ ージがわかない」

などの意見があった。講義で 神看護のイ ージ

をつかみ、そして実習でよりよい学びにつながる

ように 画や実 に 神 者の出演している

テレビなどを 業のテーマに応じてこちらの学

目的・意図を 確に し、 させた。 し

たあとグループワークをさせると、活発に意見

換ができ「実習に行ったらこんな看護がしたい」

と 体的な感想を べることができていた。

験担当：他 名の教員とともに 験 平成 年 月～ 田 看護専門学 にて他 名とともに 験担当

対 を実施している 平成 年 月 をしている。 年間を した対 を実施している。

過 問題の講義と解 業（ 神・ ） 各学年の進度に合わせて 年間にわたって 験

験の解 のスケジュールを考え実施し、成績データの分析

を行い、個別的に 続した学習支援を行っている。

成績だけでなく 神 や学習 にも 慮して

学生からは「学習方法が分かった」「成績が上が

った」「 が した」などの感想が けた。

１ 教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

令和 年 月 日

氏名 山

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

看護学 神看護学 ストレス レジリエンス 看護学生 地実習

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要
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看護技術演習： 業および演習の補助 平成 年 月～ 奈良学園大学保健医療学部看護学科にて 看護

「 の調 」 ベッド ーキング 「活動と 」 令和 年 月 学領域の 業・演習の補助として入っている。

「感 」 作 「 」「 イタルサ ルフトレーニング（看護技術の動作確認 ェッ

イン」「 」（ 素 入・ 引）「 事」 ク）では学生の技術の 導を実施している。学生

「排 」（おむつ 換・ 部 ）（ ・ 器） からの意見の発表を し、 期に入り学生間でも

「採 」「 射法」など 積極的な意見 換ができるようになってきている。

また動作確認する技術項目や到達度など教員間の

会 で積極的に発言をしている。

２ 作成した教科書，教材

看護技術モデル作成 平成 年 月～ 田 看護専門学 の専門分野 看護学「与 」

「与 」 点 内 射モデル モデル） 平成 年 月、（ 年次 当、 単位、 人クラス）において

平成 年 月～ モデルや 内 射や 内 射のモデルを考

平成 年 月 した。学生からは購入したデモ器は数に りがあ

るが、作成したモデルも活用することでより多く

技術を 習することができたという感想があった。

技術 ェックは全員合格している。

「 神看護学実習要項」 平成 年 月～ 田 看護専門学 の専門分野 「 神看護学実習」

実習評価「ルーブリック評価表」を作成 平成 年 月 （３年次 当）において、実習目的、実習目 や

体的な学習内容、看護過程の記 方法などの要

項を作成した。また実習の評価表には「ルーブリ

ック評価」を作成し取り入れた。

験担当 平成 年 月～ 田 看護専門学 にて他 名とともに 験担当

平成 年 月 をしている。平成 年度は 験の 向と対

資 を作成して学生に 布し 導をした。

３ 教育上の能力に関する大学等の評価

特記事項なし

４ 実務の経験を有する者についての特記事項

看護学の担当 平成 年 月～ 田 看護専門学 で専門分野 の科目「 看護

平成 年 月 学」の単元「活動と 」「 」「 事と排 」

「与 」「検査」（ 年次 当 人）など 単位

時間もしくは 単位 時間を担当した。

看護学「技術 験」の担当 平成 年 月～ 田 看護専門学 で専門分野 の科目「 看護

技術項目の 定、事例、 ェックリスト（評価 平成 年 月 学」単元の「技術 験」を担当した。技術 験の

表）作成 内容や評価表など担当した。

神看護学の担当 平成 年 月～ 田 看護専門学 で専門分野 の科目「 神看護

平成 年 月 学」の単元「 神看護学概論」「 神看護学方法

論 」（看護過程）（ 年次 当 人） 単位

時間を担当していた。

看護過程においても「ルーブリック評価」を作成

し活用した。

地実習の担当 平成 年 月～ 田 看護専門学 での 地実習の 神看護学、

平成 年 月 看護 合分野（ 年次 当）、 看護学、

成人看護学 実習（ 年次 当）の実習 導を

担当していた。

平成 年 月～ 奈良学園大学では、 看護学実習 、 、成人

令和 年 月 看護学実習 （ 性期）を担当している。

事項 年月日 概要

１ 資格，免許

看護 免許 平成 年 月 日 第

高等学 教 一 免許（理科） ############# 平一一高一め第

２ 特許等

当なし
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３ 実務の経験を有する者についての特記事項

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

なし

看護学実習におけ 平成 年 月 年課程の看護専門学 の学生 名を対

るフィジカルア ス 象に 看護学実習でのフィジカルア ス

ント技術の活用の実 ント技術に関する質問 を実施した。そ

の結果、 業で学んだことを に、 地実

習で体験を積み重ねることが重要であり、

そのためには 業と 地実習との連動性を

化した教育内容が必要であると示 を得

た。

共同研究者：山 ・中 利子・田

子・ 上 子他（本研究の発表者として中

心となり研究に取り組んだ）

教材を用いたフ 平成 年 月 「 看護学実習におけフィジカルア ス

ィジカルア ス ントの ント技術の活用の実 を」の研究から

教育効果および活用方法 学生が「看護 が を観察し、どういう

の検討 断をしているか づく 点が われてい

ないのではないか」と考え、看護 を想

定した 教材を作成し、その効果を検

証した（ 器 の 者の設定で 分間

の動画で と学生が を考えたのか

理するワークシートを作成 。

パイロットスタディとして看護専門学 ２

年生 名を対象とし、自記式質問 および

自 記 にて調査を行い、 にて分析を

行った。その結果、動画にて観察 点を

ることで看護の 点を提供する一助となり

学生のイ ージ化につながったという結論

に った。

動画の 設定・ 者役や分析結果の考察

等に関わった。

共同研究者：中 利子・田 子・山

・立 他

奈良県看護教員研究会会報

神科における 理に 平成 年 月 神看護学実習で学生は 理的な に

ついての 業方法につい することが少なくないと考えられ、その

ての検討 ため講義の中で 理的感受性を高める必要

があると考えた。本研究ではでは 業 を

作成し、 業を実施をした に学生のアン

ケート調査を行った。その結果より、 者

の 神 を 体的に考えられるような事例

の工夫の必要性の示 を得た。

共同発表者：加 紀子・ 田 子・山

他、

研究会会報 ～

地実習における看護 平成 年 月 地実習は学生にとってストレスが大きい

学生のストレスとレジリ ことが されている。学生のレジリエン

エンスについての実 スを発 できれ 、ストレスに対処できる

ことが期 される。そこで本研究は、時期

の異なる つの実習の で、学生個々の

ストレス 応とレジリエンスの を調査

した。その結果、ストレスがレジリエンス

に及 す には個人差があり、個人の特

性を理解した個別的な支援の重要性が示

された。

共同研究者：山 ・平山 子・ 上

子・ 田 子他（本研究の発表者として

中心となり研究に取り組み論文を書いた）

示 発表、そして論文が採 された

論文

第 回日本看護学会

看護教育 学術 会

（ 県高 市）

第 回奈良県看護教

員研究会

第 回奈良県看護教

員研究会

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

第 回日本看護学会

看護教育 学術 会

（ 手県 市）
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地実習における看護 平成 年 月 地実習における学生のレジリエンスに関

学生のレジリエンス育成 する研究論文を 理・分析することで、レ

に関する文 研究 ジリエンス育成に向けた個別的な支援方法

の示 を得る目的で、医中誌 、

を使用し「看護学生」「レジリエ

ンス」をキーワードに 年から 年に

定し、さらに「 地実習」に関する記

が含まれている論文に り込み を対象

文 とした。その結果、自 心や情動 な

ども合わせた学生の感情を受容し、学生個

々の 応過程を見極めた上でレジリエンス

育成に向けた支援を行うことが重要である

ことがわかった。

共同研究者：山 ・ 上 子・平山

子・ 原 他 本研究の発表者として

中心となり研究に取り組み論文を書いた）

示 発表、そして論文が採 された。

論文

テキストマイニングを 平成 年 月 大学 生対象のソフト 与 を りて、

用いた 神看護学実習に 記に応 した。

おける学生の学びの分析 共同研究：山 ・ みちる・ 上

子 中心となり研究に取り組み論文を

書いた 記の「 」を受 した。

テキストマイニングを 平成 年 月 ブラッシュアップをして 記の学会に

用いた 神看護学実習に した。

おける学生の学びの分析 平成 年度 月～ 月に 神看護学実習を

行った 年課程 看護専門学 年生 名に

対し、実習記 神看護学実習を終えて

を対象として、 を

用いて分析を行い、 神看護学実習の目

との関連を検討した。その結果、受け ち

者との関係性を築く中で 者の「生きに

くさ」も感じることができ、社会 に及

す も理解できていたが、 神 を

ア ス ントする技術も活用することを

化する必要性が得られた。

共同研究者：山 ・ みちる・ 上

子（本研究の発表者として中心となり研

究に取り組んだ）示 発表。

日本看護研究学会に論文 定。

テキストマイニングを 令和元年 月 本研究は看護 教育における 神看護学

用いた 神看護学教育 に関する研究論文の動向を らかにする目

に関する研究の動向 的で、 年 月に医中誌 を使用し、

「 神看護学」「 地実習」「看護 教

育」をキーワード、期間を 年から

年とし検索を行った結果、 の論文の

タイトルを対象とした。

分析は計量テキスト分析ソフト を

用いて分析を行った。その結果、年 別の

対応分析ではカリキュラム や 神医療

の に う特徴が見られた。

共同研究： 原 ・山

（発表者ではなかったが、中心となり研究

に んだ。）

奈良県看護教員研究会で発表

テキストマイニング 単著 令和元年 月 上記で検索した 論文のタイトルについて

による 神看護学に関す 分析ソフト 使用し

する研究の と特徴 て、 年～ 年を つの年 に分け

分析を行った。その結果、学生の学びにつ

いては「学び 研究」から「学び 活用」

「学び 評価」へと 化が見られ、カリキ

ュラム に い特徴的な が認めれた。

大学 生対象にソフト 与 を りて、

記に応 した。

この分析ソフトで分析を進めて、第 回

日本看護研究学会 近畿・ 地方会

の示 発表に 定である。

単著：山

年度

数理システム

研究 に応
（結果は ）

（ 県立大学）

第 回日本看護学会

看護教育 学術 会

（ 広 県）

第 回日本看護研究学

会 第 回近畿・

地方会学術 会

年度

数理システム

員研究会

研究 に応

第 回奈良県看護教
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テキストマイニング 単著 令和元年 月 本研究は 看護学領域における看護技術

による 看護学領域 教育に関する現 とその効果に関する研究

おける看護技術教育に の動向を らかにすることを目的に

関する研究の動向 医中誌 を使用して、現行のカリキュ

ラムが された 年から 年間の期間

とし、「看護 教育」「看護技術」「演

習」「効果」をキーワードに検索した。

そのうち「 看護学」に関わらない論文

を いた の を対象とした。

計量テキスト分析ソフト を用いて

分析した。その結果、看護技術教育で効果

的な演習方法として、 者の導入、

講義と演習に共 の事例を用いること、

学生自 による自 評価や自 教育力の

向上が必要であるという示 を得た。

単著：山

示 発表を行った。

子育て を対象に 令和元年 月～ 記の応 した結果、助成金をいただき

したラフター ガ体験 現在に る 研究を開始。

による心 の 化に関 本研究は、子育て を対象にしたラフタ

する研究 ー ガ体験による心 の 化を らかにす

ることを目的に、対象者は ～ の

名について、ラフター ガをする とコ

ントロール のクロスオー ースタディー

による研究を行った。生理学的 として

ユニオンツール 式会社ウエアラブル心

ンサ（心 数、 、 、

の ）、主観的 として 野らの

「 分調査 」を用いて 年 月に測定。

現在結果を分析中である。

共同：山 ・ 上 子・ ・

大野 子・ 和子・

本研究の中心となり、測定から分析にとり

組んでいる。

次年度までに論文にして関連学会に

定。

看護学実習にお 単著 平成 年～ 近年、人間がストレスから立ち るときに

ける さに向き合う看 令和 年 月 必要とされる自 回 力（レジリエンス）

護学生のレジリエンスに が 目されている。

関する研究 看護学実習に 点を当て、学生の

看護学実習における さに向き合う看護

学生のレジリエンスの発 のプロ スを

らかにすることを目的に、 年課程看護専

門学 の 年生を対象に 構 的 法に

て「 地実習での な に対して学生

はどのようにレジリエンスを発 して り

えていくのか」インタビューを行った。

現在 名のインタビューを実施し、修

グラウンデッド オリーアプロー

（ ）を用いて分析を行った。その結

果、 さに した自 と向き合う内

的体験 でみられる の 機とな

る自 の感情の 化 が、自分中心的な考

えから 者に向き合う第一 を み出す

機となり、 者に向き合い看護を 索す

る行動 に り、看護ケアの実施につなが

っていることがわかった。

単著：山

導教 ： 本 和

奈良学園大学大学

看護学研究科

神看護学専

修士論文

令和元年度本学の

学部共同研究費助成

日本看護技術学会

第 回学術 会
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【 健 学部】 

テ ン学  

教授 

■  史・・・・・1 28 
■ 田 ・・・・・29 72 
■  健一・・・・・73 98 
■ 大  智子・・・・・99 151 
■ 田 ・・・・・152 182 
■  弘・・・・・183 207 
■ 西  ・・・・・・208 220 
■ 橋本 雅 ・・・・・221 308 
■ 山  ・・・・・309 318 
 

准教授 

■ 阿  ・・・・・319 372 
■ 田 子・・・・・373 382 

 
講師   

■ 野 ・・・・・383 409 
■ 本 治・・・・・410 441 
■ 野中 ・・・・・442 487 
■ 原 太・・・・・488 519 
■ 吉  之・・・・・520 547 

 
教 

■ 野 弘美・・・・・548 556 
■  善 ・・・・・557 577 
■ 中島 大 ・・・・・578 590 
■ 野田 優 ・・・・・591 601 
■ 田 吉 ・・・・・602 614 
 

 

■ 岩  智子・・・・・615 619 
■  聡 ・・・・・620 621 

 

 
 
 



年月日

２）リハビリテーション関連職種に対する総
合的スプリント作製実習による装具療法
の理解

平成22年4月
～

平成30年3月

３）レポート課題の評価基準統一による学生
へのフィードバック

平成22年4月
～

平成30年3月

教 育 研 究 業 績 書

令和 年 月 日

氏名 

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「義肢装具
学実習」（3年次配当，1単位）および，理学療法
学専攻の専門科目「義肢装具学実習」（3年次配
当，1単位）において，スプリント作製を通じた装
具治療の基本を教示した．具体的には，作業療法
学専攻については8種類，理学療法学専攻について
は3種類の作製を通じて，原因組織別の拘縮矯正に
対する評価技術やスプリント調整を行った．その
結果，学生の理解度が向上した．

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学実習」（3年次配当，1単位）におい
て，提出される課題レポートの評価基準をS，A1，
A2，B1，B2などと8段階として統一し，それぞれの
採点基準を設けた．これを学生にフィードバック
することで，実習に向けての自身の課題の明確化
につながり，学生の動機が向上した．

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の講師として平成22年
度入学生および平成27年度入学生の担任を務め
た．当該学生の入学から卒業まで，留年者も含め
て総勢約80人に対し，毎年前後期併せて4回の定期
面談に加え，成績低迷学生やその他問題のある学
生に対して不定期面談を実施した．心理的問題を
主とする学生については，学内に設置された学生
相談室と連携し，対応を行った．問題ある場合に
は迅速な対応を行うい，学生の意識変容を促せ
た．その結果，退学者の減少に貢献できた．

人間医工学 リハビリテーション科学・福祉工学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１ 教育方法の実践例

１）入学から卒業までの定期個人面談による
学生の状況把握および助言

平成22年4月
～

平成30年3月
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年月日事項 概 要

１）小テストによる講義理解度の把握 平成22年4月
～

平成30年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学Ⅰ」（2年次配当，1単位）において，
小テストを作成し各回の講義終了後に実施し，講
義理解度の把握に努めた．同時に講義に対する感
想も求め，次回講義でこれに応えるという形式で
展開した．これにより，学生の理解度は飛躍的に
向上し，身体機能障害領域を志望する学生が増加
した．

２）症例報告レポート作成を目的とした
情報提供用資料

平成22年4月
～

平成30年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学実習」（3年次配当，1単位）において
課題として提示する症例報告レポート用の症例情
報提供資料を作成した．当該資料には，個人情報
を保護したうえでの現病歴や既往歴，あるいは面
接時の逐語録などを示した．これを基にしたレ
ポート作成により学生は実践への理解度が向上し
た．

４）コミュニケーション講座による実習への
動機付け

平成25年4月
～

平成30年3月

令和元年4月
～

現在に至る

２ 作成した教科書，教材

５）チューター学生に対する定期面談

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の講師として平成25年
度3年次学生（40名），平成26年度3年次学生（30
名），平成27年度3年次学生（35名）に対し，実習
で必要とされるコミュニケーションについて，そ
の学術的意義から理論，実践，倫理などを教示し
た．さらに，昨今の学外実習による学生の諸問
題，特に精神的不調についても学問的知識を教示
し，予防的意義を含めた．一連の取り組みについ
ては，各回でアンケートを取った．その結果．学
外実習に対して漠然とした不安が，「指導者との
関係」などといった具体的な不安へとつながり，
これを学生が認識することで予防的効果を見込め
ることが分かった．また，倫理的事項に対する全
体討論を通じて，いわゆる接遇的コミュニケー
ションのみならず，医療倫理としてのコミュニ
ケーションを理解することにつながった．一連の
取り組みについては，大学教育に関する学会での
発表を3回，1篇の論文を通じて周知に努めた．さ
らに，コミュニケーション教育について先駆的役
割を果たされている桜美林大学リベラルアーツ群
の教授や，リハビリテーション関連職種における
養成教育での位置づけを強調される理学療法士な
どを招き，学内全体の取り組みとして周知に努め
た．これの功績が認められ，平成28年度からの新
カリキュラムにて授業化された．移行期間は，
「身体障害作業療法学実習」およびホームルーム
などで対応している．

奈良学園大学リハビリテーション学科のチュー
ターとして，1期生，2期生に対し，定期面談を行
い，生活状況，学習状況等を聞き，適宜指導を
行った．とりわけ学習状況が芳しくない学生につ
いては，別途指導を追加し，その進捗を確認し動
機付けに結びつけた．
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年月日事項 概 要

７）臨床実践動画を用いた疾病理解 奈良学園大学の身体障害作業療法学および義肢装
具学においては，対象者個人情報に留意し，自身
の臨床実践場面を視聴させたうえで，当該疾患の
理解を促した．学生は，身体機能のみならず，日
常生活や社会的役割の制限に気づくことも可能と
なった．

令和2年4月
～

現在に至る

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「臨床体表
解剖学」（1年次配当，1単位）において，筋骨格
の触診について再現性の高い資料を作成した．さ
らに，毎回触診した筋骨格に関する運動学的知識
などを先取りで教示し，小テストを行った．これ
により学生の解剖学への理解度が向上し，興味関
心の高まりがある．さらに，ロードマップとして
今後修得すべき知識を見せることで，勉学全般に
対する動機づけにつながっている．

５）作業で語る事例報告（再掲） 平成27年4月
～

平成30年3月

４）体表解剖学における触診資料 平成28年4月
～

平成30年3月

６）Visual bodyを用いた人体構造の3次元的理解 令和元年4月
～

現在に至る

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門科目「身体障害
作業療法学実習」（3年次配当，1単位）におい
て，教科書として使用している．当該教科書では
作業療法学の文脈上にある作業について網羅的に
示され，さらに実践として豊富な事例報告が収め
られている．学生が率直に疑問に思う点について
簡潔明瞭に述べられているため教科書として採用
している．さらに，講義内では教科書を用いた症
例検討の重要性を説き，学外実習において参考に
するよう指導している．

奈良学園大学の人体構造実習において，CGによる
人体構造の理解を目的としたアプリVisual bodyを
用いた資料作成あるいは講義展開により，筋や骨
の3次元的理解を促した，さらに，これを用いた確
認テストにより学生の理解状況の把握に努めた．

３）講義用補助教材 平成22年4月
～

平成30年3月

星城大学リハビリテーション学部リハビリテー
ション学科作業療法学専攻の専門基礎科目「臨床
運動学」（3年次配当，1単位）において，テキス
トに沿ったアウトラインについて資料を作成，配
布している．さらに資料内には，関連事項として
講師が経験した症例などを紹介する項目を設けて
学生に興味を引き出すように工夫している．
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年月日事項 概 要

平成26年12月14日

平成28年12月

３ 教育上の能力に関する大学等の評価

1）星城大学再任評価 学長，学部長による面接評価を受けた．入試広報
委員会副部長としての活動による学内貢献，学生
教育への尽力，研究領域としての科研費取得など
が認められ，平成27年度から平成32年度までの再
任が決定した．

2）奈良県作業療法士会主催
現職者講習会「後輩育成・協業」，講師

平成22年4月
～

平成24年3月

現職者講習会として，有資格者を対象に後輩育
成，協業について実践を通じた教示を行った．各
年ともにおおむね50名程度の参加者がいた．

3）一般社団法人日本ハンドセラピィ学会主催
認定ハンドセラピスト養成カリキュラム
応用実践研修会「ハンドスプリントベーシ
ックセミナー」，研修会講師

平成22年4月
～

現在に至る

認定ハンドセラピスト養成カリキュラムの一環と
して毎年開催される応用実践セミナーにて，座学
としてスプリントの力学，実践として作製実習に
つき継続して講師を務めている．毎年，おおむね
100名程度の参加者がいる．

2）星城大学学生による授業評価アンケート
結果による評価

星城大学において毎年実施している学生による授
業評価アンケートによると，3年次学生に対する
「義肢装具学」，および2年次学生に対する「身体
障害作業療法学Ⅰ」，いずれについても，95％以
上の学生から満足との高い評価をもらっている．

４ 実務の経験を有する者についての特記事項

1）一般社団法人日本ハンドセラピィ学会主催
認定ハンドセラピスト養成カリキュラム

「入門セミナー」，研修会講師

平成20年4月
～

現在に至る

認定ハンドセラピスト養成カリキュラムの一環と
して毎年開催される入門セミナーにて，肘関節・
前腕の機能解剖につき継続して講師を務めてい
る．毎年，おおむね100名程度の参加者がいる．
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年月日事項 概 要

平成26年9月27日

平成29年9月14日

年月日

平成10年3月

平成12年3月

平成19年4月

1）土谷総合病院リハビリテーション科
作業療法士

平成12年4月
～

平成14年3月

主に整形外科病棟に入院する患者および外来患者
のリハビリテーション業務に従事した．外傷，先
天性疾患に対して，筋力，関節可動域の改善，日
常生活動作能力の向上を意図した作業療法を実施
し，社会復帰へと導けるよう尽力した．併せて，
在宅でリハビリテーションを行う訪問リハビリ
テーションも行い，施設から在宅へとシームレス
な対応が出来るように他職種との連携も心がけ
た．

博士（保健学） 広島大学 第4258号

２ 特許等

なし

３ 実務の経験を有する者についての特記事項

１ 資格，免許

作業療法士 第20618号

修士（保健学） 広島大学 第16792号

1）修士論文指導 平成27年4月
～

平成30年3月

星城大学大学院修士課程の学生1名に対して，研究
指導補助教員として修士論文作成における研究計
画策定から，データ分析，論文作成，発表資料作
成に至るまでの一連を指導した．

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

7）星城大学FDセミナー
「科研費取得のポイント」，研修会講師

これまで2度連続での科研費取得実績を評価され，
学内FDセミナーでの講師を務めた．自身の経験を
基に，成書で示される記載方法や研究の展開につ
いて教示した．

５ その他

4）一般社団法人日本ハンドセラピィ学会主催
認定ハンドセラピスト養成講習会「機能解
剖・触診セミナー」，研修会講師

平成23年4月
～

現在に至る

認定ハンドセラピスト養成カリキュラムの一環と
して毎年開催される基礎セミナーにて，手，手指
の機能解剖と触診実習の講師として継続して講師
を務めている．毎年，おおむね100名程度の参加者
がいる．

5）愛知県作業療法士会主催
現職者講習会「職業倫理」，研修会講師

平成24年4月
～

現在に至る

現職者講習会として，有資格者を対象に職業倫理
について討論を通じた教示を継続して行ってい
る．各年ともにおおむね100名程度の参加者がい
る．

6）星城大学元気創造研究センター助成研究
公開講座「リハビリテーション専門職養
成課程におけるコミュニケーション教育」
，報告「作業療法学生に対するコミュニ
ケーション教育」

本講座は星城大学元気創造センター助成研究とし
て実施した学生のコミュニケーション教育につい
ての研究成果を周知するために開催し，報告し
た．併せて講義も企画し，学生への教示も行っ
た．
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年月日事項 概 要

平成29年7月18日5）一般社団法人日本海員掖済会名古屋掖済会
病院主催地域貢献事業エキサイ健康教室

 「手と足と口の健康チェック」，研修会講師

通年シリーズで行われる地域住民への啓発として
の健康教室で講師を務めた．当該日においては，
握力などの測定も行い，自身の健康に対する意識
を高めてもらった．参加者および院内からの評価
も高く，今後も継続して行うこととなっている．

４ その他

1）入試広報委員会としての活動 平成22年
～

平成30年3月

星城大学内における入試広報活動の要として，入
学者増加対策やオープンキャンパスの企画，運営
など入試広報活動全般にわたる対応を行ってい
る．平成25年からの2年間は副委員長を務め，リハ
ビリテーション学部における当該業務を一手に引
き受けてきた．オープンキャンパスの運営につい
ては一部ルーティン化し効率化を図るとともに，
教員帯同による高校訪問なども定着させた．

3）臨床実習における指導 平成14年4月
～

平成19年3月

名古屋掖済会病院にて常勤で在職中に大阪リハビ
リテーション専門学校延べ5人，星城大学リハビリ
テーション学部作業療法学科学生延べ2人に対し臨
床評価実習，臨床治療実習を実施した．手の外科
領域という特殊性があるものの，作業療法におい
て共通である実践技術について指導した．また，
作業療法だけでなく他職種の業務についても把握
するために，手術見学や外来診察，病棟回診など
にも同行してもらった．作業療法を実施する前に
他職種が多くかかわっていること，作業療法士と
して評価，実践するべき事項があることを理解し
てもらうよう努めた．

4）有資格者に対する実践研修指導 平成14年4月
～

平成19年3月

名古屋掖済会病院にて在職中に，手外科リハビリ
テーションに対する実地研修の受け入れを行って
おり，三河地域より2名，豊田地域より2名，名古
屋地域より3名の有資格者に対し，実技研修を指導
した．具体的には症例の病態に対する評価，治療
方針の立て方などを実践に即して指導，討論を通
じて洗練化を図った．

2）キャリア委員会としての活動 平成22年
～

平成30年3月

星城大学内における就職活動において要となる
キャリア委員会にて一貫して対応してきた．リハ
ビリテーション学部においては2年次からのキャリ
ア教育を実施し，早期内定あるいは公的機関受験
対応を軸として取り組んでいる．

2）名古屋掖済会病院リハビリテーション科
作業療法士

平成14年4月
～

平成19年3月

整形外科の一専門分野である手外科領域のみを担
当する作業療法士として，救急対応から医師と綿
密な連携を取りながら，術前，術中，術後対応を
行った．重度外傷にあっては，リハビリテーショ
ンが遅延することによって起こる障害が多いた
め，医師の手術の意図を踏まえた早期リハビリ
テーションを心がけた．
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年月日事項 概 要

5）第5回中部日本ハンドセラピィ研究会代表
世話人としての活動

平成29年2月
～

平成29年2月

手外科専門医による一般社団法人日本手外科学会
の下部組織となる中部手外科研究会においては，
毎年研究会を開催している．この中部手外科研究
会の医師の支持を受けて発足した中部日本ハンド
セラピィ研究会においては，世話人会を組織し，
中部手外科研究会と併催する形で4回の研究会を
行ってきた．第5回にあっては，名古屋で行われる
こととなり，中部日本ハンドセラピィ研究会世話
人会で指名され，中部手外科研究会で承認され，
代表世話人となった．共催にあたり藤田保健衛生
大学医学部整形外科の鈴木教授と折衝を重ね，新
規的な研究会を企画しており，総勢400名程度の参
加を見込んでいる．

5）日本ハンドセラピィ学会理事としての活動 平成27年4月
～

現在に至る

会員数約700人の日本ハンドセラピィ学会において
理事を務め2期目となる．2期目からは認定資格審
査委員会事務局長の役を任ぜられ，認定ハンドセ
ラピストの申請，更新，研修会運営に係る全体調
整および報告のとりまとめ，など学会の根幹に関
わる部分を担当している．

平成31年4月
～

令和2年3月

・研究倫理委員会委員として研究計画書の審査に
あたった．

4）研究倫理委員会としての活動

6）第29回日本ハンドセラピィ学会運営局長，
学術局長としての活動

平成28年4月
～

平成29年4月

日本ハンドセラピィ学会の年次学術集会が名古屋
で開催されるにあたり，名古屋大学手外科教室と
ともに，中日病院に所属する学会長とともに，実
務的な作業を行った．当初は，学術局長として任
命されたものの，運営局の業務遅延により中途か
ら運営局長を兼任した．開催当日にあっては，過
去最高の約800人の参加者を迎え大成功であり，こ
れに貢献した．

・入学実績のある高校を中心に6，7月の4日間に27
校を訪問し，開学のご挨拶とともに作業療法学科
に関する周知徹底を図った．
・高校教員対象説明会にて高校進路指導部および
予備校担当者へ本学作業療法学科につき説明し
た．
・オープンキャンパスの企画，運営を行い，模擬
講義および司会を担当した．
・高校内進学ガイダンスを延べ13校対応した．
・大規模進学相談会（夢ナビ，進路のミカタ）に
つき，講義を担当した．

平成31年4月
～

令和2年3月

3）広報委員としての広報活動
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

共著 平成26年3月

共著 平成29年3月2．リハビリテーション義肢
 装具学

メジカルビュー

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

1．作業で語る事例報告作
業療法のレジメの書き
方・考え方

株式会社 医学書院 作業療法における「作業」に着目し，その評価
法と解釈について記したものである．本書はこ
れに基づき多数の事例が報告されている．
A4判 全164項
編者：斎藤佑樹
共著者：友利幸之助，上江洲聖，澤田辰徳，飯
塚照史

本人担当部分：第5章 生活に焦点を当てた事例
報告の書き方 「生活の変化に向けて必要な作
業を確認し目標設定を行った手外科事例」を単
著．
伸筋腱断裂および手関節可動域制限を来した症
例に対し，主観的な面接を中心として，機能的
側面の評価とともに包括的に目標設定を行っ
た．また，妻の逝去に伴う対象者の役割の変化
を踏まえて，現実的かつ具体的な目標から，対
象者とともにチームとして治療を進めた症例を
報告した．機能的側面だけでなく，対象者の全
人間的理解が重要であることを強調した．

令和2年2月共著ハンドセラピィマニュアル
（日本作業療法士協会編）

リハビリテーション分野において重要な装具学
の知識を教示した．本書の特養としては，豊富
な事例を用いて具体的に示している点である．
A4判 全461項
編者：清水順一，青木主税，飯塚照史

本人担当部分：Ⅱ装具 1章 上肢装具
「肘装具」「手関節装具」，手部装具各論2「末
梢神経障害」を単著．
肘，手関節について実践上で用いた独自性の高
い装具を例示し，慣習的な装具との違い，利
点，欠点，適用を述べたうえで，これを用いた
症例の経過とともに最終成績を示した．

日本作業療法協会 日本作業療法士協会におけるマニュアルシリー
ズにて，評価に関して分担執筆した．当該マ
ニュアルは日本における標準的なハンドセラ
ピィ技術，知識の根拠となるものであり，その
有用性は高い．

本人担当部分：Ⅱ評価 1 基本的評価
手外科疾患における基本的評価について注意点
を踏まえて詳細に示した．
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（学術論文）

共著 平成20年3月

共著 平成21年3月

共著 平成21年9月

共著 平成21年10月

3．手の腫れ評価法研究
 －指周囲径を規定する

  因子について－
 （査読付）

日本手外科学会雑誌，25
巻5号，p724-726

客観的な手の腫れ評価法開発の前段階として，
健常人の指周囲径を規定する因子を検討した．
シルクブレードを用いて指の周囲径を測定し，
年齢，性別，体重，利き手などの因子をステッ
プワイズ法により選択し，規定因子を求めた．
その結果，先天的，後天的因子の影響はなく，
年齢と体重に関しては正の影響が，性別につい
ては女性の方が有意に指周囲径に影響している
ことを示した．同時に利き手の区別は影響しな
いことも示した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文執筆
共著者：飯塚照史，茶木正樹，岡野昭夫，西川
喜久子，平田仁，今枝敏彦

4．ZoneⅡ屈筋腱断裂にお
 ける固定法とKleinert変

  法の経時的可動域の比較
 （査読付）

日本手外科学会雑誌，25
巻6号，p766－770

ZoneⅡ屈筋腱断裂における固定法とKleinert変
法の可動域推移について後方視的に検討した．
いずれの治療法においても，伸展可動域の獲得
が成績に影響することを示した．さらに，術後6
週時点で伸展可動域が‐30度を超えるか否かが
実践上の臨界点であることも示した．この点
で，固定法に比べてKleinert変法が優れてお
り，治療法としての利点として述べた．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文執筆
共著者：飯塚照史，桂理，渡邉健太郎，村上恒
二

1．橈骨遠位端骨折に対する
ハドセラピィの実際

愛知作業療法，16号,
p63-75

作業療法士あるいは理学療法士が臨床場面にお
いて処方され対応する機会の多い橈骨遠位端骨
折におけるハンドセラピィについて述べた．特
に，レントゲンなどの画像診断とともに観血的
療法の成否を判断する重要性について強調し
た．具体的には，骨折部位とこれに対応するプ
レートとスクリューの位置関係と，骨接合後の
固定性について述べ，その後の運動療法に必要
な運動学的知識を教示した．併せて，骨折部以
外の運動，特に手指の可動性を損なうことのな
いよう，早期対応が肝要であることも述べた．

本人担当部分：データ収集，解析，論文執筆
共著者：飯塚照史，桂理，茶木正樹

2．指骨骨折のハンドセラ
 ピィ

愛知作業療法，17号，
p56-63

手の外科領域のおける作業療法において，指骨
骨折は頻繁に関わることの多い外傷のひとつで
ある．指骨骨折では，ハンドセラピィ導入の時
期を間違えば拘縮となり，さらには隣接指にも
影響する．物品の把持などの日常生活動作への
影響も必至であることから，その対応について
述べた．末節骨骨折では自験例から，DIP関節の
屈曲拘縮の予防あるいはスワンネック変形への
対応について，中節骨骨折では骨折部位により
転位方向が異なることへの対応，基節骨骨折で
は，早期運動療法に関する基礎知識と対応につ
いて述べた．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文推敲
共著者：桂理，飯塚照史，茶木正樹
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成22年7月

共著 平成22年11月

共著 平成24年11月

単著 平成24年12月

6．Zone2屈筋腱断裂後のブ
ロッキング訓練に関す
る筋電図学的検討

（査読付）

日本手外科学会雑誌，27
巻2号，p20-23

ZoneⅡ屈筋腱断裂において多用されるブロッキ
ング訓練について筋電図学的検討を行った．近
位関節を固定することで筋収縮を減じられるこ
とが確認でき，縫合後の再断裂を防止するため
の方策として有効であることを客観的データに
よって示した．ブロッキング訓練については，
当該損傷後のリハビリテーションにおいて非常
に有効な方法であることが知られており，これ
を科学的に示した点で新規的であることも加え
た．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文執筆
共著者：飯塚照史，桂理，渡邉健太郎，村上恒
二

5．橈骨遠位端骨折術後ハ
ンドセラピィパスの有
効性について

（査読付）

7．片側metacarpal hand2
  例の長期成績
 （査読付）

日本ハンドセラピィ学会
機関誌，5巻，p61-66

手指が欠損し，母指が損傷あるいは残存するも
のをMetacarpal Handと呼称する．本外傷では，
リハビリテーション対応のみならず外科的対応
も含めて治療の選択肢が複数あるため，目標設
定に難渋することが多い．そこで，本研究では
リハビリテーション終了後10年程度が経過した
患者を追跡し，機能評価およびアンケート聴取
を行った．その結果，実施した治療に対してお
おむね満足しているものの，特に感覚機能や巧
緻動作に改善を求めているとのことであった．
以上から，治療段階にあっては個々人が必要と
する巧緻動作を主軸に置き，感覚機能の再建あ
るいはリハビリテーション的対応が肝要である
ことを述べた．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文執筆
共著者：飯塚照史，桂理，池田聖，茶木正樹，
渡邉健太郎

8．高齢者の手の機能
 （査読付）

シニアフィットネスリハ
ビリテーション，5号，
p22-23

高齢者に多い手の疾患とその対応を述べた．高
齢者における手の疾患としては，変性疾患とし
てのヘバーデン結節や関節症などが挙げられる
ことを述べ，実践としてスプリントを用いた治
療についてその経過を紹介した．多くはスプリ
ントにより緩解するものの，維持的療法にとど
まることを限界として述べた．

日本手外科学会雑誌，26
巻4号，p225-229

橈骨遠位端骨折のハンドセラピィについては各
施設で独自性の高い訓練を行っていることから
標準化することが困難とされてきた．しかし，
本研究ではそれまでの基礎的研究とともに，臨
床成績との関連から一定時期の目標達成レベル
を明確に示したうえでクリニカルパスを作成し
その有用性を示した．同時にパス適用を見送る
ケースについての因子も明らかにした．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推敲
共著者：桂 理，渡邉健太郎，飯塚 照史，今田
晶博
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成26年4月

共著 平成26年10月

共著 平成26年12月

共著 平成27年5月

9．客観的臨床能力試験場
 面のビデオフィード
 バックによる臨床実習
 前教育の取り組み．

 （査読付）

作業療法，33巻2号，
p181-190

学内で実習前に実施する客観的臨床能力試験に
際し，ビデオフィードバックを用いた学習の効
果について述べた．学生は，当該ビデオを用い
た学習形態をとっており，有効であったと述べ
た者が8割を超えており，実習前の学習手段とし
て有用である可能性を述べた．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推敲
共著者：大浦智子，竹田徳則，藤田高史，古澤
麻衣，木村大介，冨山直輝，林浩之，飯塚照
史，坂井一也，今井あい子

10．作業療法学生の臨床実
 習に対する意識の変容

   についての研究
 （査読付）

星城大学紀要，14号，
p43-56

作業療法専攻学生に対して，臨床実習前にスト
レスマネジメントを主眼とするコミュニケー
ション講座を開講し，その効果を学生アンケー
トからKJ法を用いて検討した．その結果，学生
の不安は，当初漠然としたものであるが，後半
には指導者や対象者との関係性構築に焦点化さ
れており，その対策が必要であることを述べた

本人担当部分：データ収集，解析，論文推敲
共著者：綾野眞理，飯塚照史，今井あい子，竹
田徳則

11．滑車訓練における手関
 節主動筋の筋電位と握

  力の関係について
 （査読付）

日本ハンドセラピィ学会
誌，7巻，p23-28

ハンドセラピィ領域で筋力増強目的に多用され
る滑車訓練について，実験的に検証した．手関
節固定筋とともに，把持力を同期，解析した結
果，10㎏程度の負荷をかけてもその握力は最大
握力の7割程度にとどまること，加えて手関節固
定筋については最大握力発揮時の5割未満にとど
まる事を報告した．以上から，握力増強には適
さず，固定時における廃用性の筋力低下に対し
ての効果にとどまることを示した．さらに筋力
増強効果としては，他の訓練法が有用である可
能性を指摘したうえで，提案した．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推敲
共著者：稲垣慶之，飯塚照史，桂理，服部順
和，渡邉健太郎

12．手指PIP関節周辺骨折に
 おけるDIP・PIP関節可

  動域の推移
 （査読付）

日本ハンドセラピィ学会
誌，8巻，p16-21

手指PIP関節脱臼骨折のリハビリテーションにお
ける可動域推移につき検討し報告した．開始当
初にDIP関節のみの運動を実施している群につい
ては，これと同期するようにPIP関節の可動性が
改善するのに対し，当該運動を実施していない
群については，その相関性が低くなっていた．
解剖学的，運動学的構造から，非損傷関節であ
うDIP関節の運動が最終成績の向上に有用である
ことを述べた．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推敲
共著者：茶木正樹，武藤光弘，木野義武，花村
克己，飯塚照史，渡辺康太
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年4月

共著 平成28年4月

共著 平成28年12月

手外科領域のおける患者立脚型評価としての
DASHについて，臨床的に意味のある差が17点で
あるとされており，これを用いて橈骨遠位端骨
折の早期運動療法開始群と非早期運動療法開始
群の効果を検討した．その結果，ベースライン
からの得点変化が17点であっても，機能的な差
が生じていないことが明らかとなった．そのた
め，手関節可動域や筋力の改善を指標としたリ
ハビリテーションのアウトカムについては有用
性が見出させない可能性があることを指摘し
た．また，検討結果から，現状のリハビリテー
ションの効果は長くとも受傷してから8週間程度
であり，現状の12週間程度のリハビリテーショ
ンについては疑問が生じていることを述べた．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文執筆
共著者：Terufumi Iitsuka, Katsuyuki
Iwatsuki, Hideyuki Ota, Hitoshi Hirata

著者も加わり名古屋大学手外科教室を主体とし
て作成した，本邦における患者立脚型評価の
Hand20と世界的標準とされるDASHについて，そ
の差異をICF概念へのリンクにて検討した．その
結果，Hand20は手に限局する主観的困難感を聴
取するのに対し，DASHは社会的不利について主
軸を置いているものと捉えられた．以上ととも
に，2つの患者立脚型評価の得点を解釈するうえ
では，対象者の測定範囲に配慮することが肝要
であることを強調した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文執筆
共著者：Terufumi Iitsuka, Tomoko Ohura,
Takashi Fujita

Asian Journal of
Occupational Therapy,
vol.11, p27-33

15．作業療法学学生に対す
   る臨床実習前コミュニ

ケーション講座の試み
（査読付）

日本作業療法教育研究，
16巻1号，p23-29

作業療法学専攻3年次学生35名を対象として，臨
床実習（以下，実習）に向けた対人コミュニ
ケーション能力向上と心理的支援を目的とした
講座を4回実施した．講座実施中の学生の実習に
対する不安は，講座開始当初は指導者や対象者
との「関係作り」であった．しかし，実習直前
には「知識・技術不足」に対する不安が高まる
傾向にあった．しかし，講座における指導者な
どとの対人関係を意図したロールプレイングや
ストレスマネジメントとしてのリラクゼーショ
ン方法の教示は，実習前不安の自己評価得点を
軽減していた．一方，実習後のアンケートで
は，コミュニケーション困難として対象者の疾
患特性や沈黙，消極的態度といった状況に直面
し，対人反応への戸惑いを感じていた．今後は
作業療法実践におけるコミュニケーション特性
を具体的に検討した上で，実習で想定される困
難場面に対するロールプレイングや客観的評価
に関する検討が必要であることを提案した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文執筆
共著者：飯塚照史，今井あい子，竹田徳則，綾
野眞理

13．The optimal
 rehabilitation
 period for patients
 with distal radius
 fractures according
 to the MCID in DASH
 scores; a preliminary
 study

 （DASH MCIDを基準とした
 橈骨遠位端骨折に対する
 至適リハビリテーション
 期間に関する予備的検

  討）
 （査読付）

14．Correlation of the
 Hand 20 with the
 International
 Classification of
 Functioning,
 Disability, and
 Health and comparison
 of the results with
 those of the
 Disability of the
 Arm, Shoulder and
 Hand

 （Hand 20とDASHのICFに
  よる関連性について）
 （査読付）

Journal of hand
surgery-Asia-Pacific,
vol.21(2), p1-6
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年5月

共著 平成29年10月

共著 平成30年6月

16．橈骨遠位端骨折手術例
 におけるセラピィ終了
 時期に影響を及ぼす要
 因について

 （査読付）

日本ハンドセラピィ学会
誌，9巻3号，p131－135

先行研究にて当研究グループではハンドセラ
ピィパスを作成し，その有用性を述べてきた．
しかし，パスに適用されない患者についての検
討がなされていないため，実施した．その結
果，骨折系と掌屈可動域，握力がその要因とし
て挙げられ，これらに対する対策が良好な成績
を安定して獲得するためのポイントであること
を指摘した．また，握力増強に有用な訓練とし
てタオル絞りを提案した．

本人担当部分：データ収集，解析，論文推敲
共著者：稲垣慶之，桂理，飯塚照史，服部順
和，渡邉健太郎

養成校作業療法学生の臨床実習後におけるハン
ドセラピィに対する認識を検討するために，作
業療法特論（ハンドセラピィ）を選択した学生
を対象として，提出レポートを用いた検討を
行った．テキストマイニング手法により抽出さ
れた10コードを用いて主成分分析を行ったとこ
ろ4つの成分に縮約された．また，主題分析によ
る質的検討を踏まえると，学生はハンドセラ
ピィを作業療法の一分野として認知はしている
ものの，その対象範囲は生活や作業と対極し，
かつ作業療法士とは一線を画するものであると
の認識であることが示唆された．この要因とし
て作業療法の定義と実践との乖離に対するジレ
ンマの存在が推察され，卒前あるいは卒後教育
にあってはハンドセラピィの定義と専門性，意
義につき各分野との関連を念頭においた教示の
必要性が示唆された．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，論文執筆
共著者：飯塚照史，大浦智子

回復期リハビリテーション病棟退院後の脳血管
疾患患者のADL能力は低下するとされ，退院前が
最も高い能力を有するとされる．一方で慢性期
脳血管疾患患者のADL能力と生活範囲，IADL能力
やQOLは関連性があるとされるが，回復期病棟退
院前を基準とした経時的変化との関連性の言及
はない．本研究は脳血管疾患患者の退院前を基
準とし在宅時とのFIM得点の比較，維持・改善と
悪化に関わる因子探索を行った結果，移動項目
に有意な低下を認め，FIM得点の維持・改善に関
わる因子に生活範囲が関連していた．回復期の
退院支援では，在宅時の活動範囲拡大を意図し
た指導でADL能力の維持・改善に寄与する可能性
があった．

本人担当部分：研究計画策定，データ解析，論
文推敲
共著者：久堀佐知，飯塚照史，児島範明，恵飛
須俊彦

18．脳血管疾患患者におけ
る回復期リハビリテーショ
ン病棟退院後の日常生活活
動能力の変化および関連因
子に関するアンケート調査

作業療法，38巻1号，
p37-44

17．臨床実習後作業療法学
 生におけるハンドセラ
 ピィに対する認識

日本ハンドセラピィ学会
誌，10巻1号，p43－48
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単著・

共著の別
発行又は
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発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成30年10月

（その他）

「招待講演」

- 平成21年10月

- 平成23年3月

19．運動学習段階を捉える
新規的指標の開発に関する
基礎的研究―事前練習の有
無および健常若年者と高齢
者の比較―

日本ハンドセラピィ学会
誌，11巻2号，p58－67

運動学習の過程における「認知段階」と「連
合・自動段階」への対応は異なる．前者では新
規的運動を認知するために言語的情報や生体信
号をフィードバックするなどで強化，促進する
のに対し，後者は反復する練習あるいは環境設
定の異なる場面での運動が奏功する．したがっ
て，ハンドセラピィにおける実践，とりわけ新
規的運動獲得が主となる筋・腱移行術等を想定
すると，当該段階を区別する必要性は高く，か
つ客観的であることが望ましい．以上を基に本
研究では，同時注意要求課題を与えた際の筋出
力と筋電図振幅，ならびに前頭前野の活動領域
から「認知段階」と「連合・自動段階」を区別
する新規的指標を見出し，かつそれが若年者と
高齢者に普遍的であるか否かを検証することを
目的とした．結果，同時注意要求課題を与えた
際の前頭前野活動領域は拡大し，かつ事前練習
を行った者にあっては，運動習熟値（筋出力を
筋電振幅で除した値）が増加する傾向にあっ
た．本結果で認められた現象は，「認知段階」
と「連合・自動段階」を区別できる客観的指標
として応用できる可能性が示唆された．しか
し，本研究における実験課題等については，再
現性や客観性を担保するべく今後の検討が必要
である．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集・解
析，論文執筆
共著者：飯塚照史，冨山直輝，稲垣慶之

日本ハンドセラピィ学会
誌，12巻1号，p35-39

令和1年10月共著20．外傷手の予後予測

1．橈骨遠位端骨折に対する
ハンドセラピィ

長野県南信地区ハンドセ
ラピィ勉強会
（飯田市立病院，長野）

ハンドセラピストにおいて基礎であり，処方さ
れる機会の多い橈骨遠位端骨折について，治療
原理原則とともに押さえておくべきポイントに
ついて教示した．

2．外傷手のハンドセラピィ

外傷手の予後予測について，戦略・戦術・ア
ウトカムを基に，ハンドセラピィの対象疾患と
して頻度が高いと思われる代表的疾患に対し
critical pointとこれに関わるエビデンスにつ
いて述べた．手外科医との綿密な討論とチーム
ワークで，外科的対応を含めた「戦略」および
個々の局面での具体的な「戦術」を基に，ハン
ドセラピィでの「戦術」を立てる．並行してハ
ンドセラピィ上の具体的な目標設定に沿って，
これに反応するアウトカムについてICFを意識し
て認識することが重要である．加えて，最終成
績を予想するための各時点のcritical pointに
よる中途結果の判断は，臨機応変な「戦術」の
検討に資するものである．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集・解
析，論文執筆
共著者：飯塚照史，稲垣慶之，渡邉健太郎，太
田英之

久光製薬主催「大分外傷
研究会」
（大分）

大分市を中心とした整形外科医師300名程度に対
し，ハンドセラピストの立場から外傷手に対す
る手術，リハビリに至る一連のポイントを講演
した．

リハ－14



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

- 平成23年7月

- 平成23年9月

- 平成24年9月

- 平成26年3月

- 平成26年10月

- 平成28年2月

- 平成30年11月9．Hand therapy for
distal radius fractures
Current trends

Asia pacific wrist
conference 2019
（narita, Japan)

本邦の橈骨遠位端骨折に対するハンドセラピィ
についての研究結果，臨床実践，今後を教示し
た．

6．手外科領域の作業療法 滋賀県作業療法士会主催
学術部研修会
（滋賀県栗東市）

滋賀県士会主催にて，手外科領域における作業
療法評価，解釈，治療法について実践例を用い
て教示した．

7．橈骨遠位端骨折 滋賀県作業療法士会主催
学術部研修会
（滋賀県栗東市）

滋賀県士会主催にて，橈骨遠位端骨折における
対応のポイントについて教示した．

京都府士会主催にて，主に手外科領域における
評価，治療法につき教示した．

8．臨床・教育・研究から捉
 えるハンドセラピィ

3．整形外科疾患における作
 業療法の考え方

京都府士会（京都）

4．リハビリテーションとス
 プリントについて

イワツキ株式会社営業全
体会議（東京都）

当該株式会社における営業部門に対し，セラピ
スト業界で対応しているスプリント療法につい
て教示した．

5．レナサームスプリント研
 修会

イワツキ株式会社主催研
修会（東京都）

九州ハンドセラピィ研究
会第7回学術集会教育講
演（福岡市）

現状における卒前教育の問題点から，今後の在
り方を踏まえて，自身の研究との接点を述べ，
ハンドセラピィの将来について教示した．

イワツキ株式会社の主催により，セラピストを
対象とした研修会にて基礎知識から作製方法ま
でを教示した．
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

- 平成31年3月

- 平成31年4月

- 令和元年5月

「シンポジウム」

- 平成24年4月

- 平成26年2月

「成果報告書」

- 平成28年3月1.学生のコミュニケーショ
ン技能向上に向けたプロ
グラム開発と評価に関す
る研究

10．Therapy for hand
trauma: The importance of
cooperation between
surgeons and therapists

本邦の外傷手に対するハンドセラピィについ
て，臨床実践上の取り組み，とりわけ医師との
協働について具体的に説明した．

11．外傷手の予後予測 第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（北海道札幌
市）

外傷手の予後予測について，治療戦略の立て方
からアウトカムに至るまでを網羅的に伝えた．

12．外傷手に対するハンド
セラピィと効果判定につい
て

平成25年度から27年度までの助成研究について
その進捗および成果を報告した．年度ごとに対
象となる学生が異なるにも関わらず，臨床実習
前の学生の不安傾向が普遍的であることと，こ
れに沿ったコミュニケーションプログラムが有
効である可能性を指摘した．

星城大学元気創造研究セ
ンター助成研究

2．DASH MCIDを指標とし
 た橈骨遠位端骨折術後リ
ハビリテーションの至適
期間の構築

中部日本手外科研究会
（下関）

1．患者立脚型評価の必要性 日本ハンドセラピィ学会
（横浜）

2000年代に入り急速のその重要性が叫ばれる患
者立脚型評価について有用性を述べた．

橈骨遠位端骨折に対するリハビリテーションの
至適期間について自身の研究データを基に述べ
た．

京都ハンドセラピィ研究
会（京都）

外傷手のハンドセラピィにおけるアウトカムに
着目し，その得点を解釈することの重要性につ
いて述べた．併せて，現在進行中の研究におけ
る中途報告も行った．

18th shanghai
international plastic
and aesthetic surgery
conference (Shanghai,
china)
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

- 平成28年6月

- 平成29年2月

- 令和元年6月

科学研究費助成事業研究
成果報告書

一般社団法人日本ハンド
セラピィ学会 研究助成
事業2016年度 学研究課
題研究成果報告書

4.「基盤C」健常人と腱移行
術症例に対する前頭前野
負荷と運動学習遅延に関
する実証的研究

科学研究費助成事業研究
成果報告書

リハビリテーション分野での応用を視野に，運
動学習の過程における「認知段階」および「連
合・自動段階」の客観的区別を可能とする方法
および指標の提案を研究目的とした．予備的検
討結果に基づき，特定の課題について事前に十
分練習をした者は，当該課題を遂行中に前頭葉
活動を賦活するための課題を同時に与えても，
効率性良く筋出力を発揮するものと仮定し検証
した．事前に練習しない者と比較した結果，一
部は仮説を支持する傾向が認められた．一方
で，健常被験者において生来持ち合わせている
運動経験の影響も考えられるため，患者群への
応用は限定的であるものと考えられた．そのた
め，よりBalisticな運動としての指タッピング
動作を課題としたところ，当該動作における筋
収縮の効率性が，比較的明確な指標となる可能
性が考えられた．今後は，臨床実践での応用が
望まれる．

橈骨遠位端骨折に対するリハビリテーションは
おおむね3か月で終了するが，その正当性は不明
である．患者自己記入式の評価得点を指標とし
てデータを検討すると，術後3日程度から開始す
るリハビリテーションは支持されるが，その効
果は8週間程度までであった．さらに，リハビリ
テーションの終了は医療者と患者の合意によっ
て成り立っているため，双方のリハビリテー
ション継続に対する認識を加味した検討を行っ
た．その結果，関節可動域や筋力などの客観的
指標との関連は見当たらなかった．日常生活に
おける手の使用を以て改善する部分が大半を占
めている現状から，リハビリテーション期間は
現状よりも短期間にするべきであることを指摘
した．

2.「若手研究B」適切なリ
ハビリテーション期間の
決定に関わる因子の探索
的研究

3.運動学習段階を捉える
新規的指標の開発に関
する基礎的研究 - 健
常若年者と高齢者の比
較 -

本研究では若年者および高齢者を対象に運動学
習に相違があるか否かについて検討する事を目
的とした．実験はrest（20秒）-task（30秒）を
繰り返すブロックデザインとし，taskは3種類と
した（A：n-back課題，B：最大つまみ力の3割を
保持する課題，C：task Aとtask Bの混合課
題）．データは近赤外線分光法（NIRS）による
前頭前野の脳血流量（Oxy-Hb），および筋電図
（第1背側骨間筋：FDI，橈側手根伸筋：ECR）と
した．対象は，若年者4名（平均年齢21歳，女
性），高齢者2名（67歳，80歳，女性）とし，ラ
ンダムに事前に一定のつまみ力発揮を十分に練
習する群（事前練習群：若年者2名，高齢者1
名）と，確認のみで練習をしない群（非事前練
習群）に分けた．結果，task A，Bにおける脳血
流量の差異はいずれの群にても認められなかっ
た．一方で，task Cにおいては，脳血流量の差
異はほとんど見られないにもかかわらず，事前
練習群では特にECRの活動電位が漸減していた．
未解析ではあるが，同様の傾向は高齢者にても
認められた．今後，さらに解析を実施すること
で傾向を明らかにすることが出来るものと考え
られる．本結果が共通となれば手外科領域にお
ける腱移行術などでの習熟度を示す方法論の検
討に資するものと思われた．
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「学会発表」

＜国際学会＞

- 平成23年9月

- 平成26年6月

- 平成26年6月

- 平成29年11月

2.A pilot study of
influences of the thumb
abduction limitations
on the control of the
rice-ball precision
grip

（母指外転制限による茶碗
把持への影響に関する予備
的検討）

16th international
congress of the world
federation of
occupational herapists
（第16回世界作業療法士
連盟大会：横浜）

模擬的に母指関節角度を制限し，茶碗保持への
影響を筋電図および関節角度をパラメータとし
て比較検討した．直径11センチの茶碗保持にお
いてMP関節可動域，母指球筋の筋積分値増加が
認められた．実践にあっていずれかの関節に制
限が認められた場合，当該関節および筋に対す
る配慮が必要であることがわかった．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原
稿推敲
共同発表者：辻村雅美，飯塚照史，宮本定治

3．Occupational therapy
   approaches for bi-
   lateral metacarpal

 hands; A case report
 which have returned to
 work through proposing
 a treatment plan by
 patient’s desires

（両側メタカルパルハンド
に対する作業療法；患者の
要望に合わせた治療方針提
案により復職に至った一
例）

16th international
congress of the world
federation of
occupational herapists
（第16回世界作業療法士
連盟大会：横浜）

両側の手指切断および母指の一部挫滅によるメ
タカルパルハンドの患者に対し，いくつかの治
療方針を医師とともに提案しながら，本人の希
望に沿った治療を行なった．結果的に足趾移植
術を選択され，5年後の追跡調査においてもボタ
ン操作や書字なども実施しており，有用であっ
た．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原
稿作成
共同発表者：飯塚照史，宮本定治，高見昌史

1． Electromyographic
Analysis of Flexor
Digitorum
Superficialis and
Flexor Digitorum
Profundus in Finger
Blocking Exercises;
Apreliminary Study
with Two cases.

（深指・浅指屈筋のブロッ
キング訓練における収縮様
態について）

The 5th Asia Pacofic
Occupational therapy
Congress（第5回アジア
太平洋作業療法学会：タ
イ）

ブロッキング訓練時における深指屈筋と浅指屈
筋の収縮状態と発揮出力との関係性を検討し
た．その結果，深指屈筋は発揮出力と比例関係
にあるのに対し，浅指屈筋は一定の出力が発揮
されないと収縮しない事を見出した．

4．The effect of mixed
 tasks on pretraining
 for grasping tasks
 with a fixed gripping
 power: A preliminary
 study

（つまみ力一定把持課題の
事前練習に対する混合課題
の影響：予備的検討）

本研究では健常人を対象に，事前練習の有無が
混合課題によって阻害されるか否かによってそ
の客観的区別の可能性について予備的に検討し
た．結果，前頭前野における活動領域が大きい
ほど，一定のつまみ力に対する筋電図振幅が漸
減していた．つまり，前頭前野の負荷をかけて
も末梢で学習が起きている状況であれば，運動
学習が進行しているものと捉えられ，客観的指
標の一つして提案した．

Terufumi Iitsuka，Katsuyuki
Iwatsuki,Hitoshi Hirata

5th congress of the
Asia Pacific
Federation for
Societies for Hand
Therapy
（第5回アジア太平洋ハ
ンドセラピィ学会：フィ
リピン）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

＜国内学会＞

- 平成20年4月

- 平成20年4月

- 平成20年4月

- 平成20年4月

1．ZoneⅡ屈筋腱断裂に対
する3週間固定法と
Kleinert変法の経時的
可動域の比較

第51回日本手の外科学会
（筑波）

2．手関節におけるjoint
 laxityと可動域の関連
 性について

第20回日本ハンドセラ
ピィ学会（筑波）

手関節におけるLaxityと可動域の関係を健常人
にて検討した．結果，Laxityがあるほど，手関
節可動域が多く，Laxityを導き出すような運動
方法の必要性について示唆した．

本人担当部分：データ収集，解析，原稿推敲
共同発表者：清水亜衣，桂理，今田晶博，伊藤
志乃，渡邉健太郎，飯塚照史

3．手根骨の動きからみた
 橈骨遠位端骨折後の早
 期運動療法について

第20回日本ハンドセラ
ピィ学会（筑波）

4．手の腫れ評価研究第2報
 ―指周囲径の左右差に
 ついて―

第20回日本ハンドセラ
ピィ学会（筑波）

第1報を受け，健常人について300名対象に横断
的調査を実施した．結果，指周囲径は年齢，性
別，体重が影響していた．これらから，健常人
の指周囲径を算出する相関式を示した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，発表
共同発表者：飯塚照史，茶木正樹，岡野昭夫，
竹内佳子，恒川智帆，西川貴久子，平田 仁，
今枝敏彦

令和2年3月共著Preliminary study on the
usability of a tri-axial
accelerometer: Evaluation
of how postoperative
distal radius fracture
patients use their hands
in ADL
（3次元加速度計の有用性に
関する予備的検討：橈骨遠
位端骨折後の患者の日常生
活における評価）

手関節側面象から，RC関節とMidcarpal関節の可
動性について患者群で評価した．結果，前者が
良好に回復する群と後者が良好に回復する群に
分けられ，前者に対してダーツスロー運動を利
用した運動方法を提唱した．

本人担当部分：データ収集，解析，原稿推敲
共同発表者：伊藤志乃，清水亜衣，桂理，今田
晶博，渡邉健太郎，飯塚照史

上記発表に加え，さらに詳細に検討し，DIP関節
可動域の獲得には術後5週程度までに伸展角度―
30度を獲得する事が良好な成績につながる事を
示した．さらに，ブロッキング訓練の重要性に
ついても示唆した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，発表
共同発表者：飯塚照史，村上恒二，桂理，渡邉
健太郎

 橈骨遠位端骨折に対するハンドセラピィで
は，日常生活で不自由なく使用できる手の獲得
を目標とする．これに対し，Lang CEらはウェア
ラブル加速度計での計測方法を開発し脳卒中患
者に適用して上肢使用量の把握に有用であった
ことを報告している．本研究ではこの方法論を
橈骨遠位端骨折患者に適用し，経時的推移およ
び機能的結果との関連性について検討した．結
果，受傷側手の使用時間は手関節角度，握力
に，また，両手の使用時間と患者立脚型評価の
間に正の相関関係が認められた．さらに，Total
magnitude ratio（左右のvector magnitudeの
比）が健常人の閾値以下の場合，機能的回復が
劣る傾向にあった．以上から，ウェアラブル加

APFSSH/APFSHT2020
（Melbourne,
Australia）
アジア太平洋手外科学会
/ハンドセラピィ学会
（メルボルン，オースト
ラリア）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

- 平成20年4月

- 平成20年5月

- 平成21年4月

- 平成21年4月

第1報を受け，更に症例数を増やしバリアンスに
ついても検討した．早期に目標可動域獲得でき
なかった症例についての因子についても示し
た．また，パス群では最大可動域に到達する日
数が早い傾向である事も示した．

本人担当部分：データ収集，解析，原稿推敲
共同発表者：桂理，今田晶博，渡辺健太郎，飯
塚照史

7．橈骨遠位端骨折術後ハ
ンドセラピィパスの有
効性について
－第2報－

第52回日本手の外科学会
（東京）

屈筋腱断裂後のハンドセラピィにて多用される
ブロッキング訓練につきワイヤ電極による筋電
図学的検討を加え発表した．近位関節のコント
ロールが重要であることを強調した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，発表
共著者：飯塚照史，桂理，渡邉健太郎，村上恒
二

橈骨遠位端骨折に対するクリティカルパスの有
用性について検討した．結果，パス群では不使
用群より良好な成績を獲得していた．

本人担当部分：データ収集，解析，原稿推敲
共同発表者：桂理，今田晶博，清水亜衣，伊藤
志乃，渡邉健太郎，飯塚照史

6．Metacarpal handに対す
 るハンドセラピストの
 役割

第2回奈良県作業療法学
会（奈良）

8．ブロッキング訓練に関
 する筋電図学的検討

5．橈骨遠位端骨折術後ハ
ンドセラピィパスの有
効性について

第20回日本ハンドセラ
ピィ学会（筑波）

初期治療後廃用手となっていた3症例を通して，
セラピストとして考慮すべき点，あるいは医師
との討論による補助手再建への実例を紹介し
た．パイロットスプリント等を通し，患者に具
体的なイメージを持ってもらい，セラピストと
してすべきことを明確にした．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，発表
共同発表者：：飯塚照史，桂理，茶木正樹

第52回日本手の外科学会
（東京）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

- 平成21年4月

- 平成21年6月

- 平成21年7月

10．Metacarpal handに対す
 るハンドセラピストの役
 割

第43回日本作業療法学会
（福島）

Metacarpal Handについて必要となる機能を4つ
提案し，これに対するハンドセラピィ戦略が重
要であることを示した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，発表
共著者：飯塚照史，桂理，池田聖，茶木正樹，
渡邉健太郎

9．橈骨遠位端骨折患者に
 おける 手関節laxity
 と掌背屈可動域の関連
 性について

第21回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

患者例につき検討した．結果，健常人と同様に
Laxityが手関節可動域に影響している可能性が
示唆され，第1報にて示したLaxity運動の整合性
が示された．

本人担当部分：データ収集，解析，原稿推敲
共同発表者：清水亜衣，桂理，今田晶博，池田
聖，渡辺健太郎，飯塚照史

11．動的回内外装具の適応
について

第3回奈良県作業療法学
会（奈良）

動的回内外装具について，装具の紹介と適応に
つき検討した．骨性因子を除外し，軟部組織性
拘縮を見極め，適切に導入することの重要性を
示した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，発表
共同発表者：飯塚照史，茶木正樹，桂理
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

- 平成23年4月

- 平成23年5月

- 平成23年6月

- 平成23年7月 リハビリテーション終了後約10年が経過した症
例に対し使用感，必要な機能について聴取した
結果を示した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，発表
共同発表者：飯塚照史，渡邉健太郎，桂理，池
田聖

年齢別の知覚機能につき調査し，加齢に伴い知
覚が低下することを示した．

本人担当部分：データ収集，解析，原稿推敲
共同発表者：植田寛，飯塚照史，川崎慎二

14．終末期患者に対してAid
for Decision making
Occupation Choiceを使
用し主体的な作業選択
と協働が可能であった
一症例

第33回近畿作業療法学会
（兵庫）

患者の希望を焦点化するツールであるADOCを終
末期患者の聴取に用いた．患者が主体的に実施
したい作業が選択され，実施した結果，家族と
ともに充実した余生が過ごされたと思われた．

本人担当部分：研究計画策定，原稿推敲
共同発表者：児島範明，飯塚照史，澤田潤，宮
本定治

15．片側metacarpal hand2
例の長期成績

12．滑車訓練における手関
節主動筋の筋電位と握
力の関係について

第25回日本ハンドセラ
ピィ学術集会（神戸）

ハンドセラピィ領域で筋力増強目的に多用され
る滑車訓練について，実験的に検証した．手関
節固定筋とともに，把持力を同期，解析した結
果，10㎏程度の負荷をかけてもその握力は最大
握力の7割程度にとどまること，加えて手関節固
定筋については最大握力発揮時の5割未満にとど
まる事を報告した．以上から，握力増強には適
さず，固定時における廃用性の筋力低下に対し
ての効果にとどまることを示した．さらに筋力
増強効果としては，他の訓練法が有用である可
能性を指摘したうえで，提案した．

本人担当部分：データ収集，解析，原稿推敲
共同発表者：稲垣慶之，飯塚照史，桂理，服部
順和，渡邉健太郎

13．加齢が知覚機能，運動
機能，moberg pick up
testに与える影響と関
係性について

第11回東海北陸作業療法
学会（福井市）

第23回日本ハンドセラ
ピィ学会学術集会（青森
市）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

- 平成24年2月

- 平成25年6月

- 平成26年4月

- 平成26年10月

18．手指・母指損傷後の患
者を対象とした自己機
能・能力障害評価表の
開発

第26回日本ハンドセラ
ピィ学会（沖縄）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患特異
的QOL評価表の開発を開始した．第１期である本
研究では，母指・手指で特異的に支障をきたす
と考えられるADL項目を抽出し，因子分析にて24
項目に絞った．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原
稿推敲
共同発表者：原田康江，佐藤彰博，野中信宏，
飯塚照史，桂理，安部幸一郎

19．逆説性歩行を用いた課
 題志向型訓練に取り組
 み，歩行開始遅延・歩
 行中のすくみ足に変化
 が見られた一例

新人理学療法士に対する教育の効果に影響する
因子についてアンケート調査を説明変数として
統計学的検討を行った．その結果，教育効果は
認知領域の質とともに，自身の考えを発表する
症例検討などの因子の影響が強かった．した
がって，理学療法士の新人教育にあっては能動
的に発表できる機会が重要であることが示唆さ
れた．

本人担当部分：統計学的解析，原稿推敲
共同発表者：山本浩基，榎七子，道弘裕之，飯
塚照史

16．臨床実習前後のコミュ
ニケーション講座の効
果に関する探索的研究

第18回日本作業療法教育
研究学術集会（東京）

作業療法学専攻3年次学生35名を対象として，臨
床実習（以下，実習）に向けた対人コミュニ
ケーション能力向上と心理的支援を目的とした
講座を4回実施した．講座実施中の学生の実習に
対する不安は，講座開始当初は指導者や対象者
との「関係作り」であった．しかし，実習直前
には「知識・技術不足」に対する不安が高まる
傾向にあった．しかし，講座における指導者な
どとの対人関係を意図したロールプレイングや
ストレスマネジメントとしてのリラクゼーショ
ン方法の教示は，実習前不安の自己評価得点を
軽減していた．一方，実習後のアンケートで
は，コミュニケーション困難として対象者の疾
患特性や沈黙，消極的態度といった状況に直面
し，対人反応への戸惑いを感じていた．今後は
作業療法実践におけるコミュニケーション特性
を具体的に検討した上で，実習で想定される困
難場面に対するロールプレイングや客観的評価
に関する検討が必要であることを提案した．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，解
析，原稿作成
共同発表者：飯塚照史，今井あい子，竹田徳
則，綾野眞理

17．新人教育の効果に影響
を与える因子の検討

第48回日本理学療法学術
大会（名古屋）

第8回パーキンソン病・
運動障害疾患コングレス
（京都）

姿勢反射障害・筋強剛の症状によりすくみ足・
動作緩慢が出現し，トイレ動作時または移動時
に困難を感じている初期パーキンソン病患者に
対し，先行研究で示されている外的手掛かかり
に加え，これに方向転換課題を組み込むこと
で，より生活動作内容に近い状況を設定した．
その結果，自覚・他覚ともに歩行速度・動作緩
慢は改善し、トイレまでの歩行動作質向上が得
られた．

本人担当部分：研究計画策定，原稿推敲
共同発表者：金坂有紀，児島範明，宮本定治，
飯塚照史，梅本安則
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

- 平成27年4月

- 平成27年4月

- 平成27年4月

- 平成27年10月 養成教育過程における臨床実習前に学生に対し
て職業倫理の涵養も踏まえたコミュニケーショ
ン講座を実施した．学生の実習前の不安は多種
多様であり，さらにこれと実習における評価得
点には関連性はなかった．しかし，実習に対す
る不安傾向の特徴から，今後の講座展開に資す
る示唆を得た．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原
稿作成
共同発表者：飯塚照史，今井あい子，綾野眞理

22．手指・母指損傷後の患
者を対象とした自己機
能・能力障害評価表の
再現性と妥当性

第27回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患特異
的QOL評価表の開発を開始した．第2期である本
研究では，母指・手指損傷に関して第１期で試
作した評価表の再現性と妥当性を検証した．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原
稿推敲
共同発表者：原田康江，佐藤彰博，野中信宏，
飯塚照史，桂理，阿部幸一郎

23．コミュニケーション講
座受講学生の実習直前
の不安要因と実習成績
との関連に関する探索
的検討

第20回日本作業療法教育
研究学術集会（奈良）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患特異
的QOL評価表の開発を開始した．第１期である本
研究では，肘部管症候群で特異的に支障をきた
すと考えられるADL項目を抽出し，因子分析にて
20項目に絞った．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原
稿推敲
共同発表者：野中信宏，佐藤彰博，原田康江，
飯塚照史，桂理，阿部幸一郎

21．手外科疾患における疾
患特異的QOL評価表の開
発-橈骨遠位端骨折

第27回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

ハンドセラピィ学会受託研究であり，疾患特異
的QOL評価表の開発を開始した．第１期である本
研究では，橈骨遠位端骨折で特異的に支障をき
たすと考えられるADL項目を抽出し，因子分析に
て26項目に絞った．

本人担当部分：研究計画策定，データ分析，原
稿推敲
共同発表者：桂理，佐藤彰博，野中信宏，原田
康江，飯塚照史

20．手外科疾患における疾
患特異的QOL評価表の開
発-肘部管症候群-

第27回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

- 平成28年4月

- 平成28年7月

- 平成29年4月

- 平成30年4月

24．橈骨遠位端骨折手術例
におけるセラピィ終了
時期に影響を与える要
因．

第28回日本ハンドセラ
ピィ学会（広島）

25．手指屈筋腱断裂の術後
成績不良因子とセラ
ピィのアウトカム評価
について

第16回東海北陸作業療法
学会（金沢）

後方視的検討により手指屈筋腱断裂の成績を検
討した．ROC解析の結果，術後６週時点における
カットオフ値が見出され，臨床的な指標となる
可能性が示唆された．

本人担当部分：データ収集，解析，原稿推敲
共同発表者：稲垣慶之，服部順和，飯塚照史，
太田英之，渡邊健太郎

26．橈骨遠位端骨折に対す
 る掌側ロッキングプ
レート固定術後のリハ
ビリテーションにおけ
るHand20のMinimal
Clinically Important
Difference

27．運動学習段階を捉える
   新規的指標の開発に関
   する基礎的研究；健常
   若年者と高齢者の比較

本研究では，同時注意要求課題を与えた際の筋
出力と筋電図振幅，ならびに前頭前野の活動領
域から運動学習段階を区別する新規的指標が若
年者と高齢者に普遍的であるか否かを検証する
ことを目的とした．結果，同時注意要求課題を
与えた際の前頭前野活動領域は拡大し，かつ事
前練習を行った者にあっては，運動習熟値（筋
出力を筋電振幅で除した値）が増加する傾向に
あり，若年者と高齢者で共通であった．しか
し，本研究における実験課題等については，再
現性や客観性を担保するべく今後の検討が必要
である．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，分
析，原稿作成
共同発表者：飯塚照史，冨山直輝，稲垣慶之

第29回日本ハンドセラ
ピィ学会（名古屋）

第30回日本ハンドセラ
ピィ学会（東京）

先行研究にて当研究グループではハンドセラ
ピィパスを作成し，その有用性を述べてきた．
しかし，パスに適用されない患者についての検
討がなされていないため，実施した．その結
果，骨折系と掌屈可動域，握力がその要因とし
て挙げられ，これらに対する対策が良好な成績
を安定して獲得するためのポイントであること
を指摘した．また，握力増強に有用な訓練とし
てタオル絞りを提案した．

本人担当部分：データ収集，解析，原稿推敲
共同発表者：稲垣慶之，桂理，飯塚照史，服部
順和，渡邉健太郎

橈骨遠位端骨折後のハンドセラピィにおいて多
用されるHand20の臨床的に意味のある差
（MCID）を検討した．結果，術後４周をベース
ラインとした時に，12週時点で33点以上の変化
がある場合に，患者も満足するという結果で
あった．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，分
析，原稿作成
共同発表者：飯塚照史，岩月克之，西塚隆伸，
平田 仁

リハ－25



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

- 平成31年4月

29.手外科疾患における
疾患特異的QOL評価表の
開発 -橈骨遠位端骨折
質問票試案の再現性・
妥当性の検証-

共著 平成31年年4月  橈骨遠位端骨折に対するハンドセラピィ効果
を判定するための患者立脚型評価表について述
べた，本発表ではその再現性と妥当性を検証
し，他の評価表と比較しても遜色ないことを確
認した．

30.橈骨遠位端骨折術後の抑
うつは満足感に関連する
か ―多施設間研究―

共著 平成31年年4月  抑うつとは，気分の落ち込みや興味・喜びの
喪失などうつ症状が出現している状態のことで
あり，橈骨遠位端骨折の術後成績と関連がある
とされている．抑うつが橈骨遠位端骨折の術後
成績に影響するのであれば，患者の満足感にも
影響する可能性があると考えられる．検討の結
果，術後の抑うつと，手の機能の一部に関連が
あったが，患者が手の機能に満足する時期やリ
ハビリテーション終了を希望する時期との関連
はなかった．よって，橈骨遠位端骨折術後の抑
うつは満足感に関連しないと考えられた．

31.外傷手の予後予測 共著 平成31年年4月  患者が必要とする手を念頭に置いた予後予測
は，Goal settingに資するためハンドセラピィ
での戦略面を計画するうえで必須となる．外傷
手の初療時においては，損傷組織と修復組織が
一致する場合と，廃物利用あるいは機能転換を
併せて行うといったように一致しない場合があ
り，それぞれに考慮すべきポイントは異なる．
前者においては，損傷状況を踏まえて治癒機転
を予測したリスク管理が予後に影響する．後者
においては，如何にusefulとするかを念頭に置
き機能面のみならずperformanceを向上すると
いった観点が必要となる．いずれも主治医ある
いは術者，患者との信頼関係の下に成り立つこ
とは言を俟たない．
以上の背景を基に本レクチャーでは，ハンドセ
ラピィにおいて比較的頻度の高い外傷として，
屈筋腱損傷，伸筋腱損傷，骨折（主に橈骨遠位
端骨折），末梢神経障害，手指再接着術後，手
指切断に焦点を当て，その予後に影響する因子
あるいは臨床上のcritical point（臨界点）と
その対応方法等について概説した．

28．患者および医療者側の
ハンドセラピィ継続要
否を基とした橈骨遠位
端骨折後のリハビリテ
ーション至適期間策定
に関する探索的研究

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）

本研究では，「患者，セラピスト双方における
ハンドセラピィ効果の認識を通じて治療継続の
要否を判断している」と仮説を立て，これに影
響する因子の特定を目的とした．結果，ハンド
セラピィ継続の要否におけるセラピストと患者
間の齟齬は，術後8週以降で顕著であり，影響因
子として，セラピスト側では機能的因子，患者
側ではHand20が一貫して挙げられており，双方
でハンドセラピィ効果を判断する指標は異なる
ものと推測された．一方で，共通因子としての
Hand20があることから，これを主要評価項目と
したハンドセラピィ至適期間の策定が望まれ
た．

本人担当部分：研究計画策定，データ収集，分
析，原稿作成
共同発表者：飯塚照史，加藤宗一，岩月克之，
平田仁

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）
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32.患者および医療者側のハ
ンドセラピィ継続要否を
基とした橈骨遠位端骨折
後のリハビリテーション
至適期間策定に関する探
索的研究

共著 平成31年年4月  橈骨遠位端骨折後に最大限の機能的回復を得
るには1年以上の期間を要する（Swart E,
2012）ため，短期的かつ費用対効果に優れるハ
ンドセラピィ至適期間の策定が望まれ，
Cochrane review（Handoll H, 2015）において
も強調されている．一方で，口頭指導が定型的
なハンドセラピィよりも機能的回復に優れるこ
とが報告されており（Souer JS, 2011），その
効果を機能的因子のみで説明するには限界があ
る．本研究では，「患者，セラピスト双方にお
けるハンドセラピィ効果の認識を通じて治療継
続の要否を判断している」と仮説を立て，これ
に影響する因子の特定を目的とした．その結
果，ハンドセラピィ継続の要否におけるセラピ
ストと患者間の齟齬は，術後8週以降で顕著であ
り，影響因子として，セラピスト側では機能的
因子，患者側ではHand20が一貫して挙げられて
おり，双方でハンドセラピィ効果を判断する指
標は異なるものと推測された．一方で，共通因
子としてのHand20があることから，これを主要
評価項目としたハンドセラピィ至適期間の策定
が望まれる．

33.外傷手に対するハンドセ
ラピィ戦略と効果判定に
ついて

単著 令和1年5月 外傷手の治療におけるアウトカムとハンドセ
ラピィ技術につき詳細に解説した．

34.関節外骨折に対する手術
例のセラピィ

共著 令和1年9月  橈骨遠位端部における関節外骨折はAO分類の
A2およびA3に該当し，60歳以降で高頻度となる
ことからosteoporosisの影響が示唆される．し
たがって，骨折の連鎖を予防し健康寿命の延伸
に資するためには，日常生活において十分に使
える手での早期社会復帰が望ましい．これに対
する特異的なハンドセラピィ手技は存在しない
ものの，前述の背景を踏まえると，如何に早く
回復させ，それをどのようなアウトカムで判断
するのかが最大の関心事であると捉えられる．
以上を基に，本シンポジウムではハンドセラ
ピィパスの紹介，外科的対応も含めた早期回復
への工夫，新規的アウトカムの提案の3点を通
じ，関節外骨折に対するセラピィについて述べ
た．

第31回日本ハンドセラ
ピィ学会（札幌）

京都ハンドセラピィ研究
会（京都）

第12回手関節外科ワーク
ショップ（奈良）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

＜研究会＞

- 平成23年10月1．リハビリテーションが終
末期がん患者の希望と
成りえた一例

第37回京滋緩和ケア研究
会（京都）

終末期のがん患者に対し，患者の要望に沿って
機能的改善を主眼とした作業療法を展開した．
改善と増悪を繰り返す結果となったが，本人は
訓練そのものに意義を見出していた．

本人担当部分：研究計画策定，原稿推敲
共同発表者：沢田潤，片岡豊，飯塚照史，垣見
亮，梶山徹
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年月日

平成18年4月

～

平成25年9月

平成23年4月

～

平成26年3月

平成24年4月

～

平成31年3月

リハビリテーション科学、理学療法学、教育工学 理学療法学・理学療法教育、教育工学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

令和 2 年　3 月 　31 日

氏名　　池田　耕二

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

2）ペイパーペイシェントとインターネット活用によ

る認知スキルトレーニングの実践

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科　担

当科目：理学療法技術実習2，総合技術特別実習3

　授業は，理学療法の認知スキル，つまり技術の一つと

しての理学療法臨床推論について講義した。ぺ－パーペ

イシェントを用いて問題を抽出し，それを基に仮説生成

しながら理学療法プログラムを立案する作業を行った。

また，その際にはインターネット等を活用し，実践型の

授業を展開した。その結果，問題を解決していこうとす

る姿勢や具体的な解決方法を学ぶことができた。

1）図示化教材と臨床現場を体験できるスライド教材

を用いたシュミレーション教育の実践

大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当科目：理学療法治療学Ⅱ

　授業は，暗記型の授業ではなくできるだけ理学療法と

はどういったものか考えることができるような授業にし

た。そのために授業資料は図によって見やすくレイアウ

トしたものを用いたり，臨床現場のスライド等をみせつ

つ，学生自身に実際現場に立てばどういった態度や評

価，実践を行うかを問いながら，シュミレーショを交え

学生とともに検討するスタイルにした。また，ときには

勉強の仕方や資料の調べ方など，実践現場で臨床を行い

ながらどのように勉強していくのか等を，経験を交えて

教示した。

その結果，学生は理学療法実践するにあたって自分に何

が足らないかを再認識し，自ら勉強しなければならない

という姿勢を学ぶことができたと考える。

3）個々の学生の習熟度に合わせた学外実習指導 大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：理学療法体験実習，評価実習，総合臨床実習

　学外施設で行われる各臨床実習を，個々のレベルに合

わせて円滑に行えるようにするため，実習前には各学生

と個人面談を行い，知識の習熟度，コミュニケーション

能力，その他，不安なことを確認し，それを学外施設の

指導者と共有しながら実習を行った。必要に応じて実習

前に実技練習を行ったり，また何度も学外施設に出かけ

たり，学生との面談を繰り返したりした。 これにより

学生のレベルに合わせた実習が可能となり，個々の学生

が成長できた。
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年月日事項 概 要

平成26年4月

～

平成28年9月

平成26年4月

～

平成30年9月

平成26年9月

～

平成29年3月

平成28年9月

～

令和2年3月

4）チーム別体験学習による教育実践 大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当科目：日常生活活動学演習

　授業では，代表的な疾患を整理しながら，日常生活活

動の評価法を教授し実践させた。また，障がい別に日常

生活活動や生活関連動作の評価や動作指導，介助方法等

についても，疑似体験させ理解を深めさせた。チーム別

にレポートをまとめさせることでチームアプローチの重

要性を体験させ，実際の現場で口頭指導ができるような

体験も取り入れた。これにより日常生活活動における評

価や指導力がついた。

　また，学年によっては理解を深めるために，班長には

別に1コマ時間を作り，実践を教授し，それを伝えさせ

る練習も加えた。これにより学生の学習も進んだ。

5）高齢患者の動画教材を用いた教育実践 大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当科目：老年学

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：老年期疾病論，老年期障害理学療法

　授業では，学生があまり触れることない高齢者の身体

的特徴をはじめ，疾患，環境についての講義を行った。

その際には実際の患者の動画やデータを基に臨場感をも

たせ，本学問と理学療法との関わりについて講義した。

これからの高齢者には，地域における転倒，認知症，腰

痛，生活習慣病に対する予防理学療法が大切になってく

ることも教授し，理解を深めた。これにより高齢者理学

療法の実態を理解し，興味をもって老年学を学習できる

ようになった。

7）終末期・がん患者リハビリテーションにおけるス

ライド教材の作成と教育実践

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

担当科目：基礎医学特論Ⅰ

　授業では，一般病院，地域におけるがんリハビリテー

ションについて教授し．生活の質を高めるための実際の

工夫も加え，興味をひくように展開した。その際は，触

れる機会の少ない終末期がん患者のリハビリテーション

の風景のスライド教材を作成し，「生」や「死」，支

援、ケアについて考えてもらうようにした。これにより

がんリハビリテーションに対する知見を深めることがで

きた。

6）ペイパーペイシェントとインタ-ネットを活用した

チームアプローチ実践

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

担当科目：チームリハビリテーション特論

　授業は，理学療法におけるチームアプローチによる臨

床推論について講義した。

　ぺ－パーペイシェントを用いて問題抽出し，それを基

に仮説を生成しながらチームアプローチによって理学療

法プログラムを立案する作業を行った。また，その際に

はインターネット等を活用し，実践型の授業を展開し

た。これによりチームアプローチによる臨床推論と理学

療法プログラムの立案能力が養われた。
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年月日事項 概 要

平成28年9月

～

平成30年9月

令和元年9月

〜

令和2年3月

1）図式化教材の作成 平成18年4月

～

平成25年9月

平成19年9月

～

平成23年12月

　授業では、運動学の総論を講義した。しかし、その範

囲は非常に広く、どれも重要事項であるため、学生がど

こから手をつけて良いかわかりづらくなっている。その

ため、学生の学習意欲が下がる危険性も大きい。そこ

で、学習の方向性を示したり、運動学の理解を促すワー

クブックを作成し、それを用いて講義を行なった。これ

により、自己学習を促し、学習意欲の低下を防ぐことが

できた。

２　作成した教科書，教材

大阪医療福祉専門学校

担当科目：理学療法治療学Ⅱ

　整形疾患に対する理学療法において，図で見る教材を

作成し，視覚にうったえる教材を作成し，それに基づい

て教育を行った。これにより教科書に苦手意識をもつ学

生も興味をもって臨むようになり学習効果が向上した。

2）理学療法士のための物理療法臨床判断ガイド

ブック（再掲）

病院現場における臨床実習指導

物理療法における浮腫に関する個所を担当し，ディシ

ジョンツリーによって，わかりやすく治療を判断できる

ようにした（出版）。

8）予習，体験，復習シートを用いた訪問リハビリ

テーションにおける教育実践

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当科目：地域リハビリテーション

　本授業では，実際の現場の写真や動画を多用し，症例

検討式にして実際の訪問リハが疑似体験できるように進

めた。また，その際には，予習シート，体験シート，復

習シートを作成し，現場に臨む姿勢，学ぶ姿勢，復習す

る姿勢を養うように工夫した。さらには，在宅における

看取りまでの終末期理学療法をみてもらい，これからの

訪問リハの有り方をともに考えることにした。

 また，地域リハビリテーションは，疾患だけでなく，

地域特性や社会情勢からも大きく影響をうけたり，個々

の価値観が大きく反映するため，書物を多く読んで考え

ることが大切となる。そこで,少し時間をかけて書物多

く読んでもらい,レポート量も増やして熟考して貰う練

習も行った。これにより,地域リハビリテーションの奥

深さとかんがえることの大切さを学ばせた。

9）運動学I（総論）ワークブックを用いた教育実践 奈良学園大学　保健医療学部

リハビリテーション学科

担当科目　運動学I（総論）
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年月日事項 概 要

平成20年4月

～

平成23年12月

平成22年6月

平成23年7月

平成26年4月

～

平成31年3月

平成27年4月

～

平成30年3月

3）認知症後期高齢者に対する理学療法の実践知の構

造化による教材作成

病院現場における臨床実習指導

　学生にとって対応が難しいとされる認知症患者の理学

療法を指導する際に，認知症後期高齢者に対する理学療

法から実践知を構造化し，図示化したものを活用し，臨

床実習指導を行った。これにより学生は，認知症後期高

齢患者の理学療法における方向性や概要が把握しやすく

なり，学習効果が進んだ。

4）臨床における動作分析についてのプレゼンテー

ション資料（教材）の作成

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

特別講義：動作分析

　病院における患者の状態を観察し，１）病態を探る，

２）その能力から何ができるかを考える，３)動作の意

味を考える，といったように動作分析の重要性や活用方

法をわかりやすくするプレゼンテーションを作成した。

これにより動作分析学習における導入が容易となり学習

効果が向上した。

6）高齢者理学療法における動画教材の作成 大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当科目：老年学

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：老年期疾病論，老年期障害理学療法

　授業では，高齢者の現場の実際の動画やデータを基に

臨場感をもたせながら，本学問と理学療法との関わりを

講義した。これにより高齢者の理学療法が実感できるよ

うになり，学生は興味をもって学習できるようになっ

た。

7）終末期理学療法の実践（再掲） 大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目　老年期障害理学療法学

終末期理学療法実践に関する教育方法を，熟達度に合わ

せて分かりやすく紹介した（出版）。

5）臨床における高齢者の理学療法(運動療法）

実践に向けたプレゼンテーション資料（教材）の作成

大阪電気通信大学　医療福祉工学部　理学療法学科

特別講義：臨床推論

　高齢者の問題構造の把握や理学療法（運動療法）の設

定方法を学ぶことを目的に，プレゼンテーションを作成

した。これにより多角的な視点が必要となる高齢者理学

療法の一端を体験することができるようになり学習効果

が向上した。
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年月日事項 概 要

平成28年9月

～

平成30年9月

平成29年8月

平成30年3月

令和元年9月

〜

令和2年3月

平成20年4月

～

平成23年3月

10）訪問リハビリテーション アドバイスブック（再

掲）

在宅での終末期にリハビリテーションにかかわるセラピ

ストに求められる視点や、対象者と家族、周辺の人々と

のかかわり方、セラピストの在り方について提言した。

11) 運動学ワークブック 運動学（総論）における学習意欲の低下を防ぎ、自己学

習を促すために、ワークブックを作成し、それを授業に

活用した。

8）地域リハビリテーション学習における予習，

体験，復習シートの作成

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当科目：地域リハビリテーション

　本授業では，実際の現場の写真や動画を多用し，症例

検討式にして実際の訪問リハが疑似体験できるように進

めた。また，その際には，予習シート，体験シート，復

習シートを作成し，現場に臨む姿勢，学ぶ姿勢，復習す

る姿勢を養うように工夫した。さらには，在宅における

看取りまでの終末期理学療法をみてもらい，これからの

訪問リハの有り方をともに考えることにした。

 また，地域リハビリテーションは，疾患だけでなく，

地域特性や社会情勢からも大きく影響をうけたり，個々

の価値観が大きく反映するため，書物を多く読んで考え

ることが大切となる。そこで,少し時間をかけて書物多

く読んでもらい,レポート量も増やして熟考して貰う練

習も行った。これにより,地域リハビリテーションの奥

深さとかんがえることの大切さを学ばせた。

9）局所と全身からアプローチする運動器の運動療法

（再掲）

運動器の運動療法の理解を深めるために，運動療法にお

ける歴史をまとめて紹介した（出版）。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1） 臨床実習施設における臨床実習生のアンケート調

査

臨床実習施設において臨床実習生にアンケート調査を行

い毎回臨床実習指導の評価を行った。その結果，評価と

しては「実習生に適した指導をしてもらえた」，「努力

を継続することの必要性を学べた」，「親切丁寧に指導

してもらえた」等があげられた。
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年月日事項 概 要

平成26年4月

～

平成30年9月

1) 臨床実習指導 平成5年6月

～

平成23年3月

平成22年4月

～

平成23年3月

平成25年4月

～

現在に至る

令和元年9月

〜

現在に至る

４　実務の経験を有する者についての特記事項

2）大阪行岡医療大学における授業評価アンケート調

査

3)介護付有料老人ホームのリハビリテーション業務

における相談等

介護付有料老人ホームのリハビリテーション室の立ち上

げと業務等の指導・相談

臨床における理学療法業務において，実習指導者として

理学療法の理論・技術の教授，実技の援助を実習生に対

して行った。合計9校から，計83名の実習生を指導し

た。

　臨床現場で症例を数例担当し，理学療法実践を学ぶだ

けでなく，それ以外にもどのような準備や実践，チーム

ワークが必要かも学んでもらった。また医療や社会のど

のようなルールに基づいて理学療法が行われているのか

も教示し学習してもらった。また，実践の中でどのよう

に課題に取り組み，研究を行っていくのかも少し触れて

もらうことにした。その結果，学生は理学療法評価や実

践だけではなく，現場の諸仕事を学習し理学療法士のあ

り方を学習するにいたった。

臨床教育を有効に行うために構造構成主義を臨床教育に

導入した構造構成的協同臨床教育法を開発し実践した。

昨今の理学療法臨床実習では指導者，学生ともに問題を

有していることから，臨床実習の運営や指導が上手くい

かないこともある。そこで考え方を根本から見直し，信

念対立を解消することができる構造構成主義を基盤に新

たな教育法を開発し実践した。そのことによって効果的

に理学療法やその他のことを教示・学習しやすくなり臨

床実習効果が向上した。

2）各施設の中堅理学療法士に対する教育，指導

活動

学生や新人理学療法士教育については，近年充実してき

たが，中堅理学療法士が成長できる機会は，技術講習会

や大学院を除いてほとんどない。そのため，業務管理や

後輩指導，その他の技量アップや情報発信できる力を養

うことを目的に，大学業務以外に，個別に，業務や学術

指導を無料で行ってきた。現在も中堅理学療法士の指導

は継続中であり，希望者があれば社会貢献目的で今後も

そうした活動を継続する予定である。

大学授業評価の結果は，担当科目「日常生活活動」「日

常生活活動演習」「老年期疾病論」「老年期障害理学療

法」「地域リハビリテーション」「理学療法概論」にお

いて，「十分理解できた」，「理解できた」，「授業に

情熱を感じた」等の評価を受けた。また，卒業研究ゼミ

においては，一番の人気ゼミとなっている。
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年月日事項 概 要

平成27年3月

平成27年8月

平成27年12月

平成28年3月

平成29年1月

平成30年3月

4）講演，シンポジウム

・理学療法臨床実習をどのように実践していく

か？

三加茂田中病院（徳島）教育講師　講師

臨床実習指導について，知識や技術供与だけでなく，大

切なことは学生が自然と伸びる場づくりであることを講

演した。

・認知症を正しく知ろう 大阪行岡医療大学健康教室　講師

地域住民の方に対して健康教室を開催し，認知症の疫学

や予防方法，介護方法等について講演した。

・理学療法士を育む 宝持会　池田病院（大阪）教育講演　講師

池田病院の管理者研修の一環として，人材育成に関する

方法論を理学療法士教育を通して講演した。

・人間科学リハビリテーションにおける

エビデンスを考える

第13回人間科学リハビリテーション研究会　講師

人間科学においては，客観的実証主義に代表される数値

化だけでエビデンスは作れないこと示唆し，現象学，構

造構成学，接面等の考え方を利用すれば，新たな視点か

らエビデンスが作れる可能性が高まることを講演した。

・高齢者のリハビリテーション 大阪行岡医療大学市民公開講座　講師

　高齢者に多い疾患や障害の紹介とともに，それに対す

る予防方法や生活管理，制度，リハビリテーション等に

ついて講演した。

・リハビリテーションと生活管理－寝たきりにならな

いために－

宝持会総合健康づくりセンターハリーえいわ　市民健康

講座　講師

寝たきりにならないためには、リハビリテーションが終

了したあとも大切であることを伝え，生活管理として生

活習慣の見直す、あるいは自己管理していくことが重要

であることを講演した。

リハ－35



年月日事項 概 要

平成18年4月

～

平成25年9月

平成23年4月

～

平成24年9月

平成25年9月

～

平成26年3月

平成26年4月

～

平成31年3月

・理学療法士養成校における教育実績

（非常勤講師）

大阪医療福祉専門学校　理学療法学科

担当科目：理学療法治療学Ⅱ　整形外科疾患（関節リウ

マチ，足部・足関節）　非常勤講師

授業は，暗記型の授業ではなくできるだけ理学療法とは

どういったものか考えることができるような授業にし

た。そのために授業資料は図によって見やすくレイアウ

トしたものを用いたり，臨床現場のスライド等をみせつ

つ，学生自身に実際現場に立てばどういった態度や評

価，実践を行うかを問いながら，シュミレーショを交え

学生とともに検討するスタイルにした。また，ときには

勉強の仕方や資料の調べ方など，実践現場で臨床を行い

ながらどのように勉強していくのか等を，経験を交えて

教示した。

その結果，学生は理学療法実践するにあたって自分に何

が足らないかを再認識し，自ら勉強しなければならない

という姿勢を学ぶことができたと考える。

大阪電気通信大学　医療福祉工学部理学療法学科

担当科目：理学療法技術実習2　非常勤講師

授業は，理学療法の認知スキル，つまり技術の一つとし

ての理学療法臨床推論について講義した。ぺ－パーペイ

シェントを用いて問題を抽出し，それを基に仮説生成し

ながら理学療法プログラムを立案する作業を行った。ま

た，その際にはインターネット等を活用し，実践型の授

業を展開した。その結果，問題を解決していこうとする

姿勢や具体的な解決方法を学ぶことができた

大阪電気通信大学　医療福祉工学部理学療法学科

担当科目：総合技術特別実習3　非常勤講師

授業は，認知スキルの一つとして理学療法における臨床

推論について講義した。ぺ－パーペイシェントを用いて

問題抽出し，国際生活機能分類に即しながら，それを基

に仮説生成し理学療法プログラムを立案する作業を行っ

た。また，その際にはインターネット等を活用し，実践

型の授業を展開した。その結果，国際生活機能分類に即

しながら，問題を解決していこうとする姿勢が身に付

き，具体的な解決方法を自ら発見し，学ぶことができ

た。

大阪医療福祉専門学校 理学療法学科

担当科目：老年学，非常勤講師

授業は，高齢者の身体的特徴をはじめ，疾患，環境につ

いての講義を行った。また，その際には実際の患者の動

画やデータを基に，本学問と理学療法との関わりについ

ても講義した。

また，これからの高齢者においては，地域における転

倒，認知症，腰痛，生活習慣病に対する予防理学療法が

大切になってくることを教授し，理解を深めた。これに

より高齢者理学療法の実態を理解し，興味をもって老年

学を学習できるようになった。

５　その他
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年月日事項 概 要

平成26年9月
～

平成29年3月

平成28年9月
～

令和元年3月

令和元年12月

平成24年4月

～

平成31年3月

大阪電気通信大学医療福祉工学部 理学療法学科

担当科目：チームリハビリテーション特論　非常勤講師

授業は，理学療法におけるチームアプローチによる臨床

推論について講義した。ぺ－パーペイシェントを用いて

問題抽出し，それを基に仮説を生成しながらチームアプ

ローチによって理学療法プログラムを立案する作業を

行った。また，その際にはインターネット等を活用し，

実践型の授業を展開した。これによりチームアプローチ

による臨床推論と理学療法プログラムの立案能力が養わ

れた。

大阪電気通信大学 医療福祉工学部理学療法学科

担当科目：基礎医学特論Ⅰ　非常勤講師

授業では，一般病院，地域におけるがんリハビリテー

ションについて教授し．生活の質を高めるための実際の

工夫も加え，興味をひくように展開した。これによりが

んリハビリテーションに対する知見を深めることができ

た。

大阪行岡医療大学　特論

担当科目：理学療法特論　非常勤講師

授業では、がんリハビリテーション・ケアと終末期理学

療法の実践を教授し、これらの実践力がこれからの地域

リハビリテーションには必要になることを学習した。

・理学療法士養成校における教育実績

（専任教員）

大阪行岡医療大学 医療学部理学療法学科

担当科目：理学療法体験実習，評価実習，総合臨床実習

専任教員

学外施設で行われる各臨床実習を，個々のレベルに合わ

せて円滑に行えるようにするため，実習前には各学生と

個人面談を行い，知識の習熟度，コミュニケーション能

力，その他，不安なことを確認し，それを学外施設の指

導者と共有しながら実習を行った。必要に応じて実習前

に実技練習を行ったり，また何度も学外施設に出かけた

り，学生との面談を繰り返したりした。 これにより学

生のレベルに合わせた実習が可能となり，個々の学生が

成長できた。
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年月日事項 概 要

平成26年4月

～

平成28年9月

平成26年4月

～

平成30年9月

平成26年9月

～

平成27年3月

平成26年9月

～

平成31年3月

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：日常生活活動学演習　専任教員

授業では，代表的な疾患を整理しながら，日常生活活動

の評価法を教授し実践させた。また，障がい別に日常生

活活動や生活関連動作の評価や動作指導，介助方法等に

ついても，疑似体験させ理解を深めさせた。チーム別に

レポートをまとめさせることでチームアプローチの重要

性を体験させ，実際の現場で口頭指導ができるような体

験も取り入れた。これにより日常生活活動における評価

や指導力がついた。

また，学年によっては理解を深めるために，班長には別

に1コマ時間を作り，実践を教授し，それを伝えさせる

練習も加えた。これにより学生の学習も進んだ。

大阪行岡医療大学 医療学部　理学療法学科

担当科目：老年期疾病論（老年期障害学）専任教員

授業では，老年期を代表する疾患や高齢者問題等を教授

した．また現在の医療保険制度や介護保険制度などの社

会制度についても教授し，高齢者リハビリテーションに

は医療，看護，保険，社会福祉等の多様な知識が必要で

あることや，多職種のチームアプローチが必要であるこ

とを伝えた．

これにより老年期疾病やそれに対する理学療法の理解が

深まった。また，これから理学療法士が多く扱うであろ

う慢性疾患，とくに生活習慣病等についての対応も教授

し，その役割の大きさを理解させた。

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：日常生活活動学　専任教員

授業では，国際障害分類，国際生活機能分類をはじめ，

生活活動評価であるバーサルインデックスや機能的自立

度評価表（ＦＩＭ）等を教授した。また，代表的な疾患

を整理しながら，日常生活活動の評価と実践内容の概要

を教授した。

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当科目：老年期障害理学療法　専任教員

授業では，老年期の障害の評価に基づいて，老人の生活

自立に向けた系統的な健康管理や地域参加を促進するた

めに，医学的管理下において，機能訓練などの理学療法

技術が展開できるように演習した。

これにより，老年期障害理学療法における考え方や捉え

方が養われた。また，今後重要となってくる様々な内部

障害や慢性疾患を想定し，運動や活動が体にどのような

影響を及ぼすかも考えさせ，その奥深さを実感しても

らった．また，がんをはじめ終末期の理学療法について

も教授し，これから必要となる看取りまでの理学療法の

可能性を示し，今後の課題を実感してもらった。
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年月日事項 概 要

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年9月

～

平成30年9月

平成28年9月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成30年9月

平成31年4月

〜

令和元年9月

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当科目：卒業研究 専任教員

テーマは，平成28年度「終末期がん患者の在宅療養を

支援するための理学療法の課題」，平成29年度「消化

器系がんによる低栄養と運動療法」，「脊椎転移患者に

対する理学療法」であった。

これから大きな役割を担うと思われる難病や終末期を対

象とした患者の理学療法を学習し，今後に備えることに

した。

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当科目：地域リハビリテーション 専任教員

授業では，実際の現場の写真や動画を多用し，症例検討

式にして実際の訪問リハが疑似体験できるように進め

た。また，その際には，予習シート，体験シート，復習

シートを作成し，現場に臨む姿勢，学ぶ姿勢，復習する

姿勢を養うように工夫した。さらには，在宅における看

取りまでの終末期理学療法をみてもらい，これからの訪

問リハの有り方をともに考えることにした。また，地域

リハビリテーションは，疾患だけでなく，地域特性や社

会情勢からも大きく影響をうけたり，個々の価値観が大

きく反映するため，書物を多く読んで考えることが大切

となる。そこで,少し時間をかけて書物多く読んでもら

い,レポート量も増やして熟考して貰う練習も行った。

これにより,地域リハビリテーションの奥深さとかんが

えることの大切さを学ばせた。

大阪行岡医療大学　医療学部理学療法学科

担当科目：理学療法評価学 専任教員

授業では，理学療法評価学に関する知識を総論的に教授

し，ICFに基づく理学療法プログラムの立案や臨床推論

の方法を教授した。

大阪行岡医療大学　医療学部　理学療法学科

担当科目：理学療法概論　（専任教員）

授業では，高齢者の理学療法の概論を担当し，高齢者の

理学療法の役割や可能性，その展望について紹介した。

奈良学園大学　保健医療学部　リハビリテーション学科

担当科目：早期体験実習（専任教員）

授業では，十分なオリエンテーションのうえ、一般病院

等の医療施設を３つ学生に体験してもらった。帰校後

は，さらに学習を深化させてもらうためにディスカッ

ションを行い学習内容の発表を行なった。これにより医

療施設における理学療法、その他の専門職種の役割が理

解できた。
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年月日事項 概 要

令和元年10月

〜

令和２年３月

令和元年10月

〜

令和2年3月

平成22年4月
～

現在に至る

平成25年5月

平成27年5月

～

平成28年3月

平成29年4月

～

現在に至る

平成29年4月

～

平成30年3月

・日本理学療法士協会

専門理学療法士（教育・管理）取得

日本理学療法士協会が制度化した専門理学療法士制度の

専門理学療法士(教育・管理)を取得した。

・理学療法士の内面の発達を理学療法士発達論とし，

それもとに理学療法教育を行う必要性を指摘した。

理学療法ジャーナル　47（5）423

題目「理学慮法士発達論に基づいた教育方法の開発に向

けて」として，理学療法士の内面の発達を理学療法士発

達論とし，それもとに理学療法教育を行う必要性を指摘

した。

奈良学園大学　保健医療学部

リハビリテーション学科

担当科目：基礎ゼミII（専任教員）

授業では，自己学習の進め方を学習するために、課題設

定、文献検索の方法や読み方、プレゼンテーション方法

を教授し、学習成果の発表を行なった。これにより学生

は，大学内，学外実習，またはプロになってからの自己

学習方法の一部が身についた。

・公益社団法人大阪府理学療法士会　臨床実習倫理規

定策定特別委員会　委員

公益社団法人大阪府理学療法士会　臨床実習倫理規定策

定特別委員会にて，理学療法臨床実習における倫理規定

の策定を行った。

・保健医療学学会　理事 保健医療学会の理事に就任し運営に携わった。

奈良学園大学　保健医療学部

リハビリテーション学科

担当科目：運動学I（総論）（専任教員）

授業では，運動学の総論を内容をすべて網羅できるよう

に講義を行なった。なお、その際には運動学ワークブッ

クを作成し、大切なところや自己学習の方向性がわかる

・保健医療学学会　第8回学術集会　大会準備委員長 保健医療学学会　第8回学術集会開催に向けて準備を

行った。
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年月日事項 概 要

平成29年12月

～

平成30年12月

平成30年7月

平成31年1月

平成31年3月

年月日

平成5年6月

平成13年3月

平成15年6月

平成20年3月

平成22年4月

平成24年3月

・公益社団法人　大阪府理学療法士会　新人教育プロ

グラム研修　講師

新人教育プログラム研修における「理学療法研究方法

論」の講義を行った。

・第30回大阪府理学療法学術大会（大阪）教育シンポ

ジウムのシンポジスト

これからの理学療法臨床実習の在り方を講演した。

・公益社団法人　大阪府理学療法士会　新人教育プロ

グラム研修　講師

新人教育プログラム研修における「クリニカルリーズニ

ング」の講義を行った。

１　資格，免許

理学療法士免許 （登録番号21836号）

ケアマネージャー （登録番号27995318号）

・第2回　臨床実習指導者講習会　修了

　　　　　　　　　　　　　（第2018-2-046号）

臨床実習指導者の資格、および指導者を育成できる資格

を獲得した。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

博士（工学） 大阪電気通信大学大学院 医療福祉工学研究科医療福祉

工学専攻（学位番号博医甲第0028号）

題目「理学療法臨床実習における実習生の意識変化の解

析に関する研究」

福祉住環境コーディーネーター　2級 （証書番号10‐2‐04540）

修士（学術）
放送大学大学院 文化科学研究科 教育開発プログラム

（学位番号第1903号）

題目「理学療法臨床実習による臨床実習生の意識構造の

変化」

専門理学療法士（教育・管理理学療法）取得 日本理学療法士協会が制度化した専門理学療法士制度の

専門理学療法士（教育・管理）を取得   登録番号（７

－90）
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年月日事項 概 要

平成25年8月

平成28年2月

平成31年3月

平成13年4月

～

平成23年12月

平成23年12月

～

平成25年3月

TOGU“FT-Physio”,”FT-coach Level1”
TOGU社製のツールを活用したトレーニングやコンディ

ショニングを実践するインストラクター（Instructor

Number 002）

３　実務の経験を有する者についての特記事項

２　特許等

　なし

大阪府がんリハビリテーション研修　終了 がんリハビリテーション料の算定可能

臨床実習指導者講習会　修了 臨床実習指導者の資格、および指導者を育成できる資格

を獲得した。（第2018-2-046号）

総合リハビリテーションセンターの現場最高責任者とし

て，一般病棟，回復期リハビリテーション病棟，療養型

病棟，訪問リハビリテーション，デイケア，デイサービ

ス等のリハビリテーションセンターの運営に携わる。診

療報酬の改定や患者へのサービス充実にあわせてシステ

ムの再構築も行った。また，学術委員，医療安全委員，

接遇委員等も担った。さらに理学療法士，作業療法士，

言語療法士等の人事にも携わった。

　理学療法士としては，主に急性期から維持期の脳血

管，運動器，呼吸器，循環器，内部障害（がん，糖尿病

による切断等）の理学療法に関わった。また積極的に終

末期医療や高齢者医療にもたずさわり理学療法士の役割

等を模索・実践してきた。また地域住民の方々に対して

理学療法の啓蒙や健康維持を目的に，相談や公開講座も

行った。

　現場では複数の部下（理学療法士）に勉強会や講習を

行い育成にも力を注いできた。

職種　主任　理学療法士（現場最高責任者）

1）道仁病院　リハビリテーション科

職種　統括責任者　理学療法士

2）池田病院　総合リハビリテーションセンター

リハビリテーション科開設のための機器の見積もり，搬

入等の準備・施設基準Ⅱの取得とシステムの構築，そし

て開設に従事した。その後，リハビリテーション科の運

営を行った。

　理学療法士としては，医療，介護のケアミックス病棟

であったことから，整形外科疾患を中心に，長期寝たき

り患者，がん患者，内部障害，虚弱高齢者等の理学療法

に従事する。
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年月日事項 概 要

平成25年4月

～

令和元年9月

令和元年9月

〜

現在に至る

平成22年1月

平成22年7月

平成23年1月

平成23年5月

3）池田病院　総合リハビリテーションセンター

　　職種　リハビリテーションコーディネーター

　　（教育・研究活動と実務の指導）

4）サンシティ木津　リハビリテーション・ケア

　　センターうららか

　　職種　シニアーディレクター

　　（教育・研究・実務相談業務）

大学勤務の傍ら，介護付有料老人ホームサンシティ木津

リハビリテーション・ケアセンターの立ち上げと、教

育・研究・実務相談業務を行なってきた。

　現在，要介護度が高い高齢入居者に対するリハビリ

テーションの評価・実践の評価やプログラム開発を検討

しており、後進教育を担っている。

４　その他

3）大阪府理学療法士会 北河内ブロック新人症例発表

会　座長

大阪府理学療法士会が新人教育を目的として平成22年

より開始した北河内ブロック新人症例発表会において座

長を行った。

大学勤務の傍ら，総合リハビリテーションセンター施

設，訪問リハビリテーション，訪問看護ステーション，

デイケア，デイサービス（医療，介護）において，リハ

ビリテーションコーディネーターとして研究，相談業務

を行ってきた．

　その際は，実際に現場にでて臨床実践するだけでな

く，中堅，新人理学療法士の管理教育や学術活動等をも

支援してきた。また，医療，保健，介護の分野における

横断的な相談も担い，リハビリテーションが円滑に行え

る環境作りや支援を必要に応じて行っている。

　現在，総合リハビリテーション施設では，緩和ケア系

のがんリハビリテーションの評価やプログラム開発，腎

臓リハビリテーションの構築，これから重要度が増して

くると在宅リハビリテーションの評価やプログラム開

発，健康予防教室等を行っており，地域リハビリテー

ション発展に寄与するだけでなく、後進教育という役割

も担っている。

4）第46回日本理学療法学術大会 第46回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。   査読

1）大阪府理学療法士会 北河内ブロック

　　新人症例発表会　座長

大阪府理学療法士会が新人教育を目的として平成22年

より開始した北河内ブロック新人症例発表会において座

長を行った。

2）第22回大阪府理学療法学術大会　 座長 第22回大阪府理学療法学術大会において座長を行っ

た。
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年月日事項 概 要

平成24年5月

平成25年4月

～

現在に至る

平成25年5月

平成25年7月

平成26年5月

平成26年7月

平成27年5月

査読

平成27年5月

～

平成28年3月

平成28年4月

～

平成29年3月

平成28年5月

6）大学内業務の経験 大学開学から現在に至るまで，臨床実習教育を担う臨床

実習委員，教務一般を担う教務委員，国家試験対策を担

う国家試験委員に任命された。

5）第47回日本理学療法学術大会 第47回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。査読

8）第25回大阪府理学療法学術大会

査読

第25回大阪府理学療法学術大会の査読を行った。

9）第49回日本理学療法学術大会

査読

7）第48回日本理学療法学術大会 第48回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。査読

第49回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。

11）第50回日本理学療法学術大会 第50回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。

12）公益社団法人大阪府理学療法士会

臨床実習倫理規定策定特別委員会　委員

公益社団法人大阪府理学療法士会　臨床実習倫理規定策

定特別委員会にて，理学療法臨床実習における倫理規定

の策定を行った。

10）第26回大阪府理学療法学術大会 第26回大阪府理学療法学術大会の査読を行った。
査読

13）大阪行岡医療大学における市民公開講座

企画と運営

大阪行岡医療大学で行われる市民公開講座の企画運営を

行った。

14）第51回日本理学療法学術大会 第51回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。査読
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年月日事項 概 要

平成29年5月

平成29年11月

平成30年6月

平成30年9月

平成30年11月

平成30年12月

令和元年12月

座長

令和元年12月
査読

令和２年３月

15）第52回日本理学療法学術大会 第51回日本理学療法学術大会における教育・管理理学

療法部門の学会報告の査読を行った。査読

17）保健医療学雑誌　論文査読 保健医療学学会「保健医療学雑誌」の論文査読を行っ

た。

16）保健医療学学会第8回学術集会 保健医療学学会第8回学術集会の査読を行った。
査読

21）保健医療学会第10回学術集会 保健医療学会第10回学術集会の座長を行なった。

22）保健医療学学会第10回学術集会 保健医療学会第10回学術集会の査読を行なった。

23）医療情報福祉行動学雑誌　論文査読 医療情報福祉行動学雑誌の論文査読を行なった。

18）第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療

法教育学会・第1回日本理学療法管理部門研究会）

査読

第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療法教育

学会・第1回日本理学療法管理部門研究大会）の学会報

告の査読を行った。

19）第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療

法教育学会・第1回日本理学療法管理部門研究会）

　座長

20）第53回日本理学療法学術大会（第7回日本理学療法

教育学会・第1回日本理学療法管理部門研究会）の座長

を行った。

20）保健医療学学会第9回学術集会 保健医療学学会第9回学術集会の査読を行った。
査読
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

共著 平成22年4月

共著 平成23年4月

共著 平成26年4月

4.終末期理学療法の実践 共著 平成27年5月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

2.よい教育とは何か．

（構造構成主義研究　第５巻）

北大路書房

1.持続可能な社会をどう構想す

るか．

（構造構成主義研究　第４巻）

北大路書房 本書は，「持続可能な社会をどう構想するか」につい

ての有識者の鼎談と構造構成主義の論文集をまとめた

ものである。

Ａ5判　全255頁

編者：西條剛央，京極真，池田清彦

著者：池田耕二

本人担当部分：「構造構成的協同臨床教育法の構築に

向けて-理学療法臨床実習を通して-」pp100-126を単

著。

　構造構成主義を基盤に，お互いの関心をすり合わせ

ながら，お互いに教え合うことを可能にする教育方

法，すなわち構造構成的協同臨床教育方法を開発し，

これを理学療法臨床実習に活用し学習効果を上げたこ

とを述べた。

本書は，「思想がひらく未来へのロードマップ」につ

いての鼎談と構造構成主義研究の論文集をまとめたも

のである。

Ａ5判　全261頁

編者：西條剛央，京極真，池田清彦

著者：池田耕二

本人担当部分：「終末期理学療法教育における構造構

成的協同臨床教育法の可能性」pp135-153を単著。

　理学療法士にとってスムーズに教育が進みにくい終

末期理学療法教育に対して，構造構成的協同臨床教育

方法を活用し，その効果と可能性を述べた。

本書は，「よい教育とは何か」についての有識者の鼎

談と構造構成主義研究の論文集をまとめたものであ

る。

Ａ5判　全328頁

編者：西條剛央，京極真，池田清彦

著者：池田耕二

本人担当部分：「理学療法臨床実習を通じた構造構成

的協同臨床教育法の方法論的拡張」pp218-239を単

著。

　筆者が開発した構造構成的協同臨床教育方法を方法

論的に拡張し，臨床現場基礎力の少ない学生に対して

3.思想が開く未来へのロード

マップ．

（構造構成主義研究　第6巻）

北大路書房

文光堂 本書は，終末患者に対する理学療法の実践方法を，総

論，具体的な介入方法，諸問題，チームケアの展開の

４つ点からまとめたものである。

Ｂ5判　全208頁

編集者：日高正巳，桑山浩明

著者：池田耕二

本人担当部分：第2章　「終末期理学療法をどのよう

に教えるか，そして学ぶか」pp7-13を単著。

　終末期理学療法における理学療法士教育の問題点

を，理学療法士の発達段階ごとにあげ，それにあわせ

た学習や教育方法を紹介した。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成29年8月

共著 平成30年3月

（学術論文）

単著 平成22年4月

共著 平成22年4月

共著 平成22年8月

6.訪問リハビリテーション ア

ドバイスブック

メジカルビュー社 本書は，訪問リハビリテーションにかかわるセラピス

トに対する様々なアドバイスをまとめた入門書であ

る。

B5版　全324頁

監修：青山朋樹，高橋紀代

編集者：辰巳昌嵩

著者：池田耕二

本人担当部分：コラム⑨終末期/ターミナル患者と、

その家族に対する訪問スタッフ（セラピスト）のあり

かた，pp254-257を単著。

在宅における終末期/ターミナル患者と、その家族に

5.局所と全身からアプローチす

る運動器の運動療法

羊土社 本書は，運動器疾患に関する運動療法を，主に，総

論，身体の部位別の運動療法，姿勢と運動連鎖でまと

めた入門書である。関節リウマチ，悪性腫瘍に対する

運動療法についても少し触れている。

Ｂ5判　全342頁

編集者：小柳磨毅，中江徳彦，井上悟

著者：池田耕二

本人担当部位：第Ⅰ部　総論，1.運動器の運動療法と

は，運動療法の歴史 pp14-17を単著。

　運動器に対する運動療法の歴史を，古代，近代，近

1 構造構成的協同教育法の構築

に向けて-理学療法臨床実習を

通して-（査読付）

構造構成主義研究 4　100－

126

本研究では,多くの諸問題を抱えている理学療法臨床

実習教育において，それらを解消しつつ教育効果を高

める方法として構造構成的協同臨床教育法を構築し

た。それはお互いの理解を促したり，広義の科学性を

担保することができるとされている構造構成主義をメ

タ理論に導入した教育法であり，指導者と実習生が共

に成長できる教育法である。その特徴としては従来の

知識や技術だけでなく，暗黙知や主観的なもので構成

される知識や技術についても教育しやすくなってい

る。

2 遷延性意識障害を有する脳血

管障害高齢患者1症例の理学療

法実践からみた他動的関節可動

域運動の即時効果に関する一考

察（査読付）

理学療法科学　25(2) 305－

308

本研究は，遷延性意識障害を有する脳血管高齢患者を

対象に，関節可動域運動が可動域維持以外にどのよう

な効果を有しているかを検討したものである。その結

果，関節可動域運動は，上肢の動きを即時的に促す効

果があることが明らかとなった。

本人担当部分：理学療法実践，データ収集，分析，考

察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰，山本秀美 ，中田加奈

子）

3 3年目の理学療法士は終末期

理学療法実践をどのように体験

しているか？－「無力感や意欲

低下」の生成過程について－

（査読付）

理学療法科学 25(4) 523-

528

本研究は，終末期理学療法を実践している3年目の理

学療法士を対象に，「無力感や意欲低下」の生成過程

を検討したものである。本研究の結果からは，3年目

の理学療法士は，実践における葛藤や実践している環

境の中から，無力感や意欲低下が生成されていくこと

が明らかとなった。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：中田加奈子，池田耕二， 山本秀美）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成22年12月

単著 平成23年4月

共著 平成23年12月

単著 平成24年3月

単著 平成26年3月

5 理学療法臨床実習を通じた構

造構成的協同臨床教育法の方法

論的拡張

－臨床現場基礎力の欠如問題を

通して－(査読付）

構造構成主義研 5　218－

239

本研究は，以前，筆者が開発した構造構成的協同臨床

教育法を方法論的に拡張し，理学療法における臨床現

場基礎力の欠如の構造を構成し，教育的介入方法を検

討したものである。

6 理学療法臨床実習における実

習生の内面因子の経時的変化

(査読付)

教育工学会会誌 35 33-36 本研究は，理学療法臨床実習生の内面因子を明らかに

し，それら因子の経時的変化を明らかにしたものであ

る。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，吉田正樹）

4 理学療法臨床実習における実

習生の意識構造の変化－質的内

容分析と数量化Ⅲ類による探索

的構造分析―　(査読付）

理学療法科学　25（6）881-

888

本研究は，臨床実習生の実習日誌を対象に知識・感

情・意欲の視点から分析を行い，臨床実習生の意識変

化には７つのパターンがあることを示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，玉木彰,吉田正樹）

7 理学療法臨床実習における実

習生の意識変化の解析に関する

研究

（博士論文）

大阪電気通信大学 本研究は，実習生の知識，感情，意欲の3因子に着目

し，質的内容分析を用いて探索的に実習生の日誌を解

析した。その結果，実習期間を通して，実習生は意識

の中で理学療法実践を多く学びながら緊張や焦りを多

く感じ，思考的な意欲を心がける傾向にあることを明

らかにした。続いて，同じ3因子に着目し，質的（言

語）データの因子分析とされる数量化Ⅲ類を用いて，

実習生の日誌を探索的に解析し，実習生を「感情優

位」，「知識優位」，「専門・統合優位」，「意欲優

位」，「冷静優位」，「躍動優位」，「混合」の7タ

イプに分類できることを明らかにした。さらに従来は

着目されなかった肯定的，否定的，高喚起，低喚起感

情の４つの感情変化に着目し，実習生の日誌を解析し

た。その結果，実習生にはいくつかの感情変化パター

ンがあることを明らかにした。ここまでの解析方法は

作業負担が大きく実用性にも欠けることから，簡便な

調査方法が必要と考え調査票を作成し調査を行った。

その結果，実習生には実習理想因子，実習負荷軽減因

子，不安軽減因子の3つの内面因子があること，それ

ら3因子と睡眠，自宅勉強時間，自己目標達成度の経

時的変化からは，精神的ストレスは実習期間を通して

軽減していくこと，精神的ストレスと自己目標達成度

の間には因果関係があること，評価実習と総合実習で

は実習生の睡眠と自宅勉強時間の関係が逆転すること

を明らかにした。

8 終末期理学療法教育における

構造構成的協同臨床教育法の可

能性（査読付）

構造構成主義研究 6　135-

153

本研究は，筆者が開発した構造構成的協同臨床教育法

を終末期理学療法教育に応用した実践研究であり，そ

れによる学習効果を明らかにした。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成26年6月

共著 平成27年3月

共著

共著 平成27年7月

共著 平成28年3月

共著 平成29年2月

9 理学療法臨床実習の認識構造

からみた終末期理学療法の課題

（査読付）

理学療法科学　29(3) 411-

415

本研究では，理学療法臨床実習生の認識構造を構成

し，それをもとに終末期理学療法実践と教育の課題を

抽出した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二,山本秀美,中田加奈子,黒田未貴,

廣瀬将士）

10 術後感染による両側TKA再置

換術後１症例の理学療法からみ

た臨床的課題（査読付）

理学療法ジャーナル 49(3)

267-271

本研究では，術後感染による両側TKA再置換術後1症例

の理学療法経験から臨床的な課題を抽出した．

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：宮﨑紗也佳, 池田耕二, 廣瀬将士, 町井義

和）

11 特発性器質化肺炎患者に対

して積極的呼吸理学療法を実施

した一症例（査読付）

平成27年3月 理学療法科学 30(1)

135-139

本研究では，特発性器質化肺炎（COP）に対する呼吸

理学療法の有効性を検討した．呼吸理学療法では，症

例の運動耐容能，NRADLが改善し，病型分類に基づく

呼吸理学療法の有効性を示唆した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝, 池田耕二, 宮崎紗也佳, 小田瑛

梨, 堀江淳, 池田秀一）

12 回復期リハビリテーション

病棟における終末期がん患者の

在宅復帰を円滑にする条件 －

悪性リンパ腫1症例の理学療法

経験を通して－（査読付）

理学療法科学 30(3)

479-482

本研究では，回復期リハビリテーション病棟における

終末期がん患者の在宅復帰を円滑にするための条件を

明らかにした．その条件とは， 1）患者，家族の在宅

復帰への意志が明確であったこと，2）関わるスタッ

フが終末期という視点に転換できたこと，3）関わる

スタッフが情報を共有できたこと，4）かかりつけ医

との相性の良さや急変時の受け入れ体制が明確であっ

たことであり，これら4つの条件を満たすことで終末

期がん患者の在宅復帰は円滑になることを示唆した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：黒田未貴，池田耕二，中田加奈子，井谷由

香理，中川真優，朴聖章）

13 直腸がんによるストーマ造

設と化膿性関節炎による大腿骨

骨頭切除を施行したがんサバイ

バー１人の二つの体験（査読

付）

理学療法科学31（1）

175-180

本研究では，がんサバイバー1人の二つの体験から理

学療法ケア（心理的ケア，配慮，工夫など）構築のた

めの有効な視点を提示した。

本人担当部分：理学療法実践，データ収取，分析，考

察，論文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，黒田未貴，河野茉梨

絵）

14 理学療法時の意欲を向上さ

せる声かけの言い回しに関する

予備的研究（査読付）

理学療法科学 32(1)

35-38

本研究では，フレーミング効果を用いた言葉かけの言

い回しが，リハビリテーション対象患者の意欲にどの

ような影響を与えるかを調査した。結果は，肯定的な

フレーミングによる言い回しが有効であったことを示

唆した

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成29年3月

単著 平成29年5月

共著 平成29年6月

18 在宅終末期がんサバイバー

のリハビリテーションにおける

多職種連携の有効性（査読付）

共著 平成29年８月

15 回復期リハビリテーション

病棟における高齢患者に対する

退院支援能力の向上に向けた事

例研究 ―高齢患者本人，家

族，ケアマネージャーに対する

インタビュー調査より―（査読

付）

大阪行岡医療大学紀要 4

19-24

本研究では，近年，リハビリテーション対象者として

多い骨折や認知症を抱える70～90歳代の女性を対象

に，退院支援後の生活を調査し，回復期リハビリテー

ション病棟における退院支援能力を向上させる知見を

抽出した。

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，尾藤彩花，黒田未貴，阪本みさ

き，木村恵理，松井美夕貴，久貝亮太，池田秀一，清

水貴恵）

16 慢性疼痛患者の生活管理-訪

問リハビリテーションによる実

践-

ペインクリニック 38

(5) 623-639

本稿では，近年着目されている慢性痛患者を生活習慣

病の一つと位置づけ，運動，睡眠，食事，排泄，スト

レス，社会との関わり，生活史の視点から生活管理の

必要性を示唆した．なお，訪問リハビリテーションに

よる生活管理の実践で有効であった事例も紹介した。

17 肺サルコイドーシスを有し

た脛骨高原骨折術後1症例に対

する全身持久力トレーニングの

効果（査読付）

理学療法科学32

（3) 449-453

本研究では，肺サルコイドーシスを有する脛骨高原骨

折術後1症例の全身持久力を，CPX（心肺運動負荷試

験）を用いて検査し，問題点を明らかにするとともに

運動処方を有効に行い，生活を向上させることができ

たことを報告した。

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝，池田耕二，高橋昇嗣，池田秀

一）

地域リハビリテーション

12(8)701-708

がんサバイバーは，がん罹患者（生存者）だけでなく

家族（遺族）などを含む概念であり，周囲と共に人生

を構築しようとする意味がある。そのため，がんサバ

イバーの訪問リハでは，本人に加え，周囲を取り込み

ながら実践していく必要がある。今回，在宅終末期が

んサバイバー2事例のかかわりからは，地域における

多職種連携の有効性を示唆することができたので報告

する。事例1は，80歳代前立腺がんの男性である。多

職種連携からは，情報共有アプリを利用したことで，

座椅子に対する本人の想いや仏壇前でおむつを交換す

ることへの妻の嫌悪感が理解できた。事例2は，60歳

代右下顎歯肉がんの男性である。後日，本人の不安や

葛藤の原因が間近に迫る次女の結婚式にあることが多

職種連携でわかった。これらからは，従来の方法に加

え，情報共有アプリなどを積極的に活用した多職種連

携が地域でも有効に機能すれば，本人や家族の想いに

応える実践が可能になると考えられた。

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：金谷親好,竹ノ内裕一,岩元香菜子,濵﨑

恵,池田耕二,久松憲明）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成29年10月

共著 平成30年2月

共著 平成30年4月

共著 平成30年8月

19 当院における家族支援の取

り組みー事例からみたリハビリ

テーション科の支援の検討(査

読付）

日本慢性期医療協会誌

25(113) 68-71

本稿では，脳卒中後遺症患者に対する緩和的理学療法

実践の経過と合わせて，家族に対する支援について検

討を加えた。

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：山口朋彦，池田耕二，山口美帆子，堀寿美

代，沢田学）

22【ペインリハビリテーショ

ン：新視点からの理学療法】慢

性疼痛患者に対する地域・在宅

リハビリテーション：理学療法

ペインクリニック39(8)

1038-1044

本稿では，近年着目されている慢性痛患者を生活習慣

病の一つと位置づけ，運動，睡眠，食事，排泄，スト

レス，社会との関わり，生活史の視点から生活管理の

必要性を示唆し，訪問リハビリテーションによる生活

管理の実践事例も紹介した。

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

(共著者：池田耕二, 山本秀美, 中岡絵美, 古家真優,

大島知子,竹内章）

20 訪問リハビリテーションに

おける在宅緩和ケアとしての理

学療法の可能性

―がん患者と非がん患者の事例

を通して―（査読付）

医療福祉情報行動科学研究5

3-9

本稿では，訪問リハビリテーションにおける在宅緩和

ケアとしての理学療法の実践から有効な実践知を抽出

し，その可能性を提示した。

事例1の大腸がんを有する80歳代女性の実践からは，

理学療法士の介入は限られているが，多職種連携によ

り運動療法と環境調整が継続できれば，疼痛緩和の時

間を多くし，生活全体を変化させることができること

を示唆した。

事例２の多系統萎縮症を有する60歳代女性の実践から

は，疼痛等により他者との関わりが減少していても，

多職種連携によって小さな効果を積み重ねていくこと

ができれば，最後まで希望のある充実した時間を提供

できることを示唆した。

今回の訪問リハビリテーションにおける多職種連携に

よる在宅緩和ケアの２実践は，がん患者と非がん患者

に対する在宅緩和ケアとしての理学療法の可能性を広

げたと考えられた。

本人担当部分：理学療法実践，データ収集，考察，論

文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，古家真優，中岡絵

美，大島知子，竹内　章，辻下守弘，池田秀一）

21 【ペインリハビリテーショ

ンの新潮流・新戦略】慢性疼痛

患者に対する地域・在宅リハビ

ペインクリニック

39特別号：246－252

本稿では，近年着目されている慢性痛患者を生活習慣

病の一つと位置づけ，運動，睡眠，食事，排泄，スト

レス，社会との関わり，生活史の視点から生活管理の

必要性を示唆し，訪問リハビリテーションによる生活

管理の実践事例も紹介した。

本人担当部分：理学療法実践，分析，考察，論文執筆

(共著者：池田耕二, 山本秀美, 中岡絵美, 古家真優,

大島知子,竹内章）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成30年8月

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

共著 令和元年6月

23 腎臓リハビリテーションに

おける高齢血液透析患者に 対

する理学療法士の役割に関する

一考察

理学療法科学33(4)725-729 本稿では，高齢血液透析患者2症例の腎臓リハビリ

テーションから，運動療法による身体機能の改善，行

動変容に対する支援，身体活動量の管理，生活の再構

築に向けたソーシャルワーク的実践という理学療法士

の4つの役割を示唆した

本人担当部分：分析, 考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝, 池田耕二, 古家真優, 高橋昇

嗣,池田秀一）

26 理学療法想定場面における

フレーミング効果を意識した声

かけの言い回しの違いによる視

覚的文字教示が患者の意欲に与

える影響について ―肯定的と

否定的な言い回しによる比較―

理学療法科34(4)353-357 本稿では,理学療法時の肯定的，否定的な声かけの言

い回しの違いによる視覚的文字教示が，患者の意欲に

どのような影響を与えるかを検証し，いくつかの場面

で肯定的な言い回しの方が患者の意欲を向上させるこ

とを明らかにした．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

24 理学療法士の経験学習プロ

セスの解明に向けて ―経験学

習研究における理論的枠組みと

課題―

大阪行岡医療大学紀要 (6),

23-33, 2019

本稿では，理学療法士の経験学習プロセスの解明と支

援方法の開発に向け，これまで多くの専門職の経験学

習プロセスを明らかにしてきた松尾による経験学習研

究の理論的枠組みを要約し紹介した．

そして，それによって解明された看護師と保健師の経

験学習プロセスを紹介し，理学療法士の経験学習プロ

セスの解明に向けての研究的枠組みを整理し，課題を

考察した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，田坂厚志，粕渕賢志，城野靖

朋，松田淳子）

25 ジャンプ着地後の姿勢安定

化能力の信頼性と性差の検討

大阪行岡医療大学紀要 (6),

5-9, 2019

本稿では，前方ジャンプ着地後のDynamic stability

index（DSI）の信頼性と、性差、体格との関連等を検

討し、DPSIの信頼性は良好であり、性差の影響も把握

できることを示唆した。また、女性はジャンプ着地後

の姿勢安定化能力が低いことを示した。

本人担当部分：分析の一部、考察

（共著者：粕渕賢志，神里巌，久保峰鳴，幸田仁志，

藤田浩之，福本貴彦，池田耕二）
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単著・
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和元年10月

28 高齢線維筋痛症2症例の3週

間入院運動プログラムの効果に

ついて ─痛みと身体・注意機

能，包括的QOLおよび背外側前

頭前野の血流動態への影響─

共著 令和元年12月

29 卒前教育における終末期理

学療法講義の役割を再考する

共著 令和2年2月

27 理学療法を積極的に取り組

んでいる障がいを有した働き盛

りの患者の理学療法への取り組

みに対する意欲を探求する－解

釈学的現象学的分析による事例

研究―

保健医療学部雑誌

10(2) 79-91

本研究の目的は，障がいを有した働き盛りの患者の理

学療法への取り組みに対する意欲を向上させるための

知見を得ることである．対象は，理学療法に積極的か

つ意欲的に取り組んでいる40 歳代の男性入院患者で

ある．方法は解釈学的現象学的分析とし，手順として

は，本患者に半構造化面接を行い，理学療法を積極的

かつ意欲的に取り組める理由について聞きとり，理学

療法への取り組みに対する意欲を分析した．結果は，

本患者の理学療法への取り組みに対する意欲を9 つの

テーマから解釈することができた．テーマは，半年限

定，家族や妻の存在，男のプライド，苦痛を意欲に変

化させる力，関係性から構成される意欲等が示され

た．我々は，これらに着目した理学療法実践時の声か

けや配慮，工夫が理学療法への取り組みに対する意欲

の向上に大切になると結論づけた．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

理学療法科34(6)893-846 本研究の目的は，高齢線維筋痛症（FM）患者の入院運

動プログラムが痛みと身体・注意機能，包括的

quality of living（QOL），背外側前頭前野

（DLPFC）の機能に与える影響を検討することであっ

た。対象は，高齢FM女性2名とし、方法は3週間入院運

動プログラムを行い，介入前後に痛み，身体・注意機

能，包括的QOL，DLPFCの血流量と反応時間の評価を

行った．結果は，両者とも痛みの認知・情動的側面，

身体機能，包括的QOLに改善がみられたが，注意機能

とDLPFCの機能については症例で異なる結果となっ

た．高齢者FM患者に対する入院運動プログラムの介入

は，痛みの認知・情動的側面や身体機能，包括的QOL

の改善に有効であることを示唆した．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：藤田信子，池田 耕二，高井範子，金子基

史，松野悟之，三木健司，仙波恵美子）

理学療法科35(1)133-138 本研究の目的は，終末期理学療法（終末期PT）の講義

を理学療法学科の学生がどのように受け止めているか

を明らかにし，本講義の役割を再考することである．

対象は理学療法学科の学生62名とし，方法は質的研究

法である修正版グラウンデッド・セオリー・アプロー

チ（Modified Grounded Theory Approach：M-GTA）を

用いて終末期PTの講義後（90分）の感想文のテクスト

データからカテゴリー化によってモデル構築を行い分

析した．結果，モデルは，死と向き合う機会，死と向

き合うことで促された学び，終末期PTに対する実践意

欲の向上の3つカテゴリーからなり，これらは階層性

を成していた．モデルは終末期PT講義における学生の

段階的な受け止め方（習熟度）と実践意欲を高める過

程を示した．これを活用すれば学生の習熟度に合わせ

た実践意欲を高める講義が可能になると考えられた．

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：山口朋彦，池田 耕二，桝本展孝）
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30 デイケアにおいて閉じこも

り傾向にあった高齢利用者に対

する行動変容理論の実践

共著 令和2年3月

31 在宅終末期リハビリテー

ションを実践しているセラピス

トの体験を探求する ―グルー

プインタビューによる事例研究

―

共著 令和2年3月

32 地域リハビリテーションと

しての温泉旅行の可能性を探る

−事例研究−

共著 令和2年3月

（その他）

「提言」

共著 平成23年3月

大阪行岡医療大学紀要

7 11-17

本研究では，在宅終末期リハビリテーションを実践し

ているセラピストの体験を探求し，在宅終末期リハビ

リテーションを有効に実践するためには患者や家族と

の関係性づくりや変化に気づく等の能力が必要である

ことを示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共著者：池田耕二，根釜夢乃，岩永愛理奈

，谷口茉恵，西本正樹）

医療福祉情報行動科学研究

7 37 - 43

本研究の目的は，地域リハビリテーションのソフトイ

ンフラとして温泉旅行を整備するため，温泉旅行およ

び温泉旅行の各活動場面が要介護高齢者に与える影響

を明らかにすることである。方法は，日帰り温泉旅行

に参加した要介護高齢者2名を対象に，半構造化イン

タビューを行った。インタビューでは温泉旅行にある

各活動場面の楽しみの程度と対象者や家族等の変化を

調査した。結果は，A氏は入浴を含めた温泉旅行の全

活動場面を楽しんでいた。また，脳卒中後10年間行く

ことはなかった温泉旅行に再び行こうとしており，温

泉旅行の参加に対する自信を回復していた。B氏は温

泉旅行の入浴以外の準備，移動を楽しんでおり，温泉

旅行で新たな人間関係を構築していた。本研究では，

温泉旅行にある各活動場面や温泉旅行は個々の要介護

高齢者に様々な影響を及ぼすことが示唆された。その

影響としては，自信の回復や人間関係の再構築を促進

させることが示唆された。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，論文執筆

（共著者：喜多一馬，池田耕二）

地域リハビリテーション

15(1) 54-59

高齢者の閉じこもりは，要支援・要介護，死亡リスク

を高めるため，その予防や対策が重要視されている。

高齢者の閉じこもり対策の一つに行動変容理論の実践

がある。しかし，デイケア（通所リハ）における行動

変容理論の具体的な実践方法や工夫などの知見は少な

い。そこで今回，3つの実践事例に対する物語分析か

ら有効な実践知を抽出した。その結果，3実践事例か

らは，個々に応じた靴の変更や横断歩道の横断開始の

タイミングの指導，または痛みに対する自己管理の指

導，時期に応じたケアマネジャーとの連携，デイケア

における屋外歩行練習による成功体験の蓄積等の効果

が重なることで，買い物行動の獲得に繋がる可能性が

あるという実践知が得られた。

本人担当部分：分析，考察，論文執筆

（共著者：山口朋彦，池田 耕二，桝本展孝）

1 終末期における理学療法の位

置づけを再考する

理学療法ジャーナル 45(3)

240

本稿では，終末期理学療法の位置づけを筆者の経験を

もとに再考し，終末期理学療法は生活の質の再構築と

納得を目指すものとした。

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：池田耕二，山本秀美，中田加奈子）
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共著 平成23年4月

単著 平成25年5月

共著 平成27年11月

「招待講演，シンポジスト」

－ 平成29年12月

－ 平成30年7月

－ 平成30年12月

－ 平成31年1月

－ 令和元年11月

3 理学療法士発達論に基づいた

教育方法の開発に向けて

理学療法ジャーナル

47（5）423

本稿では，理学療法士の内面の発達を理学療法士発達

論とし，それもとに理学療法教育を行う必要性を指摘

した。

4 これからの地域社会に求めら

れる理学療法士像を考える

理学療法ジャーナル

49（11）：1058

本稿では，地域包括ケア等がはじまった地域社会から

本当に求められる理学療法士像を考察した。

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：大原佳孝，池田耕二）

2 認知症患者1症例の理学療法

経験から学んだ「工夫」や「視

点」

理学療法ジャーナル

45（4） 332

本稿では，認知症患者の理学療法経験を通して，学ん

だ工夫や視点を述べた。

本人担当部分：考察，論文執筆

（共著者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

2 これからの魅力ある臨床実

習，臨床教育に向けて

第30回大阪府理学療法学術

大会（大阪）教育シンポジ

ウム

これからの理学療法臨床実習の在り方を講演した。

3 理学研究方法論（EBPTを含

む）

公益社団法人大阪府理学療

法士会　新人教育プログラ

ム研修会

理学療法における研究法やエビデンスに基づく理学療

法実践についての講演を行った。

1 理学療法研究論 公益社団法人大阪府理学療

法士会　新人教育プログラ

ム研修会

理学療法における研究法やエビデンスに基づく理学療

法実践についての講演を行った。

4 クリニカルリーズニング 公益社団法人大阪府理学療

法士会　新人教育プログラ

ム研修会（三島ブロック）

理学療法におけるクリニカルリーズニングをわかりや

すく解説する講演を行った。

5 リハビリテーションの視点か

ら見た温泉旅行の可能性

ユニバーサルツーリズム

阿智村シンポジウム2019

長野阿智村において開催されたユニバーサルツーリズ

ムのシンポジウムにおいて、リハビリテーションにお

ける温泉旅行の可能性を講演した。

（共同発表者：池田耕二，喜多一馬）
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「学会発表」

＜国際学会＞

－ 平成28年10月

<国内学会>

－ 平成22年7月

－ 平成22年11月

－ 平成22年11月

－ 平成23年5月

－ 平成23年9月

1 Study on the Effects of

Skin Stretching without

Joint Movement on range of

motion in Rats

（ラットにおける関節可動域運

動が無い状態での皮膚のスト

レッチ効果に関する研究）

The Asian Confederation

for Physical Therapy 2016

（Kuala Lumpur）

本研究では，基礎研究としてラットにおいて関節運動

を生じさせない状態での皮膚のストレッチが関節拘縮

の予防に効果的かを検討した。その結果，皮膚のスト

レッチは関節拘縮の予防になる可能性を示唆した。

本人担当部分：考察

（共同発表者：Atsushi Tasaka, Takeya Ono, Hideki

Ishikura, Kazuki Aihara, Yuta Sato, Koji Ikeda,

Sadaaki Oki）

1 アルツハイマー型認知症を伴

う大腿骨人工骨頭置換術後患者

に対する理学療法経験

－関わりの中における工夫や視

点－

第22回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

アルツハイマー型認知症を伴う大腿骨人工骨頭置換術

後患者1症例の理学療法経験から，関わりの中におけ

る工夫や視点について考察した。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

2 脳出血後高齢血液透析患者１

症例の10ｍ介助歩行における往

路と復路の能力差に着目した縦

断研究・第２報

第50回近畿理学療法学術大

会（和歌山）

本研究では，脳出血後高齢血液透析患者1症例の10m介

助歩行における往路と復路の能力差に着目し，それら

の縦断研究を行い，能力差の不安定性と重錘負荷との

関係を明らかにした。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者： 池田耕二，山本秀美，中田加奈子,玉

木　彰）

第13回日本感性工学会（東

京）

3 終末期寝たきり高齢患者に対

する理学療法評価思考ツールの

開発に向けた事例研究

第50回近畿理学療法学術大

会（和歌山）

終末期寝たきり患者１症例の理学療法経験から，評価

思考ツールの開発にむけた事例研究を行った。その結

果，終末期寝たきり患者は全身状態と食事，コミュニ

ケーションの関係から評価・思考できることが明らか

となった。

本人担当部分：理学療法実践，開発，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

4 理想の理学療法士モデルを視

点にした理学療法臨床実習生の

質的変化の検討

－評価実習と総合実習の比較－

第46回日本理学療法学術大

会（宮崎）

本研究では，理学療法臨床実習生が抱く理想の理学療

法士モデルを視点に，質的変化の分析を行い，理学療

法評価実習と総合実習における違いを明らかにした。

本人担当部分：データ収取集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，吉田正樹,山本秀美,中田加

奈子）

5 感情変化に基づいた感性工学

的臨床実習指導法の開発にむけ

て

本研究では，実習日誌から感情表現を抽出し，実習期

間中における感情変化と成績との関係を明らかにし

た。それを基に指導方法を提起した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二,吉田正樹）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成23年11月

－ 平成23年11月

－ 平成24年5月

－ 平成24年7月

－ 平成24年11月

－ 平成25年5月

－ 平成25年7月

6トイレ動作が自立できていな

い高齢患者の在宅復帰を促す要

因（構造）の検討

第51回近畿理学療法学術大

会（滋賀）

本研究では，トイレ動作が自立できていない高齢患者

を対象に，在宅復帰を促す構造を明らかにした。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：岡村太嗣，池田耕二，梅木速水）

9 Critical illness

polyneuropathyを来した1例に

対して訪問リハビリテーション

介入により復職可能となった経

験

第24回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，Critical illness polyneuropathy 1症

例に対する訪問リハビリテーションの有用性を検討し

た。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：廣瀬将士，池田耕二，大原佳孝，竹内

章，橋本雅至）

10 退院後の転倒予防に向けた

体力測定表の開発に向けて−運

動器疾患を通して-

第53回近畿理学療法学術大

会（奈良）

本研究では，入院中の運動器疾患患者を対象に評価を

行い，退院後の転倒予防に向けた体力測定表の開発経

過を報告した。

本人担当部分：開発，データ収集，分析，執筆

（共同発表者：髙本晴輝，山本秀美，中田加奈子，中

川真優，朴聖章，廣瀬将士，池田耕二）

7 強い拒否がみられた認知症高

齢患者2症例の理学療法経験か

ら

第52回近畿理学療法学術大

会（滋賀）

本研究では，強い拒否がみられた認知症高齢患者にお

ける症例検討を行い，理学療法の有り方を提起した。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，山本秀美）

8 終末期リハビリテーションに

おける理学療法評価思考ツール

の開発に向けた暗黙知モデルの

有用性について―理学療法士へ

のアンケート調査から―

第47回日本理学療法学術大

会（兵庫）

本研究では，以前，筆者らが構造化した「終末期理学

療法評価思考ツール」に対するアンケートを実施し，

その有用性について検討を行った。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二,山本秀美）

11 理学療法臨床実習生の終末

期理学療法に対する認識構造か

らみた終末期理学療法の課題

第48回日本理学療法学術大

会（愛知）

本研究では，理学療法臨床実習生の認識構造を構成

し，それをもとに終末期理学療法実践と教育における

課題を抽出した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二,山本秀美,中田加奈子,黒田

未貴,廣瀬将士）

12 回復期病棟における脳血管

障害患者のFIMの経時的変化

第24回大阪府理学療法学術

大会

（大阪）

本研究では，回復期病棟における脳血管障害患者のＦ

ＩＭの経時的変化を，退院先（在宅，非在宅）別に明

らかにし分析した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：廣瀬 将士,池田耕二,河野茉梨絵,大原

佳孝,水野瑛梨,粉川友太,朴聖章,阪本みさき）
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単著・

共著の別
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発表の年月
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成25年7月

－ 平成25年6月

－ 平成25年8月

－ 平成25年11月

－ 平成25年11月

－ 平成26年5月

14 回復期病棟における終末期

患者の在宅復帰をスムーズにす

るための条件とは?

第18回日本緩和医療学会学

術大会（横浜）

本研究では，回復期病棟に入院し，在宅復帰が円滑に

進んだ終末期がん患者1症例を対象に，そこから在宅

復帰をスムーズにするための条件を抽出した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：黒田未貴，池田耕二,中田加奈子,中川

真優,朴聖章,井谷友香理,北林直人,川岸美佐子,村中

恵子,小川 敦子,池田 秀一）

13 運動耐容能トレーニングが

奏効した特発性間質性肺炎患者

の一例　心肺運動負荷試験によ

る運動処方

第24回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，特発性間質性肺炎患者に対して心肺運動

負荷試験行い，それをもとに運動処方を行った。その

結果，運動療法における有用性が明らかとなった。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝, 池田耕二,北川紗也佳,水野

瑛梨,宇野陽子,堀江淳,池田秀一）

17 患者の行動様式を視点に多

職種チームアプローチによって

転倒予防対策に取り組んだ2症

例

第53回近畿理学療法学術大

会（京都）

本研究では，2症例の行動様式に着目し，チームアプ

ローチによって転倒予防に取り組んだ経験を報告し

た。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子,池田耕二,黒田未貴,井谷

友香理,中川真優,朴聖章,北林直人,川岸美佐子,小川

敦子,福井孝子,池田秀一）

18 臨床実習にある新人・中堅

臨床実習指導者の不安増幅プロ

セスとは？

第49回日本理学療法学術大

会 (神奈川)

本研究では，質的研究を用いて，新人・中堅理学療法

臨床実習指導者の不安増幅プロセスを構成した。それ

を視点に不安解消対策を提示した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：湯地英充，池田耕二）

15 理学療法士教育における演

劇ワークショップを用いた対人

技能向上の取り組み

第5回日本ヘルスコミュニ

ケーション学会学術集会

（岐阜）

本研究では，理学療法養成大学における学生に演劇

ワークショップを取り入れ，好評であったこと，そし

て学生に質的な変化がみられたことを報告した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：山本貴啓，原田信子,池田耕二,田坂厚

志,横井輝夫）

16 高齢入院患者の転倒予防に

向けた取り組み－運動器疾患に

着目して－

第53回近畿理学療法学術大

会（京都）

本研究では，入院高齢患者に対して様々な評価を行

い，運動器疾患によってそれからがどのように違って

くるかを検討した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆（共同

発表者：中川真優,山本秀美,中田加奈子,朴聖章,杉本

貴美子,池田耕二）
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単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要
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発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年5月

－ 平成26年7月

－ 平成26年7月

－ 平成26年7月

－ 平成26年7月

－ 平成26年8月

23 不整脈・慢性糸球体腎炎を

有する大腿骨転子部骨折術後患

者の運動療法〜心電図モニタと

医師との連携によるリスク管理

〜

21 整形外科疾患患者における

内部障害有病率に関する実態調

査

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，整形外科疾患患者における内部障害の実

態を調査した．その結果，内部障害の有病率は75％で

あることが分かった．これらからは，整形疾患患者と

いえども内部障害に着目した理学療法が必要であり，

包括的な理学療法が必要であることが示唆された。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，吉富滋洋，徳永美由貴，池

田耕二，池田秀一）

19 回復期リハビリテーション

病棟における「家族が述べる在

宅復帰のための条件」と在宅復

帰に関する実態調査　―在宅復

帰のための条件がトイレ動作の

自立の場合―

第49回日本理学療法学術大

会 (神奈川)

本研究では，回復期病棟入院時に家族が述べる在宅復

帰のための条件，特にそれをトイレ動作の自立とした

家族と患者の在宅復帰に着目し，その実態を調査し

た。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：勢登香織，池田耕二，岡村太嗣）

20 腰椎圧迫骨折を呈した1症例

に対する課題指向型アプローチ

〜家屋調査から見えてきた課題

を中心に〜

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，腰椎圧迫骨折を呈した1症例に対して，

早期に家屋調査を行い，課題遂行型アプローチを実践

し，良好な結果を得た経験を報告した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：高橋昇嗣，池田耕二，黒田未貴，中川

真優）

第42回日本職業リハビリ

テーション学会（岩手）

本研究では，筆者が開発した構造構成的協同臨床教育

法の視点を職業リハビリテーションのケーススタ

ディーに応用し，新たな協働の在り方を提言した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：前原和明，池田耕二）

24　構造構成的協同臨床教育法

の視点導入に基づく新たな協働

の有り方に関する研究－ケース

スタディへの応用－

22 慢性期病院における終末期

理学療法の1症例〜脳幹出血後

遺症の患者と家族を支えた16ヵ

月間〜

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，脳幹出血後遺症の患者と家族を支えた

16ヵ月間の理学療法経験を報告し，支える医療におけ

る理学療法士の役割を提言した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：山口朋彦，木村美帆子，堀寿美代，黒

田敦士，池田耕二，沢田学）

第26回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，不整脈・慢性糸球体腎炎を有する大腿骨

転子部骨折術後患者の運動療法の経験を報告し，心電

図モニタの活用や医師との連携の必要性を再提起し

た。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：黒岡禎治，池田耕二，大原佳孝）

共同研究につき本人担当部分抽出不可能
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年10月

－ 平成26年11月

－ 平成27年1月

－ 平成27年1月

－ 平成27年6月

25 終末期理学療法実践に対す

る評価法（考え方）の理論的構

築と提案―実践の有効性をどの

ように評価するか？－

第8回全国大学理学療法教育

学会(兵庫)

本研究では，終末期理学療法実践に対する評価法（考

え方）を，構造構成主義を活用することで理論的に構

築し，理学療法教育に提案した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，田坂厚志，貞末仁美）

27 右重度片麻痺患者一症例の

退院後カンファレンスから得ら

れたこと

第1回日本地域理学療法学会

（大阪）

本研究では，右重度片麻痺患者の退院時支援から，支

援が奏功する3つの要因と，退院後にしか明らかにな

らなかった2つの課題を明らかにした。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中川真優，大原佳孝，池田耕二，北林

直人，上田紀子，清水貴恵，川岸美佐子，池田秀一）

28 病院リハと訪問リハの連携

によって終末期がん患者の在宅

復帰を可能にした実践報告

第1回日本地域理学療法学会

（大阪）

本研究では，病院と訪問リハの連携によって終末期が

ん患者の在宅復帰を可能にした実践を報告した。病

院,訪問リハスタッフの連携により在宅支援を進める

意義は大きいと思われた。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，大原佳孝，池田耕二，原田

美江，中瀬美穂，池田秀一）

26 肺サルコイドーシスを有す

る右脛骨高原骨折術後一症例の

理学療法　－臨床現場における

包括的理学療法の必要性－

第54回近畿理学療法学術大

会（大阪）

本研究では，肺サルコイドーシスを有する右脛骨高原

骨折術後一症例の理学療法経験を報告し，包括的理学

療法の必要性を示唆した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：高橋昇嗣，大原佳孝，池田耕二，宮崎

紗也佳，猪子純一，池田秀一）

29 看取り近くまでの理学療法

を実践した終末期がん患者１症

例における入院と訪問の担当理

学療法士の連携について

第20回日本緩和医療学会

（横浜）

本研究では，看取りに向けた終末期がん患者の在宅復

帰に対して，病棟担当理学療法士と訪問理学療法士の

連携について考察した。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵，池田耕二，山本秀美，黒

田未貴，早田敏）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成27年6月

－ 平成27年11月

－ 平成27年12月

－ 平成28年3月

－ 平成28年5月

30 終末期がん患者の理学療法

実践の方向性を示す理学療法教

育モデルの構築とその可能性

－2症例の経験から－

第20回日本緩和医療学会

（横浜）

本研究では，理解されにくい終末期がん患者の理学療

法を，その有り方や目標がイメージしやすいモデルに

構築しなおし，教育モデルとしの可能性を考察した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：黒田未貴，池田耕二，河野茉梨絵，赤

田美和子，早田敏）

33　透析患者に対する包括的腎

臓リハビリテーションの役割―

2症例の経験から　―

日本腎臓リハビリテーショ

ン学会学術大会（岡山）

本研究では，透析患者に対するリハビリテーションの

代表的な二つの役割を，事例研究を通して紹介した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，池田耕二，高橋昇嗣，朴聖

章，吉冨滋洋）

31 肺サルコイドーシスを有す

る両側人工膝関節置換術後一症

例患者の運動耐容能および日常

生活活動の経時的変化（第2

報）

第55回近畿理学療法士学会

（神戸）

本研究では，肺サルコイドーシスを有する両側人工膝

関節置換術1症例の運動耐容能をCPXにて測定し，運動

耐容能と日常生活活動の経時的変化からその関係性に

ついて考察した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：髙橋昇嗣，池田耕二，大原佳孝，猪子

純一，池田秀一）

32 当訪問リハビリテーション

事業所・訪問看護ステーション

利用者における基礎的調査―

理学療法における支援課題抽出

に向けて　―

第2回日本地域理学療法学会

（千葉）

本研究では，地域の特色が反映される訪問リハ事業所

と訪問看護ステーションにおける利用者の基本的な特

性を調査し，そこから支援課題を抽出した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，池田耕二，濱田絵美，古家

真優，中瀬美穂，池田秀一）

34 早期歩行獲得を目指した脊

髄髄内上衣下腫摘出術後一症例

に対する理学療法経験―感覚性

運動失調に対するアプローチ―

日本理学療法学術大会（札

幌）

本研究では，胸髄髄内上衣下腫術後一症例に対して感

覚性運動失調に着目した運動療法を行い，短期間に歩

行が獲得できたのでその詳細を報告した。

本人担当部分：考察，執筆

（共著者：宮﨑紗也佳，池田耕二，井上良太，田中秀

和，北村哲郎，竹島靖浩，堀川博誠）
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発行所，発表雑誌等
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－ 平成28年6月

－ 平成28年6月

－ 平成28年7月

－ 平成29年2月

－ 平成29年5月

35 看取りまでの緩和ケアの開

発を目的にした終末期がん患者

の睡眠状態の把握

第21回日本緩和医療学会

（京都）

本研究では，終末期がん患者に対する看取りに向けた

緩和ケアを開発する目的にて，終末期がん患者の睡眠

状態を調査した。その結果，睡眠パターン等が崩れて

いく状態が明らかとなり緩和ケアとしては良質な睡眠

の確保が重要になっていくことが示唆された。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表：河野茉梨絵，池田耕二，黒田未貴，赤田

美和子，早田敏）

38 血液透析患者のフットケア

における理学療法士の役割と可

能性

第7回腎臓リハビリテーショ

ン学会学術大会（茨城）

本研究では，これから需要が高まる透析患者のフット

ケア業務の構築とそれに関わる理学療法士の可能性

を，実務面から検討し報告した。

本人担当部分：業務の構築，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，池田耕二，高橋昇嗣，吉冨

滋洋，朴聖章，白川優子， 池田秀一）

36 がん患者に対するリハビ

リ・ケアの質的向上を目指した

アセスメントシートの開発とそ

の有効性

第21回日本緩和医療学会

（京都）

本研究では，がん患者のリハビリやケアの質を向上さ

せるために，アセスメントシートを作成し，それを用

いることで必要な配慮や工夫を抽出していこうとし

た。これによりがん患者個々に配慮したリハビリの展

開が可能となった。

本人担当部分：アセスメント作成，データ収集，分

析，考察，執筆

（共同発表者：黒田未貴，池田耕二，河野茉梨絵，赤

田美和子，早田敏）

37 在宅終末期がんサバイバー

のリハビリテーションにおける

多職種連携の有効性

第18回日本在宅医学会大会

（東京）

本研究では，スマートフォン等を活用することで地域

における広域の多職種連携を可能にし，在宅ガンサバ

イバーに対する有効な実践を報告した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：金谷親好，濵﨑恵，竹ノ内裕一，池田

耕二，久松憲明）

39 理学療法想定場面における

フレーミング効果を意識した声

掛けが意欲に与える影響につい

て

第52回日本理学療法学術大

会（千葉）

本研究では，理学療法における様々な場面において，

フレーミングを意識した声がけが意欲の向上とどのよ

うな関係にあるかをRCTによって調査した。その結

果，主に肯定的なフレーミングが意欲の向上に寄与し

ていることが分かった。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）
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－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

－ 平成29年6月

40 訪問リハビリテーション利

用者の暮らしを守る生活見守り

シートの開発と実践の紹介

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

本研究では，我々が開発した訪問利用者の暮らしを守

るための生活見守りシートと，それを用いた実践を紹

介した。虚弱高齢者や終末期利用者に倒しても生活見

守りシートは問題点や方向性が示唆できるようになっ

てあり，実践だけでなく教育にも有効活用できる可能

性が示唆された。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，中岡絵美，山本秀美，古家

真優，大島知子，池田秀一）

42 訪問リハビリテーション利

用者における外出頻度，地域活

動への参加，時間の感覚，憂鬱

に関する実態調査

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

本研究では，ICFにおける活動や参加を促すことを目

的に，訪問リハビリテーション利用者の活動，参加の

実態を調査した。その結果，利用者の活動，参加が低

下しているという実態があらためて示唆された。地域

特性を考えながらこれらに対処していく必要性が示唆

された。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，大島知子，池田秀一）

41 終末期患者の緩和ケアにお

ける訪問リハビリテーションの

可能性

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

本研究では，終末期のがん患者，非がん患者に対する

訪問リハビリテーションの実践事例から，その可能性

を報告した。在宅において理学療法士が看取りまで実

践する意義や可能性を示唆することができた。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：山本秀美，池田耕二，中岡絵美，古家

真優，大島知子，中瀬美穂，池田秀一）

43 重症急性膵炎後に廃用症候

群を呈した1症例に対する訪問

リハビリテーションの長期介入

効果に関する一考察

第10回日本訪問リハビリ

テーション協会学術大会

（札幌）

本研究では，発症後，衰弱がひどく予後が不良な症例

に対して，訪問リハビリテーションによる長期介入を

行った。その結果，日常生活が自立し，活動範囲は広

がり，自己管理能力が育まれたことを報告した。これ

により，今後予想される在宅の虚弱高齢者に対する訪

問リハビリテーションの可能性を広げることができ

た。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：大島知子，池田耕二，山本秀美，古家

真優，中岡絵美，池田秀一）

第19回日本在宅医学会大会

（名古屋）

44 訪問リハビリテーションに

より認知症高齢者の地域生活の

再建ができた事例報告

本研究では，地域における認知高齢者の生活を，多職

種，多部門連携と近隣住民との協力によって再建した

事例を報告した。これにより認知症高齢者の地域生活

再建の可能性を示唆することができた。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：金谷親好，池田耕二，久松憲明）
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－ 平成29年6月

－ 平成29年7月

－ 平成29年9月

－ 平成29年9月

－ 平成29年9月

45 不眠のある終末期がん患者1

症例に対する緩和ケアにおける

理学療法の可能性 ‐睡眠計と

理学療法ケアシートの活用－

第22回日本緩和医療学会学

術大会（横浜）

本研究では，終末期がん患者に対して，我々が開発し

てきた理学療法ケアシートと睡眠計を活用した理学療

法の実践を通して，緩和ケアにおける理学療法の有効

性や可能性を示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵，池田耕二，黒田未貴，赤

田美和子，早田敏）

47 線維筋痛症2症例に対する3

週間入院運動療法プログラムの

試み ～運動療法介入による脳

血流の変化とQOLの改善につい

て～

第22回ペインリハビリテー

ション（神戸）

本研究では，線維筋痛症患者の3週間入院プログラム

の効果を，脳血流の変化と生活の質（ＱＯＬ）の改善

から示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：藤田信子，池田耕二，高井範子，松野

悟之，小泉優喜，平岡駿典，高橋紀代，三木健司，仙

波恵美子）

48 線維筋痛症２症例に対する3

週間入院運動療法プログラムの

試み　－心理的側面からの検討

第22回ペインリハビリテー

ション（神戸）

本研究では，線維筋痛症患者の3週間入院プログラム

の効果を，心理的変化と生活の質（ＱＯＬ）の改善か

ら示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：高井範子，藤田信子，池田耕二，丸山

伸廣，栗田樹，中原理，髙橋紀代，三木健司，仙波恵

美子）

46 外出を契機に活動意欲を取

り戻し自宅復帰可能となった虚

弱高齢者1症例の理学療法経験

第29回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，意欲低下を示したがんサバイバーの高齢

者が，外出を契機に活動意欲を取り戻し自宅復帰が可

能になった事例を報告した。ここでは，あらためて機

能障害だけでなく，活動，参加に目を向けた実践や多

職種連携の有効性や必要性を示唆した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：門内鈴香，池田耕二，中岡伶弥，黒田

未貴）

49 当院における入院高齢患者

の「装い」に関するアンケート

調査 -「装い」を支援する作業

療法介入に向けて-

第37回近畿作業療法学会

（奈良）

本研究では，入院高齢患者の「装い」に対する関心度

をアンケート調査した。多くの高齢者は「装い」，す

なわち，おしゃれに対する関心が低くなっていた。作

業療法では装いを支援していく必要があることを報告

した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：松井美夕貴，池田耕二，木村恵理，阪

本みさき，尾藤彩花，宮内克明，水本紀子，黒田未

貴，老田弘子，池田秀一）
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－ 平成29年10月

－ 平成29年12月

－ 平成29年12月

－ 平成30年3月

51 圧迫刺激が足関節背屈可動

域および足関節底屈筋の筋出力

に及ぼす影響について

保健医療学学会第8回学術集

会（大阪）

本研究では，圧迫刺激が足関節背屈可動域および足関

節底屈筋の筋出力に及ぼす影響について調査した。結

果，圧迫による足関節背屈可動域への影響は認められ

なかったが，筋出力においては介入後の腓腹筋に有意

な低下が認められた。これは圧迫による腓腹筋の筋出

力低下作用を示唆した。

本人担当部分：分析，執筆

（共同発表者：城野靖朋，岡村和典，池田耕二，粕渕

賢志，神里巌，金井秀作）

52 理学療法を積極的に取り組

んでいる腕神経叢引き抜き損傷

を有する男性患者の意欲を探求

する ―解釈学的現象学分析―

保健医療学学会第8回学術集

会（大阪）

本研究では，理学療法を積極的に取り組んでいる腕神

経叢引き抜き損傷を有する男性の意欲を探求し，理学

療法実施患者の意欲向上における知見を得た。本男性

からは，【半年限定で意欲が維持できるという認識】

【焦り，病状，苦痛を，身体を回復させるための意欲

に変化させる力】【家族の存在によって強気な自分を

維持できる】【妻の努力に依存しない自分，妻からエ

ネルギーをもらう自分という二つの自分】【父親，主

人，男としてのプライド】【努力を維持するために，

自分をモニタリングし，追い込む力】【職場復帰への

意欲と，復帰後への不安から生じる葛藤】【医療ス

タッフからの情報により，ゆらぐ思い】【セラピス

ト，病棟，友人との関係性から構成される意欲や思

い】の9つのテーマが得られた。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）

50 繊維筋痛症患者に対する３

週間入院プログラムの試み

日本繊維筋痛症学会第９回

学術集会（大阪）  

本研究では，線維筋痛症患者に対する3週間入院プロ

グラム（運動療法）の効果を示唆した。

本人担当部分：データ収集

（共同発表者：高橋紀代，小泉優喜，谷山ゆりえ，丸

山信廣，中原理，池田耕二，高井範子，藤田信子，三

木健司，仙波恵美子）

53 当院における血液透析患者

の足病変・足部変形のケアに向

けた実態調査

第8回日本腎臓リハビリテー

ション学会学術集会（仙

台）

本研究では，透析患者における足病変・足部変形の実

態調査を行った．その結果，①足病変は有26肢，無6

肢，内訳は胼胝形成が58%，乾燥が12%，潰瘍形成が

15%等（重複）であった．②足部変形は有26肢，無6

肢，内訳は浮き足43%，外反母趾25%，内反小趾13%等

（重複）であった．③ROM制限は有24肢，無8肢，横

アーチは正常9肢，低下23肢であった．③潰瘍形成

は，有4肢，無28肢であったことを報告し，足病変，

足部変形のケアの必要性を報告した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：大原佳孝，池田耕二，朴聖章，髙橋昇

嗣，吉冨慈洋，前田純依，島津生江，池田秀一）

リハ－65



著書，学術論文等の名称
単著・
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発行又は
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又は発表学会等の名称

－ 平成30年3月

－ 平成30年3月

－ 平成30年6月

－ 平成30年6月

－ 平成30年7月

55 末期腎不全(ESKD)を併存し

た恥骨骨折症例に対する理学療

法経験

第8回日本腎臓リハビリテー

ション学会学術集会（仙

台）

本研究では，末期腎不全（ESKD）を併存した恥骨骨折

症例に対する理学療法の経験を報告した。

具体的には，本経験からは医師と連携し，理学療法士

が運動中の呼吸循環応答等を評価し慎重に運動負荷を

調整すれば，ESKD症例に対しても有効な理学療法が可

能となり，ADL向上が図れることを示唆した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：前田純依，池田耕二，大原佳孝，髙橋

昇嗣，吉冨慈洋，前田純依，池田秀一）

56 当院がんリハビリテーショ

ン実施患者の実態調査

第23回日本緩和医療学学会

（神戸）

本研究では，筆頭演者所属病院におけるがんリハビリ

テーションの実態を調査し，年齢80歳代，PSは重度，

家族の関わり有は9割，独居は4割，症状は倦怠感，痛

み，食欲低下が多く，ADL介助は清拭，移動，排泄が

多く，退院先は自宅，死亡退院が4割を占めていたこ

とを報告した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵，池田耕二，黒田未貴、中

本直子、松井美夕貴、中川卓、赤田美和子、早田敏）

54 高齢血液透析患者における

FIMと自覚的困難感との関係性

～緩和的な理学療法に向けた取

り組み～

第8回日本腎臓リハビリテー

ション学会学術集会（仙

台）

本研究では，高齢血液透析患者の自覚的困難感を軽減

する緩和的な理学療法の取り組みに向け，FIMと自覚

的的困難感の関係性を検討した．その結果，高齢HD患

者の困難感を軽減するためには，個々に合わせた継続

的な運動や環境・介助調整等が大切になることを報告

した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：朴聖章，池田耕二，大原佳孝，高橋昇

嗣，吉冨滋洋，前田純依，島津生江，池田秀一）

57 パーキンソン病独居高齢者

に対する自助力を高める視点か

らの訪問リハビリテーションの

実践

第12回訪問リハビリテー

ション学会（北九州）

本研究では，転倒を繰り返し在宅生活が困難になりつ

つあったパーキンソン独居高齢者に対し，生活を見守

る視点から訪問リハビリテーション（以下，訪問リ

ハ）を実践し，良好な結果を得たので報告した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優、竹内章、大島知子、池田秀一）

58 これからの魅力ある臨床実

習、臨床教育に向けて

第30回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本シンポジウムでは，現在の学生や新人の現状を鑑

み，大切になると考える3つの視点，①現場教育にお

ける「場」づくりという視点．②経験資本という視

点．③感情労働という視点を紹介し，今後の臨床実

習，新人教育，人材育成についての課題をなげかけ

た。
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－ 平成30年9月

－ 平成30年10月
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59 閉じこもり傾向にあった高

齢者に対して生活の再構築を可

能にした理学療法実践～脱臼不

安感，運動と食への関心に着目

して～

第30回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

本研究では，入院前より閉じこもり傾向にあった高齢

者に対して，身体機能だけでなく，脱臼不安感や運動

と食への関心，他者との交流に着目した理学療法を実

践したことで，それらに対する認識が変化し，生活の

再構築が可能となった事例を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，竹内章，大島知子，池田秀一）

60 線維筋痛症高齢女性2症例に

対する3週間入院運動プログラ

ムの試み：前頭前野の血流動態

の変化と疼痛、抑うつ、QOLの

改善について

第23回日本ペインリハビリ

テーション学会（福岡）

本研究では，線維筋痛高齢女性に対して3週間入院運

動プログラムを行い、疼痛、抑うつ、QOLの改善と

Near Infrared spectroscopy (NIRS)による前頭前野

(PFC)の血流動態の変化について報告した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：藤田信子，池田耕二，高井範子，松野

悟之，金子基史，三木健司，行岡正雄，仙波恵美子）

63 卒前教育における終末期理

学療法講義の役割を再考する

第7回日本理学療法教育学会

（神戸）

本研究では，卒前教育として実施している終末期理学

療法の講義が，学生に死と向き合う機会を提供し，終

末期PTに対する学習・実践意欲を高める機会になって

いることを報告した．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：山口朋彦，池田耕二，栁本展孝）

61 線維筋痛症高齢女性２症例

に対する３週間 入院運動プロ

グラムの試み －患者の心身の

変化と理学療法士の関わり方に

第23回日本ペインリハビリ

テーション学会（福岡）

本研究では，線維筋痛症（FM）患者である高齢女性２

症例について，３週間入院運動プログラムの介入を行

い，その効果と理学療法士（PT）の関わり方を含めた

心身の変化の検討を行った。

本人担当部分：データ収集，分析，考察

（共同発表者：高井範子，藤田信子，池田耕二，金子

基史，三木健司，行岡正雄，仙波恵美子)

62 転倒を契機に横紋筋融解症

を呈した超高齢患者一症例に対

する理学療法経験 ―摂食嚥下

機能と栄養状態に着目して―

第5回日本予防理学療法学会

（福岡）

本研究では，横紋筋融解症に褥瘡，摂食嚥下機能障害

を合併していた症例に対して，栄養状態と摂食嚥下機

能に着目した理学療法を行い，経口摂取を可能にし栄

養状態や基本的動作等を改善した症例を報告した．

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中本直子，池田耕二，古家真優，大原

佳孝）
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64 理学療法士の経験学習プロ

セスの解明にむけた探索的研究

－成長を促す経験と教訓―

第7回日本理学療法教育学会

（神戸）

本研究では，熟達理学療法士の経験学習プロセスにあ

る成長を促す経験と教訓を明らかにした。これらを理

学療法士の現場教育に活用できれば有効な人材育成が

可能になることを示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，田坂厚志，粕渕賢志，

城野靖朋，松田淳子）

67 質的研究で変形性膝関節症

患者の痛みの心理社会的側 面

を生成する要因と過程をひも解

く：探索的事例研究

第7回日本運動器理学療法学

会学術大会（岡山）

本研究では膝OA患者の一人の語り（主観的体験）か

ら，痛みの心理社会的側面の要因と生成・対処過程を

モデル構築し，探索した。その結果，＜膝の症状に対

する過剰な執着＞をコアカテゴリーとするモデルが構

築でき、痛みの心理社会的側面の一つである症状への

執着は適切な対処によって軽減可能なことを示唆し

た。本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：瓜谷大輔，池田茜，城之木徹，松端賢

太郎，六浦優斗，池田 耕二）

65 在宅終末期リハビリテー

ションを実践しているセラピス

トの体験を探求する

第9回保健医療学学会

2018年12月

本研究では，在宅終末期リハビリテーションを実践し

ているセラピストの体験を探求し，在宅終末期リハビ

リテーションを有効に実践するためには患者や家族と

の関係性づくりや変化に気づく等の能力が必要である

ことを示唆した。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：根釜夢乃，岩永愛里奈，谷口茉恵，

西本正樹，池田耕二）

66 当訪問リハビリテーション

事業所における利用者のクラス

ター分析による類型化とその特

徴

第5回日本地域理学療法学会

（横浜）

本研究では，活動，栄養，排泄，睡眠の4つの視点か

らなる評価ツールを活用し，クラスター分析によって

訪問リハ利用者の類型化を試みることである．その結

果，訪問リハ利用者は，Ⅰ群：活動と睡眠に主な課

題・介入箇所があり，特に運動機能が低い介護度4の

高齢者，Ⅱ群：睡眠に主な課題・介入箇所がある介護

度3の高齢者，Ⅲ群：栄養〈食事〉以外の7項目にわず

かな課題・介入箇所がある介護度3の高齢者，Ⅳ群：

睡眠〈量〉と排泄〈排便〉に主な課題・介入箇所があ

る介護度3の高齢者の4群に類型化できたことを報告し

た。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，大島知子，山本秀美，中岡

絵美，中川真優，竹内章，尾藤彩花，池田秀一）
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－ 平成25年11月

平成25年11月

－ 平成25年11月

－ 平成25年11月

68 熟達理学療法士の経験学習

能力を支える 仕事に対する信

念とは？

第54回日本理学療法学術大

会・第8回日本理学療法教育

学会・第2回理学療法士学

会・管理部門研究会（名古

屋）

本研究では，理学療法士の経験学習能力に大きく影響

を与える仕事に対する信念を、熟達理学療法士から解

明した。その結果，熟達PTの信念は人間関係の構築，

PTのプライドや責任感，熱意と幅広い実践，治療成果

による社会還元等から形成されていたことを報告し

た。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田 耕二, 田坂厚志, 粕渕賢志, 城

野靖朋, 松田淳子）

5 がんの緩和リハに対する意識

調査－看護とリハスタッフの比

較－

本研究は，アンケートによって，がんの緩和リハに対

する意識が看護師とリハビリスタッフでは違うことを

明らかにした．

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：河野茉梨絵,池田耕二,黒田未貴,廣瀬

将士,赤田美和子,池田秀一）

3 嚥下造影検査に嚥下障害の実

態調査

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

本研究では，嚥下造影検査と嚥下障害の関係を調査

し，その実態を明らかにした。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：上田紀子，池田耕二，黒田未貴，

廣瀬将士，清水貴恵，福井孝子，池田秀一）

4 在宅復帰に向けた家屋調査の

実態とその傾向

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

本研究では，在宅復帰に向けた家屋調査の実態を調査

し，玄関，トイレ，入浴に環境調整が多いことを明ら

かにした。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：北林直人,池田耕二,井谷友香里,坂本

みさき,尾藤彩花,上田紀子,黒田未貴,廣瀬将士,清水

貴恵,福井孝子,池田秀一）

1 訪問リハビリを利用している

主介護者の介護負担感と要介護

者のＦＩＭとの関連性について

リハビリテーション・ケア

合同研究大会くまもと2011

（熊本）

本研究では，介護者の負担かんと要介護者のＦＩＭと

の関連性を明らかにし，訪問リハビリにおける理学療

法の方向性を提示した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：岡村太嗣，池田耕二，岩森渉）

2 回復期リハビリ病棟における

家族が述べる「在宅復帰のため

の条件」と在宅復帰について

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）

本研究では,回復期病棟入院時に家族が述べる在宅復

帰のための条件と在宅復帰の関連性を検討した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：岡村太嗣,池田耕二,深田大介）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2013（千葉）
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－ 平成26年2月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月

－ 平成27年10月

－ 平成27年10月

7 デイケアにおけるサービス向

上に向けた実施調査

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2014（長崎）

本研究では，デイケアにおいて実態調査を行い，約8

割の利用者がリハビリに満足していたことや，約6割

に転倒不安があり，4割が外出を控えていたことを明

らかにした。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：大庭由香莉，池田耕二，上田紀子，中

田加奈子，大村昌和，小田瑛梨，勝久江，池田秀一）

8 重度右片麻痺患者一症例の退

院後カンファレンスからみえて

きたもの

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2014（長崎）

本研究では，重度右片麻痺患者一症例の退院後カン

ファレンスから，オムツ交換の早期指導や転落時の対

応指導，指導用パンフレットの有効性を明らかにし

た。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中川真優，池田耕二，黒田未貴,北林

直人，上田紀子，福井孝子，川岸美佐子，池田秀一）

6 転倒予防専用カンファレンス

による転倒予防の取り組み―転

倒カンファ導入の効果検討

回復期リハビリテーション

協会　第23回研究大会（愛

知）

本研究では，転倒予防専用のカンファレンスが病棟の

転倒予防に有用であることを示唆した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中田加奈子，池田耕二，黒田未貴，井

谷友香理，中川真優，朴聖章，川岸美佐子，小川敦

子，福井孝子，池田秀一）

11 高齢者の退院に向けた身体

活動量把握の取り組み

リハビリテーション・ケア

合同研究大会（神戸）

本研究では，回復期リハビリテーション病棟における

高齢者に対して，退院にむけた活動量の調査を行っ

た。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：杉本貴美子，池田耕二，古家真優，吉

冨滋洋，池田秀一）

9 家屋調査と環境調整に関する

追跡調査―インタビュー調査に

よる質的検討―

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2014（長崎）

本研究では，退院後のインタビュー調査から，患者や

家族の環境調整に対する理解不足，環境調整の追加の

必要性や不安の存在を明らかにした。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：尾藤彩花，池田耕二，上田紀子，北林

直人，阪本みさき，井谷友香理，久貝亮太，黒田未

貴，廣瀬将士，清水貴恵，池田秀一）

10 慢性心不全患者1症例に対す

る生活管理という訪問リハビリ

の役割‐入退院を繰り返さない

ために‐

リハビリテーション・ケア

合同研究大会（神戸）

本研究では，慢性心不全患者の訪問リハビリを，生活

管理の視点から見直し，その役割について考察した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：濵田絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，須々木星衣子，中瀬美穂，池田秀一）
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－ 平成28年10月

－ 平成28年10月

－ 平成28年10月

－ 平成29年2月

－ 平成29年10月 本研究では，ユニーク質問により患者をタイプ別に分

類し，肯定的な声かけと否定的な声かけでフレーミン

グ効果を検証してみた。その結果，肯定的な声かけで

フレーミング効果がみられたが，タイプ別に明らかに

なることはなかった。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：喜多一馬，池田耕二）

16 質問項目から見た患者タイ

プ別のフレーミング効果を意識

した肯定的・否定的な声かけの

有効性に関する探索的研究

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2016（茨城）

14 高次脳機能障害患者1例に対

する道のりシートを用いた退院

支援について ―退院までの道

程を共有する道のりシートの作

成と活用―

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2016（茨城）

本研究では，リハビリテーションや退院支援が困難で

ある高次脳機能障害患者に対して，退院の方向性や段

階を示す道のりシートなるものを作成し，実践した。

これにより患者の心理は安定し，リハビリテーション

は可能となり，職員の連携も良好となり，有効な退院

支援が可能となったことを報告した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：尾藤彩花，池田耕二，木村恵理，阪本

みさき，松井美夕貴，猪子純一，黒田未貴，大原佳

孝，米沢仁美，清水貴恵，上地康子，池田秀一）

13 転倒により入退院を繰り返

した一症例に対する病棟と訪問

理学療法士における協同の振り

返り－シームレスな療養支援の

構築に向けて

本研究では，病棟と訪問の理学療法士が共同で同じ症

例を振り返ることで，シームレスな支援の構築に重要

な実践知を抽出した。

本人担当部分：考察，執筆

（共同発表者：中岡絵美，池田耕二，山本秀美，古家

真優，大島知子，池田秀一）

12 訪問リハビリテーション利

用者の生活習慣とリズムに関す

る実態調査- 虚弱高齢者の暮ら

しを支える活・栄・排・睡の4

つの視点 -

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2016（茨城）

本研究では，訪問リハビリテーション対象患者の生活

習慣とリズムを，主に活動，栄養，排泄，睡眠の4つ

の視点から調査した。その結果，訪問リハ利用者の活

動低下，睡眠不足等の実態が明らかとなり，この4つ

の視点からの実践が今後は大切になることを示唆し

た。

本人担当部分：データ収集，分析，考察，執筆

（共同発表者：池田耕二，山本秀美，中岡絵美，古家

真優，大島知子，池田秀一）

15 回復期リハビリテーション

病棟における高齢患者の活動量

について －　測定部位（手首

と腰部），FIM，うつ，転倒予

防自己効力感に着目して　－

第29回復期リハビリテー

ション病棟協会研究大会

（広島）

本研究では，回復期リハビリテーション患者の活動量

を手と腰に装着し，それぞれの活動量を測定すること

で病棟の活動実態を明らかにした。手に装着した活動

量では病棟生活の実態がより反映した。またFIM，う

つ，転倒自己効力感との関係性についても報告した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：杉本貴美子，池田耕二，吉冨滋洋，中

岡伶弥，古家真優，池田秀一）

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

リハ－71



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

19 糖尿病による右下腿切断

後，多職種連携による訪問リハ

ビリテーションを実施し生活の

再構築を図った 認知症患者1症

例の実践報告

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究は，糖尿病による右下腿切断後の認知症高齢患

者を，多職種連携と訪問リハビリテーションによって

生活の再構築を実現させた実践報告である。

本人担当部分：理学療法実践，考察，執筆

（共同発表者：竹内章，池田耕二，山本秀美，中岡絵

美，大島知子，池田秀一）

20 当院回復期リハビリテー

ション病棟におけるサルコペニ

ア症例の特徴からみた今後の取

り組み

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究は，回復期リハビリテーション病棟におけサル

コペニア症例を対象に，退院時にサルコペニアが改善

した群と改善しなかった群を比較し，その特徴を明ら

かにし，今後の取り組みの方向性を示した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：中岡伶弥，池田耕二，杉本貴美子，尾

藤彩花，大庭由香莉，加藤靖乃，門内鈴香，松井美夕

貴，岡村大，田渕真由美，大原佳孝，老田弘子，池田

秀一）

17 重複障害を有する独居高齢

者の退院支援から見えてきたも

の

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究では，重複障害を有する独居高齢者の退院支援

を振り返り，退院支援能力を向上させる知見を抽出し

た。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：阪本みさき，池田耕二，尾藤彩花，木

村恵理，松井美夕貴，黒田未貴，老田弘子，池田秀

一）

18 デイケアにおいて閉じこも

り傾向にあった高齢利用者に対

する行動変容理論を用いた実践

―3事例の物語分析から得た知

見―

リハビリテーション・ケア

合同研究大会2017（久留

米）

本研究では，デイケアにおいて閉じこもり傾向にあっ

た高齢利用者に対する行動変容理論を用いた実践を，

物語分析によって分析し，閉じこもりを予防できる知

見を抽出した。

本人担当部分：分析，考察，執筆

（共同発表者：大山大将，池田耕二，黒岡禎治，廣瀬

将士，吉冨滋洋，高本晴加，勝久江，池田秀一）
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年月日

平成22年4月

～

平成28年9月

平成26年10月

～

平成28年9月

平成22年4月

～

平成28年9月

平成23年3月 大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療法学

専攻，内部障害理学療法学I

伊藤健一

　第１版を見直し，臨床実習で実際に作成された慢性

閉塞性肺疾患（COPD）症例に対するケーススタディ

（ケースレポート）をもとに，病態やPTプロセスの展

開の方法，評価での注意点，評価結果の相互関係，問

題点抽出，治療プログラムなどについて１つ１つに解

説，補足を加えた.また，学生として知って置かなけれ

ばならない基本事項について関連事項にまで派生させ

トレンドにあわせて整理した.

「慢性呼吸器疾患のケーススタディ」

（全313頁 P262-P269）

1）標準理学療法学・臨床実習とケーススタディ第２版

（再掲）

呼吸・心臓リハビリテーション，生活習慣病の運動習慣

概 要

大阪府立大学総合リハビリテーション学類

理学療法学専攻

内部障害理学療法学I・II・III

物理療法学I・II

講義では可能な限りイラストやビデオを多用し，分か

りやすいように工夫した．また，様々な資料等で出て

くる単語の統一にも気を配り，学生が混乱しないよう

に努めた．さらに，教科書的な内容の教授の後に，実

際の症例に重ね合わせることで机上での勉強と臨床で

のギャップを少なくするように努めた．また，国家試

験対策も盛り込んだ．

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

大阪府立大学総合リハビリテーション学類

理学療法学専攻

内部障害理学療法学I・II・III

物理療法学I・II

講義には active learning を促通する目的で反転授

業を取り入れている．具体的には自主制作した e-

learning 教材で自宅学習させ，講義時間は演習や

ディスカッションに活用した．

大阪府立大学総合リハビリテーション学類

理学療法学専攻

内部障害理学療法学I

基礎技術の習得には可能な限り時間を掛け，その後，

臨床で起こりうる難渋例を想定した実習を行った．

呼吸リハビリテーションにおける聴診の実習ではシュ

ミレータを活用した．

事項

１　教育方法の実践例

2）実験・実習の工夫

教 育 研 究 業 績 書
令和 　 2年　 月 3 日

氏名　　伊藤　健一

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

２　作成した教科書，教材

人間医工学

1）講義の工夫
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年月日 概 要事項

平成26年12月

平成27年12月

平成22年2月

平成23年 1月

平成23年 7月

平成23年 9月

平成23年 9月

平成23年10月

平成24年 2月

平成24年 5月

平成24年 7月

平成24年 9月

平成24年11月

平成25年 9月

平成25年 9月

平成25年 9月

2)大阪府立大学　平成26年度教員業績評価 総合評価Ｓ(S〜Cの４段階評価)

４　実務の経験を有する者についての特記事項

1)講演，研究会について

1)大阪府立大学　平成25年度教員業績評価

平成26年度第2回ホッと＆ハートの会

「運動の新しい視点：自分の運動量を見直そう」

講師

総合評価Ａ(S〜Cの４段階評価)

平成23年度第3回ホッと＆ハートの会「呼吸筋ストレッ

チの実際」講師

平成25年度第3回ホッと＆ハートの会

「呼吸体操」講師

３　教育上の能力に関する大学等の評価

大阪府理学療法士会南河内ブロック研修会「症例発表

の意義」講師

星ヶ丘厚生年金病院星ヶ丘クリニカルカンファレンス

心臓リハビリテーションにおけるCPXデータの活用方法

について講師

平成23年度第2回ホッと＆ハートの会「坂道での息切れ

コントロールと健康体操」講師

第4回次世代医療システム産業化フォーラム2011

「慢性呼吸器疾患の動作時息切れを軽減するための呼

吸運動支援装置の開発」講師

はびきの健康フォーラム「肺がん患者のリハビリテー

ション」講師

平成24年度第1回ホッと＆ハートの会

「無理のない有酸素運動１」講師

平成24年度第2回ホッと＆ハートの会

「無理のない有酸素運動２」講師

平成24年度第3回ホッと＆ハートの会

「無理のない有酸素運動３」講師

平成25年度佐賀県理学療法士会研修会

「心臓リハビリテーション：入門のためのミニマム

エッセンス」講師

平成23年度第4回ホッと＆ハートの会「呼吸筋ストレッ

チの実際」講師

平成24年度第5回ホッと＆ハートの会

「無理のない有酸素運動４」講師
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年月日 概 要事項

平成26年10月

平成27年10月

平成30年12月

平成31年2月

平成23年10月

平成24年 2月

平成25年 1月

平成25年 7月

平成26年 7月

平成26年 9月

平成27年 7月

平成28年 1月

平成30年6月

平成30年12月

平成31年1月

2)高大連携　講義について

大阪府立八尾高等学校「リハビリテーションとは」

講師

はびきの市民大学「正しい運動で健康増進」講師

大阪府立急性期・総合医療センターふれあい病院探検

隊「理学療法とは」講師

大阪府立急性期・総合医療センターふれあい病院探検

隊「理学療法における評価」講師

大阪府立泉陽高等学校「リハビリテーションとは」

講師

平成25年度第4回ホッと＆ハートの会

「骨密度と転倒予防運動について」講師

大阪府立寝屋川高等学校「リハビリテーションとは」

講師

大阪府立富田林高等学校「リハビリテーションとは」

講師

大阪府立今宮高等学校「リハビリテーションとは」

講師

大阪府立急性期・総合医療センターふれあい病院探検

隊「理学療法を体験しよう」講師

平成30年度　登美ヶ丘カレッジ

「慢性呼吸器疾患の息切れ対策：運動の意義と導入の

工夫」講師

平成30年度ローレルスクエア登美ヶ丘　健康講座

「高齢者における運動の意義」講師

大阪府立河南高等学校「人を支える「リハビリテー

ション」を知る：変わるニーズと進歩する技術　講師

奈良県立生駒高等学校「理学療法とは」講師

奈良県立高取国際高等学校「リハビリテーション学へ

の招待」講師
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年月日 概 要事項

平成23年4月〜

平成25年4月〜

平成26年4月〜

平成27年4月〜

平成22年2月

平成23年2月

５　その他

1)大学院博士前期・後期課程指導実績

（大阪府立大学）

2)大学院博士前期・後期課程学位審査会実績

（大阪府立大学）

○博士前期課程：1名

呼息時低周波電気刺激の効果に関する研究：健常成人

によるランダム化比較対照試験

スタチン投与中の運動が骨格筋ミトコンドリアへ及ぼ

す影響

○博士後期課程：2名

Predictors of improvements in exercise

capacityduring cardiac rehabilitation in the

recovery phase after coronary artery bypass

graft surgery versus acute myocardial

infarction

Changes in exercise tolerance and quality of

life are unrelated in lung cancer survivors

who undergo　video-assisted thoracic surgery

○博士前期課程：1名

食道がん切除再建術後患者の理学療法における認知行

動療法の併用が退院後の身体活動量と健康関連QOLに与

える影響

○博士前期課程：1名

エアマットレスが臥床中の呼吸機能へ与える影響

○博士前期課程：2名

透析低血圧患者における透析施行中の低負荷レジスタ

ンストレーニングは血圧および運動機能の改善に寄与

するか

○副査：1名

Modulation of corticospinal excitability

induced by combination use of motor imagery

and aftereffect of tendon vibration

(博士前期課程)

○副査：3名

Postural threat increases corticospinal

excitability  in the trunk flexor muscle in

standing（博士前期課程）

Abnormalities of the first three steps of

gait initiation in patients with Parkinson's

disease with freezing of gait（博士後期課程）
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年月日 概 要事項

平成24年2月

平成25年2月

平成26年2月

平成27年2月

Transcranial magnetic stimulation over the

cerebellum induces long latency motor

response during visually guided manual

tracking task

（博士後期課程）

○副査：2名

外乱予測が筋反応および反応前期の皮質脊髄路興奮性

に与える影響（博士前期課程）

頸随損傷者の自動車運転自立の支援に関する研究：自

動車への移乗動作における運動学的特徴の分析

（博士後期課程）

○主査：1名

呼息時低周波電気刺激の効果に関する研究：健常成人

によるランダム化比較対照試験（博士前期課程）

○副査：3名

リズミカルな足関節運動が対側ヒラメ筋H反射興奮性に

及ぼす影響（博士前期課程）

Dependency of preparatory inhibition of

corticospinal excitability on the sequence

of the to-be-signaled motor response

（博士後期課程）

離散運動と周期運動の運動制御の違いについて

（博士前期課程）

○主査：1名

エアマットレスが臥床中の呼吸機能へ与える影響

（博士前期課程）

○副査：2名

Monaural auditory stimulus affects selection

of the hand to reach（博士前期課程）

Motor evoked potential of the hand muscles

elicited by posterior-anterior current is

suppressed during eye movement without

vision

（博士前期課程）

○主査：1名

透析低血圧患者における透析施行中の低負荷レジスタ

ンストレーニングは血圧および運動機能の改善に寄与

するか（博士前期課程）
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年月日 概 要事項

平成30年2月

年月日

1)臨床実習指導者講習会

なし

平成28年

10月1日

〜

平成30年

3月31日

平成26年10月

～

平成28年9月

1)国・地方公共団体における審議会・委員会等の参画

文部科学省大学教育再生加速プログラム（I・II複合

型）大阪府立大学プロジェクト委員

臨床業務，教育業務，研究業務

リハビリテーション科主任（室長）

組織再編と新人教育システムの構築

呼吸器リハビリテーション外来の開設

看護師長および看護師教育

療法士教育プログラムの作成と運営

４　その他

1)国家公務員共済組合連合会枚方公済病院理学療法士

１　資格，免許

事項

２　特許等

３　実務の経験を有する者についての特記事項

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

平成31年

3月3日

第2018-2-031号：厚生労働省

○副査：3名

Switching or cancelling leg movement

suppresses anticipatory postural adjustment

before gait initiation（博士前期課程）

腕運動に随伴する眼球運動の発生源に関する研究

（博士前期課程）

Changes in exercise tolerance and quality of

life are unrelated in lung cancer survivors

who undergo　video-assisted thoracic surgery

（博士後期課程）

The effect of tonic contraction of one hand

muscle on motor area of tonically

contracting another hand muscle（博士後期課

程）

○学外審査員：2名

Predictors of improvements in exercise

capacity during cardiac rehabilitation in

the recovery phase after coronary artery

bypass graft surgery versus acute myocardial

infarction

（博士後期課程）

概 要
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年月日 概 要事項

平成22年4月

平成22年4月

平成23年4月

平成23年4月

平成23年4月

平成23年4月

平成30年4月

平成30年7月

平成30年12月

平成31年４月 奈良学園大学教務委員会委員（現在に至る）

奈良学園大学自己点検・評価委員会委員（現在に至

る）

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科教

務ワーキング委員（現在に至る）

大阪府立大学文部科学省大学教育再生加速プログラム

委員（平成28年9月まで）

奈良学園大学共通教育委員会委員（平成31年3月まで）

奈良学園大学入試広報委員会委員（平成31年3月まで）

2)大学委員会の活動

大阪府立大学総合リハビリテーション学部感染対策委

員会委員（平成28年9月まで）

大阪府立大学総合リハビリテーション学部入試広報委

員会副委員長（平成28年9月まで）

大阪府立大学総合リハビリテーション学部電子教科書

プロジェクト委員（平成26年3月まで）

大阪府立大学総合リハビリテーション学部選挙管理委

員会委員

大阪府立大学大阪府立大学教育改革専門委員会学修成

果可視化専門部会委員（平成28年9月まで）

奈良学園大学大学院入試小委員会委員（平成31年3月ま

で）

奈良学園大学保健医療学部研究倫理審査委員会委員

（平成31年3月まで）

奈良学園大学ハラスメント調査委員会委員長（平成31

年3月まで）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

共著 平成23年3月

共著 平成26年1月2　PT卒後ハンドブック　１年

目に習得したい基本スキル

医学書院

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

三輪書店

1　臨床実習とケーススタディ

第2版

（標準理学療法学　専門分野）

本書は理学療法士を目指す学生と学生を指導する

臨床実習指導者を対象に，学生が臨床実習に向け

て必要と思われる準備や臨床実習の意義をまとめ

るとともに，実際の学生が書いたケーススタディ

にコメントを加筆することで疾患ごとの理学療法

のポイントや重要事項を示したテキストである．

B5判 全313頁

編者：鶴見隆正，辻下守弘

共著者：鶴見隆正，辻下守弘，中川法一，宮本謙

三，沖田一彦，石倉隆，藤沢しげ子，新井光男，

橋元隆，菅原憲一，富樫誠二，橘内勇，田代千惠

美，小林修二，小林量作，田中聡，神先秀人，工

藤聡，畠中泰彦，加藤宗規，櫻井好美，高木峰

子，畠中泰司，小柳磨毅，山田拓実，鳥居昭久，

伊藤俊一，長倉裕二，甲田宗嗣，岡崎大資，伊藤

健一，他5名

本人担当部分：慢性呼吸器疾患のケーススタディ

（P262-P269）を単著．

第１版を見直し，臨床実習で実際に作成された慢

性閉塞性肺疾患（COPD）症例に対するケーススタ

ディ（ケースレポート）をもとに，病態やPTプロ

セスの展開の方法，評価での注意点，評価結果の

相互関係，問題点抽出，治療プログラムなどにつ

いて１つ１つに解説，補足を加えた.また，学生

として知っておく必要のある基本事項を関連事項

にまで派生させ，トレンドにあわせて整理した.

本書は新人理学療法士に対してon the job

trainingとoff the job trainingを職場の教育体

制として整備するだけではなく，成人としての学

習方法を身につけてもらうこと，そしてそうした

自己研鑽が自らのエンプロイアビリティ学習に向

けた動機付けを目的にしたテキストである．

B5判 全190頁

編者：斉藤秀之，島村耕介，森本榮

共著者：斉藤秀之，森本榮，青山誠，大塚功，小

泉幸毅，松原徹，豊田平介，島村耕介，後藤伸

介，対馬栄輝，高橋哲也，伊藤直人，奥山夕子，

村永信吾，伊能幸雄，中村崇，兼子昌幸，小林久

文，川村博文，辻下守弘，西上智彦，川勝邦浩，

大矢暢久，鶴見隆正，伊藤健一，他1名

本人担当部分：「症例報告から何を学ぶべき

か！」（P175‐P181）を共著

分担執筆者：川村博文，辻下守弘，西上智彦，川

勝邦浩，大矢暢久，鶴見正隆，伊藤健一

１年目のPTとして習得したい基本スキルとして

「症例報告から何を学ぶべきか！」について，症

例報告書の作成方法，症例報告の発表方法につい

て具体例を提示した中で重要ポイントをまとめ，

解説した．
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

（学術論文）

共著 平成22年12月

共著 平成24年10月

共著 平成24年12月

漸増反復起立動作テスト（IRST）で実測したPeak

VO2が反復起立回数で予測できるのかを検討し

た．若年健常人45名に自転車エルゴメータによる

CPX，IRSTを呼気ガス分析にて実施した．症候性

限界最大負荷時のCPXの酸素摂取量(CPX Peak-

VO2)とIRSTの酸素摂取量　(IRST Peak- VO2)で

は，前者が有意に高値であった．またCPX Peak-

VO2=0.1×反復起立回数+14.5，IRST Peak-

VO2=0.07×反復起立回数+18.1の有意な回帰式が

得られた．IRSTによる反復起立回数でPeak- VO2

を予測できる可能性が示唆された．

（分担執筆者：堀江淳，伊藤健一，堀川悦夫）

（担当部分：デザイン作成と解析）

本研究の目的はCOPD患者における運動中のVO2に

対する骨格筋酸素化能の影響を明らかにすること

である．8名のCOPD患者に対しエルゴメータ運動

を課し，運動中の換気とガス交換について評価し

た．VO2は血液中の酸素化レベルと心機能による

影響と同様に，動作筋における酸素利用による影

響を大きく受けていた．

（分担執筆：Tabira,K.,Horie,J.,Fujii,H.,

Aida,T.,Ito,K.,Fukumoto,T.,Imagita,H.,

Ishihara,H.）

（担当部分：データ収集）

3　Carbon Dioxide-rich Water

Bathing Increases Myonuclear

Number and Muscle Fiber Size

in Regenerating Skeletal

Muscles

（査読付）

（炭酸泉浴は再生骨格筋におけ

る筋細胞数と筋線維のサイズを

増加させる）

1　全身持久力評価としての漸

増反復起立動作テストの活用可

能性の検討

（査読付）

理学療法科学 ，25：P843-

P847

RESPIRATORY CARE, 57:

P1602-P1610

Journal of Physical

Therapy Science ，24：

P1295-P1298

2　The Relationship Between

Skeletal Muscle Oxygenation

and Systemic Oxygen Uptake

During Exercise in Subjects

With COPD: A Preliminary

Study

（査読付）

（COPD患者における運動中の骨

格筋酸素化能と酸素摂取量との

関係：予備的研究）

本研究は炭酸泉浴が筋損傷後の再生を促進させる

かどうかについて検討した．Wistar系雌ラットを

非損傷群（NI），損傷群（IC），損傷＋温浴群

（ITW），損傷＋炭酸泉群（ICO2）に分け，IC，

ITW，ICO2群のラットの左前脛骨筋にブピバカイ

ン塩酸塩により筋損傷を惹起した．損傷の翌日よ

り，ITW，ICO2群のラットに温浴または炭酸泉

（1,000 ppm）をそれぞれ，１日に１回，37度で

30分間行った．損傷２週間後にラットの左前脛骨

筋を摘出し，筋核数，筋線維横断面積を測定し

た．筋核数はICO2群でIC，ITW群に比べ高値を示

し，筋横断面積はICO2群でIC群に比べ高値を示し

た．本研究より，炭酸泉は筋損傷後の再生を促進

させる可能性があることが示唆された．

（分担執筆担当：Nonaka,K.,Akiyama,J.,

Tatsuta,N.,Une,S,Ito,K.,Kataoka,M.,

Ogaya,S.,Iwata,A.,Okuda,K.)

（担当部分：資料収集）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成25年5月

共著 平成25年5月

共著 平成26年12月

共著 平成27年2月

糖尿病時の筋萎縮が酸化ストレスと関連があるか

について検証した．速筋線維優位である長指伸筋

は萎縮し，抗酸化酵素(カタラーゼ，グルタチオ

ンペルオキシダーゼ，スーパーオキサイドジスム

ターゼ)活性の上TBARSの増加が確認された．一

方，赤筋線維優位であるヒラメ筋の萎縮は軽度

で，カタラーゼ活性は上昇したが，それ以外の抗

酸化酵素活性とTBARSに変化は認められなかっ

た．以上より，糖尿病に伴う酸化ストレスが速筋

線維の萎縮を惹起する可能性を示した．

（分担執筆者:Nonaka,K., Une,S., Tatsuta,N.,

Ito,K., Akiyama,J.）

（担当部分：資料収集）

研究の目的は,COPD患者に対する呼息時電気刺激

（PESE）を用いた換気フィードバックの有効性を

明らかにすることである．24名のCOPD患者を，プ

ラセボ群とPESEを行う群に割り付けた．これら対

象者には5分間のエルゴメータ運動を2回行っても

らい，ベースライン（BL）と各介入による換気指

標を中心としたデータの測定を行った．BLに対し

プラセボ群では，安静時・運動時とも明らかな変

化は認められなかったが， PESE群では安静時・

運動時とも有意な換気効率の改善を認めた．この

結果によりCOPD患者の換気効率改善にPESEが有効

であることが明らかとなった．

（分担執筆者:Ito,K., Nozoe,T., Okuda,M.,

Nonaka, K.,Yamahara,J., Horie,J., Hayama,Y.,

Kawamura,H.）

（担当部分：研究の企画と考察，論文作成）

これまでに我々は，人工炭酸泉浴が筋損傷の治癒

回復を促進する可能性を見いだした．本研究はそ

の治癒促進のメカニズムを探ることを目的に行っ

た．筋損傷後に人工炭酸泉浴を行うと損傷筋の筋

芽細胞増殖に関わるMyoDタンパクの発現に変化は

見られないが，筋管形成に関わるmyogeninタンパ

クの発現が増加した．以上より，筋損傷後の人工

炭酸泉浴は筋管形成を促進する可能性が示唆され

た．

（分担執者:Nonaka,K.,Akiyama,J.,

Tatsuta,N.,Une,S.,Ito,K.,Ogaya,S.,

Kataoka,M.,Iwata,A.,Okuda,K.）

（担当部分：資料収集）

5　Carbon Dioxide Water

Bathing Enhances Myogenin

but Not MyoD Protein

Expression after Skeletal

Muscle Injury

（査読付）

（炭酸泉浴は骨格筋損傷後の

MyoDタンパク質を増加させない

がMyogeninを増加させる）

Journal of Physical

Therapy Science, 27：

P325-P330

6　Changes in antioxidant

enzymes and lipid

peroxidation in extensor

digitorum longus muscles of

streptozotocin-diabetic rats

may contribute to muscle

atrophy

（査読付）

（ストレプトゾトシン糖尿病

ラット長指伸筋の抗酸化酵素と

過酸化脂質の変化は筋萎縮と関

連する）

7　Electrical stimulated

ventilation feedback improve

ventilation pattern in

patients with COPD

 (筆頭著者）

（査読付）

（電気刺激による換気フィード

バックはCOPD患者の換気パター

ンを改善する）

4　The Usefulness of the

Incremental Load Repeated

Standup Test in the

Assessment of the Exercise

Capacity of Patients with

Chronic Obstructive

Pulmonary Disease

（査読付）

（慢性閉塞性肺疾患患者の運動

能力評価における漸増反復起立

動作テストの有用性）

Acta Physiologica

Hungarica, 101：P421-P428

Journal of Physical

Therapy Science ，25：

P709-P711

Journal of Physical

Therapy Science ，25：

P391-P395

椅座位からの漸増反復起立動作テスト(IRST)が

COPD患者の運動耐容能評価として活用できるかを

検討した．男性COPD患者18例を対象に6分間歩行

距離(6MWD)，漸増シャトルウォーキングテスト

(ISWT)，心肺運動負荷テスト(CEST)，IRSTを測定

した．Peak VO2の比較として，6MWTの予測値と

ISWTの予測値では，ISWTの方が有意に高値で，

6MWTの予測値とIRSTではIRSTの方が有意に高値で

あったが，IRSTとISWT ，IRST，CESTには有意差

を認めなかった．また，CEST-Peak VO2=0.12×起

立回数＋8.26，CEST-Peak VO2=0.02×6MWD＋

3.48，CEST-Peak VO2=0.02×ISWT＋6.48との有意

な回帰式が得られた．IRSTは，客観的な運動耐容

能の把握，運動処方，効果検証が可能になり，

COPD患者の運動耐容能の評価法として活用できる

可能性が示唆された．

（分担執筆者：Horie,J., Ito,K., Haya

shi,S., Fujii,H.,Ishihara,H.,Hori

kawa,E.）

（担当部分：資料収集と考察）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成27年4月

共著 平成28年5月

共著 平成28年6月

共著 平成28年7月

健康づくりのための運動指針2006に基づく身体活

動促進プログラム(EPAR)の効果を一般的な運動指

針(GEG)とともに明らかにした．対象は製造業に

従事する勤労者で,これら対象者をEPAR群とGEG

群,コントロール群に割り付け,それぞれの介入を

行った．評価項目は生化学検査値，身体組成，膝

進展筋力，運動に対する自己効力感，行動変容ス

テージである.結果より健康づくりのための運動

指針2006に基づく身体活動促進プログラムは運動

への自己効力感を増大させ，生活習慣病予防に寄

与する可能性が示唆された.

（分担執筆者：Asada,F.,Nomura,T.,

Kubota,M.,Ohashi,M.,Ito,K.）

（担当部分：研究の企画およびデザインと論文指

導）

呼吸リハビリテーションの基礎研究として呼気筋

の筋活動パターンを筋電図を用いて呼気抵抗別に

検討した．10%PEmax, 20%PEmax,30%PEmaxの抵抗

を負荷した呼息時の腹直筋と内腹斜筋,外腹斜筋

の活動量を評価した．３つの筋のうち,最も大き

な活動量を示したのは内腹斜筋であった．ただ

し,その活動量は30%PEmaxの負荷であっても

20%MVC以下であった．通常の呼吸筋トレーニング

では30%PEmax程度の負荷が推奨されるが,生理学

的な視点でみた場合,その負荷は弱すぎることが

示唆された．

（分担執筆者：Ito,K., Nonaka,K., Ogaya,S.，

Oogi,A., Matsunaka,C., Horie,J.）

（担当部分：研究の企画およびデザインと論文作

成）

本研究の目的は，虚弱高齢者に対する腹筋トレー

ニングを含んだ6ヵ月間の通所リハの効果を検証

することである．対象者は通所リハ利用中の虚弱

高齢者20名（80.5 ± 6.6歳）とした．対照群は

既存のプログラムとし，介入群は既存プログラム

に1日20回の腹筋トレーニングを含んだ．結果，

片脚立脚時間と5 m最速歩行速度は介入群が有意

に向上した．腹筋トレーニングを含んだ通所リハ

は虚弱高齢者のヘルスプロモーションとして有効

である可能性が示唆された．

（分担執筆者:阿波邦彦，北村智哉，堀江淳，伊

藤健一）

（担当部分：考察と論文作成指導）

8　虚弱高齢者を対象とした腹

筋トレーニングを含む通所リハ

ビリテーションの効果

（査読付）

ヘルスプロモーション理学

療法研究，5：P31-P36

Journal of Electromyo-

graphy and Kinesiology,

28: 76-81

9  Evaluation of a Physical

Activity Promotion Program

Using the "Exercise Guide

2006" Aimed at Preventing

Life style-related Disease

among Working People

（査読付）

（勤労者の生活習慣病予防を目

的としたエクササイズガイド

2006を用いた身体活動促進プロ

グラムの評価）

11　Electrical stimulation

ventilatory feedback

facilitates maintenance of a

prolonged expiration pattern

during exercise: A proof of

concept study in healthy

adults

（査読付）

（電気刺激呼吸フィードバック

は運動中の呼気延長の維持を容

易にする：健常成人における概

念実証試験）

10　Surface electromyogra-

phy activity of the rectus

abdominis, internal

oblique,and external oblique

muscles during forced

expiration inhealthy adults

（筆頭著者）

（査読付）

（健常成人の努力性呼気時にお

ける腹直筋，内腹斜筋，外腹斜

筋の表面筋電図の活動）

Japanease Journal of

Occupational Medicine and

Traumatology, 64: 162-172

本研究の目的は，運動中の呼息を促通させるため

に電気刺激を用いたフィードバック（ESVF）を行

い，その効果と安全性を明らかにすることであ

る．健常成人23名をESVF群と対照群に割り付け

た．対象者は呼吸練習において，呼気延長の呼吸

パターンを練習し，その呼吸法を運動中も維持す

るように指導された．運動中と運動後の呼気/吸

気時間比において対照群と比較してESVF群が有意

に高値を示した．また，ESVFによる副作用が認め

られなかったことからESVFは運動中の呼吸法を習

得させるツールになり得ることが明らかとなっ

た．

（分担執筆者:Yamahara,J.,Ito,K.,Nonaka,K.）

（担当部分：実験の計画立案と考察，論文作成指

導）

Physiotherapy Theory and

Practice，32:P483-P488
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共著 平成29年4月

共著 平成29年11月

共著 平成30年3月

（担当部分：資料収集と考察）

Journal of Physical

Therapy Science, 30:

P467-P473

本研究の目的は，胸腔鏡下手術（VATS）を受けた

患者の運動耐容能の変化とQOLとの関係を明らか

にすることである．VATS後3ヶ月間，肺癌患者36

名を追跡調査し，QOLと身体機能を評価した．QOL

の身体的および社会的側面は，術後有意に減少し

たが，第12週までに回復した．対照的に，身体機

能は術後4週までに回復していた．QOLの変化率と

身体機能に関する変化率との間には有意な相関は

認められなかった．身体機能の回復とQOLの回復

は相関しないことが明らかとなった．

（分担執筆者：Anami,K.，Horie,J.，

Hirayama,Y.，Yamashita,N.，Ito,K.）

本研究の目的は，慢性呼吸器患者における

Physical Activity Scale for the

Elderly(PASE)を用いた身体活動量評価の有用性

を検証することである．対象である50名のCOPD患

者はPASEの回答の後，活動量計を２週間装着し

た．PASE調査は初回回答から１週間後に再度行っ

た．結果はPASEスコアと活動量計カロリーには相

関が認められ，さらに初回PASEスコアと2回目

PASEスコアにも高い相関が認められた．これらの

ことから慢性呼吸器患者に対してPASEが利用でき

ることが明らかとなった．

（分担執筆者:青田絵里，伊藤健一，奥田みゆ

き，濃添建男，堀江淳，石原英樹）

（担当部分：実験の計画立案と考察，論文作成指

理学療法科学，32：

P183-P188

本研究の目的は臥床時の呼吸機能に対するエア

マットレスの悪影響の有無を明らかにすることで

ある.対象は健常者群 19 名と胸郭コンプライア

ンス低下群 10名に対して，エアマットレスと標

準マットレスの 2 つの条件下で臥位にて測定さ

れた呼吸機能を比較した．測定項目は一回換気

量，分時換気量，死腔換気率，呼吸数，呼気時

間， 吸気時間，全呼吸時間，呼気平均流量，吸

気平均流量，吸気における腹部の隆起が開始する

タイミングの 10 項目とした．結果は両群ともに

すべての測定項目でエアマットレス上臥位と標準

マットレス上臥位の間に有意な差は認められな

かった．以上よりエアマットレス導入は呼吸機能

へ悪影響を与えないことが明らかになった.

（分担執筆者:井上貴裕，野中紘士，伊藤健一）

（担当部分：実験の計画立案と考察，論文作成指

13　エアマットレスが臥床中の

呼吸機能へ与える影響

（査読付）

12 慢性呼吸器疾患における

Physical Activity Scale for

the Elderlyを用いた身体活動

量評価の有用性に関する検証

（査読付）

14　Comparison of the pain-

relieving effects of

transcutaneous electrical

nerve stimulation applied at

the same dermatome levels as

the site of pain in the

wrist joint

（査読付）

（手関節疼痛部位と同皮膚節レ

ベルに実施する経皮的電気神経

刺激の鎮痛効果の比較）

Journal of Physical

Therapy Science, 29：

P1996-P1999

15　Changes in exercise

tolerance and quality of

life are unrelated in lung

cancer survivors who undergo

video-assisted thoracic

surgery

（査読付）

（胸腔鏡下手術を受けた肺がん

患者では運動耐容能の変化と

QOLは関係がない

本研究の目的は手関節疼痛部位と同皮膚節レベル

に実施する経皮的電気神経刺激（TENS）の鎮痛効

果を比較検討することである．対象は成人女性

で，熱刺激を手関節に与えて疼痛を出現させてコ

ントロールを設定し，次に同熱刺激を与えつつ対

側の同皮膚節レベルである手関節（CW）へのTENS

実施，手関節背側の疼痛部位と同皮膚節レベルの

頸部（N）へのTENS実施，CWとNの同時両部位

（CWN）へのTENS実施である計3方法での介入を行

い，痛みの程度及び脳血流測定を行った．3つの

介入の痛みの程度は，コントロールに比べ有意に

減少したが，3方法間における痛みの程度の比較

では，いずれの組合せにおいても有意な差は認め

られなかった．効果的なTENSには皮膚節を有効に

活用することも重要であるものと考えられた．

（分担執筆者：Kawamura,H.,Nishigami,T.,

Yamamoto,A.,Tsujishita,M.,Ito,K., Ohya,N.,

Takagi,M.)

（担当部分：資料収集と考察）

日本呼吸ケア・リハビリ

テーション学会誌，26：

P495-P501
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共著 平成30年8月
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共著 平成25年12月

17　Potential of muscles to

accelerate the body during

late-stance T forward

progression in individuals

with knee osteoarthritis

（査読付）

（変形性膝関節症患者における

立脚後期の前進中に体幹を加速

するための筋の潜在性）

Human Movement Science,

61:P109-116

本研究では，加速度の減少が上腕三頭筋による前

方進行の筋電位の低下と関連しているかどうかを

明らかにするために，前方への身体重心加速度お

よび筋電位に対する個々の筋の寄与を分析した．

対象は膝OA患者12人と健常者12人である．誘導加

速度分析を使用して，各筋肉が70〜100％の立脚

期の間に前方への身体重心加速にどのように寄与

したかを分析した．次に，前方への身体重心加速

度の筋電位を算出した．膝OA患者は健常者と比較

してヒラメ筋，腓腹筋，および腸腰筋で有意に低

い前方への身体重心加速度を示した．これらの所

見は，前進に対するヒラメ筋の寄与を改善するこ

とが後期立脚期の間に膝OA患者の歩行速度を高め

るのに有効であることが明らかとなった．

（分担執筆者：Ogaya,S.,Kubota,R.,Chujo,Y.,

Hirooka,E.,Ito,K.,Kim,K.,Hase,K.）

（担当部分：研究デザインと考察）

18　Endurance exercise

increases the protein levels

of PGC-1α and respiratory

chain complexes in mouse

skeletal muscle during

atorvastatin administration

（査読付）

（アトルバスタチン投与中の持

久力運動はマウス骨格筋のPGC-

1αと呼吸鎖複合体タンパク質

を増加させる）

アトルバスタチン（AS）の投与中に，マウスの持

久力運動が骨格筋のミトコンドリア順応および筋

肉損傷を誘発するか否かを調査した．雄のマウス

を３つの群のうちの１つに割り当てた：対照

（Con），スタチン（Sta），またはスタチンおよ

び運動(Sta＋Ex)．そしてASを投与し，トレッド

ミル上で8週間運動を行った．大腿四頭筋におけ

るミトコンドリア関連タンパク質PGC-1α，およ

び呼吸鎖複合体（COX）I-V，および筋肉損傷マー

カーである血清クレアチンキナーゼのレベルを計

測した．PGC-1αおよびCOX I-VはStaおよびConの

群と比較して，Sta＋Exの群で増大した．血清ク

レアチンキナーゼレベルは同様であった．これら

のことからマウスにおける持久力運動はAS投与中

に，筋肉損傷を引き起こさずに骨格筋におけるミ

トコンドリア順応を誘導することが明らかとなっ

た．

（分担執筆者：Nonaka, K.,Ozaki, Y.,

Ito,K.,Sakita,M.,Une,S.,Akiyama,J.）

（担当部分：研究デザインと考察）

心臓リハビリテーション(心リハ)における，冠状

動脈バイパス術後(CABG)患者と急性心筋梗塞

(AMI)患者の運動耐容能改善予測因子を検討し

た．CABG後患者(61例)では，等尺性膝伸展筋力の

変化率(β=0.39,p<0.01)，ヘモグロビン値の変化

値(β=0.23,p<0.05)，心リハ開始時の脳性ナトリ

ウム利尿ペプチド値(β=-0.37, p<0.01)が運動耐

容能改善予測因子であった．一方，AMI患者(91

例)では心リハ開始時の運動耐容能(%予測値)(β

=-0.43, p<0.01)が唯一の運動耐容能改善予測因

子であった．

（分担執筆者：Suzuki,Y.，Ito,K.，

Yamamoto,K.，Fukui,N.，Yanagi,H.，

Kitagaki,K.，Konishi,H.，Arakawa,T.，

Nakanishi,M.，Goto,Y.）

（担当部分：研究デザインと解析，考察）

理学療法，30巻：P176-P1801　内部障害に対する運動療法

における臨床推論と臨床判断

「内部障害に対する運動療法における臨床推論と

臨床判断」について解説した．具体的には臨床推

論と臨床判断の意義・要点，臨床推論と臨床判断

を的確に行うための基本的知識の整理と留意点に

ついて図を用いて解説した．

（分担執筆者：伊藤健一）

（担当部分：企画と論文作成）

2　他科で役立つこんな時のリ

ハ処方

4.呼吸器内科・呼吸器外科−呼

吸リハを中心に

Journal of Clinical

Rehabilitation，22巻：

P1211-P1217

16　Predictors of

improvements in exercise

capacity during cardiac

rehabilitation in the

recovery phase after

coronary artery bypass

graft surgery versus acute

myocardial infarction

（査読付）

（回復期心臓リハビリテーショ

ンにおける運動耐容能改善予測

因子の検討-冠状動脈バイパス

術後患者と急性心筋梗塞患者の

比較-）

Heart and Vessels, 33:

P358-P366

The Journal of

Physiological Sciences,

69: P327-333

呼吸リハビリテーションを処方するにあたり必須

となる以下の点についてまとめた．１）リハの適

応者と評価，対応，２）注意点，３）主治医のリ

ハ依頼の目的や期待，４）リハ依頼の多い疾患の

概略，５）症例とその効果

（分担執筆者：石田健司，野村卓生，伊藤健一）

（担当部分：情報収集とデータ提供）
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〈国際学会〉

- 平成24年12月

- 平成25年9月

- 平成27年5月

24名の高齢COPD患者を対照群と呼息時低周波電気

刺激群に割り付け，安静時および運動時の換気機

能について，呼息時低周波電気刺激の効果を検証

した．結果より呼息時低周波電気刺激は換気機能

を有意に改善することが明らかとなった．

（共同発表者：Ito,K.,Nozoe,T.,Okuda,M.,

Nonaka,K.,Horie,J.,Kawamura,H.）

（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解

析，学会発表）

2　Effects of phasic

electrical stimulation

during expiration in elderly

patients with chronic

obstructive pulmonary

disease: A randomised

control trial

（高齢COPD患者における呼息時

電気刺激の効果：ランダム化試

験）

17th Congress of the

Asian Pacific Society of

Respirolory (Hong Kong)

World Confederation for

Physical Theraty Congress

2015（Singapore）

3　CORRELATING FACTORS OF

EXERCISE CAPACITY

IMPROVEMENT AFTER CARDIAC

REHABILITATION IN POST-

CORONARY ARTERY BYPASS GRAFT

SURGERY PATIENTS

（冠動脈バイパス術後患者にお

ける心臓リハビリテーション後

の運動能力改善の関連因子）

1　Effects of Phasic

Electrical Stimulation

during Expiration in Elderly

Chronic Obstructive

Pulmonary Disease: A Pilot

Study

（高齢COPD患者に対する呼息時

電気刺激の効果）

24名の高齢COPD患者を対照群と呼息時低周波電気

刺激群に割り付け，安静時および運動時の換気機

能について，呼息時低周波電気刺激の効果を検証

した．結果より呼息時低周波電気刺激は換気機能

を有意に改善することが明らかとなった．

（共同発表者：Ito,K.,Nozoe,T.,Okuda,M.,

Nonaka,K.,Horie,J.,Kawamura,H.）

（担当部分：研究企画，資料の収集，データ解

析，学会発表）

心臓リハビリテーション(心リハ)に参加した冠動

脈バイパス術(CABG)後患者の運動耐容能改善関連

因子を検討した．対象は，CABG後に3か月間の心

リハプログラムに参加した61例とした．対象には

心リハ前後で，運動負荷試験，膝伸展筋力測定，

体組成測定，血液データ測定が行われた．多変量

解析の結果，膝伸展筋力の変化率(β＝0.51, P＜

0.05)と換気効率(VE/VCO2 slope)の変化率(β＝-

0.67, P＜0.01)が運動耐容能改善の独立した関連

因子であることが明らかとなった．

（共同発表者：Suzuki,Y.,Hieda,M.,

Fujiwara,R.,Yamamoto,K.,Fukui,N.,Konishi,H.A

rakawa,T.,Kumasaka,R.,Nakanishi,M.,

Fukui,S.,Nakao,K.,Ohara,T.,Noguchi,

T.,Yanase,M.,Ito,K.,Goto,Y.）

（担当部分：計画と考察，研究指導）

European Respiratory

Society Annual Congress

2013 (Barcelona)

3　他職種で作成したハイフ

ローシステムマニュアル

日本呼吸ケア・リハビリ

テーション学会誌，27巻：

P146-P152

呼吸不全の新しい治療法であるハイフロー療法で

用いるハイフローシステムの設定や取り扱い方に

ついて，医師や看護師，理学療法士，薬剤師，臨

床工学技士がそれぞれの視点からわかりやすくま

とめた．

（分担執筆者：奥田みゆき，田中順哉，福田康

二，木戸悠人，清水学，上田耕平，辻是道，加治

木幸，有満道子，前田里美，伊藤健一，大木敦

司，高橋留佳，野原隆司）

（担当部分：リハビリテーション部分の企画と校

正）
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- 平成28年9月

- 平成29年9月

 〈国内学会〉

- 平成22年7月 第16回日本心臓リハビリ

テーション学会

（鹿児島）

重症慢性心不全患者において下肢の低強度レジス

タンストレーニングを併用した運動療法の安全性

と効果について，臨床所見および運動耐容能を比

較対象試験により検討した.結果，低強度レジス

タンストレーニングを併用したプログラムは重症

慢性心不全患者において運動耐容能の改善を促進

し，安全であることが明らかとなった．

（共同発表者：安達裕一，福井教之，小西治美，

伊藤健一，中西道郎，高濱博幸，簗瀬正伸，相原

直彦，野口輝夫，後藤葉一）

（担当部分：治療介入およびデータ収集）

呼気筋の筋活動パターンを筋電図を用いて呼気抵

抗別に検討した．10%PEmax, 20%PEmax,30%PEmax

の抵抗を負荷した呼息時の腹直筋と内腹斜筋,外

腹斜筋の活動量を評価した．３つの筋のうち,最

も大きな活動量を示したのは内腹斜筋であった．

ただし,その活動量は30%PEmaxの負荷であっても

20%MVC以下であった．通常の呼吸筋トレーニング

では30%PEmax程度の負荷が推奨されるが,生理学

的な視点でみた場合,その負荷は弱すぎることが

示唆された．

（共同発表者：Ito,K.,Nonaka,K.,Ogaya,S.,

Horie,J.）

（担当部分：データの解析，考察，学会発表）

本研究の目的はマスクを用いたスパイロメトリの

妥当性と再現性を明らかにすることである．筒型

マウスピースの代わりにマスクを用いて肺機能を

測定した結果，妥当性と再現性が確認できた．こ

のことから，スパイロメトリの際に筒型マウス

ピースの代わりにマスクを用いることが可能であ

ると考えられた．但し，データの取り扱いに関し

ては一次回帰式で補正する必要がある．また，今

回の結果は安静時計測の結果であり，背景に記し

た運動時評価における妥当性と再現性の検討は今

後の課題である．

（共同発表者：Ito,K., Nonaka,K., Takeda,S.,

Nishikawa, T.,Anami,K., Horie,J.,

Tsujishita,M., Kawamura,H.）

（担当部分：データの解析，考察，学会発表）

European Respiratory

Society Annual Congress

2016 (London)

6　Assessment of the

mechanism underlying the

improvement in ventilation

efficiency induced by phasic

electrical stimulation

during expiration in

patients with chronic

obstructive pulmonary

disease.

（慢性閉塞性肺疾患患者に対す

る呼息時電気刺激がもたらす換

気効率の改善機序）

本研究の目的はCOPD患者に対する呼息時電気刺激

（PESE）が換気効率を改善する機序を明らかにす

ることである．対象は35名の外来COPD患者で電気

刺激を行わない，電極を設置しただけの群（sham

control）と呼息筋である腹直筋に対して電気刺

激を行う群（R-PESE），呼息に関係の無い腕橈骨

筋に対し電気刺激を行う群（B-PESE）の３群に無

作為に割り付けた．各群とも安静時の換気機能指

標の計測の後，各群の介入下に軽い運動を行い換

気機能指標を計測した．本研究の結果よりPESEの

効果は呼息筋に対する機能的電気刺激としての効

果ではなく，呼息を促すbiofeedbackの効果であ

ることが明らかとなった．

（共同発表者：Ito,K., Nonaka,K., Nozoe,T.,

Shiranita,S.,Horie,J.,Shimizu,G.,Ogi,A.,

Okuda,M.,Watanabe,N.）

（担当部分：データの解析，考察，学会発表）

European Respiratory

Society Annual Congress

2017 (Milan)

4　Electromyography Activity

of the Rectus Abdominis,

Internal Oblique, and

External Oblique Muscles

During Forced Expiration in

Healthy Adults

（健常成人における努力性呼気

時の腹直筋，内腹斜筋と外腹斜

筋の筋電活動）

5　Validity and Intra-class

Reliability of Spirometry

Using a Mask Instead of  a

Mouthpiece

（マウスピースの代わりにマス

クを用いたスパイロメータの信

頼性と妥当性）

European Respiratory

Society Annual Congress

2015 (Amsterdam)

1　重症慢性心不全における低

強度レジスタンストレーニング

併用の効果と安全性に関する検

討
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- 平成23年5月

- 平成23年7月

- 平成23年11月

慢性呼吸器疾患患者50例を対象に，Physical

Activity Scale for the Elderly日本版（以下

PASE）の再現性および妥当性を検討した．妥当性

検討の方法には，３次元加速度センサ搭載の活動

量計を装着し活動消費カロリーを計測した．

その結果，PASEスコア総点は104.7±71.1点，活

動量計による活動消費カロリーは375.6±161.6

kcal/dayであった．妥当性を示すPASEスコアと活

動消費カロリーの相関（r=0.51，p＜0.01）およ

び，再現性を示す1回目と2回目のPASEスコアの相

関（ICC=0.61，p＜0.01）は共に有意に高い相関

関係が認められ，慢性呼吸器疾患においてPASEの

使用が可能であることが明らかとなった．

（共同発表者：青田絵里，伊藤健一，野村卓生，

浅田史成，堀江淳，濃添建男，奥田みゆき，相良

憲幸，石原英樹）

（担当部分：データの解析，考察，研究指導）

COPD患者を対象にNIRSを用いて運動中の下肢筋酸

素動態を測定し，酸素摂取量との関連について検

討した．対象はCOPD患者10名とし，ランプ負荷で

の呼気ガス分析と並行して外側広筋で組織酸素飽

和度(StO2)，筋酸素抽出率(MOER)を測定した．

VO2とStO2，SpO2は全例で有意な負の相関を示し

た．VO2とHR，MOERは全例で有意な性の相関を示

した．COPD患者においても骨格筋酸素動態がHR，

SpO2同様にVO2に影響することが示された．運動

制限因子がMOERであるならば骨格筋トレーニング

を主としたプログラムの構成が必要であることが

示唆された．

（共同発表者：田平一行，藤井宏匡，相田利雄，

伊藤健一，堀江淳）

（担当部分：分析，考察）

COPD患者の呼気に対する機能的電気刺激（以下

FES）の効果を一症例において検討した．80歳男

性のCOPD患者に対し，運動のみを遂行した場合

と，FESを行いながら運動を遂行した場合の換気

機能等を比較し，その影響について検討した．安

静時，運動時ともにFESの介入により一回換気量

が増大し，呼吸数が減少した．本対象者において

は，呼気に対するFESにより安静時および運動時

の換気効率を改善することができた．

（共同発表者：伊藤健一，濃添建男，平瀬智，奥

田みゆき）

（担当部分：研究計画と解析）

第46回日本理学療法学術大

会（宮崎）

2　慢性呼吸器疾患患者に対す

るPhysical Activity Scale

for Elderly日本版を用いた身

体活動量評価の有用性に関する

研究

第20回日本呼吸ケア・リハ

ビリテーション学会学術集

会（鹿児島）

第23回大阪府理学療法学術

大会（大阪）

我々が開発した座位有酸素運動プログラムにおい

て80bpmと160bpmの異なる２つの運動テンポを設

定し，強度とエネルギー消費比較検討した．運動

強度は両テンポとも有酸素運動の範囲であった．

一方，総エネルギー消費量では160bpm，脂肪酸化

比・脂肪酸化量では80bpmが有意に高い値を示し

た．我々が開発した座位有酸素運動プログラムに

おいては目的に応じて運動テンポを設定する必要

性が示唆された．

（共同発表者：弓田真梨子，久川舞，真伏美和，

浅田史成，青田絵里，伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察，研究指導）

3　慢性閉塞性肺疾患患者にお

ける骨格筋酸素動態と酸素摂取

量への影響

4　改良版座位有酸素運動プロ

グラムの運動テンポ別にみた強

度，ならびにエネルギー消費に

関する研究

5　COPD患者の呼気に対する機

能的電気刺激の効果－シングル

ケースによる検討－

第21回日本呼吸ケア・リハ

ビリテーション学会学術集

会（松本）
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- 平成24年5月

- 平成24年5月

- 平成24年5月

- 平成24年11月

我々が開発した座位有酸素運動プログラムの中で

設けられているセッション毎の換気指標や動作に

応じた特徴を明らかにすることを目的に研究を

行った．対象である健常女子大学生20名を運動ス

ピード80bpm群と160bpm群の２群に割り付け，CPX

と割り付けられたスピードでの運動を実施した．

その際のV02とTV，Rを測定し比較検討した．結果

より我々が開発した座位有酸素運動プログラムに

おいては運動部位や体幹の使用量の違いがV02や

換気量に影響を及ぼすことが明らかとなった．

（共同発表者：弓田真梨子，山原純，久川舞，伊

藤健一）

（担当部分：データ収集とその解析，考察，研究

指導）

我々が開発した座位有酸素運動プログラムの運動

強度，身体使用部位の違いが糖・脂肪代謝に与え

る影響について検証した．健常成人20名は運動テ

ンポ80 bpm群と160 bpm群に割付けられ，各々の

運動プログラムを遂行した．今回用いたプログラ

ムで脂肪を選択的に燃焼するには，低強度（80

bpm）の下肢を中心とした運動が最適であるこ

と，糖を選択的に燃焼するには身体使用部位に関

わらず高強度（160 bpm）の運動を行うことが適

切であることが明らかとなった．

（共同発表者：山原純，弓田真梨子，伊藤健一）

（担当部分：データ収集とその解析，考察，研究

指導）

本研究の目的は，運動中の呼息を促通させるため

に電気刺激を用いたフィードバック（ESVF）を行

い，その効果と安全性を明らかにすることであ

る．健常成人23名をESVF群と対照群に割り付け

た．対象者は呼吸練習において，呼気延長の呼吸

パターンを練習し，その呼吸法を運動中も維持す

るように指導された．運動中と運動後の呼気/吸

気時間比において対照群と比較してESVF群が有意

に高値を示した．また，ESVFによる副作用が認め

られなかったことからESVFは運動中の呼吸法を習

得させるツールになり得ることが明らかとなっ

た．

（共同発表者：山原純, 野中紘士, 藤川薫,

小川和哉, 伊藤健一）

（担当部分：実験の計画立案と考察，論文作成指

導）

第47回日本理学療法学術大

会（神戸）

第22回日本呼吸器ケア・リ

ハビリテーション学会学術

集会（福井）

第47回日本理学療法学術大

会（神戸）

6　我々が開発した座位有酸素

運動プログラムの換気指標にお

ける特徴

第47回日本理学療法学術大

会（神戸）

8　神経・筋機能制御を目的と

した物理療法と運動療法の複合

効果　呼吸理学療法における治

療的電気刺激と運動

7　我々が考案した座位有酸素

運動プログラムにおける糖・脂

肪代謝の検証　運動強度と身体

使用部位に着目して

「神経・筋機能制御を目的とした物理療法と運動

療法の複合効果：呼吸理学療法における治療的電

気刺激と運動」といった視点で，我々が開発して

きた呼息時低周波電気刺激の効果や課題，将来展

望などについて提示した．

（伊藤健一）

（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解

析，発表）

9　運動時換気および呼吸時間

に対する呼息時低周波電気刺激

の効果-健常仁による予備的検

討-

リハ－89



著書，学術論文等の名称
単著・
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発行又は
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発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

- 平成24年11月

- 平成25年5月

- 平成26年9月

- 平成26年9月

本研究の目的は，胸腔鏡下肺葉切除術（以下，

VATS）後1ヵ月時におけるATポイントでのMETsの

差異で術前の身体機能に違いがあるか検証するこ

とである．対象はVATSが施行された23名，年齢

70.5±7.3歳であった．3.1METs以上群（12名）と

3METs以下群（11名）に分け術前身体機能を比較

した結果，3METs以下群は有意に体重比膝伸展筋

力が低値を認めたが，それ以外には有意差を認め

なかった．結果より術後に安全かつ効率的な運動

ができるためには下肢筋力が重要であることが明

らかとなった．

（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，堀江淳，太

田垣あゆみ，松井萌恵，田中宇大，山下直己，伊

藤健一）

（担当部分：計画と考察，研究指導）

第22回日本呼吸器ケア・リ

ハビリテーション学会学術

集会（福井）

トレッドミルを用いた屋内有酸素運動中の「映像

視聴」が及ぼす身体への影響について検討した．

24名の健常女子大学生を映像視聴「あり」群と

「なし」群の２群に割り付けトレドミル歩行を行

い,疲労指標や呼吸代謝指標,換気能力指標を測定

した．身体的疲労感と精神的疲労感はともに2群

間で有意な差は認められなかった．一方で

VO2,METS,EEについては,いずれも「あり」群が

「なし」群に比べ有意に高い値を示した．本研究

結果から,運動中の映像視聴は映像「なし」での

運動と変わらぬ疲労感で効率の良い運動が可能と

なることが示唆された．

（共同発表者：小西隆幸，杉山友香，谷口結子，

藤井愛美，野中紘士，伊藤健一）

（担当部分：計画と考察，研究指導）

11　高齢COPD患者に対する呼息

時低周波電気刺激の効果

第48回日本理学療法学術大

会

（名古屋）

24名の高齢COPD患者に対して呼息時低周波電気刺

激（PESE）を用い，その効果を，安静時および運

動時の換気機能や酸素摂取量に着目し検討した．

本研究の結果よりPESEが安静時および運動時の換

気効率を改善することが明らかとなった．また，

その際にはPESEが仕事量増大の指標になり得る

VO2／Wの増大を誘発しないことが証明された．

（共同発表者：伊藤健一，野中紘士，濃添建男，

奥田みゆき，川村博文）

（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解

析，学会発表）

12　胸腔鏡下肺葉切除術

（VATS）後1ヵ月時におけるAT

ポイントでのMETsの差異で術前

の身体機能に違いはあるか？

第33回日本臨床運動療法学

会学術集会（大阪）

13　室内有酸素運動における映

像の効果

第33回日本臨床運動療法学

会学術集会（大阪）

24名の高齢COPD患者を対照群と呼息時低周波電気

刺激群に割り付け，安静時および運動時の換気機

能の変化から，呼息時低周波電気刺激の効果を検

証した．結果より呼息時低周波電気刺激は換気機

能を有意に改善することが明らかとなった．

（共同発表者：伊藤健一, 野中紘士, 濃添建男,

奥田みゆき）

（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解

析，学会発表）

10　高齢COPD患者に対する呼息

時低周波電気刺激の効果
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

- 平成26年10月

- 平成27年6月

- 平成27年6月

- 平成27年7月

本研究は，VATS前後から術後1ヵ月にかけての身

体能力および健康関連QOLの変化を前向きに検討

した．対象は30名で年齢72.3±7.2歳であった．

反復測定分散分析の結果，呼吸機能は低下したま

まだが，運動耐容能は術後1ヵ月で術前の値まで

回復することが示唆された．しかしながら，健康

関連QOLは1ヵ月では完全に回復しないことが明ら

かとなった．そのため退院前指導をはじめとした

健康関連QOLを考慮した指導等の必要性が示唆さ

れた．

（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，山下直己，

堀江淳，太田垣あゆみ，松井萌恵，出見世真人，

佃陽一 ，伊藤健一）

（担当部分：計画とその解析，考察，研究指導）

本研究の目的は透析関連低血圧患者の特徴を明ら

かにすることである．対象は当院外来透析患者の

うち，研究の同意が得られた高齢心不全患者14名

とし，透析中に収縮期血圧が20mmHg以上低下し，

100mmHg未満となる血圧低下群7名と対照群7名の2

群に分け，身体機能などを比較検討した．対照群

と比較し，血圧低下群では蛋白異化率が有意に低

値であったことから，透析関連低血圧患者の特徴

として，蛋白摂取量が低い傾向であり栄養障害の

あることが示唆された．

（共同発表者：山下真由子，寺崎珠，中瀬理恵，

杉本篤子，木下千春，神田豊子，伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察，研究指導）

第24回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（奈良）

健常者を対象に，エアマットレスが臥床中の呼吸

機能に与える影響を明らかにした．対象者にはエ

アマットレスと標準マットレス上にて臥位を取ら

せ，一回換気量，呼吸数などの呼吸機能を測定し

比較した．エアマットレス上臥位と標準マットレ

ス上臥位の間で呼吸機能に有意差は認められな

かった．胸郭のコンプライアンスの良い者につい

てはエアマットレスを使用しても，呼吸機能に変

化を及ぼさないことが明らかになった．

（共同発表者：井上貴裕，伊藤健一，野中紘士）

（担当部分：計画とその解析，考察，研究指導）

15　胸腔鏡下肺葉切除術後患者

における身体能力および健康関

連QOLの縦断的変化の検証

第50回日本理学療法学術大

会

（東京）

16　強制呼気筋の強度別筋活動

パターンの解明：無作為割付，

シングルブラインドによる検討

第50回日本理学療法学術大

会

（東京）

呼吸リハビリテーションにおける呼吸筋トレーニ

ングを効率良く実施するために,強度別筋活動パ

ターンを筋電図を用いて検討した．10%PEmax,

20%PEmax,30%PEmaxの抵抗を負荷した呼息時の腹

直筋と内腹斜筋,外腹斜筋の活動量を評価した．

３つの筋のうち,最も大きな活動量を示したのは

内腹斜筋であった．ただし,その活動量は

30%PEmaxの負荷であっても20%MVC以下であった．

通常の呼吸筋トレーニングでは30%PEmax程度の負

荷が推奨されるが,生理学的な視点でみた場合,そ

の負荷は弱すぎることが示唆された．

（共同発表者：大木敦司，松中千明，野中紘士，

伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察，研究指導）

17　心不全を伴う透析関連低血

圧患者の特徴（第1報）

第21回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（福岡）

14　エアマットレスが臥床時の

「換気」を制限するか：健常者

による基礎的研究
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- 平成27年7月

- 平成28年3月

- 平成28年5月

- 平成28年5月

本研究は，胸腔鏡下胚葉切除術を受ける肺がん患

者に対し，術前から術後3ヵ月にかけて健康関連

QOLおよび身体能力の変化を前向きに検証した．

結果，肺がん患者の身体能力は術後1カ月足らず

で回復することが確認できたが，健康関連QOL

（SF-36 PCS）は術前の状況まで回復するのに3ヵ

月以上を要することが明らかとなった．つまり，

身体能力を維持・向上させるだけでは健康関連

QOL対策としては不十分であることが示唆され

た．

（共同発表者：阿波邦彦，平山善康，山下直己，

堀江淳，太田垣あゆみ，松井萌恵，出見世真人，

佃陽一， 伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察）

心臓リハビリテーション(心リハ)に参加した冠動

脈疾患(CAD)患者の体重増加について検討した．

心リハ後に体重が増加した50例のうち膝伸展筋力

改善10%以上の18例を筋力増加群，10%未満の32例

を増加不良群とした．両群ともに膝伸展筋力と骨

格筋量 は心リハ後に有意に増加したが，各増加

率は筋力増加群が不良群より有意に大きかった．

さらに，筋力増加群では体脂肪量は不変で，運動

耐容能が有意に改善したが，不良群では体脂肪量

が有意に増加し，運動耐容能に有意な増加は見ら

れなかった．下肢筋力増加を伴う体重増加は「良

い体重増加」であることが明らかとなった．

（共同発表者：鈴木裕二，山本壱弥，福井教之，

柳英利，北垣和史，小西治美，稗田道成，藤原玲

子，荒川鉄雄，熊坂礼音，福井重文，大原貴裕，

簗瀬正伸，中尾一泰，中西道郎，伊藤健一，後藤

葉一）

（担当部分：計画と考察，研究指導）

透析低血圧患者の血圧や運動機能が３か月間低負

荷レジスタンストレーニング（RT）により改善す

るかを検討した。血圧については，変化は認めら

れなかった．歩行速度については，介入前後で対

照群で有意な低下が認められたが，RT群では維持

された．また，身体活動量については，介入前後

で対照群では有意な変化は認められなかったが，

RT群では有意な増加が認められた．運動に対する

行動変容ステージについても，RT群では介入前後

で有意に増加し，運動に対するアドヒアランスの

有意な改善が認められた．結果より今回のRTが運

動機能の維持や身体活動量，運動に対するアドヒ

アランスの改善において有用であることが明らか

となった．

（共同発表者：山下真由子，木下千春，

伊藤健一）

（担当部分：データの解析，考察）

第51回日本理学療法学術大

会

（札幌）

21　食道がん切除再建術後患者

の生存期間に影響を及ぼす因子

の検討―手術後におけるQOL，

身体機能改善への後追試的研究

―

第6回日本腎臓リハビリテー

ション学会 (岡山)

第51回日本理学療法学術大

会

（札幌）

20　肺がん患者の健康関連QOL

と身体能力の術後回復過程

食道がん切除再建術後患者の生存期間に関与する

因子を対象の36名を生存群・死亡群に分け比較検

討した．結果，術後1年でのAlbが死亡群で低値，

術前のがん進行度が重症な者ほど生存期間が短

かった．死亡群で生存期間が術後1年程の者も多

く．術後におけるパラメータからは生存期間予測

は困難であった．がん進行度が重症であれば，術

後の生存期間が短い可能性があり，周術期から生

存期間も考慮した理学療法を実施する必要性があ

る．

（共同発表者：髙畑晴行，脇田正徳，伊藤健一，

金光浩，長谷公隆）

18　冠動脈疾患患者の心臓リハ

ビリテーション後の体重増加は

全て悪か？：筋力・体組成から

の検討

第21回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（福岡）

19　透析低血圧患者における透

析施行中の低負荷レジスタンス

トレーニングの効果
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- 平成28年7月

- 平成28年10月

- 平成28年10月 本研究の目的はマスクを用いたスパイロメトリの

妥当性と再現性を級内相関やブランド・アルトマ

ンプロットにより明らかにすることである．筒型

マウスピースの代わりにマスクを用いて肺機能を

測定した結果，妥当性と再現性が確認できた．こ

のことから，スパイロメトリの際に筒型マウス

ピースの代わりにマスクを用いることが可能であ

ると考えられた．但し，データの取り扱いに関し

ては一次回帰式で補正する必要がある．また，今

回の結果は安静時計測の結果であり，背景に記し

た運動時評価における妥当性と再現性の検討は今

後の課題である．

（共同発表者：伊藤健一，野中紘士，武田匠平，

西川剛史，奥田みゆき）

（担当部分：データの解析，考察，発表）

22　減量に成功した肥満を有す

る冠動脈疾患患者の運動耐容能

変化が筋力・体組成に及ぼす影

響

23　食道がん患者における術前

の運動習慣と 術後呼吸機能・

健康関連QOLとの関連

第26回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（横浜）

第26回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（横浜）

第22回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（東京）

24　マスクを用いたスパイロメ

トリの妥当性と信頼性

本研究の目的は食道がん患者における運動習慣が

身体機能，QOLに与える影響を検討することであ

る．食道がん切除術を受ける15名の患者に対し，

手術前と退院時の行動変容ステージ，膝伸展筋

力，6分間歩行距離，咳嗽時最大呼気流量

（PCF），最大呼気流量（PEF），健康関連QOLを

測定した．結果を運動実行群と非実行群の2群に

分けて検討した．運動習慣と術後のQOLに関連性

は認められなかったが，運動習慣のある者は術前

PCF・PEF，術後PEFが有意に高かった．このこと

から，運動習慣は食道がん術後経過に良い影響を

及ぼす可能性が示唆された．

（共同発表者：髙畑晴行，濱田真一，金光浩，伊

藤健一，長谷公隆）

（担当部分：データの解析，考察）

心臓リハビリテーション参加後に減量したBMI25

以上の肥満を有する冠動脈疾患患者50例を，運動

耐容能(PVO2) 増加率が5%以上の33例(PVO2改善

群)と，5%未満の17例(非改善群)に分け，体組

成，筋力変化を比較した．PVO2改善群では，PVO2

改善(改善率 +17%，p＜0.01)に伴い，下肢筋肉量

(15.4→15.8kg，p＜0.01)と膝伸展筋力(41.4→

44.4kg，p＜0.01)が有意に改善したのに対し，

PVO2非改善群(PVO2改善率 -4%, NS)では下肢筋肉

量，膝伸展筋力とも有意な増加を示さなかった．

（共同発表者：鈴木裕二，福井教之，山本壱弥，

柳英利，北垣和史，伊藤健一，小西治美，稗田道

成，藤原玲子，渡慶次竜生，伊達歩，熊坂礼音，

荒川鉄雄，中西道郎，大原貴裕，高潮征爾，中尾

一泰，福井重文，簗瀬正伸，後藤葉一）

（担当部分：データの解析，考察）

リハ－93



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別

発行又は

発表の年月
概 要

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

- 平成28年12月

- 平成29年2月

- 平成29年5月

今回，高度心機能低下若年DCM症例の心臓リハビ

リテーション（心リハ）を経験した．症例は25歳

女性，23歳時にDCMと診断され，今回心不全増悪

にて入院となった．心リハ開始時の左室駆出率は

25%，BNP980pg/mlであった．心リハ実施中に血圧

低下，眩暈がしばしば出現し，心リハ進行が困難

であった．そこで，運動メニューの順序として有

酸素運動の実施前に低強度レジスタンストレーニ

ングを先行させたところ，低血圧症状は軽減し，

心リハ3ヶ月終了時にはPeakVO2が＋37.7%，等尺

性膝伸展筋力が＋17.9%と良好に増加した．

（共同発表者：鈴木裕二，伊藤健一，福井教之，

山本壱弥，柳英利，北垣和史，小西治美，渡慶次

竜生，伊達歩，熊坂礼音，荒川鉄雄，三浦弘之，

長谷川拓也，中尾一泰，福井重文，簗瀬正伸，中

西道郎，後藤葉一）

（担当部分：データの解析，考察，発表）

日本心臓リハビリテーショ

ン学会第2回近畿地方会

（大阪）

本研究の目的は変形性膝関節症患者が歩行中にど

の筋を使って膝を伸展させるのかを調べ，代償動

作のパターンを分類することである．計測された

歩行の運動学・運動力学データを元に多関節運動

モデルを用いたシミュレーション解析を行った結

果，１．大殿筋の活動増加，２．ヒラメ筋の活動

増加，3．前脛骨筋の活動減少，の3つの膝伸展代

償パターンに分類できることがわかった．また，

大殿筋で膝伸展を代償するパターンは他2群より

も歩行速度が高いことがわかった．この結果よ

り，大殿筋による大腿骨の後方回旋で膝を伸展さ

せる作用が，変形膝関節症患者の歩行速度を維持

するのに重要であることが明らかとなった．

本発表で学術大会賞を受賞している．

（共同発表者：小栢進也，久保田良，中條雄太，

金光浩，伊藤健一，長谷公隆）

（担当部分：研究デザイン，考察）

本研究の目的は食道がん患者における手術前の身

体活動量が，術後の身体機能,健康関連QOLに与え

る影響を検討することである．術前の活動量が1

日3METs･時間以上の活動している群の方が，以下

の群よりも手術前では等尺性膝伸展筋力，6分間

歩行距離，身体的QOLサマリースコアが有意に高

く，術後では等尺性膝伸展筋力のみ有意に高い結

果となった．食道がん切除再建術は高侵襲を伴う

手術であるため，身体機能のなかでも心肺機能と

関連する運動耐容能の低下がQOLの低下に影響す

る可能性がある．今後は，術前，周術期，退院後

において運動耐容能を高めるための理学療法介入

の有効性について検討する必要がある．

（共同発表者：髙畑晴行，濱田真一，清水遼子，

脇田正徳，金光浩，伊藤健一）

 （担当部分：研究の計画立案と考察，指導）

25　筋骨格シミュレーション解

析を用いた変形性膝関節症患者

の歩行時膝伸展パターン分類

第3回日本運動器理学療法学

会学術集会（金沢）

26　運動メニューの順序変更が

心臓リハビリテーションの円滑

な進行に有効であった高度心機

能低下DCMの一例

第52回日本理学療法学術大

会（千葉）

27　食道がん切除再建術患者に

おける術前身体活動量が術後の

身体機能と健康関連QOLに与え

る影響
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- 平成29年7月

- 平成29年9月

- 平成29年10月

第36回日本臨床運動療法学

会（大阪）

第66回共済医学会学術

集会（京都）

29　体重200kgを超える肥満肺

胞低換気症候群の症例を如何に

運動療法に繋げるか

体重が200kgを超える肥満肺胞低換気症候群患者

に対し，理学療法の位置づけを考察しながら減量

できた症例の経過について報告した．症例は30歳

男性，体重は239kgでBMIは78であった．入院当初

より低酸素血症と肺高血圧症，重度右心不全が認

められた．動作レベルは寝返り，起き上がりが何

とかできる程度であった．減量目的の介入が不可

欠であったが，立ち上がりができなかったことか

らセザムベッドによる立ち上がり介助を行い，立

位・歩行練習へと繋げていった．歩行距離も順調

に延長することができ，170kgまで減量ができた

ため，自宅退院となった．一般的な肥満患者の理

学療法プログラムでは減量目的の有酸素運動が主

となるが，今回のような症例では基本動作から歩

行までの手段を工夫し，担保する事が重要であ

る．

（共同研究者：大木敦司，伊藤健一，清水学，原

智恵, 林祐司，春名克純，奥田みゆき）

（担当部分：治療介入と考察）

30　体重200kgを超える肥満肺

胞低換気症候群の１例：理学療

法の位置づけ

体重が200kgを超える肥満肺胞低換気症候群患者

に対し，理学療法の位置づけを考察しながら減量

できた症例の経過について報告した．症例は30歳

男性，体重は239kgでBMIは78であった．入院当初

より低酸素血症と肺高血圧症，重度右心不全が認

められた．動作レベルは寝返り，起き上がりが何

とかできる程度であった．減量目的の介入が不可

欠であったが，立ち上がりができなかったことか

らセザムベッドによる立ち上がり介助を行い，立

位・歩行練習へと繋げていった．歩行距離も順調

に延長することができ，170kgまで減量ができた

ため，自宅退院となった．一般的な肥満患者の理

学療法プログラムでは減量目的の有酸素運動が主

となるが，今回のような症例では基本動作から歩

行までの手段を工夫し，担保する事が重要であ

る．

（共同研究者：大木敦司，伊藤健一，清水学，原

智恵，林祐司，春名克純，奥田みゆき）

心臓リハビリテーション（心リハ）に参加した，

冠状動脈バイパス術後（CABG）症例61例と急性心

筋梗塞（AMI）症例91例の運動耐容能改善規定因

子について検討した．CABG症例の運動耐容能改善

規定因子は，心リハ開始前後の膝伸展筋力の変化

率，血中ヘモグロビンの変化値，心リハ開始時の

血中脳性ナトリウム利尿ペプチド（BNP）値で

あった．AMI症例の運動耐容能改善規定因子は，

心リハ開始時の運動耐容能の%予測値であった．

（共同発表者：鈴木裕二，伊藤健一，福井教之，

山本壱弥，柳英利，北垣和史，小西治美，渡慶次

竜生，伊達歩，熊坂礼音，荒川鉄雄，三浦弘之，

長谷川拓也，中尾一泰，福井重文，簗瀬正伸，中

西道郎，後藤葉一）

（担当部分：考察と指導）

第23回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（岐阜）

28　CABG後患者の心臓リハビリ

での運動耐容能改善規定因子は

AMIと異なるか―重回帰分析に

よる検討―
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- 平成29年11月

- 平成29年11月

- 平成29年11月

31　当院における「できる

ADL」と「しているADL」の検討

第66回共済医学会学術

集会（京都）

研究の目的は枚方公済病院における「屋内移動」

と「トイレ」に関する「できる」「している」の

乖離度合いを調査し，早期退院につなげる方策を

検討することである．過去にリハビリテーション

の依頼のあった310名の患者カルテから「屋内移

動」と「トイレ」に関する「できる」・「してい

る」について調査した．「できる」・「してい

る」の乖離は7病棟中3病棟で存在していた．この

3病棟は認知症患者を多く抱える病棟で，患者の

転倒を避けるが故の乖離であることが推測でき

た．このことから認知症患者の病棟内移動手段の

決定には病棟看護師と理学療法士の密なコミュニ

ケーションと共通の基準を設ける必要性が示唆さ

れた．

（共同発表者：木村拓磨，大木敦司，池島浩司，

井上悟，吉本拓登，能勢亜友子，

伊藤健一，奥田みゆき）

32　COPD患者の換気効率を改善

する呼息時電気刺激はどこを刺

激すべきか

第27回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（仙台）

本研究の目的はCOPD患者に対する呼息時電気刺激

(PESE)の刺激部位を特定することである．対象者

は35名のCOPD患者である．対象者は電極を設置し

ただけの群と呼息筋である腹部筋に対して刺激を

行う群，呼吸運動に関係の無い前腕部に対し刺激

を行う群の3群に割り付けられた．対象者にはエ

ルゴメータ運動を課し，種々の換気指標を計測し

た．結果よりPESEの効果は呼息筋に対する機能的

電気刺激としての効果ではなく，呼息を促す

biofeedbackの効果であることが示唆された．

よって刺激部位は腹部でなく，露出しやすい前腕

部でも良いことが明らかとなった．

（共同発表者：伊藤健一，野中紘士，白仁田秀

一，堀江淳，清水学，大木敦司，奥田みゆき）

（担当部分：研究デザインと介入，考察，発表）

33　臥位での運動療法が生きる

ことを支援した終末期間質性肺

炎の一例

第27回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（仙台）

34 肺がん術後に乳糜胸を合併

した, 認知機能障害がある高齢

者に対する多職種での関わりが

有効であった一例

第27回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（仙台）

Platypnea-Orthodeoxia症候群（POS）を有する肝

肺症候群の理学療法について報告した．症例は50

代男性で診断名は間質性肺炎急性増悪，既往歴と

して肝硬変を有していた．呼吸苦により他院で上

記診断．入院時血ガスは酸素4LでPCO2

33.6torr，PO2 55.2torrであり胸部CTでは両側下

背野に網状影.を認めた．オキシマイザー+酸素6L

で臥位ではSpO2は97%を維持できたが，起坐位で

はSpO2が70%台となるPOSを認めた. 理学療法は

POSを許容した上で屋内短距離移動の獲得を目的

に臥位での筋力トレーニングを行った. 連続歩行

は20mまでとし,退院後は訪問サービスで管理する

ことで53病日オキシマイザー+酸素6LのHOTを使用

し自宅退院となった.

（共同発表者：大木敦司，伊藤健一，清水学，林

祐司，木戸悠人，川田富美子，奥田みゆき）

（担当部分：治療介入と考察）

症例は80歳台女性で，肺炎加療中に左肺腫瘍が見

つかり左上葉切除を施行した. 術後に乳糜胸を認

めた．乳糜胸の治療は安静による保存療法が一般

的であるが，本症例は認知症を合併していたた

め，更なる機能低下を懸念し他職種間で綿密な情

報交換を行いながら積極的なチームアプローチを

行った．結果，スムーズに退院に繋げることがで

きた．

（中村佳菜子, 松島裕美,糸賀詩織,能勢亜友子,

田中順也,奥田みゆき,渡邊明,伊藤健一,上田 耕

平,辻是道）

（担当部分：理学療法の介入と考察）
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- 平成30年7月
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- 平成30年11月

36 心臓サルコイドーシス患者

における心臓リハビリテーショ

ンの有効性

第24回日本心臓リハビリ

テーション学会学術集会

（横浜）

日本心臓リハビリテーショ

ン学会第3回近畿地方会（神

戸）

外来リハビリテーションを実施している安定期呼

吸器疾患患者70名を対象に，身体活動量及び生活

空間の広がり（IPAC）と運動機能（膝伸展筋力，

SPPB，6MD）の関連について調査検討した．結果

より安定期呼吸器疾患患者の外出頻度にはバラン

ス等のパフォーマンス能力が関与し，身体活動量

には運動耐容能が関与することが明らかとなっ

た．

（共同研究者：大木敦司，清水学，伊藤健一，松

本美希子，高橋留佳，池田力，奥田みゆき）

37　COPD患者に対する呼息時電

気刺激が動的肺過膨張に及ぼす

影響：パイロットスタディ

第28回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（幕張）

心臓リハビリ3ヶ月プログラムとCPXを実施してい

る21名の心臓サルコイドーシス患者に対する心臓

リハビリテーション（心リハ）の有効性と安全性

について検討した．検討した項目は最高酸素摂取

量と等尺性膝伸展筋力，血液データである．結果

より心臓サルコイドーシス患者では心リハ導入に

より運動耐容能は改善するが，開始時BNPの高値

例では運動耐容能の改善は乏しいことが明らかと

なった．また，有害事象も認められなかったこと

より心臓サルコイドーシス患者の心リハの有効性

と安全性が示唆された．

（共同研究者：鈴木裕二，伊藤健一，福井教之，

山本壱弥，柳英利，北垣和史，島田幸洋，小西治

美，荒川鉄雄，中尾一泰，長谷川拓也，福井重

文，三浦弘之，中西道郎）

（担当部分：考察）

研究の目的はPESEの動的肺過膨張への影響を明ら

かにすることである．外来COPD患者６名に対して

６分間歩行を呼息時電気刺激を行う「介入あり」

と「介入なし」の２条件下に実施した．その際に

最大吸気量(IC)と分時換気量(VE)，呼吸数(RR)，

酸素飽和度(SpO2)，自覚的運動強度(Borg scale)

を計測した．IC，VE，RR，SpO2，Borg scaleのい

ずれの評価項目においても有意な差は認められな

かった．効果量についてはBorg scaleで効果量

「大」であった．呼息時電気刺激は動的肺過膨張

を抑制することはできなかったが，息切れの軽減

に有用である可能性が示唆された．

（共同研究者：伊藤健一，大木敦司，清水学，奥

田みゆき）

（担当部分：デザイン，考察，発表）

38　安定期呼吸器疾患の身体活

動量及び生活空間の広がりと運

動機能の関連

第28回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（幕張）

フレイルの基礎研究として心不全入院時の身体機

能の実態を調査した．急性心不全あるいは慢性心

不全急性増悪で入院してきた患者で，入院前に屋

内歩行が可能でshort physical performance

batteryを測定した患者212名が対象である．これ

ら対象者を低機能群，中間機能群，高機能群の3

群に分け，それぞれの群毎に退院時に機能改善の

認められた割合を調査した．低機能群のうち機能

回復を示した割合は60.3%，中間機能群では

57.1%，高機能群では0%であった．入院時に身体

的フレイルが認められた者のうち，低機能群・中

間機能群においてはリハビリテーションの介入で

50%以上の者に身体機能の改善が認められた．ま

た，高機能群においては入院時の機能が維持でき

ていたことが明らかとなり，フレイルに対するリ

ハビリテーションの介入効果が明らかとなった．

（共同発表者：池田力，岩津弘太郎，芦川博信，

松村幸一，坂本真実，伊藤健一，中野南帆子，阪

田智子，原谷こずえ，高林健介，藤田亮子，北口

勝司，野原隆司）

（担当部分：考察）

35　心不全入院時における身体

的フレイル指標の推移
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- 令和元年11月

- 令和元年11月

〈研究会〉

- 平成22年5月

- 平成22年5月

〈研修会〉

- 平成25年9月 新人理学療法士に向け，近年急速にニーズが高

まってきた心臓リハビリテーションを実施するに

あたり，最低限押さえておかなければならない基

礎知識，リスク管理，評価，運動療法プログラム

について,そのエッセンスについて提示した．

（伊藤健一）

（担当部分：研究企画と資料の収集，データ解

析，発表）

理学療法士が行った講習会の効果を検証するため

に講習会前後のESE を比較検討した．対象は勤労

男性396 名に運動の重要性と実践方法に関する講

習会前後にESEを評価し，運動習慣の有無別，お

よび青壮年群（20～39 歳），中高年群（40～59

歳）別に指導前後のESE を比較検討した．運動習

慣者および習慣を有さない者の指導前後のESE

は，運動習慣の有無に関わらず両群ともに指導後

に有意な向上を認めた．運動習慣を有さない者の

指導後のESE は，習慣者の指導前のESE よりも両

群ともに有意に低かった．

（共同発表者：浅田史成，野村卓生，佐藤友則，

高野賢一郎，坂本和志，伊藤健一，野村誠，久保

田昌詞，大橋誠）

（担当部分：データ収集とその解析，考察，研究

指導）

第29回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（名古屋）

39　在宅酸素療法（HOT）使用

者における酸素ボンベと液体酸

素デバイス間の患者特性

糖尿病教育のために入院された2型糖尿病患者53

名を対象にとした．身体活動量を指標として運動

療法の指導を行った群（Ex群）と従来からの治療

を目的とした糖尿病運動療法の指導を行った群

（従来群）の2群に分けた．指導前後および退院

後6カ月から1年時点における自己効力感

（Exercise self-efficacy: ESE）を比較検討し

た．結果，両群共に指導後のESEは有意に増加し

たが，Ex群のみ指導前と比較して退院6カ月から1

年後のESEが有意に高く，運動行動が継続されて

いる結果が得られた．研究結果から従来群に比較

してEx群の方がESEの維持と向上に有効である可

能性を報告した．

（共同発表者：野村卓生，浅田史成，伊藤健一，

岡野理江子，良本佳代子，瀧秀樹，久保田昌詞，

大橋誠，野村誠）

（担当部分：データ収集とその解析）

1　心臓リハビリテーション：

入門のためのミニマムエッセン

ス

平成25年度　佐賀県理学療

法士会研修会（佐賀）

1　産業理学療法分野における

運動指導効果の検討

第5回生活習慣病認知行動療

法研究会（京都）

2　糖尿病患者に対するエクサ

サイズガイド2006 を利用した

運動指導はExercise Self-

efficacy の上昇と維持に有効

か？

第5回生活習慣病認知行動療

法研究会（京都）

研究の目的はHOT適応者において，酸素ボンベと

液体酸素各々の使用者の特性を明らかにすること

である．51名のHOT適応患者において年齢，肺機

能，酸素流量，上下肢筋力，６分間歩行距離，身

体活動量，ADL能力，認知機能について評価し

た．結果，液体酸素使用群において上下肢筋力，

身体活動量，認知機能において有意に勝ってい

た．これらの結果は酸素デバイスを選択する際に

役立つものと考えられた．

（共同研究者：清水学，大木敦司，池田力，伊藤

健一，森山久美子，高橋留佳，上田耕平，木戸悠

人，福田康二，奥田みゆき）

（担当部分：考察）

40　高齢安定期呼吸器疾患の身

体活動量を規定する因子

第29回呼吸ケア・リハビリ

テーション学会学術集会

（名古屋）

研究の目的は高齢安定期呼吸器疾患の身体活動量

を規定する因子を明らかにすることである．外来

呼吸リハを実施している92名の患者に対し，

SPPB，NRADL，HADS，MMSE，LSAを評価し，LSAを

目的変数として重回帰分析を行った．結果，SPPB

とNRADLが身体活動量を示すLSAを規定する因子と

して抽出された．高齢安定期呼吸器疾患の身体活

動量を向上させるには息切れのコントロールを含

めたADL能力とパオーマンス能力の向上が重要で

あることが示唆された．

（共同研究者：大木敦司，清水学，伊藤健一，森

山久美子，高橋留佳，池田力，奥田みゆき）

（担当部分：考察）
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年月日

平成22年4月
～

平成26年3月

2) 課題・レポートの調整と演習・実習の効果的
な活用

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「作業療法学特論Ⅲ」（4年次，専門科目）
は, 作業療法の歴史, 作業療法の理論・モデルを
理解・活用を深める選択科目であるが，ほぼ全員
が受講している. 反転授業を取り入れるととも
に，臨床実習担当事例の症例報告を活用した集団
討議を通してアクティブラーニングを促進した.こ
れにより，個々の学生の学習到達度を高めること
ができた．

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「地域作業療法学演習」（3年次，専門科目）
は，地域生活者の疾病・障害の予防や地域集団に
対する予防教育に関する理解を深める科目である.
健康行動理論や予防の考え方に関する講義のほ
か，介護者支援代表や行政で働く作業療法士を適
宜招聘するとともに，行政と連携した地域住民対
象の介護予防事業等を通して，地域リハビリテー
ションや地域作業療法, 在宅サービスの理解を高
めることができた.

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「基礎作業学」（2年次，専門科目）は,作業
療法の基礎となる作業活動, 理論, 作業分析を理
解するための科目である. 補充資料に加えて体験
型の演習および分析を伴う実習を取り入れ, アク
ティブラーニングを促進した.これにより，個々の
学生の学習到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「地域作業療法学」（3年次，専門科目）は，
地域生活者である対象者の理解と地域における作
業療法実践の理解を深める科目である. 講義に加
えて適宜外部講師を招聘し，演習や事例検討を加
え，地域リハビリテーションや地域作業療法, 在
宅サービスを理解するためのアクティブラーニン
グを促進した。これにより，個々の学生の学習到
達度を高めることができた．

平成22年4月
～

平成31年3月

1) 演習・実習の効果的な活用とパワーポイント
の効果的活用

教 育 研 究 業 績 書

　令和  2年　3月 31日

氏名　　大浦　智子

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

公衆衛生学, 疫学, 作業療法学 健康情報学, 作業療法学, ヘルスコミュニケーション

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例
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年月日事項 概 要

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「臨床実習Ⅰ」（2年次，専門科目）は，病院
や施設において1週間を通じて臨床実習指導者であ
る作業療法士のもとで作業療法の役割の理解を深
め，作業療法の実際を見学する科目である. 臨床
実習中および実習セミナーにおける指導により，
臨床実習指導者のもとでの病院や施設および作業
療法の役割について理解を深められるよう支援し
た.これにより，学生の実習における学習到達度を
高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「臨床実習Ⅱ」（3年次，専門科目）におい
て，病院や施設において3週間を通じて臨床実習指
導者である作業療法士のもとで対象者の評価, 目
標設定, 記録報告等を習得する科目である. 臨床
実習中および実習セミナーにおける指導により，
疾患や障害，作業療法評価，作業療法の目標設定
について理解を深められるよう支援した.これによ
り，学生の実習における学習到達度を高めること
ができた．

平成22年4月
～

平成27年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「作業療法学研究法特論」（4年次，専門科
目）は，学生自身が卒業研究の実施と論文を執筆
する過程を習得するための科目である. 学士能力
として研究の実施・論文執筆・プレゼンテーショ
ン能力を修得できるよう支援した. これにより，
個々の学生が研究を手順に沿って実施、分析、考
察することで研究の手順に対するの理解を高める
ことができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「作業療法学研究法演習」（3年次，専門科
目）は，講義および文献抄読等を通して，学生自
ら卒業研究計画を立案する科目である.具体的な研
究計画事例の提示とともに，実際の研究計画を立
てる課題とフィードバックにより，研究計画手順
の習得を図った. これにより，個々の学生が研究
倫理を理解し，研究計画書を作成することができ
た．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「身体障害作業療法学実習」（3年次，専門科
目）は，身体障害領域の作業療法実践の実際を理
解するための科目である. 主にリスク管理に関す
る講義および観察・面接の演習とフィードバック
を担当し，疾患に応じた評価・治療計画を立案し,
症例レポート作成に至るアクティブラーニングを
促進した.これにより，個々の学生の学習到達度を
高めることができた．
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年月日事項 概 要

平成23年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

平成26年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「情報処理演習Ⅱ」（1年次，教養科目）は，
パワーポイントによるプレゼンテーション・スキ
ルを習得するため科目である. 課題の提示および
プレゼンテーション実践の場とした.これにより，
学生の学習到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「臨床実習Ⅲ-2」（4年次，専門科目）は，病
院や施設において8週間を通じて臨床実習指導者で
ある作業療法士のもとで対象者の評価, 治療の立
案, 治療実施, 記録報告等を習得する科目である.
臨床実習中および実習セミナーにおける指導によ
り，疾患や障害，作業療法評価，作業療法の目標
設定，治療計画の立案および実施について理解を
深められるよう支援した.これにより，学生の実習
における学習到達度を高めることができた．

平成25年4月
～

平成26年3月

平成25年4月
～

平成28年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「作業療法学特論Ⅳ」において, 作業療法の
歴史, 作業療法の理論・モデルを理解・活用を深
めるために，反転授業を取り入れるとともに，臨
床実習担当事例の症例報告を活用した集団討議を
通してアクティブラーニングを促進した.これによ
り，学生の学習到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「臨床実習Ⅲ-1」（4年次，専門科目）は，病
院や施設において8週間を通じて臨床実習指導者で
ある作業療法士のもとで対象者の評価, 治療の立
案, 治療実施, 記録報告等を習得する科目である.
臨床実習中および実習セミナーにおける指導によ
り，疾患や障害，作業療法評価，作業療法の目標
設定，治療計画の立案および実施について理解を
深められるよう支援した.これにより，学生の実習
における学習到達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「作業療法学研究法」（3年次，専門科目）
は，作業療法領域における研究の位置づけや手順
を習得する科目である. 講義にあわせた演習に
よって，研究法（特に実験研究, 研究デザイン,
統計解析）の理解を深めアクティブラーニングを
促進した.これにより，学生の学習到達度を高める
ことができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「作業療法学特論Ⅰ」（3年次，専門科目）
は，学内教員が兼ねている病院において1日体験実
習を行う科目である. それに伴う事前・事後学習
を設定し，課題用紙および評価表を作成し，事後
に内省できるようにするための資料を用いて指導
した.これにより，学生の実習における学習到達度
を高めることができた．
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年月日事項 概 要

平成31年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の科
目において，講義の進行をわかりやすくるるため
のパワーポイントを作成した.特に，教科書を用い
る場合においては教科書に沿って要点を示す，教
科書以外の説明を加える場合には十分な時間を
とって学生自身が記入しながら学習することが出
来るように配慮して作成した．これにより，進行
中の講義で示している箇所が明確となり，学生が
配布資料に記載することも増え，理解を促進でき
た．

平成31年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の
「基礎ゼミⅡ」（1年次，共通教育科目）は，大学
での学び方を理解し，レポート作成・グループ
ワークの実施・基本的なプレゼンテーションを身
につける科目である. 文献検索やレポートの作
成，プレゼンテーションの実施によって，理解を
高めることが出来た.

平成28年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「情報処理演習」（1年次，教養科目）は，
Microsoft Office Word, Excel, PowerPointの操
作とプレゼンテーションの修得を図る科目である.
課題の段階的提示と発表機会を設けアクティブ
ラーニングを促進した.これにより，学生の学習到
達度を高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「地域リハビリテーション演習」（2年次，専
門科目）は，地域リハビリテーションおよび集団
を対象としたプログラムの立案を理解するための
科目である. 介護保険・総合支援事業関連施設に
おけるフィールドワークによって，実際場面での
経験を通じた理解を高めることが出来た.

平成29年4月
～

平成31年3月

3) パワーポイントの効果的活用 平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「作業療法学セミナー 」（4年次，専門科
目）は，作業療法士国家試験にむけた科目である.
このうち，作業療法理論・研究法・管理・地域領
域の知識の確認と理解を高めるための課題の提供
と演習機会を設けた. これにより，学生の学習到
達度を高めることができた．

平成27年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の　ほぼ全科目において，講義の進行をわかり
やすくるるためのパワーポイントを作成した.特
に，教科書を用いる場合においては教科書に沿っ
て要点を示す，教科書以外の説明を加える場合に
は十分な時間をとって学生自身が記入しながら学
習することが出来るように配慮して作成した．こ
れにより，進行中の講義で示している箇所が明確
となり，学生が配布資料に記載することも増え，
理解を促進できた．
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年月日事項 概 要

平成24年4月
～

平成26年3月

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担
当の「生活行動科学特論Ⅱ」は，健康行動理論お
よび作業療法理論の理解によって健康支援学をよ
り深く探求する科目である. 学びを深化させるた
めの討議や発表機会により，学生の学習到達度を
高めることができた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の　「作業療法学概論」（1年次，専門科目）
は，作業療法の理解を図る導入の位置づけの科目
である. なかでも，作業療法士が働く分野とその
役割について解説し，例示することにより理解を
促進した.これにより，学生の学習到達度を高める
ことができた．

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担
当の「生活行動科学特論Ⅱ」は，健康行動理論お
よび作業療法理論の理解によって健康支援学をよ
り深く探求する科目である. 学びを深化させるた
めの討議や発表機会により，学生の学習到達度を
高めるための準備を進めたが，開講無だった.

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担
当の「生活行動支援学特論」（必修）は，社会の
健康を支援する視点, ヘルスコミュニケーション
を通じた健康支援の理解を深める科目である. 学
びを深化させるための議論の機会を設けること
で，学生の学習到達度を高めることができた．

平成23年4月
～

平成24年3月

平成28年4月
～

平成29年3月

4) 実例提示の活用

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担
当の「健康支援学研究法」（必修）は，大学院生
としての研究手順を理解するための科目である.
主に研究法（特に実験研究, 研究デザイン, 統計
解析）について担当した．適宜演習を加えながら
進めることで，学生の学習到達度を高めることが
できた．

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担
当の「生活環境学特論Ⅱ」は，社会の健康を支援
する視点, 制度的・文化的環境を含む健康支援の
理解を深めるための科目である. 課題準備を進め
たが，開講無だった.

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担
当の「生活環境学演習」は，ヘルスコミュニケー
ションおよび論文の批判的吟味への理解を深める
ための科目である. 課題準備を進めたが，開講無
だった.

5) （院）パワーポイントの効果的活用 平成24年4月
～

平成31年3月

6) （院）演習・実習の効果的な活用と遠隔
講義への対応

星城大学大学院健康支援学研究科の講師および京
都大学大学院医学研究科の非常勤講師として担当
の　ほぼ全科目において，講義の進行をわかりや
すくるるためのパワーポイントを作成した.学生自
身が記入しながら学習することが出来るように配
慮して作成した．これにより，進行中の講義での
ディスカッション機会を設けながら学生が配布資
料に記載することも増え，理解を促進できた．

平成26年4月
～

平成31年3月

平成26年4月
～

平成27年3月

平成26年4月
～

平成27年3月

平成27年4月
～

平成31年3月
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年月日事項 概 要

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「身体障害作業療法学実習」（3年次，専門科
目）において使用した. 特に，リスク管理に関す
る講義および観察・面接技能の修得にあたり，独
自の資料と課題教材を活用した. また，講義に応
じたスライドにより，講義の理解を高めた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「基礎作業学」（2年次，専門科目）において
使用した. 教科書に記載されていない内容を補充
するためのも所教材を用いて，作業療法の基礎と
なる作業活動, 理論, 作業分析への理解を深めた.
また，講義に応じたスライドにより，講義の理解
を高めた．

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担
当の「日常生活環境学特論」は，社会の健康を支
援する視点, 制度的・文化的環境を含む健康支援
の理解を深める科目である. 学びを深化させるた
めに議論の機会を設けることで，学生の学習到達
度を高めることができた．

平成22年4月
～

平成31年3月

２　作成した教科書，教材

7)（院） 課題・レポートの調整・活用と
　　演習・実習の効果的な活用

平成28年4月
～

平成31年3月

京都大学大学院医学研究科の非常勤講師として担
当の「クリティカルケア看護学特論Ⅰ」（修士課
程）（平成28・29年度）および「生活習慣病看護
学特論」（博士後期課程）（平成30年度）は，疫
学研究のデザインの理解を深めるための講義と研
究仮説の立て方に関する演習科目である. 演習を
通じて，研究計画の立案への理解を促進し，学生
の学習到達度を高めることができた．

平成22年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「地域作業療法学」（3年次，専門科目）にお
いて使用した. 地域リハビリテーションや地域作
業療法, 在宅サービスへの理解を深めた. また，
講義に応じたスライドにより，講義の理解を高め
た．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「地域作業療法学演習」（3年次，専門科目）
において使用した. 地域リハビリテーションや地
域作業療法, 在宅サービスを理解するために，ス
ライドに加えてその元となった書籍等を提示し，
理解を深めた.また，講義に応じたスライドによ
り，講義の理解を高めた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「地域リハビリテーション演習」（2年次，専
門科目）において使用した. 補助教材を用いて修
得を図った.

平成27年4月
～

平成31年3月

平成29年4月
～

平成31年3月

1) 講義用補助教材

平成22年4月
～

平成27年3月
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平成31年4月
～

現在に至る

奈良学園大学保健医療学部の講師として担当の
「基礎ゼミⅡ」（1年次）において使用した. 文献
検索やMicrosoft Office Word, Excel,
PowerPointの操作における課題教材の提示と演習
により，スキルの修得を図った. また，講義に応
じたスライドにより，講義の理解を高めた．

平成25年4月
～

平成28年3月

平成22年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「情報処理演習Ⅱ」（1年次，教養科目）にお
いて使用した. パワーポイントによるプレゼン
テーション・スキルを習得するための課題の設定
により修得を図った.また，講義に応じたスライド
により，講義の理解を高めた．

平成22年4月
～

平成31年3月

平成23年4月
～

平成29年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「臨床実習Ⅱ」（3年次，専門科目）において
使用した. 臨床実習指導者のもとで対象者の評価,
記録報告等を習得できるよう用い，実習を円滑に
進めた.

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「臨床実習Ⅰ」（2年次，専門科目）において
使用した. 臨床実習指導者のもとで病院や施設の
特性と作業療法の役割について理解を深められる
よう用い，実習を円滑に進めた.

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「臨床実習Ⅲ-1」（4年次，専門科目）におい
て使用した. 臨床実習指導者のもとで対象者の評
価, 治療の立案, 治療実施, 記録報告等を習得で
きるよう用い，実習を円滑に進めた.

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「情報処理演習」（1年次，教養科目）におい
て使用した. Microsoft Office Word, Excel,
PowerPointの操作における課題教材の提示と演習
により，スキルの修得を図った. また，講義に応
じたスライドにより，講義の理解を高めた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「作業療法学研究法」（3年次，専門科目）に
おいて使用した. 研究法（特に実験研究, 研究デ
ザイン, 統計解析）の理解を深めるための課題教
材を活用して知識の定着につなげた. また，講義
に応じたスライドにより，講義の理解を高めた．

2) 実習指導用マニュアル

平成22年4月
～

平成31年3月

平成28年4月
～

平成31年3月
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平成31年4月
～現在に至る

奈良学園大学保健医療学部の教授として担当の
「早期体験実習（作業療法）」（1年次，専門科
目）において使用した. 院や施設の特性と理学療
法・作業療法の役割について理解を深められるよ
う用い，実習を円滑に進めた.

6) （院）講義用教材とスライド 平成23年4月
～

平成26年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「作業療法学特論Ⅰ」（3年次，専門科目）に
おいて使用した. 事前・事後学習のための教材お
よび評価表を用いて知識・技術の修得につなげた.

平成25年4月
～

平成26年3月

平成26年4月
～

平成31年3月

平成27年4月
～

平成31年3月

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「作業療法学研究法」において（3年次，専門
科目）において使用した. 研究法（特に実験研究,
研究デザイン, 統計解析）の理解を深めるための
補助教材をあわせて使用し，修得につなげた.

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「作業療法学特論Ⅲ」（4年次，専門科目）に
おいて使用した. 作業療法の歴史, 作業療法の理
論・モデルの理解・活用を深めた.

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担
当の「生活行動支援学特論」（必修）において使
用した. 社会の健康を支援する視点, ヘルスコ
ミュニケーションを通じた健康支援の理解を深め
るために教材を活用した.また，講義に応じたスラ
イドにより，講義の理解を高めた．

5) 講義用教材（『作業療法研究法』
　（医歯薬出版株式会社）の発刊前校正刷）
　 と講義用補助教材

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「臨床実習Ⅲ-2」（4年次，専門科目）におい
て使用した. 臨床実習指導者のもとで対象者の評
価, 治療の立案, 治療実施, 記録報告等を習得で
きるよう用い，実習を円滑に進めた.

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担
当の「健康支援学研究法」（必修）において使用
した. 研究法（特に実験研究, 研究デザイン, 統
計解析）の理解を深めるために，教材を活用した.
また，講義に応じたスライドにより，講義の理解
を高めた．

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担
当の「生活行動科学特論Ⅱ」において使用した.
健康行動理論および作業療法理論の理解によって
健康支援学をより深く探求するために，教材を活
用した. また，講義に応じたスライドにより，講
義の理解を高めた．

星城大学リハビリテーション学部の講師として担
当の「作業療法学セミナー 」（4年次，専門科
目）において使用した. 作業療法士国家試験範囲
のうち，作業療法理論・研究法・管理・地域領域
の課題教材を用いた演習により知識の定着につな
げた.

平成29年4月
～

平成31年3月

平成27年4月
～

平成31年3月

4) 課題教材

平成22年4月
～

平成31年3月

3) スライド 平成22年4月
～

平成26年3月
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授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.36
授業アンケート科目②：作業療法学特論Ⅲ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.30

4）授業評価（平成25年度, 星城大学） 授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.36
授業アンケート科目②：情報処理演習Ⅱ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.17
授業アンケート科目③：作業療法学特論Ⅲ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.50

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.18
授業アンケート科目②：作業療法学特論Ⅲ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.28

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中2.69
授業アンケート科目②：作業療法学特論Ⅲ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.76

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.46
授業アンケート科目②：地域作業療法学演習
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.46

３　教育上の能力に関する大学等の評価

星城大学大学院健康支援学研究科の講師として担
当の「日常生活環境学特論」において使用した.
社会の健康を支援する視点, 制度的・文化的環境
をふまえた健康支援の理解を深めるために，教材
を活用した.また，講義に応じたスライドにより，
講義の理解を高めた．

平成25年4月
～

平成26年3月

平成28年4月
～

平成31年3月

平成22年4月
～

平成23年3月

平成27年4月
～

平成28年3月

平成28年4月
～

平成29年3月

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.25
授業アンケート科目②：情報処理演習Ⅱ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.00

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.56
授業アンケート科目②：情報処理演習Ⅱ
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.26

平成23年4月
～

平成24年3月

1) 授業評価（平成22年度, 星城大学）

京都大学大学院医学研究科の非常勤講師として担
当の「クリティカルケア看護学特論Ⅰ」（修士課
程）および「生活習慣病看護学特論」（博士後期
課程）において使用した. 独自教材に基づき，課
題の設定を行い，演習によって効果的な学修機会
となるよう配慮した.また，講義に応じたスライド
により，講義の理解を高めた．

平成27年4月
～

平成31年3月

6）授業評価（平成27年度, 星城大学）

2）授業評価（平成23年度, 星城大学）

平成26年4月
～

平成27年3月

5）授業評価（平成26年度, 星城大学）

7）授業評価（平成28年度, 星城大学）

3）授業評価（平成24年度, 星城大学） 平成24年4月
～

平成25年3月
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平成22年10月

平成23年3月

平成23年10月

平成24年8月

平成24年12月

平成26年8月

平成26年8月

「Shared Decision Making:  臨床実践者に求めら
れるスキルとは？」講師として，対象者中心の考
え方とエビデンスに基づく実践，その架け橋とな
る共有決定について講義した.

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.87
授業アンケート科目②：地域作業療法学演習
総合満足度の平均スコアは4点満点中4.00

授業アンケート科目①：地域作業療法学
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.54
授業アンケート科目②：地域作業療法学演習
総合満足度の平均スコアは4点満点中3.52

「職業倫理」講師として，作業療法士を対象に倫
理の原則とともに臨床における倫理の考え方，職
業倫理について講義した.

「ヘルシー生活をエンジョイ：健康・医療の情報
を活用-健康づくりのはじめの一歩-」講師とし
て，一般市民を対象に健康情報の読み方と実生活
への活用について講義した.

8）授業評価（平成29年度, 星城大学） 平成29年4月
～

平成30年3月

9）授業評価（平成30年度, 星城大学）

6) 京都大学大学院医学研究科社会健康医学系
    専攻健康情報学分野同門会

7) 日本訪問リハビリテーション協会
    認定技術研修会

4) 東高瀬川地域包括支援センター
   （京都市）研修会

1) 愛知県作業療法士会現職者共通講習会

5) 星城大学公開講座

４　実務の経験を有する者についての特記事項

平成30年4月
～

平成31年3月

京都市伏見区竹田住吉学区地域包括支援センター
管轄内の介護保険事業所の従事者対象の研修会
「訪問リハビリテーションの活用」講師として，
訪問リハビリテーションへの理解を高め，効果的
な活用につなげるよう講義した.

2) シニアフィットネスリハビリテーション
    研究会ミニレクチャー

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した.

3) 愛知県作業療法士会現職者共通講習会

「高齢者ケアにおけるクライエント中心のアプ
ローチ」講師として，対象者中心の考え方とエビ
デンスに基づく臨床実践について講義した.

（講師・講演）

「職業倫理」講師として，作業療法士を対象に倫
理の原則とともに臨床における倫理の考え方，職
業倫理について講義した.
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平成27年2月

平成27年10月

平成27年5月

平成28年2月

平成28年3月

平成30年5月15) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定基礎研修会

「リスク管理」講師として，認定訪問療法士を目
指す会員に対してリスク管理の考え方，および訪
問リハビリテーションにおけるリスク管理につい
て講義した.

16) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
    療法士認定技術研修会

平成30年6月

様々な医療の場におけるSDMの試み 「地域医療の
立場から」シンポジストとして，地域におけるリ
ハビリテーション場面における情報共有の実態報
告と，望まれる共有決定のあり方について講演し
た.

「学校の特色紹介　学校と臨床現場をつなごう企
画」において，星城大学における学内教育と臨床
実践にむけた取り組みを紹介した.

「訪問リハビリテーションの効果：主観的指標と
客観的指標」講師として，訪問リハビリテーショ
ンに従事する療法士を対象にリハビリテーション
におけるアウトカム，訪問リハビリテーションに
おける効果測定の重要性について講義した. ま
た，その後の症例報告会において全報告症例への
コメントの要望があり，フィードバックした.

14) 第10回 健康寿命延伸と介護予防を考える会
    ～70代、80代を元気に乗り越える為に～（公
    益財団法人杉浦記念財団）

平成30年5月 「高齢者ケアとリハビリテーション ―その人らし
い生活を支える作業療法―」について講演し，研
究会参加者との活発な意見交換を行った.

9) 日本訪問リハビリテーション協会認定技術研修
会

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した.

シンポジウム1「訪問リハビリテーションにおける
教育のこれから～生命，生活，人生を共に歩む訪
問療法士を育てる為には～」シンポジストとし
て，求められる訪問リハビリテーションのあり
方，認定訪問療法士制度と教育について講演した.

8) 八千代病院総合リハビリセンター　研修会

10) 日本訪問リハビリテーション協会学術大会
 in 大阪シンポジウム

12) 第3回臨床作業療法学会（東京）
  「教育と臨床のコラボ企画」

11) 平成27年度厚生労働科学研究費補助金
   (地域医療基盤開発推進研究事業)
  〈指定課題〉『社会的責任に応える医療
    の基盤となる診療ガイドラインの課題
    と可能性の研究』公開シンポジウム
  「 Shared decision making〈SDM〉の
   今・これから：診療ガイドラインの新た
   な可能性を考える」

平成28年11月13) 第31回愛知訪問リハネットワーク
   「訪問リハビリテーションの効果：主観的
    指標と客観的指標」

「臨床実践者に求められるスキルとは？」講師と
して，対象者中心の考え方とエビデンスに基づく
実践，リハビリテーション場面における実情につ
いて講義した.

「訪問リハビリテーションにおけるリスクマネジ
メント」講師として，認定訪問療法士を目指す会
員に対してリスクマネジメントについて講義・演
習を行った．
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平成24年5月

平成26年6月

「リスク管理」講師として，認定訪問療法士を目
指す会員に対してリスク管理の考え方，および訪
問リハビリテーションにおけるリスク管理につい
て講義した.

「訪問リハビリテーションにおけるリスクマネジ
メント」講師として，認定訪問療法士を目指す会
員に対してリスクマネジメントについて講義・演
習を行った．

「リスク管理」講師として，認定訪問療法士を目
指す会員に対してリスク管理の考え方，および訪
問リハビリテーションにおけるリスク管理につい
て講義した.

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した．

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した．

「精神障害・認知症への対応」講師として，認定
訪問療法士を目指す会員に対して精神障害と認知
症の知識および訪問リハビリテーションにおける
支援について講義した．

24) 奈良学園大学公開講座第2回登美ヶ丘カレッジ 「日常生活の工夫～健康情報の読み方から健康生
活のススメ～」講師として，一般市民に向けた講
演を行った．

「人材育成・教育」の座長として，訪問リハビリ
テーションにおける人材育成およびリスク管理等
を扱うセッションを進行しコメントした.

「老年期障害/他」の座長として，身体障害領域の
作業療法および調査報告等を扱うセッションを進
行しコメントした.

20) 日本訪問リハビリテーション協会学術大会 in
にいがた【教育講座1】

令和元年6月 【教育講座1】「症例報告の書き方と留意点」講師
として，症例報告が果たす役割，書き方と留意点
について講演した．

2) 第4回日本訪問リハビリテーション協会
学術大会in熊本

1) 第20回愛知県作業療法学会

18) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定技術研修会

21) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定技術研修会

17) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定基礎研修会

19) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定技術研修会

平成30年11月

平成30年10月

平成30年8月

令和元年7月

22) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定基礎研修会

令和元年7月

23) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問
療法士認定技術研修会

令和元年10月

令和元年12月

（座長）
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平成28年9月

平成30年6月

平成30年9月

令和元年10月

研究協力者としてQOL評価の臨床での活用にむけた
最小重要差（MID）研究のシステマティック・レ
ビュー等の研究協力, ガイドラインの内容分析等
の研究協力を行った.

精神障害と過労に関するシステマティック・レ
ビュー等の研究協力を行った.

東海市委託事業において，各年代の健康に関する
アンケートの集計および分析と報告書の作成を
行った.

4) 日本訪問リハビリテーション協会学術大会
in  北九州 シンポジウム

「理論・基礎6」の座長として，作業療法および関
連領域における文献研究，動物研究，人を対象と
した質的研究，量的研究等を扱うセッションを進
行しコメントした.

シンポジウム3「訪問リハビリテーションにおける
人材教育について」の座長として，訪問リハビリ
テーションに携わる人材の育成に取り組むシンポ
ジストの講演と質疑を進行した.

「ON-7 地域7」の座長として，地域作業療法を扱
うセッションを進行しコメントした.

「第23分科会P-2301」（保健医療介護サービス研
究）の座長として，保健医療介護サービス研究を
扱うセッションを進行しコメントした.

脳卒中患者を対象としたセルフケア自立度測定尺
度の信頼性検証のために，研究計画への助言など
を含む研究調整を行った.

東海市委託事業において、介護予防サロン運営に
関する調査および分析と報告書の作成を行った.

平成23年4月
～

平成24年3月

平成22年9月
～

平成23年3月

平成25年5月
～

平成26年3月

平成25年8月
～

平成26年7月

平成21年4月
～

平成24年3月

3) 第50回日本作業療法学会

（調査・研究協力・その他）

ソーシャル・キャピタルと健康に関する調査と分
析における協力を行った.

4) 東海市健康増進計画等の評価及び策定支援
委託事業（星城大学契約/実務担当）

1) 緩和ケアへの移行と実施の円滑化に向けた
研究：診療ガイドラインとQOL評価の課題

（科学研究補助金交付　基盤研究（B））
（宮崎喜久子）

2) 精神障害と労災研究会（会代表：天笠崇）
2010受託研究

3) ソーシャル・キャピタルと健康に関する
研究（科学研究費補助金（新学術領域）

（竹田徳則）

5) 第52回日本作業療法学会

6) 第78回日本公衆衛生学会

7) 「健康チャレンジ」京大共同研究プロジェクト
研究関連（株式会社電通）

平成30年9月
～

平成30年12月

5) 旭化成ファーマ株式会社業務委託（個人契約）

6) 東海市介護予防サロン運営展開方法調査（星城
大学契約/分担）

平成26年5月
～

平成27年3月

健康に関するシステマティックレビュー等を通し
て研究に協力した．
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平成14年2月

平成15年8月

平成16年12月

平成18年8月

平成22年2月

（修士論文作成支援及び指導実績）

平成28年4月
～

平成31年3月

4) 星城大学大学院における健康支援学特別
研究における研究指導補助（1名）

1) 星城大学大学院における健康支援学特別研究
教育支援

平成25年4月
～

平成31年3月

星城大学大学院健康支援学研究科生活健康支援学
領域（修士課程）　講師（平成30年度准教授）と
して，竹田徳則教授が指導教員として指導する学
生の教育支援（研究計画への助言，研究の相談
等）を行った.

3) 大学院生（京都大学大学院医学研究科社会
健康医学系専攻　専門職学位課程）への研
究支援（1名）

平成27年9月
～

平成28年3月

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻専
門職学位課程における課題研究において，研究協
力者として研究データの分析への助言および論文
執筆にむけた支援を行った.

2) 大学院生（京都大学大学院医学研究科社会
健康医学系専攻　専門職学位課程）への研
究支援（1名）

平成26年10月
～

平成27年3月

京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻専
門職学位課程における課題研究において，研究協
力者として研究データの分析への助言および論文
執筆にむけた支援を行った.

星城大学大学院健康支援学研究科生活健康支援学
領域（修士課程）　講師（平成30年度准教授）と
して，竹田徳則教授が指導教員として指導する学
生の研究指導補助教員の立場から「認知症カフェ
における作業療法士の役割と課題－インタビュー
調査と生活行為向上マネジメントの実践を通して
－」の研究計画の立案・実施・分析について支援
した．

京都市介護実習・普及センター主催の福祉用具プ
ランナー研修において財）テクノエイド協会が定
めた課程を修了（第15-1209号）

厚生労働省と財団法人医療研修推進財団が共催し
社団法人リハビリテーション医学会, 日本理学療
法士協会, 日本作業療法士協会及び全国理学療法
士作業療法士学校養成施設連絡協議会の協賛を得
て開催された研修課程を修了（第3408号）

京都大学高等教育研究開発推進センターが主催し
た左記講座の所定の課程を修了（第54号）

AMPS講習会事務局主催の講習会を修了し, 規定の
データを米国AMPS Project Internationalに提出
し認定（Rater Number: 014924）

厚生労働省が日本リハビリテーション医学会に委
託し日本理学療法士協会及び日本作業療法士協会
の協賛を得て開催した講習会で所定の課程を修了
（第799号）

星城大学大学院健康支援学研究科生活健康支援学
領域（修士課程）　における竹田徳則教授が指導
教員として指導する学生の研究について，前年度
に引き続いて指導を継続した．

（研修）

3) 第31回理学療法士・作業療法士養成施設
等教員講習修了

５　その他

2) 福祉用具プランナー講習会修了

平成31年4月
～

現在に至る

5) 大学院生（星城大学大学院健康支援学研究科
修士課程）への研究支援

5) 第35回Assessment of Motor and Process
Skills (AMPS)講習修了

4) 第2回大学院生のための教育実践講座
-大学でどう教えるか-修了

1) 第10回厚生労働省主催在宅訪問
リハビリテーション講習会修了
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平成22年7月

平成23年3月

平成24年3月

平成25年3月

平成26年3月

平成27年3月

平成28年3月

平成29年3月

教育学の観点から，大学における高等教育のあり
方に関する検討を行った.

星城大学のプレゼンスを高めるための検討を行っ
た.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

RIAS研究会日本部会主催の第11回RIASワーク
ショップにおける研修を修了し，規定のデータを
提出し認定（第145号）

7）個人活動実績報告書（平成28年度, 星城大学）

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学
運営等について, 総括した.

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学
運営等について, 総括した.

1) 第6回FD・教育改善検討会議

2) 授業観の改善に向けての授業研究会 平成23年2月

国立研究開発法人日本医療研究開発機構　医療技
術実用化総合促進事業「平成29年度臨床研究・治
験従事者等に対する研修」

平成22年9月

平成23年8月

平成24年3月

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学
運営等について, 総括した.

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学
運営等について, 総括した.

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学
運営等について, 総括した.

日本AAD講習会事務局主催の講習会を修了し, 規定
のデータを提出し認定

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学
運営等について, 総括した.

8）個人活動実績報告書（平成29年度, 星城大学） 平成30年3月

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学
運営等について, 総括した.

（星城大学　FD研修会等）

教育活動, 学生支援, 研究活動, 学外貢献, 大学
運営等について, 総括した.

4) 平成23年度第2回FD・教育改善会議

星城大学における教育の改善に向けた検討を行っ
た.

3) 第1回大学の未来を考える研究会

4）個人活動実績報告書（平成25年度, 星城大学）

1) 個人活動実績報告書（平成22年度, 星城大学）

8) 倫理審査委員会・治験審査委員会委員養成
研修修了

平成29年12月

5）個人活動実績報告書（平成26年度, 星城大学）

6）個人活動実績報告書（平成27年度, 星城大学）

3）個人活動実績報告書（平成24年度, 星城大学）

7) 第11回RIASコーディング研修修了
（The Roter Methods of Interaction Process
  Analysis System）

平成27年8月

（個人活動実績報告）

2）個人活動実績報告書（平成23年度, 星城大学）

6) 第5回Assessment of Awareness
Disability (AAD)講習修了
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2) 第2回FD研修会

星城大学大学院における研究について，共有した.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

8) 平成25年度第2回FD研修会 平成26年3月

9) 平成26年度第1回FD研修会 平成26年9月

6) 平成24年度第2回FD研修会

7) 平成25年度第1回FD研修会

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

1) 第1回FD研修会

14) 平成28年度第2回FD研修会

星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のための研修を受けた.

平成22年12月

平成28年3月

平成22年5月

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

平成27年9月

平成29年3月

平成22年8月

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のための研修を受けた.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

16) 平成30年度第1回FD研修会 平成30年9月 星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

星城大学における高等教育上の課題の共有と改善
に向けた検討を行った.

5) 平成24年度第1回FD研修会 平成24年9月

平成25年3月

（星城大学大学院FD研修会等）

13) 平成28年度第1回FD研修会 平成28年9月

10) 平成26年度第2回FD研修会

17) 平成30年度第2回FD研修会 平成31年3月

12) 平成27年度第2回FD研修会

3) 第3回FD研修会

15) 平成29年度第1回FD研修会 平成29年9月

11) 平成27年度第1回FD研修会

平成27年3月

平成26年9月
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平成29年3月

奈良学園大学における教育力の向上のために，前
期と後期に開講されている科目の授業参観を行
い，報告書を提出した.

星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のための研修を受けた.

星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のための研修を受けた.

星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のための研修を受けた.

8) 平成26年度第2回FD研修会

星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のための研修を受けた.

9) 平成27年度第1回FDセミナー 平成27年9月

星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のための研修を受けた.

星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のためのセミナーを受けた.

6) 平成24年度第1回FD研修会

平成27年2月

平成30年3月 星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のための研修を受けた.

12) 平成29年度第1回FD研修会 平成29年10月 星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のための研修を受けた.

平成23年8月

平成23年11月

星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のためのセミナーを受けた.

星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のための研修を受けた.

11) 平成28年度第2回FD研修会

星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のための研修を受けた.

星城大学大学院における研究力および研究教育力
の向上のための研修を受けた.

奈良学園大学における教育力の向上のための研修
を受けた.

（奈良学園大学　FD・SD研修会等）

2) 令和元年度保健医療学部授業参観 平成31年度

4) 平成23年度第1回FD研修会

5) 平成23年度第2回FD研修会

平成30年9月

15) 平成30年度第2回FD研修会 平成31年3月

平成25年1月

7) 平成25年度第1回FD研修会 平成26年2月

10) 平成28年度第1回FDセミナー 平成28年10月

14) 平成30年度第1回FD研修会

1) 令和元年度保健医療学部第1回FD研修会 平成31年8月

13) 平成29年度第2回FD研修会
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図書委員（後に, 図書・情報委員）

広報委員

広報推進委員（大学院担当）

研究倫理審査委員

ハラスメント相談員

平成22年4月
～

平成23年3月

平成22年4月
～

平成23年3月

平成22年4月
～

平成24年3月

平成22年4月
～

平成25年3月

平成22年4月
～

平成27年3月

平成23年4月
～

平成27年3月

平成24年4月
～

平成27年3月

入試広報委員

高校生川柳審査員

備品管理委員

アドバイザーミーティング委員

学生生活委員

人権問題委員(星城大学　学内委員等)

平成25年4月
～

平成30年3月

平成27年4月
～

現在に至る

FD・SD委員（全学）

FD・SD委員（学科）

教務ワーキンググループ委員（学科）

学年担当（1年）（学科）

カリキュラム検討委員（学科）

平成31年4月
～

現在に至る

大学院設置ワーキンググループ委員

平成27年8月
～

平成31年3月

平成31年4月
～

現在に至る

(奈良学園大学　学内委員等)

平成31年4月
～

現在に至る

平成31年4月
～

現在に至る

平成31年4月
～

現在に至る

平成31年4月
～

現在に至る

平成28年4月
～

平成30年3月
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年月日事項 概 要

年月日

平成9年4月

平成15年8月

平成19年3月

平成22年9月

平成22年12月

平成23年4月

平成26年2月

平成31年2月

令和2年2月

平成26年2月

10) 日本作業療法士協会認定作業療法士 第2279号

11) 日本作業療法士協会専門作業療法士（訪問） 第006号

6) 奈良市登美ヶ丘地区地域包括支援センター 平成31年5月
～

現在に至る

自立支援型地域ケア会議の助言者（作業療法士）

３　実務の経験を有する者についての特記事項

社医修（専）　第63号
「脳卒中のリハビリテーション研究に用いられて
いる評価指標の分類と動向：1996年から2005年の
文献調査」

社医博　第76号
「Studies of setting care goals and
understanding subjective needs in aged care
facilities: care providers' and residents'
view（高齢者施設におけるケア目標の設定とニー
ズ把握の研究：ケア提供者と入所者本人の視点」

第145号

作業療法士名簿登録番号　第18679号

第15-1209号

Rater Number: 014924

第681号
（平成28年4月　更新）

第5号

１　資格，免許

概 要

1) 作業療法士

事項

3) 京都大学　社会健康医学修士（専門職）

健康推進策定委員

非常勤作業療法士として作業療法士の指導, およ
びリハビリテーション科の管理・運営補助

健康関連事業計画ワーキングメンバー

研究調整員として研究計画立案への助言, および
研究調整業務（業務委託）

平成24年4月
～

平成29年3月

2) 東海市産学官連携協議会「健康関連事業への
　　参画」ワーキンググループ

平成25年8月
～

平成26年7月

平成25年5月
～

平成27年3月

3) （株）旭化成ファーマ

1) 医療法人社団淀さんせん会金井病院

平成30年9月
～

平成30年12月

5) 株式会社電通 「健康チャレンジ」京大共同研究プロジェクト研
究関連
にて，健康に関するシステマティックレビュー等
の研究協力

4) 東海市健康増進計画等策定ワーキング部会

なし

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

―

2) 福祉用具プランナー

平成29年1月

平成27年8月8) RIASコーダー
（The Roter Methods of Interaction Process
Analysis System）

4) AMPS認定評価者

5) AAD（現・A3）認定評価者

6) 日本公衆衛生学会認定専門家

7) 日本訪問リハビリテーション協会認定訪問療法
士

9) 京都大学　博士（社会健康医学）

２　特許等
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年月日事項 概 要

平成23年8月

3) 第6回日本訪問リハビリテーション協会学術
   大会奨励賞

平成28年6月

1) 平成23年度岡本糸枝研究助成賞 至誠会（東京女子医科大学）における岡本糸枝学
術研究助成の受賞
「在宅要介護高齢者と家族のリハビリテーション
および介護ニーズの把握と, ニーズに基づいたリ
ハビリテーション啓発リーフレット作成の試み」

 第53回近畿産業衛生学会における研究分野の若手
奨励賞の受賞
「高齢者施設の常勤介護職員における離職とその
関連要因の検討」

第6回日本訪問リハビリテーション協会学術大会に
おける奨励賞の受賞
「訪問リハビリテーション・チェックリストの開
発：具体的な目標設定と明確な課題解決のプロセ
ス」

（職能団体における実績）

平成25年4月
～

令和2年3月

1) 日本訪問リハビリテーション協会　教育研修部
　認定審査委員

日本訪問リハビリテーション協会における認定訪
問療法士の認定審査を担当した.

2) 日本訪問リハビリテーション協会　教育研修部
　認定審査委員会　委員長

（受賞歴）

2) 第53回近畿産業衛生学会若手奨励賞＜研究＞

3) 日本訪問リハビリテーション協会　理事 平成29年6月
～

現在に至る

日本訪問リハビリテーション協会における認定訪
問療法士の認定審査および認定研修の担当理事と
して教育研修の構築と運用を行った（令和2年4月
より学術部）.

平成25年11月

平成28年4月
～

令和2年3月

日本訪問リハビリテーション協会における認定訪
問療法士の認定審査を担当し，審査委員長として
統括した.

４　その他
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

(著書)

共著 平成24年8月

共著 平成29年5月

共著 平成29年9月

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が診療ガ
イドラインを活用するうえで必要な知識と活用
方法について，具体的に示した.
B5判　全180頁
監修：中山健夫
編集：日髙正巳・藤本修平
共著者：荒木浩二郎，有明陽佑，稲富宏之，大
浦智子，大寺祥佑，尾川達也，紙谷司，小久保
徹，小向佳奈子，今法子，酒井克也，佐々木
祥，杉田翔，竹林崇，田中宏明，坪内優太，中
村学，芳賀大輔，日髙正巳，福岡達之，福谷直
人，藤本修平，廣江貴則，吉川義之

本人担当部分：「質的研究を解釈するうえで必
要な知識」pp.55-60を単著.
質的研究の基本的な構成および考え方を概説
し，リハビリテーション専門職が臨床場面で質
的研究成果を活用するにあたり留意すべき点を
解説した.

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

照林社

医歯薬出版株式会社

1 褥瘡ガイドブック 褥瘡予防・管理ガイドライン第3版に準拠したガ
イドブックとして，一般に広くわかりやすく説
明した.
B5判　全256頁
編集：日本褥瘡学会学術教育委員会ガイドライ
ン改訂委員会（坪井良治，田中マキ子，門野岳
史，永井弥生，古田勝経，野田康弘，関根祐
介，貝谷敏子，片岡ひとみ，中川ひろみ，岩本
拓，栗田昌和，木下幹雄，倉繁祐太，仲上豪二
朗，柿崎祥子，日髙正巳，廣瀬秀行，杉元雅
晴，宮嶋正子，野口まどか，大桑麻由美，石澤
美保子，木下幸子，祖父江正代，室岡陽子，
松井優子，大浦智子，紺家千津子，市岡滋，須
釜淳子，田中秀子，足立香代子，中山健夫，宮
地良樹）

本人担当部分：委員会による作成のため抽出不
可能　（ガイドラインについての説明と位置づ
けについて概説し，褥瘡予防・管理ガイドライ
ン第3版作成にあたり，各分野の推奨度の根拠と
なる文献の研究デザインおよびエビデンスレベ
ルを判断し，ガイドラインにおける推奨度決定
を支援した.）

2 PT・OT・STのためのエ
　ビデンスの基礎知識と
　診療ガイドライン活用
　法

3 これから始める！シェ
　アードデシジョンメイ
　キング：新しい医療の
　コミュニケーション

医療におけるコミュニケーションや意思決定と
してのシェアードデシジョンメイキングについ
て，国内における先駆者による解説と実践につ
いて示した.
A5判　全172頁
編著：中山健夫
共著者：中山健夫，藤本修平，湯川慶子，中山
和弘，大坂和可子，堀江重郎，森田明夫，大浦
智子，今法子，浦尾充子，山口育子，射場典子

本人担当部分：「（コラム）臨床におけるSDM:
リハビリテーション」pp.129-130を単著.
　地域医療のなかでも訪問リハビリテーション
における患者と提供者間の情報共有とその実態
について紹介し，今後のコミュニケーションの
あり方について示した.

日本医事新報社
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年10月4 作業療法研究法

本人担当部分：「診療ガイドラインの作成と活
用」pp.144-146を単著
　診療ガイドラインについて、作成の手順と活
用方法について解説した．

本人担当部分：「研究対象者の選定」pp.23-26
を共著
　研究対象者の選択方法について，バイアスを
防ぐ方法をふまえて解説した. （共著者ととも
に内容を調整し，最終原稿を主として作成した.
）
共著者：大浦智子, 木村大介

本人担当部分：「アウトカム」pp.27-28を共著
　アウトカムの考え方について，尺度の種類に
関する説明のほか，メイン・アウトカムの設定
や対象者主体のアウトカムについて示した.
（共著者とともに内容を調整し，最終原稿を主
として作成した. ）
共著者：大浦智子, 木村大介

医歯薬出版株式会社 作業療法士が押さえておくべき研究倫理，研究
の種類，研究のすすめ方，報告や発表につい
て，作業療法士養成教育に活用するために構
成・編集した.
B5判　全164頁
編著：竹田徳則，大浦智子，藤本修平
第3部監修：廣江貴則
共著者：竹田徳則，大浦智子，木村大介，藤本
修平

本人担当部分：「量的研究」pp.34-41を単著
　量的研究における各種の研究デザインと特性
について解説した.特に，観察研究と介入研究に
おける各研究デザインの特徴と臨床場面におけ
る考え方を示した.

本人担当部分：「質的研究」pp.50-54を単著
　質的研究における手順と方法，妥当性の担保
などについて解説した．

本人担当部分：「混合法（mixed methods
approach）」pp.55-56を単著
　混合型の研究の種類や方法について，例を挙
げながら解説した．

本人担当部分：「尺度開発」」pp.68-70を単著
　作業療法場面を想定した例あげながら，効果
を測定するための尺度の兼ね備えておくべき信
頼性と妥当性について解説した.

本人担当部分：「文献研究」pp.71-72を単著
　主にシステマティックレビューとメタアナリ
シスについて，解説した．

本人担当部分：「データベース研究」pp.73-74
を単著
　データベースの構築と研究への活用につい
て，利点と留意点を中心に解説した．

本人担当部分：「根拠に基づく医療（Evidence-
Based Medicine; EBM）」pp.140
　根拠に基づく医療と根拠に基づく実践につい
て，その考え方について解説した．

本人担当部分：「エビデンスの質と階層」」
pp.141-143を単著
　研究を実施する際だけでなく，既存研究を読
み解釈する際に参考となるエビデンスレベルに
ついて解説した.
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

本人担当部分：「用語の説明」pp.1-7を共著
　作業療法士もしくは学生が研究法を効果的に
学ぶために，本書内における主要な用語を説明
した. (説明する用語の抽出および執筆担当者の
振り分け，担当用語の執筆，全用語の内容の確
認を行った.)
共著者：竹田徳則，大浦智子, 木村大介

本人担当部分：「巻末課題」pp.148を共著
　作業療法士もしくは学生が研究法を効果的に
学ぶために，巻末課題を示した. （学部学生を
想定し，到達すべきであろう学習目標を設定し
て，共著者とともに課題を作成した.）
共著者：竹田徳則，大浦智子

5 訪問リハビリテーショ
ンアドバイスブック

訪問リハビリテーションについて理解するため
に，多職種の立場から訪問リハビリテーション
従事者が抑えておくべき事項を示した.
監修：青山朋樹，高橋紀代
編集：辰巳昌嵩
共著者：辰巳昌嵩，阿毛裕理，片桐辰徳，藤本
修平，光武誠吾，高橋紀代，八木街子，宇野雄
祐，杉田翔，三好早苗，山﨑真一，奥村圭子，
川場康智，東田全央，今枝敬典，倉田昌幸，木
村圭佑，羽田真博，岩田研二，青山朋樹，藤田
美和子，嶋本尚恵，小口妃小江，杉浦徹，三木
貴弘，朝倉健太郎，尾畑翔太，中川征士，大場
やよい，上野多加子，森下元賀，小泉裕一，園
山真弓，池田耕二，大浦智子，鳴尾彰人，樺元
大輝，南條拓也，田代雄斗

本人担当部分：「筋力維持・増強」を単著
　筋力維持・増強に関する基本的知識に加え，
在宅訪問リハビリテーションにおける着眼点と
留意点を解説した.

本人担当部分：「関節可動域の維持と改善」を
単著
　関節可動域に関する基本的知識に加え，在宅
訪問リハビリテーションにおける着眼点と留意
点を解説した.

本人担当部分：「転倒および転倒予防対策」を
単著
　在宅生活を送る対象者の生活機能の低下を脅
かす転倒について，環境整備を含めて転倒予防
対策について解説した.

編著：藤本修平，竹林崇
共著者：藤本修平，竹林崇，小向佳奈子，杉田
翔，大浦智子，福田芽森，穴田周吾，中口拓
真，佐々木祥，村井歩志，他．

本人担当部分：「質的研究」を単著
　質的研究論文報告のためのチェックリストを
用いながら，臨床実践に役立てるための論文情
報の読み方について解説した．

メジカルビュー社平成30年3月共著

6 セラピストのための臨床
における治療選択を助ける
エビデンスの活用法（仮）

共著 令和2年8月
（予定）

医学書院
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（学術論文）

平成23年8月

共著 平成23年12月

共著 平成24年9月

平成25年9月

共著

保健師ジャーナル69:
712-719, 2013.

Ａ町の介護予防事業であるサロンは, 一般参加
者にとって主要な健康関連情報の授受の場に
なっており, 健康情報の伝達と情報的サポート
の増加により介護予防への寄与が期待できるこ
とが示唆された.

本人担当部分：共著者らの助言を得て研究計画
の立案と実施，論文を執筆した.
共著者：大浦智子，竹田徳則，近藤克則，木村
大介，今井あい子

共著

3 主観的QOL評価と生活
  観察をもとにした認知
  症高齢者へのアプロー
  チ
 （査読付）

意欲の低下と日常生活動作自立度低下で在宅介
護が困難で長期入所となった認知症高齢者に対
して, 対人交流や活動意欲の向上を目的にかか
わった症例を報告した. 主観的QOL評価と生活観
察で得た情報を活用しながら, 集団の場の力や
チームによるアプローチの結果, 対人交流や活
動意欲の向上につながった.

本人担当部分：得られた結果に対して作業療法
学的見地から助言し，考察の検討と論文執筆に
際して助言した.
共著者：中西康祐, 吉島拓矢, 三澤聡子, 大浦
智子

長野県作業療法士会学術
誌30: 120-128, 2012.

1 Reliability and
  validity tests of an
  evaluation tool
  based
  on the modified
  Barthel Index（Barthel
　Index改変版に基づく評価
　ツールの信頼性と妥当性
　の検証）
 （査読付）

International Journal
of Therapy and
Rehabilitation 18(8):
422 - 428, 2011.

遂行状況を評価するために, 活動能力を測定す
るModified Barthel Indexをもとに作成した評
価表の信頼性と妥当性を検証した. 検査者間お
よび検者内信頼性, 内的整合性は良好だった.
施設入所高齢者では階段昇降を実施している者
がほとんどおらず, 階段昇降を除いて実施した
探索的因子分析の結果, 1因子で説明可能だっ
た.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した.
共著者：Ohura T, Ishizaki T, Higashi T,
Konishi K, Ishiguro R, Nakanishi K, Shah S,
Nakayama T

2 Internet use for
  health-related
  information via
  personal computers
  and
  cell phones in
  Japan:
  a cross-sectional
  population-based
  survey.（日本におけ
  るパーソナルコン
  ピューターと携帯電話
  による健康関連情報の
  インターネット使用：
  地域住民を対象とした
  横断研究）
 （査読付）

インターネットおよびeメールによる健康・医療
情報の取得と利用者の属性を把握するために横
断的研究を行った. インターネットによる健
康・医療情報取得は高学歴・高収入の人に利用
され, 年齢が上がると利用されなくなること,
携帯電話のインターネットおよびeメールによる
健康・医療情報の活用がパーソナルコンピュー
タのそれに比べて低いことがわかった.

本人担当部分：調査に使用する質問項目の検討
および質問文に関する助言と，得られた結果に
対する考察について共著者らと検討した.
共著者：Takahashi Y, Ohura T, Ishizaki T,
Okamoto S, Miki K, Naito M, Akamatsu R,
Sugimori H, Yoshiike N, Miyaki K, Shimbo T,
Nakayama T.

J Med Internet Res.
13(4):e110, 2011.

4 （調査報告）「憩いの
  サロン」参加者の健康
  情報源と情報の授受：
  サロンは情報の授受の
  場になっているか？
 （査読付）
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平成25年10月

平成26年3月

平成26年3月

共著 平成26年3月

平成26年4月

在宅要介護者の主介護者が感じる主観的介護負
担感とその関連要因を明らかにすることを目的
に, 訪問リハビリテーション利用者の主介護者
（66名）を対象に質問紙調査を実施した結果，
階段昇降要介助の場合は自立に比べて, 主観的
介護時間が多い場合は少ない場合に比べて,
オッズ比が高かった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の
執筆にあたり指導した（責任著者）.
共著者：船渡絵梨香, 津山努, 今井あい子, 大
浦智子

愛知作業療法22:3-8,
2014.

7 訪問リハビリテー
   ション利用者の主
   介護者における主
   観的介護負担感と
   その関連要因の検
   討（査読付）

共著

作業療法32: 440-450,
2013.

介護支援専門員（care manager: CM）とヘル
パーを対象に実施した「訪問リハリハビリテー
ション（訪問リハ）に期待している効果」に関
する質問紙調査の結果, 身体機能の回復, 動き
やすさやセルフケアの改善に偏っていた.

本人担当部分：共著者らと協力施設を調整し，
研究計画の立案と実施，論文を執筆した.
 共著者：大浦智子, 津山努, 中西康祐

International Journal
of GERONTOLOGY 8(1):
12-17, 2014.

要介護高齢者入所施設の職員が考える高齢者の
ケア目標とその関連要因を明らかにするために,
7施設30人の職員を対象に半構造化面接を実施
し, その内容を質的に分析した結果, 4カテゴリ
が抽出された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した.
共著者：Ohura T, Takada A, Nakayama T

共著

共著

A大学作業療法学専攻4年生を対象に, 目標・理
想の作業療法士に関する自由記述式質問紙によ
る調査を行い質的分析を行った. 目標・理想と
する作業療法士として, 【技能】の＜コミュニ
ケーションスキル＞と【総合的判断力】の＜論
理＞に着眼していることが明らかとなった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の
執筆にあたり助言した.
共著者：山崎竜弥，大浦智子

9 （実践報告）客観的
   臨床能力試験
  （OSCE）場面のビデ
   オ・フィードバッ
   クによる臨床実習
   前教育の取り組み
  （査読付）

作業療法33(2): 181-
190, 2014.

学生が取り組むOSCEの症例課題実施場面を撮影
し, 終了後のビデオ・フィードバックと学習の
ふり返り機会を提供した. 臨床実習後の質問紙
調査（37名）では，OSCEの復習をした者が8割以
上で，その内容はビデオ・フィードバックを参
考にしていた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した.
共著者：大浦智子，竹田徳則，藤田高史，古澤
麻衣，木村大介，冨山直輝，林浩之，飯塚照
史，坂井一也，今井あい子

共著

8 （短報）臨床実習後
    の作業療法学生が目
    標・理想とする作業
    療法士
   （査読付）

愛知作業療法22:55-58,
2014.

5 介護支援専門員と訪問
  介護員における訪問リ
  ハビリテーション効果
  への期待：量的・質的
  検討（査読付）

6 Care goal setting
  and
  associated factors:
  semi-structured
  interviews with
  multidisciplinary
  care providers in
  facilities for
  elderly people（介護
  目標の設定と関連要
  因：高齢者施設の多職
  種ケア提供者への半構
  造化面接）（査読付）

リハ－123



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成26年7月

平成26年12月

平成26年12月

平成27年1月 入所高齢者のニーズを評価するための質問紙（4
領域25項目）を開発し, 妥当性と信頼性を検証
した. 再検査法による信頼性は, ニーズの領
域・項目によって高低が認められた. 確認的因
子分析の結果, モデル適合度は許容範囲内と判
断された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した.
共著者：Ohura T, Ishizaki T, Higashi T,
Nakayama T

訪問リハビリテーション利用者の訪問リハ利用
のきっかけと日々の生活目標を知るために, 質
問紙調査によって34 名の訪問リハ利用者の自由
記述回答を質的に分析した. 利用のきっかけは7
個の二次テーマ, 生活目標は 8 個の二次テーマ
が抽出された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した.
共著者：大浦智子, 津山努

J Phys Ther Sci
26(12): 1971-1974,
2014

在宅要介護高齢者128名を対象に, Modified
Barthel Indexに基づくセルフケア遂行評価日本
語版の因子的妥当性と内的整合性を検証した.
確認的因子分析の結果, モデル適合度は許容範
囲内と判断された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した.
共著者：Ohura T, Higashi T, Ishizaki T,
Nakayama T

10 学生における客観的
  臨床能力試験（OSCE）
  前後の学習と臨床実
  習後の自己評価：量
  的・質的分析による
  検討
 （査読付）

作業療法教育研究14(1):
16-22, 2014

評価主体の臨床実習（実習）開始約1カ月前に,
検査・測定，症例課題からなる客観的臨床能力
試験（OSCE）を実施し, 実習後に質問紙調査を
実施した. 対象学生33名中32名がOSCEの事前準
備をしたと自己評価していたが, 実習前には知
識や評価のみならず, 相手に合わせる応用技術
を視野に入れた準備が必要だと学生は感じてい
た.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した.
共著者：大浦智子，竹田徳則，藤田高史

11 訪問リハビリテー
  ション利用者のサ
  ービス利用のきっ
  かけと生活目標
 （査読付）

作業療法33(6): 517-
525, 2014

12 Assessment of the
   validity and
   internal
   consistency
   of a performance
   evaluation tool
   based on the
   modified Barthel
   Index Japanese
   nversion for
   elderly
   people living at
   home（在宅高齢者
  におけるBarthel
  Index改変日本語版
  に基づく遂行評価
  ツールの妥当性と
  内的整合性）
 （査読付）

Clinical Gerontologist
38(1): 88-102, 2015

共著

共著

共著

共著

13 Testing validity
   and
   reliability of a
   newly developed
   instrument to
   assess
   the subjective
   needs
   of
   institutionalized
   elderly（入所高齢者
   の主観的ニーズを
   評価するために新
   たに開発したツー
   ルの妥当性と
   信頼性の検証）
  （査読付）
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共著 平成27年3月

共著 平成27年6月

平成27年6月

平成27年7月 作業療法ジャーナル
49(8), 861-867

動作性 IQ や日常生活場面での記憶障害が，MCI
や初期認知症の変化を把握できるかを確認する
ことを目的に, 神経内科受診者のうち 1 年後の
再評価が実施できた 9 名のMini-Mental State
Examination（MMSE）, コース立方体組み合わせ
テスト, リバーミード行動記憶検査（RBMT）の
初期評価と 2 回目評価結果を比較した. 結果,
RBMT が軽微な認知機能の変化を検出可能であっ
た.

本人担当部分：研究計画の立案と実施を行い，
論文執筆に際して助言した.
共著者：木村大介，廣瀬秀一，大浦智子，中西
康裕，大槻輝子

日本認知症予防学会誌
48(1): 22-24, 2015

共著 介護予防における一次予防事業として行われて
いるサロン参加女性を対象に, 軽度認知機能低
下の有無と健康情報ニーズとの関連を明らかに
するための調査（自記式認知機能検査，健康情
報ニーズ等）と体力測定を実施した. 軽度認知
機能低下の有無による健康情報ニーズの違いは
認められなかった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した.
共著者：大浦智子, 竹田徳則, 木村大介, 冨山
直輝, 古澤麻衣, 天野圭二

訪問リハビリテーション利用者と提供者34組を
対象に, 主観的効果と実施プログラムの認識の
相違を明らかにした. 利用者は, 提供者が考え
ているよりも症状や床上動作の改善に向けたプ
ログラムを実施していると認識していた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した.
共著者：Ohura T, Tsuyama T, Nakayama T

共著

15 学生が地域で運営す
   る健康サロンにおけ
   る学習と気づき
  （査読付）

学生が地域高齢者を対象に健康サロンを運営す
ることによって得られた学生自身の気づきを明
らかにするために, 運営開始11か月後に質問紙
調査を行った. 学びの場としての肯定的意見に
対し, 実務面での反省が挙げられていた.

本人担当部分：研究計画を立案し，共著者とと
もに実施，論文執筆にあたり助言をした.
共著者：古澤麻衣, 竹田徳則, 大浦智子

作業療法 34: 325-334,
2015.

16 Differences between
   home-visit
   rehabilitation
   users and
 　providers in their
　 understanding of
   the content and
   subjective
   effects of
   rehabilitation
   practices（リハビ
  リテーション内容の
  理解と主観的効果に
  関する訪問リハビリ
  テーション利用者と
  提供者間の違い）
 （査読付）

J Phys Ther Sci 27:
1705-1708, 2015.

14 初期認知症および軽
   度認知機能障害
  （MCI）における軽微
   な認知機能の変化を
   捉え得る神経心理学
   検査の検討
  （査読付）

17 健康サロンに参加す
   る高齢女性における
   認知機能低下の有無
   と健康情報ニーズと
   の関連
  （査読付）
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共著 平成27年8月

平成27年12月

平成28年1月

共著 平成28年2月

高齢者の身体・心理社会面にもたらす地域開催
型ラジオ体操の効果を明らかにするために, 3か
月間の介入を行った. ラジオ体操群では下肢筋
力やバランスに有意な向上を認め, 体調の主観
的変化を認知していた.

本人担当部分：研究結果の解釈，統計解析およ
び論文の執筆にあたり助言した.
共著者：今井あい子, 加藤芳司, 竹田徳則, 大
浦智子, 北林由紀子, 山本和恵, 真田樹義

作業療法 34(4), 393-
402, 2015.

武豊プロジェクトの参加高齢者100名を3年間追
跡し, 認知機能を保つ要因を明らかにした. レ
ジャー活動や社会的つながりの強化が, 認知機
能の維持に正の効果を及ぼしていることが明ら
かとなった.

本人担当部分：研究結果に対する解釈および論
文執筆に際して助言をした.
共著者：Kimura D, Takeda T, Ohura T, Imai A

J. Phys. Ther. Sci.
27: 3837–3841, 2015

訪問リハビリテーション利用者家族と提供者50
組を対象に, 主観的効果と実施プログラムの認
識の相違を明らかにした. 利用者家族は, 提供
者が考えているよりも症状や床上動作の改善に
向けたプログラムやマッサージを実施している
と認識しており, 痛みや症状の改善を自覚して
いた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した.
共著者：Ohura T, Tsuyama T, Nakayama T

共著

介護老人保健施設に入所する高齢者のニーズと
介護職員によるニーズの把握の程度を明らかに
するために, 高齢者と介護職員115組にインタ
ビューと質問紙を用いた調査を行った. 基本的
日常生活と情緒的なニーズに比べ, 手段的日常
生活と生活環境に関するニーズのほうが, 職員
による把握割合が低い傾向にあった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した.
共著者：Ohura T, Ishizaki T, Higashi T,
Nakayama T

20 Gaps between the
   subjective needs
   of older facility
   residents and how
   care workers
   understand them: a
   pairwise cross-
   sectional study
 （入所高齢者の主観的
   ニーズと介護職員が
   把握している程度と
   の隔たり：ペアワイ
   ズ横断研究）
  （査読付）

BMC Res Notes 9:52,
2016
(DOI 10.1186/s13104-
016-1851-7)

21 Evaluation of
   facilitative
   factors for
   preventing
   cognitive decline:
   A 3-year cohort
   study of community
   intervention
  （認知機能低下予防促
   進因子の評価：3年間
   の地域介入コホート
   研究）
  （査読付）

PSYCHOGERIATRICS (DOI:
10.1111/psyg.12182)

共著

18 地域開催型ラジオ体
   操が高齢者の身体・
   心理社会面にもたら
   す効果
  （査読付）

19 Differences in
   understanding and
   subjective effects
   of home-visit
   rehabilitation
   between user
   families
   and rehabilitation
   providers（利用者家
   族と提供者間におけ
   る訪問リハビリテー
   ション内容の理解と
   主観的効果の違い）
  （査読付）
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共著 平成28年3月

単著 平成29年1月

平成29年3月

共著 平成29年7月

平成29年8月

22 Correlation of the
   Hand 20 with the
   International
   Classification of
   Functioning,
   Disability, and
   Health and
   comparison of the
   results with those
   of the Disability
   of the Arm,
   Shoulder and Hand
　 （国際生活機能分類と
 　Hand20との関係とDASH
   スケールとの比較）
  （査読付）

Asian J Occup Ther 11:
27-33, 2016

本邦の手外科領域で多用されている患者立脚型
評価Hand20の各項目について, ICF項目との関連
からDASHとの比較を試みた結果, Hand20は心身
機能から5項目, 活動と参加から23項目, 個人因
子から2項目がICF項目と関連づけられた. また,
Hand20は, DASHより手に特化した身体部位特異
的尺度であると捉えられた.

本人担当部分：研究計画の立案に対する助言，
研究の実施をともに行い，論文執筆に際して助
言をした.
共著者：Iitsuka T, Ohura T, Fujita T.

京都大学

24 作業療法士による訪
   問リハビリテーショ
   ンの目標とプログラ
   ム訪問リハビリテー
   ション実施計画書の
   記載内容
  （査読付）

作業療法士による訪問リハビリテーションの目
標とプログラムの実態を明らかにするために,
初回実施計画書の記載内容を計量的に分析し,
社会参加を見据えた活動・参加の目標のもと,
活動・参加と心身機能・身体構造のプログラム
が多く行われていることが明らかとなった.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の
執筆にあたり指導した（責任著者）.
共著者：山内春香, 佐竹美保, 津山努, 大浦智
子

作業療法ジャーナル 51:
261-265, 2017

日本認知症ケア学会誌
16: 461-469, 2017

1) 施設職員による入所高齢者へのケア目標の設
定とケア目標に関連する要因，2) 入所高齢者の
生活上の主観的ニーズの評価法，3) 入所高齢者
の生活上の主観的ニーズと介護職員の把握状
況，を明らかにした.

A4判　全38頁（既出の学術論文9・16・23で構
成）

BMC Medical Research
Methodology (2017)
17:131
DOI 10.1186/s12874-
017-0409-2

脳卒中患者におけるModified BI（MBI）に基づ
く日本語版（performance evaluation tool of
MBI: PET-MBI）の妥当性と信頼性検証を行った.
PET-MBIは, BIとの基準関連妥当性と評価者間信
頼性・評価者内信頼性が高いと判断した.

本人担当部分：共著者とともに研究計画を立
案・実施し，論文を執筆した.
共著者：Ohura T, Hase K, Nakajima Y,
Nakayama T

共著

共著

認知症高齢者の主観的生活の質（QOL）の維持向
上に向けた日常生活動作（ADL)支援プロトコル
の構築を目指し、在宅認知症高齢者の総合的な
ADLの実態, 主観的QOLと総合的なADL等の因子と
の関連を調査した.総合的ADLの障害が主観的QOL
と関連があり, 手段的ADLが基本的ADLに比べて
自立度が低い傾向にあることが示された.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の
執筆にあたり助言した.
共著者：中西康祐，大浦智子，池谷政直

26 Validity and
   reliability of a
   performance
   evaluation tool
   based on the
   modified Barthel
   Index for stroke
   patients（Barthel
   Index改変版として
   の遂行評価尺度の
   脳卒中患者におけ
   る妥当性と信頼性）
  （査読付）

25 認知症高齢者のQOL
   向上に向けたADL 支
   援プロトコル構築の
   ための在宅の基礎的
   調査
  （査読付）

23 Studies of setting
   care goals and
   understanding
   subjective needs in
   aged care facilities:
　 care providers' and
   residents' view
   （高齢者施設におけるケ
   ア目標の設定とニーズ把
   握の研究：ケア提供者と
   入所者本人の視点）
   (博士論文）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年10月

共著 平成29年11月

J. Phys. Ther. Sci.
30: 866–873, 2018

平成30年6月共著30 Occupation-based
   differences in
   shared perceptions
   of older resident
   needs within
   multidisciplinary
   care teams: a
   cross-sectional
   study of care
   workers, nurses,
   and therapists
   linked to older
   residents（入所高齢
  者の視点共有に関する
  多職種ケアチーム内に
  おける職種間の違い：
  入所高齢者とリンクさ
  れた介護・看護・リハ
  ビリテーション職を対
  象とした横断研究）
  （査読付）

中年世代のライフステージの趣味と，その時の
思い出の傾向を明らかにするために，自由回答
式質問紙調査を実施した．趣味の思い出は人と
の思い出が最も多く，作業療法場面で趣味を活
用する際には，活動としての趣味だけでなく，
その趣味に含まれる意味や思い出を理解する必
要性が示唆された．

本人担当部分：研究計画共著者とともに立案
し，論文執筆にあたり助言をした（責任著者）.
共著者：榊原唯，水野里咲，村松真侑子，阿部
優奈，大浦　智子

介護老人保健施設で働く介護・看護・リハビリ
テーション職による入所高齢者のニーズ把握の
程度とその共有実態を明らかにするために, 高
齢者と介護・看護・リハビリテーション職88組
への調査結果を分析した. 職員らは手段的日常
生活と生活環境に関するニーズを過小評価する
傾向があり、職種によってニーズの把握領域が
異なっていた.

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した.
共著者：Ohura T, Higashi T, Ishizaki T,
Nakayama T

29 中年世代の各ライフ
   ステージにおける趣
   味と思い出の傾向
   （査読付）

訪問リハビリテーションの初回プログラム内容
と，3ヶ月以内の目標達成終了者の特徴を明らか
にするために, テキストマイニング手法を用い
て分析し，脳血管疾患と骨関節疾患のプログラ
ムの割合を計量した. 初回のプログラムは心身
機能に焦点をあてた機能訓練が多かった.

本人担当部分：研究計画を立案し，共著者とと
もに実施，論文執筆にあたり助言をした.
共著者：古澤麻衣，大浦智子 ，藤井啓介，津山
努

平成30年5月 臨床作業療法 5: 14-19,
2018

地域リハビリテーション
12: 968-975, 2017

共著

養成校作業療法学生の臨床実習後におけるハン
ドセラピィに対する認識を検討するために，学
生の提出レポートをテキストマイニング手法に
より分析した. 主題分析を用いた質的検討を踏
まえると，学生はハンドセラピィを作業療法の
一分野として認知はしているものの，生活や作
業とは対極しており，作業療法士とは一線を画
すとの認識であることが示唆された．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文の
執筆にあたり助言した.
（飯塚照史, 大浦智子）

28 テキストマイニング
   手法を用いた訪問リ
   ハビリテーションプ
   ログラムの分析
  （査読付）

27 臨床実習後作業療法
   学生におけるハンド
   セラピィに対する認
   識
  （査読付）

日本ハンドセラピィ学会
誌 10: 43-48, 2017
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発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

介護老人保健施設の入所高齢者の生活満足に入
所高齢者を対象に，4領域25項目のニーズ項目と
生活満足等で構成する質問紙を用いた面接調査
を行った．さらに，高齢者1人につき介護職員・
看護職員・リハビリテーション職員（リハビリ
職員）をマッチさせ，高齢者と同様のニーズ項
目とケア提供への満足度等で構成する質問紙調
査を実施した．高齢者の生活満足を従属変数，
高齢者の特性（性，年齢，認知機能など），職
員の特性（カンファレンスの参加，ケア提
供），職員による高齢者のニーズ把握数を説明
変数し，有意水準を0.10未満として変数増加法
を用いたロジスティック回帰分析にてオッズ比
を算出した．入所高齢者は，性や年齢にかかわ
らず約8割が生活に満足していた．高齢者の生活
満足をアウトカムとしたロジスティック回帰分
析の結果，オッズ比は，介護職員がケア提供に
満足している場合がしていない場合に比べて
9.46（95%信頼区間[confidence interval:
CI]1.04-86.02）だった．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した.
共著者：大浦智子，中山健夫

令和2年3月 医療福祉情報行動科学研
究7: 63-72, 2020

日本臨床作業療法研究
6(1): 38-5, 2019

作業療法士に対する質問紙調査にて，OTを提供
するうえで【目標共有】，【ニーズ】，【アプ
ローチ】等に配慮し，「意味のある作業」に焦
点を当てることがOTを行う上で有用だと考えて
いることがわかった．作業に焦点を当てた実践
を知っていると回答したOTRは限られていたが，
知らないと回答したOTRの約9割が知りたいとの
回答を得た．

本人担当部分：研究計画共著者とともに立案
し，論文執筆にあたり助言をした（責任著者）.
共著者：林映見, 林原千夏, 野呂奈々穂, 加藤
正崇, 石黒佳世, 大浦智子

共著 令和元年8月

共著

31 関節リウマチ患者と医学
生の合同グループワークで
得られた患者と医学生の声
今後の医学教育に必要なこ
と（査読付）

共著

33 「作業に焦点を当てた実
践」の現状と障壁（査読
付）

34 介護老人保健施設に入所
する高齢者の生活満足の関
連要因: ケア提供者の職種
とニーズ把握を加味した検
討（査読付）

平成31年5月 日本ヘルスコミュニケー
ション学会雑誌   10(1)
: 31-35, 2019

関節リウマチ患者と医学生の合同グループワー
クの取り組みを紹介し，合同グループワーク後
の感想と，双方が考えている医学教育に必要な
ことを問うた．双方とも，グループワークの取
り組みを肯定的にとらえていたのに加え，医学
生は患者さんの生活を知ることの重要性を感じ
ていた．

本人担当部分：研究計画の立案と実施，論文を
執筆した．
共著者：大浦智子, 小嶋雅代, 荘子万能, 西明
博, 橋本里穂, 石橋茉実, 山中寿, 中山健夫

32 病院と訪問における作業
療法士の役割と必要なスキ
ル-学生の視点による質的研
究（査読付）

共著 令和元年8月 作業療法ジャーナル
53(9): 1014-1018, 2019

作業療法専攻で学ぶ大学生の視点で，作業療法
士に対して病院と訪問における作業療法士の役
割と必要なスキルをインタビューし，分析し
た．【目標の共有】と【医療・介護保険の知
識】は，訪問リハに関する語りのみで抽出さ
れ，訪問リハで意識されていることが明らかと
なった．

本人担当部分：研究計画共著者とともに立案
し，論文執筆にあたり助言をした（責任著者）.
共著者：水野里咲, 榊原唯, 阿部優奈, 村松真
侑子, 大浦智子
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共著の別
発行又は

発表の年月
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発行所，発表雑誌等
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(その他)

「ガイドライン」

共著 平成24年6月

共著 平成26年3月

「総説・解説等」

単著 平成24年3月

単著 平成24年10月

高齢者ケアにおけるEvidenceとNarrative, クラ
イエントの個別性の理解と, リハビリテーショ
ンでの活用について解説した.

褥瘡会誌 14(2): 165-
226, 2012.

科学的根拠に基づく褥瘡予防・管理ガイドライ
ンの改訂版を作成した.

本人担当部分：委員会による作成のため抽出不
可能　（ガイドラインについての説明と位置づ
けについて概説し，褥瘡予防・管理ガイドライ
ン第3版作成にあたり，各分野の推奨度の根拠と
なる文献の研究デザインおよびエビデンスレベ
ルを判断し，ガイドラインにおける推奨度決定
を支援した. ）
共著者：日本褥瘡学会学術教育委員会ガイドラ
イン改訂委員会（坪井良治，田中マキ子，門野
岳史，永井弥生，古田勝経，野田康弘，関根祐
介，貝谷敏子，片岡ひとみ，中川ひろみ，岩本
拓，栗田昌和，木下幹雄，倉繁祐太，仲上豪二
朗，柿崎祥子，日髙正巳，廣瀬秀行，杉元雅
晴，宮嶋正子，野口まどか，大桑麻由美，石澤
美保子，木下幸子，祖父江正代，室岡陽子，
松井優子，大浦智子，紺家千津子，市岡滋，須
釜淳子，田中秀子，足立香代子，中山健夫，宮
地良樹）

Jpn J PU 16(1): 12-90,
2014.

科学的根拠に基づく褥瘡予防・管理ガイドライ
ンの改訂版を作成した.

本人担当部分：委員会による作成のため抽出不
可能　（ガイドラインについての説明と位置づ
けについて概説し，褥瘡予防・管理ガイドライ
ン第3版作成にあたり，各分野の推奨度の根拠と
なる文献の研究デザインおよびエビデンスレベ
ルを判断し，ガイドラインにおける推奨度決定
を支援した.）
共著者：The Japanese Society of Pressure
Ulcers Guideline Revision Committee（Tsuboi
R, Tanaka M, Kadono T, Nagai Y, Furuta
K,Noda Y, Sekine Y, Kaitani T, Kataoka H,
Nakagawa H, Iwamoto T, Kurita M, Kinoshita
M, Kurashige Y, Nakagami G, Kakizaki S,
Hidaka M, Hirose H, Sugimoto M, Miyajima M,
Noguchi M, Okuwa M, Ishizawa M, Kinoshita
Y, Sobue M, Murooka Y, Matsui Y, Ohura T,
Konya C, Ichioka S, Sugama J, Tanaka H,
Adachi K, Nakayama T, Miyachi Y）

訪問リハビリテーション
10: 205-211, 2012.

訪問リハビリテーションにおけるエビデンスの
構築に向けて, 診療ガイドラインと研究, 研究
デザインとエビデンスレベル, 臨床研究におけ
る手続き等について解説した.

2 （特集）訪問リハビ
  リテーションにおけ
  るエビデンス構築の
  ために：ガイドライ
  ンにつながる研究と
  は

2 JSPU Guidelines for
　the Prevention and
　Management of
　Pressure Ulcers (3rd
　Ed.)
（褥瘡予防・管理ガイド
　ライン（第3版））

1 褥瘡予防・管理ガイド
　ライン（第3版）

1 高齢者ケアにおける
   クライエント中心の
   アプローチ

シニアフィットネスリハ
ビリテーション 5: 7-9,
2012.
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

単著 平成27年2月

平成27年5月

平成28年3月

単著 平成29年1月

「報告書等」

共著 平成23年3月

養成校における訪問リハビリテーションの教育
の現状と課題について, 報告した. 養成教育に
おける地域関連科目と単位数，全体のなかでの
訪問リハビリテーションについて説明できる時
間的制約について概説する一方，近年の実習に
おける訪問リハビリテーション見学場面の増加
などについて示した.

明確な目標設定に基づく効果的な訪問リハビリ
テーション（訪問リハ）の提供を可能とするた
めのアセスメントシートとチェックリストを開
発した. チェックリストは4領域20項目で構成さ
れた.

本人担当部分：共著者の助言を得て研究計画を
立案・実施し，論文を執筆した.
共著者：大浦智子，津山努，古澤麻衣

地域リハビリテーション
12: 34-39, 2017

共著

共著

OTジャーナル 49: 90-
91, 2015

作業療法領域における「患者中心のアプローチ
（Patient-centered approach: PCA）」, 「根
拠に基づく実践（Evidence-based Practice:
EBP）」, 「意思決定の共有（Shared-decision
making: SDM）」と「説明と同意Informed
Consent（IC）」を紹介した.

1 精神障害と労災研究会
  2010受託研究

うつ病等精神疾患発症後の心理的負荷と自殺と
の関係について解明するために, 国内外の発表
論文を対象に構造化抄録を作成した.
A4判　全64頁
代表：天笠崇

本人担当部分：研究チームによる報告のため抽
出不可能
共著者：天笠崇, 松浦健伸, 田井健，中山健夫,
福田里砂, 大浦智子, 熊井史, 渡邉貴博, 植原
亮介, 中谷琢, 古川安之

メタアナリシスとシステマティックレビューの
報告のガイダンスであるPRISMA（Preferred
Reporting Items for Systematic reviews and
Meta-Analyses）の概要を紹介し，今後の展望を
まとめた.

本人担当部分：共著者の助言を得て，論文を執
筆した.
共著者：大浦智子，中山健夫

5 （特集）訪問リハビ
  リテーション・チェ
  ックリストの開発：
  具体的な目標設定と
  明確な課題解決のプ
  ロセス

訪問リハビリテーション
協会機関紙43: 29-
34.2016

6 養成校における訪問
   リハビリテーション
   の教育の現状と課題

精神障害と災研究会平成
22年度研究報告書

3 （提言）患者中心の
  アプローチ（Patient-
  centered approach）
  と根拠に基づく実践
  （Evidence-based
  Practice）：より良
  い作業療法実践にむ
  けて

4 EQUATOR Networkから
  得られる，質の高い
  研究報告のための国
  際ルール④ PRISMA:
  システマティック・
  レビュー報告のため
  のツール

Jpn Pharmacol Ther (薬
理と治療) 43 suppl. 1:
s44-s50, 2015.
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発行所，発表雑誌等
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平成24年3月

心理社会面と健康に着目し「憩いのサロン」を
活用した介護予防のための地域介入によっても
たらされる効果と課題について報告した.
A4判　全61頁
代表：竹田徳則

本人担当部分：「介護予防のための心理社会面
に着目した包括的地域介入に関する研究」
pp.22-25を共著
　介護予防の一次予防事業「憩いのサロン」で1
年に1回実施する「お元気チェック」から，認知
機能や身体能力，健康関連情報入手の実態，お
よびサロン参加による変化等について報告した.
（研究の実施，および論文執筆にあたり助言し
た.）
共著者：竹田徳則，木村大介，大浦智子，今井
あい子

「ソーシャル・キャピタルと健康に関する実証
的研究」に関わる各分野から，介護予防のポ
ピュレーション戦略としての「憩いのサロン」
に関する各種報告がされた.
A4判　全160頁
代表：竹田徳則

本人担当部分：「ポピュレーション戦略による
「憩いのサロン」を活用した介護予防事業参加
者の評価「お元気チェック」の内容と進め方」
pp.55-111を共著
　介護予防の一次予防事業「憩いのサロン」で1
年に1回実施する「お元気チェック」の内容と進
め方について, 概要と手順を報告した. （研究
の実施，および論文執筆にあたり助言した.）
共著者：竹田徳則，木村大介，大浦智子，今井
あい子

本人担当部分：「ポピュレーション戦略による
介護予防に向けた憩いのサロン事業に関する研
究-参加による外出の変化と参加理由-」pp.113-
119を共著
　介護予防の一次予防事業として実施している
「憩いのサロン」参加による外出の変化と参加
理由について報告した.（研究の実施，および論
文執筆にあたり助言した.）
共著者：竹田徳則，大浦智子，木村大介

本人担当部分：「「憩いのサロン」参加者の健
康情報源と情報の授受に関する研究」pp.121-
130を共著
　介護予防の一次予防事業として実施している
「憩いのサロン」参加者の健康情報源と情報の
授受との関連, ボランティアと一般参加者の特
性の違いについて調査・検討し報告した.（研究
計画の立案，データ集計と結果の解釈，論文を
執筆した. ）
共著者：大浦智子，竹田徳則，近藤克則，木村
大介，今井あい子

共著

3 介護予防のための心理社
　会面に着目した包括的地
　域介入に関する研究

2 ソーシャル・キャピタル
  と健康に関する実証的研
  究

共著 平成24年3月

科学研究費補助金（新学
術領域）研究報告書

平成23年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

リハ－132



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成24年8月

共著 平成26年2月

平成26年3月

共著 公益財団法人在宅医療助
成勇美記念財団2011年度
「在宅医療研究への助
成」一般
公募研究（前期）完了報
告書

6 市民の健康に関する意識
　調査報告書

東海市健康増進計画等の評価及び策定にむけた
調査を集計し報告した.
A4判　全158頁

本人担当部分：データ集計・結果の解釈および
報告書を主となって作成し，とりまとめた.
共著者：江西一成, 竹田徳則, 大浦智子

5 介護予防のための心理社
　会面に着目した包括的地
　域介入に関する研究

共著 平成25年3月 平成24年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

7 地域居住高齢者の健
   康増進・介護予防プ
   ログラムとしてのシ
   リアスゲームの活用

共著

平成25年度東海市健康増
進計画等の評価及び策定
支援委託事業（星城大
学）

平成25年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

4 在宅要介護高齢者と家族
  のリハビリテーションお
  よび介護ニ ーズの把握
  と, ニーズに基づいたリ
  ハビリテーション啓発
  リーフレット作成の試
  み

地域における介護予防のための健康サロンに参
加する高齢者の健康情報ニーズの収集方法など
について調査し，シリアスゲームを活用した健
康教育活動について検討した.
A4版　全44頁
代表：大浦智子

本人担当部分：「地域居住高齢者の健康増進・
介護予防プログラムとしてのシリアスゲームの
活用」pp31-33を共著（筆頭）.
公民館サロン参加高齢者の健康関連ニーズ及び
入手源について調査し，報告した．
共著者：大浦智子, 竹田徳則, 天野圭二, 冨山
直輝, 木村大介

訪問リハビリテーション利用者と家族を対象に,
訪問リハビリテーション利用開始のきっかけと
ニーズ, 満足感に関する調査を実施し, 利用者
と家族の声に基づくリーフレットを作成した.
さらに, 提供者である療法士にも同様の調査を
実施し, 利用者や家族との認識の相違について
検討した.
A4版　全31頁（PDF公開）
成果物：リーフレット（A4・両面刷，1枚）
代表：大浦智子

本人担当部分：研究計画を立案し，実施と報告
書を執筆した.

共著者：大浦智子, 津山努

心理社会面と健康に着目し「憩いのサロン」を
活用した介護予防のための地域介入によっても
たらされる効果と課題について長期追跡によっ
て検証した（2年目）.
A4判　全52頁
代表：竹田徳則

本人担当部分：「介護予防のための心理社会面
に着目した包括的地域介入に関する研究」
pp.23-24を共著
　介護予防の一次予防事業「憩いのサロン」で1
年に1回実施する「お元気チェック」に参加した
作業療法学専攻学生の意識と取り組みに関する
調査，認知機能低下に関与するモデルの構築，
サロン参加きっかけの分析結果を報告した.
（研究の実施・分析，および論文執筆にあたり
助言した.）
共著者：竹田徳則，木村大介，大浦智子，今井
あい子

リハ－133



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成27年1月

平成27年3月

平成27年10月11 公衆衛生モニタリ
   ング・レポート委
   員会平成26年度公
   衆衛生モニタリン
   グ・レポート年次
   報告書

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポー
ト委員会内にある12グループが，各領域におい
て設定した課題について報告した.
A4判　全59頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた3
つの個別課題pp.14-18を共著
（このうち，高齢者グループ個別課題②「高齢
者の地域におけるリハビリテーションについ
て」pp.15-17担当執筆）
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章
三，大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一
郎，金川克子，須知雅史，多田敏子，藤原佳
典，矢庭さゆり，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

東海市のサロン運営ボランティアへのヒアリン
グと質問紙調査の実施・集計と, これに基づく
提案を報告した.
A4判　全21頁

本人担当部分：共著者とともに質問紙を作成
し，調査の実施・集計と報告書の作成を主に
担った.
共著者：安倍基幸, 竹田徳則, 江西一成, 大浦
智子

日本公衆衛生学会

平成26年度東海市委託事
業(星城大学)

8 介護予防のための心理社
　会面に着目した包括的地
　域介入に関する研究

共著 平成26年3月 平成25年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

10 地域居住高齢者の健
   康増進・介護予防プ
   ログラムとしてのシ
   リアスゲームの活用

9 介護予防サロン運営
  展開方法調査報告書

共著 平成26年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

地域における介護予防のための健康サロンに参
加する高齢者の健康情報ニーズの収集方法など
について調査し，シリアスゲームを活用した健
康教育活動について検討した（2年目）.
A4版　全33頁
代表：大浦智子

本人担当部分：「地域居住高齢者の健康増進・
介護予防プログラムとしてのシリアスゲームの
活用」pp23-26を共著（筆頭）.
公民館サロン参加高齢者に対する健康増進・介
護予防プログラムとして実施した健康川柳の募
集，健康川柳を活用したカルタの作成とカルタ
の活用について報告した．
共著者：大浦智子, 竹田徳則, 天野圭二, 冨山
直輝, 木村大介

共著

心理社会面と健康に着目し「憩いのサロン」を
活用した介護予防のための地域介入によっても
たらされる効果と課題について長期追跡によっ
て検証した（2年目）.
A4判　全44頁
代表：竹田徳則

本人担当部分：「介護予防のための心理社会面
に着目した包括的地域介入に関する研究」
pp.34-36を共著
　介護予防の一次予防事業「憩いのサロン」拠
点数の増加に伴う延べ参加者の増加，一時予防
事業として展開される中での二次予防事業該当
者のカバー，サロン参加と回数が多いほど要介
護認定発生が有意に低いことを報告した. （研
究の実施および論文執筆にあたり助言した.）
共著者：竹田徳則，木村大介，大浦智子，今井
あい子

リハ－134



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成28年3月

共著 平成28年8月

共著 平成28年10月

共著 平成29年10月

13 認知症高齢者主観
  的QOL向上をめざす
  ADLプログラム開発
  に向けた在宅生活
  の実態調査

認知症高齢者の日常生活活動プログラム構築の
ために, 在宅で暮らす認知症高齢者の日常生活
活動, 主観的QOLなどを調査した. 日常生活活動
の障害が, 認知症高齢者の主観的QOLを低下させ
る要因であることが示唆された.（研究の実施，
および報告書作成にあたり助言した.）
A4版　全13頁（PDF公開）
代表：中西康祐

本人担当部分：代表者とともに研究計画を立案
し，分析・報告にあたり助言をした．
共著者：中西康祐, 大浦智子, 増田秀一

共著 平成27年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

学年および学部別の精神健康の特徴，および進
級に伴う精神健康の推移を明らかにするため
に，学生の精神健康について実態を調査した.
A4版　全33頁
代表：羽山 順子

本人担当部分：「小規模私立大学で運用可能な
調査システムを活用した、大学生の精神健康実
態調査」pp25-29を共著.
学生の精神的健康とアルバイトとの関連，半年
後の精神健康を予測する要因について報告し
た．
共著者：羽山 順子，安部 基幸，赤岡 美津子，
大浦智子

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポー
ト委員会内にある11グループが，各領域におい
て設定した課題について報告した.
A4判　全64頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた3
つの個別課題pp.13-17を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章
三，大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一
郎，金川克子，須知雅史，多田敏子，藤原佳
典，矢庭さゆり，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

15 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   平成28年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

12 小規模私立大学で運用
　可能な調査システムを
　活用した、大学生の精
　神健康実態調査

公益財団法人在宅医療助
成勇美記念財団2015年度
「在宅医療研究への助
成」一般公募研究（前
期）完了報告書

日本公衆衛生学会

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポー
ト委員会内にある11グループが，各領域におい
て設定した課題について報告した.
A4判　全72頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた3
つの個別課題pp.18-23を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章
三，大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一
郎，金川克子，須知雅史，多田敏子，藤原佳
典，矢庭さゆり，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

日本公衆衛生学会

14 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   平成27年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

リハ－135



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

平成31年3月

「受賞報告」

単著 平成24年9月

「その他」

1 研究大会レポート 単著 平成22年10月

単著 平成26年1月

介護支援専門員（CM）とヘルパーを対象に訪問
リハビリテーションの効果に関する質問紙調査
を実施した．両者が期待していた訪問リハの効
果は, 身体機能の回復, 動きやすさやセルフケ
アの改善に偏っていた. 効果を期待通りとした
のは, CMでは8割以上であるのに対し, ヘルパー
では6割に満たず, 3割近くが“わからない”で
あり, 両者に対して訪問リハの幅広い役割に関
する説明と啓発を行う必要性が示唆された.

1 地域社会から求めら
  れている訪問リハビ
  リテーションのあり
  方と普及に関する検
  討：介護支援専門員
  とヘルパーを対象と
  した質問紙調査

一般社団法人至誠会　女
醫会　第802号（岡本糸
枝学術研究助成受賞者研
究発表抄録）

18 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   2018/2019年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

令和元年10月共著

共著 平成30年度元気創造研究
センター年報（星城大
学）

回復期リハビリテーションを担う「回復期リハ
ビリテーション病棟」における「入院時訪問指
導加算」算定の実態を明らかにすることを目的
に，日本医療データセンター（JMDC）のレセプ
トデータを用いて分析した.
代表：大浦智子

本人担当部分：「H003-2 リハビリテーション総
合計画評価料 」算定件数は増加傾向にあるこ
と，「入院時訪問指導加算」の算定割合は新規
に回復期リハビリテーション病棟に入院した数
に対して限定的で，月単位における増減がある
ものの、やや増加していることを明らかにし
た。．
共著者：大浦智子，飯塚　照史

17 回復期リハビリテー
 　ション病棟における
　退院前指導に関する実
　態：レセプトデータに
　よる医科情報を用いた
　リハビリテーション研
　究の可能性

2 若手奨励賞を受賞
   して

平成25年11月に開催された第53回近畿産業衛生
学会での若手奨励賞受賞に関する報告

青海社　臨床作業療法
Vol.7 No.4

平成22年5月に開催された第15回全国訪問リハビ
リテーション研究大会in沖縄のレポート

日本産業衛生学会近畿地
方会ニュース No.97

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポー
ト委員会内にある11グループが，各領域におい
て設定した課題について報告した.
A4判　全83頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた2
つの個別課題pp.16-20を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章
三，大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一
郎，金川克子，島本太香子，藤原佳典，矢庭さ
ゆり，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

日本公衆衛生学会危機管理モニタリングレポー
ト委員会内にある11グループが，各領域におい
て設定した課題について報告した.
A4判　全83頁

本人担当部分：高齢者のQOLと介護予防, 高齢者
の医療と福祉グループにおいて，重点をおいた1
つの個別課題pp.13-20を共著
共著者：高齢者のQOLと介護予防，高齢者の医療
と福祉グループ
（石崎達郎（リーダー），安西将也，植木章
三，大浦智子，大坪徹也，奥村二郎，甲斐一
郎，金川克子，島本太香子，藤原佳典，矢庭さ
ゆり，鷲尾昌一，渡辺修一郎）

日本公衆衛生学会

日本公衆衛生学会16 公衆衛生モニタリン
   グ・レポート委員会
   平成29/30年度公衆衛生
   モニタリング・レポ
   ート年次報告書

共著 平成30年10月
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

3 書評 単著 平成29年3月

「国際学会」

－ 平成26年6月

－ 平成26年6月

－ 平成26年6月

「国内学会」

－ 平成22年6月 第44回日本作業療法学会
（宮城）

1 Differences between
  users and providers
  in regard to
  awareness and
  understanding the
  content and
  subjective effects
  of home-visit
  rehabilitation
 （訪問リハビリテー
  ションの内容と主
  観的効果に関する
  利用者と提供者の
  認識と理解の違い）

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists in
collaboration with the
48th Japanese
Occupational Therapy
Congress and Expo
(Yokohama)

利用者と提供者間における訪問リハ内容・主観
的効果に対する認識の相違を明らかにするため
の質問紙調査を行った. 利用者が提供者よりも
実施したと認識する内容は, 筋力や体力・麻
痺・床上動作・身のまわり動作・屋内移動・呼
吸の改善の6項目, 利用者の主観的効果(維持・
向上)は転倒の危険・家族関係が最も高かった.

本人担当部分：研究の計画立案・実施と結果を
集計し，報告した.
共同発表者：Ohura T, Tsuyama T, Nakayama T

2 Evaluation of the
  Facilitative Factors
  for the Prevention
  of Cognitive Decline
  in a Preventive
  Intervention for
  Dementia（認知症予防
  介入における認知機能
  低下促進因子の評価）

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists in
collaboration with the
48th Japanese
Occupational Therapy
Congress and Expo
(Yokohama)

一次予防事業であるサロン参加者の認知機能低
下をエンドポイントとした4年間の追跡調査と分
析を行った. サロン参加者では, Social
networkやLeisure activityの高い状態が長期的
には, 認知機能低下に保護的である可能性が考
えられた.

本人担当部分：研究の計画立案・実施および報
告に向けた助言をした. .
共同発表者：Kimura D, Takeda T, Ohura T,
Imai A

3 Motor and
  psychosocial
  tendencies in
  elderly
  women receiving
  primary preventive
  services（一次予防事
  業に参加する高齢女性
  の運動と心理社会特
  性）

一次予防事業参加女性における運動器関連低下
の割合と健康に関連する心理社会面を, 横断的
に検討した. 予防事業参加女性の運動器該当群
は約2割で, 非該当群より生活機能, 外出頻度の
低下, うつ得点が高いことが示唆された.

本人担当部分：研究の計画立案・実施および報
告に向けた助言をした. .
共同発表者：Imai A, Takeda T, Kimura D,
Ohura T

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists in
collaboration with the
48th Japanese
Occupational Therapy
Congress and Expo
(Yokohama)

1 Modified Barthel
   Index日本語版作成
   と信頼性の検証

介護老人保健施設入所高齢者を対象に, 翻訳し
たModified Bartel Indexをperformance
evaluation toolとして使用した場合の信頼性を
検証した. カッパ係数はいずれも高い値を示し,
検査間・検者間信頼性があると判断した.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 小西建太朗, 石黒里香,
中西康祐, 小林 珠美

訪問リハビリテーション
協会機関紙

『新版　訪問リハビリテーション実践テキス
ト』の書評

リハ－137



著書，学術論文等の名称
単著・
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－ 平成22年10月

－ 平成22年10月

－ 平成23年1月

－ 平成23年1月

第21回日本疫学会（札
幌）

2 入所要介護高齢者の
 生活に関する主観的
ニーズと介護職員に
よる把握の程度

第69回日本公衆衛生学会
（東京）

入所要介護高齢者の主観的ニーズと介護職員に
よる把握の程度を明らかにするために, 118組の
高齢者-介護職員の質問紙調査結果を報告した.
IADLや生活環境に関する領域の質問項目は,
BADLや情緒的な領域の質問項目よりも職員の
ニーズ把握割合が低い傾向にあった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 東尚弘, 石崎達郎, 中
山健夫

3 健保レセプトとの突
 合による健診「要治
 療」群の医療機関受
 診状況の検討

第69回日本公衆衛生学会
（東京）

健康保険組合の健康診断データ67,054人分を用
いて, 特定健診での要治療対象者の健診後の受
療行動を診療報酬請求明細書で確認し, 未受診
の実態を把握することを目的として研究を実施
した. 結果, 要治療に該当する人の健診後の医
療機関受診率は低かった.

本人担当部分：共著者とともに研究計画を調整
し，助言した.
共同発表者：小沼梨沙, 木村真也, 大浦智子,
宮崎喜久子, 石崎達郎, 中山健夫

4 介護職員の離職と雇
 用形態, 職業ストレ
ス, 抑うつ症状, バ
ーンアウトとの関連
: 介護職員を対象と
した1年間の追跡研
究

介護職員を対象に1年間のコホート研究を実施し
た. 常勤者は非常勤者よりもバーンアウトの情
緒的消耗感（EE）が高い者の占める割合が多
かったこと, EEのリスクが高い群は90日時点で
の離職発生割合が高かったことから, 離職を防
ぐためにはEEに対するサポートの必要性が示唆
された.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子，石崎達郎，中山健夫

5 健診「要治療群」の
 健診後通院状況の違
 いによる, 脳血管疾
 患・心臓疾患への影

   響

第21回日本疫学会（札
幌）

健康診断の検査結果で「血圧」「血糖」検査数
値について治療を必要とされていながら, 検診
受診後に一定の期間医療機関への受療が見られ
なかった群と受療が見られた群の, 脳・心臓疾
患の罹患状況を把握した.

本人担当部分：共著者とともに研究計画を調整
し，助言した.
共同発表者：小沼梨沙, 木村真也, 辻村友香，
大浦智子, 仙石多美，宮崎喜久子，高橋由光，
石崎達郎, 中山健夫
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共著の別
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発行所，発表雑誌等
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－ 平成23年6月

－ 平成23年10月

－ 平成24年5月

－ 平成24年6月

6 作業療法学科学生に
   おける身体拘束およ
   び感染管理への関心
   ：量的・質的検討

第45回日本作業療法学会
（埼玉）

４年制専門学校４年次学生の感染管理および身
体拘束への関心の程度や関心をもつきっかけ等
を把握することを目的に, 質問紙調査による量
的検討とレポートの内容分析による質的検討を
行った. 臨床実習では専門知識・技術だけでな
く, 医療従事者としてのリスク管理関連事項の
理解について学生-臨床実習指導者-学内教員間
の共通認識を培う必要があることが示唆された.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子，川越清次，砂川勇，中
山健夫

7 介護予防「憩いのサ
   ロン事業」参加高齢
   者の健康関連情報入
   手源：武豊プロジェ
   クト

第70回日本公衆衛生学会
（秋田）

愛知県Ａ町での介護予防事業「憩いのサロン」
のボランティア群95人と一般参加者群181人を対
象に, 健康関連情報の入手源を問うた. 情報入
手源は，テレビやラジオと病院職員，町広報が
高く，これらが高齢者にとって情報を得やすい
可能性が示唆された．一方，ボランティア群で
は新聞，知人や友人が上位だったのに対し，一
般参加者群ではサロン，保健センターが多いと
いう違いがみられた．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子，竹田徳則，近藤克則

8 地域支援事業一次予
   防事業「憩のサロ
   ン」運営ボランティ
   アの認知機能と生活
   機能との関連性～共
   分散構造分析による
   検討～

第13回認知症ケア学会
（浜松）

地域支援事業一次予防事業「憩のサロン」運営
ボランティアの認知機能と生活機能との因果関
係を明らかにすることを目的に，ボランティア
93名の生活機能・認知機能の測定指標を用いて
共分散構造分析を行った．本結果では，生活機
能を高く保つことが認知機能維持を規定し，生
活機能でも知的活動性が認知機能に影響を与
え，それは注意に反映されることが示された．

本人担当部分：研究の実施および結果の解釈に
ついて助言した.
共同発表者：木村大介，竹田徳則，大浦智子，
今井あい子，能登谷晶子

9 在宅要介護高齢者に
   おけるセルフケア能
   力と遂行状況の乖離

第46回日本作業療法学会
（宮崎）

在宅要介護高齢者におけるADL能力と遂行状況の
乖離の有無と程度を明らかにするために,
Modified Barthel Indexを測定した. ADL能力と
遂行状況は概ね良好な一致と判断した. しかし,
セルフケアの中でも粗大運動を含む危険が伴い
やすい階段, 移動, 入浴等では「できるがして
いない」割合が高いことが明らかとなった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 石黒里香, 中西康祐,
津山努, 深津良太
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－ 平成24年6月

－ 平成24年6月

－ 平成24年6月

－ 平成24年6月

10 訪問リハビリテー
   ション利用前後の
   利用者の困りごと
   の主観的変化

第46回日本作業療法学会
（宮崎）

訪問リハ利用前の困りごととサービス利用後の
主観的変化を明らかにするために, 39名の訪問
リハビリテーション利用者に質問紙を配布し,
38部が有効回答だった. 体力や筋力の低下, 移
動や外出頻度, 身のまわり動作に関する事項が
困りごとの上位を占めていた. 一方, 困りごと
として上位に挙がっていなかった項目がサービ
ス利用後に「よくなった」と感じていることが
あり, 利用者が自覚していないニーズの存在が
明らかとなった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
にむけて助言した.
共同発表者：津山努, 大浦智子

11 ポピュレーションア
   プローチによる介護
   予防に向けた憩いの
   サロン事業―サロン
   参加要因―

第46回日本作業療法学会
（宮崎）

サロン参加理由を明らかにし参加継続を図る手
がかりを得ることを目的に, サロン参加者に対
して参加理由を質問紙にて問うた. サロンにほ
ぼ毎回参加しているボラ・参加者ではその理由
として, 共に新しい仲間ができる, 他の参加者
に会える, おしゃべりができるなど人と人との
つながりに関わる内容, 開催場所が近いという
環境要因, 健康に良い話が聞けるという情報的
サポートが挙がった.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて
助言した.
共同発表者：竹田徳則, 近藤克則, 木村大介,
大浦智子, 太田崇

12 地域在住高齢者にお
   ける認知機能低下の
   心理社会，生活機能
   要因の検討

第46回日本作業療法学会
（宮崎）

認知機能低下の要因を体力・認知・心理社会・
生活機能の多要因で検討し認知機能低下の過程
についての手がかりを得ることを目的に, 地域
居住高齢者を対象に3年間の追跡調査を行った.
認知機能低下の予測要因として, 長期データか
らは抑うつ状態, 中期データからは知的能動性,
短期データでは語想起が抽出され, 抑うつ状態
が知的能動性の低下に影響を与え, 知的能動性
の低下が前提となり語想起が低下するという認
知機能低下の過程が考えられた.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて
助言した.
共同発表者：木村大介, 竹田徳則, 太田崇, 大
浦智子, 今井あい子

生活機能や外出頻度, 歩行時間と筋力との関連
を横断的に分析, 検討することを目的に, 介護
予防事業「憩いのサロン」参加の女性を対象に
チェアスタンド（CS）と握力を測定した. 下肢
筋力を反映するCSは，前期高齢者では社会的役
割, 後期高齢者ではIADLといったいずれも自宅
外での活動とより関連している可能性が示唆さ
れた．一方握力は，後期高齢者で生活機能との
関連がみられた．

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて
助言した.
共同発表者：今井あい子, 竹田徳則, 木村大介,
大浦智子

第46回日本作業療法学会
（宮崎）

13 地域在住高齢女性の
   生活機能と筋力との
   関連について
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－ 平成24年10月

－ 平成24年10月

－ 平成24年10月

－ 平成25年1月

16 ラジオ体操活動への
   参加を希望する高齢
   者の生活状況・心理
   社会機能・体力の特
   性

17 介護老人保健施設の
   看護・介護・リハビ
   リテーション担当者
   による，入所高齢者
   のニーズ理解の特性

第23回日本疫学会学術総
会（大阪）

看護師（看護）・介護職員（介護）・リハビリ
テーション担当者（理学・作業療法士・言語聴
覚士：リハ）が理解している施設入所高齢者
（高齢者）のニーズと職種間相違を検討した.
高齢者92名と職員による各々92部の質問紙の回
答を解析した結果, 高齢者の「ニーズあり」割
合は，ADL（7問）69.2-92.1%，IADL（5問）
51.6-63.7%，生活環境（8問）26.7-79.1%，気分
（5問）86.7-93.3%だった. 日常的なケアに関与
するADLや気分領域では, リハに比べて看護・介
護が「ニーズあり」と捉えており, ニーズ理解
が職種間で異なることが示された.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子，東尚弘，石崎達郎，中
山健夫

14 客観的臨床能力試験
  （OSCE）前後の学習
  特性と評価実習：量
  的・質的分析による
  検討

第17回日本作業療法教育
学術集会（東京）

評価実習前OSCE前後の学習特性を明らかにし,
今後の学内教育を検討することを目的に, 作業
療法学生を対象に質問紙調査を実施した. OSCE
の事前準備は, 実技試験該当検査と提示された
症例の身体機能関連検査の準備割合が高かった.
一方, 事前に提示されたADLや画像から予測可能
な高次脳機能検査や画像所見に関する事前準備
は不十分だった. 実習前に取り組むべき内容と
して, 知識や評価のみならず相手に合わせた対
応といった応用技術を視野に入れた準備が必要
だと感じていた.

15「憩いのサロン事業」
   参加者の健康関連情
   報入手源と情報の授
   受：武豊プロジェク
   ト

第71回日本公衆衛生学会
（山口）

Ａ町での1次介護予防施策としての「憩いのサロ
ン事業」（サロン）が情報入手源となり, 情報
の授受が増えているかを検討した. サロン参加
者の健康関連・食・運動に関する情報の入手源
は, テレビやラジオが最も多いが, 高齢で情報
源の数が少ない一般参加者にとってサロンは,
主要な健康関連情報の授受の場になっていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子，竹田徳則，近藤克則

ラジオ体操活動がもたらす多面的効果を検討す
るベースライン調査として, 参加希望高齢者と
体力測定希望者の生活状況, 心理社会機能, 体
力の特性を明らかにした. 参加希望者は, 会や
組織に所属する割合が有意に高かった, 他の項
目では有意な差がなかった.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて
助言した.
共同発表者：今井あい子, 加藤芳司, 北林由紀
子, 山本和恵, 大浦智子, 竹田徳則

第71回日本公衆衛生学会
（山口）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月

第47回日本作業療法学会
（大阪）

18 訪問リハビリテーシ
   ョン利用者・家族の
   生活目標：自由記述
   回答の質的分析

第2回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（松本）

5箇所の訪問リハ事業所の利用者155名とその家
族を対象に生活目標に関する質問紙調査を実施
した. 生活目標は, 利用者では8個の二次カテゴ
リに, 家族では17個の二次カテゴリに集約され
た. 利用者と家族の生活目標は, 歩行や外出等
の移動が共通し, 利用者では[自分らしい生活],
家族では[その人らしい活動]が挙げられていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子，津山努

19 作業療法学専攻学生
   における“憩いのサ
   ロン事業”参加前後
   の学習と気づき

一次予防事業としての閉じこもり・認知症予防
のための「憩いのサロン」に参加している学生
を対象に, サロン参加前後のコミュニケーショ
ンや作業療法関連知識に対する質問紙調査を実
施した. サロン参加によって「コミュニケー
ションの反省」や「改善したい態度」が意識化
され, これらの課題について臨床実習前に学生
が気づくには学内教育では限界があることがわ
かった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 竹田徳則, 木村大介,
今井あい子

20 脳卒中患者を対象と
   した作業療法介入ラ
   ンダム化比較試験に
   おける評価尺度の計
   量的研究

第47回日本作業療法学会
（大阪）

2006-2010年に公表された脳卒中患者に対するOT
介入RCTで使用された評価尺度を計量した.
2006-2010年の5年間に公表された脳卒中患者対
象のOT介入RCTは9論文(入院5，地域4)で, 「活
動・参加」で使用された評価尺度は基本動作や
セルフケアに関するものが主であり, IADLや
QOL, 主観的な満足感を評価尺度として採用して
いる研究は一部に限られていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施を支援
し、報告にむけて助言した.
共同発表者：田中理乃，大浦智子，中山健夫

21 ポピュレーションア
   プローチによる介護
   予防に向けた憩いの
   サロン事業-参加促
   進要因-

第47回日本作業療法学会
（大阪）

介護予防に向けたサロン参加促進の手がかりを
得るために, お元気チェックにおいてサロン参
加のきっかけを質問項目のひとつとして調査し
た. サロン参加へのきっかけは, ボランティア
と参加者で「人」と「町広報誌」, 参加者では
「回覧板」や「老人会」を介した情報的サポー
トが多い反面, 「家族の勧め」は少なかった.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて
助言した.
共同発表者：竹田徳則, 近藤克則，大浦智子,
木村大介, 今井あい子

22 地域在住高齢者にお
   ける自己記入式認知
   機能検査日本語版
   (Test Your Memory
   -J)の基準関連妥当性
   の検討

地域在住高齢者を対象にTest Your Memory-J
（TYM-J)の基準関連妥当性を, MMSE・HDS-R・
CDRを併用して検討した. 地域在住高齢者の認知
機能評価としてのTYM-Jの妥当性と検査適正が確
認できた.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて
助言した.
共同発表者：木村大介, 竹田徳則, 大浦智子,
今井あい子

第47回日本作業療法学会
（大阪）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成25年10月

－ 平成25年11月

－ 平成25年11月

－ 平成26年6月

第53回近畿産業衛生学会
（京都）

23 入所高齢者の主観的
   ニーズを把握するた
   めの質問紙の作成：
   内的整合性と再現性

第72回日本公衆衛生学会
（津）

施設入所の要介護高齢者における生活に関する
主観的ニーズ把握のための質問紙の内的整合性
と再現性を検証した. 質問紙は，高齢者の主観
的ニーズに関する4領域・合計25項目で構成さ
れ, 質問紙の4領域の内的整合性は高く, 領域や
項目による信頼性の高低があった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 東尚弘, 石崎達郎, 中
山健夫

常勤介護職員の離職と職業ストレス, バーンア
ウト, 抑うつ等との関係を明らかにするために,
調査後1年以内の離職の有無をアウトカムとした
共分散構造分析を行った. 常勤介護職員におい
て, バーンアウト（BO）の情緒的消耗感には職
業ストレス・BO脱人格化やBO個人的達成感・抑
うつが関与しており, BO情緒的消耗感が限定的
ではあるが離職の直接要因となっていた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子，石崎達郎，中山健夫

24 高齢者施設の常勤介
   護職員における離職
   とその関連要因の検
   討

25 臨床実習後の作業療
   法学生が目標・理想
   とする作業療法士

第13回東海北陸作業療法
学会（富山）

最終学年での臨床実習（8週間の総合実習2回）
を終えた学生がm目指す作業療法士をを明らかに
するために, 記述式質問紙調査で得た内容を質
的に分析した. 臨床実習を終えた学生は, 目
標・理想とする作業療法士の要素として【技
能】や【総合的判断力】に着目していた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施を支援
し、報告にむけて助言した.
共同発表者：山崎竜弥，大浦智子

26 訪問リハビリテー
   ションの効果判定
   に使用されている
   評価指標：国内外
   の作業療法効果に
   関する文献レビュー

第4回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（熊本）

高齢者への訪問リハビリテーションにおける作
業療法介入研究の使用評価指標を明らかにした.
包含基準を満たす国内外5論文の使用評価指標は
対象者8種（セルフケアや転倒発生等）, 介護者
2種（負担感等）だった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣, 中山健夫
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成26年9月

－ 平成26年11月

－ 平成27年5月

－ 平成27年5月

－ 平成27年6月

明確な目標設定に基づく効果的な訪問リハビリ
テーション（訪問リハ）の提供を可能とするた
めのアセスメントシートとチェックリストを開
発した. チェックリストは4領域20項目で構成さ
れた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

第4回日本認知症予防学
会（平成26年9月, 東
京）

27 女性高齢者の認知
   機能を規定する生
   活機能の探索的分
   析

サロンに参加する女性64名を対象に, 手段的自
立（以下，IADL）などを含む高次生活機能の状
態が認知機能に及ぼす影響を明らかにした. 見
当識と視空間はIADL, 語流暢性は知的能動性，
遅延再生は社会的役割の状態から説明可能であ
ることが示唆された.

本人担当部分：研究計画を立案し，実施および
報告にむけて助言した.
共同発表者：木村大介，古澤麻衣，大浦智子，
竹田徳則，冨山直輝，天野圭二

健康サロン参加高齢者の健康関連情報ニーズと
IT使用状況を明らかにするための質問紙調査を
実施した. 健康サロン参加高齢者の健康関連情
報ニーズとして，認知症，物忘れ，筋力低下，
骨粗鬆症の関心が高かった. 携帯電話およびイ
ンターネットの使用状況が決して高いとはいえ
なかった.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子，竹田徳則

第73回日本公衆衛生学会
（宇都宮）

28 健康サロン参加高
   齢者の健康関連情
   報ニーズとIT使用
   状況

29 認知症高齢者の回
   復期病棟退院前後
   における家族介護
   者の負担感の特徴

第16回認知症ケア学会
（札幌）

第18回　日本臨床救急医
学会総会・学術集会（富
山）

 院外心停止に居あわせた市民の心肺蘇生におけ
る心理・行動プロセスとその関連要因を明らか
にするために, インタビューを用いた質的研究
を行った. 助けたいという動機の存在のもと,
心配停止現場に伴う負担と心肺蘇生を実施する
根拠の葛藤が生じていることが明らかとなった.

本人担当部分：データの分析を共に担い，研究
の実施および報告にむけて助言した.
共同発表者：島本大也, 西山知佳, 大浦智子,
石見拓

回復期リハビリテーション病棟から自宅退院し
た認知症を伴う高齢者の介護者における負担感
の変化と関連要因を検討した. 介護者は高齢者
が入院中でも何らかの介護負担を感じ, 退院後
に高い傾向にあった. 介護者の多くは認知症の
症状を理解し, サポートの受領もあったが, 負
担が高い群の半数はBPSDによる負担感があり,
その高齢者は退院後もBPSDが出現し, ADL自立は
総じて低かった.

本人担当部分：研究結果の解釈および報告にむ
けて助言した.
共同発表者：藤田彩花, 竹田徳則, 大浦智子,
神田太一

第6回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（大阪）

30 訪問リハビリテー
   ション・チェック
   リストの開発：具
   体的な目標設定と
   明確な課題解決の
   プロセス

31 院外心停止に居あ
   わせた市民の　心
   肺蘇生における心
   理・行動プロセス
   とその関連要因
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単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月 第49回日本作業療法学会
（神戸）

32 訪問リハビリテー
ション実施計画書
における目標とプ
ログラムの施設間
の違い

第49回日本作業療法学会
（神戸）

訪問リハ実施計画書（計画書）の目標とプログ
ラムを構成するICF領域数を施設間で比較した.
3施設に対象者特性の大きな違いはなかったが,
目標の領域数はPTによる計画書で施設間の違い
が認められた. プログラムの領域数は全体・
PT・OTいずれの場合においても施設間の違いが
認められた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 山内春香, 佐
竹美保

33 訪問リハビリテー
ション実施計画書
の目標とプログラ
ム

第49回日本作業療法学会
（神戸）

34 介護予防「憩いの
サロン」事業参加
者における二次予
防リスク者の特徴

第49回日本作業療法学会
（神戸）

一時予防事業であるサロン参加者における二次
予防対策リスク者とその割合を確認し, サロン
を活用した一時予防事業プログラムにつながる
基礎資料を得るために, お元気チェックで得た
自記式質問紙の回答を分析した. 運動器と口腔
機能, 認知機能, うつの各リスク者, なかでも
平均年齢の高い一般参加者で二次予防事業該当
者が多く含まれていた.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて
助言した.
共同発表者：竹田徳則, 木村大介, 大浦智子,
今井あい子

作業療法士が作成した訪問リハ実施計画書（計
画書）の目標とプログラムを構成するICF領域数
を計量した. 目標の組み合わせは＜活動のみ＞
と＜活動とその他＞をあわせて約半数を超えて
いたことに対し, プログラムの上位は＜心身と
活動＞, ＜心身と活動とその他＞, ＜心身と活
動と環境＞のように「心身」を含む複数領域で
構成される組み合わせに広がっていた.

本人担当部分：研究計画を立案・実施し，デー
タの分析および報告にむけて支援した.
共同発表者：山内春香, 佐竹美保, 津山努, 大
浦智子

35 介護予防・認知症
 予防事業に参加し
 ている地域在住高
 齢者の認知機能の
 影響要因に関する
 共分散構造分析を
 用いた分析

認知機能に対する予防要因を明らかにし, 予防
要因が認知機能に与える影響のプロセスを明ら
かにした. 認知機能に対する予防要因である潜
在変数は, 「生活上の役割」「社会的技能」
「知的IADL」「身体機能」に集約された. 認知
機能予防事業には, 「社会参加」を通じて認知
機能を高める関節効果と４つの潜在因子が認知
機能に直接影響する直接効果の両者の介入効果
が包含されていた.

本人担当部分：研究の実施および報告にむけて
助言した.
共同発表者：木村大介，竹田徳則，大浦智子，
今井あい子
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
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－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

介護者を対象にOTから入院中に受けたサポート
内容と自宅で介護をすることで入院中にあれば
良かったと思うサポート内容を調査し, OTが今
後提供すべきサポート内容を検討した. 退院1ヵ
月後の介護において入院中にあれば良かったサ
ポートは「認知症症状の対応」と「コミュニ
ケーション方法」, 「できることを増やす方
法」など高齢者の症状理解と対応方法に関する
内容が多かったが, これらは入院中の提供が少
ない傾向であった.

本人担当部分：結果の解釈に関する助言，およ
び報告にむけて支援した.
共同発表者：藤田彩花, 竹田徳則, 大浦智子,
神田太一

第49回日本作業療法学会
（神戸）

39 訪問リハビリテー
   ション内容と効果
   に対する利用者家
   族と提供者の捉え
   方の相違

第74回日本公衆衛生学会
（長崎）

訪問リハビリテーション利用者家族と提供者50
組を対象に, 主観的効果と実施プログラムの認
識の相違を明らかにした. 利用者家族は, 提供
者が考えているよりも症状や床上動作の改善に
向けたプログラムやマッサージを実施している
と認識しており, 痛みや症状の改善を自覚して
いた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 中山健夫

脳卒中後遺症を有する者の主観的幸福感を高め
る支援に向けて, 前向きな障害受容と主観的幸
福感の関連を検討した. ロジスティック回帰分
析の結果, 主観的幸福感には, 機能低下や活動
制限など以上に, 親しい人との交流満足感が関
与しており, 脳卒中後遺症を有する者の対人交
流の状態やその満足感に着目する重要性が示唆
された.

本人担当部分：研究計画の立案・実施および報
告にむけて助言した.
共同発表者：今井あい子, 平野友祐, 大浦智子

38 3ヶ月以内に訪問リ
  ハビリテーションの
  目標達成 終了に至
  る要因の探索

第74回日本公衆衛生学会
（長崎）

訪問リハビリテーションの初回目標/プログラム
の内容と目標達成による3か月以内の終了との関
連を明らかにするために, リハビリテーション
実施計画書の後方視的研究を行った. セルフケ
アのうち, 入浴を視野に入れた目標のもと, 計
画的に評価を行うことが, 限られた期間内に目
標を達成し終了に至る要因となる可能性がある.

本人担当部分：研究計画を立案・実施し，デー
タの分析および報告にむけて助言した.
共同発表者：古澤麻衣, 大浦智子, 藤井啓介

37 認知症高齢者の介
   護者に対する情報
   的サポート内容の
   検討

36 前向きな障害受容
   は脳卒中後遺症者
   の主観的幸福感に
   関連するか？

第49回日本作業療法学会
（神戸）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成28年3月

－ 平成28年3月

－ 平成28年6月

－ 平成28年6月

－ 平成28年9月 第50回日本作業療法学会
（札幌）

臨床経験年数と実践状況との関連を明らかにす
るために, 6箇所の回復期リハ病棟から得られた
223名の質問紙の回答（新人群144名，経験群79
名）を分析した. 経験群は，全20項目において
新人群に比べて実践状況が高かったことから,
これらの項目の実践状況は経験年数との関連が
示唆された.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

44 臨床経験とリハビリ
   テーション実践との
   関連

40 訪問と回復期にお
   けるリハビリテー
   ション実践状況の
   違い－複数施設を
   対象とした質問紙
   調査－

第3回臨床作業療法学会
学術大会（東京）

訪問リハと回復期リハにおける実践状況の相違
を明らかにした. 訪問群が回復期群に比べて,
環境に関する評価や専門的立場からの助言, 対
象者や家族の意向を反映し理解のもとに決定し
たプランを立案・実施していた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣

41 作業療法のクリニ
   カルリーズニング
   と患者満足度との
   関連

作業療法士（OTR)のクリニカルリーズニング
（CR)と作業療法内容, クライアント（CL)の満
足度の関連を明らかにするために, 19組の質問
紙回答を分析した. 約半数のOTRの経験年数が1
～2 年目だったが, CRの合計は 7.3 と多くの活
用が認められた. CLの満足度はどの項目におい
ても作業療法に対して高い評価だったことに対
し, OTR が予測したCLの満足度や作業療法の提
供満足度は約5点と低かった.

本人担当部分：研究計画立案をともに行い，
データの分析および報告にむけて助言した.
共同発表者：古澤麻衣, 大浦智子, 藤井啓介

43 臨床経験を有する者
   における訪問リハビ
   リテーション配属期
   間と実践状況との関
   連

第8回日本訪問リハビリ
テーション協会（東京）

第53回日本リハビリテー
ション医学会(大阪）

第3回臨床作業療法学会
学術大会（東京）

42 脳卒中患者を対象と
   したModified
   Barthel Indexの信
   頼性

日本語版performance evaluation tool of
Modified Barthel Indexの信頼性を, ビデオ法
を用いて検証した. 合計点数の評価者間・評価
者内信頼性はAlmost perfect, 全項目がAlmost
perfect- Substantialであったことから, 信頼
性があると判断した.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・
実施し、報告した.
共同発表者：大浦智子, 長谷公隆, 中島美恵,
中山健夫

臨床経験が6年目以上の者における訪問リハビリ
テーション（訪問リハ）配属期間と実践状況と
の関連を明らかにした. 訪問長群は訪問短群に
比べてICFの活動・参加に関する評価を行い, プ
ランの実施に対象者や家族の意向を反映してい
ると自己評価していた. 訪問長群では, 対象者
だけでなく家族の意向の調整を含めた総合的視
点に配慮した実践に取り組んでいた.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 津山努, 古澤麻衣
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成28年9月

－ 平成28年9月

－ 平成28年10月

－ 平成29年8月48 リウマチ寛解基準への
　 PGA導入過渡期の患者
 　の類型化

第49回日本医学教育学会
大会（札幌）

医療に対する患者の多様性を把握するために，
関節リウマチ患者を対象とした4回のフォーカス
グループインタビューを用いて，段階的コー
ディングで語りの潜在的意味を可視化するSCAT
手法により分析した.分析の結果，完治を追求す
る「理想志向型」、医師に提案を行う「提案
型」、医師の言う通りに従う「開き直り型」、
嘘をつく「医師あやつり型」の4類型に分けら
れ，タイプ毎の医師患者関係を明らかにした．

本人担当部分：共著者と共に研究を実施した.
共同発表者：中村里香，肥田武，小嶋雅代，末
松三奈，大浦智子, 安井浩樹，高橋徳幸，阿部
恵子，岡崎研太郎，植村和正

47 回復期リハビリテー
   ション病棟と訪問リ
   ハビリテーション実
   践の制約

第75回日本公衆衛生学会
（大阪）

リハビリテーション（リハ）専門職における臨
床実践上での制約を明らかにした. 17箇所から
得られた385名の質問紙の回答（回復期222名，
訪問163名）から, 回復期ではプランの提案や立
案・実施に制約を感じる一方で，訪問では生活
目標の共有や課題の原因特定と対象者・家族へ
の伝達・理解に制約を感じていることがわかっ
た.

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣

46 医学生は、患者視点
   をどのように学ぶこ
   とができるのか〜リ
   ウマチ患者へのイン
   タビューを通じて〜

第50回日本作業療法学会
（札幌）

45 認知症高齢者のQOL
   向上に寄与するADL
   介入プロトコル構築
   のための予備的調査

施設の認知症高齢者のQOL向上に寄与するADL介
入プロトコルを構築するため, 予備的介入調査
を実施しその効果を検証した. ADL介入をとおし
て, QOLは主観的評価と代理評価のいずれも向上
した. 介入毎の意欲向上の記録や介入後の肯定
的な感想から, QOLが向上した一因がうかがえ
た.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・
実施し、報告にむけて助言した.
共同発表者：中西康祐, 大浦智子, 矢田智恵美,
浅井健一

第8回ヘルスコミュニ
ケーション学会（東京）

「リウマチ友の会」会員に行った質問紙調査の
自由記述式の質問に対する回答結果を, 医学生4
名（5年生3名、6年生1名）でKJ法により分析し
た. 患者が希望するのは『不安・不満の解消』
であり, 患者の持つ不安・不満は『生活上の問
題』, 『心理的な問題』, 『社会的な問題』に
大別できた。これらの不安・不満の解消を阻害
する要因として『患者視点に欠ける医療体制お
よび診療内容』が抽出された. これら2つの阻害
要因について, 具体的どのようなことを改善す
べきなのかをインタビュー調査で明らかにした.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・
実施し、報告にむけて支援した.
共同発表者：荘子万能,  西明博, 橋本里穂, 石
橋茉実, 小嶋雅代, 大浦智子, 山中寿, 中山 健
夫

リハ－148



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成29年9月

－ 平成29年9月

訪問リハに配属されている理学療法士，作業療
法士，言語聴覚士163名を分析対象とし，訪問リ
ハ実践チェックリストに基づいて過去1ヶ月間の
実践状況（0-10の11段階）を問う無記名自記式
質問紙調査結果を分析した．質問紙は基本情報
のほか，長期・短期目標からなる＜目標設定：
Q1-5＞，優先度の高い活動を妨げている作業工
程と行為をICFで整理する＜課題の分析：Q6-10
＞，解決方法（プラン）の選択肢と根拠を整理
する＜プランの提案：Q11-15＞，プランの頻度
と期間を決定づける＜プランの立案と実施：
Q16-20＞の4領域20項目で，確証的因子分析
（CFA）によるモデル適合はRMSEA=0.079，
GFI=0.80，AGFI=0.74だった．クロンバックα係
数は4領域すべてで0.90以上だった．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣, 津山努

52 訪問リハビリテーショ
   ン実践チェックリスト
   の因子的妥当性と内的
   整合性

第12回日本訪問リハビリ
テーション協会学術大会
（北九州）

平成30年6月－

49 関節リウマチ患者と
   医学生の面接によっ
   て得られた「患者の
   声」

第9回ヘルスコミュニ
ケーション学会（京都）

「（病気の）つらさ」に焦点をあて,9名（女
性）の患者を対象に医学生3名（5回生）が同席
のもとで非医師がフォーカスグループインタ
ビューを行った結果, 4つの大カテゴリ（【ライ
フイベント】【近親者による理解の有無】【周
囲からの親切に対する思い】【リウマチに対す
る受入れの困難さ】）が抽出された. 患者個人
の体験としてのライフイベントや病気に対する
周囲の理解に関する内容が「（病気の）つら
さ」として抽出され, これらへの支援の必要性
が示唆された.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・
実施し、報告した.
共同発表者：大浦智子, 小嶋雅代, 山中寿, 荘
子万能,  西明博, 橋本里穂, 石橋茉実, 中山
健夫

 救命処置の自信に繋がる心肺蘇生講習会の内容
を明らかにするために，心肺蘇生講習会に参加
した18歳以上の市民を対象に質問紙調査を行
い，自由記述に記載された講習会の良かった点
に関して内容分析を行った. 自由記述を分析し
た結果，自信に繋がった講習会の内容は「救命
処置の体験」に関わるものが多くを占めた．救
命処置を体験することで自信獲得に繋がるこ
と，質疑への対応や手技へのフィードバック，
リアリティのある状況設定に応じた練習も重要
であることが示唆された．

本人担当部分：データの分析を共に担い，研究
の実施および報告にむけて助言した.
共同発表者：島本大也, 西山知佳, 大浦智子,
石見拓

50 関節リウマチ患者と
   医学生の合同グルー
   プワークの経験から
   ：患者さんの感じた
   こと・医学生の学ん
   だこと

第9回ヘルスコミュニ
ケーション学会（京都）

関節リウマチ（RA）患者と医学生の合同グルー
プワークグループワーク（GW）を通して両者が
感じたことと、今後の医学教育に必要と考える
ことを明らかにするために, 質問紙調査によっ
て面接の感想と医学教育に必要と考えることに
ついて回答を得た. 患者理解を試みる医学生に
対し, 患者から「伝えたい・教えたい」という
思いが表出された一方, 医学生は患者の生活像
を理解する必要性を実感する機会となった.

本人担当部分：共著者と共に研究を計画立案・
実施し、報告した.
共同発表者：大浦智子, 小嶋雅代, 山中寿, 荘
子万能,  西明博, 橋本里穂, 石橋茉実, 中山
健夫

51 救命処置実施への自
   信につながる心肺蘇
   生講習会の内容

－ 平成30年6月 第21回　日本臨床救急医
学会総会・学術集会（名
古屋）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「シンポジウム」

－ 平成27年5月

－ 平成28年2月

54　回復期リハビリテー
ション病棟における入院時
指導加算に関する実態

－ 令和元年10月 第78回日本公衆衛生学会
（高知）

日本医療データセンター（JMDC）のレセプト
データから，所定の期間に「1度でも回復期リハ
ビリテーション病棟入院料を算定したことのあ
る患者」を抽出し，新規に回復期リハビリテー
ション病棟に入院した数を概算した．次に，新
規入院患者に占める「入院時訪問指導加算」算
定件数の割合を算出した．2014年度以降，H003-
2算定件数は増加傾向にあり，新規に回復期リハ
ビリテーション病棟に入院した数に対する「入
院時訪問指導加算」の算定割合は限定的である
もののH003-2と同様に増加傾向がみられた．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した．

1「訪問リハビリテー
   ションにおける教育
   のこれから～生命，
   生活，人生を共に歩
   む訪問療法士を育て
   る為には～」

日本訪問リハビリテー
ション協会学術大会 in
大阪 シンポジウム

シンポジウム1のシンポジストとして，求められ
る訪問リハビリテーションのあり方，認定訪問
療法士制度と教育について講演した.

2 様々な医療の場にお
   けるSDMの試み「地
   域医療の立場から」

平成27年度厚生労働科学
研究費補助金(地域医療
基盤開発推進研究事業)
〈指定課題〉『社会的責
任に応える医療の基盤と
なる診療ガイドラインの
課題と可能性の研究』公
開シンポジウム「
Shared decision making
〈SDM〉の今・これか
ら：診療ガイドラインの
新たな可能性を考える」

シンポジストとして，地域におけるリハビリ
テーション場面における情報共有の実態報告
と，望まれる共有決定のあり方について講演し
た.

53　回復期リハビリテー
ション病棟における実践
チェックリストの因子的妥
当性と内的整合性

－ 平成30年9月 第52回日本作業療法学会
（名古屋）

回復期リハに配属されている理学療法士，作業
療法士，言語聴覚士222名を分析対象とし，実践
チェックリストに基づいて過去1ヶ月間の実践状
況（0-10の11段階）を問う無記名自記式質問紙
調査結果を分析した．質問紙は基本情報のほ
か，長期・短期目標からなる＜目標設定：Q1-5
＞，優先度の高い活動を妨げている作業工程と
行為をICFで整理する＜課題の分析：Q6-10＞，
解決方法（プラン）の選択肢と根拠を整理する
＜プランの提案：Q11-15＞，プランの頻度と期
間を決定づける＜プランの立案と実施：Q16-20
＞の4領域20項目で，確証的因子分析（CFA）に
よるモデル適合はRMSEA=0.087，GFI=0.80，
AGFI=0.75だった．クロンバックα係数は0.89～
0.91だった．

本人担当部分：研究を計画立案・実施し、報告
した.
共同発表者：大浦智子, 古澤麻衣, 津山努
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「メディア」

－ 平成25年10月

－ 平成27年9月 メディアスFM

1 サロン参加で健康に
 良い情報が増えた人
 が8割

日本福祉大学健康社会研
究センタープレスリリー
ス

「憩いのサロン」参加者の健康情報源と情報の
授受：サロンは情報の授受の場になっている
か？保健師ジャーナル 69(9); 712-719. 2013.
を紹介した.

2 シリーズ講話 「健康
 で長生きの秘けつ」

第6回「健康にまつわるコミュニケーション」を
担当し，医療や健康に関するコミュニケーショ
ンの特性や留意事項を解説した. （星城大学大
学院教員によるシリーズ講話）

3 わたしの健康～ＨＡＰＰ
Ｙライフ☆～　「健康
デー」特別番組

医療・健康情報の聞き方・伝え方. （星城大学
大学院教員によるシリーズ講話）

メディアスFM平成31年1月－
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）
共著 平成23年5月 ㈱CBR

共著 平成25年7月

共著 平成25年11月 南江堂

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

局所の組織由来ではない運動器の慢性痛、なかで
も神経経路や記憶、精神面などに影響を受ける慢
性痛における診療マニュアル。、痛みを修飾する
メカニズムの解明とその対策について解説。さら
に整形外科医が使ってこなかった中枢系に作用す
る薬剤の使い方などについて、日本整形外科学会
運動器疼痛対策委員会の成果をまとめた。

A4判・180頁
編者：田口敏彦，山下敏彦，牛田享宏
共著者：柴田政彦，中村雅也，関口美穂，紺野慎
一，米和徳，中尾慎一，福井大輔，川上守，大鳥
精司，ほか15名

本人担当部分：
「複合性局所疼痛症候群」 P168-173を単著
複合性局所疼痛症候群の疾患概念と評価、治療方
針について解説。

3) 運動器慢性痛診療
の手引き

1) 長引く・頑固な・
つらい痛み
薬物療法2011

臨床医が治療に難渋する「長引く・頑固な・つら
い手・足・腰・筋・関節などの痛み」に対する薬
物療法の今日の治療指針について解説。 新の知
見に基づいて病理、病態生理から治療のメカニズ
ムまでを概観し、とりわけ薬物療法に関する科学
的裏付けを詳細に示した。薬物は非オピオイド系
から向精神薬、筋弛緩薬、抗リウマチ薬、さらに
は漢方薬までを網羅しており、各症候に対するベ
ストプラクティス、薬物相互作用、Drug
informationなども紹介。非専門医でも薬物治療
のマネジメントができるよう解説した。

B5判・168頁
編者：米延策雄，菊池臣一，柴田政彦
共著者：柴田政彦，田口敏彦，関口美穂，紺野慎
一，竹下克志，西本憲弘，史賢林，橋本淳，安田
由華，大井一高ほか15名

本人担当部分：
「第2章 痛みを有する患者に対する薬の使い方」
P12-35を共著
鎮痛薬投与に関する患者の痛みの評価、薬物の選
択基準、その効果について解説。
共著者：柴田政彦，田口敏彦，関口美穂，紺野慎
一

2) 癌性疼痛 ＦＯＲ
ＰＲＯＦＥＳＳ
ＩＯＮＡＬ
ＡＮＥＳＴＨＥＳＴＯ
ＬＯＧＩＳＴ，Ｖ

克誠堂出版 癌の痛みを理解する知識を全て網羅。癌性疼痛の
発症機序、使用する薬物、オピオイドの使用法と
副作用、鎮痛補助薬、在宅医療などの各項目を解
説。ＷＨＯ方式の癌性疼痛治療法や、オピオイド
の副作用とその対処、オピオイドが効きにくい痛
みとその治療法にも触れる。さらには鎮痛補助薬
や各種代替療法、在宅医療における癌性疼痛への
対処法などについても解説した。

A4判・321頁
編者：花岡一雄
共著者：柴田政彦，松田陽一，眞下節，花岡一
雄，細川豊史，佐伯茂，有田英子，村川和重，小
川節郎，下山直人ほか39名

本人担当部分：
「神経ブロック療法」 P203-209を共著
癌の痛みに対する各種神経ブロックの方法につい
て，そのエビデンスと手技について解説。
共著者：柴田政彦，松田陽一，眞下節
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共著 平成26年5月
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共著 平成27年5月 文光堂

局所の組織由来ではない運動器の慢性痛、なかで
も神経経路や記憶、精神面などに影響を受ける慢
性痛における診療マニュアル。、痛みを修飾する
メカニズムの解明とその対策について解説。さら
に整形外科医が使ってこなかった中枢系に作用す
る薬剤の使い方などについて、日本整形外科学会
運動器疼痛対策委員会の成果をまとめた。

A4判・180頁
編者：田口敏彦，山下敏彦，牛田享宏
共著者：柴田政彦，中村雅也，関口美穂，紺野慎
一，米和徳，中尾慎一，福井大輔，川上守，大鳥
精司，ほか15名

本人担当部分：
「複合性局所疼痛症候群」 P168-173を単著
複合性局所疼痛症候群の疾患概念と評価、治療方
針について解説。

4) ペインクリニシャン
    のための新キーワー
    ド135

真興交易(株)医書出版部 ペインクリニック診療の現場でよく用いられる
135項目のキーワードを、基礎的用語・病態およ
び疼痛性疾患・痛みの評価法・神経ブロック・治
療法(神経ブロック以外)・その他の6章分別、体
系的に分かりやすく解説した。『痛みの概念が変
わった 新キーワード100+α』(2008年刊)を基
に、スピリチュアルペイン・無痛分娩など新たな
項目を加え、 新のガイドライン・治験等を踏ま
え概説した。

A4判・368頁
編者：小川節郎
共著者：柴田政彦，山田芳嗣，小川節郎，細川豊
史，森本昌宏，井関雅子，三木健司，牛田享宏，
川股知之，児玉謙次ほか84名

本人担当部分：
第二章 病態「CRPS」 P73-74を共著
CRPSの病院、疫学、判定指標やその注意点につい
て解説。
共著者：住谷昌彦，柴田政彦，山田芳嗣

5) 増刊 レジデント
    ノート あらゆる科
    で役立つ！ 麻酔科
    で学びたい技術

麻酔科レジデントが、現代の麻酔の概念を理解で
きるように、また基本手技を習得できるように各
種技術を解説。周術期管理の基本を押さえ、知っ
ておくべき病気・病態の知識の整理ができるよう
な構成となっている。

A4判・261頁
編者：萩平哲
共著者：柴田政彦，上山博史，森本康裕，増井健
一，内田整，原真理子，柴田晶カール，車武丸，
浅井隆，鈴木昭広，讃岐美智義，ほか20名

本人担当部分：
「硬膜外麻酔」 P107-112を単著
麻酔時の体位・主義・薬剤管理などから、硬膜外
麻酔修得に要する技術について解説。

6) まれな疾患の麻酔
    A to Z

麻酔科医のために、およそ400の“まれな疾患”
を取り上げて解説した。まれな疾患に遭遇した
際、辞書を引くように検索でき、診療に直結する

新情報をすばやくアクセスできる構成とした。
各項目の冒頭には麻酔中に「してしてよいこと」
と「してはいけないこと（do or do not）」を
【注意事項】として掲載、リスクマネジメント教
育にも有用な構成となっている。

B5変型判・714頁
編者：高崎眞弓，河本昌志，木内恵子，白神豪太
郎，萩平哲
共著者：柴田政彦，神崎理英子，瀬戸口秀一，外
須美夫，重松研二，山浦健，小倉信，井手岳，又
吉宏昭，ほか360名

本人担当部分：
「ハンセン病」 P479を単著
ハンセン病患者の病態生理・臨床症状と、術中麻
酔時の留意事項について解説
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共著 平成27年5月 文光堂

共著 平成28年2月 総合医学社

共著 平成28年10月

7) 痛みScience&
    Practice臨床に役立
    つ神経障害性痛の理
    解

近年、神経障害性痛は多くの研究者や専門医によ
る様々な観点からの病態や治療法が探求されてい
る。本書では痛み診療に従事する医師が 良の治
療を行えるよう配慮。「痛みの機序に関する基礎
は，末梢から中枢まで連続性や統一性のある解
説」「神経障害性痛の正しい理解のため，その要
素を一部有している疾患やその周辺疾患も含めて
解説」「各疾患については，疫学，病態，治療法
などを詳細に解説」これらに重点を置きつつ、実
践的で分かりやすい構成で解説した。

A4判・285頁
編者：井関雅子
共著者：柴田政彦，佐々木美佳，河野達郎，大橋
宣子，渡部達範，南雅文，津田誠，内田仁司，植
田弘師，伊藤誠二，ほか102名

本人担当部分：
「線維筋痛症」 P238-241を単著
線維筋痛症の疫学・病態・症状と、その薬物治療
について解説。

8) 麻酔科学レビュー2016 研修医や若手麻酔科医に必要な麻酔科１４領域の
知識を総括し、さらに２０１３～２０１４年に発
表された文献の中で重要なもの１２０件を１頁１
文献で紹介、開設を加えた。

AB判・300頁
編者：澄川耕二，岩崎寛
共著者：柴田政彦，川前金幸，小出康弘，神山有
史，坂口嘉郎，貝沼関志，西川俊昭，原哲也，山
蔭道明，浅井隆，ほか40名

本人担当部分：
「38. ペインクリニック」 P221－225を単著
ペインクリニックにおける神経ブロックやイン
ターベンション、薬物治療に関するエビデンスに
ついて 新のレビューを交え解説。

日本疼痛学会、痛みの教育
コアカリキュラム編集委員
会 真興交易（株）医書出版
部

慢性痛の診療を行うにあたり、医師や看護師だけ
でなく、多職種が集まる“集学的な診療チーム”
により「生物心理社会モデル」として合理的に考
えようとする取り組みが本邦でも始まっている。
本書はそれらに携わる医療従事者への“教育”に
必要な教科書として作成された。生物心理社会社
会モデルの説明を中心に、慢性痛の分類をIASP
（世界疼痛学会）の新しい分類に準拠して行い、
特に重要と思われる言葉をキーワードとしてまと
めた。

編者：西江宏之，北原雅樹，柴田政彦，福井聖，
矢吹省司，山下敏彦
共著者：西江宏之，北原雅樹，柴田政彦，福井
聖，矢吹省司，山下敏彦，小山なつ，仙波恵美
子，高橋直人，笠原諭，井関雅子ほか25人

A4判・347頁
本人担当部分：
「一次性慢性痛」 P256－263を単著
１次性慢性痛の代表例として、線維筋痛症・過敏
性腸症候群・慢性骨盤内疼痛について解説。

9) 痛みの集学的診療：
　  痛みのコアカリキ
    ュラム
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共著 平成28年12月

（学術論文）
共著 平成23年3月1) The Animal Model

    of Spinal Cord
    Injury as an
    Experimental Pain
    Model.
（痛みの実験モデルとしての
脊髄損傷動物モデル）
（査読付）

Journal of Biomedicine
and Biotechnology2011:1-
11.

10) 慢性疼痛疾患
　  診断と治療のABC

新医学社 慢性疼痛疾患は大きく「侵害受容性疼痛」と「神
経障害性疼痛」に分けられ，前者は末梢組織の障
害が正常の知覚神経経路を伝達することで感じる
痛み出るのに対し、後者は知覚神経伝達経路が障
害されることにより生じる痛みである。痛みの原
因が何であるかを診断することはその後の治療計
画を立てる上でも非常に重要となる。本書では痛
みの診断・評価法，薬物療法・理学療法・手術療
法をはじめ、各部位からみた慢性痛の診断と治療
を網羅した。さらに、また慢性疼痛に対する海外
と本邦との診療体制の差とそれらの実情・課題に
ついてもまとめた。

A4判・237頁
編者：田口敏彦
共著者：柴田政彦，井上雅之，細井昌子，二階堂
琢也，松平浩，松原貴子，寒竹司，今村佳樹，福
井聖，伊東勝也，ほか17名

本人担当部分：
「我が国における慢性疼痛に対する診療体制の実
情と課題」」 P232－237を単著
本邦の慢性痛に対する診療の実情や問題点、集学
的アプローチの可能性と課題・対策について解
説。

11) 慢性疼痛診療ハンド
    ブック

「痛み」は診療における中核的な症状であり患者
のQOLを著しく低下させる。なかでも特に慢性疼
痛について様々な見地から解説を行う。痛みに関
する科学的情報を発信するNPO法人「いたみ医学
研究情報センター」の医療者教育用資料を再編集
し、医師、理学・作業療法士、看護師、社会福祉
士など、慢性疼痛のケアに悩むすべての方にとっ
て役立つ内容を示した。

A5判・300頁
編者：池本竜則
共著者：柴田政彦，足立友紀，池本竜則，牛田享
弘，石川理恵，井関雅子，北原雅樹，住谷昌彦，
坂田尚子，西江宏行，内山徹ほか13名

本人担当部分：
「治療に難渋する慢性疼痛患者とは」 P14－26を
共著
治療に難渋する慢性痛患者の特徴について、身体
的要因・精神心理的要因・環境要因などの観点か
ら解説、さらに代表的な難治性疼痛症例との関係
性についても解説している。
共著者：柴田政彦，足立友紀

中外医学社

痛みは脊髄損傷患者にとって重要な問題の１つで
ある。運動・自律神経障害とともに感覚障害も脊
髄損傷研究を複雑にしている。さらに様々な要因
の痛みもこれに関連する。これまで多くの脊髄損
傷動物モデルがその病理学的な一般メカニズムの
解明に役立ってきた。しかしながら、その結果は
誤解して解釈されやすいものである。よってヒト
の脊髄損傷の兆候を完全に理解することは重要で
ある。本レビューでは、動物の脊髄損傷モデルに
ついて概説し、そのそれらの有効利用例について
紹介する。

本人担当部分：論文の執筆ととりまとめをおこ
なった。

共著者: Nakae A, Nakai K, Yano K, Hosokawa
K, Shibata M, Mashimo T.
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痛みは脊髄損傷患者にとって重要な問題の１つで
ある。運動・自律神経障害とともに感覚障害も脊
髄損傷研究を複雑にしている。さらに様々な要因
の痛みもこれに関連する。これまで多くの脊髄損
傷動物モデルがその病理学的な一般メカニズムの
解明に役立ってきた。しかしながら、その結果は
誤解して解釈されやすいものである。よってヒト
の脊髄損傷の兆候を完全に理解することは重要で
ある。本レビューでは、動物の脊髄損傷モデルに
ついて概説し、そのそれらの有効利用例について
紹介する。

本人担当部分：論文の執筆ととりまとめをおこ
なった。

共著者: Nakae A, Nakai K, Yano K, Hosokawa
K, Shibata M, Mashimo T.
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共著 平成23年5月

共著 平成23年5月

共著 平成23年8月

3) Differential
efficacy of
electric motor
cortex stimulation
and lesioning of
the dorsal root
entry zone for
continuous vs
paroxysmal pain
after brachial
plexus avulsion

（腕神経叢引き抜き損傷後の
持続的な痛みと発作的な痛み
に対する大脳運動野電気刺激
療法・脊髄後根侵入部微小凝
固術の異なる効果）
（査読付）

Neurosurgery, vol. 68,
issue 5 (2011) pp. 1252-
1257

腕神経叢引き抜き損傷後の異なる二つの痛み（持
続的痛み・発作的痛み）に対し、大脳運動野電気
刺激療法（EMCS）および脊髄後根侵入部微小凝固
術（GREZotomy）が与える影響を検証した。15名
の対象に対して治療介入を行った結果、
DREZotomyの方が両方の痛みをより効果的に改善
できることが示唆された。

本人担当部分： 患者の担当と調査結果を麻酔科
医の立場から評価し、研究統括をおこなった。

共著者: Ali M, Saitoh Y, Oshino S, Hosomi K,
Kishima H, Morris S, Shibata M, Yoshimine T

4) Human brain
activity
associated with
painful mechanical
stimulation to
muscle and bone

（筋・骨組織に対する侵害圧
刺激に関連するヒトの脳活
動）
（査読付）

Journal of Anesthesia,
vol. 25, issue 4 (2011)
pp. 523-530

2) Brain imaging of
mechanically
induced muscle
versus cutaneous
pain.

（脳機能画像における痛覚認
知機構の解析 : 筋由来の痛
みと皮膚由来の痛みの比較検
討）
（査読付）

Neuroscience
Research70(1):78-84

筋のみへの機械的刺激に反応する脳活動を機能的
磁気共鳴画像法で評価し、皮膚と筋由来の痛みに
反応する脳活動部位の比較を行った。皮膚への局
所麻酔の有無により、「皮膚と筋への侵害圧刺
激」条件、「筋のみへの侵害圧刺激」条件を比較
した。皮膚由来の痛みによって第二次体性感覚野
が活動しやすいことが示された一方で、筋への侵
害圧刺激に特異的な脳領域はなく、代わりに特有
の活動パターンがあることが明らかになった。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆と研究総括をおこなった。

共著者: Uematsu H, Shibata M, Miyauchi S,
Mashimo T.

筋組織と骨に対する侵害圧刺激を受けている際の
ヒトの脳活動を、機能的核磁気共鳴画像（ｆ
MRI）を用いて検証した。結果、基底核のいくつ
かの領域は骨よりも筋に対する刺激の際に強く活
動がみられた。今回の結果は、筋の痛みの脳処理
過程に被殻・尾状核が関与する可能性を示唆して
いる。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆と研究総括をおこなった。

共著者: Maeda L, Ono M, Koyama T, Oshiro Y,
Sumitani M, Mashimo T, Shibata M
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共著 平成24年5月
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6) 脳機能画像における
痛覚認知機構の解析
: 筋由来の痛みと皮
膚由来の痛みの比較
検討
（査読付）

Journal of
musculoskeletal pain
research : 日本運動器疼痛
学会誌vol.3（1）52-62

筋のみへの機械的刺激に反応する脳活動を機能的
磁気共鳴画像法で評価し、皮膚と筋由来の痛みに
反応する脳活動部位の比較を行った。皮膚への局
所麻酔の有無により、「皮膚と筋への侵害圧刺
激」条件、「筋のみへの侵害圧刺激」条件を比較
した。筋への侵害圧刺激に特異的な脳領域はな
かったが、特有の活動パターンがあることが明ら
かになった。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆研究総括をおこなった。

共著者: 植松 弘進, 柴田 政彦, 大城 宜哲

7) A Case of
Hypogonadotropic
Hypogonadism
Caused by Opioid
Treatment for
Nonmalignant
Chronic Pain.

（非悪性慢性疼痛治療のため
オピオイド療法によって低ゴ
ナドトロピン性性機能低下を
きたした症例）
（査読付）

Case reports in medicine
2012:1-5.

本症例は、交通事故によって生じた慢性的な痛み
の治療に対して経皮的フェンタニル治療を施行さ
れたが、その後全般性の疲労と勃起障害を呈し
た。内分泌系の検査では低性腺刺激性性機能低下
が示唆され、またMRI検査でも異常所見は認めら
れなかった。このケースは、オピオイド治療にお
ける内分泌機能障害の可能性を考慮する必要性を
示唆している。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆研究総括をおこなった。

共著者: Tabuchi Y, Yasuda T, Kaneto H,
Kitamura T, Kozawa J, Otsuki M, Imagawa A,
Nakae A, Matsuda Y, Uematsu H, Mashimo T,
Shibata M, Shimomura I.

5) 催眠による認知的評価と
痛みの変化に関する研究
（査読付）

催眠学研究 53(1), 14–22. 催眠が痛みの耐性と認知的評価に影響を及ぼすか
を検証した。被験者14名に痛み刺激として電気刺
激を提示し、覚醒条件と催眠条件において痛みの
耐性を比較した。結果、催眠条件では覚醒条件に
比べて痛みに対する「妨害性」が減少し(Z=-
2.94、p<.01)、「コントロール可能性」が増加す
る(t(13)=-2.71、p<.05)ことが示された。また、
条件による「妨害性」の変化と「コントロール可
能性」の変化の間に強い負の相関が見られた(r=-
.56、p<.05)。催眠による痛みの軽減は痛み刺激
の解釈の仕方の変化によって説明されうることが
示唆された。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆と研究総括をおこなった。

共著者: 安達友紀, 宮田敬一, 中江文, 柴田政彦
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本症例は、交通事故によって生じた慢性的な痛み
の治療に対して経皮的フェンタニル治療を施行さ
れたが、その後全般性の疲労と勃起障害を呈し
た。内分泌系の検査では低性腺刺激性性機能低下
が示唆され、またMRI検査でも異常所見は認めら
れなかった。このケースは、オピオイド治療にお
ける内分泌機能障害の可能性を考慮する必要性を
示唆している。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆研究総括をおこなった。

共著者: Tabuchi Y, Yasuda T, Kaneto H,
Kitamura T, Kozawa J, Otsuki M, Imagawa A,
Nakae A, Matsuda Y, Uematsu H, Mashimo T,
Shibata M, Shimomura I.

9) Painful
Diabetic
Neuropathy in
Japanese
Diabetic Patients
Is Common but
Underrecognized.

（糖尿病性神経障害に伴う痛
みは一般的だが過小評価され
ている）
（査読付）

Pain Research and
Treatment;2013:1-3.

痛みを伴う糖尿病性神経障害（PDN）の日本にお
ける疫学およびQOL・心理面への影響を調査し
た。298名の糖尿病患者を対象とした。結果、
22.1％にPDNがみられ、QOLと精神状態に負の影響
をもつことがわかった。その一方で、医師は症状
のある者の36.4%しかPDNに気付いていなかった。
本研究の結果は、日常の診療で医師がPDNに気付
き、その進行を防ぐことの重要性を示している。

本人担当部分：結果に対して麻酔科医の立場から
評価をおこない、研究総括をおこなった。

共著者: Tsuji M, Yasuda T, Kaneto H,
Matsuoka T, Hirose T, Kawamori R, Iseki M,
Shimomura I, Shibata M.

8) 痛みの評価尺度・日本
語版 Short-Form
McGill Pain
Questionnaire 2
(SF-MPQ-2)の作成と
その信頼性と妥当性の
検討
（査読付）

Pain Research 28(1), 43–
53.

Short-Form McGill Pain Questionnaire 2
（SFMPQ-2）の日本語版を作成した。87名の患者
を対象にSFMPQ-2を回答させ、その妥当性評価の
ために探索的因子分析をおこなった。また信頼性
の評価のためにCronbachのα係数と級内相関係数
を算出した。結果、内的整合性・検査間信頼性と
もに高く、その他機能的評価との相関も高かっ
た。これらの結果は将来の臨床研究でこSFMPQ-2
を使用する上での基礎となる。

本人担当部分：データの取得と、結果について麻
酔科医の立場から評価をおこなった。

共著者: 圓尾知之, 中江文,前田倫,高橋香代子,
Morris Shayn, 横江勝, 松崎大河, 柴田政彦, 齋
藤洋一.

10) Validation of the
Japanese Version
of the Pain Self-
Efficacy
Questionnaire in
Japanese Patients
with Chronic Pain.

（慢性痛患者に対する日本語
版Pain Self Efficacy
Questionnarie <PSEQ>の妥当
性の検証）
（査読付）

Pain Med;15(8):1405-1417 PSEQ日本語版の開発と、その心理物理学的特性の
評価をおこなった。横断研究デザインで、複数の
病院およびクリニックの患者に対しPSEQとその他
痛みの心理学的評価指標を取得し、それらの関係
性を検証した。結果、PSEQは充分な信頼性と妥当
性を示した。階層的重回帰分析によって、PSEQで
取得された自己効力感は本研究で取得された指標
の変量で充分な説明が可能であることが示され
た。また、PSEQは社会的な活動と も強く関連し
ていた。

本人担当部分：患者担当とデータ測定、麻酔科医
の立場から結果の評価をおこなった。

共著者: Adachi T, Nakae A, Maruo T, Shi K,
Shibata M, Maeda L, Saitoh Y, Sasaki J.
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共著 平成27年8月

共著 平成27年12月

11) Age-related
and sex-related
changes in
perfusion index
in response to
noxious electrical
stimulation in
healthy subjects.

（侵害電気刺激に対する灌流
指標の変化に対する年齢およ
び性別の影響）
（査読付）

Journal of Pain
Research2014;7:91.

痛みの客観的指標の開発にむけ、痛み刺激の灌流
指標の変化に年齢・性別がもたらす影響を検証し
た。70名のボランティアに対して侵害電気刺激を
与え、痛みの強度が耐性閾値に達するまで与え
た。刺激前後の灌流指標と脈拍数の差を年齢・性
別で比較した。結果、灌流指標は高齢の女性で刺
激前後の変化が小さかった。灌流指標は高齢女性
以外では痛みの客観的指標として使用できる可能
性が示唆された。

本人担当部分：論文の執筆ととりまとめをおこ
なった。

共著者: Nakae T, Nishimura T, Shibata M,
Mashimo T, Fujino Y.

12) Pain-Related
Brain Activity
Evoked by Active
and Dynamic Arm
Movement: Delayed-
Onset Muscle
Soreness as a
Promising Model
for Studying
Movement-Related Pain
in Humans.

（動的運動によって誘発され
る痛みの脳活動：ヒトの遅発
性筋痛モデルを用いて）
（査読付）

Pain Medicine;16(8):1528-
1539.

遅発性筋痛が「運動によって誘発される痛み」の
適切なモデルとなるかを検証するため、遅発性筋
痛の発生する状況下で動的な運動をおこなわせた
際の脳活動を明らかにする。12名の健常成人に対
して、肘のレジスタンストレーニングをおこなわ
せて遅発性筋痛を誘発する。運動後2日目（遅発
性筋痛あり）条件と30日目（遅発性筋痛なし）条
件とで機能的核磁気共鳴画像にて脳活動を比較し
た。結果、筋痛あり条件で対側の一次運動野、頭
頂弁蓋部、両側の補足運動野により強い活動がみ
られた。また、Pain Matrixと呼ばれる痛み知覚
時の代表的な脳領域に関しては、両条件間に差を
認めなかった。この結果は、遅発性筋痛モデルが
ヒトの運動誘発痛研究において有効な実験モデル
であることを示唆している。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆および研究総括をおこなった。

共著者: Matsuda Y, Kan S, Uematsu H, Shibata
M, Fujino Y.

13) 痛みの自己効力感と
その他の認知・感情
的要因が慢性痛患者
の健康関連Quality
of Lifeと生活障害
度に及ぼす影響
（査読付）

慢性疼痛 1(34), 1. 本研究では認知・感情的要因が健康関連QOLや生
活障害度といったアウトカムへ及ぼす影響を検討
した。大学附属病院集学的診療外来に受診した初
診患者60名に対し、健康関連QOL、生活障害度、
痛みの自己効力感、破局的思考、不安・抑うつ、
直近24時間の痛みの平均的な強さを測定する6つ
の尺度への回答を求めた。結果から、痛みの自己
効力感は健康関連QOLと正の相関を、生活障害度
と負の相関を示すこと、および痛みの自己効力感
が健康関連QOLに対して正の影響性を有すること
が明らかになった。これらのことから、慢性痛の
診療において適応的な認知・感情的要因を高めて
いくことの重要性が示唆された。

本人担当部分：研究の計画、データの取得、論文
のとりまとめと研究総括をおこなった。

共著者: 安達友紀, 山田恵子, 西上智彦, 佐々木
淳, 柴田政彦
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発行所，発表雑誌等
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共著 平成28年1月

共著 平成28年2月

共著 平成28年5月

14) Go-sha-jinki-Gan
(GJG) ameliorates
allodynia in
chronic
constriction
injury model
mice via
suppression of
TNF-α expression in
the spinal cord.

（牛車腎気丸がマウスの慢性
絞扼性アロディニアモデルの
症状を、脊髄のTNF-α発現を
抑制して改善させる）
（査読付）

Molecular Pain 12:1-16 牛車腎気丸は日本の伝統的なハーブ療法で、異常
痛や麻痺の改善に用いられてきたが、その作用メ
カニズムは不明である。本研究では、慢性絞扼性
アロディニアモデルマウスを用いて牛車腎気丸の
もつ鎮痛効果の分子メカニズムを明らかにする。
結果、牛車腎気丸によってマウスの痛覚過敏は初
期の段階から有意に低下した。さらに、牛車腎気
丸は脊髄中のIba1とTNF－αの発現を抑制してい
ることがわかった。牛車腎気丸は、神経炎症に
よって誘発される痛みの治癒に有効であることが
示唆された。

本人担当部分：結果について麻酔科医の立場から
評価をおこない、論文のとりまとめをおこなっ
た。

共著者: Nakanishi M, Nakae A, Kishida Y,
Baba K, Sakashita N, Shibata M, Yoshikawa H,
Hagihara K.

15) 第三者行為をきっか
けとした神経障害性
疼痛の治療反応性
（査読付）

ペインクリニック 372(2),
221–228.

他害的な外傷をきっかけとする慢性疼痛には複雑
な心理が関与し、臨床において治療抵抗性である
ことを経験する。第三者行為をきっかけとする神
経障害性疼痛10症例と、第三者行為がきっかけで
ない神経障害性疼痛11症例を対象に、治療反応性
を、複数の評価尺度を用いて多面的に比較検討し
た。初診時、および3ヵ月後の再診時に実施した
自記式質問紙の集計と、診療録の内容を後ろ向き
に収集し、統計解析を行った。その結果、初診時
の尺度スコア平均は2群間で有意な差を認めな
かった。治療反応性については、第三者行為を
きっかけとする神経障害性疼痛は、簡易痛みの質
問票、不安抑うつ尺度、痛み破局化スケールの拡
大視、EuroQoLのスコア改善が乏しかった。

本人担当部分: 研究の計画、データの取得、論文
のとりまとめと研究総括をおこなった。

共著者:
山田恵子, 今野弘規, 磯博康, 柴田政彦

16) resting-state fMRI
による上肢CRPS患者
における感覚・運動
ネットワークの検討
（査読付）

日本運動器疼痛学会誌
vol.8(2)203-208

本研究では、複合性局所疼痛症候群(CRPS)患者に
おける運動機能障害の中枢機序の解明を目的とし
て、上肢CRPS患者の感覚・運動ネットワークを
resting-state fMRIにより検討した。健康成人と
比べ、CRPS患者では感覚・運動関連部位間の機能
的結合に変化が生じていた。本研究の結果は、感
覚・運動ネットワークの機能異常がCRPS患者にお
ける運動機能障害の発生に関与している可能性を
示唆するものである。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆と研究総括をおこなった。

共著者: 寒重之, 大迫正一, 植松弘進, 渡邉嘉
之, 田中壽, 柴田政彦
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共著 平成28年6月

共著 平成28年8月

共著 平成28年8月 ペインクリニック外来患者を対象とした薬剤師外
来の現状について検討した。1年間に薬剤師外来
で対応した92例、実施回数347回を対象とした。
現在、1日あたり約8～10例程度の患者の面談を
行っている。新規患者の初回面談時に、お薬手帳
を用いて服用薬剤数を調査し、平均使用薬剤品目
数は7.3±4.4種類であった。薬剤師の介入内容
は、鎮痛薬の効果・副作用の確認、その他の併用
薬の副作用の確認、薬剤の減量(他科のものも含
む)、排便や睡眠状況など副作用や生活習慣に関
するアドバイス、精神的苦痛への対応など多岐に
わたった。

本人担当部分：結果を麻酔科医の立場から評価
し、研究総括をおこなった。

共著者: 中川左理, 岡本禎晃, 柴田政彦

17) Independent Risk
Factors for
Positive and
Negative Symptoms
in Patients with
Diabetic
Polyneuropathy.

（糖尿病性多発神経障害の陽
性および陰性症状に対する独
立危険因子）
（査読付）

Journal of Pain and
Palliative Care
Pharmacotherapy;30(3):178
-183.

糖尿病性神経障害（DPN）患者の麻痺・知覚障害
の危険因子を分析した。298名の糖尿病患者を対
象として、ロジスティック回帰モデルを用いて独
立因子を決定した。さらに統計モデルを痛みグ
ループ、知覚障害グループの二群に対して適用し
た。DPNの有無には抑うつ症状、アキレス腱反射
の異常、インシュリン治療の有無などが関連して
いた。また痛み群と知覚障害群の差には女性であ
ること、アキレス腱反射の異常、インシュリン治
療の有無が関連していた。

本人担当部分：結果の解析と論文のとりまとめを
おこなった。

共著者: Inoue R, Sumitani M, Yasuda T, Tsuji
M, Nakamura M, Shimomura I, Shibata M,
Yamada Y.

18) 言語的妥当性を担保
した日本語版
Injustice
Experience
Questionnaire:
IEQの作成
（査読付）

ペインクリニック
vol.37(8)1053-1057

他害的な外傷をきっかけとする慢性痛患者は、自
分に落ち度がないのに不当に慢性痛を被っている
という不条理・不公平感に囚われているため、医
療者が治療に難渋することを経験する。慢性痛患
者が抱えるこのような不条理・不公平な扱いを受
けているという感情を欧米では「perceived
injustice」と表現しており、Injustice
Experience Questionnaireという尺度で計量心理
学的に定量化している。われわれは、尺度の他言
語翻訳を行う際の推奨ガイドラインに則って日本
語版Injustice Experience Questionnaireを作成
した。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆研究総括をおこなった。

共著者: 山田 恵子, 安達 友紀, 西上 智彦, 磯
博康, 柴田 政彦

19) ペインクリニック
外来患者を対象と
した薬剤師外来の
現状
（査読付）

医療薬学
vol.42(8)558-561
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20) Socioeconomic
value of
intervention
for chronic pain.

（慢性痛介入の社会経済学的
価値について）
（査読付）

Journal of Anesthesia
vol.30 Issue4
2016;30(4):553-561.

本研究の目的は、痛みに対する医療の費用対効果
を評価することである。91名の患者を薬物治療、
薬物＋ブロック治療、その他教育・リハビリテー
ション治療の3カテゴリに分類し、EQ-5D得点から
QALY 質調整生存年を算出した。結果、見積もら
れた年間治療コストとQALYに基づく費用対効果の
計算から、痛みに対する医療には充分な社会経済
学的価値があることが示された。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆をおこなった。

共著者: Takura T, Shibata M, Inoue S,
Matsuda Y, Uematsu H, Yamada K, Ushida T.

21) Arthropathy-related
pain in a patient
with congenital
impairment of pain
sensation due to
hereditary sensory
and autonomic
neuropathy type II
with a rare
mutation in the
WNK1/HSN2 gene: a
case report.

（WNK1/HSN2遺伝子の変異を
伴う hereditary sensory
and autonomic neuropathy
type II による先天性感覚障
害をもつ患者の関節痛：ケー
スレポート）
（査読付）

BMC Neurology16(1):201 Hereditary sensory and autonomic neuropathy
（HSAN） type IIにより先天的な感覚障害を呈し
た症例を経験した。本症例は手袋・靴下型の感覚
脱失を呈していたが、月経や内蔵の痛みは感じる
ことができていたが、骨隨炎による中足骨切除を
施行された。腓骨神経は生研上無髄・有髄神経共
に著しい損失がみられていた。さらに多数の関節
で激しい痛みを訴えていたが、アセトアミノフェ
ンによって痛みが軽減されQOLの改善に至った。
本件は日本で2件目のHSAN typeⅡ症例の報告であ
り、アセトアミノフェンが先天性の痛覚障害を有
する患者の痛みのコントロールに有効であった。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆と研究総括をおこなった。

共著者: Yamada K, Yuan J, Mano T, Takashima
H, Shibata M.

22) Injustice
Experience
Questionnaire,
Japanese Version:
Cross-Cultural
Factor-Structure
Comparison and
Demographics
Associated with
Perceived Injustice.

（Injustice Experience
Questionnaire：IEQ日本語版
の作成: 「不公平感」に関連
する異文化間の因子構造の比
較と人口統計）
（査読付）

Plos One;11(8)e0160567 IEQは受傷に関連する不公平感を評価するバッテ
リーである。本研究ではIEQの日本語版作成のた
め、その因子構造と妥当性、信頼性、さらには
IEQスコアを予測する要因について検証した。71
名の患者を対象にとしてIEQと痛みの強さ・心理
的要因の評価、基本的情報の調査をおこなった。
因子分析の結果、日本語版は原典と異なり3因子
（Severity / irreparability, Blame /
unfairness, Perceived lack of empathy ）構造
においてデータへの適合が高く、信頼性も高かっ
た。また、「1年以上の痛みの持続」と「受傷の
原因が多者にある場合」の2つが、IEQスコアへの
寄与率が高かった。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析および研究総括をおこなった。

共著者: Yamada K, Adachi T, Mibu A,
Nishigami T, Motoyama Y, Uematsu H, Matsuda
Y, Sato H, Hayashi K, Cui R, Takao Y,
Shibata M, Iso H.
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23) The Effect of
    Guidance regarding
    Home Exercise and
    ADL on Adolescent
    Females Suffering
    from Adverse Effects
    after HPV Vaccination
    in Japanese
    Multidisciplinary
    Pain Centers.
（子宮頸がんワクチン
（HPV）接種後の副反応を呈
した思春期女性に対する運動
とADL指導の効果；学際的痛
みセンターでの取り組み）
（査読付）

Pain Research and
Management;2016:1-6.

HPV接種後の副反応を呈した若年女性は稀ながら
も230名を超えている。本研究の目的は、副反応
を呈した若年女性に対する認知行動療法的介入の
効果を調査することである。副反応を呈した145
名に対し、部分的に認知行動療法アプローチに基
づいて運動と日常生活の指導をおこない、それら
を後方視的に調査した。指標は痛みの強さのNRS
とHADS、PCSを用いた。結果、治療プログラムを
実施した80名のうち、10名は著しい改善、43名は
若干の改善を示した。認知行動療法的アプローチ
は、HPV接種後副反応の症状減弱に有効であるこ
とが示唆された。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文のとりまとめをおこなった。

共著者: Ushida T, Shibata M, Kitahara M,
Yabuki S, Sumitani M, Murakami T, Iseki M,
Hosoi M, Shiokawa H, Tetsunaga T, Nishie H,
Fukui S, Kawasaki M, Inoue S, Nishihara M,
Aono S, Ikemoto T, Kawai T, Arai Y-C.

24) Resting state fMRI
    を用いた各脳部位の
    相互作用の解析
   （査読付）

IEQは受傷に関連する不公平感を評価するバッテ
リーである。本研究ではIEQの日本語版作成のた
め、その因子構造と妥当性、信頼性、さらには
IEQスコアを予測する要因について検証した。71
名の患者を対象にとしてIEQと痛みの強さ・心理
的要因の評価、基本的情報の調査をおこなった。
因子分析の結果、日本語版は原典と異なり3因子
（Severity / irreparability, Blame /
unfairness, Perceived lack of empathy ）構造
においてデータへの適合が高く、信頼性も高かっ
た。また、「1年以上の痛みの持続」と「受傷の
原因が多者にある場合」の2つが、IEQスコアへの
寄与率が高かった。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析および研究総括をおこなった。

共著者: Yamada K, Adachi T, Mibu A,
Nishigami T, Motoyama Y, Uematsu H, Matsuda
Y, Sato H, Hayashi K, Cui R, Takao Y,
Shibata M, Iso H.

Resting state fMRI(rs-fMRI)画像を用いて、各
脳部相互作用を解析する新しい方法を提案した。
約5分間のecho planer imaging(EPI)連続測定を
行い、脳機能画像を取得した。3名を対象として
脳機能画像を取得し、三つの推定パラメータを基
に各脳部位の関連を示す樹形図を形成し、関係性
の判別が可能となった。また、階層的クラスタリ
ングの解析で、脳部位番号26(被殻左側)と71(中
央帯状回右側)の関係性が近いことを示した。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆および研究総括をおこなった。

共著者: 丸居 航, Alam Saadia Binte, 寒 重之,
柴田 政彦, Koh Min-Sung, 小橋 昌司

バイオメディカル・ファ
ジィ・システム学会年次大
会講演論文集vol.29 161-
164

25) 慢性疼痛に対する漢
    方エキス剤の効果を、
    国際的な尺度を用い
    て多面的に評価し得
    た症例
   （査読付）

痛みと漢方 26, 33–39 本症例は交通事故により頸椎捻挫との診断で受傷
3年を経過しても痛みが改善せず、当院を受診し
た。降雨前に痛みが強くなる訴えを水毒と解釈
し、五苓散(TJ-17)7.5g/日を投与したところ著効
した。特に症状が著しく軽減した初診から3ヵ月
間において、痛みの強さ7/10→5/10、Pain
Disability Scale 21/60→7/60など著しい改善が
みられた。国際的に妥当性・信頼性の担保された
尺度を用い、医療用漢方エキス剤の効果を客観的
に評価できる可能性が示唆された。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆と研究総括をおこなった。

共著者: 山田恵子, 蔭山充, 柴田政彦.
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26) 慢性痛患者への入院
集学的リハの取り組
み
(査読付)

Journal of
Musculoskeletal Pain
Research 8巻3号 Page S125

大阪大学医学部附属病院疼痛医療センターでは、
院内で実施困難な慢性痛に対する集学的入院治療
を近隣の医療機関と連携協力して実施可能とし
た。就業や日常生活に支障をきたしている慢性痛
患者を治療対象とし、運動療法、認知行動療法、
集学的リハビリテーションの三要素を含んだ入院
プログラムを作成した。結果、痛みの評価が改善
し、就労した症例を経験した。また、EQ-5Dを用
いて、このプログラムの費用対効果も検討した。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆研究総括をおこなった。

共著者： 高橋紀代, 安達友紀, 丸山 伸廣, 西上
智彦, 柴田 政彦

27) Fear-avoidance
beliefs are
independently
associated with
the prevalence of
chronic pain in
Japanese workers.

（恐怖回避思考は日本におけ
る労働者の慢性痛の有無と独
立して関連している）
（査読付）

Journal of
Anesthesia;31(2):255-262.

恐怖回避思考と慢性痛の関係は、アジア圏では明
らかにされていない。本研究の目的は、日本のホ
ワイトカラー層における恐怖回避思考と慢性痛の
関係を明らかにすることである。433名の労働者
にアンケート調査を実施し、TSK、仕事関連心理
因子、うつ傾向等を調査した。結果、調整済み
オッズ比でも慢性痛患者は高いTSKスコアを有す
ることがわかった。本研究の結果は、日本のホワ
イトカラー層においてTSKスコアと慢性痛の有無
に密接な関連があることを示唆している。

本人担当部分：データ測定、結果の評価を麻酔科
医の立場からおこなった。

共著者: Wakaizumi K, Yamada K, Oka H, Kosugi
S, Morisaki H, Matsudaira K, Ushida T,
Shibata M, Kitahara M, Yabuki S, Sumitani M,
Murakami T, Iseki M, Hosoi M, Shiokawa H,
Tetsunaga T, Nishie H, Fukui S, Kawasaki M,
Inoue S, Nishihara M, Aono S, Ikemoto T,
Kawai T, Arai Y-C.

28) 非がん性慢性疼痛
のチーム医療
5.大阪大学医学部
附属病院の痛み診
療
（査読付）

ペインクリニックVol.38
No.8　P1063-1068

大阪大学疼痛医療センターで実施している集学的
診療外来、外来・入院リハビリテーション、認知
行動療法を紹介する。集学的診療外来やリハビリ
テーション、認知行動療法について、実施内容を
示し、疼痛医療センターの取り組みを支えている
研究や教育プログラムについて述べた。疼痛医療
センターでは、諸外国で行われている集学的な慢
性痛治療が、本邦でも広まることを期待してお
り、普及に向けた活動に取り組んでいる。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、論文の執筆および研究総括をおこなった。

共著者: 榎本聖香，安達友紀, 井上大輔, 細越寛
樹, 西上智彦, 高橋紀代, 柴田政彦
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共著 平成30年31) Classification and
characterisation of brain
network changes in chronic
back pain: A multicenter
study.

Wellcome Open Res 3:19

共著者：Mano H, Kotecha G, Leibnitz K,
Matsubara T, Nakae A, Shenker N, Shibata M,
Voon V, Yoshida W, Lee M, Yanagida T, Kawato
M, Rosa MJ, Seymour B

PAIN RESEARCH
vol.32(1)52-59

29) 中枢機能障害性疼痛
    患者における脳部位
    間の機能的結合と背
    景因子との関連：安
    静時fMRIによる検討
   （査読付）

中枢機能障害性疼痛(FSS)患者を対象に、
resting-state functional MRI(rs-fMRI)を用い
て脳部位間の機能的結合と背景因子との関連につ
いて検討した。痛みの強さと左扁桃体-左島皮質
の機能的結合の間に有意な正の相関、痛みの期間
と左右前帯状回吻側部・左島皮質前部の機能的結
合の間で有意な負の相関がみられた。またHADSの
不安スコアは右扁桃体内の機能的結合と有意な負
の相関、PCSスコアは右扁桃体-右海馬傍回・前帯
状回吻側部-右視床の機能的結合と有意な正の相
関を認めた。FSS患者に対するrs-fMRIによる機能
的結合の評価は、慢性疼痛の病態解明に有用であ
ることが示唆された。

本人担当部分：研究計画、結果の解析、論文の執
筆および研究総括をおこなった。

共著者:寒重之, 大迫正一, 植松弘進, 渡邉嘉之,
田中壽, 柴田政彦

30) 就労環境における慢
    性痛の実態調査～仕
    事に影響する慢性痛
    のリスク因子の検討：
    QWLICスタディ
   （査読付）

産業衛生学会誌 vol.59 (5)
125-134

就労環境における慢性痛の実態，及び慢性痛が仕
事に影響する重症例でのリスク因子を明らかにす
ることを目的とした。計3社18施設の被雇用者を
対象に，「からだの痛みに関する調査研究アン
ケート」を施行した。対象者の生活習慣や心理社
会的因子と慢性痛有症との関連について，性年齢
調整ロジスティック回帰分析を用いて分析した。
結果、仕事に影響する慢性痛を有することは，肥
満，喫煙習慣，不眠症，ワーカホリック度の高
さ，上司・同僚からの支援の乏しさ，仕事の満足
度の低さ，仕事の要求度の高さ，仕事のコント
ロール度の低さ，心理的ストレスの高さ，抑うつ
状態と有意に関連があった。就労環境における慢
性痛とそのリスク因子の実態が一部明らかとなっ
た。

本人担当部分：データ測定、論文のとりまとめを
おこなった。

共著者： 山田恵子, 若泉謙太, 深井恭佑, 磯博
康, 祖父江友孝, 柴田政彦, 松平浩
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共著 平成30年

共著 平成30年

共著 平成30年

共著者：Maeda Y, Kan S, Fujino Y, Shibata M

35)Evaluating the
psychometric properties of
two-item and four-item
short forms of the
Japanese Pain Self-
Efficacy Questionnaire: a
cross-sectional study.

共著者：Adachi T, Enomoto K, Yamada K, Inoue
D, Nakanishi M, Takahashi N, Nishigami T,
Shibata M

36)Frequency of mental
disorders among chronic
pain patients with or
without fibromyalgia in
Japan.

共著者：Miki K, Nakae A, Shi K, Yasuda Y,
Yamamori H, Fujimoto M, Ikeda M, Shibata M,
Yukioka M, Hashimoto R

Neuropsychopharmacol Rep
38:167-174

37)Validation of the
Japanese version of the
life satisfaction
checklist (LiSat-11)  in
patients with low back
pain: A cross-sectional
study.

J Orthop Sci 23:895-901

共著者：Mibu A, Nishigami T, Tanaka K,
Manfuku M, Yono S, Kajiwara S, Tanabe A,
Shibata M

32)The relationships
between pain
catastrophizing
subcomponents and multiple
pain-related outcomes in
Japanese outpatients with
chronic pain: a cross-
sectional study.

共著者：Adachi T, Nakae A, Maruo T, Shi K,
Maeda L, Saitoh Y, Shibata M, Sasaki J

33)Reliability and
validity of the Athens
Insomnia Scale in chronic
pain patients.

J Pain Res 11:793-801

共著者：Enomoto K, Adachi T, Yamada K, Inoue
D, Nakanishi M, Nishigami T, Shibata M

34)Verbal Instruction Can
Induce Extinction of Fear
of Movement-Related Pain.

j.jpain.19:1063-1073
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共著 令和元年

共著 令和元年 Pain Rep 4:e711

共著 令和元年

40)Factors influencing
outcomes among patients
with whiplash-associated
disorder: A  population-
based study in Japan.

PLoS One 14:e0216857

共著者：Hayashi K, Miki K, Ikemoto T, Ushida
T, Shibata M

41)Japanese cross-cultural
validation study of the
Pain Stage of Change
Questionnaire.

共著者：Adachi T, Sunohara M, Enomoto K,
Sasaki K, Sakaue G, Fujita Y, Mizuno Y,
Okamoto Y, Miki K, Yukioka M, Nitta K,
Iwashita N, Kitagawa H, Shibata M, Sasaki J,
Jensen MP, Fukui S

42)Association of sleep
sufficiency and duration
with chronic pain
prevalence: A population-
based cross-sectional
study.

J Psychosom Res 120:74-80

共著者：Yamada K, Kubota Y, Shimizu Y,
Shibata M, Morotomi N

共著者：Mibu A, Nishigami T, Tanaka K,
Manfuku M, Yono S, Kajiwara S, Tanabe A,
Shibata M

38)慢性疼痛領域における治
療の費用対効果と社会経済的
な負担

日本運動器疼痛学会誌
10(1): 88-96

田倉智之1), 柴田政彦2), 牛田享宏3)
1)東京大学大学院医学系研究科 医療経済政策学,
2)奈良学園大学 保健医療学部, 3)愛知医科大学
学際的痛みセンター

39)慢性疼痛に対する認知行
動療法とリハビリテーション
の併用効果 : いきいきリハ
ビリノートの治療実績を含め
て

日本運動器疼痛学会誌
10(2): 205-216

大鶴直史1,2), 木村慎二2), 細井昌子3), 松原貴
子4), 柴田政彦5), 水野泰行6), 西原真理7), 村
上孝徳8), 大西秀明1)
1)新潟医療福祉大学 運動機能医科学研究所, 2)
新潟大学医歯学総合病院 リハビリテーション科,
3)九州大学病院 心療内科, 4)神戸学院大学 総合
リハビリテーション学部 理学療法学科, 5)大阪
大学大学院医学系研究科 疼痛医学寄附講座, 6)
関西医科大学 心療内科学講座, 7)愛知医科大学
医学部 学際的痛みセンター, 8)札幌医科大学 リ
ハビリテーション医学講座
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共著の別
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概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和元年

共著 令和元年

共著 令和元年

共著 令和元年

共著 令和2年

共著 令和2年

共著者：Hosogoshi H, Iwasa K, Fukumori T,
Takagishi Y, Takebayashi Y, Adachi T, Oe Y,
Tairako Y, Takao Y, Nishie H, Kanie A,
Kitahara M, Enomoto K, Ishii H, Shinmei I,
Horikoshi M, Shibata M

48)Associations between
the injustice experience
questionnaire and
treatment term in
patients with acute
Whiplash-associated
disorder in Japan

PLoS One 15:e0231077

共著者：Hayashi K, Miki K, Ikemoto T, Ushida
T, Shibata M

44)Smoking is associated
with greater pain
intensity and pain-related
occupational disability in
Japanese workers.

J Anesth 33:523-530

共著者：Yamada K, Wakaizumi K, Kubota Y,
Matsudaira K, Shibata M

45)Evaluating the
psychometric properties of
two-item and four-item
short forms of the
Japanese Pain Self-
Efficacy Questionnaire: a
cross-sectional study.

 J Anesth 33:58-66

共著者：Adachi T, Enomoto K, Yamada K, Inoue
D, Nakanishi M, Takahashi N, Nishigami T,
Shibata M

46)The Relationships
Between Pain-
Catastrophizing
Subcomponents and Multiple
Pain-Related Outcomes in
Japanese Outpatients with
Chronic Pain: A Cross-
Sectional Study.

Pain Pract 19:27-36

共著：Adachi T, Nakae A, Maruo T, Shi K,
Maeda L, Saitoh Y, Shibata M, Sasaki J

47)Pilot study of a basic
individualized cognitive
behavioral therapy program
for  chronic pain in
Japan.

Biopsychosoc Med 14:6

43)Towards prognostic
functional brain
biomarkers for cervical
myelopathy: A resting-
state fMRI study.

 Sci Rep 9:10456

共著者：Takenaka S, Kan S, Seymour B, Makino
T, Sakai Y, Kushioka J, Tanaka H, Watanabe
Y, Shibata M, Yoshikawa H, Kaito T
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共著の別
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概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和2年

（その他）

「総説」
共著 平成20年11月

共著 平成23年4月

共著 平成26年12月

単著 平成28年8月

単著 平成28年8月

1) Evaluation of
patients with
chronic pain

（慢性痛患者の評価）

Masui.57(11):1337-1342.

5) Functional Pain
Disorder 3. 複合性
局所疼痛症候群

新医学71巻8号　P116-119

49)Resting-state Amplitude
of Low-frequency
Fluctuation is a
Potentially Useful
Prognostic Functional
Biomarker in Cervical
Myelopathy.

Clin Orthop Relat Res
478:1667-1680

共著者：Takenaka S, Kan S, Seymour B, Makino
T, Sakai Y, Kushioka J, Tanaka H, Watanabe
Y, Shibata M, Yoshikawa H, Kaito T

慢性痛患者の痛み行動は多くの要因によって変化
する。それらの要因を評価することは痛みのマネ
ジメント上重要なことである。多くの有効なアプ
ローチやこれらの示唆すること、患者の評価と治
療の選定など慢性痛患者のマネジメントに欠くこ
とができない事項について解説した。

本人担当部分：原稿の執筆をおこなった。
共著者: Shibata M, Inoue T, Sumitani M,
Matsumura Y, Mashimo T.

2) 複合性局所疼痛症候群
の診断と治療

日本医事新報4539：72-78 複合性局所疼痛症候群の診断、治療に関する歴史
的変遷を解説、近年用いられている判定指標や治
療手段について実例を交えながら解説した。

本人担当部分：原稿の執筆および全体の構成に携
わった。
共著者： 植松弘進, 柴田政彦

3) 慢性痛の問題点と今後
の取り組み

理学療法学vol.41(8)
699-705

疫学、認知行動療法、条件付け、運動療法、脳機
能画像研究、バイオフィードバックという幅広い
テーマから、リハビリテーションにおける慢性痛
の位置づけを詳細に解説した。

本人担当部分：原稿の執筆および全体の構成に携
わった。

共同著者：柴田政彦, 山田恵子, 前田吉樹, 安達
友紀, 西上智彦, 寒重之

4) 医学生教育の観点から
：医学生への痛みの教
育

ペインクリニックvol.37
No.8 P991-998

痛みは患者が訴える も頻度の高い症状であり、
医療者が患者の訴える痛みに対して適切に対応で
きるためには、医療者教育の早期に適切な教育を
受けることが重要である。国際的にもこの問題が
指摘されており、改善への取り組みが始まってい
る。わが国でも医学部において痛みの教育は系統
的に実施されていないが、今後の取り組みによっ
て改善していくことが望ましい。

四肢の外傷後に痛みが遷延し,浮腫,皮膚温の変
化,発汗や発毛の異常,関節可動域制限や拘縮を伴
う場合,複合性局所疼痛症候群と呼ばれる.古くか
ら一部の患者に発症するこの病態の機序は謎に包
まれていたが,近年,脳機能の変化を伴うことが明
らかになってきており,末梢の炎症とともに本症
候群の原因や治療と関連する重要な現象として注
目されている.
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共著 平成28年8月

共著 平成28年11月

共著 平成28年12月

共著 平成28年12月

5) Functional Pain
   Disorder 3. 複合性
   局所疼痛症候群

新医学71巻8号　P116-119

9) さまざまな慢性痛患
   者の安静時fMRI研究

Pain Research; vol.31
No.4 P189-196

四肢の外傷後に痛みが遷延し,浮腫,皮膚温の変
化,発汗や発毛の異常,関節可動域制限や拘縮を伴
う場合,複合性局所疼痛症候群と呼ばれる.古くか
ら一部の患者に発症するこの病態の機序は謎に包
まれていたが,近年,脳機能の変化を伴うことが明
らかになってきており,末梢の炎症とともに本症
候群の原因や治療と関連する重要な現象として注
目されている.

6) 疼痛および鎮痛の神経
   メカニズム

The Japanese Journal of
Rehabilitation Medicine第
53巻　8号　P591-595

痛覚の伝達経路には末梢から中枢へ向かう上行路
だけでなく，下行性に痛みを抑制あるいは増強さ
せる下行路もある．本稿では上行路（皮膚，脊
髄，体性感覚野および扁桃体）と下行路（state
dependent control）に分けて概説し，さらに，
それぞれの経路に働きかけるリハビリテーション
の臨床応用について言及する．

本人担当部分：原稿の執筆および全体の構成に携
わった。

共著者： 西上智彦, 柴田 政彦

7) オピオイド治療と内
   分泌機能異常

Locomotive Pain Frontier
vol.5 No.2  P44-46

オピオイドの長期使用により性腺機能異常をはじ
めとする内分泌機能障害を併発することがある。
疲労感、気分障害、体重減少など、オピオイドの
適応となる慢性痛の随伴症状との鑑別が困難なた
め注意が必要である。特に強オピオイドを長期間
若い男性に投与する場合には、投与前に内分泌機
能を確認するなど、細心の注意が求められる。内
分泌機能の評価の際には、内分泌専門医にコンサ
ルトすることが望ましい。

本人担当部分：原稿執筆をおこなった。

共著者： 柴田政彦，田渕優希子，安田哲行

8) “Katakori”: a Pain
     Syndrome Specific
     to the Japanese
（日本に特異的な症状"肩こ
り"）

Current Pain and Headache
Reports
20(12)64-65

日本特有の痛みの訴えである「肩こり」につい
て、その疫学と機序、評価と治療について概説し
た。

本人担当部分：原稿執筆をおこなった

共著者：Masaki Kitahara, Masahiko Shibata

fMRIは核磁気共鳴現象を利用して脳活動を画像化
する非侵襲脳活動計測法の一つで、痛みの研究に
応用されてきた。様々な慢性痛患者の脳活動を健
常人と比較することによってその脳内機序を探る
方法として、近年安静時fMRIが注目されている。
線維筋痛症、慢性腰痛、片頭痛、その他の疾患を
対象とした安静時fMRIの論文を取り上げ、主な知
見をまとめた。

本人担当部分：原稿執筆、資料の提供、全体の構
成の総括をおこなった

共著者： 柴田政彦, 寒重之, 大迫正一, 三木健
司, 栁澤琢史, 助永憲比古, 恒遠剛示, 新田一
仁, 岩下成人, 福井聖, 黒崎弘倫, 中野直樹, 若
泉謙太, 上嶋江利, 本山泰士, 高雄由美子, 溝渕
知司
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概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成29年3月

共著 平成30年

「特集」

単著 平成26年12月

共著 平成27年3月

共著 平成27年7月

共著 平成27年10月4) 我が国の痛みの集学
 （学際）的アプローチ
   はどうあるべきか？
   当院における慢性痛
   に対する集学的診療

Anet 19巻2号 Page6-10

fMRIは核磁気共鳴現象を利用して脳活動を画像化
する非侵襲脳活動計測法の一つで、痛みの研究に
応用されてきた。様々な慢性痛患者の脳活動を健
常人と比較することによってその脳内機序を探る
方法として、近年安静時fMRIが注目されている。
線維筋痛症、慢性腰痛、片頭痛、その他の疾患を
対象とした安静時fMRIの論文を取り上げ、主な知
見をまとめた。

本人担当部分：原稿執筆、資料の提供、全体の構
成の総括をおこなった

共著者： 柴田政彦, 寒重之, 大迫正一, 三木健
司, 栁澤琢史, 助永憲比古, 恒遠剛示, 新田一
仁, 岩下成人, 福井聖, 黒崎弘倫, 中野直樹, 若
泉謙太, 上嶋江利, 本山泰士, 高雄由美子, 溝渕
知司

Practice of pain
management 6巻1号 Page4-
11

2) 座談会 本邦における
   集学的痛みセンター
   の必要性について

認知行動療法など、心理的側面から意見交換をお
こなった。

北原雅樹, 柴田政彦, 牛田享宏

10) 痛みは脳をどう変え
    るか？-Neuroimaging
    からみえてきたもの

週刊　医学のあゆみ　別刷
vol.260 No.2 P155-160

1) 慢性痛の心理
   アセスメント 私の診
   療現場から 「施す医
   療」からの転換私の診
   療に影響を与えた慢性
   痛の3症例

ペインクリニック35巻2号
Page235-240

自分自身の診療経験から、患者に対して『施す医
療』から『支える医療』へ転換したいきさつにつ
いて解説した。

木村慎二*1, 細井昌子*2, 松原貴子*3, 柴田政彦
*4, 水野泰行*5, 西原真理*6, 村上孝徳*7, 大鶴
直史*8
*1新潟大学医歯学総合病院リハビリテーション
科, *2九州大学心療内科, *3日本福祉大学健康科
学部リハビリテーション学科, *4大阪大学大学院
医学系研究科疼痛医学寄附講座, *5関西医科大学
心療内科学講座, *6愛知医科大学医学部学際的痛
みセンター, *7札幌医科大学リハビリテーション
医学講座, *8新潟医療福祉大学医療技術学部理学
療法学科

The Japanese Journal of
Rehabilitation Medicine
55(3): 206-214

11)運動器慢性疼痛に対する
認知行動療法理論に基づいた
運動促進法

大阪大学医学部附属病院における集学的診療の内
容を各医療者毎の役割を明確にしながら解説し
た。

柴田政彦, 安達友紀, 西上智彦

3) 一歩進んだ痛みの治療 臨床雑誌『整形外科』 66巻
7号 Page671-675

整形外科疾患に伴う、痛みの薬物療法について解
説した。

柴田政彦, 松田陽一, 植松弘進, 安達友紀, 西上
智彦

従来の痛みの研究には大きく分けて2つの方法が
あった。動物を対象とした痛覚の研究と、ヒトの
痛みの訴えや感情・行動を対象とした痛みの研究
である。これら2つの研究の橋渡しを期待できる
のが脳機能画像研究である。患者が"痛み"を医療
者に伝え、医療者が患者の痛みを察知して何らか
の役割を果たそうとする。ありふれた状況である
が、この状況には、無数のメカニズム、因子が寄
与している。因果関係はともかく、これらの複雑
な仕組みの一端が脳に刻まれていることが推察さ
れ、その情報をもとに治療に応用しようという試
みがはじまっている。

本人担当部分：全体の構成の総括をおこなった

共著者： 寒重之, 柴田政彦
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単著・
共著の別
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発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成28年3月

単著 平成28年6月

共著 平成28年10月

共著 平成28年11月

単著 平成29年4月

共著 平成29年4月

共著 平成31年

共著 平成31年

13）痛みの病態・機序 単著 令和2年4月

「新聞」

単著 平成23年6月 夕刊フジ

単著 平成23年6月 夕刊フジ

単著 平成23年10月 読売新聞

大阪大学医学部附属病院における集学的診療の内
容を各医療者毎の役割を明確にしながら解説し
た。

柴田政彦, 安達友紀, 西上智彦

6) コラム・ペインコンソ
ーシアムの設立の経緯
と取り組み

5) 痛みのClinical
Neuroscience(9)座談会 本邦
における慢性痛対策 : 見え
てきた課題

1) 今日のストレス明日の
病気：上肢の痛み

ストレスと痛みについて解説

9) 特集「ＣＲＰＳの 新
事情」によせて

ペインクリニックvol.38
no.4 P437-438

日本臨床麻酔学会誌 37(7):
838-843

10）痛みの責任は誰にある?

11）【神経障害】 高齢者の
脊椎由来の慢性疼痛へのアプ
ローチと薬物療法

Pharma Medica 37(1): 27-
30

12）慢性疼痛の 新治療~集
学的診療~

難病と在宅ケア 25(5): 34-
38

2) 名医はこの人ブラック
ジャックを探せ

原因が特定できない痛みへの対策について

慢性痛に対する集学的診療の重要性を解説3) 慢性の痛み目指す総合
   治療

新医学 71巻3号
Page426-439

本邦における慢性痛の診療体制の構築について現
状と今後の取り組みについて意見交換した。

田口敏彦, 柴田政彦, 北原雅樹

Journal of
Musculoskeletal Pain
Research　Vol.8 No.1 P5-6

痛み関連学会の情報共有の目的で、痛み関連の7
学会が参加できるペインコンソーシアムという組
織を設立し、運営してきた。

7)【慢性腰痛の診断と
治療update】
(Part1)基礎　神経
障害性疼痛その機序
と慢性腰痛との関連

Bone Joint Nerve
6巻4号 Page679-685

神経障害性疼痛と、慢性腰痛の関連について解説
した

牧野 孝洋, 三木 健司, 柴田 政彦

8) 特集 慢性腰痛の診断
と治療update 座談会

Bone Joint Nerve 6巻4号
Page811-824

整形外科領域の神経障害性疼痛についてその機序
と慢性腰痛との関連を解説した 慢性腰痛の治療
の一つとして、生物・社会・心理モデルに基づい
たリハビリテーションや、心理的アプローチにつ
いて解説した。

紺野愼一, 中村雅也, 牛田享宏, 柴田政彦

CRPSに関連する 新の知見について解説した。

日本医師会雑誌 (0021-
4493)149巻1号 Page21-24

リハ－173



著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称 慢性痛に対する集学的診療の重要性を解説3) 慢性の痛み目指す総合
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

単著

「報道」

－ 平成30年5月

「国際学会発表」

－ 平成26年10月

－ 平成28年9月

－ 平成28年9月 16tｈ　World　congress on
pain, Yokohama,
2016.9.26-30

本邦における集学的痛み診療の社会経済的価値を
試算した。集学的診療をうけた患者91名における
各疼痛バッテリーの改善値を、QUALY解析によっ
て価値化した。結果、１QUALyあたり平均45.879
＄の価値があることがわかった。
ポスター発表
共同発表者：Masahiko Shibata, Keiko Yamada,
Youichi Matsuda, Hironobu Uematsu, Shinsuke
Inoue, Takahiro Ushida, Tomoyuki Takura
担当部分: 抄録執筆、研究計画、データ測定、解
析

4) 痛みよもやま話連載 ・京都新聞
・下野新聞
・福島新聞
・信濃毎日新聞
・日本海新聞
・山陽新聞
・北國新聞
・宮崎日日新聞
・神戸新聞
・愛媛新聞
・岐阜新聞
・千葉日報

①痛みの不思議
②痛みと錯覚
③トウガラシなどの刺激物
④痛がり遺伝子
⑤プラセボ効果
⑥プラセボ効果
⑦やはり問診が大事
⑧痛みと医療（前編）
⑨痛みと医療（後編）
⑩国で異なる鎮痛薬の処方
⑪三叉神経痛
⑫幻肢痛
⑬養成ギブス
⑭腰痛
⑮進歩する研究
⑯慢性痛と深く関連
⑰リハビリで元気に
⑱幻肢痛に大きな効果
⑲かかとの痛みとれず
⑳手術後に長く続く痛み

1)ガッテン！ NHK教育テレビ
2018年5月9日（水）午後7時
30分放送

痛みを“脳”で克服！“慢性痛”治療革命

1) Fear Conditioning
and Extinction
Associating
Voluntary
Movement with
Painful Stimulus:
Experimental
Verification of
Fear Avoidance
Model Using Skin
Potential Response

（運動と痛みの恐怖条件づ
け：恐怖回避モデルの実験的
検証）

運動と痛みの恐怖が結びつくという現象の証明か
ら、その消去、さらには教示が与える影響までを
検証した。
ポスター発表
共同発表者：Yoshiki Maeda, Shigeyuki Kan,
Yoshitetsu Oshiro, Satoru Miyauchi, Aya
Nakae, Ben Seymour, Hideki Kashioka,
Masahiko Shibata
担当部分: 研究計画、研究総括

15th
World Congress of
International
Assicuation
for the Study of Pain,
Buenos Aires.
2014.10.6-11

平成24年8月～
平成25年4月

2) Psychologigal
characteristics
related to the
acquisition and
extention of pain-

   related fear
(痛みに関連する恐怖の獲得
と消去に影響する心理的特性
の検証)

16tｈ　World　congress on
pain, Yokohama,
2016.9.26-30

運動への恐怖条件づけの獲得、消去における個人
差に着目し、各個人の心理特性との関連性を探索
的に検討した。消去期におけるSPR振幅値と各心
理指標との相関がみられた。本研究の結果は、疼
痛の慢性化に性格傾向等の心理要因が関与する可
能性を示唆している。
ポスター発表
共同発表者：Takatoshi Masaki, Yoshiki Maeda,
Shigeyuki Kan, Masahiko Shibata
担当部分: 研究計画、データ測定

3) Socioeconimic
Value of
Intervention for
chronic Pain

(慢性痛治療の社会経済的価
値の検証)
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成28年9月

－ 平成28年12月

－ 平成28年12月

本邦における集学的痛み診療の社会経済的価値を
試算した。集学的診療をうけた患者91名における
各疼痛バッテリーの改善値を、QUALY解析によっ
て価値化した。結果、１QUALyあたり平均45.879
＄の価値があることがわかった。
ポスター発表
共同発表者：Masahiko Shibata, Keiko Yamada,
Youichi Matsuda, Hironobu Uematsu, Shinsuke
Inoue, Takahiro Ushida, Tomoyuki Takura
担当部分: 抄録執筆、研究計画、データ測定、解
析

4) Effects of
exercise therapy
for outpatients
with chronic pain

（慢性疼痛患者に対するリハ
ビリテーション入院プログラ
ム）

16tｈ　World　congress on
pain, Yokohama,
2016.9.26-30

大阪大学医学部附属病院疼痛医療センターでは、
院内で実施困難な慢性痛に対する集学的入院治療
を近隣の医療機関と連携協力して実施可能とし
た。就業や日常生活に支障をきたしている慢性痛
患者を治療対象とし、運動療法、認知行動療法、
集学的リハビリテーションの三要素を含んだ入院
プログラムを作成した。結果、痛みの評価が改善
し、就労した症例を経験した。また、EQ-5Dを用
いて、このプログラムの費用対効果も検討した。

本人担当部分：研究計画、データ測定、結果の解
析、研究総括をおこなった。
ポスター発表
共同発表者： N. Takahashi, M. Shibata, T.
Adachi, Y. Maeda, K. Yamada, T. Nishigami

5) Disabilities on
work and fear
avoidance beliefs
in Japanese
workers with
chronic pain.

（慢性痛患者の恐怖回避思考
と就労困難との関係）

International Congress of
Behavioral Medicine 2016,
Melbourne, Australia.
2016 Dec 7-10.

就労環境における慢性痛の実態，及び慢性痛が仕
事に影響する重症例でのリスク因子を明らかにす
ることを目的とした。計3社18施設の被雇用者を
対象に，「からだの痛みに関する調査研究アン
ケート」を施行した。対象者の生活習慣や心理社
会的因子と慢性痛有症との関連について，性年齢
調整ロジスティック回帰分析を用いて分析した。
結果、仕事に影響する慢性痛を有することは，肥
満，喫煙習慣，不眠症，ワーカホリック度の高
さ，上司・同僚からの支援の乏しさ，仕事の満足
度の低さ，仕事の要求度の高さ，仕事のコント
ロール度の低さ，心理的ストレスの高さ，抑うつ
状態と有意に関連があった。就労環境における慢
性痛とそのリスク因子の実態が一部明らかとなっ
た。
ポスター発表
本人担当部分：データ測定、抄録のとりまとめを
おこなった。

共同発表者：Kenta Wakaizumi, Keiko Yamada,
Masahiko Shibata, Shizuko Kosugi, Hiroshi
Morisaki, and Ko Matsudaira

6) An Epidemiological
Study on the
Association Between
Job Satisfaction
and Reduced
Performance/
sickness Absence
among Workers with
Chronic Pain

（慢性痛患者の職務満足度と
機能低下・病欠の疫学調査）

International Congress of
Behavioral Medicine 2016,
Melbourne, Australia.
2016 Dec 7-10.

就労環境における慢性痛の実態，及び慢性痛が仕
事に影響する重症例でのリスク因子を明らかにす
ることを目的とした。計3社18施設の被雇用者を
対象に，「からだの痛みに関する調査研究アン
ケート」を施行した。対象者の生活習慣や心理社
会的因子と慢性痛有症との関連について，性年齢
調整ロジスティック回帰分析を用いて分析した。
結果、仕事に影響する慢性痛を有することは，肥
満，喫煙習慣，不眠症，ワーカホリック度の高
さ，上司・同僚からの支援の乏しさ，仕事の満足
度の低さ，仕事の要求度の高さ，仕事のコント
ロール度の低さ，心理的ストレスの高さ，抑うつ
状態と有意に関連があった。就労環境における慢
性痛とそのリスク因子の実態が一部明らかとなっ
た。

本人担当部分：データ測定，研究総括をおこなっ
た。
ポスター発表
共同発表者： Keiko Yamada, Kenta Wakaizumi,
Ko Matsudaira, Masahiko Shibata, and
Hiroyasu Iso

3) Socioeconimic
   Value of
   Intervention for
   chronic Pain
(慢性痛治療の社会経済的価
値の検証)
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

「国内学会発表」

－ 平成28年6月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月月

平成29年6月 会長講演

2) 慢性痛患者への入院
   集学的リハの取り組み

第9回日本運動器疼痛学会、
東京、2016.11.26～27

慢性痛患者に対して短期入院による集学的リハを
実施したので報告する。集学的リハとして医師
（講義：1h／w），臨床心理士（講義：2h／w），
理学療法士（講義：1h／w），理学・作業療法士
（運動療法：6日／w）がそれぞれ介入。また，上
記以外の時間で自主トレの時間を午前・午後に各
1時間ずつ定。アウトカムを日常生活における移
動能力・ADL・情動面の改善とし，主な評価尺度
として3分間歩行，5m歩行，PDAS，HADS，PCS，
PSEQを入院時と退院時で比較した。結果、運動面
と情動面の改善が見られた。

本人担当部分： 研究計画、データ測定、結果の
解析、研究総括をおこなった。
ポスター発表
共同発表者：丸山伸廣，高橋紀代，柴田政彦

1) 慢性疼痛患者に対する
   リハビリテーション入
   院プログラムの効果

第53回日本リハビリテー
ション医学会学術集会

大阪大学医学部附属病院疼痛医療センターでは、
院内で実施困難な慢性痛に対する集学的入院治療
を近隣の医療機関と連携協力して実施可能とし
た。就業や日常生活に支障をきたしている慢性痛
患者を治療対象とし、運動療法、認知行動療法、
集学的リハビリテーションの三要素を含んだ入院
プログラムを作成した。結果、痛みの評価が改善
し、就労した症例を経験した。また、EQ-5Dを用
いて、このプログラムの費用対効果も検討した。

本人担当部分： 研究計画、データ測定、結果の
解析、研究総括をおこなった。
口述発表
共同発表者：高橋紀代，柴田政彦

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

大阪大学附属病院疹痛医療センター（痛みセン
ター）と連携した3ヵ月間の外来運動療法には、
プログラム途中で来院しなくなった患者も認めら
れる。今回ドロップアウトした患者に対して後方
視的に調査を行い，運動療法完遂者と比較した結
果を報告する。当院外来を受診した29名のうち、
計12回のプログラム参加したものを完遂群それ以
前に中断したものをドロップアウト群（DO群）と
した。結果、29名中20名が完遂し，9名が脱落し
ていた。
DO群と完遂群の比較では介入前の痛みNRS，EQ－
5D，PSEQに有意差を認めた。慢性痛に対する運動
療法を試行する際ドロップアウトの危険性の予測
に多面的評価の結果が有用となる可能性が示唆さ
れた。

本人担当部分： 研究計画、データ測定、結果の
解析、研究総括をおこなった。
ポスター発表
共同発表者： 鳴尾彰人，西上智彦，高橋紀代，
柴田政彦

4)飛翔 - 日本疼痛学会の新
しい門出を迎えて

3) 慢性疼痛患者に対する
   外来運動療法完遂者と
   ドロップアウトした者
   との比較

第9回日本運動器疼痛学会、
東京、2016.11.26～27
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

平成29年6月

平成29年6月

平成29年6月

平成29年6月

平成29年6月

平成29年11月

 

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

5)青少年における「疼痛又は
運動障害を中心とする多様な
症状」の受療状況に関する全
国疫学調査

福島若葉1, 原めぐみ2, 柴田政彦3, 喜多村祐里
4, 祖父江友孝4
1大阪市立大学大学院医学研究科 公衆衛生学, 2
佐賀大学医学部 社会医学講座 予防医学分野, 3
大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医学寄附講座,
4大阪大学大学院医学系研究科 社会医学講座 環
境医学

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

6)慢性痛患者に対する集学的
入院治療の長期効果と費用対
効果

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

高橋紀代1,2,3, 安達友紀4,5,6, 柴田政彦3,4
1篤友会リハビリテーションクリニック, 2医療法
人篤友会 千里山病院, 3大阪大学大学院医学系研
究科 疼痛医学寄附講座, 4大阪大学医学部附属病
院 疼痛医療センター, 5滋賀医科大学医学部附属
病院 ペインクリニック科, 6日本学術振興会

串岡純一1, 海渡貴司1, 武中章太1, 牧野孝洋1,
坂井勇介1, 田中壽2, 渡邉嘉之2, 寒重之3, 柴田
政彦3
1大阪大学大学院医学系研究科 器官制御外科学
(整形外科), 2大阪大学大学院医学系研究科 放射
線統合医学講座 放射線医学教室, 3大阪大学大学
院医学系研究科 疼痛医学寄附講座

7)頸椎症性脊髄症における安
静時fMRIを用いた自発脳活動
および機能的結合の変化の検
討

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

8)安静時fMRIを用いた変形性
膝関節症の痛みに関わる脳機
能異常の予備的研究

第39回日本疼痛学会、神
戸、2017.6.16～17

大迫正一1, 寒重之2, 植松弘進1, 松田陽一1,4,
二井数馬4, 田中壽3, 渡邉嘉之3, 冨田哲也4, 柴
田政彦2, 藤野裕士1
1大阪大学大学院医学系研究科 生体統御医学講座
麻酔・集中治療医学教室, 2大阪大学大学院医学
系研究科 疼痛医学寄附講座, 3大阪大学大学院医
学系研究科 放射線統合医学講座 放射線医学教
室, 4大阪大学大学院医学系研究科 器官制御外科
学

榎本聖香1, 安達友紀2,3,4, 山田恵子2,5, 井上
大輔2,6, 中西美保2,7, 西上智彦2,8, 柴田政彦
1,2
1大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医学寄附講
座, 2大阪大学医学部附属病院 疼痛医療セン
ター, 3滋賀医科大学医学部附属病院 学際的痛み
治療センター, 4日本学術振興会, 5大阪大学大学
院医学系研究科 社会医学講座 公衆衛生学, 6大
阪リハビリテーション専門学校 作業療法学科, 7
大阪大学大学院医学系研究科 漢方医学寄附講座,
8甲南女子大学 看護リハビリテーション学部 理
学療法学科

9)慢性痛患者における短縮版
アテネ不眠尺度 (AIS-5) の
信頼性・妥当性の検討

第10回日本運動器疼痛学
会、福島、2017.11.18～19

10)大阪大学医学部附属病院
疼痛医療センターでの集学的
痛み治療の現況と課題

柴田政彦1,3), 井上大輔1,2), 西上智彦1,3,4),
安達友紀1,6), 榎本聖香1,3,6), 高橋紀代1,3,7)
1)大阪大学医学部附属病院疼痛医療センター, 2)
大阪リハビリテーション専門学校作業療法学科,
3)大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学寄附講
座, 4)甲南女子大学看護リハビリテーション学部
理学療法学科, 5)大阪大学大学院医学系研究科社
会医学講座公衆衛生学, 6)滋賀医科大学附属病院
学際的痛み治療センター, 7)篤友会千里山病院
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

平成29年11月

平成29年11月

平成29年7月

平成29年7月

平成30年12月

平成30年12月

平成30年12月

平成30年12月

寒重之1), 串岡純一2), 武中章太2), 牧野孝洋
2), 坂井勇介2), 海渡貴司2), 田中壽3), 渡邉嘉
之4), 柴田政彦5)
1)大阪大学大学院医学系研究科生体統御医学講
座, 2)大阪大学大学院医学系研究科器官制御外科
学講座, 3)大阪大学大学院医学系研究科放射線統
合医学講座, 4)大阪大学大学院医学系研究科次世
代画像診断学共同研究講座, 5)奈良学園大学保健
医療学部看護学科

15)頚髄症患者における安静
時自発脳活動のALFFおよび
ReHoによる検討

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

13)ICD-11への改訂に向けて
の慢性痛分類について

柴田政彦1, 山田恵子2, 北原雅樹3, 井関雅子4,
福井聖5, 牛田享宏6
1大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学寄附講座,
2大阪大学大学院医学系研究科社会医学講座公衆
衛生学, 3東京慈恵医科大学麻酔科, 4順天堂大学
医学部 麻酔科学・ペインクリニック講座, 5滋賀
医科大学医学部附属病院ペインクリニック科, 6
愛知医科大学 学際的痛みセンター

中西美保1, 山田恵子3, 柴田政彦4
1大阪大学大学院医学系研究科漢方医学寄附講座,
2大阪大学医学部附属病院 疼痛医療センター, 3
大阪大学大学院 医学系研究科 社会医学講座 公
衆衛生学, 4大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医
学寄附講座

14)慢性側腹部痛に集学的診
療と漢方薬治療 (柴芍六君子
湯) が有効であった1例

日本ペインクリニック学会
第51回大会、岐阜、
2017.7.20～22

日本ペインクリニック学会
第51回大会、岐阜、
2017.7.20～22

11)頸髄症における術前・術
前後の脳機能的結合の変化 :
安静時fMRIによる検討

第10回日本運動器疼痛学
会、福島、2017.11.18～19

12)入院集学的リハビリテー
ションの適応と入院期間の検
討

第10回日本運動器疼痛学
会、福島、2017.11.18～19

串岡純一1), 海渡貴司1), 武中章太1), 牧野孝洋
1), 坂井勇介1), 田中壽2), 渡邉嘉之2), 寒重之
3), 吉川秀樹1), 柴田政彦3)
1)大阪大学整形外科, 2)大阪大学放射線統合医学
講座, 3)大阪大学疼痛医学寄附講座

高橋紀代1,2,3), 柴田政彦2,4)
1)千里山病院, 2)大阪大学医学部付属病院疼痛医
療センター, 3)篤友会リハビリテーションクリ
ニック, 4)大阪大学大学院医学系研究科疼痛医学
寄附講座

鈴木秀典1), 坂井孝司1), 柴田政彦2), 牛田享宏
3), 福井聖4), 池田亮5), 田口敏彦6)
1)山口大学大学院医学系研究科整形外科学, 2)奈
良学園大学保健医療学部, 3)愛知医科大学医学部
学際的痛みセンター, 4)滋賀医科大学医学部附属
病院 ペインクリニック科, 5)東京慈恵会医科大
学整形外科学, 6)山口労災病院

16)慢性の痛みに関する教育
プログラムの構築 - 課題解
決型高度医療人材養成プログ
ラム : 慢性の痛みに関する
領域

17)入院前の集学的診療が入
院集学的リハビリテーション
に与えた効果~入院中に関わ
る治療者が適応判断に加わる
意義について~

丸山伸廣1), 中原理1), 高橋紀代1), 榎本聖香
1), 柴田政彦2)
1)千里山病院, 2)奈良学園大学保健医療学部

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

18)医療制度・診療報酬の国
際比較

三木健司1,2,3), 柴田政彦4)
1)大阪行岡医療大学医療学部, 2)早石病院疼痛医
療センター, 3)認定NPOいたみ医学研究情報セン
ター, 4)奈良学園大学保健医療学部

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2
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平成30年12月

平成30年12月

平成30年12月

平成30年12月

平成30年12月

平成30年12月

平成30年12月

19)慢性痛に対する入院集学
的リハビリテーションの費用
対効果の検討

高橋紀代1), 中原理1), 榎本聖香2), 田倉智之
3), 柴田政彦2,4)
1)千里山病院, 2)大阪大学医学部附属病院疼痛医
療センター, 3)東京大学大学院医学系研究科医療
経済政策学講座, 4)奈良学園大学保健医療学部

23)痛みの多面性が訪問リハ
ビリテーション利用者の生活
に及ぼす影響

鳴尾彰人1), 赤尾祥吾1), 西上智彦2), 高橋紀代
1), 柴田政彦3)
1)篤友会リハビリテーションクリニック, 2)甲南
女子大学看護リハビリテーション学部, 3)奈良学
園大学保健医療学部

24)入院集学的リハビリテー
ションによる介入が, 疼痛生
活障害尺度 (PDAS) の下位因
子に与える影響について

中原理1), 高橋紀代1,2), 榎本聖香2), 柴田政彦
2,3)
1)千里山病院, 2)大阪大学医学部附属病院疼痛医
療センター, 3)奈良学園大学保健医療学部

西山菜々子1,2), 田村宏1), 清水憲政3), 石井良
平2), 岡本禎晃2), 金井菜穂子2), 柴田政彦2,4)
1)市立芦屋病院リハビリテーション科, 2)市立芦
屋病院サポーティブケアチーム, 3)市立芦屋病院
整形外科, 4)奈良学園大学保健医療学部

25)いたみどめ調整入院によ
るフェンタニルクエン酸塩貼
付剤の一時的な使用が効果的
であった腰椎変形性側弯症の
一例

26)線維筋痛症・広範囲慢性
疼痛の集学的診療の取り組み
精神科診断について

三木健司1,2,4), 史賢林3), 柴田政彦5), 行岡正
雄4), 橋本亮太6)
1)大阪行岡医療大学医療学部, 2)早石病院整形外
科・疼痛医療センター, 3)てんじん整形外科リウ
マチ科, 4)行岡病院リウマチ科, 5)奈良学園大学
保健医療学部, 6)国立精神・神経医療研究セン
ター精神保健研究所精神疾患病態研究部

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

20)厚生労働省慢性疼痛診療
体制構築モデル事業 (近畿地
区) 報告

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

柴田政彦1,4), 福井聖2), 水野泰行3), 榎本聖香
1,2), 西上智彦1), 高橋紀代1)
1)大阪大学医学部附属病院疼痛医療センター, 2)
滋賀医科大学医学部附属病院学際的痛みセン
ター, 3)関西医科大学心療内科学講座, 4)奈良学
園大学保健医療学部

榎本聖香1), 安達友紀1), 西上智彦1), 高橋紀代
1), 柴田政彦1,2)
1)大阪大学医学部附属病院疼痛医療センター, 2)
奈良学園大学保健医療学部

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2

21)慢性痛発症の契機に他者
の落ち度を感じているか否か
が, 痛み信念に及ぼす影響

22)認知行動療法で過剰行動
と回避行動を順に扱い改善が
みられた一次性慢性痛の一症
例

細越寛樹1,2), 榎本聖香2), 安達友紀2), 高橋紀
代2), 西上智彦2), 柴田政彦2)
1)関西大学社会学部社会学科心理学専攻, 2)大阪
大学医学部附属病院疼痛医療センター

第11回日本運動器疼痛学
会、大津、2018.12.1～2
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平成30年4月

29)痛みの行動科学 平成30年6月

平成30年6月

平成30年6月

平成31年8月

平成31年4月

平成31年7月

平成31年7月

第48回日本臨床神経生理学
会学術大会、東京、
2018.11.9～

27)中枢性脳卒中後疼痛の機
能結合の変化

細見晃一1,2, 清水豪士1-3, 森信彦4, 眞野智生
1,2, 渡邉嘉之5, 柴田政彦6, 寒重之7, Khoo Hui
Ming2, 谷直樹2, 押野悟2, 貴島晴彦2, 齋藤洋一
1,2
1大阪大学大学院医学系研究科脳神経機能再生学,
2大阪大学大学院医学系研究科脳神経外科学, 3大
手前病院脳神経外科, 4和歌山県立医科大学附属
病院紀北分院リハビリテーション科, 5大阪大学
大学院医学系研究科次世代画像診断学, 6奈良学
園大学保健医療学部, 7大阪大学大学院医学系研
究科麻酔科学

32)過活動の慢性痛患者への
認知行動療法　入院治療にお
ける多職種連携の一事例

第19回日本認知療法・認知
行動療法学会、東京、
2019.8.31～9.1

榎本 聖香(大阪大学 大学院人間科学研究科), 安
達 友紀, 佐々木 樹, 津田 清香, 中原 理, 高橋
紀代, 佐々木 淳, 柴田 政彦

第48回日本脊椎脊髄病学会
学術集会、横浜、2019.4.18
～20

33)安静時functional MRIを
用いた頚髄症患者の脳局所活
動評価における可塑性, 予後
予測

武中章太1, 海渡貴司1, 寒重之2, 牧野孝洋1, 坂
井勇介1, 串岡純一1, 田中壽3, 渡邉嘉之3, 柴田
政彦4, 吉川秀樹1
1阪大大学院整形, 2阪大大学院麻酔集中医療医
学, 3阪大大学院放射線医学, 4奈良学園大保健医
療学部看護学科

第41回日本疼痛学会、名古
屋、2019.7.12～13

34)中枢性脳卒中後疼痛のア
ウトカム評価

細見晃一1,2, 森信彦1,2, 眞野智生1,2, 柴田政
彦3, 貴島晴彦2, 齋藤洋一1,2
1大阪大学大学院医学系研究科 脳神経機能再生
学, 2大阪大学大学院医学系研究科 脳神経外科
学, 3奈良学園大学

第47回日本脊椎脊髄病学会
学術集会、神戸、2018.4.12
～14

28)安静時fMRIを用いた脳機
能的結合解析による頚髄症の
新規予後予測法の開発

海渡貴司1, 寒重之2, 武中章太1, 牧野孝洋1, 坂
井勇介1, 串岡純一1, 田中壽3, 渡邉嘉之3, 柴田
政彦2, 吉川秀樹1
1大阪大学整形外科, 2大阪大学医学部疼痛医学講
座, 3大阪大学医学部放射線統合医学講座

第40回日本疼痛学会、
長崎、2018.6.15～16

30)中枢性脳卒中後疼痛の神
経画像研究と非侵襲脳刺激療
法

細見晃一1,2, 清水豪士1,2,3, 眞野智生1,2, 森
信彦4, 渡邉嘉之5, 柴田政彦6, 貴島晴彦2, 齋藤
洋一1,2
1大阪大学大学院医学系研究科 脳神経機能再生
学, 2大阪大学大学院医学系研究科 脳神経外科
学, 3大手前病院 脳神経外科, 4和歌山県立医科
大学附属病院紀北分院 リハビリテーション科, 5
大阪大学大学院医学系研究科 放射線医学, 6大阪
大学大学院医学系研究科 疼痛医学

31)中枢機能障害性疼痛患者
を特徴づける脳部位間機能的
結合の機械学習による検討

第40回日本疼痛学会、
長崎、2018.6.15～16

第40回日本疼痛学会、
長崎、2018.6.15～16

寒重之1, 大迫正一2, 植松弘進2, 田中壽3, 渡邉
嘉之4, 柴田政彦1
1大阪大学大学院医学系研究科 疼痛医学寄附講
座, 2大阪大学大学院医学系研究科 麻酔・集中治
療医学教室, 3大阪大学大学院医学系研究科 放射
線部, 4大阪大学大学院医学系研究科 放射線統合
医学講座

細見晃一1, 森信彦1, 渡邉嘉之2, 柴田政彦3, 貴
島晴彦4, 齋藤洋一1
1大阪大学大学院医学系研究科 脳神経機能再生
学・脳神経外科学, 2大阪大学大学院医学系研究
科 次世代画像診断学, 3奈良学園大学 保健医療
学部, 4大阪大学大学院医学系研究科 脳神経外科
学

第41回日本疼痛学会、名古
屋、2019.7.12～13

35)中枢性脳卒中後疼痛にお
ける中枢神経感作
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又は発表学会等の名称
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平成31年11月

平成31年11月

平成31年11月

平成31年7月

平成31年7月

細見晃一1, 森信彦1, 渡邉嘉之2, 柴田政彦3, 貴
島晴彦4, 齋藤洋一1
1大阪大学大学院医学系研究科 脳神経機能再生
学・脳神経外科学, 2大阪大学大学院医学系研究
科 次世代画像診断学, 3奈良学園大学 保健医療
学部, 4大阪大学大学院医学系研究科 脳神経外科
学

第41回日本疼痛学会、名古
屋、2019.7.12～13

第12回日本運動器疼痛学
会、東京、2019.11.30～
12.1

36)中強度負荷を目的とした
自転車エルゴメーターによる
有酸素運動のプロトコル作成
の検討

37)当院の集学的痛みセン
ター外来における中断者の特
徴について

丸山伸廣1), 浦澤純一1), 中原理1), 高橋紀代
1), 柴田政彦2)
1)千里山病院, 2)奈良学園大学保健医療学部

中原理1), 高橋紀代1), 柴田政彦2)
1)千里山病院, 2)奈良学園大学保健医療学部

第12回日本運動器疼痛学
会、東京、2019.11.30～
12.1

38)訪問リハビリテーション
利用者の転倒と疼痛の心理的
側面との関連

赤尾祥吾1), 鳴尾彰人1), 西上智彦2), 高橋紀代
1), 柴田政彦3)
1)篤友会リハビリテーションクリニック, 2)甲南
女子大学看護リハビリテーション学部, 3)奈良学
園大学保健医療学部

39)慢性痛を有する訪問リハ
ビリテーション利用者の疼痛
や生活機能の縦断的変化

鳴尾彰人1), 赤尾祥吾1), 西上智彦2), 高橋紀代
1), 柴田政彦3)
1)篤友会リハビリテーションクリニック, 2)甲南
女子大学看護リハビリテーション学部, 3)奈良学
園大学保健医療学部

第12回日本運動器疼痛学
会、東京、2019.11.30～
12.1

第12回日本運動器疼痛学
会、東京、2019.11.30～
12.1

日本ペインクリニック学会
第53回大会、熊本、
2019.7.18～20

40)脳機能画像解析による手
術6か月後の満足度の予測 -
圧迫性脊髄症患者での検証

柴田政彦1), 寒重之2)
1)奈良学園大学 保健医療学部 リハビリテーショ
ン学科, 2)大阪大学大学院医学系研究科 生体統
御医学講座 麻酔集中治療医学教室

41)帯状疱疹後神経痛患者に
おける脳の可塑的変化に対す
る安静時機能的MRIによる検
討

恒遠剛示1,2), 寒重之3), 柴田政彦4)
1)牧整形外科病院 麻酔科・ペインクリニック科,
2)兵庫医科大学病院 ペインクリニック部, 3)大
阪大学大学院医学系研究科 生体統御医学講座,
4)奈良学園大学保健医療学部

日本ペインクリニック学会
第53回大会、熊本、
2019.7.18～20
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2年 3 月 31 日 

氏名  辻下 守弘 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

外科 臨床医学 理学療法学、運動 リハビリテーション学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

学生による授業評価 平成 21 年 9

月 

女子大学において、全教員を対象に授業科目ごと

に学生による授業評価を行った。 

質問内容「あなたはこの授業を受講して総合的に満足し

ていますか?」 

[理学療法概論] 5 点満点で 4.3 点 

[内部障害 運動療法学]  5 点満点で 4.8 点 

[ 管障害理学療法学]  5 点満点で 4.3 点 

[理学療法行動科学]  5 点満点で 4.1 点 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

５ その他 

奈良学園大学社会連携センター長 平成 28 年 4

月 

 

現在に る 

奈良学園大学社会連携センター長として、大学と地域

社会との連携をスムーズにするためのコーディネーター

としての役割を果たした。具体的には、大学が立地する

市町村との連携事業である公開講 の企画運営、大学シ

ーズと地域ニーズとのマッチング、 学連携による共

同研究の推進と実施などに関して実施責任者としての活

動を行った。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

(1) 理学療法士免許（厚生労働省） 昭和 60 年 5

月 

国家資格免許である理学療法士免許を取得(第 13729

号) 

(2) 認定健康心理士資格取得（日本健康心理

学会） 

平成 13 年 

4 月 24 日 

日本健康心理学会が認定する認定健康心理士資格を取

得 (第 246 号) 

(3) 専門健康心理士資格取得（日本健康心理

学会） 

平成 18 年 

2 月 2 日 

日本健康心理学会が認定する認定健康心理士資格の習

得から 5 年間が経過し、 格審査に合格して専門健康心

理士資格を取得 (第 246 号) 
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(4)  専門理学療法士資格取得（日本理学療法

士協会） 

 

平成 18 年 

2 月 2 日 

 

公益社団法人日本理学療法士協会から 卒中(第 3-102

号)、運動 (第 3-562 号）、内部障害理学療法(第 4-323

号)の 3分野に対する専門理学療法士の資格を取得 

 

(5)  認定理学療法士資格取得（日本理学療法

士協会） 

 

平成 18 年 

2 月 2 日 

 

公益社団法人日本理学療法士協会から神経(第 2-481

号)、運動 (第 7-79 号)、代謝(第 13-25 号)の 3 領域に

対する認定理学療法士の資格を取得 

 

（6）専門理学療法士資格更新 平成 29 年 

4 月 1 日 

公益社団法人日本理学療法士協会から神経（2017S－02－

000033）と運動 （2017S－03－000043）の 2分野に対す

る専門理学療法士資格を更新認定を取得 

２ 特許等   

(1)  特許 中 

「リハビリテーション用用具」 

 

平成 12 年 3

月 

 

本発明は、身体の動作機能を正常に発揮し得ない障害

者や高齢者等に当該機能の回復と発現を容 にならしめ

るためのリハビリテーションに用いられる 具およびそ

の利用プログラムに関するものである。この発明用具は、

リハビリテーション医療や健康増進の場面において、音

楽を利用した運動療法に使用する目的で開発された。内

容としては、 数本の を結合させ枠を形成した構造物

と片 に 着用部を持つ可 性アームを備えた 数個の

楽 からなり、該楽 を前記構造物の任意の位置、方向

に取付けてなるリハビリテーション用用具である。 

出 号 特 2000-114436 

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

(1) 平成 16 年度福山市運動 及推進事業調

査研究および「健康ふくやま 21」さわやか運動

教室事業への参加 

 

平成 16 年 4

月 

 

現在に る 

 

福山市では、「健康ふくやま 21」の具体的活動として、

福山市 の運動習慣を増進することを目的とした運動

及推進事業を展開している。平成 16 年度からは、「さわ

やか運動教室」を福山市内の小学校区単位で開 してい

る。事業内容としては、小学校体育 を使用して、運動

の必要性についての啓発と具体的な運動方法としてウォ

ーキングの基本と実技指導を行っている。また、各小学

校区から 10 名の希望者を集め、より具体的な運動習慣の

形成とそれによる効果を検証する 学研究も同時進行さ

せている。福山市内の成人では、その 77 が運動不足を

感じており、本事業によりその割合を 50 までに える

ことを目 にしている。事前にアンケート調査を実施し、

その結果に基づいて健康心理学の知識と各種技法を用い

た介入により、目 を効果的に達成するよう取り組んで

いる。 
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(2) 厚生労働省理学療法士・作業療法士国家

試験委員会委員としての活動 

 

平成 18 年 4

月 

 

厚生労働省の理学療法士作業療法士国家試験委員会の

委員として国家試験作成に従事した。 

 

(3) 重度認知症高齢者の感情反応と行動を手

がかりにした基本的生活支援技術の開発 

 

平成18年度 

 

平成20年度 

科学研究

補助金研究

成果報告書

（基 研究

B） 

 

重度認知症高齢者の基本的な日常生活支援技術の開発

を行い、その教育・研修プログラム開発により重度認知

症高齢者の QOL の向上を図ることが研究の目的である。

研究の結果、 認知症高齢者へのケア場面のビデオテー

プ分析から 有の感情反応・行動のレベルの存在を明ら

かにし、その尺度を用いてケアの質が測定可能である。

②重度認知症高齢者に対する小集団回想法の有効性を明

らかにした。 手織りプログラムの生活活性化に える

効果を明らかにした。 重度認知症高齢者とのコミュニ

ケーションの具体的方法を明らかにした。以上の成果か

らコミュニケーションの 口を探索する方法、重度認知

症高齢者のサインを読解する方法等の具体的な援助技術

研修プログラムを作成し、研修を実施し、概ね良好との

評価を得た。 

研究代表者： 井キミカ 

共同研究者：上西洋子、辻下守弘、佐瀬美恵子、白井み

どり、佐々木八千代、兼田美代、津村智恵子、後藤由美

子、山本美 、山本裕子、川井太加子、 居樹八子、

田幸子 

担当部分：主に の手織りプログラムの生活活性化に

える効果について、近 外線分光法による イメージン

グを用いた高齢者の 機能に及 す影響に関する研究を

担当した。 

(4) 性 と加齢を考慮した労働者の の質

改善のためのセルフケア・プログラムの開発 

 

平成24年度 

 

平成26年度 

科学研究

補助金研究

成果報告書

（基 研究

C） 

 

本研究の目的は、労働者の の質における性 と加

齢の影響を明確にし、性別と加齢に応じた の質改善

のプログラムを開発することである。研究対象者は中規

模事業場で働く 35 以上の男女であった。研究期間中の

健康診断時期に調査を実施した。1年目の調査結果では、

男性の の質には運動習慣、女性の の質には教育

歴や喫煙状況が関連していた。2 年目には、23 項目の

チェックリストを作成した。3年目には、 の質改善

のためのセルフケア・プログラムの効果評価を行った結

果、介入群において 3 項目に改善が認められた。今後は

業保健スタッフが 改善指導にどのように活用する

かを検討する必要がある。 

研究代表者：廣川空美 

共同研究者：藤井保人、谷口敏代、辻下守弘 

担当部分：男女の の質に関する チェックリスト

の作成と 改善指導ビデオの作成および運動習慣が

に及 す影響に関する研究を担当した。 
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(5) 介護老人保健施設でのパソコンを用いた

介護職員指導に関する研究－行動分析学の枠組

みによる移乗介助指導－ 

 

平成26年度 

 

平成28年度 

科学研究

補助金研究

成果中間報

告書（

的 研

究） 

 

介護老人保健施設において良質なサービスを提供する

ことは入所高齢者の生活の質を高めるだけでなく、早期

の在宅復帰を促す重要な事項である。本研究では、パソ

コンを用いた e ラーニングシステムを構築し、職場や家

庭で場所を選ばずに介護職員の移乗介助指導を可能とす

ることとその効果について検証することである。1年目で

は、介護老人施設おける介護指導の実態を調査し、移乗

介助指導において職員間の達成度が異なることを明らか

にした。現在 2 年目の研究では、この結果に基づき行動

分析学の枠組みを用いた e ラーニング教材の作成を行っ

ており、現場における検証を準備している。3年目ではこ

のシステムの効果を検証する。 

研究代表者：小林和彦 

共同研究者：辻下守弘 

担当部分：介護老人保健施設での介護状況を調査すると

ともに移乗介助指導における e ラーニングシステムの開

発を担当した。3年目では、開発したシステムの検証も担

当する予定である。 

 

４ その他   

(1) 京都市立 術大学大学院美術研究科美術

専攻博士（後期）課程の博士論文審査委員 

 

平成 27 年

12 月 

 

現在に る 

 

京都市立美術大学大学院美術研究科美術専攻博士（後

期）課程において、美術作 をリハビリテーション医療

に活かす研究を博士論文の課題としている学生に対し

て、リハビリテーション医療に携わる研究者として博士

論文の審査を行っている。平成 28 年 2月には第 1回の博

士論文報告会があり、発表論文への試問を実施し、博士

論文審査委員会において論文への評価と今後の課題につ

いて報告を行った。 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の

名称 

概        要 

（著書）     

痛の理学療法 

 

共著 

 

平成 20 年 5

月 

 

三 書  

 

近年、医療のみならず 業面にも多大な

経 負担を え、また高齢社会 来でます

ます増加傾向中の 痛は、国の財政や 業

基 をも かす問題となっている。このよ

うな現状を まえ、本書ではいまだ解決策

が見出されたとはいえない「 痛」につい

て、その最前線で活躍する研究者および臨

床家が近年明らかになった知見を中心に科

学的根拠に基づいて解説した。 

(編者：伊藤 一、鶴見隆正 分担執筆者：

関口美穂、内田賢一、白土修、 省司、

辻下守弘、 田宗 、岡崎大資、他 18 名） 

担当部分：第 3 章第 7 「労働従事者に

おける 痛とその指導」 

労働従事者に生じる職業性 痛を定義し、

その実態ついて職業別、作業 別に整理

した。職業性 痛の発症リスク因子をこれ

まで報告されている文献をレビューしなが

らまとめた。リスク因子は身体・人間工学

的因子と心理・社会的因子に分け、自験例

も含めて解説を行った。特に、心理・社会

的因子についてはタイプ A 行動という行動

特性や日常苛立ち事というストレス が

痛発症リスク因子として重要なことを指摘

した。さらに、職業性 痛に対する理学療

法として応用行動分析学と行動指向型段階

的活動プログラムを紹介した。 

(pp.168～178、単著） 

担当部分：第 4 章第 4 「慢性 痛に対す

る認知行動療法」 痛における痛みの認知

と痛みの行動について解説し、認知行動療

法の重要性と意義について論述した。また、

認知行動療法の基礎理論である応用行動分

析学に基づいて慢性 痛患者の 痛発症メ

カニズムを解明した。さらに、慢性 痛に

対する認知行動療法を導入する上での評価

と技法について詳細に解説し、その実際に

ついては症例を供 した。 

(pp.234～244、共著） 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の
概        要 

筋 図バイオフィードバッ

ク療法 

 

共著 

 

平成 22 年 6

月 

 

金芳堂 

 

リハビリテーション医療における筋 図

バイオフィードバック療法について基礎か

ら臨床までを解説した。本全体の編集を担

当した。 

(監修：エリック・ペパー、編者：辻下守弘、

中川 朋 分担執筆者：エリック・ペパー、

中川 朋、 田宗 、平山秀和、工藤弘行、

井川英明、鳥谷部太、辻下守弘、他 10 名） 

 

担当部分：第 1 章「バイオフィードバック

とは何か」 

バイオフィードバック療法の歴史からリハ

ビリテーション医療における位置づけを解

説した上で、筋 図バイオフィードバック

療法の応用例や 及の状況、そしてリハビ

リテーション医療に導入する利点などを解

説した。 

(pp.1～4、単著） 

バイオフィードバック入門 

 

単著 

 

平成23年12

月 

 

秀和システム 

 

痛、 痛などの痛み、失 ・ から

老い、ADD、うつなどといったきわめて広い

範囲の病を、薬を使わずに自己コントロー

ルでなおす「バイオフィードバック」治療

法について解説した。バイオフィードバッ

クとは、心 計などの医療 具を使って心

数、 圧、 数、 温、筋 張、

などをモニタリングし、病状や症状を初

期段階で発見し、 法や 想など適切な

対応をする治療法である。本書では、バイ

オフィードバックの理論とその実践を基礎

から解説し、 痛や 痛、 トラブル、

パニック障害、うつ状態、さらには集中力

向上やメンタルトレーニングの方法などを

解説しています。 

医療福祉学の  

 

共著 

 

平成 24 年 3

月 

 

金芳堂 

 

本書は、「健康と病気」という問題に社会

科学の側面からアプローチした。健康は医

学だけでは守ることができないため、学際

科学的，統合的，総合的視野から，「医療福

祉学」という新しい学問が必要となること 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の

名称 

概        要 

    を言及した。 

(編者： 野政明、高内克彦、土田耕司 分

担執筆者：秋山智久、天野博之、安藤詳子、

石村由利子、辻下守弘、他 43 名） 

担当部分：第 8 章 B「身体障害者への医療福

祉の実践と課題」 

身体障害者の定義と法的根拠、その実態な

どを概説した上で、身体障害者および身体

障害児に対する医療福祉サービスの現状と

課題について論説した。 

(pp.100～104、単著） 

 

日常生活活動学・生活環境

学 

 

共著 

 

平成 24 年 9

月 

 

医学書院 

 

本書は、「日常生活活動学」と「生活環境

学」の二部構成である。「日常生活活動学」

は、総論で ADL の歴史、概念、評価などの

基本事項を解説し、各論で疾患別の評価方

法と ADL 指導を具体的に提示し、「生活環境

学」では、概念や法的 制度、住宅改修や

生活支援機 について解説した。 

(編者：鶴見隆正、隆島研吾 分担執筆者：

秋若山佐一、林 克郎、辻下守弘、他 25 名） 

担当部分：第 1 章第 4 「ADL の運動学的分

析」 

運動学の基本事項を整理した上で、日常生

活動作を運動学的に分析するための基礎を

詳細に解説した。また、起き上がりや立ち

上がりなどの動作に対する運動学的分析を

具体例も上げながら論述した。 

(pp.36～51、単著） 

 

卒中理学療法の理論と技

術 

 

共著 

 

平成 25 年 6

月 

 

メジカルビュー

社 

 

本書は、臨床の場で用いられる実践的な

理学療法と、その基礎となる解 学・生理

学の知識をはじめ、病態生理の知識、理学

療法評価の技術、運動処方および生活指導

のための理論的背景と技術を解説した。 

(編者：原 寛美、吉尾雅春 分担執筆者：

渡辺雅彦、中村 元、辻下守弘、他 22 名） 

担当部分：第Ⅴ章「理論と理学療法」の中

の「バイオフィードバック療法」を担当し

た。 

学
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の

名称 

概        要 

 

   バイオフィードバック理論の基礎となる

学習理論を解説した上で、バイオフィード

バックが使う各種モダリティーや国内の代

表的な機 について紹介した。また、 卒

中片麻 患者に対するバイオフィードバッ

クとニューロフィードバックについても論

述した。 

(pp.445～456、単著） 

 

生活支援の基礎理論 

 

共著 

 

平成 27 年 4

月 

 

光生  

 

本書は、地域での生活を支援する介護福

祉士として必要な基礎知識を，保健，心理，

栄 ，居住環境，家族支援などの関連分野

から体 的に学習できるように解説してい

る。 

(編者：上之園佳子、谷口敏代、鈴木聖子、 

分担執筆者：本名靖、太田貞司、土室修、

辻下守弘、他 16 名） 

担当部分：第５章「介護福祉の基礎となる

心理学」の中の「学習」を担当した。 

学習の定義と介護福祉領域で必要となる重

要事項を解説した上で、認知心理学的な考

え方と行動分析学的な考え方に分けて各理

論を具体例を入れながら解説した。 

(pp.98～102、単著） 

 

痛みのケア 

 
共著 

 

平成 29 年 3

月 

 

ピラールプレス 

 

本書は、看護現場で求められる痛みのケ

アについて、哲学・倫理学的理解と痛みの

理論からはじまり、痛みの治療と看護ケア

について解説した上で、看護実践事例につ

いて検討されている。 

(編者：守本とも子 分担執筆者：池辺 

寧、 本克子、梶村郁子、辻下守弘、他 15

名） 

担当部分：第Ⅱ部「痛みの理論」第５章「痛

みの行動科学的理解」を担当した。 

看護現場における痛みの生物医学的アプロ

ーチの問題点を指摘した上で、慢性的な痛

みを行動科学的にアプローチすることの重

要性について解説している。また、痛みの

社会的強化により出現する痛み行動に対す

る理解と看護現場での具体的なケアの方法 
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    論について提案している。 

(pp.34～41、単著） 

 

（学術論文）     

痛を有する対象者の包括

的理学療法 

[筆 論文] 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 20 年 2

月 

 

理学療法ジャー

ナル第 42 巻 

平成 20 年 2月 

pp.113～121 

 

痛を有する対象に対して身体的アプロ

ーチだけでなく心理・社会的アプローチも

含めた包括的理学療法を行うことの意義を

論述した。まず、慢性痛の多面的理解につ

いて解説し、 痛とパーソナル・コントロ

ール、痛み行動と 伴性といった 概念を

解説した上で、理学療法士が果たす役割を

論述した。この中では特に応用行動分析学

を用いた慢性 痛のアプローチを紹介し

た。また、応用行動分析学に基づいた包括

的理学療法の方法論を解説した上で、具体

的なアプローチについては事例を供 しな

がら説明を加えた。(9 頁) 

(分担執筆者：辻下守弘、永田昌美、 田宗

、鶴見隆正、川村博文) 

担当部分：症例への介入および論文の構成

と論文の大部分の執筆を担当した。 

運動行動変容段階および運

動態度が女性の更年期症状に

及 す影響 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 20 年 3

月 

 

女子大学研

究紀要 

第 1号 

平成 20 年 3月 

pp.53 60 

 

経前後女性事務員335名(平 年齢51.0

8.2 )に対してアンケート調査を行い、

運動行動変容段階(運動段階)および運動態

度が更年期障害に及 す影響を検討した。

年齢、体格、月経状態、更年期症状、運動

段階、運動態度、うつ傾向の調査結果より、

運動段階と運動態度が良好であれば更年期

症状は軽症であり、運動の習慣化は更年期

症状の発症を 制する可能性が示 され

た。また、 経前ではうつ傾向が、 経後

では運動態度が更年期症状を強めることが

判明し、多重ロジスティック回帰分析でも

更年期症状を発症させる有意なリスク要因

として運動態度の不良とうつ傾向ありが

げられた。更年期症状の発症と重症化の予

防には、運動段階を維持期にステップアッ

プさせる介入や、うつ傾向の緩和と運動態

度の改善を促すアプローチが必要と考えら

れた。(8 頁) 

(分担執筆者 永 昌美 青 絵 守
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    (分担執筆者：永田昌美、青田絵里、辻下守

弘) 

担当部分：調査 の作成と配布及び回収と

データの多変量解析を担当した。 

 

高コレステロール 症の運

動療法の効果とその阻害因子

に関する検討 

（査読付） 

運動行動変容段階および運

動態度が女性の更年期症状に

及 す影響 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 20 年 3

月 

 

理学療法の臨床

と研究 

第 17 号 

平成 20 年 3月 

pp.25 28 

 

空 時 清総コレステロール値が

200mg/dl以上の運動習慣のない中年者40例

を対象として、運動強度 90 AT、運動頻度を

週 2回で、3 月間、有 素運動、 性運

動、筋力運動を組み合わせた運動を実施し、

高コレステロール 症に対する運動療法の

効果を検証した。また同時に、運動療法の

阻害因子についても検討した。 清総コレ

ステロール値は、初診時に比較して 3 月

後には有意な減少が認められた。運動療法

の阻害因子としては、高 のみに有意な

関連性が認められた。以上の結果により、

高コレステロール 症に対する運動療法の

有効性が認められたが、高 を合併して

いる場合は運動療法の効果を得がたい可能

性が考えられた。(4 頁) 

(分担執筆者：仁田靖彦、辻下守弘、藤村宜

史、沼田義弘、丸橋 ) 

担当部分：運動負 試験の実施と統計処理

及び論文執筆の一部を担当した。 

理学療法を取り巻く「認知」

の最前線 

 

単著 

 

平成20年10

月 

 

理学療法ジャー

ナル 

第 42 巻第 9号 

平成 20 年 10 月 

pp.791 798 

（査読あり） 

 

科学が進歩し、理学療法士も「認知」

という言葉をよく使うようになったが、「認

知」という言葉の定義があいまいなまま使

われていることも多くなっている。本論文

では、認知とは何かを理学療法学の立場か

ら定義した上で、認知領域、認知障害、認

知症、認知リハビリテーション、認知療法

と認知行動療法、そして認知運動療法など

リハビリテーション領域で認知とつく用語

を論説した。最後には、理学療法学におい

て認知および認知的アプローチが抱える課

題や方向性について論述した。(8 頁) 
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関 疾患の理学療法とバ

イオメカニク日常生活動作、

応用動作を中心に 

 

共著 

 

平成20年11

月 

 

理学療法ジャー

ナル 

第 42 巻第 9号 

平成 20 年 10 月 

pp.821 827 

（査読あり） 

 

本研究の目的は、バイオメカニクス研究

に基づいて 関 疾患に対する理学療法を

検討することである。日常生活動作や応用

動作におけるバイオメカニクスについて、2

例の健常者を対象として 事動作中の 関

度をホルター 気 度計を持ちて測定

した。その結果、2例であっても動作中の

関 度は異なり、動作のバイオメカニク

スには個人 のあることがわかった。また、

高齢者を対象として、 子からの立ち上が

り動作を三次元動作解析 置で分析した結

果、 経験によって身体重心の移動に有

意な違いのあることを明らかにした。(7 頁) 

(分担執筆者： 田宗 、辻下守弘、川村博

文、鶴見隆正、新小田幸一、山田直樹) 

担当部分：高齢者を対象とした三次元動作

解析 置での解析を担当した。 

 

理学療法士のための行動分

析学入門 

 

単著 

 

平成20年12

月 

 

理学療法兵庫 

第 14 号 

平成 20 年 12 月 

pp.1 7 

 

本論文では、理学療法士に必要な行動分

析学の知識と技法について論述した。まず、

行動分析学の理論について、スキナーが提

した 伴性という考え方を中心に解説

し、理学療法における応用可能性を言及し

た。さらに、臨床場面で する様々な問

題を呈した患者に対する具体的な行動分析

学的アプローチの有効性について、事例報

告を通して検証した。最後に、行動分析学

に基づく人間観についてエコロジカルな視

点から論述した。(7 頁) 

位作業を主体とした女性

従事員の職業性 痛と心理・

社会的要因および生活習慣と

の関連性について 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 21 年 3

月 

 

女子大学研

究紀要(看護学・

リハビリテーシ

ョン学編) 

第 2号 

平成 21 年 3月 

pp.89 97 

 

本研究の目的は、 位作業を主体とする

女性従事員の職業性 痛と生活習慣および

心理・社会的なストレスとの関連を明らか

にすることである。対象は、 公共 技場

にて 位作業を主体とした労務に従事する

女性 1326 名であり、最終的には 1324 名(採

択率 99.8 )のデータを分析に用いた。多変

量解析の結果、オッズ比が有意であった項

目は、BMI の「 満体重」がオッズ比 1.43、

症状の「陽性」がオッズ比 6.46、日

常苛立ち事の「陽性」がオッズ比 1.63、そ
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    して不健康な生活習慣の「(1)不規則な生

活」がオッズ比 1.51、「(5) 酒習慣」がオ

ッズ比 1.34 であり、これらの項目が 痛と

有意に関連していることがわかった。(9 頁) 

(分担執筆者：辻下守弘、永田昌美、 田宗

、 田辺暁人） 

担当部分：調査 の作成から統計処理と論

文作成の全般を担当した。 

 

特別 護老人ホーム入所者

における いす 位の問題点

に関する検討 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 21 年 3

月 

 

女子大学研

究紀要(看護学・

リハビリテーシ

ョン学編) 

第 2号 

平成 21 年 3月 

pp.99 106 

 

高齢者が長時間 適に るために必要な

いすの機能を検討する目的で、 いす

位に問題のある特別 護老人ホーム入所者

と 30 代女性を対象に、 いす着 中の 面

および背もたれの圧力分布測定を行った。

高齢者では 面において と 尾 に高

圧力部が観察され、背もたれにおいては接

触面 が く、 、 、 、

のいずれかに限 して高圧力部が観察さ

れ、高齢者特有の 背、 後傾が圧力分

布に大きく影響していることが分かった。

これらの結果から、高齢者の いすを検討

する際には、 面における圧力分布を 等

にすること、および背もたれの接触面 を

広くして体 をサポートすることに配慮す

る必要性が示 された。(8 頁) 

(分担執筆者：永田昌美、辻下守弘、 田

宗 、 吉田正樹) 

担当部分：高齢者の背部 圧分布の計測と

データ処理、論文作成の一部を担当した。 

リハビリテーション医療現

場における BF の応用可能性

について 

（査読付） 

 

単著 

 

平成21年10

月 

 

バイオフィード

バック研究 

第 36 巻第 2号 

平成 21 年 10 月 

pp.173 177 

 

リハビリテーション医療におけるバイオ

フィードバック療法の意義や位置づけを論

じた上で、バイオフィードバック療法の使

用実態について検討した。また、一般的に

使われている筋 図バイオフィードバック

療法の神経疾患や整形外科疾患に対する適

用と問題点、そして最近注目されている平

機能障害に対するバイオフィードバック

療法の方法論と効果について検討した。最

後に、センサーとアンプの技術 新により

可能となったマルチチャンネルバイオフィ 
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ードバック療法についての可能性を論じ

た。(5 頁) 

 

モチベーションを高める行

動分析学的アプローチについ

て 

 

単著 

 

平成21年12

月 

 

理学療法兵庫 

第 15 号 

平成 21 年 12 月 

pp.18 24 

 

本論文では、理学療法士の臨床において

避けることのできない患者のモチベーショ

ンに関して考察した。まず、行動分析学の

立場から理学療法臨床におけるモチベーシ

ョンの機能を検討した上で、患者のモチベ

ーションを高めるためる具体的な行動分析

学的アプローチを提示し、実際に介入した

事例の分析を通して、行動分析学的アプロ

ーチの有効性についても論述した。最後に、

理学療法臨床における行動分析学的アプロ

ーチは、エコロジカル（生態学的）アプロ

ーチつまり環境調整による行動変容介入で

あることに言及して、今後の理学療法臨床

への応用可能性を考察した。(7 頁) 

 

女性公共 技場従事員の

痛発症における心理・社会的

要因および生活習慣に関する

断的研究 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 22 年 3

月 

 

女子大学研

究紀要(看護学・

リハビリテーシ

ョン学編) 

第 4号 

平成 22 年 3月 

pp.59 67 

 

本研究は、女性従事員の 痛発症におけ

る心理社会的要因および生活習慣に関する

断研究である。対象は、 公共 技場に

勤務する女性従事員を対象として、1997 年

（n 1326名、以下基本調査）と2001年（n 910

名、以下追 調査）に 痛と 痛および

生活習慣に関する質問紙調査を実施した。

研究の結果、 痛の オッズ比が 1.94

（95 CI 1.24-3.04）、調整オッズ比が 1.82

（95 CI 1.21-3.83）、日常いらだち事の

オッズ比が 2.39（95 CI 1.22-4.67）、調整

オッズ比が 2.13（95 CI 1.13-4.32）、コー

ヒー等の摂取習慣の オッズ比が 0.59

（95 CI 0.36-0.94）、調整オッズ比が 0.64

（95 CI 0.42-0.96）であった。以上の結

果から 痛や日常いらだち事の存在お

よびコーヒー等の摂取習慣が 痛発症のリ

スク要因となることがわかった。(9 頁) 

(分担執筆者：辻下守弘、永田昌美、 田宗

） 

担当部分：調査 の作成から統計処理およ

び論文作成の全般を担当した。 
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Relationship between life 

satisfaction and 

sympathovagal balance in 

healthy elderly males at 

home at night 

（ 間在宅における健常老年

者の生活満足度と交感神経バ

ランスとの関連性） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成24年10

月 

 

Health  

Vol.4 No.11  

pp.1068-1072 

 

本研究の目的は、老年者における 間在

宅での生活満足度が交感神経バランスと関

連するかを検討することであった。健常老

年者 39 名を対象として、アクティブトレー

サーにより72時間の心 変動と身体活動量

を計測した。測定の結果、生活満足度と交

感神経バランスとの間には-0.47 の有意な

相関関係を認めた。(5 頁) 

(分担執筆者：吉野公三、守本とも子、

弘、池谷茂隆、永田昌美、辻下守弘） 

担当部分：データ収集から統計処理および

論文の結果部分を担当した。 

Effects of a hardness 

discrimination task in 

failed back surgery 

syndrome with severe low 

back pain and disturbed body 

image: case study 

（身体 の認知課題作業が背

部の術後症候群による重度な

痛症に対する影響：事例研

究） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成24年10

月 

 

Journal of Novel 

Physiotherapies 

2012 

Open Access 

 

本研究では背部の術後に重度な 痛を発

症した20 の女性に対して認知課題による

痛緩和のアプローチを行った。初期の

痛は NRS で 10 と最大の痛みを えていた。

また、身体 の認知に障害を持っていた。

介入として 1 日 20 分、週 6 日の認知課題の

トレーニングを 4 週間にわたり行ったとこ

ろ、痛みが NRS で 5 と半分に緩和され、歩

行や日常生活動作能力も改善していた。(6

頁) 

(分担執筆者：西上智彦、 裕之、中野英

樹、大村裕、清水ミッシェルアイズマン、

辻下守弘、 生 、 田 博） 

担当部分：症例の理学的評価と訓練および

論文の結果部分を担当した。 

 

運動 疾患を有する高齢者

の生活機能に対する理学療法

の取り通所リハビリテーショ

ン利用者の心理・社会的側面

に着目して 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 26 年 4

月 

 

理学療法 

第 31 巻第 4号 

平成 26 年 4月 

pp.376 382 

 

1.運動 疾患を有する高齢者の生活機能

の改善には、高齢者の身体活動の開始と継

続に関する要因を理解する必要があり、心

理・社会的要因が大きく関連している。2.

どのような治療を選択するにしても、高齢

者個々の心理・社会的要因を認識し、オー

ダーメイドの治療を実施することが必要で

ある。3.高齢者の心理・社会的要因を認識

するための第一歩は、対象者とのコミュニ

ケーションである。単なるコミュニケーシ

ョン技法を用いるのではなく、対象者を支

えている信念や認識に触れる関わり方がオ 
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概        要 

    

ーダーメイドの治療を実施できた。(7 頁） 

(分担執筆者：大門恭平、米田大人、辻下守

弘、川村博文） 

担当部分：高齢者の運動機能に関する要因

の分析と論文の一部執筆を担当した。 

 

Central neural mechanisms 

of interindividual 

difference in discomfort 

during sensorimotor 

incongruence in healthy 

volunteers: an experimental 

study 

（健康対象者における感覚運

動不一 による不 感が個人

に関する中 神経メカニズ

ムについて：実験的研究） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成26年10

月 

 

Rheumatology 

2014 

Open Access 

 

本研究の目的は、感覚運動認知の不一

に関する個人 に関して、その中 神経メ

カニズムを明らかにすることである。対象

は、18 名の健常若年女性であり、感覚運動

認知の不一 課題を独自に作成し、その認

知課題中における を分析し、 内メカ

ニズムを LORETA 法によって解析した。その

結果、不一 の個人 は前部 状回および

後部 状回の活動状況の違いと一 してい

ることがわかった。 (8 頁) 

(分担執筆者：分担執筆者：西上智彦、中野

英樹、大住 弘、辻下守弘、 生 、 田

博） 

担当部分：データ収集から統計処理および

論文の結果部分を担当した。 

バイオフィードバックの発

展に向けての日本バイオフィ

ードバック学会企画委員会か

らのアンケート結果報告 

（査読付） 

 

共著 

 

平成26年10

月 

 

バイオフィード

バック研究 

第 41 巻第 2号 

平成 26 年 10 月 

pp.95 102 

 

2012年の第40回学術総合においてアンケ

ート調査を実施した。学術総会に参加した

25 人の学会員から回答を得た。その結果、

1.医学・工学・心理学の研究面の連携に関

して学会の存在意義を認める回答が多かっ

た。2.学会に望むことについては、次世代

を担う若い研究者・学生が 的に参加で

きる環境づくりを指摘する意見が目立っ

た。3.会員以外には、バイオフィードバッ

クについて正しく分かりやすく理解しても

らう情報提供の必要性を える意見が多か

った。以上の結果に基づいて今後学会の方

向性に関する提案を行った。(8 頁) 

(分担執筆者：中尾睦宏、大須賀美恵子、廣

田昭久、佐久間春夫、志和資 、竹林直紀、

辻下守弘） 

担当部分：アンケート調査の作成からデー

タ整理と統計分析および考察の一部の執筆

を担当した。 
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高齢者に対する視覚 導性

達課題を用いた音楽運動療

法の開発とその効果に関する

研[筆 論文] 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 27 年 3

月 

 

医療福祉情報行

動科学研究 

第 3号 

平成 27 年 3月 

pp.27 32 

 

本研究では、視覚 導性 達運動課題を

用いた音楽運動療法を開発することとこれ

が高齢者のバランス能力に及 す影響を明

らかにすることであった。対象は 70 以上

の健常高齢者 16 名であり、実施群 8名と対

群 8 名の 2 群に割り付けた。評価は機能

的バランス尺度（BBS)、TUG、FRT および静

的重心動 計と動的 制 検査とした。5

回の練習後、BBS、FRT そして動的 制

検査の有意な改善を認めた。(6 頁) 

(分担執筆者：辻下守弘、川村博文、永田昌

美、前田吉樹） 

担当部分：研究全般を実施し論文全体の執

筆を担当した。 

Kinectセンサーを使った

想環境が高齢者の運動機能に

及 す影響について 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 27 年 4

月 

 

バイオフィード

バック研究 

第 42 巻第 1号 

平成 27 年 4月 

pp.57 62 

 

Microsoft 社により開発された Kinect セ

ンサーを使った 割りゲーム「キネリハ

システム」を使って高齢者にゲームを定期

的に行ってもらい、 想環境が高齢者の運

動機能にどのように影響を及 すかを検討

した。デイケアに週 2 回以上通う高齢者 23

名に対しキネリハシステムを週 2 回以上 4

週間実施した。この前後に(1)10m 歩行

(2)TUG(3)5StepTest を測定し 4 週間 し

た者について結果を比較した。その結果、

継続してゲームを行い施行期間の最後まで

継続してやり げ(1)～(3)を測定できた者

は 7 名だった。ゲーム後の結果が(2)と(3)

において有意に向上していた(p<0.05)。(6

頁) 

(分担執筆者：小貫睦巳、有田元英、井上悦

治、辻下守弘） 

担当部分：データ収集から統計処理および

論文の結果と考察の一部の執筆を担当し

た。 

介助者による介助の経時的

変化に基づいた介助評価方法

の検討－認知症を有する高齢

障者への介護職員による移乗

介助場面の行動論的分析－ 

（査読付） 

共著 

 

平成27年12

月 

 

理学療法科学 

第 30 巻第 6号 

平成 27 年 12 月 

pp.933-937 

 

子からベッドへの移乗課題を用い、

介助を基準に被介助者の 行レベルを査定

する評価法の妥当性を行動論の視点から検

討した。対象は施設介護職員および入所中

の認知症を有する高齢障害者とした。介助

者の 4段階の介助 をもとに 6段階の  
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    行レベルを設定し、各単位行動が 行され

たときの介助を 行機会ごとに図示し、介

助の経時的変化を被介助者の 行レベルの

推移の視点から分析した。その結果、被介

助者による 行過程は単位行動ごとに異な

った 行レベルを推移しており，従来 ADL

評価法とは視点の異なる情報が得られた。 

(分担執筆者：小林和彦、辻下守弘） 

担当部分：症例の評価と介入指導および論

文の結果と考察の一部の執筆を担当した。 

 

生体センシング技術を使っ

た 想現実によるゲームが高

齢者の運動機能に及 す影響

について 

（査読付） 

 

共著 

 

平成27年12

月 

 

理学療法科学 

第 30 巻第 6号 

平成 27 年 10 月 

pp.811-815 

 

生体センシング技術を使ったゲームを高

齢者に行わせ 想現実を利用したゲームが

高齢者の運動機能にどう影響を及 すかを

予備的調査した。高齢者 23 名に対しゲーム

システムを週 2回以上 4週間実施した。4週

間実施前後の 10m 歩行②TUG 5StepTest

の 3 つのパフォーマンステストの結果及び

ゲームの測定機能を利用したゲームに対す

る平 反応 度とゲームの成功率について

比較した。その結果、②と 及び平 反応

度・成功率に いて施行後が施行前に比

べ有意に向上していた。またゲーム 者

に運動習慣があるものが有意に多かった。 

(分担執筆者：小貫睦巳、有田元英、井上悦

治、辻下守弘） 

担当部分：データ収集から統計処理および

論文の結果の一部の執筆を担当した。 

 

中年女性に出現する こり

と 痛の重 症状の実態とそ

の関連要因に関する研究 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 3

月 

 

女子大学研

究紀要(看護学・

リハビリテーシ

ョン学編) 第 10

号 

平成 28 年 3月 

pp.1-10 

 

本研究では、パソコン操作を主体とした

作業に従事する中年女性従業員 335 名を対

象として、 こりと 痛の重 症状が出現

する実態を明らかにするとともに、その身

体的、心理的、社会的な要因との関連性に

ついて検討した。症状なし群、 こり単独

群、 痛単独群、そして両者重 群という 4

群間において各要因を比較したところ、分

分析により有意な主効果を認めたのは、

年齢、運動態度、食行動、K6、そしてクッ

パーマン指数であった。多重ロジスティッ

ク回帰分析の結果、 こりと 痛の両者重 
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    と関連する要因は、低い BMI、高い K6

スコア、そして高いクッパーマン指数であ

った。 

(分担執筆者：辻下 守弘、永田 昌美、  寿

実子、前田 吉樹、川村 博文、小貫 睦巳） 

担当部分：データ収集から統計処理および

論文執筆を担当した。 

心身のストレスおよび作業

量からみた体圧移動で 面が

変化する ER チェアの健常成

人女性および高齢者を対象と

したプレテストの結果から 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 3

月 

 

女子大学研

究紀要(看護学・

リハビリテーシ

ョン学編) 第 10

号 

平成 28 年 3月 

pp.19-28 

 

本研究は、高齢者用に開発した ER チェア

と通常の 子を比較し、対象者の心身のス

トレスにどのような影響をもたらすかを検

証することとした。被験者は、参加 を

満たした健常成人女性 6 名と高齢者 8 名の

計 14 名である。研究デ インはクロスオー

バー・デ インとし、被験者には ER チェア

と通常の 子の 2 種類の 子に った際に

５つの課題を課した。分析の結果、主観的

労感の全身 感において、被験者全体

の操作実施前後の平 値はERチェアが減少

したが、通常の 子は増加し、平 値の

の比較で統計的に有意な が認められた

(p .04)。また、 アミラー 量において、

高齢者の操作実施前後の平 値はERチェア

がやや減少し、通常の 子が増加して統計

的に有意な が認められたが(p .04)、交互

作用が認められた。 

(分担執筆者：丸尾 智実、兼田 美代、 井 

キミカ、辻下 守弘、 水 裕子） 

担当部分：データ収集から統計処理および

論文の結果の執筆を担当した。 

術後の 失 症

状に 筋の筋 図バイオ

フィードバック療法が 効し

た症例 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 4

月 

 

バイオフィード

バック研究 

第 43 巻第 1号 

平成 28 年 4月 

pp.19-26 

 

今回、 筋の選択的筋収縮が困難で

あった 失 を有する症例に対して、

筋の筋放 を確認しながら筋収縮を確認

し、筋収縮を調整する筋 図バイオフィー

ドバック療法が症状の改善に有効であった

ので報告した。症例は、 により

術を受けた 70 の女性である。

の症状は手術により改善したが、運

動時にガス程度の 失 が4～5回以上認め

られた。評価および介入は、Thought  
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    Technology 社 の Myotrac3 を用い、

筋と 筋を分離して筋収縮させることを目

的として実施した。10 セッション実施の結

果、持続的収縮においては 8 セッションか

ら 筋のみを収縮させることが可能と

なった。運動時の失 頻度は 6 セッション

時から減少した。 

(分担執筆者：松谷 綾子、青田 絵里、西上 

智彦、辻下 守弘、服部 耕治、木村 夫） 

担当部分：症例の評価と治療および論文の

症例報告と考察の一部の執筆を担当した。 

行動分析学の枠組みを用い

たコンピューターシミュレー

ション教材による介護老人保

健施設介護職員への介助- 高

齢障害者に対するベッドから

子への移乗介助指導効果

の-  

（査読付） 

 

共著 

 

平成 28 年 8

月 

 

行動療法研究 

第 42 巻第 2号 

平成 28 年 8月 

pp.201-213 

 

本研究においては、行動分析学の視点か

ら理論および介助の方法論を解説したパソ

コン上で作動する教材を開発し、介護職員 3

名に自己学習とセルフチェックを行っても

らい、介護老人保健施設入所者に対するベ

ッドから 子への移乗介助技能への効果

を、単一事例実験計画法を用いて検証した。

その結果、3名とも適切な介助の頻度が増加

(平 46.2 )し、 らが日頃介助している入

所者も、より少ない介助で移乗が行えるよ

うになった。また、移乗介助指導の効果が

同じ入所者の 介助に反 されることも

確認された。さらに、指導プログラムの内

容や意義に関しても比較的良好な受け入れ

や評価が得られた。以上から、従来の指導

方法によるデメリットを補 する役割を果

たすことができ、本教材が介護職員指導に

おける効果的な方法論として位置づけられ

る可能性が示 された。 

(分担執筆者：小林和彦、辻下守弘） 

担当部分：共同研究につき本人担当部分抽

出不可能。 

 

痛に対する物理療法・運

動療法 

 

共著 

 

平成 28 年 8

月 

 

The  Japan 

Journal of 

Rehabilitation 

Medicine 

第 53 巻第 8号 

平成 28 年 8月 

本論文では、 痛に対する治療としての

物理療法、運動療法について、有効性に関

わる理論的な 付けから臨床のエビデンス

を交えて検討した。その結果、急性痛と慢

性痛とでは、対応が異なり、急性痛には過

度な不活動を避け、原因となる組織 傷の 
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pp.604-609 

 

治療を下級的早期に進めることと、可能な

限り 痛を 制し長期化を阻 することが

重要であることが分かった。また、慢性痛

では、感覚面に着目する以外に、情動面や

認知面などの多面的、 合的な側面での特

性の認識理解が不可欠であり、ADL や QOL 向

上を目的として、TENS などの物理療法、運

動療法、学際的集学的治療を導入すること

が重要であることがわかった。 

(分担執筆者：川村博文、西上智彦、伊藤健

一、大 久、辻下守弘） 

担当部分：文献収集と整理および論文の慢

性 痛に関する部分の執筆を担当した。 

 

インタラクティブ・メトロ

ノーム法の紹介とリハビリテ

ーションへの応用可能性 

 

単著 

 

平成 28 年 9

月 

 

奈良学園大学紀

要 

第 5集 

平成 28 年 9月 

pp.1-9 

 

本論文では、運動・認知機能のリハビリ

テーションに欠けていた 内時計と時間情

報処理能力を高めるというコンセプトを導

入した新しいトレーニング方法であるイン

タ ラ ク テ ィ ブ ・ メ ト ロ ノ ー ム 法

（Interactive Metronome®：以下 IM と す）

について、その歴史、原理と方法、トレー

ニングの手 、そして科学的根拠を概説し

た上で、リハビリテーションへの応用可能

性について解説した。IM の利点は、リズム

音に手と足の動きを同調させてタイミング

をとるといった非常にシンプルなトレーニ

ングであり、2 程度の 児から高齢者まで

適用範囲が広く、生体への侵 も全くない

ため、従来のリハビリテーションへ併用し

て使用可能なことである ただし、現在の

問題点は、科学的根拠を 付ける IM の臨床

研究が国際的にも不足していることやIMシ

ステムが日本における医療機 の薬事承認

を得てないことであった。 

 バーチャルリアリティ（VR）

技術を用いた高齢者のリハビ

リテーションに関する文献的

研究 

 

単著 

 

平成 29 年 9

月 

 

奈良学園大学紀

要 第 7 集

pp.75-81 

 

コンピュータサイエンスの発展によってバ

ーチャルリアリティ（VirtualReality：VR）

技術が身近になった。一方で、わが国は急

なスピードで 高齢社会が進行し、要介

護状態の高齢者が急増する中で、高齢者の

リハビリテ-ションが注目されている。そこ
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で、本論文では、VR の定義と特徴を解説し

た上で、主に Wii と Kinect センサーを用い

た高齢者リハビリテーションへの応用に関

する国内外の現状と課題を文献的に考察し

た。その結果、Wii と Kinect センサーを用

いたトレーニングが高齢者の心身機能に及

す影響を明らかにした良質の無作為化比

較対 試験（RCT）は少ないものの、高齢者

の機能的なバランス能力を改善させる効果

のあることが多くの論文で示 されてい

た。VR を用いた高齢者のリハビリテーショ

ンには課題もあるが、より 入感の強いヘ

ッドマウントディスプレイが 及すること

で、今後は高齢者リハビリテーションへの

応用可能性が拡大すると考えられた。 

 

 タイ王国の周 期－チェン

マイ大学看護学部の視察を通

して－ 

 

共著 

 

平成 29 年 9

月 

 

奈良学園大学紀

要 第 7 集

pp.179-185 

 

タイ王国北部にあるチェンマイ大学を視察

し、タイ王国における周 期看護の現状に

ついての現状把握を行った。共働きの家庭

が多いタイ王国では、仕事を持つ母親たち

の多くが授 のための環境が整っていない

ために母 で育児を行うことは困難であ

り、母 育児率の低下が問題視されていた。

こういった社会的背景から、母 育児の重

要性についての啓発活動と環境を改善する

ための王室によるプロジェクトが発足し、

企業の事業所内の授 コーナー設置や無料

での母 送サービスの提供などが現在で

は行われていた。日本においても母 育児

の利点については知られてはいるが、タイ

王国のようなサービスの整備までには っ

ていない状況なため、タイ王国の周 期看

護についての現状を把握することは、日本

の周 期看護の質改善のための示 を得る

ことにつながると考えられた。 

（分担執筆者:田中和奈、守本とも子、辻下

守弘） 

リハ－203



著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の

名称 

概        要 

 リハビリテーション医療に

おけるバイオフィードバック

― 卒中片麻 に対する応用

可能性について 

 

単著 

 

平成 29 年 9

月 

 

バイオフィード

バック研究 

第 44 巻第 2号 

pp.70-75 

 

本研究の目的は、各種の生体情報を音や光

などの人間にわかりやすい情報へ変 し、

その情報に基づいて自己の状態を調整する

バイオフィードバック（以下 BF）に対する

リハビリテーション医療（以下リハ医療）

への応用可能性を検討することであった。

リハ医療の特徴は、一般的な医療が手術や

薬など医療者に依存した受動的治療であ

るのに対して、 存機能の回復や健常機能

への代 など患者自身による能動的治療が

主体となることであり、患者の学習過程へ

の介入が重要なアプローチとなる。本論文

では、その効果的な介入方法としての BF に

関して、その治療メカニズムについて学習

理論を用いた解説を行った。また、 卒中

片麻 に対す表面筋 図 BF について、コン

パクトなBF機 であるMyoTracの操作方法

と治療手続きとその効果および臨床応用上

の課題について論説した。最後に、EEG（

計）や HEG（近 外線方式 流計）を用

いたニューロフィードバックトレーニング

が 卒中だけでなく他の神経 障害および

運動 障害へのリハビリテーションに応用

されていく可能性を検証し、多様なモダリ

ティを使ったBFがリハ医療に応用されてい

く必要性について論説した。 

Comparison of the 

pain-relieving effects of 

transcutaneous electrical 

nerve stimulation applied 

at the same dermatome levels 

as the site of pain in the 

wrist joint 

（手関 部の 痛に対する

部と対側手関 および両者の

同一 分 知覚 への経

的 気 が 痛軽減に及

す影響の比較） 

共著 

 

平成29年11

月 

 

Journal of 

Physical Therapy 

Science 

Vol.29 No.11  

pp.1996-1999 

 

本研究の目的は、手関 部の 痛に対する

対側同一 分 知覚 への経 的 気

(Transcutaneous Electrical Nerve 

Stimulation:以下 TENS)が 痛緩和にどの

ような影響を及 すかを検討することであ

った。対象は 15 名の健康な成人女性（21.9

0.3 [21-22 ]）であった。実験手続き

は、まず 30 間の安静後に 手関 背側部

へ47 で60 間の温 にて 痛を生じ

させ、その後に 部（N）と対側手関 部（CW）

および両者（CWN）への TENS（周 数:15Hz・

長:200 ）を実施した。その結果、TENS
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共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の

名称 
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を行わない対 群を含んだ 4 の分 分

析では視覚的アナログ尺度（VAS）の違いに

有意な主効果を認めたが、N 、CW 、

CWN 間には有意 を認めなかった。本研

究の結果、 痛部位と同一の 分 知覚

への TENS には有意な効果があるものの、

TENS 部位間での有意 は認められなかっ

た。 

（分担執筆者：川村博文、西上智彦、山本

綾子、辻下守弘、伊藤健一、大 久、高

木 子） 

担当部分：被験者への 痛評価と TENS の実

施および統計処理と論文の結果に関する部

分の執筆を担当した。 

（その他）     

手織りプログラムへの参加

が認知機能の活性化に える

影響 

[口 発表] 

 

 

― 

 

平成 22 年 1

月 

 

第 14 回日本在宅

ケア学会学術集

会（東京） 

p.94 

 

S シルバー人材センターに登録中の 58

から 77 の女性で、手織り機を用いて作

を作成するプログラム参加者 43 人を対象

に、週 1 回 1 クール 3 月間のコースを 2

回実施した結果、事象関連 位 P300 と近

外線分光法を用いた イメージングによる

測定で、前 前野の 側部が有意に活性化

していることが明らかとなった。 

(共同研究者： 井キミカ、中川知音、丸山

麻 、佐瀬美恵子、兼田美代、辻下守弘、

山口 弘、佐々木八千代、白井みどり、上

西洋子、津村智恵子） 

担当部分：事象関連 位 P300 と近 外線分

光法による イメージング測定を担当し

た。 
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大 関 機能不全に対

する筋 図バイオフィードバ

ック療法の一経験 

[口 発表] 

 

― 

 

平成 25 年 4

月 

 

第 41 回日本バイ

オフィードバッ

ク学会学術集会

（神奈川） 

バイオフィード

バック研究第 40

巻第 1号 2013 年 

p.88 

 

交通事 により 傷を受傷し，再

建術後に 大 機能不全となった症

例に対して筋 図バイオフィードバック療

法（以下 BF と す）を実施し、歩行障害の

改善に著効を認めたので、その実施方法と

経過について報告した。退院時には、不安

定性や 痛もなく、階段 やスクワット

動作も問題なくスムーズ 

に可能となっていた。 

(共同研究者：辻下守弘、西上智彦、 田朋

香、 山本 吾、  康基、梶原沙央里、田

辺暁人） 

担当部分：症例の評価から治療および論文

の執筆まで研究の全般を担当した。 

 

高齢者に対するキネクトセ

ンサーを用いたインタラクテ

ィブ・リハビリテーションの

効果 

[口 発表] 

 

― 

 

平成 26 年 4

月 

 

第 42 回日本バイ

オフィードバッ

ク学会学術集会

（東京） 

バイオフィード

バック研究第 41

巻第 1号 2014 年 

p.50 

 

本研究の目的は、高齢者を 対象としてキ

ネリハを用いた運動トレーニングを実施

し、全身の機能的身体運動能力やバランス

能力に及 す 影響および認知 機能に対

する効果について検討することであった。

対象は、認知症や中 神経 疾患のないこ

とが確認された健常高齢者 3 名であった。

キネリハの所要時間は休 も入れて 15分

とし，週 3 回の頻度で 2 週間継続した。キ

ネリハの結果 3 名ともに FRT はリーチ 離

が改善し、TUG は所要時間が 縮していた。

ファイブ・ コグテストは手先の運動スピー

ドと注意分割機能が3名とも向上していた。 

(共同研究者：辻下守弘、川村博文、西上智

彦、松谷綾子、井上悦治） 

担当部分：症例の評価から治療および論文

の執筆まで研究の全般を担当した。 

 

認知症患者に対するインタ

ラクティブ・メトロノームの

症例報告 

[口 発表] 

 

― 

 

平成 27 年 3

月 

 

第1回認知症の早

期発見、予防・治

療研究会 

（東京） 

録集 

p.14 

 

本研究では、認知機能の改善を目的とし

た IM トレーニングが、高齢者の認知症に対

しても同様の効果が期待できると考え応用

を試みたので報告する。対象は、IM トレー

ニングを3 月間継続できた認知症高齢者2

名とし、認知症の評価には、改訂長谷川式

知能評価スケール（HDS-R）と IM の専
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用ソフトに内 されているミリ 単位でタ

イミング誤 を測定する評価ツールを使用

した。IM は、1セッション 20 分とし、提

示される1分間 54のテンポに対して正確に

タイミングを合わせて両手、 片手とい

った 3種類のリズム運動を週 3回、3 月間

実施した。被験者 2名は、IM に対する意

が 3か月間維持され、トレーニング開始時

に比較して、タイミング誤 が大 に 縮

し、それに伴って HDS-R の改善も認められ

た。IM は、認知症の認知機能の改善にも効

果が期待できる。 

 

タイミング誤 のフィード

バックトレーニングが時間認

知に及 す影響 

[口 発表] 

 

― 

 

平成 27 年 4

月 

 

第 43 回日本バイ

オフィードバッ

ク学会学術集会

（つくば） 

バイオフィード

バック研究第 42

巻第 1号 2015 年 

p.85-86 

 

本研究では、注意欠 多動性障害（ADHD）

と認 知症といった代表的な認知機能障害

に対してタイミング誤 のフィードバック

トレーニングを継続的に実施する機会を得

た。対象は、ADHD の中学生 1 名とアルッハ

イマー型認知症の高齢者 1 名であった。ト

レーニングには、インタラクティブ・メト

ロノー ム法（IM）を用いた。IM は、1セッ

ション 30 分とし、提示されるテンポに対

して正確にタイミングを合わせてリズム運

動を行う課題を8週間で合計56セッション

実施した。その結果、ADHD ではセッション

中期以 でタイミング誤 が小さくなり、

認知症ではセッション中期で急 にタイミ

ング誤 が小さくなっていた。 

(共同研究者：辻下守弘、西上智彦、松谷綾

子、青田絵里） 

担当部分：症例の評価から治療および論文

の執筆まで研究の全般を担当した。 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 2 年 3 月 31 日 

氏名 西川  

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

内科 臨床医学，神経科学 精神神経科学，神経科学一般，神経心理学 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1) 作業療法学専攻における精神医学の授業に

参加型演習を導入

平成 22 年 4月 

～ 

平成 30 年 3月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部作業療法学

専攻学生 2 年次授業科目「精神障害論」（後に「精神

医学Ⅱ」）において，毎回，前週に検討課題を えて

グループによる事前学習を行わせ，授業ではプレ ン

テーション・討論・総括を行い， 週までに総括のレ

ポートを提出させるという今日のいわゆるアクティ

ブ・ラーニングを実践し，課題検討能力の向上をはか

った。

2) 作業療法学専攻における高次 機能障害学

の授業に参加型演習を導入

平成 22 年 4月 

～ 

平成 30 年 3月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部作業療法学

専攻学生 3 年次授業科目「認知心理障害論Ⅱ」（後に

「高次 機能障害学Ⅱ」）において，毎回，前週に検

討課題を えてグループによる事前学習を行わせ，授

業ではプレ ンテーション・討論・総括を行うという

今日のいわゆるアクティブ・ラーニングを実践し，課

題検討能力の向上をはかった。 

3) 大学院生に対する職域横断的学術活動の支

援

平成 22 年 4月 

～ 

平成 30 年 3月 

大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究科

大学院生に対し，各自の研究テーマに応じて，作業療

法士・言語聴覚士・理学療法士などの職域を えた医

学分野の学会（老年精神医学会，高次 機能障害学会，

統合失調症学会等）への加入を促し，学会報告・論文

発表を指導して，職域横断的な学術活動の能力向上を

はかった。 

現在，医療専門職として就業している社会人大学院生

が多いという事情を考慮し，週 1 回，大阪市中心部に

あるサテライト教室で 間に研究指導を行った。 

２ 作成した教科書，教材 

精神医学マイテキスト 平成 23 年 4月 

～ 

平成 30 年 3月 

大阪府立大学総合リハビリテーション学部における

「精神医学」（後に「精神医学Ⅰ」）の講義に用い，

理学療法学専攻および作業療法学専攻の学生に，精神

医学の 理念と歴史，症候学，精神疾患の各論的知識

を習得するために活用した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査 平成 18 年 7月 公立大学法人大阪府立大学大学院総合リハビリテーシ

ョン学研究科臨床支援領域修士課程（職名：教授，講

義科目：高次 機能障害学特論 Ｍ可，研究指導：臨床

支援特別演習 Ｍ○合，特別研究 Ｍ○合）の資格あり

と判定 

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査 平成 20 年 8月 公立大学法人大阪府立大学大学院総合リハビリテーシ

ョン学研究科博士後期課程（職名：教授，講義科目：

高次 機能障害学特別講義 可，研究指導：臨床支

援特別演習Ⅱ ○合，臨床支援特別演習Ⅲ ○合，

特別研究Ⅱ ○合，特別研究Ⅲ ○合）の資格あり

と判定 

４ 実務の経験を有する者についての特記事
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５ その他 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

1) 医師免許 昭和 54 年 5月 医師免許（第 244771 号） 

2) 博士（医学） 平成13年11月 大阪大学 16585 

3) 日本精神神経学会精神科専門医 平成 18 年 4月 会員 号 04466 

4) 老年精神医学会専門医 平成 16 年 6月 第 001676 号 

２ 特許等 

３ 実務の経験を有する者についての特記事

４ その他 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月  

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1 疾病と治療Ⅲ 

（看護学テキスト NICE） 

共著 平成 22 年 11

月 

江堂 看護師 成の基礎教育および臨床実習用

のテキストシリーズのうち ・ ，

・神経 ，精神，女性生殖 ，小児の

各疾患の概念と診断・治療の知識を解説し

た書。 

B5 版 全 438 頁 

編者：松田 ，荻原 男，難 光義，鈴木

久美，林直子。 

本人担当部分「失行」「失認」「 行機能

障害」の各 （227-232）。 

症候の概念と病態，診断・評価法を解説し

た。 

2 精神医学マイテキスト 共著 平成23年4月 金芳堂 精神科治療に関わるコメディカル・スタッ

フおよび 成課程学生の教育に資するこ

とを目的に作成された教科書 

B5 版 全 214 頁 

監修者：武田雅  

編者：西川隆，中尾和久，三上章良 

共著者： 葉成彦，加藤佳也，手島愛雄，

中川賀 ，中広全延，福永知子，松浦玲子，

丸山総一郎，山本 ，横井公一 

本人担当部分「序論」「精神症候学」「

在症候」「画 検査」の項（1-38, 59-62） 

精神医学の重要性を健康寿 ・入院者数・

自殺者数の観点から説明し，精神医学の理

念と方法がヒューマニズムにもとづくも

のであることを解説した。 
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3 高次 機能障害 Q A 

 症候編 

共著 平成 23 年 10

月 

新興医学出版社 高次 機能障害を学ぶ上で生じる 問を

項目別に詳しく解説した書 

B5 版 全 209 頁 

編者：河村満 

本人担当部分「 去現象と空間無視の関

連」の項（74-76） 

去現象と空間無視はしばしば合併する

が，両者は症候学的にも原因病 の面でも

独立した症候であることを過去の知見に

もとづいて説明した。 

4 意識と  

（ とこころのプライ 

マリケア 5）

共著 平成24年6月 シナジー とこころに関する病態を体 的に解説

した全書のうち，意識と に関する分野

における最近の研究知見を基礎から臨床

まで詳述した書 

B5 版 全 840 頁 

監修：日野原重明，宮岡等 

巻編者：千葉茂 

本人担当部分「特 な意識障害 解離性障

害」の項（264-271） 

解離性障害は防衛機制として意識の一部

を自己から分離あるいは変容させること

により生じる病態である。てんかんや

との 別を中心にその症状と病態を解説

した。 

5 管障害と神経心理

学   第 2 版 

共著 平成25年9月 医学書院 管障害による 在病変と各神経心理

学的症候の関連を 解 生理学的病態理

論を まえて総合的に解説した書 

B5 版 全 550 頁 

編者：平山恵造，田川 一 

本人担当部分「情動障害」の項（67-76） 

管障害によって現れる各種の気分・感

情の障害につい知見を総説し，そ神経基

と病態機序について解説した。 

6 認知症ハンドブック 共著 平成 25 年 11

月 

医学書院 認知症診療に必要な知識を全項目にわた

って詳しく解説した書 

A5 版 全 907 頁 

編者：中島健二，天野直二，下濱 ，冨本

秀和，三村  

本人担当部分「認知症の診断―問診」の項

（109-115） 

認知症の問診手 と技法，留意事項につい

て解説した。 

7 症例で学ぶ高次 機能

障害-病 部位からの

アプローチ-

共著 平成26年9月 中外医学社 高次 機能障害に関する種々の実例をも

とに，各症候の病 部位と病態を解説した

書 

B5 版 全 274 頁 

編者：鈴木 子 

本人担当部分「 前部」の項（236-245） 

前部症候群を呈した症例を提示しそ

の病態と診断上の留意点および の機

能解 学的知識を解説した。 
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8 注意と意 の神経機構 共著 平成 26 年 10

月 

新興医学出版社 従来の認知科学では捉え難かった人間の

注意と意 の神経基 とメカニズムにつ

いて種々の病態を通じて検討した書 

A5 版 全 280 頁 

編者：日本高次 機能障害学会教育・研修

委員会 

本人担当部分「 去現象の病態と注意機

構」の項(97－118) 

去現象とは一側 では感知可能な

が両側 ではその一方を感知し得な

いという現象である。その病態に関する研

究の知見を総括し解説した。 

9 精神・心理機能評価ハ

ン 

   ドブック 

共著 平成27年6月 中山書  精神疾患や神経疾患でみられる精神・心理

的障害および症状の評価尺度と検査法を

解説した書 

B5 版 全 528 頁 

編者：山内 雄， 島晴雄 

本人担当部分「重度認知症における認知機

能検査」 

重度認知症の認知機能を評価しうる検査

として著者らが新たに開発した評価尺度

を解説した。 

10 情動とトラウマ 共著 平成29年4月 朝倉書  心的トラウマが える精神発達への影響

と精神障害発生の病態機制および治療

を生物学的・心理学的・社会学的側面か

ら多面的に解説した書 

A5 版 全 230 頁 

編者：三村  奥山眞紀子 

本人担当部分「ストレス関連障害に対する

他の精神療法」の項（216-223） 

ストレス関連性精神障害の精神療法のう

ち認知行動療法を除く他の精神療法につ

いて効果のエビデンスにもとづく推奨度

を国際外傷性ストレス研究学会のガイド

ラインに って解説し，理論的背景を解説

した。 

21 女性のメンタルヘル

ス 

共著 平成 29 年 11

月 

山堂 平成 26 年の女性活躍推進法の制定を受

け，働く女性のメンタルヘルスの向上と不

調の予防および治療について総合的に解

説した書 

B5 版 全 274 頁 

編者：丸山総一郎 

本人担当部分「女性のメンタル不調の診

察」の項（71-78） 

女性がメンタルヘルスの不調を呈した際

の診察手 とその際に考慮すべき女性特

有の生活史背景と心理的要因について解

説した。 

（学術論文） 
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1 島根県内の老健施設に  

おける認知症の周辺症  

状と介護負担の実態調  

査 

（査読付） 

共著 平成22年9月 島根医学 

30(3)184-191 

施設利用者の周辺症状と介護負担の実態

を調査し, その発生頻度と種類, 原疾患, 

認知症の重症度, 認知機能, 介護負担度

を調査した 入所者の多くが認知症を有

し, 周辺症状は多い に, 無為・無関心, 

うつ・不 , 不安, 障害, 興奮, 

性, 異常行動, 妄想, 幻覚, 制, 食

行動異常, 多幸であり，そのうち, 不安, 

無為・無関心の 項目は全般的なの介護負

担に有意な影響を えていた  

本人担当部分：研究計画，調査，データ分

析，結果の考察，論文執筆を担当した。 

共著者：中山博識, 大西久男, 西川隆 

2 重度認知症者のための  

認知機能検査   

Severe Cognitive   

Impairment Rating   

Scale 日本語版の臨床  

的有用性の検討   

（査読付） 

共著 平成 25 年 10

月 

老年精神医学雑誌 

24(10):1037-1046 

重度認知症患者にとって 存の認知機能

検査は難 度が高く， 存する認知機能を

詳細に把握することが困難である．海外で

は，重度認知症患者の認知機能検査とし

て，Severe Cognitive Impairment Rating 

Scale (SCIRS)が開発されている．本研究

では，SCIRS の日本語版を作成し，臨床的

有用性を検討した．その結果， 存の検査

では床効果を示した患者に対しても，

SCIRS を用いてより詳細に認知機能を判

別できた．以上より，日本語版 SCIRS は重

度認知症者の 存する認知機能を詳細に

広く測定可能な検査であると考えられ

た． 

本人担当部分：研究計画，調査，データ分

析，結果の考察，論文執筆を担当した。 

共著者：田中寛之，植松正保，永田優馬，

福原啓太，内藤泰男，大西久男，西川隆 

3 認知症患者における認  

知機能，ADL，BPSD の

関連性 重度認知症患

者に着目して 

（査読付） 

共著 平成26年3月 老年精神医学雑誌 

25(3):316-323 

94 人の認知症入院患者を対象に，認知機

能，日常生活活動（ADL），周辺症状（BPSD）

の関連性を検討した。その結果，ADL が高

ければ認知機能障害が軽度で，移動能力が

高い ど BPSD が増悪することが明らかに

なった。また，重度認知症患者では，認知

機能検査，ADL 検査においていくつかの検

査項目で床効果を示した。そのため，重度

認知症患者向けの各検査が必要であると

考えられた。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：田中寛之，植松正保，小城 太，

永田優馬，福原啓太，内藤泰男，大西久男，

西川隆 

4 利き手・非利き手での  

達把持動作での予測  

的な の検討 

共著 平成26年3月 條 学園大学リハ

ビリテーション学部

紀要 平成 26 年度 

高齢者の巧 動作能力の低下における特

徴を検討するために， 達運動時に見られ

る Pre-shaping において最大切線 度出

現時点と母指・示指間最大 離出現時点を

指 として若年者と比較を行った。その結

果，高齢者では Pre-shaping が若年者に比

べてより早期に出現することが示された。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察に関

わった。 

共著者：田丸佳希，内藤泰男，西川隆，松

下太，杉原勝美，西田 二，川上永子，北

山淳， 山章代，上田任克 
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5 ライフヒストリーカル  

テの作成 生活史を多

職種で共有する意義

（査読付）

共著 平成26年7月 老年精神医学雑誌 

25(7)801-808 

医療・介護療 型病床および介護老人保健

施設に入院・入所している患者のケアに資

することを目的に対象者の生活史を多職

種が 時間で把握できる共有ツールの作

成を試みた。ケアスタッフへの意識調査に

より，記載すべき情報として，出身地，家

族関係， 家族や友だち， び，仕事，結

，人柄， 象に っている ，生活習慣，

りなどが げられた。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察，論

文執筆を担当した。 

共著者：田中寛之，山本祐子，小城 太，

永田優馬，日 一男，西川隆，植松正保 

6 非失語性失書を合併し  

たタイピング障害の一

例  失書との関連 

 

  （査読付） 

共著 平成27年6月 高次 機能研究 

35(2)233-241 

非失語性の失書を伴うタイピング障害例

の病態を検討した。失書は運動覚性失書で

あり，タイピングの障害は 位置の空間

的誤りによるものであった。 中心前回，

回に病 を有し，音 選択や配 に関わ

る 中前 回後部には及んでいなかった。

タイピングは書 と神経基 の一部を共

有していることが示 された。 

本人担当部分：症例の診断，神経学的所見，

画 所見，検査結果の分析と考察，論文執

筆に関わった。 

共著者：坂井麻里子, 木敏宏, 江口香

織, 西川 隆 

7 Development of the 

Cognitive Test for 

Severe Dementia 

（重度認知症のための認

知機能テストの開発） 

（査読付） 

共著 平成27年6月 Dement Geriatr Cogn 

Disord  

40(1-2): 94-106 

中等度から重度の認知症患者に対して

存の認知機能検査は床効果を示し，特に重

度認知症者に対しては 存する認知機能

を測定することができない。著者らは認知

機能 7領域 13 項目からなる重度認知症患

者向けの認知機能テスト(the Cognitive 

Test for Severe Dementia; CTSD）を開発

し，信頼性と妥当性を検討した。CTSD は

床効果を示さず，信頼性・妥当性も確認さ

れた。CTSD は他の認知機能検査と比較し

て重度認知症患者の 存する認知機能を

敏に測定することができる。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Tanaka H, Nagata Y, Uematsu M, 

Takebayashi T, Hanada K, Inokawa M, 

Fukuhara K, Ogawa Y, Haga D, Kakegawa Y, 

Nishikawa T 
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8 前 葉内側面 傷に 

より の純 失書を 

呈した一例 

 （査読付） 

共著 平成27年6月 神経心理学 

31(3)204-212 

前 葉内側面 傷により の純 失

書を呈した 1 症例について失書の発現機

序を検討した． の誤り方の特徴とし

て，無反応に次いで形態性の誤りが多か

った． の書 の成否は画数ではなく，

構成要素数の多さと関係し， 書の場合

は構成要素が他の の構成要素に置

されることが多く，その とんどが実在

する構成要素を組み合わせていた．他の

言語機能に問題がなかったことから，本

例の の失書は，音 の配 や意味か

ら文 形態を想起する過程は終 近くま

で保たれているが，最終段階における構

成要素の選択と配置の誤りによって生じ

ているものと考えられた． 

本人担当部分：症例の診断，神経学的所見，

画 所見，検査結果の分析と考察，論文執

筆に関わった。 

共著者：坂井麻里子，鈴木則夫， 木敏宏，

西川隆 

9 Decline of gustatory  

sensitivity with the 

progression of    

Alzheimer s disease 

（アルツハイマー病の進

行とともに低下する味

覚感度）

（査読付） 

共著 平成28年3月 International 

Psychogeriatrics 

28(3)511-517 

アルツハイマー病患者 32 名の甘味・塩

味・ 味・苦味に関する味覚 値をテース

トディスクを用いて測定するとともに，味

覚 別，味覚同定能力を評価した。健常対

群と比較した。患者の味覚 値は初期か

ら低下し認知症の重症度とともに進行し

た。 味・苦味は 別はできるが同定は困

難であったが，甘味だけは同定能力が保た

れていたことから，アルツハイマー病患者

にみられる甘味への強い 好性の基 に

基礎的な味覚障害が関 している可能性

が示 された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Sakai M, Ikeda M, Kazui H, 

Shigenobu K, Nishikawa T 

10 重度認知症に対する

従   来の QOL 尺度の

限界 

（査読付） 

共著 平成28年4月 老年精神医学雑誌 

27(4): 429-437 

を対象に開発された QOL 尺度が用いられ

てきたが，近年，その QOL 概念の枠組みは

異なると示 されている。36 人の重度認

知症者を対象に，自己評点式尺度と代理評

点式尺度をそれ れ2種類従来のQOL尺度

を用いて，重度認知症者に対する適応性を

検討した。適応性の検定の結果，4尺度の

内の1尺度内における2項目が適合基準を

満たしただけであった。重度認知症者に対

する従来の QOL 尺度の適応性には限界が

あると考えられた． 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：永田優馬，田中寛之，石丸大貴，

植松正保，福原啓太，小川泰弘，内藤泰男，

西川隆 
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11 前 葉の発話・書   

への関 ― 一過性の

発話開始困難と持続的

な の純 失書を呈

した症例からの考察 

共著 平成28年6月 高次 機能研究 

36(2)236-243 

前補足運動野を含む 前 葉内側面 傷

により一過性の発話開始困難と持続性の

の失書を呈た症例を報告した。 前

葉内側面 傷による失書は過去に報告さ

れていない。本例の書 の成否は, の

画数や使用頻度に依存せず, 構成要素 

( や など を構成する要素的単位) 

の数が増す ど書 が困難であり, その

誤りの特徴は構成要素の置 であった。

前 葉内側面は 書 を実現する過程

の終 の段階で, 構成要素の選択・配 に

関 している可能性が示 される。 

本人担当部分：結果の考察，論文執筆を担

当した 

共著者：坂井麻里子，鈴木則夫，西川隆 

12 線画に比べ実物や写

真でより 著な障害を

認めた視覚失認の一例 

 （査読付） 

共著 平成28年6月 高次 機能研究 

36(2)304-311 

特異な視覚失認と大 性 覚障害, 失語

症, 前向性健 を呈する症例を報告した。

側の 状回・ 状回を含む後 葉から

側 葉内側下部に病変を有し，一般的に視

覚対象の認知は実物や写真より線画の

うが難しいと考えられているのに反して, 

症例では線画に比べ実物や写真の認知が

不良であった。症例の視覚認知機能をさら

に検討した結果, 情報にもとづく対

象の認知は比較的保たれていたが, 陰影

や奥行きの情報を統合し, 立体感のある

対象として認知することが困難であると

考えられた。 

本人担当部分：結果の考察，論文執筆を担

当した。 

共著者：竹田奈央子, 渋谷静英, 塚本能

三, 西川隆, 木敏宏 

13 管障害によりフ

レ ゴリの 覚と身

体パラ   フレニアを

合併した 2   症例

（査読付）

共著 平成28年6月 高次 機能研究 

36(2)312-319 

管障害による 半 病変に伴って身

体パラフレニアとフレゴリの 覚を合併

した 2 症例を報告した。Feinberg らは, 

身体パラフレニアを, カプグラ症候群と

同型の病態構造を有していると指摘して

いるが, 身体パラフレニアとカプグラ症

候群の合併の報告はみられない。一方, 身

体パラフレニアにフレゴリの 覚の合併

をうかがわせる記述は少数見出された。身

体パラフレニアと人物誤認症候は 半

とりわけ前 葉病変に共通した責任病

があるものと考えられており, これまで

注目されてこなかったが, フレゴリの

覚と身体パラフレニアはより高率に合併

している可能性がある。 

本人担当分：画 所見，結果の考察，文献

的検討，論文執筆を担当した。 

共著者：掛川泰 ， 野理，西川隆 
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14 家族からのビデオレ

タ ーによる

simulated

Presence Therapy が言

語的 行動を軽減さ

せた認知症高齢者の一

症例

（査読付）

共著 平成29年4月 作 業 療 法 36(2): 

223-229

家族からの語りをオーディオ・ビデオテー

プに録音・録画・再生する擬 的再現療法

とはことで感情を し, 適さをもたら

す療法を認知症高齢者の一症例に実施し

た結果，介入前と比較して介入後に言語的

行動の回数に有意な軽減を認めたが，

音楽 では効果がみられなかった。家族

からのビデオレターによる擬 的再現は

症例の 求不満を軽減する作用があると

考えられた。 

本人担当分：結果の考察，論文執筆を担当

した。 

共著者：田中寛之，永田優馬，石丸大貴，

小城 太，西川隆 

15 Impaired    

Interpretation of    

Others' Behavior is   

Associated with    

Difficulties in    

Recognizing    

Pragmatic Language    

in Patients with    

Schizophrenia 

（統合失調症において

他者の行動の理解障害

は語用論的言語理解障

害と関連している） 

（査読付） 

共著 平成 29 年 10

月 

Journal of 

Psycholinguistic 

Research 46(5): 

1309-1318 

統合失調症患者34人と健常者34人に対し

て，心の理論課題，比 文課題，社会

常識テストを実施した，全ての課題におい

て，患者群は健常群よりも有意に障害され

ていた。また患者群内において比 理解能

力と正常行動理解能力， 理解能力と異

常行動理解能力の間に有意な相関がみら

れた。統合失調症患者の社会的認知機能障

害はこれら 2 つの語用論的要因を含んで

いることが示 された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Fukuhara K, Ogawa Y, Tanaka H, 

Nagata Y, Nishida S, Haga D, Nishikawa 

T 

16 Earlier and greater 

hand pre-shaping in 

the    elderly: a 

study based on 

kinetic analysis of 

reaching movements to 

grasp objects 

（高齢者にみられる早

期のより大きな手

pre-shaping:物体把握

達運の運動学的分析

に基づく研究） 

（査読付） 

共著 平成 29 年 11

月 

Psychogeriatrics 

17(6): 382-388 

物体把握の準備動作として 達運動期間

にみられる手の形態変化を Pre-shaping

という。高齢者の巧 動作の評価ととも

に，高齢者群と若年対象者群の

Pre-shaping を運動解析 置を用いて比

較したところ，Pre-shaping の最大切線

度出現時点と母指・示指間最大 離出現時

点高齢者の方が若年者に比べてより早期

に出現することが示された。この結果は高

齢者においては巧 動作能力の低下を代

する方策として Pre-shaping を変化さ

せていることを示 している。 

本人担当部分：研究計画，結果の考察，論

文執筆に関わった。 

共著者：Tamaru Y, Naito Y, Nishikawa T 
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17 Gustatory 

dysfunction as an 

early symptom of    

semantic dementia 

（意味性認知症の初期

症状としての味覚障

害） 

（査読付） 

共著 平成 29 年 11

月 

Dement Geriatr Cogn 

Dis Extra 7(3): 

395-405

意味性認知症(SD)患者 18 名とアルツハイ

マー病(AD)患者 18 名，健常対 者に対し

て，味覚 値および味覚 別・味覚同定の

能力を測定し比較した。SD と AD ではとも

に早期より健常者に比べて味覚 値が低

下しており，その傾向は SD でより目立っ

た。この研究は SD の味覚 値を測定した

初めての研究である。SD では AD と比較し

てより甘味への 好性の強いことが知ら

れているが，その背景には基本的な味覚機

能低下が関 していると考えられる。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Sakai M, Ikeda M, Kazui H, 

Shigenobu K,Komori K, Ikeda M, 

Nishikawa T 

18 Development of the   

Japanese version of 

the Quality of Life in 

late-stage Dementia 

Scale 

（Quality of Life in 

late-stage Dementia 

Scale 日本版の作成） 

（査読付） 

共著 平成30年3月 Psychogeriatrics 

18(2): 106-112 

重度認知症者の QOL 尺度は海外でも少数

しか開発されておらず，日本ではまだ臨床

に導入されていない。本研究は海外で開発

され広く使用されている Quality of Life 

in late-stage Dementia Scale(QUALID)

を原著者の許可を得て翻訳して日本版

(QUALID-J)を作成し，その信頼性と妥当性

を検討したものである。70 人の重度認知

症者に評価を施行し，十分な信頼性・妥当

性を有する検査であることが確認された。

今後重度認知症患者の治療や介護の効果

判定に役立つことが期待される。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Nagata Y, Tanaka H, Ishimaru D, 

Uematsu M, Naito Y, Nishikawa T 

19 Clinical Utility of 

the Cognitive Test 

for Severe Dementia: 

Factor Analysis, 

Minimal Detectable 

Change, and 

Longitudinal Changes 

  (Cognitive Test for 

Severe Dementia の臨

床的有用性：因子分析，

最小検出可能変化値，

長期変化) 

（査読付） 

共著 平成30年6月 Dement Geriatr Cogn 

Dis Extra 8(2): 

214-225

著者らが開発した重度認知症患者向けの

認知機能テスト CTSD (the Cognitive Test 

for Severe Dementia）の臨床的有用性を

COSMIN checklist によって検討した。232

人の認知症患者における認知機能の変化

を追 し，そのデータにもとづいて 1)因

子分析による構成妥当性，2) 準誤 と最

小検出可能変化値による信頼性と解釈可

能性，3)長期変化による反応性，を検討し

た。結果は CTSD が信頼しうる評価指 で

あることを示した。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Tanaka H, Nagata Y, Ishimaru D, 

Ogawa Y, Fukuhara K, Nishikawa T 
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20 Physical Activity in 

Severe Dementia is 

Associated with 

Agitation Rather than 

Cognitive Function 

（重度認知症の身体活動

は認知機能でなく焦

と関連している） 

（査読付） 

共著 令和 1年 9月 Am J Alzheimers Dis 

Other Demen 

doi: 

10.1177/15333175198

71397.

重度認知症者における身体活動と認知機

能・日常生活活動(ADL)・心理行動症状

(BPSD)の関連を検討した。認知症患者 63

名の 1 日身体活動量をアクティウォッチ

で定量的に計測し，認知機能・日常生活活

動・心理行動症状の各評価尺度の結果との

関連を分析した。重度認知症者の身体活動

は認知機能ではなく BPSD の焦 と相関し

ていた。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Ishimaru D, Tanaka H, Nagata Y, 

Nishikawa T 

21 Insight Into Illness 

and Defense Styles in 

Schizophrenia 

（統合失調症における

病識と防衛様式） 

（査読付） 

共著 令和 1年 9月 J Nerv Ment Dis 

207(10):815-819 

統合失調症者における病識と防衛機制，認

知機能の関連を検討した.38 名の統合失

調症患者に SAI-J（病識尺度），DSQ(防衛

様式)，BACS-J（神経認知機能），BPRS（精

神症状)を施行した結果，認知機能と精神

症状を統制した重回帰分析によって，病識

は未熟な防衛機制に関連していることが

示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Ogawa Y, Fukuhara K, Tanaka H, 

Nagata Y, Ishimaru D, Nishikawa T 

22 Clinical factors 

associated with 

Activities of Daily 

Living and their 

decline in patients 

with severe and 

profound dementia 

（重度および最重度認

知症患者の日常生活活

動とその低下に関連す

る臨床要因） 

（査読付） 

共著 令和 2年 3月 Psychogeriatrics 

20(3):327-336 

認知症患者の ADL に影響を及 す因子を

検討した。131 人の患者に Personal 

Self-Maintenance Scale (PSMS)（ADL 尺

度）と CTSD(認知機能尺度)，NPI-NH と

CSDD(PPSD 尺度)，MNA-FS（栄 状態），CCI

（合併疾患）等による評価の 6か月間の変

化を測定し，重回帰分析を行った結果，最

重度の段階の認知症においても ADL 機能

の低下を最もよく予測する因子は認知機

能であることが示された。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：Tanaka H, Nagata Y, Ishimaru D, 

Ogawa Y, Fukuhara K, Nishikawa T 

23 認知症における

engagement 評価尺度; 

日本語版 Menorah Park 

Engagement Scale の臨

床的有用性の検討  

（査読付） 

共著 令和 2年 3月 老年精神医学雑誌 

31(3):304-310 

engagement とは活動に取り組む主体の態

度のことであり，認知症者のリハビリテー

ションにおいては重要な要因と考えられ

るが，本邦ではいまだこれに関する評価尺

度は導入されていない。海外で使用されて

いる Menorah Park Engagement Scale を原

著者の許可を得て日本語に翻訳し，その信

頼性と妥当性を検討した。日本語版

Menorah Park Engagement Scale は認知症

者の engagement を評価する上で有用性な

尺である。 

本人担当分：研究計画，結果の考察，論文

執筆を担当した。 

共著者：石丸大貴, 田中寛之, 永田優馬, 

西川隆 
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（その他） 

「総説」 

1 意図と の ： の

中の 証法 
単著 平成23年6月 Brain Medical 23(2): 

163-170

離断例で出現する 失行や意図の

という症候においては の半 に

異なる意図が存在することが明らかにな

る。健常者の場合， の半 は相互に

する意図が生じた場合に両者を統合し

てより合理的な行動を創造することによ

り進化と個体発達が実現してきたと考え

られることを論じた。 

2 神経心理学からみた高

齢者の認知機能低下 
共著 平成24年4月 老年精神医学雑誌

23(4): 441-454 

高齢者において減 する認知機能低下に

関して神経心理学的機能の各領域につい

てこれまでの内外の研究知見をレビュー

し解説を加えた。近年のこの分野の研究は

社会学的認知機能に及んでおり，加齢の影

響を受ける程度には多様な があること

を指摘した。 

本人担当部分：資料収集，執筆 

共著者：小川泰弘，西川隆 

3 現象学に対する神経心

理学的見地からの若   

のコメント 

単著 平成25年3月 神経心理学 29(1): 

44-53

現象学は近代の科学的 観主義が動態的

な現実を抽象的に捉えていることを 判

し，主体的体験を根拠として現実をとらえ

ようとする思想であった。このような視点

は，ともすれば 観主義的な人間観を抱き

がちな今日の 科学や神経心理学に対し

ても重要な 判的観点であることを指摘

した。 

4 外来で早期に認知症を  

うコツ 
単著 平成27年3月 治療 97(3): 313-316 一般的な診療において外来患者が認知症

であることを治療者が うのはどのよう

な所見を見出したときであるか，いくつか

の経験上の要点を解説した。 

5 と精神疾患 単著 平成27年3月 神経内科 

82(3):297-304 

離断症状は自己の単一性や同一性の

障害を招くことがら，離断学説が提起され

て以来，統合失調症や心因性の解離症状の

モデルとされてきた。 の解 生理学的

知識と症候学および精神疾患と関連する

研究史の流れを解説し，今後の展望を述べ

た。 

6 DSM-5 からみた 合性

注意の領域 
共著 平成 28 年 12

月 

神経内科

85(2):182-187 

アメリカ精神医学会の精神疾患診断マニ

ュアルDSM-ⅣからDSM-5への改訂に伴い，

認知症の診断基準に含まれる認知機能が

5領域から 6領域に増えるとともに，領域

間をまたいだ再編成が行われた。新たに設

けられた「 合性注意」の概念を改訂の背

景とともに開設した。 

本人担当分：執筆 

共著者：永田優馬, 田中寛之, 石丸大貴, 

西川隆 
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7 統合失調症患者におけ  

る語用論的言語（比

・ ）の理解能力

に   ついて 

  （査読付） 

共著 平成 28 年 12

月 

Journal of 

Rehabilitation and 

Health Sciences 

1415-25  

語用論の定義や統合失調症患者の言語使

用に関する学術的背景，統合失調症患者の

比 ・ 理解における障害についての知

見を総説し，言語的観点からの統合失調症

者に対する支援方法と今後の展望につい

て指摘した。 

本人担当分：執筆 

共著者：福原啓太，田中寛之，小川泰弘，

永田優馬，田中宏明，大西久男，西川隆 

8 グローバリ ーション  

の負 － 困・高齢の  

都市生活者に見える  

景－ 

単著 平成30年2月 臨床精神医学 47(2): 

169-175, 2018

グローバリ ーションやボーダーレスが

進行する社会的影響について，都市の

困・単身の高齢者の視点から最近の社会変

化がどのように見えるかを 護施設での

医療経験を まえ，素 した。 

9 重度認知症者のための

認知機能検査 : 

Cognitive Test for 

Severe Dementia, 

Severe Cognitive 

Impairment Rating 

Scale 

共著 平成 30 年 11

月 

老年精神医学雑誌 

29(11):1175-1181 

重度認知症者の認知機能の変化を検出す

るためには 存する限られた機能を検出

し，それをさらに段階づけることができる

だけの感度を備えていることが必要であ

る。現在日本で使用しうる検査のうち，著

者らが開発した CTSD と同じく著者らが翻

訳導入したSCIRSの2つの認知機能検査に

ついて，それ れの内容と特徴を解説し

た。 

本人担当分：執筆 

共著者：田中寛之, 永田優馬, 石丸大貴, 

西川隆 

「 典」 

1 現代精神医学事典 共著 平成23年1月 弘文堂 精神医学に関する 典 

A5 版 全 1391 頁 

編者：加藤敏，神庭重信，中谷陽二，武田

雅 ， 島晴雄，狩野力八郎，市川宏伸 

執筆者：570 名 

本人担当部分 意識・神経心理学に関する

項目 
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年月日

平成25年4月

平成25年4月

平成22年5月

平成22年9月

平成23年2月

平成23年9月33）現職者対象の研修会、講習会の講師 行岡リハビリOB会研修会「下 障害の理学療法～
足関 疾患を中心に～」

32）現職者対象の研修会、講習会の講師 第8回生 スポーツ研究会「足部機能と運動連 の
観点からスポーツ障害の発生について考察する」

31）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪府理学療法士会 市ブロック 講習会「下
・体 部の運動連 を考慮したアプローチ」

４ 実務の経験を有する者についての特記事項

３ 教育上の能力に関する大学等の評価

30）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪府理学療法士会 市ブロック 研修会「下
・体 部の運動連 に関する基礎知識と評価・

分析」

２ 作成した教科書，教材

5）ビデオ教材の作成 大阪河 リハビリテーション大学
リハビリテーション学部理学療法学専攻
「臨床運動学演習」の動画の自主作成症例の基本
動作ビデオ、高齢者の歩行動作( 250名)の動画集

10）実践PTノート運動 傷害の理学療法（第2版）
(三 書 )

大阪河 リハビリテーション大学
リハビリテーション学部理学療法学専攻
「運動 理学療法学実習」のテキスト作成

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１ 教育方法の実践例

7）実技を取り入れた実践的な講義・実習 平成25年4月
～

現在に る

大阪河 リハビリテーション大学リハビリテー
ション学部 「運動 理学療法学」「運動
理学療法学実習」「スポーツ・リハビリテーショ
ン」において実践的な実技を中心とした講義とプ
レ ンテーション資料の作成、実技の復習や練習
が可能な講義資料を作成した。

教 育 研 究 業 績 書

令和 年

氏名 橋 本 雅

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

健康・スポーツ科学
人間医工学

スポーツ科学、運動療法、動作分析、バイオメカニクス、病態運
動学

リハ－221



年月日事項 概 要

平成23年10月

平成24年3月

平成24年6月

平成25年1月

平成25年1月

平成25年5月

平成25年9月

平成25年12月

平成26年5月

平成26年6月

平成26年9月

平成26年10月45）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪臨床整形外科医会療法士会研修会「 関 障
害に対する理学療法～動作解析と評価から治療
～」

44）現職者対象の研修会、講習会の講師 (公社)大阪府理学療法士会大阪 ブロック技術講
習会「下 運動連 を考慮した観察的動作分析と
アプローチ（実技編）」

43）現職者対象の研修会、講習会の講師 (公社)大阪府理学療法士会 大阪 ブロック 研
修会
「下 運動連 を考慮した観察的動作分析とアプ
ローチ（導入編）」

42）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪河 リハビリテーション大学同 会（河泉
会）スキルアップスキンシップ講 「下 関 疾
患（ 関 ）の評価と治療」

41）現職者対象の研修会、講習会の講師 和 山県高等学校体育クラブキャプテン研修会
「身体の土台、足から考えてみる」

40）現職者対象の研修会、講習会の講師  (公社)奈良県理学療法士会主 第21回公開講
「アンチエイジングの それは『 から』」

39）現職者対象の研修会、講習会の講師  (公社)大阪府理学療法士会 豊能ブロック主 第
1回新人教育プログラム講習会

38）現職者対象の研修会、講習会の講師 第23回京都府理学療法士学会教育講演「運動 疾
患の理学療法における臨床力」

37）現職者対象の研修会、講習会の講師 平成24年度大阪府理学療法士会生 学習部・講習
会「立位 ・歩容を変化させるための評価とア
プローチ」

36）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪府理学療法士会 豊能ブロック研修会「足
部・足関 の機能からみた立位・歩行観察」

35）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪府理学療法士会泉州ブロック特別講演会「下
運動連 からみた身体運動の捉え方～ 説と検

証の り返し～」

34）現職者対象の研修会、講習会の講師 大阪回生リハビリテーション研究会「足部のアプ
ローチから下 ・体 の機能へ運動連 について
考える」
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年月日事項 概 要

平成26年12月

平成27年5月

平成27年12月

平成27年5月

平成27年12月

平成28年10月

平成28年12月

年月日

昭和63年4月

平成16年12月

平成22年4月

平成9年9月

平成12年3月

平成17年3月

２ 特許等

特になし

2）大学教育関連学位 学士(社会学)取得： 教大学第42456号

修士（体育学）取得：大阪体育大学大学院第73号

博士（スポーツ科学）取得：大阪体育大学大学院
第3号

1）理学療法士関連 理学療法士免許（第15840号）取得：厚生労働省

第31回理学療法士・作業療法士 成施設等教員講
習会修了：厚生労働省（第3370号）

専門理学療法士（運動 3-115）認定：日本理学療
法士協会

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１ 資格，免許

52）現職者対象の研修会、講習会の講師 あしべん主 特別講習会「力学的観点から歩行を
診る～動作分析の際、考慮すべきポイント～」

５ その他

51）現職者対象の研修会、講習会の講師 (公社)大阪府理学療法士会 ブロック 研修会
「歩行を診る」

50）現職者対象の研修会、講習会の講師 あしべん主 特別講習会「身体運動連 の基 と
なる体 機能をどう捉えるか 」

49）現職者対象の研修会、講習会の講師 第14回 日本良導 自律神経学会 近 ブロック
講習会「病態運動学から見たスポーツ傷害のとら
え方とアプローチ」

48）現職者対象の研修会、講習会の講師 あしべん主 特別講習会「身体運動連 の基 と
なる体 機能をどう捉えるか 」

47）現職者対象の研修会、講習会の講師 第14回 日本良導 自律神経学会 近 ブロック
講習会「病態運動学から見たスポーツ傷害のとら
え方とアプローチ」

46）現職者対象の研修会、講習会の講師 あしべん主 特別講習会「立位・歩行のための体
機能と動作のとらえ方」
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年月日事項 概 要

( )本田技術研究所 R Dセンター

平成23年4月

現在に る

自動 の乗 動作の関する動作解析
大阪 気通信大学吉田研究室との3施設の共同研究

４ その他

1）学外研究機関などとの共同研究

( )ワコール人間科学研究所 平成17年4月

現在に る

運動機能に着目したアンダーウェア、スポーツ
ウェアの開発と三次元動作解析 置を用いた効果
の検証

5）医療機関での臨床実務歴 平成7年4月

現在に る

金井整形外科医院非常勤にて外来部門を担当。週1
回の診療にて外来症例の理学療法を行っている。
対象症例に対して自宅リハや自主運動の立案、診
療時のチェックを頻回に行った。十数年に渡り診
療を継続している症例も少なくない。

8）医療機関での臨床実務歴 平成18年4月

現在に る

持会池田病院リハビリテーションセンター非常
勤にて、外来部門の 間診療を担当。週1回の診療
にて外来症例の理学療法を行っている。特にス
ポーツ選手のリハビリテーションを多く担当して
いる。また若い理学療法士の教育的立場から臨床
指導を行っている。

３ 実務の経験を有する者についての特記事項
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

共著 平成23年3月

共著 平成23年3月

共著 平成25年4月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

9. 実践PTノート
   運動 傷害の理学療法
  （第2版）

運動 傷害の概論と運動療法に関して実際に実践
している実技内容を部位ごとに紹介した。さらに
自己学習のため、その手技の動画をDVDに収録し
講義外での実技練習に役立てるように工夫した。
第1版から内容の見直しと追加を行い、より実践
的な内容に再編した
（Ａ４判 全210頁）
編著者：小柳
共著者：上野隆司、吉本陽二、橋本雅 、

岡聡、中江徳彦、佐藤睦美、境隆弘
共著者全員での執筆

7．歩行を診る
  －観察から始める理学
  療法実践－

( )文光堂 歩行動作の改善を目的に臨床で経験する障害ご
と、また疾患ごとに歩行動作をいかに捉え、アプ
ローチするかを具体的に解説した。さらに理学療
法効果を高めることに効果的な 具や 具、アイ
テムの使用についてもまとめてある。（Ａ５判
全478頁）
編者：松尾善美

本人担当部分：
（各論28）テーピング、インソールを必要とする
対象者（ ．390～ ．408）を共著。
歩行を分析、アプローチする際にテーピングやイ
ンソールパッドなどを用いて歩容の変化から理学
療法の を具体化していく方法を紹介し、例示
しながら解説した。共著者：橋本雅 、伊佐地弘
基、岡田 美

②本人担当部分：
（各論29）スポーツウエアを必要とする対象者
（ ．409～ ．426）を単著。
テーピングなどの効果を利用し、歩行などの 重
位動作の機能にアプローチする方法を紹介し、
テープの効果を持続させるためのスポーツウエア
の紹介や利用方法について解説した。

8. 理学療法Mook
   スポーツ傷害の理学
   療法(第2版)

（ ）三 書 第1版より、さらに最新情報をふまえてスポーツ
外傷・障害全般的に理学療法士の観点から発生要
因や力学的ストレスなどスポーツ 技を困難にす
る病態運動学について解説している。またその要
因をふまえて適切な理学療法について臨床の観点
から紹介、解説している
（ ５判 全400頁）
編著者：福井 、小柳

本人担当部分：
第3章 と体 の傷害に対する理学療法4．下
のスポーツ障害の理学療法
（ ．71～ ．82）を共著。
下 のスポーツ障害について発生要因とその対応
策、発症後のコンディショニング、トレーニング
および再発予防の観点から解説した。特に運動
学、運動力学的側面から工夫したトレーニングの
紹介や運動解析のデータからスポーツ障害の発生
要因について考察を加えた。
共著者：中江徳彦、橋本雅 、田中則子
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成28年5月

共著 平成29年5月

10. 教科書にはない敏
    PTのテクニック
   -臨床実践変形性 関
    症の理学療法-

( )文光堂 日常診療でよく診る変形性 関 症について，経
験豊富な敏 理学療法士による長年の創意工夫に
より，臨床現場で行われている技術のコツについ
て解説した。
（ ５判 全192頁）
編著者：橋本雅

本人担当部分：
OAの外科的治療を理解し術後に活かす（ ．47

～ ．59）を共著。
人工 関 置 術を中心にその手術方法を解説

し、 切開から術後の理学療法の工夫や考慮の
ポイントを解説した。特に術後関 可動性に影響
を えやすい術創部のアプローチを具体的に紹介
した。
共著者：橋本雅 、木下和昭

②本人担当部分：
OA患者の術前・術後の歩容改善をねらう（ ．

120～ ．134）を単著。
手術前の状態から手術後の歩容の改善を、その

時期に分けて解説した。特に術後の 存する体
機能の不具合に着目して具体的なアプローチにつ
いて紹介している。

11. 教科書にはない敏
    PTのテクニック
    -臨床実践足部・足関
     の理学療法-

( )文光堂 足部・足関 に頻発する運動 傷害を中心に評価
やアプローチについて臨床で行っている実践的な
内容をまとめた。運動 疾患以外にも内科的障害
に起因する足部の障害についてもあわせて解説し
た。
（ ５判 全179頁）
編著者：橋本雅

本人担当部分：
足部・足関 機能と身体運動との関係をとらえる
（ ．25～ ．38）を共著。
足部・足関 の力学的機能について解説し、身体
運動時の基礎としての役割に対して必要な機能を
解説した。また機能不全の場合のアプローチにつ
いて紹介を行った。
共著者：橋本雅 、木下和昭

②本人担当部分：
平足障害 足部・足関 の機能的特徴をふまえ

介入する（ ．70～ ．84）を共著。
臨床で経験する 平足障害が足部にとどまらず、
身体運動に影響を及 す関係性について解説し、
その評価方法やアプローチについて紹介した。
共著者：中尾英 、橋本雅

本人担当部分：
有痛性外反母 足部・足関 の機能的特徴をふ
まえ介入する（ ．85～ ．98）を共著。
外反母 変形でも有痛性の場合を重要視して、足
部にとどまらず、身体運動に影響を及 す関係性
について解説し、その評価方法やアプローチにつ
いて紹介した。特に の工夫やインソールなどに
ついて具体的に解説した。
共著者：生島直樹、橋本雅

本人担当部分：
後 筋 、 筋 の要害 足部・足関 の機
能的特徴をふまえ介入する（ ．99～ ．113）
を共著。

足アーチ機能を担保する筋群に加わる力学的ス
トレスを具体的に紹介し、その頻回な負 が引き
起こす筋 の障害を解説した。足部機能だけでは
なく、身体の重心保持の機能を含めて具体的に解
説した。
共著者： 生玲子、橋本雅
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成30年3月

西守隆 編著, 上杉雅之監修

（ ５判 全305頁）

本人担当部分：
第4章4アキレス 断 (手術適応例).  （ ．196
～ ．205）を共著。
アキレス 断 術後の理学療法を臨床上の工夫を

まえて解説した。
共著者：橋本雅 、木下和昭

共著 平成30年5月

橋本雅 , 村西  編集

（ ５判 全194頁）

本人担当部分：

共著 令和1年8月
橋本雅 編集
（ ５判 全179頁）

本人担当部分：

（学術論文）

[原著論文]

共著 平成22年4月

共著 平成22年6月

13. 教科書にはない敏
    PTのテクニック
    -臨床実践 関
     の理学療法-

( )文光堂

14. 教科書にはない敏
    PTのテクニック
    -臨床実践体 の理学療
法-

( )文光堂

12. 統合と解釈がよくわかる
実践 理学療法評価学

( )医 薬出版

38. グラウンドサーフェ
    イスの変化が大学サ
    ッカー選手のスポー
    ツ傷害に及 す影響
    -土グラウンドとロ
     ングパイル人工
     グラウンドとの比
     較-
    (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.18 (2)
:P.256-P.263

グラウンド表面の違いがサッカー選手のスポーツ
傷害の発生に える影響を調査した。土グラウン
ドで練習を行った１年間とその後人工 グラウン
ドで行った１年間に発生したスポーツ傷害を集計
し、人工 では土グランドと比して上 の傷害発
生が多かった。要因として下 の 労による

の増加、スライディングなどの練習プレー内容
の変化が考えられた。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、大久保衛、
橋本雅 、山野仁志、岸本恵一、藤竹

39. 大学サッカー選手に
    対する足 筋力
    トレーニングの効果
    (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.19
:P.3-P.6

スポーツ傷害の発生と足 筋力との関連か
ら、足 筋力を継続的にトレーニングするこ
とが基本的なパフォーマンステストとの関連を調
査し、検討を加えた。結果はトレーニング介入前
後では片 立位能力、最大1歩 み出し能力が向
上した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、大久保衛、
橋本雅 、山野仁志、岸本恵一、藤竹
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成22年6月

共著 平成22年6月

共著 平成22年8月

共著 平成22年9月

42. 高校サッカー選手に
おける体 筋トレー
ニングが 痛発生予
防へ える効果

(査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.18 (3)
:P.504-P.510

高校サッカー選手において体 筋機能の変化と
痛の有無に関する 経時的変化を調査した。高校
サッカー選手14名に9 月間体 筋トレーニング
を継続した結果、Side Bridge testの平 点が、
介入前5.3 2.7点から介入後9 月で10.3 2.7点
(p<0.001)と有意に増加し、体 筋機能が向上し
たと考えられる。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：井上直人、橋本雅 、田 志、
大 伸吾

43. サッカー選手のボー
ルキック動作と下

重位の動作におけ
る足アーチ高率とア
ーチ沈 率の分析

(査読付)

臨床バイオメカニクス
Vol.31
:P.477-P.483

サッカー選手を対象に下 重位動作時の足アー
チの変化を 観化し、その動作の特性を考察し
た。片 スクワット、キック動作時の足アーチの
低下より、片 スクワット時の低下が大きく、床
反力の方向に違いと足関 度の違いが関 して
いると推察された。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：藤高 平、田 智、大 伸吾、大久保
衛、橋本雅 、岸本恵一、藤竹

40. Side-Bridge動作での
運動 変化に伴う体

筋・ 関 周囲筋の
筋活動

(査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.19
:P.40-P.52

体 筋トレーニングにて用いられるサイドブリッ
ジ動作に運動負 の変化を加えることによって変
化する筋活動を筋 図学的に考察した。 関 外

筋や体 の 定に働く筋活動を効率よく高めら
れる方法を具体的に述べた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、田 志、
井上直人、森洋子、新谷健

41. クラウス・ウェーバ
ーテスト変法と体

部筋エクササイズ
における筋活動量に
ついて
(査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.19
:P.53-P.56

体 筋機能の測定やトレーニングに用いられる動
作や 保持における体 筋の活動を 観化する
ために内 筋にワイヤー を用いた筋 図測
定によりデータを得た。結果、サイドブリッジや
クラウス・ウェーバーテスト変法の 保持が筋
活動を高めていることが示 された。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：杉本拓也、林慈 、池内誠、柳田育久、
橋本雅 、日下昌弘、大 伸吾、大久保衛
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成23年6月

共著 平成23年6月

共著 平成23年7月

共著 平成23年8月

共著 平成23年10月48. 下 機能サポートウ
    エアが 物を持ち、
    おろす動作における
    下 筋活動に及 す
    影響について
   (査読付)

臨床バイオメカニクス
Vol.32
:P.469-P.475

スポーツウエアを中心に市 されている機能的な
ウエアの実際の効果について 観することを目的
に動作解析 置とEMGの分析から検討を行った。
結果、ウエアの着用により、一定の筋活動の軽減
効果が認められることが示 された。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、論
文執筆
共著者：橋本雅 、三谷保弘、山田隆登

46. 変性疾患患者に
    おける アライメ
    ントと 痛疾患治療
    成績判定基準との関
    連について
   (査読付)

近 理学療法学術大会誌
Vol.40

中高年期の 疾患の中でも変性疾患に着目し、
線 影にて得た のアライメントデータと治

療効果判定に用いる身体機能評価項目との関連性
を考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：内原由佳子、橋本雅 、中尾英 、
金沢淳則

47. 高校男子サッカー選
    手における体 筋機
    能と運動時 痛発生
    の経時的変化
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.19 (3)
:P.551-P.557

高校生サッカー選手の運動時 痛と体 筋機能の
継続的な調査から、運動時 痛の軽減には一定以
上の筋機能が必要であり、かつそれを維持する必
要があることが示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：河野 織、橋本雅 、井上直人、
田 志、大 伸吾

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.20
:P.5-P.8

Side-Bridge の を長時間保持させて、体 と
関 周囲筋の筋 労についてEMGを用いて評価

した。EMG上の筋 労を示す変化が確認され、
Side-Bridge の が体 筋の筋 労を評価する
有用性について示 した。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、田 志、
佑、新谷健、宮沢 史

45. グラウンドサーフェ
    イスの違いが大学サ
    ッカー選手のスポー
    ツ外傷に及 す影響
    (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.20
:P.25-P.28

天 グランドと人工 グランドのおけるスポー
ツ外傷の発生について調査した。サーフェイスの
違いにより、下 などの身体 労部位などに違い
があり、スポーツ外傷発生に部位や種類に違いが
あることが分かった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、大久保 、
橋本雅 、岸本恵一、辻信宏、田中一成、
中村信之、来田 幸、藤竹

44. Side-Bridge の
    保持における筋活動
    の経時的変化につい
    て
    (査読付)
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成24年6月

共著 平成24年6月

共著 平成24年6月

共著 平成24年6月

共著 平成24年8月

共著 平成24年10月54. 物の運び下ろし動
    作の運動解析
    － 物の重さの違い
    が身体運動に及 す影
    響－
   (査読付)

臨床バイオメカニクス
Vol.32
:P.353-359

物を運 し、立ち まり、床に下ろす動作にお
ける下 の動作分析を行った。三次元動作解析機

を用いて下 の運動と身体重心のへ負 を 観
し、 物の重さによる変化について検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：三谷保弘、橋本雅

52. リスフラン 傷
    に対する理学療法の
    経験－保存治療につ
    いて
   (査読付)

PTジャーナル
Vol.46 (6)
:P.563-P.567

観 的治療も選択されるリスフラン 傷に対
して、保存的治療を選択し、理学療法や下 全体
や体 に着目したトレーニング指導によりスポー
ツに復帰できた症例について報告した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：岡徹、中川拓也、奥平修三、古川泰三、
橋本雅

53. 大学サッカー選手の
    第5中足 労 に
    おける発生因子の検
    討
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.20 (3) 
:P.543-P.549

サッカー選手に好発する第5中足 の 労 の
発生要因を身体的特徴や練習 から考察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、 田秀 、大 伸吾、
藤竹 、来田 幸、岸本恵一、橋本雅 、
大久保

50. 大学サッカー選手の
    人工 グラウンドに
    おけるスポーツ傷害
    の経時的変化
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.21
:P.25-P.32

人工 グラウンドでの練習が常態化したクラブに
おけるスポーツ傷害の発生について 4年の追
し、調査・検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、来田 幸、
藤竹 、岸本恵一、橋本雅 、大久保

51. 大学サッカー選手の
    足部・足関 傷害に
    対する足部アーチ保
    持筋力トレーニング
    の効果
   (査読付)

理学療法科学
Vol.27 (3)
:P.263-P.267

大学サッカー選手に対して足部のアーチ機能に着
目して継続的にトレーニング指導した。結果、足

把持力と片 立位時間が増大し、足関 の
発生率が低下した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、藤竹 、来田 幸、
橋本雅 、大 伸吾、大久保

49. 高校生男子サッカー
   選手に対するコンデ
   ィショニングサポー
   トが運動時 痛に
   える影響
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.21
:P.23-P.28

高校生に対して1年間継続的に行った体 筋ト
レーニングとストレッチングの指導と実施が、運
動時 痛の発生と 何に関連するかについて検討
した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：古川博章、、石 友 、吉川 也、
山崎 志、橋本雅 、井上直人、木下和昭、
田 志、森洋子
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成24年11月

共著 平成25年1月

共著 平成25年3月

共著 平成25年3月

共著 平成25年6月

58. 大学サッカー選手に
    おける足部スポーツ
    障害に対するインソ
    ールの治療効果
   (査読付)

の医学
Vol.26 (2)
:P.40-P.44

大学サッカー部に所 している選手のスポーツ障
害調査と障害を有する選手のインソールを使用し
たアプローチがもたらす効果について検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、橋本雅 、
大久保

59. クラウス・ウェーバ
    ーテスト変法と体
    部筋エクササイズ
    における 横筋の筋
    活動量について
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.22
:P.25-P.27

体 筋機能を向上させる目的に行われるトレーニ
ング動作について実際の筋活動量の観点からその
効果について検討した。筋活動の測定には、ワイ
ヤー を用い、 部の筋活動を導出した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：杉本拓也、能登洋平、林慈 、池内誠、

哲治、土井 雄、柳田育久、田 智、
大 伸吾、橋本雅 、大久保

56. 高校サッカー選手の
    運動時 痛発生につ
    いて 関 可動性と
    周囲筋タイトネスの
    検討
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.21 (1) 
:P.5-P.10

高校サッカー選手の 痛発生要因として体 筋機
能の低下以外に 関 の可動性の低下が の回

負 を増加し、 痛発生と関係することが示
された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：井上直人、橋本雅 、河野 織、
古川博章、田 志、木下和昭、大 伸吾

57. 大学サッカー選手の
    第5中足 労
    と身体的要因の関係
   (査読付)

日本整形外科スポーツ医
学会雑誌
Vol.33 (1)
:P.37-P.42

継続的のフォローしている大学サッカー部の選手
の身体的特徴とサッカーに多い第5中足 の障害
との関連性について調査した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、岸本恵一、
橋本雅 、大久保

55. 高校サッカー選手の
    痛予防に対するコ
    アエクササイズの効
    果
   (査読付)

スポーツ傷害
Vol.17
:P.44-P.47

高校生サッカー選手に継続的に体 筋を中心とし
たトレーニングを行わせ、運動時 痛の有無を経
時的に測定した。結果、体 筋機能は向上する
が、 痛の軽減に必ずしも関係しているとは言え
なかった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、論
文執筆
共著者：橋本雅 、石 友 、井上直人、
木下和昭、田 志
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成25年6月

共著 平成25年6月

共著 平成25年7月

共著 平成25年10月

共著 平成26年1月64. 高校男子サッカー選
    手における体 筋機
    能と 関 可動域が
    運動時 痛に及 す
    影響
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.22
:P.59-P.66

高校生のサッカー選手を対象に体 筋の持久性と
協調性を見た機能評価と 関 の可動性と 性
が スポーツ動作時の 痛発生に及 す影響を考
察し その関連性を示 した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：吉川 、橋本雅 、井上直人、
古川博章、木下和昭、大 伸吾

62. 大学サッカー選手に
    おける足部スポーツ
    障害に対するインソ
    ールの有用性
   (査読付)

日本整形外科スポーツ医
学会雑誌
Vol.33 (3)
:P.292-P.297

断的に調査を継続している大学サッカー選手に
認められる足部スポーツ障害に対して、市 のイ
ンソールの使用がスポーツ障害発生にどのように
影響を及 すかを検討した。結果、インソールの
使用の有用性が示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、岸本恵一、
橋本雅 、大久保

63. 物の持ち上げ動作
    時の下 および体
    の運動力学的解析
   (査読付)

理学療法科学 
Vol.28 (5)
:P.619-P.622

日常生活から職業動作によく見られる 物の持ち
上げ動作について動作分析を行った。三次元動作
解析 置を用いて体 、下 の力学的負 を 観
化した。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：三谷保弘、橋本雅 、北川智美、
松木明好

60. デジタルカメラによ
    る 可動域測定
    法の一検討(第一報)
    (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.22
:P.29-P.31

デジタルカメラにて 影した静 画を用いて
間の 度の変化から の可動性を予測した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：福本貴典、田 志、 佑、高 厚
史、橋本雅

61. 第5中足 労 の
    を有する大学サッ
    カー選手におけるタ
    ーン動作時の足部圧
    力解析
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.22
:P.39-P.41

サッカー選手の好発する足部第5中足 の発
生要因として切り返し動作の り返しが考えられ
る。実際にターン動作にて足部の同様な力学的な
ストレスが加わるかを 観化し、発生要因を検討
した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、藤竹 、
来田 幸、岸本恵一、武村政徳、辻田純三、
橋本雅 、大久保
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成26年3月

共著 平成26年4月

共著 平成26年4月

共著 平成26年6月

共著 平成26年6月

68. 大学サッカー選手に
    おける足関 の
    技復帰に影響を及
    す要因の検討
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.23
:P.19-P.21

断的に調査している大学サッカー選手の足関
についてスポーツ復帰に影響を及 す身体的

特徴(筋力、 性など)を検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大久保 、大 伸吾、
藤竹 、来田 幸、岸本恵一、橋本雅 、田中
康仁

69. ハンドヘルドダイナ
    モメーターを用いた
    体 機能評価方法の
    再現性と関連性
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.23
:P.27-P.29

体 筋の筋力測定にハンドヘルドダイナモメータ
を用いた測定に関してその再現性について級内相
関係数を用いて検討を行った。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、米田 貴、中雄太、
北西秀行、大八木博貴、橋本雅 、 沼

66. 大学アメリカンフッ
    トボール選手におけ
    るSide Bridge test
    と体 筋力との関係
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.22 (2)
:P.297-P.301

大学生の体 機能を 発力の観点と筋持久力の観
点から測定し、その関連性を検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：井上直人、中川泰 、向井章 、
新宮信之、廣瀬ちえ、橋本雅 、田 志、
木下和昭

67. 第5中足 労 の
    を有するサッカ
    ー選手の切り返し動
    作の動作解析
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.22 (2)
:P.331-P.335

第5中足 の 経験のあるサッカー選手の方向
(切り返し)動作をハイスピードカメラにて

影し その足部の関 運動を健常者と比較検討し
た。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、岸本恵一、
橋本雅 、大久保 、熊井司、田中康仁

65. 高校男子サッカー選
    手における入学年度
    別の体 筋機能と運
    動時 痛発生の経時
    的変化
   (査読付)

條 学園大学リハビリ
テーション学部紀要
9号
:P7-P14

断的に調査している高校生サッカー選手が各年
代の体 機能評価の結果に特徴があることが分か
り、その後トレーニング介入した結果、運動時の

痛が一時期改善するが、その後 かに増加する
傾向があることが分かった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：石 友 、橋本雅 、井上直人、
木下和昭、古川博章、大 伸吾
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単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成26年6月

共著 平成26年7月

共著 平成26年8月

 

共著 平成26年8月

共著 平成26年12月74. 変形性 関 症にお
    ける体 機能と身体
    機能の関連性
   (査読付)

運動 リハビリテーショ
ン
Vol.25 (4)
:P.350-P.355

変形性 関 症患者を対象にその体 機能を評価
する方法を考案した。その体 機能と身体機能と
の関連を検討し、変形性関 症の発生機序につい
て考察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、米田 貴、
中雄太、北西秀行、大八木博貴、 沼

72. 大学男子サッカーチ
    ームにおける10年間
    の傷害発生状況
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.22 (3)
:P.463-P.472

断的に関わっている大学サッカー選手のスポー
ツ障害発生の動向について10年間の調査結果をま
とめ、検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、藤竹 、来田 幸、
岸本恵一、橋本雅 、大 伸吾、大久保 、
熊井司、田中康仁

73. 関 可動域、下
    筋タイトネスの経時
    的変化が運動時 痛
    に及 す影響
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.22 (3)
:P.481-P.487

高校生サッカー選手を対象に 関 の可動性と下
筋の さが、運動時 痛との関連と関連すると

考えられ、トレーニング介入によるその改善がそ
の後の運動時 痛にどう変化をもたらせるかを調
査し検討を加えた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：福本貴典、橋本雅 、田 志、

祐、井上直人、木下和昭、大 伸吾

70. 本学学生の国家試験
    前後における不安の
    変化
   (査読付)

リハビリテーション教育
研究
19号
P.216-P.217

最終学年の学生を対象に国家試験前後の不安状態
を 観化し その変化について検討を行った。資
格を取得する教育課程において最終目 となる国
家試験は多くの学生において不安をもたらす要因
となることが考えられた。

本人担当部分：研究指導
共著者：小 武 、岡健司、 橋泰子、
橋本雅 、酒井桂太

71. 重による足部アー
    チの変化が足部スポ
    ーツ障害の発生に
    える影響 大学サッ
    カーチームの8年間の
    前向き研究
    (査読付)

日本整形外科スポーツ医
学会雑誌
Vol.34 (3)
:P.307-P.311

重負 による足部アーチ高の沈 率を測定し、
後に足部に発生するスポーツ障害との関係性につ
いて検討を行った。アーチ高の変化が大きい選手
はスポーツ障害発生に何ら影響を える可能性が
示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、橋本雅 、大 伸吾、
大久保 、熊井司、田中康仁
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概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成27年4月

共著 平成27年4月

共著 平成27年5月

共著 平成27年6月

共著 平成27年6月

  

78. 足部横アーチ変化の
    測定方法の検討
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.24
:P.19 P.22

外見の形状では測定が困難である足部横アーチの
観的な測定方法について考案し、その方法の有

用性につて検討した。

本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、藤竹 、来田 幸、
岸本恵一、橋本雅 、大 伸吾、大久保 、
熊井 司、田中康仁

79. Trunk Righting Test
    と体 機能の関係性
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.24
:P.31 P.34

体 機能評価として考案したTrunk Righting 
Testと体 筋の持久性と協調性を見るブリッジテ
ストとの関連性から、体 筋の評価方法について
検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、北西秀行、
井上直人、植田篤史

76. 大学男子サッカーチ
    ームにおける上半身
   傷害の発生状況 : 
   10年間の傷害調査結果
  (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.23 (2)
:P.242-P.251

大学男子サッカーチームにおける, 2003年から
2012年までの10年間の上半身(上 , 体 , 
部)に発生した傷害を調査した.  1年生時の発生
率, ゴールキーパーの発生率が有意に高く, 1部
リーグに参加した年度と人工 グラウンドに変更
した年度の上 傷害発生率の有意な増加が認めら
れた.
本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、藤竹 、来田 幸、岸本恵
一、橋本雅 、大 伸吾、大久保 、熊井司、田
中康仁

77. 大学サッカー選手に
    おける足 筋力
    が足部スポーツ障害
    の発生に える影響
   (査読付)

日本整形外科スポーツ医
学会雑誌
Vol.35 (2)
:P.133-P.138 

多種多様なフットワーク動作が必要なサッカー選
手において足 の 力(把持力)がスポーツ障害
発生にいかに関 するかを検討した。

本人担当部分：ータ分析、研究指導
共著者：藤高 平、橋本雅 、大 伸吾、大久保

、熊井司、田中康仁

75. 位での片側支持
    における 保持と
    Trunk Righting Test
    との関係
   (査読付)

理学療法科学
Vol.30 (2)
:P.329-P.332

体 機能の評価方法として 位 で行うテスト
方法を考案した。そのテスト方法にて得られた結
果と 位 保持との関連性を検討し、体 機能
評価の有用性について考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、米田 貴、中雄
太、北西秀行、大八木博貴、 野祐一、 沼
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単著・
共著の別

発行又は
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発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成27年6月

共著 平成27年6月

共著 平成28年1月

共著 平成28年4月

82. 位体 重支持機
    能テストと体 筋機能
   (査読付)

理学療法科学
Vol.31 (1)
:P.49-P.52

Trunk Righting Testにて得られた 位での 重
支持機能とブリッジ 保持にて得られた体 筋
の持久性と協調性との関係性について考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、北西秀行、
米田 貴、中雄太、大八木博貴、井上直人、植田
篤史、田 志、福本貴典、高 厚史、
佑、新谷健、 野祐一

83. 変性疾患に対す
    る体 伸展持久力ト
    レーニングの効果
    日本整形外科学会
    疾患問診
   （JOABPEQ）を用いた
    評価
   (査読付)

理学療法科学
Vol.31 (2)
:P.275-P.279

部疾患患者を対象に体 筋の持久性向上を目的
にトレーニング介入し、介入の結果として疾患に
関連する症状の変化を問診 を用いて調査した。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：中尾英 、稲葉 洋、森藤武、内原由佳
子、渡 、金子元春、木下和昭、橋本雅 、大

伸吾

80. A novel objective 
    evaluation method
    for trunk function
  （体 筋機能評価方法の
   検討）
   (査読付)

J. Phys. Ther. Sci. 
Vol.27
:P.1633 P.1636

体 機能を 観的に評価する方法としてTrunk 
Righting Testを考案し、その有用性を検討し
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：Kazuaki Kinoshita,
Masashi Hashimoto, Kazunari Ishida, 
Yuki Yoneda, Yuta Naka,
HidekuKi Kitanishi, Hirotaka Oyagi,
Yuichi Hoshino, Nao Shibanuma

81. 人工 関 全置 術
    後患者の身体機能と
    術前および術後の体
    機能の関連性
   (査読付)

理学療法科学
Vol.30 (3)
:P.389-P.394

体 機能評価としてTrunk Righting Testを用い
て術前後の患者を対象に調査した。結果、術後の
身体機能に体 機能が関係することが示 され
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、中雄太、北西秀
行、大八木博貴
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発行又は
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概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成28年6月

共著 平成29年3月

共著 平成29年5月

共著 平成29年6月

86. 高校男子サッカー選
    手における体 重
    支持機能とブリッジ
    保持の特徴～利
    き 側と非利き 側
    での比較～
   (査読付)

日本整形外科スポーツ医
学会雑誌
Vol.37 (2)
:P38-P41

Trunk Righting Testにて得られた体 重機能
とブリッジ 保持により得られた体 筋機能の

と効き と非効き の関係性について調査
した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、中尾英 、大 伸
吾

87. 大学サッカー選手の
    人工 グラウンドに
    おけるスポーツ傷害
    の経時的変化 人工
    グラウンドに対す
    るゴムチップ補充の
    影響
  (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.25
:P53 P55

サッカー 技中に発生する外傷や障害を引き起こ
す要因は，選手が使用しているグラウンドサー
フェイスも一要因になると報告されている。今
回，長期経過した人工 グラウンドに特 砂や
ゴムチップを補充したことによる，スポーツ傷害
発生への影響を検討した．結果、人工 グラウン
ドでは年数が経過するとともに下 発生率が
増加し，ゴムチップの補充後では下 離れの発
生率が有意に減少した．

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、藤竹 、来田 幸、岸本恵
一、橋本雅 、大 伸吾、大久保 、熊井 司、
田中康仁

84. 体 の 重支持機能
    の がジャンプ
    動作に える影響
   (査読付)

JOSKAS
Vol.41 (3)
:P.1068-P.1074

Trunk Righting Testにて得られた体 重機能
の が各種のジャンプ動作に える影響につ
いて調査した。結果、体 の安定性が大きく求め
られるジャンプ動作では体 機能の が関
しやすいことが示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、井上直人、北西秀
行、中雄太、大八木博貴、植田篤史、 野祐一、
石田一成、 沼 、中尾英 、大 伸吾

85. 成長期スポーツ障害
    の 分離症と非特
    異的 痛の 線による
    アライメントと
    可動性について
   (査読付)

大阪河 リハビリテー
ション大学紀要
11巻
:P.135-P.139

成長期のスポーツ選手に見られる 分離症と非
特異的 痛者に 線 影から のアライメント
と 影 間の から可動性を予測した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：中尾英 、橋本雅 、森藤武、岡健司
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又は発表学会等の名称

共著 平成29年6月

共著 平成29年7月

共著 平成29年7月90. 野 経験年数での 関
    回 可動域の変化
    (査読付)

JOSKAS
Vol.42 
：P.493-P.498

小中学生の野 経験年数別での 関 可動域の変
化について検討した。結果は野 経験年数の増加
に伴い、両側共に 関 90 外 位での外 度
と全可動域に有意な低下傾向が認められた。以上
より、小中学生の野 選手の 関 90 外 位で
の外 度と全可動域は野 経験の増加に伴い減
少していくことが考えられ、今後の 障害治療
の一助となる可能性が示された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：木下和昭、中川泰 、向井章 、佐治
彦、 本浩光、井上直人、伊藤春 、橋本雅 、
大 伸吾

88. Relationship 
    between trunk 
    function 
    evaluated using the 
    trunk righting 
    test and physical 
    function in 
    patients with knee 
    osteoarthritis
  （体 筋機能テストと
    変形性 関 症患者
    の身体特性との関
    連性）
   (査読付)

J. Phys. Ther. Sci. 
Vol.29
:P.996 P.1000

変形性 関 症（OA）患者の運動機能評価におい
て体 の立ち直り運動のテスト（TRT）を用いて
体 筋機能の評価を行っている。その臨床上の有
効性について検討した。結果、同側のTRTと関連
する因子は、最大等尺性 伸筋力テストおよび同
側のステップテストであった。術側と、非術側
TRTはTUGとかなり関連していた。下 の運動 疾
患であるが、体 機能評価の重要性が示 され
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：Kazuaki Kinoshita, Kazunari Ishida, 
Masashi Hashimoto, YuKi Yoneda, Yuta NaKa, 
hideyuki Kitanishi, Hiroki Oyagi, Yuichi 
Hoshino, Masahiro Kurosaka, Nao Shibanuma

89. Side-to-side 
    differences in range 
    of motion, muscle 
    strength, and medial 
    elbow laxity in 
    young baseball 
    players 
    with medial elbow 
    injuries
   （内側型 関 障害を
     有した成長期野 選
     手の関 可動域、筋
     力、関 緩性のの
     について）
    (査読付)

J Phys Fitness Sports 
Med
Vol.6 (4)
:P.233-P.239

成長期の野 選手の 関 の障害は 動作に大
きく影響し、また 動作から力学的影響を受け
る。今回、成長期の野 選手の関 機能の評価か
ら検討を加えた。結果、 外内 、 伸、前
回内外 関 内 の可動域は非 側に比べ減
少していた。また 筋および 上筋の筋力、
関 の内側不安定性は を示していた。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：Takeshi Morifuji, Hidetoshi Nakao,  
Takahiro Inaba, Kenji Kasubuchi, Masashi 
Hashimoto, Motoharu Kaneko

リハ－238



著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別
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概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成29年8月

共著 平成29年10月

共著 平成30年6月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：高 厚史, 田 志, 佑, 福本貴
典, 大 伸吾, 木下和昭, 新谷健, 橋本雅

共著 平成30年12月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導
共著者：木下和昭, 橋本雅 , 中尾英 , 
佑, 谷 佑, 福本貴典, 高 厚史, 大 伸吾

共著 令和1年1月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：中尾 英 , 橋本 雅 , 濱田 太 , 木
下 和昭, 森藤 武, 大  伸吾

共著 令和1年3月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：Kazuaki Kinoshita, Kazunari Ishida, 
Masashi Hashimoto, Hidetoshi Nakao, Nao 
Shibanuma, Masahiro Kurosaka, Shingo Otsuki

日本人の健常高齢者を対象に運動機能評価と身体
組成 認知機能との関連を検討した。ロコモティ
ブシンドロームのように運動機能の低下により引
き起こされるが、これは認知機能の変化や体組成
の変化との関連が示 された。

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導
共著者：Misa Nakamura, Fumie Tazaki, Kazuki 
Nomura, Taeko Takano, Masashi Hashimoto,  
Hiroshi Hashizume, Ichiro Kamei

日本臨床スポーツ医学会
誌27巻1号
p 27-p 33

93.体 筋・ 関 周囲筋の
機能評価を目的とした難度別
のcore stability testの保
持時間について  (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌, 27:

27 29

95. 痛を有する高校野 選
手における体 ・ 関 筋力
と アライメントとの関係
性  (査読付)

96.A Vertical Load Applied 
Towards the Trunk 
Unilaterally Increases the 
Bilateral Abdominal Muscle 
Activities  (査読付)

J. Phys. Ther. Sci. 
Vol.30(3)
:P.273 P.276

92. Cognitive impairment 
    associated with 
    locomotive syndrome 
    in community-dwelling  
  elderly women in 
    Japan
  （日本人の健常高齢者
    女性の運動機能評価
    と認知機能について）
   (査読付)

Clinical Interventions 
in Aging 2017
12 
:P.1 P.7

理学療法科学 33(6)
p.929-p.934

91. 障害 を有する
    小学生野 選手の
    関 可動域の特徴
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.25 (3)
：P.454-P.457

動作において, 関 可動域の制限は, 
障害 の発症と関連が報告されている. そのた
め, 本研究の目的は 障害 を有する小学生野

選手の 関 可動域の特徴を明らかにすること
とした.結果, 障害群は健常群に比して, 側, 
非 側の 関 外 位での外 可動域が, 有意
に小さかった. また, 側の 全回 可動域お
よびGlenohumeral Internal Rotation Deficit
は, 2群間で統計学的に有意 はなかったが, 障
害群の うが小さい傾向であった.

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：植田篤史、橋本雅 、木下和昭、小島喜
義、衛門良幸、井上直人、大 伸吾

94.片 立位と 位での片
側支持 の 部周囲筋の筋
活動の関係  (査読付)
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和1年4月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：木下 和昭, 中川 泰 , 向井 章 , 伊
藤 春, 井上 直人, 橋本 雅 , 大  伸吾

共著 令和1年10月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：木下 和昭, 橋本 雅 , 大八木 博貴, 
石田 一成, 沼 , 来田 幸

日本臨床スポーツ医学会
誌
27巻2号
p.273-p.278

理学療法科学 34巻5号
p.553-p.557

98.人工 関 全置 術後早
期のTimed up and go testの
改善に関係する因子  (査読
付)

97. 障害を発症する小学
野 選手の 関 可動域の特
徴 一年間の 断的検討  
(査読付)
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

その他

「総説・報告書」

単著 平成25年4月

単著 平成26年6月

共著 平成26年7月16.  足部・足関 のスポ
     ーツ障害-overuse障
     害の克服- 理学療
     法によるoveruse障
     害への対応

臨床スポーツ医学
31巻7号
：P.674-P.684

overuse障害の要因を関 緩性など関 の特性
と運動連 における力学的ストレスの観点から解
説する。具体的には運動療法の紹介とインソール
などの 具療法を併用した理学療法を解説した。
本人担当部分：論文執筆
共著者：橋本雅 、伊佐地弘基

理学療法京都
42号
：41-46

運動 疾患の理学療法を効果的に進めるにあた
り、身体の機能を 何に捉えることができるが重
要である。その際、動作の観察・分析が適切に行
い、機能障害を具体的にする評価が治療の成果を

する。著者の工夫している動作の捉え方を紹
介しながら、ポイントを解説した。

15.  観察的動作分析にお
     ける介入効果から身
     体運動を捉える方法
     ～足部・足関 の機
     能に着目して運動
     疾患における歩行動
     作を考察する～

大阪河 リハビリテー
ション大学紀要
8巻1号
:P.158-P.165

身体運動の土台である足部足関 の機能を中心に
運動連 の観点から身体全体に及ぶ 制 や運
動調整について解説した。特にインソール療法と
運動療法の併用や 重位トレーニングにおける考
え方、観察的動作観察のポイントなどを紹介しな
がら説明を加えた。

14. 運動 疾患の理学療
     法における臨床力
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

単著 平成29年11月

(その他)

[学会発表]

(国際学会)

－ 平成22年6月

－ 平成23年11月

－ 平成24年5月

－ 平成25年9月

3. Risk factors of 
   stress fracture of 
   the fifth metatarsal 
   bone in university 
   soccer players.
  （大学サッカー選手の
    第5中足 労
    の危険因子）

American College of 
Sports Medicine, 16th 
Health  Fitness  
Summit  Exposition
(Los Vegas)

サッカー選手に多く見られる足部傷害の一つ第5
中足 の発生要因を検討した。検討項目は下

を中心に機能評価を行い、関連する因子につい
て考察した。 関 アライメント(Q-angle)と足

筋力との関連が示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：Kohei Fujitaka, Shingo Otuki,
Shunsuke Fujitake, Teruyuki Kita, Keiiti
 Kishimoto, Masashi Hashimoto, Mamoru Okubo

4. Characteristics of 
   human body movement 
   when lifting loads: 
   investigation into 
   difference in load 
   weight.
（重量物の持ち上げ動作
  におけるの重さに違い
  が身体動作に える特
  徴）

WCPT-AWP  ACPT 
Congress 2013
(Taichung, Taiwan)

物の持ち上げ動作における運動特性について、
物の重さを変えた時に体 、下 の運動負 が

どのように変化するかを検討した。

本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導
共同発表者：Yasuhiro Mitani, Masashi 
Hashimoto,
Tomomi Kitagawa

The 18 Congress of the 
International Society 
of Electrophysiology 
and Kinesiology 
(Aalborg, Denmark)

自 ペダリング動作における運動量や仕事負
をペダリング 度や回 トルクの調整から定量化
し、筋活動様式の特性を確認した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：Iwasita Atsusi,Konisi Y,
Hashimoto Masashi, Ichihasi Noriaki, 
Yoshida Masaki

2. Relationship between 
   stress fracture of 
   the 5th metatarsal 
   and physical facters 
   in college soccer 
   players
 （大学サッカー選手の身
   体特性と第5中足
   との関係性について）

The 5th Asia-Pacific 
Conference on Exercise 
and Sports Science 
(APCESS 2011,Shanghai)

大学サッカー選手に好発する第5中足 の 労
の発生要因を身体的特徴から考察した。特に下
のアライメントが関連する可能性があった。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：Kohei Fujitaka, Shingo Otuki,
Mamoru Okubo, Masashi Hashimoto,
Keiiti Kishimoto, Shunsuke Fujitake, 
Teruyuki Kita

17.  動作解析を用いた機
     能的ウエア開発 ワ
     コールとの共同開発 

理学療法ジャーナル
51巻11号
：P.959-P.962

特集「多分野に広がる理学療法」の1つを担当執
筆。
身体運動解釈、動作分析の観点から機能的ウエア
を開発する業務について紹介した。過去10年の実
施の開発例を示し、理学療法の観点がどのように
活用できるかを解説した。

1．Effects of different 
 pedaling rates on 
 muscle activity of 

   lower extremity and 
   crank tor ue during 
   constant work rate 
   pedaling.
  （回 度の違う自
    のペダリング動作
    における下 筋活動
    と関 トルクの違い
    について）
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成28年10月

(国内学会)

－ 平成22年5月

－ 平成22年10月

－ 平成22年11月

－ 平成22年11月

45． 物の持ちおろし動
    作における着用ウエ
    アが下 筋活動に及
    す影響について

第37回 
日本臨床バイオメカニク
ス学会
(京都)

物の持ちおろし動作において、下 筋活動の観
点から、着用する 通スパッツと下 機能サポー
トを考慮したスパッツとの違いを 観化した。結
果、関 運動やトルクには大きな違いがないが、
下 機能サポートのスパッツ着用時に下 重力
筋における筋活動が低下し、ウエアのサポート効
果が示 された。

46．高校女子バレーボー
    ル選手の運動機能と
    スポーツ傷害の特徴

第21回 
日本臨床スポーツ医学会
( 城)

高校バレーボール選手の体力測定を行い、筋力、
筋持久力、 性などの結果とスポーツ傷害歴と
の関連を考察した。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：三谷保弘、橋本雅 、森北育宏

ACPT Congress 2016
(Kuala Lumpur, 
Malaysia)

体 機能評価としてブリッジ を用いた機能評
価を行っている。今回、その評価 における体

の筋活動の特性を 観化し、今後の評価方法と
しての有用性を検討することとした。

本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導
共同発表者：
Satoshi Tagashira, Masashi Hashimoto

43. 高校サッカー選手に
    おける 関 周囲筋
    のタイトネスと運動
    時 痛発生との関連
    性

第45回
日本理学療法学術大会
（ ）

高校サッカー選手の運動時 痛発生に関して調査
した。 痛と関連性がある 関 周囲のタイトネ
スなどを他覚的に測定し、有痛者と無痛者との相
違点いついて考察し、検討を加えた。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：古川博章、木下和昭、橋本雅 、
井上直人、大塚 織、吉川 也、石 友 、
福永浩明、吉野育代

44． 変性疾患におけ
    る体 筋持久力が
    痛治療成績判定基準
    におよ す影響につ
    いて

第18回
日本 痛学会
（北海 ）

部変性疾患を有する外来患者を対象に、 の
可動性を 線 影から測定し、体 筋力を筋持久
力の観点から点数化し、 痛治療成績判定基準に
おける各項目との関連性を検討した。結果、体
の伸展筋持久力が日常生活動作能力との関係があ
ることが示 された。
本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導
共同発表者：中尾英 、橋本雅 、内原由佳子、
金澤淳則

5. Electromyography 
   analysis in 
   stratified core 
   stability 
   testing
  （体 筋機能の評価テ
    ストの筋 図学的検
   討）

リハ－243



著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成22年11月

－ 平成22年11月

－ 平成22年11月

－ 平成22年11月

－ 平成23年5月51. 大学サッカー選手の
    足部・足関 スポー
    ツ傷害に対する足部
    アーチ保持筋力トレ
    ーニングの効果

第46回
日本理学療法学術大会
（宮崎）

大学生にサッカー選手の足部アーチに着目し、下
のスポーツ傷害発生と関連性と足部に対するト

レーニングの継続による傷害発生の変化を検討し
た。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、大久保 、
橋本雅 、藤竹 、来田 幸

49．大学サッカー選手に
    おける学年別での足
    関 の発生状況
    の分析

第21回 
日本臨床スポーツ医学会
( 城)

大学サッカー選手を計5年間調査し、足関
の発生と関係する要因を検討した。結果、1年生
が他の学年よりも、発生頻度が大きかった。大学
生になってサッカーの練習環境の変化などが要因
であることが示 された。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大  伸吾、大久保 

、橋本雅 、岸本 恵一、藤竹 、来田 
幸

50． 変性疾患患者に
    おける アライメ
    ントと 痛疾患治療
    成績判定基準との関
    連について

第50回
近 理学療法学術大会
（和 山）

変性疾患患者における 線所見と 関
可動域、体 筋持久力に着目し、日常生活動作と
の関連を検討した。結果、体 伸筋持久力は、

前 との相関がなかった。しかし、JOAスコ
アと相関することから、 保持に寄 する体
伸展筋持久力の向上が、 痛の軽減につながり、
結果として日常生活動作能力の向上に関 するこ
とが考えられる。つまり、 変性疾患における

痛を有する患者の治療として重要な項目である
と言える。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：内原由佳子、橋本雅 、中尾英 、
金澤淳則

48．高校サッカー選手の
    運動時 痛発生につ
    いて－ 関 可動性
    と周囲筋タイトネス
    の検討－

第21回 
日本臨床スポーツ医学会
( 城)

高校サッカー選手の 痛発生要因として体 筋機
能の低下以外に 関 の可動性の低下が の回

負 を増加し、 痛発生と関係することが示
された。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：井上直人、橋本雅 、古川博章、
河野 織、木下和昭、田 志、大 伸吾

47．Side-Bridge 保
    持における筋活動の
    持続的変化

第21回 
日本臨床スポーツ医学会
( 城)

サイドブリッジ 保持に関して筋持久力につい
て筋 図的考察を行った。長時間の が可能群
と不可群では筋 労が示されてからの筋出力(筋

分値)が多くなるかどうかの違いが示され
た。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、田 志、
井上直人、古川博章、河野 織、松本 生
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成23年5月

－ 平成23年9月

－ 平成23年9月

－ 平成23年9月

－ 平成23年11月

－ 平成23年11月57. 高校男子サッカー選手
    における体 筋機能と
    関 可動域が運動時
    痛に及 す影響

第22回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（青森）

高校生の男子サッカー選手の運動時 痛と体 筋
機能、 関 可動性との関連性について考察し
た。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：吉川 也、橋本雅 、井上直人、
古川博章、大 伸吾

55. 大学サッカー選手の
    第5中足 労 と
    身体的要因の関係

第37回
日本整形外科スポーツ医
学会学術集会
（福岡）

サッカー選手に好発する第5中足 の 労 の
発生要因を身体的特徴から考察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、大久保 、
橋本雅 、岸本恵一、藤竹 、来田 幸

56. 大学サッカー選手の
    第5中足 労 に
    おける発生因子の分
    析

第22回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（青森）

サッカー選手に好発する第5中足 の 労 の
発生要因を身体的特徴や練習 から考察した。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、大久保 、
橋本雅 、岸本恵一、辻信宏、田中一成、
中村信之、藤竹 、来田 幸

53. 大学サッカー選手の
    足部スポーツ傷害と
    身体的要因の関係

第66回
日本体力医学会大会
（山口）

大学サッカー選手の足部周辺のスポーツ傷害の発
生要因を身体的特徴や機能の観点から調査し、考
察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、大久保 、
橋本雅 、岸本恵一

54. ジョーンズ を受
    傷したサッカー選手
    の特徴と

第25回
日本 医学会学術集会
（奈良）

第5中足 の受傷したサッカー選手の身体的
特徴を測定し、カティング動作を動作解析した結
果とあわせて の発生要因を考察した。

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導
共同発表者：大 伸吾、藤高 平、橋本雅 、
大久保

52. 高校男子サッカー選
    手における初回メデ
    ィカルチェック時の
    体 筋機能と 痛発
    生の変化

第46回
日本理学療法学術大会
（宮崎）

高校生男子サッカー選手の運動時 痛に関する調
査である。初回に調査時の 痛有無と身体機能と
の関連性について検討した。
本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導
共同発表者：石 友 、橋本雅 、井上直人、
古川博章、山崎 志、河野 織、吉川 、
木下和昭
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成23年11月

－ 平成23年11月

－ 平成23年11月

－ 平成24年5月

－ 平成24年7月

61. ハンドヘルドダイナ
    モメーターを用いた
    体 機能評価方法の
    信頼性

第47回
日本理学療法学術大会
（兵庫）

ハンドヘルドダイナモメーターを使い、 位
にて体 機能を測定する方法を考案した。 り返
し測定による再現性を中心に検討を行った。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、米田 貴、
中雄太、大塚靖子、 克真、 沼

62. Critical illness 
    polyneuropathyをき
    たした１例に対して
    訪問リハビリテーシ
    ョン介入により復職
    可能となった経験

第24回
大阪府理学療法学術大会
(大阪)

運動感覚性 索型ポリニューロパチーを呈した症
例を訪問リハビリテーションの形態にて介入し、
部分的であるが復職に向けて改善が見られたこと
について報告した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：廣瀬 士、池田耕二、大原佳 、
竹内章、橋本雅

59. 高校生男子サッカー
    選手の 関 可動域
    と筋の伸張性に対す
    るトレーニング効果
    が運動時 痛に及
    す影響

第22回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（青森）

運動時 痛と 関 可動性との関連に着目し、継
続的なトレーニング効果と運動時 痛の変化につ
いて考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：福本貴典、橋本雅 、田 志、

佑、井上直人、木下和昭、大 伸吾

60. 物の運び下ろし動
    作の動作解析― 物
    の重さの違いが身体
    運動に及 す影響―

第38回
日本臨床バイオメカニク
ス学会
（兵庫）

物を運 し、立ち まり、床に下ろす動作にお
ける下 の動作分析を行った。三次元動作解析機

を用いて下 の運動と身体重心のへ負 を 観
し、 物の重さによる変化について検討した。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：三谷保弘、橋本雅

58. 高校男子サッカー選
    手における入学年度
    別の体 筋機能と運
    動時 痛発生の経時
    的変化

第22回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（青森）

高校生の男子サッカー選手の運動時 痛の発生状
況を学年ごとに集 し、体 筋トレーニングの指
導後に2年間の間フォローしたデータから、体
筋機能の変化を追 した結果と運動時 痛の有無
との関連について考察した。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：石 友 、橋本雅 、井上直人、
古川博章、大 伸吾
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成24年9月

－ 平成24年9月

－ 平成24年11月

－ 平成24年11月

－ 平成24年11月67. サッカー選手におけ
    る第5中足 労
    の運動学的特徴と
    身体的特徴との関連

第23回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神奈川）

大学サッカー選手の足部の形態、足 筋力のとと
ターン動作の動作解析結果から、第5中足 労

経験者と非経験者との 異を検討した。結
果、足 筋力と動作時の足部回外運動とに関連性
が示 された。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、藤竹 、
岸本恵一、橋本雅 、武村政徳、辻田純三、
大久保

65. 高校男子サッカー
    選手における体 筋
    機能とランニング能
    力の関係

第23回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神奈川）

高校生サッカー選手を対象に体 機能、特に持久
性について評価し、ランニング能力との関連を考
察した。結果、体 機能の高い者はランニング
度が く、持久 にも良好な成績を示していた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：田 志、橋本雅 、福本貴典、

佑、木下和昭、大  伸吾

66. 大学アメリカンフッ
    トボール選手におけ
    るSide bridge test
    と体 筋力の関係

第23回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神奈川）

体 筋を同時収縮させ、その持久性を見るテスト
と 筋と背筋力の 発力の結果との関連性を検討
した。結果、 筋と背筋力の比率が一定であると
体 筋の同時収縮の時 制が良好となることが示

された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：井上直人、中川泰 、向井章 、
新宮信之、廣瀬ちえ、橋本雅 、田 志、
木下和昭

63. 大学サッカー選手に
    おける足部スポーツ
    障害予防に関するイ
    ンソールの有用性

第38回
日本整形外科スポーツ医
学会学術集会
（神奈川）

大学サッカー選手を継続的にフォローする中でス
ポーツ傷害の発生を調査し、足部インソール使用
の有無が関連することが示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、岸本恵一、
橋本雅 、大久保

64. 大学サッカー選手に
    おける足部スポーツ
    障害に対するインソ
    ールの治療効果

第26回
日本 医学会学術集会
（東京）

大学サッカー選手をフォローする中で足部のス
ポーツ傷害を発生した選手に対して、インソール
を使用の有無によるスポーツ復帰の状況の違いを
調査した。使用群はスポーツ復帰までの日数が有
意に く、復帰後の再発率が低かった。傷害発生
後インソール使用は治療結果を良好することが示

された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、橋本雅 、
大久保
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成24年11月

－ 平成25年7月

－ 平成25年10月

－ 平成25年10月71. 体 筋機構評価の
    保持における ・
    関 周囲筋に関する筋
    図学的分析．

第24回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（熊本）

Side Bridge test（SB）、Front Bridge test
（FB）とBack Bridge test（BB）を筋 図学的分
析により、体 筋機能評価としての有用性につい
て検討した。測定筋は内 筋、外 筋、多
筋、大 筋、中 筋、大 筋 張筋、大 直筋、
内側ハムストリングとした。 iEMG、MdPFともに
有意な変化が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：田 志, 橋本雅 , 高 厚史,

佑, 福本貴典, 大 伸吾

69. 変形性 関 症にお
    ける体 機能と身体
    機能の関連性

第25回
日本運動 科学会
（神戸）

変形性 関 症患者の体 機能と下 機能を中心
とした身体動作との関連性を検討した。結果、下

機能を必要とする身体動作には体 機能の状況
が少なからず関 することが示 された。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 中雄太, 
米田 貴, 北西秀行, 大八木博貴, 沼

70.  Trunk Righting 
     Test (TRT) 結果と
     片側 部支持によ
     る 位 保持と
     の関連について
     重心(COP)動 計
     測からの一考察

第24回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（熊本）

片側 部支持の 位（立ち直り動作）にて同側
上部体 を上方に す力を測定するTRTを実施し
ており，今回，TRT時の を重心（COP）動 か
ら考察し， 制 との関連を検討した．外周面

と単位面 長において優位側と 位側との
間で有意 が認められた．

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 米田 貴, 
中雄太, 北西秀行, 大八木博貴, 野祐一, 

沼

68. サッカー選手におけ
    る第5中足 労
    の動作解析

第39回
日本臨床バイオメカニク
ス学会
（千葉）

サッカー選手に多い第5中足 の 労 経験者
の動作解析から、その発生要因を調査した。結
果、ターン動作において み込み の足関 背
運動が少なく、足部の回外運動が有意に大きかっ
た。これらが足部外側に力学的ストレスをもたら
せることが示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：：藤高 平、大 伸吾、岸本恵一、
武村政徳、辻田純三、橋本雅 、大久保
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成25年10月

－ 平成25年10月

－ 平成25年10月

－ 平成26年2月75. 人工 関 全置 術
    後の体 機能と 関
    伸展筋力、歩行能
    力獲得の関係

第44回
日本人工関 学会
（宜野湾）

関 疾患による人工関 置 術後患者の体 機
能と下 機能、身体動作との関連性について検討
した。結果、下 機能は体 機能と関連性があ
り、身体運動にも影響を及 すことが示 され
た。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：中雄太, 木下和昭, 橋本雅 , 
北西秀行, 大八木博貴

73. 音 画 を用いた
    大 前 の測定
    方法

第24回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（熊本）

大 には前 があり 回 ROMとの関係があ
る。前 を測定するRyder法は大 子の触診に
よる測定であり，検者による誤 が生じる可能性
が考えられる．今回， 音 画 を用いた前
の測定方法を試行し，その信頼性について検討し
た．結果、検者内ICC検者間ICCともに有意な相関
が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：新谷健, 橋本雅 , 井上直人, 
中川泰

74. 足部スポーツ障害を
    受傷した大学サッカ
    ー選手の足部アーチ
    の特徴

第24回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（熊本）

足部スポーツ障害を受傷した大学サッカー選手の
足部アーチの特徴を検討した。 位アーチ高率と
立位アーチ高率を測定し， 位アーチ高率から立
位アーチ高率を引いてアーチ高率変化量（アーチ
変化量）を算出した．受傷群を立位アーチ高率が
高い群（高アーチ群）と
低い群（低アーチ群）の2群に分けアーチ変化量
の比較を行った．結果、受傷群の立位アーチ高率
は非受傷群よりも有意に低く，受傷群のアーチ変
化量は非受傷群よりも有意に大きかった．低アー
チ群のアーチ変化量は高アーチ群よりも有意に小
さかった． 
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平，大 伸吾，岸本恵一，
橋本雅 ，大久保 ，熊井司，田中康仁

72. 大学アメリカンフッ
    トボール選手におけ
    るSide bridge test
    と体 筋力の関係
    ～第2報～

第24回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（熊本）

体 筋機能検査として行っているSide bridge 
test（SB）と体 筋力の伸展 比（E F比）
との関連について対象者数を増やしさらに検討を
加えた。結果、SBと伸展筋力との間、 SBとE F
比との間に有意な相関が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：井上直人, 中川泰 , 向井章 ,
新宮信之, 伊藤 春, 廣瀬ちえ, 橋本雅
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年5月

－ 平成26年9月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月79. Trunk Righting
    Testと体 機能
    の関係性 第2報

第25回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（東京）

個人内のTrunk Righting Test(以下、 TRT)の
データの優 かSide-Bridge test(以下、 SB)

の 保 持時間の優 を反 していることを報
告した。その後、対象者数を 増やしさらに検討
を加えた。結果、TRTとFB・SBとの間に相関関係
は認められなかった。またFB・SBともにTRTの優
位側が有意に 保持の時間が長かった。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 ,米田 貴, 
中雄太, 北西秀行, 大八木博貴, 井上直人, 
植田篤史, 田 志, 福本貴典, 高 厚史, 

祐, 新谷健, 野佑一

77. 大学サッカー選手に
    おける足 把持筋力
    が足部スポーツ障害
    の発生に える影響

第40回
日本整形外科スポーツ医
学会学術集会
（東京）

多種多様なフットワーク動作が必要なサッカー選
手において足 の 力(把持力)がスポーツ障害
発生にいかに関 するかを検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平, 岸本恵一, 橋本雅 , 
大 伸吾, 大久保 , 熊井司, 田中康仁

78. 高校生サッカー選手
    における体 筋機能
    と障害発生の関係

第25回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（東京）

体 筋機能検査として行っているSide bridge 
test（SB）と体 筋力の伸展 比（E F比）
との関連について報告した．その後，対象者数を
増やしさらに検討を加えた。SBと伸展筋力との
間、SBとE F比との間に有意な相関が認められ
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：田 志, 橋本雅 , 新谷健, 
福本貴典, 祐, 高 厚史, 木下和昭, 
大 伸吾

76. 人工 関 全置 術
    後患者の身体機能と
    術前及び術後の体
    機能の関連性

第49回
日本理学療法学術大会
（横浜）

変形性 関 症患者（以下， OA）の 関 の
症や変形などを主症状とする運動連 機能不全の
一病態に ったものであると報告されており、術
後は 関 のみでなく，病変の悪化につながる体

および下 の運動連 を考慮することが重要で
ある。我々はその機能を 観化することを目的に
Trunk Righting Test
（以下，TRT）を考案し，術後の体 機能と身
体機能との関連性についても検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
 共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 中雄太, 
北西秀行, 大八木博貴
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年11月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年9月83. 高校男子サッカー
    選手の 位体 重
    支持機能と利き 、
    非利き との関連

第41回
日本整形外科スポーツ医
学会学術集会
（京都）

Trunk Righting Testにて得られた体 重機能
とブリッジ 保持により得られた体 筋機能の

と効き と非効き の関係性について調査
した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 中尾英 , 
大 伸吾

81. 人工 関 全置
    術前後における
    子立ち上がりテス
    トの有用性

第50回
日本理学療法学術大会
（横浜）

スクリーニングである30 子立ち上がりテスト
（以下，CS-30）や5回 子立ち上がりテスト（以
下，SS-5）が、変形性 関 症の患者（以下，
OA）やその後，手術に った患者に対する有用性
について検討した。結果、SS-5は今回測定した他
の動作テストとの関係性が確認でき，先行研究と
同様に OAに対して使用が可能であることが示
された。SS-5の方が 時間にて可能であり，負担
が少なく，有用性の高いテストであると考えられ
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、中雄太、
米田 貴、北西秀行、大八木博貴

82. 体 の 重支持機
    能の がジャ
    ンプ動作に える
    影響

第7回
日本関 ・ ・スポー
ツ整形外科学会
 ( )

Trunk Righting Testにて得られた体 重機能
の が各種のジャンプ動作に える影響につ
いて調査した。結果、体 の安定性が大きく求め
られるジャンプ動作では体 機能の が関
しやすいことが示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、井上直人、
北西秀行、中雄太、大八木博貴、植田篤史、

野佑一、石田一成

80. Back Bridge 動作
    における体 ・
    関 周囲筋に関す
   る筋 図学的分析

第25回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（東京）

体 筋や 関 伸筋に着目し、Back Bridge(BB)
を筋 図学的に分析し、評価としての有用性を検
討した。結果、体 伸筋、 関 伸筋の IEMG、 
MdPFに有意な変化か認められ、BB 保持が体
伸筋、 関 伸筋の持久性評 価の方法としての
有用性か示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高 厚史, 田 志, 祐, 
福本貴典, 橋本雅 , 大 伸吾
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－ 平成27年10月

－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

－ 平成27年11月87. Bridge を用いた
    体 筋機能評価にお
    ける 筋と背筋の不
    についての検討

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

体 筋機能評価としてBack Bridge test（BB）と
Front Bridge test（FB）の測定値から、 BB（背
筋）とFB（ 筋）の不 が動作テストに える
影響を検討した。結果、BB FB高値群（BB優位）
のBB FBは3回片足 び、20m 、50m 、T 
test、12分間 との間に有意な相関が認められ
た。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高 厚史、橋本雅 、田 志、
新谷健、福本貴典、 佑、幸田康宏、
木下和昭、大 伸吾

85. 位での体 重支
    持機能テストの力学
    的考察

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

体 重支持機能テスト（TRT）を考案し、片側
の体 の 重支持機能が同側の連続ジャンプ動作
に影響を えることを報告した。今回、TRTを力
学的に検討し、 重動作との関係も検討した。
TRTの で す力と 部で す力は強い相関が
あった。またTRTの測定値は床反力値と強い相関
があった。 

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、中尾英 、
井上直人、田 志、新谷健、大 伸吾

86. 高校男子サッカー選
    手における 技パフ
    ォーマンスと体 筋
    機能との関係

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

高校男子サッカー部に対して、体 筋機能とサッ
カーに必要な 技パフォーマンスとの関係につい
て検討した。FBはT－testと12分間 、
SBはT－testと12分間 、 BBはT－testと12分間

に有意な相関が認められた。FB・SB・BBのよう
な を一定時間保持する体 筋機能は、T－
testや12分間 と関係することが考えられた。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：新谷健、橋本雅 、田 志、
木下和昭、清野大

84. 人工 関 全置 術
    前における体 機能
    評価の重要性

第42回
日本 関 学会学術集会
（大阪）

人工 関 全置 術（以下、THA）の術前の身体
機能が術後の回復に影響を えることが報告され
ている。THA前の体 機能と身体機能の 観的な
関連性を示した報告は少なく、我々はTHA前後の
体 機能に着目し、術前から体 機能評価
（Trunk Righting Test以下、TRT）を行ってい
る。今回、THA前の症例を対象に、術前の体 機
能と身体機能との関係性を検討した。結果、術側
TRTと術側 関 伸展筋力、術側下 重量との
間にそれ れ有意な正の相関が認められた。術側
TRTと歩行時NRSとの間に有意な負の相関が認めら
れた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：中雄太、木下和昭、橋本雅 、

沼 、林 也、橋本慎吾
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－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

89. 成長期スポーツ障害
    の 分離症と非特
    異的 痛の 線による
    分 可動域の違い

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

成長期スポーツ選手の 分離症と非特異的 痛
における の各 体間の可動性について検証し
た。 線またはMRIにてL5片側の 分離症（分離
群）と診断された10名と、非 質的 痛症（ 痛
群）と診断された12名の 位 側面 の 線動
態 影により、Ll－Sの各 体間の最大伸展時の
前 および最大 時の後 を測定し、さら
に最大伸展時と最大 時の 分 を計測
し、その から各 体間の分 可動域を算出し
た。結果、最大伸展時の前 は、分離群が 痛
群に比して高値を示し、 の分 可動域は、分
離群が 痛群に比して高値を示した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：中尾英 、稲葉考洋、森藤武、
金子元春、木下和昭、橋本雅 、大 伸吾

90. 小学生 式野 選手
    におけるSide Bridge 
    testの有用性

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

小学生 式野 選手に野 検診を実施しており、
今回、小学生 式野 選手にSBを実施し、傷害と
の関連を調査し、さらにSBの負 量設定を検討し
た。結果、今回の 下の調査においては、SBと

による傷害との関連は認められなかった。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：井上直人、中川泰 、向井章 、
佐治隆彦、藪本浩光、新宮信之、伊藤 春、
廣瀬ちえ、橋本雅 、大場友裕、木下和昭、
高 厚史、石 友 、吉川

88. 体 筋機能の
    がランニング動作へ
    及 す影響

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

サッカー選手に対して傷害予防やパフォーマンス
の向上を目的に介入し、体 筋機能の とラ
ンニング動作との関連を調査した。体 筋機能評
価はFront Bridge test（FB）、Side Bridge 
test（SB）を実施し、ランニング動作は50m 、 
Ttest、12分間 とした。体 筋機能評価より

あり群と なし群に群分けを行い、ラン
ニング動作との相関を調査した。結果、体 の安
定性が必要なランニング動作では体 機能がラン
ニングの動作に影響を及 すことが示 された。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：田 志、橋本雅 、新谷健、

佑、福本貴典、高 厚史、幸田康宏、
木下和昭、大 伸吾
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－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

－ 平成28年5月93. 小学生 式野 選手
    におけるSide 
    Bridge testと
    障害

第51回
日本理学療法学術大会
（ ）

式野 連 に加入している小学生に対して
障害を早期発見することを目的に野 検診を実施
している。 動作においては，上 機能だけで
なく下 ，体 機能の重要性が報告されている。
今回，体 筋機能の検査方法を取り入れ、小学生
にSide Bridgetestを実施し 障害との関連を
調査した。結果、Side Bridge testの保持時間は

側 非 側ともに 障害群と障害なし群の
間に有意 は認められなかった。点数の は 障
害群が障害なし群に比べ、有意に大きい結果で
あった。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：井上直人、中川泰 、向井章 、
佐治隆彦、藪本浩光、伊藤 春、廣瀬ちえ、
橋本雅 、木下和昭、高本晴

91. 質的な 障害
    を有する小学野 選
    手の 関 ・体 可
    動域の特徴

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

質的な 障害 を有する小学生野 選手
における 関 ・体 可動域の特徴を検討した。
対象は、 障害 と診断された小学生野 選手
（以下、障害群）と健常な小学生野 選手（以
下、健常群）とした。 側の 関 2nd外 は
障害群が健常群に比して有意な可動域減少が認め
られた。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：植田篤史、橋本雅 、木下和昭、
小島喜義、衛門良幸、大 伸吾

92. 下 筋タイトネスが
    ボールキック動作時
    の 前傾 度に及
    す影響の検討

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

下 筋タイトネスがボールキック動作時の 運
動や 位に及 す影響を検討した。
三次元動作解析システムにて、利き のインス
テップキックを解析した。 間 離（HBD）と

前傾 度の最大値に有意な相関は認められな
かった。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：福本貴典、橋本雅 、田 志、
新谷健、 佑、高 厚史、幸田康宏、
木下和昭、大 伸吾
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－ 平成28年7月

－ 平成28年9月

95. 野 経験年数での
    関 回 可動域の変
    化

第8回
日本関 ・ ・スポー
ツ整形外科学会
（福岡）

小中学生の野 経験年数別での 関 可動域の変
化について検討した。結果は野 経験年数の増加
に伴い、両側共に 関 90 外 位での外 度
と全可動域に有意な低下傾向が認められた。以上
より、小中学生の野 選手の 関 90 外 位で
の外 度と全可動域は野 経験の増加に伴い減
少していくことが考えられ、今後の 障害治療
の一助となる可能性が示された。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：木下和昭, 中川泰 , 向井章 , 佐
治隆彦, 本浩光, 井上直人, 橋本雅 , 大  
伸吾

96. 成長期野 選手の
分離症における

関 筋群と伸筋群
の筋力の検討

第42回
日本整形外科スポーツ医
学会
（ ）

と 関 の運動時における連動について着目
し、 分離症による 痛と、 関 周囲筋の筋
機能との関連性について検討した。結果、分離症
を有する選手の 足 関 の 筋力、伸展
筋力ともに低く、ステップ の 関 筋力が
有意に低かった。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：中尾英 , 稲葉考洋, 木下和昭, 濱
田太 , 森藤武, 橋本雅 , 大 伸吾

94. 高校男子サッカー選
    手におけるシンスプ
    リント 者の疾
    動作の特徴について

第51回
日本理学療法学術大会
（ ）

シンスプリント（Medial Tibial Stress 
Syndrome  以下，MTSS）の発生要因は下 内側筋
群の伸張性低下や足部の過回内による伸張ストレ
スによるとの報告が多い。我々は高校男子サッ
カー選手に対するフィジカルチェックにて明らか
な特徴が認められなかった。そこで今回、MTSS 
群と MTSS の無い群（以下，control 群）の
動作時アライメントを比較しMTSS 群の動作的特
徴を検討した。
結果、静的アライメントと ROM には有意 が認
められなかったが、動的アライメントでは
足関 の回内 度と足部外 モーメントに有意
が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：幸田康宏、田 志、新谷健、
福本貴典、 佑、高 厚史、林 明、
春日 、木下和昭、橋本雅
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－ 平成28年9月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

99. 中学生と高校生野
    選手における 障
    害の危険因子の違い

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

障害（Throwing Injury、以下TI）の危険因
子を年代別で調査しTIの要因となる成長に伴う身
体的特徴の違いについて検討した。TIと関連性の
高かった項目は小中学生では 側elbow push 
testとlnitial abduction test、高校生では
側EPTと 関 2nd外 可動域、 関 内 可動域

であった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：衛門良幸、橋本雅 、小島喜義、植
田篤史、大木

100. 小学生 式野 選手
    におけるSide Bridge 
    testと 障害 と
    の関係 ～第2報～

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

小学生野 選手に対して野 検診を実施してお
り、小学生野 選手の体 筋機能検査として我々
が用いているSide Bridge test（SB）の負 設定
の変更が必要であることを報告した。今回、SBの
負 を変更し 障害との関連を調査した。SBの

は 傷害群が低い傾向であったことから、SBの
結果に が認められることが示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：井上直人、中川泰 、向井章 、藪
本浩光、新宮信之、伊藤 春、廣瀬ちえ、橋本雅

、木下和昭

97. ボールキック動作に
 おける体 運動の解

     析

第42回
日本整形外科スポーツ医
学会
（ ）

サッカー選手の特有なボールのキック動作では、
から下 の分析が多く、体 の詳細な分析は

少ない。今回はキック動作中の体 運動に着目し
検討した。結果、インステップキックは体 伸展
位、 側へ側 させて力を め、インパクトに向
けて と が相反する動きを伴いながら、急

に体 を し、 側方向へ側 させていくこ
とが示 された。また水平面上では と が
相反する回 を伴いながら体 を調整し、 を
一定方向へ回 させている可能性が示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 中尾英 , 福
本貴典, 大 伸吾

98. 童期野 選手におけ
    る 関 障害者の
    関 可動域の特徴
    ～健常群と障害群と
    の比較～

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

学童期野 選手における野 経験年数別での 、
関 に障害を有する者の 関 可動域の特徴に

ついて検討した。野 開始1年目から4年目の障害
群では、 側の2nd外 と2nd全可動域が健常群
に比して有意に可動域が低下していた。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：木下和昭、中川泰 、向井章 、藪
本浩光、新宮信之、伊藤 春、井上直人、廣瀬ち
え、橋本雅 、大 伸吾
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－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

103. 階層別Core stability
    testにおける身体重
    心動 についての検討

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

広い筋機能レベルの評価が可能となるように階
層別Core stability test（CST）を難 度別に考
案し、身体重心動 の観点から、評価方法の難
度の設定に関する妥当性を検討した。単位
長、加 度は有意に増加し、難度が高くなること
により 保持における不安定性が増加すること
が示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高  厚史、橋本雅 、田 志、
新谷健、福本貴典、 佑、幸田康宏、木下和
昭、大 伸吾

104. 男子高校野 選手に
    おけるSide Bridge 
    Testと タイムの関
    係性

  

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

男子高校 式野 部員に対して、体 筋機能検査
としてSide Bridge Test（以下、 SB）を実施し
ており、テストの目 値を提示するために タイ
ムとの関連性を検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者： 佑、橋本雅 、田 志、木
下和昭、新谷健、福本貴典、高 厚史、幸田康
宏、大 伸吾

101. 位での体 重支
    持機能評価における
    筋活動

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

動作の体 機能評価として、 位での立ち直り
から 直方向への負 を課した方法（体

重支持機能評価）を用いている。今回は本法の筋
活動を検討した。体 重支持機能評価におい
て、 直筋、内 筋、外 筋、多 筋、 横
筋が有意に高かった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、中尾 英 、

佑、福本貴典、高 厚史、田 志、田
智、大 伸吾

102. 高校野 選手の 痛
    症の体 ・ 関 筋
    力と アライメン
    トとの関係性

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

野 選手の 痛発生頻度は高く、今回、ハンドヘ
ルドダイナモメーター（HDD）にて野 選手の体

と 関 の筋力を測定し、 痛者と 痛の
がない者で比較した。 痛群の筋力は 関 筋
群が低下傾向を示し、同様に
アライメントは前湾 が小さいことが認められ
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：中尾英 、木下和昭、橋本雅 、大

伸吾
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－ 平成29年5月

－ 平成29年6月

－ 平成29年9月107. 高等学校におけるス
     ポーツ活動支援事業
     の利用状況とその意
     義

第43回
日本整形外科スポーツ医
学会
（宮崎）

本学では付 の高等学校に対し、スポーツ活動支
援事業を実施している。本研究の目的は、その事
業の利用者状況とその意義について考察する。結
果、開始当初は受診率が低値であったが、継続的
に活動を行うことにより増加する傾向であった。
また医療機関を受診した者は、重度なスポーツ傷
害と診断された利用者も存在し、医療機関への受
診の重要性が示 された。これらの結果は、学校
保健内において理学療法士が 問や保護者と良好
な関係を保ちながら、継続的なスポーツ活動支援
事業を実施する重要性を示 する。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、 佑、北川
智美、長野聖、森永敏博、 野祐一、廣島和夫

105. 片側の体 の 重支
     持機能の向上が動作
     に える効果

第52回
日本理学療法学術大会
（千葉）

歩行や 行，ジャンプ動作では体 に対して 直
方向に 重負 が加わりながら，片 で支持する
ような場面が求められ，その時の体 機能の評価
方法として 位での片側の体 重支持機能
（Trunk Righting Test，TRT）に着目している。
今回、TRT の向上がどのような動作能力の向上に
効果を えるのか検討することとした。結果、
pre 期と post 期の間では TRT と 関 伸展の
最大等尺性筋力，ジャンプ効率に有意な増加が認
められ，side hop test には有意な低下が認めら
れた。post 期と retraining 期の間では TRT，
ジャンプ効率に有意な低下が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭，橋本 雅 ，中尾 英 田

 志，大  伸吾

106. 小学生野 選手にお
     ける 関 障害発
     生者の 関 可動域
     の特徴1年間の 断
     的検討

第 回
日本関 ・ ・スポー
ツ整形外科学会
（ ）

1年間に 関 の障害が発生した小学生野 選
手の 関 可動域の特徴について検討した。対象
は2015年度から2016年度の1年間に 関 に障
害を有さなかった小学生野 選手（健常群）140
名と 関 に障害を有した小学生野 選手（障
害群）38名とした。結果、障害群は2015年度に比
して2016年度の 側の2nd外 が有意に低下し
ていた（p 0.05）。小学生野 選手において新
規に発生した 障害者は 側の2nd外 が低
下していた。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：木下和昭, 中川泰 , 向井章 , 佐
治隆彦, 本浩光, 井上直人,伊藤 春, 橋本雅

, 大  伸吾

リハ－258



著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成29年11月

－ 平成29年11月

－ 平成29年11月

111. 体操に必要な 立
と身体因子との関連性

－ 平成30年6月 本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 横田尚子, 

佑, 来田 幸, 西澤 一 , 野祐一

112. 痛症の高校野 選手に
対する 関 筋力トレーニン
グが 前 に及 す影響

－ 平成30年6月 本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：中尾英 , 木下和昭, 橋本雅 , 大

伸吾

第28回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（東京）

110. 小学生 式野 選手
     における関 可動域
     の経年変化と 障
     害 との関係

小学生の野 選手に対して継続して関わり、メ
ディカルチェックを行っている。対象の小学生の

関 障害が、スポーツ活動を継続し、時間経過
を伴ってどのように発生するかを検討している。
今回は の関 可動域に着目して 関 の回
可動域の減少と 障害発生との関連性を示 し
た。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：井上直人、中川泰 、向井章 、藪
本浩光、新宮信之、伊藤 春、橋本雅 、木下和
昭

第10回日本関 ・ ・
スポーツ整形外科学会
（福岡）

第10回日本関 ・ ・
スポーツ整形外科学会
（福岡）

109. 保持の難度別に
     分けたCore 
     stability 
     test の筋活動につ
     い ての検討

第28回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（東京）

Core stability test を用いて体 筋機能を測定
するにあたり、対象者の身体特性を反 して用い
る 保持に難度別の を検討している。実際
に考案した方法ごとに筋活動を測定し、難度ごと
に筋活動から見た運動負 の違いを検討した。結
果、いくつかの 間で有意 が認められ、難度
別に分けることがより具体的になった。。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高  厚史、橋本雅 、田 志、
福本貴典、 佑、木下和昭、大 伸吾

108. 立 保持におけ
     る 関 と 周
     囲の筋活動 上 の
     位の違いによる変
     化

第28回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（東京）

小学生女子の 体操選手の 関 障害に着目し
て、 技特性である上 での 重 位における筋
活動から、力学的考察を行った。特に 関 障害
の小学生に多い、 関 回 位に観点を置き

から 関 関 の制 する筋活動に代 運動
を示す運動を示 する筋活動が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、横田尚子、

佑、来田宜幸、 野祐一
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113.小学生 式野 選手にお
ける 障害 発症時の体
筋機能の変化

－ 平成30年9月 本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：井上直人, 中川泰 , 向井章 , 横
田尚子, 橋本雅 , 木下和昭

114.ジュニア体操 技におけ
る 立時の 痛調査

－ 平成30年9月 本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 横田尚子, 

佑, 来田 幸, 西澤 一郎, 野祐一

115.地域在住高齢者における
体 筋機能とロコモティブシ
ンドロームとの関係について
144. 

－ 平成30年9月 本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：高 厚史, 大 伸吾, 橋本雅 , 田

志, 新谷健

116.地域在住高齢者の園 活
動の実態 ～園 習慣のアン
ケートからわかったこと～

－ 平成30年9月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者： 野珠栄子, 田崎史江, 橋本雅 , 
野村和樹, 山口隆司, 中村美砂

117.ニューラルネットワーク
を用いたロコモ度判定に関連
する因子の相対的重要度につ
いて

－ 平成30年10月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：今岡真和, 中尾英 , 田崎史江, 
野珠栄子, 野村和樹, 橋本雅 , 中村美砂

118.健康教室へ参加されてい
る高齢者に対する体 機能評
価法が 圧・心 数に及 す
影響について

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：田 志, 橋本雅 , 高 厚史, 福
本貴典, 新谷健, 大 伸吾

119.小学生 式野 選手の
障害に影響を える因子 1
年前の検診結果から

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 中川泰 , 向井章 , 伊
藤 春, 井上直人, 横田尚子, 橋本雅

120.Side-bridge におけ
る 関 の 位の違いが 部
周囲筋の筋活動に及 す影響

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者： 藤優 , 木下和昭, 橋本雅 , 来
田 幸, 大 伸吾

121.高校男子サッカー選手に
おけるBridge の保持時間
と筋厚との関係性

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：新谷健, 橋本雅 , 木下和昭, 田

志, 福本貴典, 高 厚史, 大 伸吾

第44回日本整形外科ス
ポーツ医学会学術集会
（徳島）

第44回日本整形外科ス
ポーツ医学会学術集会
（徳島）

第44回日本整形外科ス
ポーツ医学会学術集会
（徳島）

第8回日本認知症予防学会
学術集会（東京）

第20回 症学会
（長崎）

第29回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（ ）

第29回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（ ）

第29回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（ ）

第29回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（ ）
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122.中高齢者の足部アーチ低
下の身体要因について

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：中尾英 , 木下和昭, 森藤武, 濱田
太 , 橋本雅 , 大 伸吾

123.段階づけた 立 にお
ける 関 と 周囲筋の
筋活動の変化

－ 平成30年12月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 横田尚子, 

佑

124.運動講 に参加している
高齢者における体 筋機能と
下 機能及び移動能力との関
係について

－ 平成30年12月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高 厚史, 橋本雅 , 田 志, 新
谷健, 福本貴典, 木下和昭, 大 伸吾

125. 立時の上 障害予防に
着目した練習方法の筋活動の
検討(Muscle Activity 
Analysis of Exercise 
Methods Focusing on The 
Prevention of Upper Limb 
Disorders During a 
Handstand)

－ 令和1年6月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下 和昭, 横田 尚子, 橋本 雅 , 

 佑, 来田 幸, 西澤 一郎, 野 祐一

126.コアトレーニングを効果
的に進めるために、体 (筋)
機能を適切に捉える評価につ
いて

－ 令和1年8月 特別企画「コアトレーニングの神 」
シンポジスト

127.段階づけた 立 にお
ける 関 と 周囲筋の
筋活動の変化

令和1年10月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下 和昭, 橋本 雅 , 横田 尚子, 

 佑

128.運動講 に参加している
高齢者における体 筋機能と
下 機能及び移動能力との関
係について

令和1年10月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高  厚史, 橋本 雅 , 田  志, 
新谷 健, 福本 貴典, 木下 和昭, 大  伸吾

129.ジュニア体操 技選手に
おける段階づけた 立練習方
法の有用性

令和1年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下 和昭, 横田 尚子, 橋本 雅 , 
来田 幸, 西澤 一郎, 野 祐一

第45回日本整形外科ス
ポーツ医学会学術集会
（大阪）

第 7 回日本運動 理学療
法学会学術大会
（岡山）

第 7 回日本運動 理学療
法学会学術大会
（岡山）

第30回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（横浜）

第29回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（ ）

第6回日本運動 理学療法
学術大会（福岡）

第6回日本運動 理学療法
学術大会（福岡）

第11回日本関 ・ ・
スポーツ整形外科学会
（ ）
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130.上 支持を除外したSide 
Bridgeの筋活動について

令和1年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：田  志, 橋本 雅 , 木下 和昭, 
高  厚史, 福本 貴典, 大  伸吾

 (研究会、その他)

－ 平成22年6月

－ 平成22年6月

－ 平成22年8月

－ 平成22年8月

－ 平成23年6月

第30回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（横浜）

21. 高校生男子サッカー
     選手に対するコンデ
     ィショニングサポー
     トが運動時 痛に
     える影響

第21回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

高校生に対して行った体 筋トレーニングの指導
と実施が、運動時 痛の発生と 何に関連するか
について検討した。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：古川博章、橋本雅 、井上直人、
木下和昭、田 志、森洋子、石 友 、
吉川 也、山崎 志

19．本校の臨床実習にお
     ける態度評価の分析
     ～臨床実習の態度
     評価と心理テストを
     用いた検討～

第23回
教育研究大会・教員研修
会
（北海 ）

臨床実習における学生評価の中で、態度面の評価
結果と心理テストの結果との関連性を考察し、数
項目に有意な関連性が示 された。本学の評価項
目と一般的なテスト項目との関連から、一定の
観性を示すことができた。
本人担当部分：研究指導
共同発表者：岩崎仁美、山本貴啓、幸田利 、
橋本雅 、助川明、加原牧子、松本尚子、三上文
枝、 木文枝、村田幸司、武富由雄

20.本校の臨床実習にお
     ける態度評価の分析
     ②～実習に臨む学生
     にとって求められる
     因子～

第23回
教育研究大会・教員研修
会
（北海 ）

本学の態度面評価項目において心理テストと関連
があった項目において、低点数を示す学生が実習
を通じて実習進行に困難さを示す場合が多いこと
が示された。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：山本貴啓、岩崎仁美、幸田利 、
橋本雅 、助川明、加原牧子、松本尚子、三上文
枝、 木文枝、村田幸司、武富由雄

17．Side-Bridge 保
     持における筋活動の
     経時的変化について

第20回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

サイドブリッジテストを行う際、60 保持可能な
者と不可能な者との違いを筋 図データから検討
した。両群とも 労を示す中間周 数の徐 化が
認められたが、平 振 の増加する筋の存在が保
持可能の であると示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、田 志、

佑、新谷健、宮沢 史、石川大起、
森洋子、井谷友香理

18．グラウンドサーフェ
     イスの違いが大学サ
     ッカー選手のスポー
     ツ外傷に及 す影響
     -天 グラウンド
     と人工 グラウンド
     との比較-

第20回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

グラウンドサーフェイスの違いがスポーツ外傷の
発生に及 す要因について検討した。運動時間当
たりの発生 数は人工 グラウンドの方が多かっ
たが、外傷部位がそれ れ違いを示し、サーフェ
イスの特徴が外傷発生の要因に関 していること
が示 された。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、大久保衛、
橋本雅 、岸本恵一、辻信宏、田中一成、中村信
之、来田 幸、藤竹

リハ－262



著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成23年6月

－ 平成23年6月

－ 平成24年1月

－ 平成24年6月25. クラウス・ウェーバ
    ーテスト変法と体
    部筋エクササイズ
    における 横筋の筋
    活動量

第22回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

体 筋力を評価する手技と体 部筋のトレーニ
ングに有効とされる運動 を選択し、ワイヤー

を用いた筋活動量の評価を行った。体 の安
定性に 献するであろう 横筋に着目した。結
果、重 負 をした手技とelbpw-toe 、side 
bridge において筋活動が高値を示すことが確
認され、トレーニング手技としての有効性が示
された。

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導
共同発表者：杉本拓也、能登洋平、林慈 、
池内誠、柳田育久、土井 雄、田 智、
大 伸吾、橋本雅 、大久保

23. 機能回復に難渋した
     不全断 と後
     上方関 傷術後
     の一例

第21回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

関 可動域制限患者の1例に対して理学療法的
工夫と考察により、可動域の改善に った症例に
ついて報告した。

本人担当部分：データ分析
共同発表者：武富由雄、永富 幸、米田 、
水野直子、中川 人、福田明雄、 木 幸、
橋本雅 、講武芳英、幸田利

24. 高校サッカー選手の
     痛予防に対するコ
     アエクササイズの効
     果

第17回
スポーツ傷害フォーラム
（大阪）

高校生サッカー選手に継続的に体 筋を中心とし
たトレーニングを行わせ、運動時 痛の有無を経
時的に測定した。結果、体 筋機能は向上する
が、 痛の軽減に必ずしも関係しているとは言え
なかった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究発表
共同発表者：橋本雅 、井上直人、木下和昭、
田 志、石 友

22. 大学サッカー選手の
     人工 グラウンドに
     おけるスポーツ傷害
     の経時的変化

第21回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

人工 グラウンドでの練習が常態化したクラブに
おけるスポーツ傷害の発生について 4年の追
し、調査・検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、大久保 、
橋本雅 、岸本恵一、辻信宏、田中一成、中村信
之、来田 幸、藤竹
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成24年6月

－ 平成24年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月29. ハンドヘルドダイナ
    モメーターを用いた
    体 機能評価方法の
    信頼性と妥当性

第23回
関西臨床スポーツ医科学
研究会
（大阪）

体 筋の筋力測定にハンドヘルドダイナモメータ
を用いた測定に関してその再現性について級内相
関係数を用いて検討を行った。再現性のある方法
として課題が り、方法のさらなる検討を必要と
する。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 米田 貴, 
中雄太, 北西秀行, 大八木博貴, 沼

27. 第5中足 労
     受傷者におけるター
     ン動作時の足部圧力
     解析

第22回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

第5中足 労 受傷経験者に対して足 圧セ
ンサーを足 面と足部外側面に 付して、動作時
の上下方向と横方向の力を 観化した。結果は未
受傷者との有意 は認められなかったが、接地時
間が延長していた。これは足 面の力は大きくな
くても力が加わる時間が長くなり、足部への力学
的ストレスが加わることが示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、藤竹 、
来田 幸、岸本恵一、橋本雅 、大久保

28. 高校男子サッカー選
     手における関 緩
     性とその特徴

第23回
関西臨床スポーツ医科学
研究会
（大阪）

運動量が多い高校サッカー選手の関 緩性につ
いて調査した。成長期の高校生において関 の安
定性や不安定性はスポーツ障害の要因になること
が考えられ、個人 が多い成長段階にあるスポー
ツ選手の特徴を考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：山崎 志, 橋本雅 , 井上直人, 
古川博章, 吉川 也, 石 友

26. デジタルカメラによ
    る体 可動域の測定
    法の一検討

第22回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

スポーツ現場において 時間での体 可動性評価
の試案として、2次元的にデジタルカメラで 影
したデータから可動域を 観化する方法について
検討した。体 伸展運動において再現性が示 さ
れたが、今後方法に修正が必要であることが分
かった。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：福本貴典、橋本雅 、田 志、

佑、高 厚史
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年6月

－ 平成26年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月33. 大学サッカー選手の
     人工 グラウンドに
     おけるスポーツ傷害
     の経時的変化 人工
     グラウンドに対す
     るゴムチップ補充の
     影響

第25回
関西臨床スポーツ医科学
研究会
（大阪）

サッカー 技中に発生する外傷や障害を引き起こ
す要因は，選手が使用しているグラウンドサー
フェイスも一要因になると報告されている。今
回，長期経過した人工 グラウンドに特 砂や
ゴムチップを補充したことによる，スポーツ傷害
発生への影響を検討した．結果、人工 グラウン
ドでは年数が経過するとともに下 発生率が
増加し，ゴムチップの補充後では下 離れの発
生率が有意に減少した．

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平, 藤竹 , 来田 幸, 
岸本恵一, 橋本雅 , 大 伸吾, 大久保 , 熊井
司, 田中康仁

31. 足部横アーチ変化の
     測定方法の検討

第24回
関西臨床スポーツ医科学
研究会
（大阪）

外見の形状では測定が困難である足部横アーチの
観的な測定方法について考案し、その方法の有

用性につて検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平, 藤竹 , 来田 幸, 
岸本恵一, 橋本雅 , 大 伸吾, 大久保 ,
熊井司, 田中康仁

32. 高校部活動に対する
     フィジカルサポート

第25回
関西臨床スポーツ医科学
研究会
（大阪）

断的に行っている高校サッカー選手へのフィジ
カルサポートについて具体的に紹介した。今まで
行ってきた経験から得た課題について考察を加え
た。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：田 志、新谷健、福本貴典、

祐、高 厚史、幸田康宏、林 明、
橋本雅

30. Trunk Righting 
     Test と体 機能の
     関係性

第24回
関西臨床スポーツ医科学
研究会
（大阪）

体 機能評価として考案したTrunk Righting 
Testと体 筋の持久性と協調性を見るブリッジテ
ストとの関連性から、体 筋の評価方法について
検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 北西秀行, 
井上直人, 植田篤志
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成28年6月

－ 平成29年6月35. 保持の難度別に
    分けたCore stability 
    testの保持時間につい
    ての検討

第27回
関西臨床スポーツ医科学
研究会（大阪）

我々は、体 や 関 周囲筋の総合的な筋機能を
反 するBridge活動を利用したSide Bridge(SB)
とFront Bridge(FB)をCore stabilityの評価とし
て用いている。 観的な指 として の保持時
間を用いて評価してきたが、多様な対象者に対す
る評価として課題があった。そこで今回、 保
持の難度に着目することが必要であると考え、SB
とFBの を難度に分けて階層別に評価する方法
としてCore stability test(CST)を考案した。結
果、SBとFBの両 においてB、C、D に 保
持時間が有意に長くなっていた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高 厚史、橋本雅 、田 志、新
谷健、福本貴典、 佑、木下和昭、大 伸吾

34. 分離症者のスポ
    ーツ復帰期間による
    前 と
    間可動域の違い

第26回
関西臨床スポーツ医科学
研究会（大阪）

状面上のアライメント評価は、分離症のス
トレス要因の特徴を見出すうえで重要な項目であ
ると考えられる。今回、スポーツ復帰までの期間
を急性期と 急性期との境界である4週経過を基
準とし、 線 影による 前 と 間可
動域について検討した。結果、 （L1-S）前

は、最大 時、4週未満群に対し、4週以上群
は低値を示し、最大伸展時では、4週未満群に対
し4週以上群は高値を示した。 間可動域
は、4週未満群に対し、4週以上群は低値を示し
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：中尾英 、稲葉 洋、木下和昭、森
藤武、橋本雅 、大 伸吾
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

共著 平成23年3月

共著 平成23年3月

共著 平成25年4月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

9. 実践PTノート
   運動 傷害の理学療法
  （第2版）

運動 傷害の概論と運動療法に関して実際に実践
している実技内容を部位ごとに紹介した。さらに
自己学習のため、その手技の動画をDVDに収録し
講義外での実技練習に役立てるように工夫した。
第1版から内容の見直しと追加を行い、より実践
的な内容に再編した
（Ａ４判 全210頁）
編著者：小柳
共著者：上野隆司、吉本陽二、橋本雅 、

岡聡、中江徳彦、佐藤睦美、境隆弘
共著者全員での執筆

7．歩行を診る
  －観察から始める理学
  療法実践－

( )文光堂 歩行動作の改善を目的に臨床で経験する障害ご
と、また疾患ごとに歩行動作をいかに捉え、アプ
ローチするかを具体的に解説した。さらに理学療
法効果を高めることに効果的な 具や 具、アイ
テムの使用についてもまとめてある。（Ａ５判
全478頁）
編者：松尾善美

本人担当部分：
（各論28）テーピング、インソールを必要とする
対象者（ ．390～ ．408）を共著。
歩行を分析、アプローチする際にテーピングやイ
ンソールパッドなどを用いて歩容の変化から理学
療法の を具体化していく方法を紹介し、例示
しながら解説した。共著者：橋本雅 、伊佐地弘
基、岡田 美

②本人担当部分：
（各論29）スポーツウエアを必要とする対象者
（ ．409～ ．426）を単著。
テーピングなどの効果を利用し、歩行などの 重
位動作の機能にアプローチする方法を紹介し、
テープの効果を持続させるためのスポーツウエア
の紹介や利用方法について解説した。

8. 理学療法Mook
   スポーツ傷害の理学
   療法(第2版)

（ ）三 書 第1版より、さらに最新情報をふまえてスポーツ
外傷・障害全般的に理学療法士の観点から発生要
因や力学的ストレスなどスポーツ 技を困難にす
る病態運動学について解説している。またその要
因をふまえて適切な理学療法について臨床の観点
から紹介、解説している
（ ５判 全400頁）
編著者：福井 、小柳

本人担当部分：
第3章 と体 の傷害に対する理学療法4．下
のスポーツ障害の理学療法
（ ．71～ ．82）を共著。
下 のスポーツ障害について発生要因とその対応
策、発症後のコンディショニング、トレーニング
および再発予防の観点から解説した。特に運動
学、運動力学的側面から工夫したトレーニングの
紹介や運動解析のデータからスポーツ障害の発生
要因について考察を加えた。
共著者：中江徳彦、橋本雅 、田中則子
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成28年5月

共著 平成29年5月

10. 教科書にはない敏
    PTのテクニック
   -臨床実践変形性 関
    症の理学療法-

( )文光堂 日常診療でよく診る変形性 関 症について，経
験豊富な敏 理学療法士による長年の創意工夫に
より，臨床現場で行われている技術のコツについ
て解説した。
（ ５判 全192頁）
編著者：橋本雅

本人担当部分：
OAの外科的治療を理解し術後に活かす（ ．47

～ ．59）を共著。
人工 関 置 術を中心にその手術方法を解説

し、 切開から術後の理学療法の工夫や考慮の
ポイントを解説した。特に術後関 可動性に影響
を えやすい術創部のアプローチを具体的に紹介
した。
共著者：橋本雅 、木下和昭

②本人担当部分：
OA患者の術前・術後の歩容改善をねらう（ ．

120～ ．134）を単著。
手術前の状態から手術後の歩容の改善を、その

時期に分けて解説した。特に術後の 存する体
機能の不具合に着目して具体的なアプローチにつ
いて紹介している。

11. 教科書にはない敏
    PTのテクニック
    -臨床実践足部・足関
     の理学療法-

( )文光堂 足部・足関 に頻発する運動 傷害を中心に評価
やアプローチについて臨床で行っている実践的な
内容をまとめた。運動 疾患以外にも内科的障害
に起因する足部の障害についてもあわせて解説し
た。
（ ５判 全179頁）
編著者：橋本雅

本人担当部分：
足部・足関 機能と身体運動との関係をとらえる
（ ．25～ ．38）を共著。
足部・足関 の力学的機能について解説し、身体
運動時の基礎としての役割に対して必要な機能を
解説した。また機能不全の場合のアプローチにつ
いて紹介を行った。
共著者：橋本雅 、木下和昭

②本人担当部分：
平足障害 足部・足関 の機能的特徴をふまえ

介入する（ ．70～ ．84）を共著。
臨床で経験する 平足障害が足部にとどまらず、
身体運動に影響を及 す関係性について解説し、
その評価方法やアプローチについて紹介した。
共著者：中尾英 、橋本雅

本人担当部分：
有痛性外反母 足部・足関 の機能的特徴をふ
まえ介入する（ ．85～ ．98）を共著。
外反母 変形でも有痛性の場合を重要視して、足
部にとどまらず、身体運動に影響を及 す関係性
について解説し、その評価方法やアプローチにつ
いて紹介した。特に の工夫やインソールなどに
ついて具体的に解説した。
共著者：生島直樹、橋本雅

本人担当部分：
後 筋 、 筋 の要害 足部・足関 の機
能的特徴をふまえ介入する（ ．99～ ．113）
を共著。

足アーチ機能を担保する筋群に加わる力学的ス
トレスを具体的に紹介し、その頻回な負 が引き
起こす筋 の障害を解説した。足部機能だけでは
なく、身体の重心保持の機能を含めて具体的に解
説した。
共著者： 生玲子、橋本雅
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成30年3月

西守隆 編著, 上杉雅之監修

（ ５判 全305頁）

本人担当部分：
第4章4アキレス 断 (手術適応例).  （ ．196
～ ．205）を共著。
アキレス 断 術後の理学療法を臨床上の工夫を

まえて解説した。
共著者：橋本雅 、木下和昭

共著 平成30年5月

橋本雅 , 村西  編集

（ ５判 全194頁）

本人担当部分：

共著 令和1年8月
橋本雅 編集
（ ５判 全179頁）

本人担当部分：

（学術論文）

[原著論文]

共著 平成22年4月

共著 平成22年6月

13. 教科書にはない敏
    PTのテクニック
    -臨床実践 関
     の理学療法-

( )文光堂

14. 教科書にはない敏
    PTのテクニック
    -臨床実践体 の理学療
法-

( )文光堂

12. 統合と解釈がよくわかる
実践 理学療法評価学

( )医 薬出版

38. グラウンドサーフェ
    イスの変化が大学サ
    ッカー選手のスポー
    ツ傷害に及 す影響
    -土グラウンドとロ
     ングパイル人工
     グラウンドとの比
     較-
    (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.18 (2)
:P.256-P.263

グラウンド表面の違いがサッカー選手のスポーツ
傷害の発生に える影響を調査した。土グラウン
ドで練習を行った１年間とその後人工 グラウン
ドで行った１年間に発生したスポーツ傷害を集計
し、人工 では土グランドと比して上 の傷害発
生が多かった。要因として下 の 労による

の増加、スライディングなどの練習プレー内容
の変化が考えられた。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、大久保衛、
橋本雅 、山野仁志、岸本恵一、藤竹

39. 大学サッカー選手に
    対する足 筋力
    トレーニングの効果
    (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.19
:P.3-P.6

スポーツ傷害の発生と足 筋力との関連か
ら、足 筋力を継続的にトレーニングするこ
とが基本的なパフォーマンステストとの関連を調
査し、検討を加えた。結果はトレーニング介入前
後では片 立位能力、最大1歩 み出し能力が向
上した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、大久保衛、
橋本雅 、山野仁志、岸本恵一、藤竹
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成22年6月

共著 平成22年6月

共著 平成22年8月

共著 平成22年9月

42. 高校サッカー選手に
    おける体 筋トレー
    ニングが 痛発生予
    防へ える効果
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.18 (3)
:P.504-P.510

高校サッカー選手において体 筋機能の変化と
痛の有無に関する 経時的変化を調査した。高校
サッカー選手14名に9 月間体 筋トレーニング
を継続した結果、Side Bridge testの平 点が、
介入前5.3 2.7点から介入後9 月で10.3 2.7点
(p<0.001)と有意に増加し、体 筋機能が向上し
たと考えられる。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：井上直人、橋本雅 、田 志、
大 伸吾

43. サッカー選手のボー
    ルキック動作と下
    重位の動作におけ
    る足アーチ高率とア
    ーチ沈 率の分析
   (査読付)

臨床バイオメカニクス
Vol.31
:P.477-P.483

サッカー選手を対象に下 重位動作時の足アー
チの変化を 観化し、その動作の特性を考察し
た。片 スクワット、キック動作時の足アーチの
低下より、片 スクワット時の低下が大きく、床
反力の方向に違いと足関 度の違いが関 して
いると推察された。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：藤高 平、田 智、大 伸吾、大久保
衛、橋本雅 、岸本恵一、藤竹

40. Side-Bridge動作での
   運動 変化に伴う体
   筋・ 関 周囲筋の
   筋活動
  (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.19
:P.40-P.52

体 筋トレーニングにて用いられるサイドブリッ
ジ動作に運動負 の変化を加えることによって変
化する筋活動を筋 図学的に考察した。 関 外

筋や体 の 定に働く筋活動を効率よく高めら
れる方法を具体的に述べた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、田 志、
井上直人、森洋子、新谷健

41. クラウス・ウェーバ
    ーテスト変法と体
    部筋エクササイズ
    における筋活動量に
    ついて
    (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.19
:P.53-P.56

体 筋機能の測定やトレーニングに用いられる動
作や 保持における体 筋の活動を 観化する
ために内 筋にワイヤー を用いた筋 図測
定によりデータを得た。結果、サイドブリッジや
クラウス・ウェーバーテスト変法の 保持が筋
活動を高めていることが示 された。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：杉本拓也、林慈 、池内誠、柳田育久、
橋本雅 、日下昌弘、大 伸吾、大久保衛
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成23年6月

共著 平成23年6月

共著 平成23年7月

共著 平成23年8月

共著 平成23年10月48. 下 機能サポートウ
    エアが 物を持ち、
    おろす動作における
    下 筋活動に及 す
    影響について
   (査読付)

臨床バイオメカニクス
Vol.32
:P.469-P.475

スポーツウエアを中心に市 されている機能的な
ウエアの実際の効果について 観することを目的
に動作解析 置とEMGの分析から検討を行った。
結果、ウエアの着用により、一定の筋活動の軽減
効果が認められることが示 された。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、論
文執筆
共著者：橋本雅 、三谷保弘、山田隆登

46. 変性疾患患者に
    おける アライメ
    ントと 痛疾患治療
    成績判定基準との関
    連について
   (査読付)

近 理学療法学術大会誌
Vol.40

中高年期の 疾患の中でも変性疾患に着目し、
線 影にて得た のアライメントデータと治

療効果判定に用いる身体機能評価項目との関連性
を考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：内原由佳子、橋本雅 、中尾英 、
金沢淳則

47. 高校男子サッカー選
    手における体 筋機
    能と運動時 痛発生
    の経時的変化
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.19 (3)
:P.551-P.557

高校生サッカー選手の運動時 痛と体 筋機能の
継続的な調査から、運動時 痛の軽減には一定以
上の筋機能が必要であり、かつそれを維持する必
要があることが示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：河野 織、橋本雅 、井上直人、
田 志、大 伸吾

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.20
:P.5-P.8

Side-Bridge の を長時間保持させて、体 と
関 周囲筋の筋 労についてEMGを用いて評価

した。EMG上の筋 労を示す変化が確認され、
Side-Bridge の が体 筋の筋 労を評価する
有用性について示 した。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、田 志、
佑、新谷健、宮沢 史

45. グラウンドサーフェ
    イスの違いが大学サ
    ッカー選手のスポー
    ツ外傷に及 す影響
    (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.20
:P.25-P.28

天 グランドと人工 グランドのおけるスポー
ツ外傷の発生について調査した。サーフェイスの
違いにより、下 などの身体 労部位などに違い
があり、スポーツ外傷発生に部位や種類に違いが
あることが分かった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、大久保 、
橋本雅 、岸本恵一、辻信宏、田中一成、
中村信之、来田 幸、藤竹

44. Side-Bridge の
    保持における筋活動
    の経時的変化につい
    て
    (査読付)
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成24年6月

共著 平成24年6月

共著 平成24年6月

共著 平成24年6月

共著 平成24年8月

共著 平成24年10月54. 物の運び下ろし動
    作の運動解析
    － 物の重さの違い
    が身体運動に及 す影
    響－
   (査読付)

臨床バイオメカニクス
Vol.32
:P.353-359

物を運 し、立ち まり、床に下ろす動作にお
ける下 の動作分析を行った。三次元動作解析機

を用いて下 の運動と身体重心のへ負 を 観
し、 物の重さによる変化について検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：三谷保弘、橋本雅

52. リスフラン 傷
    に対する理学療法の
    経験－保存治療につ
    いて
   (査読付)

PTジャーナル
Vol.46 (6)
:P.563-P.567

観 的治療も選択されるリスフラン 傷に対
して、保存的治療を選択し、理学療法や下 全体
や体 に着目したトレーニング指導によりスポー
ツに復帰できた症例について報告した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：岡徹、中川拓也、奥平修三、古川泰三、
橋本雅

53. 大学サッカー選手の
    第5中足 労 に
    おける発生因子の検
    討
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.20 (3) 
:P.543-P.549

サッカー選手に好発する第5中足 の 労 の
発生要因を身体的特徴や練習 から考察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、 田秀 、大 伸吾、
藤竹 、来田 幸、岸本恵一、橋本雅 、
大久保

50. 大学サッカー選手の
    人工 グラウンドに
    おけるスポーツ傷害
    の経時的変化
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.21
:P.25-P.32

人工 グラウンドでの練習が常態化したクラブに
おけるスポーツ傷害の発生について 4年の追
し、調査・検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、来田 幸、
藤竹 、岸本恵一、橋本雅 、大久保

51. 大学サッカー選手の
    足部・足関 傷害に
    対する足部アーチ保
    持筋力トレーニング
    の効果
   (査読付)

理学療法科学
Vol.27 (3)
:P.263-P.267

大学サッカー選手に対して足部のアーチ機能に着
目して継続的にトレーニング指導した。結果、足

把持力と片 立位時間が増大し、足関 の
発生率が低下した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、藤竹 、来田 幸、
橋本雅 、大 伸吾、大久保

49. 高校生男子サッカー
   選手に対するコンデ
   ィショニングサポー
   トが運動時 痛に
   える影響
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.21
:P.23-P.28

高校生に対して1年間継続的に行った体 筋ト
レーニングとストレッチングの指導と実施が、運
動時 痛の発生と 何に関連するかについて検討
した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：古川博章、、石 友 、吉川 也、
山崎 志、橋本雅 、井上直人、木下和昭、
田 志、森洋子
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成24年11月

共著 平成25年1月

共著 平成25年3月

共著 平成25年3月

共著 平成25年6月

58. 大学サッカー選手に
    おける足部スポーツ
    障害に対するインソ
    ールの治療効果
   (査読付)

の医学
Vol.26 (2)
:P.40-P.44

大学サッカー部に所 している選手のスポーツ障
害調査と障害を有する選手のインソールを使用し
たアプローチがもたらす効果について検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、橋本雅 、
大久保

59. クラウス・ウェーバ
    ーテスト変法と体
    部筋エクササイズ
    における 横筋の筋
    活動量について
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.22
:P.25-P.27

体 筋機能を向上させる目的に行われるトレーニ
ング動作について実際の筋活動量の観点からその
効果について検討した。筋活動の測定には、ワイ
ヤー を用い、 部の筋活動を導出した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：杉本拓也、能登洋平、林慈 、池内誠、

哲治、土井 雄、柳田育久、田 智、
大 伸吾、橋本雅 、大久保

56. 高校サッカー選手の
    運動時 痛発生につ
    いて 関 可動性と
    周囲筋タイトネスの
    検討
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.21 (1) 
:P.5-P.10

高校サッカー選手の 痛発生要因として体 筋機
能の低下以外に 関 の可動性の低下が の回

負 を増加し、 痛発生と関係することが示
された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：井上直人、橋本雅 、河野 織、
古川博章、田 志、木下和昭、大 伸吾

57. 大学サッカー選手の
    第5中足 労
    と身体的要因の関係
   (査読付)

日本整形外科スポーツ医
学会雑誌
Vol.33 (1)
:P.37-P.42

継続的のフォローしている大学サッカー部の選手
の身体的特徴とサッカーに多い第5中足 の障害
との関連性について調査した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、岸本恵一、
橋本雅 、大久保

55. 高校サッカー選手の
    痛予防に対するコ
    アエクササイズの効
    果
   (査読付)

スポーツ傷害
Vol.17
:P.44-P.47

高校生サッカー選手に継続的に体 筋を中心とし
たトレーニングを行わせ、運動時 痛の有無を経
時的に測定した。結果、体 筋機能は向上する
が、 痛の軽減に必ずしも関係しているとは言え
なかった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、論
文執筆
共著者：橋本雅 、石 友 、井上直人、
木下和昭、田 志
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成25年6月

共著 平成25年6月

共著 平成25年7月

共著 平成25年10月

共著 平成26年1月64. 高校男子サッカー選
    手における体 筋機
    能と 関 可動域が
    運動時 痛に及 す
    影響
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.22
:P.59-P.66

高校生のサッカー選手を対象に体 筋の持久性と
協調性を見た機能評価と 関 の可動性と 性
が スポーツ動作時の 痛発生に及 す影響を考
察し その関連性を示 した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：吉川 、橋本雅 、井上直人、
古川博章、木下和昭、大 伸吾

62. 大学サッカー選手に
    おける足部スポーツ
    障害に対するインソ
    ールの有用性
   (査読付)

日本整形外科スポーツ医
学会雑誌
Vol.33 (3)
:P.292-P.297

断的に調査を継続している大学サッカー選手に
認められる足部スポーツ障害に対して、市 のイ
ンソールの使用がスポーツ障害発生にどのように
影響を及 すかを検討した。結果、インソールの
使用の有用性が示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、岸本恵一、
橋本雅 、大久保

63. 物の持ち上げ動作
    時の下 および体
    の運動力学的解析
   (査読付)

理学療法科学 
Vol.28 (5)
:P.619-P.622

日常生活から職業動作によく見られる 物の持ち
上げ動作について動作分析を行った。三次元動作
解析 置を用いて体 、下 の力学的負 を 観
化した。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：三谷保弘、橋本雅 、北川智美、
松木明好

60. デジタルカメラによ
    る 可動域測定
    法の一検討(第一報)
    (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.22
:P.29-P.31

デジタルカメラにて 影した静 画を用いて
間の 度の変化から の可動性を予測した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：福本貴典、田 志、 佑、高 厚
史、橋本雅

61. 第5中足 労 の
    を有する大学サッ
    カー選手におけるタ
    ーン動作時の足部圧
    力解析
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.22
:P.39-P.41

サッカー選手の好発する足部第5中足 の発
生要因として切り返し動作の り返しが考えられ
る。実際にターン動作にて足部の同様な力学的な
ストレスが加わるかを 観化し、発生要因を検討
した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、藤竹 、
来田 幸、岸本恵一、武村政徳、辻田純三、
橋本雅 、大久保
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共著 平成26年3月

共著 平成26年4月

共著 平成26年4月

共著 平成26年6月

共著 平成26年6月

68. 大学サッカー選手に
    おける足関 の
    技復帰に影響を及
    す要因の検討
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.23
:P.19-P.21

断的に調査している大学サッカー選手の足関
についてスポーツ復帰に影響を及 す身体的

特徴(筋力、 性など)を検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大久保 、大 伸吾、
藤竹 、来田 幸、岸本恵一、橋本雅 、田中
康仁

69. ハンドヘルドダイナ
    モメーターを用いた
    体 機能評価方法の
    再現性と関連性
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.23
:P.27-P.29

体 筋の筋力測定にハンドヘルドダイナモメータ
を用いた測定に関してその再現性について級内相
関係数を用いて検討を行った。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、米田 貴、中雄太、
北西秀行、大八木博貴、橋本雅 、 沼

66. 大学アメリカンフッ
    トボール選手におけ
    るSide Bridge test
    と体 筋力との関係
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.22 (2)
:P.297-P.301

大学生の体 機能を 発力の観点と筋持久力の観
点から測定し、その関連性を検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：井上直人、中川泰 、向井章 、
新宮信之、廣瀬ちえ、橋本雅 、田 志、
木下和昭

67. 第5中足 労 の
    を有するサッカ
    ー選手の切り返し動
    作の動作解析
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.22 (2)
:P.331-P.335

第5中足 の 経験のあるサッカー選手の方向
(切り返し)動作をハイスピードカメラにて

影し その足部の関 運動を健常者と比較検討し
た。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、大 伸吾、岸本恵一、
橋本雅 、大久保 、熊井司、田中康仁

65. 高校男子サッカー選
    手における入学年度
    別の体 筋機能と運
    動時 痛発生の経時
    的変化
   (査読付)

條 学園大学リハビリ
テーション学部紀要
9号
:P7-P14

断的に調査している高校生サッカー選手が各年
代の体 機能評価の結果に特徴があることが分か
り、その後トレーニング介入した結果、運動時の

痛が一時期改善するが、その後 かに増加する
傾向があることが分かった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：石 友 、橋本雅 、井上直人、
木下和昭、古川博章、大 伸吾

リハ－275
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単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成26年6月

共著 平成26年7月

共著 平成26年8月

 

共著 平成26年8月

共著 平成26年12月74. 変形性 関 症にお
    ける体 機能と身体
    機能の関連性
   (査読付)

運動 リハビリテーショ
ン
Vol.25 (4)
:P.350-P.355

変形性 関 症患者を対象にその体 機能を評価
する方法を考案した。その体 機能と身体機能と
の関連を検討し、変形性関 症の発生機序につい
て考察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、米田 貴、
中雄太、北西秀行、大八木博貴、 沼

72. 大学男子サッカーチ
    ームにおける10年間
    の傷害発生状況
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.22 (3)
:P.463-P.472

断的に関わっている大学サッカー選手のスポー
ツ障害発生の動向について10年間の調査結果をま
とめ、検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、藤竹 、来田 幸、
岸本恵一、橋本雅 、大 伸吾、大久保 、
熊井司、田中康仁

73. 関 可動域、下
    筋タイトネスの経時
    的変化が運動時 痛
    に及 す影響
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.22 (3)
:P.481-P.487

高校生サッカー選手を対象に 関 の可動性と下
筋の さが、運動時 痛との関連と関連すると

考えられ、トレーニング介入によるその改善がそ
の後の運動時 痛にどう変化をもたらせるかを調
査し検討を加えた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：福本貴典、橋本雅 、田 志、

祐、井上直人、木下和昭、大 伸吾

70. 本学学生の国家試験
    前後における不安の
    変化
   (査読付)

リハビリテーション教育
研究
19号
P.216-P.217

最終学年の学生を対象に国家試験前後の不安状態
を 観化し その変化について検討を行った。資
格を取得する教育課程において最終目 となる国
家試験は多くの学生において不安をもたらす要因
となることが考えられた。

本人担当部分：研究指導
共著者：小 武 、岡健司、 橋泰子、
橋本雅 、酒井桂太

71. 重による足部アー
    チの変化が足部スポ
    ーツ障害の発生に
    える影響 大学サッ
    カーチームの8年間の
    前向き研究
    (査読付)

日本整形外科スポーツ医
学会雑誌
Vol.34 (3)
:P.307-P.311

重負 による足部アーチ高の沈 率を測定し、
後に足部に発生するスポーツ障害との関係性につ
いて検討を行った。アーチ高の変化が大きい選手
はスポーツ障害発生に何ら影響を える可能性が
示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、橋本雅 、大 伸吾、
大久保 、熊井司、田中康仁
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発行所，発表雑誌等
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共著 平成27年4月

共著 平成27年4月

共著 平成27年5月

共著 平成27年6月

共著 平成27年6月

  

78. 足部横アーチ変化の
    測定方法の検討
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.24
:P.19 P.22

外見の形状では測定が困難である足部横アーチの
観的な測定方法について考案し、その方法の有

用性につて検討した。

本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、藤竹 、来田 幸、
岸本恵一、橋本雅 、大 伸吾、大久保 、
熊井 司、田中康仁

79. Trunk Righting Test
    と体 機能の関係性
   (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.24
:P.31 P.34

体 機能評価として考案したTrunk Righting 
Testと体 筋の持久性と協調性を見るブリッジテ
ストとの関連性から、体 筋の評価方法について
検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、北西秀行、
井上直人、植田篤史

76. 大学男子サッカーチ
    ームにおける上半身
   傷害の発生状況 : 
   10年間の傷害調査結果
  (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.23 (2)
:P.242-P.251

大学男子サッカーチームにおける, 2003年から
2012年までの10年間の上半身(上 , 体 , 
部)に発生した傷害を調査した.  1年生時の発生
率, ゴールキーパーの発生率が有意に高く, 1部
リーグに参加した年度と人工 グラウンドに変更
した年度の上 傷害発生率の有意な増加が認めら
れた.
本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、藤竹 、来田 幸、岸本恵
一、橋本雅 、大 伸吾、大久保 、熊井司、田
中康仁

77. 大学サッカー選手に
    おける足 筋力
    が足部スポーツ障害
    の発生に える影響
   (査読付)

日本整形外科スポーツ医
学会雑誌
Vol.35 (2)
:P.133-P.138 

多種多様なフットワーク動作が必要なサッカー選
手において足 の 力(把持力)がスポーツ障害
発生にいかに関 するかを検討した。

本人担当部分：ータ分析、研究指導
共著者：藤高 平、橋本雅 、大 伸吾、大久保

、熊井司、田中康仁

75. 位での片側支持
    における 保持と
    Trunk Righting Test
    との関係
   (査読付)

理学療法科学
Vol.30 (2)
:P.329-P.332

体 機能の評価方法として 位 で行うテスト
方法を考案した。そのテスト方法にて得られた結
果と 位 保持との関連性を検討し、体 機能
評価の有用性について考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、米田 貴、中雄
太、北西秀行、大八木博貴、 野祐一、 沼
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成27年6月

共著 平成27年6月

共著 平成28年1月

共著 平成28年4月

82. 位体 重支持機
    能テストと体 筋機能
   (査読付)

理学療法科学
Vol.31 (1)
:P.49-P.52

Trunk Righting Testにて得られた 位での 重
支持機能とブリッジ 保持にて得られた体 筋
の持久性と協調性との関係性について考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、北西秀行、
米田 貴、中雄太、大八木博貴、井上直人、植田
篤史、田 志、福本貴典、高 厚史、
佑、新谷健、 野祐一

83. 変性疾患に対す
    る体 伸展持久力ト
    レーニングの効果
    日本整形外科学会
    疾患問診
   （JOABPEQ）を用いた
    評価
   (査読付)

理学療法科学
Vol.31 (2)
:P.275-P.279

部疾患患者を対象に体 筋の持久性向上を目的
にトレーニング介入し、介入の結果として疾患に
関連する症状の変化を問診 を用いて調査した。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：中尾英 、稲葉 洋、森藤武、内原由佳
子、渡 、金子元春、木下和昭、橋本雅 、大

伸吾

80. A novel objective 
    evaluation method
    for trunk function
  （体 筋機能評価方法の
   検討）
   (査読付)

J. Phys. Ther. Sci. 
Vol.27
:P.1633 P.1636

体 機能を 観的に評価する方法としてTrunk 
Righting Testを考案し、その有用性を検討し
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：Kazuaki Kinoshita,
Masashi Hashimoto, Kazunari Ishida, 
Yuki Yoneda, Yuta Naka,
HidekuKi Kitanishi, Hirotaka Oyagi,
Yuichi Hoshino, Nao Shibanuma

81. 人工 関 全置 術
    後患者の身体機能と
    術前および術後の体
    機能の関連性
   (査読付)

理学療法科学
Vol.30 (3)
:P.389-P.394

体 機能評価としてTrunk Righting Testを用い
て術前後の患者を対象に調査した。結果、術後の
身体機能に体 機能が関係することが示 され
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、中雄太、北西秀
行、大八木博貴

リハ－278



著書，学術論文等の名称
単著・
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共著 平成28年6月

共著 平成29年3月

共著 平成29年5月

共著 平成29年6月

86. 高校男子サッカー選
    手における体 重
    支持機能とブリッジ
    保持の特徴～利
    き 側と非利き 側
    での比較～
   (査読付)

日本整形外科スポーツ医
学会雑誌
Vol.37 (2)
:P38-P41

Trunk Righting Testにて得られた体 重機能
とブリッジ 保持により得られた体 筋機能の

と効き と非効き の関係性について調査
した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、中尾英 、大 伸
吾

87. 大学サッカー選手の
    人工 グラウンドに
    おけるスポーツ傷害
    の経時的変化 人工
    グラウンドに対す
    るゴムチップ補充の
    影響
  (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌
Vol.25
:P53 P55

サッカー 技中に発生する外傷や障害を引き起こ
す要因は，選手が使用しているグラウンドサー
フェイスも一要因になると報告されている。今
回，長期経過した人工 グラウンドに特 砂や
ゴムチップを補充したことによる，スポーツ傷害
発生への影響を検討した．結果、人工 グラウン
ドでは年数が経過するとともに下 発生率が
増加し，ゴムチップの補充後では下 離れの発
生率が有意に減少した．

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：藤高 平、藤竹 、来田 幸、岸本恵
一、橋本雅 、大 伸吾、大久保 、熊井 司、
田中康仁

84. 体 の 重支持機能
    の がジャンプ
    動作に える影響
   (査読付)

JOSKAS
Vol.41 (3)
:P.1068-P.1074

Trunk Righting Testにて得られた体 重機能
の が各種のジャンプ動作に える影響につ
いて調査した。結果、体 の安定性が大きく求め
られるジャンプ動作では体 機能の が関
しやすいことが示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：木下和昭、橋本雅 、井上直人、北西秀
行、中雄太、大八木博貴、植田篤史、 野祐一、
石田一成、 沼 、中尾英 、大 伸吾

85. 成長期スポーツ障害
    の 分離症と非特
    異的 痛の 線による
    アライメントと
    可動性について
   (査読付)

大阪河 リハビリテー
ション大学紀要
11巻
:P.135-P.139

成長期のスポーツ選手に見られる 分離症と非
特異的 痛者に 線 影から のアライメント
と 影 間の から可動性を予測した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：中尾英 、橋本雅 、森藤武、岡健司

リハ－279



著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成29年6月

共著 平成29年7月

共著 平成29年7月90. 野 経験年数での 関
    回 可動域の変化
    (査読付)

JOSKAS
Vol.42 
：P.493-P.498

小中学生の野 経験年数別での 関 可動域の変
化について検討した。結果は野 経験年数の増加
に伴い、両側共に 関 90 外 位での外 度
と全可動域に有意な低下傾向が認められた。以上
より、小中学生の野 選手の 関 90 外 位で
の外 度と全可動域は野 経験の増加に伴い減
少していくことが考えられ、今後の 障害治療
の一助となる可能性が示された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：木下和昭、中川泰 、向井章 、佐治
彦、 本浩光、井上直人、伊藤春 、橋本雅 、
大 伸吾

88. Relationship 
    between trunk 
    function 
    evaluated using the 
    trunk righting 
    test and physical 
    function in 
    patients with knee 
    osteoarthritis
  （体 筋機能テストと
    変形性 関 症患者
    の身体特性との関
    連性）
   (査読付)

J. Phys. Ther. Sci. 
Vol.29
:P.996 P.1000

変形性 関 症（OA）患者の運動機能評価におい
て体 の立ち直り運動のテスト（TRT）を用いて
体 筋機能の評価を行っている。その臨床上の有
効性について検討した。結果、同側のTRTと関連
する因子は、最大等尺性 伸筋力テストおよび同
側のステップテストであった。術側と、非術側
TRTはTUGとかなり関連していた。下 の運動 疾
患であるが、体 機能評価の重要性が示 され
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共著者：Kazuaki Kinoshita, Kazunari Ishida, 
Masashi Hashimoto, YuKi Yoneda, Yuta NaKa, 
hideyuki Kitanishi, Hiroki Oyagi, Yuichi 
Hoshino, Masahiro Kurosaka, Nao Shibanuma

89. Side-to-side 
    differences in range 
    of motion, muscle 
    strength, and medial 
    elbow laxity in 
    young baseball 
    players 
    with medial elbow 
    injuries
   （内側型 関 障害を
     有した成長期野 選
     手の関 可動域、筋
     力、関 緩性のの
     について）
    (査読付)

J Phys Fitness Sports 
Med
Vol.6 (4)
:P.233-P.239

成長期の野 選手の 関 の障害は 動作に大
きく影響し、また 動作から力学的影響を受け
る。今回、成長期の野 選手の関 機能の評価か
ら検討を加えた。結果、 外内 、 伸、前
回内外 関 内 の可動域は非 側に比べ減
少していた。また 筋および 上筋の筋力、
関 の内側不安定性は を示していた。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：Takeshi Morifuji, Hidetoshi Nakao,  
Takahiro Inaba, Kenji Kasubuchi, Masashi 
Hashimoto, Motoharu Kaneko
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成29年8月

共著 平成29年10月

共著 平成30年6月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：高 厚史, 田 志, 佑, 福本貴
典, 大 伸吾, 木下和昭, 新谷健, 橋本雅

共著 平成30年12月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導
共著者：木下和昭, 橋本雅 , 中尾英 , 
佑, 谷 佑, 福本貴典, 高 厚史, 大 伸吾

共著 令和1年1月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：中尾 英 , 橋本 雅 , 濱田 太 , 木
下 和昭, 森藤 武, 大  伸吾

共著 令和1年3月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：Kazuaki Kinoshita, Kazunari Ishida, 
Masashi Hashimoto, Hidetoshi Nakao, Nao 
Shibanuma, Masahiro Kurosaka, Shingo Otsuki

日本人の健常高齢者を対象に運動機能評価と身体
組成 認知機能との関連を検討した。ロコモティ
ブシンドロームのように運動機能の低下により引
き起こされるが、これは認知機能の変化や体組成
の変化との関連が示 された。

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導
共著者：Misa Nakamura, Fumie Tazaki, Kazuki 
Nomura, Taeko Takano, Masashi Hashimoto,  
Hiroshi Hashizume, Ichiro Kamei

日本臨床スポーツ医学会
誌27巻1号
p 27-p 33

93.体 筋・ 関 周囲筋の
機能評価を目的とした難度別
のcore stability testの保
持時間について  (査読付)

関西臨床スポーツ医・科
学研究会誌, 27:

27 29

95. 痛を有する高校野 選
手における体 ・ 関 筋力
と アライメントとの関係
性  (査読付)

96.A Vertical Load Applied 
Towards the Trunk 
Unilaterally Increases the 
Bilateral Abdominal Muscle 
Activities  (査読付)

J. Phys. Ther. Sci. 
Vol.30(3)
:P.273 P.276

92. Cognitive impairment 
    associated with 
    locomotive syndrome 
    in community-dwelling  
  elderly women in 
    Japan
  （日本人の健常高齢者
    女性の運動機能評価
    と認知機能について）
   (査読付)

Clinical Interventions 
in Aging 2017
12 
:P.1 P.7

理学療法科学 33(6)
p.929-p.934

91. 障害 を有する
    小学生野 選手の
    関 可動域の特徴
   (査読付)

日本臨床スポーツ医学会
誌
Vol.25 (3)
：P.454-P.457

動作において, 関 可動域の制限は, 
障害 の発症と関連が報告されている. そのた
め, 本研究の目的は 障害 を有する小学生野

選手の 関 可動域の特徴を明らかにすること
とした.結果, 障害群は健常群に比して, 側, 
非 側の 関 外 位での外 可動域が, 有意
に小さかった. また, 側の 全回 可動域お
よびGlenohumeral Internal Rotation Deficit
は, 2群間で統計学的に有意 はなかったが, 障
害群の うが小さい傾向であった.

本人担当部分：データ分析、研究指導
共著者：植田篤史、橋本雅 、木下和昭、小島喜
義、衛門良幸、井上直人、大 伸吾

94.片 立位と 位での片
側支持 の 部周囲筋の筋
活動の関係  (査読付)
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和1年4月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：木下 和昭, 中川 泰 , 向井 章 , 伊
藤 春, 井上 直人, 橋本 雅 , 大  伸吾

共著 令和1年10月

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導

共著者：木下 和昭, 橋本 雅 , 大八木 博貴, 
石田 一成, 沼 , 来田 幸

日本臨床スポーツ医学会
誌
27巻2号
p.273-p.278

理学療法科学 34巻5号
p.553-p.557

98.人工 関 全置 術後早
期のTimed up and go testの
改善に関係する因子  (査読
付)

97. 障害を発症する小学
野 選手の 関 可動域の特
徴 一年間の 断的検討  
(査読付)
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

その他

「総説・報告書」

単著 平成25年4月

単著 平成26年6月

共著 平成26年7月16.  足部・足関 のスポ
     ーツ障害-overuse障
     害の克服- 理学療
     法によるoveruse障
     害への対応

臨床スポーツ医学
31巻7号
：P.674-P.684

overuse障害の要因を関 緩性など関 の特性
と運動連 における力学的ストレスの観点から解
説する。具体的には運動療法の紹介とインソール
などの 具療法を併用した理学療法を解説した。
本人担当部分：論文執筆
共著者：橋本雅 、伊佐地弘基

理学療法京都
42号
：41-46

運動 疾患の理学療法を効果的に進めるにあた
り、身体の機能を 何に捉えることができるが重
要である。その際、動作の観察・分析が適切に行
い、機能障害を具体的にする評価が治療の成果を

する。著者の工夫している動作の捉え方を紹
介しながら、ポイントを解説した。

15.  観察的動作分析にお
     ける介入効果から身
     体運動を捉える方法
     ～足部・足関 の機
     能に着目して運動
     疾患における歩行動
     作を考察する～

大阪河 リハビリテー
ション大学紀要
8巻1号
:P.158-P.165

身体運動の土台である足部足関 の機能を中心に
運動連 の観点から身体全体に及ぶ 制 や運
動調整について解説した。特にインソール療法と
運動療法の併用や 重位トレーニングにおける考
え方、観察的動作観察のポイントなどを紹介しな
がら説明を加えた。

14. 運動 疾患の理学療
     法における臨床力
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

単著 平成29年11月

(その他)

[学会発表]

(国際学会)

－ 平成22年6月

－ 平成23年11月

－ 平成24年5月

－ 平成25年9月

3. Risk factors of 
   stress fracture of 
   the fifth metatarsal 
   bone in university 
   soccer players.
  （大学サッカー選手の
    第5中足 労
    の危険因子）

American College of 
Sports Medicine, 16th 
Health  Fitness  
Summit  Exposition
(Los Vegas)

サッカー選手に多く見られる足部傷害の一つ第5
中足 の発生要因を検討した。検討項目は下

を中心に機能評価を行い、関連する因子につい
て考察した。 関 アライメント(Q-angle)と足

筋力との関連が示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：Kohei Fujitaka, Shingo Otuki,
Shunsuke Fujitake, Teruyuki Kita, Keiiti
 Kishimoto, Masashi Hashimoto, Mamoru Okubo

4. Characteristics of 
   human body movement 
   when lifting loads: 
   investigation into 
   difference in load 
   weight.
（重量物の持ち上げ動作
  におけるの重さに違い
  が身体動作に える特
  徴）

WCPT-AWP  ACPT 
Congress 2013
(Taichung, Taiwan)

物の持ち上げ動作における運動特性について、
物の重さを変えた時に体 、下 の運動負 が

どのように変化するかを検討した。

本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導
共同発表者：Yasuhiro Mitani, Masashi 
Hashimoto,
Tomomi Kitagawa

The 18 Congress of the 
International Society 
of Electrophysiology 
and Kinesiology 
(Aalborg, Denmark)

自 ペダリング動作における運動量や仕事負
をペダリング 度や回 トルクの調整から定量化
し、筋活動様式の特性を確認した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：Iwasita Atsusi,Konisi Y,
Hashimoto Masashi, Ichihasi Noriaki, 
Yoshida Masaki

2. Relationship between 
   stress fracture of 
   the 5th metatarsal 
   and physical facters 
   in college soccer 
   players
 （大学サッカー選手の身
   体特性と第5中足
   との関係性について）

The 5th Asia-Pacific 
Conference on Exercise 
and Sports Science 
(APCESS 2011,Shanghai)

大学サッカー選手に好発する第5中足 の 労
の発生要因を身体的特徴から考察した。特に下
のアライメントが関連する可能性があった。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：Kohei Fujitaka, Shingo Otuki,
Mamoru Okubo, Masashi Hashimoto,
Keiiti Kishimoto, Shunsuke Fujitake, 
Teruyuki Kita

17.  動作解析を用いた機
     能的ウエア開発 ワ
     コールとの共同開発 

理学療法ジャーナル
51巻11号
：P.959-P.962

特集「多分野に広がる理学療法」の1つを担当執
筆。
身体運動解釈、動作分析の観点から機能的ウエア
を開発する業務について紹介した。過去10年の実
施の開発例を示し、理学療法の観点がどのように
活用できるかを解説した。

1．Effects of different 
 pedaling rates on 
 muscle activity of 

   lower extremity and 
   crank tor ue during 
   constant work rate 
   pedaling.
  （回 度の違う自
    のペダリング動作
    における下 筋活動
    と関 トルクの違い
    について）
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成28年10月

(国内学会)

－ 平成22年5月

－ 平成22年10月

－ 平成22年11月

－ 平成22年11月

45． 物の持ちおろし動
    作における着用ウエ
    アが下 筋活動に及
    す影響について

第37回 
日本臨床バイオメカニク
ス学会
(京都)

物の持ちおろし動作において、下 筋活動の観
点から、着用する 通スパッツと下 機能サポー
トを考慮したスパッツとの違いを 観化した。結
果、関 運動やトルクには大きな違いがないが、
下 機能サポートのスパッツ着用時に下 重力
筋における筋活動が低下し、ウエアのサポート効
果が示 された。

46．高校女子バレーボー
    ル選手の運動機能と
    スポーツ傷害の特徴

第21回 
日本臨床スポーツ医学会
( 城)

高校バレーボール選手の体力測定を行い、筋力、
筋持久力、 性などの結果とスポーツ傷害歴と
の関連を考察した。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：三谷保弘、橋本雅 、森北育宏

ACPT Congress 2016
(Kuala Lumpur, 
Malaysia)

体 機能評価としてブリッジ を用いた機能評
価を行っている。今回、その評価 における体

の筋活動の特性を 観化し、今後の評価方法と
しての有用性を検討することとした。

本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導
共同発表者：
Satoshi Tagashira, Masashi Hashimoto

43. 高校サッカー選手に
    おける 関 周囲筋
    のタイトネスと運動
    時 痛発生との関連
    性

第45回
日本理学療法学術大会
（ ）

高校サッカー選手の運動時 痛発生に関して調査
した。 痛と関連性がある 関 周囲のタイトネ
スなどを他覚的に測定し、有痛者と無痛者との相
違点いついて考察し、検討を加えた。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：古川博章、木下和昭、橋本雅 、
井上直人、大塚 織、吉川 也、石 友 、
福永浩明、吉野育代

44． 変性疾患におけ
    る体 筋持久力が
    痛治療成績判定基準
    におよ す影響につ
    いて

第18回
日本 痛学会
（北海 ）

部変性疾患を有する外来患者を対象に、 の
可動性を 線 影から測定し、体 筋力を筋持久
力の観点から点数化し、 痛治療成績判定基準に
おける各項目との関連性を検討した。結果、体
の伸展筋持久力が日常生活動作能力との関係があ
ることが示 された。
本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導
共同発表者：中尾英 、橋本雅 、内原由佳子、
金澤淳則

5. Electromyography 
   analysis in 
   stratified core 
   stability 
   testing
  （体 筋機能の評価テ
    ストの筋 図学的検
   討）
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成22年11月

－ 平成22年11月

－ 平成22年11月

－ 平成22年11月

－ 平成23年5月51. 大学サッカー選手の
    足部・足関 スポー
    ツ傷害に対する足部
    アーチ保持筋力トレ
    ーニングの効果

第46回
日本理学療法学術大会
（宮崎）

大学生にサッカー選手の足部アーチに着目し、下
のスポーツ傷害発生と関連性と足部に対するト

レーニングの継続による傷害発生の変化を検討し
た。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、大久保 、
橋本雅 、藤竹 、来田 幸

49．大学サッカー選手に
    おける学年別での足
    関 の発生状況
    の分析

第21回 
日本臨床スポーツ医学会
( 城)

大学サッカー選手を計5年間調査し、足関
の発生と関係する要因を検討した。結果、1年生
が他の学年よりも、発生頻度が大きかった。大学
生になってサッカーの練習環境の変化などが要因
であることが示 された。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大  伸吾、大久保 

、橋本雅 、岸本 恵一、藤竹 、来田 
幸

50． 変性疾患患者に
    おける アライメ
    ントと 痛疾患治療
    成績判定基準との関
    連について

第50回
近 理学療法学術大会
（和 山）

変性疾患患者における 線所見と 関
可動域、体 筋持久力に着目し、日常生活動作と
の関連を検討した。結果、体 伸筋持久力は、

前 との相関がなかった。しかし、JOAスコ
アと相関することから、 保持に寄 する体
伸展筋持久力の向上が、 痛の軽減につながり、
結果として日常生活動作能力の向上に関 するこ
とが考えられる。つまり、 変性疾患における

痛を有する患者の治療として重要な項目である
と言える。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：内原由佳子、橋本雅 、中尾英 、
金澤淳則

48．高校サッカー選手の
    運動時 痛発生につ
    いて－ 関 可動性
    と周囲筋タイトネス
    の検討－

第21回 
日本臨床スポーツ医学会
( 城)

高校サッカー選手の 痛発生要因として体 筋機
能の低下以外に 関 の可動性の低下が の回

負 を増加し、 痛発生と関係することが示
された。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：井上直人、橋本雅 、古川博章、
河野 織、木下和昭、田 志、大 伸吾

47．Side-Bridge 保
    持における筋活動の
    持続的変化

第21回 
日本臨床スポーツ医学会
( 城)

サイドブリッジ 保持に関して筋持久力につい
て筋 図的考察を行った。長時間の が可能群
と不可群では筋 労が示されてからの筋出力(筋

分値)が多くなるかどうかの違いが示され
た。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、田 志、
井上直人、古川博章、河野 織、松本 生
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成23年5月

－ 平成23年9月

－ 平成23年9月

－ 平成23年9月

－ 平成23年11月

－ 平成23年11月57. 高校男子サッカー選手
    における体 筋機能と
    関 可動域が運動時
    痛に及 す影響

第22回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（青森）

高校生の男子サッカー選手の運動時 痛と体 筋
機能、 関 可動性との関連性について考察し
た。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：吉川 也、橋本雅 、井上直人、
古川博章、大 伸吾

55. 大学サッカー選手の
    第5中足 労 と
    身体的要因の関係

第37回
日本整形外科スポーツ医
学会学術集会
（福岡）

サッカー選手に好発する第5中足 の 労 の
発生要因を身体的特徴から考察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、大久保 、
橋本雅 、岸本恵一、藤竹 、来田 幸

56. 大学サッカー選手の
    第5中足 労 に
    おける発生因子の分
    析

第22回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（青森）

サッカー選手に好発する第5中足 の 労 の
発生要因を身体的特徴や練習 から考察した。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、大久保 、
橋本雅 、岸本恵一、辻信宏、田中一成、
中村信之、藤竹 、来田 幸

53. 大学サッカー選手の
    足部スポーツ傷害と
    身体的要因の関係

第66回
日本体力医学会大会
（山口）

大学サッカー選手の足部周辺のスポーツ傷害の発
生要因を身体的特徴や機能の観点から調査し、考
察した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、大久保 、
橋本雅 、岸本恵一

54. ジョーンズ を受
    傷したサッカー選手
    の特徴と

第25回
日本 医学会学術集会
（奈良）

第5中足 の受傷したサッカー選手の身体的
特徴を測定し、カティング動作を動作解析した結
果とあわせて の発生要因を考察した。

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導
共同発表者：大 伸吾、藤高 平、橋本雅 、
大久保

52. 高校男子サッカー選
    手における初回メデ
    ィカルチェック時の
    体 筋機能と 痛発
    生の変化

第46回
日本理学療法学術大会
（宮崎）

高校生男子サッカー選手の運動時 痛に関する調
査である。初回に調査時の 痛有無と身体機能と
の関連性について検討した。
本人担当部分：研究計画、データ分析、研究指導
共同発表者：石 友 、橋本雅 、井上直人、
古川博章、山崎 志、河野 織、吉川 、
木下和昭
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成23年11月

－ 平成23年11月

－ 平成23年11月

－ 平成24年5月

－ 平成24年7月

61. ハンドヘルドダイナ
    モメーターを用いた
    体 機能評価方法の
    信頼性

第47回
日本理学療法学術大会
（兵庫）

ハンドヘルドダイナモメーターを使い、 位
にて体 機能を測定する方法を考案した。 り返
し測定による再現性を中心に検討を行った。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、米田 貴、
中雄太、大塚靖子、 克真、 沼

62. Critical illness 
    polyneuropathyをき
    たした１例に対して
    訪問リハビリテーシ
    ョン介入により復職
    可能となった経験

第24回
大阪府理学療法学術大会
(大阪)

運動感覚性 索型ポリニューロパチーを呈した症
例を訪問リハビリテーションの形態にて介入し、
部分的であるが復職に向けて改善が見られたこと
について報告した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：廣瀬 士、池田耕二、大原佳 、
竹内章、橋本雅

59. 高校生男子サッカー
    選手の 関 可動域
    と筋の伸張性に対す
    るトレーニング効果
    が運動時 痛に及
    す影響

第22回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（青森）

運動時 痛と 関 可動性との関連に着目し、継
続的なトレーニング効果と運動時 痛の変化につ
いて考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：福本貴典、橋本雅 、田 志、

佑、井上直人、木下和昭、大 伸吾

60. 物の運び下ろし動
    作の動作解析― 物
    の重さの違いが身体
    運動に及 す影響―

第38回
日本臨床バイオメカニク
ス学会
（兵庫）

物を運 し、立ち まり、床に下ろす動作にお
ける下 の動作分析を行った。三次元動作解析機

を用いて下 の運動と身体重心のへ負 を 観
し、 物の重さによる変化について検討した。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：三谷保弘、橋本雅

58. 高校男子サッカー選
    手における入学年度
    別の体 筋機能と運
    動時 痛発生の経時
    的変化

第22回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（青森）

高校生の男子サッカー選手の運動時 痛の発生状
況を学年ごとに集 し、体 筋トレーニングの指
導後に2年間の間フォローしたデータから、体
筋機能の変化を追 した結果と運動時 痛の有無
との関連について考察した。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：石 友 、橋本雅 、井上直人、
古川博章、大 伸吾
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成24年9月

－ 平成24年9月

－ 平成24年11月

－ 平成24年11月

－ 平成24年11月67. サッカー選手におけ
    る第5中足 労
    の運動学的特徴と
    身体的特徴との関連

第23回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神奈川）

大学サッカー選手の足部の形態、足 筋力のとと
ターン動作の動作解析結果から、第5中足 労

経験者と非経験者との 異を検討した。結
果、足 筋力と動作時の足部回外運動とに関連性
が示 された。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、藤竹 、
岸本恵一、橋本雅 、武村政徳、辻田純三、
大久保

65. 高校男子サッカー
    選手における体 筋
    機能とランニング能
    力の関係

第23回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神奈川）

高校生サッカー選手を対象に体 機能、特に持久
性について評価し、ランニング能力との関連を考
察した。結果、体 機能の高い者はランニング
度が く、持久 にも良好な成績を示していた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：田 志、橋本雅 、福本貴典、

佑、木下和昭、大  伸吾

66. 大学アメリカンフッ
    トボール選手におけ
    るSide bridge test
    と体 筋力の関係

第23回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神奈川）

体 筋を同時収縮させ、その持久性を見るテスト
と 筋と背筋力の 発力の結果との関連性を検討
した。結果、 筋と背筋力の比率が一定であると
体 筋の同時収縮の時 制が良好となることが示

された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：井上直人、中川泰 、向井章 、
新宮信之、廣瀬ちえ、橋本雅 、田 志、
木下和昭

63. 大学サッカー選手に
    おける足部スポーツ
    障害予防に関するイ
    ンソールの有用性

第38回
日本整形外科スポーツ医
学会学術集会
（神奈川）

大学サッカー選手を継続的にフォローする中でス
ポーツ傷害の発生を調査し、足部インソール使用
の有無が関連することが示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、岸本恵一、
橋本雅 、大久保

64. 大学サッカー選手に
    おける足部スポーツ
    障害に対するインソ
    ールの治療効果

第26回
日本 医学会学術集会
（東京）

大学サッカー選手をフォローする中で足部のス
ポーツ傷害を発生した選手に対して、インソール
を使用の有無によるスポーツ復帰の状況の違いを
調査した。使用群はスポーツ復帰までの日数が有
意に く、復帰後の再発率が低かった。傷害発生
後インソール使用は治療結果を良好することが示

された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、橋本雅 、
大久保
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成24年11月

－ 平成25年7月

－ 平成25年10月

－ 平成25年10月71. 体 筋機構評価の
    保持における ・
    関 周囲筋に関する筋
    図学的分析．

第24回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（熊本）

Side Bridge test（SB）、Front Bridge test
（FB）とBack Bridge test（BB）を筋 図学的分
析により、体 筋機能評価としての有用性につい
て検討した。測定筋は内 筋、外 筋、多
筋、大 筋、中 筋、大 筋 張筋、大 直筋、
内側ハムストリングとした。 iEMG、MdPFともに
有意な変化が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：田 志, 橋本雅 , 高 厚史,

佑, 福本貴典, 大 伸吾

69. 変形性 関 症にお
    ける体 機能と身体
    機能の関連性

第25回
日本運動 科学会
（神戸）

変形性 関 症患者の体 機能と下 機能を中心
とした身体動作との関連性を検討した。結果、下

機能を必要とする身体動作には体 機能の状況
が少なからず関 することが示 された。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 中雄太, 
米田 貴, 北西秀行, 大八木博貴, 沼

70.  Trunk Righting 
     Test (TRT) 結果と
     片側 部支持によ
     る 位 保持と
     の関連について
     重心(COP)動 計
     測からの一考察

第24回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（熊本）

片側 部支持の 位（立ち直り動作）にて同側
上部体 を上方に す力を測定するTRTを実施し
ており，今回，TRT時の を重心（COP）動 か
ら考察し， 制 との関連を検討した．外周面

と単位面 長において優位側と 位側との
間で有意 が認められた．

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 米田 貴, 
中雄太, 北西秀行, 大八木博貴, 野祐一, 

沼

68. サッカー選手におけ
    る第5中足 労
    の動作解析

第39回
日本臨床バイオメカニク
ス学会
（千葉）

サッカー選手に多い第5中足 の 労 経験者
の動作解析から、その発生要因を調査した。結
果、ターン動作において み込み の足関 背
運動が少なく、足部の回外運動が有意に大きかっ
た。これらが足部外側に力学的ストレスをもたら
せることが示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：：藤高 平、大 伸吾、岸本恵一、
武村政徳、辻田純三、橋本雅 、大久保
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成25年10月

－ 平成25年10月

－ 平成25年10月

－ 平成26年2月75. 人工 関 全置 術
    後の体 機能と 関
    伸展筋力、歩行能
    力獲得の関係

第44回
日本人工関 学会
（宜野湾）

関 疾患による人工関 置 術後患者の体 機
能と下 機能、身体動作との関連性について検討
した。結果、下 機能は体 機能と関連性があ
り、身体運動にも影響を及 すことが示 され
た。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：中雄太, 木下和昭, 橋本雅 , 
北西秀行, 大八木博貴

73. 音 画 を用いた
    大 前 の測定
    方法

第24回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（熊本）

大 には前 があり 回 ROMとの関係があ
る。前 を測定するRyder法は大 子の触診に
よる測定であり，検者による誤 が生じる可能性
が考えられる．今回， 音 画 を用いた前
の測定方法を試行し，その信頼性について検討し
た．結果、検者内ICC検者間ICCともに有意な相関
が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：新谷健, 橋本雅 , 井上直人, 
中川泰

74. 足部スポーツ障害を
    受傷した大学サッカ
    ー選手の足部アーチ
    の特徴

第24回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（熊本）

足部スポーツ障害を受傷した大学サッカー選手の
足部アーチの特徴を検討した。 位アーチ高率と
立位アーチ高率を測定し， 位アーチ高率から立
位アーチ高率を引いてアーチ高率変化量（アーチ
変化量）を算出した．受傷群を立位アーチ高率が
高い群（高アーチ群）と
低い群（低アーチ群）の2群に分けアーチ変化量
の比較を行った．結果、受傷群の立位アーチ高率
は非受傷群よりも有意に低く，受傷群のアーチ変
化量は非受傷群よりも有意に大きかった．低アー
チ群のアーチ変化量は高アーチ群よりも有意に小
さかった． 
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平，大 伸吾，岸本恵一，
橋本雅 ，大久保 ，熊井司，田中康仁

72. 大学アメリカンフッ
    トボール選手におけ
    るSide bridge test
    と体 筋力の関係
    ～第2報～

第24回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（熊本）

体 筋機能検査として行っているSide bridge 
test（SB）と体 筋力の伸展 比（E F比）
との関連について対象者数を増やしさらに検討を
加えた。結果、SBと伸展筋力との間、 SBとE F
比との間に有意な相関が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：井上直人, 中川泰 , 向井章 ,
新宮信之, 伊藤 春, 廣瀬ちえ, 橋本雅

リハ－291



著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年5月

－ 平成26年9月

－ 平成26年11月

－ 平成26年11月79. Trunk Righting
    Testと体 機能
    の関係性 第2報

第25回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（東京）

個人内のTrunk Righting Test(以下、 TRT)の
データの優 かSide-Bridge test(以下、 SB)

の 保 持時間の優 を反 していることを報
告した。その後、対象者数を 増やしさらに検討
を加えた。結果、TRTとFB・SBとの間に相関関係
は認められなかった。またFB・SBともにTRTの優
位側が有意に 保持の時間が長かった。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 ,米田 貴, 
中雄太, 北西秀行, 大八木博貴, 井上直人, 
植田篤史, 田 志, 福本貴典, 高 厚史, 

祐, 新谷健, 野佑一

77. 大学サッカー選手に
    おける足 把持筋力
    が足部スポーツ障害
    の発生に える影響

第40回
日本整形外科スポーツ医
学会学術集会
（東京）

多種多様なフットワーク動作が必要なサッカー選
手において足 の 力(把持力)がスポーツ障害
発生にいかに関 するかを検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平, 岸本恵一, 橋本雅 , 
大 伸吾, 大久保 , 熊井司, 田中康仁

78. 高校生サッカー選手
    における体 筋機能
    と障害発生の関係

第25回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（東京）

体 筋機能検査として行っているSide bridge 
test（SB）と体 筋力の伸展 比（E F比）
との関連について報告した．その後，対象者数を
増やしさらに検討を加えた。SBと伸展筋力との
間、SBとE F比との間に有意な相関が認められ
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：田 志, 橋本雅 , 新谷健, 
福本貴典, 祐, 高 厚史, 木下和昭, 
大 伸吾

76. 人工 関 全置 術
    後患者の身体機能と
    術前及び術後の体
    機能の関連性

第49回
日本理学療法学術大会
（横浜）

変形性 関 症患者（以下， OA）の 関 の
症や変形などを主症状とする運動連 機能不全の
一病態に ったものであると報告されており、術
後は 関 のみでなく，病変の悪化につながる体

および下 の運動連 を考慮することが重要で
ある。我々はその機能を 観化することを目的に
Trunk Righting Test
（以下，TRT）を考案し，術後の体 機能と身
体機能との関連性についても検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
 共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 中雄太, 
北西秀行, 大八木博貴
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共著の別
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概 要
発行所，発表雑誌等
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－ 平成26年11月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年9月83. 高校男子サッカー
    選手の 位体 重
    支持機能と利き 、
    非利き との関連

第41回
日本整形外科スポーツ医
学会学術集会
（京都）

Trunk Righting Testにて得られた体 重機能
とブリッジ 保持により得られた体 筋機能の

と効き と非効き の関係性について調査
した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 中尾英 , 
大 伸吾

81. 人工 関 全置
    術前後における
    子立ち上がりテス
    トの有用性

第50回
日本理学療法学術大会
（横浜）

スクリーニングである30 子立ち上がりテスト
（以下，CS-30）や5回 子立ち上がりテスト（以
下，SS-5）が、変形性 関 症の患者（以下，
OA）やその後，手術に った患者に対する有用性
について検討した。結果、SS-5は今回測定した他
の動作テストとの関係性が確認でき，先行研究と
同様に OAに対して使用が可能であることが示
された。SS-5の方が 時間にて可能であり，負担
が少なく，有用性の高いテストであると考えられ
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、中雄太、
米田 貴、北西秀行、大八木博貴

82. 体 の 重支持機
    能の がジャ
    ンプ動作に える
    影響

第7回
日本関 ・ ・スポー
ツ整形外科学会
 ( )

Trunk Righting Testにて得られた体 重機能
の が各種のジャンプ動作に える影響につ
いて調査した。結果、体 の安定性が大きく求め
られるジャンプ動作では体 機能の が関
しやすいことが示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、井上直人、
北西秀行、中雄太、大八木博貴、植田篤史、

野佑一、石田一成

80. Back Bridge 動作
    における体 ・
    関 周囲筋に関す
   る筋 図学的分析

第25回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（東京）

体 筋や 関 伸筋に着目し、Back Bridge(BB)
を筋 図学的に分析し、評価としての有用性を検
討した。結果、体 伸筋、 関 伸筋の IEMG、 
MdPFに有意な変化か認められ、BB 保持が体
伸筋、 関 伸筋の持久性評 価の方法としての
有用性か示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高 厚史, 田 志, 祐, 
福本貴典, 橋本雅 , 大 伸吾
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成27年10月

－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

－ 平成27年11月87. Bridge を用いた
    体 筋機能評価にお
    ける 筋と背筋の不
    についての検討

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

体 筋機能評価としてBack Bridge test（BB）と
Front Bridge test（FB）の測定値から、 BB（背
筋）とFB（ 筋）の不 が動作テストに える
影響を検討した。結果、BB FB高値群（BB優位）
のBB FBは3回片足 び、20m 、50m 、T 
test、12分間 との間に有意な相関が認められ
た。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高 厚史、橋本雅 、田 志、
新谷健、福本貴典、 佑、幸田康宏、
木下和昭、大 伸吾

85. 位での体 重支
    持機能テストの力学
    的考察

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

体 重支持機能テスト（TRT）を考案し、片側
の体 の 重支持機能が同側の連続ジャンプ動作
に影響を えることを報告した。今回、TRTを力
学的に検討し、 重動作との関係も検討した。
TRTの で す力と 部で す力は強い相関が
あった。またTRTの測定値は床反力値と強い相関
があった。 

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、中尾英 、
井上直人、田 志、新谷健、大 伸吾

86. 高校男子サッカー選
    手における 技パフ
    ォーマンスと体 筋
    機能との関係

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

高校男子サッカー部に対して、体 筋機能とサッ
カーに必要な 技パフォーマンスとの関係につい
て検討した。FBはT－testと12分間 、
SBはT－testと12分間 、 BBはT－testと12分間

に有意な相関が認められた。FB・SB・BBのよう
な を一定時間保持する体 筋機能は、T－
testや12分間 と関係することが考えられた。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：新谷健、橋本雅 、田 志、
木下和昭、清野大

84. 人工 関 全置 術
    前における体 機能
    評価の重要性

第42回
日本 関 学会学術集会
（大阪）

人工 関 全置 術（以下、THA）の術前の身体
機能が術後の回復に影響を えることが報告され
ている。THA前の体 機能と身体機能の 観的な
関連性を示した報告は少なく、我々はTHA前後の
体 機能に着目し、術前から体 機能評価
（Trunk Righting Test以下、TRT）を行ってい
る。今回、THA前の症例を対象に、術前の体 機
能と身体機能との関係性を検討した。結果、術側
TRTと術側 関 伸展筋力、術側下 重量との
間にそれ れ有意な正の相関が認められた。術側
TRTと歩行時NRSとの間に有意な負の相関が認めら
れた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：中雄太、木下和昭、橋本雅 、

沼 、林 也、橋本慎吾
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

89. 成長期スポーツ障害
    の 分離症と非特
    異的 痛の 線による
    分 可動域の違い

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

成長期スポーツ選手の 分離症と非特異的 痛
における の各 体間の可動性について検証し
た。 線またはMRIにてL5片側の 分離症（分離
群）と診断された10名と、非 質的 痛症（ 痛
群）と診断された12名の 位 側面 の 線動
態 影により、Ll－Sの各 体間の最大伸展時の
前 および最大 時の後 を測定し、さら
に最大伸展時と最大 時の 分 を計測
し、その から各 体間の分 可動域を算出し
た。結果、最大伸展時の前 は、分離群が 痛
群に比して高値を示し、 の分 可動域は、分
離群が 痛群に比して高値を示した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：中尾英 、稲葉考洋、森藤武、
金子元春、木下和昭、橋本雅 、大 伸吾

90. 小学生 式野 選手
    におけるSide Bridge 
    testの有用性

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

小学生 式野 選手に野 検診を実施しており、
今回、小学生 式野 選手にSBを実施し、傷害と
の関連を調査し、さらにSBの負 量設定を検討し
た。結果、今回の 下の調査においては、SBと

による傷害との関連は認められなかった。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：井上直人、中川泰 、向井章 、
佐治隆彦、藪本浩光、新宮信之、伊藤 春、
廣瀬ちえ、橋本雅 、大場友裕、木下和昭、
高 厚史、石 友 、吉川

88. 体 筋機能の
    がランニング動作へ
    及 す影響

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

サッカー選手に対して傷害予防やパフォーマンス
の向上を目的に介入し、体 筋機能の とラ
ンニング動作との関連を調査した。体 筋機能評
価はFront Bridge test（FB）、Side Bridge 
test（SB）を実施し、ランニング動作は50m 、 
Ttest、12分間 とした。体 筋機能評価より

あり群と なし群に群分けを行い、ラン
ニング動作との相関を調査した。結果、体 の安
定性が必要なランニング動作では体 機能がラン
ニングの動作に影響を及 すことが示 された。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：田 志、橋本雅 、新谷健、

佑、福本貴典、高 厚史、幸田康宏、
木下和昭、大 伸吾
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成27年11月

－ 平成27年11月

－ 平成28年5月93. 小学生 式野 選手
    におけるSide 
    Bridge testと
    障害

第51回
日本理学療法学術大会
（ ）

式野 連 に加入している小学生に対して
障害を早期発見することを目的に野 検診を実施
している。 動作においては，上 機能だけで
なく下 ，体 機能の重要性が報告されている。
今回，体 筋機能の検査方法を取り入れ、小学生
にSide Bridgetestを実施し 障害との関連を
調査した。結果、Side Bridge testの保持時間は

側 非 側ともに 障害群と障害なし群の
間に有意 は認められなかった。点数の は 障
害群が障害なし群に比べ、有意に大きい結果で
あった。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：井上直人、中川泰 、向井章 、
佐治隆彦、藪本浩光、伊藤 春、廣瀬ちえ、
橋本雅 、木下和昭、高本晴

91. 質的な 障害
    を有する小学野 選
    手の 関 ・体 可
    動域の特徴

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

質的な 障害 を有する小学生野 選手
における 関 ・体 可動域の特徴を検討した。
対象は、 障害 と診断された小学生野 選手
（以下、障害群）と健常な小学生野 選手（以
下、健常群）とした。 側の 関 2nd外 は
障害群が健常群に比して有意な可動域減少が認め
られた。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：植田篤史、橋本雅 、木下和昭、
小島喜義、衛門良幸、大 伸吾

92. 下 筋タイトネスが
    ボールキック動作時
    の 前傾 度に及
    す影響の検討

第26回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（神戸）

下 筋タイトネスがボールキック動作時の 運
動や 位に及 す影響を検討した。
三次元動作解析システムにて、利き のインス
テップキックを解析した。 間 離（HBD）と

前傾 度の最大値に有意な相関は認められな
かった。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：福本貴典、橋本雅 、田 志、
新谷健、 佑、高 厚史、幸田康宏、
木下和昭、大 伸吾
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成28年5月

－ 平成28年7月

－ 平成28年9月

95. 野 経験年数での
    関 回 可動域の変
    化

第8回
日本関 ・ ・スポー
ツ整形外科学会
（福岡）

小中学生の野 経験年数別での 関 可動域の変
化について検討した。結果は野 経験年数の増加
に伴い、両側共に 関 90 外 位での外 度
と全可動域に有意な低下傾向が認められた。以上
より、小中学生の野 選手の 関 90 外 位で
の外 度と全可動域は野 経験の増加に伴い減
少していくことが考えられ、今後の 障害治療
の一助となる可能性が示された。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：木下和昭, 中川泰 , 向井章 , 佐
治隆彦, 本浩光, 井上直人, 橋本雅 , 大  
伸吾

96. 成長期野 選手の
分離症における

関 筋群と伸筋群
の筋力の検討

第42回
日本整形外科スポーツ医
学会
（ ）

と 関 の運動時における連動について着目
し、 分離症による 痛と、 関 周囲筋の筋
機能との関連性について検討した。結果、分離症
を有する選手の 足 関 の 筋力、伸展
筋力ともに低く、ステップ の 関 筋力が
有意に低かった。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：中尾英 , 稲葉考洋, 木下和昭, 濱
田太 , 森藤武, 橋本雅 , 大 伸吾

94. 高校男子サッカー選
    手におけるシンスプ
    リント 者の疾
    動作の特徴について

第51回
日本理学療法学術大会
（ ）

シンスプリント（Medial Tibial Stress 
Syndrome  以下，MTSS）の発生要因は下 内側筋
群の伸張性低下や足部の過回内による伸張ストレ
スによるとの報告が多い。我々は高校男子サッ
カー選手に対するフィジカルチェックにて明らか
な特徴が認められなかった。そこで今回、MTSS 
群と MTSS の無い群（以下，control 群）の
動作時アライメントを比較しMTSS 群の動作的特
徴を検討した。
結果、静的アライメントと ROM には有意 が認
められなかったが、動的アライメントでは
足関 の回内 度と足部外 モーメントに有意
が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：幸田康宏、田 志、新谷健、
福本貴典、 佑、高 厚史、林 明、
春日 、木下和昭、橋本雅
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成28年9月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

99. 中学生と高校生野
    選手における 障
    害の危険因子の違い

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

障害（Throwing Injury、以下TI）の危険因
子を年代別で調査しTIの要因となる成長に伴う身
体的特徴の違いについて検討した。TIと関連性の
高かった項目は小中学生では 側elbow push 
testとlnitial abduction test、高校生では
側EPTと 関 2nd外 可動域、 関 内 可動域

であった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：衛門良幸、橋本雅 、小島喜義、植
田篤史、大木

100. 小学生 式野 選手
    におけるSide Bridge 
    testと 障害 と
    の関係 ～第2報～

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

小学生野 選手に対して野 検診を実施してお
り、小学生野 選手の体 筋機能検査として我々
が用いているSide Bridge test（SB）の負 設定
の変更が必要であることを報告した。今回、SBの
負 を変更し 障害との関連を調査した。SBの

は 傷害群が低い傾向であったことから、SBの
結果に が認められることが示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：井上直人、中川泰 、向井章 、藪
本浩光、新宮信之、伊藤 春、廣瀬ちえ、橋本雅

、木下和昭

97. ボールキック動作に
 おける体 運動の解

     析

第42回
日本整形外科スポーツ医
学会
（ ）

サッカー選手の特有なボールのキック動作では、
から下 の分析が多く、体 の詳細な分析は

少ない。今回はキック動作中の体 運動に着目し
検討した。結果、インステップキックは体 伸展
位、 側へ側 させて力を め、インパクトに向
けて と が相反する動きを伴いながら、急

に体 を し、 側方向へ側 させていくこ
とが示 された。また水平面上では と が
相反する回 を伴いながら体 を調整し、 を
一定方向へ回 させている可能性が示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 中尾英 , 福
本貴典, 大 伸吾

98. 童期野 選手におけ
    る 関 障害者の
    関 可動域の特徴
    ～健常群と障害群と
    の比較～

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

学童期野 選手における野 経験年数別での 、
関 に障害を有する者の 関 可動域の特徴に

ついて検討した。野 開始1年目から4年目の障害
群では、 側の2nd外 と2nd全可動域が健常群
に比して有意に可動域が低下していた。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：木下和昭、中川泰 、向井章 、藪
本浩光、新宮信之、伊藤 春、井上直人、廣瀬ち
え、橋本雅 、大 伸吾
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－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

－ 平成28年11月

103. 階層別Core stability
    testにおける身体重
    心動 についての検討

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

広い筋機能レベルの評価が可能となるように階
層別Core stability test（CST）を難 度別に考
案し、身体重心動 の観点から、評価方法の難
度の設定に関する妥当性を検討した。単位
長、加 度は有意に増加し、難度が高くなること
により 保持における不安定性が増加すること
が示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高  厚史、橋本雅 、田 志、
新谷健、福本貴典、 佑、幸田康宏、木下和
昭、大 伸吾

104. 男子高校野 選手に
    おけるSide Bridge 
    Testと タイムの関
    係性

  

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

男子高校 式野 部員に対して、体 筋機能検査
としてSide Bridge Test（以下、 SB）を実施し
ており、テストの目 値を提示するために タイ
ムとの関連性を検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者： 佑、橋本雅 、田 志、木
下和昭、新谷健、福本貴典、高 厚史、幸田康
宏、大 伸吾

101. 位での体 重支
    持機能評価における
    筋活動

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

動作の体 機能評価として、 位での立ち直り
から 直方向への負 を課した方法（体

重支持機能評価）を用いている。今回は本法の筋
活動を検討した。体 重支持機能評価におい
て、 直筋、内 筋、外 筋、多 筋、 横
筋が有意に高かった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、中尾 英 、

佑、福本貴典、高 厚史、田 志、田
智、大 伸吾

102. 高校野 選手の 痛
    症の体 ・ 関 筋
    力と アライメン
    トとの関係性

第27回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（千葉）

野 選手の 痛発生頻度は高く、今回、ハンドヘ
ルドダイナモメーター（HDD）にて野 選手の体

と 関 の筋力を測定し、 痛者と 痛の
がない者で比較した。 痛群の筋力は 関 筋
群が低下傾向を示し、同様に
アライメントは前湾 が小さいことが認められ
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：中尾英 、木下和昭、橋本雅 、大

伸吾
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－ 平成29年5月

－ 平成29年6月

－ 平成29年9月107. 高等学校におけるス
     ポーツ活動支援事業
     の利用状況とその意
     義

第43回
日本整形外科スポーツ医
学会
（宮崎）

本学では付 の高等学校に対し、スポーツ活動支
援事業を実施している。本研究の目的は、その事
業の利用者状況とその意義について考察する。結
果、開始当初は受診率が低値であったが、継続的
に活動を行うことにより増加する傾向であった。
また医療機関を受診した者は、重度なスポーツ傷
害と診断された利用者も存在し、医療機関への受
診の重要性が示 された。これらの結果は、学校
保健内において理学療法士が 問や保護者と良好
な関係を保ちながら、継続的なスポーツ活動支援
事業を実施する重要性を示 する。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、 佑、北川
智美、長野聖、森永敏博、 野祐一、廣島和夫

105. 片側の体 の 重支
     持機能の向上が動作
     に える効果

第52回
日本理学療法学術大会
（千葉）

歩行や 行，ジャンプ動作では体 に対して 直
方向に 重負 が加わりながら，片 で支持する
ような場面が求められ，その時の体 機能の評価
方法として 位での片側の体 重支持機能
（Trunk Righting Test，TRT）に着目している。
今回、TRT の向上がどのような動作能力の向上に
効果を えるのか検討することとした。結果、
pre 期と post 期の間では TRT と 関 伸展の
最大等尺性筋力，ジャンプ効率に有意な増加が認
められ，side hop test には有意な低下が認めら
れた。post 期と retraining 期の間では TRT，
ジャンプ効率に有意な低下が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭，橋本 雅 ，中尾 英 田

 志，大  伸吾

106. 小学生野 選手にお
     ける 関 障害発
     生者の 関 可動域
     の特徴1年間の 断
     的検討

第 回
日本関 ・ ・スポー
ツ整形外科学会
（ ）

1年間に 関 の障害が発生した小学生野 選
手の 関 可動域の特徴について検討した。対象
は2015年度から2016年度の1年間に 関 に障
害を有さなかった小学生野 選手（健常群）140
名と 関 に障害を有した小学生野 選手（障
害群）38名とした。結果、障害群は2015年度に比
して2016年度の 側の2nd外 が有意に低下し
ていた（p 0.05）。小学生野 選手において新
規に発生した 障害者は 側の2nd外 が低
下していた。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：木下和昭, 中川泰 , 向井章 , 佐
治隆彦, 本浩光, 井上直人,伊藤 春, 橋本雅

, 大  伸吾
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発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成29年11月

－ 平成29年11月

－ 平成29年11月

111. 体操に必要な 立
と身体因子との関連性

－ 平成30年6月 本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 横田尚子, 

佑, 来田 幸, 西澤 一 , 野祐一

112. 痛症の高校野 選手に
対する 関 筋力トレーニン
グが 前 に及 す影響

－ 平成30年6月 本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：中尾英 , 木下和昭, 橋本雅 , 大

伸吾

第28回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（東京）

110. 小学生 式野 選手
     における関 可動域
     の経年変化と 障
     害 との関係

小学生の野 選手に対して継続して関わり、メ
ディカルチェックを行っている。対象の小学生の

関 障害が、スポーツ活動を継続し、時間経過
を伴ってどのように発生するかを検討している。
今回は の関 可動域に着目して 関 の回
可動域の減少と 障害発生との関連性を示 し
た。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：井上直人、中川泰 、向井章 、藪
本浩光、新宮信之、伊藤 春、橋本雅 、木下和
昭

第10回日本関 ・ ・
スポーツ整形外科学会
（福岡）

第10回日本関 ・ ・
スポーツ整形外科学会
（福岡）

109. 保持の難度別に
     分けたCore 
     stability 
     test の筋活動につ
     い ての検討

第28回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（東京）

Core stability test を用いて体 筋機能を測定
するにあたり、対象者の身体特性を反 して用い
る 保持に難度別の を検討している。実際
に考案した方法ごとに筋活動を測定し、難度ごと
に筋活動から見た運動負 の違いを検討した。結
果、いくつかの 間で有意 が認められ、難度
別に分けることがより具体的になった。。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高  厚史、橋本雅 、田 志、
福本貴典、 佑、木下和昭、大 伸吾

108. 立 保持におけ
     る 関 と 周
     囲の筋活動 上 の
     位の違いによる変
     化

第28回
日本臨床スポーツ医学会
学術集会
（東京）

小学生女子の 体操選手の 関 障害に着目し
て、 技特性である上 での 重 位における筋
活動から、力学的考察を行った。特に 関 障害
の小学生に多い、 関 回 位に観点を置き

から 関 関 の制 する筋活動に代 運動
を示す運動を示 する筋活動が認められた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、横田尚子、

佑、来田宜幸、 野祐一
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113.小学生 式野 選手にお
ける 障害 発症時の体
筋機能の変化

－ 平成30年9月 本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：井上直人, 中川泰 , 向井章 , 横
田尚子, 橋本雅 , 木下和昭

114.ジュニア体操 技におけ
る 立時の 痛調査

－ 平成30年9月 本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 横田尚子, 

佑, 来田 幸, 西澤 一郎, 野祐一

115.地域在住高齢者における
体 筋機能とロコモティブシ
ンドロームとの関係について
144. 

－ 平成30年9月 本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：高 厚史, 大 伸吾, 橋本雅 , 田

志, 新谷健

116.地域在住高齢者の園 活
動の実態 ～園 習慣のアン
ケートからわかったこと～

－ 平成30年9月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者： 野珠栄子, 田崎史江, 橋本雅 , 
野村和樹, 山口隆司, 中村美砂

117.ニューラルネットワーク
を用いたロコモ度判定に関連
する因子の相対的重要度につ
いて

－ 平成30年10月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：今岡真和, 中尾英 , 田崎史江, 
野珠栄子, 野村和樹, 橋本雅 , 中村美砂

118.健康教室へ参加されてい
る高齢者に対する体 機能評
価法が 圧・心 数に及 す
影響について

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：田 志, 橋本雅 , 高 厚史, 福
本貴典, 新谷健, 大 伸吾

119.小学生 式野 選手の
障害に影響を える因子 1
年前の検診結果から

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 中川泰 , 向井章 , 伊
藤 春, 井上直人, 横田尚子, 橋本雅

120.Side-bridge におけ
る 関 の 位の違いが 部
周囲筋の筋活動に及 す影響

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者： 藤優 , 木下和昭, 橋本雅 , 来
田 幸, 大 伸吾

121.高校男子サッカー選手に
おけるBridge の保持時間
と筋厚との関係性

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：新谷健, 橋本雅 , 木下和昭, 田

志, 福本貴典, 高 厚史, 大 伸吾

第44回日本整形外科ス
ポーツ医学会学術集会
（徳島）

第44回日本整形外科ス
ポーツ医学会学術集会
（徳島）

第44回日本整形外科ス
ポーツ医学会学術集会
（徳島）

第8回日本認知症予防学会
学術集会（東京）

第20回 症学会
（長崎）

第29回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（ ）

第29回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（ ）

第29回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（ ）

第29回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（ ）
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122.中高齢者の足部アーチ低
下の身体要因について

－ 平成30年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：中尾英 , 木下和昭, 森藤武, 濱田
太 , 橋本雅 , 大 伸吾

123.段階づけた 立 にお
ける 関 と 周囲筋の
筋活動の変化

－ 平成30年12月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 横田尚子, 

佑

124.運動講 に参加している
高齢者における体 筋機能と
下 機能及び移動能力との関
係について

－ 平成30年12月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高 厚史, 橋本雅 , 田 志, 新
谷健, 福本貴典, 木下和昭, 大 伸吾

125. 立時の上 障害予防に
着目した練習方法の筋活動の
検討(Muscle Activity 
Analysis of Exercise 
Methods Focusing on The 
Prevention of Upper Limb 
Disorders During a 
Handstand)

－ 令和1年6月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下 和昭, 横田 尚子, 橋本 雅 , 

 佑, 来田 幸, 西澤 一郎, 野 祐一

126.コアトレーニングを効果
的に進めるために、体 (筋)
機能を適切に捉える評価につ
いて

－ 令和1年8月 特別企画「コアトレーニングの神 」
シンポジスト

127.段階づけた 立 にお
ける 関 と 周囲筋の
筋活動の変化

令和1年10月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下 和昭, 橋本 雅 , 横田 尚子, 

 佑

128.運動講 に参加している
高齢者における体 筋機能と
下 機能及び移動能力との関
係について

令和1年10月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高  厚史, 橋本 雅 , 田  志, 
新谷 健, 福本 貴典, 木下 和昭, 大  伸吾

129.ジュニア体操 技選手に
おける段階づけた 立練習方
法の有用性

令和1年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下 和昭, 横田 尚子, 橋本 雅 , 
来田 幸, 西澤 一郎, 野 祐一

第45回日本整形外科ス
ポーツ医学会学術集会
（大阪）

第 7 回日本運動 理学療
法学会学術大会
（岡山）

第 7 回日本運動 理学療
法学会学術大会
（岡山）

第30回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（横浜）

第29回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（ ）

第6回日本運動 理学療法
学術大会（福岡）

第6回日本運動 理学療法
学術大会（福岡）

第11回日本関 ・ ・
スポーツ整形外科学会
（ ）
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発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

130.上 支持を除外したSide 
Bridgeの筋活動について

令和1年11月 本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：田  志, 橋本 雅 , 木下 和昭, 
高  厚史, 福本 貴典, 大  伸吾

 (研究会、その他)

－ 平成22年6月

－ 平成22年6月

－ 平成22年8月

－ 平成22年8月

－ 平成23年6月

第30回日本臨床スポーツ
医学会学術集会（横浜）

21. 高校生男子サッカー
     選手に対するコンデ
     ィショニングサポー
     トが運動時 痛に
     える影響

第21回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

高校生に対して行った体 筋トレーニングの指導
と実施が、運動時 痛の発生と 何に関連するか
について検討した。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：古川博章、橋本雅 、井上直人、
木下和昭、田 志、森洋子、石 友 、
吉川 也、山崎 志

19．本校の臨床実習にお
     ける態度評価の分析
     ～臨床実習の態度
     評価と心理テストを
     用いた検討～

第23回
教育研究大会・教員研修
会
（北海 ）

臨床実習における学生評価の中で、態度面の評価
結果と心理テストの結果との関連性を考察し、数
項目に有意な関連性が示 された。本学の評価項
目と一般的なテスト項目との関連から、一定の
観性を示すことができた。
本人担当部分：研究指導
共同発表者：岩崎仁美、山本貴啓、幸田利 、
橋本雅 、助川明、加原牧子、松本尚子、三上文
枝、 木文枝、村田幸司、武富由雄

20.本校の臨床実習にお
     ける態度評価の分析
     ②～実習に臨む学生
     にとって求められる
     因子～

第23回
教育研究大会・教員研修
会
（北海 ）

本学の態度面評価項目において心理テストと関連
があった項目において、低点数を示す学生が実習
を通じて実習進行に困難さを示す場合が多いこと
が示された。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：山本貴啓、岩崎仁美、幸田利 、
橋本雅 、助川明、加原牧子、松本尚子、三上文
枝、 木文枝、村田幸司、武富由雄

17．Side-Bridge 保
     持における筋活動の
     経時的変化について

第20回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

サイドブリッジテストを行う際、60 保持可能な
者と不可能な者との違いを筋 図データから検討
した。両群とも 労を示す中間周 数の徐 化が
認められたが、平 振 の増加する筋の存在が保
持可能の であると示 された。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭、橋本雅 、田 志、

佑、新谷健、宮沢 史、石川大起、
森洋子、井谷友香理

18．グラウンドサーフェ
     イスの違いが大学サ
     ッカー選手のスポー
     ツ外傷に及 す影響
     -天 グラウンド
     と人工 グラウンド
     との比較-

第20回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

グラウンドサーフェイスの違いがスポーツ外傷の
発生に及 す要因について検討した。運動時間当
たりの発生 数は人工 グラウンドの方が多かっ
たが、外傷部位がそれ れ違いを示し、サーフェ
イスの特徴が外傷発生の要因に関 していること
が示 された。
本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、大久保衛、
橋本雅 、岸本恵一、辻信宏、田中一成、中村信
之、来田 幸、藤竹
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発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成23年6月

－ 平成23年6月

－ 平成24年1月

－ 平成24年6月25. クラウス・ウェーバ
    ーテスト変法と体
    部筋エクササイズ
    における 横筋の筋
    活動量

第22回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

体 筋力を評価する手技と体 部筋のトレーニ
ングに有効とされる運動 を選択し、ワイヤー

を用いた筋活動量の評価を行った。体 の安
定性に 献するであろう 横筋に着目した。結
果、重 負 をした手技とelbpw-toe 、side 
bridge において筋活動が高値を示すことが確
認され、トレーニング手技としての有効性が示
された。

本人担当部分：実施、データ分析、研究指導
共同発表者：杉本拓也、能登洋平、林慈 、
池内誠、柳田育久、土井 雄、田 智、
大 伸吾、橋本雅 、大久保

23. 機能回復に難渋した
     不全断 と後
     上方関 傷術後
     の一例

第21回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

関 可動域制限患者の1例に対して理学療法的
工夫と考察により、可動域の改善に った症例に
ついて報告した。

本人担当部分：データ分析
共同発表者：武富由雄、永富 幸、米田 、
水野直子、中川 人、福田明雄、 木 幸、
橋本雅 、講武芳英、幸田利

24. 高校サッカー選手の
     痛予防に対するコ
     アエクササイズの効
     果

第17回
スポーツ傷害フォーラム
（大阪）

高校生サッカー選手に継続的に体 筋を中心とし
たトレーニングを行わせ、運動時 痛の有無を経
時的に測定した。結果、体 筋機能は向上する
が、 痛の軽減に必ずしも関係しているとは言え
なかった。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究発表
共同発表者：橋本雅 、井上直人、木下和昭、
田 志、石 友

22. 大学サッカー選手の
     人工 グラウンドに
     おけるスポーツ傷害
     の経時的変化

第21回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

人工 グラウンドでの練習が常態化したクラブに
おけるスポーツ傷害の発生について 4年の追
し、調査・検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、大久保 、
橋本雅 、岸本恵一、辻信宏、田中一成、中村信
之、来田 幸、藤竹
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成24年6月

－ 平成24年6月

－ 平成25年6月

－ 平成25年6月29. ハンドヘルドダイナ
    モメーターを用いた
    体 機能評価方法の
    信頼性と妥当性

第23回
関西臨床スポーツ医科学
研究会
（大阪）

体 筋の筋力測定にハンドヘルドダイナモメータ
を用いた測定に関してその再現性について級内相
関係数を用いて検討を行った。再現性のある方法
として課題が り、方法のさらなる検討を必要と
する。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 米田 貴, 
中雄太, 北西秀行, 大八木博貴, 沼

27. 第5中足 労
     受傷者におけるター
     ン動作時の足部圧力
     解析

第22回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

第5中足 労 受傷経験者に対して足 圧セ
ンサーを足 面と足部外側面に 付して、動作時
の上下方向と横方向の力を 観化した。結果は未
受傷者との有意 は認められなかったが、接地時
間が延長していた。これは足 面の力は大きくな
くても力が加わる時間が長くなり、足部への力学
的ストレスが加わることが示 された。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平、大 伸吾、藤竹 、
来田 幸、岸本恵一、橋本雅 、大久保

28. 高校男子サッカー選
     手における関 緩
     性とその特徴

第23回
関西臨床スポーツ医科学
研究会
（大阪）

運動量が多い高校サッカー選手の関 緩性につ
いて調査した。成長期の高校生において関 の安
定性や不安定性はスポーツ障害の要因になること
が考えられ、個人 が多い成長段階にあるスポー
ツ選手の特徴を考察した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：山崎 志, 橋本雅 , 井上直人, 
古川博章, 吉川 也, 石 友

26. デジタルカメラによ
    る体 可動域の測定
    法の一検討

第22回
関西臨床スポーツ医・科
学研究会
（大阪）

スポーツ現場において 時間での体 可動性評価
の試案として、2次元的にデジタルカメラで 影
したデータから可動域を 観化する方法について
検討した。体 伸展運動において再現性が示 さ
れたが、今後方法に修正が必要であることが分
かった。
本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：福本貴典、橋本雅 、田 志、

佑、高 厚史
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単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成26年6月

－ 平成26年6月

－ 平成27年6月

－ 平成27年6月33. 大学サッカー選手の
     人工 グラウンドに
     おけるスポーツ傷害
     の経時的変化 人工
     グラウンドに対す
     るゴムチップ補充の
     影響

第25回
関西臨床スポーツ医科学
研究会
（大阪）

サッカー 技中に発生する外傷や障害を引き起こ
す要因は，選手が使用しているグラウンドサー
フェイスも一要因になると報告されている。今
回，長期経過した人工 グラウンドに特 砂や
ゴムチップを補充したことによる，スポーツ傷害
発生への影響を検討した．結果、人工 グラウン
ドでは年数が経過するとともに下 発生率が
増加し，ゴムチップの補充後では下 離れの発
生率が有意に減少した．

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平, 藤竹 , 来田 幸, 
岸本恵一, 橋本雅 , 大 伸吾, 大久保 , 熊井
司, 田中康仁

31. 足部横アーチ変化の
     測定方法の検討

第24回
関西臨床スポーツ医科学
研究会
（大阪）

外見の形状では測定が困難である足部横アーチの
観的な測定方法について考案し、その方法の有

用性につて検討した。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：藤高 平, 藤竹 , 来田 幸, 
岸本恵一, 橋本雅 , 大 伸吾, 大久保 ,
熊井司, 田中康仁

32. 高校部活動に対する
     フィジカルサポート

第25回
関西臨床スポーツ医科学
研究会
（大阪）

断的に行っている高校サッカー選手へのフィジ
カルサポートについて具体的に紹介した。今まで
行ってきた経験から得た課題について考察を加え
た。

本人担当部分：データ分析、研究指導
共同発表者：田 志、新谷健、福本貴典、

祐、高 厚史、幸田康宏、林 明、
橋本雅

30. Trunk Righting 
     Test と体 機能の
     関係性

第24回
関西臨床スポーツ医科学
研究会
（大阪）

体 機能評価として考案したTrunk Righting 
Testと体 筋の持久性と協調性を見るブリッジテ
ストとの関連性から、体 筋の評価方法について
検討した。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：木下和昭, 橋本雅 , 北西秀行, 
井上直人, 植田篤志
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

－ 平成28年6月

－ 平成29年6月35. 保持の難度別に
    分けたCore stability 
    testの保持時間につい
    ての検討

第27回
関西臨床スポーツ医科学
研究会（大阪）

我々は、体 や 関 周囲筋の総合的な筋機能を
反 するBridge活動を利用したSide Bridge(SB)
とFront Bridge(FB)をCore stabilityの評価とし
て用いている。 観的な指 として の保持時
間を用いて評価してきたが、多様な対象者に対す
る評価として課題があった。そこで今回、 保
持の難度に着目することが必要であると考え、SB
とFBの を難度に分けて階層別に評価する方法
としてCore stability test(CST)を考案した。結
果、SBとFBの両 においてB、C、D に 保
持時間が有意に長くなっていた。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：高 厚史、橋本雅 、田 志、新
谷健、福本貴典、 佑、木下和昭、大 伸吾

34. 分離症者のスポ
    ーツ復帰期間による
    前 と
    間可動域の違い

第26回
関西臨床スポーツ医科学
研究会（大阪）

状面上のアライメント評価は、分離症のス
トレス要因の特徴を見出すうえで重要な項目であ
ると考えられる。今回、スポーツ復帰までの期間
を急性期と 急性期との境界である4週経過を基
準とし、 線 影による 前 と 間可
動域について検討した。結果、 （L1-S）前

は、最大 時、4週未満群に対し、4週以上群
は低値を示し、最大伸展時では、4週未満群に対
し4週以上群は高値を示した。 間可動域
は、4週未満群に対し、4週以上群は低値を示し
た。

本人担当部分：研究計画、実施、データ分析、研
究指導
共同発表者：中尾英 、稲葉 洋、木下和昭、森
藤武、橋本雅 、大 伸吾
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 2 年 月 3 日

氏名 山形 力生 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

日常生活援助技術 

高齢者支援 

臨床教育技術 

福祉用具（自助具）、住宅改造、障害と日常生活、 

高齢に伴う機能低下に対する援助、生活環境への援助 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1）講義資料の作成 平成 18 年

～ 

平成 31 年

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

科目名「福祉機器特論、チーム医療特論、身体障害作業

療法治療学、作業療法理論特論」講義内容によって多く

の専門書等から資料を集め授業資料を作成した。 

2)パソコンを利用した視聴覚教材の作成 平成 18 年

～ 

平成 31 年

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

科目名「福祉機器特論、チーム医療特論、身体障害作業

療法治療学、作業療法理論特論」講義内容によって、で

きるだけイメージできるように写真スライドの作成・提

示、アニメーションによる図表を多く取り入れた。 

2)パソコンを利用した視聴覚教材の作成 平成 18 年

～ 

平成 31 年

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

科目名「福祉機器特論、チーム医療特論、身体障害作業

療法治療学、作業療法理論特論」講義内容によって、で

きるだけイメージできるように写真スライドの作成・提

示、アニメーションによる図表を多く取り入れた。 

3)演習問題の提示 平成 18 年

～ 

平成 31 年

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

科目名「身体障害作業療法治療学」前期、後期のそれぞ

れ中期および後半の時期に演習問題を提示し、学習内容

がどの程度身に付いているかを学生自ら点検してもら

う機会とした。また、これにより学生が適切に学期末試

験の準備ができるように配慮した。 

4)学期末試験の工夫 平成 18 年

～ 

平成 31 年

姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科 

「身体障害作業療法治療学」出題形式を客観テストと記

述試験をバランス良く作成した。客観テストでは国家試

験を意識した回答方法を盛り込んだ。これにより学生が

国家試験の回答方法に慣れるようにした。記述試験は、

文章表現等の表現力の育成をねらいとし、作成に工夫を

こらした。 

5)学年担任およびチューター活動 平成 20 年

～ 

平成 31 年

現在 3回生学生のチューターを担当している。入学より

卒業までを継続して担当している。定期的に学生個人面

談を行い、各学生の課題の確認と指導、学科教員への周

知に努めている。担当学生が１回生時には、学習面に加

え学校生活全般の状況把握を行い、２回生時は学習面を

重点的に指導・助言を行った。3回生からは臨床実習時

の状況把握と必要な指導を行っている。 

6)臨床実習訪問指導 平成 20 年

～ 

平成 31 年

2回生時および 3回生時の臨床実習実施中に、実習施設

に訪問し、学生の問題や今後の実習の目標について、実

習指導者と協議する。毎年、各学年延べ 20 施設程度の

実習訪問指導を行った。 

7)臨床現場技術指導 平成 23 年

～ 

平成 31 年

卒業生を対象に週 1回、近隣のリハビリテーションの臨

床現場において技術指導を行っている。在校生の臨床実

習指導を担当する指導者の養成も兼ねている。 
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２ 作成した教科書，教材 

1)教科書「作業療法士が選ぶ自助具・生活機器」 平成 22 年

～ 

平成 31 年

臨床でよく使われる自助具・生活機器について紹介し、

必要な材料、制作方法、適応事例などについて紹介した。

（255 頁） 

頸髄損傷などの四肢麻痺に対するコンピューター機器

に対する自助具についての項を解説した。(P.124～

P.126)

後に、姫路獨協大学で「福祉機器特論、身体障害作業療

法学」の資料として使用した。

2)教科書「生活支援技術・介護過程」（黎明書房） 平成 22 年

～ 

平成 31 年

居住環境の整備や身じたく、移動、食事、入浴、排泄、

睡眠等における実践的な介護の方法と、介護過程の意義

から実例をふまえた介護の実践的展開やチームアプロ

ーチまでを、初めて学ぶ人でも分かるようイラストや図

を交え解説した。 

第2章 自立へ向けた居住環境の整備を担当 （P24-P40）

ヘルパーを対象にした講習において教科書として使用

した。

3) 教科書「老年看護学」（ピラールプレス） 平成 22 年

～ 

平成 31 年

高齢者の身体的・心理的特徴を十分把握したうえで、高

齢者のQOLの向上を目指した看護実践を意識的に取り上

げた、老年看護の実践に向けての質の評価への取り組み

を盛り込んだ看護学生向けのテキストとして使用した。

4)教科書「介護実習入門」（黎明書房） 平成 24 年 介護福祉士の養成科目のテキストとして作成、使用し

た。高等教育に向けた豊かな専門性と人間性の構築とい

う主旨を踏まえたうえで、介護の専門援助に焦点を当

て、その内容・方法を具体的に示した。 

5)「身体障害作業療法学実習」の補助教材 平成 22 年

～ 

平成 31 年

PBL(問題解決型学習)のために、学生の主体的なグルー

プワークにより進められるが、その臨床症例を実際の症

例から選択し、教材用に修正し作成した。学生はこの教

材を基に、グループワークを行った。 

6)OSCE（客観的臨床能力試験）のための模擬患者

症例プロフィール資料

平成 22 年

～ 

平成 31 年

学生が受ける試験の模擬患者のプロフィールを実際の

臨床例に照らし合わせ作成した。症例は、脳卒中などの

内科系と骨折などの整形外科の 2症例作成した。４回生

の総合臨床実習前の客観的臨床能力試験の学生提示資

料として使用した。 

7)実体験型課題「動作分析のフローシート」の

作成

平成 22 年

～ 

平成 31 年

「日常生活活動学」において日常の動作の分析を学習す

る際に、実際の動作分析を教材として行う。初学者の学

生でも動作分析が身につくように、動作分析のフローシ

ートを作成した。このシートに書き込むことで動作の分

析が段階的に学習できるように工夫した。 

食事・更衣・トイレ・整容・入浴の 5種類の動作につい

8)演習問題の作成 平成 22 年

～ 

平成 31 年

「日常生活活動学、身体障害作業療法学」のそれぞれの

中期および後半の時期に演習問題を分野ごとに 20 問程

度作成した（合計 80 問）。学習内容がどの程度身に付

いているかを学生自ら点検してもらうために使用した。
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9)国家試験模擬試験の作成 平成 25 年

～ 

平成 31 年

実際の国家試験の出題傾向に合せ、3回分の模擬試験問

題を作成した。4回生時の演習の中で使用した。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

1)姫路獨協大学医療保健学部作業療法学科

学生による授業評価

平成 19 年

～ 

平成 28 年

科目：「福祉機器特論、チーム医療特論、身体障害作業

療法学、作業療法理論特論」点検・評価の結果：長所と

しては、今回の調査による得点は平均を上回っており、

授業目標は達成されていると理解した。 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

1)奈良県介護支援専門員 現職者講習 講師 平成 15 年

～ 

平成 28 年

奈良県の現職者介護支援専門員に対象に「福祉用具・住

宅改修」の実際について講義指導した。平成１５年より

毎年１回担当、現在に至る。 

2)文部科学省教員免許更新講習 講師 平成 25 年

～ 

平成 31 年 

教員免許更新講習において「障害支援（福祉機器領域）

論」（平 25-30501-56332 号）講師として年 2回担当す

る（1回 6時間） 

５ その他 

（講演） 

1)姫路市シニアオープンカレッジ「介護に役立つ

福祉用具の基礎知識」

平成 24年 8

月 5 日～ 

平成 24 年 8

月 31 日 

姫路市の依頼により、姫路市民を対象にした姫路市シニ

アオープンカレッジ「介護に役立つ福祉用具の基礎知

識」について企画した。また、5回の講座の講師を担当

した。 

2)姫路市立生涯学習大学校公演「地域の活動を  

支える」

平成 25 年

12 月 
「地域の活動を支える」の第３回として「介護に役立つ

福祉用具の基礎知識」について公演する。歳を重ねても、

地域で生き生きと暮らしていくために役立つ福祉用具

について紹介し、介護保険制度での金銭的補助も含め

て、地域生活における介護活動への利用について述べ

た。 

3)姫路市立生涯学習大学校講座「暮らしに役立つ 平成 28 年

12 月 

健康生活コースの受講生を対象に「暮らしに役立つ福祉

用具について」３回の講座の講師を担当した。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

看護士免許 昭和 58 年 3月 （厚生省第 4985 号） 

作業療法士免許 昭和 63 年 4月 （厚生省第 13239 号） 

福祉用具プランナー 平成 10 年 3月 財団法人テクノエイド協会（第 9-0100 号）

認定作業療法士 平成 16 年 4月 社団法人日本作業療法士協会 

臨床実習指導者研修修了認定 平成 31 年 2月 社団法人日本作業療法士協会（認定番号 1790） 

２ 特許等 

特になし

３ 実務の経験を有する者についての特記事項 

特になし

４ その他 

奈良県介護実習・普及センター 運営委員会委員

平成 21 年 4月

～ 

現在に至る 

運営委員長および学識経験者の委員として運営委

員会に出席（奈良県知事より嘱託）。 
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研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

書・論文等の

名  

・ 

の

行

は 

表の

年月 

行所、 表

等 は 表学会

等の名  

概 要 

（ 書） 者・ 者名 頁  

1 生活支援技術・介護

過程 

 2010 黎明書房 本とも 、

野 明 

24-40 （第２章 自立へ向けた居住環境の整備

を担当） 

2 老年看護学  2012 黎明書房 野 資、

本とも  

258-266 （高齢者を介護する家 への援助を担当）

3 介護実習入門  2012 黎明書房 本とも 、

野 明 

106-134 （第３  整容の介助を担当） 

（学術論文） 

1 作業療法学生の

OSCE の成績とコ

ュニ ーション・ス

キルの関 につい

て 

 2014.3 県作業療法

士会機関 第 3

1号 

山形力生

本

部

 ，

 

10 18 作業療法学生にとって対人関 能力を含

むコ ュニ ーション・スキル（ 下CS）

を 得することは重要な課題といえる。今

回、客観的臨床能力試験（ 下 OSCE）の

成績と CS との関 について検 を行っ

た。作業療法学科4回生50名を対象とし

て、臨床総合実習前に面 と検査 定の2

課題のOSCEを実施した。CSの評価はコ

ュニ ーション・スキル 度（E CO E ）

を用い、研究目的を説明し 意を得た上で

調査を実施した 分析は OSCE 合格 と

合格 の E CO E 得点について 検

し、E CO E の下 6 についても

を行った。その結果、E CO E 得点は

合格 に対して合格 が有意に高かっ

た。面 課題では合格 が有意に高く、下

6 得点の では「自 制」と「自

主 」の 得点に有意 がみられた。

これらから「自 制」と「自 主 」の

スキルを 得に重点を かれた教育プロ

グラムの必要性が えられた。 

担当部分  

研究の企画、 ーターの 集および分析、

論文の を担当した。 

2  実習指導内

容評価ス ールの

検  

 2015.3 リハビリテーシ

ョン教育研究

第20号 

山形力，

、

部  

324-329 現在の大学教育では教授内容の改 や質

の向上のため、学生による授業評価が行わ

れている。しかし、実習科目については評

価を受けることは ない。特に臨床実習の

指導内容に関する評価は とんど行われ

ていない。そこで今回、臨床実習をより良

いものとするために、学生主体の実習指導

内容評価ス ールを検 し した。作業

療法学科4年生39名を対象として、総合

臨床実習 了後、実習指導内容を評価する

質問紙を実施した。また、調査協力の得ら

れた 32 名の実習指導者による自 評価を
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実施した。評価結果は、ス ールの下 の

9項目それぞれについて得点を 出し

した。各下 の項目とも学生の評価得点が

上回る傾向がみられた。さらに各項目毎の

平均得点を - - 検定

を行ったとこ 、 指導者・学生 行

（ 0.05）、 学生への期 ・要 （

0.01）、 教員・指導者間の指導調整（

0.05）の3項目について、学生の評価得

点が有意に高い傾向がみられた。また、全

項目の合計得点について学生得点と指導

者得点の 関 を めたとこ 、

0.40（ 0.05）で正の 関がみられ

た。各下 の項目とも学生の評価得点が上

回る傾向がみられた。有意な がみとめら

れた下 の 3 項目は学生と指導者の指導

的上の 関 を示す項目で り、指導内

容の中 をなす部分と えられる。この項

目において学生の得点が上回ったことい

うことは指導者の指導に対して概ね

しているものと えられ、正の 関を示し

たことから指導内容評価ス ールは指導

内容を評価するに 当なものと えた。 

担当部分  

研究の企画、 ーターの 集および分析、

論文の を担当した。 

3  作業療法評

価技術学実習にお

けるS  

の 果

上 生の視点から  

 2016.3 リハビリテーシ

ョン教育研究

第21号 

山形力生，

，

 

416-421 本学作業療法学科では、３年生が教員の補

助（S  ： 下，S ）とし

て 2 年生の作業療法評価学実習の授業に

入り、実技指導する科目を 用している。

今回、S の 果について調査、検 した。

作業療法学科3回生40名を対象として、

S に関する質問紙を に作成し調査を

実施した。内容は、授業の 度、2年生

および教員とのコ ュニ ーション、授業

後の学習意 の 、自 の知識 技術の

認職度、4年生臨床実習の準備などについ

て調査した 調査後、項目間の 関を調べ

た。 、 関 は5 を有意とした。

その結果、講義を じて学んだことして、

説明のスキル(90 )、専門知識技術の確認

（75 ）、CS（60 ）を げた。授業の

度は 92.5 と高く、知識技術は 62 が

確認できたと回答した。成果として92.5

が実習の準備となり、95 が今後の学習意

が高まったと回答した。教科書等での事

前学習も十分に行い指導に んだ学生は、

対象学生に分かりやすく説明でき、実技指

導もうまくできたと評価した。S の経験

は 習技術の 確認となり、4年生実習の

準備の機会となると えられ、さらなる学

習意 を高め、授業の 度も高くなると
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えられた。 方、授業準備が十分でなか

った学生は、 ったよりも成果は上げられ

、授業前の準備学習を確認させる工夫が

今後の課題と えられた。また、説明のス

キルに関して、2年生にうまく説明しきれ

、 する もみられ、状況に応じて

教員が介入する必要性も えられた。 

担当部分  

研究の企画、 ーターの 集および分析、

論文の を担当した。 

4 教員免許更新講習

における福祉用具

講習の導入につい

て 

 2016.3 県作業療法

士会機関 第 5

1号 

山形力生  

中  

12-19 本学では大学地域 事業の 環として

教員免許状更新研修を行っている。今回、

この更新研修の 科目として福祉用具に

関する科目を実施し、受講者に意識調査を

実施した。調査の目的は、現場に 事する

教員の福祉用具に関する講習の実 や

果および課題点を検 することに る。平

成 26 年および平成 27 年に受講した教員

119名を対象に、講習を選択した動機、

事する現場の などの の か、講習

で った用具に対する認知度、講習の理解

度、用具の現場における必要度などについ

て調査した 講座選択の動機から現場での

用具の必要性を主とする実践 と教養と

して選択した 実践 に大 された。調査

の結果は、用具の種類により いが り、

実践 か かによっても いがみられた。

講座の理解度は高く、講習の内容の構成や

度は概ね 当と えられた。また、用

具の適応や 定の中で作業療法士の専門

性や役 について れ、教員の作業療法士

に対する認識を高めることに できた

と えられた。 

担当部分  

研究の企画、 ーターの 集および分析、

論文の を担当した。 

5 作業療法評価学実

習においてS  

導入が学

生におよ す 果 

 2016.3 県作業療法

士会機関 第 5

1号 

，

山形力生，

部  ，

 

3-7 現在、本学科の2年生は作業療法評価学実

習において、3年生が教員の補助（S  

： 下、S ）として 2 年生に実

技指導を行う授業形 を導入している。S

導入の目的は、3年生から指導を受けるこ

とで、評価に関する身近な自 達目標が

設定でき、学習意 の向上を図る，評価の

重要性を具体的に学ぶ、コ ュニ ーショ

ンスキルの向上などで る。今回、2年生

の作業療法評価学実習における S 導入の

果を調査、検 した。本学科 2 年生 51

名を対象に S に関する質問紙により実施

した。質問項目は、3 年生の指導方法、3

年生との関 性、実習後の学習意 の

や 度、習 度、教員との関 性に関し

てで った。調査後、質問項目間の 関を
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調べた。3年生の指導方法や3年生との関

性、学習意 の や 度、習 度、

教員との関 性においては ジティ な

回答が多かった。 質問項目間の 関につ

いて、学習意 は、3 年生の指導方法や 3

年生との関 性、教員とのコ ュニ ーシ

ョンで 関を認めた。また 度は、3年

生の指導方法、3年生への かけや 談で

関を認めた。習 度は、3年生の指導方

法、教員への 談、3年生への かけや

談で 関を認めた。これらの結果より S

導入は本学科 2 年生にとって有 で る

ことが示 された。また、学習意 、

度、習 度と3年生の指導方法や3年生と

の関 性、教員とのコ ュニ ーションで

関を認めたことから、3年生と2年生と

の関 性をいかに良 に保つか、3年生が

評価技術を適切に指導できるよう教員が

どのように調整していくかが重要で り、

今後の課題となった。  

担当部分  

研究の企画、 ーターの 集および分析、

論文の を担当した。 

6  作業療法実

習における学生の

レジリエンスとス

トレスの関 につ

いて 

 2017.3 リハビリテーシ

ョン教育研究

第22号 

山形力

生，

280-284 臨床実習は学生にとってストレス状況で

り，その状況に適応し り えることが

要 される ストレス状況に 面し， り

えるためにはレジリエンス（ 的回

力）が するものと えられる この研

究の目的はレジリエンスと実習ストレス

との関 について検 をすることとした

対象および方法は，作業療法学生 4 年生

69 名を対象とし，総合臨床実習の 了時

にレジリエンス 度を実施した また実習

場面のストレスおよびストレスによる心

理的 込みを 定し、レジリエンスとの

関 を検 した その結果，実習ストレス

の内容としては，「対象者の評価・治療が

上 くいかない」，「睡眠時間の 」，「レ

ートが進まない」の に得点が高かっ

た また，各 度得点の 関を めたとこ

，実習ストレスと 込み得点は正の

関を示し，レジリエンスと 込み得点は

の 関を示した したがって，実習スト

レスの高いもの ど 込み得点は高い

傾向に り，レジリエンスの高いもの ど

込み得点は低い傾向を示した にレ

ジリエンスおよび実習ストレスの得点の

夫 について高得点 （高 ）と低得点

（低 ）に分け， 込み得点について

した その結果，実習ストレスの高 に

おいて，レジリエンスの高 の 込み得

点は，レジリエンスの低 に べ 有意に
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低 を示した（ .01）  したがって，レ

ジリエンスの高い学生は じストレスを

受けてもレジリエンスの低い学生に べ

的立 りは く， メージは さい

と えられた  

担当部分  

研究の企画、 ーターの 集および分析、

論文の を担当した。 

7 脳 に よ り

を した

例への介入 

～ L 自立と しみ

活動の 得を目

指して～ 

 2017.3 県作業療法

士会機関 第 6

 

、

山形力生 

16-21 脳 性 は 近 目されてきた

で る.今回 を 症し した

例に対し 意 には の活性が重

要で る とする の理論を に作業

療法を行った.介入を して 意 の向上

が られ Lの自立度も向上した. いて

は 後継続して実施 能な しみ活動

の 得に げることができたことは 70

歳 前半という さで 施設に するこ

とが決まっている症例にとって QOL に関

わる大切な事 で ったと える. 

担当部分  

研究の企画 ーターの 集および分析

論文の を担当した. 

8 を使用する行動

（  

P ）により上

肢機能が改 した

髄症の事例 

 2017.3 県作業療法

士会機関 第 6

 

健 ，

山形力生，和

，

 ，上

 

27-32 髄症により 覚障害が 明に り，上肢

使用 度が していた患者に対し，脳卒

中患者に実施される C -  

  （C 療法）のコンセプ

トで る  P ( 下 P)を行

った   

C 療法で 用される Pでは るが，今回

する 髄症患者では，患者自ら改 方

法を できるように P の 法を導入し

たとこ ， Lでの 上肢の使用 度が向

上する 果が得られた その経過を す

るとともに 髄症に対する P 活用の 能

性について した 髄症の患者にも有

で ったことから，脳卒中 外の 患で

のリハビリテーションで 用が 果的で

ると された  

担当部分  

研究の企画 ーターの 集および分析

論文の を担当した. 

9  作業療法実

習における学生の

レジリエンスとス

トレスの関 につ

いて ～ストレスコ

ーピングからの分

析 

 2018.3 リハビリテーシ

ョン教育研究

第24号 

山形力

生，

226-231   臨床実習は学生にとってストレス状況

で り，その状況に適応し り えること

が要 される 学生は実習場面において

なストレス状況にさらされることに

なるが，ストレス状況に 面し， り え

るためにはレジリエンス（ 的回 力）

が するものと えられる 作業療法学

生４年生に対してレジリエンス 度（

ら，2002）を実施し，総合臨床実習の 了

時に実習場面のストレスと実習中のスト

レスコーピングについて調査した 調査は
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2014～2016 年において，研究内容を説明

し 意を得られた84名（ 性32名， 性

52 名）を分析対象とした ストレスは，

ら（2008）の臨床実習中のストレスに

関する 分析の結果を に作成した

質問紙と ら（1995）のストレスへの対

方 度( 下 C-24）によって 定し

た ストレスによる心理的 込みの 定

には 野ら（1991）の 込み 度を用い

た レジリエンス（ 下 ES）とストレス

の得点（ 下S ）は の 関を示した

込みと問題回 の得点に有意な正の

関がみられた ESとCP 2には の

関がみとめられたまた， C-24 の 8 下

度の各得点ついて，クラスター分析を行

った その結果， 型「問題回 ・ 動調

整型」  型「対 ・ 動調整型」，

型「問題解決・ 問題回 型」の３つの

クラスターが得られた に，３型につい

て 込み得点およびレジリエンス得点

の分 分析を行ったとこ ，レジリエンス

得点は 型が有意に高く， 型が有意に低

くかった 実習等の指導においては「問題

回 ・ 動調整型」のコーピングを行うも

のの指導が重要と えられ，問題の回 や

任 をしやすい学生ととらえ指導に

当たる必要が ると えた  

担当部分  

研究の企画 ーターの 集および分析

論文の を担当した. 
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学会等および社会における主な活動 

2010年～2012年 
奈良県 福祉用具専門 談員指定講習会、講師。 

「福祉用具と自助具」について講義する。年２回実施した。 

2010年～2012年 
高 脳機能障害リハビリテーション講習会を企画、運営。 

（奈良県脳外傷 の会「 すか」 問） 

2012年 月11日～24日 第32回近 作業療法学会、演題査 委員。  

2012年10月7日 第32回近 作業療法学会、 般演題について座長を担当。 

2012年10月5日～31日 
姫路市シニアオープンカレッジ「介護に役立つ福祉用具の基礎知識」を企画。 

10月に５回の講座の講師を担当する。 

2009年～現在 
奈良県介護実習・普及センター運営委員会出席。 

2009年度運営委員会長（奈良県知事より嘱託）を担当。 

2013年～2018年 教員免許更新講習、講師担当。 

2014年9月 県作業療法学会（姫路）、演題 表座長担当。 

2015年4月 日本作業療法学会、第4期（平成26年度～平成28年度）演題 査委員担当。 

2015年6月 第49回日本作業療法学会（ ）、教育講演座長担当。 

2016年４月～現在 姫路市立生涯学習大学校講師（毎年5回） 

2017年４月～現在 奈良県社会福祉事業団評議会、評議委員（奈良県知事より嘱託） 

2018年4月 日本作業療法学会、第5期（平成29年度～令和 年度）演題 査委員担当。 

2018年10月25日～11月1日 
姫路市シニアオープンカレッジ「介護に役立つ福祉用具の基礎知識」を企画。２回の

講座の講師を担当する。 

2019年9月22日 臨床実習指導者講習会（奈良県作業療法士会）講師 

大学内における主な活動 

2010年4月～2012年3月 姫路獨協大学国際交 センター運営委員 

2012年4月～現在 姫路獨協大学教育改 実施（ ）委員会委員 

2014年4月～2015年3月 
姫路獨協大学活性 取組施 （医療保健学部生に必要な対人コ ュニ ーション能力

向上プログラム）企画担当，実施。 

2019年4月～現在 奈良学 大学保健医療学部学生生活ワーキング委員 
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年月日

平成27年10月
～

平成28年3月

平成28年4月
～

平成31年3月

平成28年4月
～

平成31年3月

平成28年10月
～

平成31年3月

平成28年10月
～

平成31年3月

4．症例レポートの作成のためのグループワーク
 の活用

大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科
理学療法学専攻での呼吸・循環障害理学療法学で、
肺および肺葉の位置、肺区域の位置などの確認を触
診で演習を行い、呼吸器疾患に関する理学療法評
価、呼吸機能検査等の評価方法や排痰手技や呼吸介
助などの演習を行っている。また、臨床実習や症例
レポート課題を見越し、学生に慢性呼吸器疾患患者
のビデオを視聴させ、性別や年齢、現病歴といった
基本情報を基にグループワークで問題点や課題点を
協議し、レポート作成の指導を実施している。

5.症例のレジュメをもとに、症例の問題点や課
題点を探るグループワークを活用

大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科
理学療法学専攻での内部障害理学療法学で、内部障
害患者の症例レポートのレジュメから主な問題点や
課題点、今後予想される問題などをグループワーク
を通し演習を起こい、各グループによる発表会を催
している。

1.呼吸機能検査や呼吸理学療法評価の実技演習
および排痰手技や気道吸引実習の活用

京都橘大学健康科学部理学療法学科での内部障害系
理学療法学応用演習で、肺および肺葉の位置、肺区
域の位置などの確認を触診および座学にて演習を
行った。また、呼吸器疾患に関する理学療法評価、
呼吸機能検査等の評価方法や排痰手技および気道吸
引の演習を行った。

2.授業における小テストの活用 大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科
理学療法学専攻での呼吸・循環障害理学療法学およ
び内部障害理学療法学で、座学を中心に講義してい
る。なお、毎回、授業の初めに前回の授業内容の復
習を目的とした小テストを実施している。

3.症例ビデオを視聴してADLや家庭環境を
もとに、介護保険を使ったサービスなど
を協議するグループワークの活用

大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科
理学療法学専攻での地域理学療法で、学生は介護保
険を使ったサービスや価格帯を予習し、症例ビデオ
を視聴した後、対象症例の在宅における問題点及び
課題をグループワークで協議し、発表会を催す反転
授業を実施している。その際、対象症例の動作や基
本情報を基に介護度を予想し、その介護度ごとに異
なる補助費から提供サービスを検討するよう指導し
ている。また、授業前に前回の授業内容から小テス
トを実施している。

人間医工学
リハビリテーション科学・福祉工学、呼吸リハビリテーション、がん
リハビリテーション

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例

教 育 研 究 業 績 書

氏名

令和2年 月 1日

　　阿波　邦彦

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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平成29年7月8日
～

平成29年7月9日

平成28年4月
～

平成31年3月

平成28年12月6日
発行

令和元年1月10日
発行

令和元年3月25日
発行

平成23年7月

平成25年10月

1.大学設置・学校法人審議会の教員組織審査 学校法人京都橘学園京都橘大学健康科学部理学療法
学科専任助教「内部障害系理学療法学基礎演習」
「内部障害系理学療法学応用演習」資格有りと判定

2.大学設置・学校法人審議会の教員組織審査 学校法人西大和学園 大和大学 保健医療学部 総合
リハビリテーション学科 理学療法専攻専任講師
「卒業研究Ⅰ」「内部障害理学療法学」「内部障害
理学療法学演習」「呼吸・循環障害理学療法学」
「呼吸・循環障害理学療法学演習」「地域理学療法
学」「理学療法学臨床実習Ⅰ」「理学療法学臨床実
習Ⅱ」「理学療法学臨床実習Ⅲ」「理学療法学臨床
実習Ⅳ」「卒業論文」資格有りと判定

４　実務の経験を有する者についての特記事項

3.PT・OT入門 イラストでわかる内部障害、
ISBN 978-4-263-26611-3

「【第2章　呼吸器疾患-知識・検査データ・治療-
】、エッセンス、治療、p.19～26」の執筆を担当。

4.PT・OT入門 イラストでわかる理学療法概論、
ISBN 978-4-263-26614-4

「【第15章　内部障害系理学療法（COPDの症
例）】、エッセンス、内部障害とは、増加している
内部障害者、高齢化と内部障害そして重複障害、内
部障害とリハビリテーション対象患者、慢性閉塞性
肺疾患とは、COPDの病態、全身併存症と肺合併症、
COPDの問題点、呼吸リハビリテーション、症例検
討、確認してみよう！・解答p.263～282」の執筆を
担当。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

２　作成した教科書，教材

1.講義用プリント 大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科
理学療法学専攻での呼吸循環障害理学療法学、内部
障害理学療法学、地域理学療法学のための講義用プ
リントを作成し、使用している。

2.PT・OTビジュアルテキスト　内部障害理学療
法学、ISBN 978-4-7581-0217-9

「【第5章　呼吸器疾患・呼吸障害の理学療法】、
肺がんを含む胸部外科手術前後、症状・障害の理
解、理学療法の理論と実際、p.224～231」の執筆を
担当。

6.兵庫県立但馬長寿の郷で地域ケアに関わる
座学およびグループワークの活用

大和大学保健医療学部総合リハビリテーション学科
理学療法学専攻での地域理学療法学で、兵庫県立但
馬長寿の郷で学外講習を受ける。そこでは地域ケア
に関わる当該施設の理学療法士より「地域ケアに関
わる基礎知識」等の座学を受け、当該施設で管理さ
れている介護補助具や車いす等を用いてグループ
ディスカッション並びにグループ発表を行った。
学外講習を受けるために、当該施設で協議および準
備し、宿泊と食事、移動手段の手配等を準備した。
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平成21年4月
～

平成24年3月

平成22年8月

平成22年9月

平成22年11月

平成24年2月

平成24年10月6.京都橘大学 淳芳会　健康セミナーでの講義
「あなたが知らないCOPD」

京都橘大学卒業生を対象に健康セミナーとしてCOPD
について講義した。喫煙とCOPDとの関わり、COPDの
病態やその対策などを講義するとともに、参加者の
呼吸機能を測定した。

3.佐賀県理学療法士会南部地区研修会での講義
「呼吸リハビリテーションの基礎」

呼吸リハビリテーションにおける基礎的な知識、臨
床においての慢性呼吸不全患者に対する中止するこ
となどを講義し、歩行トレーニングや離床の重要性
を中心に講義を行った。

4.武雄医師会研修会での講義
「呼吸リハビリテーションの基礎」

看護師を中心に構成された研修会で、呼吸リハビリ
テーションにおける基礎的な知識やupdate BODE
indexなどの新しい知見などを紹介した。

5.佐賀包括的呼吸リハビリテーション研究会
南部地区勉強会での講義
「呼吸リハビリテーションの基礎」

理学療法士、看護師を中心とした呼吸リハビリテー
ションに係わる勉強会で、慢性呼吸器疾患患者に対
する酸素管理や運動療法、基礎的な考え方などを講
義した。

2.佐賀県理学療法士会研修会での講義「排痰」 今年度から理学療法士も吸引が可能となり、吸引・
排痰における知識と技術が求められる。本研修会で
は排痰と吸引の知識と技術獲得のためである。理学
療法士の立場での排痰法や排痰体位、排痰の機序な
どの講義を行い、排痰の技術指導や吸引指導などを
行った。

1.実習指導実績 敬天堂古賀病院にて
スーパーバイザーとして、臨床実習、評価実習、見
学実習、クリニカル・クラークシップ実習などの実
習を受け入れた。対象校は西九州大学（佐賀）、医
療福祉専門学校緑生館（佐賀）、福岡国際医療福祉
学院（福岡）、目白大学（埼玉）、西日本リハビリ
テーション学院（熊本）であり、年間7名～8名の実
習生を受け入れた。その際、上記以外に下記のこと
に留意した。
・ 呼吸リハビリテーション専門病院として、質の
高い医療を経験してもらい、考察できるように担当
制とし、症例を3例ほど担当し指導した。また、他
の患者に対し呼吸リハビリテーション評価を実施す
る際はアシスタントとして、必ず評価に参加するこ
とを徹底していた。
・ 担当患者の症例レポート、症例発表を必須課題
とし、実習終盤に症例発表を実施する。発表時は西
九州大学リハビリテーション学部堀江研究室の勉強
会などで多くの人の前で発表する機会を作った。
・ 臨床実習では英文抄読を課題とし、佐賀大学大
学院医学系研究科堀川研究室の抄読会で発表を実施
した。
・ 臨床実習指導者としての資質を高めるため、外
部研修や関連学会への参加した（平成21年度九州ブ
ロック研修会・臨床実習指導者研修会参加）

リハ－321



平成24年11月

平成25年12月

平成26年10月

平成27年8月

平成27年11月

平成28年4月

平成28年10月

平成28年10月

平成29年11月2日15.わかあゆ呼吸ケア勉強会での講義
 　「慢性期呼吸リハビリテーション」

理学療法士と作業療法士を中心とした慢性期リハビ
リテーションに関する評価法と運動療法、薬物療法
を中心に座学形式で講義した。参加者は80名弱で
あった。

12.第56回日本呼吸器学会学術講演会および
    第13回呼吸ケアカンファレンスでの講義
    アシスタント
   「理学療法の実習」アシスタント

チーム医療のためのプラクティカルな呼吸ケアに関
する講義と実践に即した実習のアシスタントを行っ
た。

13.兵庫県介護老人保健施設協会阪神支部
　 リハビリテーション部会研修会での講義
　　「呼吸リハビリテーションの基礎と在宅
　　・施設への応用」

理学療法士と作業療法士を中心に呼吸リハビリテー
ションの基礎と在宅・施設への応用について、症例
を交えた座学と実技実習を用いて講義した。

14.わかあゆ呼吸ケア勉強会での講義
 　「慢性期呼吸リハビリテーション」

理学療法士と作業療法士を中心とした慢性期リハビ
リテーションに関する評価法と運動療法を中心とし
た研修会で、運動機能に関する評価、呼吸機能に関
する評価と、それらを基にした運動療法等について
講義した。

9.わかあゆ呼吸ケア勉強会での講義
   「慢性期呼吸リハビリテーション」

理学療法士と作業療法士を中心とした慢性期リハビ
リテーションに関する評価法と運動療法を中心とし
た研修会で、参加者は100名程度であった。内容は
運動機能に関する評価、呼吸機能に関する評価と、
それらを基にした運動療法等について講義した。

10.チーム医療CE研究会九州主催、第73回
　　臨床セミナー、呼吸療法Brush-up!
　　～あなたの知識、更新してみませんか
　　～福岡県での講義
　 「呼吸リハビリテーションの基礎」

チーム医療に必要な呼吸リハビリテーションに関す
る基礎知識とチーム医療脳方法などを講義した。

11.わかあゆ呼吸ケア勉強会での講義
   「慢性期呼吸リハビリテーション」

理学療法士と作業療法士を中心とした慢性期リハビ
リテーションに関する評価法と運動療法を中心とし
た研修会で、参加者は120名程度であった。内容は
運動機能に関する評価、呼吸機能に関する評価と、
それらを基にした運動療法等について講義した。

7.わかあゆ呼吸ケア勉強会での講義
   「慢性期呼吸リハビリテーションの評価」

理学療法士と作業療法士を中心とした慢性期リハビ
リテーションに関する評価法の研修会を実施した。
内容は運動機能に関する評価、呼吸機能に関する評
価、日常生活動作や健康関連生活の質の評価などを
講義した。

8.わかあゆ呼吸ケア勉強会での講義 
   「慢性呼吸器疾患の呼吸リハビリテーション
  　 の実際」

理学療法士と作業療法士を中心とした慢性呼吸器疾
患の呼吸リハビリテーションに関する研修会を実施
した。参加者は140名程度で、内容は運動療法、日
常生活動作に関することを中心に講義した。
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平成29年11月26日

平成30年7月22日

【研修活動】

平成19年9月1日
～

平成20年3月31日

令和元年5月30日
～

現在に至る

平成22年1月

平成23年2月

平成24年9月

平成24年9月

平成27年10月

【研究活動】

3.第2回日本ヘルスプロモーション理学療法
学会（佐賀県）学会長賞受賞

第2回日本ヘルスプロモーション理学療法学会
「COPD患者の歩行距離低下に与える身体機能的影響
因子の抽出と外出制限に関する研究」

4.第4回日本ヘルスプロモーション理学療法
学会（京都府）学会長賞受賞

第2回日本ヘルスプロモーション理学療法学会
「COPD患者の歩行距離低下に与える身体機能的影響
因子の抽出と外出制限に関する研究」

5.第5回日本ヘルスプロモーション理学療法
学会（佐賀県）学会長賞受賞

第5回日本ヘルスプロモーション理学療法学会
「下肢荷重力測定における日常生活動作自立度判定
の基準訪問リハビリテーション利用者での検証」

【受賞】

1.第18回佐賀県理学療法士会学会 優秀賞 第18回佐賀県理学療法士会学会
「COPD患者におけるBODE indexを用いた身体機能と
ADLの関係についての検証」

2.第19回佐賀県理学療法士会学会 優秀賞 第19回佐賀県理学療法士会学会
「Update BODE indexと身体機能評価の関係」

５　その他

1.長崎呼吸器リハビリクリニックでの研修 毎週木曜日に長崎呼吸器リハビリクリニックにて、
呼吸リハビリテーションの研修を受けた。主に呼吸
リハビリテーション評価方法（フィジカルアセスメ
ント、画像診断、呼吸機能検査、6分間歩行距離テ
スト、漸増シャトルウォーキングテストなど）、治
療方法（全身持久力トレーニング指導、呼吸介助、
薬物療法、栄養療法など）などを研修した。

2.大阪国際がんセンターでの研修 毎週金曜日に大阪国際がんセンターにて、がんリハ
ビリテーションの研修を受け、特別研究員として評
価・治療に関わる知識、技術を学んでいる。

16.石川県臨床工学技士会　第11回呼吸療法
セミナー
「テーマ：ベッドサイドで活かす呼吸療法」
での講義「チームとして取り組む呼吸
リハビリテーション」

看護師を中心としたコメディカルに対して、急性期
から慢性期にかけての呼吸リハビリテーションに関
する講義を実施した。参加者は100名程度であっ
た。

17.鳥取県臨床工学技士会　第7回鳥取県呼吸療法
セミナー
「テーマ：チームで学ぶ！呼吸ケア！」
での講義「急性期から慢性期にかけたCOPD患
者に対する呼吸リハビリテーション」

看護師、理学療法士、臨床工学技士を中心としたコ
メディカルに対して、急性期から慢性期にかけての
呼吸リハビリテーションに関する講義を実施した。
参加者は222名であった。
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平成25年4月1日
～

平成27年3月31日

平成28年4月1日
～

平成29年3月31日

平成29年4月1日
～

現在に至る

平成24年4月1日
～

平成28年3月31日

平成28年4月1日
～

平成31年3月31日

2.大和大学保健医療学部総合リハビリ
テーション学科理学療法学専攻にお
ける教育実績

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査を受け、
専任講師として勤務する。担当科目は、呼吸・循環
障害理学療法学、呼吸・循環障害理学療法学演習、
内部障害理学療法学、内部障害理学療法学演習、地
域理学療法、健康科学概論である。平成28年度は2
期生の副クラスアドバイザーとして、平成29年は4
学年すべての副クラスアドバイザーとして学生指導
等を日々行うとともに、国家試験対策および広報活
動の責任者として業務に携わり、成績下位学生への
個別指導およびグループワークにおける助言と監督
業務を行っている。また、2か月に1回開催される吹
田市片山地区の地域ケア会議に参加し、地域におけ
る事案について協議している。

3.科学研究助成費 若手研究Ｂ
（代表者 阿波邦彦：17K17456）

研究代表者として「術後の健康関連QOLの早期回復
を目的とした肺がん患者教育プログラムの開発」に
従事している。助成額：4,160千円 (直接経費 : 
3,200千円、間接経費 : 960千円)

【教育実績】

1.京都橘大学健康科学部理学療法学科に
おける教育実績

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査を受け、
専任助教として勤務する。担当科目は、内部障害系
理学療法学基礎演習、内部障害系理学療法学応用演
習であった。実務としては、理学療法学実習におけ
る巡回指導および実習先との連絡・調整業務、理学
療法学科運営に関する業務、各種行事への参加、調
査活動、広報活動、入試関連業務等に従事し、特に
ヘルスプロモーションコースに在籍していたため、
野洲市や山科市での調査測定で学生とともに身体能
力調査を行い、学生へ調査方法の指導、スケジュー
ル管理、機器・機材運搬等を行った。ホームルーム
や学生が主体となっている学生学会の臨床評価研究
会にて、アドバイザーとして、学生学会の一員とし
て参加していた。また、例年行われている『全国私
立大学FD研修会（浜松）』に参加し、FDについて学
ぶ。一方、京都・滋賀を中心とした呼吸リハビリ
テーションを学ぶ会「わかあゆ呼吸ケア勉強会」を
つくり、その事務局として運営に関わっている。

1.科学研究助成費 若手研究Ｂ
（代表者 阿波邦彦：25750240）

研究代表者として「健康関連QOLに着目した、新た
な肺がん葉切除術前後のがんリハビリテーションの
開発」に従事した。助成額：4,290千円 (直接経費 
: 3,300千円、間接経費 : 990千円)

2.大阪ガス研究助成（代表者 阿波邦彦） 研究代表者として「高齢肺がん患者の術前後におけ
る呼吸代謝能評価スケールの開発」に従事した。助
成額：700千円
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平成31年4月1日
～

現在に至る

年月日

平成16年4月26日

平成22年1月1日

平成22年3月24日

平成25年4月1日

（5）博士（保健学） 平成30年3月31日

平成16年4月1日
～

平成19年8月31日

1.春陽会うえむら病院理学療法士 リハビリテーション科に勤務。
主に脳血管疾患、パーキンソン病などの特殊疾患、
大腿骨頸部骨折術後、変形性関節症疾患を有する患
者に対する理学療法、他部署とのカンファランス業
務を中心に業務をしていた。特に循環器を中心に診
療する病院であったため、循環器疾患をベースとす
る患者が多く、リスク管理、症状・病状の変化に十
分に注意を払って理学療法を実施していた。家屋調
査や訪問リハビリテーションを積極的に導入し、平
成18年7月からは週3日午後から2～3件ほどの訪問リ
ハビリテーション業務を行った。その際、担当者会
議や訪問リハビリテーション会議などに参加を積極
的に行った。また、地域における介護予防事業での
転倒予防、筋力増強の講習会などで講師として参加
し、年間2回程度定期的に行った。

特記事項なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

（3）修士（医科学） 佐賀大学第72号

（4）呼吸ケア指導士 第213313号

大阪府立大学第27号

２　特許等

１　資格，免許

（1）理学療法士資格 第46765号

（2）3学会合同呼吸療法認定士 第100732号

3.奈良学園大学保健医療学部リハビリ
テーション学科理学療法学専攻にお
ける教育実績

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査を受け、
専任准教授として勤務する。担当科目は、基礎ゼミ
Ⅱ、人体機能学Ⅱ、人体生理機能実習、運動学Ⅱ、
臨床運動学、理学療法研究法、客観的臨床能力演
習、理学療法卒業研究、内部障害評価法、早期体験
実習、地域理学療法実習、理学療法評価実習、総合
臨床実習Ⅰ、総合臨床実習Ⅱである。平成31年度は
1期生のクラスアドバイザーとして学生指導等を
日々行っている。大学管理運営においては、キャリ
アセンター運営委員会、学生生活WG委員会に所属し
ている。

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要
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平成19年9月1日
～

平成24年3月31日

平成21年4月
～

平成22年4月

平成24年4月1日
～

平成28年3月31日

4.京都橘大学健康科学部理学療法学科 助教 担当科目は、内部障害系理学療法学基礎演習、内部
障害系理学療法学応用演習であり、実技をともなう
科目やその他の科目の補助として講義に参加する。
ホームルームや学生が主体となっている学生学会の
臨床評価研究会にて、アドバイザーとして、学生学
会の一員として参加している。また、例年行われて
いる『全国私立大学FD研修会（浜松）』に参加し、
FDについて学ぶ。また、京都・滋賀を中心とした呼
吸リハビリテーションを学ぶ会「わかあゆ呼吸ケア
勉強会」をつくり、その事務局として運営に関わっ
ている。また、平成25年度4月から平成28年3月ま
で、科学研究助成費「課題名：健康関連QOLに着目
した、新たな肺がん葉切除術前後のがんリハビリ
テーションの開発」に携わった。

2.敬天堂古賀病院理学療法士 リハビリテーション部開設および勤務。
入職時はリハビリテーション機能がなく、リハビリ
テーション部責任者として平成19年9月にリハビリ
テーション部を立ち上げた。入職当初は開設業務を
行いながら理学療法を実施、平成19年9月から平成
20年3月末まで長崎呼吸器リハビリクリニックにて
週1日の頻度で研修させてもらった。また、開設2年
時は新人が入職、理学療法士2人となり、後進の指
導を中心に行った。主に呼吸器疾患、運動器疾患を
有する患者に対する理学療法、他部署とのカンファ
ランス業務、リハビリテーション部の管理業務、新
人職員の教育、実習生指導を中心に業務をした。特
に呼吸器疾患を中心に診療する病院であるため、呼
吸器疾患に対する理学療法を実施し、専門的な知
識・技術を習得するため学会活動、研修会活動を積
極的に行っていた。リハビリテーション対象者の5
割超が呼吸器疾患であり、専門的な呼吸リハビリ
テーション評価を行い、客観的な運動処方を行い、
定期的な評価を実践していた。また、リハビリテー
ション部責任者として、運営会議、病院機能評価委
員会、広報・地域連携委員会、医療安全委員会リス
ク部会、教育委員会、リハビリテーション検討会、
療法病棟検討会などに参加し、病院の運営方針、事
業計画に介入していた。院内活動では呼吸ケアに関
わる講義など院内研修活動に従事していた。院外活
動では活動地域における呼吸器疾患に関するリハビ
リテーションの啓発活動、佐賀包括的呼吸リハビリ
テーション研修会の事務局を行いつつ、地域行事な
どへ参加し広報活動を行った。

3.地域における肺機能検診 地域の行事（江北町馬頭観音祭り）において、健康
相談ブースの設置、無料の肺機能検査などを実施
し、地域における呼吸器関連、リハビリテーション
関連の相談、呼吸器疾患の早期発見事業に取り組ん
だ。
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平成28年4月1日
～

平成31年3月31日

平成31年4月1日
～

現在に至る

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

４　その他

特記事項なし

5.大和大学保健医療学部総合リハビリテー
　ション学科理学療法専攻 講師

担当科目は、呼吸・循環障害理学療法学、呼吸・循
環障害理学療法学演習、内部障害理学療法学、内部
障害理学療法学演習、地域理学療法学、健康科学概
論である。加えて、実技をともなう科目やその他の
科目の補助として講義に参加する。平成28年度は2
期生の副クラスアドバイザーとして、平成29年は4
学年の副クラスアドバイザーとして学生指導等を
日々行うとともに、国家試験対策および広報活動の
責任者として業務に携わっている。また、2か月に1
回開催される吹田市片山地区の地域ケア会議に参加
し、地域における事案について協議している。

6.奈良学園大学保健医療学部リハビリ
　テーション学科理学療法学専攻にお
　ける教育実績

大学設置・学校法人審議会の教員組織審査を受け、
専任准教授として勤務する。担当科目は、基礎ゼミ
Ⅱ、人体機能学Ⅱ、人体生理機能実習、運動学Ⅱ、
臨床運動学、理学療法研究法、客観的臨床能力演
習、理学療法卒業研究、内部障害評価法、早期体験
実習、地域理学療法実習、理学療法評価実習、総合
臨床実習Ⅰ、総合臨床実習Ⅱである。平成31年度は
1期生のクラスアドバイザーとして学生指導等を
日々行っている。大学管理運営においては、キャリ
アセンター運営委員会、学生生活WG委員会に所属し
ている。
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1．『PT・ATビジュアルテ
キスト内部障害理学療法
学』

共著 平成28年12月 本書は学生がイメージしやすいよう多数の
図表を掲載し、「目で見てわかる」かつ
「実践的な」理解が進めやすいことを目的
に企画された書籍である。その中で、「第5
章　呼吸器疾患・呼吸障害の理学療法、肺
がんを含む胸部外科手術前後、症状・障害
の理解、理学療法の理論と実際」を担当
し、症状・障害、理学療法の実際について
科学的根拠と治療のポイントなどを絞って
解説した。
B5版　全333頁

編者：松尾善美
共著者：角田晃啓、松尾善美、椿淳裕、高
橋祐介、山科吉弘、関川清一、田畑稔、平
野康之、泉唯史、高瀬広詩、堀江淳、柳澤
幸夫、阿波邦彦、石井光昭、堀竜次、笹沼
直樹、森田恵美子、河野健一、井坂昌明、
永嶋道浩

本人担当部分：「第5章　呼吸器疾患・呼吸
障害の理学療法、肺がんを含む胸部外科手
術前後、症状・障害の理解、理学療法の理
論と実際」（p224～231）
肺がん周術期の理学療法に焦点を当て、周
術期における症状や各合併症、障害につい
て説明し、それらに対する理学療法の理論
と治療方法に関する実践的な内容について
解説した。

2．『PT・OT入門 イラス
トでわかる内部障害』

共著 令和元年1月 本書は理学療法士・作業療法士養成校の学
生に合った内容で、「わかりやすい」・
「興味が持てる」・「ポイントを絞った」
を目標に企画された書籍である。その中
で、「第2章　呼吸器疾患-知識・検査デー
タ・治療-、エッセンス、治療」を担当し、
呼吸器疾患の病態・症状について科学的根
拠と治療のポイントなどを絞って解説し
た。
B5版　全337頁

監修者：上杉雅之
編集者：堀江淳
共著者：堀江淳、阿波邦彦、江越正次郎、
田平一行、野崎忠幸、木村智子、小川真
人、北村匡大、下雅意崇享、笠原酉介、井
澤和大、野村卓生、河野健一、河辺信秀、
渡部祥輝、音部雄平、平野康之、堀田千
春、堀田一樹、平木幸治、加藤祐司、鈴木
昌幸、池田聖児、島雅晴、島崎寛将、谷口
小百合、井出宏、森尾裕志

本人担当部分：「第2章　呼吸器疾患-知
識・検査データ・治療-、エッセンス、治
療」（p.19～26）
呼吸器疾患の病態・症状について説明し、
その治療方法に関する実践的な内容につい
て解説した。

羊土社
全333頁

医歯薬出版株式会社
全337頁
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3．『PT・OT入門 イラス
トでわかる理学療法概
論』

共著 令和元年3月 本書は理学療法士・作業療法士養成校の学
生に合った内容で、「わかりやすい」・
「興味が持てる」・「ポイントを絞った」
を目標に企画された書籍である。その中
で、「第15章　内部障害系理学療法（COPD
の症例）、エッセンス、内部障害とは、増
加している内部障害者、高齢化と内部障害
そして重複障害、内部障害とリハビリテー
ション対象患者、慢性閉塞性肺疾患とは、
COPDの病態、全身併存症と肺合併症、COPD
の問題点、呼吸リハビリテーション、症例
検討、確認してみよう！・解答」を担当
し、内部障害の概要、COPDの病態と治療、
呼吸リハビリテーションについて解説し
た。
B5版　全337頁

監修者：上杉雅之
共著者：秋月千典、阿波邦彦、安彦鉄平、
今井章人、岩瀬弘明、岡村和典、金井秀
作、神里巌、小柴武、木下めぐみ、甲田宗
嗣、菅原仁、武内孝祐、永井宏達、中越竜
馬、中西亮介、成瀬進、西守隆、山野薫、
山本克己、吉田一正、吉田勇一
本人担当部分：「第15章　内部障害系理学
療法（COPDの症例）、エッセンス、内部障
害とは、増加している内部障害者、高齢化
と内部障害そして重複障害、内部障害とリ
ハビリテーション対象患者、慢性閉塞性肺
疾患とは、COPDの病態、全身併存症と肺合
併症、COPDの問題点、呼吸リハビリテー
ション、症例検討、確認してみよう！・解
答」（p.263～282）
内部障害の概要、COPDの病態と治療につい
て説明し、呼吸リハビリテーションの理論
と治療方法に関する実践的な内容について
解説した。

（学術論文）

1．酸素カートの異なる運
搬条件が6分間歩行距離テ
ストに及ぼす影響
（査読付）

共著 平成22年3月 本研究は、6分間歩行距離テスト（以下、
6MWT）において酸素カートの異なる運搬条
件（自己牽引・他者運搬）が最大歩行距離
と生理学的変化、自覚症状の変化に及ぼす
影響を検証することである。対象はCOPD患
者16例（在宅酸素療法群8例、対照群8例）
とした。6MWTは対照群では自己牽引よりも
他者運搬の方が有意に高値であった。した
がって、6MWTは酸素カートの運搬条件の違
いが最大歩行距離に影響すると示唆され
た。
本人担当分：筆頭著者として報告した。
共著者：阿波邦彦、堤恵理子、堀江淳、白
仁田秀一、山田穂積、古賀義行、堀川悦夫

西九州リハビリテーショ
ン研究
第3号
pp.17～22

医歯薬出版株式会社
全337頁
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2．慢性閉塞性肺疾患患者
における多次元重症度指
数（BODE index）の有用
性の研究
（修士論文）

単著 平成22年3月 COPDは全身性疾患であり、運動耐容能の低
下を呈している。Celliらによって発表され
た多次元重症度を評価するBODE indexは
GOLD病期分類よりCOPDを機能的に評価でき
る。そこで、COPD患者の身体機能とBODE 
indexとGOLD病期分類との関係を検討した。
GOLD病期分類は実際の症状よりも軽症に評
価してしまう可能性が示唆され、BODE 
indexは身体機能を含め総合的な評価となり
うると考えられた。（全23頁）

3．慢性閉塞性肺疾患患者
における30秒椅子立ち上
がりテストの運動耐容能
評価法としての可能性
 （査読付）

共著 平成22年10月 30秒椅子立ち上がりテストがCOPD患者の運
動耐容能評価として応用できるかCOPD患者
27例を対象に検証した。CS-30はpeak 
VO2predとの間に精度の高い回帰式が得られ
た。このことから、CS-30は運動耐容能評価
法として臨床応用の可能性を有しているの
ではないかと考えられた。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：髙川晃敏、堀江淳、阿波邦彦、畠
中耕志、白仁田秀一、畠中章吾、髙折和男

4．男性慢性閉塞性肺疾患
患者の病期におけるバラ
ンス能力の差異に関する
検討
（査読付）

共著 平成23年4月 COPD患者のバランス能力と身体機能、身体
能力の関係、GOLD病期間のバランス能力の
差を検証することを目的とした。男性COPD
患者31例のTUGは身体機能、身体能力と有意
な相関が認められ、外周面積、総軌跡長は
身体能力と有意な相関が認められた。GOLD 
最重症ではバランス能力の低下が起こり始
める可能性が高くなることが示唆された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：堀江淳、阿波邦彦、今泉裕次郎、
市丸勝昭、直塚博行、白仁田秀一、田中将
英、林真一郎、堀川悦夫

5．A Comparison of the 
BODE Index and the GOLD 
Stage  Classification of 
COPD Patients in the 
Evaluation of  Physical 
Ability
（COPD患者の身体能力評
価におけるBODE指数と
GOLD分類の比較）
（査読付）

共著 平成23年6月 COPD患者におけるBODE indexと身体機能、
身体能力の関係、BODE indexとGOLD病期分
類の関係、BODE indexの軽症群と重症群と
の身体機能、身体能力の比較を検証するこ
とを目的とした。COPD患者48例のBODE 
indexは身体機能、身体能力と有意な相関が
認められ、GOLD病期分類は実際の症状より
も軽症と判断されることが示唆された。こ
れらにより、BODE indexはGOLD重症度分類
よりもCOPDの身体機能を含め総合的な評価
となりうると考えられた。
本人担当分：データ収集、統計処理、考察
などを担当。
共著者：Anami Kunihiko、Horie Jun、
Shiranita Shuichi、Imaizumi Yujiro、Ichimaru 
Katsuaki、Naotsuka Hiroyuki、Yamada 
Hozumi、Koga Yoshiyuki、Horikawa Etsuo

Journal of Physical Therapy 
Science  Vol．23 No．3 
第23巻第3号
pp.437～441

佐賀大学

日本呼吸ケア・リハビリ
テーション学会誌
第20巻第2号
pp.156～159

理学療法科学　26巻2号
pp.215～219
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6. 慢性閉塞性肺疾患患者
のBODE indexの重症度別
におけるTimed up and go 
testの比較
（査読付）

共著 平成23年11月 COPD患者のTimed up and go testと身体機
能、身体能力の関係およびBODE indexの重
症度分類に分けてTUGの差を検証することを
目的とした。COPD患者48例が対象であっ
た。TUGと各身体機能は相関化関係を認め、
TUGはBODE indeの軽症群より重症群に低下
が認められた。COPD患者は重症化するとTUG
は低下し、転倒への危険性が増えることが
示唆された。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀一、
今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、山田穂
積、古賀義行、堀川悦夫

7．慢性閉塞性肺疾患患者
の肥満が身体機能、身体
能力に及ぼす影響に関す
る検証
（査読付）

共著 平成24年2月 研究はCOPD患者の栄養状態をBMIから「痩
せ」「標準」「肥満」と分類し、運動機
能、運動能力が如何に影響を及ぼしている
か検討した。その結果、COPD患者にとって
「肥満」は、必ずしも否定される状態では
なく、むしろ肯定すべき状態である可能性
が示唆された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：堀江淳、林真一郎、田中将英、阿
波邦彦、堀川悦夫

8．COPD患者の重症度別5m
最速歩行時間測定の意義
の検討
（査読付）

共著 平成24年2月 本研究は、COPD患者の瞬間的歩行能力とし
て5m最速歩行時間が有用な指標となり得る
か検討した。結果、運動耐容能評価精度向
上のために瞬発的歩行能力測定を組み合わ
せることは、有用であることが示唆され
た。
本人担当分：データ収集、分析を担当。
共著者：栁原加奈子、堀江淳、阿波邦彦、
村田伸

9．COPD患者の歩行距離低
下に与える影響因子の抽
出と外出制限に関する研
究
（査読付）

共著 平成24年10月 本研究の目的は、COPD患者の外出制限の一
指標である歩行距離低下の影響因子を抽出
し、そのカットオフ値を算出することであ
る。その結果、COPD患者の外出制限に影響
を及ぼす因子はmMRC息切れスケールと膝伸
展筋力であった。そのカットオフ値は、
mMRCがGrade2、膝伸展筋力は53.6%であっ
た。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、村田伸、林真
一郎、田中将英、堀川悦夫、山田穂積、古
賀義行

10．慢性閉塞性肺疾患患
者の6分間歩行距離の違い
における身体特性の比較
（査読付）

共著 平成24年10月 慢性閉塞性肺疾患(COPD)患者の6分間歩行距
離(6MWD)の違いにおける身体特性を比較し
た。対象は安定期COPD患者76名とした。
COPD患者における6MWDは、呼吸機能、筋
力、身体能力、ADL能力、健康関連QOLを反
映した。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：江越正次朗、堀江淳、阿波邦彦、
今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、白仁田
秀一、上田真智子、田中将英、林真一郎

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第1巻第1号
pp.67～72

体力科学
第61巻1号
pp.125～130

西九州リハビリテーショ
ン研究
第5巻
pp.37～42

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第2巻第3号
pp.107～112

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第2巻第3号
pp.125～130
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11. 30秒間椅子立ち上が
りテストは慢性閉塞性肺
疾患患者の運動耐容能を
反映するか?
（査読付）

共著 平成24年10月 慢性閉塞性肺疾患（COPD）患者に対して、
30秒間椅子立ち上がりテスト（CS-30）が運
動耐容能評価法として応用できるかを検証
した。対象はCOPD患者137例で、6MW peak 
VO2 pred=0.38×CS-30+4.42（R2=0.53）、
ISWT peak VO2 pred=0.64×CS-30+1.85
（R2=0.59）の有意な回帰式が得られた。
CS-30の影響因子は、ISWT peak VO2 pred、
TUGであった。CS-30は、在宅や狭小な施設
において、客観的に運動耐容能が評価でき
る可能性が示唆された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：白仁田秀一、堀江淳、直塚博行、
髙川晃敏、阿波邦彦、今泉潤紀、田中将
英、渡辺尚、林真一郎

12．高齢患者の最速歩行
と最大低速歩行に及ぼす
下肢筋の貢献度 －大腿四
頭筋筋力と足把持力に着
目して－
（査読付）

共著 平成25年1月 本研究の目的は、高齢入院患者を対象に、
異なる歩行速度における下肢筋力の貢献度
を明らかにすることである。足把持力は最
大低速歩行時の姿勢の安定化に関与してい
る可能性が示された。一方、大腿四頭筋筋
力は、身体を前方へ進める推進力としての
役割が大きいことが推察された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：岩瀬弘明、村田伸、阿波邦彦、松
尾奈々、山﨑康平、米山智彦、小松直正、
重田裕子、窓場勝之

13．地域活動に参加して
いる地域住民の閉塞性換
気障害調査とCOPDスク
リーニングテストの関係
－Eleven-Item Pre- 
Interview　Questionnaire
（11-Q）、IPAGによる
COPD質問票（IPAG質問
票）と呼吸機能検査を用
いて－
（査読付）

共著 平成25年2月 本調査の目的は、呼吸機能検査、11-Qと
IPAG質問票を地域祭事に参加している地域
住民に実施し、閉塞性換気障害を疑う対象
がいないか調査することである。結果、閉
塞性換気障害疑いは4名（11．8%）であっ
た。今回の調査から、地域祭事参加者に1割
強ほどの閉塞性換気障害を疑う人たちがい
ることが分かった。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、堀川悦夫、白
仁田秀一、村田伸、池田秀俊、山田穂積、
古賀義行

14. 疾患に関係なく簡便
に評価できる下肢機能評
価法の検討－座位での下
肢荷重力測定法に関して
－
 （査読付）

共著 平成25年2月 本研究の目的は、様々な疾患を有する対象
に、下肢荷重力測定法が下肢機能を反映す
る有用な評価法となるか否かについて検討
することである。結果、入院中の回復過程
にあり、様々な疾患を有する患者を対象と
した場合、下肢荷重力測定法は下肢機能を
反映する有用な評価法とは成り得ない可能
性が示された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：岩瀬弘明、村田伸、阿波邦彦、松
尾奈々、下平佳代、渡邉俊行、廣瀨智理、
舩田雅之、原由香利、窓場勝之、宮原洋八
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15．疾患に関係なく簡便
に評価できる下肢機能評
価法の検討－虚弱高齢者
用10秒
椅子立ち上がりテスト
（Frail CS-10）を用いて
－
（査読付）

共著 平成25年2月 様々な疾患を有する入院患者を対象に、虚
弱高齢者 10秒椅子立ち上がりテスト
（Frail CS-10）が下肢機能を反映する有用
な評価法であるか否かについて検討した。
結果、Frail CS-10 は男女ともにほぼ全て
の評価項目と有意な相関あるいは、有意な
相関を示す傾向が認められた。Frail CS-10 
は疾患を統一せずに様々な疾患を有する患
者を対象としても、下肢機能を反映する有
用で簡便な評価法であることが示唆され
た。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：岩瀬弘明、村田伸、阿波邦彦、松
尾奈々、佐藤光美、原田純、今西和也、福
永恵子、窓場勝之

16．高齢患者の歩行パラ
メーターと下肢筋力およ
びADL能力との関連 －最
速歩行と最大低速歩行時
の比較－
（査読付）

共著 平成25年6月 高齢入院忠者を対象に、最速歩行と最大低
速歩行の歩行パラメーターを洪1定し、条件
別に下肢筋カおよびADL能力との関係を明ら
かにすることを目的とした。結果、最速歩
行時において、歩行パラメーターはFIM-M
と、最大低速歩行時において、歩行パラ
メーターはFrail CS-10との間に有意な相関
を示した。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：岩瀬弘明、村田伸、阿波邦彦、松
尾奈々、米山智彦、山﨑康平、小松直正、
重田裕子、窓場勝之

17．慢性閉塞性肺疾患患
者の抑うつに関わる因子
の検討
（査読付）

共著 平成25年7月 本研究の目的は、COPD患者における抑うつ
状態に影響を及ぼす規定因子を不安尺度、
身体機能、日常生活動作などの観点から検
討することとした。対象は、COPD患者21名
であった。主要項目は、抑うつ自己評価尺
度（Self-rating Depression Scale；SDS）
とした。結果、SDSに影響を与える項目は、
STAI特性と30秒椅子立ち上がりテストで
あった。COPD患者における抑うつ状態は、
不安感や下肢機能の低下が影響することが
示唆された。これにより、チームアプロー
チが抑うつ状態を予防できる可能性を示唆
した。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀一、
北島麻美、宮副孝茂、林真一郎

18．COPD患者の予後予測
評価であるupdated BODE 
indexとADO indexは健康
関連QOLに影響している
か？
（査読付）

共著 平成25年9月 本研究の目的は、COPD患者の予後予測評価
であるupdated BODE indexとADO indexが健
康関連QOLの指標であるSGRQに影響している
か検証することである。updated BODE 
indexは、ADO indexよりも健康関連QOLに影
響することが示唆された。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、村田伸、林真
一郎、田中将英、堀川悦夫
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19．立位から背臥位まで
の臥床パターンの分類と
身体機能の特徴
（査読付）

共著 平成25年9月 地域在住の女性高齢者143名を対象に、立位
から仰臥のパターンを類型化し、各動作パ
ターン別に身体機能を比較し、仰臥パター
ンに影響を及ぼす要因を明らかにするため
に調査を行った。立位からの臥床パターン
は、体格や動的バランス能力に影響を受け
る可能性が示唆された。
本人担当分：分析、考察を担当。
共著者：岩瀬弘明、村田伸、宮崎純弥、大
田尾浩、堀江淳、阿波邦彦

20．男性間質性肺炎患者
におけるCS-30と運動能力
との関係
（査読付）

共著 平成25年12月 本研究の目的は、慢性閉塞性肺疾患患者に
おける抑うつ状態に影響を及ぼす規定因子
を不安尺度、身体機能、日常生活動作など
の観点から検討することとした。COPD患者
における抑うつ状態は、不安感や下肢機能
の低下が影響することが示唆された。これ
により、チームアプローチが抑うつ状態を
予防できる可能性を示唆した。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、上田真智子、
白仁田秀一、田中将英、林真一郎

21．非呼吸器疾患にて
　理学療法を実施して
　いる症例の呼吸機能
　に関する調査
   （査読付）

共著 平成26年3月 呼吸器疾患以外で理学療法を施行している
26名（男7名、女19名、中央値72.0歳）を対
象に、呼吸機能に関する調査を行った。結
果、呼吸・換気障害疑いと判定されたのは5
名で、1秒率70%未満の閉塞性換気障害疑い
が1名（男）、%肺活量80%未満の拘束性換気
障害疑いが4名（女）であり、身体能力や精
神機能との関連は認めなかった。
本人担当分：リクルート、データ収集、分
析、考察を担当。
共著者：堀江淳、阿波邦彦、今西和也、窓
場勝之、中川法一、宮崎純弥、阪本良太、
西川明子、森實徹、高橋健太郎、富田素子

22．地域在住男性高齢
　者のブリッジ力と立
　位バランスならびに
　筋力との関連
   （査読付）

共著 平成26年3月 本研究では、ブリッジ力測定法の有用性に
ついて、地域在住男性高齢者32名に対し、
ブリッジ力と各種身体機能評価との関連性
から検討した。結果、ブリッジ力と膝伸展
筋力、FRT、片脚立位保持時間との間に有意
な相関が認められた。さらに、ブリッジ力
へ影響を及ぼす因子として、膝伸展筋力と
FRTが抽出された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：政所和也、村田伸、宮崎純弥、堀
江淳、阿波邦彦、上城憲司
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23．最重症COPD患者に
　対する運動療法中に
　おけるモニター心電
　図検査の取り組み
  （査読付）

共著 平成26年9月 運動負荷後に上室性期外収縮2連発が出現し
た最重症COPD患者に対し、運動療法実施時
にモニター心電図を検査しながら負荷量を
調節した。モニター心電図で循環動態を確
認しながらの運動療法は、リスク管理や運
動プログラムの作成、効果判定に有用であ
ると考えられる。
本人担当分：考察指導を担当。
共著者：松本雄次、阿波邦彦、宮副孝茂、
財津和希、北島麻美、手島由美子、山田穂
積、古賀義行

24．慢性呼吸不全患者の
ADL指導
（査読付）

共著 平成26年10月 慢性呼吸不全患者に対する作業療法士によ
るADL、IADLの獲得に向けた指導や援助は、
呼吸リハにおける直近の課題である。そこ
で実践報告を踏まえ、ADLにおけるモニタリ
ングや動作指導の基本、指導上の留意点に
ついて報告した。
本人担当分：文章構成および内容指導を担
当。
共著者：野﨑忠幸、阿波邦彦、堀江淳、林
真一郎、堀川悦夫

25．運動負荷後における
循環応答の経時的変化
（査読付）

共著 平成27年4月 安静時の血圧や脈拍を測定する際の適切な
安静時間を明らかにするため、健常者27名
に対し、30秒椅子立ち上がりテスト後の脈
拍や血圧の変化を終了直後から30秒ごとに5
分間計測した。その繕果、血圧や脈拍の測
定において、開始前の安静時間を設定する
際は個々の変動パターンに合わせて安静時
間を設定する必要性が示唆された。
本人担当分：データ収集、分析を担当。
共著者：小西佑磨、村田伸、窓場勝之、阪
本昌志、杉森信吾、山川瑠奈、白岩加代
子、安彦鉄平、阿波邦彦、堀江淳

26．虚弱高齢者を対象と
した腹筋トレーニングを
含む通所リハビリテー
ションの効果
（査読付）

共著 平成27年4月 虚弱高齢者20名に対する腹筋トレーニング
を含んだ6ヵ月間の通所リハビリテーション
の効果を検証した。結果、FIM-M、片脚立位
時間、5m最速歩行速度に交互作用が認めら
れ、片脚立脚時間と5m最速歩行速度は介入
群が有意な向上を認めた。一方で、FIM-Mは
対照群が有意な低下を認めた。
本人担当分：データ収集、分析、考察を担
当。
共著者：阿波邦彦、北村智哉、堀江淳、伊
藤健一
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27．登山による大腿四頭
筋の筋力および筋活動量
の変化
（査読付）

共著 平成27年7月 本研究の目的は、登山前後における大腿四
頭筋の筋疲労について、筋力および筋活動
量を用いて検討することである。対象は健
常成人15名であった。登山後に大腿四頭
筋、特に内側広筋と外側広筋に筋疲労が生
じる可能性が示された。
本人担当分：データ測定を担当。
共著者：桐野耕太、安彦鉄平、川添里菜、
小澤美奈、和田真紀、白岩加代子、堀江
淳、阿波邦彦、窓場勝之、村田伸

28. 踵なしスリッパの着
用が歩行に及ぼす影響
（査読付）

共著 平成27年9月 本研究の目的は、踵なしスリッパの着用が
歩行に及ぼす影響を明らかにすることであ
る。対象は、健常成人女性14名とした。踵
なしスリッパの着用は、歩幅を狭めるが素
早く1歩を出すことで通常のスリッパと同じ
歩行速度を保ち、大腿直筋および腓腹筋の
筋活動を効果的に高める可能性が示され
た。
本人担当分：分析を担当。
共著者：吉田安香音、村田伸、安彦鉄平、
小澤実奈、小西佑磨、阪本昌志、高橋 萌、
白岩加代子、 窓場勝之、阿波邦彦、堀江
淳、甲斐義浩

29．地域在住高齢者の転
倒要因に関する研究身
体・認知・精神機能の共
分散分析による検討
（査読付）

共著 平成27年9月 地域在住高齢者の転倒と身体・認知・精神
機能との関連性について総合的に明らかに
するために、高齢者345名を対象に、過去1
年間における転倒経験の有無別に身体・認
知・精神機能について、年齢と性別を調整
した共分散分析で比較した。その結果、転
倒の危険因子は数多く報告されているが、
年齢や性を考慮する必要性が示唆された。
本人担当分：分析を担当。
共著者：井上椋太、村田伸、桐野耕太、小
澤実奈、 小西佑磨、白岩加代子、安彦鉄
平、阿波邦彦、窓場勝之、堀江淳

30．地域在住高齢者の参
加サークルの違いによる
身体機能の差異
（査読付）

共著 平成28年1月 地域在住高齢者を対象に身体機能の評価を
行い、参加しているサークルにより身体機
能に差異がみられるのか検討した。年齢と
性別を共変量として解析した結果、上体起
こしの測定項目のみ「いきいき百歳体操」
グループの方が、「マシントレーニング
サークル」グループよりも低い値を示した
（p<0．01）。このことから、「いきいき百
歳体操」グループでは、体幹機能の強化に
関してはさらにトレーニングを追加する必
要性が示唆された。
本人担当分：データ収集、分析を担当。
共著者：白岩加代子、村田伸、安彦鉄平、
阿波邦彦、窓場勝之、堀江淳
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31．最適歩行と最速歩行
中の歩行パラメーターと
下肢筋活動の比較
（査読付）

共著 平成28年1月 最適歩行と最速歩行の歩行パラメーターと
下肢筋活動を比較し、それぞれの特徴を明
らかにするため、健常成人女性15名を対象
に、歩行中の大腿直筋、大腿二頭筋長頭、
前脛骨筋、腓腹筋内側頭の筋活動量を、表
面筋電計を用いて測定した。歩行速度の増
大には、歩行率の増加、立脚期の短縮が大
きく関与し、また筋活動では前方への推進
力としての役割が強い大腿直筋が大きく影
響していることが示唆された。
本人担当分：データ分析を担当。
[執筆者]小澤実奈、村田伸、窓場勝之、小
西佑磨、阪本昌志、高橋萌、吉田安香音、
安彦鉄平、白岩加代子、阿波邦彦、堀江
淳、甲斐義浩

32．後方歩行の歩行パラ
メーターと筋活動の特徴
健常成人を対象とした検
討
（査読付）

共著 平成28年1月 本研究の目的は後方歩行における、歩行パ
ラメーターと筋活動の特徴を明らかにする
ことである。対象は健常成人女性15名と
し、各筋の最大随意収縮を測定後、前方歩
行と後方歩行の2条件で歩行を行った。後方
歩行では距離因子、時間因子の影響により
前方歩行に比べて速度、ケイデンスが低下
することで安定性が高まり、1歩行周期での
筋活動量においても前方歩行と相違が認め
られたことから、後方歩行の運動学的特徴
が明らかとなった。
本人担当分：データ分析を担当。
共著者：阪本昌志、村田伸、小澤実奈、小
西佑磨、高橋萌、吉田安香音、安彦鉄平、
白岩加代子、阿波邦彦、窓場勝之、堀江
淳、甲斐義浩

33．高齢者の主観的な睡
眠状態と身体・認知・精
神機能との関係
（査読付）

共著 平成28年2月 健康支援事業に参加した65歳以上の男女264
名にアンケートと各種評価を行い、主観的
な睡眠状態と身体・認知・精神機能との関
係について統計学的に検討した。主観的な
睡眠状態は「等尺性膝伸展筋力」「SF-8」
と有意な正の相関を示した。また、「主観
的な健康感・満足感」と有意な正の相関を
示し、「主観的な認知症症状」と有意な負
の相関を示した。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：大杉紘徳、村田伸、白岩加代子、
安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、堀江淳
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34．閉塞性換気障害と拘
束性換気障害が疑われる
地域在住高齢者の身体機
能の特徴
（査読付）

共著 平成28年4月 地域在住高齢者における閉塞性換気障害と
拘束性換気障害の有症率を明らかにし、正
常群を含む3群間の身体機能を比較検証する
ために、地域在住高齢者128名（年齢75.5 
± 6.1歳）に対し、呼吸機能検査や身体機
能を評価し、換気障害別の各測定項目を比
較した。結果、換気障害の差異で身体機能
に有意差は認めないが、閉塞性換気障害群
は呼吸機能の低下に伴い、筋力が低下する
可能性が示された。
本人担当分：データ収集、データ分析、考
察を担当。
共著者：阿波邦彦、村田伸、岩瀬弘明、政
所和也、八谷瑞紀、久保温子、伊藤健一、
上城憲司、堀江淳

35．地域在住高齢者にお
ける血圧と認知機能との
関係
（査読付）

共著 平成28年6月 本研究では、地域在住高齢者の血圧と認知
機能との関連について、地域在住高齢者286
名を対象に収縮期血圧と拡張期血圧を自動
血圧計により測定し、認知機能をMini-
Mental State Examination（MMSE）で評価
した。結果、非通院群でのみ、収縮期血圧
とMMSEとの間に有意な低い負の相関を認め
た。高齢者において、血圧と認知機能との
関係は高血圧治療における降圧剤の影響を
うけることが推察される。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：大杉紘徳、村田伸、白岩加代子、
安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、堀江淳

36．地域在住の前期高齢
女性と後期高齢女　性の
握力および足趾把持力が
身体機能に及ぼす影響
（査読付）

共著 平成28年7月 地域在住高齢女性312名を対象に、前期高齢
者と後期高齢者の2群に分類し、握力および
足趾把持力が身体機能に及ぼす影響につい
て検討した。結果、前期高齢者では足趾把
持力が、後期高齢者では握力が身体機能と
関連しやすいことが示された。
本人担当分：データ収集、考察の助言を担
当。
共著者：二階堂素子、安彦鉄平、阿波邦
彦、足立愛実、井上椋太、山川瑠奈、窓場
勝之、白岩加代子、堀江淳、村田伸

37．軽度認知機能障害に
該当する高齢者の身体機
能・活動能力・精神機能
の特徴
（査読付）

共著 平成28年7月 地域在住高齢者335名を対象に、軽度の認知
機能障害に該当する高齢者と認知機能の低
下を認めない高齢者の身体機能、活動能力
および精神機能を比較し、認知機能に及ぼ
す要因を検討した。軽度の認知機能を呈す
る高齢者では、教育歴、バランス能力およ
び活動能力が低下していることが示され
た。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：山川瑠奈、安彦鉄平、大杉紘徳、
足立愛実、井上椋大、二階堂素子、窓場勝
之、阿波邦彦、白岩加代子、堀江淳、村田
伸

日本早期認知症学会誌
第9巻第1号
pp.41～46

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第6巻第2号
pp.53～57

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第6巻第2号
pp.59～64

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第6巻第1号
pp.17～22

リハ－338



38．活動的な高齢者の5m
最速歩行時間と身体・認
知・精神機能との関連
（査読付）

共著 平成28年9月 女性高齢者351名を対象に、5m最速歩行時間
と下肢筋力や立位バランスなどの身体機能
の他,認知機能や精神機能を含めて調査し
た。重回帰分析の結果、5m最速歩行時間と
独立して関連する因子は、30-second 
chair-stand test,身長,大腿四頭筋筋力,開
眼片脚立位時間,Geriatric Depression 
Scale-5の5項目であった。このことから、
5m最速歩行時間の測定は,活動的な高齢者で
あっても下肢筋力やバランス能力などの身
体機能のみならず、精神機能をも反映する
簡便な指標として使用できる可能性が示さ
れた。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：中嶋大喜、村田伸、飯田康平、井
内敏揮、鈴木景太、中島彩、中村葵、白岩
加代子、安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、
堀江淳

39．二重課題が地域在住
高齢者の歩行パラメータ
に及ぼす影響
（査読付）

共著 平成28年9月 本研究の目的は、二重課題が地域在住高齢
者の歩行パラメータに及ぼす影響を明らか
にすることである。方法は女性高齢者35名
を対象に、通常歩行（single-task歩行;ST
歩行）と暗算課題を行いながらの歩行
（dual-task歩行;DT歩行）について、それ
ぞれの歩行パラメータを比較した。DT歩行
中の歩行速度の低下には、歩行率、歩幅、
ストライドの短縮、および立脚時間と両脚
支持時間の増加が影響していること、特に
立脚時間と両脚支持時間の増加が歩行速度
低下に大きく関与していることが示唆され
た。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：飯田康平、村田伸、井内敏揮、鈴
木景太、中島彩、中嶋大喜、中村葵、白岩
加代子、安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、
堀江淳

40．ヒールの高さの違い
が歩行パラメータと下肢
筋活動に及ぼす影響
（査読付）

共著 平成28年9月 本研究は健常成人女性14名を対象に、ヒー
ルの高さの違いが歩行パラメータと下肢筋
活動に及ぼす影響について検討した。ヒー
ル高3cm以上で歩行中の立脚時間や遊脚時間
に影響を与えるが、ヒール高3cmまでであれ
ば、歩行速度および歩幅やストライド長に
は影響が少ないことが示唆された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：中島彩、村田伸、飯田康平、井内
敏揮、鈴木景太、中嶋大喜、中村葵、白岩
加代子、安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、
堀江淳
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41．高齢女性における主
観的な認知症症状の有無
による身体・認知・精神
機能の差異
（査読付）

共著 平成28年10月 胸腔鏡下肺葉切除術（VATS）前の身体機能
と健康関連QOLが、退院時にどのように変化
しているかを明らかにするために、測定を
完遂できた33症例の身体機能と健康関連QOL
を評価した。結果、身体機能における6分間
歩行距離は有意に低下し、健康関連QOLでは
身体機能に関するQOLが有意に低下した。特
に身体機能にかかわる健康関連QOLの低下程
度は大きかった。
本人担当分：データ収集、データ分析、考
察の助言を担当。
共著者：大杉紘徳、村田伸、白岩加代子、
安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、堀江淳

42．胸腔鏡下肺葉切除術
後患者に対するリハビリ
テーションの短期的検証
（査読付）

共著 平成28年12月 女性高齢者189名に対し、主観的な認知症症
状の自覚の有無で、身体、認知、精神機能
に差異を認めるか否かを前期高齢者と後期
高齢者それぞれに明らかにすることが目的
である。主観的な認知症症状の有無に関わ
る身体、精神機能は、前期高齢者と後期高
齢者では異なる傾向を示すことが明らかと
なった。
本人担当分：データ収集、データ解析、考
察を担当。
共著者：平山善康、太田垣あゆみ、瀬崎萌
恵、出見世真人、佃陽一、田中宇大、小池
初慧、山下直己、阿波邦彦、内藤紘一、堀
江淳

43．高齢者用歩行評価法
「バランス歩行テスト」
の開発
（査読付）

共著 平成29年2月 歩隔を制限しながら超低速で歩行する『バ
ランス歩行テスト』を考案し、その妥当性
について一般高齢者258名を対象に検討し
た。結果、本テストは再現性が高く、他の
身体機能や認知機能との相関も認められた
ことから妥当性があると考えられた。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：村田伸、甲斐義浩、安彦鉄平、岩
瀬弘明、白岩加代子、窓場勝之、阿波邦
彦、大杉紘徳、堀江淳

44．地域在住女性高齢者
の疼痛の部位数と身体機
能および精神・心理機能
との関係
（査読付）

共著 平成29年4月 本研究目的は地域在住高齢女性を疼痛の部
位数によって分類し、比較することで、疼
痛を有する高齢者の特徴を明らかにするこ
とである。対象は、186名の高齢女性とし
た。疼痛の部位数という側面を考慮するこ
とで、疼痛を有する高齢者の特徴をより詳
細に捉えることが可能なことを明らかにし
た。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：安彦鉄平、村田伸、大杉紘徳、窓
場勝之、阿波邦彦、白岩加代子、堀江淳
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45．登山前のスクワット
運動が登山後の大腿四頭
筋の筋疲労に与える効果
（査読付）

共著 平成29年4月 登山2週間前に、登山と類似したスクワット
運動を行う介入群（10名）と介入を行わな
いコントロール群（10名）に分類した。登
山前後に最大随意収縮の50%に相当する大腿
四頭筋筋力を91秒間持続させたときの中間
周波数を用いて筋疲労を評価した。測定筋
は内側広筋、外側広筋、大腿直筋の3筋と
し、コントロール群と介入群を比較した。
その結果、登山前にスクワット運動を行う
ことで、筋疲労が軽減する可能性が示され
た。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：林勇樹、安彦鉄平、井上遼一、岡
本雄輝、澤田貴大、村山寛和、白岩加代
子、阿波邦彦、堀江淳、窓場勝之、村田伸

46．高齢肺がん患者の術
前後における呼吸代謝能
評価スケールの開発
（査読付）

共著 平成29年6月 高齢肺がん患者のVATS前後において、呼吸
機能と健康関連QOLは有意に低下した。ま
た、術後健康関連QOLは術前の呼吸代謝能と
有意な相関を認めたが、呼吸機能、筋力、
歩行能力とは有意な相関を認めなかった。
そこで、術後のQOLの大小に関するカットオ
フをROC曲線で解析し、活用が期待できる
カットオフが算出された。
本人担当分：データ収集、データ解析、考
察を担当。
共著者：阿波邦彦、堀江淳、平山善康、山
下直己、大杉紘徳、伊藤健一

47．Relationship between  
strength asymmetry and 
body sway in older adults
（高齢者の体力と非対称
性の関係）
（査読付）

共著 平成29年10月 高齢者の膝伸展力、足の握り強さ、手の握
力の非対称性を分析し、歩行中のこれらの
非対称性と身体の揺れの関係を検証した。
右膝伸展筋力および手握り強度の値は、左
膝伸展筋力および手握り強度の値よりも有
意に高かった。左右のつま先握力の間に有
意差はなかった。トーグリップ強度の非対
称性は、歩行中の身体の揺れと有意な正の
相関を示した。膝関節と手の握力の非対称
性は、身体の揺れとの有意な相関を示さな
かった。トーグリップ強度の非対称性は、
身体の揺れを増加させ、カットオフ値は
23.5％であった。
本人担当分：統計解析を担当。
共著者：Hitoshi Koda、Yoshihiro Kai、Shin 
Murata、Hironori Osugi、Kunihiko Anami、 
Takahiko Fukumoto、Hidetaka Imagita
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48. 運動習慣のある高齢
者の転倒と身体・認知・
精神機能との関連
（査読付）

共著 平成30年1月 本研究の目的は、運動習慣のある高齢者に
おける転倒経験の有無と身体・認知・精神
機能との関連について明らかにすることで
ある。地域在住高齢者158名を対象に、過去
1年間における転倒経験の有無別に身体・認
知・精神機能を二元配置分散分析で比較し
た。結果、高齢者が運動習慣を有すること
は転倒の有無に関わらず身体・認知・精神
機能の維持に影響し、転倒は過去の転倒経
験と精神機能の低下によって予測できる可
能性が示された。
本人担当分：データ収集を担当。
共著者：鈴木景太, 村田伸, 白岩加代子, 
安彦鉄平, 阿波邦彦, 窓場勝之, 堀江淳

49. Natural recovery of 
exercise tolerance and 
quality of life  in elderly  
patients with 
 lung cancer who undewent 
thoracotomy via video-
assisted thoracic surgery
（胸腔鏡下肺葉切除術を
受ける高齢肺がん患者の
運動耐容能とQOLの縦断的
変化に
関する研究）
（博士論文）

単著 平成30年3月 本研究は、入院期間にのみ理学療法を実施
した患者の12週間の身体機能とQOLの経時的
な変化を調査し、QOLの変化に関連する指標
を明らかにすることとした。研究方法は前
向き研究とし、胸腔鏡下肺葉切除術が施行
された36名の肺がんサバイバーを対象とし
た。測定項目は呼吸機能検査や心肺運動負
荷テスト、QOLの指標にはSF-36を使用し
た。測定時期は、術前、術後1週、術後4
週、術後12週とした。呼吸機能は術後12週
まで有意に低下しているが、運動耐容能を
含む身体機能は4週までに術前レベルまで回
復することが明らかとなった。一方、身体
的側面QOLは術後4週、術後12週でも有意な
低下を認めた。そして、身体機能の変化率
とQOLの変化率には有意な相関は認めなかっ
たことから、身体機能とQOLの変化は乖離し
ていることが示された。その要因には、肺
がんサバイバーが術後に身体活動レベルが
低下することや、対象者の老化やがんに対
する自己認識がQOLの低下や身体活動レベル
の低下に影響している可能性が推察され
る。
（全22頁）

50.Changes in exercise 
tolerance and quality of life 
are unrelated  in lung cancer 
survivors who undergo  
video-assisted thoracic 
surgery
（胸腔鏡下肺葉切除術を
受ける肺がんサバイバー
の運動耐容能とQOLにおけ
る経時的変化は無関係で
ある）
（査読付）

共著 平成30年4月 胸腔鏡下肺葉切除術を受ける肺がんサバイ
バーの呼吸機能、運動耐容能、および生活
の質の変化の関連を明らかにすることを目
的に、前向き研究を行った。結果、術後の
身体機能は早期回復が可能であったもの
の、QOLの回復と相関しているわけではな
かった。QOLの回復は12週かかることが示唆
された。
本人担当分：研究立案、データ収集、解
析、考察を担当。
共著者：Anami Kunihiko, Horie Jun, Hirayama 
Yoshiyasu, Yamashita Naomi, Ito Kenichi

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第7巻第4号
pp.171～175

大阪府立大学

J Phys Ther Sci. vol.30
（3）
第30巻第3号
pp.467～473

リハ－342



51.男性慢性閉塞性肺疾患
患者のライフスタイル・
社会背景は健康関連QOLと
関連しうるか?
（査読付）

共著 平成30年7月 男性慢性閉塞性肺疾患患者の健康関連QOLに
関連する因子について、ライフスタイルや
社会背景に着目し検討を行った。安定期男
性COPD患者53名を対象として、SGRQの結果
に基づき、高QOL群と低QOL群に分類し、各
測定項目の比較を行った。その結果、ライ
フスタイル・社会背景では、運動習慣、
home oxygen therapy（HOT）の使用、家外
環境においてHRQOLとの有意な関連が示唆さ
れた。
本人担当分：考察を担当。
共著者：江越正次朗、堀江淳、阿波邦彦、
今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、白仁田
秀一、林真一郎

52.腰痛予防教室に参加し
た地域在住女性高齢者の
慢性腰痛に影響を与える
心理的因子
（査読付）

共著 平成31年1月 本研究は、腰痛予防教室に参加した地域在
住女性高齢者の身体的および精神心理的特
徴を明らかにするため、慢性腰痛に影響を
及ぼす因子について検討することを目的と
した。対象は、腰痛予防教室に参加した地
域在住女性高齢者71名とし、腰痛既往群
（13名）と腰痛群（58名）の2群に分類し、
痛みの有無を目的変数とした多重ロジス
ティック回帰分析を用いて、慢性腰痛に影
響を及ぼす因子を抽出した。結果、痛みの
有無に影響を及ぼす因子は、恐怖回避思考
と破局的思考であった。特異的腰痛が多い
とされる地域在住女性高齢者の腰痛と心理
的因子との関連が明らかになり、とくに恐
怖回避思考や破局的思考への対応が必要で
あることが示唆された。
本人担当分：データ測定を担当。
共著者：牧野有沙、安彦鉄平、村田伸、白
岩加代子、岩瀬弘明、窓場勝之、阿波邦
彦、堀江淳

53.腰椎アライメントに着
目した腰痛学級が腰痛者
および腰痛既往者の身体
機能・精神心理機能に与
える効果の検証
（査読付）

共著 平成31年3月 本研究は、市町村主体の腰痛学級を開催
し、腰痛者及び腰痛既往者を対象に姿勢に
ちゃくもくした腰痛学級効果を検証した。
対象は34名であり、2週に1度約60分の腰痛
学級を計6回実施した。結果、腰痛ぐうは介
入前位に比べて痛みが改善した。しかし、
腰痛既往群において破局的思考が高まり、
腰痛群には効果的であることが示唆され
た。
本人担当分：データ測定を担当。
共著者：安彦鉄平、村田伸、阿波邦彦、窓
場勝之、岩瀬弘明

保健の科学
第61巻3号
pp.205～211

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第8巻第2号
pp.57～63

ヘルスプロモーション理
学療法研究
第8巻第4号
pp.175～179
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54. Positive Effects of
Yoga on Physical and
Respiratory Functions in
Healthy Inactive
Middle-Aged People.
（健康的で非活動な中年
者における身体的呼吸機
能に対するヨガの効果）
（査読付）

共著 平成31年4月 身体的、呼吸機能に対する異なるヨガ手法
の効果検証をRCTにて実施した。参加者28名
に対し、一般的なヨガグループと呼吸法を
特化したヨガグループに分け8週間実施し
た。その結果、両群とも身体木野の改善を
示し、呼吸法を特化した予後グループは最
大吸気量も向上した。
本人担当分：データ測定、考察を担当。
共著者：Yamamoto-Morimoto Kuniko, Horibe 
Shuji, Takao Rikio, Anami Kunihiko

55. 慢性呼吸器疾患高齢
患者の呼吸リハビリテー
ションにおけるADLトレー
ニング・指導
（総説・査読付）

共著 令和元年9月 呼吸リハビリテーション対象疾患である
COPDの特徴と、それに伴う全身併存症、高
齢化と重複障害について解説し、COPDに対
する呼吸リハビリテーションの概要、ADL評
価とトレーニングについて、最新の知見を
踏まえ解説した。
共著者：阿波邦彦、松本雄次

（その他）

「学会発表」

1．COPD患者におけるBODE
indexを用いた身体機能と
ADLの関係についての検証

- 平成22年1月 本研究では、COPD患者における身体機能、
ADL能力がBODE indexやGOLD重症度分類にど
の程度関係するのかを客観的に検証した。
BODE indexは全身持久力をはじめ、各身体
機能や日常生活動作にGOLD重症度分類より
も高い相関が認められ、重症度別にみても
各測定項目で有意差が認められた。要因と
してBODE indexは6MWTやMRCなど障害像を多
次元的に捉えているためと考えられる。呼
吸困難と全身持久力は呼吸リハビリテー
ションで介入できる項目であり、それらの
改善はBODE indexに反映され、呼吸リハビ
リテーションの効果予測に有用と考えられ
る。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当。
[共同研究者]阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀
一、堀川悦夫

第18回佐賀県理学療法士
会
（佐賀）

Int J Yoga. 2019 Jan-Apr;12
（1）
第12巻第1号
pp.62～67

臨床老年看護
第26巻第5号
pp.53～61
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2．バランス能力に着目し
た間質性肺炎の一考察～
重心動揺計を用いて～

- 平成22年4月 間質性肺炎患者の呼吸リハビリテーション
はまだ確立されていない。本研究の目的
は、間質性肺炎患者のバランス能力につい
て、症例を通して検証する。対象は%FVCが
73%（症例A）･55%（症例B）･41%（症例C）
で、それらの症例に対し重心動揺計（総軌
跡長･単位軌跡長･外周面積）を用いて評価
した。結果、症例A･B･Cの順により、 総軌
跡長、単位軌跡長、外周面積、片脚立位時
間、FRなど静的バランスの低下がみら
れ、%FVCの低下はバランス能力に影響して
いることが示唆された。今後、症例数を増
やし、更なる影響因子の検証を努めていき
たい。
本人担当分：データ収集、統計解析、発表
指導を担当。
[共同研究者]白仁田秀一、阿波邦彦、堀江
淳、山田穂積、古賀義行

3．COPD患者に対する全身
持久力評価としてのCS-30
の有用性の検証

- 平成22年5月 本研究は30秒椅子立ち上がりテスト（CS-
30）がCOPD患者の客観的な全身持久力評価
として、有用であるのか検証することを目
的とする。対象は、安定期COPD患者21名
（平均年齢74.5±6.6歳）とした。結果、
CS-30とMRC息切れスケール、%膝伸展筋力、
TUG、ISWT、NRADL、SGRQに有意な相関が認
められた。また、従属変数をISWT、独立変
数をCS-30とする単回帰分析ではy=29.5x-
138.5（R2=0.728）の回帰式が得られた。
CS-30とISWTは高い相関を示し、有意な回帰
式が得られたことで、CS-30は全身持久力を
予測する方法として有用であることが示唆
された。転倒や循環能のモニタリングなど
リスク管理が可能になると考えられ、臨床
的な全身持久力評価として提案できる有意
義な研究となった。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当。
[共同研究者]阿波邦彦、髙川晃敏、堀江
淳、畠中耕志、白仁田秀一、山田穂積、古
賀義行、堀川悦夫

第45回日本理学療法学術
大会
（岐阜）

第54回佐賀リハビリテー
ション研究会
（佐賀県）
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4．COPD患者における新し
い全身持久力評価とし
て、CS-30への期待

- 平成22年10月 CS-30とISWTとの関係、各評価項目との関係
を検証し、CS-30の全身持久力評価としての
有用性を検討した。対象は、安定期の男性
COPD患者27名（平均年齢76.9±7.1歳）。
CS-30とBMI、MRC、%MEP、 %膝伸展筋力、
6MWT、ISWT、NRADL、SGRQに有意な相関が認
められた。従属変数をISWT、独立変数をCS-
30とする単回帰分析ではy=25.2x-55.7
（R2=0.642）の回帰式が得られた。CS-30と
ISWTは高い相関を示し、有意な回帰式が得
られた。また、CS-30は全身持久力に関係す
る各評価項目との相関が高く、COPD患者の
全身持久力評価法として有用性が期待でき
る。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当。
[共同研究者]阿波邦彦、髙川 晃敏、堀江　
淳、白仁田秀一、畠中耕志、山田穂積、古
賀義行、堀川悦夫

5．COPD患者のバランス能
力と％FEV1.0、身体機
能、ADL、QOLの関係につ
いての検討

- 平成22年10月 バランス能力と%FEV1.0、身体機能、ADL、
QOLの官益を客観的に検証した。方法は、片
足立脚時間、FR、TUG、重心動揺と肺機能、
身体機能との関係を分析した。COPD患者の
バランス能力は、病期の進行、身体能力、
ADLと関連のあることが示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、作成協力を担
当。
[共同研究者]市丸勝昭、堀江淳、今泉裕次
郎、阿波邦彦、白仁田秀一、直塚博行、富
永正樹、片渕宏輔

6．COPD患者における重症
度別に見た動的バランス
の検討Timed up and go 
testに着目して

- 平成22年10月 COPD患者48名を対象にTUGおよび肺機能、身
体機能を測定し、TUGと各測定項目との相関
関係を分析し、重症度別にTUGの群間比較を
実施した。結果、TUGは各身体機能と相関関
係が認められ、BODE indexの軽症群と重症
群との間に有意差が認められた。このこと
から重症COPD患者は動的バランスが低下し
ており、転倒のリスクがあることが示唆さ
れた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当。
[共同研究者]阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀
一、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、栁
原加奈子、山田穂積、古賀義行、堀川悦夫

第20回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学会
（長崎）

第20回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学会
（長崎）

第52回全日本病院学会
（兵庫）
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7．侵襲的人工呼吸器装着
患者の在宅への取り組み
と課題

- 平成22年10月 IPPV管理下の患者に対する在宅復帰へ向け
て呼吸ケアの取り組みに対する症例検討。
60代女性で膠原病肺が主病名の患者を担当
し、2型呼吸不全を呈しており、ADL、在宅
へのケア、家族への指導などを行い、退院
が可能となった。今後、呼吸ケアに対する
取り組みが課題となった。
本人担当分：データ収集、抄録・スライド
作成協力、口頭発表指導などを担当。
[共同研究者]徳本洋、阿波邦彦、堀江淳、
岸川美代、蒲原美智子、小副川豊美、片渕
あきな、重松敬子、山田穂積、古賀義行

8．慢性閉塞性肺疾患患者
のバランス能力は病期進
行といかに関係があるか
～%FEV1、身体能力、ADL
の関係について～

- 平成22年11月 COPD患者17例に対して、バランス能力と
GOLD病期分類の進行を検討した。重心動揺
と%FEV1、身体機能との相関関係を分析し、
重心動揺はそれらと相関関係を示した。こ
れによりCOPD患者のバランス能力は、病期
の進行、身体機能、ADLと関連のあることが
示唆された。今後、病期の進行との関係を
明確にし、理学療法プログラム、ADL指導に
活用できるようにする。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、作成協力を担
当。
[共同研究者]今泉裕次郎、堀江淳、阿波邦
彦、白仁田秀一、市丸勝昭、直塚博行、平
田晃久、三村さやか、堀邦広、小柳孝太
郎、本田知行

9．Update BODE indexと
身体機能評価の関係

- 平成23年2月 update BODE indexが身体機能と関係してい
るかを検討した。対象はCOPD患者64名であ
り、mMRC息切れスケールやシャトルウォー
キングテスト、Timed up and go test、
NRADL、SGRQなどを測定し相関関係を求め
た。結果はほとんどの身体機能評価と相関
関係が認められた。このことからupdate 
BODE indexは身体機能を反映することが示
唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]栁原加奈子、阿波邦彦、白仁
田秀一、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博
行、山田穂積、古賀義行、堀江淳

第19回佐賀県理学療法士
会学会
（佐賀）

第52回全日本病院学会
（兵庫）

第32回九州理学療法士・
作業療法士合同学会
（沖縄）
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10．update BODE indexお
よびADO indexと身体機能
評価との関係

- 平成23年5月 2009年に発表されたupdate BODE indexと
ADO indexが身体機能と関係しているかを検
討した。対象はCOPD患者64名であり、
update BODE indexとADO indexともに呼吸
困難感、筋力、全身持久力、動的バラン
ス、ADL、QOLと有意な相関を求めた。この
ことからupdate BODE indexとADO indexは
身体機能を反映することが示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表を担当
した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、白仁田秀
一、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、栁
原加奈子、山田穂積、古賀義行、堀川悦夫

11．慢性閉塞性肺疾患患
者における息切れ分類別
にみるバランス能力の差
異についての検討

- 平成23年5月 COPD患者は息切れによって活動性の低下か
らADLやQOLを低下させる。本研究の目的
は、息切れの重症度とバランス能力の関係
を検証することである。結果、性的バラン
スと動的バランスは息切れの増加により低
下していることが示唆された。COPD患者に
おいて息切れの増加による活動性の低下は
廃用性症候群などによるバランス能力の低
下に影響を及ぼしていると考えられる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]白仁田秀一、堀江淳、阿波邦
彦、栁原加奈子、今泉裕次郎、市丸勝昭、
直塚博行、山田穂積、古賀義行

12．慢性閉塞性肺疾患患
者における息切れスケー
ル、多次元重症度指数の
各クラス別にみた動的バ
ランスの検討―Timed up 
and go testに着目して―

- 平成23年5月 本研究の目的は、mMRC息切れスケールと多
次元重症度指数（BODE index）の各クラス
別に動的バランスの差異を検討することし
た。その結果、息切れが強くなるほど動的
バランスは低下し、BODE indexでも最重症
において動的バランスの有意な低下を認め
た。これらのことより、重症COPD患者の転
倒リスク管理、理学療法プログラムの立案
などにも有益となると考える。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]今泉裕次郎、阿波邦彦、堀江
淳、白仁田秀一、市丸勝昭、直塚博行、平
田晃久、小柳孝太郎、本多知行

第46回日本理学療法学術
大会
（宮崎）

第46回日本理学療法学術
大会
（宮崎）

第46回日本理学療法学術
大会
（宮崎）
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13．COPD患者のバランス
能力と身体能力、ADL、
QOLの関係についての検討

- 平成23年5月 本研究は、COPD患者のバランス能力と、身
体機能、ADL、QOLの関係を客観的に検証す
ることである。動的バランスはほぼすべて
の測定項目と関係を認め、バランス能力は
全身持久力とも関係を認めた。これらのこ
とから、バランス能力の低下からADL不安定
感を感じることで自発的な活動が低下し、
さらに身体機能の低下を引き起こすことが
示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]市丸勝昭、堀江淳、今泉裕次
郎、阿波邦彦、白仁田秀一、直塚博行、岩
永健一郎、片渕宏輔

14．慢性閉塞性肺疾患患
者の6分間歩行距離350mの
違いにおける身体特性の
比較

- 平成23年5月 COPD患者における6分間歩行距離が350m以上
群と350m未満群で身体機能にどのような違
いがあるのかを比較することとした。結
果、多くの身体機能で意差を認め、350m未
満群は有意な低値を認めた。このことか
ら、6分間歩行距離が350m未満は生命予後の
指標だけでなく運動能力の低下を示すこと
が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]江越正次朗、阿波邦彦、堀江
淳、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、白
仁田秀一、柳原加奈子、藤岡康彦

15．当院における呼吸不
全患者に対する呼吸リハ
ビリテーションの短期的
効果の検証

- 平成23年10月 運動療法を中心とした慢性呼吸不全患者に
対するリハビリテーションの3ヶ月間におけ
る短期的効果を検証した。結果、3ヶ月間の
リハビリ継続率は44%であり、%握力、TUG、
6MWDに有意な改善が認められた。筋力、動
的バランス、持久力が改善したことで、敬
天堂古賀病院におけるプログラムの効果が
得られたと考えられる。しかし、ADL、生活
関連QOLに改善が認められなかった。また、
継続率が低値を示した要因として、患者教
育や患者会などが積極的に実施できていな
かったことが考えられる。当院における今
後の取り組みとして、病院全体で患者を
フォローする体制を再構築していく必要が
あると思われる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]栁原加奈子、阿波邦彦、白仁
田秀一、松本雄次、財津和希、山田穂積、
古賀義行、堀江淳

第53回全日本病院学会
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16．COPDにおけるBody 
Mass Indexが身体機能、
身体能力に及ぼす影響
「痩せ型」「標準型」
「肥満型」の比較から

- 平成23年10月 本研究は、COPD患者におけるBMIが身体機
能、身体能力に与える影響を検討するこ
と。結果、「肥満」は必ずしも回避するべ
き状態ではなく、むしろ身体機能、身体能
力にとって良好な状態をもたらすものであ
る可能性が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析を担当
した。
[共同発表者]堀江淳、阿波邦彦、白仁田秀
一、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、江
越正次郎、田中将英、林真一郎、堀川悦夫

17．外科周術期における
運動療法の必要性の検討

- 平成23年10月 本研究の目的は術前後の呼吸機能検査を含
めた理学療法評価を実施し、外科周術期に
おける運動療法の必要性を明らかにするこ
とである。結果、内視鏡手術後においても
運動療法の必要性が示唆された。
本人担当分：抄録・スライド作成の指導、
口頭発表の指導を担当した。
[共同発表者]大野正也、今山隆士、堀江
淳、金子秀雄、阿波邦彦、堀川悦夫、千住
秀明、塩塚順、那須賢司、松山悟

18．慢性閉塞性肺疾患患
者の6分間歩行距離の違い
における身体特性の比較

- 平成23年10月 COPD患者の6MWDを350m以上群と349-250m
群、249m以下群に分類し、身体特性を比較
した。結果、肺機能、筋力、身体能力、ADL
に有意差を認め、これらの能力低下は生存
率に悪影響を及ぼす可能性があることが示
唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]江越正次郎、堀江淳、阿波邦
彦、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、白
仁田秀一、田中将英、林真一郎

19．慢性閉塞性肺疾患患
者の6分間歩行距離テスト
前後の脈拍の上昇率の違
いにおける身体特性の比
較

- 平成24年4月 COPD患者の6MWD前後の脈拍の上昇率に着目
し、上昇率の高値群と低値群で身体特性に
違いがあるのかを比較検討した。結果、
6MWD前後の脈拍上昇率は22．1%であった。
そして、高値群と低値群との間にFVC、膝伸
展筋力、片足立脚時間、6MWD、5m最速歩行
速度などで有意差を認めた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]野中賢、阿波邦彦、堀江淳、
江越正次朗、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚
博行、白仁田秀一、山下義己、藤岡康彦、
林真一郎
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20．慢性閉塞性肺疾患患
者の6分間歩行距離と%1秒
量の違いにおける身体特
性の比較

- 平成24年4月 COPD患者において、％一秒量が50％未満群
と50％以上群に分け、身体特性を比較した
結果、多くの身体特性に有意差を認めた。
6MWDは呼吸機能よりも筋力、バランス能
力、歩行能力、ADL能力により強い影響を受
けることが示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導を担当した。
[共同発表者]江越正次朗、堀江淳、阿波邦
彦、今泉祐次郎、市丸勝昭、直塚博行、白
仁田秀一、藤岡康彦、田中將英、林真一郎

21．男性COPD患者に対す
る全身持久力評価として
の30秒間椅子立ち上がり
テストの可能性

- 平成24年4月 男性 COPD 患者に限定し、また、GOLD 病期
分類で 1 期 2 期と 3 期 4期に分け、CS-
30 と 6MWT 予測 V̇O2Peak、ISWT 予測 
V̇O2Peak の関係を検証する事とした。CS − 
30 と 6MWT と ISWT の予測 V̇O2Peak は病
期進行に関わらず有意な回帰式が得られ
た。
本人担当分：データ収集を担当した。
[共同発表者]白仁田秀一、堀江淳、直塚博
行、阿波邦彦、今泉裕次郎、市丸勝昭、江
越正次朗、今泉潤紀、渡辺尚、田中將英、 
林真一郎

22．佐賀県下での医療連
携に向けた呼吸リハビリ
テーションの取り組み

- 平成24年4月 平成22年より呼吸リハビリテーションの臨
床連携と教育・研修活動を目的とした佐賀
包括的呼吸リハビリテーション研究会を発
足し、様々な取り組みを行ってきたので、
これまでの活動状況を報告した。今後の課
題として、未診断のCOPD患者の早期発見の
ため、また包括的に呼吸リハビリテーショ
ンを行っていくための地域全体・多職種へ
の呼吸リハビリテーションの啓蒙活動や、
呼吸リハビリテーション継続率を高めるた
めの工夫、地域で継続して行うためのメ
ディカルスタッフのスキルアップ、地域で
の各施設の強みを生かした連携病院の拡大
など取り組んでいく必要があると考える。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]上田真智子、直塚博行、江越
正次朗、 今泉裕次郎、市丸勝昭、阿波邦
彦、白仁田秀一、堀江淳、田中将英、林真
一郎
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23．30秒踵上げ反復テス
トは慢性閉塞性肺疾患患
者の身体能力の一指標と
なり得るのか?　新たな簡
易検査法としての可能性
の試み

- 平成24年4月 今回、我々は簡易検査法として30秒踵上げ
反復テストを考案し、各種検査項目との関
連性を検討した。今回の結果から踵上げ動
作は単なる筋力評価に止まらず、バランス
能力（片脚立位時間、TUG-T、5ｍ最速歩行
時間）や筋力（握力、膝伸展筋力、CS-30、
MIP、MEP）や全身持久力（6MWT、ISWT）等
と有意な相関が認められた。これは踵上げ
反復運動は全身の運動機能的な要素が強く
反映される動作であることが考えられ、
COPD 患者の身体能力の一指標としての可能
性が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]兵働佳代子、今泉裕次郎、三
村さやか、白仁田秀一、今泉潤紀、本多知
行、小林弘美、杉原充、小柳孝太郎、阿波
邦彦、八谷瑞紀、堀江淳

24．男性COPD患者におけ
る6MWD、片脚立位時間、
5m最速歩行速度はADO 
indexに影響していた

- 平成24年4月 今回、ADO index に影響を与えている身体
機能、身体能力を検証したので報告した。
本研究により、COPD患者の生命予後、障害
像に 6MWD、片脚立位時間、5m最速歩行速度
が関与する可能性が示唆された。これに
よって、COPD 患者に対する治療プラグラム
の中で、運動耐容能、バランス能力、歩行
スピードの改善に向けたアプローチの効果
が、生命予後、障害像にいくらかの影響を
与える可能性が期待される。
本人担当分：データ収集、スライド作成の
指導を担当した。
[共同発表者]神門慶子、阿波邦彦、堀江
淳、市丸勝昭、今泉裕次郎、白仁田秀一、
直塚博行、江越正次朗、片渕宏輔、林真一
郎

25．COPD患者における外
出制限指標としての体重
支持力指数（WBI）の有用
性

- 平成24年4月 外出に制限が生じ始める 6 分間歩行距離 
400m をもとに、大腿四頭筋筋力を体重で除
した体重支持力指数（WBI）のカットオフ値
を求めた。そして、そのカットオフ値で 
COPD 患者を 2 群に分け、身体機能、身体
能力、ADL、健康関連 QOL の比較をするこ
とでWBI のカットオフ値の有用性を検討し
た。COPD 患者における外出に制限が生じ始
める WBI は中等度の予測能を認めた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、長江真
弥、村田伸、林真一郎、今泉裕次郎、市丸
勝昭、直塚博行、白仁田秀一、江越正次
朗、堀川悦夫
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26．COPD患者に対して
「歩行速度指数」は運動
耐容能評価指標となりえ
るか?

- 平成24年4月 簡便で安全に持久力を評価する 6MWDに瞬発
的な要素を反映する 5m最速歩行速度を掛け
合わせ、6MWDの運動耐容能評価としての精
度を高めることを目的とした『歩行速度指
数』を考案した。COPD 患者17名のパイロッ
トスタディ−の結果として、6MWD 単独より
も歩行速度指数が ISWT と極めて強い相関
が得られた。そこで今回は、症例数を増や
して検証してみた。本研究により、6MWD の
評価精度を高めることは困難であった。し
かし、歩行速度指数は ISWT と強い相関を
認めたことで、全身持久力評価として有用
である可能性が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]松本雄次、堀江淳、阿波邦
彦、今泉裕次郎、市丸勝昭、直塚博行、江
越正次朗、白仁田秀一、山田穂積、林真一
郎

27．COPD Assessment 
Testと呼吸機能、身体機
能、身体能力、ADL能力、
QOLの関係

- 平成24年4月 CAT と呼吸機能、身体機能、身体能力、ADL 
能力、健康関連 QOL との関係を検証し、評
価項目の相対的な指標として CAT が臨床的
に有用であるかを検討することを目的とし
た。本研究の結果より、CATはCOPD患者の全
体像を把握するツールとして活用できる可
能性が示唆された。専門的な検査を行うこ
とができない病院、施設でも、CAT を用い
ることで簡便に COPD 患者の身体能力や 
ADL 能力、QOL の相対的な状態を把握する
ことができるのではないかと考える。ま
た、患者教育や病態管理を行う際の指標と
しても用いることができ、より的確な治療
やケアを提供できるのではないかと考え
る。
本人担当分：スライド作成の指導、口頭発
表の指導を担当した。
[共同発表者]今泉潤紀、白仁田秀一、堀江
淳、阿波邦彦、渡辺尚

28．当院における呼吸リ
ハビリテーション継続脱
落課題と今後の展望

- 平成24年9月 呼吸リハの継続群と脱落群の身体機能の比
較、その背景を調査し、結果から今後の当
院における取組を検討した。継続率は42％
と低かったが男女差や身体機能の差は認め
られなかった。そのため、個人におけるモ
チベーションなどが関与したものと考えら
れる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]宮副孝茂、阿波邦彦、柳原加
奈子、財津和希、松本雄次、北島麻美、堀
江淳、山田穂積、古賀義行
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29．佐賀県内の作業療法
士における呼吸リハビリ
の現状

- 平成24年10月 佐賀県内のOTにおける呼吸リハの現状を分
析した。結果、回答率は、施設が76％、個
人が84％であった。呼吸リハに興味を持つ
OTは多いが、施設基準や専門医の有無など
OT実施には環境的要因も影響されることが
示唆された。
本人担当分：統計解析、抄録・スライド作
成の指導を担当した。
[共同発表者]野崎忠幸、堀江淳、阿波邦
彦、市丸勝昭、林真一郎

30．間質性肺炎患者にお
けるCS-30と身体機能との
関係COPD患者と比較して

- 平成24年10月 間質性肺炎におけるCS-30と身体機能の関係
をCOPD患者と比較しながら報告した。結
果、CS-30において間質性肺炎群はCOPD群よ
り有意な低回数を認めた。また、筋力や歩
行能力と強く関係した。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]上田真智子、阿波邦彦、堀江
淳、田中将英、林真一郎

31．mMRC息切れスケー
ル、CS-30、年齢を用いた
COPD患者の漸増シャトル
ウォーキングテストの予
測式

- 平成24年10月 COPD患者の漸増シャトルウォーキングテス
トの予測式を作成することを目的とした。
結果、有効な予測式が算出され、診察室や
在宅などでも簡易的に評価できることが可
能になると考えられた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、直塚博
行、田中将英、林真一郎

32.男性慢性閉塞性肺疾患
（COPD）患者の体重支持
指数（WBI）0．6を示す
CS-30のカットオフ値

- 平成24年10月 COPD患者のWBIのカットオフ値を算出するこ
とを目的とした。結果、WBIが0.6に相当す
るCS-30のカットオフ値は16回であった。
COPD患者の活動指標としてのWBIは、CS-30
である程度の予測が可能であると示唆され
た。
本人担当分：スライド作成の指導を担当し
た。
[共同発表者]白仁田秀一、堀江淳、阿波邦
彦、八谷瑞紀、直塚博行、今泉潤紀、田中
将英、林真一郎、 渡邊尚
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33．COPD患者のmMRC息切
れスケール、CATに影響を
与える因子の検討

- 平成24年10月 COPD患者におけるドキュメント分類に基づ
きmMRCとCATの値で対象を2群に分け、身体
特性などの比較を行った。結果、mMRCとCAT
は、どちらもSGRQが影響しており、ドキュ
メント分類の症状はHRQOLが基準になること
が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]今泉潤紀、白仁田秀一、堀江
淳、阿波邦彦、八谷瑞紀、渡邊尚

34．当院における呼吸リ
ハビリテーション継続に
おける課題

- 平成24年10月 呼吸リハの継続群と脱落群の身体機能の比
較、その背景を調査し、結果から今後の当
院における取組を検討した。継続率は42％
と低かったが男女差や身体機能の差は認め
られなかった。そのため、個人におけるモ
チベーションなどが関与したものと考えら
れる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成の指導、口頭発表の指導
を担当した。
[共同発表者]宮副孝茂、阿波邦彦、柳原加
奈子、財津和希、松本雄次、堀江淳、山田
穂積、古賀義行

35．COPD患者の歩行距離
低下に与える身体機能的
影響因子の抽出と外出制
限に関する研究

- 平成24年10月 本研究の目的は、COPD患者の外出制限の一
指標である歩行距離低下の影響因子を抽出
し、そのカットオフ値を算出することであ
る。その結果、COPD患者の外出制限に影響
を及ぼす因子はmMRC息切れスケールと%膝伸
展筋力であった。そのカットオフ値は、
mMRCがGrade2、%膝伸展筋力は53.6%であっ
た。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、村田伸、
林真一郎、田中将英、堀川悦夫、山田穂
積、古賀義行

36．COPD患者において
　簡易的に6分間歩行距
　離テストを予測するこ
　とは可能か？

- 平成25年5月 本研究の目的は、診察室や在宅でもCOPD患
者における6MWTの予測式を作成することと
した。本研究のデザインは横断研究であ
る。有用な予測式を作成できた。これによ
り多忙な診療の中で 6MWT を簡便に予測す
ることが可能となりうる、臨床還元性の高
い貴重な研究であると思われる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、直塚博
行、今泉裕次郎、市丸勝昭、白仁田秀一、
宮副孝茂、江越正次朗、林真一郎

第22回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学術集
会
（福井）

第22回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学術集
会
（福井）

第2回日本ヘルスプロモー
ション理学療法学会学術
集会
（佐賀）

第48回日本理学療法学術
大会
（愛知）
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37．COPD患者において簡
易的に6分間歩行距離テス
トを予測することは可能
か?

- 平成25年5月 本研究の目的は、診察室や在宅でもCOPD患
者における6MWTの予測式を作成することと
した。141名（年齢73.3 ± 8.1歳）を解析
対象とした。結果、mMRC、CS-30、%FVC、年
齢が、呼吸機能を除いた分析では、mMRC、
CS-30、年齢が6MWTに影響することが明らか
となった。そして本研究の結果より、予測
精度の高い6MWTの予測式を作成することが
出来た。決定係数は0.5以上で適合度は高い
と評価できるため、本研究による予測式は
適合度が高く、男性COPD患者に対して有用
な予測式となりえる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、直塚博
行、今泉裕次郎、市丸勝昭、白仁田秀一、
宮副孝茂、江越正次朗、林真一郎

38．慢性閉塞性肺疾患患
者の健康関連QOLと生活背
景、身体特性との関係

- 平成25年5月 COPD患者の健康関連QOLにはどのような生活
背景や身体特性が関係しているのか調査す
ることとした。対象は、研究の参加に同意
が得られた安定期COPD患者142名である。生
活背景の運動習慣、高血圧、HOTの使用、呼
吸器での入院に有意な関連が認められたこ
とより、COPD患者の良好なQOLを確保するた
めには、運動習慣を身につけ、高血圧を予
防し、HOTの使用や入院に至るような呼吸器
疾患の重症化を可及的に予防することの必
要性が示唆された。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]江越正次朗、堀江淳、今泉裕
次郎、市丸勝昭、直塚博行、上田真智子、
白仁田秀一、阿波邦彦、田中將英、林真一
郎

39．ブリッジ力測定法の
有用性について地域在住
男性高齢者を対象に

- 平成25年5月 本研究では、ブリッジ力測定法の有用性に
ついて各種身体機能評価との関連性から検
討した。対象は、要支援および要介護状態
でない地域在住男性高齢者32 名（平均年齢
78.6 ± 6.8 歳、平均体重59.5 ± 7.2kg）
とした。ブリッジ力と下肢筋力を反映する
膝伸展筋力およびバランス能力を反映する
片脚立位保持時間、FRT との間に有意な相
関が認められた。その他、上体起こし、
TUG、長座体前屈との間には有意な相関は認
められなかった。
本人担当分：データ収集を担当した。
[共同発表者]政所和也、村田伸、宮崎純
也、堀江淳、阿波邦彦、上城憲司

第48回日本理学療法学術
大会
（愛知）

第48回日本理学療法学術
大会
（愛知）

第48回日本理学療法学術
大会
（愛知）
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40．運動療法を中心とし
た呼吸リハビリテーショ
ンが慢性呼吸器疾患患者
に及ぼす影響

- 平成25年6月 本研究は、COPD患者と間質性肺炎患者をは
じめとする慢性呼吸器疾患患者群を対象
に、全身持久力評価（シャトルウォーキン
グテスト、6分間歩行テスト）の結果から運
動強度の基準を同一方法で設定した呼吸リ
ハビリ介入効果を疾患別に比較検討し、身
体機能の改善およびADLの向上などの介入効
果を明らかとすることを目的とした。結果
より、両群ともADLなど同じ測定項目に改善
を認めた。全身持久力評価から運動強度を
決定した運動処方はCOPD以外の疾患でも有
用と考えられる。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、宮副孝
茂、白仁田秀一

41．閉塞性換気障害を有
する地域在住高齢者の特
徴

- 平成25年10月 本研究の目的は、閉塞性換気障害を有する
地域在住高齢者の身体機能や主観的健康感
などから、その特徴を検証することとし
た。
閉塞性換気障害を有している地域在住高齢
者は主観的健康感が有意に低値を示し、そ
れ以外には有意差を認めなかった。このこ
とより、閉塞性換気障害がある場合、身体
機能の低下がなくとも、健康感に対する不
安感などが早期から低下していることが示
唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、村田伸、堀江淳、
政所和也、八谷瑞紀、久保温子、江渡文、
上城憲司

42．胸腔鏡下手術
（VATS）後の身体機能と
健康関連QOLの低下を呈し
た症例を経験して

- 平成26年2月 胸腔鏡下手術（VATS）後の身体機能と健康
関連QOL低下を呈した症例について検討し
た。症例1は左下葉扁平上皮癌の70歳代男、
症例2は右下葉扁平上皮癌の70歳代男で、術
後翌日から離床と周術期呼吸理学療法を開
始した。症例1の6MWDは術後1ヵ月時には
495mと著明に低下し、健康関連QOLもSF-8 
PCSは44.5→36.9へ低下した。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]平山善康、阿波邦彦、佃陽
一、太田垣あゆみ、山下直己、堀江淳

第38回日本運動療法学会
（大分）

第23回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学会学
術集会
（東京）

京都府理学療法学会
（京都）
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43．慢性閉塞性肺疾患患
者の健康関連QOLに影響を
及ぼす因子の検討

- 平成26年5月 安定期COPD患者57名に対し、健康関連QOLへ
の影響因子について生活背景や身体特性に
着目し検討した。有意な関連が認められた
項目を独立変数、SGRQを従属変数としてス
テップワイズ分析した結果、mMRC、運動習
慣、呼吸器疾患での入院の有無、%FEV1.0が
規定因子として抽出され、6MWDは除外され
た。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]江越正次朗、堀江淳、今泉裕
次郎、市丸勝昭、直塚博行、上田真智子、
白仁田秀一、阿波邦彦、宮副孝茂、田中將
英、林真一郎

44．肺がん患者に対する
胸腔鏡下肺葉切除術
（VATS）後の身体機　能
および精神心理機能の変
化に関する検証

- 平成26年5月 本研究の目的は、術前の身体機能、精神心
理機能が、退院時にどのように変化してい
るか検討し、VATS施行患者の術後経過を検
証することとした。周術期呼吸理療法を実
施した13名であった。結果、TUGの所要時間
の延長、6MWDの有意な減少が認められた。
VATSは低侵襲であるため、早期離床が容易
に可能であるが、歩行時における疼痛や呼
吸機能の低下が原因で、それらの能力が低
下したものと考えられる。その一方、術後1
週間程度では、倦怠感や不安などの精神心
理機能面や健康関連QOLの改善には至ってい
ない。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成を担当した。
[共同発表者]平山善康、阿波邦彦、佃陽
一、太田垣あゆみ、松井萌恵、田中宇大、
堀江淳、山下直己

45．どのような慢性閉塞
性肺疾患患者が短期間で
運動耐容能を改善させる
ことができるのか?呼吸リ
ハビリテーションベース
ライン特性の多次元的比
較より

- 平成26年5月 本研究の目的は、運動耐容能が、3か月間の
呼吸リハビリで改善できた患者と改善でき
なかった患者の初期評価の種々の指標を比
較すること。更に、その特性を多次元的、
横断的に検証し、今後の呼吸リハビリプロ
グラム導入の在り方について提言すること
とした。COPD患者51例（男性44例、女性7
例、平均年齢74±9歳）とした。短期的な運
動耐容改善効果は、予測比一秒量に有意差
がなく、初期評価時の息切れ、運動耐容
能、ADL、QOLの評価に差が認められている
ことから、それらはCOPDの病期進行に依存
するものではなく、症状、運動耐容能など
能力の高低に依存する可能性が示唆され
た。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]堀江淳、白仁田秀一、阿波邦
彦、林真一郎

第49回日本理学療法学術
大会
（神奈川）

第49回日本理学療法学術
大会
（神奈川）

第49回日本理学療法学術
大会
（神奈川）
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46．慢性閉塞性肺疾患患
者に対する呼吸リハビリ
テーションの長期効果身
体活動量の高い群と低い
群の効果

- 平成26年5月 1年間の呼吸リハについて、身体活動量の高
い群と低い群に分けて検討する事を目的と
した。1年間の呼吸リハ継続において、高活
動群は、mMRCスケール、%膝伸展筋力、運動
耐容能の項目で有意な改善を示した。一方
で低活動群は全てにおいて維持傾向を示し
た。両群において呼吸リハ開始当初は運動
習慣に差が認められないことからも、呼吸
リハ期間中に身体活動が向上させることが
長期の呼吸リハにおいて重要である事が示
唆された。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]白仁田秀一、今泉潤紀、堀江
淳、阿波邦彦、林真一郎、渡辺尚

47．胸腔鏡下肺葉切除術
（VATS）後1ヵ月時におけ
るATポイントでのMETsの
差異で術前の身体機能に
違いはあるか?

- 平成26年9月 本研究の目的は、胸腔鏡下肺葉切除術（以
下、VATS）後1ヵ月時におけるATポイントで
のMETsの差異で術前の身体機能に違いがあ
るか検証することとした。周術期呼吸理療
法を実施した23名（男性16名、女性7名）で
あった。3METs以下群は有意に術前の体重比
膝伸展筋力（p<0.05）が低値を認めたが、
それ以外には有意差を認めなかった。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、宮副孝
茂、白仁田一

48．慢性閉塞性肺疾患患
者における6分間歩行テス
ト後の息切れ優位群と下
肢疲労優位群の身体機能
の比較

- 平成26年9月 6分間歩行テスト後に下肢疲労感よりも息切
れ感を強く感じる群を息切れ優位群、下肢
疲労感の方が強く感じる群を下肢疲労優位
群とし、両軍の呼吸機能、身体機能に差が
あるのか検証した。結果、下肢疲労優位群
は下肢筋力が低下していることが示唆され
た。
本人担当分：統計解析、抄録・スライド作
成を担当した。
[共同発表者]松本雄次、宮副孝茂、財津和
希、北島麻美、手島由美子、小野智史、山
田穂積、古賀義行、阿波邦彦

第49回日本理学療法学術
大会
（神奈川）

第33回日本臨床運動療法
学会
（大阪）

第4回日本ヘルスプロモー
ション理学療法学会学術
大会
（京都）
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49．当院における透析中
の運動療法の実際いつま
でも歩ける透析患者をめ
ざして

- 平成26年9月 今回、運動療法の効果を実感できた症例を
報告する。【症例】80歳代の男性。原疾患
は慢性糸球体腎炎。脊椎カリエス・狭心症
の既往あり。要介護2。2012 年末より活動
量低下、転倒を繰り返し歩行困難となる。
翌5月より透析中の下肢床上運動を開始しPT 
の運動機能評価と運動処方に基づき透析後
の下肢ストレッチも実施している。1年後の
評価で下肢筋力向上し転倒リスクが減少し
た。また意欲的に生活し運動を継続してい
る。
本人担当分：抄録・スライド作成、発表準
備を担当した。
[共同発表者]坂あゆみ、阿部美穂、池田友
子、半田誠、安田真知子、富田耕彬、阿波
邦彦、岩瀬弘明

50．透析患者の転倒危険
因子に関する調査

- 平成26年9月 転倒危険因子に関して検討を行ったので報
告する。
外来透析患者81名に対し、半年間の転倒歴
を調査した。転倒危険因子として年齢、透
析歴、転倒恐怖感、バーセルインデック
ス、外出頻度、日常作業頻度、透析日・非
透析日の臥床時間の７項目とした。
結果、転倒群は24名、非転倒群は57名で、
転倒因子として日常作業頻度が抽出され
た。透析患者の転倒危険因子は日常活動頻
度が低下している者ほど転倒しやすいこと
が示唆された。
本人担当分：統計解析、スライド作成を担
当。
[共同発表者]成瀬綾、辻節子、南出悦子、
宮本和代、荒木陽子、岩瀬弘明、阿波邦
彦、廣川隆一、 安田真知子、富田耕彬

51．COPD患者の心理面に
おける呼吸機能、身体機
能、能力、ADL、QOLの差
の検討

- 平成26年10月 本研究は、COPD 患者の心理的要因として 
HADS を用い不安・抑うつを疑診群と非疑診
群に分類し、それぞれの呼吸機能、身体機
能、身体能力、ADL 能力、QOL への差につ
いて検討することとした。結果、不安得点
の 2 群間比較において、mMRC、SGRQ、CAT 
は疑診群が有意に高く、抑うつ得点の 2 群
間比較においては、SGRQ、CAT、NR-ADL は
疑診群が有意に高かった。また、HADS の不
安における SGRQ のカットオフポイントは 
50.8 点（AUC；0.82）であった。統計解析
を担当した。
本人担当分：統計解析、スライド作成を担
当。
[共同発表者]松枝希見子、今泉裕次郎、堀
江淳、阿波邦彦、池田さやか、小池この
み、梅口仁美、河島通博、林真一郎

第24回日本呼吸ケア・リ
ハビリテーション学会学
術集会
（奈良）

第35回滋賀腎・透析研究
会
（滋賀）

第35回滋賀腎・透析研究
会
（滋賀）
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52．COPD患者のISWT終了
時における自覚症状の違
いは、身体機能に差を生
じさせるか?

- 平成26年10月 COPD患者の漸増 Shuttle Walking Test終了
時に息切れ感が強く感じる群と下肢疲労感
が強く感じる群の身体機能などの特性を比
較した。結果、年齢や呼吸機能、呼吸筋
力、ISWT に有意差を認めなかったが、下肢
疲労感優位群は、息切れ感優位群よりも握
力（p＜0.044）、体重比膝伸展筋力（p＜
0.002）、Timed up and go test（p＜
0.014）が有意に低下していた。
本人担当分：統計解析、抄録・スライド作
成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]諸富誠一、古賀秀作、阿波邦
彦、堀江淳、林真一郎

53．胸腔鏡下肺葉切除術
前の高齢者がん患者にお
ける心肺機能と健康関連
QOLとの関係パイロットス
タディ

- 平成27年3月 本研究の目的は、胸腔鏡下肺葉切除術
（VATS）前の肺がん患者における心肺機能
と健康関連QOLとの関係を検証することとす
る。術前肺がん患者は、先行研究と同様に
健康関連QOLは高くはなく、Peak VO2は低下
していた。今回、PCSに関係しているのは
Peak VO2とVE/VCO2 slopeであるが、Peak 
VO2はModel 2～4より、見かけ上の相関であ
る可能性が示唆された。一方で、PCSは年齢
や性別を考慮した状態でもVE/VCO2 slopeと
負の相関を認めた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、平山善
康、山下直己、伊藤健一

54. 肺癌葉切除例の年齢
の差異による術後身体機
能と健康関連QOL変化の関
係

- 平成27年6月 本研究では、肺癌葉切除術後の身体機能と
健康関連QOLについて、年齢の違いによる術
前、術後、退院後の継時的変化を検討し
た。退院期において手術操作後の肺容量の
減少による%FVCやPeakTVなどの換気量低下
はあるものの、最大運動能力や最大仕事量
としてのPeakVO2/Wt、PeakWRに有意な低下
は認めなかった。疼痛、息切れ、歩行能力
の改善に向けた治療アプローチの効果が、
高齢者の健康関連QOLにいくらかの影響を与
える可能性が期待される。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]市丸勝昭、堀江淳、阿波邦
彦、林真一郎、光岡正浩
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55. 肺癌葉切除例の年齢
の差異による術後身体機
能と健康関連QOL変化の関
係

- 平成27年6月 本研究は、VATSにて肺葉切除を実施した症
例に対し、周術期リハビリテーションを実
施し、身体能力、健康関連QOLが術前から術
後1ヵ月にかけて、どのように変化している
か前向き研究で検証した。VATS前後から術
後1ヵ月にかけて、身体能力および健康関連
QOLの変化を前向きに検証した。結果、呼吸
機能は低下したままだが、運動耐容能は術
後1ヵ月で術前の値まで回復することが示唆
された。しかしながら、健康関連QOLは1ヵ
月では改善できない可能性が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、平山善康 山下直
己、堀江淳、太田垣あゆみ、松井萌恵、出
見世 真人 佃陽一、伊藤健一

56. 地域在住虚弱高齢者
における二重課題下歩行
トレーニングが身体機
能・身体能力に及ぼす効
果の検証

- 平成27年6月 本研究の目的は、虚弱高齢者に対するDT効
果を身体機能，身体能力、ADLの6ヶ月間の
変化から縦断的に検証することである。研
究デザインは無作為化対照試験とし、研究
のプロトコールは、「通常の理学療法」の
みを実施した群を対照群（n＝15）、「通常
の理学療法」に加え、DTを追加した群を介
入群（n＝15）とした。FIM（合計）、FIM
（運動）、長座位体前屈、障害物歩行、最
速歩行時間は有意な期間の主効果を認めて
おり、ADL、柔軟性、動的バランス、瞬発的
歩行能力の改善にはPTプログラムは有効か
もしれない。しかし、MMSE、FIM（認知）、
老研式活動能力指標、上体起こし回数、握
力、6MWD、%QF、TUG、FR、片脚立位時間は
PTプログラムが有効でない可能性が示唆さ
れた。
本人担当分：統計解析、抄録・スライド作
成を担当した。
[共同発表者]北村智哉、萩原崇、小島宏
志、阿波邦彦、堀江淳

57．下肢荷重力測定にお
ける日常生活動作自立度
判定の基準　訪問リハビ
リテーション利用者での
検証

- 平成27年9月 本研究は下肢荷重力がADLの自立度判定基準
として有用か否かの検証を行った。訪問リ
ハ利用者44名を対象とした結果、カットオ
フは63.1％であった。AUCは0.67-0.73で
あった。これにより、他専門職種や利用者
本人、またはその家族が、利用者のADL自立
度を共通認識できると考えられる。
本人担当分：統計解析、抄録・スライド作
成を担当した。
[共同発表者]窓場勝之、大杉紘徳、阿波邦
彦、村田伸
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58．閉塞性換気障害ある
　いは拘束性換気障害を
　呈する地域在住高齢者
　の身体機能の特徴

- 平成27年9月 本研究の目的は、地域在住高齢者における
閉塞性換気障害と拘束性換気障害の優勝率
を明らかにし、正常群を含む3軍艦の身体機
能を比較検証することである。128名を対象
とした結果、正常群は66.7％、閉塞性換気
障害軍は11.7％、拘束性換気障害群は
19.1％であった。群間比較において有意差
は認めなかった。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、村田伸、堀江淳、
岩瀬弘明、政所和也、八谷瑞紀、久保温
子、平尾文、伊藤健一、上城憲司

59．閉塞性換気障害なら
びに拘束性換気障害を有
する未診療地域在住高齢
者の身体機能的特徴

- 平成27年10月 本研究は、閉塞性換気障害ならびに拘束性
換気障害を有する未診療地域在住高齢者の
身体機能的特徴を検証することを目的とし
た。地域在住高齢者270名に対し、身体機能
や呼吸機能などを計測し、年齢と性別を共
変量とした共分散分析で検証した結果、拘
束性換気障害群は身体機能の一部が低下し
ている可能性が示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、村田伸、白岩加代
子、安彦鉄平、窓場勝之、伊藤健一、堀江
淳

60．高齢者の認知機能低
下に関連する身体・精神
機能の検討　地域在住高
齢者を対象とした1年間の
縦断調査

- 平成28年3月 本研究の目的は、地域在住高齢者の1年後の
認知機能低下にかかわる身体・精神機能を
明らかにすることである。対象は123名で
あった。結果、1年間の追跡機関で認知機能
が低下した対象は35名であり、ベースライ
ンのTUG、足把持力の成績が悪くMMSEが高い
ものが経過することが示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析を担当
した。
[共同発表者]大杉紘徳、村田伸、白岩加代
子、安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、堀江
淳

61．気道閉塞別にみた地
　域在住高齢者の身体・
　認知機能の差異閉塞性
　換気障害群、COPDに
　分類できない分類不能
　群と正常群における
　比較

- 平成28年3月 本研究の目的は、地域在住高齢者を気道閉
塞別に分類し、身体および認知機能の差異
について検討することとした。対象は、体
力測定会で地域在住高齢者252名とした。3
群間における各測定項目の比較では、分類
不能群は、予測比努力性肺活量が他2群より
も有意に低下していた。また、体脂肪量が
閉塞性換気障害群よりも有意に多かった。
しかし、身体および認知機能において、分
類不能群は他2群と有意差は認められなかっ
た。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、村田伸、堀江淳、
安彦鉄平、大杉紘徳、白岩加代子、窓場勝
之

第5回日本ヘルスプロモー
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62．地域在住高齢女性に
おける疼痛の部位数と身
体・認知・精神心理機能
の差異

- 平成28年3月 本研究の目的は地域在住高齢女性を対象に
疼痛の部位数と身体、認知、精神心理機能
の関連について検討することとした。対象
は241名であった。疼痛の部位数が1か所の
高齢者はと通のないものと同等の身体機能
を有しているものの主観的健康感が低下し
ていることが明らかになった。そのため、
身体的なアプローチだけでなく、ストレス
マネジメントなども必要であると考える。
本人担当分：データ収集、統計解析を担当
した。
[共同発表者]安彦鉄平、村田伸、阿波邦
彦、大杉紘徳、白岩加代子、堀江淳、窓場
勝之

63．長下肢装具を作成し
た脳卒中患者の在宅復帰
率と身体的特徴の検討

- 平成28年3月 本研究は長下肢装具を処方された患者が、
その後、短下肢装具へと移行できたか否か
に着目し、移行できなかった患者の転機先
を示すともに、そのリハ開始時の機能的特
徴を明らかにする。結果、長下肢装具から
短下肢装具へと移行できなかった群は、移
行できた群よりも在宅復帰率が低く、入院
時の機能障害の程度やADLが低いことが示さ
れた。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]窓場勝之、大杉紘徳、阿波邦
彦、村田伸

64． 特異的運動耐容能を
呈するCOPD患者の呼吸リ
ハビリテーションにおけ
る変化特性についての検
証

- 平成28年5月 本研究は、COPD患者の1年間の縦断的分析か
ら、呼吸リハビリテーションにおける変化
の特性を多施設共同の前向きコホート研究
で明らかにすることを目的とした。COPD患
者294例のうち、1年間、呼吸リハビリが継
続できた49例とした。呼吸リハビリに関す
る1年間の効果は、特異的運動耐容能を有す
るCOPD患者では、多くの指標において変化
に乏しく、現状維持が呼吸リハビリの目標
となるのかもしれない。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]堀江淳、白仁田秀一、阿波邦
彦、林真一郎

第17回日本健康支援学会
（愛知）

第51回日本理学療法学術
大会
（北海道）

第17回日本健康支援学会
（愛知）

リハ－364



65． 肺がん患者の健康康
関連QOLと身体能力の術後
回復過程

- 平成28年5月 本研究の目的は、胸腔鏡下肺葉切除術（以
下、VATS）で肺葉切除を施行された症例の
術後3カ月間における身体能力、健康関連
QOLの縦断的変化を明らかにすることとし
た。反復測定共分散分析の結果、術後1ヵ月
後に有意に低下したのは、呼吸機能、握
力、SF-36 PCS、SF-36 RCSであった。呼吸
機能とSF-36 PCSの術後3ヵ月後は術前より
も有意に低下していた。TUG、Peak VO2、
SF-36 MCSは各時点において有意差を認めな
かった。また、各群におけるSF-36の変化で
は、運動耐容能の低い群が術後優位に低下
していた。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、平山善康、山下直
己、堀江淳、太田垣あゆみ、松井萌恵、出
見世真人、佃陽一、伊藤健一

66. 長下肢装具のカット
ダウンにおける身体機能
要因の検証

- 平成28年5月 本研究では、カットダウンに影響する身体
機能要因を明らかにすることを目的とし
た。本研究は後ろ向き研究として平成21年
から平成27年までにA病院に入院し、KAFOを
作成した脳卒中患者43名（年齢74.2±12.2
歳）の情報を調査した。入院直後のFIMに影
響する身体機能要因と、カットダウンした
か否かに影響する身体機能要因は，ともに
SIAS下位項目が抽出された。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]窓場勝之、大杉紘徳、阿波邦
彦、岩瀬弘明、村上貴士、東智里

67. 血液透析患者におけ
るADL困難感に関連する要
因の検証

- 平成28年5月 本研究は、ADL困難感を測定可能である透析
患者移動動作評価表（以下、ADL評価表）を
用いてADL困難感に影響を及ぼす身体機能を
横断的に検討した。対象は、研究の参加の
同意が得られた当院透析センター通院中の
血液透析患者58名（男性38名、女性20名、
平均年齢68.1±10.5歳、BMIは20.9±2.9）
とした。ADL評価表は%膝伸展筋力、SPPB合
計点、立位バランス、，起立・着席、4m歩
行、起立・着席時間、歩行時間と有意な相
関関係が確認された。さらにADL評価表を従
属変数とした重回帰分析において起立・着
席時間、歩行時間、が影響因子として抽出
された（R2=0.297，p＜0.001）。
本人担当分：統計解析、考察指導を担当し
た。
[共同発表者]田中宇大、小林光子、山田優
美子、辻博子、阿波邦彦
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68. 地域在住虚弱高齢者
における二重課題下歩行
トレーニングが身体機
能・身体能力に及ぼす効
果の検証

- 平成28年5月 本研究は、12ヶ月間の縦断的な検証によ
り、要介護高齢者に対するDTの効果を認知
機能、身体機能、ADLから明らかにすること
を目的とした。
統計解析、考察指導を担当した。対象は通
所リハビリテーションを利用し、12ヶ月間
の縦断調査が可能であった要介護高齢者23
名であった。老健式活動能力指標（p＜
0.05）において交互作用を認め、介入後の
介入群で対照群よりも有意な高値を示し
た。DTは社会適応能力の改善に有用である
可能性が示唆された。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]北村智哉、萩原崇、阿波邦
彦、大杉紘徳、堀江淳

69．肺がん患者の術前に
おける歩行テストの臨床
意義

- 平成28年10月 本研究の目的は、肺がん患者の術前におけ
る歩行テストの臨床意義を身体機能および
健康関連QOLとの関係から検証することであ
る。歩行テストは身体機能および健康関連
QOLの身体機能に関わる領域と有意な相関を
認め、影響する指標であった。加えて術後
1ヵ月後の健康関連 QOL と有意な相関を認
めたことにより、術前における歩行テスト
は健康関連QOLの観点からも臨床上意義のあ
る評価指標であることが示唆された。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、内藤紘
一、平山善康、太田垣あゆみ、松井萌恵、
田中宇大、小池初慧、山下直己、伊藤健一

70．高齢者における筋力
の非対称性と身体動揺性
の関係

- 平成28年10月 本研究は、地域在住高齢者を対象に、膝伸
展筋力、足把持力、握力の非対称性と歩行
時の身体動揺性との関係性を検討すること
とした。結果、足把持力の非対称性は歩行
時における身体動揺性との間に有意相関を
認めた。一方、膝伸展筋力および握力の非
対称性は、歩行時における身体動揺性との
間に有意相関を認めなかった。また、身体
動揺性を増大させる足把持力の非対称性の
カットオフ値は23.5％であった。
本人担当分：データ収集、統計解析を担当
した。
[共同発表者]幸田仁志、甲斐義浩、村田
伸、大杉紘徳、阿波邦彦、福本貴彦、今北
英高
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71. 地域高齢者の認知機
能低下に影響する要因の
検討

- 平成29年5月 本研究では、2年間の縦断調査から、地域高
齢者の認知機能低下に影響する要因を、身
体機能と抑うつ状態に着目して明らかにす
ることとした。対象はにMMSEが28点以上
で，認知機能障害がないと判断された78名
とした。低下群、維持群の2群間で各測定値
を比較した結果、抑うつ傾向の有無で有意
差を認め、低下群では2014年時点に抑うつ
傾向を有している者の割合が有意に高かっ
た（P＜0.05、低下群44%、維持群17%）。ロ
ジスティック回帰分析の結果、認知機能低
下の有無に関わる要因として有意であった
のは抑うつ傾向の有無のみであり、オッズ
比は8.89だった（95%信頼区間；1.55-
51.10、P=0.014）。
本人担当分：データ収集を担当した。
[共同発表者]大杉紘徳、村田伸、白岩加代
子、安彦鉄平、阿波邦彦、窓場勝之、岩瀬
弘明、内藤紘一、堀江淳

72. Characteristics of 
Physical and Mental 
Function in Community 
Dwelling Elderly  Women 
with Pain
（痛みを伴う女性地域在
住高齢者における身体
的・精神的機能の特徴）

- 平成29年5月 本研究の目的は、地域在住高齢女性と疼痛
の有無との機能的差異を調査することで
あった。
データ収集を担当した。対象は186名の高齢
女性であった（平均年齢：72.5歳、SD：
5.9）。 痛みのないグループと比較して、2
つ以上の痛みを伴う領域を有するグループ
では、主観的な健康の満足度が低下した。 
睡眠の質は、痛みのない群よりも中程度の
痛みを伴う群で痛みが減っていた。
[共同発表者]Teppei Abiko、Shin Murata、
Hironori Ohsugi、Katsuyuki Madoba、Kunihiko 
Anami、Kayoko Shiraiwa、Jun Horie

73. 肺がんサバイバーの
術後QOLを予測する術前心
肺運動負荷試験

- 平成30年3月 本研究は、胸腔鏡下肺葉切除術後1カ月時に
体の痛みを訴える肺がんサバイバーの心肺
機能の変化や手術関連情報、併存疾患など
から、その特徴を検証することを目的とし
た。肺がんサバイバー35名を対象に、呼吸
機能、筋力、心肺運動負荷テスト、疼痛指
標を測定した。結果、疼痛低下群と疼痛不
変群に分け、術前データを比較したとこ
ろ、両群間に有意な差は認められなかった
ため、術後疼痛を誘発するであろう対象者
を予測することは困難であった。一方、疼
痛低下群は運動耐容能の指標が有意に低下
することが明らかとなった。
本人担当分：データ収集、解析、考察を担
当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、平山善
康、山下直己、伊藤健一

第52回日本理学療法学術
大会
（北海道）

第52回日本理学療法学術
大会
（北海道）

第19回日本健康支援学会
学術大会
（京都）
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74. 地域高齢者の最速歩
行速度と下肢筋力の非対
称性との関係について

- 平成30年3月 本研究は地域在住高齢腰痛者16名の疼痛軽
減あるいは疼痛既往者9名の再発予防を目的
に、腰痛の危険因子の一つである脊柱のア
ライメントに着目した腰痛予防・改善教育
プログラムを実施し、その効果について検
証した。結果、腰痛群は介入前に比べ介入
後では痛みの程度を示すVASが有意に改善し
たが、下肢筋力は有意に減少した。一方、
腰痛既往群では介入前に比べ介入後に破局
的思考が有意に高まった。
本人担当分：データ収集、解析を担当し
た。
[共同発表者]幸田仁志、甲斐義浩、村田
伸、阿波邦彦

75. 腰痛者および腰痛既
往者に向けた不良姿勢に
対する介入効果の検証

- 平成30年3月 本研究は地域在住高齢者85名を対象に膝伸
展筋力と足趾把持力、握力の非対応性を測
定し、歩行速度との関係性について検証し
た。結果、歩行速度に影響する要因とし
て、足趾把持力の非対称性、足趾把持力の
最大筋力、CS-30が抽出された。地域高齢者
の済足歩行速度には、足趾把持力の最大筋
力のみならず、その非対称性が影響してい
ることが示された。
本人担当分：データ収集を担当した。
[共同発表者]安彦鉄平、村田伸、岩瀬弘
明、佐藤節子、 茅原太郎、窓場勝之、阿波
邦彦

76. 呼吸器外科術後1ヵ月
時に体の痛みを訴える肺
がんサバイバーは心肺機
能が低下している

- 平成30年7月 本研究の目的は、肺がん患者の胸腔鏡下肺
葉切除術前後における心肺運動負荷試験や
QOLの変化を調査し、術後QOLを術前心肺運
動負荷試験から予測できるか検証すること
である。腔鏡下肺葉切除術を受けた35名を
対象に、QOLはSF-36を用いて、呼吸代謝能
は心肺運動負荷試験と呼吸機能検査を用い
て測定した。結果、縦断的変化では呼吸機
能とQOLは有意に低下した。心肺運動負荷試
験はpeak VO2とpeak Loadが有意に減少した
が効果量は小さかった。そして、術後のQOL
の大小に関する心肺運動負荷試験結果をROC
曲線で解析した結果、中等度以上の正確性
を有するのは，peak VO2であった。
本人担当分：データ収集、解析、考察を担
当した。
[共同発表者]阿波邦彦、堀江淳、平山善
康、山下直己、大杉紘徳、伊藤健一

第19回日本健康支援学会
学術大会
（京都）

第55回日本リハビリテー
ション医学会学術大会
（福岡）

第19回日本健康支援学会
学術大会
（京都）
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77. 外来COPD患者におけ
る全身持久力改善群と非
改善群の特性比較

- 令和元年5月 外来リハビリテーションにおいてISWTが48m
以上改善した群（13例）と改善しなかった
群（23例）の特性を調査した結果、体重比
膝伸展筋力、LSA、MNA-SFは期間の主効果を
認めたが交互作用は認めなかった。交互作
用を認めたのはHADS（不安）とSGRQであ
り、HADS（不安）では、改善群が有意な改
善を認めたのに対し、非改善群は有意な変
化を認めなかった。SGRQでは、改善群、非
改善群ともに有意な改善を認めた。
本人担当分：解析、考察を担当した。
[共同発表者]松本雄次、阿波邦彦、宮副孝
茂、山田穂積、古賀義行、林真一郎、はが
くれ呼吸ケアネット

78. 肺葉切除術前の肺が
んサバイバーにおけるヘ
ルスリテラシーと健康関
連QOL、身体機能との関連

- 令和2年3月 胸腔鏡下肺葉切除術を行う肺がんサバイ
バーの術前のHLと身体機能・健康関連QOLと
の関係を検証した。腔鏡下肺葉切除術を受
けた21名を対象に、FCCHL、身体機能、SF-
12を測定した。結果、術前肺がんサバイ
バーにおいて、3つのHLおよび全体HLは健康
関連QOLの尺度であるSF-12の身体機能や日
常役割機能、活力などと関連することが明
らかとなった。
本人担当分：データ収集、解析、考察を担
当した。
[共同発表者]阿波邦彦、島雅晴、池田聖
児、吉川正起、鈴木昌幸、伊藤公美子、木
下翔太、小菅友里加、中橋玲那、田中太
晶、岡見次郎、堀江淳

79. 地域在住高齢者にお
ける歩行速度とヘルスリ
テラシーの関連

- 令和2年3月 地域在住高齢者の歩行速度とヘルスリテラ
シー、年齢や身体機能との関連を検証し
た。対象は地域在住高齢者255名とした。結
果、歩行速度に影響する要因に年齢、身
長、CCHL、CS-30が抽出された。歩行速度に
年齢や身長、身体機能だけでなく、ヘルス
リテラシーが独立して影響することが示唆
された。
本人担当分：データ収集、解析、考察を担
当した。
[共同発表者]阿波邦彦、村田伸、岩瀬弘
明、白岩加代子、安彦鉄、合田明生、中野
英樹、野中紘士、堀江淳

「国際会議」

第56回日本リハビリテー
ション医学会学術大会
（兵庫）

第21回日本健康支援学会
年次学術大会
（沖縄）

第21回日本健康支援学会
年次学術大会
（沖縄）

リハ－369



1．Prediction of incremental 
shuttle walking test in 
patients with COPD
（COPD患者における漸進
的シャトルウォーキング
テストの予測）

- 平成25年9月 本研究の目的は、COPD患者を対象に実施時
間や限られたスペースで漸増シャトル
ウォーキングテスト予測式を作成すること
とした。対象は安定しているCOPD患者115名
とした。対象は安定しているCOPD患者115名
とした。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]Kunihiko Anami、Yosiyasu 
Hirayama、Naoki Yamashita、Naoki 
Yamashita、Yoichi Tsukuda、Jun Horie

2．Relationships between  
changes in the  respiratory 
distress  level of COPD 
patients undergoing a six- 
minute walking  distance 
test, their  physical 
functions,  and exercise 
capacity
（6分歩行距離試験を受け
たCOPD患者の呼吸窮迫レ
ベルの変化、その身体機
能および運動能力の関
係）

- 平成25年9月 研究の目的は、6MWD試験後の呼吸苦痛レベ
ルの変化が、身体機能、運動能力、ADL、お
よび健康関連QOLに及ぼす影響を調べること
とした。被験者は、呼吸器リハビリテー
ションを受けていた安定期の181人のCOPD患
者（男性167人、女性14人、平均年齢73.3±
9.4歳）であった。結果、呼吸困難に影響を
与える因子として6MWDのみが抽出された。
本人担当分：データ収集、統計解析を担当
した。
[共同発表者]Jun Horie、Kunihiko Anami、
Masahide Tanaka、Shin-ichiro Hayashi

3．Video-assisted  
throracoscopic surgery 
decrease the physical 
performances of lung  cancer 
patients: shortterm 
prospective study
（ビデオ支援胸腔鏡手術
は、肺癌患者の身体的能
力を低下させる：短期前
向き研究）

- 平成26年9月 研究の目的は、肺癌患者における身体パ
フォーマンスや精神機能へのVATSの短期的
効果を明らかにすることとした。18名を対
象とし、術前と術後を比較した。結果、
VATSは短期的には身体機能を低下させるた
め、術後のリハビリテーションが必要であ
る。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]Kunihiko Anami、Yosiyasu 
Hirayama、 Naoki Yamashita、Naoki 
Yamashita、Yoichi Tsukuda、Jun Horie

European Respiratory 
Society
Annual Congress 2013
（バルセロナ）

European Respiratory 
Society
Annual Congress 2013
（バルセロナ）

European Respiratory 
Society
Annual Congress 2014
（ミュンヘン）
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4．Changes in the  physical 
functions  and health-related  
quality of life of  elderly 
patients  with lung  cancer 
undergoing  video-assisted 
   thoracoscopic surgery
 （ビデオ支援胸腔鏡
　手術を受けている肺
　癌高齢患者の身体機
　能と健康関連QOLの
　変化）

- 平成27年9月 研究の目的は、肺癌を有する高齢患者にお
ける身体機能とHRQOLに対するVATSの影響を
明らかにすることであった。30名を対象と
し、術前と術後1ヶ月を比較した。結果、
VATSは努力肺活量は低下し、Peak VO2は1ヶ
月後に術前値に回復した。一方HRQOLは大幅
にVATS後に減少し、有意な改善が認められ
なかった。
本人担当分：データ収集、統計解析、抄
録・スライド作成、口頭発表を担当した。
[共同発表者]Kunihiko Anami、Yosiyasu 
Hirayama、Naoki Yamashita、Naoki 
Yamashita、Jun Horie、Kenichi Ito

5．Validity and intra- class 
reliability of  spirometry 
using a  mask instead of a  
mouthpiece
（マウスピースの代わり
にマスクを用いた肺活量
測定の有効性とクラス内
信頼性）

- 平成28年9月 研究の目的は、マウスピースの代わりに
フェイスマスクを使用して肺機能検査を行
い、結果の妥当性と信頼性を検討すること
とした。結果、有効性と信頼性を確認し、
フェイスマスクを使用することが可能であ
るとこを示唆した。
本人担当分：統計解析を担当した。
[共同発表者]Kenichi Ito、Koji Nonaka、
Shohei Takeda、Takeshi Nishikawa、Kunihiko 
Anami、 Jun Horie、Morihiro Tsujishita、
Hirobumi Kawamura

「科学研究費補助金取得
状況」

科学研究費補助金
若手研究B

〔研究費〕

- 平成25年4月
～

平成28年3月

課題名「健康関連QOLに着目した、新たな肺
がん葉切除術前後のがんリハビリテーショ
ンの開発」

研究経費:3,300千円（直接経費）
研究経費:990千円（間接経費）
＜研究概要＞
肺がん葉切除術前後の健康関連生活の質
（QOL）が変化する要因を分析し、がんリハ
ビリテーションが肺がん葉切除術後の身体
機能や健康関連QOLに及ぼす効果を検討し
た。研究参加者は胸腔鏡下肺葉切除術が施
行され、術後12週間の縦断調査が可能でっ
た36名とした。結果、身体機能、健康関連
QOLは術後1週後に有意な低下を認めたが、
術後4週後から術後12週後にかけて、身体機
能、健康関連QOLは有意に改善した。しかし
ながら、健康関連QOLは術前よりも有意に低
下していた。これらの結果から、身体能力
を維持・向上させるだけでは健康関連QOL対
策としては不十分であることが示唆され
た。

（共同研究者）
セッティング調整：堀江 淳
調査測定：平山 善康
リクルート協力：山下 直己
研究指導：伊藤 健一

日本学術振興会

European Respiratory 
Society
Annual Congress 2015
（Amsterdum）

European Respiratory 
Society
Annual Congress 2016
（ロンドン）
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大阪ガス研究助成 - 平成28年4月
～

平成29年3月

課題名「高齢肺がん患者の術前後における
呼吸代謝能評価スケールの開発」

助成額：700千円
＜研究概要＞
高齢肺がん患者のVATS前後において、呼吸
機能と健康関連QOLは有意に低下した。ま
た、術後健康関連QOLは術前の呼吸代謝能と
有意な相関を認めたが、呼吸機能、筋力、
歩行能力とは有意な相関を認めなかった。
そこで、術後のQOLの大小に関するカットオ
フをROC曲線で解析し、活用が期待できる
カットオフが算出された。

（共同研究者）
セッティング調整：堀江 淳
調査測定：平山 善康
リクルート協力：山下 直己
データ解析：大杉 紘徳
研究指導：伊藤 健一

科学研究費補助金
若手研究B

〔研究費〕

- 平成29年4月
～

現在に至る

課題名「術後の健康関連QOLの早期回復を目
的とした肺がん患者教育プログラムの開
発」

研究経費:3,200千円（直接経費）
研究経費:960千円（間接経費）
＜研究概要＞
我々は以前、肺がん外科的手術後の患者の
健康関連QOLを術前の状況まで回復するのに
3ヵ月以上を要することを明らかにした。
そこで本研究は、肺がん患者の術前と術後
における身体・認知・健康関連QOL・ヘルス
リテラシーを客観的に評価し、健康関連QOL
の回復遅延要因を明らかにし、新たな肺が
ん患者教育プログラムを作成することを目
的としている。現在、肺がん葉切除術を受
ける研究参加者の身体機能・健康関連QOL・
ヘルスリテラシーを客観的に調査し、術後
における健康関連QOLの回復遅延要因を前向
き研究などによって検討しているところで
ある。
（共同研究者）
セッティング調整：堀江 淳
調査測定：池田 聖児、島 雅晴、鈴木 昌
幸、加藤 祐司、伊藤 久美子
リクルート協力：岡見 次郎

大阪ガスグループ福祉財
団

日本学術振興会
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和  2 年   月   3 日

氏名 藤田 信子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

加齢運動制  流動態 痛 調  高齢者 認知機能 機能 線維筋痛症 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

平成 23 年 4 月～平成

25 年 3月 

大阪行岡リハビリテ

ーション専門学校 

平成 25 年 4 月～平成

31 年 3月 

大阪行岡医療大学 

「神経障害評価法」では、基礎知識の理解度を確認

するために授業内で国家試験問題を用いたり、授業

開始毎に復習小テストを行った。検査技術ではグル

ープによる実技練習を行わせた後に発表形式で意見

交 を実施した。授業評価は筆記試験、およびオス

キーを基本とした実技テストを実施し、知識と検査

技能の総合評価を行った。 

「日常生活活動学」では ADL 評価についての知識と

実技指導の総論の講義を行った。またグループ単位

で 子や などを用いた模擬生活体験を学外の環

境の中で実施し、生活に必要とされる身体・認知機

能と動作能力の関連性について く考慮できるよ

う、グループ間で発表や討論を実施した。 

「運動学」では解 学を基 に身体の および動

作を理解することを目的に、各関 の制 機構や動

きに関わる筋 の働き、歩行分析や の分析につ

いてエビデンスに基づき講義した。特に、歩行に必

要とされる関 運動や筋収縮について興味を持ち理

解を進めるため歩行カードを作成、学生同士でカー

ドを組み合わせるアクティビティを取り入れた。 

「臨床運動学」では疾患を持つ患者の異常な や

動作のメカニズムを、運動学的考察に加え、運動力

学的考察や 反射的考察など多 的な側面から理

解することを目的に、グループで行う動作観察や床

反力計等を用いた測定実習を授業に取り入れた。具

体的には立ち上がり動作や立位、ジャンプ動作を筋

図、床反力計等の機 で計測を行わせ、その結果

と考察をレポート作成させ、学生に能動的な学習習

慣を定着できるよう工夫した。 

「中 神経理学療法」では活 で理解が困難な疾患

のイメージを視覚的に捉えることで理解度を高める

ことを目的に市 の動画教材を用いて病態の理解を

めたり、動作観察のレポート作成を行った。講

の後半ではペーパーペイシェントを用いて障害を把

握するための手技やプログラムの立案をグループで

行った。学生が能動的に 管障害患者の問題に取

り組む や態度を学ぶために、学生同士の発表会

や討論会も実施した。 

「卒業 ミ」では、研究の目的や方法、論文の読み

方を講義し、研究手法や結果のまとめ方の実際を体

験させた。担当グループの研究テーマは以下の通り

である。一期生「 間 ヘルニア症例の分析」、二

期生「高齢者の の内的要因と 予防対策に関

する文献調査」、三期生「二重課題動作時の運動課

題の 度の違いが前 前野の 流量に及 す影

響」、 期生「スマホ操作がステップ動作の premotor 

time に える影響について」、五期生「n-back 課題

介入が 痛 制と 活動に える影響」「健常若年

者に対する心的回 課題の介入が み出し動作反応

時間に及 す影響」。なお、五期生の「n-back 課題

介入が 痛 制と 活動に える影響」は、 ミの
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代表者が保健医療学学会第 9 回学術集会で発表を行

い、学会奨 を受 した。 

「臨床体験実習」「臨床評価実習」「臨床総合実習

Ⅰ」「臨床総合実習Ⅱ」では実習前、実習期間中、

実習終了時に少なくとも 3 回以上の学生面談を実施

し、常に学生の実習に対する不安や悩み、心配事の

相談を受けた。また実習前、および実習中に実習指

導者と少なくとも 2 回以上の面談を行い、実習の様

子や学生が直面している問題など情報収集を行っ

た。学生と実習指導者がスムーズな人間関係を形成

し良好なコミュニケーションが取れるよう心がけ、

学生が臨床現場で十分な知識と技術が体得し有意義

な実習が実現できるよう めた。 

平成31年4月～令和2

年 3月 

奈良学園大学 

「早期体験実習」では担当学生と実習指導者に実習

前、実習後に個別に面談した。早期体験実習中は学

生に 行し実習中の行動を管理するとともに、実習

指導者の補助、補 を行った。 

「基礎 ミⅡ」では担当学生 5名の興味をもったテ

ーマ「ASD」について、病態、分類、リハビリテーシ

ョン、社会的課題について文献調査し発表を行った。 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記

５ その他 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

理学療法士免許（厚生労働省） 昭和 60 年 4月 第 13798 号 

学士（文学） 平成 12 年 3月 教大学（第 51336 号） 

修士（学術） 平成 20 年 9月 神戸大学大学院人間発達環境学研究科（第 871 号) 

博士（学術） 平成 24 年 3月 神戸大学大学院人間発達環境学研究科（第 981 号) 

２ 特許等 

３ 実務の経験を有する者についての特記 神戸大学大学院人間発達環境学研究科 大学院 GP

プロジェクト（文部科学省 Good Practice） 

” び八起き”エクササイズ教室において、応

して下さった地元住 の方を対象に、運動指導、運

動機能検査、分析を行い、検査の結果報告、発表等

を行った。また、神戸大学と学術交流を行っている

西オーストラリア大学の応用生理学学科との研究会

では、現在行っている研究の発表を行った。 

平成 20 年 6月～9月 

平成 21 年 2 月～平成

23 年 3月 

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 謝野町役

場保健課との共同プロジェクト ”足からつくる健

康プロジェクト” 

足 の把持機能や のインソールが中高年の運動習

慣や日常生活活動範囲に影響していると考えられ

る。そこで、3 か月間の運動習慣と適正なインソー

ルの使用による介入の中で、介入前後の効果判定を

行うために、運動機能、認知機能、生活活動範囲な

どの検査を行った。インソールの介入により、歩行

能力、運動機能、認知機能の改善が見られたが、介

入後の効果の継続については今後の課題となった。 

平成28年4月～令和2

年 3月 
科学研究 助成事業（学術研究助成基金助成金）基

研究 C（課題 号 16K09002）研究課題「線維筋痛

症患者に対する運動療法の効果の検証： 内ネット

ワークの変化を指 として」

研究代表者：藤田信子、研究概要：線維筋痛症患者

に運動療法を行い、日常生活での活動量を増やすこ

とが、 痛や うつに効果があることが注目されて

いる。この効果についての科学的検証とメカニズム
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の検討は未だ十分でない。本研究では、線維筋痛症

患者に 3週間の入院による有 素運動を中心とした

運動療法を行い、日常生活活動量や の変化をモ

ニター、また質問紙による「痛み」「うつ」「 」

の評価を行った。また、 機能変化の指 として、

fNIRSの計測とfMRIの により 内のネットワー

クの変化と運動療法の関連性を明らかにすることを

目的とした。令和 2年 3月までに 13 名の患者に対し

て 3週間の運動療法の効果を検証するために、治療

介入前後において、MRI 、運動能力、生活 QOL、

fNIRS の計測、心理面でのアンケート等を実施した。

研究の成果や報告については、日本ペインリハビリ

テーション学会、線維筋痛症学会で発表、また日本

臨床と理学療法科学でも論文発表した。 

４ その他 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1 び八起きを目指した

健康づくり 

共著 平成 23 年 5月 プレアデス出版 全ての人々が「健康寿 」を延ばし老

後の生活の質をあげるアクティブ・エ

イジングのために、運動機能・認知機

能・体操・ 急処置・ の処方等の知

識を一般読者のために解説。本人担当

部分： 第 3 章 老化と認知機能 本

邦の認知症の状況と原因や症状につい

ての知見、及び認知症の予防について、

特に MCI に関する研究結果を紹介する。

認知機能の低下と との関係につい

ての知見を紹介するとともに、現在提

されている 予防法を認知機能の

観点から説明した。  

著者:岡田修一、原田（藤田）信子、根

来信也、 井寿美 

掲載担当：p.34～51 

（学術論文） 

1．Age-d differences in 

stepping response when 

stepping onto a known soft 

surface under dual task

（二重課題動作が高齢者の

らかい床面へのステップ

動作に える影響） 

（査読付） 

（筆 論文） 

共著 平成 22 年 5月 Current Gerontology  

and Geriatric Research 

Vol.2010 pp.1～6 

歩行中に目の前にバランスを すと推

測されるものがあると、高齢者は若年

者とは違う 防 ストラテジーをと

りながら歩行する。本稿では高齢者が

二重課題を行いながら、目の前の ら

かいマット上をステップ動作する場合

の 調整ストラテジーの違いを若年

者と比較検討した。

著 者 ： Nobuko Harada(Fujita), 

Shuichi Okada, Shinya Negoro   

リハ－375



2. 二重課題を伴った高齢

者の動的立位 調整能

（査読付）

（博士論文）

（その他）

単著 平成 24 年 3月 神戸大学 注意要求の増加が高齢者の動的立位

調整能に及 す影響を解明し、高齢

者の の原因をバイオメカニズムの

観点から明らかにすることを目的とし

た。論文では国内外で発表されている

高齢者の注意や認知能力に関する知

見、高齢者の認知機能と身体能力の関

連性、 経験者の歩行機能に関する

知見など、これまでの研究内容を精査

した。高齢者の注意能力を伴う身体活

動にみられる特有の 的 制 を

バイオメカニズム的手法を用いて明ら

かにするために、4つの研究課題を検討

した。研究では高齢者の身体機能面か

らだけでなく， 課題の難 度や床

面の安定性など環境要因の影響につい

ても検討した。総括では、 予防を

目 とした高齢者に対する二重課題時

の動的立位 調整能を向上させる具

体的な方策について論じた。論文は緒

言、文献研究、本研究の目的、4つの研

究課題、総括から構成されている。 

（A4 全 103 頁） 

3.Age-related

differences in postural

control associated with

progression from a

dynamic to a static during

serial stepping in

dual-task condition（二重

課題を伴う連続ステップ動

作時の高齢者が示す動的か

ら静的 制 ）

（査読付）

（筆 論文）

共著 平成 26 年 3月 大阪行岡医療大学紀要 

第 1号 pp.19～24 

注意要求課題を伴って動から静への

心的動作を行う時の高齢者の 調

を若年者と比較検討した。高齢者は二

重課題を課されたとき、ステップ開始

し加 するときの 度が減 し、ステ

ップ終了後には COP 総 長が減少し

た。これらのことから、高齢者は

調 がより難しくなる場面において注

意の容量が増加すると、若年者とは異

なるバランスの適応 を利用するこ

とが明らかになった。 

著 者 ： Nobuko Harada(Fujita), 

Shuichi Okada 

4. 二重課題を伴った階段

下動作が高齢者の 調

に及 す影響

（査読付）

（筆 論文）

共著 平成26年10月 日本職業 害医学学会

誌 第 62 巻 5 号 

階段 下動作において二重課題動作を

行う時の高齢者の立位 調 を若年

者と比較検討した。高齢者は二重課題

動作時に階段 下時間を延長させ、ま

た最終段の床面着地時には下 筋の筋

活動量を少なくし、共同収縮率を低く

した。また、階段着地後には高齢者の

COP 動 が増加した。このことから、高

齢者が階段 下動作で最も注意配分の

影響を受けるのは連続動作から す

るときであることが示 された。 

著者： 原田（藤田）信子、大澤 、

岡田修一 
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5. 地域在住高齢者におけ

る 6 か月間のウォーキング

プログラムが体力と 眼時

の歩行に える影響

共著 平成 28 年 1月 ヘルスプロモーション

理学療法研究   5(4)

191-197

地域在住高齢者を対象に、継続的なウ

ォーキングプログラムが体力と 眼時

の歩行に える影響を検討した。結果

は 6 か月間で Sit-to-Stand test の有

意な 縮を認め、 眼時の歩行にも改

善が見られた。また、ロンベルグ率の

変化と両 支持期間の変化率に有意な

相関関係を認めた。6か月間のウォーキ

ングプログラムは体力と 眼時の歩行

能力を向上させる可能性が示 され

た。 

著者：国宗翔、原田（藤田）信子、岡

田修一 

6. 近 外分光法の研究動

向(査読付)

共著 平成 29 年 3月 大阪行岡医療大学 紀

要   (4) 25-31

総説。近 外分光法(NIRS)の研究動向

やその原理・特性について述べるとと

もに、特に NIRS が医療（小児、精神科）

の診断方法や治療の効果判定（リハビ

リテーション、 環 ）に実施され

ている現状について紹介するととも

に、現在の NIRS の臨床上における課題

についても述べている。現在進められ

ている小型化や軽量化に伴う今後の

神経科学の観点でのエビデンス構築の

可能性を論じ、今後の発展性について

まとめた。 

著者：松野 之 藤田信子 

7. Effect of wearing

fingers rings on the

behavioral and

psychological symptoms of

dementia: An exploratory

study

（認知症者の BPSD に対す

る指 の効果：探索的研究） 

(査読付)

共著 平成 29 年 8月 Sage Open Medicine 5 

1-11

女性認知症患者の示す BPSD に対する指

の効果を検証するため、老人ホーム

入居の 7 名の認知症患者の BPSD の場

面、指 の関心、自己認識能、全体

を用いた。その結果、指 自体が介護

者らから引き出した 法の言葉「

ね」が、対象者の自尊心を高め、「

性/不安定性」を軽減させる効果が見

られた。 

著 者 ： Teruo Yokoi, H Okamura, T 

Yamamoto, K Watanabe, S Yokoi, H 

Atae, M Ueda, T Kuwayama, S Sakamoto, 

S Tomino, H Fujii, T Honda, T Morita, 

T Yukawa, Nobuko Harada(Fujita) 

8. 線維筋痛症の運動療法

―その効果と 効メカニズ

ム

共著 平成 30 年 6月 日本臨床 76(11) 線維筋痛症の非薬物的アプローチであ

る運動療法の有用性について海外のガ

イドライン、システマティックレビュ

ーの概要を紹介。また、運動療法が

効する メカニズムに関する最新の研

究とニューロンを活性化し 痛に働く

カギを握る慢性 痛患者の生活習慣に

ついても言及した。 

著者： 藤田信子 恵美子 

9. 高齢線維筋痛症 2 症例

の 3 週間入院運動プログラ

ムの効果について－痛みと

身体・注意機能、包括的

QOL、および背外側前 前野

の 流動態への影響―

共著 令和元年 12 月 理学療法科学 34(6) 高齢線維筋痛症患者の 3 週間入院運動

プログラムを行い、痛み、身体・注意

機能、包括的 QOL、背外側前 前野

(DLPFC)の機能に える影響の検討を

行った。2症例ともに うつ自己効力感

の改善が大きく見られ、これらが身体

機能や包括的 QOL の改善に関 したこ

とが推測された。DLPFC の機能の改善は

リハ－377



  1 症例のみに見られた。高齢者の 機能

については加齢に伴う機能異常の影響

も考えられ、今後さらに検討する必要

性が考えられた。 

著者： 藤田信子 池田耕二 高井範

子 金子基史 松野 之 三木健司 

恵美子 

  

  

  

    

    

    

    

（学会発表）    二重課題時における連続ステップ動作

について、ステップ動作のパラメータ

および足圧中心動 の解析により、高

齢者の動的 調整の特徴を明らかに

した。高齢者は二重課題を課されたと

き、ステップ開始し加 するときの

度が減 し、ステップ終了後には COP

総 長が減少した。これらのことか

ら、高齢者は 調 がより難しくな

る場面において注意の容量が増加する

と、若年者とは異なるバランスの適応

を利用することが明らかになっ

た。                

演者：Nobuko Harada(Fujita),Shuichi 

Okada  

1.Dynamic-to-Static 

Postural control during a 

serial stepping on dual 

task in elderly       （二

重課題を伴う連続ステップ

動作時の高齢者が示す動的

から静的 制 ）        

 （ 筆 演 者 ） 

(oral presentation) 

 平成 22 年 9月 

 

10th International 

Congress of 

Physiological 

Anthropology  （Perth, 

Australia） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

2.二重課題時における連続

ステップ動作から静 立位

に るまでの高齢者の

調整能 

（筆 演者） 

 平成 22 年 9月 第 65 回日本体力医学学

会 

(千葉県) 

高齢者は動的な動作から静的な立位

に移行する中で 調整を行うこと

が困難である。本研究では二重課題時

の高齢者の動的 調整から静的立位

に るまでの高齢者の 調整の

特徴を明らかにした。高齢者は二重課

題を課されたとき、ステップ開始し加

するときの 度が減 し、ステップ

終了後には COP 総 長が減少した。

これらのことから、高齢者は 調

がより難しくなる場面において注意の

容量が増加すると、若年者とは異なる

バランスの適応 を利用することが

明らかになった。 

演者：原田(藤田)信子，岡田修一 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

3.フットウエアに着目した

予防方策の検証ー京都

府 謝野町における ・

学・ の取り組みー 

 平成22年10月 第 7 回 予防医学

会 

(東京都) 

神戸大学と 謝野町保健課の 学協

同”足から作る健康プロジェクト”の

もとで行われた一年間の運動教室、健

康指導、体力測定の結果を検討した。 

演者：櫻井寿美，岡田修一，原田(藤田)

信子，根来信也，小西隆博， 山真美 

  

  

  

  

  

  

4.Age-related 

differences in muscle 

activity on legs during 

stairs descending in the 

dual task  

(二重課題を伴った階段

 平成23年11月 4th 

Japan-Australia-China 

Forum on Health 

Science and 

Bioengineering: 

International 

高齢者と若年者を対象に階段 下時に

二重課題動作を行う時の下 の筋活動

を比較した。高齢者の注意を伴った階

段 下動作では、最終段に着地し動的

から静的に立位 調整のパターンを

変化させるとき、主働筋の筋活動を若
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下動作が高齢者の 調

に及 す影響) 

( 筆 演 者 ) 

(oral presentation) 

Cooperation for the 

21st Century medical 

and Human Care  

(兵庫県) 

年者に比べ減少させることが明かにな

った。 

演者：Nobuko Harada(Fujita), Shuichi 

Okada 

5.高齢者の階段 下時にお

ける二重課題動作が下 の

筋活動に及 す影響

（筆 演者）

平成 24 年 1月 日本体力医学学会 

第 26 回近 地方会 

（奈良県） 

高齢者と若年者を対象に階段 下時に

二重課題動作を行う時の下 の筋活動

を比較した。注意を伴った階段 下動

作では，高齢者は二重課題動作時に階

段 下時間を延長させ、最終段に着地

し動的から静的に立位 調整のパタ

ーンを変化させるとき、主働筋の筋活

動を若年者に比べ減少させ共同収縮率

を低くした。また、階段着地後には高

齢者の COP 動 が増加した。このこと

から、高齢者が階段 下動作で最も注

意配分の影響を受けるのは連続動作か

ら するときであることが示 され

た。 

演者：原田(藤田)信子、岡田修一 

6.Age-related

differences in muscle

activities during stairs

descending in dual task

(二重課題を伴った階段

下動作が高齢者の 調

に及 す影響)

（筆 演者）

平成 24 年 6月 1st Joint World 

Congress of ISPGR / 

Gait  Mental Function  

(Trondheim, Norway) 

高齢者の注意を伴った階段 下動作で

は，最終段に着地し動的から静的に立

位 調整のパターンを変化させると

き、主働筋の筋活動を若年者に比べ減

少させることが明かになった。また最

終段着地時には高齢者の COP 動 長は

若年者に比べ減少するが、その後，静

的 を保持するまでの間 COP 動 長

が増加することが明らかになった。 

演者：Nobuko Harada(Fujita), Shuichi 

Okada 

7.Toe clearance and

walking pattern on

responding to unexpected

surfaces in dual task;

comparison between

healthy and young adults

(高齢者の二重課題歩行時

における足 接地面の違い

が Toe clearance および歩

容 に え る 影 響 ）

（筆 演者）

平成 25 年 6月 2nd Joint World 

Congress of ISPGR / 

Gait  Mental Function 

（秋田県) 

歩行時の足 接地面の状況の違いが高

齢者の二重課題歩行時の 調 に

える影響を若年者と比較検討した。

flat surface や rugged surface 上の二

重課題歩行時には高齢者の stride が

縮した。また rugged surface 上の 2歩

目の toe clearance は flat surface 上

よりも高かった。これらのことから、

高齢者の二重課題歩行時には床面の状

況が stride や toe clearance に影響を

えることが示 された。 

演者：Nobuko Harada(Fujita), Shuichi 

Okada 

8.Prefrontal activation

during a consecutive 

calculation related 

strategies for postural 

control in human adults; A 

fNIRS Study 

（計算課題時の立位 制

に関連する前 前野の

流動態について：fNIRS 研

究）         （筆

演者） 

平成 27 年 5月 World Confederation 

for Physical Therapy 

Congress 2015 

(Singapore) 

健常人の計算課題実施時における立位

制 の前 前野の活動にどのよ

うに影響されるのかを検証するため

に、NIRS を用いた PFC の 流動態と

床反力計による COP 変位、下 筋 図

による下 の筋活動との関連性の検討

を行った。その結果、計算課題を行う

と有意に対象者全員の HbO2 が増加した

が、特に立位の重心動 が大きい対象

者の方が小さい対象者に比べて HbO2 が

増加し、下 筋の筋収縮が減少してい

た。これらのことから、二重課題時の

立位 制 は 的であり、そのこ

とは前 前野の活動に関連しているこ

とが示 された。 

演者：Nobuko Harada(Fujita), Shuichi 
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Okada, Sho Kunimune, T Nishimura 

9.線維筋痛症 4 症例に対す

る 3 週間入院運動療法プロ

グラムの試み～運動療法介

入による 流量の変化と

QOL の改善について～

（筆 演者）

平成 29 年 9月 第 22 回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術 大 会

（兵庫県） 

線維筋痛症患者 4 名に対して中等度負

の運動療法を集中的に行ったとこ

ろ、前 前野の 流のバランスが良く

なる傾向が NIRS の測定で明らかとなっ

た。期間中に行った運動療法前後の注

意機能テスト(TMT)では全員改善が見

られたが、二重課題を伴った歩行 度

の改善はばらつきが見られた。また

QOL(SF8)では全員に身体的健康では改

善が見られたが、精神的健康について

は改善が見られなかった者が一人い

た。 

演者：藤田信子、池田耕二、高井範子、

松野 之、 小泉優喜、平岡 典、高

橋紀代、三木健司、 恵美子 

10.線維筋痛症 2 症例に対

する 3 週間入院運動療法プ

ログラムの試み －心理的

側面からの検討ー

平成 29 年 9月 第 22 回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術 大 会

（兵庫県） 

線維筋痛症の多くに見られる 回避

反応と過活動傾向の 反応のある対

的な２例について、運動療法プログ

ラム介入による効果判定を心理的側面

から比較検討した。異なるタイプの患

者ではあったが運動療法は両者とも良

い効果をもたらしていた。しかし、同

じ運動療法を行っても、その体験がも

たらす効果は異なっていた。担当理学

療法士が患者の身体的、心理的傾向を

い段階で感じ取り、その患者に応じ

た適切な言葉掛け・アドバイスをする

ことが、運動療法の効果をより高める

ものとなることが示 された。 

演者：高井範子、藤田信子、池田耕二、

丸山伸廣、栗田樹、中原理、高橋紀代、

三木健司、 恵美子 

11.線維筋痛症 2 症例に対

する 3 週間入院運動療法プ

ログラムの試み －運動が

困難な患者に対する介入方

法についてー

平成 29 年 9月 第 22 回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術 大 会

（兵庫県） 

線維筋痛症患者 2 症例に 3 週間の集中

的運動療法を行い、取り組みにおける

難渋した点や工夫した点について紹介

した。2症例とも痛みに われ、運動療

法を開始するところに難渋したが、可

能な自動運動から行い徐々に運動負

を増加することで、退院時には 2 症例

とも身体機能、痛みに改善の傾向を示

した。身体の触れ方、痛みの対応、動

作方法の提案の仕方、運動のペーシン

グ、自己効力感の確認など、注意と工

夫を要した。 

演者：小泉優喜、平岡 典、栗田樹、

丸山伸廣、中原理、高橋紀代、藤田信

子、三木健司、 恵美子 

12.線維筋痛症患者に対す

る 3 週間入院プログラムの

試み～中等度以上の運動負

が可能であった症例～

平成29年10月 第 9 回日本線維筋痛症

学 会 学 術 学 会 

（大阪府） 

線維筋痛症患者に中等度以上の運動療

法を行うことで 痛の軽減と運動後の

感を認めた例を紹介するととも

に、 期集中型運動療法のリスク管理、

段階的運動負 について文献的考察を

含めて報告した。 

演者：高橋紀代、小泉優喜、谷山ゆり

え、丸山伸廣、中原理、池田耕二、高

井範子、藤田信子、三木健司、 恵

美子 
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13.慢性痛に対する運動療

法を推進する立場から

平成29年10月 第 9 回日本線維筋痛症

学会学術集シンポジウ

ムⅠ「心理療法・運動療

法の立場から考える、慢

性痛の再発・再 の乗り

越え方」

運 動 に よ る 痛 (EIH: 

exercise-induced hypoalgesia)のメカ

ニズムについて運動が 報 の要で

ある 側被 野(VTA)におけるドーパ

ミン 生を増やし自発運動量が多い

ど 生が増え、 痛行動が えられる

こと、その他背外側被 (LDT)や視床

下部外側 などの関 についても紹介

し、 報 の活性化が や QOL の改

善につながることを紹介した。 

演者： 恵美子 藤田信子 

14.線維筋痛症高齢女性 2

症例に対する 3 週間入院運

動の試み：前 前野の 流

動態の変化と 痛、 うつ、

QOL の改善について

平成 30 年 9月 第 23 回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術大会 

FM 高齢女性に対して 3 週間の入院運動

プログラムを行い、 痛、 うつ、QOL、

の改善と NIRS による前 前野(PFC)の

流動態の変化について報告した。高

齢女性の入院プログラムが 痛、 う

つ、QOL の改善につながり、背側前 前

野(DLPFC)の質的、量的な 活動変化を

伴ったと考えられた。 

演者：藤田信子 池田耕二 高井範子 

松野 之 金子基史 三木健司 行岡

正雄 恵美子 

15.線維筋痛症高齢女性 2

症例に対する 3 週間入院運

動の試み：患者の心身の変

化と理学療法士の関わり方

に関する検討

平成 30 年 9月 第 23 回日本ペインリハ

ビリテーション学会学

術大会 

FM 高齢女性に対して 3 週間の入院運動

プログラムを行い、BDI-2、JFIQ、イン

タビューを行った。2症例とも心身の回

復が良好であり、面談からも PT の関わ

り方が非常に重要であることがわかっ

た。特に患者の不安傾向を まえ、運

動内容や規則正しい生活リズムをきち

んと守らせていたことが功を してい

た。

演者：高井範子 藤田信子 池田耕二

金子基史 三木健司 行岡正雄 

恵美子

16.n-back 課題の 痛 制

効果と前 前野の 活動と

の関連性

平成30年12月 保健医療学学会第 9 回

学術集会 

背外側前 前野(DLPFC)の活性化が痛

み に対する 値の関連性を明らか

にするため、n-back 課題による 痛

制効果の検証を NIRS を用いて行った。

その結果、3-back 時に DLPFC の活性

化が見られ、また NRS は 3-back 時にお

いて DLPFC および前 の 流量と

正の相関がみられたが、正答率との間

に相関がみられなかった。これらのこ

とから、 痛 制を目的に認知課題を

える場合、作業負 量や患者の主観

的難 度に着目することが 痛 制と

の活性化に効果を えることが示

された。 

演者：林英典 大 嵐志 林弘規 木

村 太郎 田中大樹 島田大地 松野

之 藤田信子  

運 動 に よ る 痛 (EIH: 

exercise-induced hypoalgesia)のメカ

ニズムの中で、運動による 報 の

活性化の重要性について、神経障害性

痛を起こしたマウスを自発運動さ

せ、 痛行動の著明な改善とともに

報 におけるドーパミン 生の増加

17.運動療法が痛みに効く

基礎医学的機序と線維筋痛

症患者に対する集中的入院

運動療法の効果

令和元年 10 月 第 11 回日本線維筋痛症

学会学術集会 シンポ

ジウム「慢性の痛み政策

研究事業からみた集学

的診療・運動療法の実

態」 
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の観察について紹介。慢性 痛患者の

報 を 含 む mesocortico-limb 

system の機能不全、特に側 の機能

低下がみられるが、運動による側

の活性化により側 に 射する 桃

体基 外側 (BLA)、内側前 前野の活

性化とともに、痛みに対する によ

る不動や種々の自律神経反応の発現に

関 する 桃体中心 (CeA)の 制に

つながり のネットワークの正常化と

痛と生活習慣の改善につながること

を紹介する。臨床例として、現在、3週

間入院運動プログラムによる痛み、身

体・認知機能、包括的 QOL、うつや  

の 改 善 に つ い て 検 討 し 、 の

resting-state functional 

connectivity の解析による 機能変化

についても紹介した。 

演者： 恵美子 藤田信子  
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年月日

平成28年4月

～

平成28年9月

平成28年10月

～

平成29年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

教 育 研 究 業 績 書

令和２年

氏名 　城野　靖朋

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

2)中間テストによる理解度の確認と、理解度の低
い学生を対象とした学習支援

大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科目
「運動療法学」（1年次配当　1単位）において実践
した。本講義は1年生を対象にした専門科目であっ
たので、専門領域の学習に難渋する学生がいること
も想定された。そこで、講義内容の理解度を確認す
るための中間テストを実施し、学生の理解度の把握
に努めた。中間テストの得点の低かった半数程度の
学生を対象に誤答問題の解説作成を課題とし、個別
の添削を通して指導を行った。さらに、特に得点の
低かった学生（クラスの1/4程度）には授業時間以
外の時間を利用して個別に指導を行った。個別指導
を実施した学生の中間試験の平均点（個別指導前）
はクラス全体の平均点の40%の得点だったが、終講
試験（個別指導後）の平均点はクラス全体の平均点
の87%の得点となった。講義内容の理解度が低い学
生に対して個別性の高い指導を行うことで、専門科
目の学習初期段階における学力の向上に効果的が
あった。

1)確認テストによる理解度の確認と復習の支援 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科目
「運動療法学」（2年次配当　2単位）において実践
した。講義の要点を理解できているかを毎回の講義
で確認テストを行った。また、その小テストの問題
と解答を学内ネットワーク上のフォルダで閲覧可能
な状態とし、自主学習を促した。

4)学生による演習内容の実演を中心とした演習授
業の実施

大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科目
「運動器障害評価法Ⅱ」（2年次配当　1単位）にお
いて実践した。学生の主体的な取り組みを支援する
目的で、学生がペアで評価方法を実演する形式をと
り、学生の実演する評価方法で不足している内容は
その場で指導、訂正を行い、その後全学生で演習を
行った。学生ペアと実演する評価内容は事前に学生
に伝え、演習の事前学習を促した。実演担当の授業
日までに教科書と教科書付属のDVDでの事前学習を
課題とした。DVDは全学生が保有していたが、学内
にも2ヶ所、学生が視聴できる場所を設けて事前学
習を支援した。ほとんど毎日いずれかの学生が演習
の予習、復習を行っており、教員にだけでなく学生
間でも質問や指導が行われるなど、積極的に学習へ
取り組む学生の姿がみられた。

人間医工学、健康・スポーツ科学、神経科学 理学療法学、運動処方と運動療法、臨床神経科学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１ 教育方法の実践例

3)少人数グループでの実習指導 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門基礎
科目「解剖学実習」（2年次配当　1単位）の実習で
取り組んだ。学生を10人程度の少人数グループに分
け、複数の教員でそれぞれが一グループを担当し
た。実習では体表解剖のチェック項目を設定し、そ
れを基にを体表から骨指標や筋などの触診を指導
し、テスト形式で修得度の確認を行い、学習を支援
した。
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平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

令和元年9月

～

現在に至る

平成28年4月

～

平成28年9月

平成29年4月

～

平成30年3月

平成29年4月

～

平成29年9月

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1)大阪行岡医療大学の授業評価アンケート ・大阪行岡医療大学の授業評価アンケート（4段階
評価で「4」が最も良い）のうち、一人で担当する
「運動器障害評価法Ⅱ」で回収した授業評価アン
ケートは概ね「4」、もしくは「3」の評価であっ
た。

2)授業時間外に復習できるスライドの作成 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門基礎
科目「運動器系解剖学」」（1年次配当　4単位）の
講義スライドを学内のパソコンやタブレット端末で
学生がいつでも閲覧できる状態にし、自主学習を促
した。

２　作成した教科書，教材

1)確認テストの作成 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科目
「運動療法学」（2年次配当　2単位）において作成
した。

7)暗記カード形式のプリント配布による自己学習
支援

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
の専門基礎科目「人体構造学Ⅲ」（1年次配当　1単
位）において実施した。暗記が中心となる科目なの
で、記憶の定着を目的に暗記カードを作成できる授
業資料を作成した。授業時間外の学習ツールを提供
することで反復学習が必要となる暗記学習を支援し
たが、学生が授業時間外で暗記している場面がみら
れるなど、学生に自主的な学習姿勢姿勢が見られ
た。

6)臨床動画の活用 大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門科目
「理学療法学総合演習Ⅰ」（3年次配当　1単位）に
おいて実践した。理学療法評価のひとつである動作
分析について、その基礎的な内容を講義した後に、
脳卒中後片麻痺者の理学療法（歩行練習）の動画を
視聴して実際の臨床を想定した学習支援を行った。
その結果、動画を視聴しながら動作の模倣を行うな
ど、積極的な学習の姿勢が見られた。

5)授業理解度の聞き取り調査と補講の実施、なら
びに講義スライド閲覧による自己学習支援

大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の専門基礎
科目「運動器系解剖学」（1年次配当　4単位）の担
当10コマ（上下肢の筋学各論）において実践した。
専門的な科目を初めて受講する講義なので、数名の
学生から理解が不十分な内容について聞き取り調査
を行った。また、その内容に基づいた補講を行い、
学習の理解に努めた。また、講義スライドを学内の
パソコンやタブレット端末で学生がいつでも閲覧で
きる状態にし、自主学習を促した。補講後には講義
時間以外での質問が増えるなど、分からないことを
そのままにしない学習姿勢が身についた。
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平成20年2月

～

平成23年1月

平成25年9月

平成26年9月

平成28年8月

平成30年12月

平成29年6月

～

平成29年9月

1)奈良学園大学保健医療学部看護学科における教
育実績

奈良学園大学保健医療学部看護学科における非常勤
講師として、以下の科目を担当した。

「ヘルスプロモーション論」
　奈良学園大学保健医療学部看護学科の非常勤講師
として担当の「ヘルスプロモーション論」（選択科
目、2年次配当、半期、選択2単位）において、運動
学の基礎的な内容と、運動療法で用いられる運動と
身体機能への効果について授業を行い、それによっ
て、学生に運動を用いたヘルスプロモーションの方
法を理解させる教育効果があった。

５　その他

9)腰痛予防講の講師 公立学校共済組合大阪支部が主催する腰痛予防講座
事業の講師の一人として、参加者42名に対して講師
2名で実演を交えた日常生活動作指導や運動療法に
ついて模擬講義を行った。

8)模擬講義の講師 大阪行岡医療大学のオープンキャンパスの内容のひ
とつとして「腰痛講座」と題し、実演を交えた日常
生活動作指導や運動療法について模擬講義を行っ
た。

7)移乗動作介助に関する講習 病院の職員を対象に、脳卒中後の機能障害によって
自力での移乗が行えない入院患者に対する移乗時の
介助方法について、動画による説明と実技演習を交
えた講習を実施した。

病院の職員を対象に、意識レベルが低いなどで自力
での寝返りが行えない入院患者に対する体位変換に
ついて、静止画での説明と演習の実施を交えた講習
を実施した。

6)病院職員に対する体位変換に関する講習

1)理学療法士養成校から受け入れてた実習生に対
する指導

複数の理学療法士養成校から臨床実習生を受け入れ
ており、そのうちの5名の実習生にはケースバイ
ザーとして症例レポートの作成、院内における症例
発表の指導までを行った。実習生の学習を支援する
目的で以下のような環境設定に取り組んだ。
・実習指導を統括する責任者と相談し、実習生と
の信頼関係が構築しやすく、障害像が複雑過ぎない
患者を選択し、実習が行えるよう調整
・実習指導責任者と連携し、実習指導内容の確認や
修正を行いながら実習指導を実施
・医師や他職種からの情報収集を実習生が直接行え
るように調整
・実習の進捗状況によって、疾患の異なる複数の患
者（中枢神経疾患の患者と整形外科疾患の患者な
ど）について、理学療法プロセスが経験できるよう
に調整
・理学療法プロセスの模倣ができるよう、指導者に
よる指導だけでなく、理学療法士や他の実習生の症
例発表に参加できるよう調整
・他の理学療法士や他職種にも実習生が直接指導を
受けられる機会を設け、様々な意見や考えを聞ける
ように調整
・実習で取り組んだこと、考えたことをまとめて発
表する機会を設定（症例発表）

４　実務の経験を有する者についての特記事項
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平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成29年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成29年10月

～

平成31年3月

「理学療法学総合演習Ⅱ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「理学療法学総合演習Ⅱ」（専門科目、
4年次配当、半期、必須1単位）において、模擬症例
やグループワークを通して理学療法プロセスを経験
する授業を行い、それによって、学生に理学療法の
目標と治療プログラムの立案と具体的な実施方法を
理解させ、実践力を養う教育効果があった。

「理学療法学総合演習Ⅰ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「理学療法学総合演習Ⅰ」（専門科目、
4年次配当、半期、必須1単位）において、理学療法
の評価過程に必要な情報収集と検査・測定技術の向
上を目的に授業を行い、それによって、学生に理学
療法評価を理解させることと、理学療法評価の立案
と実施方法を習得させる教育効果があった。

「運動器障害評価法Ⅱ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「運動器障害評価法Ⅱ」（専門科目、2
年次配当、半期、必須1単位）において、筋系障害
の評価の理論と技術について授業を行い、それに
よって、学生に筋系の評価と位置づけ、筋力検査の
意義を理解させることと、その方法を習得させるこ
との教育効果があった。

「理学療法概論」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「理学療法概論」（専門科目、1年次配
当、半期、必須2単位）において、理学療法におけ
る筋の知識の重要性に関する内容を担当し、その授
業を通して、学生に理学療法への興味・関心を高め
る教育効果があった。

「運動器系解剖学」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「運動器系解剖学」（専門基礎科目、1
年次配当、半期、必須4単位）において、運動器を
構成する筋に関する内容を担当し、その授業を通し
て、学生に身体運動を理解する基礎を理解させる教
育効果があった。

「解剖学実習」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「解剖学実習」（専門基礎科目、2年次
および1年次配当、半期、必須1単位）において、人
体を体表から観察することによる肉眼的構造の理解
を促す授業を行い、それによって、学生に具体的実
体として人体の構造を理解させる教育効果があっ
た。

「運動療法学」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「運動療法学」（専門科目、2年次およ
び1年次配当、半期、必須2単位）において、運動療
法を適切に行うための基礎的な知識と運動器や神経
系疾患、内部障害など目的に合わせた運動手技につ
いて授業を行った。それによって、学生に運動療法
の目的と治療計画立案など基礎理論を理解させる教
育効果があった。

2)大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科におけ
る教育実績

大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科における専
任教員（助教）として、以下のような科目を担当し
た。

リハ－386



平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

平成28年4月

～

平成31年3月

「卒業研究」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「卒業研究」（専門科目、4年次配当、
通年、必須4単位）において、今まで学習してきた
ことの見直し、文献検索、研究方法の選択や論文の
書き方の指導を行った。それによって、学生に具体
的なテーマを選択し、自ら研究する姿勢と能力を養
う教育効果があった。
・平成29年度の卒業研究のテーマ
「閉塞性換気障害と拘束性換気障害におけるADL指
導の違い」「筋緊張の分類とその特徴、そして治療
法、理学療法アプローチについて」「ギラン･バ
レー症候群と多発性硬化症の比較」
・平成30年度の卒業研究のテーマ
「トップアスリートへの理学療法的アプローチにつ
いて」「整形外科疾患の歩行の特徴について」
「パーキンソン病の運動症状の特徴」

「臨床総合実習Ⅱ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「臨床総合実習Ⅱ」（専門科目、4年次
配当、半期、必須8単位）において、学外施設の臨
床実習指導者と連携して、理学療法の対象となる代
表的な疾患について障害評価から治療計画の立案ま
での過程の実施と、理学療法の治療の一部を体験す
るなどの実習を行った。それによって、学生に一連
の理学療法プロセスを実施できる能力を向上させる
教育効果があった。

「臨床総合実習Ⅰ」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「臨床総合実習Ⅰ」（専門科目、4年次
配当、半期、必須6単位）において、学外施設の臨
床実習指導者と連携して、理学療法の対象となる代
表的な疾患について障害評価から治療計画の立案ま
での過程の実施と、理学療法の治療の一部を体験す
るなどの実習を行った。それによって、学生に一連
の理学療法プロセスを実施できる能力を向上させる
教育効果があった。

「臨床評価実習」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「臨床評価実習」（専門科目、3年次配
当、半期、必須3単位）において、学外施設の臨床
実習指導者と連携して、症例に応じた基本的な障害
評価の方法を経験し、障害の種類や程度を具体的に
把握するなどの実習を行った。それによって、学生
に理学療法の基本的な評価技術を習得させる教育効
果があった。

「臨床体験実習」
　大阪行岡医療大学医療学部理学療法学科の助教と
して担当の「臨床体験実習」（専門科目、2年次配
当、半期、必須1単位）において、学外施設の臨床
実習指導者と連携して、理学療法の見学を通して理
学療法業務について学び、問診や評価を一部体験す
るなどの実習を行った。それによって、学生に理学
療法の意義と役割の理解させるだけでなく、理学療
法士として今後習得しなければならない能力を認識
させる教育効果があった。
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平成29年4月

～

平成31年3月

平成31年4月

～

現在に至る

平成31年9月

～

現在に至る

平成31年9月

～

現在に至る

平成31年9月

～

現在に至る

平成31年9月

～

現在に至る

大阪ハイテクノロジー専門学校柔道整復師学科にお
ける非常勤講師として、以下の科目を担当した。

「リハビリテーション医学」
　大阪ハイテクノロジー専門学校柔道整復師学科の
非常勤講師として担当の「リハビリテーション医
学」（3年次配当、前期-必須1単位、後期-必須1単
位）において、脳や脊髄、運動器、呼吸器などの幅
広い疾患による障害と、障害をリハビリテーション
の観点から治療することについて授業を行い、それ
によって、学生にリハビリテーションの意義とリハ
ビリテーションに携わる職種の役割を理解させる教
育効果があった。

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
における専任教員（講師）として、以下のような科
目を担当した。

「運動学Ⅰ」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の講師として担当の「運動学Ⅰ」（専門基礎科
目、1年次配当、半期、必須1単位）をオムニバス形
式で5回分の授業を担当した。主に運動の心身への
影響と運動学習について授業を行った。それによっ
て、学生に運動をリハビリテーションに応用するた
めの基礎的な理論を理解させる教育効果があった。

「人体機能学Ⅱ（動物性機能）」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の講師として担当の「人体機能学Ⅱ（動物性機
能）」（専門基礎科目、1年次配当、半期、必須1単
位）をオムニバス形式で5回分の授業を担当した。
主に脳神経系に関する生理機能を系統的に理解でき
るように授業を行った。それによって、学生に理学
療法士・作業療法士にとって動物性機能が必要な意
味を理解させる教育効果があった。

3)大阪ハイテクノロジー専門学校柔道整復師学科
における教育実績

「人体構造学Ⅲ（神経・運動器）」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の講師として担当の「人体機能学Ⅱ（動物性機
能）」（専門基礎科目、1年次配当、半期、必須1単
位）をオムニバス形式で5回分の授業を担当した。
主に運動の発現とそれを統制・支配する脳神経系の
機能解剖を説明できるように授業を行った。それに
よって、学生に、これらの知識を基に機能解剖や運
動学との関連性、臨床面への応用について理解させ
る教育効果があった。

4)奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
学科における教育実績

「基礎ゼミⅡ」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の講師として担当の「基礎ゼミⅡ」（共通教育科
目、1年次配当、半期、必須1単位）を少人数のゼミ
形式で１年次生が大学の学習に慣れ、４年間の大学
生活を有意義に送るための基礎を修得できるよう授
業を担当した。最終的には一人一つのテーマを設定
し、具体的には、講義ノートの取り方、文献資料の
検索、学術的な文章の読み方などについて、ゼミ形
式の演習を通じて学修し、最終的には１人１テーマ
で学習した内容をまとめてプレゼンテーションを
行った。それによって、学生に大学における能動的
な学びを理解させ、慣れさせる教育効果があった。
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平成31年9月

～

現在に至る

平成28年6月

平成28年9月

平成29年9月

令和元年年9月

年月日

平成19年5月

平成25年3月

平成28年3月

「早期体験実習(理学療法)」
　奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学
科の講師として担当の「早期体験実習(理学療法)」
（専門科目、1年次配当、半期、必須1単位）を担当
した。教員引率による臨地での見学実習、および学
内でのセミナーを通して、理学療法の役割と位置付
けを学修させ、他職種の専門性と相互の連携を理解
させ、理学療法士への動機付けと学習意欲を高める
効果があった。

なし

２　特許等

博士（保健学） 大阪府立大学　第15号
題名「The effect of tonic contraction of one
hand muscle on motor area of tonically
contracting another hand muscle 」（訳文：手指
筋緊張性収縮が緊張性に収縮する隣接運動野表象へ
及ぼす影響）

修士（保健福祉学） 県立広島大学　第419号
題名「二重課題訓練の注意に関する指示が姿勢動揺
に与える影響」

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

理学療法士 理学療法士免許登録（第63125号）

7) PLOS ONEの査読 原著論文1編の査読を担当した。

6)第9回三島ブロック新人症例発表会の査読委員 大阪府理学療法士学会三島ブロックの新人症例発表
の抄録の査読を2名分担当した。

大阪府理学療法士学会三島ブロックの新人症例発表
の抄録の査読を3名分担当した。

5)Journal of Physical Therapy Scienceの査読 原著論文1編の査読を担当した。
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平成21年1月

～

平成23年1月

平成23年1月

～

平成25年3月

平成25年4月

～

平成27年8月

平成28年4月

～

平成31年3月

特記事項なし

４　その他

4)ゆきおかデイケアセンター理学療法士 週に1回程度の頻度で、行岡病院の通所リハビリ
テーションで個別理学療法に従事した。対象は脳血
管疾患、脊髄小脳変性症などの中枢神経疾患、変形
性膝関節症、人工膝関節術後、腰椎圧迫骨折などの
運動器疾患を背景に持つ地域在住の高齢者である。

3)大津病院理学療法士 療養病棟に勤務。
慢性期の整形外科疾患、呼吸器疾患、中枢神経疾患
の入院患者への理学療法に従事した。
外来リハビリテーションに勤務。
脳卒中後で片麻痺のある地域在住高齢者の外来での
理学療法に従事した。
在宅訪問サービス

2)白須整形外科クリニック理学療法士 変形関節症、肩関節周囲炎、人工関節置換術後や腱
板断裂術後など多くの運動器疾患患者の理学療法に
従事した。また、オスグッドシュラッター病、脊椎
分離症など若年者の理学療法も実施した。微弱電流
治療器という新奇性のある物理療法の実施も行っ
た。

３　実務の経験を有する者についての特記事項

1)東浦平成病院理学療法士 回復期病棟に勤務。
回復期病棟の専従理学療法士として、回復期病棟で
個別リハビリテーションを行うリハビリテーション
専門職種のリーダーとして、回復期リハビリテー
ション病棟業務に従事した。リハビリテーションプ
ログラムの検討、退院前の在宅訪問評価、退院先の
検討など、理学療法士の視点からチーム医療に携
わった。
　個別には脳血管疾患をはじめとする中枢神経疾患
患者、整形外科疾患をはじめとする運動器疾患患者
や肺炎後や外科的術後の廃用症候群の患者などを対
象にした理学療法に従事した。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

（学術論文）

共著 平成24年11月

共著 平成25年3月

単著 平成25年3月3 二重課題訓練の注意に
関する指示が姿勢動揺に
与える影響
（修士論文）

県立広島大学 注意機能の低下がみられる中枢神経疾患患
者や高齢者の理学療法を想定し、健常成人
を対象とした運動課題と認知課題の二重課
題干渉効果ならびに、二重課題練習におけ
る注意に関する指示の影響を検証した。運
動課題と認知課題の二重課題干渉効果に
よって、運動課題パフォーマンスは向上
し、認知課題パフォーマンスは低下するこ
とが示唆された。また、二重課題練習時の
注意に関する指示は与えず、自由に練習さ
せることで、運動課題パフォーマンスが即
時的に向上することが示唆された。
A4判　全25頁

浮き趾と足趾運動機能、姿勢制御能力の関
連について検証した。足趾が全て接地して
いる対象と比較し、足趾の接地状態が不良
な対象では、Functional reach testの距
離および足趾荷重量が低値を示し、Center
of foot pressure軌跡の後方偏移を認め
た。また、これらの対象では足趾筋力が低
値を示し、足趾屈曲が困難であった。した
がって、浮き趾を有する高齢者では姿勢制
御能力や足部機能が低下している可能性が
示唆された。このことは、健常高齢者に限
らず、リウマチなどの運動器疾患や痙縮な
どの中枢神経疾患による足趾変形の理学療
法評価と関連する知見である。
本人担当部分：研究結果と姿勢制御能力の
関係について考察するなど、考察を部分的
に担当。
執筆者：長谷川正哉，金井秀作，島谷康
司，城野靖朋，島田雅史，大塚彰

2 高齢者にみられる浮き
趾と足趾運動機能および
姿勢制御能力について
（査読付）

理学療法の臨床と研究
22号, pp.15-19

1 イメージ能力の差がメ
ンタルプラクティスによ
る筋力増強効果に与える
影響
（査読付）

運動療法と物理療法
23巻3号，pp.302-307

整形外科疾患、中枢神経疾患、また、高齢
や廃用症候群によって重度の筋力低下がみ
られる対象の運動療法の開発を目的とし
て、健常成人を対象にメンタルプラクティ
スによる膝伸展筋力増強効果を検証した。
メンタルプラクティスは等尺性膝伸展筋力
を有意に増強させた。イメージする課題中
の脳血流量を、近赤外光脳機能イメージン
グ装置で測定したところ、前頭葉領域の脳
活動賦活が確認された。したがって、メン
タルプラクティスによる筋力増強効果は、
脳活動を賦活させることによる神経性要因
による可能性が示唆された。
本人担当部分：研究結果の解釈、特に脳機
能に関する部分の考察について部分的に担
当。
執筆者：谷出康士，金井秀作，城野靖朋，
後藤拓也

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

なし
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共著 平成25年7月

共著 平成25年8月 中枢神経障害や加齢の影響によって注意機
能が低下している患者への理学療法では、
効率的に運動学習が達成されるための注意
の操作は重要な問題である。そこで健常成
人を対象に、二重課題練習における注意に
関する指示方略の影響を検証した。二重課
題練習時に注意の指示を与えない方略によ
る練習で、二重課題の運動課題パフォーマ
ンス、高難易度運動課題パフォーマンスが
即時的に向上した。したがって、二重課題
練習時の注意に関する指示は与えず、自由
に練習させることで、運動課題パフォーマ
ンスが即時的に向上することが示唆され
た。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、結果の分析、論文投稿に
至るまでを中心的に担当。
執筆者：城野靖朋，金井秀作，後藤拓也，
原田亮，藤高祐太，谷出康士，長谷川正
哉，大塚彰

5 二重課題練習における
注意の指示の影響
（査読付）

理学療法科学
28巻4号, pp.533-537

4 運動課題と認知課題の
二重課題干渉効果
（査読付）

ヘルスプロモーション
理学療法研究
3巻2号, pp.47-51

運動課題にタンデム立位保持課題、認知課
題にストループ干渉課題を用いて、各課題
パフォーマンスが受ける二重課題干渉効果
について検証した。二重課題干渉効果でタ
ンデム立位の重心動揺面積は縮小し、スト
ループ干渉課題の正当数が減少した。した
がって、運動課題と認知課題の二重課題干
渉効果によって、運動課題のパフォーマン
スは向上し、認知課題のパフォーマンスは
低下することが示唆された。このことは、
注意機能の低下がみられるような高齢者や
中枢神経疾患患者にはより顕著に観察され
る可能性があり、そのような対象者の理学
療法評価で二重課題の干渉を考慮する必要
性を示している。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、結果の分析、論文作成、論文投稿に
至るまでを中心的に担当。
執筆者：城野靖朋，金井秀作，後藤拓也，
原田亮，藤高祐太，谷出康士，長谷川正
哉，大塚彰
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共著 平成26年7月

共著 平成26年10月7 Bimanual coordination
of force enhances
interhemispheric
inhibition between the
primary motor cortices.
（査読付）
（両手間force協調が一次
運動野の半球間抑制を強
化）

NeuroReport
Vol. 25(15)
pp.1203-1207
（訳文：ニューロレ
ポート）

一次運動野の半球間抑制は、中枢神経障害
による運動麻痺に影響を及ぼしていると考
えられている。その半球間抑制が運動制御
に及ぼす影響を明らかにするため、Force
の両手協調が、一次運動野の半球間抑制に
与える影響を神経生理学的に検証した。左
右の示指外転運動による両側間force調整
が不要な課題と比較して、両側間force調
整が必要な課題で半球間抑制が増大した。
したがって、両側間でforceを調整する運
動の協調において一次運動野の活動が抑制
されることを示唆した。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
を部分的に担当。
執筆者：Hiraoka K.（平岡浩一）, Ae M.
（阿江実乃里）, Ogura N.（小倉奈々）,
Sano C.（佐野千紗）, Shiomi K.（塩見啓
悟）, Morita Y.（森田祐司）, Yokoyama
H.（横山遥香）, Jono Y.（城野靖朋）,
Nomura Y.（野村佳史）, Tani K.（谷恵
介）, Chujo Y.（中條雄太）

6 Different
corticospinal control
between discrete and
rhythmic movement of
the ankle.
（査読付）
（足関節背屈の単発運動
とリズミカル運動との間
における皮質脊髄制御の
違い）

Frontiers in Human
Neuroscience
Vol. 8 article.578
（訳文：フロンティア
イン　ヒューマン
ニューロサイエンス）

中枢神経障害や運動器障害によって生じる
歩行障害の理学療法では連続的な歩行練習
と分節的な歩行練習とが行われる。そこで
これらの違いを神経生理学的に明らかにす
るため、リズミカルな足関節底背屈運動
と、1回の足関節底背屈運動における皮質
脊髄制御ならびに脊髄制御の違いを検証し
た。その結果、前脛骨筋の運動誘発電位
が、リズミカルな運動の後期で有意に大き
かった。このことから、リズミカルな運動
の初期と後期で皮質脊髄制御が異なる可能
性が示唆された。この結論は、理学療法に
おける歩行練習が連続的もしくは分節的に
行うかによって、皮質脊髄制御のレベルで
違いがあることを示している。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。運動誘発電位とH反射の結果から，神
経的な制御機構に関する考察を行った。
執筆者：Goto Y.（後藤夢野）, Jono Y.
（城野靖朋）, Hatanaka R.（畑中良太）,
Nomura Y.（野村佳史）, Tani K.（谷恵
介）, Chujo Y.（中條雄太）, Hiraoka K.
（平岡浩一）
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共著 平成26年10月

共著 平成27年4月 中枢神経疾患の運動障害である共同運動
は、活動を意図していない筋に隣接する筋
活動からの影響が及んでいる。そこで、隣
接筋間の活動の関係性を明らかにするた
め、手指筋支配運動野表象に隣接手指筋活
動が与える影響を神経生理学的に観察し
た。隣接筋活動の影響により興奮性の重心
が運動野内側へ偏移した。隣接筋運動野表
象との重複表象の興奮性は変化しなかった
が、非重複表象の興奮性は抑制された。非
重複表象は重複表象よりも外側に位置して
いた。したがって、隣接筋活動は非重複表
象の興奮性を抑制し、興奮性の重心を偏移
させることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
執筆者：Jono Y.（城野靖朋）, Chujo Y.
（中條雄太）,  Nomura Y.（野村佳史）,
Tani K.（谷恵介）, Nikaido Y.（二階堂
泰隆）, Hatanaka R.（畑中良太）,
Hiraoka K.（平岡浩一）

9 The effect of tonic
contraction of the
finger muscle on the
motor cortical
representation of the
contracting adjacent
muscle.
（査読付）
（手指筋緊張性収縮が収
縮中の隣接手指筋運動野
表象に与える影響）

Somatosensory & Motor
Research
Vol.32(2)
pp.114-121
（訳文：ソーマトセン
ソリー　アンド　モー
ターリサーチ）

8 Asymmetry of
anticipatory postural
adjustment during gait
initiation.
（査読付）
（歩行開始時の予測的姿
勢制御の非対称性）

Journal of Human
Kinetics
Vol.42 pp.7-14
（訳文：ジャーナル
オブ　ヒューマンキネ
ティクス）

歩行開始時の重心移動は、まず歩行を開始
する足側かつ後方へ重心が移動する。これ
は予測的姿勢制御を反映しているが、パー
キンソン病患者の外的合図による歩行開始
では、歩行開始足と反対側に最初の重心移
動が生じることが多くなる（予測的姿勢制
御の誤り）。そこで、歩行開始足の選択プ
ロセスの違いが、歩行開始時の予測的姿勢
制御の非対称性へ与える影響を運動学的に
検証した。外的な合図による歩行開始時の
重心移動は、歩行開始足が右足や自由に選
択した足よりも左足の場合に有意に側方へ
変移した。本研究結果は外的合図による歩
行開始時の予測的姿勢制御の左右非対称性
を示唆する。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。結果の解釈、考察を部分ではパーキン
ソン病のすくみ足に関して臨床的観点から
議論を行った。
執筆者：Hiraoka K.（平岡浩一）,
Hatanaka R.（畑中良太）, Nikaido Y.
（二階堂泰隆）, Jono Y.（城野靖朋）,
Nomura Y.（野村佳史）, Tani K.（谷恵
介）, Chujyo Y.（中條雄太）
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共著 平成27年4月

共著 平成27年7月11 不安定面での姿勢制御
能力が地域在住高齢者の
転倒に及ぼす影響―不安
定面での重心動揺検査に
おける検証―
（査読付）

ヘルスプロモーション
理学療法研究
5巻2号, pp.75-79

地域在住高齢者の不安定面での姿勢制御能
力が転倒にどう影響するかを運動学的に検
証した。過去1年間の転倒歴から転倒群と
非転倒群とを分類し、ラバー負荷使用によ
る姿勢制御能力を比較した。その結果、重
心動揺面積ならびに軌跡長に有意な差は認
められなかったが、ラバー負荷時のロンベ
ルク率で、非転倒群で高値だった。した
がって、転倒群の姿勢制御は非転倒群と比
べ下肢の体性感覚への依存が少ない可能性
が示唆された。このことは地域在住高齢者
に対する理学療法のみならず、健康増進、
予防理学療法にとって重要な知見である。
本人担当部分：研究結果の解釈、考察の姿
勢制御に関する議論を行い、部分的に担
当。
共同発表者：藤高祐太，金井秀作，原田
亮，後藤拓也，城野靖朋，田中聡，大塚彰

10 Monaural auditory
cue affects the process
of choosing the initial
swing leg in gait
initiation.
（査読付）
（モノラルな音刺激が歩
行開始足の選択過程に与
える影響）

Journal of Motor
Behavior
Vol.47(6)
pp.522-526
（訳文：ジャーナル
オブ　モータービヘイ
バー）

すくみ足のみられるパーキンソン病患者で
は、歩行開始足の左右の選択にばらつきが
生じる。また、音信号は歩行開始時の反応
時間や歩幅、予測的姿勢制御などに影響を
与えることが知られている。そこで歩行開
始足の選択に音信号が与える影響を検証し
た。開始足に選択しにくい足側からの音信
号は、開始足に選択しにくい足を開始足に
選択する確率を増大させた。しかし、常時
同側から音信号与える実験では、開始足に
選択しにくい足を選択する確率を増大させ
なかった。したがって、選択しにくい足側
への音信号は、それが予測できない場合
に、選択しやすい足を選択する優先性を弱
めることが示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案部分ではパーキンソン
病のすくみ足に関して臨床的観点から議論
を行った。
執筆者：Hiraoka K.（平岡浩一）, Ae M.
（阿江実乃里）, Ogura N.（小倉奈々）,
Sano C.（佐野千紗）, Shiomi K.（塩見啓
悟）, Morita Y.（森田祐司）, Yokoyama
H.（横山遥香）, Iwata Y.（岩田泰幸）,
Jono Y.（城野靖朋）, Nomura Y.（野村佳
史）, Tani K.（谷恵介）, Chujo Y.（中
條雄太）
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共著 平成28年2月

共著 平成28年3月

単著 平成28年3月14 The effect of tonic
contraction of one hand
muscle on motor area of
tonically contracting
another hand muscle
（博士論文）
（手指筋緊張性収縮が緊
張性に収縮する隣接筋運
動野表象へ及ぼす影響）

大阪府立大学 隣接する手指筋緊張性収縮が、運動野の興
奮性および抑制性に及ぼす影響について検
証した。第1実験では、隣接筋活動により
運動野興奮性分布が運動野の内側へ偏移し
た。第2実験では、独立性の高い運動に関
連する筋の運動野表象の外側が、独立性の
低い運動に関連する筋活動によって興奮性
が抑制し、抑制性は脱抑制した。したがっ
て、隣接する手指筋緊張性収縮の影響は筋
特異的かつ領域特異的であることが示唆さ
れた。このことは、中枢神経障害による運
動麻痺のパターンの特徴を電気生理学的に
示すことに発展する可能性がある。
A4判　全42頁

相対位相の異なる両側性運動を用いて皮質
脊髄調整による運動制御への影響を神経生
理学的に調べた。難易度の高い相対位相の
両側性運動中の皮質脊髄興奮性が高かっ
た。このことは、課題の難易度、半球間相
互作用の関与、または運動課題を習得する
ために費やされる労力が大きいことに起因
する可能性がある。また、難易度の高い相
対位相の両側性運動中の背景筋活動に対す
る皮質脊髄興奮性の依存性は低かった。こ
のことは、難易度の高い相対位相の両側性
運動に対する皮質脊髄の寄与の小ささを反
映し得る。この知見は、両手を用いて行う
日常生活動作の難易度によって神経系の関
与が異なることも示している。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
執筆者：Nomura Y.（野村佳史）, Jono Y.
（城野靖朋）,  Tani K.（谷恵介）,
Chujyo Y.（中條雄太）, Hiraoka K.（平
岡浩一）

13 Corticospinal
modulations during
bimanual movement with
different relative
phases
（査読付）
（異なる相対位相の両側
運動中における皮質脊髄
変調）

Frontiers in human
neuroscience
Vol.10
Artikle.95
（訳文：フロンティア
イン　ヒューマン
ニューロサイエンス）

眼と手の協調的な運動制御を神経生理学的
に明らかにするため、眼球運動命令が手指
筋支配皮質脊髄路興奮性に及ぼす影響を検
証した。眼球運動前と比較して、眼球運動
開始から終了を4分割した第3相の手指筋支
配皮質脊髄路興奮性が有意に減少した。筋
の違い、眼球運動方向および筋が収縮した
場合の指運動方向に影響を受けなかった。
したがって、眼球運動命令が手指筋への運
動命令を生成しなかった。また、抑制は前
腕肢位の影響を受けなかったため、視覚的
フィードバックが存在しないときに前腕筋
の固有受容によって抑制が影響されなかっ
たことを示した。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
執筆者：Chujyo Y.（中條雄太）, Jono Y.
（城野靖朋）, Tani K.（谷恵介）,
Nomura Y.（野村佳史）, Hiraoka K.（平
岡浩一）

12 Corticospinal
Excitability in the
Hand Muscles is
Decreased During Eye
Movement with Visual
Occlusion.
（査読付）
（視覚遮断下での眼球運
動による手内在筋皮質脊
髄興奮性の減少）

Perceptual and motor
skills
Vol.122(1)
pp.238-255
（訳文：パーセプチャ
ル　アンド　モーター
スキルス）
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共著 平成28年6月

共著 平成28年8月16 The Effect of
Monaural Auditory
Stimulus on Hand
Selection When Reaching
（査読付）
（モノラルな音刺激が
リーチ動作における手の
選択へ及ぼす影響）

Motor control
pp.1-23
（訳文：モーターコン
トロール）

標的物へのリーチ動作に左右どちらの手を
選択するかの運動プロセスは、聴覚的な情
報処理に関わる脳機能が関係していると推
察し、モノラルな聴覚刺激が手選択に及ぼ
す影響について検証した。右耳への聴覚刺
激は右手選択を増大させ、左耳への聴覚刺
激は左手選択をわずかに増大させた。手選
択が左右均等になる水平視線角度は、右聴
覚入力の影響を受けて有意に左へ偏移した
が、左聴覚入力の影響を受けなかった。し
たがって、手選択に対する右聴覚刺激が有
意となる効果は、手選択の皮質活動の左右
非対称性を示唆する。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
執筆者：Tani K.（谷恵介）, Jono Y.（城
野靖朋）, Nomura Y.（野村佳史）,
Chujyo Y.（中條雄太）, Hiraoka K.（平
岡浩一）

運動制御に影響を与える予測、反射、感覚
情報といった因子が、外力に対して指の位
置を保とうとする際の運動反応の潜時へど
のような影響を与えるかを神経生理学的に
検証した。長潜時の伸張反射は外力の方向
に関わらず誘引されたことから、筋伸張の
感覚情報だけでなく、運動方向に関係のな
い感覚情報によっても誘引されることが示
唆された。どちらの外力方向に対しても運
動反応の時間予測は長潜時伸張反射を促通
した。この変調は筋の伸長に媒介されない
と考えられる。また、運動反応の方向予測
は、その方向に筋が伸長された場合に長潜
時伸張反射と皮質脊髄興奮性を促通した。
したがって、これらの変調は脊髄反射に媒
介されていると考えられる．
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
執筆者：Nikaido Y.（二階堂泰隆）,
Hatanaka R.（畑中良太）, Jono Y.（城野
靖朋）, Nomura Y.（野村佳史）, Tani K.
（谷恵介）, Chujyo Y.（中條雄太）,
Hiraoka K.（平岡浩一）

15 Time and direction
preparation of the long
latency stretch reflex
（査読付）
（長潜時反射の時間と方
向の準備）

Human movement
science Vol.47
pp.38-48
（訳文：ヒューマン
ムーブメント　サイエ
ンス）
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共著 平成28年8月

共著 平成28年10月

共著 平成28年11月19 Change in
excitability of
corticospinal pathway
and GABA-Mediated
inhibitory circuits of
primary motor cortex
induced by contraction
of adjacent hand muscle
（査読付）
（隣接する手指筋収縮に
よる皮質脊髄の興奮性回
路とGABAが介在する抑制
性回路の興奮性変化）

Brain Topography
Vol.29(6)
pp.834-846
（訳文：ブレイン　ト
ポグラフィー）

隣接する複数の筋活動の協調性が障害され
るような脳卒中後の運動障害には，運動系
の興奮性や抑制性の問題が影響していると
考えられる。そこで本研究では，隣接する
手指筋緊張性収縮が運動野の興奮性および
抑制性に及ぼす影響について神経生理学的
に検証した。小指外転筋活動の影響によっ
て、運動野外側に位置する小指外転筋の運
動野表象周辺の第1背側骨間筋の運動野表
象で興奮性が減少し、抑制性は脱抑制し
た。このことから共同的な示指と小指の運
動において、独立性の高い運動に関連する
筋が独立性の低い運動に関連する筋の活動
の影響を受けることを示唆した。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施，論文作成，論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
執筆者：Jono Y.（城野靖朋）, Iwata Y.
（岩田恭幸）, Mizusawa H.（水澤裕貴）,
Hiraoka K.（平岡浩一）

脳卒中やパーキンソン病などの既往のある
方を含む地域在住高齢者を対象に、三次元
複数物体追跡課題のトレーニング効果を検
証した。トレーニング介入群ではTrail
Making Test part Aが介入後に有意に短く
なった。介入群においてTrail Making
Test part AとTimed Up and Go Testの変
化比率の間に有意な正の相関が認められ
た。地域在住高齢者に対する三次元複数物
体追跡課題のトレーニング効果は注意機能
および動的バランス能力の向上が期待で
き、新しい運動療法として可能性があるだ
けでなく、健康増進や転倒予防といった予
防理学療法に有効であることが示唆され
た。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
執筆者：城野靖朋，辻下守弘

18　地域在住高齢者にお
ける三次元複数対象追跡
課題のトレーニング効果
の検証
（査読付）

理学療法科学
31巻5号, pp.729-732

17 Interhemispheric
inhibition induced by
transcranial magnetic
stimulation over
primary sensory cortex
（査読付）
（一次感覚野への経頭蓋
磁器刺激による半球間抑
制）

Frontiers in human
neuroscience
Vol.10
Artikle.438
（訳文：フロンティア
イン　ヒューマン
ニューロサイエンス）

中枢神経障害による運動麻痺に影響を及ぼ
していると考えられている半球間抑制は、
一次運動野だけでなく一次感覚野において
も観察されている。一次感覚野を経頭蓋磁
気刺激することによる長潜時半球間抑制が
触覚入力によって調節されるのか、この抑
制が一次運動野を刺激することによって生
じる抑制と異なるのかを神経生理学的に検
証した。一次感覚野を刺激することによる
長潜時半球間抑制は、対側示指への皮膚刺
激による体性感覚求心性入力が一次感覚野
に到達するタイミングで促通した。一次運
動野を刺激することによる長潜時半球間抑
制は、指刺激の影響を受けなかった。した
がって、一次感覚野を刺激することによる
長潜時半球間抑制は、体性感覚経路の活動
と関連することが考えられ、また、一次運
動野を刺激することによる抑制と異なるこ
とが示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
執筆者：Iwata Y.（岩田恭幸）, Jono Y.
（城野靖朋）, Mizusawa H.（水澤裕貴）,
Kinoshita A.（木下篤）, Hiraoka K.（平
岡浩一）
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共著 平成29年4月

共著 平成29年4月

共著 平成30年3月22 大腿四頭筋の運動錯覚
を惹起する振動刺激周波
数の再現性についての検
討
（査読付）

大阪行岡医療大学紀要
5号,
pp.23-27

大腿四頭筋の運動錯覚を惹起する振動刺激
周波数の再現性について検証した。Visual
Analog Scaleを用いて50Hz、70Hz、90Hz、
120Hzのそれぞれの周波数の振動刺激によ
る運動錯覚の程度を1週間以上の間隔をあ
けて2回評価した。90Hzの周波数にのみ2回
の評価間に有意な正の相関がみられた。ま
た、2回の評価間の誤差の種類はすべての
周波数で偶然誤差であった。本研究結果よ
り、90Hzの周波数による振動刺激は大腿四
頭筋の運動錯覚を惹起させる方法として有
用であることが明らかになった。
本人担当部分：研究計画の立案から結果の
解釈、考察部分を部分的に担当。
執筆者：神里巌, 城野靖朋, 粕渕賢志

眼球運動が立位姿勢制御に及ぼす影響を運
動学的に検証した。衝動性眼球運動を選択
反応課題で行わせた条件の重心動揺総軌跡
長は、衝動性眼球運動を単純反応課題で行
わせた条件と比較して有意に小さかった。
また、滑動性眼球運動を行わせた条件の重
心動揺総軌跡長と外周面積は、衝動性眼球
運動を選択および単純反応課題で行わせた
条件よりも有意に大きかった。したがっ
て、眼球運動による立位姿勢動揺への影響
は、眼球運動の反応課題の違いよりも、眼
球運動制御の違いによる影響を反映したも
のと考えられる．
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施，論文作成，論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
執筆者：城野靖朋, 金井秀作

21 眼球運動が立位姿勢制
御へ及ぼす影響
（査読付）

理学療法科学
32巻2号,
pp.211-214

20 Processes of
anticipatory postural
adjustment and step
movement of gait
initiation（査読付）
（歩行開始のステップ動
作と予測的姿勢制御の調
整過程）

Human movement
science
Vol.52
pp.1-16
（訳文：ヒューマン
ムーブメント　サイエ
ンス）

歩行開始の予測的姿勢調整（APA）とス
テップ動作のプロセス間の相互作用を検証
した。APAは歩行開始前の圧力中心の変移
の第1相（S1）で観察した。S1は振出下肢
変更あるいは歩行開始動作を中止した場合
でも出現し、歩行のAPAとステップ動作は
二重プロセスであることが示唆された。S1
の側方振幅と持続時間が、振出下肢変更あ
るいは動作中止により有意に減少した。歩
行開始動作の中止プロセスと振出下肢変更
はAPAに対して共通の抑制メカニズムを共
有している可能性がある。歩行開始の運動
プロセスは、すくみ足のあるパーキンソン
病患者で障害されていると考えられてお
り、歩行開始の運動プロセスの解明は、
パーキンソン病患者に限らず神経系障害患
者の理学療法評価につながる知見である。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案部分ではパーキンソン
病のすくみ足に関して臨床的観点から議論
を行った。
執筆者：Mizusawa H.（水澤裕貴）, Jono
Y.（城野靖朋）, Iwata Y.（岩田恭幸）,
Kinoshita A.（木下篤）, Hiraoka K.（平
岡浩一）
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共著 平成30年3月

共著 平成30年10月

共著 平成31年3月25 The influence of
muscular activities in
a squat with hands on a
table for "locomotion
training"
(テーブルを用いたスク
ワットによるロコモー
ショントレーニングが筋
活動に与える影響)
（査読付）

人間と科学: 県立広島
大学保健福祉学部誌
(1346-3217)19巻1号
Page49-53(2019.03)

椅子上の座位からテーブルに手を添えたス
クワット(HOTS)をした際の筋活動を、通常
の立位スクワット(SPS)と比較した。HOTS
ではテーブルの高さを変えた高位HOTSと低
位HOTSの2種類で測定した。その結果、大
腿直筋、内側広筋および半腱様筋に関して
は、SPSによる筋活動の方が高位HOTSより
も有意に大きかった。これらより、下肢筋
の筋活動はテーブルを用いたスクワットが
通常のスクワットより必ずしも有意に減少
するわけでは無いことが明らかとなり、
テーブルの高さを調節することで、効果的
で安全なスクワットができることが示唆さ
れた。
本人担当部分：研究計画の立案から結果の
解釈、考察部分を部分的に担当。
論文作成，論文投稿に至るまでを中心的に
担当。
執筆者：金井秀作, 池上あゆみ, 岡村和
典, 城野靖朋, 大塚彰

24 足部内在筋トレーニン
グの学習における随意運
動介助型電気刺激装置の
効果　内在筋および外在
筋の筋活動からの検討
（査読付）

物理療法科学
25巻,
pp.27-33

本研究ではShort Foot exercise(以下、
SFex)の習得を促進する目的で随意運動介
助型電気刺激装置(以下、IVES)を利用する
ことの有効性を検討した。その結果、IVES
を利用するSFexが、足部外在筋による代償
を増加させることなく、従来の方法以上に
SFex中の母趾外転筋の筋活動を増加させ
た。このことから、IVESの利用がSFexの習
得の促進に有効であることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から結果の
解釈、考察部分を部分的に担当。
執筆者：岡村和典, 城野靖朋, 山本征孝,
江川晃平, 金井秀作

23 異なる負荷値における
足関節背屈可動域測定の
信頼性
（査読付）

大阪行岡医療大学紀要
5号,
pp.19-22

低い負荷での足関節背屈可動域測定の信頼
性を明らかにする目的で、異なる負荷値に
おける足関節背屈可動域測定の信頼性を検
証した。本研究では同一検者による2回の
測定を実施した。本研究で用いた25N、
50N、75N、100Nすべての負荷におい誤差は
偶然誤差で、誤差の範囲は2.74°から
3.79°の範囲であった。本研究結果から、
負荷値を統一した足関節背屈可動域測定で
は、低い負荷であっても4°未満の偶然誤
差で評価できることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
執筆者：城野靖朋, 神里巌, 岡村和典, 金
井秀作, 大塚彰
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共著 平成31年3月

（その他）

「総説」

共著 平成25年5月

共著 平成31年3月2 理学療法士の経験学習
プロセスの解明に向けて
―経験学習研究における
理論的枠組みと課題―

大阪行岡医療大学紀要
6号,
pp.23-33

理学療法士の経験学習プロセスの解明と支
援方法の開発に向けて、これまで多くの専
門職の経験学習プロセスを明らかにしてき
た松尾による経験学習研究の理論的枠組み
を要約するとともに、それらによって解明
された看護師と保健師の経験学習プロセス
について要約した。これらを踏まえ、我々
が計画している理学療法士の経験学習プロ
セスの解明に向けた研究的枠組みに関する
課題を考察した。
本人担当部分：理学療法士の経験学習プロ
セスの解明に向けた研究的枠組みに関する
課題の考察に関して、部分的に担当。
共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢
志, 城野靖朋, 松田淳子

ユニバーサルデザインの概念に基づき，福
祉用具の研究・開発を行ってきた。サリド
マイド薬禍障害児の電動義手，進行性筋ジ
ストロフィー症児に対するバネ付き装具の
開発に始まり，様々な義手，福祉用具の研
究・開発に携わってきた。近年では障害を
持つヒトの余暇の利用を支援するタンデム
チェアスキーや，砂浜歩行研究に基づく砂
浜裸足用5本趾履物，介助者の主観的な負
担を軽減する寝返り介助用具を開発した。
本人担当部分：砂浜歩行研究に関する研究
を中心的に担当。
共同発表者：大塚彰，長谷川正哉，城野靖
朋，田中聡，沖貞明

1 ユニバーサルデザイン
と福祉用具の開発研究

理学療法えひめ

本研究では自作の前腕マッチング課題装置
を用いた位置覚評価システムの信頼性を検
討し、適切な実験プロトコルを提案するこ
とを目的とし、肘関節の屈曲課題と伸展課
題においてマッチング課題の信頼性を検討
した。その結果、マッチング課題には偶然
誤差が認められた。信頼性が優秀となるに
は屈曲課題で10回、伸展課題で7回の計測
が必要であることが示された。これらよ
り、本システムによる位置覚の計測は10回
以上の計測が必要であることが示された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、論文作成、論文投稿に至るまでを中
心的に担当。
執筆者：城野靖朋, 神里巌

26 前腕マッチング課題の
信頼性―自作装置による
予備的研究―
（査読付）

大阪行岡医療大学紀要
6号,
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「学会発表」

＜国際学会＞

- 平成25年9月

- 平成25年9月2 Study of dual-task
cost by manipulating
the attentional demands
of a cognitive and
motor task.
（訳文：認知課題と運動
課題における注意需要量
を統制した二重課題コス
トの研究）

The 6th WCPT-AWP &
12th ACPT Congress
2013
（於台湾）
（訳文：第6回世界理学
療法アジア西太平洋地
域学会および第12回ア
ジア理学療法学会の合

二重課題によるパフォーマンスの低下
（dual-task cost）は、高齢者や中枢神経
疾患患者で顕著にみられ、日常生活動作能
力へ影響を及ぼす重要な問題である。そこ
で、注意需要量を統制した運動課題下での
認知的負荷によるdual-task costへの影響
を検証した。難易度を注意需要量で統制し
た二重課題条件を設定し、単一運動課題能
力の高い群と低い群とでdual-task costを
比較した。両群間でdual-task costに有意
な差をみとめなかった。したがって、二重
課題におけるdual-task costは、単一運動
課題能力に影響されない可能性が示唆され
た。
本人担当部分：研究結果の解釈、考察を部
分的に担当。
共同発表者：Goto T.（後藤拓也）, Okita
K.（沖田一彦）, Hasegawa M.（長谷川正
哉）, Tanaka S.（田中聡）, Shimatani
K.（島谷康司）, Jono Y.（城野靖朋）,
Daniide Y.（谷出康士）, Harada R.（原
田亮）, Fujitaka Y.（藤高祐太）, Kanai
S.（金井秀作）

1 Effects of cerebral -
blood-flow change
during muscle power
enhancing training with
mental practice.
（訳文：メンタルプラク
ティスによる筋力増強訓
練における脳血流量変化
の影響）

The 6th WCPT-AWP &
12th ACPT Congress
2013
（於台湾）
（訳文：第6回世界理学
療法アジア西太平洋地
域学会および第12回ア
ジア理学療法学会の合
同学会）

メンタルプラクティスによる膝伸展筋力増
強効果を検証した。2週間のメンタルプラ
クティスによる筋力増強効果の評価と、イ
メージ課題中の脳血流量を測定した。メン
タルプラクティスは等尺性膝伸展筋力を有
意に増強させた。イメージ課題中は、前頭
葉領域の脳活動賦活が確認された。した
がって、メンタルプラクティスは脳活動を
賦活させることで、神経性要因による筋力
増強効果を得ている可能性が示唆された。
これは、整形外科疾患、中枢神経疾患、ま
た、高齢や廃用症候群によって重度の筋力
低下がみられる対象の運動療法となりう
る。
本人担当部分：研究結果の解釈、考察を部
分的に担当。
共同発表者：Daniide Y.（谷出康士）,
Kanai S.（金井秀作）, Jono Y.（城野靖
朋）, Goto T.（後藤拓也）
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＜国内学会＞

- 平成24年5月

- 平成20年8月

- 平成26年5月3 運動野表象に対する隣
接筋随意収縮の影響

第49 回日本理学療法学
術大会
（於パシフィコ横浜）

試験筋随意収縮中に隣接筋を随意収縮させ
た時に生じる試験筋支配運動野表象分布の
変化を観察し、試験筋随意収縮中の隣接筋
活動の影響を神経生理学的に検証した。隣
接筋活動の影響を受けて、試験筋運動野興
奮性分布の重心は内側へ偏移した。試験筋
随意収縮中の隣接筋活動は、試験筋運動野
表象の興奮性分布を変化させることが示唆
された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、発表資料の作成、発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋，中條雄太，谷恵
介，野村佳史，二階堂泰隆，畑中良太，平
岡浩一

2 変形性膝関節症に対す
る微弱電流の効果

第20回日本物理療法学
会学術大会
（於佛教大学）

変形性膝関節症患者を対象に，微弱電流の
効果を疼痛および歩行の変化から検討し
た。対象は70歳代の左変形性膝関節症患者
1名とし，通常の理学療法に微弱電流治療
を追加した。介入一日目に，疼痛の軽減と
歩行時の左下肢単脚支持期の延長がみられ
た。介入二日目以降，治療前後の変化は観
察できなかったが，一日目の治療効果は維
持できていた。本症例は微弱電流治療の介
入一日目に，疼痛緩和による単脚支持期の
延長が観察された。
本人担当部分：研究計画の立案から介入の
実践，発表資料の作成，発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋，堀内賢，岡田裕
尚，百々美樹，白須健司

イメージ課題を用いたメンタルプラクティ
スによる筋力増強効果を検証した。メンタ
ルプラクティスは等尺性膝伸展筋力を有意
に増強させた。等尺性膝伸展筋力測定をイ
メージする課題中の脳血流量を、近赤外光
脳機能イメージング装置で測定したとこ
ろ、前頭葉領域の脳活動賦活が確認され
た。したがって、メンタルプラクティスは
脳活動を賦活させ、神経性要因による筋力
増強効果を得ることが示唆された。
本人担当部分：研究結果の解釈，考察を部
分的に担当。
共同発表者：谷出康士，金井秀作，城野靖
朋，後藤拓也，島谷康司，長谷川正哉，大
塚彰

1 メンタルプラクティス
による筋力増強効果の検
討

第47回日本理学療法学
術大会
（於神戸ポートピアホ
テル）
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- 平成26年5月

- 平成26年5月

- 平成26年11月6 身体軸に対する手指運
動方向が手指筋運動野表
象に及ぼす影響

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

身体軸に対する運動方向の違いが手指筋運
動野表象に及ぼす影響を検証した。異なる
3つの上肢肢位において手指筋運動誘発電
位マッピングを行った。運動方向の違いに
よる手指筋運動野表象の違いはみられな
かった。肩関節角度と肘関節角度の違い
で、hotspot内側の手指筋運動誘発電位に
有意な差がみられた。したがって、中枢関
節角度の影響により手指筋運動野表象内側
の興奮性が変化することが示唆された。肢
全体の関節に共同運動が生じてしまう中枢
神経障害の運動障害と関連する知見である
可能性がある。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、発表資料の作成、発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋，中條雄太，谷恵
介，野村佳史，畑中良太，岩田泰幸，水澤
裕貴，平岡浩一

5 地域在住高齢者におけ
る不安定面での姿勢制御
能力が転倒にどのように
影響を及ぼすか―不安定
面での重心動揺検査にお
ける検証―

第49 回日本理学療法学
術大会
（於パシフィコ横浜）

ラバー負荷重心動揺検査を利用して、地域
在住高齢者の不安定面での姿勢制御能力が
転倒にどう影響するかを運動学的に検証し
た。ラバー負荷使用による姿勢制御能力
は、転倒と関連しなかった。ラバー負荷時
のロンベルク率は、非転倒群で高値を示し
た。したがって、転倒群の姿勢制御は非転
倒群と比べ下肢の体性感覚への依存が少な
い可能性が示唆された。
本人担当部分：研究結果の解釈、考察を部
分的に担当。
共同発表者：藤高祐太，金井秀作，原田
亮，後藤拓也，城野靖朋，田中聡，大塚彰

4 外乱予測が筋反応およ
び反応前期の皮質脊髄興
奮性に与える影響

第49 回日本理学療法学
術大会
（於パシフィコ横浜）

外乱方向および外乱タイミング予測が外乱
に対する筋反応と反応前期の皮質脊髄興奮
性に与える影響を神経生理学的に検証し
た。タイミング予測により伸展外乱時のみ
反応前期皮質脊髄興奮性が増大した。タイ
ミング予測は筋伸張を予測できないにもか
かわらず伸展外乱反応前期のみで皮質脊髄
興奮性増大に作用することを示唆した。し
たがって、タイミング予測による反応前期
皮質脊髄興奮性増大に筋伸張求心性インパ
ルスが関与することが示唆された。
本人担当部分：実験の実施、研究結果の解
釈、考察を部分的に担当。
共同発表者：二階堂泰隆，畑中良太，城野
靖朋，谷恵介，野村佳史，中條雄太，平岡
浩一

リハ－404



- 平成26年11月

- 平成26年11月

- 平成26年11月

聴覚刺激が視覚反応リーチ課題時の手選択
に及ぼす影響を検証した。右利き者のリー
チ側選択が左右均等になる水平視線角度
は、右聴覚入力の影響を受けて有意に左へ
偏移した。左利き者の水平視線角度は、右
聴覚入力の影響を受けて半数で左へ偏移し
たが、残りの半数では算出できなかった。
したがって、右聴覚音は右利き者の視覚標
的リーチ時の右手選択確率を増加させる
が、左利き者において右利き者と異なる機
構の存在が示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：谷恵介，城野靖朋，中條雄
太，野村佳史，畑中良太，平岡浩一

9 異なる相対位相の両側
リズミカル運動における
運動制御

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

相対位相の異なるリズミカルな両側性運動
の運動制御を神経生理学的に検証した。難
易度の高い相対位相のリズミカル運動で、
運動誘発電位が有意に大きくなり、背景筋
放電量に対する運動誘発電位の相関が有意
に低下した。したがって、高い難易度の両
側性運動では皮質脊髄路興奮性は増大する
が、筋出力の皮質脊髄制御の依存は小さい
ことが示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：野村佳史，畑中良太，城野靖
朋，谷恵介，中條雄太，平岡浩一

8 聴覚刺激が視覚標的
リーチ時の手選択に及ぼ
す影響

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

7 両側forceの協調が皮質
間抑制に及ぼす影響

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

半球間抑制は中枢神経障害による運動障害
と関係していると考えられている。そこ
で、両側forceの協調が半球間抑制に及ぼ
す影響を神経生理学的に観察した。半球間
抑制は、左右示指同士を直接押し合う協調
したforce出力を要する課題において、左
右示指間に金属板を挟んだ協調したforce
出力を要しない課題と比較して有意に大き
くなった。条件刺激と試験刺激の刺激間隔
時間の違いが、半球間抑制の大きさに与え
る影響はみとめなかった。したがって、両
側forceの協調は皮質間抑制を促通するこ
とが示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：平岡浩一，阿江美乃里，小倉
奈菜，佐野千紗，塩見啓悟，森田祐司，横
山遙香，城野靖朋，野村佳史，谷恵介，中
條雄太
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- 平成26年11月

- 平成27年11月

- 平成27年11月12 単耳聴覚性歩行開始合
図が振出下肢選択におよ
ぼす影響

第45回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於大阪国際会議場）

単耳聴覚性歩行開始合図が振出下肢選択に
及ぼす影響を検証した。聴覚合図側が予想
不能なセッションで、自己ペース歩行開始
動作における振出下肢に選択しにくい下肢
側からの聴覚合図は、聴覚合図側の下肢を
振出下肢に選択する確率を増大させた。し
かし、聴覚合図側が予想可能なセッション
では、有意な変化は観察されなかった。し
たがって、選択しにくい振出下肢側への予
測不能な聴覚合図は、聴覚合図側の下肢選
択確率を増加させる。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：平岡浩一，阿江実乃里，小倉
奈々，佐野千紗，塩見啓悟，森田祐司，横
山遥香，岩田恭幸，城野靖朋，野村佳史，
谷恵介，中條雄太

11 手指筋の緊張性収縮が
隣接筋運動野の興奮性お
よび抑制性回路に与える
影響

第45回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於大阪国際会議場）

手指筋運動野表象の興奮性および抑制性回
路に及ぼす隣接筋活動の影響を神経生理学
的に検証した。第1背側骨間筋は，小指外
転筋と重複していない運動野表象で小指外
転筋活動による運動野興奮性および抑制性
が抑制された。小指外転筋では第1背側骨
間筋活動による運動野興奮性および抑制性
は変化しなかった。したがって，隣接筋活
動による運動野表象の興奮性変動は筋に
よって異なることが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施，発表資料の作成，発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋，岩田恭幸，水澤裕
貴，平岡浩一

10 視覚入力を伴わない衝
動性眼球運動が手指筋皮
質脊髄路興奮性に及ぼす
影響

第44回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於福岡国際会議場）

視覚入力を伴わない衝動性眼球運動が、手
指筋支配皮質脊髄路興奮性に及ぼす影響を
神経生理学的に検証した。眼球運動前と比
較して、衝動性眼球運動開始から終了を4
分割した第3相の運動誘発電位が有意に減
少した。前腕肢位及び筋の違いによる影響
はみられなかった。衝動性眼球運動は手指
筋支配皮質脊髄路の興奮性を抑制するが、
その抑制に視覚、前腕固受容器、および共
通経路を介した手指運動命令は関与しない
ことが示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：中條雄太，城野靖朋，谷恵
介，野村佳史，畑中良太，平岡浩一
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- 平成27年11月

- 平成27年11月

- 平成28年6月15 高齢者に対する3次元
複数物体追跡課題を用い
た視覚認知トレーニング
の効果

第44回日本バイオ
フィードバック学会学
術集会（於日本大学文
理学部百年記念館）

地域在住高齢者を対象に、三次元複数物体
追跡課題のトレーニング効果を検証した。
トレーニング介入群ではTrail Making
Test part Aが介入後に有意に短くなっ
た。介入群においてTrail Making Test
part AとTimed Up and Go Testの変化比率
の間に有意な正の相関が認められた。地域
在住高齢者に対する三次元複数物体追跡課
題のトレーニング効果は注意機能および動
的バランス能力の向上が期待でき、新しい
運動療法としての可能性が示唆された。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：辻下守弘，城野靖朋

14 歩行開始時予測的姿勢
制御の動作変換または中
止による抑制

第45回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於大阪国際会議場）

歩行開始時予測的姿勢制御における、足底
移動中心軌跡のS1相に及ぼす動作変換ある
いは中止の影響を運動学的に検証した。歩
行開始合図により生じたS1の側方振幅とそ
の持続時間が、振出下肢変更あるいは動作
中止により有意に減少した。このことは、
歩行開始時の予測的姿勢制御は、他の競合
する運動プログラムから抑制フィードバッ
クを受けることを示唆する。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：水澤裕貴，城野靖朋，岩田恭
幸，平岡浩一

13 一次感覚野への経頭蓋
磁気刺激による一次運動
野半球間抑制

第45回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於大阪国際会議場）

一次感覚野への経頭蓋磁気刺激による半球
間抑制を神経生理学的に観察した。一次感
覚野への経頭蓋磁器刺激により感覚減弱が
生じた対象者では、刺激後20 msおよび
40msで半球間抑制が観察された。このこと
から、一次感覚野への経頭蓋磁器刺激で長
潜時の半球間抑制を誘発可能であることが
示唆された。また、この抑制は感覚減弱が
生じた対象者で観察されたことから、皮膚
知覚経路に関連していると考えられる。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：岩田恭幸，城野靖朋，水澤裕
貴，平岡浩一
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- 平成28年11月

- 平成28年11月

- 平成28年11月 ポリリズム両手運動に対するリズム視覚
フィードバックの入力側、刺激位置間距
離、およびフィードバックと運動側の一致
の影響を検証した。フィードバック入力側
が片側の条件におけるポリリズムの周期の
長い側の手運動周期が、片手運動と比較し
て短縮した。フィードバック入力側が両側
の条件では片手運動に対する周期の差は観
察されず、刺激位置間距離の違いにおいて
も運動周期の差は観察されなかった。した
がって、フィードバックの入力側半球が同
一であることに起因して、ポリリズムの周
期の長い側の手運動周期が短縮することが
考えられた。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：木下篤, 城野靖朋, 水澤裕
貴，岩田恭幸, 平岡浩一

18 リズムフィードバック
入力視野がポリリズム両
側運動に及ぼす影響

第46回日本臨床神経生
理学会学術大会（郡
山）

17 一次感覚野経頭蓋磁気
刺激による半球間抑制の
体性感覚経路依存性

第46回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於ホテルハマツ）

対側示指への皮膚刺激が、経頭蓋磁気刺激
によって観察される長潜時半球間抑制へ及
ぼす効果を神経生理学的に観察した。一次
運動野を刺激することによる長潜時半球間
抑制は、対側示指への皮膚刺激の影響を受
けなかった。一次感覚野を刺激することに
よる長潜時半球間抑制は、一次感覚野を刺
激する20ms前に対側示指へ皮膚刺激を与え
ると促通した。これは体性感覚求心性入力
が一次感覚野に到達した時点で、一次感覚
野を刺激することによる長潜時半球間抑制
が促通されることを意味する。したがっ
て、一次感覚野を刺激することによる長潜
時半球間抑制は、体性感覚経路の活動と関
連することが考えられた。
本人担当部分：実験の実施を中心的に担
当。研究計画の立案から結果の解釈、考察
部分を部分的に担当。
共同発表者：岩田恭幸, 城野靖朋, 水澤裕
貴，木下篤, 平岡浩一

16 異なる手指運動プロセ
ス間の協調

第46回日本臨床神経生
理学会学術大会
（於ホテルハマツ）

異なる手指運動プロセス間の協調について
検証した。示視屈曲時の示指支配筋単純反
応時間は小指運動の影響を受けなかった
が、小指屈曲時の小指支配筋反応時間は示
指運動の影響を受けて有意に延長した。ま
た、示指支配筋と小指支配筋の反応時間差
の試行間標準偏差は、示指と小指の同時外
転時に最も小さく、同時屈曲時に最も大き
かった。したがって、独立性の高い運動を
実行する示指の運動プロセスでは他の指運
動プロセスとの干渉はないが、独立性の低
い小指の屈曲運動プロセスでは他の指運動
プロセスの干渉を受ける場合がある。ま
た、指の外転運動は屈曲運動よりも他の指
運動との共同性が高いことが示唆された。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、発表資料の作成、発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋, 岩田恭幸, 木下
篤, 平岡浩一
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- 令和元年10月

- 令和元年11月20 理学療法士の経験学習
プロセスの解明にむけた
探索的研究―成長を促す
経験と教訓―

第8回日本理学療法教育
学会学術大会・第2回日
本理学療法士学会管理
部門研究会（名古屋）

仕事に対する信念は専門職の経験学習に重
要な役割を担い，理学療法士（以下，PT）
の育成には信念の形成支援が大切となる．
しかし，PTの信念の内容や形成支援方法は
明らかにされていない．そこで，本研究で
は現場の熟達PTの信念を明らかにし，信念
の形成支援方法を提案する．熟達PTからは
30個の信念カテゴリーが得られたが，それ
らは実に多様であった．これらを要約する
と、熟達PTの信念は人間関係の構築，PTの
プライドや責任感，熱意と幅広い実践，治
療成果による社会還元等から形成されてい
た．
本人担当部分：研究計画の立案から結果の
解釈、考察部分を部分的に担当。
共同発表者：池田耕二, 田坂厚志, 粕渕賢
志, 城野靖朋, 松田淳子

19 上腕三頭筋腱振動刺激
時の肘関節角度の違いが
運動錯覚の惹起に及ぼす
影響

第27回日本物理療法学
会学術大会（東京）

関節角度の違いによる筋長の変化が筋腱振
動刺激による運動錯覚の惹起に及ぼす影響
を明らかにすることを目的とし、左肘関節
屈曲30度、60度、90度の3条件で運動錯覚
を評価した。その結果、肘関節屈曲60度と
90度において肘関節屈曲の運動錯覚が惹起
された。したがって、筋腱振動刺激による
運動錯覚の惹起には被刺激筋の長さが影響
し、伸長位であることが必要だと考えられ
た。
本人担当部分：研究計画の立案から実験の
実施、発表資料の作成、発表に至るまでを
中心的に担当。
共同発表者：城野靖朋、神里巌、吉川義
之、辻下守弘
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年月日

平成25年10月

～

平成31年3月

平成26年4月

～

平成31年3月

平成27年4月

～

平成31年3月

令和元年10月

～

現在に至る

医療機関（社会医療法人黎明会 北出病院）におい
て、臨床経験の浅い理学療法士・作業療法士に対し
ては、症例の担当場面に介入して直接的な指導を実
施（on the job training）。一方、中堅以上のス
タッフに対しては、学術活動や後進育成のための教
育・マネジメント、多職種・多事業所連携等に関す
る相談・指導を実施。

3）事前テストの実施による学習目標の明確化

4) 臨床における理学療法士・作業療法士に対する
教育

1）メーリングリストを利用したレポート添削によ
る効率的な個別学習支援

土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科 専
門分野 「運動分析学（2年次）」において、姿勢・
動作の観察・分析方法の指導と演習（レポート作
成）を行う。学生は繰り返しレポート提出を行い、
それに対して個別にフィードバックを行う必要があ
るため、学内メーリングリストを利用した課題の提
出・返却を実施した。学生は提出期日までの間、昼
夜問わずレポートを提出できる利便性があるととも
に、添削の際もワープロソフトの校閲機能を用いて
効率よく丁寧に実施できる。

2）チューター制度による少人数制の学生生活およ
び学習のサポート

土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科にお
いて、学年を問わず、履修中の科目の中で理解が不
十分であったり、学生生活で悩みがあったり、将来
的な不安などを抱えている学生は少なくない。そこ
で、学年別に少人数（6名程度）の学生を対象に放
課後等の時間を活用してチューター制度を設けた。
比較的共通する課題や悩みがあるなどピアとしても
機能し仲間意識が高まるなど、きめ細かいフォロー
が学生にとって有効にはたらいていることを実感す
る試みである。

土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科 専
門基礎分野 「人体の機能演習Ⅰ・Ⅱ」「運動学演
習Ⅰ・Ⅱ」（ともに1年次）では、初めて専門的な
学習を行う学生にとって難易度は高いと思われる。
そこで毎回講義の最初に、当日講義で扱う内容で構
成された「事前テスト」を講義冒頭で実施（5分程
度）。これによりこれから何を学ぶか意識付けする
とともに、講義終了後には事前テストの解答を完成
させたものを提出させ、理解の確認とともに質問を
受け付け、次回講義時にフィードバックするよう努
めた。学生評価は非常に高いものであった。

研 究 分 野

地域理学療法学、老年期理学療法、運動制御

教 育 研 究 業 績 書

　令和２年 月３ 日

氏名　　滝本　幸治　　

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

歩行、転倒、認知症、健康増進、介護予防

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例
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年月日事項 概 要

平成23年9月

平成26年4月

平成27年4月

平成22年

7月1日

平成24年

8月11日

平成26年

5月1日

平成28年

12月9日

平成25年

3月30日

平成27年

9月29日

平成27年

2月15日

1）土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科
学生による授業評価アンケート結果における評価

土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科の担
当科目である「人体の機能演習Ⅰ・Ⅱ」「運動学演
習Ⅰ・Ⅱ」や「地域リハビリテーション学」「地域
理学療法学Ⅰ」では、授業評価により得られた結果
を講義に反映することで、学生が求める教授方法に
ついて再考し、必要に応じて対応した。具体例とし
ては、配布資料に含まれる演習問題について模範解
答を付すことや、テキスト掲載の図では分かりにく
いものについて他の文献から理解しやすい図をスラ
イドで示したり資料として配布したりするなど対応
した。また講義資料作成時に活用した文献・資料等
についてのリストも学生に紹介し、希望に応じて提
供した。結果、学生の学習意欲の向上や高い満足度
が得られた。

２　作成した教科書，教材

土佐リハビリテーションカレッジ同窓会「未来会」
にて、現職の理学療法士・作業療法士を対象に「周
期運動の神経メカニズム―タイミングと力制御に関
する研究動向とともに」というテーマで講演。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

研究活動において、リハビリテーションに関連が深
い力量調節課題を用いる機会が多く、力制御の精度
を確認するための解析ソフトが必須であった。これ
まで適当な解析ソフトが見当たらなかったため、ソ
フト開発企業と連携し解析ソフトの開発にあたっ
た。これにより多くのデータ解析が可能となり（学
生の卒業研究含む）、解析時間の大幅な短縮ととも
に研究の選択肢を広げることができた。

４　実務の経験を有する者についての特記事項

土佐リハビリテーションカレッジ 理学療法学科で
担当している「地域リハビリテーション学」「地域
理学療法学Ⅰ」（ともに3年次）において、講義用
テキストを作成した。医療・福祉・保健・介護等を
取り巻く状況が目まぐるしく変遷するなか、専門職
養成に必要な標準的事項は既刊のテキストで補える
が、リアルタイムにトピックス的な話題や状況を反
映させるために、教材として50ページ程度のサブテ
キストを作成し講義で活用している。

1）力量解析ソフトの開発

2）講義用テキスト作成

土佐リハビリテーションカレッジ同窓会「未来会」
にて、現職の理学療法士・作業療法士を対象に「地
域包括ケアシステムにおけるリハ専門職の貢献と課
題」というテーマで講演。

2）和歌山県理学療法士協会
中紀ブロック勉強会　講師

1）香南市「健康を守る会」勉強会 講師

和歌山県理学療法士協会中紀ブロックの勉強会講師
として「歩行の神経メカニズム～歩行の発現と制御
機構の基本システム～」というテーマで講演。

高知県香南市香我美町の地域在住高齢者が主体と
なって活動している「健康を守る会」の勉強会に、
「年齢に負けない丈夫なからだをもつために」とい
うテーマで講演とともに健康体操の実演を行った。

4）川田整形外科 勉強会 講師 川田整形外科リハビリテーション科スタッフを対象
に「臨床実習教育について考える」というテーマで
講演。

島津病院リハビリテーション科スタッフを対象に
「臨床実習教育再考」というテーマで講演。

3）島津病院 勉強会　講師

5）同窓会「未来会」勉強会 講師

6）高知県香南市地域ケア会議事前研修会 講師 高知県香南市が平成27年4月より実施する地域ケア
個別会議に先立って、事業所職員らを対象とした研
修会を実施。
「運動機能アセスメント―測定目的と方法について
―」と題して研修会講師を務めた。
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年月日事項 概 要

平成29年

8月24日

平成29年

8月29日

平成30年

2月16日

平成30年

8月11日

平成30年

9月6,10,13日

平成30年

9月21日

平成31年

3月15日

平成30年

9月28日，

10月1日

平成31年

2月24日

高知県香南市で年次計画されている通所介護事業所
連絡会において、通所介護事業所スタッフ向けに
「根拠に基づく生活支援を考える―効果検証の方法
を通じて―」として、事例検討のなどの際に一助と
なるよう症例研究デザインやアセスメントの重要性
について解説した。

高知県リハビリテーション職能三団体協議会の主催
による本研修において、PT・OT・STの参加者（50
名）を対象に「介護予防の機能強化を支援する活動
の報告―地域リハビリテーション活動支援事業を踏
まえて―」というテーマで講演した。

7）高知県介護予防強化型サービス事業所育成支援
事業研修会 講師

高知県主催の自立支援機能を強化する介護事業所ス
タッフの育成支援を目的とした研修会にて、「転ば
ぬ先の転倒予防」と題して、アセスメント方法や具
体的転倒予防策等について講演。

高知県芸西村教育委員会が、競技スポーツを実施す
る小・中学生の保護者に対して企画した研修会に
て、「成長期のスポーツとの付き合い方」という
テーマで、実技を交えながら講義を実施。

8）高知県芸西村教育委員会スポーツ研修会 講師

9) 高知県越知町介護予防事業リハ専門職派遣事業
講師

リハ専門職が介入していない自治体を県が抽出し、
リハ専門職を派遣する事業の一環。
高知県越知町にて継続されてきた介護予防事業にお
いて、参加者減少という課題や介護予防の動機づけ
のために地域在住高齢者を対象に「健康長寿で生き
かた上手」というテーマで講演するとともに体操と
体力測定を実施。

10) 社医）黎明会 北出病院　勉強会講師 理学療法士を対象に「加速度センサを用いた歩行解
析の基礎―臨床研究への展開を踏まえて」という
テーマで講演。実際に歩行時加速度計測およびデー
タ解析を実演するとともに、これらの臨床研究への
展開を想定した具体的提案を試みた。

11) 高知県介護予防強化型サービス事業所育成支
援事業研修会　講師

高知県主催の自立支援機能を強化する介護事業所ス
タッフの育成支援を目的とした研修会であり、
「Healthy Agingを叶えるために―アセスメントに
基づく介入方法を考える―」と題して、老年症候群
（フレイル）の解説やアセスメント方法、アセスメ
ント結果に基づく具体的介入方法等について講演。
高知県下の中央（高知市）・西部（黒潮町）・東部
（香美市）にて実施。

12) 平成30年度香南市通所介護事業所連絡会　講
師

高知県香南市で年次計画されている通所介護事業所
連絡会において、通所介護事業所スタッフ向けに
「転ばぬ先の転倒予防体操―老いるショックに陥ら
ないために―」というテーマで講演。

13) 香南市いきいきクラブ事業研修会　講師 高知県香南市で実施されている住民主体型運動教室
の運営を支援する当該事業において、運動教室の
リーダーを対象に「健康体操で生きかた上手―コグ
ニサイズの方法と実践―」というテーマで講演と実
技指導を実施。

14) 介護予防事業実践報告研修　講師
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年月日事項 概 要

平成31年

3月4日

令和元年

10月14日

令和2年

2月1日

令和2年

1月12日

平成21年10月

～

平成27年3月

平成20年7月

～

平成22年9月

平成31年4月

～

現在に至る

令和元年10月

～

現在に至る

4) 社会医療法人北出病院リハビリテーション科
臨床指導

北出病院リハビリテーション科スタッフ（理学療法
士，作業療法士）に対して、臨床指導を実施。

15) 高知県越知町介護予防事業リハ専門職派遣事
業 講師

高知県越知町のリハビリテーション活動支援事業の
一環として、越知町中大平地区の住民に対し「元気
よく畑仕事を続けるために―農作業がもたらす健康
生活―」というテーマで講演とともに体操および体
組成計側等を実施した。

奈良市社会福祉協議会（青和地区）の主催で開催さ
れた地域住民を対象とした講演会で、「Healthy
Agingを叶える街づくり―健康長寿を叶えるために
―」というテーマで講演とともに参加者とともに体
操を行った。

3) 土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科
非常勤講師

土佐リハビリテーションカレッジ理学療法学科の3
年生に対して「地域リハビリテーション学」の講義
を担当。

５　その他

室戸高校 生活福祉系列の２・３年生に対して「リ
ハビリテーション医療の基礎技術について」として
看護基礎医学2の授業を担当した。

奈良市社会福祉協議会の主催で、奈良市西福祉セン
ターで開催された地域住民を対象とした講演会で、
「健康長寿を叶える街づくり―人生100年時代にで
きること―」というテーマで講演とともに参加者と
ともに体操を行った。

和歌山県理学療法士連盟の主催で、和歌山国際厚生
学院で開催された、リハビリテーション専門職（特
に理学療法士）を対象とした講演会で「地域包括ケ
アに貢献する理学療法士になるために―地域共生社
会の実現に向けて―」というテーマで講演を行い、
一部参加者と演習を行った。

2)高知県立室戸高校「看護基礎医学2」授業担当

16) 奈良市社会福祉協議会（青和地区）講演会 講
師

1)高知大学教育学部 非常勤講師

〈教育実績〉

高知大学 教育学部 共通科目「高齢者スポーツ論」
を担当。高齢社会の現状および要因分析とともに、
老年医学の知見に基づいた高齢者の心身機能の特徴
を概説。健康長寿に向けた生涯スポーツの位置づけ
や考え方、老年学・公衆衛生学・健康心理学等を踏
まえた実践論について教授している。

17）和歌山県理学療法士連盟研修会 講師
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年月日事項 概 要

年月日

平成22年

4月1日

平成27年

1月18日

平成27年

2月1日

平成28年

5月17日

平成17年4月

～

平成29年9月

平成27年4月

～

平成31年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

２　特許等

3)介護予防推進リーダー　取得

１　資格，免許

（自治体事業）

高知県香南市がH27年度より開始した地域ケア個別
会議において、アドバイザーとして当初より参加。
個別事例の課題分析および目標設定、支援内容につ
いて助言を行っている。

2)香南市地域ケア会議アドバイザー

1)香南市高齢者健診事業（運動啓発事業）

3)高知市介護認定審査会 委員

登録番号5-138
（公社）日本理学療法士協会が定める制度である。
自らの専門性を高め、良質なサービスを提供する臨
床能力を備え、理学療法の学問的発展に寄与する研
究能力を高めていくことを目的としたものである。

（公社）日本理学療法士協会の重点施策の一つであ
る地域包括ケアシステムに関わることのできる人材
育成制度を修了。

（公社）日本理学療法士協会の重点施策の一つであ
る地域包括ケアシステムに関わることのできる人材
育成制度を修了。

高知大学大学院総合人間自然科学研究科（甲総医博
第47号）
論文題目「Comparison of timing and force
control of foot tapping between elderly and
young subjects」

4)博士（医学）

H17年度以降、現在に至るまで高知県香南市の高齢
者健診事業（H26より運動啓発事業に事業名変更）
を受託。毎年9~10月頃に、香南市在住の65歳以上高
齢者を対象として、運動・認知機能の計測を実施
し、計測データを市に提供するとともに、計測デー
タを統計処理することにより同市の体力標準値等を
算出・共有してきた。

高知県高知市の介護認定審査会委員として、介護認
定審査にあたる。

2)地域包括ケア推進リーダー　取得

1)専門理学療法士（生活環境支援理学療法）取得
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年月日事項 概 要

令和元年10月

～

現在に至る

平成18年6月

～

平成19年6月

平成20年5月

～

現在に至る

平成20年6月

～

平成26年6月

平成22年11月

～

平成28年11月

平成24年4月

～

平成25年3月

平成26年7月

～

平成31年3月

平成27年6月

～

平成29年6月

4)奈良市二名地区介護予防事業 奈良市二名地域包括支援センターの管轄する地域住
民を対象とした介護予防事業に講師として参画。介
護予防や健康に関連する講話とともに健康体操の実
践指導を実施。

6）四国理学療法士学会　演題査読委員 四国理学療法士会が毎年開催する四国理学療法士学
会の演題査読委員を務めている。

7）公社）高知県理学療法士協会 事務局次長 （公社）高知県理学療法士協会の事務局次長に就
任。高知県の理学療法士の質の向上と社会貢献のた
めの企画総括や会員管理に努めている。

（理学療法士協会関連業務）

3）公社）高知県理学療法士協会 広報部

（公社）高知県理学療法士協会の学術部員として、
高知県理学療法学会および研修会の運営、高知県理
学療法（学術誌）の編集・発刊等に携わった。

日本物理療法学会の選挙管理委員として（H23年5月
より委員長）、学会評議員の選出のための選挙を実
施している。

（公社）高知県理学療法士協会の広報部員（後に副
部長）として、主に協会ホームページの管理や会員
向け会誌（県協会ニュース）や一般向け広報誌（ぱ
わふるとさ！）の編集・発行に携わってきた。

（公社）日本理学療法士協会が毎年開催する日本理
学療法学術大会の演題査読委員を務めている。

5）日本理学療法士協会グランドデザイン
策定委員（予防領域）

1）公社）高知県理学療法士協会 学術部

2）日本物理療法学会 選挙管理委員会 委員長

4） 日本理学療法学術大会 演題査読委員

（公社）日本理学療法士協会が、国民の保健福祉を
支援する理学療法士グランドデザインを策定するた
めにチームを構成し、「予防領域」の委員としてグ
ランドデザイン策定に携わった。
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年月日事項 概 要

平成27年6月

～

平成31年3月

平成29年6月

～

平成31年3月

平成30年3月

～

現在に至る

平成27年2月

～

現在に至る

平成22年

11月13日

平成22年

10月16日

平成27年

3月22日

平成27年

11月29日

（学術大会 司会・座長）

（公社）高知県理学療法士協会の総務部長に就任。
会員管理や法人運営を担い、理事会および総会の開
催・運営を行っている。

8）高知県理学療法士連盟　事務局長 高知県理学療法士連盟の事務局長に就任。県民や理
学療法士の声を受け取り、県もしくは国に届けるた
めのサポート（講演会の開催など）の活動してい
る。

（公社）高知県理学療法士協会の事務局次長に就
任。高知県の理学療法士の質の向上と社会貢献のた
めの企画総括や会員管理に努めている。

9）（公社）高知県理学療法士協会　総務部長

2)第19回日本物理療法学会学術大会（座長） 第19回日本物理療法学会学術大会にて、一般演題Ⅳ
の座長を務めた。

3)第25回高知県理学療法士協会新人発表学術集会
（座長）

第25回高知県理学療法士協会 新人発表学術集会に
て、ポスター演題「生活環境」の座長を務めた。

4)第44回四国理学療法士学会（座長） 第44回四国理学療法士学会にて、一般演題Ⅱ-④
「運動器・基礎系」の座長を務めた。

1)第39回四国理学療法士学会（座長） 第39回四国理学療法士学会にて、一般演題「調査・
研究」の座長を務めた。

11) 日本予防理学療法学会学術大会　演題査読委
員

日本地域理学療法学会学術大会の演題査読委員を務
めている。

日本予防理学療法学会学術大会の演題査読委員を務
めている。

10) 日本地域理学療法学会学術大会　演題査読委
員
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年月日事項 概 要

平成29年

9月18日

平成30年

12月2日

令和元年

10月19日

令和元年

12月15日

7)第6回日本予防理学療法学会学術大会（座長） 第6回日本予防理学療法学会学術大会（広島）に
て、ポスター演題8（9演題）の座長を務めた。

8)第6回日本地域理学療法学会学術大会（座長） 第6回日本地域理学療法学会学術大会（京都）に
て、一般口述12「訪問・通所3」（6演題）の座長を
務めた。

第72回日本体力医学会大会（愛媛）にて、一般演題
「リハビリテーション，運動療法②」の座長を務め
た。

5)第72回日本体力医学会大会（座長）

6)第47回四国理学療法士（座長） 第47回四国理学療法士学会（高知）にて、一般演題
Ⅳ-③「生活環境支援系」の座長を務めた。
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
なし

（学術論文）

共著 平成22年12月

共著 平成23年3月

共著 平成23年3月

共著 平成23年3月

共著 平成23年3月5）異なるテンポによる足部
タッピング運動の特徴に関す
る研究―外的および自己ペー
ス運動を用いて―

四国理学療法士会学会誌
33：pp13-14, 2011.

足タッピング運動を手掛かりとなるテンポ音があ
る条件とない条件とで実施し、その制御特性を検
討した。結果、テンポ音を聴取しながら速いテン
ポでタップしているときには、タップ間隔の自己
相関を認めたことから、巧みにタイミング制御が
行われていることが示唆された。
著者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，椛秀人
担　当：論文執筆、研究計画、データ計測・解
析、資料収集

筋出力および筋弛緩による反応時間特性を異なる
力発揮条件下で検討した。結果、筋出力・筋弛緩
による反応時間の統計学的有意差は認めなかった
が、筋弛緩による反応時間が遅延する傾向にあっ
た。
著者名：竹林秀晃，細川航，森岡周，滝本幸治，
宮本謙三，井上佳和，岡部孝生，宮本祥子，宅間
豊
担　当：研究計画、データ計測、資料収集

4）筋出力・筋弛緩における
反応時間特性―筋力調節量が
与える影響―

四国理学療法士会学会誌
33：pp15-16, 2011.

2）高校運動部のコアコン
ディショニングの検討―
Functional Movement
Screen(FMS)の紹介―

四国理学療法士会学会誌
33：pp137-138, 2011

評価手法やトレーニング方法の確立が不十分なコ
アコンディショニングについて、FMSを用いて姿
勢制御や筋力との関連について検討した。結果、
FMSスコアと立位重心動揺および下肢筋力との間
に相関を認めず、コアの機能は重心動揺や筋力と
は異なる側面に反映することが考えられた。
著者名：薮内正樹，竹林秀晃，滝本幸治
担　当：研究計画、資料収集

3）運動イメージ想起課題の
特性―心的時間測定と心的回
転について―

四国理学療法士会学会誌
33：pp17-18, 2011

心的時間測定（MC）と心的回転（MR）による運動
イメージ想起能力の特性について検討した。結
果、最大歩行時より至適歩行時の方が実際の歩行
時間とMCとの間に有意に誤差が大きかった。ま
た、MCとMRの成績との間に相関関係は認めず、課
題特性が異なることを示唆した。
著者名：橋本竜也，竹林秀晃，武田正和，竹村記
和，滝本幸治，小野川ちひろ
担　当：研究計画、資料収集

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

一側足タッピング運動を異なるテンポで外的・自
己ペース運動で実施した。結果、テンポ音との同
期誤差およびタッピング間隔誤差は、速いテンポ
もしくは外的ペース運動時の方が正確であった。
一方、遅いテンポでは自己相関が低く、周期的な
タッピング調整が困難であることが示唆された。
著者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，井上佳
和，宅間豊，宮本祥子，岡部孝生，椛秀人
担　当：論文執筆、研究計画、データ計測・解
析、資料収集

1）異なるテンポによる足部
タッピング運動の特徴に関す
る研究―外的および自己ペー
ス運動を用いて―（査読付）

土佐リハビリテーション
ジャーナル9：pp1-9,
2010.
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成23年10月

共著 平成24年3月

共著 平成24年4月

共著 平成25年3月

共著 平成25年3月10）運動観察が歩行動作の学
習に及ぼす有効性

四国理学療法士会学会誌
35：pp110-111, 2013

脳卒中症例の運動観察による歩行動作の改善効果
について検討した。結果、通常の理学療法を行っ
た時よりも、観察学習を用いた方が歩行時左右肢
の歩幅や単脚支持時間に左右均等性を認め、運動
観察学習の有効性が示唆された。
著者名：池上大輝，竹林秀晃，滝本幸治，山本知
弘，野田昌志
担　当：研究計画、資料収集

9）理学療法専門学術書にお
ける英語表現の特徴に関する
研究

四国理学療法士会学会誌
35：pp150-151, 2013.

理学療法分野の英語コーパスの特性を共起語の観
点から分析し、学習者への指導方略について考察
した。結果、理学療法分野にはパターン化された
結びつきが存在することが考えられ、共起パター
ンの学習が理学療法分野の英語専門学術書の理解
を早める有効な方略であることが示唆された。
著者名：宮本祥子，五百蔵高浩，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，竹林秀晃，岡部孝生，滝本幸治
担　当：研究計画、資料収集

8）理学療法分野における英
語表現-共起パターン-の特性
（査読付）

理学療法学 39： pp90-
101, 2012.

理学療法分野の英語コーパスの特性を
collocation（共起語：語と語の結びつき）の観
点から分析した。結果、学術論文コーパス・教科
書コーパスに共通して優先的に結びつく共起パ
ターンが認められ、この共起パターンの学習が理
学療法分野のテクストの理解を早める有効な方略
になり得る。
著者名：宮本 祥子 , 五百蔵 高浩 , 宮本 謙三
, 宅間 豊 , 井上 佳和 , 竹林 秀晃 , 岡部 孝
生 , 滝本 幸治
担　当：研究計画、資料収集

6）理学療法分野における英
語専門語彙（ESP語彙）の抽
出とその特性
（査読付）

理学療法学38：pp421-
435, 2011.

理学療法士養成課程の英語教育を、特定の目的を
もって学習するESP教育の下位分野と位置づけ、
学術論文コーパスと教科書コーパスを構築し語彙
的特性を分析した。結果、2種類のコーパス両方
に専門的語彙が多用される傾向が強く、8割以上
の単語がどちらのコーパスでも出現していた。
著者名：宮本祥子，五百蔵高浩，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，竹林秀晃，岡部孝生，滝本幸治
担　当：研究計画、資料収集

指標追従課題における求心性収縮と遠心性収縮の
制御特性を、膝関節伸展運動により若年者を対象
に検討した。結果、求心性・遠心性収縮による誤
差に統計学的有意差を認めなかったが、遠心性収
縮において誤差や力の変動が大きくなる傾向に
あった。
著者名：竹林秀晃，滝本幸治，森岡周，宮本謙
三，井上佳和，岡部孝生，宮本祥子，宅間豊
担　当：研究計画、データ計測・解析、資料収集

7）視標追従課題における求
心性・遠心性収縮の制御特性

四国理学療法士会学会誌
34：pp44-45, 2012.

足タッピング運動を手掛かりとなるテンポ音があ
る条件とない条件とで実施し、その制御特性を検
討した。結果、テンポ音を聴取しながら速いテン
ポでタップしているときには、タップ間隔の自己
相関を認めたことから、巧みにタイミング制御が
行われていることが示唆された。
著者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，椛秀人
担　当：論文執筆、研究計画、データ計測・解
析、資料収集
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共著 平成25年3月

共著 平成25年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月 Mental Chronometry（心的時間）による歩行の運
動イメージ想起能力と各種身体能力との関連につ
いて若年・高齢者を対象に検討した。結果、高齢
者の方が実際の歩行と運動イメージとの誤差が大
きく、運動イメージ想起能力（誤差）と敏捷性の
間に正の相関を認めた。
著者名：竹林秀晃，小松祐貴，滝本幸治，宮本謙
三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥
田教宏
担　当：研究計画、データ計測、資料収集

14）等尺性収縮における内側
広筋のトレーニング方法の検
討

四国理学療法士会学会誌
36：pp54-55, 2014.

膝伸展作用を有する内側広筋の有効なトレーニン
グ方法について筋電図を用いて検討した。結果、
踵セッティングおよび立位での股内転同期セッ
ティングでより内側広筋の活動が賦活することが
確認された。
著者名：奥田教宏，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，滝本幸治
担　当：研究計画、データ計測・解析、資料収集

15）高齢者におけるMental
Chronometryの特性と各種身
体能力との関係

四国理学療法士会学会誌
36：pp78-79, 2014.

13）地域在住高齢者における
複合的運動機能に対しての注
意機能と身体機能の関連性に
ついて

四国理学療法士会学会誌
36：pp106-107, 2014

複合的運動機能テストであるTrail Walking
Test(TWT)と他の身体機能や注意機能との関連に
ついて検討した。結果、TWTは歩行能力や膝伸展
筋力、バランス能力や敏捷性、注意機能と有意な
相関を認めた。したがってTWTは種々の身体機能
や注意機能の総合的指標と成り得る。
著者名：榛田彩香，竹林秀晃，滝本幸治，高芝
潤，川渕正敬，前田秀博，國澤雅裕
担　当：データ計測・解析、論文執筆、資料収集

12）追従課題における関節位
置調節と筋出力調節の課題特
性と関連性

四国理学療法士会学会誌
35：pp84-85, 2013.

指標追従課題を用いた膝関節運動による関節位置
調節課題と筋出力調節課題を実施した。結果、関
節位置調節より筋出力調節の方が精度は低く、筋
弛緩の際に最も力制御が難しいことが見いだされ
た。
著者名：竹林秀晃，滝本幸治，森岡周，宮本謙
三，井上佳和，岡部孝生，宮本祥子，宅間豊
担　当：研究計画、データ計測、資料収集

11）等尺性収縮による下肢
タッピングの課題特性

四国理学療法士会学会誌
35：pp86-87, 2013.

 関節運動を伴わない等尺性収縮による下肢タッ
ピング課題の特性について若年者を対象に検討し
た。結果、聴覚リズム刺激がなく遅いテンポ下
で、タップ間隔の誤差が大きくなった。また、遅
いテンポでは発揮する力が目標とする値に対して
誤差が大きかった。
著者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，椛秀人
担　当：論文執筆，研究計画、データ計測・解
析，資料収集
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共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

運動イメージの評価・治療手法のひとつである
Mental Rotation（MR；心的回転）課題を用い
て、道具使用有無下で成績を比較した。結果、道
具使用有無間でMR課題の正答率に差を認めなかっ
たが、反応時間は道具を使用した条件下で有意に
速かった。
著者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏
担　当：研究計画、データ計測、論文執筆、資料
収集

20）地域高齢者における転倒
因子の検討と各年代における
片脚立位時間の変化について

四国理学療法士会学会誌
37：pp88-89, 2015.

地域在住高齢者に対し、転倒と関連のある体力要
素を検討した。結果、転倒歴のある高齢者は、開
眼・閉眼片脚立位時間が短く膝伸展筋力が弱かっ
た。また、加齢に伴い片脚立位時間は短縮し、転
倒歴のある高齢者の方が片脚立位時間は短い傾向
にあった。
著者名：奥田教宏，竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙
三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生
担　当：研究計画、データ計測、資料収集

19）足タッピング課題による
加齢に伴う力制御能力の特性
―異なる力発揮水準を用いた
検討―

四国理学療法士会学会誌
37：pp108-109, 2015.

18）Mental Rotation課題に
おける道具使用・物体把持の
影響

四国理学療法士会学会誌
37：pp154-155, 2015.

足タッピング課題を用いて異なる力発揮水準によ
る力制御の特性を若年・高齢群間で比較した。そ
の結果、小さい力発揮時に高齢群の力発揮の変動
が大きかった。また、力発揮水準が大きいほど若
年・高齢群の差が縮小する傾向にあった。
著者名：滝本幸治，高橋夏姫，竹林秀晃，宮本謙
三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥
田教宏，椛秀人
担　当：研究計画、データ計測・解析、論文執
筆、資料収集

17）介護予防に貢献する理学
療法士の可能性を考える

高知県理学療法21：
pp25-32, 2014.

これまでの介護予防の課題を再認識するととも
に、理学療法士がどのような形で介護予防に貢献
し得るか事例を紹介。また、老年医学や公衆衛生
学など近接領域の知見を取り入れるとともに、健
康寿命延伸のためには歩行能力低下を予防する取
り組みが重要であることを示した。
著者名：滝本幸治，島村千春
担　当：論文構成、論文執筆、資料収集

16）加齢により異なる力制御
の特性―足タッピング課題を
用いた検討―

四国理学療法士会学会誌
36：pp82-83, 2014.

周期的な足タッピング課題を用いて、テンポ速度
やテンポ音有無を操作し若年・高齢群間でその特
徴を検討した。結果、両群とも遅いテンポで且つ
テンポ音のない条件下で足タップの精度が低下し
たが、若年群の精度が高齢群を下回るという興味
深い知見を得た。
著者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏，
椛秀人
担　当：研究計画、データ計測・解析、論文執
筆、資料収集
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共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成26年3月

共著 平成28年6月

共著 平成28年12月

共著 平成28年12月

Walking Stroop Carpet(WSC)という新しい二重課
題を用いて、地域在住高齢者の認知機能低下の初
期スクリーニングとして有用か検討した。結果、
多変量解析によりWSCの文字条件が認知機能低下
を説明する変数として抽出され、ROC曲線におい
ても判別性能が高いことが示された。
著者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
担　当：論文執筆、研究計画、データ計測・解
析，資料収集

機能障害が残存しやすく治療に難渋することが多
い上腕骨・前腕両骨骨折症例の理学療法効果につ
いて検討した。結果、術直後から早期に関節可動
域練習と上肢全体に対するアプローチが、疼痛の
消失や関節可動域の再獲得に効果をもたらした。
著者名：上堀　琢，高橋佑輔，滝本幸治
担　当：研究計画，資料収集

土佐リハビリテーション
ジャーナル10：pp23-30,
2016.

発達性協調運動障害を呈する児が縄跳びを上手に
跳べない特徴を有することから、縄跳び動作の分
析を実施した。結果、上手に縄跳びを跳ぶために
は着地がつま先から行われていることや膝が伸展
位であることが見いだされた。
著者名：森下誠也，滝本幸治
担　当：統計解析

22）成人におけるなわ跳び動
作の分析

四国理学療法士会学会誌
38：pp138-139, 2016

左右上下肢の複数体肢の同時動作による反応時間
特性について検討した。結果、四肢いずれか単肢
および両上肢や両下肢で反応するより、同側上下
肢や対側上下肢で反応する際に有意に反応時間が
遅延することが分かった。
著者名：竹林秀晃，前田康介，滝本幸治，宮本謙
三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥
田教宏
担　当：研究計画、データ計測、資料収集

23）複数体肢の同時動作にお
ける反応時間からみた運動制
御

四国理学療法士会学会誌
38：pp96-97, 2016.

21）加齢による歩行運動イ
メージの特性 : 時空間的要
素における若年者との比較

高知県理学療法 22：
pp43-47, 2015.

歩行の運動イメージ評価に心的時間計測を用い
て、若年者と高齢者とを比較した。結果、実際の
歩行と運動イメージとの誤差は高齢者で大きく、
高齢者では歩行能力が低い者ほど運動イメージの
誤差が大きくなる知見を得た。
著者名：竹林 秀晃 , 滝本 幸治 , 奥田 教宏 ,
宮本 謙三 , 宅間 豊 , 井上 佳和 , 宮本 祥子
, 岡部 孝生
担　当：研究計画、データ計測、資料収集

24)Comparison of timing
and force control of foot
tapping between elderly
and young subjects（足タッ
ピングのタイミングと力の制
御における高齢者と若年者の
比較）
（査読付）

Journal of Physical
Therapy Science 28:
pp1909-1015,2016.

足タッピング課題を用い、タイミングと力の制御
における高齢者と若年者の比較を行った。結果、
高齢者の方がタッピングの精度が低かったが、テ
ンポ音に同期してタップすると精度が低くなると
いう若年者とは異なる新知見を得た。
著者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏，
椛秀人
担　当：論文執筆、研究計画、データ計測・解
析、資料収集

25) 二重課題による認知機能
評価の有用性―地域在住高齢
者を対象とした検討―
（査読付）

土佐リハビリテーション
ジャーナル10：pp1-8,
2016.

26) 上腕骨・前腕両骨骨折
(floating elbow)を受傷した
症例
（査読付）
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共著 平成28年12月

共著 平成29年3月

共著 平成29年3月

共著 平成29年3月

共著 平成29年3月 高知県理学療法24：
pp63-67, 2017.

31) 高齢者大腿骨近位部骨折
術後患者の自宅退院に与える
要因―回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟
によるFIMを用いた検討―

回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟に入院していた高齢大腿骨
近位部骨折術後患者42例を対象に、自宅退院に影
響を与える要因について検討した。結果、整容や
更衣動作などのセルフケアと移動動作の自立度、
認知機能の低下予防が自宅退院に必要な要因であ
ることが考えられた。
　著者名：奥田教宏，竹林秀晃，滝本幸治，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
　担　当：研究計画、統計解析、資料収集

28）心理社会的要因による痛
み関連脳領域の変化―高社会
性げっ歯類を用いた基礎研究
―

四国理学療法士会学会誌
39：pp112-113, 2017.

社会環境の変化による痛み関連領域（ペインマト
リックス）の変化についてハタネズミを用いて検
討した。結果、パートナーの存在有無によりペイ
ンマトリックスの活動性が変化し、脊髄後角にお
ける痛みシグナリングを減少させていることが示
唆された。
　著者名：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宅間豊，
宮本謙三，由利和也
　担　当：統計解析

27) 異なる二種類の二重課題
による転倒リスク評価の検討
―Multitarget Stepping
Taskの改良版による試み―
（査読付）

土佐リハビリテーション
ジャーナル10：pp31-36,
2016.

二重課題であるMultitarget Stepping
Task(MTST)は、転倒リスク評価としての有用性が
知られているが、より感度よく評価するために認
知機能負荷を課した改良版MTSTを考案し、高齢者
を対象に転倒リスク評価を実施した。結果、改良
版MTSTは従来のMTSTより感度や正診率が高く、よ
り有効な転倒リスク評価として活用の可能性が示
唆された。
著者名：門脇一弘，滝本幸治
担　当：研究計画，データ計測・統計解析，資料
収集

29）自己身体像の視覚外乱刺
激は感覚の重みづけを変化さ
せる―身体感覚情報との不一
致が及ぼす影響―

四国理学療法士会学会誌
39：pp110-111, 2017

視覚情報を変化させることで身体感覚情報との不
一致を作り、姿勢制御への影響を検討した。被験
者自身の後方からの映像を回転させて見せ、立位
姿勢の重心動揺を評価したところ、回転角度が大
きいほど重心動揺が大きくなることが分かった。
　著者名：竹林秀晃，弘井鈴乃，滝本幸治，宮本
謙三，井上佳和，岡部孝生，宮本祥子，宅間豊
　担　当：研究計画、データ計測、資料収集

地域在住高齢者を対象に、Walking Stroop
Carpetを用いたDual Task歩行による転倒リスク
および認知機能評価を試みた。結果、過去1年の
転倒歴の判別適中率は79.0%、認知機能低下の判
別適中率は90.5%であり、Walking Stroop Carpet
の有用性が示唆された。
　著者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
　担　当：論文執筆、研究計画、データ計測・解
析、資料収集

30）Dual Taskによる歩行能
力と認知機能評価の有用性―
Walking Stroop Carpetによ
る検討―

四国理学療法士会学会誌
39：pp56-57, 2017.
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年6月

共著 平成29年12月

共著 平成29年12月

共著 平成30年3月

共著 平成30年3月

共著 平成31年3月

土佐リハビリテーション
ジャーナル11：pp1-8,
2017.

33) 二重課題による認知機能
低下および転倒リスク評価の
有用性―Walking Stroop
Carpetを用いた検討―
（査読付）

34) 急性期脳卒中リハビリ
テーション

土佐リハビリテーション
ジャーナル11：pp29-36,
2017.

Walking Stroop Carpet (WSC)課題を用いて、地
域在住高齢者113名を対象に認知機能低下ととも
に転倒リスク評価を実施した。多変量解析の結
果、WSC課題（色条件）は高齢者の転倒歴を、WSC
課題（文字条件）は認知機能低下を説明すること
が示された。
　著者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，宮本祥子，宅間豊，井上佳和，岡部孝生，
岡林遥，宮本謙三
　担　当：論文執筆、研究計画、データ計測、統
計解析、資料収集

急性期脳卒中リハビリテーションについて、二次
的な合併症の併発を予防しながら行われるリハビ
リテーションは、よりよい治療成績が得られるこ
とが知られている。一方で、安静臥床が身体に及
ぼす影響も踏まえながら、急性期よりどのような
戦略で脳卒中患者に介入すべきかを解説した。
著者名：小川真輝，滝本幸治
担　当：論文構成、資料収集

37) 視覚外乱刺激において周
辺環境の有無が姿勢制御に及
ぼす影響

四国理学療法士会学会誌
41：pp54-55, 2019.

Head Mounted Displayを用いて映像を回転させる
ことによる視覚外乱刺激を加え、姿勢制御に及ぼ
す影響について検討した。結果、背景があると重
心動揺が増大するとともに、回転角度が大きいと
より顕著に重心動揺が増大した。視覚情報が姿勢
制御に与える影響が異なることから、トレーニン
グへの応用が期待できる。
　著者名：竹林秀晃，藤田雅登，滝本幸治，奥田
教宏，岡部孝生，宮本祥子，井上佳和，宅間豊，
宮本謙三
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

Walking Stroop Carpet (WSC)課題による転倒リ
スク評価の有用性について、地域在住高齢者100
名を対象に検討した。結果、WSC課題（色条件）
は高齢者の転倒歴を有意に説明することが示さ
れ、地域在住高齢者の転倒リスク評価ツールとし
て活用の可能性が示唆された。
　著者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
　担　当：論文執筆、研究計画、データ計測、統
計解析、資料収集

35) 心理･社会的ストレスに
よるペインマトリックスの反
応性変化―炎症性疼痛時の脳
活動性―

四国理学療法士会学会誌
40：pp98-99, 2018.

高社会性げっ歯類のプレーリーハタネズミを用い
て、心理･社会的要因（絆）による痛み関連脳領
域（ペインマトリックス）の反応性を検討した。
結果、絆を解かれたネズミは側坐核外側のFos蛋
白発現が少なく内因性疼痛制御系のドーパミン経
路が機能しにくくなり、島ではFos蛋白が多く嫌
悪感や恐怖・不安を感じる可能性が示唆された。
　著者名：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，渡邊家
泰，宅間豊，宮本謙三，由利和也
　担　当：統計解析

36) 加齢による二重課題条件
下での歩行特性―体幹加速度
計測による検討―

四国理学療法士会学会誌
40：pp160-161, 2018.

加齢による二重課題条件下での歩行を評価するた
めに、若年者と高齢者を対象に体幹加速度計測を
行った。結果、二重課題条件下では高齢者の歩行
速度低下とともに加速度振幅の指標であるRMSが
増大することが確認された。
　著者名：滝本幸治，山本聖香，浅井剛，竹林秀
晃，奥田教宏，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡
部孝生，渡邊家泰，宮本謙三
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

32）Walking Stroop Carpet
による転倒リスク評価の有用
性（査読付）

理学療法学44(3)：
pp219-225, 2017.
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月

共著 平成31年3月 パーキンソン病(PD)専用リハコースに入院するPD
症例37名の効果検証を行った。リハ専門職による
介入を240分／日×週5回×5週間実施したとこ
ろ、入院前後比較によりUPDRSのpart1（精神機
能、行動及び気分）、part2（ADL）、part（運動
機能）は有意に改善したが、part4（治療の合併
症）は不変であった。また、抑うつ性(SDS)は有
意に低下した。
　著者名：下川貴大，馬渕勝，岡本和久，武田正
和，横瀬崇光，國重裕二，薮田英吾，澤田侑貴，
鎌田剛，滝本幸治
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

38) 認知機能低下が歩行パラ
メータに与える影響―体幹加
速度計測による検討―

四国理学療法士会学会誌
41：pp92-93, 2019.

地域在住高齢者を対象に、認知機能低下有無が各
種歩行パラメータに与える影響について検討し
た。結果、歩行時の合成RMS（加速度振幅の大き
さ）が健常群より認知機能低下群で有意に増大す
るとともに
、多変量解析により認知機能低下を説明する変数
として抽出された（OR:1.34, 95%CI:1.01-1.77,
p<0.05)。
　著者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，浅井剛，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡
部孝生，岡林悠，宮本謙三
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

39) 運動負荷による疼痛域値
の変化―自転車エルゴメータ
―による比較―

四国理学療法士会学会誌
41：pp108-109, 2019.

自転車エルゴメーター駆動の運動負荷量の違いが
疼痛域値に与える影響について、健常若年成人男
性30名を対象に検討した。心拍数100拍／分と150
拍／分の運動20分実施後、第6頚椎棘突起側方の
表在感覚・圧痛域値を計測した結果、いずれの条
件も運動前後で比較で、運動後に疼痛域値が上昇
した。しかし、条件間では両域値に差を認めな
かった。
　著者名：奥田教宏，中平愛里，竹林秀晃，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
滝本幸治，渡邊家泰
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

40) 視空間記憶能力と歩行能
力および転倒歴との関連―視
覚的ワーキングメモリスパン
テストを用いた検討―

四国理学療法士会学会誌
41：pp212-213, 2019.

視空間情報の記憶能力と高齢者の歩行能力・転倒
との関連について、高齢者15名を対象に検討し
た。歩行能力検査（10m歩行、TUG）とともに、視
覚的ワーキングメモリスパンテスト（VWMST）を
実施した結果、非転倒群より転倒群で空間位置情
報を記憶する能力（スペース課題）が有意に低下
しており、多変量解析によりスペース課題の成績
はTUGを説明する変数として抽出された。
　著者名：橋詰愛里彩，谷脇弘将，山﨑優，滝本
幸治
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

41) 外来患者に対する杖適応
の判断基準の検討

四国理学療法士会学会誌
41：pp232-233, 2019.

整形外科疾患により外来通院中の患者を対象に、
杖使用を決定づける要因について検討した。結
果、杖使用群と未使用群間の比較において、有意
に杖使用群の10m歩行時間が遅延しており、多変
量解析によって歩行時間のみが杖使用有無を決定
付ける変数として抽出された。ROC曲線による判
別性能はAUC:0.79であり、カットオフ値は7.8秒
であった。
　著者名：土居優仁，山本哲夫，山下亜乃，片岡
歩，滝本幸治
　担　当：論文執筆，研究計画，データ計測・解
析，資料収集

42) パーキンソン病症例を対
象にした短期集中入院の効果

四国理学療法士会学会誌
41：pp254-255, 2019.
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成31年3月

（その他）
「報告書」

単著 平成25年4月

単著 平成30年5月

（国際学会発表）

― 平成23年6月

― 平成25年6月

― 平成25年6月

2）歩行動揺計を用いた認知
機能検査に関する研究

公益信託高知新聞・高知
放送「生命（いのち）の
基金」（平成28年度）実
績報告書 全1頁

地域在住高齢者を対象に一般的な認知機能検査と
ともに、10mの歩行路を快適・努力条件下での歩
行を求めた。歩行時には腰部と踵部に加速度セン
サを貼付し、歩行時の体幹加速度を計測した。結
果、認知機能が低下している者は歩行時の体幹加
速度振幅(root mean square)が高値を示し、且つ
歩行時の滑らかさに欠く(Harmonic ratioが低値)
特徴を得た。
研究代表者：滝本幸治

2）Effect of various
information of sensory
modality on the postural
control（姿勢制御に対する
視覚情報の影響）

2nd Joint World
Congress of ISPGR and
Gait & Mental Function
2013 in Akita, Japan.
(Poster Abstracts p29-
30.)

16th International
WCPT Congress 2011 in
Amsterdam, Holland

上下肢を同時に力発揮することによる相互干渉作
用について、上肢の筋出力制御下で検討した。結
果、肘屈曲および膝伸展ともに他肢との同時力発
揮により有意に筋出力が減少した。加えて上肢の
筋出力水準の低下に伴い下肢の最大膝伸展力も低
下を示した。
発表者名：竹林秀晃，宮本謙三，森岡周，滝本幸
治，宅間豊，宮本祥子，岡部孝生

1）Interaction
Interference Between Arm
and Leg: Division of
Attention Through Muscle
Force Regulation
（上・下肢間の相互干渉作
用：筋力調節課題による注意
の分割を利用して）

2nd Joint World
Congress of ISPGR and
Gait & Mental Function
2013 in Akita, Japan.
(Poster Abstracts p26-
27.)

異なるテンポ速度で足タッピング課題を実施し、
加齢の影響を踏まえて力とタイミングの制御につ
いて検討した。本研究の重要な結果として、筋出
力の絶対誤差平均は高齢群より若年群の誤差が大
きく、加齢による特徴の新たな側面を見出した。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，椛秀
人

リアルタイムに視覚情報を変化させることで身体
感覚情報との不一致をつくり、姿勢制御への影響
を検討した。結果、自身の立位姿勢をより大きく
回転させた映像（135°、180°）を被験者自身に
見せた際に、より大きな重心動揺（総軌跡長、矩
形面積）を認めた。
発表者名：竹林秀晃，弘井鈴乃，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
森岡周

3）Characteristics of
force- and timing-control
in aging: A study of foot-
tapping（足タッピングによ
る加齢に伴う力とタイミング
制御の特徴）

公益信託高知新聞・高知
放送「生命（いのち）の
基金」（平成23年度）実
績報告書 全1頁

若年者・高齢者を対象に、足タッピングを用いて
異なるテンポで目標とする力の発揮課題を実施し
た。結果、タイミング制御の正確さと変動はいず
れの条件においても高齢者で誤差や変動が大きく
なった。一方、力制御は視覚フィードバックによ
る条件下では若年者の方が誤差が大きく、視覚遮
断下では両者に差は認めなかった。
研究代表者：滝本幸治

43）地域包括ケアに貢献する
リハビリテーション専門職―
現状と展望―

高知県理学療法26:pp83-
90, 2019.

地域包括ケアシステムの構築に向け、リハビリ
テーション専門職がどのように貢献し得るのかを
解説した。なかでも、高知県リハビリテーション
三団体協議会として取り組んできた人材育成や、
地域リハビリテーション活動支援事業などへの参
画例を取り上げ、具体例を含めて示した。
著者名：滝本幸治，竹林秀晃，井上佳和，萩原賢
二，吉村亮子，古谷知佐子，近藤紗綾，和田譲，
宮本謙三
担　当：論文執筆，情報収集，調査・事業参画

1）安定した周期運動の遂行
条件に関する研究
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

― 平成25年9月

― 平成25年9月

― 平成27年5月

― 平成27年5月

― 令和元年5月

10m歩行による心的時間(MC)の加齢変化と、MCと
身体機能との関連について検討した。結果、MCと
実測時間との誤差は若年者より高齢者で高値を示
した。また、その誤差は若年・高齢者ともに実測
時間よりMCが延長する者が有意に多かった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏

7）The association between
mental chronometry
temporal/spatial
conformity and physical
ability in the elderly
（高齢者の心的時間と時間・
空間的適合性と身体能力との
関連）

5）Characteristics of
aging on control of timing
and force of foot tapping
（足タッピング課題を用いた
タイミングと力制御の加齢特
性）

6）Usefulness of the
walking stroop carpet in
evaluation fall risks
among the community-
dwelling elderly（Walking
Stroop Carpetによる地域在
住高齢者の転倒リスク評価の
有用性）

World Confederation
Physical Therapy
Congress 2015 in
Singapore

World Confederation
Physical Therapy
Congress 2015 in
Singapore

地域在住高齢者を対象にWalking Stroop
Carpet(WSC)という二重課題による転倒リスク評
価の有用性について検討した。その結果、一般的
な歩行能力テストであるTUGとともにWSCは転倒歴
を説明する変数であり、判別性能が高いことから
その有用性が示された。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏

WCPT-AWP & ACPT
Congress 2013 in
Taichung, Taiwan

異なるテンポ速度で足タッピング課題を実施し、
加齢の影響を踏まえて力とタイミングの制御につ
いて検討した。結果、テンポ音の有無にかかわら
ずタッピング間隔の誤差は若年者より高齢者の方
が大きかった。しかしテンポ聴取下での力発揮は
若年者の方が誤差は大きくなるという興味深い知
見を得た。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，椛秀人

WCPT-AWP & ACPT
Congress 2013 in
Taichung, Taiwan

視標追従課題を膝伸展力発揮の求心性(CON)およ
び遠心性(ECC)収縮により行い、若年・高齢群を
対象に検討した。結果、両群ともにCONよりECCで
の力制御が困難であり、高齢群でより顕著である
ことが見いだされた。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，森岡周

4）Characteristics of
motor coordination during
concentric and eccentric
contractions in the
elderly（高齢者の求心性・
遠心性収縮による運動制御特
性）

8) EFFECTS OF AGING ON
PERFORMANCE IN STATIC AND
DYNAMIC COINCIDENCE TIMING
TASKS: ASSOCIATION WITH
FALLS
（静的・動的同時タイミング
課題における加齢の影響：転
倒との関連）

World Confederation
Physical Therapy
Congress 2019 in
Geneva

加齢および転倒リスクについて、静的な反応課題
は多いが動的反応課題は少ない。そこで、目前に
設置されたライトの発光に対して静的（手元ス
イッチを押す）および動的（ジャンプする）反応
課題を実施し、若年者と高齢者（転倒歴有無別）
で比較・検討した。結果、若年者より高齢者の方
が反応が遅延していた。また、転倒歴がない高齢
者は静的・動的反応課題間で反応時間の差はな
かったが、転倒歴がある高齢者では動的反応時間
が有意に遅延していた。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，奥田教宏，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
渡邊家泰
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― 平成22年5月

― 平成22年5月

― 平成22年5月

― 平成22年11月

― 平成22年11月

― 平成23年5月6）自己ペースおよび外的
ペースによる足タッピングの
特徴―異なるテンポを用いた
若年者と高齢者の比較―

第46回日本理学療法学術
大会in宮崎（理学療法学
38. Supplement 2: PI1-
045）

一側の足タッピング課題を用いて、若年者と高齢
者の比較を行いその特徴について検討した。結
果、速いテンポ(2.0Hz)時にそれより遅いテンポ
より正確なタッピングが可能であるとともに、自
己相関を認めたことよりタッピングの誤差修正を
行う過程が反映されたと考えられる。
発表者名：滝本幸治 , 竹林秀晃 , 宮本謙三 ,
宅間 豊 , 井上佳和 , 宮本祥子 , 岡部孝生 ,
椛 秀人

体幹のコアコンディショニングについて、FMSを
用いて姿勢制御や筋力との関連について検討し
た。結果、FMSスコアと姿勢制御能力および下肢
筋力との間に相関を認めず、コアの機能は重心動
揺や筋力とは異なる側面に反映することが考えら
れた。
発表者名：薮内正樹，竹林秀晃，滝本幸治

5）高校運動部のコアコン
ディショニングの検討―
Functional Movement
Screen(FMS)の紹介

第39回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p39）

2）脳卒中片麻痺患者におけ
る振動刺激が運動錯覚に与え
る影響

第45回日本理学療法学術
大会in岐阜（理学療法学
37. Supplement 2: P1-
092）

脳卒中患者を対象に、振動刺激が運動錯覚に与え
る影響について関節位置覚検査により検討した。
麻痺側肘屈曲位にある上腕二頭筋に振動刺激を加
えた結果、6名中4名が錯覚を経験し肘が伸展した
という内省を得た。また、内省を反映するように
肘伸展方向への関節位置覚の誤差を認めた。
発表者名：武田 正和 , 竹林 秀晃 , 滝本 幸治
, 竹村 記和 , 橋本 竜也

下肢の視標追従における筋力調節能力と立位姿勢
制御能力との関係性を検討した。膝関節伸展、足
関節底屈運動により検討した結果、力の漸増・漸
減運動時に誤差が大きかった。また足関節底屈運
動の20%MVC一定保持課題と姿勢制御時の重心総軌
跡長との間で有意な相関を認めた。
発表者名：竹林 秀晃 , 吉良 玉姫 , 藤本 千紘
, 岡部 孝生 , 宮本 謙三 , 滝本 幸治 , 宅間
豊 , 井上 佳和 , 宮本 祥子 , 森岡 周

1）下肢筋力調節能力の特性
と立位姿勢制御能力との関係

第45回日本理学療法学術
大会in岐阜（理学療法学
37. Supplement 2: P2-
013）

4）異なるテンポによる足部
タッピング運動の特徴に関す
る研究―外的および自己ペー
ス運動を用いて―

第39回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p102）

足タッピング運動を異なるテンポ速度で実施し、
その制御特性を検討した。結果、テンポ音を聴取
しながら速いテンポでタップしているときには、
タップ間隔の自己相関を認めたことから、巧みに
タイミング制御が行われていることが示唆され
た。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，椛秀人

今後の物理療法教育について検討するため、臨床
実習前後の学生の物理療法に対する意識調査を実
施した。結果、実習前後を問わず物理療法の種類
はある程度説明できるが、その作用機序について
説明できる学生が半数以上であった。有効性や興
味・関心については肯定的な意見が多かった。
発表者名：滝本 幸治 , 岡部 孝生 , 宅間 豊 ,
井上 佳和 , 宮本 祥子 , 竹林 秀晃 , 宮本 謙
三

3）物理療法に関する理学療
法学生のアンケート調査―臨
床実習前後の意識変化に着目
して―

第45回日本理学療法学術
大会in岐阜（理学療法学
37. Supplement 2: P2-
306）
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― 平成23年5月

― 平成23年5月

― 平成23年9月

― 平成23年9月

― 平成23年11月

― 平成23年11月

― 平成24年3月

― 平成24年3月

視標追従課題における求心性・遠心性収縮の制御
特性を膝関節伸展運動にて検討した。結果、求心
性・遠心性収縮による誤差に差を認めなかった
が、遠心性収縮において誤差や力の変動が大きく
なる傾向にあった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，岡部
孝生，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，森岡周

下肢の周期的な等尺性筋収縮課題（足タッピン
グ）を用いて、異なるテンポ下での筋出力調節能
力について検討した。結果、遅いテンポ(0.5Hz)
にのみテンポ音のない条件下において、タッピン
グ間隔や筋出力の誤差と標準偏差が大きくなる傾
向が見いだされた。
発表者名：滝本 幸治, 竹林 秀晃, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 椛
秀人

13）周期的な等尺性筋収縮を
用いたタイミングと筋出力調
節能力の検討

第25回高知県理学療法学
会in香南市（抄録集p
18）

14）臨床評価実習，臨床短期
実習に伴う理学療法士実習生
の志望動機・職業レディネ
ス・気分状態の変化とそれら
の関連性について

第25回高知県理学療法学
会in香南市（抄録集p
27）

 理学療法実習生の志望動機、職業レディネス、
気分状態等について、実習前・中・後での変化を
縦断的に検討した。結果、実習前に抑うつや気分
の落ち込みがある学生は、その後職業選択への関
心が低く、実習中の緊張や不安が高い傾向であっ
た。
発表者名：山根　暁，滝本幸治，片山訓博，古口
高志

10）異なる条件下での足タッ
ピング運動の特徴－異なるテ
ンポおよびテンポ音の有無に
よる影響－

第66回日本体力医学会大
会in山口（体力科学60:
p598, 2011.）

リズムを刻むテンポ速度やテンポ音の有無が下肢
の周期運動制御（足タッピング）に及ぼす影響に
ついて検討した。結果、条件によりタイミング制
御の精度が異なることが分かり、遅いテンポ且つ
テンポ音がない条件下でよりタイミング制御が困
難であることが示された。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，岡部孝生，椛秀人

9）筋出力調節能における視
標追従課題の特性

第66回日本体力医学会大
会in山口（体力科学60:
p596, 2011.）

視標追従する筋出力調節を保持・漸増・漸減運動
時の相違について、筋出力応答特性を検討した。
等尺性膝伸展力発揮により検討した結果、保持運
動時より筋出力の増減が求められる漸増・漸減運
動において追従運動が困難であり、また漸減運動
でより顕著であった
発表者名：竹林秀晃，宮本謙三，滝本幸治，岡部
孝生，宅間豊，井上佳和

12）正確な周期運動を継続す
る条件についての検討―足
タッピング課題を用いて―

第40回四国理学療法士学
会 in愛媛（プログラ
ム・抄録集p44）

正確な周期運動を継続する条件について足タッピ
ング課題により検討した。結果、足タッピングの
手掛かりとなるテンポ音の付与と撤回を反復する
ことによってタッピング間隔誤差・変動が減少す
る結果が得られた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，椛秀人

11）視標追従課題における求
心性・遠心性収縮の制御特性

第40回四国理学療法士学
会 in愛媛（プログラ
ム・抄録集p46）

8）反応時間における筋収縮
と筋弛緩の特性―要求する筋
力レベルの違いが与える影響
―

第67回日本体力医学会中
国・四国地方会in徳島
（体力科学60: p540,
2011）

筋力調節を要求し筋収縮と筋弛緩を行った場合の
反応時間について検討した。肘関節屈曲の等尺性
収縮による単純反応課題により検討した結果、筋
収縮より筋弛緩により反応する際の反応時間が遅
延した。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，岡部孝生

7）理学療法英語専門学術書
における専門語彙の抽出とそ
の特性

第46回日本理学療法学術
大会in宮崎（理学療法学
38. Supplement 2: PI1-
460）

理学療法士のESP(English for Specific
Purpose)教育の基礎的研究のため、背学療法分野
の専門学術書に出現する語彙項目を抽出し分析し
た。結果、学術雑誌コーパスからは539タイプ、
専門書コーパスからは529タイプが抽出され、2種
類のコーパスに共通点がみられた。
発表者名：宮本 祥子 , 五百蔵 高浩 , 宮本 謙
三 , 宅間 豊 , 井上 佳和 , 竹林 秀晃 , 岡部
孝生 , 滝本 幸治
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― 平成24年5月

― 平成24年5月

― 平成24年5月

― 平成24年5月

― 平成24年9月

― 平成24年9月20）同一運動速度時の短縮
性・伸張性収縮の制御特性―
加齢による影響―

第67回日本体力医学会大
会in岐阜（体力科学61:
p571, 2012.）

短縮性収縮(CON)と伸張性収縮(ECC)による膝関節
屈伸の視標追従課題を若年・高齢群を対象に実施
した。結果、目標とする膝屈伸角度との誤差は両
群ともにECCで有意に大きく、群間比較では高齢
群がCON/ECCともに有意に高値であり、関節運動
制御能は加齢により低下することが示唆された。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，岡部孝生

19）聴覚リズム刺激を用いた
等尺性筋収縮のタイミングと
筋出力調節の特性―練習試行
と再生試行による検討―

第67回日本体力医学会大
会in岐阜（体力科学61:
p569, 2012.）

聴覚リズム刺激により一側足関節の周期的な底屈
力発揮課題を行い、タイミングと筋出力調節の特
性について検討した。結果、テンポ間隔が大きい
ときに注意の分散によりタイミングや力発揮制御
能力が低下したことが考えられた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，椛秀
人

17）求心性・遠心性収縮の関
節位置制御特性

第69回日本体力医学会中
国・四国地方会in高知
（体力科学61: p454,
2012）

視標追従課題の膝伸展による遠心性収縮(ECC)と
求心性収縮(CON)の特性を探ることを研究目的と
した。結果、視標追従の絶対誤差や力発揮の変動
はECCで大きくなる傾向を認めた。一方、恒常誤
差ではCONは－の、ECCは＋の誤差であり収縮様式
間で有意差を認めた。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，宮本謙三，井上
佳和，岡部孝生，宅間豊，宮本祥子

視標追従課題における求心性収縮(CON)と遠心性
収縮(ECC)時の関節位置制御の特性を加齢の影響
とともに検討した。結果、若年・高齢者ともに
CONよりECC時に力発揮誤差が大きく、若年者より
高齢者の方がCON・ECCともに誤差が大きかった。
発表者名：竹林 秀晃, 滝本 幸治, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 森
岡 周

16）加齢による求心性・遠心
性収縮時の関節位置制御特性

第47回日本理学療法学術
大会in兵庫（理学療法学
39. Supplement 2:
0885）

18）周期的な等尺性筋収縮の
タイミングと筋出力調節の特
性

第47回日本理学療法学術
大会in兵庫（理学療法学
39. Supplement 2:
1095）

下肢の周期的な等尺性筋収縮課題を行い、異なる
テンポによる筋出力調節の特性について検討し
た。目標とする筋出力に対する誤差は、遅いテン
ポのとき且つテンポ音がない条件下で有意に大き
かった。一方、力発揮の変動はテンポ速度の影響
を受けなかった。
発表者名：滝本 幸治, 竹林 秀晃, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 椛
秀人

15）地域に根付いた介護予防
運動教室の展開と効果検証に
ついて

第47回日本理学療法学術
大会in兵庫（理学療法学
39. Supplement 2:
0826）

理学療法士養成校としての職能を活かし、地域住
民を主体とした介護予防運動教室の展開と効果に
ついて検証した。結果、運動教室による運動機能
の向上を認めるとともに、運動教室のリーダー育
成や定期的な体力測定などにより地域住民主体の
継続的な活動に貢献できたと考える。
発表者名：滝本 幸治, 宮本 謙三, 宅間 豊, 井
上 佳和, 宮本 祥子, 竹林 秀晃, 岡部 孝生, 松
村 千賀子
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― 平成24年11月

― 平成24年11月

― 平成24年11月

― 平成24年11月

― 平成25年3月

― 平成25年5月

― 平成25年5月

― 平成25年5月28）加齢に伴う筋出力とタイ
ミングの制御特性—足タッピ
ング課題を用いた検討—

第48回日本理学療法学術
大会in名古屋（理学療法
学40. Supplement 2: P-
A基礎-194）

下肢タッピング課題により力とタイミングの制御
特性を見出すとともに加齢の影響について検討し
た。結果、タッピング間隔誤差は高齢者で大き
く、テンポが遅いほど誤差が大きかった。また、
力発揮の変動は高齢者で大きかったが、力発揮誤
差は若年者が大きかった。
発表者名：滝本 幸治, 竹林 秀晃, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 椛
秀人

27）視標追従課題を用いた下
肢の筋出力調節能力の特性—
漸増・保持・漸減運動による
検討—

第48回日本理学療法学術
大会in名古屋（理学療法
学40. Supplement 2: P-
A基礎-115）

一側膝関節の等尺性膝伸展力発揮による視標追従
課題を用いた力制御特性について検討した。結
果、10%MVCより30%MVCの力発揮の方が目標筋力と
発揮筋力との誤差が有意に大きかった。また、漸
減運動時の方がより誤差が大きい傾向であった。
発表者名：松村 宏樹, 上野山 貴士, 滝本 幸治

26）自己身体における視覚情
報と身体感覚情報との不一致
が姿勢制御に及ぼす影響

第48回日本理学療法学術
大会in名古屋（理学療法
学40. Supplement 2: P-
A基礎-113）

リアルタイムに視覚情報を変化させることで身体
感覚情報との不一致をつくり、姿勢制御への影響
を検討した。結果、自身の立位姿勢をより大きく
回転させた映像（135°、180°）を被験者自身に
見せた際に、より大きな重心動揺（総軌跡長、矩
形面積）を認めた。
発表者名：竹林 秀晃, 弘井 鈴乃, 滝本 幸治,
宮本 謙三, 宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡
部 孝生

25）加齢に伴う力とタイミン
グの制御特性

第26回高知県理学療法学
会in高知市（抄録集p
18）

足タッピング課題を用いてテンポ音と同期（練習
課題）もしくはテンポ音を消去（再生課題）した
条件下でのタイミングと力制御の特徴を若年・高
齢者を対象に検討した。結果、タップ間隔誤差は
高齢群で大きく、力発揮やタップ間隔の変動も高
齢群で大きくなる傾向を示した。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，島﨑省伍，
下川貴大，椛 秀人

22）等尺性収縮による下肢
タッピングの課題特性

第41回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p58）

等尺性収縮下での下肢タッピングの特性について
若年者を対象に検討した。結果、聴覚リズム刺激
がなく遅いテンポ下で、タップ間隔の誤差が大き
くなった。また、遅いテンポでは発揮する力が目
標とする値に対して誤差が大きかった。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，椛秀人

21）追従課題における関節位
置調節と筋出力調節の課題特
性と関連性

第41回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p57）

視標追従課題による膝関節運動の関節位置調節課
題と筋出力調節課題を実施した。結果、関節位置
調節より筋出力調節の方が精度は低く、筋弛緩の
際に力制御が難しくなることが見いだされた。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，森岡周，宮本謙
三，井上佳和，岡部孝生，宮本祥子，宅間豊

24）理学療法専門学術書にお
ける英語表現の特徴に関する
研究

第41回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p92）

理学療法分野の英語コーパスの特性を共起語の観
点から分析した。結果、理学療法分野にはパター
ン化された結びつきが存在することが考えられ、
共起パターンの学習が理学療法分野の英語専門学
術書の理解を早める有効な方略であることが示唆
された。
発表者名：宮本祥子，五百蔵高浩，宮本謙三，宅
間豊，井上佳和，竹林秀晃，岡部孝生，滝本幸治

23）運動観察が歩行動作の学
習に及ぼす有効性

第41回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p70）

脳卒中症例の運動観察による歩行動作の改善効果
について検討した。結果、通常理学療法より観察
学習を用いた方が歩行時の歩幅や単脚支持時間に
左右均等性を認め、運動観察学習の有効性が示唆
された。
発表者名：池上大輝，竹林秀晃，滝本幸治，山本
知弘，野田昌志
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― 平成25年5月

― 平成25年9月

― 平成25年11月

― 平成25年11月

― 平成25年11月

― 平成25年11月 複合的運動機能テストであるTrail Walking
Test(TWT)と身体機能や注意機能との関連につい
て検討した。結果、TWTは歩行能力や筋力、バラ
ンスや敏捷性、注意機能と有意な相関を認め、
TWTは種々の身体機能や注意機能の総合的指標と
成り得る。
発表者名：榛田彩香，竹林秀晃，滝本幸治，高芝
潤，川渕正敬，前田秀博，國澤雅裕

34）地域在住高齢者における
複合的運動機能に対しての注
意機能と身体機能の関連性に
ついて

第42回四国理学療法士学
会in徳島（プログラム・
抄録集p86）

33）加齢により異なる力制御
の特性―足タッピング課題を
用いた検討―

第42回四国理学療法士学
会in徳島（プログラム・
抄録集p70）

 足タッピング課題を実施し、力制御の加齢によ
る特性について検討した。結果、筋出力値の変動
は高齢者が有意に大きかったが、目標筋出力値に
対する筋出力値の誤差は若年者の方が大きいとい
う特徴的な結果を得た。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏，
椛秀人

32）高齢者におけるMental
Chronometryの特性と各種身
体能力との関係

第42回四国理学療法士学
会in徳島（プログラム・
抄録集p68）

歩行動作の心的時間測定（MC）と、高齢者のMCと
身体能力との関連性について検討した。結果、高
齢者はMCと実際の歩行との誤差が大きく、MCより
実際の歩行時間が延長している者が有意に多かっ
た。
発表者名：竹林秀晃，小松祐貴，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏

31）等尺性収縮における内側
広筋のトレーニング方法の検
討

第42回四国理学療法士学
会in徳島（プログラム・
抄録集p54）

内側広筋において肢位の違いによる筋活動の変化
を検討した。結果、踵セッティングおよび立位で
の股内転同期セッティングでより内側広筋の活動
が賦活することが確認された。
発表者名：奥田教宏，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，滝本幸治

30）加齢に伴うタイミングと
筋出力制御の特性―足タッピ
ング課題を用いた検討―

第68回日本体力医学会大
会in東京（体力科学62:
p590, 2013）

一側足関節の周期的な足タッピング課題により、
下肢周期運動の特性とともに加齢に伴う影響を検
討した。結果、多くの指標においてテンポ音がな
い条件で且つテンポが遅いほど誤差や変動が大き
かった。力制御に関しては高齢者より若年者の誤
差が大きいという知見が得られた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，奥田教宏，
椛秀人

29）視標追従課題を用いた下
肢CKC条件下における筋出力
調節能力の特性—漸増・保
持・漸減運動による検討—

第48回日本理学療法学術
大会in名古屋（理学療法
学40. Supplement 2: P-
A基礎-210）

下肢CKC条件下での筋出力調節課題(10/20/30%
MVC)を行い、その制御特性について検討した。結
果、10/30%MVC間で有意差を認め30%MVC時により
誤差が大きかった。また、漸減運動時がより誤差
が大きい傾向であった。
発表者名：上野山 貴士, 松村 宏樹, 滝本幸治
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― 平成26年5月

― 平成26年5月

― 平成26年5月

― 平成26年11月

― 平成26年11月

― 平成26年11月40）Mental Rotation課題に
おける道具使用・物体把持の
影響

第43回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p113）

運動イメージの評価法のひとつであるMental
Rotation（MR；心的回転）課題を用いて、道具使
用有無別に成績を比較した。結果、正答率に差を
認めなかったが、反応時間は道具を使用した条件
下で有意に速かった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，奥田教宏，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生

39）足タッピング課題による
加齢に伴う力制御能力の特性
―異なる力発揮水準を用いた
検討―

第43回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p90）

足タッピングを異なる力発揮水準で行い力制御の
特性を若年・高齢群間で比較した。その結果、小
さい力発揮時に高齢群の力発揮の変動が大きく、
力発揮水準が大きいほど若年・高齢群の差が縮小
する傾向にあった。
発表者名：滝本幸治，高橋夏姫，竹林秀晃，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏，椛秀人

38）地域高齢者における転倒
因子の検討と各年代における
片脚立位時間の変化について

第43回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p80）

地域在住高齢者に対し、転倒に関連する因子を検
討するとともに各年代の片脚立位時間について検
討した。結果、転倒歴のある者はない者と比較し
て片脚立位時間や膝伸展筋力が有意に低値であ
り、年代が上がるにつれて片脚立位の保持時間が
短縮していた。
発表者名：奥田教宏，竹林秀晃，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生

37）肢位の違いによる内側広
筋の筋活動特性

第49回日本理学療法学術
大会in横浜（理学療法学
41. Supplement 2:
1294）

肢位別による内側広筋の筋発揮量の相違について
筋電図を用いて検討した。結果、立位同期
settingでは筋活動量が最も低く、踵settingでは
最も筋活動量が高かった。
発表者名：奥田 教宏, 竹林 秀晃, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 滝
本 幸治

36）加齢に伴う足タッピング
のタイミングと筋出力制御の
特徴― 異なる目標発揮筋力
による検討 ―

第49回日本理学療法学術
大会in横浜（理学療法学
41. Supplement 2:
0335）

足タッピング課題を用いて加齢の要因に注目し、
異なる力発揮がタイミングと力制御に及ぼす影響
について検討した。結果、タッピング間隔の誤差
や変動は高齢者が有意に大きく、目標発揮筋力が
大きくなるほどその差が縮小する傾向であった。
筋出力ピーク値の変動も高齢群で有意に大きかっ
た。
発表者名：滝本 幸治, 竹林 秀晃, 宮本 謙三,
宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡部 孝生, 奥
田 教宏, 椛 秀人

34）地域在住高齢者における
複合的運動機能に対しての注
意機能と身体機能の関連性に
ついて

0m歩行による心的時間(MC)の加齢変化と、MCと身
体機能との関連について検討した。結果、MCと実
測時間との誤差は若年者より高齢者で有意に高値
を示した。また、その誤差は若年・高齢者ともに
実測時間よりMCが有意に延長する者が多かった
が、若年・高齢者間で差は認めなかった。
発表者名：竹林 秀晃, 滝本 幸治, 奥田 教宏,
宮本 謙三, 宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡
部 孝生, 小松祐貴

35）高齢者におけるMental
Chronometryの時間・空間的
一致性と身体能力との関係

第49回日本理学療法学術
大会in横浜（理学療法学
41. Supplement 2:
0100）

リハ－433



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

― 平成27年3月

― 平成27年6月

― 平成27年6月

― 平成27年6月

― 平成27年6月

― 平成27年11月46）複数体肢の同時動作にお
ける反応時間からみた運動制
御

第44回四国理学療法士会
学会in愛媛（プログラ
ム・抄録集p77）

複数体肢の同時動作の組み合わせによる反応時間
の特性について、健常成人を対象に検討した。結
果、四肢いずれか単肢および両上肢や両下肢で反
応するより、同側上下肢や対側上下肢で反応する
際に有意に反応時間が遅延することが分かった。
発表者名：竹林秀晃，前田康介，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏

42）高齢者の努力歩行が
Mental Chronometryに及ぼす
影響―転倒と運動機能との関
連―

第50回日本理学療法学術
大会in東京（理学療法学
42 Supplement 2: P2-A-
0513）

高齢者の努力歩行における心的時間(MC)に着目
し、転倒や運動機能との関連ついて検討した。結
果、歩行の実測時間とMCとの誤差は転倒歴のある
高齢者で高値を示した。また、時間一致の精度が
高い者ほど運動機能が高かった。
発表者名：竹林 秀晃, 滝本 幸治, 奥田 教宏,
宮本 謙三, 宅間 豊, 井上 佳和, 宮本 祥子, 岡
部 孝生

45）高齢者における歩行の運
動イメージについて―自由歩
行と努力歩行のMental
Chronometry―

第35回日本リハビリテー
ション医学会中国・四国
地方会in高知（プログラ
ム・抄録集p56 ）

転倒歴の有無別群間で、歩行の運動イメージ能力
をMental Chronometry (MC)により評価し比較・
検討した。結果、転倒群の運動イメージは有意に
誤差が大きく、それは努力歩行においてより顕著
であった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治

44）Stroop Walking Taskを
用いた転倒リスク評価の有用
性

第35回日本リハビリテー
ション医学会中国・四国
地方会in高知（プログラ
ム・抄録集p54-55 ）

Stroop Walking Task (SWT)という二重課題が転
倒リスク者の検出に有効であるか検討した。結
果、SWT遂行時のエラー数は転倒歴有無別群間で
差は認めなかったが、SWT（色条件）は正診率が
74.5%であり、転倒リスク者の検出に有効である
ことが考えられた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃

Walking Stroop Carpet(WSC)という二重課題が転
倒リスク者の検出に有効であるか検討した。結
果、WSC（色条件）とTimed Up & Go testが転倒
歴を説明する変数として抽出されたが、WSCの判
別性能がより優れることが分かった。
発表者名：滝本幸治, 近森鷹希, 竹林秀晃, 奥田
教宏, 宅間豊, 井上佳和, 宮本祥子, 岡部孝生,
宮本謙三

43）Walking Stroop Carpet
による新しい転倒リスク評価
の有用性

第50回日本理学療法学術
大会in東京（理学療法学
42 Supplement 2: P3-C-
1069）

41）Walking Stroop Carpet
による転倒リスク評価の妥当
性

第28回高知県理学療法士
学会 in高知市（抄録集
p24 ）

Walking Stroop Carpet (WSC)は転倒リスク評価
に用いることができるかその妥当性について検討
した。結果、転倒歴の有無別群間で、WSC（色条
件）の所要時間に有意差を認め、ROC曲線を用い
た検討より、転倒歴の判別性能が高いことが確認
された。
発表者名：滝本幸治，近森鷹希，竹林秀晃，奥田
教宏，宅間　豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝
生，門田美和，古谷千佐子，宮本謙三
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― 平成28年3月

― 平成28年5月

― 平成28年5月

― 平成28年11月

― 平成28年11月

― 平成28年11月52）自己身体像の視覚外乱刺
激は感覚の重みづけを変化さ
せる―身体感覚情報との不一
致が及ぼす影響―

第45回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p67）

視覚に自己の背面像が回転する外乱刺激を加える
ことで身体感覚情報との不一致をつくり、立位保
持時の重心動揺に与える影響を検討した。結果、
回転角度が大きくなるに従い、視覚より前庭覚や
体性感覚が関与することが示唆された。
発表者名：竹林秀晃，弘井鈴乃，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，
奥田教宏

51）Dual Taskによる歩行能
力と認知機能評価の有用性―
Walking Stroop Carpetによ
る検討―

第45回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p39）

Walking Stroop Carpet(WSC)という新しい二重課
題による歩行能力評価により、転倒リスクと認知
機能低下の評価を高齢者を対象に試みた。結果、
WSCは転倒歴や認知機能障害の判別性能が良好で
あることが示された。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三

加齢が下肢の視覚フィードバックによる関節位置
調節課題に及ぼす影響について検討した。結果、
静的な関節位置覚再現性は高齢・若年者間で差を
認めなかったが、動的な条件下では関節位置調節
の誤差が高齢群で有意に大きかった。
発表者名：竹林秀晃，田中美優，滝本幸治，宮本
謙三，宅間豊，井上佳和，岡部孝生，奥田教宏

50）高齢者の視覚フィード
バックによる関節位置調節課
題の制御特性

第78回日本体力医学会中
国・四国地方会in 山口
（抄録集p36-37）

49）加齢が下肢の視覚誘導性
関節運動調節に及ぼす影響

第51回日本理学療法学術
大会in札幌（理学療法学
43. Supplement 2: P-
KS-29-2）

加齢が下肢の視覚誘導性関節運動調節に及ぼす影
響について検討した。結果、関節位置覚再現性の
誤差は若年・高齢者間で差を認めなかったが、視
覚誘導性関節運動では高齢者において有意に誤差
が大きかった。
発表者名：竹林秀晃, 田中未優, 滝本幸治, 宮本
謙三, 宅間豊, 井上佳和, 宮本祥子, 岡部孝生,
奥田教宏

48）Walking Stroop Carpet
による認知機能評価の有用性
―自治体事業における地域在
住高齢者を対象とした検討―

第51回日本理学療法学術
大会in札幌（理学療法学
43. Supplement 2: O-
YB-01-4）

Walking Stroop Carpet(WSC)が自治体事業等にお
いて認知機能障害のスクリーニング検査として有
用であるか地域在住高齢者を対象に検討した。重
回帰分析などにより検討した結果、WSCは認知機
能検査として有用であることが見いだされた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三

47）自治体事業における効率
的な認知機能テストの試み―
Walking Stroop Carpetを用
いた検討―

第29回高知県理学療法学
会in香南市（抄録集
p28）

Walking Stroop Carpet(WSC)という二重課題によ
る歩行能力評価は、集団に対する認知機能検査に
有用か地域在住高齢者を対象に検討した。結果、
認知機能検査(MMSE)が24点未満の者を正診率
90.5%で検出できたことから、WSCの認知機能検査
としての有用性が確認された。
発表者名：滝本幸治，伊東咲也香，上岡奈津美，
川久保優菜，竹林秀晃，奥田教宏，宅間豊，井上
佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

― 平成28年11月

― 平成29年5月

― 平成29年5月

― 平成29年5月

― 平成29年5月

― 平成29年9月

56）パーキンソン病の姿勢調
節障害とは―表面筋電図を用
いた検討―

第52回日本理学療法学術
大会in千葉

パーキンソン病（PD）者の姿勢調節障害に着眼
し、立位保持時の足関節周囲筋を筋電図学的に評
価し検討した。結果、PDの進行に伴い立位保持時
の重心動揺が大きくなり、前脛骨筋の活動が増大
すること確認された。
　発表者名：下川貴大，横瀬崇光，岡本和久，渡
利太，武田正和，竹林秀晃，滝本幸治

振動刺激が筋力と筋出力調節能力に及ぼす影響
を、膝伸展運動課題を用いて大腿四頭筋腱に対し
振動刺激を加えた。結果、再大筋力の増加ととも
に、膝伸展40%, 20%MVC時に筋出力調節能力の精
度が向上することが分かった。
　発表者名：竹林秀晃，吉川尚輝，滝本幸治，宮
本謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝
生，奥田教宏，渡邊家康

58）腱への振動刺激が筋力・
筋出力調節に及ぼす影響

第72回日本体力医学会大
会in愛媛

57）地域在住高齢者に対する
二重課題を用いた歩行能力の
年代比較―Walking Stroop
Carpetによる検討―

第52回日本理学療法学術
大会in千葉

地域在住高齢者の年代比較をWalking Stroop
Carpet（WSC）課題を用いて実施し、加齢による
歩行能力の特性を検討した。結果、一般的な歩行
能力テストでは検出が困難であったが、WSC課題
（文字条件）は、後期高齢者（75歳～）と超高齢
者（85歳～）の差異を明らかにした。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，宮本謙三

55）痛みの社会的修飾メカニ
ズムの一考―一夫一婦制げっ
歯類を用いた基礎的研究―

第52回日本理学療法学術
大会in千葉

高社会性げっ歯類（プレーリーハタネズミ）を用
い、社会環境の変化による痛みの修飾メカニズム
について検討した。結果、パートナーの存在が痛
刺激に対するペインマトリックスの反応性を高め
ることが示唆された。
　発表者：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，宮本謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，
岡部孝生，由利和也

54）視覚フィードバック・負
荷の有無が関節位置覚に及ぼ
す影響―若年者と高齢者の比
較―

第52回日本理学療法学術
大会in千葉

視覚フィードバック（FB）と負荷有無の条件下
で、加齢を加味して関節運動制御特性を検討し
た。結果、高齢者では視覚FBがない条件下で関節
位置の変動が大きく、目標関節角度に対して正の
誤差が大きくなる特徴が得られた。
　発表者名：竹林秀晃，津野沙也加，滝本幸治，
奥田教宏，宮本謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生

53）心理社会的要因による痛
み関連脳領域の変化―高社会
性げっ歯類を用いた基礎研究
―

第45回四国理学療法士学
会in香川（プログラム・
抄録集p68）

プレーレーハタネズミを用いてその社会環境を変
化させ、心理･社会的要因により痛み関連脳領域
の反応性がどう変化するか検討した。結果、心
理･社会的要因による痛みの修飾メカニズムに
ドーパミンが関与している可能性が示唆された。
発表者名：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，宮本謙三，宅間豊，井上佳和，宮本祥子，
岡部孝生，由利和也
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

― 平成29年9月

― 平成29年11月

― 平成29年11月

― 平成30年2月

― 平成30年6月

― 平成30年6月

60) 心理･社会的ストレスに
よるペインマトリックスの反
応性変化―炎症性疼痛時の脳
活動性―

59）新しい二重課題を用いた
地域在住高齢者に対する転倒
リスク評価―Walking Stroop
Carpet課題による検討―

第72回日本体力医学会大
会in愛媛

地域在住高齢者を対象に、Walking Stroop
Carpet（WSC）課題という二重課題による転倒リ
スク評価を試みた。結果、WSC課題（色条件）は
他の一般的な歩行能力指標よりも転倒歴の判別性
能に秀でている結果が得られた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宅間
豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，渡邊家康，
宮本謙三

高社会性げっ歯類のプレーリーハタネズミを用い
て心理･社会的要因による痛み関連領域の反応性
を検討した。炎症性疼痛を惹起させ脳を採取した
結果、パートナーロス群では内因性疼痛抑制系で
あるドーパミン回路が機能しにくく、嫌悪感や不
安が強かった可能性が示唆された。
発表者名：奥田教宏，大迫洋治，竹林秀晃，滝本
幸治，井上佳和，宮本祥子，岡部孝生，渡邊家
泰，宅間　豊，宮本謙三，由利和也

第46回四国理学療法士学
会in徳島（プログラム・
抄録集p73）

62）二重課題による身体的フ
レイル評価の試み―Walking
Stroop Carpetを用いた検討
―

第3回日本予防理学療法
学会サテライト集会in東
京（プログラム集p78）

Walking Stroop Carpet（WSC）という歩行による
二重課題を用いて、地域在住高齢者を対象に身体
的フレイルの評価を試みた。結果、一般的な歩行
能力検査では検出できなかったが、WSC課題（文
字条件）はプレフレイルに該当する高齢者を検出
することができた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，宅間　豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝
生，岡林　悠，宮本謙三

63）地域在住高齢者の認知機
能と歩行能力との関連―体幹
加速度計測による検討―

第55回日本リハビリテー
ション医学会学術集会in
福岡

地域在住高齢者を対象に、認知機能テストととも
に歩行を加速度センサで計測し、認知機能と歩行
機能との関連を精査した。結果、健常群より認知
機能低下群の歩行速度が遅く、歩行時の加速度振
幅が大きい特徴を得たが、多変量解析では有意な
変数として抽出されなかった。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，浅井　剛，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，岡林　悠，宮本謙三

64）加齢における選択反応課
題のサイモン効果が及ぼす影
響

第55回日本リハビリテー
ション医学会学術集会in
福岡

選択反応課題（ボタン押し課題）における刺激の
一致・不一致が加齢とともに反応時間にどう影響
するか検討した。結果、若年・高齢者ともに反応
時間の遅延を認める共通項も認めたが、刺激と反
対方向に反応する不一致課題では高齢者がより遅
延した。
発表者名：竹林秀晃，入野哲暢，滝本幸治，奥田
教宏，宮本謙三，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，渡邊家泰

61) 加齢による二重課題条件
下での歩行特性―体幹加速度
計測による検討―

第46回四国理学療法士学
会in徳島（プログラム・
抄録集p109）

二重課題（減算課題）歩行時の体幹加速度を計測
し、加齢による歩行特性について検討した。結
果、加齢とともに二重課題による影響を反映した
パラメータは加速度成分(RMS)であり、高齢者の
み単純課題‐二重課題間でRMSの増大を認めた。
発表者名：滝本幸治，山本聖香，浅井　剛，竹林
秀晃，奥田教宏，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，渡邊家泰，宮本謙三
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

― 平成30年9月

― 平成30年10月

― 平成30年12月

― 平成30年12月

― 平成30年12月

― 平成30年12月

65) Older adult have
delayed reaction times to
peripheral visual stimuli
during exercise
高齢者における運動中の周辺
視野刺激に対する反応時間の
遅延について

第73回日本体力医学会大
会in福井（JPFSM
Vol.7,2018: p342）

中心及び周辺視野に提示する視覚刺激に対するス
テッピングの反応時間について、20代以上の成人
65名を対象に検討した。結果、50歳代を境に非線
形に反応時間は遅延し、反応時間のバラつきが大
きくなる結論を得た。
発表者名：竹林秀晃，今西　諒，滝本幸治，奥田
教宏，宮本謙三，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，渡邊家泰

66）認知機能低下が歩行に及
ぼす影響―加速度計測による
歩行パラメータを用いた検討
―

第5回日本予防理学療法
学会学術大会in福岡（プ
ログラム集p149）

一般的な歩行能力検査(10m歩行)時に加速度計測
を行い、高齢者の認知機能が歩行パラメータのど
のような側面に影響するか検討した。結果、認知
機能が低下している者は歩行時の加速度振幅
(RMS)が増大するとともに、歩行の円滑性の指標
であるHarmonic ratio（前後成分）が低値を示し
たことから、円滑性に欠く歩行をしている可能性
が示唆された。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，浅井　剛，奥田
教宏，渡邊家泰，岡林　悠，宮本謙三

68）認知機能低下が歩行パラ
メータに与える影響―体幹加
速度計測による検討―

第47回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p76）

地域在住高齢者を対象に、認知機能低下有無が各
種歩行パラメータに与える影響について検討し
た。結果、歩行時の合成RMS（加速度振幅の大き
さ）が健常群より認知機能低下群で有意に増大す
るとともに
、多変量解析により認知機能低下を説明する変数
として抽出された（OR:1.34, 95%CI:1.01-1.77,
p<0.05)。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，浅井　剛，宅間　豊，井上佳和，宮本祥
子，岡部孝生，岡林　悠，宮本謙三

67）視覚外乱刺激において周
辺環境の有無が姿勢制御に及
ぼす影響

第47回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p56）

Head Mounted Displayを用いて映像を回転させる
ことによる視覚外乱刺激を加え、姿勢制御に及ぼ
す影響について検討した。結果、背景があると重
心動揺が増大するとともに、回転角度が大きいと
より顕著に重心動揺が増大した。視覚情報が姿勢
制御に与える影響が異なることから、トレーニン
グへの応用が期待できる。
発表者名：竹林秀晃，藤田雅登，滝本幸治，奥田
教宏，渡邊家泰，岡部孝生，宮本祥子，井上佳
和，宅間　豊，宮本謙三

69）運動負荷による疼痛域値
の変化―自転車エルゴメー
ターによる比較―

第47回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p85）

自転車エルゴメーター駆動の運動負荷量の違いが
疼痛域値に与える影響について、健常若年成人男
性30名を対象に検討した。心拍数100拍／分と150
拍／分の運動20分実施後、第6頚椎棘突起側方の
表在感覚・圧痛域値を計測した結果、いずれの条
件も運動前後で比較で、運動後に疼痛域値が上昇
した。しかし、条件間では両域値に差を認めな
かった。
発表者名：奥田教宏，中平愛里，竹林秀晃，宮本
謙三，宅間　豊，井上佳和，宮本祥子，岡部孝
生，滝本幸治，渡邊家泰，大迫洋治

70）視空間記憶能力と歩行能
力および転倒歴との関連―視
覚的ワーキングメモリスパン
テストを用いた検討―

第47回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p144）

視空間情報の記憶能力と高齢者の歩行能力・転倒
との関連について、高齢者15名を対象に検討し
た。歩行能力検査（10m歩行、TUG）とともに、視
覚的ワーキングメモリスパンテスト（VWMST）を
実施した結果、非転倒群より転倒群で空間位置情
報を記憶する能力（スペース課題）が有意に低下
しており、多変量解析によりスペース課題の成績
はTUGを説明する変数として抽出された。
発表者名：橋詰愛里彩，谷脇弘将，山﨑　優，滝
本幸治
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― 平成30年12月

― 平成30年12月

― 平成31年2月

― 令和元年6月

― 令和元年6月

― 令和元年9月

整形外科疾患により外来通院中の患者を対象に、
杖使用を決定づける要因について検討した。結
果、杖使用群と未使用群間の比較において、有意
に杖使用群の10m歩行時間が遅延しており、多変
量解析によって歩行時間のみが杖使用有無を決定
付ける変数として抽出された。ROC曲線による判
別性能はAUC:0.79であり、カットオフ値は7.8秒
であった。
発表者名：土居優仁，山本哲夫，山下亜乃，片岡
歩，中内睦郎，滝本幸治

72）パーキンソン病症例を対
象にした短期集中入院の効果

第47回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p165）

パーキンソン病(PD)専用リハコースに入院するPD
症例37名の効果検証を行った。リハ専門職による
介入を240分／日×週5回×5週間実施したとこ
ろ、入院前後比較によりUPDRSのpart1（精神機
能、行動及び気分）、part2（ADL）、part（運動
機能）は有意に改善したが、part4（治療の合併
症）は不変であった。また、抑うつ性(SDS)は有
意に低下した。
発表者名：下川貴大，馬渕　勝，岡本和久，武田
正和，横瀬崇光，國重裕二，薮田英吾，澤田侑
貴，鎌田　剛，滝本幸治，三ツ井貴夫

75) 早期退院が可能であった
肺炎患者の特徴と要因

第56回日本リハビリテー
ション医学会学術集会in
神戸

患者の栄養状態に注目し、肺炎患者の早期退院に
向けた取り組みを行った。肺炎の診断にて入院し
その後自宅退院となった61名の高齢者を対象に、
入院時の体格指数(BMI)、栄養評価(SGA)、介護
度、FIMなどのを用いて評価した。結果、入院時
BMIとともに、SGAが早期退院に影響していること
が示された。
発表者名：谷岡寿昭，西田佳祐，蔭山美紀，小松
聖偏，市川德和，滝本幸治

71）外来患者に対する杖適応
の判断基準の検討

第47回四国理学療法士学
会in高知（プログラム・
抄録集p154）

76) 身体的フレイルが歩行に
及ぼす影響―運動習慣を有す
る地域在住高齢者の検討―

第74回日本体力医学会大
会inつくば

身体的フレイルの基準に歩行速度があるが、定期
的な運動習慣を有する高齢者における歩行の質的
な側面の特徴を検出した。運動習慣を有する高齢
者40名を対象に、J-CHSに基づくフレイル判定と
とともに歩行評価（速度、加速度計測）を実施し
た。結果、歩行速度はフレイル者がそうでない者
より有意に低下し，加速度解析による歩行時の円
滑さの指標(harmonic ratio)gaが低値（円滑さに
欠く）特徴を検出した。なお、健常者とプレフレ
イルとの者間で、歩行の差異は認めなかった。
発表者名：滝本幸治，門脇康平，竹林秀晃，浅井
剛，宮本謙三

73) 臨床実習成績の妥当性と
原因帰属要因との関連―15年
前との比較―

第32回高知県理学療法学
会in高知市（抄録集
p27）

学生の臨床実習成績に対する認識について、過去
に実施したものと同様のアンケート調査を臨床総
合実習後の4年次生（91名、延べ182件）を対象に
実施した。結果、過去と同様に成績の帰属要因と
して努力が反映していたが、今回新たに指導者と
の相性が最も高く反映しており、過去の報告と異
なる特徴的な変化であった。
発表者名：竹林秀晃，滝本幸治，奥田教宏，岡部
孝生，宮本祥子，渡邊家泰，井上佳和，宅間豊，
宮本謙三

74) 運動習慣を有する高齢者
の骨格筋量及び歩行特性―プ
レフレイルに注目した検討―

第56回日本リハビリテー
ション医学会学術集会in
神戸

運動習慣を有する高齢者も長期的には加齢に伴い
体力が低下するが、その最初の転機であるプレフ
レイルの特徴を検討した。高齢者37名（ロバスト
18名、プレフレイル19名）を対象に四肢骨格筋量
と歩行パラメータを計測し特徴を検出したとこ
ろ、プレフレイル群の方が四肢骨格筋量が低値を
示し、歩行時の加速度振幅（垂直方向）が有意に
高値を示した。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，渡邊
家泰，門脇康平，井上優輝，宅間豊，井上佳和，
宮本祥子，岡部孝生，浅井剛，岡林遥，宮本謙三
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― 令和元年11月

「その他、研究発表等」

― 平成23年2月

― 平成24年2月

― 平成25年2月

― 平成27年2月

第10回KMS Research
Meeting in高知大学医学
部（プログラム・抄録集
p70）

異なる音刺激周期で外的ペース(ET)運動と自己
ペース(SI)運動を行い、その特徴について若年者
を対象に検討した。結果、遅いペースより速い
ペース運動の方が、且つSI運動よりET運動の方が
正確に周期運動を遂行できた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，椛秀
人

2）周期的な等尺性筋収縮の
タイミングと筋出力調節の特
性

第11回KMS Research
Meeting in高知大学医学
部（プログラム・抄録集
p63-64）

下肢の周期的な等尺性筋収縮課題を行い、異なる
テンポによる筋出力調節の特性について検討し
た。結果、遅いテンポほどタッピング間隔誤差が
大きくなり、筋出力誤差が大きくなる結果が得ら
れた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，椛秀
人

3）加齢に伴う筋出力とタイ
ミングの制御特性

第12回KMS Research
Meeting in高知大学医学
部（プログラム・抄録集
p60-61.）

足タッピング課題を用いて力とタイミングの制御
特性を見出すため、異なるテンポ速度を用い加齢
による影響について検討した。結果、タッピング
間隔の誤差や変動は若年者より高齢者で大きく、
テンポ速度が遅いほど誤差が大きい結果であっ
た。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，宮本謙三，椛秀
人

4）Walking Stroop Carpetに
よる転倒リスク評価の有用性

第14回KMS Research
Meeting in高知大学医学
部（プログラム・抄録集
p72.）

Walking Stroop Carpet(WSC)課題（3条件）が転
倒リスク評価として有用であるか検討した。転倒
歴有無別に転倒群・非転倒群間で比較した結果、
WSC（色条件）とTUG（歩行能力評価）で有意差を
認め、ROC曲線によりWSCの判別性がより優れてい
ることが見いだされた。
発表者名：滝本幸治，竹林秀晃，奥田教宏，宮本
謙三，椛秀人

1）異なる音刺激周期による
足タッピング運動の特徴－外
的および自己ペース運動を用
いて－

運動学習において運動観察学習の有効性が知られ
ている。本研究では、視標追従力量調節課題によ
る自他のフィードバック(FB)情報が、力量調節の
学習に与える影響を検討した。健常成人32名を対
象とし、視標追従力量調節課題を実施した結果、
他者の課題成績のFBでは、運動主体感の低下を招
き力量調節の学習が妨げられた。また、自己の課
題成績がFBされたにもかかわらず、それが他者の
課題成績であると疑った場合には学習が妨げられ
た。
発表者名：竹林秀晃，門田涼香，滝本幸治，奥田
教宏，渡邊家泰，岡部孝生，宮本祥子，井上佳
和，宅間豊，宮本謙三

77) 視標追従課題における自
他由来波形操作が運動制御に
与える影響

第48回四国理学療法士学
会in愛媛
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5）脳卒中患者における電動
四輪車の自立に関与する因子
の検討

一般社団法人回復期リハ
ビリテーション病棟協会
第25回研究大会in愛媛

今後増加が推測されている脳血管疾患に着眼し、
電動車いすを使用している脳卒中患者の特性につ
いて調査した。結果、電動車いすの自立別群間で
年齢、介護度、屋内移動の自立度に有意差を認
め、電動車いすの自立に関わる因子として低年齢
と屋外移動の自立度が抽出された。
発表者名：上堀　琢，橋田芳恵，滝本幸治

6）臨床実習成績と原因帰属
要因との関連

第29回教育研究大会in香
川（プログラム・抄録集
p127）

臨床実習の成績とその帰属要因について、実習終
了後の学生を対象に調査した。結果、実習評定と
帰属要因間について、学生の努力と学生-指導者
間の相性に相関関係を認めた。
発表者名：竹林秀晃，宮本謙三，井上佳和，宮本
祥子，岡部孝生，滝本幸治

リハ－441



年月日

平成26年

10月1日

～

平成28年

3月31日

平成26年

10月1日

～

平成28年

3月31日

平成23年10月

平成23年11月

平成23年11月

2）実験・実習の工夫 大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療
法学専攻の物理療法学I・IIの実習ではロールプレ
イを導入し，臨床場面で可能な限り近い状況で演
習を行っている．学生にロールプレイでプレ ン
テーションを行わせ，フィードバックを通じて，
必要な知識と治療技術の修得ができるよう講義を
展開している．これにより，学生の臨床能力育成
に効果があった．

大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療
法学専攻の物理療法学Iで、 療法の効果とその
メカニズムおよび適応・ について要点をまと
めた資料を作成し、 療法を理解させ，実施す
る能力を習得させる効果があった．

1) 療法（講義用資料）

2)水治療法（講義用資料） 大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療
法学専攻の物理療法学Iで，水治療法の効果とその
メカニズムおよび適応・ について要点をまと
めた資料を作成し、水治療法を理解させ，実施す
る能力を習得させる効果があった．

3)温 療法（講義用資料） 大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療
法学専攻の物理療法学Iで，温 療法の効果とその
メカニズムおよび適応・ について要点をまと
めた資料を作成し、温 療法を理解させ，実施す
る能力を習得させる効果があった。

２ 作成した教科書，教材

研 究 分 野

人間医工学

教 育 研 究 業 績 書

令和 2年  3月 31日

氏名 野中 士

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

生理学、 格筋、物理療法

1）講義の工夫

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１ 教育方法の実践例

大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療
法学専攻の物理療法学I・IIの講義にはアクティブ
ラーニングを促通する目的で反 授業を取り入れ
ている．具体的には自主制作した e-learning 教
材で自宅学習させ，講義時間は演習やディスカッ
ションに活用している．これにより、学生の臨床
場面で獲得した知識の応用を習得させる効果が
あった．
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年月日事項 概 要

平成24年5月

平成24年5月

平成24年6月

平成24年7月

平成24年11月

平成24年11月

平成24年12月

7)マッサージ療法（講義用資料） 大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療
法学専攻の物理療法学IIで，マッサージ療法の効
果とそのメカニズムおよび適応・ について要
点をまとめた資料を作成し，マッサージ療法を理
解させ、実施する能力を習得させる効果があっ
た．

8) 格筋（講義用資料） 大阪府立大学総合リハビリテーション学部の理学
療法学専攻と作業療法学専攻の形態機能学実習
で， 格筋の構造や生理学的特性および収縮のメ
カニズム，筋 図などについての要点をまとめた
資料を作成した． 格筋の形態機能を理解させる
効果があった．

9) （講義用資料） 大阪府立大学総合リハビリテーション学部の理学
療法学専攻と作業療法学専攻の形態機能学実習
で， の構造や生理学的特性およガス交 の
メカニズムなどについての要点をまとめた資料を
作成した． の形態機能を理解させる効果が
あった．

10)神経（講義用資料） 大阪府立大学総合リハビリテーション学部の理学
療法学専攻と作業療法学専攻の形態機能学実習
で，神経の構造や生理学的特性およ興奮の伝導・
伝達のメカニズムなどについての要点をまとめた
資料を作成した．神経の形態機能を理解させる効
果があった．

5) 気 療法（講義用資料） 大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療
法学専攻の物理療法学IIで， 気 療法の効果
とそのメカニズムおよび適応・ について要点
をまとめた資料を作成し， 気 療法を理解さ
せ，実施する能力を習得させる効果があった．

6) 引療法（講義用資料） 大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療
法学専攻の物理療法学IIで， 引療法の効果とそ
のメカニズムおよび適応・ について要点をま
とめた資料を作成し， 引療法を理解させ，実施
する能力を習得させる効果があった．

4)光線療法（講義用資料） 大阪府立大学総合リハビリテーション学部理学療
法学専攻の物理療法学IIで，光線療法の効果とそ
のメカニズムおよび適応・ について要点をま
とめた資料を作成し，光線療法を理解させる効果
があった．
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年月日事項 概 要

平成26年5月

平成27年10月

平成27年12月

平成27年12月

平成30年6月

平成30年6月

平成30年6月

平成30年11月

平成30年11月

11) 気 療法（e-learning用教材) 大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療
法学専攻の物理療法学IIで， 気 療法の予
習・復習用e-learning教材を作成し， 気 療
法の基本的原理とゲートコントロール理論の講義
内容を理解させる効果があった．

12)心 （講義用資料） 大阪府立大学総合リハビリテーション学類の理学
療法学専攻と作業療法学専攻の形態機能学実習
で，心 の構造や生理学的特性およ心 の収縮メ
カニズムや心 図などについての要点をまとめた
資料を作成した．心 の形態機能を理解させる効
果があった．

13) 療法（e-learning用教材) 大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療
法学専攻の物理療法学Iで， 療法の予習・復習
用e-learning教材を作成し， 療法の基本的原
理と効果の講義内容を理解させる効果があった．

14）温 療法（e-learning用教材) 大阪府立大学総合リハビリテーション学類理学療
法学専攻の物理療法学Iで，温 療法の予習・復習
用e-learning教材を作成し，温 療法の基本的原
理と効果の講義内容を理解させる効果があった．

15） 関 の運動学（講義資料) 京都 大学健康科学部理学療法学科の運動学演習
で， 関 の解 と運動学などについての要点を
まとめた資料を作成した． 関 の運動学を理解
させる効果があった．

京都 大学健康科学部理学療法学科の運動学演習
で， 関 の解 と運動学などについての要点を
まとめた資料を作成した． 関 の運動学を理解
させる効果があった．

16） 関 の運動学（講義資料)

京都 大学健康科学部理学療法学科の運動学演習
で，足関 ・足部の解 と運動学などについての
要点をまとめた資料を作成した．足関 ・足部の
運動学を理解させる効果があった．

17）足関 ・足部の運動学（講義資料)

京都 大学健康科学部理学療法学科の運動 障害
理学療法基礎演習で，関 リウマチの理学療法

についての要点をまとめた資料を作成した．関
リウマチの理学療法を理解させる効果があった．

18）関 リウマチの理学療法（講義資料)

京都 大学健康科学部理学療法学科の運動 障害
理学療法基礎演習で，上 の の理学療法に

ついての要点をまとめた資料を作成した上 の
の理学療法を理解させる効果があった．

19）上 の の理学療法（講義資料)
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年月日事項 概 要

平成30年11月

平成30年11月

平成30年12月

令和元年9月

令和元年9月

令和元年9月

令和元年9月

令和元年9月

令和元年10月

23)細 の構造と の興奮（講義用資料） 奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法
学・作業療法学専攻の人体機能学II（動物性機
能）で，細 構造と細 の興奮メカニズムなど
についての要点をまとめた資料を作成した．細

の興奮のメカニズムを理解させる効果があっ
た．

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法
学・作業療法学専攻の人体機能学II（動物性機
能）で， 格筋の構造と収縮のメカニズムなどに
ついての要点をまとめた資料を作成した． 格筋
の構造と収縮のメカニズムを理解させる効果が
あった．

24) 格筋の構造と収縮のメカニズム（講義用資
料）

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法
学・作業療法学専攻の人体機能学II（動物性機
能）で， 格筋に関する運動単位，神経支配比，

反射メカニズムなどについての要点をまとめ
た資料を作成した．運動単位，神経支配比，
反射メカニズムを理解させる効果があった．

25)運動単位，神経支配比， 反射（講義用資
料）

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法
学・作業療法学専攻の人体機能学II（動物性機
能）で， 格筋の代謝特性とエネルギー代謝など
についての要点をまとめた資料を作成した． 格
筋の代謝特性とエネルギー代謝を理解させる効果
があった．

26) 格筋の代謝特性とエネルギー代謝（講義用資
料）

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法
学・作業療法学専攻の人体機能学II（動物性機
能）で， の構造と生理などについての要点をま
とめた資料を作成した． の構造と生理を理解さ
せる効果があった．

27) の構造と生理（講義用資料）

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法
学・作業療法学専攻の人体構造学III（神経・運動

）で，体 の ，筋および神経支配や作用，
，周辺の 管などについての要点をまとめた資

料を作成した．体 の解 を理解させる効果が
あった．

28)体 の解 学（講義用資料）

京都 大学健康科学部理学療法学科の臨床運動学
演習で， 制 などについての要点をまとめた
資料を作成した． 制 の運動学を理解させる
効果があった．

22） 制 （講義資料)

京都 大学健康科学部理学療法学科の運動 障害
理学療法基礎演習で， 関 障害の理学療法に

ついての要点をまとめた資料を作成した 関 障
害の理学療法を理解させる効果があった．

20） 関 障害の理学療法（講義資料)

21） 傷の理学療法（講義資料) 京都 大学健康科学部理学療法学科の運動 障害
理学療法基礎演習で， 傷の理学療法につ

いての要点をまとめた資料を作成した 傷の
理学療法を理解させる効果があった．
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年月日事項 概 要

令和元年10月

平成26年

12月4日

平成27年

12月17日

平成28年

12月22日

平成24年

6月16日

平成26年

11月26日

平成26年

10月30日

平成30年

6月14日

平成30年

6月20日

西 鶴高校 講師
「医療」
医療職である理学療法士，作業療法士，臨床検査
技師の仕事内容について講義を行った．

伊 高校 講師
「医療技術・リハビリ」
医療職である理学療法士，作業療法士の仕事内容
や社会における役割について講義を行った．

４ 実務の経験を有する者についての特記事項

2)高大連携 講義について 大阪府立 高等学校 模擬講義講師
「理学療法とリハビリテーション」
リハビリテーション職である理学療法士の仕事内
容や社会における役割，また他の医療職とのかか
わりについての講義を行った．

いずみ健老大学 講師
「 痛予防」
慢性 痛について，現在考えられている発生理由
とその予防・改善のための運動療法（運動方法）
について講演を行った．

はびきの市 大学 講師
「 痛予防のための運動」
慢性 痛について，現在考えられている発生理由
とその予防・改善のための運動療法（運動方法）
について講演を行った．

1)講演について

1) 大阪府立大学 総合リハビリテーション 長お
よび総合リハビリテーション学研究科長による平
成25年度教員業績評価

総合評価S（4段階中最高評価）

３ 教育上の能力に関する大学等の評価

奈良学園大学リハビリテーション学部理学療法
学・作業療法学専攻の人体構造学III（神経・運動

）で，下 の ，筋および神経支配や作用，
，周辺の 管などについての要点をまとめた資

料を作成した．体 の解 を理解させる効果が
あった．

2) 大阪府立大学 総合リハビリテーション 長お
よび総合リハビリテーション学研究科長による平
成26年度教員業績評価

3)大阪府立大学 総合リハビリテーション 長お
よび総合リハビリテーション学研究科長による平
成27年度教員業績評価

総合評価S（4段階中最高評価）

29)下 の解 学（講義用資料）

総合評価S（4段階中最高評価）
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年月日事項 概 要

平成30年

8月23日

平成30年

9月11日

平成30年

9月26日

平成30年

9月26日

平成30年

11月12日

平成28年2月

平成21年4月

～

平成29年3月

西高校 講師
「医療技術（リハビリ）」
医療職である理学療法士，作業療法士の仕事内容
や社会における役割について講義を行った．

花園高校 講師
「理学療法・作業療法」
医療職である理学療法士，作業療法士の仕事内容
や社会における役割について講義を行った．

八日市高校 講師
「医療技術・リハビリ」
医療職である理学療法士，作業療法士の仕事内容
や社会における役割について講義を行った．

５ その他

桂高校 講師
「医療技術」
医療職である理学療法士，作業療法士，臨床検査
技師の仕事内容について講義を行った．

長浜北高校 講師
「医療（理学療法）」
医療職である理学療法士の仕事内容や社会におけ
る役割について講義を行った．

1)大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学
研究科学位論文(博士前期課程)審査実績

博士前期課程： 査1名
「スタチン 中の運動が 格筋ミトコンドリア
へ及 す影響」について学位論文（博士前期課
程）の審査を行った．

「理学療法基礎評価学II」（平成22年度から平成
28年度まで）

理学療法評価である関 可動域測定の方法につ
いて講義を行い，関 可動域測定の習得させた

「理学療法早期体験実習」（平成21年度から平成
28年度まで）
理学療法学専攻の1年生に講義や病院や介護老人保
健施設での実習やディスカッションを行い，理学
療法士の役割や業務内容を理解させる教育効果が
あった．

2)大阪府立大学総合リハビリテーション学部およ
び総合リハビリテーション における教育実績

リハ－447



年月日事項 概 要

「理学療法学総合評価演習」（平成21年度から平
成28年度まで）

地域のボランティア高齢者の評価を行い，評価
技術の研 と評価レポート作成の指導を行い，理
学療法評価およびレポート作成を総合的に理解，
実施できるようにした．

「理学療法臨床実習II」（平成21年度から平成28
年度まで）

理学療法評価に関する実習を行い，各種検査の
実施と検査結果をもとに問題点を把握し，理学療
法評価技術のを習得させる教育効果があった．

「理学療法臨床実習III」（平成24年度から理学療
法臨床実習III・IVに変更 ）（平成21年度から平
成28年度まで）

理学療法の過程全般を経験させ，理学療法の全
体的な業務を 行させる能力および臨床場面で的
確な理学療法を発展させる能力を習得させる教育
効果があった．

「理学療法臨床実習IV」（平成24年度から平成28
年度まで）

臨床実習IIIと同様に理学療法の過程全般を経験
させ，理学療法の全体的な業務を 行させる能力
および臨床場面で的確な理学療法を発展させる能
力を習得させる教育効果があった．

「理学療法臨床実習I」（平成21年度から平成28年
度まで）
 病院で臨床現場を見学させることにより，理学療
法業務の概要や役割を理解させる教育効果があっ
た．

「理学療法学研究法II」（平成28年度）
卒業論文作成の指導を行い，論文の作成方法お

よびリサーチマインドを習得せせる教育効果が
あった．

「物理療法学I」（平成23年から平成28年度まで）
物理療法の歴史や温 ， ，水治療法の生理

学的効果や適応， ，実施方法の講義を行い，
それら知識と実施方法を習得させた．

「物理療法学II」（平成24年から平成28年度ま
で）

気， 引，マッサージ療法の生理学的効果や
適応， ，実施方法の講義を行い，それら知識
と実施方法を習得させた．

「形態機能学実習」（平成23年から平成28年度ま
で）

神経， 格筋， 環の解 生理の講義およ
び生理機能に関する実習を行い，学生に解 生理
学の理解を める教育効果があった．
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年月日事項 概 要

平成29年4月

～

平成30年3月

平成29年4月

～

平成31年3月

平成30年4月

～

平成31年3月

「運動学演習」
下 （ 関 ， 関 ，足関 ，足部）の運動学
について教授し，理学療法士の基礎となる運動学
の知識習得の教育効果があった．

「動作分析学演習」
返り，立ち上がりの動作分析について教授

し，理学療法士にとって重要な動作分析法の習得
の教育効果があった．

「総合臨床実習I」
理学療法の過程全般を経験させ，理学療法の全

体的な業務を 行させる能力および臨床場面で的
確な理学療法を発展させる能力を習得させる教育
効果があった．

「総合臨床実習II」
総合臨床実習Iと同様に理学療法の過程全般を経

験させ，理学療法の全体的な業務を 行させる能
力および臨床場面で的確な理学療法を発展させる
能力を習得させる教育効果があった．

「理学療法研究法I」
研究計画の立案，研究の実施，結果のまとめ方

について学習効果があった．

「理学療法研究法II」
研究計画の立案，研究の実施，結果のまとめ方

について学習効果があった．

「理学療法技術学入門演習II」
筋の解 学的知識と触診技術の習得の教育効果

があった．

「臨床運動学演習」
力学に基づいた関 運動や動作に加え 制

について教授し，理学療法士にとって重要な力学
に基づいた関 運動や動作に加え 制 の知識
習得の教育効果があった

「運動 障害 理学療法基礎演習」
関 リウマチ， 関 障害，上 の ，
傷の理学療法について教授し，理学療法士に

とって重要な運動 障害の理学療法の習得の教育
効果があった

「理学療法技術学入門演習Ⅰ」
解 学の知識と触診技術の習得の教育効果が

あった．

「ヘルスプロモーション応用演習」
地域在住高齢者の体力測定を行い，高齢者の健

康増進を実践するための知識や技術の習得の学習
効果があった．

3)京都 大学健康科学部における教育実績

「キャリア開発演習」
新入生に大学での学び方や生活の心構えなどに

対して教育効果があった．
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年月日事項 概 要

平成31年4月

～

年月日

平成15年5月

平成17年3月

平成20年3月

平成28年1月

平成15年4月

～

平成17年3月

２ 特許等

３ 実務の経験を有する者についての特記事項

吉備国際大学 博 第保-4号
論文題目「遠心性収縮による持久トレーニング効
果についての検討」

厚生労働省 第44332号

4)生理学エデュケーター認定 日本生理学会 第160056号

1)医療法人三 会老人介護保健施設エリシウム
原 理学療法士

デイケアおよび施設入所の利用者を対象に、日常
生活活動や運動機能の維持・改善のための理学療
法などにあたった。

１ 資格，免許

4) 奈良学園大学保健医療学部における教育実績

1)理学療法士免許

「人体機能学Ⅱ（動物性機能）」
格筋，反射， の生理についての講義行い，

学生に生理学の理解を める教育効果があった．

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

「基礎 ミⅡ」
講義ノートの取り方，文献資料の検索，学術的

な文章の読み方などについて，演習を通じて大学
での学習を進める上で必要となる基礎的な知識や
技能，学ぶ を身につける教育効果があった．

「人体構造学Ⅲ（神経・運動 ）」
体 及び下 の や 格筋，支配神経の解 に

ついての講義行い，学生に解 学の理解を める
教育効果があった．

概 要

なし

2)修士（保健学） 吉備国際大学 修第2-14号
論文題目「 格筋収縮様式の違いによる解
素変動の検討」

3)博士（保健学）

事項

「早期体験実習(理学療法)」
理学療法学専攻の1年生に講義や病院での実習、

ディスカッションを行い，理学療法士の役割や業
務内容を理解させる教育効果があった．
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年月日事項 概 要

平成17年4月

～

平成20年10月

平成22年5月

平成23年4月

平成24年4月

平成24年9月

平成24年9月

平成25年4月

平成25年4月

平成26年4月

４ その他

大阪ガスグループ福祉財団
「高齢COPD患者に対する 時低周 気 の
臨床効果に関する研究―パイロットスタディ」
研究代表者：伊藤健一 研究分担者： 添建男，
奥田みゆき，野中 士，堀江淳，川村博文

大阪府立大学異分野研究シーズ発 ・連携促進・
合領域創世支援事業

「リハビリ期間 縮を目指した基礎研究」
研究代表者：山地 一 研究分担者：岩田 ，野
中 士

大阪ガスグループ福祉財団
「 のスクリーニングを目的とした加 時計に
よる動作時の身体動 評価法の確立に関する研
究」
研究代表者：山中 紀 研究分担者：野中 士

2）医療法人三 会 原病院 理学療法士 回復期から慢性期における運動 疾患および神経
疾患を発症した入院患者に対する日常生活活動

動作や運動機能の改善・維持のための理学療法な
どにあたった。また、整形疾患や神経疾患を発症
した外来患者の 痛に対する理学療法、運動機能
の維持・改善のための理学療法などにあたった。

2)研究助成獲得実績

第43回日本理学療法学術大会 優秀
発表者として第43回日本理学療法学術大会優秀
を受 した．

1)受 歴

大阪府立大学若手研究者シーズ育成事業
「温 療法による 病性筋 縮の予防効果につ
いての研究」
研究代表者：野中 士

科学研究 基 研究(C)
「障がい児・者の平 機能を促進するリハビリ
テーション機 の開発」
研究代表者：米津 研究分担者：野中 士，片
岡正教，中川智 ，新谷篤彦

科学研究 基 研究(B)
「 格筋量の性 制 因子の同定と食 成分によ
る発現調 」
研究代表者：山地 一 研究分担者：野中 士

科学研究 A-Step探索試験
「障がい児の体 -足部運動連 型補 具の開発の
ための実証的研究」
研究代表者：米津 研究分担者：野中 士，小

進也，アブドラマニ・アバス，新谷篤彦，中川
智 ， 田 介，奥田邦晴，伊藤智博
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年月日事項 概 要

平成26年4月

平成27年6月

平成30年4月

平成31年4月

令和元年7月

令和元年10月

平成21年4月

～

平成29年3月

「高大連携教育展開委員」
平成21年度に高大連携教育委員として，地域住
向けの講 や高校生向けの講 の調整などに携
わった．

理学療法士協会 大規模臨床研究助成
「地域在住高齢者の 化を予防し健康寿 を延
伸する介護予防プログラムの開発と効果検証」
研究代表者：中野英樹 研究分担者：村田伸，堀
江淳， 玉隆之，白岩加代子，安彦 平，野中
士，合田明生

「広報委員」
平成21年度に広報委員として，広報活動に携わっ
た．

3)大阪府立大学総合リハビリテーション学部およ
び総合リハビリテーション における学内業務実
績

科学研究 基 研究(C)
「COPD患者に対する 時 気 を用いた
リハビリテーションの実証的研究」
研究代表者：伊藤健一 研究分担者：野中 士，
堀江淳，河村博文

科学研究 基 研究(C)
「 病による 神経の 化ストレスおよび栄

管退行に対する運動療法の効果検証」
研究代表者：野中 士 研究分担者：秋山純一，
崎田正博

日本物理療法学会研究助成
「ヒト 由来線維 細 における温度の違いが
細 増殖に える影響」
研究代表者：吉川義之 研究分担者：杉本雅晴，
野中 士， 本幸治，前重 ，植村弥希子

奈良学園大学保健医療学部共同研究 助成
「マウス由来C2C12筋管細 に対する活性型ビタミ
ンDの 症作用および筋タンパク分解 制に関す
る検討」
研究代表者：野中 士 研究分担者：秋山純一，

五月，伊藤健一

「予算委員」
平成27年度から平成28年度まで予算委員として理
学療法学専攻の運営予算の配分や管理などに携
わった．

「紀要委員」
平成22年度から平成28年度まで紀要委員として雑
誌の編集などに携わった．

「動物実験倫理委員」
平成22年度から平成28年度まで動物実験倫理委員
として倫理審査などに携わった．

谷科学財団 国際交流活動
「Heat stress attenuates skeletal muscle
atrophy in diabetic rats」
研究代表者：野中 士
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年月日事項 概 要

平成29年4月

～

平成31年3月

平成31年4月

～

令和2年4月

～

平成26年4月

～

現在に る

「カリキュラム検討委員」
平成31年度からリハビリテーション学科のカリ
キュラム検討の運営に携わっている．

5)奈良学園大学保健医療学部における学内業務実
績

「教務ワーキンググループ」
平成31年度からリハビリテーション学科の教務関
連の運営に携わっている．

「卒業研究委員」
平成31年度からリハビリテーション学科の卒業研
究の実施方法検討に携わっている．

「Experimental Physiology」

「Acta Physiologica Hungarica」

「Experimental and Molecular Pathology」

「Archives of Physiology and Biochemistry」

「Current Nutrition and Food Sience」

「ヘルスプロモーション理学療法研究」

「Natural Product Communications」

「Acta Physiologica」

「FACETS」

「保健医療学雑誌」

6)学術論文の査読歴 「Journal of Physical Therapy Science」

「学科会議運営委員」
平成29年から理学療法学科の会議運営に携わって
いる．

「教育研修センター」
平成29年度から京都 大学の卒業生を対象とした
卒後教育研修の運営に携わっている．

4)京都 大学健康科学部における学内業務実績

「Nutrients」

「Journal of Life Science Research」
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要

（著書）
なし

（学術論文）
単著 平成17年3月

共著 平成18年5月

共著 平成20年3月

共著 平成20年4月

求心性収縮と遠心性収縮の持続的負 に対するエ
ネルギー代謝 の1つである解 素変動につ
いて検討した．ICR雄性マウスを用い，コント
ロール群，上り 行（求心性収縮）群，水平 行
群，下り 行（遠心性収縮）群にわけ，実験を
行った．上り，下りの傾 度は 16 とした．
4週間 行負 を 度15m/minで行い， 行時間は
1週目は20分とし，1週間ごとに10分延長した．4
週目に上 三 筋を摘出し，解 素であるホ
スホフルクトキナー 活性， 水素 素活性
および 水素 素アイソ イムの測定を行っ
た．その結果、求心性収縮と遠心性収縮の持続的
負 により，両者間で解 素変動が異なるこ
とが明らかとなった．
A4版 全26頁

遠心性収縮による持久トレーニングが 格筋の持
久性改善に効果があるかを検討した．ICR雄マウ
スをコントロール群(CONT)，上り 行群(求心性
収縮， 16 ，UR)，水平 行群(0 ，LR)，下り

行群(遠心性収縮，-16 ，DR)に分けた．5週間
の 行運動後、大 筋の解 素はCONT
に比べ，UR，LRで上 し，DRは変化しなかった．

化 素はCONTに比べ，UR，LR，DRで上 し
た．遠心性収縮による持久トレーニングは， 気
的代謝に効果はないが，好気的代謝には効果があ
ることが示 された．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施および統括を行った．また，実験結果に基づ
き論文執筆を行った．
共著者：野中 士，秋山純一，中 正明

光 別のヒト 透過率を測定し細 の 射
とした．若年者と高齢者 細 に えるUVA
射影響の違いを検討するため,若年者由来細 3種
と高齢者由来細 3種の 真 より樹立し，不
定期DNA合成測定試験とCollagen合成活性測定試
験実験を行った．高齢者細 に有意なDNAの合成
量とCollagen合成活性の低下が見られ,UVA 射に
よる不定期DNA合成応答も低下していた．若年者
細 には 射後に有意なCollagen合成の増加応答
が見られた．
本人担当部分：形態学的視点より結果を解釈し
た．
共著者：秋山純一，中 正明，平上二 ，小 太
志，野中 士， 田尚美， 水明香，新藤泰子

吉備国際大学保健科学部
研究紀要
11号
P.59-P.67

2 ヒト 線維 細 に
対する 外線（UVA) 射が不
定期DNA合成およびCollagen
合成に対する影響に関する検
討－年齢別の細 応答

1 格筋収縮様式の違いによ
る解 素変動に関する検
討
（修士論文）

吉備国際大学大学院

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

吉備国際大学大学院
理学療法科学
23巻2号
P.285-P.289

3 関 定の解除および再
定が可能なラット 関 創外

定法の考案
（査読付）

理学療法科学
23巻1号
P.73-P.77

我々は，関 定期間中に 定の解除と再 定が
自由かつ にできるラット 関 創外 定法を
考案した．今回，我々は実験動物としてラットを
用い，この関 創外 定法の実験的関 縮モデ
ル作成法としての有用性を検証した．5週間の関

定負 の結果，関 定時に特徴的とされる
関 可動域の減少や組織学的所見が確認された．
また， ， 症， などの 次的作用を 除
することができた．この結果より，本関 創外
定法は実験的関 縮モデル作成法として有効で
あることが示された．
本人担当部分：実験の実施および組織の形態学的
評価を行った．
共著者： 田尚美，中 正明，秋山純一，野中
士， 屋 昭

4 遠心性収縮による持久ト
レーニング効果についての検
討
（査読付）
（博士論文）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成21年3月

共著 平成21年6月

共著 平成23年6月

共著 平成23年6月 運動前に温 ストレスを えることで，その後の
運動性筋 傷が予防できるかについて検討した．
マウスに温 (41.5 )を20分間行い温 ストレス
を え，24時間後に 行運動を行い，大 筋
に 傷を 起した．温 にて温 ストレスを え
たマウスは温 ストレスを えなかったマウスに
比べ，大 筋のHeat shock protein 25の発
現量が増加し，筋 傷の指 であるGlucose-6-
phoshate dehydrogenase活性の上 が 制され
た．本研究結果より，運動前に温 ストレスを
えることで，運動 発性筋 傷が減 することが
示された．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施および統括を行った．また，実験結果に基づ
き論文執筆を行った．
共著者：Nonaka K, Akiyama J, Tatsuta N,
Iwata A

6 定関 に対する異なる頻
度の関 可動域運動が関 可
動範囲に及 す影響
（査読付）

吉備国際大学保健科学部
研究紀要
19号
P.11-P.15

Acta Medica Okayama
vol.65(3)
P.193-P.197

7 Inhibitory effect of 1a-
hydroxyvitamin D3 on N-
nitrosobis (2-oxopropyl)
amine-induced
cholangiocarcinogenesis in
Syrian hamsters
（N-ニトロソビス (2-オキソ
プロピル)アミン 導性 管

発生に対する1aヒドロキシ
ビタミンD3の効果）
（査読付）

8 Thermal preconditioning
attenuates exercise-
induced muscle injury in
mice
（温 プレコンディショニン
グは運動 発性筋 傷を軽減
する）
（査読付）

理学療法科学
24巻3号
P.427-P.433

Journal of Physical
Therapy Science
vol.23(3)
P.409-P.411

1 -hydorxyvitamin D3 [1 (OH)D3]のN-
nitrosobis(2-oxopropyl)amine(BOP) 発性 管

に対する効果を検討した．ハムスターに5週間
BOPを し 管 を 発した．BOP と併せて
1 (OH)D3を0.04 g経口 した．1 (OH)D3を

したハムスターは 管 の発生が してい
ないハムスターに比べ有意に低値を示した．本研
究より，1 (OH)D3がBOP 発性 管 を 制する
ことが示された．
本人担当部分：研究計画立案および実験実施，組
織切片作成を行った．
共著者：Kawaura A, Tanida N, Akiyama J,
Nonaka K, Mizutani M, Sawada K, Nakagawa K,
Tsugawa N, Izumi K, Ii K, Okano T, Takeda E

ラットを用いてMNNG 導 の1 (HO)D3によ
る 制モデルを作 し， 制効果発現過程におけ
る 管新生阻害の有無およびVEGFの関 について
免 組織化学的に検討した．その結果，1
(OH)D3はVEGFの発現を えることで 管新生を制

し， の発生 制に働いていることが示
された．
本人担当部分：実験実施，組織切片作成を行っ
た．
共著者：川浦昭彦，谷田 ，泉啓介，秋山純
一，水谷雅年，野中 士，武田英二

5 MNNG 導 発 に対する
1 (OH)D3の 制効果発現過
程における 管新生の阻害に
ついて

ラットを用いて関 定期間中にROM ex実施頻度
の違いが 定関 の関 可動範囲の減少，関 内
組織の変性に える影響を検討した．Wistar 雄
ラット30 を，(1)無処置群，(2)ROM exなし群，
(3)ROM ex週1日群，(4)ROM ex週3日群，(5)ROM
ex週5日群の5群に分け，関 可動範囲の経時的変
化および実験終了後の組織 を評価した．ROM ex
の週あたりの実施頻度が多い ど，関 可動範囲
の減少が 制される傾向にあった．組織学的評価
では，ROM exなし群，ROM ex週1日群で関 内
が結合組織により充 されていた．ROM ex週3日
群，ROM ex週5日群では 表面に少量の結合組
織の増殖 が確認された．
本人担当部分：実験の実施および組織の形態学的
評価を行った．
共著者： 田尚美，中 正明，秋山純一，野中
士， 藤圭介，川上 彦
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成24年8月

共著 平成24年12月

共著 平成24年12月

共著 平成25年6月

9 Cool water immersion
after downhill running
suppresses exercise-
induced muscle damage in
the rat soleus muscle
（下り坂 行後の 水 は
ラットヒラメ筋の運動 発性
筋 傷を軽減する）
（査読付）

Journal of Physical
Therapy Science
vol.25(6)
P.709-P.711

10 Carbon dioxide-rich
water bathing increases
mynuclear number and
muscle fiber size in
regenerating skeletal
muscles
（高 度人工 泉 は再生

格筋の筋 を増加させ，筋
線維 を増加させる）
(査読付)

Journal of Physical
Therapy Science
vol.24(12)
P.1295-P.1298

泉 が筋 傷後の再生を促進させるかどうか
について検討した．Wistar ラットを用い実験
を行った．ラットの 前 筋にブピバカイン塩

塩により筋 傷を 起し， 傷の 日より，
泉（1,000 ppm）を１日に１回，37度で30分間

行った． 傷２週間後， 前 筋の筋 数と筋
横断面 は 泉 にて回復が促進されていた．
本研究より， 泉は筋 傷後の再生を促進させ
る可能性があることが示 された．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施および統括を行った．また，実験結果に基づ
き論文執筆を行った．
共著者：Nonaka K, Akiyama J, Tatsuta N, Une
S, Ito K, Kataoka M, Ogaya S, Iwata A, Okuda
K

11 離れ 傷筋における基
の特徴－ラットを用いた

基礎的研究
（査読付）

12 Carbon dioxide water
bathing enhances myogenin
but not MyoD protein
expression after skeletal
muscle injury
（人工 泉 は 格筋 傷
後のmyogeninを増加させるが
MyoDは増加させない）
（査読付）

これまでに我々は，人工 泉 が筋 傷の治癒
回復を促進する可能性を見いだした．本研究はそ
の治癒促進のメカニズムを探ることを目的に行っ
た．筋 傷後に人工 泉 を行うと 傷筋の筋

細 増殖に関わるMyoDタンパクの発現に変化は
見られないが，筋管形成に関わるmyogeninタンパ
クの発現が増加した．以上より，筋 傷後の人工

泉 は筋管形成を促進する可能性が示 され
た．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施および統括を行った．また，実験結果に基づ
き論文執筆を行った．
共著者：Nonaka K, Akiyama J, Tatsuta N, Une
S, Ito K, Ogaya S, Kataoka M, Iwata A, Okuda
K

と 離れによる筋 傷時の筋基 と形質
の形態の違いを検証した．Wistar 雄ラットを

群， 離れ群，コントロール群に分け， 傷2
日後に被験筋を摘出して 傷筋細 の基 と形
質 を した． 離れ群の筋組織に 傷筋細
が 在性にみられ，正常筋細 に比べ基 が厚
く， つような変形を認めた． 群では 傷
が広範囲で，筋細 の基 が厚くなった部分や
基 を認めない部分もあった． 離れ群/コン
トロール群の基 の平 面 は
1430.9/1101.8，基 比( )は60.1/37.1であ
り，基 面 と基 比で有意 が認められ
た．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施と組織切片作成・ を行い形態学的評価を
行った．
共著者：岩田 ，野中 士，上勝也

水 による 療法が運動 発性筋 傷を減
するかについて検証した．ラットにトレッドミル
にてダウンヒル 行運動（傾 ;-16 ， 度;16
m/min）を90分間行い，ヒラメ筋に 傷を 起し
た．運動直後， 水 （20 ）を30分間行った．

水 を行ったラットは運動後のヒラメ筋の 傷
筋線維が減少し，筋 傷の指 であるGlucose-6-
phoshate dehydrogenase活性の上 が 制され
た．本研究より，運動後の 水 が運動後の 格
筋 傷を減 することが示された．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施および統括を行った．また，実験結果に基づ
き論文執筆を行った．
共著者：Nonaka K, Akiyama J, Tatsuta N，Une
S

Journal of Physical
Therapy Science
vol.24(7)
P.613-P.616

Journal of
Rehabilitation and
Health Sciences,
vol.10
P.7-P.11
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成26年12月

共著 平成27年2月

共著 平成27年3月

共著 平成27年9月

15 ラット モデルによる
高 度人工 泉 の 治
癒への影響 -TGF- 1の 中

度変化と組織学的観察によ
る検討

吉備国際大学保健福祉研
究所紀要
16号
P.1-P.6

COPD患者に対する 時 気 （PESE）を用い
た 気フィードバックの有効性を検証した．24名
のCOPD患者を，プラセボ群とPESEを行う群に割り
付けた．対象者には5分間のエルゴメータ運動を2
回行ってもらい，ベースライン（BL）と各介入に
よる 気指 を中心としたデータの測定を行っ
た．BLに対しプラセボ群では，安静時・運動時と
も明らかな変化は認められなかったが， PESE群
では安静時・運動時とも有意な 気効率の改善を
認め，COPD患者の 気効率改善にPESEが有効であ
ることが明らかとなった．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに，測
定データの分析を行った．
共著者：Ito K, Nozoe T, Okuda M, Nonaka K,
Yamahara J, Horie J, Hayama Y, Kawamura H

14 Electrical stimulated
ventilation feedback
improve ventilation
pattern in patients with
COPD
（ 気 による 気フィー
ドバックはCOPD患者の 気パ
ターンを改善する）
（査読付）

16 Heat stress attenuates
skeletal muscle atrophy of
extensor digitorum longus
in streptozotocin-induced
diabetic rats
(温 はストレプトゾト
シン 発性 病ラットの長

伸筋の 縮を減 させる)
（査読付）

Journal of Physical
Therapy Sciences
vol.27(2)
P.325-P.330

13 Changes in antioxidant
enzymes and lipid
peroxidation in extensor
digitorum longus muscles
of streptozotocin-diabetic
rats may contribute to
muscle atrophy
（ストレプトゾトシン 病
ラット長 伸筋の 化 素
と過 化 質の変化は筋 縮
と関連する）
（査読付）

泉 の 治癒への影響について検討した．
ラットをコントロール群(C群)，さら 35 温
群(I群)， 泉35 温 群(II群)に分けた．2週
目のTGF- 度はII群が，I群と比べて高値を示
した．その後は時間経過とともに，TGF- 度は
II群で下 し，I群では上 し，8週目には，I群
の方が高値を示した．5週目では，II群で治癒の
促進が見られた．8週目では，各群とも 再生が
進み，群間での明らかな は見られなかった．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
を実施した．
共著者：秋山純一, 高須賀純一，野中 士， 田
智大，川浦昭彦，中 正明，加納良男， 五月，

田尚美，平上二 三

Acta Physiologica
Hungarica
vol.101(4)
P.421-P.428

病時の筋 縮が 化ストレスと関連があるか
について検証した． 筋線維優位である長 伸筋
は 縮し， 化 素(カタラー ，グルタチオ
ンペルオキシダー ，スーパーオキサイドジスム
ター )活性の上 とTBARSの増加が確認された．
一方， 筋線維優位であるヒラメ筋の 縮は軽度
で，カタラー 活性は上 したが，それ以外の

化 素活性とTBARSに変化は認められなかっ
た．以上より， 病に伴う 化ストレスが 筋
線維の 縮を 起する可能性を示した．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施および統括を行った．また，実験結果に基づ
き論文執筆を行った．
共著者：Nonaka K, Une S, Tatsuta N, Ito K,
Akiyama J

Acta Physiologica
Hungarica
vol.102(3)
P.293-P.300

病による 格筋 縮が温 療法により予防で
きるかについて検討した．ストレプトゾトシンを

し 病を 発したラットに42 で30分間の
温 を1週間に5回，3週間行った．その結果，温

療法を行っていないラットに比べ長 伸筋の
Heat shock protein 25, 72の発現が増加し，筋
線維横断面 の減少が予防された．本研究より，
温 療法が 病による 格筋 縮を予防できる
ことを示した．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
の実施および統括を行った．また，実験結果に基
づき論文執筆を行った．
共著者：Nonaka K, Une S, Akiyama J
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発表の年月
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発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

17 健康寿 と細 の寿 共著 平成28年3月

共著 平成28年4月

共著 平成28年8月

共著 平成28年10月

Journal of
Electromyography and
Kinesiology
vol.28
P.76-P.81

19 Electrical stimulation
ventilator feedback
facilitates maintenance of
a prolonged expiration
pattern during exercise: a
proof of concept study in
healthy adults
（ 気 による 気フィー
ドバックは運動時の延長
パターンの維持を促進する－
健常成人にたいする概念実証
研究）
（査読付）

Physiotherapy Theory
and Practice
vol. 32(6)
P.483-P.488

18 Surface
electromyography activity
of the rectus abdominis,
internal obli ue, and
external obli ue muscles
during forced expiration
in healthy adults
（健常成人の強制 気中の
直筋および内 筋，外
筋の表面筋 活動）
（査読付）

気 下（最大 気の10 ，20 ，30 ）での
直筋，内・外 筋の筋活動を筋 図を用いて検
証することを目的に研究を行った．その結果，強
制 気の際は 直筋よりも内・外 筋の筋活動
が高いことが明らかになった．また内・外 筋
の活動は10 ，20 の に比べ30 の で高値
を示した．また，本研究より， 気筋トレーニン
グとしては最低30 の を必要であることが明
らかになった．
本人担当部分：研究計画の立案および解 生理学
的側面から考察を行った．
共著者：Ito K, Nonaka K, Ogaya S, Ogi A,
Matsunaka C, Horie J

吉備国際大学保健福祉研
究所紀要
17号
P.11-P.14

本研究の目的は，運動中の を促通させるため
に 気 を用いたフィードバック（ESVF）を行
い，その効果と安全性を明らかにすることであ
る．健常成人23名をESVF群と対 群に割り付け
た．対象者は 練習において， 気延長の
パターンを練習し，その 法を運動中も維持す
るように指導された．運動中と運動後の 気/
気時間比において対 群と比較してESVF群が有意
に高値を示した．また，ESVFによる 作用が認め
られなかったことからESVFは運動中の 法を習
得させるツールになり得ることが明らかとなっ
た．
本人担当部分：研究計画の立案および一部論文執
筆を行った．
共著者：Yamahara J, Ito K, Nonaka K

ナタマメはタチナタマメに類 した学名の であ
り， 栄 性のレクチンを含有している． とし
て使用するためには，その 水性を上 させるこ
とと，マメに含有されるレクチンを含んだ各種の

栄 成分の含有量を低下させることが課題とな
る．そこで，種 に各種の処理を施したマメにつ
いて 水性と， 化活性， 栄 成分(レクチ
ン，各種プロテアー インヒビター，アミラー
インヒビター量など)を測定した．その結果，種

に をあけた場合にこれら物質が無処理よりも
有意に低下した． への利用のためには， 処置
と浸 処理，加 の三処理が必須と考えられた．
本人担当部分： 化活性のデータ測定を行っ
た．
共著者：Une S, Nonaka K, Akiyama J

20 Effects of hull
scratching, soaking, and
boiling on antinutrients
in Japanese red sword bean
(Canavalia gladiata)
（ なた の 栄 成分に対
する 処理および浸 ，加
の影響）
（査読付）

Journal of Food
Science
vol. 81(10)
P.C2398-P.C2404

変異を持つPI3K 伝子による細 老化の法則
を調べるために，FLAG 識野生型あるいは 変
異型PI3K 伝子をラット線維 細 に導入した．
その結果，正常なラット線維 細 は 20回分
すると老化した．しかし， 変異型PI3K 伝子
を導入したラット線維 細 は 26回分 まで長
生きした．さらに我々は， 変異型PI3K 伝子
をマウスの受精 に導入して作成したトランス
ジェニックマウスの寿 を調べたところ 20 の
寿 延長が観察された．
本人担当部分：動物実験を実施した．
共著者：秋山純一，平上二 三，野中 士，川浦
昭彦，元田弘敏，井上茂樹，河村 治，加納良男
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単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成28年12月

共著 平成29年3月

共著 平成29年4月

共著 平成30年1月

理学療法科学
vol.32(2)
P.183-P.188

Topics in Geriatric
Rehabilitation
Vol. 33(1)
P.57-P.61

床時の 機能に対するエアマットレスの悪影
響の有無を明らかにすることである．健常者群19
名と コンプライアンス低下群10名に対して，
エアマットレスと 準マットレスの2つの 下
で 位にて測定された 機能を比較した．測定
項目は，一回 気量，分時 気量， 気率，

数， 気時間， 気時間，全 時間， 気
平 流量， 気平 流量， 気における 部の隆
起が開始するタイミングの10項目とした．両群と
もにすべての測定項目で，エアマットレス上 位
と 準マットレス上 位の間に有意な は認めら
れなかった．エアマットレス導入は 機能へ悪
影響を えないことが明らかになった．
本人担当部分：研究計画の立案および考察の検討
を行った．
共著者：井上貴裕, 野中 士, 伊藤健一

23 エアマットレスが 床中
の 機能へ える影響
（査読付）

22 Co-presence of
osteophyte and effusion as
a risk factor for knee
pain in the community-
dwelling elderly
（ と の共存は地域高
齢者の 関 痛のリスクファ
クターである）
（査読付）

の痛みに関 する要素を検討するため， 音
診断 置を用いて 関 周囲組織の状態を調べ
た．その結果，関 と の両方を有する高
齢者において の痛みを有する割合が高いことが
わかった．
本人担当部分：データの解析を行った．
共著者：Ogaya S, Iwata A, Nonaka K, Higuchi
Y, Fuchioka S

21 Deep heating using
microwave diathermy
decreases muscle hardness:
a randomized, placebo-
controlled trial
（ を用いた 部加温
は筋 度を返 させる－無作
為化，プラセボ対 試験）
（査読付）

Journal of
Rehabilitation and
Health Sciences
vol.14
P.9-P.13

部温 の筋 度変化に える影響を を
用いて検証した．20名の健常大学生をマイクロ
ウェーブ群とプラセボ群に割り付け，介入前後で
筋 度変化を測定した．介入後マイクロウェーブ
群では筋 度が低下した．一方，プラセボ群は筋

度の変化を認めなかった．本研究より， 部温
は筋 度を減少させる効果を持つことが示され

た．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施および統括を行った．また，実験結果に基づ
き論文執筆を行った．
共著者：Nonaka K, Kataoka M, Ogaya S, Ito K,
Akiyama J

本研究の目的は，女性高齢者の外反母 に影響を
及 す因子について，足部の形態に着目して検討
することである．高齢者健康サークルに所 し，
体力測定会に参加した地域在住女性高齢者176名
（平 年齢73.8 5.7 ）を対象とした．測定
は，外反母 に影響を及 す因子を抽出するた
め，対象者の年齢，身長，体重，Body Mass
Index，および足部・足 の形態（足長，足 ，
母 ，小 ，開 ，足 ・足 の接地状
態）につて足圧分布測定 を用いて測定した．さ
らに，外反母 と き の有無を判定した．ス
テップワイズ重回帰分析の結果，外反母 に影響
を及 す因子として抽出されたのは足 のみで
あった．足部・足 の健康を考える場合，足長の
みならず足 も考慮した のサイズ選びが重要で
あることが示 された．
本人担当分：考察の一部を執筆．
共著者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘明，内藤
一，安彦 平，白岩加代子，野中 士，堀江淳

ヘルスプロモーション理
学療法研究
vol.7(4)
P.165-P.169

24 女性高齢者の外反母 に
影響を及 す因子の検討
（査読付）
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単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成30年2月

共著 平成30年3月

共著 平成30年5月

共著 平成30年6月

27 地域在住女性高齢者の
き と身体機能との関係
（査読付）

地域リハビリテーション
Vol.13(5)
P.383-P.387

本研究の目的は，体力測定会に参加した65 以上
の女性高齢者175名（平 年齢73.8 5.7 ）を対
象に き と身体機能との関係を明らかにするこ
とである．その結果， き 群では足 把持力
（p 0.002），長 体前 離（p 0.046），身
長（p 0.005）が有意に低い値を示した．その他
の身体機能に有意 は認められなかった．効果量
は，足 把持力（d 0.50）が中等度であり，身
長（d 0.44）と長 体前 離（d 0.32）は小
さい効果量が認められた． き がある女性高齢
者は足 把持力が有意に低下したが，歩行や立位
バランスなどの身体機能に有意 は認められず，
総合的な身体機能の低下として表在化しがたいこ
とが示 された．
本人担当部分：考察の一部を担当した．
共著者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘明，内藤
一，安彦 平，白岩加代子，野中 士，堀江淳

25 Heat stress prevents
the decrease in succinate
dehydrogenase activity in
the extensor digitorum
longus of streptozotocin-
induced diabetic rats
（温 はストレプトゾト
シン 発性 病ラットの長

伸筋のコハク 水素 素
活性低下を予防する）
（査読付）

Physiological Research
vol.67(1)
P.117-P.126

温 が 病による 格筋コハク 水素
素(SDH)活性低下を予防するかについて検討し
た．Wistar 雄ラットを対 群および温 群，

病群， 病 温 群に分け，ストレプトゾト
シン による 病 発を確認した後，温

を3週間行った。 病群と 病 温 群では
SDH活性が低下したが， 病 温 群は 病群
に比べ 格筋SDH活性低下が減 した。本研究よ
り，温 が 病による 格筋SDH活性低下
を予防することが示 された。
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施および統括を行った．また，実験結果に基づ
き論文執筆を行った．
共著者：Nonaka K, Une S, Komatsu M, Yamaji
R, Akiyama J

26 Lectin isolated from
Japanese red sword beans
(Canavalia gladiata) as a
potential cancer
chemopreventive agent
（日本 のナタマメから精
したレクチンはガンの化学的
予防 となる可能性がある）
（査読付）

28 Effect of skeletal
muscle and fat mass on
muscle strength in the
elderly
（高齢者の筋力に対する 格
筋と 量の影響）
（査読付）

Healthcare
Vol.6 No.3
pii:E72 (計6ページ）

本研究は，高齢者の筋力に対する 量と 格筋
量の影響を192名の女性高齢者にてステップワイ
ズ法を用いて検証した．その結果，上 の 量
と 格筋量のどちらも握力に影響していた．下
は 格筋量のみが 伸展筋力に影響しており，

量は影響していなかった．本研究より，筋力に
影響する 格筋量/ 量率の 値が存在する可
能性が示 された。
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施および解析を行った．また，実験結果に基づ
き論文執筆を行った．
共著者：Nonaka K, Murata S, Shiraiwa K,
Abiko T, Nakano H, Iwase H, Naito K, Horie J

Journal of Food
Science
Vol.83(3)
P.837-P.834

日本 のナタマメから精 したレクチン（RSB-
L）は、アミノ 分析や部分的なアミノ 配 に
よりタチナタマメから精 されたConAと類 した
構造をしていた．しかしRSB-LはConAより 性
があり、 に対する特異性が後者と異なった．マ
イトジェン活性，NK活性は有意にRSB-Lの方が高
く，同時にマウスB16メラノーマ細 の増殖を有
意にRSB-Lは 制した．一方，中国 のナタマメ
から得られたレクチンとも異なった生物学的な性
質をRSB-Lは示した．KSB-Lはガン予防作用を有す
る物質として使用の可能性が示 された．
本人担当部分：データ測定の一部を行った．加え
て，データ解析および方法と結果の一部の執筆を
行った．
共著者：Une S, Nonaka K, Akiyama J
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 平成30年7月

共著 平成30年11月

共著 平成31年1月31 高齢者における歩行調整
能力の違いによる身体的特徴
（査読付）

ヘルスプロモーション理
学療法研究
Vol.8, No.2
P.85-P.89

ヘルスプロモーション理
学療法研究
Vol.8, No.4
P.169-P.173

本研究は，大 中央前面筋厚（以下，筋厚）・
厚（以下， 厚），大 周 ，大 前面筋

度（以下，筋 度）測定の検者内・検者間再現性
と 伸展筋力との関連を健常成人20名の両下 計
40 を対象として検討した．その結果，筋厚，

厚，大 周 の再現性は，男女ともに級内相関
係数が0.9以上と めて高かったが，筋 度は検
者間で男性が0.763，女性が0.787と低い値を示し
た．筋力との相関では，男性の大 周 のみに有
意な相関(r 0.54，p<0.05)が認められた．これ
らの結果から，筋 度の測定は測定値の再現性に
留意すること，また男性の大 周 は 伸展筋力
を反 するが，女性の大 周 の測定値は 厚
の影響を考慮する必要性が示 された．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに，実
験結果に基づき論文作成を行った．
共著者：小林佐 ， 若あかり，野中 士，安彦

平，白岩加代子，堀江淳，村田伸

29 大 中央前面筋厚・
厚，大 周 ，大 前面筋
度測定の再現性および 伸展
筋力との関連
（査読付）

高齢者の歩行 度調整能力を検討するために，歩
行 度を「 通歩行」，「やや 歩き」，「最
歩行」の3段階で実施し，主観的判断による 度
変化と身体機能，注意機能，認知機能との関係性
について検討した．その結果，「やや 歩き」の

度調整ができない高齢者が39.4 いた．調整可
能群は，調整不良群より，やや 歩きと最 歩行
が有意に い結果を示した．群間比較において，
身体機能，注意機能，認知機能には有意な違いを
示さなかったことから，調整不良群は，歩行 度
を調整する際に，筋力，バランス能力などの機能
が十分に活用できていない可能性が示 された．
本人担当部分：研究計画を立案するとともにデー
タ測定を行った．
共著者：白岩加代子，村田伸，安彦 平，野中
士，中野英樹，岩瀬弘明，内藤 一，堀江淳

30 Physical
characteristics vary
according to body mass
index in Japanese
community-dwelling elderly
women
（日本の地域在住高齢女性に
おいて身体的特徴はBMIに応
じて変わる）

本研究は，日本の地域在住高齢女性を対象にBMI
に基づき低体重，過体重， 満群と正常体重の群
と身体機能と体組成の比較を行った．その結果，
低体重群では正常体重群に比べ，上体起こしの回
数が少なく 伸展筋力が歩行 度と強く正相関し
た．過体重群では，正常体重群に比べ， 格筋量
は増加したが 伸展筋力は増加しなかった． 満
群では正常体重群に比べ，片 立位時間が少な
かった．本研究によりBMIにより身体機能や新体
組成が変化すること，高齢女性の身体機能の評価
や維持・改善のプログラム作成の際，BMIが有益
な情報になることを示した．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施および解析を行った．また，実験結果に基づ
き論文執筆を行った．
共著者：Nonaka K, Murata S, Shiraiwa K,
Abiko T, Nakano H, Iwase H, Naito K, Horie J

Geriatrics
Vol.3, No.4
87(計8ページ）
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33 地域在住高齢者における
プレサルコペニアの身体・認
知・心理機能特性
（査読付）

本研究では，要介護高齢者（男性23人，女性37
人）を対象に，大 筋筋力と大 前面筋厚
（以下，筋厚）・ 厚，大 周 ，大 前面筋

度との関連を検討した．単相関解析の結果，男
性では大 周 が，女性では筋厚と大 周 が，
大 筋筋力との間に有意な相関を示した．ま
た重回帰分析の結果，男性では大 周 が大きい

ど，女性では筋厚が厚い ど，大 筋筋力
が強かった．これらのことから，要介護高齢者に
おいて，男性では大 周 が，女性では筋厚が，
大 筋筋力を反 することが示 された．
本人担当部分：研究計画を立案するとともにデー
タ測定を行った．
共著者：合田明生，村田伸，谷川加奈子，藤井

奈，吉岡弓佳，野中 士，中野英樹，安福祐
一，白岩加代子

健康支援
Vol.21, No.1
P.11-P.17

本研究は，地域在住の女性高齢者を対象に，正常
な筋 量の高齢者と比較することで，筋 量低下
を生じたプレサルコペニア高齢者の身体・認知・
心理機能の特性を明らかにすることを目的に行わ
れた．その結果，プレサルコペニアに該当する高
齢者は，筋 量の低下に伴い ・体 の筋力低
下を認めることが示 された．プレサルコペニア
高齢者は，筋力以外の身体機能の低下が認められ
ないことから，日常生活に支障をきたさず，自身
の筋力低下を自覚していないことが予想された．
本人担当部分：研究計画を立案するとともにデー
タ測定を行った．
共著者：森耕平，村田伸，白岩加代子，安彦
平，岩瀬弘明，内藤 一，野中 士，中野英樹，
堀江淳

34 Endurance exercise
increases the protein
levels of PGC-1  and
respiratory chain
complexes in mouse
skeletal muscle during
atorvastatin
administration
（アトルバスタチン 中の
持久的運動はマウス 格筋の
PGC-1 と 合体タン
パクを増加させる）
（査読付）

32 要介護高齢者における大
筋筋力と大 前面筋

厚・ 厚，大 周 ，大
前面筋 度との関連
（査読付）

ヘルスプロモーション理
学療法研究
Vol.8, No.4
P.181-P.185

本研究は，アトルバスタチン 中の持久的運動
がマウス 格筋のミトコンドリア 応および筋
傷を起ここすかどうかについて検討した．その結
果，アトルバスタチン 中に運動した群は，ア
トルバスタチン のみの群に比べ，大 筋
のPGC-1 と 合体I-Vのタンパクが増加し
た．また，アトルバスタチン 中に運動した群
の 清クレアチンキナー は上 せず，組織学的
にも筋 傷は認められなかった．これらの結果よ
り，アトルバスタチン 中の持久的運動は 格
筋のミトコンドリア 応を起こすこと，筋 傷は

起されないことが示 された．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施および統括を行った．また，実験結果に基づ
き論文執筆を行った．
共著者：Nonaka K, Ozaki Y, Ito K, Sakita
M,Une S, Akiyama J

The Journal of
Physiological Sciences
Vol.69, No.2
P.327-P.333
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35 児の重心動 と歩行パ
ラメータとの関連
（査読付）

36 プレサルコペニア高齢者
の歩行 度と身体機能・認知
機能との関連
（査読付）

37 地域在住女性高齢者のヘ
ルスリテラシーと身体機能，
心理機能，運動習慣との関連
について－傾向スコア法によ
る検証
（査読付）

ヘルスプロモーション理
学療法研究
Vol.9, No.2
P.53-P.58

本研究の目的は，プレサルコペニア高齢者の歩行
度と身体機能および認知機能との関連を検討す

ることである．対象者を正常筋 量群（48名）と
プレサルコペニア群（17名）の2群に分類し，歩
行 度（通常・最 ）と身体機能（ 伸展筋力，
上体起こし，開眼片足立ち時間，長 体前
離）および認知機能（Mini-Mental State
Examination ，Trail making test-Part A；TMT-
A）との相関分析を行った．その結果，プレサル
コペニア群の通常歩行 度と中程度以上の有意な
相関が認められたのは， 伸展筋力（r 0.51）お
よびTMT-A（r -0.52）であり，最 歩行 度では

伸展筋力（r 0.74），TMT-A（r -0.66）および
開眼片足立ち時間（r 0.56）であった．一方，正
常筋 量群の歩行 度はいずれの項目とも中程度
以上の有意な相関は認められなかった．これらの
知見より，プレサルコペニア高齢者は正常筋 量
の高齢者に比べ 力性の高い歩行である可能性が
示され，下 筋力，バランス能力および注意機能
のわずかな低下をきっかけに歩行能力低下を生じ
る可能性が示 された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測定
を行った．
共著者：森耕平，村田伸，白岩加代子，安彦
平，岩瀬弘明，内藤 一，野中 士，中野英樹，
堀江淳

ヘルスプロモーション理
学療法研究
Vol.9, No.2
P.59-P.63

地域在住の女性高齢者を対象にヘルスリテラシー
と身体機能，心理機能および運動習慣との関連に
ついて，傾向スコア法を用いてデータベースを作
成し，ロジスティック回帰分析を用いて検討し
た．解析の結果，ヘルスリテラシーに関連する因
子として抽出されたのは，主観的健康感と運動習
慣であった．これらのことから，ヘルスリテラ
シーを高めるためには，主観的健康感を高めるよ
うな取り組みと運動習慣を定着させるような取り
組みが必要になることが示 された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測定
を行った．
共著者：岩瀬弘明，村田伸，白岩加代子，安彦
平，内藤 一，野中 士，堀江淳

ヘルスプロモーション理
学療法研究
Vol.9, No.1
P.7-P.11

本研究の目的は， 児の重心動 と歩行能力との
関連を明らかにすることである．対象児45名（男
児16名，女児29名）の重心動 の測定と歩行分析
を行った結果，重心動 の指 とした総 長と
外周面 は，ともに通常歩行時の歩行率（総
長r －0.421，外周面 r －0.347），立 時間
（それ れr 0.474，0.426），両 支持時間
（それ れr 0.398，0.346）の3項目と有意な相
関が認められ，最 歩行時の歩行 度（それ れ
r －0.469，－0.382），歩行率（それ れr －
0.388，－0.351），立 時間（それ れr 
0.489，0.569），両 支持時間（それ れr
0.556，0.653）の4項目と有意な相関が認められ
た．これらの結果から， 児期の重心動 と歩行
は 接に関連しており， 児に対する重心動 計
を用いた 制 能の評価の重要性が示された．
また， 児の 制 能を高めることで，歩行を
はじめとする身体運動の発育支援が効果的に行え
る可能性が示された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測定
を行った．
共著者：村田伸，安彦 平，中野英樹，満丸望，
久保温子，八谷 紀，古後晴基，野中 士，松尾
大，上城 司

リハ－463



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

共著 令和元年7月

共著 令和元年7月

共著 令和元年10月

通所介護施設を利用する要支援・要介護認定を受
けた高齢者の き (「立位時に足 が地面に接
地していない状態」)と身体特性、身体組成、身
体機能との関連を明らかにすることを目的に、
賀県の通所介護施設1施設に通所中の高齢者57名
(男性24名、女性33名、平 年齢80.3 1.0 、要
支援38名、要介護19名)を対象に検討した。 き

群(42名)と非 き 群(15名)を比較した結果、
き 群では非 き 群と比べ、身長、 格筋

量、足 接地率がそれ れ有意に低値を示した。
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測定
を行った．
共著者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘明，野中
士，中野英樹，白岩加代子

40 Changes with aging in
skeletal muscle mass, body
fat mass, and bone mineral
density in adults with
cerebral palsy: A pilot
cross-sectional study
（成人 性麻 者の筋 量，
体 量， 度の加齢に伴
う変化-予備的横断研究）
（査読付）

38 地域在住高齢者における
主観的認知機能低下と 観的
認知機能低下の関連
（査読付）

本研究は，27名の成人 性麻 者を対象に，成人
性麻 者の 格筋量，体 量， 度の加齢

変化を横断的に検証した．その結果，成人 性麻
者の年齢と 格筋量との間に有意な相関が認め

られないこと，年齢と体 量に有意な正相関が
認められること，年齢と 度に有意な負の相関
が認められることが確認できた．これらの結果よ
り，成人 性麻 者は体 の増加に注意する必
要があることが示 された．
本人担当部分：研究計画を立案するとともにデー
タの解析を行った．また，解析結果に基づき論文
執筆を行った．
共著者：Nonaka K, Iwase H, Murata S, Kubo A

International Journal
on Disability and
Human Development
Vol.19, No.2
P.139-P.144

39 通所介護施設を利用する
高齢者の き と身体特性，
身体組成および身体機能との
関連
（査読付）

日本早期認知症学会誌
Vol.12, No.1
P.44-P.51

本研究は，地域在住高齢者における主観的認知機
能低下（subjective cognitive decline：SCD）
と 観的認知機能低下の関連を検討することを目
的とした．対象は明らかな認知機能障害がない地
域在住高齢者242名とした．「基本チェックリス
ト」の認知機能項目（Kihon-Checklist-
Cognitive Function：KCL-CF）を用いて，主観的
認知機能低下を測定した．また，Mini-Mental
State Examination（MMSE）を用いて， 観的認
知機能低下を測定した．対象者をKCL-CF得点で群
分けし，MMSE得点を比較した結果，SCDを認めた
対象者は，「認知症初期症状を反 するMMSE因
子」の得点が有意に低かった(p<0.05)．さらに，
MMSE下位項目得点の得点別比率を比較すると，２
つのKCL-CF質問項目（記憶，日付の見当識）にお
いて，SCDを認めた対象者が，主に「認知症初期
症状を反 するMMSE因子」項目の得点が有意に低
かった(p<0.05)．KCL-CFで測定するSCDは，地域
在住高齢者の初期認知機能低下を捉えるスクリー
ニングツールとして有用である可能性が示され
た．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測定
を行った．
共著者：合田明生，村田伸，白岩加代子，野中
士，中野英樹，安彦 平，堀江淳

保健の科学
Vol.61, No.7
p.491-495
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43 小学6年生における足部お
よび足 に関する実態調査
（査読付）

保健医療学雑誌
Vol.10, No.2
P.92-P.98

本研究は，1年後に軽度認知障害（MCI）を発症し
た地域在住高齢者における，身体機能・精神機能
の特徴を明らかにすることを目的とした．ベース
ライン時点で認知機能障害のない地域在住高齢者
91名を対象とした。1年後にMMSE24‐26点に低下
した者をMCI 群，27点以上に保たれた者を非MCI
群に分類し，ベースライン時の身体機能および精
神機能を比較した．その結果，MCI 群では，非
MCI 群と比較して開眼片 立位時間が有意に低値
を示した（p 0.05）．以上から，開眼片 立位
時間は，地域在住高齢者の1 年後のMCI 発症を予
測する評価として有用である可能性が示された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測定
を行った．
共著者：合田明生，村田伸，白岩加代子，野中
士，中野英樹，安彦 平，堀江淳

44 Elongation training
decreases spinal
excitability in healthy
human soleus muscle
（エロンゲーショントレーニ
ングは健常ヒトヒラメ筋の

の興奮性を減 させる）
（査読付）

Journal of Asian
Rehabilitation Science
Vol.2 No.4
P.23-26

本研究は，健常ヒトヒラメ筋の の興奮性に対
するエロンゲーショントレーニング(ELT)の効果
について検証した．26名の健常若年男性を無作為
にELT群（n 13)と安静対 群（n 13)に分け，介
入前，介入の1と30分後にH反射とM を測定し
た．その結果，介入前のH-max/M-maxは両群で同
レベルであり，介入の1と30分後のH-max/M-maxは
ELT群のみ低下した．本研究結果より，ELTは
の興奮性を低下させること，その効果は最低でも
30分持続することが示 された．
本人担当部分：研究計画の立案，データ解析およ
び一部考察を行った．
共著者：Miyazaki J, Yurugi R, Ogawa H,
Nonaka K, Uematsu A

41 要介護女性高齢者におけ
るロンブステストの再現性と
妥当性
（査読付）

要介護女性高齢者において，新たな動的バランス
評価であるロンブステストの再現性と妥当性を検
証した．要介護女性高齢者29名を対象に，ロンブ
ステストと4つの身体パフォーマンス指 （開眼
片 立位時間，Timed Up and Go Test [TUG]，5

最 歩行時間，30-sec chair stand test [CS-
30]）を測定した．ロンブステストの再現性を検
証するために，20名の対象者に対して，同一測定
日に2回目の測定を実施した．その結果，ロンブ
ステストは優れた再現性（ICC 0.96～0.97）を示
し，開眼片 立位時間，TUG，5m最 歩行時間，
CS-30との間に中程度の有意な相関（r 0.42 ～
0.59 ）を認めた．以上の結果から，ロンブステ

ストは，要介護女性高齢者において，再現性と妥
当性のある動的バランス評価法であるとことが示

された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測定
を行った．
共著者：合田明生，村田伸， 谷光，宇野友
子，影山 希，野中 士，中野英樹，白岩加代子

本研究は，小学1年生と6年生の足部形態および足
部形態以上を調査することで，現代の学童期児童
の足部成長状況および き を主とした足部形態
異常の実態を明らかにすることを目的とした．そ
の結果，足部形態異常は，1年生および6年生に共
通して き が認められ， 7割の児童が き
であった．また，6年生では外反母 が13.3 に認
められたが，1年生では認められなかった．その
他，内反小 と回張足は1年生および6年生ともに
認められなかった．結果より，1年生から6年生ま
での間に足部の形態が大きく変化し， のサイズ
が足部の形態に適していない可能性が推察され
た．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測定
を行った．
共著者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘明，安彦
平，中野英樹，野中 士，松井宏

体育の科学
Vol.69, No.10
P.767-P.771

42 1年後に軽度認知障害を発
症した地域高齢者の身体およ
び精神機能の特徴
（査読付）

ヘルスプロモーション理
学療法研究
Vol.9, No.3
P.119-P.125
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共著 令和元年12月

共著 令和2年1月

45 要介護高齢者における
上げ動作を用いたバランステ
ストの再現性と妥当性
（査読付）

本研究の目的は，要介護高齢者において， 上げ
テストの再現性と妥当性を検証することであっ
た．要介護高齢者57名を対象に， 上げテスト
と4つの身体パフォーマンス指 （Timed Up and
Go Test [TUG]，30-sec chair stand test [CS-
30]，開眼片 立位テスト，Functional Reach
Test [FRT]）を測定した．また 上げテストの再
現性を検証するため，同一測定日に2回目の測定
を実施した．その結果， 上げテスト は優れた
再現性（ICC 0.91）を示し， TUG，CS-30，開眼
片 立位テスト，FRTとの間に有意な相関
（rs 0.32 ～ 0.60 ）を認めた．以上の結果か
ら， 上げテストは，要介護高齢者において,再
現性と妥当性のあるバランス評価法であるとこと
が示 された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測定
を行った．
共著者：合田明生，村田伸， 畑 紀，谷口緩
夏，野中 士，中野英樹，白岩加代子

保健の科学
Vol.61, No.12
P.851-P.856

ヘルスプロモーション理
学療法研究
Vol.9, No.4
P.195-P.200

本研究では，体力測定会に参加した地域在住高齢
者245名（男性50名，女性195名）を対象に， じ
こもりの有無により，身体機能，身体組成，認
知・精神機能に 異がみられるか検討した．その
結果，男性では，TUG と歩行 度が じこもり群
より，非 じこもり群の方が有意に良好な値を示
した（p 0.05）．身体組成は，筋 量，体水分
量，タンパク質量， ミネラル量，基礎代謝量
が， じこもり群より非 じこもり群の方が良好
な値を示した（p 0.05）．うつ傾向を示す者
が， じこもり群の方が非 じこもり群より有意
に多い結果を示した．女性では，身体機能は，握
力，TUG，歩行 度が じこもり群より非 じこ
もり群の方が良好な値を示した（p 0.05）．そ
の他の項目には2群間に有意 は認められなかっ
た． じこもりによる影響は，男性と女性では異
なることが示 された．
本人担当部分：研究計画を立案するとともにデー
タ測定を行った．
共著者：白岩加代子，村田伸，安彦 平，中野英
樹，合田明生，野中 士，岩瀬弘明，堀江淳

46 Correlations between
physical performance and
muscle mass, strength, and
uality in obese and

normal-weight community-
dwelling older Japanese
women
（地域在住日本人高齢女性の

満者と 準体重者における
身体パフォーマンスと 格筋
量および筋力，筋質との関
連）
（査読付）

Asian Journal of
Gerontology 
Geriatrics
Vo.14, No.2

本研究は地域在住日本人高齢女性の 満者と 準
体重者における身体パフォーマンスと 格筋量お
よび筋力，筋質との関連を調べることを目的とし
た．170名の地域在住高齢女性を対象とし，被験
者を 準体重群と 満群に分けた．被験者の 伸
展筋力、下 格筋量，筋質データ，30 子立
ち上がりテスト(CS-30)，timed up and go test
(TUG)を記録した． 伸展筋力/体重比と下 格
筋量/体重比は 準体重群に比べ 満群で低かっ
たが、筋質は両群で同程度だった． 満群では
CS-30やTUGと 格筋量/体重比との間に有意な相
関を認めたが，筋質との有意な相関は認めなかっ
た． 準体重群では，CS-30やTUGと筋質の間に有
意な相関を認めた．これらの結果より， 格筋量
/体重比は 満の地域在住高齢者の身体パフォー
マンスを維持向上させるために重要な要因である
ことが示 された．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施および解析を行った．また，実験結果に基づ
き論文執筆を行った．
共著者：Nonaka K, Murata S, Shiraiwa K,
Abiko T, Goda A, Yasufuku Y, Nakano H, Iwase
H, Horie J

47 地域在住高齢者における
じこもり調査－身体機能，

身体組成，認知・精神心理機
能の特徴
（査読付）
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共著 平成22年7月
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単著 平成30年2月

2 筋 傷に関する臨床研究の
成果と今後の課題

1.ラットの 格筋 傷後の再生過程を，歩行動
作，筋力，筋組織の3つの側面から観察した．そ
の結果，歩行動作，筋力・筋組織の で再生が進
行する傾向を示したことから，理学療法において
時間的要素を検討する必要性が示 された．2.
格筋のストレッチング時の構造学的変化を 音
を用いて観察した結果，筋の伸張部位は 位によ
り変化し，自覚的な伸張感も同様の傾向を有して
いることが明らかになった．3.筋 傷を予防する
方法として，温 負 が有効である可能性が示さ
れた．
本人担当部分：3.筋 傷を予防する方法の執筆を
担当した．
共著者：岩田 ，野中 士，樋口由美，米津 ，
木村大 ，上勝也

1 定期的な身体運動活動を実
施している透析患者の不安と

うつの状態－予備研究

理学療法ジャーナル
52巻2号
P.184

Dziubekらの論文 The level of anxiety and
depression in dialysis patients undertaking
regular physical exercise training: A
preliminary study. Kidney Blood Press Res
41: 86-98, 2016 の文献 録作成を行った．報告
内容は以下の内容であった．透析中に 期 不全
患者が定期的な身体活動を行うことは不安感や
うつを減 することができる．レジスタンス運動
と持久運動のどちらも うつを改善するが，持久
運動のみ不安感も減少させる．透析中の定期的な
身体運動プログラムは高齢患者や，身体運動プロ
グラム開始時に うつと不安感が高い患者に対し
最も効果がある．

1. は，視覚のみでなく聴覚， 覚など，外界
からの情報収集 置( 感覚 )が集中する 部

面の定位のために重要な役割を担っている．2.
特異な形態を持つ上位 と一般的形状の下位

について，その構造上の特徴を正確に理解する
ことが必要である．3.後 および 間の結合
に作用する および 組織と運動の力 である
筋について，構造と機能を正しく理解することが
必要である．4. の運動を司る 間関 につい
ても，個々の関 の構造と運動の特徴を正確に理
解する必要がある．
本人担当部分：資料収集を担当した．
共著者： 岡聡, 野中 士, 岩田

1 の機能解 学的理解の
要点

理学療法
27巻7号
P.838-P.845

理学療法
27巻6号
P.731-P.738
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「報告書」

共著 平成24年6月

共著 平成25年6月

「国際学会発表」

- 平成20年8月

- 平成20年8月

1 高齢COPD患者に対する
時低周 気 の臨床効果
に関する研究
－パイロットスタディ

1 The inhibitory effect of
carbon dioxide-enriched
water bathing on spinal
motor neuron
(高 度人工 泉による

運動神経 制効果)

10th International
Congress of the Asian
Confederation for
Physical Therapy（千
葉）

大阪ガスグループ福祉財
団 調査・研究報告集
26巻
P.93-P.97

大阪ガスグループ福祉財
団 調査・研究報告集
25巻
P.9-P.14

泉 が 運動ニューロンの興奮性に える
影響についてM とH反射を測定し検証した．その
結果， 泉 がH/M raitoを低下させ， 運
動ニューロンの興奮性を 制することが確認され
た．
本人担当部分：神経生理学的実験の実施および発
表を行った．
共同発表者：Nonaka K, Nakajima M, Akiyama J,
Tatsuta N

本研究では健常男子大学生6名(年齢20.8 0.4 )
を対象として，静 立位保持および片 着地課題
における身体動 を 部正中後面に 着した小型
9 ワイヤレスモーションセンサーで評価し，3次
元動作解析 置で測定した身体重心(COG)や床反
力(GRF)と加 度 形の時間 分から推定したCOG
変位(COGacc)や運動方程式から推定した
GRF(GRFacc)との比較から加 度計で評価した身
体動 評価指 の特徴について分析した．その結
果，静 立位では前後(AP)成分の実効値(RMS)，
最大振 (PTP)が有意に低値を示し，COG と
COGaccの振 が異なる可能性が示されたが，非線
形解析ではCOGaccはCOGと同様にカオス性を示し
た．着地動作ではAP成分の単位時間 長(NPL)
が有意に高値を示した．
本人担当部分：研究計画立案およびデータ解析を
行った．
共著者：山中 紀，野中 士

本研究の目的は，我々が開発してきた低周 気
置を用い， 時に対する低周 気

の効果を検証することである。対象は高齢慢性
性 疾患患者12名である。対象者はプラシーボ

介入群（対 群）と 時低周 気 介入群
（介入群）に割り付けられた．これらの対象者に
対し介入前後の安静時および運動時の 気機能、

素 和度、自覚的運動強度を測定した．介入群
において 気パラメータの平 値において改善が
認められた．しかし、その結果は有意 を伴うも
のではなかった．今回の研究では 気パラメータ
の有意 を伴った改善が認められなかった．しか
し、平 値の改善傾向と 準 のばらつきが認
められていることから，対象者数を増やすことで
有意 を伴った改善効果が期待できるものと推察
された．今回の研究結果より， 時低周 気

の効果が示 されたとともに，本研究の継続
意義が明らかとなった。
本人担当部分：研究計画立案およびデータ解析を
行った．
共著者：伊藤健一， 添建男，奥田みゆき，野中

士，堀江淳，川村博文

2 のスクリーニングを目
的とした加 度計による身体
動 評価法の確立に関する研
究

2 Study of exercise-
induced damage to skeletal
muscle under the
environment of various
concentration of oxygen in
rats
（ラットを用いた各種 素
度環境下における運動 発性
筋 傷に関する研究）

10th International
Congress of the Asian
Confederation for
Physical Therapy（千
葉）

異なる 素 度環境下(10 ，20 ，50 )での運動
が運動 発性筋 傷に及 す影響を検証した．そ
の結果， 素 度が10 の場合に，20 ，50 の場
合に比べ，運動 発性筋 傷が高くなることが確
認された．本研究より，低 素環境下では運動
発性筋 傷が 起されやすいことが示された．
本人担当部分：研究計画の立案および実験の実
施，発表内容の検討を行った．
共同発表者：Kurata K, Nonaka K, Nakajima M,
Akiyama J
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6 The range of motion
(ROM) exercise load
condition re uired for
preventing joint
contracture development
（関 縮進行予防のために
必要となる関 可動域運動

）

1日5回の関 可動域運動を5回/週の頻度で実施し
た場合，関 縮を予防できるかについてラット
を用いて検証した．その結果，関 可動域運動を
しない場合に比べ，関 縮の進行は 延させる
ことができるが， 全に予防することはできない
ことが示された．
本人担当部分：実験の実施および組織の形態学的
評価を行った．
共同発表者：Tatsuta N, Nakajima M, Akiyama
J, Nonaka K, Kawakami T

 World Congress of
Sports Medicine（バル
セロナ）

7 The study of functional
and morphological changes
on peripheral nerve in rat
developed disuse atrophy
（ 用性筋 縮を起こした

神経の機能的、形態学的変
化についての研究）

 World Congress of
Sports Medicine（バル
セロナ）

用性筋 縮モデルラットの運動神経伝導 度と
神経組織の変化を検証した．その結果， 用性筋

縮モデルラットの運動神経伝導 度は低下する
ことが確認された．さらに 索の 縮が観察され
た．本研究より， 用時は筋 縮だけでなく 索
の 縮と運動神経伝導 度が低下することが明ら
かになった．
本人担当部分：実験の実施および組織の形態学的
評価を行った．
共同発表者：Akiyama J, Nakajima M, Nonaka K,
Tatsuta N, Kurata K

4 Carbon dioxide-rich
water bathing promotes
cutaneous wound healing in
experimental animal model
（高 度人工 泉は実験動
物モデルの 傷治癒を促
進させる）

10th International
Congress of the Asian
Confederation for
Physical Therapy（千
葉）

5 A modified uadriceps
femoris muscle setting
with co-contraction of the
hamstrings
（ハムストリングスの同時収
縮を伴った改良型大 筋
セッティング）

 World Congress of
Sports Medicine（バル
セロナ）

我々は大 筋セッティングの際，反対側下
を 上させ，ハムストリングスの同時収縮を伴う
大 筋セッティング(MQS)を開発した．そこ
で本研究は健常人とACL 傷患者を対象に通常の
大 筋セッティング(NQS)とMQSの筋活動を筋

図学的に検証した．その結果，健常人ではNQS
に比べ，MQSはハムストリングスの同時収縮が確
認された．また，ACL 傷患者ではNQSに比べMQS
で外側広筋の高い筋活動が確認できた．本研究結
果より，MQSはACL 傷患者の大 筋筋力強化
に安全で有効な方法であることが示された．
本人担当部分：実験結果の解析を行った．
共同発表者：akajima M, Abeno E, Nonaka K,
Tatsuta N, Akiyama J

3 Primary study of optimal
load condition on ROM-
exercise to prevent joint
contracture development by
joint immobilization
（不動による関 縮予防の
ためのROM運動に対する適切
な負 に関する予備研
究）

10th International
Congress of the Asian
Confederation for
Physical Therapy（千
葉）

1日5回の関 可動域運動を5回/週の頻度で実施し
た場合，関 縮を予防できるかについてラット
を用いて検証した．その結果，関 可動域運動を
しない場合に比べ，関 縮の進行は 延させる
ことができるが， 全に予防することはできない
ことが示された．
本人担当部分：実験を実施した．
共同発表者：Tatsuta N, Nakajima M, Akiyama
J, Nonaka K, Kawakami T

人工 泉 が創傷治癒を促進するかをラット創
傷モデルにて用いて検討した．その結果，人工

泉 がラットの創傷治癒を促進することが明ら
かになった．
本人担当部分：実験を実施し，組織の形態学的評
価を行った．
共同発表者：Nakajima M, Hayamizu S, Nonaka
K, Tatuta N, Akiyama J
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 World Congress of
Sports Medicine（バル
セロナ）

I th Congress of the
International Society
of Electrophysiology 
Kinesiology（ブリスベ
ン）

8 The analysis of
abdominal muscle activity
during trunk curl up
exercise based on Pilates
method
（ピラティスメソッドに基づ
いた体 筋運動中の 筋活
動の解析）

9 Carbon dioxide-rich
water bathing increases
myogenin protein
expression in rat injured
skeletal muscle
（高 度人工 泉は 傷
格筋のmyogenin 白発現を増
加させる）

16th International
WCPT Congress (アムス
テルダム)

泉が筋 傷後のMyoDとmyogeninのタンパク発
現に える影響について検証した．ラットを非
傷群(NI群)， 傷群(IC群)， 傷 水 群(FW
群)， 傷 人工 泉 群(CO2群)に分け，IC
群，FW群，CO2群のラット 前 筋に筋 傷を

発させた． 傷1日後からIC群，CO2群のラット
は水温37 で30分間， 水 または 泉 を1
日1回，3日間，負 された．その結果，CO2群で
はFW群に比べ 傷筋のmyogeninタンパク量が高値
を示した．結果より， 泉 は筋 傷後の再生
を促進する可能性を示した．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測
定，発表を行った．
共同発表者：Nonaka K, Mori J, Tatsuta N,
Akiyama J, Yonetsu R, Iwata A

10 The characteristics of
sit-to stand movement in
infants aged 1 year: a
preliminary study
（1 児の立ち上がり動作の
特徴－予備研究）

I th Congress of the
International Society
of Electrophysiology 
Kinesiology（ブリスベ
ン）

新生児の立ち上がり動作の特徴を明らかにするこ
とを目的に研究を行った．その結果，新生児の立
ち上がりは成人に比べ，体 の前傾が少なく，足
関 の背 が大きくなるという特徴が明らかに
なった．
本人担当部分：研究計画の立案と結果の解釈を
行った．
共同発表者：Yonetsu R, Sakita H, Yamashita
N, Miki Y, Nonaka K, Iwata A, Kawarai Y,
Shimizu J

11 The development of a
force plate focused on
infants  movements: an
experimental study of
reliability for measuremen
（小児動作に着目したフォー
スプレートの開発－計測信頼
性の実験的検証）

我々が新たに開発したフォースプレートの正確性
を検証した．その結果，従来のフォースプレート
に比べ，より小さい値からの計測ができることを
確認した．この新しいフォースプレートは体重の
軽い小児の動作分析に有用で可能性を示した．
本人担当部分：研究計画の立案と実験を実施した
共同発表者：Yonetsu R, Arakawa S, Shintani
A, Yoshioka M, Shimizu J, Iwata A, Nonaka K,
Nakagawa C

ピラティスによる体 運動時の 部筋活動様
式の特徴を健常成人19名を対象に筋 図学的に解
析した．その結果，通常の体 運動に比べピ
ラティスによる体 運動では内 筋の筋活
動が高いことが確認された．また，ピラティスに
よる体 運動は通常の体 運動に比べ内

筋/ 直筋の割合が高値を示した．本研究に
より，ピラティスによる体 運動は通常の体

運動より 筋の活動の割合が大きいこと
が示された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測
定，発表を行った．
共同発表者：Nonaka K, Nakajima M, Tatsuta N,
Akiyama J
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II World Congress
of Sports Medicine
（ローマ）

14 The effect of carbon
dioxide rich water bathing
on the MyoD family
proteins after muscle
injury
（筋 傷後の高 度人工
泉 のMyoDファミリータンパ
クに対する効果）

16 Role of muscle
coactivation and reaction
time in postural
perturbation in the
elderly
（高齢者の 動 での筋協
働活動と反応時間の役割につ
いて）

2014 International
Society for Posture 
Gait Research World
Congress（バンクー
バー）

筋 格シミュレーションモデルを用いて筋の同時
収縮が外 後の 制 にどのように影響す
るかを調べた．外 後の反応時間が い場合
のみ，同時収縮が外 を えるのに有効であるこ
とがわかった．
本人担当部分：研究結果の解析を行った．
共同発表者：Ogaya S, Nagai K, Okita Y,
Nonaka K, Iwata A, Higuchi Y, Fuchioka S

13 The study of artificial
carbon dioxide-rich water
bathing effect on
experimental acute
arthritis
（人工 泉 の実験的関

に対する効果についての研
究）

各種温度（10 ，20 ，35 ）の人工 泉 が
急性 症に える影響をラット関 モデルにて
検証した．その結果10 ，20 の人工 泉 は
水 水に比べ 温の上 が低かった．また，
35 の人工 泉 は水 水での と同等の

症効果があることが明らかになった．
本人担当部分：研究計画の立案および結果の解釈
を行った．
共同発表者：Akiyama J, Fujiwara Y, Tatsuta
N, Nonaka K, Une S, Nakajima M

12 How many days per week
should the range of motion
exercise is performed to
prevent the development of
the joint contracture?
（関 縮発生を予防するた
めには週に何日関 可動域訓
練を実施すればよいか ）

II World Congress
of Sports Medicine
（ローマ）

関 可動域運動を1週間に何日行うと関 縮が
予防できるかについて，ラットを用いて検証し
た．1週間に1日，3日，5日の関 可動域運動を
行った結果，5日行った場合が最も関 縮の予
防が可能であった．しかしながら，週5日の関
可動域運動では 全に関 縮の発生を予防する
ことができないことが明らかになった．
本人担当部分：実験を実施した。
共同発表者：Tatsuta N, Nonaka K, Akiyama J,
Nakajima M

24名の高齢COPD患者を対 群と 時低周 気
群に割り付け，安静時および運動時の 気機

能について， 時低周 気 の効果を検証
した．結果より 時低周 気 は 気機能
を有意に改善することが明らかとなった．
本人担当部分：研究計画の立案および結果の解析
を行った．
共同発表者：Ito K, Nozoe T, Okuda M, Nonaka
K, Horie J, Kawamura H.

II World Congress
of Sports Medicine
（ローマ）

筋 傷後の人工 泉 がMyoDファミリーのタン
パク質発現に及 す影響を検証した．その結果，
筋 傷後に人工 泉 を行うと 傷4日後に
myogeninの発現が上 することが確認できた．
MyoDの発現に関しては変化がなかった．本研究結
果より，人工 泉が一部のMyoDファミリータン
パク質発現を増加させ，筋 傷治癒を促進させて
いる可能性を示した．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測
定，発表を行った
共同発表者：Nonaka K, Akiyama J, Tatsuta N,
Une S

15 Effects of phasic
electrical stimulation
during expiration in
elderly chronic
obstructive pulmonary
disease: a pilot study
（高齢慢性 性 疾患患者
の 気中に同調させた 気

の効果について－予備研
究）

17th Congress of the
Asian Pacific Society
of Respirology（香 ）
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病による筋 縮が温 療法で減 するかにつ
いて検討した．ストレプトゾトシンを し
病を 発したラットに温 (42 )を30分間，1週
間に5日，3週間行った．温 を行ったラットは温

を行っていないラット比べ長 伸筋の筋横断面
の減少が予防された．本研究より，温 療法が

病による筋 縮を予防することが示された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測
定，発表を行った．
共同発表者：Nonaka K, Iwata A, Une S,
Akiyama J

9th World Congress of
the International
Society of Physical
and Rehabilitation
Medicine（ベルリン）

慢性 痛を有する高齢者にバイオメカニクスに基
づいた 背部教室と神経科学的教育に基づいた
教室の効果について検証した．慢性 痛のある高
齢者を対象に， 背部教室群（n 16）と 教室群
（n 20)に分け、3か月間に6回の介入を行った．
その結果，両群とも介入後に 痛の軽減が認めら
れた． 教室の対象者は 背部教室の対象者に比
べ，Pain Catastrophizing Score，Fear-
Avoidance Beliefs Questionnaireが有意に改善
した．これらの結果より，慢性 痛の高齢者に対
して，神経科学教育に基づいた 教室は 背部教
室に比べ効果的であること，神経科学的教育は心
理面へ良好な効果があることが分かった．
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分の抽
出は不可能．
共同発表者：Abiko T, Iwase H, Anami K,
Madoba K, Nonaka K, Murata S

気筋の筋活動パターンを筋 図を用いて 気
別に検討した．10 PEmax，20 PEmax，30 PEmax

の を負 した 時の 直筋と内 筋，外
筋の活動量を評価した．３つの筋のうち，最

も大きな活動量を示したのは内 筋であった．
ただし，その活動量は30 PEmaxの負 であっても
20 MVC以下であった．通常の 筋トレーニング
では30 PEmax程度の負 が推奨されるが，生理学
的な視点でみた場合，その負 は す ることが
示 された．
本人担当部分：研究の立案および解 生理学的視
点より結果の解釈をした．
共同発表者：Ito K, Nonaka K, Ogaya S, Horie
J

19 Electromyography
activity of the rectus
abdominis, internal
obli ue, and external
obli ue muscles during
forced expiration in
healthy adults
（健常成人の強制 気中の
直筋および内 筋，外
筋の筋活動）

17 A preliminary study of
the effect of trunk
position on strategies for
lower limb function during
forward reaching movements
（前方リーチ動作時の下 機
能ストラテジーに対する体
位置の効果についての予備的
研究）

The  Congress of the
International Society
of Electrophysiology
and Kinesiology（ロー
マ）

前方リーチ動作の際の体 ポジションの違いが下
機能に及 す影響について検証した．その結

果，体 ポジションの違いが床反力やハムストリ
ングスと前 筋の筋活動に影響を及 すことが
示された．
本人担当部分：研究の立案および発表を行った．
共同発表者：Nonaka K, Yonetsu R, Taniguchi
F, Ueno S, Shintani A, Nakagawa C, Kataoka
M, Ito T

18 Heat stress attenuates
skeletal muscle fiber
atrophy in diabetic rats
（温 は 病ラットの

格筋線維 縮を減 する）

European Respiratory
Society Annual
Congress 2015 (アムス
テルダム)

20 Effectiveness of back
school versus brain school
for elderly with chronic
low back pain
（慢性 痛の高齢者に対する

背教室と 教室の効果）

13th World Congress of
the International
Society of Physical
and Rehabilitation
Medicine（神戸）
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下 上運動(SLRex)実施時における 上下
関 外 度と大 筋活動の関係について検
討した．被験者は 上下 関 外 0，20，40
度でSLRexを行った．その結果， 伸展の単関
筋である内側広筋，外側広筋の筋活動は外 度
が拡大するにつれて低下しているが，二関 筋で
ある大 直筋では変化がなかった．大 筋筋
力強化法としてSLRexを用いる場合， 関 を外

させずに行うことの重要性が示された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測
定，発表を行った．
共同発表者：野中 士，中 正明，秋山純一，
屋 昭

1 関 外 位でのStraight
Leg Raise exerciseが下 筋
活動に及 す影響

2 行面の傾 度の違いに
よるトレーニングがエネル
ギー代謝 に及 す影響

第58回日本体力医学会大
会（静岡）

マウスを用い持久的トレーニング時の運動 位の
違いによる， 等の 水素 素(LDH)活性
の変化を検討した．その結果，筋組織では 行面
の傾 度の違いによるLDH活性の変化がみられ
た．水平 行群に比べ，下り 行群で心 に活性
の低下が確認された．このことから， 行面の傾

度の違いにより，運動負 量や 環動態等が
変化し，LDH活性の変化に影響することが示され
た．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測
定，発表を行った．
共同発表者：野中 士，秋山純一，中 正明，
屋 昭

3 人工 泉 が神経伝導
度に及 す影響

第39回日本理学療法学術
大会（ 台）

泉 が神経伝導 度に及 す影響について検
討し， 部組織 素 和度との関係も含めて考察
した．被験者は健常成人7名とした． 水温度は
不感温度36 とした．5分間の 大 部の阻 を
行った．神経伝導 度(MCV)測定には 神経を
選択し，阻 前後，入 後に測定を行った．その
結果， 泉 はさら に比べ 部組織 素 和
度と神経伝導 度の回復が かった．これらの結
果から，神経機能低下が原因となる疾患への人工

泉適用の可能性も示 された．
本人担当部分：神経伝導 度の測定を行った．
共同発表者：吉田巳有紀， 菅聖子，野中 士，
秋山純一，中 正明， 屋 昭，Poffenberger
Chikako Kawakami

4 人工 泉 の 管内 細
増殖因子 度に及 す影響

-ラット実験的 環障害
モデルを用いた検討

第59回日本体力医学会大
会（大宮）

泉 の側 行路形成促進効果を評価した．
ラットの 大 動脈を結 し， 環障害モデ
ルを作成した．処置後ラットは36 水 水と36

泉への入 負 が5日間行われ， 中と筋組
織中の 管内 細 増殖因子(VEGF)が測定され
た． 泉 は入 負 前と比べVEGFを低下させ
た．筋組織中のVEGFは 泉 により対 側と比
べ結 側が低値を示した． 泉 の側 行路
形成促進効果がVEGFの直接の作用とは異なる機序
で作用し，VEGFに対するnegativefeedbackの存在
を示 すると考えられた．
本人担当部分：実験の実施とVEGFの測定を行っ
た．
共同発表者：中 正明，秋山純一，野中 士，
屋 昭

第39回日本理学療法学術
大会（ 台）
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- 平成16年9月

- 平成17年5月

- 平成17年5月

- 平成17年9月 第60回日本体力医学会大
会（岡山）

5 トレーニング 行面の傾
度の違いによる筋組織中の

LDH活性,PFK活性変動に関す
る検討

第59回日本体力医学会大
会（大宮）

度可変型トレッドミを用いて， 格筋の
水素 素(LDH)活性とホスホフルクトキナー
(PFK)活性について検討した．マウスをコント
ロール群(CONT)，上り 行群(UR群)，水平 行群
(LR群)，下り 行群(DR群)に分け，4週 行負
を行った．その結果， 格筋のLDH活性はLR群，
DR群で低下する傾向を示し，DR群がCONT，UR群と
比較し有意に低下した． 行 度が上方になる
ど 代謝が低下し，上方になる ど解 代謝
が増加することが示 された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測
定，発表を行った．
共同発表者：野中 士，秋山純一，中 正明，
屋 昭

6 創外 定によるラット実験
的 関 縮モデルの作成

第40回日本理学療法学術
大会（大阪）

関 縮に対する効果的な理学療法を検討してい
くため，ラット実験的関 縮モデルの作成を行
い，組織学的に検討を行った．関 縮の作成法
は， 大 および の 関 から離れた位置
にそれ れ2本のキルシュナー 線を前 一水平

に って貫通させ，各キルシュナー 線を接合
し 関 を 90 に 定した．その結果，伸展

度変化と組織学的検証からこのモデルが実験的
関 縮モデルの作成法として有用であつた．
本人担当部分：実験を実施し，組織の形態学的評
価を行った．
共同発表者： 田尚美，秋山純一，中 正明，野
中 士， 屋 昭

7 人工 泉 による 管内
増殖因子と 水素 素

変動に関する検討

第40回日本理学療法学術
大会（大阪）

泉 による 管新生因子の1つである 管内
増殖因子(VEGF)と 水素 素(LDH)活性を

測定し，人工 泉 の生体反応について検討し
た．マウスをコントロール群，さら 群， 泉
群に分けた．入 は3週間行われた．3週間の入
終了後，マウス と 筋を採取し,VEGF測定
に用いた．加えて， 筋のLDH活性を測定し
た． 泉群ではコントロール群，さら 群と比
べ 泉群で低下傾向であった．人工 泉によ
るLDH活性の低下は 生を 制する効果があ
ることが示 された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測
定，発表を行った．
共同発表者：野中 士，秋山純一，中 正明，
田尚美， 屋 昭

8 病合併症に関連したお
もに 性動脈 化症に関す
るAmerican Sunflowerエキス
有用性の検討

病と 性動脈 化症に予防・治療効果のあ
る薬用成分としAmericanSunflower(A.S.)の検討
を行った．マウスまたはラットにA.S.抽出エキス

を経口 し，1) 負 値 制効果に関
する検討，2) 動態に関する検討，3) 流阻害
部位に対する 温に関する検討，4) 流阻害動
物の 管内 細 増殖因子に関する検討，5)
細 を用いた 管増殖因子に関する検討を行っ
た．A.S.エキスに優れた 値 制効果と 性
動脈 化症の予防・治療に効果が期待できる，
流促進作用，組織 量および 素 和度増加作
用が見られた．
本人担当部分：実験を実施した．
共同発表者：秋山純一，中 正明，野中 士，
田尚美， 水明香， 屋 昭
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9 ラット 関 運動負 試験
置の試作

第41回日本理学療法学術
大会（群馬）

ラット 関 創外 定モデルに対応した， 伸
展運動において，目 の高精度な追従制 が
行え，再現性があり，目 トルク を感知した
時点で関 運動を し反対方向への関 運動を
開始する関 運動負 試験 置を 作した． 作
した 関 運動負 試験 置はその 伸展運動
をコンピュータで制 したことにより様々な制
が可能であり,さらに，タイミングベルトを用い
たことにより，その関 運動の制 が正確に安定
して実行された．
本人担当部分：実験を実施した．
共同発表者： 田尚美，門林義幸，西村一郎，渡
辺正 ，中 正明，秋山純一，野中 士， 屋
昭

10 ラット 関 障害モデル
を用いた大 筋機能が関

・筋組織変化に える影響
の実験的検討

第41回日本理学療法学術
大会（前橋）

ラット 関 障害モデルを用いて，大 筋の
機能不全が 変性と筋組織の変化に える影響
について検討を行った．大 筋を切除した
ラットは関 面の評価点法であるMankin score値
の有意な増加が認められた．更に術後3週から

表面の不整化に加えて，細 の集 化や分
が認められた．大 筋の機能不全を伴う場
合，関 の退行変性が進行しやすい可能性が
示 された．
本人担当部分：研究計画の立案し，実験を実施す
るとともに組織の形態学的評価を行った．
共同発表者：丸水ちえみ，山口博子，秋山純一，

田尚美，野中 士，中 正明

11 ラットを用いた人工
泉( )の急性 関 に対
する効果の実験的検討

第41回日本理学療法学術
大会（前橋）

12 グルタチオン添加 料長
期 による寿 に関するマ
ウスを用いた実験的検討

第61回日本体力医学会大
会（神戸）

グルタチオン(GSH)の摂取が生体の寿 に関して
どのように作用するか検討した．マウスをGSH添
加 料終身 群，GSH成人期以 群，メチ
オニン減量 料 群および通常 育繁殖用 料

群に分け，寿 について検討を加えた．その
結果，GSH 群間の比較ではGSH成人期以
群の に寿 が長い傾向がみられた．本研究結果
より，GSHの寿 の延長に対する効果は確認され
ず， に働く可能性も示 された．
本人担当部分：実験と生化学検査を実施した．
共同発表者： 水明香，秋山純一，中 正明，野
中 士， 田尚美

急性 症に対して， 泉の 療法への適用に
ついて実験的に検討した．ラットをコントロール
群， 水 群， 泉 群に分けた．ラットの

関 に関 を 起させ， 泉 または 水
を行った．その結果，表面・ 部温度ともに
泉 群の方が 水群に比べ入 前後の温度低下

が小さい傾向が認められた． 泉 群は平 最
大 の変化率が 水 群に比べ小さい傾向が認め
られた．これらより， 泉の は，急性 症
に対して有効な治療法であることが示 された．
本人担当部分：研究計画の立案と組織の形態学的
評価を行った．
共同発表者：山口博子，丸水ちえみ，中 正明，
野中 士， 田尚美，秋山純一
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- 平成18年9月

- 平成19年5月

- 平成19年5月

- 平成19年5月

- 平成19年5月

ラットを用いて1日に1度,1度に5回の関 可動域
運動を週に5日行うことで関 縮の発生が予防
されるのかを実験的に検証した．関 定群，関

運動群に分けた．関 運動群は1日に関 可動
域の 復運動5回1セットを4週間負 した．関

定から5週間後， 関 の関 可動域を測定し
た．その結果，週5日，1度に5回の関 運動を実
施することで関 縮の発生を予防することはで
きないことが明らかとなった．
本人担当部分：実験を実施した．
共同発表者： 田尚美，秋山純一，野中 士，中

正明

人工 泉 の創傷治癒促進効果の基礎的検討を
目的とし，人工 泉 の適用による創傷治癒の
促進効果についてラット創傷モデルを作成し検討
した．人工 泉水は 群に比べ創部の 治に
要した日数が67.2 にまで 縮した．創傷面 の
縮小率は人工 泉 群で有意に促進された．
VEGFやbFGFなどの強力な 管新生因子の発現が促
されるため難治性外傷に対してもかなりの治癒促
進効果を発揮することが示 された．
本人担当部分：実験を実施した．
共同発表者：中 正明， 水明香，野中 士，
田尚美，秋山純一

運動後のクーリングダウンが運動 発性筋 傷を
制するかどうかを実験的に検討した．ラットに

トレッドミルで下り坂 行を負 し，筋 傷を
発した．E C群は20 の 水に30分間浸し，クー
リングダウンを行った．E 群とE C群の比較で
は，24，48，72時間後のいずれもクーリングダウ
ン群で組織学的に筋 傷が少なくG6PD活性が低値
を示した．運動後のクーリングダウンは筋 傷
制に効果があることが示 された．
本人担当部分：共同研究につき担当部分抽出は不
可能
共同発表者：野中 士， 水明香，秋山純一，
田尚美，中 正明

13 関 縮予防のための
適関 運動負 の検討

第61回日本体力医学会大
会（神戸）

14 人工 泉 の創傷治癒
促進効果

第42回日本理学療法学術
大会（新潟）

15 クーリングダウンによる
運動 発性筋 傷 制効果の
検討

第42回日本理学療法学術
大会（新潟）

16 運動前の温 負 が運動
後の筋 傷 制に及 す効果

第42回日本理学療法学術
大会（新潟）

運動前の温 負 が運動後のラットヒラメ筋 傷
の 制に及 す効果の検討を目的として，形態学
的観察および 素化学的測定により検討した．運
動群と温 負 運動群において，筋組織の変性
と組織内に 食細 の出現を認め温 負 運動
群の方が運動群に比べ， 食細 の浸 が少ない
ことが確認された．筋 傷のマーカーとされる筋
組織内のG6PD活性は温 負 運動群が運動群に
比べ低下傾向がみられた．運動前の温 負 が運
動後の筋 傷の発生を 制することが示 され
た．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測
定，発表内容の検討を行った．
共同発表者：上田康博，野中 士，秋山純一，中

正明

17 関 縮予防のための関
運動負 の検討

第42回日本理学療法学術
大会（新潟）

関 縮の予防の根拠を示す科学的研究として，
1日に1度，1度に5回の関 可動域運動を週に5日
行うことで，関 不動による関 縮の発生を予
防することができるのかをラットを用いて実験的
に検証した．その結果，1日に1度，1度に5回の全
可動域に及ぶ関 可動域運動を週に5日行う
では関 縮の発生を予防できないことが明らか
となった．
本人担当部分：実験を実施した．
共同発表者： 田尚美，秋山純一，野中 士，
水明香，中 正明
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- 平成19年5月

- 平成19年5月

- 平成20年5月

高圧 素療法のような大がかりな 置を用いず，
常圧の各種 素 度環境下での難治性 の治癒
促進効果について二種の動物を用いて実験を行
い，臨床適用の可能性についてラットとマウスを
用いて検討した．ラットでは10 群では治癒率は
有意に 制された． 治するまでの日数の比較で
は，30 群は通常空気群に比べて 80 に治癒期間
が 縮された．しかし，マウスでは効果が見られ
ず重当たりの 気量や 素 率であることに関
し， 化 素保有の違いなどが起因すると考
えられた．
本人担当部分：研究計画の立案および発表内容の
検討を行った．
共同発表者： 水明香，秋山純一，野中 士，中

正明

18 ラットの 欠 モデルを
用いた低周 治療が 再生に
及 す影響－サイトカインの
変動と組織形態学的変化によ
る検討

第42回日本理学療法学術
大会（新潟）

低周 治療の 治癒への有効性をラット 欠
モデルにて検討した．組織学的検討と 清中の
TGF- 1，オステオカルシン 度の測定した．組
織形態学的な比較検討では，低周 治療には，

細 ・ 細 の出現を促進させる効果があると
いう結果が示された．また，サイトカインの測定
の結果では，低周 治療により初期のTGF- 1
度が高値を示し，オステオカルシン 度も上 す
る傾向がみられた．低周 治療は 再生に有効な
治療であるということが示 された．
本人担当部分：研究計画の立案および組織の形態
学的評価，発表内容の検討を行った．
共同発表者：吉谷睦美，秋山純一，中 正明，野
中 士， 田尚美， 水明香

19 各種 素 度環境が
欠 創治癒に える影響の実
験的検討－治癒率の測定と組
織学的検討

第42回日本理学療法学術
大会（新潟）

20 運動前の温 負 による
運動 発性筋 傷予防効果に
ついての検討

第43回日本理学療法学術
大会（福岡）

運動前の温 負 がマウスの運動 発性筋 傷を
予防するか,生化学的および形態学的に検討し
た．温 負 を施行したマウス大 筋には
Heat shock protein 70(HSP70)が温 負 しない
ものに比べ多くみられた．筋 傷のマーカーとさ
れる筋組織内のG6PD活性は温 負 運動群が運
動群に比べ低かった．組織 において温 負
運動群の方が運動群に比べ, 傷線維が少ないこ
とが確認された．運動前の温 負 がHSP70を発
現させ，運動 発性筋 傷を予防することが示
された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測
定，発表を行った．
共同発表者：野中 士，秋山純一，中 正明，
田尚美
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- 平成20年5月

- 平成20年5月

- 平成20年5月

第43回日本理学療法学術
大会（福岡）

第43回日本理学療法学術
大会（福岡）

24 関 可動域運動による関
縮の発生予防効果(第2

報)－ラット関 縮モデル
を用いた実験的検討

21 低 素，高 素中での過
運動負 による筋 傷の変化
に関する研究－組織形態学観
察およびG-6-PDH活性測定に
よる検討

第43回日本理学療法学術
大会（福岡）

通常 素から低 素及び高 素チャンバー内に暴
され，運動療法またはトレーニングを実施した

場合， 素 度によって筋 傷の発生にどのよう
な変化が生じるかを，形態的観察および 素化学
的測定により検討した．組織学的検討では10
素 度で20 素 度に比べ 傷線維が少ない傾
向にあった．50 素 度は20 素 度と比べ
はなかった．G6PDH活性は各 素 度間で はな
かった．本研究より，低 素環境下で運動療法を
実施した場合，筋 傷を 制できる可能性が示
された．
本人担当部分：研究計画の立案と組織の形態学的
評価，G6PDH活性の測定，発表内容の検討を行っ
た．
共同発表者：倉田和範，中 正明，野中 士，都
能 二， 山 平，秋山純一

22 ラット 関 運動負 試
験 置の試作（第2報）

第43回日本理学療法学術
大会（福岡）

ラット 関 の可動域測定，関 運動を高い再現
性のもとに正確に負 できる 置を制作した．本

置のラットの体 および下 の 定性は，十分
に満足できるものであった．ゆえにラットの 関

にかかる 値が0.049Nmに達すると関 運動
方向は反 し，スムーズな 伸展運動を り返
すことができた．本 置を使うことで様々な関
運動負 の下で，すべてのラットに高い再現
性の元に同 で関 運動を負 することが可能
となった．
本人担当部分：実験を実施した．
共同発表者：中 正明，大久保康， 田尚美，秋
山純一，野中 士，山本浩司

23 関 縮予防を目的とし
た温 療法(温水負 )の効果
－ラット関 定モデルを用
いた実験的研究

温水負 による温 療法が関 縮の発生予防に
効果があるのかを検討した．対 群，温 療法群
のどちらも 関 を 90 で 定し，温 療法
群は41 の温水水で15分間温 療法を行った．
4，6週後の関 可動域は対 群に比べ温 療法群
で大きかった．本研究で，温 療法によって関
不動による関 可動域の減少が 制されることが
明らかになった．
本人担当部分：研究計画を立案し，実験を実施し
た．
共同発表者：都能 二，中 正明，倉田和範，
山 平， 田尚美，野中 士，秋山純一

関 運動の週あたりの実施日数と関 縮予防効
果の関連を検証した．ラットを対 群，持続関

定群，週1日関 運動群，週3日関 運動群，週
5日関 運動群の5群で実験を行った．結果とし
て，関 可動域は関 運動実施頻度が多い ど維
持された．形態学的には持続 定群と1日関 運
動群の関 内に多量の結合組織の増殖と癒着が
確認されたが，3日，5日関 運動群は関 内の
結合組織の増殖は見られなかった．本研究より，
関 可動域の実施頻度の違いによる 縮予防効果
との関連が明らかになった．
本人担当部分：実験を実施し，組織の形態学的評
価を行った．
共同発表者： 田尚美，中 正明，秋山純一，野
中 士，川上 彦
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- 平成20年5月

- 平成20年9月

- 平成23年3月

- 平成23年3月28 ヒト立ち上がり動作支援
に関する基礎検討

ピラティスによる体 運動時の 部筋活動様
式の特徴を筋 図学的に解析した．健常成人11名
に通常の体 運動とピラティスによる体

運動を実施させ， 側 直筋(RA)，内 筋
(IO)の 分筋 図を測定した．通常の体 運
動に比べピラティスによる体 運動ではIOの
筋活動が高いことが認められた．加えて，ピラ
ティスによる体 運動は通常の体 運動
に比べIO/RA ratioが高値を示した．本研究によ
り，ピラティスによる体 運動は通常の体

運動よりIO活動の割合が大きいことが示され
た．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測
定，発表を行った．
共同発表者：野中 士，中 正明， 田尚美，秋
山純一

日本機 学会関西支部第
86期定時総会講演会（京
都）

第63回日本体力医学会大
会大会（大分）

ジャイロセンサと本研究で 作した床反力計を用
い，立ち上がり実験を行った．実験により， 面
高さの異なる 子から立ち上がる際のヒトの 動
を把握し，単純化したヒトの解析モデルを構築し
て，立ち上がり 動を分析した．実験データか
ら，立ち上がり動作中の 度や各 度を算出し
た．さらに 子の 面高さによる立ち上がり 動
の有意な違いについて考察を行った．また，ラグ
ランジュ方程式を用いて得られた運動方程式に，

度等の実験データを代入し，時々 々の関 ト
ルク等を 解析により得た．
本人担当部分：モーションキャプチャーによる動
作解析を行った．
共同発表者：高井飛鳥，伊藤智博，新谷篤彦，中
川智 ，奥田邦晴，野中 士

ハムストリングスの収縮を伴う等尺性収縮を用い
た大 筋筋力増強運動を考案し，筋 図学的
に検証した．健常男子学生15名を対象とし，背
位にて優位側の 関 ， 関 を90度 位で
定し，等尺性収縮による各種 度で り出しを
行った．大 筋の筋活動は-60度から45度に
かけて増加するのに対し，ハムストリングスの筋
活動は減少した．ハムストリングス/大 筋
割合(H/Q ratio)は-60度から45度にかけて減少し
た．本研究より， に対する り出し方向によ
りH/Q ratioのコントロールが可能であることが
明らかになった．
本人担当部分：研究計画の立案および発表内容の
検討を行った
共同発表者：江木翔平， 柳田恵美， 森本訓代，
野中 士， 中 正明

26 ピラティスによる体
運動時の 部筋活動様式の

筋 図学的解析

27 床 振を受ける立位
人体の筋張力に関する検討

日本機 学会関西支部第
86期定時総会講演会（京
都）

立位 にある人体の床 振に対する応答と安定
性の基本的な現象について検討した．その結果，
以下が明らかになった． (1)若年者では足首まわ
りの筋 群に負担がかかりやすく，高齢者では
や まわりの筋 群に負担がかかりやすい．(2)
高齢者の重心位置の移動範囲は若年者に比べて小
さくなる．(3)高齢者の方が若年者に比べ，筋
への負担が大きい傾向にある． (4) のブレー
キ等の加 度外 を受けると，高齢者では若年者
の2 の負担がかる場合もある．
本人担当部分：モーションキャプチャーによる動
作解析を行った．
共同発表者：杉本太志，伊藤智博，新谷篤彦，中
川智 ，奥田邦晴，野中 士

25 ハムストリングスの同時
収縮を伴う等尺性収縮大

筋筋力増強運動の考案－筋
図学的検証

第43回日本理学療法学術
大会（福岡）
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発行所，発表雑誌等
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- 平成23年5月

- 平成23年9月

- 平成23年9月

- 平成24年3月

泉 の 傷 組織の修復に対する治癒効果に
ついて検討した．人工 泉群，さら 群，コン
トロール群に3群に分けアキレス 傷モデルを
作成した．人工 泉群，さら 群のラットは35
度の人工 泉 ，さら を各々1日1回行っ
た．その結果，人工 泉群では，結合組織の再
生 進が観察され，加えて 組織再生修復の 進
が観察された．本研究より，人工 泉 が 組
織の 傷治癒を促進することが確認された．
本人担当部分：研究計画の立案し，実験を実施し
た．また発表内容の検討を行った．
共同発表者：森 一，秋山純一，野中 士， 田
尚美，中 正明

泉 による 傷 格筋の再生促進効果につい
て検討した．ラットを非 傷群(NI)， 傷コント
ロール群(IC)， 傷温 群(FW)， 傷 泉群
(CO2)に分け，IC群，FW群，CO2群のラット 前

筋に 傷を 発し， 傷1日後から，FW群，CO2
群のラットに37 で30分間，温 または 泉
を1日1回，週5日行った．その結果， 傷の2週間
後， 泉 により 傷前 筋の筋 数と筋線
維横断面 の回復が促進することがわかった．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測
定，発表を行った．
共同発表者：野中 士，井東あゆみ，森 一，
田尚美，秋山純一，岩田

30 人工 泉 による 傷
格筋の再生促進効果の可能

性についての検討

第66回体力医学会大会
（山口）

本研究は， 泉 による 傷 格筋の再生促進
効果を検討した．ラットを非 傷群 (NI群)，
傷群 (IC群)， 傷 水 群 (FW群)， 傷 人
工 泉 群 (CO2群)に分けた．IC群，FW群，
CO2群のラット 前 筋に筋 傷を 発させ
た．筋 傷 発の1日後からIC群，CO2群のラット
は37 で30分間のそれ れ， 水 または 泉

を1日1回，3日間，負 された．その結果，
傷筋のMyogeninおよびM-cadherinはCO2群でIC
群，FW群に比べて高値を示した．結果より，人工

泉 は 傷 格筋の再生を促進する可能性を
示した．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ測
定，発表を行った．
共同発表者：野中 士，秋山純一， 田尚美，岩
田

31 アキレス 傷動物実験
モデルを用いた人工 泉
の 組織治癒に える影響の
検討

第66回体力医学会大会
（山口）

32 立位時の足部接地位置に
着目した重心可動域の基礎実
測

日本機 学会関西支部第
87期定時総会講演会（
田）

本研究では立位時の足部接地位置による重心可動
域の変化について，実測データに基づき考察し
た．その結果，足間隔を広げると重心可動域が広
がることを定量的に示した．後方よりも前方の重
心可動域の方が広いことが分かった．
本人担当部分：モーションキャプチャーによる動
作解析を行った．
共同発表者：中川智 ，新谷篤彦，伊藤智博，奥
田邦晴，野中 士

29 人工 泉 による 傷
格筋の再生促進効果につい

ての検討

第46回日本理学療法学術
大会（宮崎）
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- 平成24年5月

- 平成24年5月

- 平成24年5月

- 平成24年11月

- 平成24年11月37 高齢COPD患者に対する
時低周 気 の効果

第22回日本 ケア・
リハビリテーション学会
学術集会（福井）

35 ラット 離れモデルにお
ける筋形質 ，基 の組織
学的検討

第47回日本理学療法学術
大会（兵庫）

36 運動時 気および 時
間に対する 時低周 気

の効果－健常人による予
備的検討

第22回日本 ケア・
リハビリテーション学会
学術集会（福井）

第47回日本理学療法学術
大会（兵庫）

児の立ち上がりや歩行等を測定することを目
的とした，g 単位の 重を計測可能となる床反力
計を開発し，その計測精度について検討した．そ
の結果，開発した可 式計量床反力計はg 単位の

重の記録をより正確に計測できることが可能で
あった．
本人担当部分：研究計画を立案し，実験を実施し
た．
共同発表者：米津 ，野中 士，清水 市，崎田
博之，岩田 ， 井義広，山下典子，吉岡学，奥
田邦晴

34 ラットの モデルを用
いた人工 泉 の 治癒
に える影響－TGF- 度の
変動と組織形態学的変化によ
る検討

第47回日本理学療法学術
大会（兵庫）

本研究はラットを用いて モデルを作成
し，人工 泉 の に対する治癒促進効果に
ついて検討した．その結果，人工 泉 には

後早期のTGF- 度の上 作用と， 細 分
化促進作用があり，優れた 治癒促進効果を有
することを示した．
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
を実施した．
共同発表者：高須賀純一， 田智大，森 一，野
中 士， 田尚美，秋山純一

本研究の目的は，運動中の を促通させるため
に 気 を用いたフィードバック（ESVF）を行
い，その効果と安全性を明らかにすることであ
る．健常成人23名をESVF群と対 群に割り付け
た．対象者は 練習において， 気延長の
パターンを練習し，その 法を運動中も維持す
るように指導された．運動中と運動後の 気/
気時間比において対 群と比較してESVF群が有意
に高値を示した．また，ESVFによる 作用が認め
られなかったことからESVFは運動中の 法を習
得させるツールになり得ることが明らかとなっ
た．
本人担当部分：研究計画の立案および発表内容を
行った。
共同発表者：山原純，野中 士，藤川薫，小川和
哉，伊藤健一

33 可 型計量床反力 の開
発

24名の高齢COPD患者を対 群と 時低周 気
群に割り付け，安静時および運動時の 気機

能の変化から， 時低周 気 の効果を検
証した．結果より 時低周 気 は 気機
能を有意に改善することが明らかとなった．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ解析
を行った．
共同発表者：伊藤健一, 野中 士, 添建男, 奥
田みゆき

本研究では と 離れという異なる筋 傷を
発した場合の，筋形質 ，基 の 傷について
検証した．その結果 では筋形質 は さ
れ，基 は 存していた． 離れ 傷も と
同様の組織 を示した．本研究より， と 離
による筋 傷は筋形質 と基 の 傷の特徴が

ていることが示された.
本人担当部分：研究計画を立案するとともに実験
実施と組織切片作成・ を行い形態学的評価を
行った．
共同発表者：岩田 ，野中 士
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

- 平成25年5月

- 平成25年5月

- 平成25年9月

- 平成26年5月 第49回日本理学療法学術
大会（横浜）

気相中の高 度 ガスが難治性創傷モデルに
える影響について検討した．ラットをコントロー
ル群， 0.5 CO2 群， 2 CO2 群に分け，全ラッ
トに難治性創傷を作成した．0.5 CO2 群，2
CO2 群に対し，1 日1 回40 分，週5 回の頻度で8
週間，高 度 ガス暴 を行った．その結果，
2 CO2 群は治癒の促進が認められた．TGF- 1は
コントロール群と比較して2 CO2 群4 日目にお
いて高値を示した．真 結合組織形成は2  CO2
群で促進した．本研究より，気相中の高 度
ガスが難治性創傷の治癒を促進することが明らか
となった．
本人担当部分：研究計画の立案および発表内容の
検討を行った．
共同発表者：前川美幸，中村友貴， 代 ，野中

士，森 一，秋山純一

なた からレクチンを精 し，その化学的性質
をConAと比較した． なた からの精 レクチン
は 気 動で 一なバンドを示した．両レクチン
のこのバンドの位置は近 しており，太いバンド
からなる分子量1万前後のA とB の2種類のレク
チンで構成されていたので，A，B のタンパク質
配 をN から20配 まで分析した結果，両者
は同一の配 をしていた．さらに，なた レクチ
ンはConAと めて類 したアミノ 組成をしてい
た．以上の結果より，なた レクチンはConAと類

した化学組成を持つレクチンと推定された．
本人担当部分： 気 動およびタンパク質配 測
定の一部を担当した．
共同発表者： 五月，野中 士，秋山純一

39 高齢COPD患者に対する
時低周 気 の効果

38 なた からのレクチン
の精 とその性質

日本家政学会第65回大会
（東京）

第48回日本理学療法学術
大会（名古屋）

高齢COPD患者に対して 時低周 気
（PESE）を用い，その効果を，安静時および運動
時の 気機能や 素摂取量に着目し検討した．本
研究の結果よりPESEが安静時および運動時の 気
効率を改善することが明らかとなった．また，そ
の際にはPESEが仕事量増大の指 になり得るVO2

Wの増大を 発しないことが証明された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ解析
を行った．
共同発表者：伊藤健一，野中 士， 添建男，奥
田みゆき，川村博文

40 立振子型 両乗 時の
筋負担の定量評価に関する基
礎検討

日本機 学会2013年度次
大会（岡山）

立振子型 両乗 時の筋負担について実験的評
価を行った．乗 することで上 の筋負担が増加
していることがわかった．また，6ケ所の筋 群
に関して筋負担が大きいことがわかった．さら
に， 両と人間モデルの連成モデルを構築し，実
験と同様の で数値解析を行った．その結果，

体の筋負担の評価についてさらなる検討が必要
であることがわかった．
本人担当部分：モーションキャプチャーによる動
作解析を行った．
共同発表者：山下雄人, 中川智 , 野中 士,
新谷篤彦, 伊藤智博

41 気相中の高 度 ガス
が 治癒に える影響－
ラットを用いた難治性創傷モ
デルによる検討
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概 要
発行所，発表雑誌等
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- 平成26年5月

- 平成26年5月

- 平成26年5月

- 平成26年9月

第49回日本理学療法学術
大会（横浜）

45 室内有 素運動における
の効果

43 性まひ児への新しい
下 具の開発を目的とした
異分野研究の試み

第33回日本臨床運動療法
学会学術集会（大阪）

性まひ児がより効率的な運動を実施できる 下
具の開発するため，リハビリテーション学的

知見と工学的知見を 合させた異分野研究に取り
組んだ．その結果， 性まひ児の動作をコン
ピュータ上で再現できる人間モデルを構築するこ
とで，試作したいと考える 下 具の設計を容

に考案できるようになった．
本人担当部分：研究計画の立案を行った．
共同発表者：米津 ， 田 介，中川智 ，新谷
篤彦，崎田博之，三木由紀子， 井義広，Abbas
Abdorahmani，野中 士，谷口 子，伊藤智
博，奥田邦晴

トレッドミルを用いた屋内有 素運動中の「
視聴」が及 す身体への影響について検討した．
24名の健常女子大学生を 視聴「あり」群と
「なし」群の２群に割り付けトレドミル歩行を行
い, 労指 や 代謝指 , 気能力指 を測定
した．身体的 労感と精神的 労感はともに2群
間で有意な は認められなかった．一方で
VO2,METS,EEについては,いずれも「あり」群が
「なし」群に比べ有意に高い値を示した．本研究
結果から,運動中の 視聴は 「なし」での
運動と変わら 労感で効率の良い運動が可能と
なることが示 された．
本人担当部分：研究計画の立案し，生理学的視点
から結果を解釈し，発表内容の検討を行った．
共同発表者：小西隆幸，杉山友香，谷口結子，藤
井愛美，野中 士，伊藤健一

面に 着した小型3 加 度計を用いて静 立位
時の身体重心加 度（COGacc）を推定し，3次元
動作解析 置で求めたCOGとの比較からその有用
性を検討した．その結果，COGとCOGaccの実効
値，最大振 ML成分に有意な は認められず，非
線形解析ではカオス性が確認されたが，AP成分に
有意な が認められCOGacc とCOG で振 が異な
る可能性が示された．
本人担当部分：研究計画の立案およびデータ解析
を行った．
共同発表者：山中 紀，野中 士，山本洋之，村
上仁之，石井 基

44 小型3 加 時計を用いた
静 立位時の重心動 評価

第49回日本理学療法学術
大会（横浜）

42 マウスを用いたビタミン
D3の経口 による学習能力
に える影響－受動的回避試
験と 内のセロトニン 度測
定による検討

第49回日本理学療法学術
大会（横浜）

マウスにビタミンD3 の経口 を行い，受動的
回避試験による学習効果と明暗 別回避学習の習
得や空間記憶に関 するとされる 内セロトニン

度の変動について検討を行った．その結果，ビ
タミンD3 は 学習効果を高めた． 内のセロ
トニン 度はビタミンD3 で高値を示した．以
上より，ビタミンD3 が学習能力に有意性を え
ることが確認された．
本人担当部分：研究計画の立案および発表内容の
検討を行った．
共同発表者：中村友貴，前川美幸， 代 ，野中

士，森 一，秋山純一
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は
発表の年月

概 要
発行所，発表雑誌等

又は発表学会等の名称

- 平成26年10月

- 平成27年5月

- 平成27年6月

- 平成28年5月49 加 による各種植物性食
中のレクチンの変性

日本家政学会第68回大会
（名古屋）

ボイルした食 からレクチンを精 し，生のレク
チンとの比較を試みた．金時マメとサトイモの試
料においては，生と加 した状態では精 にあ
たってカラム樹 の種類が異なった．また 気
動によるバンドの位置から生とは異種のタンパク
質に変性している可能性が推測された．また，調
理 のわずかな違いによりレクチンが 変性し
ていった可能性が示 された．ブロッコリーレク
チンについては，生ではマウス で全く活性が
検出されなかったが，加 によりHA活性を示し，
その分子量は200万付近の高分子になっていた．
本人担当部分： 気 動による測定を担当した．
共同発表者： 五月，秋山純一，野中 士

46 エアマットレスは 床時
の「 気」を制限するか－健
常者による基礎的研究

第24回日本 ケア・リ
ハビリテーション学会学
術集会（奈良）

健常者を対象に，エアマットレスが 床中の
機能に える影響を明らかにした．対象者にはエ
アマットレスと 準マットレス上にて 位を取ら
せ，一回 気量， 数などの 機能を測定し
比較した．エアマットレス上 位と 準マットレ
ス上 位の間で 機能に有意 は認められな
かった． のコンプライアンスの良い者につい
てはエアマットレスを使用しても， 機能に変
化を及 さないことが明らかになった．
本人担当部分：研究計画の立案および発表内容の
検討を行った．
共同発表者：井上貴裕，伊藤健一，野中 士

47 各種植物レクチンのマウ
ス 細 を使用したマイト
ジェン活性とNK活性

日本家政学会第67回大会
（岩手）

48 強制 気筋の強度別筋活
動パターンの解明－無作為割
付，シングルブラインドによ
る検討

第50回日本理学療法学術
大会（東京）

リハビリテーションにおける 筋トレーニ
ングを効率良く実施するために，強度別筋活動パ
ターンを検討した．10 PEmax, 20 PEmax，
30 PEmaxの を負 した 時の 直筋と内

筋，外 筋の活動量を評価した．３つの筋の
うち,最も大きな活動量を示したのは内 筋で
あった．ただし，その活動量は30 PEmaxの負 で
あっても20 MVC以下であった．通常の 筋ト
レーニングでは30 PEmax程度の負 が推奨される
が,生理学的な視点でみた場合，その負 は す

ることが示 された．
本人担当部分：研究計画の立案および発表内容の
検討を行った．
共同発表者：大木敦司，松中千明，野中 士，伊
藤健一

サトイモレクチン，ナタマネレクチン，キントキ
マメレクチンを生成し，それ れのレクチンのマ
イトジェン活性とNK活性をConAレクチンと比較し
た．ConAと比べサトイモレクチン，ナタマメレク
チンに強いマイトジェン活性を認めたが，キント
キマメレクチンのそれは低かった．4種類のレク
チンの を指 とした 集活性は，サトイ
モレクチンが最も い結果であったこれらレクチ
ンを加 した場合には， 集活性は認められるも
ののマイトジェン活性が 失したレクチンもあっ
た 一部レクチンにはNK活性も認められ，一部の
レクチンは免 活性化に関 する可能性が考えら
れた.
本人担当部分：NK活性の測定を行った．
共同発表者： 五月，秋山純一，野中 士
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50 マスクを用いたスパイロ
メトリの妥当性と再現性

マスクを用いたスパイロメトリの妥当性と再現性
を検証した．健常大学生 48名の対象者に対し，
マウスピース（MS）とマスク（FS）を用いたスパ
イロメトリを実施した．計測項目は 活量，一回

気量，最大 気量，1 量，1 率である．今回
計測した全ての項目においてMS とFSとで高い相
関が認められた．同様に全ての項目の 1回目デー
タ と 2回目データとで高い級内相関が認められ
た．本研究結果より，スパイロメトリの際にマウ
スピースの代わりにマスクを用いることが可能で
あることが明らかとなった．
本人担当部分：結果解析および発表内容の検討を

本研究は，加 したキントキマメに含有されるレ
クチンの生体への影響を検討することを目的とし
た．加 試料から得られたレクチンは，画分ごと
に異なった阻害 を示し，この は生試料から生
成されたレクチンとは異種であった．生レクチン
の 素性は認められたが，加 試料の画分ごと
の 性は異なった．生レクチンはB16細 に対す
る成長阻害を示したが，同 度で細 に添加した
加 レクチンは増殖作用を示した．
本人担当部分：B16細 の成長阻害効果の測定お
よび結果の解析を行った．
共同発表者： 五月，秋山純一，野中 士，森秀
治，豊村隆男，渡 政博，中田理恵子

51 加 調理したキントキマ
メレクチンのマウス細 への
影響

一般社団法人日本家政学
会第69回大会(奈良)

第26回日本 ケア・リ
ハビリテーション学会学
術集会（横浜）

52 ラット高齢期低強度運動
による 神経の修復・再生
に対する促進効果
- 清と 神経組織の 由
来神経栄 因子（BDNF）・
BDNF受容体（NTRK2）発現量
解析に着目して

第19回日本健康支援学会
年次学術大会（京都）

本研究では，高齢ラットに継続的な低強度運動を
実施し， 清と 神経組織のBDNFおよびNTRK2
発現量解析により 中から 神経組織への 送
が生じているかを検討した．また， 神経組織
のBDNFおよびNTRK2量が増加した場合，有 線維
の修復促進作用によって有 線維の形態が改善す
るか組織学的に検討した．その結果、高齢ラット
の2週間の低強度運動実施から， 中BDNFとNTRK2
の一部は 神経組織に 送されることが明らか
となった．また， 神経組織のBDNFとNTRK2の
増加によりシュワン細 と 索の修復シグナル伝
達が促進され，有 線維の形態を改善させること
が考えられた．
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分の抽
出は不可能．
共同発表者：崎田正博，村上慎一郎，村田伸，野
中 士，栗山みちる，小山梨穂， 藤 夏，中田
明里， 藤貴文， 部 ，熊谷秋三
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- 平成30年3月

- 平成30年3月

- 平成30年5月55 加 調理したキントキマ
メレクチンがマウスガン及び
免 細 へ える影響

第72回日本栄 ・食 学
会大会（岡山）

本研究では，生及び加 したキントキマメ試料か
ら精 したレクチンの 阻害， 素 性，さらに
は，生体に える影響をマウスB16メラノーマ細

を指 に検討した．加 試料から得られたレク
チン(加 レクチン)は，画分ごとに異なった阻害

を示し，この は生試料から精 されたレクチ
ン(生レクチン)とは異種であった．生レクチンの

素性は認められたが，加 試料のクロマトグ
ラフィーの画分ごとの 性は異なった．レクチン
は特定の を認識することから，ガン細 への
特異性も示す．生レクチンはB16細 に対し成長
阻害を示したが，同 度で細 に添加した加 レ
クチンはクロマトの画分ごとに細 へ える影響
はことなった．この結果は，画分ごとの への特
異性の 異がB16細 への反応に関 するためと
推察された．さらに，マウス マクロファージ
をレクチンで処理すると，LPS 導による 症反
応が 制されることが明らかとなった．
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分の抽
出は不可能．
共同発表者： 五月，秋山純一，野中 士，森秀
治，豊村隆男，渡 正博，中田理恵子

53 女性高齢者の き と身
体機能との関係

第19回日本健康支援学会
年次学術大会（京都）

本研究は，足 圧分布測定 を用いて き の有
無を判定し，上下 筋力，全身 性，立位バラ
ンス，歩行などの身体機能と き との関連を検
討した．体力測定会に参加した65 以上の女性高
齢者199名を対象に き の有無，握力，足 把
持力，大 筋力，長 体前 離，開眼片
立位時間，30 子立ち上がりテスト(CS-30)，
Timed Up  Go Test(TUG)，5 最 歩行時間
(5MWT)を測定した．その結果， き がある女性
高齢者は足 把持力が有意に低下したが，歩行な
どの身体機能との関連は認められなかった．ま
た， き 群では非 き 群に比べ 性が低下
し，身長が低い結果となり，高齢者特有の 異
常が関 している可能性が予測された．
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分の抽
出は不可能．
共同発表者：弓岡まみ，村田伸，岩瀬弘明，内藤

一，安彦 平，白岩加代子，野中 士，堀江淳

54 地域在住高齢者における
プレサルコペニアの身体・認
知・心理機能特性

第19回日本健康支援学会
年次学術大会（京都）

本研究は、地域在住の女性高齢者を対象に、正常
な筋 量を有する高齢者と比較することで、筋
量低下を生じたプレサルコペニア高齢者の身体・
認知・心理機能の特性を明らかにすることを目的
とした。対象とした199名の女性高齢者のうち、
正常筋 量群は142名（71.4 ）、プレサルコペ
ニア群が49名（24.6 ）であった。サルコペニア
の判定項目および身体機能の比較では、プレサル
コペニア群でSMI（p<0.01）、握力（p<0.01）、

伸展筋力（p<0.01）、上体起こし（p<0.01）は
有意に低値を示した。一方、通常歩行 度、最
歩行 度、長 体前 離、開眼片足立ち時間、
CS-30、TUGにおいては、両群間に有意な を認め
なかった。また、認知機能および心理機能におい
ても、すべての項目で両群間に有意な を認めな
かった。本研究結果より、サルコペニアの予防に
は、高齢者の早期の筋力低下を把握することは重
要であり、筋 量の測定がその重要な指 となる
可能性が示された。
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分の抽
出は不可能．
共同発表者：森耕平，村田伸，白岩加代子，安彦

平，岩瀬弘明，内藤 一，野中 士，中野英
樹，堀江淳
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57 低学年の児童における運
動イメージ想起能力と身体特
性および運動能力との関連

第21回日本健康支援学会
年次学術大会（ ）

本研究は，低学年の児童を対象に，運動イメージ
想起能力が良好な児童と不良な児童の身体特性お
よび運動能力を比較し，運動イメージ想起能力の
運動能力への関 について検討した．その結果，
メンタルローテーション課題の正答率は全体57.4

24.1 （174名），良好群89.6 7.6 （50名），
不良群24.1 7.4 （43名）であった．不良群と比
較して良好群では握力，上体起こし回数，体支持
時間，立ち び 離が有意に高い値であり，両
足飛び越し時間が有意に低い値であった．一方，
月齢，身長，体重，ローレル指数，性別， 格筋
量，長 体前 離に有意 は認められなかっ
た．本研究結果より，低学年では運動イメージ想
起能力の高い児童は，低い児童と比較して運動体
力および運動技能が高いことが示された．これら
の結果から，運動イメージ想起能力は子どもの運
動能力に影響する因子であることが示された．
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分の抽
出は不可能．
共同発表者：安彦 平，大野真 ，村田伸， 玉
隆之， 義浩，宮 純弥，宮地 ，野中 士，
久保温子，満丸望，田中真一

本研究は，地域在住高齢者の歩行 度とヘルスリ
テラシー，年齢や身体機能との関連を検証するこ
とを目的に行った．歩行 度で2群に分けた結
果，1.3m/sec以上群は206名，1.3m/sec未満群は
49名であった。有意 を認めた指 は，年齢，身
長，教育歴，CCHL，握力，体重比 伸展筋力，足

把持力，長 体前 ，片足立ち保持時間，CS-
30であった．これらを独立変数，歩行 度を従
変数とし，ロジスティック回帰分析を実施した結
果，歩行 度に影響する要因として，年齢
（OR:0.940，95 CI：0.884-1.000），身長（OR：
1.055, 95 CI：1.004-1.109），CCHL（OR：
1.174, 95 CI：1.025-1.344），CS-30（OR：
1.151, 95 CI：1.060-1.250）が抽出され，判別
的中率は83.5 であった．歩行 度に影響する要
因に年齢，身長，CCHL，CS-30が抽出された．歩
行 度に年齢や身長，身体機能だけでなく，ヘル
スリテラシーが独立して影響することが示 され
た．
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分の抽
出は不可能．
共同発表者：阿 邦彦，村田伸，岩瀬弘明，白岩
加代子，安彦 平，合田明生，中野英樹，野中
士，堀江淳

第21回日本健康支援学会
年次学術大会（ ）

58 地域在住高齢者における
歩行 度とヘルスリテラシー
の関連

56 加 調理したサトイモレ
クチンが免 細 へ える影
響

一般社団法人日本家政学
会第71回大会(徳島)

本研究では，生及び加 したサトイモから精 し
た 阻害， 素 性，さらには，生体に える影
響を免 に関する 伝子を指 に検討した．その
結果，加 試料から得られたれクチン（加 レク
チン）の阻害 の種類は，活性のある文 では同
一種類の であったが，その阻害 度は分画ごと
に異なった．また，生試料から精 されたレクチ
ン（生レクチン）と加 レクチンとは阻害 の種
類は若 異なった．また，生レクチンの 素性
は認められたが，加 試料のクロマトグラフィー
分画ごとのその 性は異なった．さらに，マウス

マクロファージを生レクチン，および加 レ
クチンで処理した結果，LPS 導による 症反応
が 制されることが明らかとなった．
本人担当部分：共同研究につき本人担当部分の抽
出は不可能．
共同発表者： 五月，秋山純一，野中 士，森秀
治，豊村隆男，渡 正博，中田理恵子
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年月日

平成23年5月

16日

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

平成28年6月

～

平成31年3月

大阪府立大学地域保健学域の学部生を対象にティー
チングアシスタントとして，「精神医学Ⅱ」の科目
内で「統合失調症の社会的認知の障害と支援の方
策」という題で合計2日間講義を実施した．対象は2
年生である．プレゼンテーション（Power Pointの
使用）により，授業を効率的に実施することができ
た．学生は，準備されたプレゼンテーション資料を
見ながら，必要に応じて，講義実施者の口頭説明を
それに書きこむことができ，確実に授業内容を把握
することができた．また，プレゼンテーションでの
提示とその資料配布により，学生の集中力低下によ
る授業理解の遅れを是正に努めた．

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として大阪府立
大学学部生を対象に臨床教育を実施している．これ
までに，臨床講師として4年生2名，1年生4名を教育
指導した。4年生には，特定の患者をケースとして
持たせ，6週間評価・治療方法を教育・指導した．1
年生には2日間の実習で，主に精神科患者との交流
を促した．教科書からの勉強だけでは理解し得な
い，生身の患者を前にして実際の臨床現場を体感し
てもらい，普段の患者の様子を観察・評価・治療の
一連，または一部を経験できるよう促した．

国家試験受験生である大阪府立大学総合リハビリ
テーション学部の4年生を対象に国家試験対策の講
義をティーチングアシスタントとして実施した．国
家試験の効率的な勉強方法を，実施者が実際に使用
したテキストや教科書，その使い方などを伝達し
た．具体的には，有名参考書を2回解き，その際，
設問毎に考え得る周辺知識をそのテキストに書き込
む．1つの情報を他の類似する情報と紐づけること
により，知識の増大化を図り，自身で作る国家試験
対策用の参考書を持つように促した．最後に，国家
試験対策用のPC問題集で反復的に問題を解き，自身
の苦手領域を把握し対策を取るように促した．

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

2)プレゼンテーションの導入

1)作業療法士国家試験対策として自身の勉強方法
の提示

大阪府立大学地域保健学域の学部生を対象にティー
チングアシスタントとして，「精神医学Ⅱ」の科目
内で「統合失調症の社会的認知の障害と支援の方
策」という題で合計2日間講義を実施した．対象は2
年生である．講義内で教科書的な定義や知識の理解
を促すだけでは，臨床経験がほぼ皆無の学生にとっ
て想像や理解が困難となる．そのため，できるだ
け，詳細に自験例を提示し，学生に覚えてもらいた
い知識を実際の患者に結びつけて理解できるように
工夫している．自験例は症例レベルから臨床研究レ
ベルまで幅広く提示している．

3)臨床的視点の強化を目的とした自験例の提示

事項 概 要

１　教育方法の実践例

内科系臨床医学　心理学　言語学
人間医工学　リハビリテーション科学・福祉工学

精神科リハビリテーション

精神病理学　精神科リハビリテーション医学　社会的認知・感情

4)学外，臨床現場での実践的な臨床指導・教育の
実践

研 究 分 野

教 育 研 究 業 績 書

令和 2年　 月 日

氏名　福原啓太　　

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

社会的相互作用・対人関係　音韻論
障害者就労支援　統合失調症
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年月日事項 概 要

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

8)学外，病院外において，患者の生活活動範囲で
のフィールドワークの導入

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨床
実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教育
を実施した．臨床教育は病院の精神科デイケア内で
実施するため，患者の実生活を垣間見ることができ
ない．そのため，積極的に，患者と学生を病院外に
連れ出し，学生に患者の社会生活の実際を観察させ
た．例えば，患者の生活範囲や職業訓練所への順路
に患者，学生，臨床講師の3者で出向き，患者の様
子を観察させた．このフィールドワーク導入によ
り，学生に精神科患者の病院外での生活の一部を把
握させた。

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨床
実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教育
を実施した．臨床教育の場は病院の精神科デイケア
であったため，他職種との連携が重要である．学生
には，他職種の職能や実務について説明し，各職種
と必要に応じた関わり方が持てるように場面設定し
た．具体的には，患者の情報を作業療法士以外の他
職種から得るために，学生には質問事項をまとめさ
せ，目的となる他職種職員に学生の質問に答えても
らう時間を作ってもらった．それにより，学生が他
職種連携の実践的経験を得ることができた．

6)臨床教育に沿った医学文献を学生に提供し，要
約文・感想文を書かせることによる臨床と研究を
架橋する能力の指導

7)自己の臨床研究・症例報告の自験例を学生が模
倣できるように指導

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨床
実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教育
を実施した．その際，臨床現場で実際に起こる患者
の問題や疑問において，臨床講師の臨床研究・症例
報告の自験例をまとめた文献とその実際の患者を提
示した．それにより学生が，より臨床的で実践的な
技術を磨くことができるよう，また臨床講師の技術
を他の患者でも模倣できるよう指導した．

5)医療分野における社会人としてのマナー教育 大阪府立大学地域保健学域臨床講師として大阪府立
大学学部生を対象に臨床教育を実施している．これ
までに，臨床講師として4年生2名（各6週間），1年
生4名（各2日間）を教育指導した。臨床現場におけ
る社会人として，患者への対応，職員への対応を教
育した．学生には，「常に明るく」「笑顔で接す
る」「元気に挨拶」「対象者を敬う」といった基本
的な接遇・マナーを具体的に伝え徹底させた．また
それが患者にとって安心につながる支援になるとい
うことも教育した．

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨床
実習を受ける4年生2名を対象に臨床教育を実施し
た．その際，臨床現場で実際に起こる問題や疑問に
対して，学術論文や著書を提供し，それを読ませ課
題として要約文・感想文を提出させた．これは，臨
床現場にて疑問が生じた際，迅速に適切な文献をレ
ビューし臨床疑問を解決する能力を育むために実施
した．その際，臨床疑問と提供した文献の趣旨が学
生の中で一致するように具体的に「文献を読んで○
○について述べよ」と課題を提示し指導した．

9)他職種連携・チーム医療の実践的指導
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年月日事項 概 要

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

平成28年6月

～

平成31年3月

令和元年6月14日

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨床
実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教育
を実施した．学生には，6週間の症例検討から得ら
れた臨床的経験を文書化し適切な症例報告とその報
告書作成をできるようにするため，また学生レベル
に留まらず臨床家としても一定レベルが確保された
症例報告を実施するため，質の高い症例報告となる
ように教育・指導した．具体的には，患者の評価に
おいて質的評価・量的評価の重要性を説き，主観
的・客観的の両側面から報告できるように教育し
た．

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として長期臨床
実習（6週間）を受ける4年生2名を対象に臨床教育
を実施した．学生のレポート課題提出において，電
子媒体（Word）の提出を試みた．臨床実習では，通
常レポートの書き直しが頻回に起きるため，Wordで
の課題提出と添削後の返却により，時間と紙代費用
削減に成功した．時間的削減により，効率化が進む
ため，結果的に，より情報量の多い教育・指導を学
生に提供することができた．また学生は紙の量が増
えずにすむため，情報の整理を容易にすることがで
きた．

10)レポート課題提出における電子媒体の利用

12)学生による臨床講師への指導に関する評価の活
用

11)症例報告会の実施

13)授業外早期体験講義の実施

大阪府立大学地域保健学域臨床講師として大阪府立
大学学部生を対象に臨床教育を実施している．これ
までに，臨床講師として4年生2名，1年生4名を教育
指導した．
全ての学生に，臨床実習終了後にお礼状とは別に臨
床講師宛に教育方針・方法の感想を用意した書面に
て記載してもらった．これにより，臨床講師は自己
の教育方法を振り返ることができ，かつ，次期学生
教育に役立てることができた．具体的な評価として
「全ての疑問に答えてくれてありがたかった」との
ポジティブ意見と「もう少し時間をかけて指導して
欲しかった」などのネガティブな意見があった．こ
れに対してはその都度教育方針の訂正ができてい
る．

単位外（授業外）にて、学部1年生に対して、「精
神科作業療法の実践」について1時間講義を実施し
た。学部1年生は、精神医学領域の作業療法を学ぶ
経験がなく、その予備知識もない。精神科作業療法
に関して学ぶのは2年生前期である。また精神医学
領域という特性上、学部生にはイメージしにくい領
域である。そのため、一症例の紹介を通して、精神
科における作業療法の実践を早期体験講義形式で伝
達した。
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年月日事項 概 要

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

平成27年

6月20日

平成27年

8月29日

平成27年11月

4日・11日

平成28年11月

2日・9日

平成29年11月

1日・8日

平成28年6月

～

平成29年3月

平成29年5月

～

平成30年3月

平成30年8月1日

～
平成31年3月31日

大阪府立大学地域保健学域の2年生を対象にティー
チングアシスタントとして，「精神医学Ⅱ」の科目
内で「統合失調症の社会的認知の障害と支援の方
策」という題で合計2日間講義を実施した．その際
に使用するレジュメ講義資料としてプレゼンテー
ション（Power Point）の全スライドを学生に配布
している．本講義で解説している領域について，そ
の資料だけでおおよその全体像から細部まで把握で
きるように，つまりハンドブック的に使用すること
を想定して作成している．

大阪府立大学地域保健学域の2年生を対象にティー
チングアシスタントとして，「精神医学Ⅱ」の科目
内で「統合失調症の社会的認知の障害と支援の方
策」という題で合計2日間講義を実施した．その際
に配布するレジュメ講義資料（教材）は穴埋め式と
なるように作成している．穴埋め式にすることで，
学生が授業に集中して取り組めるように工夫してい
る．また，穴埋め式文章は，受動的な受講スタイル
ではなく，自ら考える時間を確保することによる能
動的な受講スタイルとなるという利点もある．

大阪府立大学学長より大阪府立大学地域保健学域臨
床講師の称号を左記の期間付与されている．称号の
付与には臨床経験，大阪府立大学学部生への臨床実
習指導経験と履歴書が考慮されている．

2)大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学
研究科研究科長による評価

大阪府立大学地域保健学域教授の教員による推薦
で，年に2日間，講義を実施している．ティーチン
グアシスタントとしての推薦であるが，2コマ分を
完全に1人で授業を実施している．内容は，自身の
研究領域である「統合失調症の社会的認知機能の障
害と支援の方策」がテーマである．本講義では学生
に馴染みのない精神科患者について最新の知見を交
え，詳細に病態について教育している．最初の推薦
以来，3年連続で推薦して頂いている．

4)大阪府立大学学長による評価

3)大阪府立大学教員（教授）による評価

1)大阪府立大学教員（助教）による評価

2)穴埋め式の教材

大阪府立大学地域保健学域助教の教員による推薦
で，第49回日本作業療法学会のシンポジウム7精神
科作業療法がなすべきこと～作業療法の効果を示す
ための臨床研究～のシンポジストに選任された．

大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究
科研究科長による推薦により、第3回全国作業療法
学系大学院ゼミナール in Osakaにおいて，研究報
告会第2座の座長に選任された．4人の研究者の発表
（内1名は欠席）について座長としての責務を果た
した．

1)講義における配布資料の工夫

２　作成した教科書，教材

３　教育上の能力に関する大学等の評価
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年月日事項 概 要

平成25年

8月6日～

平成31年3月

平成27年

3月14日

四条畷学園大学リハビリテーション学部の臨床実習
指導者として，臨地見学実習ⅠおよびⅡにおいて四
条畷学園大学作業療法学専攻学部生11名に対しそれ
ぞれ2日間の臨床指導・教育を実施した．大阪府立
大学の臨床実習指導者・臨床講師として，「作業療
法臨床実習Ⅰ」および「作業療法臨床実習Ⅳ」にお
いて，大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテー
ション学類作業療法学専攻の学生8名に対して，28
日間（うち4名は2日間）の臨床指導・教育を実施し
た．
受け入れに際して，以下のことに留意した．
・実際の精神科の臨床現場（精神科デイケア）にお
いて，精神科患者に対する評価・治療についてを，
患者との関りを通して指導した．
・患者と関わる経験の乏しい学生に対して，指導者
による患者へのコミュニケーション，評価，治療の
一連を間近で観察させた．
・必要に応じて指導者・臨床講師の指導のもと学生
にそれら一連を実践させた．
・学生を患者の中に放置するのではなく，患者と適
切な交流が持てるように，学生と患者が自然に会話
を開始できるように会話開始時には指導者が両者を
つなぎあわせた．
・事前に担当教員から学生の情報を聞き，特性を踏
まえて患者との関りを援助した．例えば，内気な学
生には手厚く患者と話ができるようサポートした．
・事前に学生自身から自己PRを聞き，もし，特技が
あるなら，患者の前で披露させ，患者との関り初め
が容易になるようにサポートした．
・他職種連携の経験ができるようにするため，デイ
ケア内の作業療法士以外の職種にも相互に声をかけ
させ，さらに，デイケア外の職種（医師，精神保健
福祉士，訪問看護師）との関りも持てるように場面
を設定した．
・学生の実習中に湧き出た疑問全てに答えられるよ
うにするため，時間の許す限り，学生に対する
フィードバックを行った．
・学生が体調不良に陥らぬよう，睡眠時間の確認と
その確保，休憩の促しとその都度の課題量の調節を
行った．
これらにより，通常授業によって得ることのできな
い実践的教育指導を学生に提供することができた．

４　実務の経験を有する者について特記事項

1)大学から受け入れた実習生に対する実習指導
（作業療法臨床実習など）

（実習指導）

ヤンセンファーマ株式会社主催のXeplion Patient
Focus Meeting（於ホテル日航大阪）より依頼を受
け講演を実施した．演題名は「ゼプリオンに対する
当事者評価　デイケアスタッフ（作業療法士）から
みた変化～薬物療法と非薬物療法の効果～」とし，
2事例を挙げて薬物療法と非薬物療法（作業療法）
の相乗的な効果についての講演を実施した．
講演にはPowerPointスライドを用い、薬物療法と非
薬物療法（作業療法など）が患者の治療において両
輪の関係であるというモデルを提示し、製薬会社職
員、聴衆（医師、薬剤師など）に、非薬物療法の重
要性について説明した。また、実際の活動中の患者
の写真や動画をスライド内で用い、活動量の変化を
視覚的に提示した。その時の、座長（医師）や製薬
会社職員からは、患者の活動の変化を引き出したこ
と、スライドの説得力について好評を得た。

1)製薬会社からの講演依頼

（講演依頼）
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年月日事項 概 要

平成28年

10月20日

平成27年

8月12日

平成29年

2月22日

平成29年

6月8日

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタル教育
接遇委員会から講師依頼を受け，全職員対象に「精
神科リハビリテーションにおける作業療法」につい
て講義した．精神科における医療は他職種による関
りが多く，職能の相互理解が良好なほど患者に利益
をもたらと推測される．そのため，精神科領域で作
業療法士が患者に「していること」を知ってもらう
ことは患者にとっても，他職種にとっても，我々作
業療法士にとっても意義がある．しかし，他職種ら
は作業療法がの目的や効果を適切に説明できる者は
少ない．そのため，他職種でもわかりやすいよう
に，身近な例から一般的な解釈，学術的な解釈など
あらゆる方面から作業療法について解説・講義をし
た．これにより，作業療法士への他職種からの理解
を高めることに努めた．

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタル教育
接遇委員会から講師依頼を受け，全職員対象に「統
合失調症の社会的認知機能障害」について講義し
た．精神科病院内において，統合失調症患者の奇異
な行動に対し，しばしば病院職員は理解を示すこと
ができない．それにより患者の病状を適切に解釈す
ることができず，対応に戸惑いが生じてしまう．そ
の様な奇異な行動が出現するメカニズムを社会的認
知機能障害の観点から最新の知見を交え解説した．
これにより，受講職員の統合失調症患者の行動に対
する洞察力を高めることに努めた．

2)病院精神科デイケア職員に対するチーム医療・
連携・相互理解を図るための研修

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタル精神
科デイケア内職員向けに，チーム医療・連携・相互
理解を高めるための講義を実施した．他職種のそろ
う精神科デイケアは患者を多面的に支援する利点は
あるが，反対に職種とその考え方の違いによる職員
間・職種間の不理解がしばしば生じる．それぞれの
医療に対する主義が対立するとき，各々に多大なる
ストレスが生じそれは間接的に患者の不利益につな
がる可能性がある．そこで，「方法論的自覚と多元
主義」というテーマで，各職種や各個人が独自に持
つ主義は無意識の間に教育と自己の経験の中で確立
されたものであることを説き，自己の主義の方法論
やその限界について自覚すること，さらに他職種も
また各々の中で確立されたものであることを共通認
識とし，患者の問題に対し，その都度，どの主義が
最もその問題に対応し得るかを話し合うことが良
い，とされる多元主義の考え方について講義した．
その成果として，各職員は自己の方法論について自
覚を持ち始め，さらに他職種の方法論に対して興味
を持ち始め相互理解が高まった．

3)病院内職員の教育・接遇・育成を図るための研
修

2)北摂四医師会からの講演依頼 第19回北摂四医師会神経性氏に学研究会（共催：大
日本住友製薬株式会社）（於大阪医科大学）より依
頼を受け演題発表を実施した．演題名は「精神科デ
イケアにおける，複数疾患に対するメタ認知トレー
ニング（MCT）の実践」とし，6名の患者（統合失調
症，うつ病，強迫性障害，発達障害）を介入実施前
後での比較し検討した結果を報告した．MCTは複数
の疾患に対して効果があることが示唆された．
講演はPowerPointスライドを用いて実施した。多職
種の聴衆（医師、看護師、臨床心理士、精神保健福
祉士、作業療法士など）にわかりやすく伝えるため
に、患者の客観的データによる変化と一人一人の変
化について細かく端的に、メタ認知トレーニングの
効果を説明した．

（企業内教育）

1)病院内職員の教育・接遇・育成を図るための研
修
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年月日事項 概 要

平成30年4月

～

現在

令和元年12月8日

令和元年12月8日

令和元年12月8日

平成27年10月

平成27年12月

第34回大阪府作業療法学会において、演題賞を選定
する審査員をした。

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタルにお
いて作業療法士後輩職員に対し，学会での学術発表
を行えるように，その全般（執筆・発表）を教育・
指導した．※以下の学会発表欄「長期入院患者が街
に出た！！～退院促進プログラムの取り組みより
～：第23回日本精神障害者リハビリテーション学会
高知大会」

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタルにお
いて作業療法士後輩職員に対し，学会での学術発表
を行えるように，その全般（執筆・発表）を教育・
指導した．※以下の学会発表欄「人と人をつなぐこ
とを目的としたプログラムの有効性―同性集団活動
による対人関係の変化―：第20回日本デイケア学
会」

2)臨床現場の後輩への学術的指導

（研究員）

１）大阪府立大学　客員研究員

５　その他

1)臨床現場の後輩への学術的指導

大阪府立大学大学院　総合リハビリテーション学研
究科において、客員研究員に任命されている。客員
研究員として大阪府立大学大学院田中寛之研究室に
所属し研究を継続している。

（学会活動）

1）第34回大阪府作業療法学会　座長 第34回大阪府作業療法学会の一般演題4において3演
題について、座長として学会を取り仕切った。

2）第34回大阪府作業療法学会　運営委員

3）第34回大阪府作業療法学会　当日演題審査員

第34回大阪府作業療法学会の運営委員として、学会
運営に従事した。
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年月日事項 概 要

年月日

平成23年

4月27日

平成25年3月

平成30年3月

平成23年4月

～

平成25年3月

平成25年4月

～

平成31年3月

３　実務の経験を有する者についての特記事項

博士（保健学）

なし

1)臨床歴及び実務歴 医療法人達磨会東加古川病院作業療法室において作
業療法臨床業務に従事
平成23年度は急性期病棟および慢性期解放病棟を担
当
平成24年度は慢性期閉鎖病棟および認知症病棟を担
当
各病棟において、病期・疾患に合わせた精神科作業
療法を入院患者に提供。精神科作業療法内容とし
て、創作活動、身体活動、音楽療法、レクレーショ
ン活動、映画鑑賞、外出訓練などを実施。

医療法人美喜和会美喜和会オレンジホスピタル精神
科デイケアにおいて臨床業務に従事
病院運営として禁煙委員会委員長，広報委員会委員
長を兼任
平成29年10月より精神科デイケア主任として臨床業
務・管理業務に従事
精神科デイケア内にて、対象患者に対し、社会的認
知機能訓練、神経認知機能訓練、社会技能訓練、創
作活動、日常生活訓練、リラクゼーション活動、レ
クレーション活動、外出訓練などを提供。
委員会活動として、病院広報誌作成、精神科デイケ
アホームページ作成、敷地内全面禁煙活動の推進、
敷地内外の巡回と清掃活動の指揮などを実施。

２　特許等

事項 概 要

１　資格，免許

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

作業療法士免許 第65193号

修士（保健学）

大阪府立大学　第30号
論文題目「慢性期統合失調症患者の非形式言語の理
解及び表現能力に関する研究」

大阪府立大学　第76号
論文題目「統合失調症における心の理論・語用論的
能力と社会的行動に対する判断障害の関連」
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年月日事項 概 要

平成24年12月

～

現在に至る

平成31年4月

～

令和元年3月

2)精神科OT研究会の運営 精神科領域に勤務する作業療法士が有志で集まり，
作業療法士として相互に研鑽するために精神科OT研
究会を発足した．立案初期メンバーである．2ヶ月
に1回の頻度で研究会の集会を執り行い，メンバー
による講義や症例報告を実施している．平成28年4
月1日より運営強化を目的に常任理事を設定し，そ
の中で副理事長に就任し，現在に至る．これまでに
臨床に従事する作業療法士に向けて4回講義や症例
報告をしている．
平成31年4月より現在に至るまで理事長に就任して
いる。

3)臨床指導および臨床活動継続の実施 大学教員として大学に勤務する傍ら、週1日程度、
前職場である医療法人美喜和会美喜和会オレンジホ
スピタルリハビリテーション科にて臨床指導を行っ
た。精神科一般病棟、精神科急性期病棟、認知症治
療病棟、精神科デイ・ケアにて、勤務する作業療法
士に臨床指導、教育を行った。また、申請者自身も
臨床活動実践を継続した。
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年月日事項 概 要

平成31年4月

～

現在に至る

平成31年4月

～

現在に至る

平成31年4月

～

現在に至る

平成31年4月

～

現在に至る

令和元年6月22日

令和元年6月26日

令和元年7月13日

令和元年8月28日

令和元年9月28日

令和2年1月25日

令和2年3月14日

1)実習部会【作業】評価／検査測手実習・総合臨
床実習

(大学内業務)

作業療法学専攻の学部生3年生4年生を対象とした、
評価／検査測定実習・総合臨床実習について、実習
の手引き（要綱）作成、実習資料の作成や実習候補
地開拓を行っている。

2)実習ワーキンググループ 保健医療学部リハビリテーション学科の１～4年生
の学部生を対象にした実習全般における作業を行っ
ている。臨床実習指導者会議における出欠状況を管
理している。

3)学生生活部会　国家試験対策 学生が受験する理学療法・作業療法国家試験の対策
委員として、実働している。内容は国家試験対策用
書籍の購入と管理、学生向けガイダンス、保護者向
けガイダンス、模擬試験の設定、国家試験対策e
ラーニングソフト（スマコク）の管理、年度予算の
管理をしている。

4)図書委員 教員図書委員として、推薦図書、専攻別推薦図書の
管理をしている。

6)国家試験対策専用ソフト（スマコク）説明会 国家試験対策ソフト（スマコク）を学生が使用でき
るように教員がソフトの中身を把握することを目的
とした説明会に出席した。

5)保護者懇談会　国家試験対策委員のガイダンス 保護者にむけて、奈良学園大学の学生向け国家試験
対策についてのビジョンを説明した。

9)奈良学園大学　入学試験　面接官　試験官

7)奈良学園大学オープンキャンパス　ミニ講義担
当

次年度の奈良学園大学の入学希望者に向けたオープ
ンキャンパスにて、高校生に向けて「認知機能と生
活とリハビリテーションの世界」という題目でミニ
講義を実施した。

8)FD・SD委員会主催研修会（シラバス・ハラスメ
ント）出席

シラバス作成についての注意事項、ハラスメントに
ついてのワールドカフェ形式での研修会に出席し、
シラバスとハラスメントについての知識を深めた。

奈良学園大学AO入試面接官をした。
奈良学園大学一般入試　試験副監督をした。
奈良学園大学一般入試　面接官をした。
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年月日事項 概 要

令和元年10月
～～

現在に至る

令和元年12月

22日

令和2年2月15日

令和2年2月19日

12)高校生対象大学ガイダンス　ミニ講義 高校生向けにリハビリテーション職（理学療法士・
作業療法士）の職業について説明をした。

奈良学園大学のハラスメント相談員に就任し、学
生、教職員からのハラスメントの相談窓口を担当す
ることになった。

11)奈良学園大学オープンキャンパス　ミニ講義担
当

次年度の奈良学園大学の入学希望者に向けたオープ
ンキャンパスにて、高校生に向けて「人の気持ちに
寄り添う作業療法」という題目でミニ講義を実施し
た。

10)ハラスメント相談員　就任
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年月日事項 概 要

平成25年

5月31日

平成25年

平成26年

4月1日

～

平成29年

3月31日

3)研究助成

これまで，大阪府高槻市の市立図書館では，その貸
出可能利用者を高槻市に在住，在勤，在学の者，ま
たは高槻市内に入院する患者のみを対象としてき
た．そこで，美喜和会オレンジホスピタルと高槻市
立阿武山図書館を通して高槻市中央図書館館長と間
接的に交渉することにより，高槻市外に在住する精
神科デイケア利用患者も図書貸出可能という許可を
もらうことができた．これにより，デイケアを利用
する高槻市外在住の患者も図書館にて図書と触れ合
うことができるようになり，社会生活の幅をひろげ
ることができた．

2)大阪府高槻市立図書館との連携

大阪府立大学大学院博士前期課程在学中に第一種奨
学金を借り受けしていたが，特に優れた成績を挙げ
たと認定され，奨学金の返還を一部免除された．

1)日本学生支援機構理事長からの認定証の授与

４　その他

大阪府作業療法士会にて「統合失調症セルフエフィ
カシー研究会」の研究員として年間10万円（3年間
で合計30万円）の研究助成を受けた．
研究代表者：小川泰弘
研究員：◎福原啓太，長池将太，梅田錬
平成26年度：「統合失調症者のセルフエフィカシー
に関する文献レビュー」（学会報告として）
「統合失調症者セルフエフィカシー研究会活動報
告」（報告書として）
平成27年度：「統合失調症者の就労に関する自己効
力感尺度「Work – Related Self – Efficacy
Scale」の作成」（学会報告として）
「統合失調症者セルフエフィカシー研究会平成27年
度活動報告」（報告書として）
平成28年度：「就労関連自己効力感尺度 Work-
related self-efficacy scale WSES日本語版の信頼
性・妥当性の検討」（学会報告として）
「表題：精神障害者の就労関連自己効力感尺度日本
語版（WSS-J）作成の試み」（報告書兼学術誌短
報）
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年月日事項 概 要

平成28年

4月1日

～

平成31年

3月31日

平成28年

5月31日

平成31年4月

～

令和5年3月

大阪府作業療法士会にて「生体医工学的指標・生活
研究会」の研究代表者として年間10万円（3年間で
合計30万円）の研究助成を受けた．
研究代表者：◎福原啓太
研究員：小川泰弘，森泰祐
平成28年度：「精神疾患患者を対象とした，生体医
工学技術を用いた客観的指標の検討」（学会報告と
して）
「精神科生体医工学的指標・生活研究会平成28年度
活動報告」（報告書として）
平成29年度：「精神科生体医工学的指標・生活研究
会　H29年度研究報告」（学会報告として）
「精神科生体医工学的指標・生活研究会　平成29年
度　活動報告」（報告書として）
平成30年度：「：統合失調症の情動表出能力につい
て～精神科生体医工学的指標・生活研究会　H30年
度研究報告～」（学会報告として）
「精神科生体医工学的指標・生活研究会　平成30年
度　活動報告」（報告書として）

4)研究助成

5)科学研究費　基盤研究（C）

大学院博士後期課程在学中に第一種奨学金を借り受
けしていたが，特に優れた成績を挙げたと認定さ
れ，奨学金の返還を一部免除された．

5)日本学生支援機構理事長からの認定証の授与
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
なし

（学術論文）
単著 平成25年3月

共著 平成25年10月

共著 平成26年3月 認知症患者の認知機能，日常生活活動（ADL），
周辺症状（BPSD）の関連性を明らかにするた
め，94人の入院患者を対象に認知機能検査，ADL
検査そしてBPSDの検査を実施した．その結果，
入院中の認知症患者において，ADLが高ければ認
知機能障害が軽度であり，移動能力が高い程，
BPSDが増悪していることが明らかになった．ま
た，重度認知症患者においては，認知機能検
査，ADL検査において，いくつかの床効果を示し
た．そのため，重度認知症患者向けの各検査が
必要であると思われた．
共著者：田中寛之，植松正保，小城遼太，永田
優馬，◎福原啓太，内藤泰男，大西久男，西川
隆
本人担当部分：認知機能検査の検査者としての
実施，データ収集

1　統合失調症における心の
理論・語用論的能力と社会
的行動に対する判断障害の
関連
（修士論文）

近年，統合失調症患者の心の理論能力と共に語
用論的言語の理解能力が注目されている．本研
究では，地域に住む慢性期統合失調症患者28人
と健常者28人を対象に比喩・皮肉理解の能力と
ToM能力，社会常識テストを実施した．その結
果，我が国においても統合失調症患者は語用論
的言語の理解能力が障害されていた．また統合
失調症患者において，比喩理解能力と基本的な
認知機能に関連があり，心の理論の障害や皮肉
を文字通りに解釈する傾向は非社会的行動への
認識の低下と関連していることが示唆された．
A4判　全60頁

2　重度認知症者のための認
知機能検査 − ‘Severe
Cognitive Impairment
Rating Scale’日本語版の
臨床的有用性の検討 −
（査読付）

「老年精神医学雑誌」
第24巻第10号
P.1037～P.1046

重度認知症患者にとって既存の認知機能検査は
難易度が高く，残存する認知機能を詳細に把握
することが困難である．海外では，重度認知症
患者の認知機能検査として，Severe Cognitive
Impairment Rating Scale (SCIRS)が開発されて
いる．本研究では，SCIRSの日本語版を作成し，
臨床的有用性を検討した．その結果，既存の検
査では床効果を示した患者に対しても，SCIRSを
用いてより詳細に認知機能を判別できた．以上
より，日本語版SCIRSは重度認知症者の残存する
認知機能を詳細に幅広く測定可能な検査である
と考えられた．
共著者：田中寛之，植松正保，永田優馬，◎福
原啓太，内藤泰男，大西久男，西川隆
本人担当部分：認知機能検査の検査者としての
実施，データ収集

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

大阪府立大学

「老年精神医学雑誌」
第25巻第3号
P.316～P.323

3　認知症患者における認知
機能，ADL，BPSDの関連性
重度認知症患者に着目して
（査読付）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成26年3月

共著 平成27年6月

共著 平成28年4月

リハビリテーション医療系学生は，授業や課題
の多さ，長期実習，国家試験など多くのスト
レッサーが長期に継続する特徴がある. それら
が学生の「学習性無気力」の状況と関連すると
考え，学生の抑うつ傾向，心理的状況を調査し
た. その結果，抑うつ傾向・ストレス反応が高
くまた自尊感情は低い状況が明らかになった.
また家庭内に相談できる人物が多いこと，睡
眠・休養・食事の生活リズムが確立しているこ
とが，抑うつ傾向を抑えることが示された. 学
生生活や精神状態について家族と情報を共有す
ること，また生活リズムの確立に向けた援助
が，教員として必要であると考えられた．
共著者：西田斉二，橋本世奈，◎福原啓太，田
丸佳希，杉原勝美，北山淳
本人担当部分：学生に関する客観的意見の提言

重度認知症者のQOL（quality of life）評価に
は，軽度～中等度認知症用のQOL尺度が用いられ
てきたが，近年，そのQOL概念の枠組みは異なる
と示唆されている．本研究では，36人の重度認
知症者を対象に，軽度～中等度認知症用のQOL尺
度を用いて，重度認知症者に対する適応性を検
討した．QOL評価には，自己評点式尺度と代理評
点式尺度をそれぞれ2種類使用した．適応性の検
定の結果，4尺度の内の1尺度内における2項目の
み適合基準を満たした．以上より，重度認知症
者に対する従来のQOL尺度の適応性には限界があ
ると考えられた．
共著者：永田優馬，田中寛之，石丸大貴，植松
正保，◎福原啓太，小川泰弘，内藤泰男，西川
隆
本人担当分：研究計画立案時の提言

5　Development of the
Cognitive Test for Severe
Dementia
（重度認知症のための認知
機能テストの開発）
（査読付）

「Dement Geriatr Cogn
Disord」40(1-2)
P.94～P.106

中等度から重度の認知症患者に対して既存の認
知機能検査は床効果を示し，特に重度認知症者
に対しては残存する認知機能を測定することが
できない．我々は，7つの認知機能の領域をカ
バーする13項目からなる重度認知症患者向けの
認知機能テスト（the Cognitive Test for
Severe Dementia; CTSD）を開発し，その信頼性
と妥当性を検討した．CTSDは床効果を示さず，
また信頼性と妥当性も確認できた．CTSDは他の
認知機能検査と比較して重度認知症患者の残存
する認知機能を鋭敏に測定することができた．
共著者：Tanaka H, Nagata Y, Takebayashi T,
Hanada K, Inokawa M,◎Fukuhara K, Ogawa Y,
Haga D, Kakegawa Y, Nishikawa T（他1名）
本人担当分：認知機能検査開発に対する提言，
認知機能検査の検査者として評価，データ収集

「四条畷学園大学リハビ
リテーション学部紀要」
第9号
P.27～P.34

「老年精神医学雑誌」
第27巻第4号
P.429～P.437

4　リハビリテーション医療
系学生の抑うつ状況につい
て：学習性無気力の観点か
ら
（査読付）

6　重度認知症に対する従来
のQOL尺度の限界
（査読付）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年8月

（accepted）

共著 平成29年10月

共著 平成30年1月

近年，大学生の学力低下，特に「国語能力」の
低下が大きな問題となっている．本研究では，
医療系大学1年生28名を対象に，日本語能力（語
彙・文法能力）と，主要必須科目成績との関連
性について検討した．その結果，前期GPAが日本
語能力を有意に説明でき，また比較的強い正の
相関を示した．つまり，日本語能力が1年生前期
の総合的な学力に影響することが示唆された．
そのため，入学前後に語彙や文法を学習するこ
とは学生の大学における学業適応に有効である
と考える．
共著者：西田斉二，◎福原啓太，田丸佳希，杉
原勝美
本人担当分：研究計画立案時の提言，学生に関
する客観的意見の提言

「第30回教育研究大会・
教員研修会誌」
（in press)

9　精神障害者の就労関連自
己効力感尺度日本語版
（WSS-J)作成の試み
（査読付）

精神疾患を有する患者を対象とした課題特異的
な自己効力感尺度はいくつか開発されている
が，就労に関連する日本語の自己効力感尺度は
見当たらない．そこで諸外国で既に用いられて
いる就労関連自己効力感尺度（Work-related
self-efficacy scaleの日本語版；WSS-J）の作
成を試みた．本尺度は精神科患者自身による使
用を想定しているため，文章の理解のしやすさ
が求められた．本研究では，プレテストの実
施，文章の精度を整えた後，逆翻訳と原文との
比較も実施した．今後，本尺度の信頼性・妥当
性の検討が必要である．
共著者：小川泰弘，◎福原啓太，長池将太，梅
田錬，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆補助，
データ収集・分析）

「大阪府作業療法ジャー
ナル」第31巻第2号
P.148～P.152

近年，統合失調症患者の語用論的言語理解能力
が注目されている．我々は統合失調症患者34人
と健常者34人に対して，心の理論課題，比喩皮
肉文課題，社会常識テストを実施した．その結
果，全ての課題において，患者群は健常群より
も有意に障害されていた．また患者群内におい
て比喩理解能力と正常行動理解能力，皮肉理解
能力と異常行動理解能力の間に有意な相関がみ
られた．統合失調症患者の社会的認知機能障害
はこれら2つの語用論的要因を含んでいることが
示唆された。
共著者：◎Fukuhara K, Ogawa Y, Tanaka H,
Nagata Y, Nishida S, Haga D, Nishikawa T
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

「Journal of
Psycholinguistic
Research」
vol.46(5)
P.1309～P.1318

8　Impaired
Interpretation of Others'
Behavior is Associated
with Difficulties in
Recognizing Pragmatic
Language in Patients with
Schizophrenia
（統合失調症において他者
の行動の理解障害は語用論
的言語理解障害と関連して
いる）
（査読付）

7　リハビリテーション医療
系大学1年生の日本語能力と
科目成績の関連性について
の検討
（査読付）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

単著 平成30年3月

共著 平成30年6月

共著 平成31年1月

11　Clinical Utility of
the Cognitive Test for
Severe Dementia: Factor
Analysis, Minimal
Detectable Change, and
Longitudinal Changes.
（査読付き）
（重度認知症向けの認知機
能検査［CTSD］の有用性に
ついて：因子分析と最小可
検変化量、そして縦断的変
化）

不安を根底にもつ強迫症/強迫性障害には、一般
的に薬物療法や認知行動療法(CBT)が適用され
る。一方で作業療法を用いた明確な治療的介入
方法はあまり見当たらない。本稿では、作業活
動をCBTの一技法であるdistractionとして応用
させることで、不安や強迫観念により社会生活
に制限のあった患者の不安、自己効力感そして
社会生活の改善が認められたため、その報告を
する。最後に、Distractionは不安や認知の歪み
を根本的に解決する手段というよりも、即時的
に不安や強迫観念から脱却し充実した社会生活
を送れるようになることの一手段として有用で
あるということを提唱したい。

◎福原啓太, 田中宏明, 西田斉二, 小川泰弘,
森泰祐, 西川隆
本人担当分：論文執筆、データ整理、対象者介
入を含む研究の全工程

大阪作業療法ジャーナル
32(2) 135-142

10　慢性期統合失調症患者
の非形式言語の理解及び表
出能力に関する研究
（博士論文）

近年，統合失調症の非形式的言語の理解・表出
の障害が注目されている．第Ⅰ章では統合失調
症患者の非形式言語の理解面に着目し，語用論
的言語理解の障害があることを確認した．また
その障害は社会的行動の理解障害と関連してい
た．第Ⅱ章ではその表出面である，プロソディ
と会話量をコンピュータで分析した．その結
果，患者群にプロソディの一部と会話量の障害
が認められ，会話量と生活機能は関連してい
た．第Ⅲ章では患者のプロソディと会話量の障
害に対し治療介入を実施した．その結果プロソ
ディの一部は改善が認められたが，会話量の改
善は認められなかった．
A4判　全79頁

Dementia and geriatric
cognitive disorders
extra   8(2) 214-225

本研究は、COSMINのチェックリストを用いて、
十分なアウトカム尺度を開発するために、
Cognitive Test for Severe Dementia（CTSD）
をさらに分析した。研究では、以下の方法を
行った。（１）構成概念妥当性を評価するため
に因子分析を用いた。（２）測定誤差（SEM)と
最小化検変化量について信頼性と解釈可能性を
評価した。（３）反応性を評価するために縦断
的変化を評価した。その結果、CTSDの因子分析
は2要因から説明され、各項目の通過率により2
分化された。我々はそれぞれSEMは1.6ポイン
ト、MDCは3.6ポイントと計算した。我々の結果
は、CTSDは、重度認知症患者に対する信頼でき
るアウトカム指標を提供するということを示し
ている。
Tanaka H, Nagata Y, Ishimaru D, Ogawa Y, ◎
Fukuhara K, Nishikawa T
本人担当分：データ収集

12　Distraction技能獲得に
より不安の軽減と自己効力
感ならびに社会生活活動の
改善がみられた一例 : 事例
報告
（査読付き）

大阪府立大学
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 令和元年10月

共著 令和2年1月予
定

共著 令和元年12月

13　Insight Into Illness
and Defense Styles in
Schizophrenia.
（査読付き）
（統合失調症の病識と防衛
スタイル）

15　Clinical factors
associated with
Activities of Daily
Living and their decline
in patients with severe
dementia
（査読あり）
（重度認知症患者のADLとそ
の減少に関連する臨床要因
について）

認知症患者においてベースライン時と6ヶ月後の
間の変化に影響を与える臨床的要因を探索し
た。参加者は131名の認知症患者であった。重度
認知症の参加者のベースライン時においてADL尺
度であるPSMSスコアはCTSD、CCI、MNA-SF、CSDD
のスコアと有意に関連していた。縦断的な分析
に置いて、CTSDスコアのみが6ヶ月後のPSMSスコ
アと有意に関連していた。重度の認知症の参加
者にとって、6ヶ月後のADLに関連する要因とし
てCTSDで評価される認知機能は注目に値する。

Hiroyuki Tanaka, Yuma Nagata, Daiki
Ishimar2, Yasuhiro Ogawa, ◎Keita Fukuhara,
Takashi Nishikawa

Psychogeriatrics 20(3)

The Journal of Nervous
and Mental Disease
207(10) 815-819

心理学的な否認のモデルは乏しい洞察
（insight)は防衛機制の結果であると主張して
いるが、その二つの直接的な関係性は、明らか
にされていない。本研究の目的は、認知機能障
害を考慮しながら、洞察と防衛機制の関係性を
調査することである。38人の統合失調症患者に
対して、洞察、防衛機制、神経認知機能、精神
症状について評価した。神経認知機能と精神症
状を制御して洞察レベルの返送間分析を行った
ところ、「病気の認識」が未熟な防衛スタイル
と正の偏相関をして、成熟した防衛スタイルと
は負の偏相関がみられた。ステップワイズの回
帰分析では、「病気の認識」は有意に未熟な防
衛機制を予測することが明らかになった。我々
の結果は、未熟な防衛スタイルを使用する傾向
にある患者は、自分自身の精神病を受け入れて
いる傾向にあることを示唆している。

Ogawa Y, ◎Fukuhara K, Tanaka H, Nagata Y,
Ishimaru D, Nishikawa T.
本人担当分：論文構成補助、データ解析補助、
研究デザイン補助

14　統合失調症患者の声に
よる情動表出能力について
～予備的研究～
（査読あり）

大阪作業療法ジャーナル
33(2)

近年、統合失調症の陰性症状、特に情動表出に
ついて改めて注目されている。本研究は予備的
段階として、本邦の統合失調症患者の声の側面
に着目し、情動表出の減少について調査した。
DSM-5により統合失調症または統合失調感情障害
と診断された入院患者23名と、年齢と性別を
マッチさせた健常者23名に対して、声による情
動表出を引き出す課題（紙芝居音読課題と4感情
表出課題）を実施した。それにより得られた音
声サンプルをデジタル評価ならびにアナログ評
価を用いて、両群を比較した。その結果、患者
群は健常群と比較して、プロソディスコアが減
少しており、さらに怒りと幸せの感情について
正確に表現できていなかった。今後は、より明
確な知見を得るためにさらなる調査が必要であ
る。

◎福原啓太、小川泰弘、森泰祐、田中寛之、西
川隆
本人担当分：論文執筆、データ収集、データ解
析、研究デザイン立案を含む研究全般
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（その他）
「総説」

共著 平成28年12月

「依頼原稿」

単著 平成25年1月

単著 平成26年7月 平成26年6月に4日間にわたりパシフィコ横浜で
開催された16th International Congress of
the World Federation of Occupational
Therapists（WFOT）における精神科セッション
についての印象記執筆の依頼原稿である．過去
最大級の作業療法の国際会議・学会が我が国で
開催されたため，本邦での作業療法士の取り組
みを概観し集団を対象にした研究から単症例を
対象にした症例報告までいくつかを紹介した．
一方で海外の作業療法士の研究の特徴，つまり
グループ活動や行政的取り組み，啓発的取り組
みが目立った様子を，読者にわかりやすく対比
して執筆した．

1　統合失調症患者における
語用論的言語（比喩・皮
肉）の理解能力について
（査読付）

平成24年10月に2日間にわたり大阪国際交流セン
ターで開催された第32回近畿作業療法学会につ
いての印象記執筆の依頼原稿である．著者は作
業療法士（臨床）および大学院生（研究者）2年
目であったため，新人作業療法士としての視点
から，学会発表を見聞きし，当日に参加できた
者，できなかった者が学会参加の意義を再確認
できるよう執筆した．文章内で高畑進一学会長
の「作業療法士がより脳の機能を理解すること
が作業療法の幅を広げる」という言葉を代弁す
るする形で，作業療法の学術意義について述べ
ている．

2　第16回WFOT大会を終えて
（その1）精神科セッション

「日本作業療法協会誌」
第28号
P.38～P.39

1　学会・研修会印象記　第
32回近畿作業療法学会

「作業療法ジャーナル」
47巻第1号
P.95

統合失調症患者の症状は，陽性症状，陰性症
状，認知機能障害の3つに大別される．そしてこ
れらは社会生活，社会的関係，コミュニケー
ション，そして言語的な理解に影響を与え，そ
の疾患を特徴づけている．本稿では，語用論の
定義や統合失調症患者の言語使用に関する学術
的背景を述べた後に，統合失調症患者の比喩・
皮肉理解における障害についてレビューしてい
る．病期や類型，他の認知機能との関連，比喩
と皮肉の理解プロセスの違いにも言及し，統合
失調症患者の語用論的障害について詳細にまと
めている．最後に，言語的観点からの支援方法
や今後の展望について提言している．
共著者：◎福原啓太，田中寛之，小川泰弘，永
田優馬，田中宏明，大西久男，西川隆
本人担当分：執筆，文献レビュー，分析

「Journal of
Rehabilitation and
Health Sciences」
14巻
P.15～P.25
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年1月

4　登録事例の紹介 単著 平成28年3月

「研究報告書」

共著 平成27年7月

精神科領域において作業療法のエビデンスが求
められている．われわれ作業療法士の実践の効
果を形あるものにし，対象者，他職種，第三者
が理解できるように示す必要がある．研究は，
様々な形で臨床に活き，臨床を深める手段とな
る．しかし，精神科の作業療法領域において，
研究をすることは容易ではない．本稿では精神
科の社会情勢を知ることで作業慮法の社会的位
置づけを確認し，そして，著者の臨床研究の経
験を通して，精神科の臨床の作業療法士が臨床
研究に取り組むことの意義と研究の難しさに対
する対応について述べている．
共著者：◎福原啓太，西川隆
本人担当分：執筆，情報収集，分析

該当教員が同協会学術委員会事例登録班員とし
て執筆している．日本作業療法協会の教育的活
動の一環である「事例登録システム」において
精神科部門で「精神障害×認知（機能）」に
沿ったテーマを2事例（「楽手教材を使った統合
失調症患者へのアプローチ」，「認知ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝを実践した双極性感情障害の一例」）を紹介し
た．これらを通して「対象者の特性」「生活能
力」「作業能力」「認知機能」などと言った評
価視点の重要性を読者に説いている．

1　統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会活動報告

「大阪作業療法ジャーナ
ル」
第29巻第1号
P.55

「大阪府作業療法ジャー
ナル」29巻2号
P.73～P.80

3　特集：0からの研究「精
神科に従事する作業療法士
が臨床研究に取り組むこと
の意義」

平成26年度における「統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会」の大阪府作業療法士会に提
出した活動報告である．統合失調症患者に対す
る医療では，症状や認知機能障害などの客観的
指標だけでなく，「患者自身がどのように感じ
ているのか」という主観的側面の指標が重要視
されている．その中でも本研究会は統合失調症
患者のセルフエフィカシーに焦点を当て，文献
レビューを実施した．海外では比較対象研究や
相関研究など関連性についての研究が半数を超
えていた．一方で国内では介入研究やケースス
タディなど実践的な報告が多かった．また本邦
では，入院時から退院後の社会参加促進をター
ゲットとするセルフエフィカシー尺度が少ない
という問題が抽出された．
共著者：小川泰弘，梅田錬，長池将太，◎福原
啓太
本人担当分：執筆補助，海外文献レビュー

「日本作業療法協会誌」
第48号
P.42～P.43

リハ－507



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成29年1月

共著 平成29年7月

共著 平成29年7月 統合失調症患者の感情表出障害の一つにプロソ
ディの障害が挙げられている．さらに海外では
その評価に音声のコンピュータ分析を用いた生
体医工学的指標がしばしば使用されている．本
研究の目的は日本の統合失調症患者のプロソ
ディの調査である．本報告書では，研究計画と
データ蓄積中である旨について中間報告をして
いる．患者群に対する評価としてプロソディの
評価，精神症状評価，行動評価を実施した．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，森泰祐
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

精神保健福祉領域において「患者自身がどのよ
うに感じているか」という主観的側面，とりわ
け自己効力感が重要視されていると考えられ
る．本研究では，精神障害者の社会参加に関連
する自己効力感尺度の作成を目的としている．
そこで，就労関連自己効力感尺度（Work-
related self-efficacy scale；WSS-J）の翻訳
作業を原著者の許可を得て実施した．外来・入
院患者併せて53名の精神障害者の協力を得るこ
とができた．今後は，協力者を増やし，信頼
性・妥当性の検証を行うこととする．
共著者：小川泰弘，梅田錬，長池将太，◎福原
啓太
本人担当分：執筆補助，尺度翻訳，データ収
集，データ分析

2　統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会平成27年
度活動報告

「大阪作業療法ジャーナ
ル」
第30巻第2号
P.146～P.147

平成27年度における「統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会」の大阪府作業療法士会に提
出した活動報告である．前年度に抽出された
「本邦において社会参加に関するセルフエフィ
カシー尺度が少ない」という問題点をカバーす
るために，海外で開発された「就労関連自己効
力感尺度 Work-related self-efficacy scale
(WSES)」の原著者に許可を得て日本語版作成を
実施した．研究員4名で原文を日本の精度や文化
的背景に合うように複数回議論し，修正を重ね
て仮尺度へと翻訳した．専門業者にも逆翻訳を
依頼し，日本語版を完成させた．今後は信頼
性・妥当性の検討へと進めていく予定である．
共著者：小川泰弘，梅田錬，長池将太，◎福原
啓太
本人担当分：執筆補助，尺度翻訳，データ収
集，データ分析

「大阪作業療法ジャーナ
ル」
第31巻第1号
P.72～P.73

3　統合失調症者セルフエ
フィカシー研究会 平成28年
度 活動報告

「大阪作業療法ジャーナ
ル」
第31巻第1号
P.66～P.66

4　精神科生体医工学的指
標・生活研究会 平成28年度
活動報告
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「学会発表」

〈国際会議〉

― 平成26年6月

ー 令和元年6月

ー 令和元年6月

2　What are Effective
Ways to Maintain
Cognitive Abilities of
People with Severe
Dementia? Results of a
One-Year Follow-Up Using
the Cognitive Test for
Severe Dementia
（重度認知症の人々の認知
機能を維持する効果的な方
法は何か？CTSD［重度認知
症患者用認知機能検査］を
用いた1年間のフォローアッ
プの結果）

3　Comprehensive Social
Cognition in
Schizophrenia from the
Social Common Sense
Ability Perspective
（統合失調症における包括
的な社会的認知昨日につい
て、社会常識的能力の観点
から）

13th International
Society of Physical
and Rehabilitation
Medicine World
Congress (ISPRM 2019)
（於　神戸コンベンショ
ンセンター）

近年、多くの研究は統合失調症の社会的認知と
社会的機能障害の関係について注目している。
これまで社会的認知はいくつかの方法で別々に
調査されてきた。したがって、統合失調症の社
会的認知を包括的に評価する方法はあまりな
い。本研究では統合失調症の包括的な社会的認
知を社会的常識能力の観点から調査した。統合
失調症34人と健常者34人が研究に参加した。
Dewey Stry Testを用いて社会的常識能力を評価
した。正常行動と異常行動のそれぞれの合計得
点について2群で優位さがみられた。本研究は、
2群において、人間の行動に対する認識に差異が
あることを示し、また、このようなギャップが
患者の社会的機能に影響を及ぼすということを
示唆している。

◎Keita Fukuhara, Hiroyuki Tanaka, Yasuhiro
Ogawa, Yuma Nagata, Saiji Nishida, Taisuke
Mori, Takashi Nishikawa
本人探訪分：研究全般（論文執筆、研究デザイ
ン立案、データ収集、データ解析）

統合失調症患者28人，健常者28人に対し，比
喩・皮肉文テスト，心の理論課題，社会常識テ
ストを実施した．どの課題においても統合失調
症群のほうに有意な成績低下を認めた．また，
患者群を課題の成績順に群わけすると，皮肉理
解と心の理論に障害がなければ，社会常識テス
トの成績は良く，皮肉理解と心の理論に障害が
あれば，成績が低下していることがわかり，社
会的認知機能の一部は社会常識の程度にある程
度影響を与えることが示唆された．
共同発表者：◎Keita Fukuhara, Yasuhiro
Ogawa, Goro Nishio, Hiroyuki Tanaka,
Takashi Nishikawa
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

13th International
Society of Physical
and Rehabilitation
Medicine World
Congress (ISPRM 2019)
（於　神戸コンベンショ
ンセンター）

我々は、重度認知症患者に対し、CTSDにより1年
間の得点の変化を追った。我々は、CTSD上で、
意味のある最小の変化（4ポイント上昇）が見ら
れた患者のグループを発見した。161人のデータ
を集めたが、1年後に再テストできたのは40人で
あった。その中で、我々は4人のCTSDの得点が上
昇した参加者を発見した。しかし、その患者ら
はMMSEの得点に変化はみられなかった。彼ら
は、脳血管性認知症と診断されていた。この結
果は、CTSDによって、評価することで、重度認
知症の認知機能改善が明らかにできる群がいる
ことを示唆した。

Hiroyuki Tanaka, Yuma Nagata, Daiki
Ishimaru, ◎Keita Fukuhara, Yasuhiro Ogawa,
Takashi Nishikawa
本人担当分：データ収集、研究デザイン補助

1　Relationship among
pragmatic function, ToM
function and judgment of
abnormal social behavior
in patient with
schizophrenia.
（統合失調症患者における
語用論的機能，心の理論能
力および社会的異常行動に
対する判断能力の関連）

16th International
Congress of the World
Federation of
Occupational
Therapists（於パシフィ
コ横浜）
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〈国内会議〉

― 平成24年6月

― 平成25年4月

― 平成25年6月

現在あるMMSE，HDS-Rなどの認知機能検査は重度
認知症にとって「床効果を示す」「集中力が続
かない」などの問題点が指摘されており，残存
している認知機能を評価することが難しい．そ
こで，海外で重度認知症向けに開発された
Severe Mini Mental State Examination
(SMMSE)，Severe Cognitive Impairment Rating
Scale (SCIRS)の臨床的有用性を示すことを目的
に検査―再検査信頼性と評価者間信頼性を検討
した．その結果，SMMSEとSCIRSは既存の検査の
MMSE，HDS-Rと比較して，重度認知症者の残存す
る認知機能をより詳細に評価でき，信頼性・妥
当性にたる検査であることが示唆された．
共同発表者：田中寛之，植松正保，◎福原啓
太，大西久男，西川隆
本人担当部分：検査実施を担当

日常生活で，多数の声主から命令的な幻聴に悩
まされる地域に住む慢性期の統合失調症患者1人
についての症例報告である．本患者は悪意ある
幻聴からの命令に対しても，「自分の為を思っ
て言ってくれている」と解釈していた．3人から
の声主（幻聴）に敬意を持っている本患者は，
相反する声主からの要求に耳を傾け，行動停止
に陥るといった著しい行動制限に陥っていた．
皮肉文テストでは成績低下を認めた．このこと
から悪意ある発言に対して，他者の悪意を「悪
意」と捉えることへの困難さが伺われた．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，芳賀大
輔，田中寛之，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

2　統合失調症者における語
用論的能力と社会常識理解
の関連

地域に住む慢性期の統合失調症患者28人に対し
て比喩・皮肉文テスト（metaphor and sarcasm
scenario test; MSST），MMSE，社会常識テスト
を実施した．比喩理解能力はMMSE得点と有意な
相関関係を示し，皮肉誤答回避得点（皮肉を文
字通りにとらえてしまう傾向）は社会常識テス
トにおける社会常識総点と有意に相関してい
た．比喩・皮肉のような語用論的言語理解能力
は，全般的知能，または他者の正常または異常
の行動を理解するような高度な社会的能力と関
連があることが示唆された．
共同発表者：◎福原啓太，芳賀大輔，西尾五
郎，小川泰弘，内藤泰男，西川智子，大西久
男，田中宏明，田中寛之，西川隆「他3名」
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

3　統合失調症者における語
用論理解障害の一側面―一
症例にみられた特徴的な思
考様式―

第47回日本作業療法学会
（於大阪国際会議場）

第8回日本統合失調症学
会（於浦河町総合文化会
館）

1　重度認知症者の認知機能
検査に関する研究(第2報)-
本版SMMSE, SCIRSの信頼性
に関する検討-

第27回日本老年精神医学
会（於大宮ソニックシ
ティ）
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― 平成25年11月

― 平成26年3月

― 平成26年11月

精神科リハビリテーションのうち，社会参加の
一環として，デイケア利用患者を地域の図書館
へ引率するプログラムとその前後に実施したア
ンケート調査について報告した．精神科患者
は，地域の図書館に興味はありつつも，多くの
患者は利用していなかった．実際に図書館へ引
率し，図書館の利用方法を患者とともに経験す
るなかで，参加した患者らは地域の行き場所と
して図書館の利用を始めた．精神疾患患者を地
域の社会資源に結び付けるには，支援者が共に
経験することで不安や抵抗感を消失させること
が有効であると考えられる．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

精神科デイケア利用患者である統合失調症患者1
人についての事例報告である．以前より，生活
するグループホームの世話人から図書館の利用
を促されていたが，一度も行くことのなかった
患者を図書館へ引率した．そこで，本患者は趣
味である音楽関連のCDや本を借りることができ
ると知り，毎週末に図書館を利用するように
なった．支援者と共に図書館を利用することで
初めて本患者は図書館の利用価値を知ることが
できた．言葉による促しのみではなく，実際の
体験があったからこそ，その人が利用価値を見
出せ日常生活に汎化したものと考えられる．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，田中寛
之，永田優馬，多和田卓也，石井幾子，園田む
つみ，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

4　精神科デイケア利用者へ
の図書館利用の斡旋～社会
生活の広がりに向けて～

第21回日本精神障害者リ
ハビリテーション学会沖
縄大会（於沖縄コンベン
ションセンター）

6　デイケア喫茶での役割を
持つことで日常的な行動に
変化が見られた，後期高齢
の統合失調症患者の一症例

第22回日本精神障害者リ
ハビリテーション学会い
わて大会（於いわて県民
情報交流センターアイー
ナ）

認知症を伴わない高齢の精神疾患患者は，自宅
生活科デイケアなどの施設に通所することが多
く，このような患者は今後増加すると予測され
る．そこで，働きたいという希望を持ち，また
それが現実検討できていない状態として評価さ
れる後期高齢の地域在住の統合失調症患者一事
例に対し，デイケアでの喫茶活動のマスターと
いう役割を仕事実技プログラムの一環として提
供したと．その結果，精神症状（意欲向上，自
閉の消失，情動表出の改善），活動面（活動量
の増加），社会的交流面（会話量の増加）に変
化が認められた．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

第9回日本統合失調症学
会（於京都テルサ）

5　プログラム「図書館ツ
アー」により生活の認識や
行動に変化が見られた一症
例
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― 平成26年11月

― 平成27年3月

― 平成27年6月

長期入院を経た，高齢の統合失調症患者一事例
が地域包括的支援により社会生活が安定した要
因について検討した事例報告である．対象者
は，退院後夫と二人暮らしになったが，外来通
院に加え，デイケアと訪問看護によるチームア
プローチにより，精神症状の安定，活動量の増
加，対人交流の増加，QOLの向上が認められた．
地域で生活することをチームで支えることで，
精神症状が活発な患者であっても十分に地域生
活できるケースが確認された．
共同発表者：◎福原啓太，藤林幸代，山西亜
弥，前川公祐，小川泰弘，西川隆
本人担当分：本人担当分：研究全般（研究計
画，介入，執筆，データ収集・分析）

第10回日本統合失調症学
会（於都市センターホテ
ル）

20年もの間，無為自閉で自宅生活を送ってい
た，元プロのジャズドラマーにおける事例報告
である．対象者は本人が希望したデイケアでの
バンド活動（作業療法）を通して，精神症状の
安定，活動量の増加，対人交流の増加，QOLの向
上が認められた．対象者のニーズを引き出すこ
とで，本人が希望としたバンド活動が目的にも
手段にもなり，社会生活が改善した．本人は，
「昔の自分に戻れた」「意欲が出てきた」と発
言し，リカバリーが達成された．
共同発表者：◎福原啓太，大尾充剛，森葉子，
小川泰弘，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

第49回日本作業療法学会
（於神戸ポートピアホテ
ル）

統合失調症とセルフエフィカシー（自己効力
感）に関する文献を国内外問わず，レビュー
し，これまでの研究動向を調査した．結果は，
海外の文献数のほうが多く，海外は比較対照研
究・介入研究の評価として使用されることが多
かった．国内では介入研究・ケーススタディが
主に多かった．セルフエフィカシー研究の文献
レビューにより，今後は，社会参加に向けた自
己効力感の尺度に注目した研究やその尺度開発
が必要であることがわかった．
共同発表者：小川泰弘, 梅田錬, 長池将太, ◎
福原啓太
本人担当分：英語文献のレビューとそのまとめ
作業

9　統合失調症を発症した
ジャズドラマーが発症前の
自分を取り戻すまでの道の
り

7　統合失調症者のセルフエ
フィカシーに関する文献レ
ビュー

第29回大阪府作業療法学
会（於大阪保健医療大
学）

8　退院後の地域包括的支援
が成功した要因の検討～長
期入院後の高齢統合失調症
患者一事例を通して～
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― 平成27年10月

― 平成27年11月

― 平成27年12月

10　人と人をつなぐことを
目的としたプログラムの有
効性―同性集団活動による
対人関係の変化―

11　統合失調症者の就労に
関する自己効力感尺度
「Work – Related Self –
Efficacy Scale」の作成

第30回大阪府作業療法学
会（於大阪国際交流セン
ター）

就労に関する自己効力感尺度（Work - Related
Self - Efficacy Scale; WSES）は海外で作成さ
れた評価尺度である．しかし，このような就労
における自己効力感に関する評価尺度は本邦で
は見当たらない．そこで，WSES作成者に連絡を
とり，日本語版WSESを作成の許可を得た．日本
語翻訳をしたWSESを精神疾患を有する患者28人
に対し実施し，日本語の分かりにくい箇所を指
摘してもらった．さらにそれを修正した．今後
はバックトランスレーション研究に移行してい
く予定である．
共同発表者：梅田錬. 小川泰弘. 長池将太, ◎
福原啓太
本人担当分：研究計画，データ収集，データ分
析，執筆指導，発表指導

対人交流を活性化し，上手な人付き合い，仲間
作りを目的にした介入についての実践報告であ
る．デイケアプログラムの治療的効果の一つ
に，作業を共にすることによる「友人作り」が
挙げられる．また同質グループはメンバー相互
の共感が得られやすく集団としての凝集性も高
くなりやすいといわれている．今回デイケアで
実施した，同性（特に女性）同士のみで構成さ
れたプログラムは，日常の男女混合のプログラ
ムにはない凝集性が生まれやすくなることが確
認された．
共同発表者：山西亜弥, 山﨑勢津子,和田卓也,
◎福原啓太
本人担当分：研究計画指導，執筆指導，発表指
導，データ収集，データ分析指導

長期入院中で病棟からの外出を拒否する統合失
調症患者に退院促進プログラムとして，外出プ
ログラムを導入した．自己効力感の先行要因
（成功体験，代理体験，言語的説得，生理的情
緒的高揚）に基づき，介入した結果，対象者は1
人で，または病棟の友人と外出し買い物をする
ようになった．依然退院には結びついていない
ものの，退院促進プログラムによって，病院外
への外出回数が増加し，社会生活における行動
範囲の拡大が認められた．
共同発表者：前川公祐，◎福原啓太
本人担当分：研究計画指導，執筆指導，発表指
導

12　長期入院患者が街に出
た！！～退院促進プログラ
ムの取り組みより～

第23回日本精神障害者リ
ハビリテーション学会高
知大会（於高知市文化プ
ラザかるぽーと）

第20回日本デイケア学会
（於大阪府立国際会議
場）

リハ－513



著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

― 平成28年3月

― 平成28年9月

― 平成28年9月

統合失調症と診断された20代の対象者が，効果
を実感できなかった薬物療法を拒否したため，
デイケア治療のみで対応したところ，デイケア
プログラムによる問題解決能力向上訓練を通し
て，他者交流が増加し，慢性的に持続していた
対人面の不安感が消失した．また安心感の獲得
により不安感や病的体験の減少が認められた．
このような薬物療法がうまく適合しないケース
でもデイケアのような心理社会的治療により社
会機能が改善することが確認された．
共同発表者：◎福原啓太, 藤林幸代, 山西亜弥,
西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

第50回日本作業療法学会
（於ロイトン札幌）

15　統合失調症における病
識と神経認知機能の関連

病識の低下は統合失調症の主要な特徴のひとつ
であり，治療コンプライアンスや再入院率など
の因子と関連が示されていることから，臨床的
にも重要な指標である．また病識の低下は，神
経認知機能障害と関連していることが報告され
ている．本研究では，「狭義の病識」，「障害
認識」と神経認知機能の関連について調査し
た．その結果，「狭義の病識」の低下には認知
機能障害が影響している可能性が示唆された．
一方「障害認識」は神経認知機能に依存してい
ない可能性が示唆された．
共同発表者：小川泰弘，◎福原啓太，梅田錬，
西川隆
本人担当分：研究計画への提言，考察部分への
提言，発表方法への提言

不安を根底に持つ神経性障害には，一般的に薬
物療法や認知行動療法などが適用される．認知
行動療法の中でも，行動を伴う注意の転換
（distraction）は強迫観念や不安の抑制に効果
がある．事例報告では，20代女性，強迫性障害
の患者に対し，distractionを支援した．具体的
には，不安が増大する場面に対して本人がしう
る対処行動をリスト化した．不安場面で，その
リストを見ることにより落ち着いて不安への対
処行動を実行していくよう支援した．その結
果，対処行動の強化，不安の軽減，地域生活に
対する自己効力感の向上，社会生活の改善が認
められた．
共同発表者：◎福原啓太，田中宏明，西川隆
本人担当分：研究全般（研究計画，介入，執
筆，データ収集・分析）

13　統合失調症の軽症事例
に対するデイケア治療のみ
による変化-事例報告‐

第11回日本統合失調症学
会（於ベイシア文化ホー
ル）

14　強迫性障害患者の不安
に対するdistraction技能獲
得のための支援―事例報告
―

第50回日本作業療法学会
（於ロイトン札幌）
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― 平成28年10月

― 平成28年10月

― 平成29年9月 第51回日本作業療法学会
（於東京国際フォーラ
ム）

精神障害者の就職件数はこの10年で増加の一途
をたどっているが，就労意欲が表面化しづらく
就労へのニーズが潜在化している患者に対して
は十分な支援が行き届いていない．そこでわれ
われは，そのような患者8名に対し意欲を引き出
すことを目的に病院内での短期就労体験プログ
ラムを実施した．その結果，就労の継続を希望
した者，ハローワークに通いだした者が認めら
れた．たとえ対象者の就労意欲が表面化してい
なくとも，潜在的にそれを有している可能性が
あることが示唆された．
共同発表者：小川泰弘，田口功，高結花，◎福
原啓太，西川隆
本人担当分：研究計画，執筆補助，結果の解釈
への提言

第31回大阪府作業療法学
会（於大阪国際交流セン
ター）

17　就労関連自己効力感尺
度 Work-related self-
efficacy scale WSES
日本語版の信頼性・妥当性
の検討

指針疾患患者に対する評価では，客観的指標だ
けでなく，「患者自身がどのように感じている
か」という主観的側面の評価が重要視されてい
る．主観的側面における評価指標の一つとして
セルフエフィカシーがある．本研究では，諸外
国で用いられている「仕事関連自己効力感尺度
Work-related self-efficacy scale（WSES）」
の原著者に許可を得て，日本語版を作成し，そ
の信頼性・妥当性を検討している．WSESは就労
についての患者の主観的側面を評価できること
から，治療計画立案のための指標としてだけで
はなく，介入の効果指標としても有効であると
思われる．
共同発表者：小川泰弘，梅田錬，長池将太，◎
福原啓太
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆援助，
データ収集・データ分析）

18　就労意欲が表面化して
いない精神科デイケア患者
に対する短期就労体験プロ
グラムの効果

16　精神疾患患者を対象と
した，生体医工学技術を用
いた客観的指標の検討

2013年にDSM-5が公表された．統合失調症の診断
基準では，DSM-Ⅳ-TRで“affective
flattening”とあった記載が，この改定で，
“diminished emotional expression”へと変更
された．これは，必ずしも統合失調症患者が感
情体験に障害があるのではなく，むしろ表出に
のみ障害が生じる場合があることを示したもの
である．本研究では，その感情表出のうち声の
抑揚（prosody）の客観的評価に注目している．
具体的な評価方法は主観的バイアスを排除した
もので，被験者の声をデジタル録音し，コン
ピュータ分析により客観的評価として非常に精
度の高いものとなっている．本報告では，本研
究の有用性と研究経過について報告した．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，森泰祐
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

第31回大阪府作業療法学
会（於大阪国際交流セン
ター）
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― 平成29年12月

ー 平成30年7月

ー 平成30年12月 第33回大阪府作業療法学
会（於藍野大学）

統合失調症の「情動表出の減少」が注目されて
いる。平成30年度は統合失調症と健常者を対象
として、情動表出について評価者の耳による判
断を用いて評価した。評価方法はPutnam(2007）
の方法を採用している。研究進捗について、本
学会で結果と考察を交え発表した。

◎福原啓太、 小川泰弘、森泰祐
本人担当分：研究全般（研究計画、執筆、デー
タ収集・分析）

統合失調症の症状は陽性症状，陰性症状，認知
機能障害が主に挙げられるが，バイオマーカー
のような客観的かつ定量的に評価されることは
稀である．本研究では，陰性症状のうち情動表
出の減少をプロソディと会話量の観点からコン
ピュータをもちいて分析した．また陽性・陰性
症状，日常生活活動も評価し，それらとの関連
性を検討した．その結果，一部のプロソディと
会話量は統合失調症患者において障害が確認さ
れ，会話量は陰性症状と日常生活活動と関連し
た．会話量は他者との関りにおいて重要である
ことが示唆される．
共同発表者：◎福原啓太，小川泰弘，森泰祐
本人担当分：研究全般（研究計画，執筆，デー
タ収集・分析）

20　統合失調症における会
話量と精神症状，活動量と
の関連について

第38回近畿作業療法学会
（於大阪国際交流セン
ター）

統合失調症の言語表出能力が注目されている。
その中でも本研究は会話量に着目した。統合失
調症患者の会話量と精神症状、行動評価に関し
て関連性を分析したところ、ポジティブな刺激
に対する発話時間と陰性症状は有意な負の相関
を示し、ニュートラルな刺激に対する発話時間
においても陰性症状と有意な負の相関を示し、
そして行動評価とも有意な負の相関を示した。
ネガティブな刺激に対する発話時間は陰性症状
と有意な負の相関を示し、また行動評価とも有
意な負の相関を示した。一方で、インタビュー
時の発話時間は陽性症状と正の相関を示した。
統合失調症の発話量は課題設定や状況により、
異なるタイプの精神症状や行動と関連すること
が明らかとなった。

◎福原啓太、大尾充剛、森泰祐、小川泰弘、西
川隆
本人担当分：研究全般（研究計画、執筆、デー
タ収集・分析）

21　統合失調症の情動表出
能力について～精神科生体
医工学的指標・生活研究会
H30年度研究報告～

19　精神科生体医工学的指
標・生活研究会H29年度研究
報告

第32回大阪府作業療法学
会（於大阪国際交流セン
ター）
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ー 平成30年12月

ー 令和元年9月

ー 令和元年9月

23　病院内売店実習と尺度
を用いた振り返りにより就
労への自己効力感が向上・
適正化した事例について
就労関連自己効力感尺度を
用いて

第53回日本作業療法学会
（於福岡国際会議場）

我々の研究グループが海外から輸入し、日本語
版について作成した就労関連自己効力感尺度を
持ちて、就労支援を実施した。対象者には売店
実習（店員補助）を活動として提供し、その振
り返りを就労関連事故効力感尺度を用いて実施
した結果、対象者は、自身の弱点を振り返るこ
とがでい、支援者に指摘されるのではなく、能
動的に自身の弱点を克服するための行動をとる
ことができた事例について報告した。

◎福原啓太，小川泰弘，長池将太，梅田錬，田
中寛之
本人担当分：研究全般（研究計画、執筆、デー
タ収集・分析）

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）

24　複数の精神科デイケア
を巡回式に利用する事の可
能性についての一考察　－
事例報告－

問題行動を起こしてしまう精神科デイケアに通
所する対象者に対し、複数の精神科デイケアが
協同して、対象者を巡回式に支援した。その結
果、対象者は適度な緊張感を保ちながら、問題
行動を起こすことなく、各精神科デイケアで過
ごすことができた。この画期的な方法について
事例報告を行った。

森岡知久、谷上美奈子、◎福原啓太
本人担当分：執筆補助、介入、データ整理補助

22　引換券を用いることで
予測障害を減少させ、活動
範囲の拡大に至った慢性期
統合失調症の患者につい
てー事例報告ー

日本精神障害者リハビリ
テーション学会　第26回
東京大会（於早稲田大学
国際会議場）

将来のことに対して予測することが困難とな
り、活動の範囲が狭小化していた慢性期病棟に
入院している統合失調症患者に対し、将来の活
動を示した紙（引換券）を用いて、プログラム
活動へ誘導した結果、次の行動（活動）に対し
て予測が可能となり、活動範囲の拡大に至った
事例について報告した。

森泰祐、李真吾、稲富宏之、◎福原啓太、日垣
一男
本人担当分：執筆補助、介入補助、対象者評価
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ー 令和元年9月

ー 令和元年9月

ー 令和元年9月 精神科デイケアでの支援においては, 「患者自
身がどのように感じているか」という主観的側
面, とりわけ自己効力感が重要な指標のひとつ
と考えられる. 自己効力感には, 具体的な課題
や状況に依存せず, 個人が日常生活の中で示す
「一般性自己効力感」と, 具体的な課題や領域
に対する「課題特異的自己効力感」の2つの水準
があることが知られている. 今回の発表では,
病院内就労体験と就労移行支援通所によって自
己効力感に変化のみられた症例を報告し, 就労
に関連する課題特異的自己効力感尺度を臨床で
使用する意義について述べることを目的として
発表した.

小川泰弘、長池将太、◎福原啓太、梅田錬、西
川隆
本人担当分：執筆補助

25　就労関連自己効力感
Work-related self-
efficacy scale日本語版
（WSS-J）の作成　～信頼
性・妥当性の検討～

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）

我々の研究グループは海外から就労関連自己効
力感尺度を輸入し、日本語版を作製した。本研
究では、本尺度の日本語版について、信頼性と
妥当性を検討した結果、十分な信頼性と妥当性
が示された。

梅田錬、長池将太、小川泰弘、◎福原啓太
本人担当分：研究計画、執筆補助、データ収
集、データ解析

26　精神科デイケアにおけ
る多元主義の応用について

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）

精神医学において、現在、多元主義を用いた考
え方が推奨されている。精神科デイケアにおい
ても多元主義の考え方は非常に有用である。そ
の有用性について、事例を交えて報告した。

◎福原啓太、田中寛之、小川泰弘、西川隆
本人担当分：執筆、事例介入

27　就労訓練によって自己
効力感に変化の見られた一
事例　～WSS-JとGSESの比較
～

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）
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ー 令和元年9月

「シンポジウム」

― 平成27年6月

― 平成27年11月

臨床に従事しながらの研究は，労力と時間がか
かり決して楽ではない．作業療法士が特に精神
科領域において研究を続ける際，多くの困難と
向き合う必要がある．発表者自身の臨床研究の
経験を通し，臨床で芽生えた疑問を研究疑問に
発展させ，臨床研究に結びつける過程を聴衆
（臨床家）に対して教育的観点からわかりやす
く説明している．エビデンスに基づいた評価・
治療を患者に提供できるよう，全国学会の場
で，精神科領域に従事する作業療法士に呼び掛
けている．

我々の研究グループは海外から就労関連自己効
力感尺度を輸入し、日本語版を作製した。本研
究では、本尺度の日本語版について、因子構造
について検討した。119人の精神障害者を対象に
就労関連自己効力感尺度を実施し、因子分析を
行った。その結果、原版と同様に日本語版も4因
子であることが確認された。

長池将太、◎福原啓太、梅田錬、小川泰弘
本人担当分：研究計画、執筆補助、データ収
集、データ解析

28　精神障がい者の就労に
関する自己効力感尺度
Work-Related Self-
efficacy Scale日本語版作
成の試み　～因子構造の検
討～

日本デイケア学会第24回
年次大会札幌大会（於北
星学園大学）

2　「作業療法って何？」を
伝える．考える．精神分野
の作業療法士の役割

第4回大阪府立大学作業
療法大会（於大阪府立大
学）

大阪府立大学学部生を対象に，精神分野におけ
る作業療法士の役割について教育的，学術的，
臨床的観点から講演した．臨床現場に触れる機
会が少ない学部生に精神障害をわかりやすく伝
え，精神障害者の困難を社会機能の観点から解
説し，演者が経験した症例を挙げ，臨床現場に
おける作業療法士の役割，支援方法を提示し
た．その際，患者の生活と学生自身の生活を対
比させ，患者が求める，あるいは社会的に求め
られる生活に向けたリハビリテーション・作業
療法を提言した．

1　臨床に従事する精神科OT
が研究することの意義

第49回日本作業療法学会
（於神戸ポートピアホテ
ル）
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リハビリテーション医学、理学療法学、障害学、老年学

2　応用健康科学 ヘルスプロモーション

年月日

令和1年～現在

平成27年10月

1．明石市介護保険事業所連絡協議会 平成24年10月

2．加古川市地域セミナー 平成27年11月

明石市介護保険事業所連絡協議会主催のセミナー
にて「介護予防の為の運動療法」についての講演

加古川市の地域在住高齢者について「認知症予防
と運動療法」について講演

母校にて国家試験対策の講義を担当した。担当科
目は内部障害理学療法と物理療法学であった。内
部障害理学療法は心電図の診かたと心疾患の理学
療法について国家試験問題を解きながら解説し
た。物理療法学は概論と物理療法の基礎、実施方
法について国家試験問題を解きながら解説した。

平成24年
～

平成26年

2）国家試験対策

3）専門学校記念式典の特別講演 専門学校卒業生として学生・教員・卒業生を対象
に15周年記念式典での講演した。講演内容は「セ
ラピストが褥瘡対策チームで発揮できる技術」と
し、局所治療としての物理療法と、予防としての
ポジショニングの有効性について講演した。

4）地域セミナー

令和1年～現在 早期体験実習、地域実習用の実習の手引を作成し
た。地域実習においては、学生が地域実習を円滑
に行えるようにするため、経験項目シートを作成
し、大学教員と臨床実習指導者が学生に実習して
ほしい項目に差が出ないようにする取り組みを
行った。

２）実習の手引

３　教育上の能力に関する大学等の評価

1）臨床実習教育

４　実務の経験を有する者についての特記事項

研 究 分 野

3　福祉工学

教 育 研 究 業 績 書

令和　2年　6月　30日

氏

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

1　リハビリテーション科学

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

２　作成した教科書，教材

事項 概　 要

１　教育方法の実践例

１）運動学Ⅰ（総論） 運動学Ⅰ（総論）の講義は幅広く、教科書を読む
だけでは学生へは伝わりにくい。そのため、教科
書の中から比較的重要度の高い項目を抜き出し、
ワークブックを作成した。そうすることで、学生
の学習意欲意欲を高めることができた。

平成18年
～

平成30年

5つの大学からの臨床実習指導を担当した。年間約
10名の学生に対して、理学療法評価・理学療法実
施方法について指導し、レポート作成および症例
報告会を実施した。特に物理療法と地域理学療法
に関しては大学で学んでいる学生が少なかったた
め、上記二点を中心に指導した。その結果、実習
生は物理療法の効果については特に興味を抱いて
いた。

リハ－520



年月日事項 概　 要

3．明石市大久保町在宅介護支援センター 平成28年7月

平成29年10月

年月日

1）理学療法士免許 平成15年4月30日

平成20年1月1日

平成23年3月 修第八八号(神戸大学大学院)
平成23年9月1日

平成24年4月1日

平成25年4月1日

平成25年4月1日

9）専門理学療法士（生活環境支援系） 平成25年4月1日 登録番号2016S-05-000039（日本理学療法士協会）
平成29年3月

1）河上整形外科

2）中山外科

明石市大久保町の老人クラブにて「認知症予防と
運動療法の必要性」についての講演と自宅ででき
る運動を実施。

4．兵庫県健康保険事務所主催「筋萎縮性側索硬化
症（ALS） 医療相談会・交流会

ALS患者・患者家族に対して、神経内科医が「ALS
の病態と治療について」、理学療法士が「ALSのリ
ハビリテーション」の講演を行った。その後交流
会に参加し、日常生活上で困っている事などにつ
いて助言を行った。

6）認定理学療法士（介護予防）

2）日本理学療法士協会褥瘡・創傷ケア認定
理学療法士認定試験問題作成

褥瘡・創傷ケア認定理学療法士の認定試験問題を
作成した。

概　　 　　要

登録番号19-6（日本理学療法士協会）

2）3学会合同呼吸療法認定士 登録番号第080806号（日本胸部外科・呼吸器・麻酔科学会）

なし

10）博士（医療リハビリテーション学） 医リ博甲第四号（神戸大学大学院）

２　特許等

褥瘡・創傷ケア認定理学療法士の必須研修会で指
導するための教材を作成した。内容は「褥瘡の創
面評価、リスク評価について」「褥瘡・創傷ケア
に対する電気刺激療法の実際」の資料を作成し
た。

平成25年
～

令和1年

1）日本理学療法士協会認定理学療法必須
研修会資料作成

整形外科の術後理学療法および外来理学療法を中
心に理学療法業務に従事した。木・土曜日は午後
が休診であったため、訪問リハビリテーションで
維持期の脳梗塞後遺症患者の理学療法を実施して
いた。

平成16年4月
～

平成17年8月

有床診療所の理学療法士として、心疾患患者や呼
吸器疾患患者の理学療法を実施した。呼吸療法認
定師や心臓リハビリテーション指導士の取得はこ
の時期に取得し、ケースレポート等もまとめた。
また、寝たきり高齢者の理学療法も実施し、褥瘡
治療および褥瘡予防のポジショニング等を実施し
ていた。褥瘡の理学療法に関する臨床研究はこの
時期に実施していた。平成22年4月より介護保険領
域の部署の異動となり、主任として通所リハビリ
テーションと訪問リハビリテーション業務に従事
した。理学療法業務に加え、職員管理、利用者契
約などの業務も担当した。

平成17年9月
～

平成24年8月

4）修士（保健学）

登録番号第417号（日本褥瘡学会）

7）認定理学療法士（褥瘡・創傷ケア）

8）専門理学療法士（物理療法）

平成25年
～

令和1年

免許番号第47993号

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項

登録番号16-120（日本理学療法士協会）

登録番号2016S-06-000005（日本理学療法士協会）

１　資格，免許

３　実務の経験を有する者についての特記事項

5）日本褥瘡学会　認定褥瘡理学療法士

５　その他
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年月日事項 概　 要

3）株式会社アバンサール 平成24年9月～

（査読）

平成24年11月

平成26年4月

平成26年7月

平成26年11月

平成27年4月

平成27年7月

平成27年11月

平成28年4月20日

平成28年7月

平成28年7月

平成28年11月

平成24年11月に通所介護施設を開設し、機能訓練
指導員として理学療法業務を実施した。平成27年4
月に訪問看護ステーションを開設し、それ以降は
訪問リハビリテーション業務に従事している。現
在は地域で認められた通所介護施設と訪問看護ス
テーションとなり、明石市介護保険サービス事業
者連絡協議会や在宅介護支援センター、兵庫県健
康保険事務所より講演依頼をいただき、理学療法
業務に加え講演等の職務も実施している。最近で
は地域の神経内科医と共に神経難病患者（ALS、多
系統萎縮症、脊髄小脳変性症等）を担当すること
が多く、褥瘡予防をはじめ、褥瘡治療、理学療法
業務を遂行している。また、取締役として、会社
の管理運営を実施している。経理・総務は部門分
けをし、他の役員が担当しているため、私は執行
役員として運営部門を中心に理学療法士として従
事している。

一般演題査読

一般演題査読

一般演題査読

一般演題査読

一般演題査読

一般演題査読

7）第51回日本理学療法学術大会

9）第24回日本物理療法学会学術大会

8）Journal of Wound Care

10）第56回近畿理学療法学術大会

一般演題査読

投稿論文査読

一般演題査読

一般演題査読

一般演題査読

４　その他

11）第52回日本理学療法学術大会

3）第54回近畿理学療法学術大会

4）第50回日本理学療法学術大会

5）第27回兵庫県理学療法学術大会

6）第55回近畿理学療法学術大会

1）第48回日本理学療法学術大会

2）第26回兵庫県理学療法学術大会

業績書－3
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年月日事項 概　 要

平成29年4月

平成29年7月

平成29年7月

平成30年7月

令和1年7月

平成26年11月3日

平成30年7月1日

平成31年1月20日

令和1年8月23日

令和1年10月20日

平成23年9月

平成24年5月

平成26年5月

平成27年9月

平成28年3月

（研修会講師）

平成25年9月29日

一般演題査読

18）第30回兵庫県理学療法学術大会

第17 セッション 生活環境支援系2 の座長

第9 セッション の座長

19）第58回近畿理学療法学術大会

20）第21回日本褥瘡学会学術集会

第3 セッション 生活環境1　の座長

23）褥瘡局所治療 (down stream)における
理学療法技術．
テーマ：褥瘡対策チームで発揮できる
理学療法技術．

（一般演題座長）

一般演題査読

15）第26回日本物理療法学会学術大会 一般演題査読

16）第27回日本物理療法学会学術大会

臨床で実施している電気刺激療法の実際をシンポ
ジストとして発言した。また、海外で発表されて
いる先行研究との比較も行い、電気刺激療法の必
要性について提言した。（第47回日本理学療法学
術大会）

21）職種別サテライトシンポジウム
（理学療法士）

テーマ：新人から見た褥瘡の魅力．

22）直流微弱電流刺激療法の効果と実践．
テーマ：最先端のエビデンスUpdate
褥瘡ケアへの理学療法士の参画．

一般演題査読

21) 第28回日本物理療法学会学術大会

リハビリテーション２／機器・用具　の座長

一般口述演題Ⅴ　神経・筋制御の座長

一般演題査読

12）第29回兵庫県理学療法学術大会

24）日本褥瘡学会認定師によるチーム医療
の今後の方向性について

認定褥瘡理学療法士として褥瘡予防・管理におけ
る理学療法士の必要性と可能性についてシンポジ
ストとして発言した。（第17回日本褥瘡学会学術
集会）

25）褥瘡ケアにおける多職種協働の取り組み
～地域連携の実際．

褥瘡ケアにおける多職種協働の取り組みを在宅ケ
アに関わる理学療法士の立場からパネリストとし
て発言した。（第13回 日本褥瘡学会近畿地方会学
術集会）

褥瘡局所治療として電気刺激療法と超音波療法の
有効性について、実施している方法と臨床データ
についてシンポジストとして発言した。（第49回
日本理学療法学術大会）

（シンポジウム・パネルディスカッション）

17）第54回近畿理学療法学術大会

褥瘡予防・管理に理学療法士としてどのように関
わっているのか褥瘡に関わりだした新人セラピス
トとして、理学療法士が関わる魅力についてシン
ポジストとして発言した。（第13回日本褥瘡学
会）

13）第25回日本物理療法学会学術大会

14）第57回近畿理学療法学術大会

26）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理
学療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療
法の実際」のテーマで講義した。

業績書－4
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年月日事項 概　　　　　　　要

平成26年6月22日

平成27年10月24日

　

平成27年12月6日

平成28年10月7日

平成28年12月11日

平成29年8月20日

平成29年10月15日

平成30年9月16日

平成30年12月1日

令和1年5月18日

38）第21回日本褥瘡学会学術集会　教育講演11 令和1年8月24日

令和1年9月7日

35）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理
学療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療
法の実際」のテーマで講義した。

36）姿勢・活動ケア研究会「褥瘡セミナー」講師

37）姿勢・活動ケア研究会「褥瘡セミナー」講師

姿勢・活動ケア研究会主催の褥瘡セミナーにて
「褥瘡の評価と物理療法」のテーマで講義した。

日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理
学療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療
法の実際」のテーマで講義した。

39）認定理学療法士必須研修会講師

姿勢・活動ケア研究会主催の褥瘡セミナーにて
「褥瘡の評価と物理療法」のテーマで講義した。

教育講演11（褥瘡患者のリハビリテーション医
療）のテーマで講演した。なお、この教育講演は
皮膚科領域講習1単位に該当する講演である。

28）ハンズオンセミナー講師

30）第51回日本理学療法士協会全国学術
　  研修大会講師

日本褥瘡学会主催の兵庫県在宅褥瘡セミナーのリ
ハビリテーション分野で講師として、看護師・介
護士理学療法士・作業療法士を対象に講義した。

33）富山県理学療法士会研修会講師

第23回日本物理療法学会学術大会にて、褥瘡・創
傷ケアの物理療法について実際に物理療法機器を
使用してハンズオンセミナーを実施した。

27）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理
学療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療
法の実際」のテーマで講義した。

29）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理
学療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療
法の実際」のテーマで講義した。

沖縄県で開催された日本理学療法士協会全国学術
研修大会において「褥瘡ケアで理学療法士だから
できること～病院・施設・在宅ケア～」のテーマ
で講演した。

31）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理
学療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療
法の実際」のテーマで講義した。

平成28年10月30日

褥瘡・創傷ケアの理学療法に関する内容で理学療
法士・作業療法士・看護師を対象とした講演を実
施した。

34）認定理学療法士必須研修会講師 日本理学療法士協会主催の褥瘡・創傷ケア認定理
学療法士の必須研修会にて「褥瘡の評価と物理療
法の実際」のテーマで講義した。

32）兵庫県在宅褥瘡セミナー講師

業績書－5
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年月日事項 概　　　　　　　要

（学会運営）

平成21年3月8日

平成26年3月2日

平成28年5月13日

平成28年10月1日

平成29年5月12日

42）日本物理療法学会　法人化担当委員 平成29年8月21日

平成30年5月12日

平成30年3月～

令和2年3月

令和2年6月10日

44）日本褥瘡学会近畿地方会学術大会準備委員長 日本褥瘡学会近畿地方会の学術大会において準備
委員長を拝命された。

40）日本褥瘡学会実態調査委員　協力者 4年に1度の日本褥瘡学会褥瘡患者実態調査の調査
委員の協力者として、兵庫県内の病院・施設など
に調査依頼を行った。

日本褥瘡学会近畿地方会学術集会準備委員として
開催1年半前より運営準備に従事した。

任意団体であった日本物理療法学会を一般社団法
人として法人化するための担当委員として勤め
た。8月21日に一般社団法人として認可され、設立
時社員として登記された。

43）日本褥瘡学会認定師委員会
　　認定師審査（新規・更新）

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行っ
た。

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行っ
た。

45）日本褥瘡学会認定師委員会
　　認定師審査（新規・更新）

41）日本褥瘡学会認定師委員会
　　認定師審査（新規・更新）

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行っ
た。

平成26年10月
24・25日

日本物理療法学会学術大会準備委員として開催1年
半前より運営準備に従事した。主に演題担当とし
て、演題の査読振り分け、プログラム作成に従事
した。

39）日本褥瘡学会認定師委員会
　　認定師審査（新規・更新）

日本褥瘡学会認定師委員会の認定師審査委員とし
て、新規申請者および資格更新者の採点を行っ
た。

36）第6回日本褥瘡学会近畿地方会学術集会
   準備委員

37）第11回日本褥瘡学会近畿地方会学術集会
   準備委員

38）第23回日本物理療法学会学術大会
   準備委員

日本褥瘡学会近畿地方会学術集会準備委員として
開催1年前より運営準備に従事した。

業績書－6
リハ－525



著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　　　　　　要

（著書）
共著 平成24年9月

共著 平成26年5月

共著 平成27年5月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

克誠堂

文光堂

文光堂

1.創傷のすべて 創傷に対する外科療法・保存療法・看護ケア・リ
ハビリテーションの内容をまとめた書籍である。
B5判 総頁数403頁
監修：市岡滋編集：安部正敏，溝上祐子，寺師浩
人
共著者名：市岡滋、安部正敏，溝上祐子，寺師浩
人、杉元雅晴，吉川義之、他39名本人担当部分：
第Ⅳ章：創傷に対する治療選択：5．物理療法 電
気刺激療法　pp320,　321（共著；杉元雅晴，吉
川義之）
創傷に対する電気刺激療法の実施方法および効果
についてまとめた。

廃用症候群の特徴，発症のメカニズム、経過な
ど，前提となる基礎知識を症状ごとに簡潔に解説
した。また、実際の臨床でどう対応すべきか、主
な疾患に特有な廃用症候群を想定し、その予防と
臨床的介入について具体的に解説した。B5判　総
頁数264頁
編集：奈良勲，神戸晃男，山崎俊明，木林勉共
著者名：奈良勲，神戸晃男，山崎俊明，木林勉、
杉元雅晴，吉川義之，前重伯壮、他23名
本人担当部分：第Ⅱ章：廃用症候群のメカニズ
ム：A局所性廃用症候群のメカニズム 05褥瘡）
pp73-85（共著；杉元雅晴，吉川義之，前重伯
壮）
廃用症候群に合併する褥瘡について評価と治療に
ついて解説した。

2.理学療法から診る廃用症
  候群

3.理学療法士のための在宅
  療養者の診かた

症例を通して、在宅療養者に対する理学療法の評
価からプログラムの立案まで、実際の流れに沿っ
て解説した実践書で、臨床の現場で役立つヒント
や工夫はクリニカルヒントとしてまとめた。B5判
総頁数190頁
編集：杉元雅晴
共著者名：（杉元雅晴，吉尾雅春，望月久，岩﨑
洋，山川友康，平野康之，井澤和大，宮川哲夫，
小嶋功，吉川義之，横井輝夫，前重伯壮，舘村
卓，田村佳奈美，野口まどか，渡邊光子，松田崇
本人担当分：骨折－糖尿病を合併した下肢骨折
pp 96-102（単著）
糖尿病を合併した下肢骨折の症例を提示し、評
価・理学療法プログラムの立案・実施について、
リスク管理も含めて解説した。
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　　　　　　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年8月 文光堂

　

共著 平成29年5月 医歯薬出版

6.イラストでわかる物理療法 共著 令和1年6月 医歯薬出版

（学術論文）
共著 平成22年7月 理学療法学 37：470-476

診療ガイドラインについて理解し、臨床現場での
意志決定に活用できる力を身につけることを目的
としており、ガイドラインの作成過程や基礎知
識、ベースとなるエビデンスへの批判的吟味の方
法、実践適用ケースまでをわかりやすく解説して
いる。B5判 総頁数170頁
監修：中山健夫編集：日髙正巳、藤本修平
共著者名：荒木浩二郎・有明陽佑・稲富宏之・大
浦智子・大寺祥佑・尾川達也・紙谷司・小久保
徹・小向佳奈子・今法子・酒井克也・佐々木祥・
杉田翔・竹林崇・田中宏明・坪内優太・中村学・
芳賀大輔・福岡達之・福谷直人・廣江貴則・吉川
義之
本人担当部分：第4章：診療ガイドラインの活用
法；3　エビデンスと診療ガイドラインの活用の
実際．褥瘡　pp152-155（単著）
日本褥瘡学会のガイドラインから、理学療法士が
実施すべき内容について症例を提示して解説し
た。

音叉を用いた振動覚検査による転倒予測を前向き
研究により実施した。また、音叉の検者内・検者
間信頼性も検討した。その結果、後ろ向き研究と
同様の結果が得られた。カットオフ値についても
後ろ向き研究と同程度の値であり、他のパフォー
マンステストと同程度の検査精度があった。検者
内・検者間信頼性も高い値であった。上記の結果
から音叉を用いた振動覚検査は転倒予測において
有用な検査であることが確認された。
担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者名：吉川義之, 福林秀幸, 高尾篤, 竹内
真, 松田一浩, 安川達哉, 梶田博之, 杉元 雅晴

1.音叉を用いた振動覚検査
　による転倒予測の有用性-
　地域在住高齢者を対象と
　した前向き研究による検
　討-
 （査読付）

4.理学療法を活かす褥瘡
  ケア

理学療法士が褥瘡対策チームの一員として行う理
学療法技術（運動療法・物理療法・日常生活活動
練習）を豊富な図表を用い平易に解説した。専門
職種共通の創の病態評価から予防や局所治療プロ
グラムなど必要な知識が幅広く網羅されている。
B5判 総頁数153頁
編集：杉元雅晴共著者名：杉元雅晴，吉川義之，
前重伯壮，植村弥希子，井上里英子，西山友貴，
岩﨑洋，日髙正巳
本人担当部分：第Ⅱ章：褥瘡患者の評価；2．褥
瘡の手段．第Ⅲ章：褥瘡の局所治療－物理療法；
3．電気刺激療法．第Ⅳ章：予防―姿勢管理・運
動療法；1．臥位姿勢．pp20-34, 41-48, 62-67
（単著）
褥瘡の評価、局所治療（電気刺激療法）、ベッド
上のポジショニングについて研究から得られた知
見と臨床現場から得た知識を組み合わせて解説し
た。

5.PT・OT・STのための診療
　ガイドライン活用法

物理療法の基礎知識から臨床応用までを分かりや
すくまとめた教科書である。B5判　総頁数231頁
監修：上杉雅之　編集：杉元雅晴、菅原仁　共著
者名：安孫子幸子・植村弥希子・大矢暢久・金原
一宏・斎藤弘・髙木峰子・中西亮介・平賀篤・太
箸俊宏・吉川義之
本人担当部分：第4章：温熱療法（３）超音波療
法　pp41-51（単著）、超音波の理論と治療方
法・目的および留意点について説明し、疾患別に
使用方法などを解説している。
第7章：水治療法　pp77-87（単著）、水の特性、
力学的・生理学的作用および治療目的を解説し、
実際の臨床場面での使用方法について説明してい
る。
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 　　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成23年1月

単著 平成23年3月

共著 平成23年6月

共著 平成24年1月

3.側臥位における大転子部
の体圧分散を配慮したポ
ジショニングの検証

（修士論文）

神戸大学大学院 健常成人と高齢者に対して30度側臥位時の体圧分
散可能な肢位と安楽度について検討した。30度側
臥位時は股関節を内旋させることにより、より広
い殿筋面で圧を分散できるように考慮した。その
結果、健常者も高齢者も体圧分散が可能になり有
用な体位であることが示唆された。この殿筋面の
広さについては健常者の骨盤周囲部をCTスキャン
を用いて確認した。また安楽度にも問題なく臨床
的にも問題ないことが示唆された。（全11頁）

褥瘡会誌 13：157-161

2．Evaluation of the
 optimum electrical

  stimulation
  intensity for
  galvanotaxis in human
  fibroblast(ヒト皮膚線
 維芽細胞における直流微
 弱電流の最適電流強度の
 検討)

 （査読付）

Wound Repair and
Regeneration 19(1)

培養線維芽細胞の電気走性と電流強度を検討し
た。線維芽細胞は陽極帯電しているため陰極側へ
遊走することが報告されている。本研究結果も先
行研究と同様の結果となった。また、電流強度に
関しては50µA群でも陰極側への遊走が確認され、
100µA群ではコントロール群と有意差がみられ
た。上記の結果から微弱な電流でも線維芽細胞が
遊走することが確認された。
担当部分：細胞培養、実験、解析、まとめ
共同演者名：Sugimoto M, Terashi H, Maeshige
N, Honda H, Yoshikawa Y）

4.股関節運動と骨盤傾斜角
度が仙骨部褥瘡の形状変
化に及ぼす影響

（査読付）

仙骨部の褥瘡は股関節運動および骨盤の傾斜角度
により面積に影響を与えることが考えられる。そ
のため、股関節運動および骨盤傾斜角度が仙骨部
褥瘡の面積にどのような影響を与えるのかを確認
した。結果は股関節を屈曲すると短径および創面
積が拡大し、伸展すると創面積は縮小した。ま
た、股関節を屈曲する際は反対側の股関節を伸展
することで面積の拡大を予防できた。この結果か
ら仙骨部褥瘡患者に股関節の関節可動域運動を行
う際は反対側の股関節を伸展する必要性が示唆さ
れた。
担当部分：解析、考察、まとめ
共著者名：前重伯壮，本田寛人，吉川義之，山本
将之，寺師浩人，杉元雅晴

日本物理療法学会会誌
19, 82-86

5.直流微弱電流刺激療法が
ポケットを有する褥瘡に
与える効果
（査読付）

褥瘡の中でもポケットを有する褥瘡は難治性であ
り、治癒までに時間がかかると言われている。そ
のため、ポケットを有する褥瘡に対する治療は緊
急の課題である。そこで、ポケットを有する褥瘡
に対して電気刺激療法を実施した結果、治癒が促
進された。この結果から、ポケットを有する褥瘡
に対して電気刺激療法を実施する事でポケット面
積の縮小が促進されることが示唆された。
担当部分：治療実施、解析、論文まとめ
共著者名：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，松田
一浩
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　　　　　　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成24年1月

共著 平成24年1月

共著 平成24年3月

共著 平成24年3月

理学療法科学27：55–59

神戸国際大学リハビリ
テーション研究 3: 9-17

Journal of Wound Care
21: 5-10

これまで転倒予測に音叉を用いた振動覚検査が有
用であることを報告してきた。本研究では振動覚
検査は自覚症状に乏しいため、筋力低下などのよ
うに自覚せずに転倒するのではないかと考え自覚
症状との関連性を検討した。その結果、振動覚の
低下は転倒恐怖心などに影響を及ぼさず、低下し
ていることを自覚している高齢者が少ないことを
確認した。そのため、振動覚検査が低下している
高齢者に対してはフィードバックする必要性があ
ると考えられる。
担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者名：吉川義之，松田一浩，竹内真，福林秀
幸，高尾篤，安川達哉，井上由里，梶田博之，杉
元雅晴

6.転倒リスク評価における
   振動覚検査の重要性
  （査読付）

8.30°側臥位の快適さの検
   証
　（査読付）

褥瘡予防におけるポジショニングに30度側臥位が
推奨されている。しかし、30度側臥位は不安定な
体位であるため快適さが疑問視されている。その
ため体幹の捻じれに配慮した30度側臥位をとるこ
とで自律神経系に与える影響を調査した。その結
果、体幹に捻じれのない30度側臥位は背臥位と同
程度の快適さであり、苦痛な姿勢ではないことが
確認された。それゆえに臨床で30度側臥位を実施
する際は体幹の捻じれに配慮する必要性がある。
担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者名：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，三嶋
一規，谷川大地，山本将之

9.高齢者の年齢階層別にお
   ける転倒恐怖感消失要因
   の検証
　（査読付）

転倒恐怖感は年齢が高くなるほど抱きやすいとい
われているため、高齢者の転倒恐怖感の関連要因
を明らかにすることを目的とした。対象者を低年
齢高齢者と高年齢高齢者の2群に分けて比較し
た。その結果、低年齢高齢者の転倒自己効力感は
クリニカルパス4週目に向上が認められたが、高
年齢高齢者の転倒自己効力感に変化はみられな
かった。そのため、高年齢高齢者の転倒恐怖感の
消失要因は運動機能だけではなく、社会的要因な
どが考えられた。
担当部分：考察、まとめ
共著者名：小枝允耶，柿花宏信，植村弥希子，長
尾徹，田川雄一，吉川義之，小枝英輝，武政誠
一，山下拓，久綱正勇

関西総合リハビリテー
ション専門学校紀要 4：
31-34

7.Optimum microcurrent
   stimulation intensity
   for galvanotaxis of
   human dermal
   fibroblasts
   (ヒト皮膚線維芽細胞の
   直流電流に最適な微弱電
   流刺激強度)
  （査読付）

培養線維芽細胞を用いて電気走性と最適電流強度
についての実験を行った。電気刺激は50µAと100µ
Aの微弱な電流強度で実施した。その結果、50µA
でも陰極方向への遊走が確認され、100µAではコ
ントロール群に比べ有意に陰極方向へ遊走してい
ることが確認された。この実験により線維芽細胞
が陰極方向へ遊走しやすいことが再確認され、
100µAという微弱な電流でも遊走することが確認
された。
担当部分：細胞培養、実験、統計解析、考察、ま
とめ
共著者名：Sugimoto M, Maeshige N, Honda H,
Yoshikawa Y, Uemura M, Yamamoto M, Terashi H
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　　　　　　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成24年3月

共著 平成25年1月 褥瘡会誌15：1-7

共著 平成25年3月

共著 平成25年3月

神戸学院総合リハビリ
テーション研究　7：
139-145

身体教育医学研究
14：9-16

理学療法兵庫 18：7-9

12. 運動機能別にみた高齢
    者の転倒関連因子の比
    較－ロジスティック回
    帰分析による検討－
   （査読付）

高齢者の転倒因子は多くの因子があるため把握す
ることが困難な状況である。そのため、高齢者を
運動機能の高い者と低い者に分け、それぞれの因
子を検討した。その結果、運動機能の高い高齢者
は振動覚の低下が転倒因子としてあがり、運動機
能の低い高齢者は筋力低下やバランス能力の低下
など多様な因子が関わっていたことが確認され
た。
担当部分：研究計画、実施、統計、論文のまとめ
共著者名：吉川義之，梶田博之，松田一浩，高尾
篤，井上由里，杉元雅晴

13. 通所リハビリテーショ
    ンにおける内部障害の
    罹患率と課題
   （査読付）

介護保険領域でのリハビリテーションが増加して
いる中、情報提供が乏しい現状にある。その中で
も内部障害の既往をもった高齢者が多くいるにも
関わらず、情報が乏しいことは運動中のリスク管
理が不十分となることが考えられる。そのため、
服薬状況や既往歴を利用者・利用者家族・ケアマ
ネージャーに確認し情報の整理を行った。その結
果、循環器疾患の既往や治療を行っている高齢者
が多く確認された。
担当部分：研究計画、解析、考察、まとめ
共著者名：松田一浩，吉川義之，竹内真，高尾
篤，福林秀幸，安川達哉，杉元雅晴，梶田博之

10.絵画教室の利用者が受講
  生に与える影響
 （査読付）

絵画教室における絵画作業が受講生の気分および
生活にどのように影響を与えるかについて調査
し、高齢者に対する介護予防や生きがい作りとし
ての有効性について検討した。その結果、絵画教
室の利用は絵画技術の向上だけではなく、ストレ
ス発散や余暇時間の有効利用、他者交流の促進な
どの役割を担っていた。この結果により絵画教室
の利用は高齢者に対する介護予防や生きがい作り
としても有効である可能性が示された。
担当部分：解析、考察、まとめ
共著者名：梶田博之，大瀧誠，中前智通，森川孝
子，吉川義之，田伏勉

11. 仙骨部と大転子部の体
    圧分散を配慮したポジ
    ショニングと安楽度の
    検証－股関節回旋角度
    と体幹の回旋に着目し
    て－
　　（査読付）

健常成人に対して30度側臥位時の体圧分散可能な
肢位と安楽度について検討した。30度側臥位時は
股関節を内旋させることにより、より広い殿筋面
で圧を分散できるように考慮した。その結果、体
圧分散が可能になり有用な体位であることが示唆
された。この殿筋面の広さについてはCTスキャン
を用いて確認した。また安楽度にも問題なく臨床
的にも問題ないことが示唆された。
担当部分：研究計画、実施、解析、論文のまとめ
共著者名：吉川義之，杉元雅晴，寺師浩人，前重
伯壮，野口まどか
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　　　　　　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成25年3月

共著 平成25年3月

共著 平成25年6月

共著 平成25年10月 仙骨部褥瘡に対して電気刺激療法を実施し、創の
縮小効果について検討した。刺激条件は基礎研究
のデータを用いて、褥瘡部を陰極、強度80µA、周
波数0.1Hz、時間40分、頻度週5回とした。その結
果、電気刺激療法の介入後に創の縮小が加速し最
終的に治癒に至った。本結果より標準治療に電気
刺激療法を併用することにより創の加速的治癒が
期待できる。
担当部分：研究計画、実施、解析、論文のまとめ
共著者名：吉川義之, 杉元雅晴, 前重伯壮, 寺師
浩人

理学療法学 40：200-206

14. 週1回のバランス練習を
    実施した脊髄小脳変性
    症の一例～移動能力の
    変化に着目して
   （査読付）

褥瘡会誌 14：582-586

神戸国際大学リハビリ
テーション研究 4: 35-
39

進行性疾患である脊髄小脳変性症患者に対してバ
ランス練習を中心とした理学療法を実施した症例
報告である。立位および膝立立位、四つ這い肢位
でバランス練習を工夫して理学療法を実施した結
果、日常生活活動の指標であるFIMの合計点数が
改善した。進行性疾患ではあるが、廃用性による
運動制限が出現していたために理学療法を実施す
る事でADLが改善した症例であった。
担当部分：プログラムの立案、考察、まとめ
共著者名：小枝允耶，吉川義之，植村弥希子，梶
田博之，小枝英輝

15. 個人情報記録における
    認知症原因疾患の記載
    状況について
   （査読付）

神戸学院総合リハビリ
テーション研　8:139-
144

介護保健施設利用者の多くは高齢であるため認知
症を呈した割合も多い。そこで、介護保険施設の
利用者の個人情報記録における認知症原因疾患の
記載状況について調査した。対象は192名であっ
た。その結果、認知症とのみ記載があったのが95
件であった。認知症は疾患により適切な治療やケ
アが異なるため、今後はこれらの情報整理が必要
である結果となった。
担当部分：情報整理、解析、まとめ
共著者名：梶田博之，大瀧誠，中島綾，中前智
通，森川孝子，久保田摩紀，松本謙，吉川義之

16．褥瘡部を陰極とした微
    弱直流電流刺激療法に
    よる創の縮小効果
   （査読付）

細胞培養実験にて得られた電気刺激条件を臨床研
究にて確認した。刺激条件は褥瘡部を陰極とし、
強度を80µAで1時間、週5回通電した。その結果、
全症例の創の縮小が加速し、統計学的にも有意な
結果となった。また、過去に行われた先行研究よ
りも週治癒率が高く、褥瘡に対する低強度の電気
刺激療法は創の縮小に有用であることが確認され
た。
担当部分：研究計画、実施、統計解析、論文のま
とめ
共著者名：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，植村
弥希子，高尾篤，松田一浩，寺師浩人

17．仙骨部褥瘡患者に対す
    る直流微弱電流刺激療
    法の試み
   （査読付）
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　　　　　　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成26年1月

共著 平成26年10月

共著 平成27年3月

共著 平成27年7月

18. Critical Point Of
    Direct Microcurrent
    Stimulation Intensity
    To Promote
    Galvanotaxis For
    Human Dermal
    Fibroblasts
  （ヒト真皮線維芽細胞の
    電気走性を促進する直
    流微弱電流刺激強度の
    重要なポイント）
  （査読付）

Wound Repair and
Regeneration 22(1):
A19

陽極帯電している線維芽細胞の電気走性を促進す
るため、直流微弱電流刺激を実施した。その結
果、コントロール群に比べ200 µA群で線維芽細胞
の遊走は促進され、300 µA群で抑制されることが
解明された。この結果により、臨床現場で褥瘡治
癒を促進するための線維芽細胞遊走に期待する強
度は200 µAであることが示唆された。
担当部分：解析、論文のまとめ
共著者名：Uemura M, Maeshige N, Yoshikawa Y,
Terashi H, Usami M, Takata S, Sugimoto M

19. NST対象患者の褥瘡発生
    に関わる危険因子の検
    討
   （査読付）

NST対象患者において、褥瘡ハイリスク患者ケア
加算判定項目およびK式スケール判定項目と褥瘡
発生の関連性を調査し、NST対象患者特有の褥瘡
発生因子の解明を目的とした。その結果、褥瘡発
生例では「必要カロリーを摂取していない」「褥
瘡に関する危険因子があってすでに褥瘡を有する
もの」「自力体位変換できない」「病的な骨突
出」が有意に高かった。そのためこれらに注意す
る必要性が示唆された。
担当部分：解析、考察、まとめ
共著者名：前重伯壮，野口まどか，今井秀人，沖
佳祐，吉川義之，寺師浩人，宇佐美眞

20. 立ち上がり可能な座面
    の高さと日常生活活動
    の関連性について
    －通所利用者の立ち上
    がりによる検討－
   （査読付）

神戸学院総合リハビリ
テーション研究 10：
121-127

立ち上がり可能な座面の高さの違いによって日常
生活活動との関連性があるかの検討を、通所リハ
利用者を対象として実施した。その結果、30㎝の
高さから立ち上がれる高齢者は日常生活が自立し
ていることが確認された。また、その他のパ
フォーマンステストとも関連性があり有用な検査
であることが確認された。そのため、30㎝をカッ
トオフ値する事や30㎝からの立ち上がりを目標と
する必要性が示唆された。
担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者名：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，門條
宏宣，小枝允耶，柿花宏信，梶田博之，春藤久人

21.　Positioning
     bedridden patients
     to reduce interface
     pressures over the
     sacrum and great
     trochanter
    (寝たきり高齢者の仙骨
     部と大転子部の体圧分
     散を配慮したポジショ
     ニング)
　　（査読付）

Journal of Wound Care
4: 319-325

特別養護老人ホームに入所中の高齢者17名を対象
に体圧分散可能なポジショニングの検討を行っ
た。方法は30度40度側臥位時にベッドと接する側
の股関節を自然位にした場合と内旋位した場合と
の比較検討を行った。その結果、ベッドと接する
側の下肢を内旋位にした方が広い殿筋面で体圧を
分散することができ、有用なポジショニングであ
ることが確認された。この結果により、仙骨部お
よび大転子部の褥瘡予防および褥瘡患者の治癒促
進に期待できる。
担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者名：Yoshikawa Y, Maeshige N, Sugimoto
M, Uemura M, Noguchi M, Terashi H

褥瘡会誌　16：520-527
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　　　　　　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成28年10月

単著 平成29年3月

共著 平成29年9月

共著 平成30年5月

共著 平成30年11月 PLoS One 10 e0195309   

糖尿病患者に対して自重負荷による下腿三頭筋ス
トレッチングを実施することで、足関節背屈可動
域の増加が確認された。足関節背屈可動域の低下
は足底圧が上昇することにより足潰瘍の要因とさ
れている為、本研究結果より糖尿病患者の足潰瘍
発生リスクを減らすためのアプローチ方法確立の
一助となる。担当部分：研究計画、考察、まと
め。共著者名：Maeshige N, Hirasawa Y,
Moriguchi M, Yoshikawa Y, Maruo K, Noguchi
M, Terashi H, Fujino H

26. Modulation of plantar
pressure and gastrocnemius
activity during gait using
electrical stimulation of
the tibialis anterior in
healthy adults（健常成人に
おける前脛骨筋への電気刺激
が歩行中の足底圧および腓腹
筋活動に及ぼす影響につい
て）（査読付）

J Jap.WOCM 22(3) 281-
286

健常成人の前脛骨筋に電気刺激療法を実施するこ
とで拮抗筋である腓腹筋が相反神経抑制され、足
底圧が減少する傾向が確認された。今後はこの方
法を用いて足底圧が上昇することにより足潰瘍が
発生しやすい糖尿病患者に対して実施し、足壊死
や切断患者の予防に努めていく。担当部分：研究
計画、考察、まとめ。共著者名：Moriguchi M,
Maeshige N, Ueno M, Yoshikawa Y, Terashi H,
Fujino H.

培養線維芽細胞を用いて電気刺激周波数の違いに
よる細胞増殖を確認した。褥瘡の治癒には線維芽
細胞の遊走・増殖・分化が必要であり、本実験で
は増殖に着目して実験を行った。その結果、強度
200µA，1-8Hzの周波数で線維芽細胞の増殖が確認
された。中でも周波数2Hzにおいて増殖が大き
かった。本研究結果から褥瘡に対して電気刺激療
法を実施する場合は周波数を2Hz前後で設定する
必要性が示唆された。
担当部分：研究計画、実施、論文のまとめ
共著者名：Yoshikawa Y, Sugimoto M, Uemura M,
Matsuo M, Maeshige N, Niba ET, Shuntoh H

22. Monophasic pulsed
    microcurrent of 1-8
    Hz increases the
    number of human
    dermal fibroblasts.
   (1-8Hzの直流バルス電流
   はヒト皮膚線維芽細胞数
   を増加させる。)
  （査読付）

23. Monophasic pulsed
    microcurrent of 1-8
    Hz increases the
    number of human
    dermal fibroblasts.
    (1-8Hzの直流バルス電
    流はヒト皮膚線維芽細
    胞数を増加させる。)
   （博士論文）
   （査読付）

培養線維芽細胞を用いて電気刺激周波数の違いに
よる細胞増殖を確認した。褥瘡の治癒には線維芽
細胞の遊走・増殖・分化が必要であり、本実験で
は増殖に着目して実験を行った。その結果、強度
200µA，1-8Hzの周波数で線維芽細胞の増殖が確認
された。中でも周波数2Hzにおいて増殖が大き
かった。本研究結果から褥瘡に対して電気刺激療
法を実施する場合は周波数を2Hz前後で設定する
必要性が示唆された。
（全21頁）

Progress in
Rehabilitation
Medicine 1, 20160005

神戸学院大学総合リハビ
リテーション学研究科

物理療法科学 24: 26-3124. 直流パルス電流の刺激
    周波数が線維芽細胞の
    遊走およびFocal
    adhesion kinaseに与え
    る影響
　　（査読付）

25. Weight-bearing
stretching of the triceps
surae muscle increases the
range of motion on ankle
dorsiflexion in diabetic
patients: an approach to
reduce the risk of
diabetic foot ulcer
development（糖尿病患者に
対する自重負荷による下腿三
頭筋ストレッチングは足関節
背屈可動域を増加させる。：
糖尿病性足潰瘍発生リスクを
減らすためのアプローチ）
（査読付）

培養線維芽細胞の遊走に関する電気刺激の最適周
波数を検討した。スクラッチ法にて線維芽細胞の
遊走に最適な周波数を求めた結果、2Hz群がコン
トロール群や10Hz群に比べ有意に遊走しているこ
とが確認された。
担当部分：細胞培養、実施、まとめ
共著者名：植村弥希子，前重伯壮，井上岳人，古
賀由華，杉元雅晴，吉川義之，宇佐美眞
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著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　　　　　　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

共著 平成30年12月

共著 令和2年3月

（その他）

「総説・依頼原稿」
共著 平成22年7月

共著 平成25年2月

共著 平成25年4月

共著 平成26年12月

単著 平成27年3月

2.最先端のエビデンス
  Update : 褥瘡ケアへの理
  学療法士の参画

褥瘡ケアへの理学療法士の参画を促すため，医師
から理学療法士に期待する事をまとめていただ
き、理学療法士の立場から運動療法について、物
理療法についての内容を記載した。また、褥瘡・
予防ガイドラインの作成委員会からリハビリテー
ション分野のガイドラインについて解説した。
担当部分：電気刺激療法、まとめ
共著者名：杉元雅晴，日高正巳，寺師浩人，吉川
義之，前重伯壮，廣瀬秀行

3.慢性創傷に対する理学療
  法

慢性創傷に対する電気刺激療法と超音波療法の使
用方法と研究結果のまとめを総説論文としてまと
めた。
担当部分：まとめ
共著者名：杉元雅晴，前重伯壮，吉川義之

4. 褥瘡対策チームで発揮で
   きる理学療法技術

理学療法　30(4)：402-410

理学療法学第41: 690 -
698

褥瘡対策チームで理学療法士が発揮できる技術に
ついて解説した。理学療法士は褥瘡を評価し、さ
らに動作を評価することにより適切なポジショニ
ングを実施することができる。また、褥瘡部を評
価することにより物理療法を用いて治療に参加す
ることもできる。これらの技術で褥瘡対策チーム
で活躍する事に期待できる。
担当部分：電気刺激療法、まとめ
共著者名：前重伯壮，杉元雅晴，吉川義之，植村
弥希子，井上里英子，日高正巳

5. 褥瘡に対する物理療法の
   実践②：直流微弱電流刺
   激療法

理学療法magazine 2(3):
54-58

褥瘡に対する物理療法として電気刺激療法の使用
方法を解説した。これまでの臨床研究の結果に加
え基礎研究で得られたデータも提示し、より治癒
効果の高い電気刺激療法を実施して頂けるように
解説した総説論文である。

1．物理療法技術の継承、こ
   う考える‐臨床の立場か
   ら

日本物理療法学会誌
17:  21 -22

臨床の立場から物理療法技術を継承について教育
現場・メーカーへの提言をまとめた。
担当部分：まとめ
共著者名：前重伯壮，藤原秀太郎，本田寛人，吉
川義之，杉元 雅晴

27. Taking a sitting
    position within 13
    days of subarachnoid
    hemorrhage onset
    prevents decline in
    the ability to
    perform activities of
    daily living and
    shortens
    hospitalization
    duration（クモ膜下出
    血の発症から13日以内
    に座位をとることは、
    日常生活の活動能力の
    低下を防ぎ、入院期間
    を短縮する）
   （査読付）

くも膜下出血患者を対象として早期に座位をとっ
た症例と座位をとらなかった症例の日常生活活動
レベルと入院期間を検討した。その結果、13日以
内に座位をとった群は入院期間が短縮した。その
ため、くも膜下出血患者は病状を把握し、神経学
的兆候を確認しながら早期に歩行練習する必要性
が示唆された。担当部分：計画、考察、まとめ
共著者名：Uemura M, Inoue T, Kuwata S,
Yoshikawa Y, Matsumoto H, Hirata Y

理学療法学 40: 56-58

Int J Disabil Hum Dev
14(4) 517-524

28. 車椅子乗車時の戸の開閉
操作が坐骨結節部へ与える影
響

医療福祉情報行動科学研
究 7 25-35

車椅子乗車時における褥瘡好発部位である坐骨結
節部位のずれ力と圧力の移動を検討した。平地走
行ではなく、日常生活で必要となるドアの開閉動
作時に坐骨結節部のずれ力と圧力を測定してい
る。その結果、開き戸に比べ引き戸は前後のずれ
力が少ない結果となった。しかし、前左右方向に
ついては開き戸も引き戸もずれ力に差がなかっ
た。そのため、坐骨結節に褥瘡発生リスクがある
対象者にはドアの開閉操作は極力避けるように促
し、必要な場合は引き戸を勧めることが示唆され
た。担当部分：計画、考察、まとめ　共著者名：
吉川義之，杉元雅晴，植村弥希子，松下友貴，松
本流音
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単著 平成28年

共著 平成30年4月

単著 令和1年12月

9．褥瘡患者のリハビリテー
ション医療 －褥瘡ケアの理
学療法－

単著 令和1年12月 これまで理学療法士が褥瘡患者に関わる際にポジ
ショニングやシーティングを中心として関わって
きたが、それ以外にも物理療法を用いて治療に参
画できることを伝えた。しかし、その際は医師や
看護師などの多職種協働が必要であり、褥瘡創面
評価の必要性なども含めて解説した。

「国際学会」

－ 平成22年9月

－ 平成24年9月

－ 平成24年9月3. Clinical Effects of
   Galvanic Micro-Current
   Stimulation for
   Pressure Ulcers
   (褥瘡に対する直流微弱
   電流刺激の臨床効果)

World Union of Wound
Healing Societies（神
奈川県）

褥瘡を有する高齢者に対して電気刺激療法を実施
し、効果を確認した。電気刺激療法は滲出液を吸
収したドレッシング材に棒状電極を挿入し、ド
レッシング材を関電極として使用した。不関電極
は10㎝程度離れた健常皮膚部位に貼付した。電流
強度は80µAとして、周波数2Hz，極性は褥瘡部陰
極として40分，週5日実施した。その結果、前例
において創が治癒した。上記の結果から、褥瘡に
対する電気刺激療法は褥瘡治癒を促進させる可能
性がある。
担当部分：研究計画、実施、解析、発表
共同演者名：Yoshikawa Y, Sugimoto M,
Maeshige N, Honda H, Terashi H

6．褥瘡ケアで理学療法士だ
   からできること

1．Effect of the combined
   use of ultrasound
   irradiation and wound
   dressing on pressure
   ulcers
  (褥瘡に対する創傷被覆材
   と超音波照射の
   併用効果)

Asian Confederation
for Physical Therapy
（インドネシア）

褥瘡に対する超音波療法の効果について検討し
た。近年の褥瘡治療は創傷被覆材を使用している
ため、補完療法として実施する際には創傷被覆材
の上から超音波療法を実施する必要がある。その
ため創傷被覆材の超音波透過率を調査し、超音波
療法を実施した。その結果、褥瘡面積が縮小し加
速的な治癒が認められた。
担当部分：解析、まとめ
共同演者名：Maeshige N, Fujiwara H, Honda H,
Yoshikawa Y, Terashi H, Usami M, Sugimoto
M）

2．A new proposal of a
   better positioning for
   a bedridden patient.
   (寝たきり高齢者に対す
   る新しいポジショニング
   の提案)

World Union of Wound
Healing Societies（神
奈川県）

褥瘡ハイリスク者である日常生活自立度Cランク
の高齢者を対象に新しいポジショニングを検討し
た。ポジショニングは30度側臥位を実施した際に
ベッドと接する側の股関節を内旋させ、殿筋面を
広げて体圧分散を試みた。その結果、体圧は分散
される結果となった。上記の結果から、30度側臥
位を実施する際はベッドと接する側の股関節を内
旋させる必要性が示唆された。
担当部分：研究計画、実施、解析、発表
共同演者名：Yoshikawa Y, Sugimoto M,
Maeshige N, Honda H, Madoka Noguchi, Terashi
H

7．理学療法士からみた褥瘡
予防の問題点とその対応策

WOC Nursing 6(4)：63-
72

理学療法学 44(1): 47-
51

褥瘡・創傷ケアについて理学療法士の必要性を解
説した。予防や環境調整などのポジショニングだ
けではなく、物理療法を用いて治療にも関われる
ことを示し、理学療法士が褥瘡・創傷ケアに関
わっていくべきという内容を解説した総説論文で
ある。

理学療法士の視点から褥瘡予防の問題点を解説し
た。移乗や移動時の注意点、ベッド上のポジショ
ニングや車椅子駆動時における問題点などを他職
種にもわかりやすく解説している。担当部分：体
位変換・姿勢保持、基本動作における注意点。共
著者名：杉元雅晴，吉川義之，植村弥希子

訪問リハビリテーション
9：352-358

褥瘡会誌22（1）：19-25

8．発生と悪化を防ぐための
褥瘡予防

褥瘡の発生予防と悪化予防を解説した。褥瘡の発
生機序からリハビリテーションが褥瘡に与える影
響などを説明し、理学療法や作業療法を実施する
際の注意点をまとめた総説論文である。
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－ 平成25年9月

－ 平成25年9月

－ 平成25年9月

－ 平成25年9月

－ 平成25年9月

6．Greater influence of
   pain than motor
   function on the fear
   of falling
   (有痛性症例の転倒は運
    動機能よりも影響が大
   きい)

Asian Confederation
for Physical Therapy
（台湾）

大腿骨近位部骨折患者は転倒リスクが高いことが
示されている。最近の研究では運動機能が低下す
ることで恐怖感が出現することを報告している。
しかし、これらの研究は疼痛との関連性は検討し
ていない。そのため、本研究では疼痛と運動機能
が恐怖感に及ぼす影響を調査した。その結果、疼
痛が運動機能よりも大きく影響を及ぼしているこ
とが確認された。それゆえに、疼痛の緩和が優先
されることが示唆された。
担当部分：考察、まとめ
共同演者名：Kakihana H, Koeda M, Yamashita T
Uemura M, Yoshikawa Y

7．Critical point of
   direct microcurrent
   stimulation intensity
   to promote
   galvanotaxis for in
   human dermal
   fibroblasts
  (ヒト皮膚線維芽細胞の遊
   走を促進する刺激強度の
   重要なポイント)

Asian Confederation
for Physical Therapy
（台湾）

培養線維芽細胞の電気走性について検討した。こ
れまで、コントロール群よりも100µAで陰極方向
へ遊走することを確認してきたが、それ以上の強
度について検討していない。本研究は100µA以上
の強度を確認することが目的である。その結果、
遊走は200µAで最大となり300µAで抑制されること
が確認された。そのため、臨床で褥瘡に電気刺激
療法を実施する際には200µA前後が望ましいこと
が推測される。
担当部分：細胞培養、実施、考察、まとめ
共同演者名：Uemura M, Maeshige N, Yoshikawa
Y, Terashi H, Usami M, Takata S, Sugimoto M

8．Effect of living at
   home on falls self-
   efficacy to patients
   with hip fracture
  (股関節骨折患者の自宅生
   活における自己効力感低
   下の影響)

Asian Confederation
for Physical Therapy
（台湾）

自己効力感は大腿骨近位部骨折患者の転倒恐怖心
と関連している。本研究は大腿骨近位部骨折患者
の自己効力感に関する研究を実施した。対象を入
院訓練群と退院訓練群に分け、比較検討した。そ
の結果、転倒に対する自己効力感は退院訓練群に
おいて改善し、入院訓練群では変化がみられな
かった。そのため、早期に退院し自宅で理学療法
を行うことで自己効力感が改善する可能性が確認
された。
担当部分：考察、まとめ
共同演者名：Koeda M, Kakihana H, Uemura M,
Yoshikawa Y, Kajita H, Bishu N

4．Examination of risk
   factor for falls among
   the elderly with high
   physical activity
   (活動性の高い高齢者の
    転倒危険因子の検討)

Asian Confederation
for Physical Therapy
（台湾）

TUG が11秒以下で身体能力が高いとされる高齢者
を対象として転倒因子を検討した。その結果、転
倒群と非転倒群において筋力に差はみられなかっ
たが、振動覚の低下と片脚立位時間の低下が転倒
因子として有意であった。この結果から、身体能
力が高い高齢者に対しては振動覚検査と片脚立位
時間で転倒予測を行う必要性がある事が示唆され
た。
担当部分：研究計画、解析、考察、まとめ、発表
共同演者名：Yoshikawa Y, Kajita H, Matsuda
K, Uemura M, Koeda M, Sugimoto M, Shuntoh H

5．Case report on wound
   healing promotion of
   an intractable
   pressure ulcer by long
   irradiation of low-
   intensity pulse mode
   ultrasound
  (低出力超音波の長時間照
   射によって難治性褥瘡が
   治癒促進した症例)

褥瘡に対する超音波療法の効果について検討し
た。超音波は固定式の超音波装置を用いて、褥瘡
の洗浄時にフィルムドレッシングの上から照射し
た。その結果、コントロール期間に比べ有意に創
の縮小が確認された。上記の結果から、褥瘡に対
する固定式超音波療法は褥瘡の創治癒を促進させ
る可能性があるため、臨床での積極的に使用する
必要性がある。
担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者名：Maeshige N, Fujiwara H, Honda H,
Yoshikawa Y, Terashi H, Usami M, Sugimoto M

Asian Confederation
for Physical Therapy
（台湾）

業績書－17

リハ－536



著書，学術論文等の名称 単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概　　　　　　　要発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

－ 平成27年5月

－ 平成27年5月

（国内発表）  

－ 平成22年5月

－ 平成22年7月2. 身体能力及び活動性の高
   い高齢者の転倒因子の検
   討

兵庫県理学療法士学会
（兵庫県朝来市）

身体能力が高く活動性の高い高齢者の転倒因子を
検討した。上記の高齢者は身体能力が高いため、
筋力低下や歩行能力は低下していなかったが、振
動覚と片脚立位のみ低下していた。そのため、身
体能力が高く活動性の高い高齢やの転倒因子を検
討する際は振動覚と片脚立位時間を計測する必要
性が示唆された。
担当部分：研究計画、実施、発表
共同演者：吉川義之，松田一浩，福林秀幸，竹内
真，高尾篤，梶田博之，杉元雅晴

9．The effects of direct
   micro–current
   stimulation on
   proliferation of human
   dermal fibroblasts
   (ヒト皮膚線維芽細胞の
    増殖に対する直流微弱
    電流刺激の効果)

培養線維芽細胞に対して周波数を変更した電気刺
激療法を実施し、細胞増殖について検討した。そ
の結果、2Hz群で細胞増殖が確認された。また
64Hzについては細胞増殖が抑制される結果となっ
た。そのため、臨床で電気刺激療法を実施する際
は2Hzで実施するすることで創の治癒が促進され
る可能性が示唆され、周波数の設定の必要性が示
唆された。
担当部分：研究計画、細胞培養、実施、解析、考
察、まとめ、発表
共同演者名：Yoshikawa Y, Sugimoto M, Uemura
M, Matsuo M, Maeshige N, Shuntoh H

10．Early ambulation
    improves activities
    of daily living and
    reduces
    hospitalization in
    aneurysmal
    subarachnoid
    hemorrhage patients
   (くも膜下出血後の早期
    歩行開始は日常生活活
    動を改善し、入院期間
    を減少させる)

脳卒中専門の急性期病院に救急搬送された初発く
も膜下出血患者の早期離床とその予後について検
討した。その結果、早期離床を促せた患者ほど転
帰がよく、早期離床が遅れるほど転帰が悪かった
という結果が得られた。そのため、可能な限り早
期離床を促してリハビリテーション介入する必要
性が示唆された。
担当部分：考察、まとめ
共同演者名：Uemura M, Kuwata S, Yoshikawa Y,
Maeshige N, Inoue T, Natsume S, Yoshida Y,
Matsumoto H

World Confederation
for Physical Therapy
（シンガポール）

World Confederation
for Physical Therapy
（シンガポール）

日本理学療法学術大会
（岐阜県）

1．転倒リスク評価における
   振動覚検査の重要性

転倒因子として振動覚の低下が考えられている
が、振動覚の低下は自覚症状に乏しいことが指摘
されている。そのため、振動覚と転倒恐怖心との
関連性を確認した。その結果、運動機能の低下は
転倒恐怖心に影響を及ぼすが、振動覚の低下は転
倒恐怖心に影響を与えないことが確認された。そ
のため、振動覚のみが低下している活動性の高い
高齢者は転倒に注意が必要であることが示唆され
た。
担当部分：研究計画、実施、発表
共同演者：吉川義之，松田一浩，竹内真，福林秀
幸，高尾篤，安川達哉，井上由里，梶田博之，杉
元雅晴
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－ 平成22年7月

－ 平成23年5月

－ 平成23年7月

－ 平成23年7月 兵庫県理学療法士学会
（兵庫県姫路市）

5．30°側臥位の快適さの
    検証

兵庫県理学療法士学会
（兵庫県姫路市）

30度側臥位は褥瘡予防のポジショニングで最も頻
繁に用いられる体位である。しかし、30度側臥位
は快適性に欠けるとの報告がある。そこで、体幹
の捻じれに配慮して快適性について検討した。そ
の結果、体幹に捻じれがない30度側臥位は背臥位
と同程度の快適性がある事がLF/HFの結果から確
認された。そのため、30度側臥位を実施する際は
体幹の捻じれに注意する必要性がある。
担当部分：研究計画、実施、解析、発表
共同演者：吉川義之，松田一浩，高尾篤，杉元雅
晴

6．運動機能と活動性によ
    り群分けした転倒因子
    の検討

高齢者の転倒因子を運動機能の高い高齢者と低い
高齢者に群分けして検討した。その結果、運動機
能の高い高齢者は振動覚検査と片脚立位時間が転
倒因子として有意であった。運動機能の低い高齢
者は筋力やバランス能力・歩行スピードなど多種
多様な原因が考えられた。そのため、転倒予測を
行う際は運動機能により群分けして行うことで、
より徹底したリスク管理が可能になることが示唆
された。
担当部分；研究計画、解析、まとめ、発表
共同演者：吉川義之，高尾篤，松田一浩，福林秀
幸，竹内真，杉元雅晴

3. 通所リハビリテーション
   における内部障害の罹患
   率と課題

兵庫県理学療法士学会
（兵庫県朝来市）

通所リハビリテーション利用者には内部障害を合
併した高齢者が多くいるにも関わらず情報が乏し
い。そのため、服薬状況や本人・家族への問診に
より内部障害の罹患率を検討した。その結果、循
環器疾患の罹患率が多くみられた。これは運動中
のリスク管理が重要となってくるため、今後の情
報提供の際に注意していく必要性が示唆された。
担当部分：研究計画、解析、考察、まとめ
共同演者：松田一浩，吉川義之，福林秀幸，竹内
真，高尾篤

4．仙骨部褥瘡患者に対す
    る直流微弱電流刺激療
    法の試み

日本理学療法学術大会
（宮崎県）

仙骨部褥瘡患者に対して標準治療の補完療法とし
て電気刺激療法を実施した。刺激条件は褥瘡部陰
極、周波数0.1Hz、強度100µA、時間40分、週5回
とした。その結果、停滞していた創面積が縮小し
はじめ最終的に治癒に至った。
担当部分：実施、解析、発表
共同演者：吉川義之，高尾篤，前重伯壮，杉元雅
晴
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－ 平成23年11月

－ 平成24年5月

9．立ち上がり可能な高さ
    と日常生活活動の関連
    性について

立ち上がり可能な高さと日常生活活動との関連性
を検討した。対象を通所リハビリテーション利用
者とした。その結果、30㎝からの立ち上がりが可
能な高齢者は日常生活が自立している方が多く、
30㎝から立ち上がりができない高齢者は日常生活
に介助を有する方が多いという結果になった。そ
のため、30㎝からの立ち上がりをひとつの目安に
なることが示唆された。
担当部分：研究計画、実施、解析、まとめ、発表
共同演者：吉川義之，鈴木昌幸，高尾篤，福林秀
幸，竹内真，松田一浩，杉元雅晴

日本褥瘡学会（福岡県)7．直流微弱電流刺激療法
    の臨床効果

褥瘡患者3症例に対して電気刺激療法を実施し、
創の縮小について検討した。電気刺激療法を実施
する際は標準治療の補完療法として実施した。そ
の結果、3症例とも創の縮小が促進され、最終的
に治癒に至った。その他、副作用などは見られな
かった。これらの結果から、褥瘡治療の補完療法
として電気刺激療法を実施する事は早期治癒につ
ながることが示唆される。
担当部分：計画、実施、解析、発表
（吉川義之，前重伯壮，寺師浩人，杉元雅晴）

日本物理療法学会（徳島
県）

8．直流微弱電流刺激療法
    がポケットを有する褥
    瘡に与える効果

ポケットを有する仙骨部褥瘡患者に対して、標準
治療の補完療法として電気刺激療法を実施した。
ポケットを有する褥瘡は治癒に時間がかかり、難
渋することが多い。そのため、加速的な治癒を目
的に電気刺激療法を併用した。その結果、電気刺
激療法によりポケットが6週間で閉鎖した。これ
までポケットに対する物理療法は陰圧閉鎖療法の
みであったが、電気刺激療法がポケットに対する
物理療法として効果がある可能性を示唆する結果
となった。
担当部分：計画、実施、まとめ、発表
共同演者：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，松田
一浩

近畿理学療法士学術集会
（滋賀県）

10．糖尿病性神経障害にお
    ける振動覚検査のカッ
    トオフ値と検査精度

日本糖尿病学会（神奈川
県）

糖尿病性神経障害患者を対象として音叉を用いた
振動覚検査について検討した。音叉を用いた振動
覚検査は足関節内果もしくは母趾MP関節で実施す
る。本研究では検査精度とカットオフ値について
検討した。その結果、糖尿病性神経障害患者は内
果で検査をするよりも母趾MP関節で検査を実施す
る方が検査精度が高く、有用であることが示唆さ
れた。
担当部分：研究計画、実施、解析、発表
共同演者：吉川義之，松本大輔，松田一浩，高尾
篤，梶田博之
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－ 平成24年5月

－ 平成24年5月

日本理学療法学術大会
（兵庫県神戸市）

振動覚は加齢により低下すると言われているが、
それらを検討した報告は散見される程度である。
そのため、健常成人、健常高齢者、糖尿病性神経
障害患者の3群で比較検討した。その結果、健常
成人に比べ健常高齢者の振動覚閾値は有意に高
く、また健常高齢者に比べ糖尿病性神経障害患者
の振動覚閾値は有意に高かった。
担当部分：研究計画、実施、解析、発表
共同演者：吉川義之，松本大輔，松田一浩，高尾
篤，梶田博之，杉元雅晴

12．腰痛患者の腹部筋群の
    筋厚と筋力に関する検
    討

日本理学療法学術大会
（兵庫県神戸市）

腰痛患者の腹筋筋力の低下は従来から指摘されて
いる。本研究では超音波診断装置を用いて、腹直
筋、腹斜筋ならびに腹横筋腹横筋の筋厚を測定
し、筋力との関連性を検討した。その結果、筋厚
と筋力には有意な相関があった。そのため、腰痛
が増悪している患者で筋力が測定できない場合
は、超音波診断装置を用いて筋厚を測定すること
が有用であると思われる。
担当部分：研究計画、データ採取、考察、まとめ
共同演者：高尾篤，福林秀幸，竹内真，吉川義
之，松田一浩，加納和佳，杉元雅晴，中山潤一

13．脳卒中片麻痺患者にお
    ける膝伸展筋力対称性
    とバランス能力および
    ADLとの関連性

日本理学療法学術大会
（兵庫県神戸市）

脳卒中片麻痺患者の膝伸展筋力とバランス能力お
よびADLの関連性について検討した。その結果、
脳卒中片麻痺患者は膝伸展筋力の非対称性が強い
方ほどバランス能力が悪く、ADLにおいて介助を
必要としていた。そのため、脳卒中片麻痺患者の
理学療法を実施する際には膝伸展筋力の非対称性
を改善させる必要性がある事が示唆された。
担当部分：研究計画、解析、まとめ（鈴木昌幸，
吉川義之，藤原正盛，吉川絵美，梶田博之，夏目
重厚）

14．大腿骨近位部骨折術後
    患者における自宅生活
    経験による転倒自己効
    力感の向上について

日本理学療法学術大会
（兵庫県神戸市）

大腿骨近位部骨折患者を対象として、転倒自己効
力感の変化について検討した。その結果、入院期
間中は運動機能の改善はみられたが、転倒自己効
力感については変化がみられなかった。その後、
自宅退院した後には運動機能の改善はみられな
かったが、転倒自己効力感は改善した。上記の結
果から、自宅への生活に合わせた介入が必要であ
り、早期に外泊訓練する必要性が示唆された。
担当部分：考察、まとめ
共同演者：小枝允耶，植村弥希子，長尾徹，吉川
義之，柿花宏信，山下拓，田川雄一，武政誠一

11．加齢による振動覚の変
    化と糖尿病性神経障害
    患者の特異性
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－ 平成24年9月
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15．股関節運動に伴う大転
    子部皮膚ずれ量測定の
    試み

日本創傷・オストミー・
失禁管理学会（兵庫県神
戸市）

股関節運動は大転子の骨突出部を移動される。こ
れは大転子部褥瘡患者にとってはポケットを形成
する原因となる。そのため，どの程度の運動でど
の程度の骨突出の移動があるかを確認する必要が
ある。その結果、股関節70度以上の屈曲でずれ量
の増大が確認された。上記の結果から、大転子部
の褥瘡を保有する患者に対しては股関節屈曲70度
までにすることが必要である。
担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者：前重伯壮，上山徹，吉川義之，寺師浩
人，杉元雅晴

日本褥瘡学会（神奈川
県）

16．車いす駆動方法と坐骨
    部ずれの関連性につい
    ての検証

車椅子駆動時の坐骨部に加わるずれについて検討
した。車椅子駆動時には体幹の動きがあるため、
坐骨部へずれが加わっていた。その際に、バック
レストから背中を離さずに駆動することでずれは
減少した。また、電動車いすは全くずれが出現し
なった。上記の結果から、坐骨部褥瘡の術後の患
者さんへのADL指導は、電動車椅子、自走車椅子
の順にしていく事が望ましいことが示唆された。
担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者：植村弥希子，杉元雅晴，山本将之，前
重伯壮，吉川義之，寺師浩人

17．大腿外側部へのポリウ
    レタンフィルムの貼付
    が大転子部皮膚のずれ
    に対して与える抑制効
    果

大転子部褥瘡患者は股関節屈曲動作に伴い、ポ
ケットを形成する可能性がある。そのため、ずれ
量を最小限する必要性がある。そこでポリウレタ
ンフィルムの貼付によるずれの抑制効果について
検討した。その結果、貼付することで45％の抑制
が確認された。
担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者：上山徹，前重伯壮，吉川義之，植村弥
希子，寺師浩人，杉元雅晴

日本創傷治癒学会（神奈
川県）

18．ヒト皮膚線維芽細胞の
    電気走性を促進させる
    直流微弱電流刺激強度
    の臨界点

培養線維芽細胞に直流パルス電流刺激を実施し、
線維芽細胞の電気走性を確認した。線維芽細胞は
微弱な電流でも遊走が促進され、200µA群でコン
トロール群と有意な差が認められた。また、この
電気走性は300µAでは抑制される結果となった。
本研究の結果から、褥瘡患者に対して電流刺激療
法を実施する際は200µA以下で実施する事が望ま
しいことが示唆された。
担当部分：細胞培養、実験、解析、まとめ
共同演者：植村弥希子，前重伯壮，吉川義之，寺
師浩人，宇佐美眞，高田哲，杉元雅晴

日本褥瘡学会（神奈川
県）
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20．低出力パルスモード超
    音波の長時間照射によ
    り治癒の停滞が改善し
    た一症例

日本褥瘡学会（兵庫県神
戸市）

適切なシーティングを実施する事により嚥下がス
ムーズとなり活動性が向上しQOLが向上した症例
を経験した。理学療法士が介入するまでは普通型
車椅子を使用していたが、シーティングが不十分
であったため、ティルト・リクライニング型車椅
子を導入し適切なシーティングを行うこと改善し
た症例である。
担当部分：研究計画、実施、考察、まとめ
共同演者：原田浩樹，吉川義之

日本褥瘡学会（愛知県）22．車いす駆動にて戸の開
    閉時にかかる坐骨部へ
    の負担の検証

車椅子乗車時に戸の開閉動作を実施する事は多く
みられる。しかし、その際に坐骨部に加わるずれ
力や圧を検討した研究はない現状である。本研究
では戸の開閉時に坐骨部に加わるずれ力と圧力に
ついて検討した。その結果、引き戸ではずれ力が
少なく、開き戸ではずれ力が高くなることが確認
された。そのためADL練習を実施する際は開き戸
の使用は注意する必要がある。
担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者：西山友貴，杉元雅晴，松本流音，藤島
里英子，吉川義之

日本褥瘡学会（兵庫県神
戸市）

褥瘡に対する超音波療法を検討した症例報告であ
る。基礎研究で得られた結果を臨床適応させた方
法である。低出力パルスモードでSATP強度
0.1W/cm2の20％パルスモードで実施した。その結
果、停滞していた創収縮が改善され、創の加速的
治癒につながった。本研究の結果より、低出力パ
ルス超音波は創の縮小に効果があることを証明し
た。
担当部分：解析、方法、考察、まとめ
共同演者：前重伯壮，上山徹，山本智恵子，大橋
郁乃，尾上真俊，吉川義之，植村弥希子，寺師浩
人，杉元雅晴

21．シーティングにより、
    ズレによる圧迫及び食
    事時のムセが改善され
    た１症例

19．寝たきり患者に対する
    ポジショニング評価方
    法の検討および評価に
    基づいた指導による改
    善‐第２報‐

褥瘡対策委員会で実施したポジショニングが病棟
でどの程度把握し、実施できているかの検討を
行った。その結果、胸郭・骨盤の角度設定不足、
体圧分散不足、四肢の圧迫管理不足、マットレス
管理不足などの問題点があげられた。この結果よ
り、今回不足であった項目に対して再度チェック
リストを作成し、より徹底したポジショニング管
理ができるように試みる。
担当部分：考察、まとめ
共同演者：前重伯壮，上山徹，山本智恵子，大橋
郁乃，尾上真俊，橋本弘子，植村弥希子，吉川義
之，杉元雅晴，寺師浩人

日本褥瘡学会（兵庫県神
戸市）
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－ 平成26年3月

－ 平成27年5月

－ 平成27年9月

23．ヒト皮膚線維芽細胞増
    殖における電気刺激周
    波数の関連性

褥瘡治癒に必要な線維芽細胞を培養し、電気刺激
を実施することでの変化を検討した。異なった周
波数で電気刺激を行った結果、64Hzで細胞増殖が
抑制され2Hzで細胞増殖が確認された。そのた
め、褥瘡患者に対いて電気刺激を実施する際は周
波数64Hzを使用することは勧められず、2Hzを使
用することが望ましいと考えられる。
担当部分：研究計画、細胞培養、実施、解析、考
察、まとめ、発表
共同演者：吉川義之，杉元雅晴，前重伯壮，植村
弥希子，藤島里英子，寺師浩人，春藤久人

24．平地および坂道での車
    いす駆動が坐骨部のず
    れに与える影響

日本褥瘡学会近畿地方会
学術集会（兵庫県神戸
市）

車椅子を自操で駆動する際の坐骨部へ加わるずれ
力について検討した。健常成人を対象として、平
地走行と坂道走行を実施した。その結果、坂道走
行は平地走行に比べ有意にずれ力が発生した。理
由としては体幹の前屈動作が平地走行に比べ大き
くなることが考えられた。そのため、車椅子走行
を実施する際は体幹の前屈動作に注意する必要性
が示唆された。
担当部分：研究計画、解析、考察、まとめ
共同演者：山本将之，杉元雅晴，前重伯壮，吉川
義之，植村弥希子，桑田真吾，小野くみ子，高田
哲，寺師浩人

25. ストレッチングボード
    を用いた足関節底屈筋
    群の持続伸張が糖尿病
    患者の足関節背屈可動
    域に与える影響と足底
    圧変化の関連性

日本創傷・オストミー・
失禁管理学会（千葉県）

糖尿病性神経障害患者の多くは足関節背屈可動域
制限が出現し、足底圧の上昇が確認される。この
足底圧上昇は糖尿病性足潰瘍の原因となるため、
足関節背屈可動域の維持・拡大が必要である。そ
のため、ストレッチングボードを用いた持続伸張
が背屈可動域改善に効果があるかを検討した。そ
の結果、ストレッチングボードによる持続伸張は
背屈可動域を拡大させ、足底の局所圧を低下する
ことが示唆された。
担当部分：解析、考察、まとめ
共同演者：前重伯壮、平沢良和、守口舞輝、吉川
義之、丸尾郁、寺師浩人、藤野英己

26．線維芽細胞の電気走性
    における直流微弱電流
    刺激強度と integrin
    α2β1発現の関連性

培養線維芽細胞に対して電気刺激を実施し、細胞
の電気走性について検討した。線維芽細胞は陰極
方向に200µAで遊走が促進され、300µAで抑制され
ることが確認された。また細胞接着因子である
integrin α2β1が電気刺激側へ移動しているこ
とが確認され、200µAの刺激により線維芽細胞が
陰極側へ遊走することが確認された。この結果か
ら臨床で実施する場合は強度を200µAで実施する
ことで治癒効果が促進されることが示唆された。
担当部分：細胞培養、解析、考察、まとめ
共同演者：植村弥希子，前重伯壮，古賀由華，吉
川義之，藤島里英子，杉元雅晴，青山（石川）倫
子，三好真琴，寺師浩人，宇佐美眞

日本褥瘡学会（愛知県）

日本褥瘡学会（宮城県）
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－ 平成28年10月

－ 平成28年12月

－ 平成28年12月

－ 平成28年12月

27．直流パルス電流の刺激
    周波数が線維芽細胞の
    遊走およびFocal
    adhesion kinaseに与え
    る影響

日本物理療法学会（宮城
県）

培養線維芽細胞に異なった周波数の電気刺激を実
施して、細胞遊走の活性化マーカーであるFAKに
与える影響について検討した。その結果、コント
ロールと10Hz群に比べ2Hz群でFAKが活性化し、
2Hz群ではスクラッチ法でも細胞の遊走が確認さ
れた。そのため、遊走においても周波数が影響す
ることが示唆され、2Hzが有用であること確認さ
れた。
担当部分：細胞培養、実施、考察、まとめ
共同演者：植村弥希子，前重伯壮，井上岳人，古
賀由華，杉元雅晴，吉川義之，宇佐美眞

28. 直流パルス電流刺激の
    周波数の違いにより筋
    線維芽細胞への分化に
    与える効果

日本創傷治癒学会（東京
都）

培養線維芽細胞の遊走に関する電気刺激の最適周
波数を検討した。スクラッチ法にて線維芽細胞の
遊走に最適な周波数を求めた結果、2Hz群がコン
トロール群や10Hz群に比べ有意に遊走しているこ
とが確認された。
担当部分：細胞培養、実施、まとめ
共同演者：植村弥希子，杉元雅晴，吉川義之

29. ヒト皮膚由来線維芽細
    胞の電気走性における
    放電操作の有効性

日本創傷治癒学会（東京
都）

培養線維芽細胞に直流微弱電流刺激を実施し、放
電操作の必要性について検証した。直流電流刺激
では蓄電効果により、そのままにしておくと逆向
き電流が発生するため、放電操作が必要と仮説を
立てて実施した。その結果、放電操作をすれば陰
極側へ遊走し、放電操作をしなければ線維芽細胞
が逆向き（陽極）に遊走した。
担当部分：細胞培養、実施、解析、考察、まと
め、発表
共同演者：吉川義之，井上里英子，杉元雅晴，植
村弥希子

30．糖尿病患者に対する足
    関節底屈筋群のスト
    レッチングによる歩行
    時足底圧の減少

糖尿病患者は足底圧の上昇により胼胝が形成さ
れ、それが足潰瘍になることが示されている。そ
こで、本研究ではストレッチングをする事で歩行
時の足底圧に影響を及ぼすかを検討した。その結
果、ストレッチングは歩行時の集中的な足底圧を
分散し、圧を減少させることが確認された。
担当部分：方法、考察、まとめ
共同演者：前重伯壮，平沢良和，守口 舞輝，吉
川義之，寺師 浩人，藤野 英己

日本創傷治癒学会（東京
都）
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－ 平成29年5月

－ 平成29年8月

－ 平成29年10月

－ 平成29年10月

－ 平成30年9月

34. 褥瘡部の洗浄頻度と創
    治癒期間の関連性

理学療法士は水治療法として褥瘡部の洗浄を実施
する事が可能であるが実施されていない現状にあ
る。そのため、訪問リハビリテーション実施中に
看護師と共に創部の洗浄を実施した7症例と訪問
看護師のみが洗浄を実施した5例を比較検討し
た。その結果、理学療法士が訪問リハビリテー
ション中に洗浄を実施した群が有意に治癒日数が
早かった。これは単純に洗浄回数が多かったこと
が要因と考えられた。そのため、理学療法士も洗
浄を実施する必要がある事が示唆された。
担当部分：計画、実施、評価、考察、まとめ、発
表
共同演者：吉川義之、杉元雅晴、植村弥希子、前
重伯壮、平松輝隆

31. 糖尿病神経障害患者の
    胼胝および創傷発生に
    対する振動覚検査の有
    用性～3年間の追跡調査
    による検討～

日本下肢救済・足病学会
学術集会（福岡県）

糖尿病神経障害患者の胼胝形成に関与する理学療
法評価の調査と3年間追跡調査し、創傷発生者と
非発生者を比較検討した。その結果、振動覚の低
下、触圧覚閾値の上昇、足関節背屈・母趾伸展可
動域の低下などが胼胝形成に影響を及ぼしてい
た。また、創傷発生者は振動覚の低下が著しく、
振動覚の低下は創傷発生の予測因子として有償で
ある事が示唆された。
担当部分：計画、実施、解析、考察、まとめ、発
表
共同演者：吉川義之，前重伯壮，渡邊佑，守口舞
輝

32. 歩行時足底圧を減少さ
    せる経皮的電気刺激療
    法の至適条件および機
    序の検討

糖尿病性神経障害患者は足関節背屈可動域により
足底圧が上昇するといわれている。そのため、電
気刺激を使用し相反抑制を用いて背屈可動域の改
善および筋の伸張性が増加すると考えた。まず、
健常成人に対して基礎的研究を実施し、糖尿病性
神経障害患者に適応するのが望ましいため、健常
成人を対象とした研究を実施した。その結果、電
気刺激により相反抑制が働き、H波が有意に抑制
され、足底圧の低下が確認された。
担当部分：研究計画、実施、解析、考察、まと
め、発表
共同演者：吉川義之、守口舞輝、前重伯壮、寺師
浩人、藤野英己

33. 疼痛の増悪によりADL制
    限を呈した関節リウマ
    チ患者に対する振動・
    温熱・磁気刺激療法の
    効果

疼痛により日常生活活動が低下し、歩行困難と
なった3症例に対して、温熱・振動・磁気刺激を
実施し、疼痛の緩和を試みた。その結果、薬剤や
電気刺激療法では疼痛の緩和が図れなかった3症
例の疼痛が緩和し、日常生活活動レベルが改善し
た。その内容をまとめ、学会発表した。
担当部分：計画、実施、考察、まとめ、発表
共同演者：吉川義之、門條宏宣

日本褥瘡学会（岩手県）

日本物理療法学会（奈
良）

日本物理療法学会（奈
良）

35. 褥瘡基礎研究の最先端:
異分野融合 周波数と通電率
による線維芽細胞への影響
褥瘡の加速的治癒を促す電気
刺激療法の確立を目指して

日本褥瘡学会（神奈川） 皮膚由来線維芽細胞に対して電気刺激を実施し、
周波数依存ではなく通電率による線維芽細胞への
影響を検討した。その結果、通電率が高すぎる場
合は細胞生存率が低下し、低すぎる場合には細胞
遊走や増殖能が低下した結果となり、50%の通電
率が最適であることが確認された。
担当部分：計画、細胞培養、考察、まとめ
共同演者：植村弥希子、杉元雅晴、吉川義之、平
松輝隆
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ー 令和1年6月

ー 令和1年9月

ー 令和1年9月

ー 令和1年9月

ー 令和1年9月

日本下肢救済・足病学会
学術集会（神戸）

糖尿病患者の足潰瘍は足関節可動域制限による前
足部の足底圧の上昇が知られている。これまで
我々は健常者に対して、下腿三頭筋へのストレッ
チングと前脛骨筋に対して電気刺激を実施するこ
とで前足部の足底圧を減少させることを確認し
た。本研究は糖尿病患者に対して実施し、健常者
と同様の結果であるかを確認した。その結果、糖
尿病患者においても同様の結果が得られ、下腿三
頭筋へのストレッチングと前脛骨筋への電気刺激
療法は足底圧を減少させることが確認された。
担当部分：実施、評価、まとめ　　　　　　　共
同演者：守口舞輝、前重伯壮、藤井美樹、金沢星
慶、吉川義之、北村和也、奥野史也、細見雅史、
原賢太、寺師浩人、藤野英己

36．ストレッチングと電気刺
激療法の併用が糖尿病患者に
おける歩行時の足底圧異常に
対して与える是正効果

37．膝OA一症例に対する経皮
的電気刺激治療の鎮痛効果が
日常生活と精神活動に及ぼす
影響

日本物理療法学会（東
京）

変形性膝関節症に対する経皮的電気刺激療法
（TENS）は鎮痛効果が示されている。本研究は、
1症例に対して日常生活上でも装着できる電気刺
激治療器を用いて鎮痛効果を検証するとともに日
常生活と精神活動を検証した。その結果、鎮痛効
果が得られ、日常生活と精神活動にも良い影響を
与えていることが示唆された。今後は症例数を増
やして検討していく予定である。
担当部分：実施、評価、まとめ
共同演者：徳田光紀、庄本康治、吉川義之、瀧口
述弘、山口智史

38．上腕三頭筋腱振動刺激時
の肘関節角度の違いが運動錯
覚の惹起に及ぼす影響

日本物理療法学会（東
京）

振動刺激は運動錯覚を起こすことが明らかとされ
ている。この運動錯覚は筋紡錘への刺激により起
こるものとされているため、振動刺激による運動
錯覚は筋緊張制御に期待できる物理療法手段であ
る。本研究では上腕三頭筋に対して振動刺激を加
えることにより肘関節角度に影響を及ぼすかを検
討した。その結果、上腕三頭筋への振動刺激は肘
関節角度に影響を及ぼし運動錯覚が確認された。
今後は脳卒中片麻痺患者の痙性筋に対して実施し
ていくことで臨床応用に期待できる。
担当部分：実施、評価、まとめ
共同演者：城野靖朋、神里巌、吉川義之、辻下守
弘

39．肉眼的には判別困難な深
部損傷褥瘡を超音波検査によ
り確認できた褥瘡の一症例

日本物理療法学会（東
京）

40．直流パルス微弱電流刺激
療法の電極改良により治癒が
促進された症例

日本物理療法学会（東
京）

褥瘡は圧迫とずれ力により発生するといわれてい
るが、深い褥瘡については骨側から発生すること
が知られている。中でも皮膚損傷のない深部褥瘡
（DTI)については早期判別が困難であり、皮膚損
傷が確認された時には骨まで至る難治性潰瘍と
なっていることがある。本研究ではDTIの疑いの
ある紫斑形成された褥瘡に対して超音波画像診断
装置を用いて早期よりDTIを確認した。その結
果、DTIが確認され早期より介入できたことで皮
膚損傷が発生する前に治癒となった症例を経験し
た。今後は症例数を増やすことで早期介入の効果
を検証したいと考えている。　　　　　担当部
分：実施、評価、まとめ
共同演者：植村弥希子、北村瑠玲、杉元雅晴、吉
川義之、平松輝隆、山浦生也、寺師浩人

褥瘡に対する電気刺激療法は治癒促進効果が示さ
れている。しかし、創が小さくなるにつれて創部
に適切に電流刺激をすることが難しくなる。そこ
で本研究は改良電極を用いて創の周囲から創部に
対して適切に電流刺激が実施できるように実施し
た。その結果、小さくなった褥瘡に対しても変わ
らず電流刺激ができ、治癒速度を落とすことなく
電気刺激療法が実施できた。今後は症例数を増や
して検討していく必要がある。
担当部分：実施、評価、まとめ
共同演者：出口太紀、杉元雅晴、植村弥希子、吉
川義之、平松輝隆、巻渕弘治
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「研究大会」 　

－ 平成28年10月

－ 平成29年10月2. 通所介護利用者における
   2型糖尿病罹患の有無が
   身体機能に及ぼす影響に
   関する調査―後ろ向き調
   査研究―

1．温熱・振動・磁気刺激に
   より疼痛が緩和した一症
   例

リハビリテーション・ケ
ア合同研究大会（茨城）

坐骨神経痛によりADLが低下した症例に対して温
熱・振動・磁気刺激の3つの要素がある物理療法
機器を使用した。坐骨神経痛に対して薬物療法や
電気刺激療法を実施したが疼痛が緩和しなかった
ため、温熱・振動・磁気刺激が可能な物理療法機
器で緩和を試みた。その結果、疼痛が緩和しADL
が改善したため報告した。
担当部分：計画、実施、解析、考察、まとめ、発
表
共同演者：吉川義之、小枝允耶、小枝美由紀

リハビリテーション・ケ
ア合同研究大会（福岡）

近年、糖尿病は筋力低下の原因や日常生活活動低
下の原因とされている。そのため、当通所施設利
用中の方を対象を糖尿病群と非糖尿群に分け、過
去6ヶ月の身体機能を後ろ向きに調査した。その
結果、非糖尿病群は身体機能が向上していたにも
関わらず、糖尿病群は能力の維持もしくは低下し
ていた。そのため、糖尿病患者に対する運動療法
をより吟味する必要性が示唆された。
担当部分：計画、解析、考察、まとめ
共同演者：松本洋平、吉川義之、門條宏宣、吉川
絵美、小枝允耶、菅原史帆、岩城一孝、松田美
佳、長谷川千紗、小倉敬史、水岡崇、藤井勇太、
千田日向子
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教 育 研 究 業 績 書 
令和 2 年 月  日
氏名  笹野 弘美

研  究  分  野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 

総合領域分野・応用健康科学分科 ヘルスプロモーション、介護予防、地域保健、理学療法、フラダンス

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事  項 年月日 概 要 
１ 教育方法の実践例 
1）高齢者の体力測定実施

2）小規模多機能型居宅介護施設でのレクリエー

ション実習の実施

3）高齢者へ運動指導を実施

4）医学部・薬学部・看護学部とともに行事を企

画する

5）地域在住高齢者宅へ訪問を実施

6）地域で予防活動に関わる理学療法士の見学及

び体験の企画、実施

7）行政と共同で地域住民の予防活動を企画運営

8）オンライン講義の実施

平成 26年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

平成 26年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

平成 26年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

平成 26年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

平成 26年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

平成 28年 1月 

～ 

平成 28年 3月 

平成 29年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

令和 2 年 5 月 

～ 

現在 

高齢者の体力とヘルスプロモーションについて学習し、地域在住

高齢者に対し体力測定の企画及び実施、結果のフィードバックを

行うことで、高齢者の問題点について考える。体力測定に必要な

知識とその結果が意味することを理解し、また、対象者に適切な

フィードバックをする必要性を理解することができた。

小規模多機能型居宅介護施設におけるレクリエーションの企画、

実施し、理学療法士が行うレクリエーションについて学習する。

理学療法士がレクリエーションを行う意義、同じ内容であっても

対象者の状態に応じた対応の必要性を理解できた。 

地域在住高齢者に対し身体的精神的機能の維持を目的とした運

動指導を行い、運動習慣をつけていただく方法を検討する。地域

で生活する高齢者の特性について理解し、状態に応じて適切な運

動を選択し指導する必要性を理解した。 

医学部・薬学部・看護学部の学生とともに地域住民に対し健康に

関する行事を企画、実施。各学部の特色、使用する用語の違いな

どを理解し、協働で 1 つの事に対応する必要性と困難さを理解し

た。 

医学部・薬学部・看護学部の学生とともに地域在住高齢者宅へ訪

問し閉じこもりがちな高齢者を見つけ参加を促すとともに健康

面・生活面での問題点を見つけ解決策を検討する。地域在住高齢

者の現状を知るとともに、多職種で関わることの必要性を理解し

た。 

地域で体操教室等の予防活動に関わる理学療法士に同行し見学

及び体験をすることで、理学療法士が予防に関わる意義について

学習する。理学療法士が予防に関わることの難しさと地域で求め

られている事について理解した。 

行政の依頼による地域住民の予防活動を企画運営することで、理

学療法士と行政との関わり、理学療法士が行政から求められてい

る事について学習するとともに、理学療法士ができる予防活動に

ついて検討する。行政、地域在住高齢者それぞれが理学療法士に

求めている事、さらに理学療法士が予防活動に関わる必要性につ

いて理解した。 

オンライン講義を実施するにあたり図の多い講義資料を作成し

た。また適宜小休憩を入れるなど、学生が集中して受講できるよ

うした。さらに講義後に講義の内容に沿った課題を出すことで学

習効果を高めた。 
２ 作成した教科書，教材 
1）スライド作成

2）予防理学療法要論

平成 26年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

平成 29年 1月 

地域理学療法・ヘルスプロモーション論・地域リハビリテーショ

ン演習等において、パワーポイントにてスライドを作成し、講義

資料として使用。 

予防理学療法を体系化し基礎から応用までを網羅した教科書 
３ 教育上の能力に関する大学等の評価 
1）学生による授業評価 平成 26年 7月 ヘルスプロモーション論（履修者 12 名回答率 100％）

満足度：そう思う 100％
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平成 27年 7月 

平成 27年 12月 

平成 28年 7月 

平成 28年 12月 

ヘルスプロモーション（履修者 17 名回答率 94.1％）

満足度：そう思う＋ややそう思う 100％

地域リハビリテーション演習（履修者 76 名回答率 98.7％） 
満足度：そう思う＋ややそう思う 73.4％  

ヘルスプロモーション論（履修者 80 名回答率 91.3％）

満足度：そう思う＋ややそう思う 71.2％

地域リハビリテーション演習（履修者 66 名、回答率 80.3％） 
満足度：そう思う＋ややそう思う 66.1％ 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 
「シンポジウム」 
1）AIP 社会の実現に向けて

【リハビリテーション領域】

2）学生の地域参加による AIP コミュニティづ

くり【リハビリテーション関連事業】

3）フラダンスによるロコモティブシンドローム

の予防

4）なごやかモデルにおける活動報告

「講演会」 
1）腰痛の予防と改善ワンポイントアドバイス

2）レッツ！タオルを使って健康体操

3）予防理学療法の基本と実践

「講座・研修等」 

1）安全な介助のために

2）日常での運動機能維持及び低下防止について

3）AIP について（なごやかモデルの紹介）

4）痛みとその対処法について

5）簡単筋トレで老化防止

6）障害者の介助方法について

7)予防理学療法研修会（基礎編）

8）日常生活で予防しようフレイルと MCI

平成 26 年 11
月  

平成 27年 2月 

平成 28年 2月 

平成 29 年 12
月  

平成 26年 12月 

平成 27年 5月 

平成 29年 7月 

平成 26年 3月 

平成 27年 5月 

平成 27年 5月 

平成 28年 1月 

平成 28年 3月 

平成 28年 8月 

平成 29年 1月 

～ 

平成 29年 2月 

平成 29年 3月 

一般の方々に対し、理学療法士について及び AIP（Aging in 
Place）と理学療法士が AIP に関わる目的について講演 

一般の方々に対し、なごやかモデルにおける当大学リハビリテー

ション学部の活動報告と今後の課題について講演

一般の方々に対し、ロコモティブシンドローム及びロコモティブ

シンドロームとメタボリックシンドローム・認知症とのかかわり

についての講演、及び、フラダンス教室の紹介 

なごやかモデルにおける名古屋学院大学の取り組みと成果報告

について発表 

地域住民に対し、腰痛の発生機序と予防・痛みの改善について講

演 

地域住民に対し、タオルを利用して簡単にできるストレッチ及び

筋力トレーニングを指導 

理学療法士に対し、健康・AIP（Aging in Place）・予防理学療

法の概要についての講演、及び、介護予防の実践例としてフラダ

ンス教室の紹介

飲食店を開店するにあたり必要な身体的精神的障害者の知識と

安全な介助について研修を実施 

一般の方々に対し、老化に伴う身体的・精神的変化についての講

演、及び、日常生活でできる筋力トレーニングと複合課題を指導

リハビリテーションスタッフに対し、AIP（Aging in Place）
と理学療法士が AIP に関わる目的、及び「なごやかモデル」で

の AIP への取り組みについて講演

フラダンスの講師に対し、レッスン時に問題となる肩・腰・膝の

痛みについて、出現の原因と疾患、その対処法について講演

地域住民に対し、老化に伴う身体機能の低下について講演、及び、

日常生活でできる筋力トレーニングを指導 

視覚障害者に対する知識の習得と安全な介助方法について研修

を実施 

予防理学療法を教授できる理学療法士を養成するため、予防理学

療法の基礎について講義 

地域住民に対し、フレイルと MCI について概要と予防法につい

て講演、及び、予防のためのストレッチ・筋力トレーニング・複
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9）いつまでも住み慣れた街で暮らすために

～AIP の実現のための予防理学療法～

10)予防理学療法研修会（基礎編）

11)予防理学療法研修会（基礎編）

12)フラダンスで健康に！

13)予防理学療法研修会（総論）

平成 29年 9月 

平成 29年 12月 

～ 

平成 30年2月" 

平成 30年 7月 

平成 30年 8月 

令和１年 11月 

合課題について指導 

中部リハビリテーション専門学校同窓会のナイトセミナーにお

いて、予防理学療法の基礎と理学療法士の関わり方について講演

予防理学療法を教授できる理学療法士を養成するため、予防理学

療法の基礎について講義 

予防理学療法を教授できる理学療法士を養成するため、予防理学

療法の基礎について講義 

NHK 名古屋放送局の情報番組「さらさらサラダ」にてフラダン

スの運動効果について解説

予防理学療法を教授できる理学療法士を養成するため、予防理学

療法の基礎について講義 
５ その他 
1）第 35 回理学療法士・作業療法士養成施設等

教員講習会修了

2）多職種連携教育

3）名古屋石田学園専門学校星城大学

リハビリテーション学院における教育実績

4）名古屋学院大学における教育実績

5）奈良学園大学における教育実績

平成 21年 2月 

平成 26年 4月 

～ 

平成 30年 3月 

平成 16年 4月 

  ～ 

平成 26年 3月 

平成 26年 4月 

  ～ 

平成 30年 3月 

平成 31年 4月 

～ 

現在 

厚生労働省と（財）医療研究推進団との共催。理学療法士・作業

療法士養成施設の教員の養成確保を図るため、より高度な知識及

び技術を習得させ、合わせてリハビリテーション医療の普及及び

向上に資することを目的とする研修 

名古屋市立大学医学部・薬学部・看護学部、名古屋工業大学大学

院医療工学との多職種連携教育を担当 

「生活環境学」

日本の家屋構造と地域特性および風習、各疾患の特性と生活上の

問題について講義、疾患を想定した住宅改修図面作成 
「地域理学療法学」

地域理学療法概論、介護保険法の概要とサービスについて講義、

福祉用具概論と実技練習、介護実習センターでの学外授業の企画

実施 
「理学療法評価学」 
関節可動域測定の講義と実技、失調症の講義と検査の実技、脳神

経の講義と検査の実技 
「リハビリテーション機器」

福祉用具および自助具の講義及び実技練習、ポジショニングの講

義及び実技練習 
「理学療法概論」 
理学療法の歴史、定義、法律、理学療法の内容について講義  
「レクリエーション特論」 
レクリエーションについての講義、企画、実習

「ヘルスプロモーション論」

ヘルスプロモーションについての講義、体力測定項目の講義と実

技、地域高齢者への体力測定

「地域リハビリテーション演習」

体力測定項目の講義と実技、地域高齢者への体力測定、レクリエ

ーションについての講義と企画、小規模多機能型居宅介護施設で

のレクリエーション実習、自宅訪問についての講義、地域高齢者

宅への訪問実習

「多職種連携教育担当」

名古屋市立大学との合同講義の調整、担当グループの活動の指導

「基礎ゼミⅡ」 
学生が文献検索をして発表できるようになるまでの流れの講義

と実践 
「地域理学療法学」 
地域理学療法概論、介護保険法の概要とサービス、福祉用具概論

についての講義 
「日常生活動作学」 
基本的動作総論・各論、福祉用具各論、住環境整備、疾患別日常

生活動作についての講義
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「保健医療学概論」 
ヘルスプロモーション概論、国内外の全人間的ケアの状況とヘル

スプロモーションについての講義

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 
事  項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 
・理学療法士免許

・福祉用具プランナー

・住宅改修アドバイザー研修会 修了

・学士（人間科学）

・福祉住環境コーディネーター2 級

・専門理学療法士（生活環境支援）

・修士（医療リハビリテーション学）

・認定理学療法士（学校教育）

・博士（医療リハビリテーション学）

平成１年 5 月 

平成 17年 2月 

平成 18年 1月 

平成 18年 3月 

平成 18年 7月 

平成 21年 3月 

平成 24年 3月 

平成 28年 3月 

平成 31年 3月 

登録 第 17016 号 
登録 第 16－30007 号  
日本理学療法士協会 
人間総合科学大学 
東京商工会議所 登録 第 16－2－03666 号 
日本理学療法士協会 登録 第 5－60 号 
神戸学院大学 神戸学院大学医修四号 
日本理学療法士協会  登録 第 23－35 号 
神戸学院大学 神戸学院大学医リ博甲第六号 

２ 特許等 
特になし 
３ 実務の経験を有する者についての特記事項 
1）研究指導

2）人材育成

平成 24年 4月 

  ～ 

平成 31年 3月 

平成 24年 4月 

～ 

平成 31年 3月 

介護老人保健施設あんずにおいて法人内の施設で実施している

研究発表会に向け、リハビリテーション科における研究のアドバ

イザーとして指導

介護老人保健施設あんずにおいて若手スタッフの教育および相

談業務を担当 

４ その他 

【学会および社会活動】 

「学会活動」 

公益社団法人 日本理学療法士協会 

一般社団法人愛知県理学療法会  

特定非営利活動法人(NPO)愛知県理学療法学会 

日本ノーリフト協会  

一般社団法人 日本リハビリテーション工学協会 

理学療法科学学会  

日本理学療法士学会  

日本予防理学療法学会 

日本理学療法教育学会 

日本地域理学療法学会 

日本支援工学理学療法学会  

日本予防理学療法学会  

日本理学療法士学会 ガイドライン・用語策定委

員会 

一般社団法人 全国大学理学療法学教育学会  

一般社団法人 日本老医学会  

第 1 回予防理学療法研修会（基礎編） 

第 1 回日本理学療法予防学会サテライト集会 

第 2 回日本理学療法予防学会サテライト集会 

第 2 回予防理学療法学会研修会（基礎編） 

第 3 回予防理学療法学会研修会（基礎編） 

第 1 回予防理学療法学会研修会（応用編） 

第 4 回予防理学療法学会研修会（総論） 

第 2 回予防理学療法学会研修会（各論） 

公益社団法人 奈良県理学療法士協会 

日本運動器理学療法学会  

日本スポーツ理学療法学会  

「社会活動」 

名古屋市中川区介護認定審査会 

名古屋市緑区在宅医療・介護連携部会 

名古屋市緑区在宅医療推進多職種連携研修会 

「公的研究活動」 

「平成 26 年度 在宅医療と介護の連携に関する

平成 1 年 5月 

平成 1 年 5月 

平成 20 年 4月 

平成 23 年 月 

平成 24 年 月 

平成 24 年 月 

平成 25 年 7月 

平成 25 年 7月 

平成 25 年 7月 

平成 25 年 7月 

平成 25 年 7月 

平成 26 年 2月 

平成 26 年 3月 

平成 26 年 月 

平成 26 年 12 月 

平成 28 年 4月 

平成 28 年 4月 

平成 29 年 3月 

平成 29 年 4月 

平成 30 年 4月 

平成 30 年 4月 

平成 31 年 4月 

平成 31 年 4月 

平成 31 年 4月 

令和 1 年 5月 

令和 1 年 5月 

平成 16 年 4月 

平成 26 年 6月 

平成 26 年 6月 

平成 26 年 6月 

入会（現在に至る） 

入会（平成 20 年愛知県理学療法士会より名称変更） 

（平成 31 年 3 月まで） 

継続（愛知県理学療法士会より移行）（平成 31 年 3 月まで） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

常任運営幹事（現在に至る） 

委員（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

準備委員長（平成 29 年 2 月まで） 

準備委員（平成 29 年 3 月まで） 

集会長 

準備委員長（平成 30 年 3 月まで） 

準備委員長（平成 31 年 3 月まで） 

準備委員長（平成 31 年 3 月まで） 

準備委員長（現在に至る） 

準備委員長（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

入会（現在に至る） 

審査員（平成 21 年 3 月まで） 

専門委員（平成 28 年 3 月まで） 

準備委員（平成 28 年 3 月まで） 

名古屋市緑区 

研究経費：平成 26 年度 725 千円 研究代表者：稲葉静代 
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調査」 研究分担者：姜琪鎬，佐藤貴久，小森敦夫，山口一丸，永田康子，

赤津裕康，◎笹野弘美 他 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書、学術論文等の名称 単著、 
共著の別 

発行又は、 
発表の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 概   要 

（著書） 
1)予防理学療法要論

2)地域包括ケアと口腔

ケア

共著 

共著 

平成 29年1 月 

平成 29年8 月 

医歯薬出版株式会社

(一財 )口腔保健協会

概要：初めての予防理学療法分野の書籍であり、予防理

学療法を体系化し、予防理学療法の定義、領域、制度、

研究法、予防理学療法の役割などの基礎から栄養学や瀬

人間の成長との関わり、メタボリックシンドローム、認

知症、スポーツ障害の予防や各疾患の再発予防などの応

用までを網羅した教本 
全 239 頁 
共著者：大渕修一、井上和久、浦辺幸夫、小松泰喜、笹

野弘美他 32 名 
担当部分：学童期の予防 57～62 頁 
担当部分概要：青年期以降の健康に影響を及ぼす学童期

の肥満・メタボリックシンドローム、脊柱変形について

発 生 と 評 価 及 び 予 防 に つ い て 執 筆          

Ⅱ章共著者：伊藤智子、樋口満、金子文成、藤本修平、

中山健夫、柴喜崇、笹野弘美、小松泰喜 

概要：歯科医及び歯科衛生士向けの書籍であり、地域包

括ケアの基礎知識や医療計画に盛り込むべき 5 疾病にお

ける口腔ケアを解説するとともに、他職種が歯科に望む

こと、また歯科が他職種とどのように連携していけばよ

いかについて、連携に関わる 10 職種が解説 
全 192 頁 
共著者：渋谷恭之、田村清美、赤津裕康、大原弘隆、笹

野弘美他 25 名 
担当部分：脳卒中－口腔ケアの実例 36～37 頁 
多職種におけるそれぞれの役割と相互理解－理学療法士 

140～144 頁 
担当部分概要：脳卒中患者の口腔ケアにおける体位の確

保と介助方法、多職種連携における理学療法士の役割に

ついて執筆 
（学術論文） 
1)介護老人保健施設職

員の移乗関連用具に

関する認識及び利用

方法に関する研究

（修士論文）

2)介護老人保健施設職

員の移乗関連用具に

対する認識及び腰痛

との関連

3)フラダンスは介護予 
防プログラムとして 
有効か 

単著 

単著 

単著 

平成24年3月 

平成25年6月 

平成28年3月 

神戸学院大学大学院

理学療法科学 28巻 3号 
P.329-P.334

名古屋学院大学論集 

医学・健康科学・ス

ポーツ科学篇第 4 巻

2 号 
P.15-P.22

東海地区の介護老人保健施設 3 施設の全職員に、移乗関

連用具の認知・使用の有無とその理由、腰痛についての

調査を実施した。調査結果より、移乗関連用具の使用目

的及びメリット・デメリットを正しく理解できていない

可能性が考えられた。また、腰痛が出現している職員は

多いが、腰痛予防教育を受けている職員は少なかった。

研修会など移乗関連用具の正しい知識を得る機会を増や

すことで、職員の腰痛予防、軽減が可能となると考えら

れる。 
A4 版全 10 頁 

東海地区の介護老人保健施設 3 施設の全職員に、移乗関

連用具の認知・使用の有無とその理由、腰痛についての

調査を実施した。調査結果より、腰痛の出現の有無と移

乗関連用具の使用の有無と及び使用方法の理解度に関連

があると考えられた。職員の卒前及び卒後教育により移

乗関連用具の正しい知識について教育することで、職員

の腰痛予防、軽減が可能となると考えられる。 

フラダンス未経験の地域在住高齢女性 7 名に対し、3 か

月間（計 12 回）、1 回 60 分のフラダンスレッスンを実施

し、実施前後の運動機能・動作能力、E-SAS（Elderly
Status Assessment Set）、HDS-R（改定長谷川式簡易知

能評価スケール）を比較した。対象者数が少なく全てに

おいて統計学的有意差は認められなかったが、運動機

能・動作能力 6 項目中 4 項目及び E-SAS5 項目中 3 項目

に実数として改善傾向が見られた。また 3 か月で欠席及
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4)地域在住高齢者の筋

力と骨格筋量及び身

体機能との関連性

5)多職種連携教育

-なごやかモデルの紹

介と学生の満足度- 

6)フラダンスの運動効

果の検証と介護予防

プログラムとしての

有効性の検討（第 1報） 

7)介護予防におけるフ

ラダンスの有効性の

検討 （兼：博士論文） 

共著 

単著 

単著 

単著 

平成28年3月 

平成29年3月 

平成30年3月 

平成31年3月 

名古屋学院大学論集 

医学・健康科学・ス

ポーツ科学篇第 4 巻

2 号 
P.23-P.33

名古屋学院大学論集 

医学・健康科学・ス

ポーツ科学篇第 4 巻

2 号 
P.3-P.47

名古屋学院大学論集 

医学・健康科学・ス

ポーツ科学篇第 6 巻

2 号 
P.21-P.27

地域リハビリテーシ

ョン第 14 巻 1 号               

P.80-P.85
神戸学院大学大学院

び辞退者は無かった。介護予防には継続的な運動が重要

であり、さらに 3 か月の実施で改善傾向が見られている

事より、フラダンスは有効な手段と考える。今後はさら

に対象者を増やし検証していく必要があると考える。 

地域在住高齢者 52 名を対象に身体機能検査、体組成測

定、E-SAS（Elderly Status Assessment Set）、MMSE
（Mini Mental State Examination）を実施し、筋力と

骨格筋量及び身体機能の関連性について検討した。筋力

及び骨格筋量は男性に比べ女性に低値であり、骨格筋量

は加齢に伴い低下する傾向にあった。筋力と骨格筋量は

有意な相関関係にあり特に下肢筋力に比べ握力で相関が

強かった。運動機能は筋力との相関を認めたが、骨格筋

量との相関は認められなかった。認知機能と筋力及び骨

格筋量に相関は認めなかった。今後も同地区にて継続的

に測定を実施する予定であり、経年的な経過を検証しな

がら運動機能向上及び健康増進を目指した地域での取り

組みに活かしていきたいと考える。

本人担当部分：研究計画、検査実施、考察 
共著者：平野孝行、笹野弘美 

「文部科学省 未来医療研究人材養成拠点形成事業 な

ごやかモデル」で実施している、高齢化率 44。1%の団

地 を フ ィ ー ル ド に し た 3 大 学 協 同 で の IPE
（Interprofessional Education）の紹介と、IPE に参加

した学生の満足度調査について報告及び課題の検討を実

施した。本調査では現在実施している IPE については概

ね満足しているも、3 大学それぞれ独自のカリキュラム

があり、またキャンパスも離れている事より授業内に合

同で活動することが困難であった。また単年度参加より

複数年度参加した学生の方が肯定的な意見が多いことよ

り、e ラーニングや SNS などの活用により学生同士がよ

り密に連絡を取り合いお互いを理解し共通認識を持つこ

とが必要である。また、各大学でも学生がより学びやす

くなるよう時間割の調整や休日利用の検討も必要であ

る。 

フラダンス未経験の地域在住高齢女性 18 名に対し、週 1
回 60 分のフラダンスレッスンを実施し、レッスン開始

前・レッスン開始 3 か月及び 6 か月後の運動機能・動作

能力等を比較し、Functional Reach Test、立ち上がりに

統計学的有意差が認められた。また有意差は認められな

かったが、実数として長座体前屈、片足立ち、反応時間

においては半数以上、股外転筋力、Timed Up&Go Test
においては 7 割以上の対象者に改善が認められた。さら

に希望者 14 名とインストラクターに対し三次元動作解

析システムによる動作解析を実施し、レッスン開始後 12
カ月で徐々にインストラクターの動きに近づいてきた。

これらより、フラダンスは体幹・股関節周囲筋を多く使

い、またステップに応じ個々の筋を選択的に使うため体

幹・股関節周囲筋の筋力維持・強化に有効であり。フラ

ダンスは介護予防の有効な手段であると言える。 

介護予防におけるフラダンス（以下、フラ）の有効性の

検証を目的とした。60・70 歳代のフラ未経験女性 18 名

に対し、週 1 回 60 分のフラレッスンを実施し、最後ま

で継続できた 14 名を対象に、レッスン開始前・レッス

ン開始から 3 か月毎に 36 か月間の運動機能・動作機能・

能力を比較し、立ち上がり、FR に統計的有意差が認め

られた（p<0.05）。また、有意差は認められなかったが、

片足立ちにおいて改善傾向が見られた。さらに BMI、握

力、股外転筋力、TUG、反応時間、つぎ足、E-SAS、
MMSEの平均値においては介入前から介入後 36 カ月ま
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で大きな低下は見られなかった。これらより、フラは体

幹・股関節周囲筋の筋力維持・強化に有効であり、介護

予防に有効な手段であると考える。さらに、介護予防に

は運動の継続が重要であるが、18 名中 14 名が 36 か月継

続できていることからもフラは介護予防の有効な手段で

あると考える。 
（その他） 
「学会発表」 
1)フラダンスは介護予

防プログラムに利用

できるのか！

2)多職種連携教育と

AIP（Aging in Place） 
コミュニティ作りに

ついての報告 

3)在宅医療・地域包括体

制構築に向けた行政、 
地域、大学連携による

調査

4)介護予防におけるフ

ラダンスの効果につい

て－運動機能・運動能 
力に着目して－ 

平成25年5月 

平成27年3月 

平成27年6月 

平成28年5月 

第48回日本理学療法

学術大会 
（名古屋国際会議場）

第24回愛知県理学療

法学術集会 
（ウインクあいち）

第57回日本老年医学

会学術集会 
(パシフィコ横浜）

第51回日本理学療法

学術大会 
（札幌コンベンション

センター）

60 歳代・70 歳代のフラ未経験女性 8 名（平均年齢 66。
1 歳）を対象に、3 か月間（週 1 回、計 12 回）のフラレ

ッスンを実施し、実施前後の運動機能・動作能力等を比

較した。12 回のフラレッスンにより、半数以上に筋力、

バランス能力、柔軟性、歩行能力の改善が認められたこ

とは特筆すべきことである。また E-SAS においても 5
項目中 3 項目に改善が認められたことにより、フラは介

護予防に有用な手段となり得ると考える。フラは楽しく

実施でき、その「楽しさ」が「運動の継続」に繋がると

考える。さらに、人前でダンスを披露することの「満足

感・達成感」が、さらなる「運動の継続」に繋がると考

える。介護予防には、定期的な、そして継続的な運動が

重要であり、フラはその有効な手段であると考える。 

「文部科学省 未来医療研究人材養成拠点形成事業 な

ごやかモデル」における多職種連携教育の取り組みと同

事業において進めている「学生と住民と協働して AIP
（Aging in Place）コミュニティ作り」について報告し

た。学生がグループで企画運営をする事で職種毎に偏り

がちな考え方を知り、お互いに話し合うことで最善の方

法を見出すという「チーム」を学内教育で体験する事は

重要であり、多くの医療系養成校で取り入れていく必要

がある。しかしながら現事業で連携している 3 大学のう

ち当大学のみキャンパスが離れており、グループでの活

動に参加しづらい状況となっている。また、多大学で実

施する場合はカリキュラムの調整が難しく、テレビ会議

システム等を利用した遠隔及び時間差での受講、e ラー

ニング等の検討も必要であると考える。

名古屋市緑区で在宅医療及び介護施設の利用者本人とそ

の家族、各 20 名、サービスを提供する医師・歯科医師・

薬剤師・訪問看護ステーション看護師・療法士・ケアマ

ネージャー（計 279 名）に対し、地域における在宅、高

齢者医療、介護体制の問題点と課題を明確化することを

目的に在宅医療、施設利用者の声を拾い上げるとともに、

サービスを提供する側の意識に関するアンケート調査を

行った。利用者に対するアンケートは学生実習の一環と

して医学部学生による聞き取り調査として実施した。詳

細な内容の解析は本会までにはまとめて報告する予定で

あるが、提供者側の回答率が率直に現在の問題点を反映

している可能性が推察される。今回は特に利用者側をあ

る程度抽出した形で進めたが今回の解析を踏まえ、さら

に緑区、さらには名古屋市全体の現状・意識調査の展開

により在宅医療・地域包括体制構築の糧としたい。             

本人担当分：研究計画、調査、データ分析

共同研究者：赤津裕康、姜 琪鎬、笹野弘美、大原弘隆 

60・70 歳代の女性 18 名(平均 71.4 歳)を対象に週 1 回の

フラレッスンを行い、介入前後の、運動機能・能力につ

いて比較した。週 1 回のレッスンにより、10 項目のうち

3 項目において統計学的有意差が認められ、またそれ以

外の 5 項目においても改善傾向が認められた事より、フ
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5)多職種連携教育－な

ごやかモデルの紹介

と学生の満足度－

6)介護予防におけるフ

ラダンスの効果につ

いて－フラ基本ステ 
ップの動作に着目し 
て－ 

7)フラダンスを活用し

た介護予防プログラム

の有効性の検討

平成 28 年 11

月 

平成29年5月 

令和１年10月 

第 4 回日本理学療法

教育学会学術集会

（国際医療福祉学院

も も ち ホ ー ル ）

第52回日本理学療法

学術大会 
第 4 回日本予防理学

療法学会学術大会 
（ 幕 張 メ ッ セ ）

第 6 回日本予防理学

療法学会学術大会 
第54回日本理学療法

学術大会 
（広島国際会議場） 

ラは運動機能・能力の維持改善に有用な手段であると考

える。また、6 か月間の実施において入院による 1 名を

除く 17 名全員が継続できていることも特筆すべきであ

る。フラは楽しく実施でき、人前で披露することの「満

足感・達成感」や普段とは違う化粧による「高揚感」が

「運動の継続」に繋がると考える。介護予防には定期的・

継続的な運動が重要であり、本研究によりフラはその有

効な手段であると考える。今後も経時的変化を追うとと

もに、その他の検査項目との関連性についても検討した

い。

「文部科学省 未来医療研究人材養成拠点形成事業 な

ごやかモデル」における多職種連携教育の取り組みと参

加した当大学リハビリテーション学部 4 年生 21 名に実

施した満足度調査について報告した。ほぼ 6 割の学生が

満足したと回答したが、他職種の理解ができたと回答し

たのは 3 割強であった。このプログラムで連携している

3 大学のうち当大学のみキャンパスが離れており、グル

ープ活動に参加しづらい状況であるため、これが、他の

職種を理解できない要因の 1 つとなっていると考える。 

研究目的に賛同を得られたインストラクター(48 歳)に対

し VICON による動作解析を実施した。また同じく賛同

を得られた 60・70 歳代の女性 18 名(平均 71.4 歳)を対象

に週 1 回のフラレッスンを行い、14 名(平均 72.4 歳)の希

望者に対し動作解析を実施した。ステップはカオ・カホ

ロの 2 種とし、フラの独特の動きである骨盤の傾斜に着

目した。インストラクターはどのステップでも肩をほぼ

水平に保ったまま骨盤を左右に傾斜させているが、高齢

者は介入前には肩と骨盤が同じように傾斜し体が傾いた

状態であった。介入後 6 か月では徐々に肩を水平に保つ

ことができるようになり、インストラクターの動きに近

づいてきた。フラは体幹・股関節周囲筋を多く使い、ま

たステップに応じて個々に筋を使う。肩をほぼ水平に保

ったまま骨盤を左右に傾斜させる場合、これらの筋を必

要に応じて個々にコントロールしており、体幹及び体

幹・股関節周囲筋の筋力維持・強化に有効であると考え

る。

60・70 歳代のフラ未経験女性 18 名（平均年齢 71.4±5.1
歳）のうち研究期間中継続できた 14 名（平均年齢 70.9
±5.2 歳）を対象に、週 1 回のフラレッスンを 36 か月間

実施し、介入前及び介入後 3 か月毎に身体機能・運動機

能・能力を検査し比較した。立ち上がり、FR に統計学

的に有意な上昇が認められ、片脚立ちに改善傾向が見ら

れた。BMI、握力、股外転筋力、TUG、反応時間、つぎ

足、E-SAS、MMSE の平均値・中央値に大きな変化は見

られなかった。フラは常に股関節・膝関節屈曲位で体幹

を正中位に保持したまま骨盤の回旋・傾斜運動を反復的

に行うため、体幹・股関節周囲筋の筋力強化に有効であ

り、立ち上がり及び FR に改善が認められ、片脚立ちに

改善傾向が見られた。また、加齢と共に低下が予測され

る握力等に大きな変化が見られなかった事から、維持的

な効果があると考える。更にフラは、音楽に合わせ、歌

詞の意味を理解しハンドモーションで相手に伝え、幾つ

かの基本ステップを組み合わせて踊るため、認知面に対

する効果も期待できる。これらよりフラを用いた介護予

防プログラムには個人の身体的要素の一部に短期的効果

を期待できる可能性がある。また、18 名中 14 名が 36
か月に渡り週 1 回という頻度で参加の継続ができた事

も、プログラムの有用性の一端を示していると考える。 
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「研修報告書」 
1)アメリカサンシティ

研修報告

2)平成 26 年度在宅医療

と介護の連携に関す

る調査報告書

平成27年3月 

平成 27 年 10

月 

名古屋学院大学論集 

医学・健康科学・ス

ポーツ科学篇第 3 巻

2 号 
P.23-P.26

緑区地域包括ケア推

進会議在宅医療・連

携部会 
緑区在宅医療・介護

連携支援センター

2014 年 10 月、アメリカ・アリゾナ州にあるサンシティ

への「文部科学省 未来医療人研究人材養成拠点形成事

業『なごやかモデル』」の研修に参加したため報告した。

この研修を通して、楽しんで生活をする事の大切さ、人

から必要とされることの大切さなど「高齢者の街づくり」

に関する多くのヒントを得た。今回得られた知識、情報

を『なごやかモデル』の目指す『Aging In Place』に役

立てたい。 

平成 26 年度における在宅医療と介護の現状把握と、課

題を抽出し今後の方策を検討するために、医療や介護の

受給者および提供者の双方に対する調査を実施した結果

の報告書。

本人担当分：研究計画、調査、データ分析

共著者：稲葉静代、姜琪鎬、佐藤貴久、小森敦夫、山口

一丸、永田康子、赤津裕康、笹野弘美 他 

リハ－556



年月日

平成 年 月

平成 年 月

）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテー
ション学類 身体 害作業療法学実習

「 の作業療法」講師

）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテー
ション学類 身体 害作業療法学実習

「代 性 患の作業療法」講師

研 究 分 野

作業療法に関する実務

教 育 研 究 業 績 書

令和 年 月 日

氏名 内 善

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

身体 がい実務、 年期、認知症、 護予防実務、地域

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

平成 年 月 大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
ン学類 年次のティーチング・アシスタントとして
「在 リハビリテーション論」において、より実
践を意識した実技教育とするために、臨床での経
験上 出する事例と困難点・ を例示し、 接
教示した。そのことで、学生からの自主的な質問
数は 加し、総合臨床実習に向けた予習の促進や
学生の不安 減につながる可能性が示唆された。

１ 教育方法の実践例
）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテー

ション学類 「在 リハビリテーション論」
ティーチング・アシスタントとして事例

（仮想）を通じた具体的指導の実践

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
ン学類 年次の学生 名に対し身体 害作業療法学
実習 専門科目、 年次配当、半期、 単位・ 時
間 の「 の作業療法」と題して、 時間の授
業を行った。講 では、授業カリキュラムに
り、はじめに の解 学・生理学の基本的知
識を教示した。次に、医学的情報として、臨床で
必要な スやレント ンの読み取り方を え
るとともに、フィジカルアセスメントについて実
際の臨床につながるように、実技を交えて学習し
た。最後に、具体的な症例をグループで検討し、
目的を って学習方法、知識と技術の 合を目指
した。学生は、 上の だけでは わらない部
分も、実技や症例、動画を交えることで具体的に
イメージできたとの感想が多くきかれた。

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
ン学類 年次の学生 名に対し身体 害作業療法学
実習 専門科目、 年次配当、半期、 単位・ 時
間 の「代 性 患の作業療法」と題して、 時間
の授業を行う。講 では、授業カリキュラムに
り、糖尿病および 症の病態生理から説明を
行い、解 学・生理学の基本的知識を教示する。
次に、医学的情報として、臨床で必要な 検査
の読み取り方を えるとともに、グループワーク
を用いて日常生活指導の方法、低 糖への対応方
法、セルフトレーニングの指導方法について実践
形式で学習する。最後には症例検討を行い、次年
度の臨床実習で評価・治療につながるように教示
する。加えて、 技術についても、マニュアル
を作成し 達するとともに、デモンストレーショ
ンを行い、全員が模 的に経験する。
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年月日事項 概 要

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテー
ション学類身体 害作業療法学実習

「 環 患の作業療法」講師

）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテー
ション学類身体 害作業療法学実習

「 の作業療法」授業用教材

）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテー
ション学類身体 害作業療法学実習

「代 性 患の作業療法」授業用教材

）大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテー
ション学類身体 害作業療法学実習

「 環 患の作業療法」授業用教材

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
ン学類 年次の学生 名に対し身体 害作業療法学
実習 専門科目、 年次配当、半期、 単位・ 時
間 の「 環 患の作業療法」と題して、 時間
の授業を行う。講 では、授業カリキュラムに
り、心不全、心 、 症、 心症など心
患の病態生理について学 。さらに、心電 の理
解と、実際の読み取り方について、質 応答形式
で具体的に教示する。ロールプレイとして、心
の 形模 や日常生活動作の指導・ 助方法を行
うとともに、患者・家族とのコミュニケーショ
ン・情報収集手段について実践を通じて学習す
る。また、評価から運動療法（有 運動・ 力

・家事動作 など）症例検討では、具
体的入院事例 例、在 事例 例を提示し、学生が
評価からプログラムを立案する方法を学 。

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
学類 年次 身体 害作業療法学実習 専門科目、
年次配当、半期、 単位・ 時間 の「 の作
業療法」で使用する教材として、スライド を

リジナルで作成し、全員に配布した。構成は身
体機能作業療法学第 版 医学書院 の流れを参考
に、病態生理、解 の ・表を多く（ 真含む）
示し、実際のレント ン画像や データを 入
して作成した。また、視診・触診評価では、デモ
ンストレーション動画、臨床の動画集を作成・
入し、スライド内で提供した。

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
学類 年次 身体 害作業療法学実習 専門科目、
年次配当、半期、 単位・ 時間 の「代 性 患
の作業療法」で使用する教材として、スライド

を リジナルで作成し、全員に配布する。構成
は、身体機能作業療法学第 版 医学書院 を参考
に、糖尿病の病態・運動療法・ 療法・家族指
導について、近年の論文から得られる知見を含
み、より実践で重要なポイントを 達する。
実技では、デモンストレーション動画を作成・
入し、スライド内で提供する。

大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーショ
学類 年次 身体 害作業療法学実習 専門科目、
年次配当、半期、 単位・ 時間 の「 環 患
の作業療法」で使用する教材として、スライド

を リジナルで作成し、全員に配布する。構成
は、身体機能作業療法学第 版 医学書院 の流れに
沿って、 ・表、 真を多く用いて具体的にイ
メージできるように した。また、作業療法実
践に際し、より新しい知見が得られるように、近
年の論文をレビューして 用した。臨床場面で

するチアノー や 動 の視診、具体的評
価方法については、実際の動画を 入し、提供す
る。
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年月日事項 概 要

平成 年 月

４ 実務の経験を有する者についての特記事項

平成 年 月
～

平成 年 月

）所 長による評価

）卒後教育体制構 （スーパーバイザー制度）

３ 教育上の能力に関する大学等の評価

（院内教育）

医療法人 池会 津 池病院の作業療法士（身体
がい部門）として 年間勤務し、係長として

日々の臨床実践に加えて、現場マネジャーや単位
の 理、後 ・学生教育など 広く活 してい
る。学生教育では 富な経験から 別性を重視
し、それぞれの能力や理解力、性格など 々に合
わせた指導法を実践しており、 接指導した学生
や後 だけではなく、他職種、患者とその家族か
らの信頼も厚い。学生は、総合臨床実習の前後で
表情や発言の変化が明確で、学生自身の充実感か
ら、当該職員の卒後教育を求めて入職することも
多い。近年は、社会活動や研究活動で得た知識を
教育場面で活用し、より学生にとって良い指導と
なるように研 を重 ている。臨床と研究、教育
の実務経験からも、教育上の能力を有しているも
のと評価する。

津 池病院では卒後 ～ 年目の職員ごとにスー
パーバイザーを設定しており、平成 年から 年目
の職員について、年 名・合計 名の 接指導を
行った。指導内容は、 同行による実技（評
価・治療）指導、住環 整備・福 用具指導に加
えて、自己研 方法指導、年 回の症例報告会のレ
ジュメ作成指導、年 回のリハビリテーション部研
究発表会の発表指導（研究計画・発表資料作
成）、ストレス対 ・体調 理指導を行った。 年
目の職員について、継続した臨床指導に加えて、
奈良県作業療法士会主 の事例報告会、奈良県作
業療法学会での発表指導を 名行った。 年目の職
員について、臨床の指導・相談に加えて、後 指
導を行えるように指導方法について指導した。ま
た、外部の学会発表や日本作業療法協会の事例登
録制度への登録指導を 名実施した。これら卒後の
継続指導では、常に相談ができる安心感を得ると
ともに各 代での目標をバイザーと共有すること
で、研 意欲を保 する点に留意している。
平成 年 月からは、係長として現場マネジャーを
担い、各職員の臨床能力・業務 理状況について

に めた。また、状況を上司に報告・相談
し、担当対象者数、 割、フォローアップについ
て 別に考慮した。これらは、年 回全職員と 別
面談を行い、相違が生じないように留意した。 年
目以 の職員を対象としたバイザーミーティング
を年 回開 し、情報共有と抱え込みの予防にも留
意した指導を実践している。
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年月日事項 概 要

）リハビリテーション部研究発表会
学会発表指導

平成 年 月
～

平成 年 月

医療法人 池会 津 池病院リハビリテーション
部研究発表会において、平成 年 月から指導を
務めた。第 回「関わることの難しさを経験した
一事例～“かわいそうな私”を表出する症例を通
して学んだこと～（平成 年 月）」
第 回「自ら求める感覚 に着目した働きかけ
（平成 年 月）」
第 回「自 復 を目指した家族との協力～お互
いの想いを知ることから～（平成 年 月）」
第 回「安全な在 生活環 の自己 に至った
一事例～「 接的な経験」を考慮して～（平成
年 月）」
第 回「対象者の意思を考慮した 動作 ～
転 リスク 減を目指して～（平成 年 月）」
第 回「園芸を通して内発的動機づけが向上した
事例（平成 年 月）」
第 回「 により 動作学習が困難となってい
た一事例～視覚提示を用いた作業療法 入～（平
成 年 月）」
第 回「 院後施設での 場所を獲得した一事例
～認知症高齢者の 割感に着目して～（平成 年
月）」
第 回「作業の体験を重視した臨床実習指導～自
己効力感向上を認めた学生を通して～（平成 年
月）」の計 演題の指導を行った。

学会発表では、平成 年 月から、
第 回奈良県作業療法学会「自分らしい生活の 構

を目指したアプローチ～作業バランスの視点か
ら～（平成 年 月）」
第 回奈良県作業療法学会「 たたみ動作への

入～ワーキングメモリ－に着目して～（平成
年 月）」
第 回奈良県作業療法学会「 じこもりがちな病
生活が変容した一事例～他者との関わりがもたら
す自己有用感の獲得～（平成 年 月）」
第 回日本認知症ケア学会大会「 院後施設での

場所を獲得した一事例～認知症高齢者の 割に
着目して～（平成 年 月）」
第 回日本 年精神医学会「認知症高齢者の転
先に影響する要因の探 的調査（平成 年 月）」
第 回近 作業療法学会「作業の体験を重視した
臨床実習指導（平成 年 月）」の計 演題の共同
演者として指導を行った。
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年月日事項 概 要

身体 がい 域の臨床実習スーパーバイザーとし
て、 城大学 年生（ 週間） 名（平成 年 月～
月、平成 年 月～ 月、平成 年 月～ 月）、神
戸学院大学 年生（ 週間） 名（平成 年 月～
月）、大阪河﨑リハビリテーション大学 年生（
週間） 名（平成 年 月～ 月）、関西学研医療福

学院 年生（ 週間） 名（平成 年 月～ 月）、
関西福 科学大学 年生（ 週間） 名（平成 年
月～ 月）、 野大学 年生（ 週間） 名（平成
年 月～ 月、平成 年 月～ 月）、 野大学 年生
（ 週間） 名（平成 年 月～ 月、平成 年 月
～ 月）、大阪府立大学 年生（ 週間） 名（平成

年 月～ 月、平成 年 月～ 月）、計 名の指
導を実施した。また、ケースバイザーとして、神
戸学院大学 年生（ 週間） 名（平成 年 月～
月）、 城大学 年生（ 週間） 名（平成 年 月
～ 月）、 学園大学 年生（ 週間） 名（平
成 年 月～ 月）、計 名の指導を行った。

平成 年 月には、日本作業療法士協会臨床実習
指導者研修全課程修 （認定番号 号）の認定を
受けた。

指導に際しては、以下のことに留意した。
・実習開 時には、必 学生自身で目標立案を行
い、実習指導者、 任教員と共有し実現を支援す
る。
・ 任教員と積極的に連 を取り合い、実習開
前の課題提示と実習の進め方、実習 後のフォ
ローアップを含めて学生の教育に関して連携を
化する。
・対象者に実習の目的や方法を説明し、学生・対
象者ともに主体的に取り組めるよう関係を構 す
る。
・評価・治療ともに①見る、②模 する、③実践
する、④助言により修正する流れを し、不安

減と学習につなげる。
・期間中に医師・看護師・ 護士・理学療法士・
言語 覚士・ 理栄養士・医療相談員と情報共有
する場を設定し、他職種協業を理解する。
・ 業・ 業時間を順 し、自 での学習時間を
確保する。
・会議や 理業務を含めて、実際の業務により多
く触れ、時間 理など経験から学 ことを促進す
る。
・リスク 理しながらも、極力学生が 割を担う
ことで 任能力を養う。
・スーパーバイザー・サブバイザー制度により、

った指導を 制し、コーチング・ティーチング
を場面によって使い分け、学生行動の理由付けを

化する。
・作業療法の 力を感じられるように、対象者と
学生に作業を通じた交流を設定する。
・バイザーの業務 に配慮し、指導に専念できる
環 を整える。

）臨床実習指導：日本作業療法士協会臨床実習
指導者研修全課程修 （認定番号 号）

平成 年 月
～

平成 年 月
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年月日事項 概 要

平成 年 月

）奈良県作業療法士会主 現職者共通研修
「作業療法における協業・後 育成」講師

平成 年 月
～

平成 年 月

平成 年 月
～

平成 年 月

（院外での講演）

）リハビリテーション部新人研修会講師

）看護師卒後 年研修講師

）第 回 城大学リハビリテーション研究会
「 年間の 」シンポジスト

城大学リハビリテーション学部の学生および卒
業生を主体として構成される研究会において、
「 年間の 」の題目でシンポジストを務め
た。作業療法士として臨床で 事し、 年が経過
した今感じることをテーマに、これまでの経験を

り返り、特に病院から地域への働きかけの重要
性を語った。また、経験的根 に基づく福 機

・自助具の 定から、神経難病患者への評価ポ
イントなど教科書や論文にあまり述べられていな
い事項に留意して、若手作業療法士に取り組みを

した。

看護師の卒後教育の一環として、他職種協業を目
指した「リハビリテーション専門職の 割」に関
する講 を行った。
講 内容は、①「リハビリテーション・看護の定

」について、日本理学療法士協会・日本作業療
法士協会・日本言語 覚士協会・看護協会の定
を の を用いて共通する 域および専門性の
い 域について事例提示を用いて説明を行った。
次に、②「作業療法士が臨床で使用する評価法」
について、当院で日常的に使用する身体機能評価
（関 可動域、 力、感覚など）・神経心理学的
評価（認知機能、自己効力感や満足度、うつ度な
ど）の評価目的と結果の解 方法、目標や治療設
定との関連について説明を行った。③「リハビリ
テーション職と看護師の連携」について、①②の
内容から専門性の理解を促した上で、対象者を主
体とした目標設定・共有の方法、対象者の みを
日常生活に導入する方法について、どのような

が必要か・可能かについてグループワークを行
い、実践で活かせるように留意した。

本研修会は日本作業療法士協会の定める生 教育
制度にある基礎研修で、若手作業療法士の育成を
目的とした研修である。平成 年から年 回計 回
講 を担当した。

津 池病院では、リハビリテーション部の新入
職の職員（作業療法士・理学療法士・言語 覚
士）を対象に週 回・通年で研修カリキュラムを実
施している。その中で、「認知症のひとの理解」
（平成 年まで）、「患者心理について」（平成

年以 ）の講 を担当し年 回の講 を計 回
行った。
両担当講 で重点指導事項として、はじめにひと
を対象とした職種であることの理解を促した。研
修の具体的内容は、①「 理的配慮の 」とし
て接 の 、 人情報保護、安全 理に触れ、

患特異性を考慮した関わり（特に意思の表出が
困難な対象者との関わり）について説明を行っ
た。次に、②「科学的根 のある治療の必要性」
について、な 常に自己研 ・知識のアップデー
トが必要かを中心に著書や論文における理論の変

を提示し、経験に基づく対象者のニーズ（より
良い治療方法 の 利）を合わせて説明を行っ
た。③「対象者の思い」について、経験に基づく
具体的事例を提示し、神経心理学的評価の結果と
合わせて説明を行った。同時に、グループワーク
を実施し、自身の推察と他者の考えを比 し、違
いを体験することで、対象者主体の考え方につい
て学習する機会とした。

平成 年 月
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年月日事項 概 要

平成 年 月

平成 年 月

医療法人弘 会南和病院看護師研修会において、
講師を務めた。療養病院である南和病院では、入
院患者の大半を高齢者が め、認知症をもつ人も
少なから 存在する。そんな現場で働く看護師の
困りごととして、 や 護 、 など認知
症の行動・心理症状への対応が挙げられ、行動観
察法の から具体的な対応方法について作業療
法士の視点から考え方を説明した。講 内容は、
①出来ないことだけではなく出来ること（ み）
の 、②行動の え方・評価方法、③変性・進
行 患の特徴を中心に、前半は講 、後半は事例
を用いたグループワークを行った。認知症の支援
ではなく、認知症をもつ人の支援であることを
調し、生活 の解 や、意 ある作業の支援方
法、 制ではなく共同するための心理コントロー
ルについて説明した結果、グループワークでは、

み（作業）を活かしたケア実践につながる考え
や意見が多くみられた。

）医療法人弘 会南和病院看護師研修
「認知症をもつ人の支援」講師

）奈良県吉野 大 護予防教
「いきいき れあい教 」講師

）奈良県 所市 護予防講
「認知症の理解と予防」講師

奈良県吉野 大 の地域住 を対象に、 所の
護予防教 で「認知症・高齢期うつ病の理解と

予防」の題目で講師を務めた。認知症や高齢期う
つ病の啓発を目的に、①加齢と認知症の違い、②
予防のための生活習 、③早期診 ・早期治療の
重要性について教授した。同時に、地域で見 り
を 化し、気付いたら相談することを 頼し、相
談方法と相談場所の確認を 場職員とともに行っ
た。

奈良県 所市の地域住 を対象とした 護予防講
において講師を務めた。市内では、認知症カ

フェやサロンが行われているが、参加者数が少な
く周知出来ていない現状があった。そのため、あ
らためて認知症の理解と予防の重要性について啓
発することを目的とした。具体的な内容は、①認
知症と加齢性もの れの違い、②早期診 ・早期
治療の重要性、③日常生活で実践できる予防方
法、④地域での取り組み とした。理解につな
がるように、説明時の言葉 びに配慮し、予防に
重要な運動や活動を体験しながら学習を った。
一 に参加した保健師からも、講 後に参加者か
ら地域の取り組みについて問い合わせがあった
が えられ、一時的にでも関心が高まっていると
の報告を受けた。

平成 年 月

平成 年 月 奈良県吉野 大 護予防リーダー養成講 に
おいて、講 資料提供を行った。講 内容は、①
全員が しむ方法、②二重課題・多重課題の導入
ポイント、③集団場面の注意点を中心に、レクリ
エーション考案・進行を 護予防リーダーが実践
できるよう配慮した。前半は講 、後半はレクリ
エーション計画のグループワークを設定し、他参
加者に することで学習 化を った。

）奈良県吉野 大 護予防リーダー
養成講 「レクリエーションの考え方」
講 資料提供
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年月日事項 概 要

平成 年 月

平成 年 月）奈良県作業療法士会主 現職者共通研修
「事例検討・事例報告」講師

平成 年 月
～令和 年 月

平成 年 月 奈良県吉野 大 の地域住 および認知症家族
を対象に、「やすら カフェ」をいう名前の認知
症啓発事業を実施し、講師・ファシリテーターを
務めた。講 では、認知症をもつ人とその家族を
地域で支えるをテーマに、実際に 護を経験した
家族 護者による講演の後に①認知症は特別な病
気ではないこと、②家族 護者を支援するための
コミュニケーション方法、③気付いた時の相談

について教授した。その後、カフェタイムには
グループワークで認知症 護の困りごとと支援方
法について話し合い、様々な意見が出るように各
グループにファシリテーターを配 したことで、
活発な意見交 が行われた。

奈良県吉野 吉野 のサロン（地域住 主体の取
り組み）の各リーダーが集まり、年 回開 される
交流会において、講師を務めた。目的は、それぞ
れのサロン活動報告への助言と、認知症予防を
全体で実現していく為には、各サロン活動に予防
の考えを取り入れる必要がある事を教授した。具
体的には、認知的アプローチの説明と実践効果に
ついて説明し、特別なことではなく日常のサロン
活動を することが重要であると説明した。後
半はグループワークで、サロン活動の困りごとと
目標（ 年）を考え共有を った。また、平成 年
度に認知症予防として作業療法士の支援を希望す
るサロンを 集し（ サロン）、月 回・ 年間の支
援したい を えた。

奈良県 原市の地域住 主体サロンで年 所
「運動を取り入れた認知症予防と認知症 期集中
支援事業について」の題目で講師を務めた。住
主体の 護予防活動が推進される中で、多くのサ
ロンでは運動やレクリエーションなど 成のプロ
グラムが継続して行われ、参加者も減少傾向にな
るなど、 れによる参加率低下が問題となってい
た。そこで、習 化された運動の中に しみの要

と多重課題による認知症予防方法を重点的かつ
具体的に教示した。また、難易度調整の考え方を
同時に えることで、 れによる参加者数低下予
防を った。次に、認知症早期診 ・早期対応の
ために、近 住 だから出来ることとして、気付
きから認知症 期集中支援事業に至るまでの相談

と具体例を提示し、理解と協力を 頼した。
行政・専門職だけ、住 だけではなく、互いに協
力し合う づくりの実現に向けて積極的に協力し
ていく の感想が かれた。

奈良県作業療法士会主 の事例報告会において、
講師を務めた。県内施設の作業療法士 名から、そ
れぞれ 事例・合計 事例（身体 域 事例、精神
域 事例）について発表があり、ファシリテーター
として進行を行うとともに、各事例の評価や経
過、考察について確認とアドバイスを行った。若
手作業療法士が多く受講することから、病態生理
と ・ 画像所見の解 、事例の全体像の整理方
法について詳細に説明を行った。また、作業療法
の視点を重要視し、①作業療法評価方法の確認と
効果 定の 切さ、②作業目標を対象者と共有出
来ているか、③ 院・ 所後の生活が想定されて
いるかを確認した。「人・環 ・作業モデル」を

に、より早期より作業療法士としての専門性を
意識した取り組みが出来るよう留意した。多くの
質 応答があり、発表者・受講者ともに充実した
という感想も多くみられた。

）奈良県吉野 大 地域住 への
認知症啓発事業「やすら カフェ」講師
ファシリテーター

）奈良県吉野 吉野 サロン交流会
「認知症の理解と予防」講師

）奈良県 原市認知症予防講
「運動を取り入れた認知症予防

と認知症 期集中支援事業に
ついて」講師
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年月日事項 概 要

平成 年 月

平成 年 月

令和 年 月

令和 年 月

令和 年 月

なし

５ その他

奈良県立大 高校 医療・看護コースの 年生 名
を対象に、「認知症サポーター養成講 」を実施
し、講師およびグループワークのファシリテー
ターを務めた。認知症サポーター養成講 のカリ
キュラムに って解説を行うとともに、地域の高
校生が認知症に関する知識をもち、積極的に地域
活動に参加することの意 について教示する。ま
た、グループワークを通じて認知症をもつ人への
支援方法を検討し、主体的な取り組みにつながる
ように配慮する。

）奈良県立大 高等学校医療・看護コース
「認知症サポーター養成講 」講師

ファシリテーター

）奈良県作業療法士会主 現職者共通研修
「実践のための作業療法研究」講師

）奈良県作業療法士会 現職者 研修
「 年期のトピックス」講師

令和 年 月 奈良県作業療法士会の会員約 名に対し、認知症
や ・ 環 患を中心に 年期の 患特性
やその評価、支援方法について講演を行った。

）奈良県作業療法士会主 臨床実習指導者講
習

講師

本研修は厚生労働省が定める臨床実習指導の要
となる研修であり、近 の作業療法会員約 名
に対して、臨床実習に関する理論と実践を 学お
よびグループワークの講師を務めた。

大阪府作業療法士会 ブロック学会にて、教育講
演の講師を務めた。参加者は大阪府作業療法学会
に所 する作業療法士であった。講演では、認知
症のある高齢患者の と 事に焦点をあて、評
価から支援の実際について経験と研究をもとに報
告した。協力 いたスタッフからも、理解が深
まった の感想がきかれた。

）認知症の人と家族の会 奈良県支部 特別講
演

「知ってほしい、作業療法士の仕事」講師

令和 年 月

） ブロック 学会
「認知症をもつ人の作業療法： 事・ の評

価
と支援」講師

平成 年 月
令和 年 月

本研修会は日本作業療法士協会の定める生 教育
制度にある基礎研修で、若手作業療法士の育成を
目的とした研修である。平成 年から年 回計 回
講 を担当した。

）奈良県作業療法士会 事業部研修会
「 機能 害の作業療法」講師

令和 年 月

平成 年度から認知症の人と家族の会との連携が
開 され、認知症の当事者と家族に対し、作業療
法士の視点からお手 いできること、一 に取り
組めることをテーマに講演を行った。

奈良県作業療法士会の会員約 名に対し、作業療
法士の専門である日常生活動作、特に に特化
し、評価から支援について講演を行った。
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年月日事項 概 要

年月日

平成 年 月

②認定作業療法士取得 平成 年 月

平成 年 月

（院内業務）

第 号

大阪府立大学第 号
論文題目「地域在住高齢者における計画を重視し
た集団調理 入の効果」

３ 実務の経験を有する者についての特記事項

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

認定番号

１ 資格，免許

事項 概 要

なし

２ 特許等

③修士（保健学）

平成 年 月
～

平成 年 月

内科（ 性期病 、回復期リハビリテーション
病 、療養病 ）、精神科（一般 ）に勤務。

卒中、大 、 など中 患や整形
患、内科 患を中心に身体 害 域の作業療法

に 事した。 性期から回復期では自 ・施設
ともに 院先で必要な ・ 獲得に向けて身体
機能 ・生活機能 を中心に支援を行った。
特に、 院先の環 調査・調整を積極的に実施
し、 院後の生活を想起した を早期より病
生活に導入できるよう、医師、看護師、 護職員
との連携を重点的に行った。療養病 では、看取
りに関わることも多く、 末期の作業療法につい
て研修会等に積極的に参加し、支援を行った。ま
た、当院では精神科一般 においても、上記身体

患に伴い必要に応じた作業療法を実施してい
る。そのため、認知症や統合 調症を有す対象者
の、身体機能とともに精神機能・認知機能を考慮
した支援の実践を行った。院内では、月 回症例検
討会が開 されており、平成 年度の間に年
回、合計 回の症例報告を実施した。

）医療法人 池会 津 池病院
リハビリテーション部作業療法士

①作業療法士免許

リハ－566



年月日事項 概 要

主任として 年間、内科の 性期病 、療養病
の現場統括を担った。特に、療養病 において、

や関 可動域、身体活動 の に向け、職
種間で 助方法における相違を減らすようにデモ
ンストレーションの方法を看護師、 護職員と連
携してマニュアル化した。

）医療法人 池会 津 池病院
リハビリテーション部研究発表会演題発表

平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月

平成 年 月
～

平成 年 月

）医療法人 池会 津 池病院
リハビリテーション部レクリエーション
委員会委員長

年 月～ 月に 日間の日程で行われるリハビリ
テーション研究発表会において、 演題発表を行っ
た。
第 回「療養 におけるチームコミュニケーショ
ン 病 別検討会議を通じて（平成 年 月）」で
は、療養 の看護師とリハ職で月 回の会議を開
し、問題点や 点について話し合った。本会議
の実施前後において病 スタッフ 名にアンケー
ト調査を行った結果、リハ職とのコミュニケー
ションが りやすくなったと約 が答えた。しか
し、約 は検討会議の内容理解が難しいことがあ
ると答えた。他職種会議を積極的に行う上で相互
理解可能な表現・内容に留意する必要がある。
第 回「 高齢者の じこもり生活からの を
目指した症例（平成 年 月）」では、高齢者の
割獲得が活動 に える影響を明らかにすること
を目的とした。 歳代の 性心不全を有し、自
で じこもり生活を っていた高齢者に対し、
割獲得モデルを用いて病院内・デイサービス・自

での 割 獲得を目指した。結果、長 ・大
など 割の認識的 面に変化が生じ、 じこも

り生活からの を れた。年齢・環 に応じた
割を対象者・家族・サービススタッフが認識・

共有して支援することで、高齢者においても活動
は向上すると考えられた。

第 回「 患者への注意機能を中心とした治療
入の経験～ 神経ネットワークに着目して～（平
成 年 月）」では、 を有す患者の認知機能と
身体 式の みを えることと、 入による変化
を えることであった。注意機能や身体後方の運
動イメージに みが生じていた事例に、視覚・体
性感覚情報の顕在化を り、段階的に 頭指示や
代 を減らし 在化を った結果、身体描画など
質的評価が変化し、 や 子への移 動作は

助 が 減した。このことから、 をもつ対象
者にも認知機能に着目した を行うことは重要
であったと考えられた。

総勢約 名のリハビリテーション部の ・ 会
や 年会、スポー 大会、 ごとのイベント、
他職種との交流会を主 ・運営し、スタッフ間交
流を促すとともに、心理的ケアを目的にイベント
開 を担い、企画・運営・広報・全体の統括を
行った。

平成 年 月
～

平成 年 月

）医療法人 池会 津 池病院
リハビリテーション部主任
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年月日事項 概 要

（院外活動）

）奈良県作業療法士会教育部部員活動 奈良県作業療法士会教育部の活動として、約 年間
部員を務めた。主に、奈良県内の作業療法士を対
象とした現職者共通研修・教育部研修会の年間ス
ケジュール立案、講師 頼、会場調整、案内文の
作成、広報、受講者 理、司会を担い、期間中ス
ケジュール通りに研修の運営が行えていた。

）医療法人 池会 津 池病院
リハビリテーション部係長

平成 年 月
～

平成 年 月

係長として 年間、精神科における身体 害合 症
におけるリハビリテーション（作業療法・理学療
法・言語療法）を統括した。他院や他施設にて対
応が難しいと され、行動・心理症状の 減と
身体機能向上の 方を目指す必要があり、認知機
能低下を有す際の身体機能向上過程に生じる転
リスクへの対応、活動制 の 減に取り組んだ。
また、精神科医や精神科看護師に対し、 会を
行い早期より身体機能 の必要性を啓発した。
また、認知症を有す場合には、自 への 院が困
難となるケースも多く、家族へ 別での 護方法
指導や 担感の傾 、出来ることへの理解を促
し、可能な り住み れた自 への 院促進に取
り組んだ。
内科、精神科に関わら 、身体リハビリテーショ
ンが実施されている全対象者で、必 月 度・各対
象者 分程度、医師・看護師・理学療法士・作業
療法士・言語 覚士・医療相談員・ 理栄養士が
集まりカンファレンスを実施している。このカン
ファレンスの総括を担い、各部門の現状報告に加
えて、身体機能や 、生活の予後予 における
観性の確保、目標の確認と な 院促進に向け
た連携指導・情報の整理に めた。同様に、地域
包括ケア病 （ 性期病 ）の入院時カン
ファレンスや各病 の 院前カンファレンスでは
司会を務め、当事者、家族、 護保 サービス
（ケアマネジャー、施設スタッフ）が相互に意見
を出し合う 気作りと情報の整理に めた。
当法人では、住 改修・福 機 導入に際し、病
院・ 護 人保健施設のスタッフが集まる環 調
整カンファレンスで必 認を受ける必要があ
る。平成 年度より当カンファレンスでの総括を
担い、①対象者・家族の意向を反 しているか、
②動作と 方案が合 しているか、③実用性・将
来性が確保されているかを し を行った。
また、家族や医師への説明において、理解が得ら
れにくい場合や業者・ケアマネジャーへの 方案
説明において、 任者として同行し 加説明を
行った。

）医療法人 池会 津 池病院新規事業企画会議
「できること検討委員会」委員

当院における新規事業を考え、企画書を作成し、
委員長（リハビリテーション部部長）が理事会に
て提案を行う。具体的内容は、①医療・ 護連携
の取り組み、②地域連携の取り組み、③利用しや
すい病院作り、④働きやすい環 の整備を中心に
新規事業の検討・立案を行った。会議は ～ 月に
度行われ、現在までに院内デジタルサイネージ・
リーフレットの設 や 護相談教 の開 、フッ
トサルコートの 設企画を行った。

当院では、年 回リハビリテーション部主 で、他
職種合同による研究発表会を開 している。当研
究発表会の実行委員長として、 年間企画・広報・

録作成・予算 理・運営・司会業務にあたると
ともに、実行委員長として全体の統括を行った。

平成 年 月
～

平成 年 月

平成 年 月
～

平成 年 月

平成 年 月
～

平成 年 月

）医療法人 池会 津 池病院
リハビリテーション部研究発表会実行委員長
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年月日事項 概 要

平成 年 月

）第 回近 作業療法学会学会運営委員

日本作業療法士協会が作業療法の質担保を目的に
推進する事例報告・登録制度において、「回復期
リハ病 における 高齢事例への「参加」に対す
る働きかけ～ 割獲得に着目して～」、「園芸を
通じ内発的動機づけの向上を認めた一事例」の 事
例が 査の結果合格し、事例集として公開され
た。

平成 年 月

）奈良県作業療法士会事業部 部長 奈良県作業療法士会事業部の活動として、約 年間
部長を務めた。年度 めには、年間 本の事業

部スキルアップセミナーと年間 本の事業部研修会
を企画し、日程・講師の 定・ 診（連 は部長
が実施）、会場予約、各講師への 頼文作成、

・ 親会設定、講師料の準備、 ームページ
新と他府県への案内 頼、参加者の 理を行っ
た。また、当日は司会と参加者案内、総括を担っ
た。企画では、参加者が を ち、積極的に参
加したいと思える内容に留意し、 回 名程度の
参加者に研修会希望を 取し、出来るだけ奈良県
作業療法士会員の意見を集約し、開 した。
研修以外で、パーキンソン病や など奈良県内で
在 支援が不十分であると考えられたため、パー
キンソン病家族の会や奈良県神経難病支援セン
ターに 接作業療法士の活動内容を説明に い、
同意のもと支援体制の構 に めた。結果、地域
保健師および家族会より 々に 頼があり、在
支援の一員として活動の実施に至った。特に、作
業療法士はその専門性が周知されていないことが
多く、専門性を えられるよう 力した。その結
果であると考えられた。

奈良県作業療法士会が主 する、症例発表会にお
いて「 を した症例～ ロを
目指して～」の題で発表を行った。 被 出 後
の後 症として、 と注意 害を
し回復期リハビリテーション病 に入院した症例
に対して、身体 式 構 を目的とした感覚促通

に加えて、実際の環 にて視覚的 を用いた
立位姿勢の安定、病 連携による定時での リ
ズム確立を った。結果、 は 助となり、

は したという内容の発表であった。

平成 年 月
～

平成 年 月

奈良県で開 された近 県の作業療法士を対象と
した第 回近 作業療法士学会において、 回の運
営委員会議と当日の運営スタッフを担った。当日
の 割として、受付業務の 理を担い、 な受
付運営に めた。金 理・時間 理など大きな
問題はなく えることが出来た。

平成 年 月
～

現在に至る

）奈良県作業療法士会主 症例発表交流会

）日本作業療法士協会「事例報告登録システ
ム」事

例登録
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年月日事項 概 要

平成 年 月

作業療法士・理学療法士・言語 覚士向けの研修
会を主 ・運営する の研修 頼を受
け、「中 神経 害の え方」について講師を
務めた。名古屋、大阪、東京、福岡で計 回開 さ
れ、受講者は約 ～ 名であった。講 内容は、

画像所見の解 から 機能解 および病態生理
の説明を中心に実施した。詳細には、立位姿勢制

と感覚 理、 進と 体外 の制 機
構、姿勢反 害のメカニズム、大 質－基

ループについて、歩行実行 に必要な神経ネッ
トワーク・ の関 について説明した。また、高
次 機能 害では、症状のみを えたアプローチ
ではなく、中 神経 害として機能 在と神経
ネットワークを えて根 に基づく予後予 ・治
療、 環 の調整につなげることを重点的に説明
した。講 の中では、治療動画や画像・事例を用
いて、臨床場面で活かせるように留意した。研修
後は、同名性半 事例への評価方法や姿勢調整
害の え方について質問を受け、アンケートでは
「実例が多く含まれていたことで理解しやすかっ
た」との意見があった。

奈良県作業療法士会認知症支援委員として、約 年
間支援委員の統括 と積極的な実践に務めた。具
体的には、各市 村の認知症予防教 への参画や
啓発事業、認知症カフェの企画支援、認知症サ
ポーター養成講 の支援、認知症家族教 のアド
バイザーとして 頼を受けて実施した。また、奈
良県内の各市 村と作業療法士の協業体制につい
て情報を集約し、広報誌への掲載を年 回実施し
た。平成 年度から多くの市 村で開 される認
知症 期集中支援チームへの作業療法士参画を目
的に 場を 問し、作業療法士の専門性について
啓発・説明を行った。現在、南和地域では 市 村
で連携を っており、今後さらに 大していくよ
うに啓発に める。同時に、奈良県作業療法士会
員の認知症支援技術向上を目的に企画を検討して
いく。

本学会の運営委員を担い、平成 年 月から 回の
会議に参加し、当日は受付業務を担当した。受付
係の配 と会場設営に配慮し、学会では大きな問
題なく無事に えることができた。

） 法人 主 セミナー
「中 神経 害の え方」講師

平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月

）奈良県作業療法士会認知症支援委員会委員

）第 回奈良県作業療法学会運営委員 平成 年 月
～

平成 年 月

平成 年 月
～

現在に至る

）奈良県吉野 下北山村への在
アウトリーチ支援

奈良県作業療法士会事業部として、吉野保健所の
頼を受けて奈良県吉野 下北山村への在 アウ

トリーチ支援を 事例実施した。 問の目的は、①
生活機能評価、②福 機 ・環 調整支援、③身
体機能 の指導、④家族への 助指導とし
た。 問した地域は、山間部にあり、在 サービ
スが整備されていない状況であった。具体的な支
援では、内服状況の確認と自主 の指導、 ー
バーフレームのリース、 報ベルの 、園
芸環 の整備など多 であった。共通点として、
対象者が望む生活の継続支援に向けた助言で、評
価結果と支援内容は紙面とともに保健師、主治医
へ報告を行った。
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年月日事項 概 要

平成 年 月

平成 年 月

第 回奈良県作業療法学会のランチョンセミナーに
おいて、講師を務めた。講演内容は、①認知症
期集中支援チームとは、②支援チームにおける作
業療法士の 割、③啓発活動の重要性であった。
認知症 期集中支援チームは、自律生活のサポー
トを行うことが目的であり、チーム員が 先度を

し 回 問から 月の 入支援を行う点を説
明した。また、評価ではエピソードや経過の他に

、 や 、 、身体機能・ 評価
を行うこと（各評価の概要とともに）を説明し
た。作業療法士は、評価の解 をもとに医療・
護の専門職間における 達 でもあり、生活機能
を調整する中 的 割を担うことを 調した。加
えて、支援の実際では、信頼関係の構 が不可
であり 患の特性からも難しさがあることも し
添えた。

平成 年 月
平成 年 月
平成 年 月

奈良県作業療法士会主 の事業部研修会において
平成 年から 年間継続して「認知症における作業
療法実践」の講師を務めた。研修内容は、①認知
症の病態生理、②認知症の行動心理症状の え
方、③事例 、④認知症に関する最新の知見

を中心に した。特に認知症は の変性であ
ると同時に、日常生活で する症状が中 症状
か環 ・ 人因子に伴う症状か、つまり可 性が
あるか かについて、 観的評価と解 の方法を
示した。また、早期に病態を え、生活における

・福 機 の 、環 調整、 みの理解と家
族支援を実施することの重要性を 観的根 を示
しながら説明した。平成 年度の講 からは、認
知症における 末期の え方を含めて、病院から
在 で働く作業療法士が予防から 末期まで包括
的に認知症をもつ人の支援を実践できるよう配慮
した。

）奈良県作業療法士会事業部研修会
「認知症における作業療法実践」講師

）日本作業療法士協会主 第 回作業療法
全国研修会奈良会場運営委員

平成 年 月

奈良県作業療法士会事業部として、奈良県香 市
の保健師からの 頼を受けて、 患者 事例への
在 アウトリーチ支援を実施した。 問の目的
は、①コミュニケーション評価と 存機能で活用
可能な ールの 、② 動作環 ・福 機
の評価、③家族支援（ 助指導含む）であった。
事例のディマンドはパソコンを使用したメール・
コミュニケーションの継続であり、手指の 力・

性低下がみられたものの、スイッチ 作は可
能であったことからスイッチの 応評価と の心
やハーティラダーなど ールの を行った。ま
た、下 機能の 存を評価し、 いす 作やトイ
レ内 助方法について実際に家族指導を行った。
保健師とともに、 の思いの 取と、 機など
必要となる医療機 について説明した。特に注意
した点として、対象者の認識と 観的状況に 離
が生じていたため、心理面には十分に配慮した。
これら評価と支援した内容については、紙面とと
もに主治医への報告を実施し、地域の 問看護ス
タッフへ継続フォローを 頼した。

）第 回奈良県作業療法学会ランチョンセミナー
「認知症 期集中支援チームの概要」講師

本研修会において、当日の受付業務を担った。全
国から受講者が参加する大規模な研修であったた
め、事前登録を含め会計の不一 が生じないよう
留意した。大きな問題はなく、受付業務を える
ことが出来た。

）奈良県神経難病患者アウトリーチ支援
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年月日事項 概 要

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月）ウェルネスコンシェルジュ協会主 研修会
「認知症をもつ人の支援」講師

）第 回奈良県作業療法学会 長

式会社ケアプラスに所 する 問医療マッサー
ジ師 名を対象に、「認知症をもつ人の支援」の
講師を務めた。講 内容は、①認知症の病態生
理、②認知症の行動・心理症状の え方、③認知
症をもつ人の理解であった。特に、受講者は在
医療 域が中心であったため、在 生活での評価
のポイントとして身体機能・認知機能を含めて、
出来ている事と難しくなった事の整理、家族の思
いの傾 方法について説明した。また、進行や症
状変化のポイントをまとめ、変化を認めた際の相
談・報告・連携の方法について確認した。研修会
後は、 や被害 想時の対応方法、その人らし
さを大切にするためのポイントについて質問が
あった。

）日本作業療法士協会認知症推進委員

日本作業療法士協会・奈良県作業療法士会共
で、認知症支援においてすべての 域の作業療法
士が参画出来るように人材育成を目的とした研修
会の講師を担った。講 内容は、①日本・ の
認知症、②認知症の病態生理、③認知症の行動・
心理症状、④認知症をもつ人の生活支援の実際、
⑤事例のまとめ方、 奈良県の認知症施策であっ
た。 学を中心に、平成 年度は 名の参加があ
り、研修会後には認知症支援委員として新たに
名が支援委員への参画を希望した。平成 年度以

も継続し、全会員の受講を目指していく方 と
した。

学会では、身体 がい 域の発表 演題の 長を務
た。 長業務の中では、発表者の意 と目的の理
解に めるとともに、 講者特に若手作業療法士
が内容を理解し、質問がしやすいように配慮し
た。結果、受講者から積極的な質問があり、発表
者にとってもさらに研究を進展させる一助になっ
た。

平成 年 月
～

平成 年 月

学会では、近 内の各施設・大学で働く作業療
法士が実行委員として参加したため、 回の会議の
他、情報共有に を用いて、効率化を っ
た。 割として、会計および受付業務、備 準
備、生 教育基礎ポイント 理、特別講演・教育
講演講師との連 係を担い、想定した予算内で学
会の全 程を することが出来た。また、受付
においても大きな なく、 に えることが
出来た。少数スタッフでの運営であったが、 回
な会議による交通費・会議費の 加を えたこと
で、予算内で効率的に実施出来、 りない運営に
至った。

奈良県作業療法士会会長の推 により、日本作業
療法士協会の認知症推進委員に奈良県作業療法士
会を代表して参加した。平成 年 月に開 され
た年 回の都 府県推進委員会会議の出 と、会議
で得た情報の奈良県作業療法士会員への 達、奈
良県内における認知症支援状況の集約と日本作業
療法士協会への報告がこれまでの主な 割として
実施した。

平成 年 月
～

令和 年 月

）第 回日本作業療法研究学会学術大会
運営委員

）日本作業療法士協会・奈良県作業療法士
会共 「認知症アップデート研修会」講師
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年月日事項 概 要

平成 年 月

平成 年 月

平成 年 月

なし

４ その他

）奈良県作業療法士会事業部研修会
「 関 機能 害へのアプローチ」講師

奈良県作業療法士会主 の事業部研修会において
「 関 機能 害へのアプローチ」の講師を務め
た。本研修会では、作業療法士にとって重点的に
行われる 関 の評価・治療に着目し、講 前半
では① 関 の解 ・基礎知識、② 関 機能
害の評価（中 患・整形 患）、③ 関 機能

害へのアプローチについて 学にて説明し、後
半では受講者 名 つデモンストレーションを行い
ながら 別に実技指導を実施した。特に、 関
の評価では、同一の であっても姿位によって作
用が異なる点の理解に留意し、視診・触診から基
本評価方法と解 ・アプローチへの一連の流れを
教授した。講 後は多くの質問があり、日 の臨
床で実技を学 場の少なさと継続教育の必要性が
示された。
バリアフリー の作業療法ブースにて、相談業
務・福 用具・支援機 の展示説明（身体 がい
者用）を担当した。相談業務では、グループ ー
ム入所者への生活機能 方法や運動 の
減・ 助方法について相談を受けた。また、機
展示では、 具 定に関する質問や使用方法、
体補助具の作成方法について質問があった。

平成 年 月

）バリアフリー 作業療法ブース担当

研修は、日本作業療法士協会と奈良県作業療法士
会の共 であり、運営スタッフとして受付、会場
設営、 手配、 親会設定、会場案内を務め
た。参加者数は 名で、受付および会場運営にお
いて問題なく えた。

）第 回近 作業療法学会運営委員 第 回近 作業療法学会の運営スタッフとして受
付、会場 導係を務めた。参加者数は 名で、受
付および会場運営において問題なく えた。

）第 回 機 レンタル事業
「作業療法士が行う 活用支援説明会」
日本作業療法士協会・奈良県作業療法士
会共 研修会運営スタッフ
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年月日事項 概 要

著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）

なし

（学術論文）

単 著 平成 年 月

（修士論文）

共 著 平成 年 月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「地域在住高齢者における
計画を重視した集団調理

入の効果」

大阪府立大学 本研究の目的は，調理計画を重視した集団調理
入が地域在住高齢者の認知機能に及ぼす効果

と在 生活に 化し調理 度が 加するかにつ
いて調査することであった 対象は地域在住高
齢者 名で，調理計画群 名 計画を重視した集
団調理プログラム ，調理実施群 名 調理実践
プログラム ，対 群 名 調理以外のプログラ
ム に週 回 月間プログラムを実施し， 入前
後での認知機能，心理機能，社会行動の効果に
ついて比 検討した 結果，調理計画群は 入
によって認知機能が有意に改善し， 入後は他
群に比べ うつ傾向が低く，交流 度が多い結
果であった これらのことから，調理計画を重
視した集団調理 入は，対象者の認知機能を高
め，認知症予防の一助になり得ると考えられ
た また，対象者同士のコミュニケーションや
主体的な 割 行が促され， うつ傾向改善の
可能性が示唆された （頁数： ）

「認知症作業療法にお
ける家族 護者の思
いを重視した 末期
ケアプログラムの実
践」
査読付

作業療法ジャーナル
第 巻 号

本報告では，家族 護者の思いを重視した 末
期ケアプログラムを実践し， 末期の認知症の
人（ 氏）と家族（ ）への支援のあり方につい
て考察することを目的とした 作業療法では，
①身体機能の ，② 染みのある作業の継続
を行い，多職種連携にて③ の身体的ケア参
加，④自 への外出を支援した 結果， 氏は入
院 週目に死 院となったが， は希望で
あった身体的ケア参加や自 への外出を果たし
た また， 末期ケア移行期，病 ケア参加
期，自 への外出期の への評価では， 護
担感 度は， 点， 点， 点と，幸福感 度
は， 点， 点， 点と，うつ 度は， 点， 点，
点と改善傾向を示した 今回，認知症の 末期

ケアにおいて，家族 護者の語りを促し，その
思いに沿った支援が家族の心 りと不全感を
減した このことは，後に家族が前向きな生活
を 獲得する一助になり得たと考えられた
◎ 内善 ，東 秀

「身体合 症を有す重度
認知症患者の死 転
に関連する入院時情報
の特徴 作業療法評価
を含めた探 的調査」
査読付

共 著 平成 年 月 年精神医学雑誌
第 巻 号

本研究では，当院精神科病床に入院した身体
合 症を有す重度認知症患者について，入院時
情報から死 転 に関連する要因を探 的に調
査した 調査項目は，基本情報，医学的情報，
作業療法評価情報に分け，自 または施設 院
患者 名 生存 院群 と死 院患者 名 死

院群 の間で 各変数について単変 解析，ロ
ジスティック回 分析を行った 結果， 下
害の有無，認知症の重症度， 存 患指数，認
知機能評価，認知症分類が死 転 の主な影響
要因であることが示された このことから，他
職種が連携し，入院時から 広く評価情報を共
有し，早期から 別性を重視した支援に取り組
む必要があると考えた
◎ 内善 ， 田イ リ，石橋 ，大西和
弘，東 秀 ， 基
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年月日事項 概 要

共 著 平成 年 月

共 著 平成 年 月

共 著 平成 年 月

共 著 平成 年 月

「身体合 症を有す認知
症患者の地域 院に関
連する入院時情報の特
徴」
査読付

日本認知症ケア学会誌
第 巻 号

本研究の目的は，身体合 症を有し精神科病
床に入院する認知症患者の自 または施設 院
地域 院 に関連する入院時情報の特徴を明ら

かにすることとした 方法は，地域 院患者
名 地域 院群 と入院継続患者 名 入院継続
群 の基本情報，医学的情報，作業療法評価情報
について，単変 解析，多変 解析で比 ・分
析した 結果，入院前の生活場所，家族 護者
の有無， の合計・移 ・ 事・
尿・ コントロ－ルで有意 を認め，地域
院の主な関連要因として家族 護者あり， 尿
コントロ－ルが良好であることが示された 結
果から，身体合 症を有す認知症患者の地域
院支援において， は他職種・家族と連携し入
院後早期に環 情報や を するとともに，

別性を考慮した 形態・ 助方法を検討し
機能改善に取り組む必要がある

◎ 内善 ， 田イ リ，石橋 ，大西和
弘，東 秀

「住 自主運営による認
知症予防プログラム実
践を目指した 年間の効
果：作業療法士と 護
職員，異なるファシリ
テーター 職種による
入効果への影響」
査読付

第 巻

本研究では，計画・実行・ り返りを重視し
た認知症予防プログラムを週に 回・ 年間実践
し，専門職から住 運営に移行した後の効果を
検 するとともに，ファシリテーター 職種 の
違いがもたらす効果と特徴を明らかにすること
を目的とした 結果は，集団式松井単語記 検
査の即時 生 回目 ， 回目

，山 字 号変 テスト
，交流 度 ，認知症予防を

意識した行動 で改善を認め，住 自主
運営への移行後も効果は 続した また，ファ
シリテーターの違いによって，集団式松井単語
記 検査の即時 生 回目 ，外出 度

，認知症発症への不安 で
を認めた このことから，認知症予防における
地域住 ・他職種との連携では，認知症の危
因子を共有し，認知機能，心理機能，生活習
の総合評価をもとに支援を実践する必要があ
る
◎ 内善 ，山中美 ，安田圭志，東 秀 ，
内藤 男

「身体 患を合 する精
神 患患者の自 院
に関連する因子の検
討」
査読付

理学療法学
第 巻 号

本研究は，身体 患を合 した精神科入院患
者において，自 院が可能であった患者の特
徴を明らかにすることを目的とした 年 月
～ 年 月の間に理学療法 以下， を実施し
た統合 調症および気分 害を有す患者 例を
対象に， 時の転 を自 群と 自 群に
群分けし，自 院に影響を及ぼす因子を検討
した 結果，自 院に影響を及ぼす因子とし
て，身体 患発症時の生活場所が自 ， 時
の 点以上， 時の

点以上，同 家族あ
りが 出された
◎石橋 ，林久恵， 内善 ，福田 ，
基 ，西田宗

「地域在住女性高齢者の
献立立案から取り組む
集団調理プログラムの
効果」
査読付

作業療法
第 巻 号

本研究の目的は，献立立案から取り組む集団
調理プログラムが地域在住女性高齢者の認知機
能と自 での調理 度に及ぼす効果を調査する
ことであった 対象は地域在住女性高齢者 名
で，献立立案 調理群 名，調理実施群 名に週
度・ 月間プログラムを実施し， 入前後で

認知機能，心理機能，社会的活動 の変化を比
検討した 結果，認知機能項目で 定時期に

よる主効果を認めたが，交互作用はなかった
また，調理 度の変化も両群で有意 は示され
なかった
今回の結果から，調理活動自体の認知機能改善
への効果は示唆されたが，献立立案課題単 の
認知機能・調理 度への効果は しく， 入手
法についてさらなる検討が必要である
◎ 内善 ，安田圭志，山中美 ，東 秀 ，
内藤 男
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年月日事項 概 要

（その他）

「学会発表」

－ 平成 年 月

－ 平成 年 月

－ 平成 年 月

－ 平成 年 月

「一般社団法人奈良県作業
療法士会による認知症予
防サロンへの取り組み報
告」

日本プライマリ・ケア連
合学会第 回近 地方会
（於奈良県社会福 総合
センター）

当学会では、奈良県作業療法士会の推 によ
り、認知症施策に関する作業療法士活動状況を
他職種に共有することを目的とした。奈良県吉
野 吉野 在住の高齢者地域サロンの参加者を
対象に、認知的手法を用いた 入を週 回 年間
実施した。結果、注意機能やうつ傾向の有意な
改善、交流 度の 加を認めた。しかし、他地
域で報告されている記 の自己効力感では有意
な変化はなかった。このことから、認知的手法
を用いた 入は、認知症予防に影響する可能性
があるが、自己効力感向上にはプログラム設定
に検討が必要と考えられた。また、認知症の当
事者および家族を対象としたカフェでは、参加
者が集まら 、開 が困難であった。このこと
は、地域特性を考慮し、参加しやすい場の設定
を 検討する必要があると考えられた。

「認知症高齢者の最期の外
出支援－“家”に込めた

の想い－」

第 回日本認知症ケア学
会大会（於神戸国際展示
場）

精神科一般 においても高齢化が著名であり、
来の身体的治療・認知的ケアに加えて、 末

期ケアが重視されている。本報告では、
性認知症を有し、 後に重度意識 害・
下 害を し 末期と告知された対象者とその
家族に対し、配 者のケア参加と自 への外出
を他職種で支援した。結果、家族の 護 担感
や うつ傾向は 減し、対象者の死後も配 者
は前向きな生活を 獲得できた。職人であった
対象者にとって、家は自ら て家族が集える大
切な 場所であり、配 者は家に連れて れな
かった後 の思いを く感じていた。この点か
ら、対象者の思いを実現することは、対象者へ
の支援であると同時に家族 護者にとっても重
要な支援であると考えられた。

「認知症予防サロン（ 護
予防 及啓発事業）にお
ける他職種連携を目指し
た取り組み－作業療法士
と 護職員による 入効
果の比 から－」

第 回日本作業療法学会
（於 市教育文化会
館）

奈良県吉野 吉野 において、認知症予防サ
ロン“スマイルくら ”の活動支援を実施し
た。スマイルくら は週 回水 日と金 日に開

され、参加者は水 日・金 日のどちらかを
自主 （ 日は 年間 定）した。内容と進行
は両 日とも同じとなるよう し、 回担当
者間で進行状況を確認した。認知的手法を
に、調理・ 作・講話・回想法・体 を行っ
た。本報告では、同一プログラムを 月間作業
療法士（水 日）・ 護職員（金 日）が分担
し参画した結果、ファシリテーターの違いに
よって、効果に 異が生じるかを明らかにする
こととした。結果は、両群間で開 時・ 月後
で有意 は認め 、健康意識行動の 加を認め
た。この結果から、プログラム内容や目的を共
有することで、地域における認知症予防活動は
他職種連携が可能であると考えられた。

「地域高齢者の“計画・実
行・ り返り”を重視し
た集団での調理プログラ
ムの効果」

第 回日本作業療法学会
（於名古屋国際会議場）

地域在住高齢者 名を対象に、計画・実行・
り返りを重要視したプログラムの認知機能・生
活機能への 入効果を検 した。検 では、調
理計画群 名、調理実施群 名、 入群 名
の 群で 月間の前後で群間比 を行った。結
果、記 機能や注意機能で調理計画群のみ有意
な改善を認めた。このことから、計画・実行・

り返りを意識した調理活動は、認知症予防の
一助になると考えられた。
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年月日事項 概 要

－ 令和 年 月

－ 令和 年 月

「せん 発への不安 減
により自 院を実現し
た 事例：認知症高齢者の
エンパワーメントを目指
した取り組み」

第 回日本認知症ケア学
会大会（於国立京都国際
会館）

感染症により精神科一般 に入院し、せん
と うつを した認知症高齢患者において、エ
ンパワメント促進を目標に日常生活場面で自己

・自己決定を支援した。その結果、せん
の に加え、せん 発や 院後の生活への
不安が 減し、自律した生活の 獲得に至っ
た。このことから、認知症のある高齢患者にお
いても、自己 ・自己決定を重要視し、本人
らしい生活 獲得に向けた作業療法支援が重要
であると考えられた。

「回復期リハビリテーショ
ン病 から自 院した
大 近位部 患者の
特徴 ：認知症合 の有無
に着目して 」

第 回日本作業療法学会
（於福岡国際会議場）

近年、回復期リハビリテーション病院の入院患
者においても認知症を合 する割合が 加して
いる。そこで、回復期リハビリテーション病
に入院した大 部 患者 名を対象に、
認知症合 の有無が転 や日常生活動作の回復
に影響するかについて検 を行った。結果、認
知症を合 した患者の特徴として、高齢で入院
日数が長く、主 護者は子供の割合が高かっ
た。また、日常生活動作は入院時・ 院時とも
に有意な低下を示した。以上より、自 院を
目指した支援では、日常生活動作に加えて、主

護者など環 への配慮・支援が重要である。
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年月日

1）東海記念病院リハビリテーション部
臨床実習指導（半日見学）

平成24年8月
～

（毎年）

平成25年6月
～

平成25年8月

医療法人社団喜 会東海記念病院リハビリテーショ
ン部において，中部大学作業療法学科4年生の臨床
実習指導を行った（ケースバイ ー）．内容は症例
に対する評価・治療に関する助言やレポートの指導
である．

平成26年7月
～

平成26年8月

医療法人社団喜 会東海記念病院リハビリテーショ
ン部において，中部大学作業療法学科1年生の病院
見学の引率を行った．

４ 実務の経験を有する者についての特記事項

平成29年12月1) 東海記念病院リハビリテーション部
作業療法科 係長による評価

医療法人社団喜 会東海記念病院リハビリテーショ
ン部において 6年勤務し，回復期リハビリテー
ション，認知症サポート委員，がんリハビリテー
ション委員，介護予防事業等多 にわたる分野で活
躍をしていた.各領域に関する知識等はその都度自
身で 的に学習し，患者様への 元が行えてい
た.また，そのような が部内の後 の模範とな
るだけでなく，多職種からも信頼されており院内
強会や医師会での講師や発表の経験も豊富である.
研究活動に関しては自身の研究活動以外に後 の研
究活動へのアドバイ ーとして協力しており部内の
教育活動にも 献していた.臨床・研究・教育のい
ずれの観点からみても教育上の能力を十分に有して
いると評価する.

2）東海記念病院リハビリテーション部
臨床実習指導（総合実習）

3）東海記念病院リハビリテーション部
臨床実習指導（総合実習）

4）東海記念病院リハビリテーション部
臨床実習指導（総合実習）

医療法人社団喜 会東海記念病院リハビリテーショ
ン部において，中部大学作業療法学科4年生の臨床
実習指導を行った（スーパーバイ ー）．内容は症
例に対する評価・治療に関する助言やレポートの指
導である．

医療法人社団喜 会東海記念病院リハビリテーショ
ン部において，名古屋大学作業療法学科4年生の臨
床実習指導を行った（ケースバイ ー）．内容は症
例に対する評価・治療に関する助言やレポートの指
導である．

研 究 分 野

地域在住高齢者の健康増進

教 育 研 究 業 績 書

令和2年3月31日

氏名 中島 大貴

研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド

身体活動量，身体および精神心理機能

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

２ 作成した教科書，教材

なし

事項 概 要

１ 教育方法の実践例

なし

３ 教育上の能力に関する大学等の評価

平成27年6月
～

平成27年8月
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年月日事項 概 要

8）東海記念病院リハビリテーション部
 臨床実習指導（総合実習）

平成29年9月

12）地域在住の中高齢者に対しての認知症ケア
に関する講話

（愛知県春日井市一次予防事業）

平成28年8月

平成28年6月

平成28年6月
～

平成28年8月

9）地域在住高齢者（サロン参加者）に対しての
 認知症予防に関する講演

  （ 県下呂市社会福祉協議会下呂支部）

平成29年9月

愛知県春日井市にある医療法人社団喜 会東海記念
病院において実施されている，介護予防事業「さ
てんクラブ」が主 している健康講話の講師として
参加．地域在住の中高齢者に対して，自宅での認知
症ケアに関して講話を行った．

平成28年4月
～

平成28年12月

10）地域在住高齢者に対しての認知症ケアに
関する講演（ 県下呂市 本光 ）

県下呂市にある寺院本光 が主 する高齢者の
集いに講師として参加．地域在住高齢者を対象に認
知症予防に関する講演を行った．

11）認知症患者の介護者に対しての認知症ケア
に関する講演

（ 県下呂市社会福祉協議会下呂支部）

県下呂市社会福祉協議会が主 する「認知症介
護者の集い」に講師として参加．認知症患者の介護
者を対象に認知症ケアに関する講演を行った．

平成28年7月

平成29年1月
～

平成29年2月

5）東海記念病院リハビリテーション部
 臨床実習指導（総合実習）

6）東海記念病院リハビリテーション部
 臨床実習指導（総合実習）

医療法人社団喜 会東海記念病院リハビリテーショ
ン部において，日本福祉大学作業療法学科4年生の
臨床実習指導を行った．
（スーパーバイ ー），内容は症例に対する評価に
関しての助言やレポートの指導である．

医療法人社団喜 会東海記念病院リハビリテーショ
ン部において， 城大学作業療法学科4年生の臨床
実習指導を行った（スーパーバイ ー）．内容は症
例に対する評価・治療に関する助言やレポートの指
導である．

13）地域在住の男性高齢者に対しての健康講話
と運動指導

愛知県海部郡大治町の保健センターが主 する一次
介護予防事業である「じ じ体操クラブ」に講師と
して参加．地域在住の男性高齢者に対して，健康講
話と運動指導を行った．

平成29年9月
～

平成29年10月

医療法人社団喜 会東海記念病院リハビリテーショ
ン部において，平成医療 期大学作業療法学科3年
生の臨床実習指導を行った（ケースバイ ー）．内
容は症例の評価・治療に関する助言やレポートの指
導である．

医療法人社団喜 会東海記念病院リハビリテーショ
ン部において，中部大学作業療法学科2年生の見学
実習の引率とレポート指導を行った．

7）東海記念病院リハビリテーション部
 臨床実習指導（総合実習）

県下呂市社会福祉協議会が運営する「いきいき
サロン」に講師として参加．地域在住高齢者を対象
に認知症予防に関する講演を行った．講演は9 所
で実施した．
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年月日事項 概 要

平成30年10月

平成31年3月

22）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年7月

18）自立支援型地域ケア会議への出

19）社会福祉協議会職員および地域在住高齢者
に対する健康講話

20）地域在住高齢者に対する健康講話

令和1年6月

平成31年4月～

15）地域在住高齢者に対する健康講話 奈良市登美 地域包括支援センターが主 する
「POUTO」において，認知症予防に関する健康講話
と運動指導を行った．

16）地域在住高齢者に対する運動指導 平成31年3月 奈良市登美 地域包括支援センターが主 する
「ローレル会健康体操」において，認知症予防の運
動「マットス」を紹介し，指導及び実施をした．

17）地域在住高齢者に対する健康講話 平成31年4月 アップル学園前およびローレル会が主 する高齢者
を対象にした 強会において，「認知症と身体活
動」というテーマで講演および運動指導を行った．

奈良市登美 地域包括支援センターが主 する
「ちょこっとサロン」において，「認知症と身体活
動」というテーマで講演を行った．

21）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年7月 奈良市登美 地域包括支援センターが主 する
「元気アップなら講 」において，「認知症と身体
活動」というテーマで講演を行った．

奈良市登美 地域包括支援センターが主 する
「自立支援型地域ケア会議」に出 し，作業療法士
の視点からケアプランへの助言を行っている．

令和1年6月

登美 地区社会福祉協議会が主 する登美 地
区社会福祉協議会総会において，「介護予防-いつ
までも元気でいられるように今から心掛けておくこ
と-」という内容で講演を行った．

（公財）奈良市生 学習財団登美 公 が主
する「ひとみ学級」において，「健康寿 を延ばす
ために」という内容で講演を行った．

14）登美 カレッジ 奈良学園大学が主 する市 公開講 「登美 カ
レッジ」において，「住み慣れた環境で安心・安全
で暮らすために」というテーマで講演を行った．加
えて新設されるリハビリテーション学科や作業療法
士の説明をした．
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年月日事項 概 要

令和1年10月 奈良市登美 地域包括支援センターが主 する
「ふれあい広場」において，「運動の大切さについ
て」というテーマで健康講話と運動指導を行った．

27）地域在住高齢者に対する健康講話

23）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年8月 奈良市登美 地域包括支援センターが主 する
「登美 地区元気いきいき講 」において，「認
知症予防における身体活動・運動の重要性」という
テーマで健康講話と運動指導を行った．

24）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年9月 奈良市登美 地域包括支援センターが主 する
「POUTO」において，「認知症と身体活動」という
テーマで健康講話と運動指導を行った．

30）地域在住高齢者に対する健康講話 奈良市登美 地域包括支援センターが主 する
「POUTO」において，「 痛予防」というテーマで
健康講話と運動指導を行った．

東登美 地区 生児童委員および登美 地区社
会福祉協議会が主 する「とみの里ふれあいサロ
ン」において，「介護予防と運動について」という
テーマで健康講話と運動指導を行った．

26）地域在住高齢者に対する健康講話

令和1年10月 奈良市登美 地域包括支援センターが主 する
「POUTO」の参加者を対象に，大学内見学および交
流会を実施した．

31）地域在住高齢者に対する健康講話 令和2年2月 奈良市登美 地域包括支援センターが主 する
「ローレル会健康体操」において，「 関 痛の予
防」というテーマで健康講話と運動指導を行った．

令和1年12月

令和2年1月

29）地域在住の若年者から高齢者に対する講演 （公財）奈良市生 学習財団登美 公 が主
する「登美 公 まつり」において，「楽

しい健康づくり・コグニサイズ入門」というテーマ
で講演を行った．

28）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年10月～ 奈良市二名包括支援センターが主 する「奈良市一
般介護予防事業」において，介護予防に関する講話
と運動指導を行っている．

25）地域在住高齢者に対する健康講話 令和1年9月
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年月日事項 概 要

年月日

平成24年4月

平成26年7月

平成26年11月

平成30年3月

平成31年

１ 資格，免許

５ その他

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

認知症対応向上研修 修了 第14-363号

２ 特許等

なし

修士（リハビリテーション学）

厚後援26年5-124号がんのリハビリテーション研修 修了

中部大学

論文題目「 変動が 地域在住高齢者の身体活
動量に及 す影響」

I000096マットスインストラクター

学校法人石田学園 城大学リハビリテーション学部
卒業生を対象に，卒後教育，自己研 となることを
目的とし，年2回の研究会をしている．これらのこ
とにより，経験年数の い後 の新人セラピストに
対し教員および経験年数の長い先 のセラピストが
指導する場となり，臨床現場への意 の維持・向上
を目的として、臨床現場の問題点に関するディス
カッションや問題の明確化を行った．

平成24年4月
～

平成27年3月

1） 城大学リハビリテーション研究会の企画と
 運営

愛知県が取り組んでいる「病院の認知症対応向上事
業」の活動報告会において，東海記念病院認知症サ
ポートチームの取り組み状況を報告した．

1）病院の認知症対応力向上事業での取り組み報告 平成27年2月
～

平成29年2月

2）第23回愛知県作業療法学会運営委員 平成27年5月 一般社団法人愛知県作業療法学会が主 の学術大会
に運営スタッフとして参加し，学術大会の準備・運
営業務に従事した．

４ その他

３ 実務の経験を有する者についての特記事項

1）身体障害領域，老年期障害領域・地域領域に
 おける臨床業務

  （医療法人社団喜 会東海記念病院）

平成24年4月
～

平成29年12月

医療法人社団喜 会 東海記念病院において，身体
障害・老年期障害領域（一般病棟，外来リハビリ，
地域包括ケア病棟，回復期病棟）の臨床を行った．
また，作業療法科リーダーとして，病棟でのカン
ファレンス，がんリハビリテーションチームや認知
症対応チームでの活動にも参加した．

2）奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション
   学科の 準備

平成30年1月
～

現在に る

奈良学園大学保健医療学部リハビリテーション学科
の に向けて，病院訪問や書類作成業務を行っ
た．

作業療法士免許 作業療法士名 登録 号 第68464号

事項 概 要
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

（著書）
なし

（学術論文）
共著 平成28年4月

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

1．Factors affecting
 the discharge

   destination on hip
   fracture patients who
   live alone and have
   been admitted to an
   impatient
   rehabilitation unit
（独居の大 近位部
  患者の 帰先に影響を及
  す要因）
 （査読付）

本研究の目的は，機能的評価と退院先との関係，
大 部 患者のリハビリ後の自宅退院にお
けるカットオフポイントの特定であった．多重ロ
ジスティック回帰分析の結果，FIMの認知スコア
が退院先に影響する重要な変数であった．また，
ROC 線分析において，認知スコア23.5点が自宅
退院のカットオフポイントであることが明らかに
なった．
本人担当部分：調査データの収集
共著者：Hayashi Hiroyuki, Iwai Midori,
Matsuoka Hiroka, Nakashima Daiki, Nakamura
Shugo, Kubo Ayumi, Tomiyama Naoki

Journal of Physical
Therapy Science, 28
（4）
p.1228-p.1232

2．Exploring the factor
   on sensory motor
   function of upper limb
   associated with
   executive function in
   community-dwelling
   older adults
（地域在宅高齢者の 行機
  能に関連する上 の感覚
  運動機能）
 （査読付）

本研究では，地域在住高齢者における上 の感
覚・運動機能と 行機能の関連性を評価すること
を目的とした．重回帰分析の結果，非利き手の手
指巧 性が 行機能と関連付けていることが明ら
かになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集
共著者：Hayashi Hiroyuki, Nakashima Daiki,
Matsuoka Hiroka, Iwai Midori, Nakamura
Shugo, Kubo Ayumi, Tomiyama Naoki

共著 平成28年8月 Nagoya Journal of
Medical Science, 78
（3）
p.285-p.291

本研究では，大 部 患者の精神心理機能
を明らかするために，地域在住高齢者と比較し
た．大 部 患者群は，MMSE，WHO-5が有
意に低く，GDS-15は有意に高く，Delta TMTは異
常値を示した．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，論
文添
共著者：岩井緑，林浩之， 中島大貴，中村守
吾，松岡 佳， 優太，久保歩，冨山直

3．ボールローリングエク
   ササイズは非利き手の
   手指巧 動作と 操作
   困難感を改善する：健
   常若年者を対象とした
   実験研究
  （査読付）

共著 平成28年10月 日本作業療法士協会学術
誌「作業療法」，35（5）
p.462-p.469

4．大 近位部 患者
   における精神心理機能
   に関する研究：地域在
   住高齢者との比較
  （査読付）

共著 平成29年4月 日本作業療法士協会学術
誌「作業療法」，36（1）
p.35-p.41

本研究では，健常若年者を対象にボールローリン
グエクササイズを行い，上 機能やADL動作への
効果を明らかにした．その結果，ボールローリン
グエクササイズが手指巧 動作と 操作困難感の
改善に寄 することが明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，論
文添
共著者：中村守吾， 中島大貴，川浦真未子，林
浩之

業績書－4
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

7．回復期リハビリテーシ
   ョン病棟入院の うつ
   ・アパシーを呈する認
   知症高齢者に対する集
   団料理活動の効果
  （査読付）

共著 平成29年8月 日本老年精神医学会学術
誌「老年精神医学雑誌」
，28（8）
p.899-p.903

8. 変動が 地域在住
   高齢者の身体活動量に及
   す影響

（修士論文）

単著 平成30年3月 中部大学大学院

本研究は，健常者若年者を対象に母指IP関 と示
指・中指PIP関 の機能的可動域を明らかにし
た．その結果，活動 行に要する 度は，母指IP
関 が44 /13 ，示指PIP関 が74 /-3 ，中
指PIP関 が78 /-12 であった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，論
文執筆
共著者： 中島大貴，中村守吾，川浦真未子，林
浩之

6．Upper-limb motor and
   sensory function in
   patients with hip
   fracture: Comparison
   with community-
   dwelling adults
 （ 関 患者における
  上 運動および感覚機
  能：地域在住高齢者との
  比較）
 （査読付）

本研究では， 関 患者32名と地域在住高齢
者32名の上 機能を比較し， 関 患者の上

機能を評価することを目的とした．その結果，
関 患者は握力，ピンチ力，手指巧 性，

包括的な手機能が著名に低下していることが明ら
かになった．
本人担当部分：調査データの収集
共著者：Hayashi Hiroyuki, Nakashima Daiki,
Matsuoka Hiroka, Iwai Midori, Nakamura
Shugo, Kubo Ayumi, Tomiyama Naoki

5．活動 行における母指
   指 間関 と示指およ
   び中指近位指 間関
   の可動域
  （査読付）

共著 平成29年6月 日本作業療法士協会学術
誌「作業療法」，36（3）
p.291-p.298

共著 平成29年6月 Journal of Back and
Musculoskeletal
Rehabilitation, 30（6）
p.1231-p.1236

本研究では， 地域在住高齢者を対象に，
による身体活動量の変動と② による生活活

動内容の変化を検討した．多重比較検定の結果，
Lifecorderで測定した歩数や低強度の活動時間は

に減少し，春 や夏 に増加することが明ら
かになった．一方で総エネルギー 量や中強度
以上の活動時間に 変動は認められなかった．
Physical activity scale for the elderlyを用
いて評価した生活活動は，「屋外での園 」のみ

に減少することが明らかとなった．(全58頁)

本研究では，認知症高齢者の うつ・アパシー改
善を目的に集団での料理活動を実施した．介入の
結果，対 群と比較して介入群では介入期間中に

うつの有意な改善が認められたが，介入終了後
の持続効果はなかった．一方，アパシー，QOLは
有意な改善は認められなかった．
本人担当部分：研究計画，介入，論文添
共著者： 優太，中澤 一，各務真菜，加藤美
樹， 中島大貴，岡村英 ，長谷川 ，竹田徳則
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

（その他）
「国際学会」

1. Ball Rolling Exercise
 Improves Finger

   Dexterity and
   Chopstick Operability
   of the Non-Dominant
   Hand in Healthy Young
   Adults
 （ボールローリングエクサ
  サイズは非利き手の手指
  巧 動作と 操作困難感
  を改善する）

本研究では，健常若年者を対象にボールローリン
グエクササイズを行い，上 機能やADL動作への
効果を明らかにした．その結果，ボールローリン
グエクササイズが手指巧 動作と 操作困難感の
改善に寄 することが明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，発
表資料添
共同発表者：中村守吾， 中島大貴，川浦真未
子，林浩之

平成26年6月 第16回世界作業療法士連
大会

第48回日本作業療法学会
（横浜）

-

10．Influence of seasonal
    variations on
    physical activity in
    older people living
    in mountainous
    agricultural areas

共著 令和1年11月 「Journal of Rural
Medicine」，14（2）
p.165-p.175

本研究では，地域在住高齢者を対象に， に
よる身体活動量の変動と② による生活活動内
容の変化を検討した．多重比較検定の結果，加
度計で測定した歩数や低強度の活動時間は に
減少し，春 や夏 に増加することが明らかに
なった．Physical activity scale for the
elderlyを用いて評価した生活活動は，「屋外で
の園 」のみ に減少することが明らかとなっ
た．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，論
文執筆
共著者： Nakashima Daiki, Kimura Daisuke,
Watanabe Hidehiro, Goto Fumihiko, Kato Miki,
Fujii Keisuke, Kasuya Eri, Tomiyama Naoki,
Hasegawa Ryuichi

2. Physical,
 psychological, and

   cognitive factors
   that have higher
   influences on physical
   activity in community-
   dwelling oldest-old
   women
  （地域在住高齢者におけ
   る身体活動量に影響を
   える身体的，精神的，認
   知的要因）

- 平成29年7月 Occupational Therapy
Australia 27th National
Conference and
Exhibition 2017
（Australia，Perth
Convention and
Exhibition Center）

本研究では， 高齢女性（85 以上）の身体活動
量に影響を える要因を明らかにすることを目的
とした．重回帰分析の結果，GDS-15のスコア（
うつ）が， 高齢女性の身体活動量に影響を え
る可能性が示 された．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，発
表資料作成，発表
共同発表者： Nakashima Daiki, Watanabe
Hidehiro, Goto Fumihiko,Kimura Daisuke,
Tomiyama Naoki, Islam Mohammod Monirul

9．心理的介入により 卒中
   後のapathyに改善を認
   め，ADLの回復へと
   がった一例
  （査読付）

共著 令和1年6月 「 神経内科」，90（6）
p.701-p.704

本研究では， 管障害後のApathyを呈した症例
に対して，認知症のApathyで有効とされる心理的
アプローチを実施し，その効果を報告した．心理
的介入を継続的に実施した結果，Apathyは改善
し，ADLの改善に がった．そのため，心理的介
入は 管障害後のApathyに対して有効であるこ
とが考えられた．
本人担当部分：研究計画，介入への助言，論文添

共著者： 戸敦， 中島大貴， 優太
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「国内学会」

第49回日本作業療法学会
（神戸）

4. Effects of elastic
 band-based resistance

   exercises on impaired
   cognition in
   community-dwelling
   older adults having
   mild cognitive
   impairment 
  （軽度認知障害を有する
   地域在住高齢者における
   認知障害に対するゴムバ
   ンド運動の効果）

本研究は，地域在住の軽度認知症高齢者を対象
に，認知機能に対するゴムバンド運動の効果を明
らかにした．ゴムバンド運動の介入前後で，The
Japanese version of Montreal Cognitive
Assesmentの得点が有意に改善することが明らか
になった．
本人担当部分：調査データの収集，発表資料添
共同発表者：Watanabe Hidehiro, Goto
Fumihiko, Nakashima Daiki, Mohammod
Monirul Islam, Hasegawa Ryuichi

3. Effects of group-
 based resistance
 exercise on social
 networking and mental
 depression in older
 adults

  （集団で行う 運動が
 高齢者のソーシャルネ
 ットワークと うつ状
 態に及 す影響）

本研究では，地域在住高齢者における上 の感
覚・運動機能と 行機能の関連性を評価すること
を目的とした．重回帰分析の結果，非利き手の手
指巧 性が 行機能と関連付けていることが明ら
かになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，発
表資料作成，発表
共同発表者： 中島大貴，林浩之，金田（松岡）

佳，市川（久保）歩，冨山直樹

本研究は，健常者若年者を対象に母指IP関 と示
指・中指PIP関 の機能的可動域を明らかにし
た．その結果，活動 行に要する 度は，母指IP
関 が44 /13 ，示指PIP関 が74 /-3 ，中
指PIP関 が78 /-12 であった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，発
表資料作成，発表
共同発表者： 中島大貴，中村守吾，川浦真未
子，林浩之

- 平成29年7月 Occupational Therapy
Australia 27th National
Conference and
Exhibition 2017
（Australia，Perth
Convention and
Exhibition Center）

- 平成29年7月 Occupational Therapy
Australia 27th National
Conference and
Exhibition 2017
（Australia，Perth
Convention and
Exhibition Center）

1. 活動 行における母指
   指 間関 と示指およ

 び中指近位指 間関
   の可動域

- 平成25年6月 第47回日本作業療法学会
（大阪）

2. 地域在住高齢者の注意
 機能に関連する上 機

   能の探索的研究

- 平成27年6月

本研究では，地域で高齢者の集団に運動介入を行
い，地域交流のある高齢者群と地域交流のない高
齢者群で，ソーシャルネットワークと精神機能に
どのような効果を示すか明らかにした．介入の結
果，地域交流のない群の方がソーシャルネット
ワークと精神機能が有意に拡大した．
本人担当部分：発表資料添
共同発表者：Goto Fumihiko, Watanabe
Hidehiro, Nakashima Daiki, Mohammod
Monirul Islam, Hasegawa Ryuichi
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

5. 独居の大 近位部
 患者の 帰先を分け

   るFIM得点に関するパ
   イロットスタディ

- 平成27年6月 第49回日本作業療法学会
（神戸）

6. 地域在住高齢者の生
   活機能に影響を及
   す上 機能に関する

 予備的研究

- 平成27年11月 第74回日本公 衛生学会
（長崎）

3. 大 近位部 患者
 における精神心理機能

   に関する研究：地域在
   住高齢者との比較

- 平成27年6月 第49回日本作業療法学会
（神戸）

本研究では，大 部 患者の精神心理機能
を明らかすることを目的に，地域在住高齢者との
比較行った．大 部 患者群は，MMSE，
WHO-5が有意に低く，GDS-15は有意に高く，Delta
TMTは異常値を示した．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，発
表資料添
共同発表者：岩井緑，林浩之， 中島大貴，中村
守吾，金田（松岡） 佳

- 平成27年6月 第49回日本作業療法学会
（神戸）

4. 大 近位部 患者
 の上 機能に関する基

   礎的研究：地域在住高
   齢者との比較

本研究は，大 近位部 患者の上 機能が地
域在住高齢者と比較し，どの程度であるかを把握
するために行った．その結果，大 近位部
患者は，筋力，Jebsen-Taylor Hand function
testのスコア，知覚機能が有意に低下しているこ
とが明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集
共同発表者：中村守吾，林浩之， 中島大貴，金
田（松岡） 佳，岩井緑

本研究の目的は，大 部 患者のリハビリ
後の自宅退院におけるカットオフポイントの特定
であった．多重ロジスティック回帰分析の結果，
FIMの認知スコアが退院先に影響する重要な変数
であった．また，ROC 線分析において，認知ス
コア23.5点が自宅退院のカットオフポイントであ
ることが明らかになった．
本人担当部分：調査データの収集
共同発表者：林浩之，岩井緑，金田（松岡）
佳， 中島大貴，市川（久保）歩

本研究の目的は，高次生活機能に影響を える上
機能を明らかにすることであった．共分 構造

分析の結果，手指巧 性と知覚機能が高次生活機
能に影響を及 す要因であることが明らかになっ
た．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，発
表資料作成，発表
発表者：中島大貴
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

8. 回復期リハビリテーシ
   ョン病棟入院の うつ
   ・アパシーを呈する認
   知症高齢者に対する集
   団料理活動の持続効果
   の検討

- 平成28年9月 第6回日本認知症予防学会
学術集会
（ 台）

本研究では，回復期リハビリテーション病棟に入
院中の うつ・アパシーを呈する認知症高齢者に
集団料理活動を実施し，その持続効果を検討する
ことを目的とした．その結果，料理活動後の持続
効果は一部認められたが， うつには改善の持続
は認められず，活動終了後のフォローアップの必
要性が示 された．
本人担当部分：研究計画，介入
共同発表者： 優太，加藤美樹， 中島大貴，岡
村英 ，中澤 一，長谷川 ，各務真奈，竹田徳
則

9. 地域在住高齢者におけ
   るPhysical activity
   scale for the elderly
   と加 度計からみた
   身体活動量の関連

- 平成29年10月 第66回日本農村医学会
（ 縄）

7. うつ・アパシーを呈
   する認知症高齢者に対
   する集団料理活動の効
   果の検討-回復期リハ
   ビリテーション病棟に
   おける取り組み
   第一報-

- 平成28年4月 第17回日本認知症ケア学
会大会
（神戸）

本研究の目的は，Physical activity scale for
the elderly（PASE）と加 度計を用いて高齢者
の身体活動量を測定し，その関連を検討すること
とした。その結果，PASEと総エネルギー 量の
間に有意な相関が認められたが，中高強度の活動
時間との間には関連を認めなかった。
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，発
表資料作成，発表
発表者：中島大貴

本研究では，回復期リハビリテーション病棟入院
中の うつ・アパシーを呈する認知症高齢者に対
して実施した，集団料理活動の効果の検討を目的
とした．その結果，介入群は うつ・アパシー・
QOLの改善が認められた．集団での活動を通じた
受容体験と による自己効力感の向上が う
つ・アパシー・QOLの改善につながったと考えら
れた．
本人担当部分：研究計画，介入
共同発表者： 優太，加藤美樹， 中島大貴，岡
村英 ，中澤 一，長谷川 ，各務真奈，竹田徳
則

10. 集団によるゴムバンド
    運動が軽度認知障害者
    の認知機能に える
    効果

平成29年11月- 本研究は，集団ゴムバンド運動実施群（介入群）
と対 群を設定し，集団ゴムバンド運動の認知機
能への効果を検討した．二元配置分 分析の結
果，交互作用は認めなかった．しかし，The
Japanese version of Montreal Cognitive
Assesmentの得点がカット値以上に改善した者の
割合は，介入群で有意に多いことが明らかになっ
た．．
本人担当部分：調査データの収集
共同発表者：渡 英弘， 中島大貴，藤井啓介

第76回日本公 衛生学会
（ 児島）
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

「研究会」

1. 回復期リハビリテー
 ション病棟における
 認知症を伴う高齢者を
 対象とした集団活動に
 関する効果の検討

- 平成27年11月 第12回東海記念病院リハ
ビリテーション研究会

本研究では，回復期リハビリテーション病棟入院
中の うつ・アパシーを呈した認知症高齢者に対
する，集団作業活動の紹介と効果を検討した．集
団活動実施群（介入群）と集団活動非実施群（対

群）で比較した結果，介入群に うつ・アパ
シーに対する即時的改善が認められたが，持続効
果に一定した見解は得られなかった．
本人担当部分：研究計画，介入
共同発表者： 優太，加藤美樹， 中島大貴，岡
村英 ，中澤 一，長谷川 ，各務真菜，竹田徳
則

本研究では，入院 高齢患者の うつの有無によ
る栄 状態，体組成，認知機能，ADL能力につい
て比較し， うつを有する入院 高齢患者の特徴
を明らかにすることとした．その結果， うつ群
は，チャールソン併存疾患指数が有意に高く，
ADL能力の評価指 であるFunctional
Independence Measure得点は有意に低かった．そ
の他の項目は，いずれも統計的有意 を認めな
かった．
本人担当部分：研究計画，発表資料作成
共同発表者： 優太，則竹賢人， 中島大貴，山
田和政

回復期リハビリテーショ
ン病棟協会第33回研究大
会 in 浜・千葉
（千葉）

平成31年2月-

- 平成30年9月 第73回日本体力医学会
（アオッサ・ハピリン）

12．入院 高齢患者の う
つの有無による栄 状
態，体組成，認知機
能，日常生活動作能力
の比較．

本研究では，地域在住高齢者を対象に， に
よる身体活動量の変動と② による生活活動内
容の変化を検討した．多重比較検定の結果，
Lifecorderで測定した歩数や低強度の活動時間は

に減少し，春 や夏 に増加することが明ら
かになった．一方で総エネルギー 量や中強度
以上の活動時間に 変動は認められなかった．
Physical activity scale for the elderlyを用
いて評価した生活活動は，「屋外での園 」のみ

に減少することが明らかとなった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，発
表資料作成，発表
共同発表者： 中島大貴，渡 英弘，後藤文彦，
加藤美樹，木村大介，冨山直 ，長谷川 一

13．高齢 患者における
Phase angleを用いた
栄 状態の評価．

- 令和1年11月 第3回日本リハビリテー
ション医学会秋 学術集
会
（静岡）

本研究では，高齢 患者におけるPhase angle
（以下，PA）と栄 状態の関係を調査し，PAにお
ける栄 状態のカットオフ値を算出することを目
的とした．研究の結果，PAは栄 障害と有意に関
連し（OR: 2.73，95 CI: 1.31-5.67），PAにお
ける栄 障害のカットオフ値は3.74度（AUC:
0.69, p  0.004）であった．
本人担当分：研究計画，発表資料作成
共同発表者： 優太，則竹賢人， 中島大貴，藤
井啓介，山田和政

11． 変動が 地域在
    住高齢者の身体活動量
    に及 す影響

業績書－10
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著書，学術論文等の名称
単著・

共著の別
発行又は

発表の年月
概 要

発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

3. 管疾患患者に
 対する上 機能訓練
 について

- 平成29年10月 第14回東海記念病院リハ
ビリテーション研究会

本研究では， 建 疾患患者の上 機能訓練に関
して最新の知見を文献レビューした．また，東海
記念病院で実施されている上 機能訓練の効果を
運動麻 や上 筋力の改善から検討した．文献レ
ビューの結果，Bio feedback， 気 ，課題指
向型訓練などが有用であり，これらを取り入れた
東海記念病院における介入でも上 機能訓練が有
意に改善していることが明らかになった．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，発
表資料作成
共同発表者：神村美 ，酒井美幸，長谷川 ，
中島大貴

2. 院内デイケアの活動内
 容と結果報告

- 平成28年11月 第13回東海記念病院リハ
ビリテーション研究会

本研究では，東海記念病院で実施されている認知
症高齢者を対象にした院内デイケアが，参加者の
認知機能に える影響を明らかにした．介入前後
の比較を行った結果，Neuropsychiatric
Inventoryに有意な改善が認められ，Mini-
Mental State Examinationが維持されていたこと
から，認知機能の維持，BPSDの改善に有用である
ことが示 された．
本人担当部分：研究計画，調査データの収集，発
表資料作成，発表
共同発表者： 中島大貴， 優太，土屋智歩，
戸敦，岡村英 ，加藤美樹

業績書－11
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業績書-1

年月日

年月日

JWBAウェイクボード全日本選手権 in 芦屋　コンディ

ショニングスタッフ

2019年11月3日 大会に、コンディショニングスタッフとして参加し、

選手のパフォーマンス向上および傷害予防を目的にコ

ンディショニングの指導を行った。

なし

４　その他

なし

３　実務の経験を有する者についての特記事項

3）認定理学療法士（スポーツ理学療法）更新 2020年4月1日〜

現在

第9-560号：日本理学療法士協会

２　特許等

2）認定理学療法士（スポーツ理学療法） 2015年4月1日〜

2020年3月31日

第9-80号：日本理学療法士協会

1）理学療法士免許 2007年5月10日

〜現在

第65175号：厚生労働省

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　資格，免許

５　その他

なし

2）実習指導実績 2009年4月1〜

2018年3月31日

藤田整形外科スポーツクリニック・リハビリテーショ

ン部において、毎年２〜３名の専門学校生や大学生の

評価実習・長期実習指導を担当した。患者さんとのコ

ミュニケーションをとることを積極的に促し、机上の

知識と臨床での現象をいかに分かりやすく結びつける

かを重要視して指導を行った。

1）富士通９人制バレーボールチームトレーナー
2009年7月〜　

現在

富士通9人制バレーボールチームのトレーナーとして、

週１回練習に帯同し、全国大会・近畿大会などの試合

は計100回以上帯同した。選手のテーピングやウォーミ

ングアップ、トレーニング指導およびアスレティック

リハビリテーションを担当した。

なし

４　実務の経験を有する者についての特記事項

２　作成した教科書，教材

(1)頭蓋療法を含むファンクショナルポジショナルリ

リースと促通位リリースのアプローチ（翻訳）（ポジ

ショナルリリーステクニック）

2018年9月25日 野田優希

翻訳にあたって、できるだけ原文に忠実に翻訳した。

また専門的な表現や特殊な言い回し、分かりにくい表

現の場合は、可能な限り読者に伝わりやすいよう言葉

を選び翻訳した。

３　教育上の能力に関する大学等の評価

スポーツリハビリテーション、運動器系理学療法 スポーツリハビリテーション、足関節、競技復帰

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項

事項 概 要

１　教育方法の実践例 2019年4月1日〜

現在

講義では可能な限りイラストや実際の患者さんの写真

またはビデオを多用し,分かりやすいように工夫してい

る．また専門的な言葉や表現については分かりやすい

よう説明を加え、学生の理解の向上に努めている．

教科書的な内容を実際の症例に重ね合わせ，机上での

勉強と臨床でのギャップを極力少なくするように努め

ている．

教 育 研 究 業 績 書

氏名　　

2020年　 月　 日

野田優希

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド
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著書，学術論文等の名称
単著・
共著の別

発行又は
発表の年月

概 要

（著書）

療法を含むファンク
ショナルポジショナルリ
リースと促通位リリース
のアプローチ（翻訳）
（ポジショナルリリース
テクニック）

共著 2018年9月25日 監訳者 森 子、小 太志
翻訳者 酒井 文、松尾
慎、中川貴雄、中川達雄、横
山茂樹、野田優希、弓岡ま
み、小原教 、坂本 司、篠
原 博、福永裕也、弓岡光徳
翻訳にあたって、できるだけ
原文に 実に翻訳した。また
専門的な表現や特 な言い回
し、分かりにくい表現の場合
は、可能な限り読者に伝わり
やすいよう言葉を選び翻訳し
た。

（学術論文）

共著 2012年1月 2007～2011年に有痛性分
と診断した症例のうち当

院で継続的な治療を行った63
例81 について報告した．外
側広筋リリース ドリリング
施行群の治療成績は，全例で

癒合が得られ，癒合までの
期間は平 8.6 4.2週であっ
た．また， 行開始までの期
間は平 7.5 3.8週， 技復
帰までの期間は平 10.7
5.0週であった． 片切除術
施行群の治療成績は， 行開
始までの期間が平 5.8 2.1
週， 技復帰までの期間が平

11.3 5.3週であった．保
存的治療施行群では， 行開
始までの期間が平 0.3 0.8
週， 技復帰までの期間が平

1.0 2.4週であった．
共著者：古川 裕之, 福岡 ゆ
かり, 松本 太 , 野田 優
希, 小松 , 内田 智也, 藤
田 健司, 大久保 司（担当
部分：対象者の治療とデータ
分析）

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項
発行所，発表雑誌等
又は発表学会等の名称

ガイアブックス

1）当院における有痛性
分 の治療成績と
スポーツ復帰について

「スポーツ傷害」第17巻 P.8-
P.10
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共著 2012年3月

共著 2016年4月

共著 2016年12月4）Single Leg Up Down
テストと体重支持指数
(Weight Bearing Index)
の関連（査読付）

「理学療法科学」第31巻第6号 
P.791-P.794

中学野 選手202名に我々が
考案したSingle Leg Up Down
テスト(以下SLUDテスト)と体
重支持指数(以下WBI)の関連
について検討した．20cm台か
らのSLUDテスト 行の可否が
下 筋力のスクリーニングテ
ストとして有用であることが
示された.
共著者：内田 智也, 古川 裕
之, 松本 太 , 小松 , 
野田 優希, 石田 美弥,  
美智留, 大久保 司, 藤田 
健司（担当部分 測定）

3）中学野 選手におけ
るFunctional Movement 
Screenと 障害の関係
（査読付）

「体力科学」第65巻第2号 
P.237-P.242

兵庫県内の中学生に対し，
Functional Movement Screen
を実施し，そのScoreと
障害の関係を分析した．
障害を経験している者は
Scoreが低く， 障害の経
験のない者はScoreが高い結
果となった.
共著者：内田 智也，松本 
太 ，小松 ，野田 優希，
石田 美弥，  美智留，中山 
良太，武田 雄大，平川 理
子，武藤 平，大久保 
司，古川 裕之，藤田 健司
（担当部分：測定とデータ分
析）

2）コンディショニング
実施とスポーツ傷害発生
の検討 高校アメリカン
フットボールおよび女子
バスケットボール選手へ
のアンケート調査から 
（査読付）

「神戸学院総合リハビリテー
ション研究」第7巻第2号 P.121-
P.129

兵庫県内19校の高等学校に対
し，質問紙による調査を実施
した．傷害経験とコンディ
ショニングの有無との関係に
対しクロス集計を用い， 二
乗独立性の検定を用いた．
ウォームアップに比べ，クー
ルダウンの実施率は明らかに
低く実施時間も いという結
果が得られた．またスポーツ
傷害の有無とコンディショニ
ングの有無との間に有意な関
連性が認められ，スポーツ傷
害の非経験群には個人で
ウォームアップもクールダウ
ンも実施する者の割合が高
かった．スポーツ傷害とコン
ディショニング間に有意な関
連性が認められたことから，
コンディショニングの有無は
スポーツ傷害の発生に十分関

しているものと考えられ
た.
共著者：大久保 司, 中野 
有貴, 古川 裕之, 福岡 ゆか
り, 松本 太郎, 野田 優
希, 小松 , 内田 智也, 藤
田 健司
（担当部分：対象者の治療と
データ分析）
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共著 2017年1月

共著 2017年1月

共著 2017年1月7） 動作のEarly 
Cocking期における 足

関 の運動学・運動力
学的特徴（査読付）

「日本臨床スポーツ医学会誌」
第25巻第1号 P.16-P.23

中学野 選手51名を対象に，
良好なEarly Cocking期の体
重移動における 足下 運動
の運動学的及び運動力学的な
特徴を明らかにすることを目
的とした．Early Cocking期
の良好な体重移動を 行する
には 足 関 位を保持
するべく 関 伸展筋群の活
動を意識することが重要だと
考えられた．
共著者：内田 智也, 大久保 

司, 松本 太 , 小松 
, 野田 優希, 石田 美弥, 
 美智留, 古川 裕之, 藤田 

健司（担当部分：測定）

6） 性 によるバレー
ボールの傷害発生の特徴
（査読付）

「日本ヘルスプロモーション理
学療法」第6巻第4号 P.197-
P.200

バレーボールの傷害調査を行
い，男女間の傷害発生の傾向
を分析した．バレーボールで
は足部， 部， 関 ，下
において発生する傷害が男女
で異なっており，コンディ
ショニング指導の際は性 に
よる傷害発生の特徴を考慮す
る必要性が示された．
共著者：野田 優希，古川 裕
之，松本 太 ，小松  

，内田 智也，石田 美弥，
 美智留，藤田 健司（担当

部分：データ収集，結果分
析，論文作成を行った）

5）足関 内反 受傷
後の初診時における片
負 テストと圧痛部位，
スポーツ復帰時期の関連
性（査読付）

「日本臨床スポーツ医学会誌」
第25巻第1号 P.59-P.63

足関 後の復帰時期を予
測するために片 負 テスト
(OLLT)を実施した．OLLTは片

立ち，片 カーフレイズ，
片 ホップを実施した．受傷
後早期にどの動作が可能かに
よって復帰時期に有意な が
みられた．OLLTのレベルによ
りスポーツ復帰時期を予測で
きることが分かった．
共著者：野田 優希，古川 裕
之，松本 太 ，小松  

，内田 智也，石田 美弥，
 美智留，横山 茂樹，藤田 

健司（担当部分：データ収
集，結果分析，論文作成を
行った）
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共著 2017年8月

共著 2017年8月

共著 2017年10月10）女性バレーボール
技者の ポジションによ
る 傷害発生の特徴
スパイカー,セッター,レ
シーバーの3つのポジ
ションによる検討 （査
読付）

「理学療法科学」第32巻第5号
(in press)

30 未満の女性バレーボール
技者 290 人 638 を対象

にバレーボールの ポジショ
ンによる傷害発生の特徴を明
らかにし,傷害予防やコンテ
ィショニング指導の一助とす
ることを目的とした.疾患は
ポジションにより特徴がみら
れた.傷害予防やコンディ
ショニング指導の際には,ポ
ジションによる傷害発 生の
特徴を考慮する必要性が示
された.
共著者：野田 優希，古川 裕
之，松本 太 ，小松 ，
内田 智也，石田 美弥，  
美智留，藤田 健司（担当部
分 デ タ収集 結果分析

9） 動作における
フットコンタクト時の
足 関 度と
回 の関係 （査読付）

「日本臨床スポーツ医学会誌
」第25巻第3号 P.339-P.345

不良な 動作の一つに「
方向への早期の 回 」

が げられ，その動作はFoot 
Contact(FC)での 足 関

度と関係があると考え
られている．そこで，本研究
はFCの 足 関 度と

回 との関係を検討する
ことを目的とした．不良な

動作の典型例である 方
向への の早期回 を修正
するにはFCにおける 足 関

度に着目することが
重要であると考えられた．
共著者：内田 智也，大久保 

司，古川 裕之，松本 太
，小松 ，野田 優希，石

田 美弥，  美智留，藤田 
健司（担当部分：対象の測
定）

8）中学野 選手の
動作におけるEarly 
Cocking期の下 関 ・
体 動作の不良と上 関

トルクの関係 （査読
付）

「日本臨床スポーツ医学会誌
」第25巻第3号 P.333-P.338

良好な 動作を 行するに
は，Early Cocking期（以
下，E.C.期）の良好な下 関

・体 動作が重要とされ
る．そこで本研究はE.C.期の
下 関 ・体 動作の良否が
上 関 トルクに及 す影響
を検討した．E.C.期の下 関

・体 動作の不良は，上
関 へのストレスを増大させ
る一因になると考えられ，運
動力学的にも障害発生リスク
の高い 動作であることが
示 された．
共著者：内田 智也，大久保 

司，古川 裕之，松本 太
，小松 ，野田 優希，石

田 美弥， 美 智留，藤田 
健司（担当部分：対象の測
定）
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共著 2018年1月

（その他）

（解説）

共著 2016年9月

共著 2018年4月

1）慢性足関 不安定性
(Chronic Ankle 
Instability; CAI)に対
する 有感覚トレーニン
グの有効性とその課題

「Sportsmedicine」第183巻 
P.9-P.14

慢性足関 不安定症について
有感覚に対する文献のレ

ビューおよびその課題につい
て述べた．また臨床で実践可
能な評価トレーニングについ
ても記載した．
共著者：野田 優希，竹之下
秀樹，横山茂樹(担当部分：
本文作成，資料収集）

2）動作・運動計測機
の活用法 下 重検査

医療と検査機 ・試薬 下 重検査の臨床における
活用法について説明した．重
心と足圧中心の違いについて
説明した．また，実際の患者
を症例として提示し，身体機
能評価と重心動 ・足圧分布
から患者の機能低下を推察す
る臨床思考について述べた．
共著者：野田 優希，瀬戸川 
大(担当部分：本文作成，資
料収集)

11）足関 内がえし
受傷後の圧痛部位を考慮
した片 負 テストとス
ポーツ動作開始時期の関
連性（査読付）

「日本臨床スポーツ医学会誌」
第26巻第1号(in press)

足関 外側 傷と診断さ
れ，練習 全復帰までフォ
ロー可能であった202名を対
象に，圧痛部位を考慮した片

負 テスト（以下，OLL-
Test）とスポーツ動作開始時
期との関連性を検証した．圧
痛部位を考慮したOLL-Testに
より，足関 の 重機能の障
害度とスポーツ動作開始時期
の関連性をより詳細に把握で
きる可能性を示 した．
共著者：野田 優希，古川裕
之，松本 太 ，小松 ，
内田智也，石田美弥， 美智
留，横山茂樹，藤田健司（担
当部分：データ収集，結果分
析，論文作成を行った）

リハ－596



（国内学会発表）

ー 2011年4月

ー 2011年4月

ー 2013年5月3）バレーボール 技者
の傷害調査(第2報)傷害
発生率と性 について

第48回日本理学療法学術大会 2007年4月から2011年10月ま
でに当院を受診したバレー
ボール 技者の傷害調査を行
い，男女間で傷害発生部位が
異なるか否か，また各部位ご
との発生傷害に違いがみられ
るかについて傷害発生率をも
とに検討した． 関 ，
部，足部において男女間で違
いがみられた．試合の流れの
違いが，今回の疾患別傷害発
生率に男女間の違いとなって
表れたのではないかと考えら
れた．
発表者：野田 優希, 古川 裕
之, 福岡 ゆかり, 松本 太

, 小松 , 内田 智也, 藤
田 健司（担当部分：データ
分析，学会発表）

2）小学生野 選手の内
側上 線障害に対す
るインターバルスローイ
ングプログラムを用いた

技復帰成績

第46回日本理学療法学術大会 本研究では少年用ITプログラ
ム運用開始前後の 技復帰状
況を比較し，このプログラム
の効果を検討することを目的
とした．今回プログラム運用
前後で 技復帰成績を比較し
たところ，新IT群では IT群
に比べて 2週 技復帰に要
する期間が かった．しか
し，再発率はどちらも 10
と有意 が認められなかっ
た．復帰までの期間が 縮し
たことを みると早期復帰を
望む少年野 選手に応じたプ
ログラムとして適切だったの
ではないかと考えられる．
発表者：小松 , 松本 太

, 内田 智也, 野田 優希, 
福岡 ゆかり, 古川 裕之, 藤
田 健司（担当部分：対象の
治療，データ分析）

着地動作とその後の運動方向
の違いにおける足部の詳細な
動作解析を行うこと，さら
に，動作の違いによる足部の
動きの特徴を見つけ出し，今
後の障害予防の一助とするこ
とを目的とした．今回の研究
から，着地後の動作中の各足
部の動態が明らかとなった．
特に，横方向への動作時にか
かる中足部，前足部の運動パ
ターンの違いを考慮したリハ
ビリテーションの必要性が示

された．具体的には，中足
部，前足部の回内/回外可動
性の確保と，回 ストレスが
かかった際にそれを保持する
足部 筋群の強化が必要と考
えられた．
発表者：古川 裕之, 大久保 

司, 内田 智也, 福岡 ゆか
り, 松本 太 , 野田 優
希, 小松 , 藤田 健司, 
田 智明（担当部分：データ
分析）

1）着地後の運動方向が
異なる際の前足部、中足
部、後足部の動きの特徴

第46回日本理学療法学術大会
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― 2014年5月

― 2014年10月

― 2014年10月

― 2015年10月 良好な 動作を 行するた
めにはEalry cocking期（E.C
期）の 足 関 を使った体
重移動が重要となる．体重移
動の可否により対象を良好群
と不良群に分けた．不良群は

の増大に伴い 関 内
トルク及び 関 内反トルク
が増大した．よって，E.C期
の体重移動において 関

を意識させることが重要だ
と考えられた.
発表者：内田 智也, 小松 

, 松本 太 , 野田 優
希, 石田 美弥, 古川 裕之, 
大久保 司, 藤田 健司（担
当部分：測定）

7）Early cocking期の動
作不良がその後の 動
作に及 す運動力学的影
響

第26回日本臨床スポーツ医学会
学術集会）

6）当院における足関
傷後の復帰傾向

第25回日本臨床スポーツ医学会
学術集会

足関 傷後，内側に圧
痛を認める選手は外側のみの
選手よりも重症であり復帰が

れる 象がある．受傷後早
期の足関 機能と圧痛部位か
ら復帰時期を分析した．ジョ
グ開始時期，練習復帰時期は
全ての群間で有意な があり
受傷後早期の足関 機能によ
り復帰時期に が生じること
が示された．圧痛部位では復
帰時期に有意な がなかった
ことから，復帰時期を考える
際足関 機能が重要であるこ
とが示 された．
発表者：野田 優希, 内田 智
也, 松本 太 , 小松 , 
石田 美弥, 美知留, 古川 
裕之, 藤田 健司（担当部
分：対象の治療，データ分
析，学会発表）

5）SLUDテストと体重支
持指数(Weight Bearing 
Index)の関連について

第25回日本臨床スポーツ医学会
学術集会

動作は運動連 に基づく
全身運動であり，下 筋力不
足による フォームの れ
は 障害発生の一因とな
る．下 筋力の評価法として
SLUDテストを考案した．SLUD
テストが 技特性を まえた

障害のスクリーニングテ
ストとなる可能が示 され
た．
発表者：内田 智也, 小松 

, 松本 太 , 野田 優
希, 石田 美弥, 大久保 
司, 古川 裕之, 藤田 健司
（担当部分：測定）

4）当院における足関
傷の復帰傾向 初

診時の足関 機能テスト
からジョグ開始時期・練
習 全復帰時期は予測可
能か

第49回日本理学療法学術大会 当院で行っている初診時の足
関 機能テスト（Ankle 
Functional Test：AFT）と
ジョグ開始時期,練習 全復
帰時期の関係,およびAFTにお
けるレベル別のジョグ開始時
期と練習 全復帰時期の相関
関係を分析した．足関
後にAFTを実施することであ
る程度の復帰時期を予測でき
ることが示された．
発表者：野田 優希, 内田 智
也, 松本 太 , 小松 , 
石田 美弥,  美智留, 古川 
裕之, 藤田 健司（担当部
分：対象の治療，データ分
析，学会発表）
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― 2015年10月

― 2016年5月

― 2016年10月 OCDの診断を受け
Mosaicplastyを施行し練習復
帰までフォロー可能だった男
性20例を対象とした．
Mosaicplasty後の練習復帰
は， 家の報告と比べ早期に
可能だった．また，今回の結
果では特に 可動域につい
て有意な改善が見られた．術
後急性期は愛護的な可動域訓
練を行うが，術後3 月まで
に 的な可動域訓練を行う
ことで改善が可能だったと考
えられる．
発表者：小松 , 松本 太

, 内田 智也, 野田 優希, 
石田 美弥,  美智留, 古川 
裕之, 藤田 健司（担当部
分：対象者の治療とデータ入
力）

10）当院における上
小 OCDに対する
Mosaicplastyの治療成績

第27回日本臨床スポーツ医学会
学術集会

9） 動作におけるス
テップ側の下 筋力と
関 動作及び 関 ・
関 トルクとの関係

第51回日本理学療法学術大会 動作は 足による 進運
動及びステップ足を とした
回 運動によって構成され,
良好な 動作を獲 得する
ためには,安定した下 ・体

動作が重要となる． 動
作におけるステップ側の下
筋力と 関  動作及び 関

・ 関 トルクの関係を検
討した．ステップ足の 伸展
筋力の筋力不足はフットプラ
ント以 のスムーズな 関

動作を阻害し,上 に過 
なストレスを える 動

作に がることが示 され
た．
発表者：内田 智也，松本

太 ，小松 ，野田 優
希，石田 美弥， 美智
留，古川 裕之，大久保
司，藤田 健司（担当部分：
測定）

8）当院における 関
前方 に対する治療成
績

第26回日本臨床スポーツ医学会
学術集会

関 前方 に対して 視
下Bankart法と 視下Bankart 
 open Bristow法を行った症

例の治療経過， 技復帰につ
いて術式による違いを検討し
た．両術式ともに同様の回復
過程を示し， 技復帰時期に
術式の違いは認められなかっ
た．
発表者：古川 裕之, 松本 
太 , 野田 優希, 小松 , 
内田 智也, 石田 美弥,  
美智留, 藤田 健司（担当部
分：対象の治療，測定）
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― 2017年1月

― 2017年1月

ー 2017年5月 早期に ・体 の回 運動
が開始する動作，いわゆる
“体の開き”は不良な 動
作であるが統一した基準はな
い．そこで，本研究はその評
価基準を統一化する一助とな
るべく，いわゆる“体の開
き”に関連があるとされる
Early Cocking期（E.C.期）
の 足動作と 回 のタイ
ミング（TPR）との関連を検
討した． 足 関 度
と 回 のタイミングを評
価することで“体の開き”を
評価することが出来る可能性
があ示 された．
発表者：内田 智也，松本 
太 ，小松 ，野田 優希，
石田 美弥，  美智留，古川 
裕之，大久保 司，藤田 健
司（担当部分：対象の測定）

13） 動作における
“体の開き”の評価基準
の検討

第52回日本理学療法学術大会

12） 動作におけるス
テップ側下 筋力と身体
重心 度および 関 内

トルクの関係

第22回スポーツ傷害フォーラム 上 優位の不良な 動作の
一例に「 の 割れ」という
ステップ動作が げられ，大

筋の筋力不足はその一
因であると考えられる．そこ
で，本研究はその根拠を示す
べく，ステップ側下 筋力と
身体重心加 度および 関
内 トルク（SIRT）との関係
を定量的に検討した．ステッ
プ側下 筋力不足は「 の
割れ」と表現される 動作
に がり， 障害のリスク
ファクターになり得ることが
示された．
発表者：内田 智也，古川 裕

11）足関 内反 受傷
後における初診時の片
負 テストとスポーツ復
帰時期の関連性

第22回スポーツ傷害フォーラム 当院で行っている初診時の片
負 テスト(One Leg 

Loading Test: OLL-Test)と
ジョギング開始時期,スポー
ツ復帰時期の関係を分析し
た．OLL-Testは足関 障害の
重症度とスポーツ動作再開時
期の関連性を把握できる有用
なテストであることが示 さ
れた．
発表者：野田 優希, 内田 智
也, 松本 太 , 小松 , 
石田 美弥, 美知留, 古川 
裕之, 藤田 健司（担当部
分：対象の治療，データ分
析，学会発表）
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ー 2017年5月

（外部資金等の獲得状況）

なし

15)足関 受傷後に
実施した片 負 テスト
の妥当性の検証

ー 2019年10月 第30回日本臨床スポーツ医学会
学術集会

我々は、足関 症例に対
し、独自の機能テスト（以
下、片 負 テスト）を実施
し、スポーツ復帰時期の目安
としている。本テストと

傷の程度および他のスコア
リングスケールとの関連性に
ついて検討した。片 負 テ
ストは、 傷の程度およ
び他のスコアリングスケール
と有意な相関を認め、足関

後の状態を に調べる
機能テストとして使用可能で
あることが示 された。
発表者：野田 優希,藤田 健
司,古川 裕之,松本 太 ,
小松 ,内田 智也,  美智
留,土定 寛之,平松 久仁彦,
堀部 秀二

14） 動作におけるス
テップ 関 の力学的
仕事量と 関 トルクの
関係

第9回日本関 ・ ・スポーツ
整形外科学会

中の 関 ストレスの軽
減には，良好な下 関 動作
が重要となる．そこで，本研
究はFoot Contact(FC)以 の
ステップ 関 の力学的仕
事量と 関 トルクの関係に
ついて検討した．ステップ

関 伸展筋力は良好な
動作獲得に寄 し，FC以 の
不十分な大 筋の遠心性
筋発揮は 関 ストレスを増
大すると考えられた．
発表者：内田 智也，古川 裕
之，松本 太 ，小松 ，
野田 優希，藤田 健司（担当
部分：対象の測定）
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教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2年 3 月 31 日 

氏名 前田 吉樹 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

人間医工学 境界医学 科学 痛 付け リハビリテーション 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

1)実験形式の授業とレポートの提出・添

平成 22

年 4月 

～現在

に る 

ハーベスト医療福祉専門学校 理学療法学科

「生理学実習」

圧・スパイロメータ・筋 図・心 図・コキガス分析

置・感覚検査・バイオフィードバック・ 発 位など

を用いた実験の指導と、実験レポートの作成法を指導。

1グループ 4-5 名のグループに分かれ実験し、その内容

をレポートとして提出させた。レポートについては個別

に添 をおこない、授業中 で実例を交えながらレポー

ト作成時の注意点を再度説明した。

2)プレ ンテーションの導入、小テスト形式

平成 27

年 1月 

～平成

28 年 3

月 

女子大学 看護リハビリテーション学部

理学療法学科 「内部障害学Ⅱ」 

内 疾患、内分 ・代謝疾患の講義を担当。該当する

所について定期試験を作成・実施した。テスト対策とし

て国家試験の問題を改変して小テストを作成・実施し、

理解力向上の一助とした。 

平成 27

年 1月 

～平成

28 年 3

月 

女子大学 看護リハビリテーション学部

理学療法学科 「理学療法総合演習」 

国家試験対策として、「内分 ・代謝疾患」、「バイオメ

カニクス」「統計学・研究法」の分野に対し講義を実施。

小テスト形式で添 をおこない回答力の向上を図った。 

平成 27

年 1月 

～平成

28 年 3

月 

女子大学 教 科目「現実をみる G」

他学部の学生を対象とした、健康科学関連の教 科目を

担当。「痛みを知り痛みと向き合う」「女性が抱える痛み

について」「リハビリテーションの実際（ 卒中）」の 3

回を担当し、講義をおこなった。授業の終わりには理解

確認のための小テストをこない、成績評価の一部とし

た。 
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3)プレ ンテーションの導入、小テスト形式、実践・

体験型学習・実技試験 

 

平成 27

年 1月 

～平成

28 年 3

月 

女子大学 看護リハビリテーション学部 

理学療法学科 「筋 格理学療法学Ⅰ」 

 

「下 の （１）」、「 疾患（１）」を担当。疾

患の基礎知識の復 として講義を行った後、実技形式で

ストレッチ・筋力増強運動の手技や各種治療機 の使用

方法について説明、学生どうしで模倣・練習させ、適宜

個別指導によって指導した。その次の授業では小テスト

をおこない、理解力向上の一助とした。定期考査では筆

記試験の他、実技試験も実施した。 

 

平成 27

年 1月 

～平成

28 年 3

月 

女子大学 看護リハビリテーション学部 

理学療法学科「運動機能障害診断学Ⅰ」 

 

整形外科学的検査手技についての説明と、実技指導をお

こなった。模擬患者を想定し、どのような検査が適当か

を考えさせるグループワークもおこなった。定期考査と

して実技試験をおこなった。 

4) 模擬患者を用いた実習、ビデオ 影による振り返

り、実践・体験型学習、グループワーク、レポート

の活用、プレ ン形式 

 

平成 27

年 1月 

～平成

28 年 3

月 

 

女子大学 看護リハビリテーション学部 

理学療法学科「理学療法計画論」 

 

「中 疾患に対する理学療法評価」の実習を担当。1グ

ループ 3名で模擬患者の理学療法評価をおこない、症例

レポートを作成させる。レポートは個別で添 をおこな

う。その後発表レジュメを作成させ、5～6 名のグループ

で症例発表をさせる。最後に、模擬患者評価の模様をビ

デオ 影したものを編集し、患者に対応する上での危険

な場面、失礼に値する行動がなかったかを指摘、講義を

行った。 

5) 実験形式、マニュアルによる自己学習、グループ

ワーク、レポートの活用、プレ ン形式 

 

平成 27

年 1月 

～平成

28 年 3

月 

 

女子大学 看護リハビリテーション学部 

理学療法学科「運動学演習」 

 

「筋力と関 度や 度の関係」に関する実習項目を

担当した。バイオデックスを用いた筋力の測定実習に対

してレポートを作成させた。実習は機 の使用方法を記

載したマニュアルを読ませることで、学生自身で問題を

解決させながら進めるよう実施した。レポートはグルー

プにつき１つを提出するようにし、添 もグループ単位

でおこなった。実習の終わりには、実験した内容につい

ての発表会を行わせた。 

 

6)動物を用いた実験、グループワーク、レポートの

活用、プレ ン形式 

 

平成 27

年 1月 

～平成

28 年 3

月 

 

女子大学 看護リハビリテーション学部 

理学療法学科「人体の生理機能演習Ⅱ」（補助） 

 

ウシガエルを用いた動物実験で、機 の使用法や結果の

解釈の仕方などを学生に指導した。実験は 1グループ５

～ 名でおこない、事前学習によって実験の結果予測し

たものを発表させ、入念に実験方法を学習させてから解

を行わせた。 

7) ミ活動 

 

平成 27

年 1月 

～平成

28 年 3

月 

 

女子大学 看護リハビリテーション学部 

理学療法学科「基礎 ミⅠ・Ⅱ」 

 

1 年次学生を対象とした ミで、 強の仕方やプレ ン

テーションのまとめ方など、学生の基礎スキル向上を目

的とした指導をおこなった。 
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平成 27

年 1月 

～平成

28 年 3

月 

 

女子大学 看護リハビリテーション学部 

理学療法学科「卒業研究」 

 

配 された学生（3年・4年次生）に対して、研究計画

の立て方や、データを解釈し論文にまとめるまでの過程

を指導。 ミ内での論文 読や予備実験、実験スケジュ

ールの作成など行わせた。指導した卒論テーマは「運動

発性 痛と身体感覚不一 感の関連についての研

究」、「4 位のマンスリービクス実施による月経 伴

症状軽減効果の違いについての研究」であった。 

２ 作成した教科書，教材   

なし   

   

３ 教育上の能力に関する大学等の評価   

なし   

   

４ 実務の経験を有する者についての特記事項   

「 強会・研修会」   

1) Human brain mechanisms of muscle pain: 

Combining fMRI study and Psychophysics 

（筋痛に対するヒトの 内機構： MRI 研究と心理物

理学を組み合わせた研究） 

 

平成 23

年 2月 

 

大阪大学グローバル COE プログラム「認知 理解に基づ

く機 工学創成」第 29 回創成  

 

2)「痛みの研究とリハビリテーション: ヒトの痛み

をどう捉え、検証するか」 

 

平成 24

年 11 月 

 

兵庫県理学療法士協会 中 ・西 ブロック合同研

修会 

 

3) 「高齢者の慢性 痛管理」 

 

平成 29

年 12 月 

 

奈良学園大学公開講  登美 カレッジ 「最新の痛み

のリハビリテーション ～痛みの病態に応じたケアを

考える～」 

4)「臨床実習指導と臨床研究指導」 

 

平成 21

年 4月 

～平成

25 年 1

月 

 

石川病院の理学療法士として、理学療法士 成校からの

実習生を受け入れ、臨床実習教育に従事した。主に神戸

大学、吉備国際大学、大阪リハビリテーション学院の実

習生を指導した.また、研究面では院内理学療法士の研

究・症例発表において指導をおこない、若手スタッフの

研究発表の奨 に めた。 

 

５ その他   

大阪大学 グローバル COE プログラム 「認知 理解

に基づく機 工学創成」 リサーチ・アシスタント 

平成 22

年 4月 

～平成

26 年 3

月 

大阪大学の実施する GCOE プログラムで、医学・工学・

人間科学の学生・研究者が集まり、学際的な 合研究の

創成を目指すプログラムで RA となり、セミナーやシン

ポジウムで討論や発表をおこなった。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

理学療法士免許取得 

 

平成 16

年 4月 

 

登録 号:第 48466 
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修士号（医科学） 

 

平成 21

年 3月 

神戸大学大学院医学 研究科保健学専攻博士前期課程 

第 439 号 

２ 特許等   

なし   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

石川病院 理学療法士 

 

平成 16

年 3月 

～平成

25 年 1

月 

回復期リハビリテーション病棟、一般病棟、療 病棟、

外来部門の患者に対して理学療法を実施。術後含めた

関 疾患、および 疾患や神経難病含めた症例を一日

につき 6～10 名 ど担当。また、院内委員会や部門内係

の業務も実施。 

４ その他   

なし   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（著書）     

1) 痛みのケア 

 

共著 

 

平成 29 年 3

月 

 

ピラールプレス 

 

 本書は看護職が患者への最善の痛み

ケアを提供できるよう，第Ⅰ部で「痛み

と人間」をテーマに「痛みと性」，「痛み

の意味」，「痛みと倫理」「痛みと医療」

について述べ，人間と痛みの関係を理解

する。そして第Ⅱ部 5章～ 章で「痛み

理論」を紹介し，痛みに関する理論をも

とに痛みについての理解を める・第Ⅲ

部では「痛みと看護」をテーマに「高齢

者の慢性的な痛みの治療と看護」，「検査

に伴う痛みの看護」，「治療に伴う痛みの

看護」「ターミナルケアと緩和医療」と

いった臨床の場面を想定した痛みのケ

アを学ぶ。そして，第Ⅳ部では「痛みケ

アにおける看護実践例」として，術後

痛， 性 痛，急性・慢性 痛，出 に

関連した痛みの看護，小児に関連した痛

みの看護といった主な疾患や状況にお

ける痛みケアの展開事例を紹介する。 

B5 版・全 180  

編者：守本とも子 

共著者：守本とも子，池辺寧，辻下守弘， 

前田吉樹，篠原百合子， 橋千弥子，田

中登美，梶村郁子，立川茂樹，新谷奈苗，

小池恵理子，澤田京子，横山美菜，室津

史子，高 麻  

本人担当部分： 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

    

 「第 7章 痛みの心理と情動」 P48－

P57 を単著 

 痛みに く関わる「心理」として不

安・ うつ，「情動」として社会的痛み，

痛みの について解説。非侵 的 機

能計測の発達により，目に見えない心を

情動として観察し，その働きを推察する

ことが少しずつ可能になってきている。

情動から心理への因果関係や，それらの

ベースとなる共通の神経機構を理解す

ることは，痛みの心理的・情動的側面を

分析するうえでの一助となる。 

2) 高齢者のための 痛ケ

ア 

 

共著 

 

平成 30 年 3

月 

 

三恵社 

 

科学研究 助成事業「高齢者入居施設に

おける 痛管理教育プログラムの開発」

の一環として、高齢者入居施設に勤務す

る看護職対象の 痛管理教育テキスト

を作成した。「高齢者入居施設に勤務す

る看護職が受講したいと考えている教

育内容」のアンケートに基づき、内容を

構成した。 

 

B5 版・全 33  

編者：田中和奈 

共著者：田中和奈，百瀬由美子， 尾 ，

前田吉樹，高橋晶 

 

本人担当部分： 

「第１章 高齢者の痛みとその特徴」 

P2-P10 を共著 

 痛みの定義や種類の説明、さらには高

齢者の抱える 痛の問題点について概

説した。 

共著者：田中和奈，百瀬由美子，高橋晶，

前田吉樹 

「第３章 理学療法的観点からの 痛

管理」 P25-27 を単著 

 理学療法士の立場から、高齢者の痛み

のマネジメントに重要な点と、効果的な

運動療法の実施方法を中心に解説した。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（学術論文）     

1) 立位リーチ動作反復に

よる学習の 化につい

て：三次元動作解析 を用

いた検討 

（修士論文） 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 21 年 1

月 

 

神戸大学大学院医学

研究科保健学専攻

博士前期課程 

 

臨床上頻繁に用いられるファンクショ

ナルリーチテストにおいて、リーチ動作

練習の反復によって動作の 化がおこ

るかどうかを三次元動作解析 置を用

いて検証した。中 におけるリーチ動作

の運動プログラムは、手の前後方向の

度がピークに達したときに終了すると

されているが、リーチ動作練習は手のピ

ーク 度がより早期に出現するように

ファンクショナルリーチ動作に対して

化した。 

（A4 12 ページ） 

 

共著者： 前田吉樹, 安藤啓司 

担当部分: 研究計画、データの計測・解

析、論文の執筆 

 

2) 低侵 後方 体間

定術後1年の能力障害を

予測する術前および術後

早期の心理的要因の検討 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 29 年 9

月 

 

日本運動 痛学会

誌 

No.9(2), 2017 

pp308-313 

 

後方 体間 定術は 管 症

や すべり症に対して有効である一

方、改善の しい症例も報告されてい

る。そこで術前・術後の 的思考・運

動 とが術後の能力障害に える影

響を検証した。結果、術前ではなく術後

早期の運動 が術後の長期的な能力

障害に影響を及 すことが明らかとな

った。 

 

共著者： 田村典子，西上智彦，前田吉

樹，加賀 浩，和田治，田所浩 

担当部分：論文の執筆、データの解析 

3) 所 下麻 と圧

による筋の痛みの心理物

理学 

（査読付） 

 

共著 

 

平成 30 年 2

月 

 

医療福祉情報行動科

学研究 

vol.5, 2018 pp19-25 

 

麻 薬の 下注により の痛みを除

去し、筋のみに持続的な機 的痛み

を える方法を用いて、被験者の主観的

な痛みの強さと 圧と関係性を回帰

モデルにあてはめた。健常成人 13 名を

対象とし全員に「麻 なし」と「麻 あ

り」 で、デジタル圧痛計による圧

を え、痛みの強さを NRS で報告させ

た。結果、麻 の有無にかかわらず線形
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

    

モデルよりも非線形モデルの方が決定

係数が高くなった。先行研究では

による の痛みの回帰モデルがべき

関数で表されることが報告されている

が、圧 による筋の痛みも同様に回帰

できることを示している。 

 

共著者： 前田吉樹, 大城宜哲，小山哲

男，植松弘進， 田政彦 

担当部分：研究計画、データの計測・解

析、論文執筆 

 

4) Verbal instruction can 

induce extinction of fear 

of movement-related pain 

（教示は運動への痛み関

連 の 去を促す） 

（査読付） 

（博士論文） 

 

共著 

 

平成 30 年 4

月 

 

The Journal of Pain, 

Epub ahead of print 

 

「動かしたら痛い」という患者の

（運動 ）が形成される過程と、その

治療に がる心理過程を実験的に検証

した基礎研究。運動時に痛み が提示

される過程を り返すことによって運

動 を形成し（ 付け）、その

後の 付けの 去の手続き（痛み

が伴わない運動の反復）によって運動

が 失するかを検証した。さらに患者

を安心させる声かけのように「動かして

も痛み がこない」という教示が

付けの 去に影響するかを併せて検証

した。結果、教示を えて 去の手続き

をおこなった群は を反 した

気活動が即 に 失し、教示を えな

かった群は 気活動の有意な減少

がみられなかった。運動と痛みの が

結びつくという現象の証明から、その

去、さらには教示が える影響までと、

自身の研究テーマである「運動と痛みの

付け」の集大成として発表し

た。 

 

（共同発表者：Yoshiki Maeda, 

Shigeyuki Kan, Yuji Fujino, Masahiko 

Shibata） 

 

担当部分: 研究計画、データ測定・解析、

論文の執筆 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

（その他）     

「総説」     

1) 痛みの 付け 

（筆 著者） 

 

共著 

 

平成 26 年 11

月 

 

Monthly Book 

Medical 

Rehabilitation 

No. 177 （11 月号） 

pp25 30 

 

痛みの慢性化には、「動かすと痛い」と

いう一種の 付けが重要な基礎

として機能する。この考え方を支持する

臨床研究、基礎研究を紹介しながら、

を中心とした痛みの認知面の変化に

基づき、痛みの慢性化の病態とその治療

の考え方を概説している。 

 

共著者：前田吉樹, 田政彦 

担当部分：全体の構成、本文執筆 

 

2) 慢性痛の問題点と今後

の取り組み 

 

共著 

 

平成 26 年 12

月 

 

理学療法学 

No. 41(8) 

pp699～705 

 

学、認知行動療法、 付け、運動療

法、 機能画 研究、バイオフィードバ

ックという 広いテーマから、リハビリ

テーションにおける慢性痛の位置づけ

を詳細に解説した。 

 

共著者： 田政彦, 山田恵子, 前田吉

樹, 安達友紀, 西上智彦, 重之 

担当部分：全体の構成、本文執筆 

 

「学会発表」     

国際学会     

1) Fear Conditioning and 

Extinction Associating 

Voluntary Movement with 

Painful Stimulus:  

Experimental 

Verification of Fear 

Avoidance Model Using 

Skin Potential Response 

（運動と痛みの

づけ： 回避モデルの実

験的検証） 

 

― 

 

平成 26 年 10

月 

 

15th 

World Congress of 

International 

Assicuation  

for the Study of 

Pain,  

Buenos Aires. 

2014.10.6-11 

 

運動と痛みの が結びつくという現

象の証明から、その 去、さらには教示

が える影響までを検証した。 

 

共同発表者： Yoshiki Maeda, 

Shigeyuki Kan, Yoshitetsu Oshiro, 

Satoru Miyauchi, Aya Nakae, Ben 

Seymour, Hideki Kashioka, Masahiko 

Shibata 

担当部分: 研究計画、研究総括 

ポスター発表 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

2) Psychologigal 

characteristics related 

to the ac uisition and 

extention of 

pain-related fear 

(痛みに関連する の獲

得と 去に影響する心理

的特性の検証) 

 

― 

 

平成 28 年 9

月 

 

16t  World 

Congress of 

International 

Assicuation  

for the Study of 

Pain, Yokohama, 

2016.9.26-30 

 

運動への づけの獲得、 去にお

ける個人 に着目し、各個人の心理特性

との関連性を探索的に検討した。 去期

におけるSPR振 値と各心理指 との相

関がみられた。本研究の結果は、 痛の

慢性化に性格傾向等の心理要因が関

する可能性を示 している。 

 

共同発表者： Takatoshi Masaki, 

Yoshiki Maeda, Shigeyuki Kan, 

Masahiko Shibata 

担当部分: 研究計画、データ測定 

ポスター発表 

国内学会 

1) イメージングにお

ける 活部位 fMRI によ

る検討 

 

― 

 

平成 22 年 3

月  

 

第 11回 兵庫県リハビ

リテーションケア研

究大会 

（兵庫県） 

 

頂葉の障害は地誌見当識障害の責

任病 とされているが、実際に をイ

メージしたときに活動するのかは明ら

かでない。本研究では、健常成人によく

知っている場所から別の場所への

をイメージさせ、その際の 活動を fMRI

を用いて調べた。結果、 イメージ中

は の 頂下小葉や 頂-後 連合野の

活動を示し、 の想起に 頂葉が関

するという 説を支持した。 

共同発表者： 間 由美,三 幸子, 

馬瀬 子, 徳沢勝也,前田吉樹, 柳田真

希,大城宜哲 

担当部分: データ収集, データ解析 

（口述発表） 

2) 動的な痛みと静的な痛

みの 機能画 :二次体性

感覚野の機能分布につい

て 

 

― 

 

平成 22 年 7

月  

 

日本ペインクリニッ

ク学会 

第 44 回大会  

（京都府） 

 

動く痛みと動かない痛みの 内処理機

構を fMRI を用いて実験的に検証した。

トゲのついたローラーで足を した

ときと、トゲのついたプレートで し

たときの 活動を比較すると、同じ痛み

の強度でも前者の方が広範な活動を示

した。特に、二次体性感覚野はローラー

のみ下内側部の活動を認め、当部位

の機能分布を反 していると考えられ

た。 

共同発表者： 前田吉樹, 岩倉健夫, 大

城宜哲, 田政彦 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

    

担当部分: データ解析, 録執筆 

（ポスター発表） 

3) めがねと fMRI

で幻視を視る 

 

― 

 

平成 22 年 7

月  

 

日本ペインクリニッ

ク学会 

第 44 回大会 

（京都府） 

 

の世界が して見える「 めが

ね」を幻視痛患者にかけ、幻視を動かさ

せたときの 活動を検証した。幻視を動

かしたときに対応する運動野に信号変

化がみられ、同側の 頂野にも強い信号

がみられた。後に後根進入部 断術によ

って幻視痛が改善したあとは、 頂野の

信号変化は 失していた。 頂葉が幻視

痛の機序に何らかの役割をもつ可能性

が示 された。 

共同発表者： 大城宜哲,宮内哲, 前田

吉樹, 田政彦 

担当部分:資料収集 

（ポスター発表） 

4) 所 下麻 と持続的

な圧 によって 発さ

れる筋の痛みの心理物理

学 

 

― 

 

平成 23 年 7

月 

 

第 33 回日本 痛学会 

（愛 県） 

 

機 的な圧 で生じる筋の痛みは、

の痛みとの区別が困難である。そこで

麻 薬の 下注入によって筋だけに圧

を える方法を用いて、 える圧と

筋の痛みの強さの関係を心理物理学的

手法でモデル化した。結果、 の麻

の有無に関わらず、圧と痛みの強さの関

係は線形回帰できることがわかった。 

共同発表者： 前田吉樹, 植松弘進, 大

城宜哲, 田政彦 

担当部分: 研究計画、データ測定・解析、

録執筆 

（口述発表） 

5) 慢性期失語症患者の訓

練経過 当院外来失語症患

者を対象に 

 

― 

 

平成 24 月 3

月 

 

第 13 回兵庫県リハビ

リ 

テーションケア研究

大会 

（兵庫県） 

 

発症から半年以上経過した 卒中後の

失語症患者を対象に、外来言語療法の訓

練効果について検討した。SLTA の「聞く」

項目と「話す」項目に分けて解析した平

1年程度の通院の結果、いずれの項目

も有意に増加し、慢性期における言語訓

練の必要性を支持する結果となった。 

共同発表者： 口仁, 金山ひとみ,前

田吉樹 

担当部分: データ解析, 録執筆 

（口述発表） 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

6) 当院回復期病棟におけ

る摂食 下障害患者の動

向  

 

― 

 

平成 24 年 8

月  

 

第 17・18 回日本摂食・

下 

リハビリテーション

学会学術大会 

（北海 ） 

 

摂食 下機能が自宅復帰率に える影

響を検証した。FIM と食形態を独立変数

とした名義ロジスティック回帰の結果、

食形態は有意な変数として採択されな

かった。これは摂食 下機能が低いまま

自宅退院している患者が少なからず存

在することを示 しており、今後は外来

や訪問におけるフォローアップを

的におこなう必要がある。 

共同発表者： 前田佳恵, 徳沢勝也, 前

田吉樹担当部分: データ解析, 録執

筆 

（ポスター発表） 

7) Conditioning of fear 

to voluntary movement 

paired with painful heat 

stimulus: Experimental 

verification of fear 

avoidance model using 

skin potential response 

運動と痛みの づ

け： 回避モデルの実験

的検証 

 

― 

 

平成 24 年 11

月 

 

第 42 回日本臨床神経

生理学会学術大会 

（東京都） 

 

運動と痛みの が結びつく「 付

け」を心理実験の手続きを用いて再現し

た。手関 の運動をおこなうと痛み

が提示されるシステムを構築し、運動に

結びつけられた を 気活動に

よって評価した。結果、痛み を伴わ

ない運動でも、痛み がある場合と同

程度の 気活動を認め、運動に痛み

の が 付けられることを示した。 

共同発表者： 前田吉樹, 重之, 大城

宜哲, 宮内哲, 田政彦 

担当部分: 研究計画、データ測定・解析、

録執筆 

（ポスター発表） 

8) 位反応を用いた

運動と痛みの 付

けとその 去の検証 

 

― 

 

平成 25 年 12

月 

 

第 6回日本運動 痛

学会 

（兵庫県） 

 

付けによって結びついた運動

と痛みの を、 付けの 去によっ

て軽減できるかを実験的に検証した。

去の手続きによって運動に痛み が

伴わないことを学習すると、 を反

して出現する 気活動が減少する

ことを示した。しかし全体としては最後

まで 気活動が出現し続ける傾向

にあり、運動に結びついた痛みの が

容 には取り去ることができないこと

を示 した。 

共同発表者： 前田吉樹, 重之, 大城

宜哲, 宮内哲, 尾知之, 藤洋一, 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

    

田政彦 

担当部分: 研究計画、データ測定・解析、

録執筆 

（口述発表） 

9) 教示は運動に伴う痛み

の 付けの 去に

強く影響する 

 

― 

 

平成 26 年 6

月 

 

第 36 回日本 痛学会 

（大阪府） 

 

患者を安心させる教示の有効性が

付けの 去に基づくものかを検証する

ために、「運動に結びついた痛みの 」

の 去に「動かしても がこない」と

いう教示が影響するかを実験的に検証

した。結果、教示と経験による 去をお

こなった群は を反 した 気

活動が即 に 失し、経験だけで 去を

おこなった群は最後まで 気活動

の有意な減少がみられなかった。 

共同発表者： 前田吉樹, 重之, 大城

宜哲, 宮内哲, 中江文, Ben Seymour, 

岡秀紀, 田政彦 

担当部分: 研究計画、データ測定・解析、

録執筆 

（口述発表） 

10) 運動への 付

けに関連する心理尺度 

 

― 

 

平成 27 年 11

月 

 

第 8 回 日本運動

痛学会 

（愛知県） 

 

運動への づけの獲得、 去にお

ける個人 に着目し、各個人の心理特性

との関連性を探索的に検討した。 去期

におけるSPR振 値と各心理指 との相

関がみられた。本研究の結果は、 痛の

慢性化に性格傾向等の心理要因が関

する可能性を示 している。 

共同発表者： 木隆寿,前田吉樹, 

重之, 田政彦 

担当部分: 研究計画、データ測定 

（口述発表） 

11) 下筋テスト時 

の 関 周囲筋の 

筋活動の検討 

 

― 

 

平成 28 年 11

月 

 

第 56回 近 理学療法

学術大会 

（和 山県） 

 

下筋のテストである Lift off test

として Belly press test と Belly off 

sign が げられる。これら二つのテスト

の 関 周囲筋の筋活動の違いを筋

図を用いて明らかにすることを目的と

した。結果、BP は BO に比べ大 筋、大

筋の働きが えられ 下筋、三 筋

の働きが大きくなることがわかった。 
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著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概        要 

    

共同発表者： 吉村拓実、春名 史、立

花 、土山耕 、西川 仁史、前田吉樹 

担当部分：研究計画、準備 

（口述発表） 

 

依頼原稿     

1) 「プラセボ効果とはど

のようなものですか 」 

 

― 

 

平成 26 年 10

月 

 

Locomotive Pain 

Frontier 

vol. 3 （2） 

pp42 43 

 

プラセボ効果は、医学研究、とりわけ試

薬の研究において本来の治療効果とは

異なる「取り去るべき」ものとして捉え

られてきた。しかしながら、近年痛みの

臨床においてはプラセボ効果も治療の

一つとして取り入れようという流れが

ある。それらプラセボ効果に関する認識

の変遷を、具体的な研究報告とともに解

説した。 

（2頁） 

（分担執筆者：前田吉樹, 田政彦） 

研究助成金     

1) 日本 害保険協会 交

通事 医療特定課題研究

助成 

 

 

平成 23 年 

～平成 25 年 

 

日本 害保険協会 

 

研究題名： 新しい運動療法の開発： 

機能画 を応用し、外傷後の「痛みの慢

性化」に対して有効な運動療法を開発す

る  

【平成 23 年度～25 年度】 

研究助成金：5,000 千  

共同研究者： 田政彦， 重行，前田吉

樹，大城宜哲，中江文 

 

2) 奈良学園大学保健医療

学部共同研究  

 

 
平成 29 年度 

 

奈良学園大学 

 

研究題名：痛みと運動知覚の 付

け研究 

【平成 29 年度採択課題】 

研究助成金：500 千  

共同研究者：前田吉樹，辻下守弘，守本

とも子 

 

 

 

リハ－614



教  育  研  究  業  績  書 

 令和 2年 3 月 31 日 

氏名 岩崎 智子 

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

管疾患 高次 機能障害 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記事項 

・院内学会「認知症患者に対する作業療法～関わ

り方を通して～」
平成 25 年 5月 

医療法人社団みどりの会酒井病院において, 院内学

会で他職種向けに,認知症の概要と評価,基本的な関

わり方と作業療法について発表した. 

［担当部分  

発表の企画,構成,プレ ンテーションの作成 

・臨床実習指導
平成 26 年 9月

～11 月 

臨床実習(長期実習)において,8 週間,作業療法士学

生のケースバイ ーとして指導を行った. 

・院内 強会「作業は人を元気にする」 平成 27 年 2月 

院内 強会にて, “作業は人を元気にする”をテー

マに,院内で行っている作業療法を通して, 治療効

果が表れ,元気になった症例を介するとともに,人に

とって大切で意味のある作業,元気になれる作業と

は何かを考え.院内の他職種に向けて,作業療法を啓

発した.

[担当部分]発表の企画,構成,プレ ンテーションの

作成, ムービーの作成

・障害支援（福祉機 領域）論

平成 27 年 8月 

平成 28 年 8月 

平成 29 年 8月 

平成 30 年 8月 

平成 27 年より, 路 協大学教員免許状更新講習に

おいて,現職の教員向けに障害支援についての講議

を行った. 福祉用具概論, 子と移動・・移乗用具,

住宅改修,自助具等について解説した. 

[担当部分] 

子と移動・移乗用具, 子の基礎知識・シーテ

ィングについての講義 

［共同発表者 山形力生 

・院内リハビリテーション課 強会「生活行為向

上マネジメント（MTDLP）」
平成28年10月 

医療法人社団 心会 生病院にて、理学療法・作業

療法 強会で、生活行為向上マネジメント（MTDLP）

について発表した.概要の説明,演習シートを使用し

たグループワーク,事例発表を通して MTDLP の考え

方を啓発した. 

[担当部分] 

発表の企画,構成,プレ ンテーションの作成 

・臨床実習指導
平成 30 年 1月

～2月 

臨床実習(評価実習)において,5 週間,作業療法士学

生のスーパーバイ ーとして指導を行った. 

・臨床実習指導
平成 30 年 9月

～10 月 

臨床実習(長期実習)において,8 週間,作業療法士学

生のケースバイ ーとして指導を行った. 

５ その他 
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職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概         要 

１ 資格，免許   

1.教育 学士 平成 13 年 3月 高知大学 8678 号 

2.高等学校教 一種免許状（美術） 平成 13 年 3月 平 12 高 1第 475 号 

3.高等学校教 一種免許状（工 ） 平成 13 年 3月 平 12 高 1第 476 号 

4.高等学校教 一種免許状（工 ） 平成 13 年 3月 平 12 中 1第 285 号 

5.医療保健学 学士 平成 23 年 3月 路 協大学 医第 10064 号 

6.作業療法士免許状 平成 23 年 4月 64784 

6.作業療法士臨床実習指導者研修 修了 平成 28 年 3月 認定 号 169 号 

7.生活行為向上マネジメント研修 修了 平成 31 年 9月 NO.4948 

２ 特許等   

   

３ 実務の経験を有する者についての特記事項   

1.医療法人内海慈仁会 路北病院 作業療法士 

平成 23 年 4月

～平成 24 年 3

月 

精神科病院（急性期・一般・療 ・認知症）の療

病棟を担当。統合失調症などの精神障害、 うつ病

などの気分障害、認知症などの患者様を対象に、手

工 、コーラス、料理などの集団作業療法を通して

精神面の安定と回復を支援した。 

2.医療法人社団みどりの会 酒井病院 作業療法

士 

平成 24 年 4月

～平成27年 10

月 

一般病院（急性期・回復期・療 ・外来のケアミッ

クス型）の病院に勤務。身体障害領域（ 管疾患、

整形疾は回復期の専従として、在宅復帰や社会復帰

に向けて患者様の支援を行うともに、セラピスト・

他職種間の連携の中心を担う役割をした。また回復

期リハビリテーション病棟としての質の向上を図る

ため、地域のシームレス会議に参加し、取り組みの

発表や他院との意見交 等を行った。 

3.医療法人社団 心会 生病院 作業療法

士 

平成 28 年 4月

～平成 31 年 3

月 

神経外科、整形外科疾患を中心とした急性期・回

復期病院にて、回復期リハビリテーション病棟に勤

務。在宅復帰に向けて上 機能や高次 機能、ADL、

IADL 等にアプローチするとともに、社会復帰に向け

て職業練習を実施するなど、患者様のデマンドに応

じた作業療法を実施した。 

4.医療法人 博愛会 松倉病院 作業療法士 
令和元年9月～

現在に る 

整形外科疾患を中心とした回復期リハビリテーショ

ン病棟に勤務し、ADL や IADL を中心にした作業療法

を実施。若年セラピストの指導も実施している。 

   

４ その他   

   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月  

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称
概        要 

（著書）     

1     

:     

（学術論文）     
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1 によりapathyを呈

した一例への介入 

～ADL 自立と楽しみ活動の

再獲得を目指して～ 

共著 平成 29 年 3月 

兵庫県作業療法士

会機関誌・第 6 巻 

p16～p21 

管性 apathy は最近注目されてきた

病態であり,リハビリテーションにおけ

る阻害因子となることが げられてい

るものの,治療に関する報告は少ない.

今回apathyを発症し,難渋した一例に対

し,“意 には の活性が重要であ

る”とする池谷の理論を参考に作業療法

を行った.介入を通して,意 の向上が

見られ,ADL の自立度も向上した.ひいて

は,退院後継続して実施可能な楽しみ活

動の再獲得に げることができた.  

尚, 本報告は第 49 回日本作業療法学会

における演題発表をもとに加筆し,再構

成したものである. 

［共著者  

岩 智子（筆 ）,山形力生 

     

（その他）学会発表     

1.「 手で上手にご飯を食

べたい」 

～Demandsに添えるOTとは

～ 

共著 平成 25 年 9月 

第 33 近 作業療法

学会（兵庫） 

ポスター発表 

により 片麻 を呈した症例を

担当した.上下 の麻 は 著な回復を

見せている反面,手指の麻 と感覚障害

は 存し,利き手である 手の実用手と

しての使用は難しい状態であった.高齢

者向け住宅にて集団で食事をする症例

にとって,「 手で上手にご飯を食べる」

ことは,自身のプライドと尊 に関わる

重要な問題であると考え,Demands に

えるよう作業療法を行った.介入を通し

麻 側使用による 操作が可能となり,

症例にとって納得ができる結果が得ら

れた. Demands に添う OT とは,患者自身

にとって,その demands がどういう意味

を持つか考え,患者自身から内発的動機

が生まれるよう支援することが重要で

あることをあらためて感じた. 

［共同発表者  

岩 智子（筆 ）,山形力生 

2. により apathy を

呈した一例への介入 

～ADL 自立と楽しみ活動の

再獲得を目指して～ 

共著 平成 27 年 6月 

第 49 日本作業療法

学会（兵庫） 

ポスター発表 

アテローム 性 により apathy

を呈した症例を担当した.病棟生活では

無気力で 床し,全 ADL に介助を要する

状態であった.今後の退院先が施設とな

る症例にとって,自立して行えるADLを1

つでも増やし,他者に依存した生活では

なく,意 と自信・楽しいと思える生活

を取り戻すことが重要であると考え,作

業療法を行った.介入方法として, “意

には の活性が重要である”とす

る池谷の理論を参考に意 向上訓練を

取り入れ実施した.介入を通して,意

・発動性の向上が見られ,ADL 能力の向

上,楽しみ活動の再獲得が成された. 

［共同発表者  

岩 智子（筆 ）,山形力生 
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3.臨床に従事する作業療

法士のコミュニケーショ

ン・スキルについて 

共著 平成 28 年 9月 

第 50 日本作業療法

学会（北海 ） 

ポスター発表 

作業療法学生(OTS)にとって対人関係能

力を含む社会的スキルを獲得すること

は重要といえる. OTS の目 と考えられ

る臨床家の作業療法士を対象にコミュ

ニケーション スキル尺度（ENDCOREs）

を用いて検討を行った.また,臨床現場

での他職種との関係を測定するために,

鈴木らの臨床活動での質を測定する尺

度（以下 QOE）を改変し用いた.臨床経験

群間の比較では,臨床経験とともにコミ

ュニケーション スキル(以下 CS)が成長

し充実していく傾向にあることが示

された.QOE F3（他の職員と関係を維持

する行動）は ENDCOREs の得点と相関し

たことから,CS が現場における仕事上の

コミュニケーション活動全般の要素と

なっていることを示 すると考えた.経

験年数に伴う CS の充実には,END F2(表

現力)や END F4(自己主張)の因子が影響

するものと考えられた.これら 2因子の

スキルの成長が CS や臨床活動の基 に

なっている可能性が考えられた. 

［共同発表者  

岩 智子,山形力生,櫻井秀雄 

4.作業療法士の職業経験

とその質について 
共著 平成 29 年 9月 

第 51 日本作業療法

学会（東京）ポスタ

ー発表 

臨床に従事する作業療法士は,様々な経

験を重ね,臨床実践に関わる能力を獲得

し,キャリアを成長させることが期待さ

れている.今回,現場に従事する作業療

法士を対象に職業経験の質の一側面を

調査するとともにどのような傾向があ

るのかについて分析した.方法として,

鈴木らの臨床活動での質を測定する尺

度（以下 QOE）を改変し用い,また自己効

力感（以下 SE）についても合わせて調べ

た.臨床経験毎の比較では,QOE 合計得点

は上 する傾向にあり,臨床経験ととも

にその職業経験の質は充実していく傾

向にあることが示 された.さらに職業

経験の質の高さは自己効力感の高さに

も影響すると考えられた.一方経験年数

の浅いG1群において,自己効力感の高低

によって職業経験の質に があること

が確認された．特に QOE F（実践力を獲

得し,多様な役割を果たす行動）に が

みられたことから，役割を意識できるこ

とが重要と考えられ，新人 OTR に対する

卒後教育などでは留意すべき点と考え

た. 

［共同発表者  

岩 智子,山形力生 
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5.作業を通して士気と自

信の回復を図り,畑仕事の

再開を目指した の

一例 

単著 平成 31 年 9月 

第 53 日本作業療法

学会（福岡） 

ポスター発表 

本人の 味と仕事に関わる作業（水

画・畑仕事）を取り入れ,士気と自信の

回復を図り,デマンドである畑仕事の再

開に げた経過と考察を報告した。水

画を通して,徐々に上手く けるように

なったことや,他者から認められる機会

が増えたこと,フロー体験が み重ねら

たことで,不安や ち込みの軽減が図ら

れたと考えた.ひいては病棟 ADL への意

の一助となったと考える.畑仕事で

は,病前のようには難しいとしても,ど

のようにすれば継続していくことが可

能か,MTDLP を実践することで現実的に

考え,他職種や家族とともに実現を目指

していくことができた.院内の畑での成

功体験を み重ね,家族の協力を得て実

際に自宅で行ったことで,課題や目 が

明確となり,意 を向上させたと考え

る.また援助を得ながらでも,実際に現

地で実施できたことは,本人にとって自

信となり,士気を再獲得する最大の要因

となったと考える. 
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教  育  研  究  業  績  書 

令和 2 年  3 月 31 日 

氏名  

研 究 分 野 研究内容のキーワード 

健康科学 介護予防、健康増進 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 教育方法の実践例 

２ 作成した教科書，教材 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

４ 実務の経験を有する者についての特記

５ その他 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概 要 

１ 資格，免許 

理学療法士 2016 年 3 月 

２ 特許等 

３ 実務の経験を有する者についての特記

４ その他 

大阪市立鶴見区老人福祉センター主 事業

「いきいき百 体操」への講話と評価 

2019 年 9 月～12

月 

地域在住の高齢者に健康体操の指導、体力測定、健康講

などを行った。 

奈良市登美 公 主 事業「ひだまり

体操」の講師 
2019 年 7 月 地域在住の高齢者に健康体操の指導を行った。 

NPO 法人ワンネスでの社会活動 
2017 年 3 月～

2020 年 12 月 

地域生活者の生活支援とコミュニティ作りに関する企

画運営を行った。 

NPO 法人ひとしごと での社会活動 
2017年～2020年

12 月 

地域で働く人々に対する支援として健康体操の指導や

健康教室の開 などを企画運営した。 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概 要 

（著書） 

1 

2 

3 

: 

（学術論文） 

1 高齢者の人生の目的が生き

がい、前向きな態度および QOL

に及 す影響 
共著 2020 年 3 月 奈良学園大学紀要 

大阪府 A区に居住する 65 以上の高齢者に対して、

人生の目的、生きがい、前向きな態度および健康関

連 QOL に関する質問紙調査を行った。人生の目的が

高い者は、健康的な行動を促進し、健康に対する肯

定的な意識が高いと示 された。 

2 
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3 

: 

（その他） 

1 インタラクティブ・メトロノ

ーム(IM)がアルツハイマー型

認知症の認知機能に及 す効

果について 

共著 2019 年 6 月 
日本バイオフィード

バック学会学術総会 

インタラクティブ・メトロノーム（IM）は、基準と

なるリズム音に対して身体運動のタイミングを合わ

せる 単なトレーニングであり、それを聴覚的・視

覚的にリアルタイムでフィードバックさせることが

特徴である。本研究では、アルツハイマー型認知症

の高齢者を対象として、IM トレーニングを実施し、

認知機能の向上が認められた。

2 自己効力感の向上により活

動量が拡大した一症例 
共著 2016 年 6 月 

大阪府理学療法士会

新人症例発表会 

視床出 後の 60 代男性で自己効力感が低く治

療に 的でない患者を対象として、行動療法を用

いることで自己効力感を高めることで、早期の退院

を実現させることができた。
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